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ご注意書き 
 
１． 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、

応用例を説明するものです。お客様の機器・システムの設計において、回路、ソフトウェアお
よびこれらに関連する情報を使用する場合には、お客様の責任において行ってください。これ
らの使用に起因して、お客様または第三者に生じた損害に関し、当社は、一切その責任を負い
ません。 

２． 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないこと
を保証するものではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害が
お客様に生じた場合においても、当社は、一切その責任を負いません。 

３． 本資料に記載された製品デ－タ、図、表、プログラム、アルゴリズム、応用回路例等の情報の
使用に起因して発生した第三者の特許権、著作権その他の知的財産権に対する侵害に関し、当
社は、何らの責任を負うものではありません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の特
許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 

４． 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。かかる改造、改変、複製等により生じた損
害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 

５． 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」および「高品質水準」に分類しており、 
各品質水準は、以下に示す用途に製品が使用されることを意図しております。 

  標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV機器、 
家電、工作機械、パーソナル機器、産業用ロボット等  

 高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、 
   防災・防犯装置、各種安全装置等 
当社製品は、直接生命・身体に危害を及ぼす可能性のある機器・システム（生命維持装置、人
体に埋め込み使用するもの等） 、もしくは多大な物的損害を発生させるおそれのある機器・シ
ステム（原子力制御システム、軍事機器等）に使用されることを意図しておらず、使用するこ
とはできません。 たとえ、意図しない用途に当社製品を使用したことによりお客様または第三
者に損害が生じても、当社は一切その責任を負いません。 なお、ご不明点がある場合は、当社
営業にお問い合わせください。 

６． 当社製品をご使用の際は、当社が指定する 大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件
その他の保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用された場合の
故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 

７． 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めていますが、半導体製品はある確率で故障
が発生したり、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放
射線設計については行っておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事
故、火災事故、社会的損害等を生じさせないよう、お客様の責任において、冗長設計、延焼対
策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージング処理等、お客様の機器・システムとし
ての出荷保証を行ってください。特に、マイコンソフトウェアは、単独での検証は困難なため、
お客様の機器・システムとしての安全検証をお客様の責任で行ってください。 

８． 当社製品の環境適合性等の詳細につきましては、製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せく
ださい。ご使用に際しては、特定の物質の含有・使用を規制する RoHS 指令等、適用される環境
関連法令を十分調査のうえ、かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令
を遵守しないことにより生じた損害に関して、当社は、一切その責任を負いません。  

９． 本資料に記載されている当社製品および技術を国内外の法令および規則により製造・使用・販
売を禁止されている機器・システムに使用することはできません。また、当社製品および技術
を大量破壊兵器の開発等の目的、軍事利用の目的その他軍事用途に使用しないでください。当
社製品または技術を輸出する場合は、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、
かかる法令の定めるところにより必要な手続を行ってください。 

10． お客様の転売等により、本ご注意書き記載の諸条件に抵触して当社製品が使用され、その使用か
ら損害が生じた場合、当社は何らの責任も負わず、お客様にてご負担して頂きますのでご了承く
ださい。 

11． 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製するこ
とを禁じます。 

 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサス エレクトロニクス株式会社およびルネ

サス エレクトロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する
会社をいいます。 

注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注１において定義された当社の開発、製造
製品をいいます。 
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製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本ドキュメントおよびテクニカルアップデートを参照してください。 

 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS 製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用

端子を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI 周辺のノイズが印加され、LSI 内部で貫通電

流が流れたり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用

端子の処理」で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSI の内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定で

す。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子

の状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットの

かかる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレス（予約領域）のアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレス（予約領域）のアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレス（予約領域）がありま

す。これらのアドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしない

ようにしてください。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてくださ

い。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、

クロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子

（または外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定し

てから切り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実施してくださ

い。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部 ROM、レイアウトパターンの相違などにより、電

気的特性の範囲で、特性値、動作マージン、ノイズ耐量、ノイズ輻射量などが異なる場合がありま

す。型名が違う製品に変更する場合は、個々の製品ごとにシステム評価試験を実施してください。 

 



このマニュアルの使い方

1. 目的と対象者

このマニュアルは、本マイコンのハードウェア機能と電気的特性をユーザに理解していただくための

マニュアルです。本マイコンを用いた応用システムを設計するユーザを対象にしています。このマニュア

ルを使用するには、電気回路、論理回路、マイクロコンピュータに関する基本的な知識が必要です。

このマニュアルは、大きく分類すると、製品の概要、CPU、システム制御機能、周辺機能、電気的特性、

使用上の注意で構成されています。

RX62Tグループ、RX62Gグループでは次のドキュメントを用意しています。ドキュメントは 新版を使

用してください。

新版はルネサス エレクトロニクスのホームページに掲載されています。

ドキュメントの種類 記載内容 資料名 資料番号

ショートシート ハードウェアの概要 RX62Tグループ、RX62Gグルー

プ ショートシート

－

データシート ハードウェアの概要と電気的特性 － －

ユーザーズマニュアル
ハードウェア編

ハードウェアの仕様（ピン配置、

メモリマップ、周辺機能の仕様、

電気的特性、タイミング）と動作

説明

RX62Tグループ、RX62Gグルー

プ 

ユーザーズマニュアル
ハードウェア編

本ユーザーズマニュア
ル

ユーザーズマニュアル
ソフトウェア編

CPU・命令セットの説明 RXファミリ

ユーザーズマニュアル
ソフトウェア編

RJJ09B0465

アプリケーションノート 応用例参考プログラムなど － －

RENESAS THCHNICAL 
UPDATE

製品の仕様、ドキュメント等に

関する速報

－ －

本マイコンは、注意事項を十分確認の上、使用してください。注意事項は、各章の本文中、各章の 後、

注意事項の章に記載しています。

改訂記録は旧版の記載内容に対して訂正または追加した主な箇所をまとめたものです。改訂内容すべて

を記録したものではありません。詳細は、このマニュアルの本文でご確認ください。



2. 　レジスタの表記

各章において「レジスタの説明」には、ビットの並びを示すビット配置図とビットに設定する内容を

説明するビット機能表があります。使用する記号、用語を以下に説明します。

X.X.X • • • • レジスタ

注1. R/W ：読み出し／書き込みともに有効です。

R/(W) ：読み出し／書き込みともに有効ですが、書き込みには制限があります。

制限の内容については、各レジスタの説明や注記を参照ください。

R ：読み出しのみ有効です。書き込みは無効になります。

注2. 予約ビットです。書く場合には、必ず指定された値を書いてください。指定外の値を書いた場合の

動作は保証されません。

注3. 設定しないでください。設定した場合の動作は保証されません。

アドレス xxxx xxxxxh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— • • • • • • • • • • • • — — — • • • •

リセット後の値 x 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 ••••0 ・・・・ビット 0：・・・・・

1：設定しないでください。

R/W

b3-b1 － 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b4 ••••4 ・・・・ビット 0：・・・・・

1：・・・・・

R

b6-b5 ••••[1:0] ・・・・ビット 0 0：・・・・・

0 1：・・・・・

上記以外は設定しないでください。

R/(W)
（注）

b7 － 予約ビット 読んだ場合、その値は不定です。書き込みは無効になります R

（注 1）

（注 3）
（注 2）

（注 3）



3. 略語および略称の説明

すべての商標および登録商標は、それぞれの所有者に帰属します。

略語 /略称 フルスペル 備考

ACIA Asynchronous Communication Interface Adapter 調歩同期式通信アダプタ

bps bits per second 転送速度を表す単位、ビット /秒

CRC Cyclic Redundancy Check 巡回冗長検査

DMA Direct Memory Access CPUの命令を介さずに直接データ転送を

行う方式

DMAC Direct Memory Access Controller DMAを行うコントローラ

GSM Global System for Mobile Communications FDD-TDMAの第二世代携帯電話の方式

Hi-Z High Impedance 回路が電気的に接続されていない状態

IEBus Inter Equipment Bus ―

I/O Input / Output 入出力

IrDA Infrared Data Association 赤外線通信の業界団体または規格

LSB Least Significant Bit 下位ビット

MSB Most Significant Bit 上位ビット

NC Non-Connect 非接続

PLL Phase Locked Loop 位相同期回路

PWM Pulse Width Modulation パルス幅変調

SIM Subscriber Identity Module ISO/IEC 7816規格の接触型 ICカード

UART Universal Asynchronous Receiver / Transmitter 調歩同期式シリアルインタフェース

VCO Voltage Controlled Oscillator 電圧制御発振器
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ルネサスマイクロコンピュータ

特長

■ 32 ビット RX CPU コア内蔵

 大動作周波数 100MHz 

165 DMIPS の性能（100MHz 動作時）

 32 ビット単精度浮動小数点（IEEE754 に準拠）

 32×32 → 64 ビット演算結果（1 命令）のアキュームレー

タ
 乗除算器 32×32 ビット（乗算命令は 1CPU クロック）

 高速割り込み

 5 段パイプラインの CISC ハーバードアーキテクチャ

 可変長命令形式：コードを大幅に短縮

 メモリプロテクションユニット（MPU）対応

 JTAG デバッグ機能および高速トレース機能

■動作電圧

 3.3V 単一、5V 単一、3.3V 品はアナログ電源 5V 可能

■消費電力低減機能

 4 種類の低消費電力モード

■内蔵メインフラッシュメモリ（ウェイトなし）

 100MHz 動作、10 n sec 読み出しサイクル

 CPU フルスピード読み出し時、ウェイトなし

 64K/128K/256K バイトの容量

 命令、オペランド用

 SCI、JTAG からのユーザ書き込み

■内蔵データフラッシュメモリ

 大 32K バイト（30K 回消去可能）

 CPU に負荷をかけない書き込み / 消去

■内蔵 SRAM（ウェイトなし）

 8K/16K バイト SRAM

 オペランド、命令用

■ DMA
 DTC：1 ユニットで複数 ch の転送が可能

■リセットおよび電源電圧制御

 常時パワーオンリセット（POR）内蔵

 低電圧検出機能（LVD）の設定可能

■クロック機能

 外部水晶発振、内部 PLL 対応 8MHz ～ 12.5MHz

 IWDT 用、内部 125kHz LOCO クロック

 メインクロック発振停止検出機能（IEC60730 対応）

■独立ウォッチドッグタイマ（IEC60730 対応）内蔵

 125kHz LOCO クロック動作

 ソフトウェアでは停止できない強力な WDT

■ 大 7 本の通信インタフェース内蔵

 CAN (ISO11898-1 準拠 ), 32 メールボックス内蔵 (1ch) 

  SCI (3ch)

調歩同期式モード（ノイズキャンセル機能付き）/
クロック同期式モード /
スマートカードインタフェースモード

 I2C バスインタフェース、SMBus に対応 (1ch) 

 RSPI (1ch) 

 LIN (1ch) 

■ 大 16 本の 16 ビットタイマ

 16 ビット MTU3：100MHz 動作、インプットキャプ

チャ、アウトプットコンペア、三相相補 PWM 波形

2ch 出力、CPU に負荷をかけない相補 PWM、位相計

数モード (8ch)
 16 ビット GPT：100MHz 動作、インプットキャプチャ、

アウトプットコンペア、PWM 波形単相相補 4ch 出力

もしくは三相相補 1ch ＋単相相補 1ch 出力、CPU に負

荷をかけない相補 PWM、コンパレータ連動（カウン

ト動作、PWM ネゲート制御）、発振周波数異常検出機

能（IEC60730 対応）(4ch)
 16 ビット CMT (4ch)

■ PWM 波形遅延生成機能（RX62G グループのみ）

 16ビットGPTのPWM出力端子の立ち上がり /立ち下が

りタイミング制御を 312ps の分解能で実現（100MHz
動作時）

■ 1MHz 動作 A/D コンバータ 3 ユニット 計 20ch 内蔵

 3 ユニットで 7ch 同時サンプリングが可能

 自己診断機能（IEC60730 対応）

 12 ビット ADC 2 ユニット：3 サンプル / ホールド回路、

ダブルデータレジスタ、アンプ、コンパレータ (8ch)
 10 ビット ADC 1 ユニット (12ch)

■ CRC（Cyclic Redundancy Check）演算器

 通信データの監視（IEC60730 対応）

 メモリデータの監視（IEC60730 対応）

■ 大 61 本の入出力ポート、 大 21 本の入力ポート

 PORT レジスタ：出力ポートの監視（IEC60730 対応）

■動作周囲温度

 –40 ℃ ～ +85 ℃

 –40 ℃ ～ +105 ℃

PLQP0112JA-A　20×20mm、0.65mmピッチ
PLQP0100KB-A　14×14mm、0.5mmピッチ
PLQP0080JA-A　14×14mm、0.65mmピッチ
PLQP0064KB-A　10×10mm、0.5mmピッチ
PLQP0064GA-A　14x14mm、0.8mmピッチ

100MHz、32ビットRX MCU、FPU内蔵、165 DMIPS、
12ビットADC（3 S/H回路、ダブルデータレジスタ、アンプ、コンパレータ） 2ユニット、
10ビットADC 1ユニット、ADC 3ユニットで7ch同時サンプリング、
100MHz PWM（三相相補2ch+単相相補4chもしくは三相相補3ch+単相相補1ch）

R01UH0034JJ0200
Rev.2.00

2013.12.27

特長
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1. 概要

1.1 仕様概要

表 1.1 に仕様概要を、表 1.2 に製品別機能対応表を示します。

表1.1 仕様概要 (1 / 5)

分類 モジュール／機能 説明

CPU 中央演算処理装置  大動作周波数：100MHz
 32ビットRX CPU
 小命令実行時間：1命令1クロック

 アドレス空間：4Gバイト・リニアアドレス

 レジスタ

汎用レジスタ：32ビット×16本
制御レジスタ：32ビット×9本
アキュムレータ：64ビット×1本

 基本命令：73種類

 浮動小数点演算命令：8種類

 DSP機能命令：9種類

 アドレッシングモード：10種類

 データ配置

命令：リトルエンディアン

データ：リトルエンディアン／ビッグエンディアンを選択可能

 32ビット乗算器：32ビット×32ビット→64ビット

 除算器 :32ビット÷32ビット→32ビット

 バレルシフタ：32ビット

 メモリプロテクションユニット（MPU)

FPU  単精度浮動小数点数（32ビット）

 IEEE754に準拠したデータタイプおよび例外

メモリ ROM  ROM容量： 大256Kバイト

 2種類のオンボードプログラミングモード

ブートモード（SCIを使用してユーザマットを書き換え可能）

ユーザプログラムモード

 オフボードプログラミング

PROMライタを使用し、ユーザマットの書き換えが可能

RAM RAM容量： 大16Kバイト

データフラッシュ  データROM容量： 大32Kバイト

 BGO（バックグランドオペレーション）対応

MCU動作モード シングルチップモード

クロック クロック発生回路  1回路：メインクロック発振回路

 内部発振：IWDT専用低速オンチップオシレータ

 PLL周波数シンセサイザと周波数分周回路で構成され、動作周波数を選択可能

 発振停止検出：あり

 システムクロック（ICLK）、周辺モジュールクロック（PCLK）を個別に設定可能

CPU、バスマスタなどのシステム系、MTU3およびGPTは ICLK同期：8～100MHz
周辺モジュールはPCLK同期：8～50MHz

リセット 端子リセット、パワーオンリセット（電源投入時の自動パワーオンリセット）、

電圧監視リセット、ウォッチドッグタイマリセット、独立ウォッチドッグタイマリセッ

ト、ディープソフトウェアスタンバイリセット

電圧検出回路（LVD） VCCが電圧検出レベル（Vdet）以下になると内部リセットまたは内部割り込みを発生

低消費電力 消費電力低減機能  モジュールストップ機能

 4種類の低消費電力状態

スリープモード、全モジュールクロックストップモード、ソフトウェアスタンバイ

モード、ディープソフトウェアスタンバイモード

割り込み 割り込みコントローラ

（ICU）

 周辺機能割り込み：要因数 101
 外部割り込み：要因数 9（NMI端子、IRQ0～ IRQ7端子）

 ノンマスカブル割り込み：要因数 3（NMI端子、発振停止検出割り込み、電圧監視割り

込み）

 16レベルの割り込み優先順位を設定可能

データ転送 データトランスファ

コントローラ（DTC）

 転送モード：ノーマル転送モード、リピート転送モード、ブロック転送モード

 起動要因：ソフトウェアトリガ、外部割り込み、周辺機能割り込み
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I/Oポート プログラマブル

入出力ポート

112ピンLQFP / 100ピンLQFP / 80ピンLQFP：R5F562TxGDFF / 
80ピンLQFP：R5F562TxGDFF以外 / 64ピンLQFPの I/Oポート

 入出力：61 / 55 / 44 / 44 / 37
 入力：21 / 21 / 13 /13 / 9
 オープンドレイン出力：2 / 2 / 2 / 2 / 2（I2Cバスインタフェース端子）

 大電流出力：12 / 12 / 12 / 6 / 6 (0)（MTU3端子、GPT端子）

（64ピンの5V版では大電流出力はなし）

 常に端子の状態を読み出すことが可能

タイマ マルチファンクション

タイマパルスユニット3
（MTU3）

 16ビット×8チャネル

 大24本のパルス入出力と3本のパルス入力が可能

 チャネルごとに6～8種類のカウントクロック（ICLK/1、ICLK/4、ICLK/16、ICLK/64、
ICLK/256、ICLK/1024、MTCLKA、MTCLKB、MTCLKC、MTCLKD）を選択可能

（チャネル5は4種類）

 24本のアウトプットコンペアレジスタ兼インプットキャプチャレジスタ

 カウンタクリア動作（コンペアマッチ／インプットキャプチャによる同時クリア可能）

 複数のタイマカウンタ（TCNT）への同時書き込み

 カウンタの同期動作による各レジスタの同期入出力

 バッファ動作

 カスケード接続動作

 38種類の割り込み要因

 レジスタデータの自動転送

 パルス出力モード

トグル／PWM／相補PWM／リセット同期PWM
 相補PWM出力モード

3相のインバータ制御用ノンオーバラップ波形を出力

デッドタイム自動設定

PWMのデューティ比を0～100%任意に設定可能

A/D変換要求ディレイド機能

山／谷割り込み間引き機能

ダブルバッファ機能

 リセット同期PWMモード

任意のデューティ比の正相・逆相PWM波形を3相出力

 位相計数モード

 デッドタイム補償用カウンタ機能

 A/Dコンバータの変換開始トリガを生成可能

 A/D変換開始間引き機能

ポートアウトプット

イネーブル3（POE3）
 MTU3およびGPT波形出力端子のハイインピーダンス制御

POE0、POE4、POE8、POE10、POE11の5つの入力端子による起動

出力短絡検出（大電流端子の出力が同時にアクティブレベルになったことを検出）に

よる起動

12ビットA/Dコンバータアナログ入力のコンパレータ検出による起動

発振停止検出による起動

ソフトウェアによる起動

 各POE入力およびコンパレータ検出時に、どの出力端子をハイインピーダンスにする

かを選択可能

表1.1 仕様概要 (2 / 5)

分類 モジュール／機能 説明
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タイマ 汎用PWMタイマ

（GPT/GPTa）
 16ビット×4チャネル

 各カウンタは、アップカウントもしくはダウンカウント（のこぎり波）、アップダウン

カウント（三角波）が選択可能

 チャネルごとに独立したクロックソースを選択可能

 チャネルごとに2本の入出力端子

 チャネルごとにアウトプットコンペア／インプットキャプチャ用レジスタが2本
 各チャネル2本のアウトプットコンペア／インプットキャプチャレジスタに対し、それ

ぞれバッファレジスタとして4本のレジスタがあり、バッファ動作しないときにはコン

ペアレジスタとしても動作可能

 アウトプットコンペア動作時に山／谷それぞれバッファ動作可能で左右非対称なPWM
波形を生成

 チャネルごとにフレーム周期用レジスタを搭載（オーバフロー／アンダフローで割り

込み可能）

 それぞれのカウンタを同期動作可能

 同期動作のモード（同時または任意のタイミングでずらす位相シフトに対応）

 PWM動作の際にデッドタイム生成が可能

 3つのカウンタを組み合わせ、デッドタイム付きの3相PWM波形を自動生成可能

 外部 /内部トリガによりカウントスタート／クリア／ストップ可能

 内部トリガ要因として、コンパレータ検出、ソフトウェア、コンペアマッチ

 分周された IWDT専用低速オンチップオシレータクロックのエッジをシステムクロック

（ICLK）を分周したカウントクロックで計測することが可能（発振異常検出）

 各チャネル2本のPWM出力端子に対し、システムクロック（ICLK）の1/32の分解能で

立ち上がり /立ち下がりタイミングの制御が可能（PWM遅延生成機能）（GPTaのみ）

コンペアマッチタイマ

（CMT）
（16ビット×2チャネル）×2ユニット

 4種類のクロック（PCLK/8、PCLK/32、PCLK/128、PCLK/512）を選択可能

ウォッチドッグタイマ

（WDT）
 8ビット×1チャネル

 8種類のカウントクロック（PCLK/4、PCLK/64、PCLK/128、PCLK/512、PCLK/2048、
PCLK/8192、PCLK/32768、PCLK/131072）を選択可能

 ウォッチドッグタイマモード／インターバルタイマモードを切り替えて使用可能

独立ウォッチドッグ

タイマ（IWDT）
 14ビット×1チャネル

 カウントクロック：IWDT専用低速オンチップオシレータ

通信機能 シリアルコミュニケー

ションインタフェース

（SCIb）

 3チャネル

 シリアル通信方式 :調歩同期式／クロック同期式／スマートカードインタフェース

 マルチプロセッサ通信機能

 内蔵ボーレートジェネレータで任意のビットレートを選択可能

 LSBファースト／MSBファーストを選択可能

 ノイズキャンセル機能（調歩同期式時のみ有効）

I2Cバスインタフェース

（RIIC）

 1チャネル

 通信フォーマット

I2Cバスフォーマット／SMBusフォーマット

マスタ／スレーブ選択可能

CANモジュール

（CAN）（オプション）

 1チャネル

 32メールボックス

シリアルペリフェラル

インタフェース

（RSPI）

 1ユニット

 RSPI転送機能

MOSI（Master Out Slave In）、MISO（Master In Slave Out）、SSL（Slave SeLect）、
RSPCK（RSPI Clock）信号を使用して、SPI動作（4線式）／クロック同期式動作（3
線式）でシリアル通信が可能

マスタ／スレーブモードでのシリアル通信が可能

 データフォーマット

MSBファースト／LSBファーストの切り替え可能

転送ビット長を8～16、20、24、32ビットに変更可能

送信 /受信バッファは128ビット

一度の送受信で 大4フレームを転送（1フレームは 大32ビット）

 バッファ構成

 送信 /受信バッファ構成はダブルバッファ

LINモジュール（LIN）  1チャネル（LINマスタ）

 LINプロトコルのリビジョン1.3、2.0、2.1に対応

表1.1 仕様概要 (3 / 5)

分類 モジュール／機能 説明
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A/D変換器 12ビットA/D
コンバータ

（S12ADA）

 12ビット（4チャネル×2ユニット）

 分解能：12ビット

 変換時間

1チャネル当たり1.0μs（A/D変換クロック ADCLK = 50MHz、AVCC0 = 4.0～5.5V時）

1チャネル当たり2.0μs（A/D変換クロック ADCLK = 25MHz、AVCC0 = 3.0～3.6V時）

 2種類の動作モード

シングルモード、スキャンモード

 スキャンモード

1サイクルスキャンモード

連続スキャンモード

2チャネルスキャンモード（ADユニット内で入力を2グループに分け、別々に起動要

因を設定可能）

 サンプル＆ホールド機能付き

ユニット共通のサンプル&ホールド回路を搭載

上記に加え、個別のサンプル＆ホールド回路を搭載（3チャネル／1ユニット）

 入力端子ごとにA/D変換レジスタを搭載

 ユニットごとに1アナログ入力（AN000/AN100）のみ変換結果レジスタを2段設置

 3種類のA/D変換開始方法

ソフトウェアトリガ、タイマ（MTU3、GPT）のトリガ、外部トリガ

 8、10ビット精度出力対応

変換結果出力の2ビット、または4ビット右シフトが選択可能

 自己診断機能

自己診断機能用に内部で3種類のアナログ入力電圧（VREFL0、VREFH0×1/2、
VREFH0）を生成可能

 プログラマブルゲインアンプによる入力信号増幅機能（3チャネル／1ユニット）

増幅率：2.0倍、2.5倍、3.077倍、3.636倍、4.0倍、4.444倍、5.0倍、5.714倍、

6.667倍、10.0倍、13.333倍（計 11ステップ）

 ウィンドウコンパレータ機能（3チャネル／1ユニット）

10ビットA/D
コンバータ

（ADA）

 10ビット（12チャネル×1ユニット）

 分解能：10ビット

 変換時間

1チャネル当たり1.0μs（A/D変換クロック ADCLK = 50MHz、AVCC = 4.0～5.5V時）

1チャネル当たり2.0μs（A/D変換クロック ADCLK = 25MHz、AVCC = 3.0～3.6V時）

 2種類の動作モード

シングルモード、スキャンモード

 スキャンモード

1サイクルスキャンモード

連続スキャンモード

 サンプル＆ホールド機能付き

ユニット共通のサンプル＆ホールド回路を搭載

 入力端子ごとにAD変換レジスタ設置

 3種類のA/D変換開始方法

ソフトウェアトリガ、タイマ（MTU3、GPT）のトリガ、外部トリガ

 8ビット精度出力対応

変換結果出力の2ビット右シフトが選択可能

 自己診断機能

自己診断機能用に、内部で3種類のアナログ入力電圧（AVSS、VREF×1/2、VREF）を

生成可能

CRC演算器（CRC）  8ビット単位の任意のデータ長に対してCRCコードを生成

 3つの多項式から選択可能

X8＋X2＋X＋1、X16＋X15＋X2＋1、X16＋X12＋X5＋1
 LSBファースト／MSBファースト通信用CRCコード生成の選択が可能

動作周波数 ICLK：8～100MHz
PCLK：8～50MHz

電源電圧  3V版

VCC=PLLVCC=2.7～3.6V
AVCC0=AVCC=3.0～3.6V、または4.0～5.5V
VREFH0=3.0～AVCC0、または4.0～AVCC0
VREF=3.0～AVCC、または4.0～AVCC

 5V版

VCC=PLLVCC=4.0～5.5V
AVCC0=AVCC=4.0～5.5V
VREFH0=4.0～AVCC0
VREF=4.0～AVCC

表1.1 仕様概要 (4 / 5)

分類 モジュール／機能 説明
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注1. Ta = ＋85℃～＋105℃で使用する場合のディレーティングについては、当社営業および販売店営業へお問い合わせくださ

い。なお、ディレーティングとは「信頼性を改善するために、計画的に負荷を定格値から軽減すること」です。

動作周囲温度 Dバージョン：－40～＋85℃、Gバージョン：－40～＋105℃（注1）

パッケージ 112ピンLQFP（PLQP0112JA-A (20×20-0.65mmピッチ)）
100ピンLQFP（PLQP0100KB-A (14×14-0.5mmピッチ)）
80ピンLQFP（PLQP0080JA-A (14×14-0.65mmピッチ )）
64ピンLQFP（PLQP0064KB-A (10×10-0.5mmピッチ )）
64ピンLQFP（PLQP0064GA-A (14x14-0.8mmピッチ ))

表1.1 仕様概要 (5 / 5)

分類 モジュール／機能 説明
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表1.2 RX62Tグループ、RX62Gグループ機能比較表 (1 / 2)

機能 RX62Gグループ RX62Tグループ

ピン数 112ピン 100ピン 112ピン 100ピン

80ピン
(R5F562Tx

GDFF)
80ピン 64ピン

データ転送 データトランスファ

コントローラ (DTC)
○

割り込みコ

ントローラ

（ICU）

NMI 端子入力 ○

IRQ 端子入力 ○（8 本） ○（4 本）

タイマ マルチファンクション

タイマパルスユ ニット 
3（MTU3）

○ ○（注1）

汎用 PWM タイマ

（GPT）
— ○ ○（注1）

汎用 PWM タイマ

（GPTa）
○ —

MTU3/GPT相補PWM
端子

12本 6本

ポートアウトプット

イネーブル3（POE3）
○

（POE 端子 5 本）

○

（POE 端子

3 本）

コンペマッチタイマ

（CMT）
○

ウォッチドッグタイマ

（WDT）
○

独立ウォッチドッグタ

イマ（IWDT）
○

通信機能 シリアルコミュニケー

ションインタ フェース

（SCI）

○

I2C バスインタフェー

ス（RIIC）

○

CAN モジュール

（CAN）（オプション）

○

LIN モジュール（LIN） ○

シリアルペリフェラル

インタフェース

（RSPI）

○

12 ビット A/D コンバータ（S12ADA） ○（4 チャネル ×2 ユニット）

3チャネル同時サンプ

リング機能

○（2 ユニット）

プログラマブルゲイン

アンプ

○（3 チャネル ×2 ユニット）

ウィンドウコンパレー

タ

○（3 チャネル ×2 ユニット）

10 ビット A/Dコンバータ（ADA） ○

（12 チャネル）

○

（4 チャネル）

—

CRC演算器（CRC） ○

I/O ポート 入出力 61 本 55 本 61 本 55 本 44 本 44 本 37 本

入力 21 本 21 本 21 本 21 本 13 本 13 本 9 本
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○：あり、－：なし

注1. MTU3とGPTについては、パッケージごとに端子数が異なります。詳細は、各ピンの機能別端子一覧を参照してください。

また、CANモジュールはオプションです。詳細は表1.3を参照してください。

パッケージ LQFP2020
（0.65mm 
ピッ チ）

LQFP1414
（0.5mm 
ピッ チ）

LQFP2020
（0.65mm 
ピッ チ）

LQFP1414
（0.5mm 
ピッ チ）

LQFP1414
（0.65mm 
ピッ チ）

LQFP1414
（0.65mm 
ピッ チ）

LQFP1010
（0.5mm 
ピッチ）
LQFP1414 
  (0.8mm 
ピッチ )

表1.2 RX62Tグループ、RX62Gグループ機能比較表 (2 / 2)

機能 RX62Gグループ RX62Tグループ

ピン数 112ピン 100ピン 112ピン 100ピン

80ピン
(R5F562Tx

GDFF)
80ピン 64ピン
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1.2 製品一覧

表 1.3 に製品一覧表を、図 1.1 に型名とメモリサイズ・パッケージを示します。

表1.3 製品一覧表 (1 / 3)

グループ 型名 発注型名 パッケージ
ROM
容量

RAM
容量

データフ
ラッシュ

容量
電源電圧

CAN
機能

動作周囲温度

RX62T R5F562TAADFH R5F562TAADFH#V3 PLQP0112JA-A 256K
バイト

16K
バイト

32K
バイト

VCC/PLLVCC
4.0 ～ 5.5V
AVCC/AVCC0
4.0 ～ 5.5V

あり -40～+85℃
(Dバージョン )

R5F562TAADFP R5F562TAADFP#V3 PLQP0100KB-A

R5F562TAADFF R5F562TAADFF#V3 PLQP0080JA-A

R5F562TAGDFF R5F562TAGDFF#V3 PLQP0080JA-A

R5F562TAADFM R5F562TAADFM#V3 PLQP0064KB-A

R5F562TAADFK R5F562TAADFK#V3 PLQP0064GA-A

R5F562T7ADFH R5F562T7ADFH#V3 PLQP0112JA-A 128K
バイト

8K
バイト

8K
バイト

R5F562T7ADFP R5F562T7ADFP#V3 PLQP0100KB-A

R5F562T7ADFF R5F562T7ADFF#V3 PLQP0080JA-A

R5F562T7GDFF R5F562T7GDFF#V3 PLQP0080JA-A

R5F562T7ADFM R5F562T7ADFM#V3 PLQP0064KB-A

R5F562T7ADFK R5F562T7ADFK#V3 PLQP0064GA-A

R5F562T6ADFF R5F562T6ADFF#V3 PLQP0080JA-A 64K
バイト

8K
バイト

R5F562T6ADFM R5F562T6ADFM#V3 PLQP0064KB-A

R5F562T6ADFK R5F562T6ADFK#V3 PLQP0064GA-A

R5F562TABDFH R5F562TABDFH#V3 PLQP0112JA-A 256K
バイト

16K
バイト

32K
バイト

VCC/PLLVCC
2.7 ～ 3.6V
AVCC/AVCC0
3.0 ～ 3.6V
または
4.0 ～ 5.5V

R5F562TABDFP R5F562TABDFP#V3 PLQP0100KB-A

R5F562TABDFF R5F562TABDFF#V3 PLQP0080JA-A

R5F562TABDFM R5F562TABDFM#V3 PLQP0064KB-A

R5F562TABDFK R5F562TABDFK#V3 PLQP0064GA-A

R5F562T7BDFH R5F562T7BDFH#V3 PLQP0112JA-A 128K
バイト

8K
バイト

8K
バイト

R5F562T7BDFP R5F562T7BDFP#V3 PLQP0100KB-A

R5F562T7BDFF R5F562T7BDFF#V3 PLQP0080JA-A

R5F562T7BDFM R5F562T7BDFM#V3 PLQP0064KB-A

R5F562T7BDFK R5F562T7BDFK#V3 PLQP0064GA-A

R5F562T6BDFF R5F562T6BDFF#V3 PLQP0080JA-A 64K
バイト

8K
バイト

R5F562T6BDFM R5F562T6BDFM#V3 PLQP0064KB-A

R5F562T6BDFK R5F562T6BDFK#V3 PLQP0064GA-A

R5F562TADDFH R5F562TADDFH#V3 PLQP0112JA-A 256K
バイト

16K
バイト

32K
バイト

4.0 ～5.5V なし

R5F562TADDFP R5F562TADDFP#V3 PLQP0100KB-A

R5F562TADDFF R5F562TADDFF#V3 PLQP0080JA-A

R5F562TADDFM R5F562TADDFM#V3 PLQP0064KB-A

R5F562TADDFK R5F562TADDFK#V3 PLQP0064GA-A

R5F562T7DDFH R5F562T7DDFH#V3 PLQP0112JA-A 128K
バイト

8K
バイト

8K
バイト

R5F562T7DDFP R5F562T7DDFP#V3 PLQP0100KB-A

R5F562T7DDFF R5F562T7DDFF#V3 PLQP0080JA-A

R5F562T7DDFM R5F562T7DDFM#V3 PLQP0064KB-A

R5F562T7DDFK R5F562T7DDFK#V3 PLQP0064GA-A

R5F562T6DDFF R5F562T6DDFF#V3 PLQP0080JA-A 64K
バイト

8K
バイト

R5F562T6DDFM R5F562T6DDFM#V3 PLQP0064KB-A

R5F562T6DDFK R5F562T6DDFK#V3 PLQP0064GA-A

R5F562TAEDFH R5F562TAEDFH#V3 PLQP0112JA-A 256K
バイト

16K
バイト

32K
バイト

2.7 ～3.6V

R5F562TAEDFP R5F562TAEDFP#V3 PLQP0100KB-A

R5F562TAEDFF R5F562TAEDFF#V3 PLQP0080JA-A
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RX62T R5F562TAEDFM R5F562TAEDFM#V3 PLQP0064KB-A 256K
バイト

16K
バイト

32K
バイト

2.7 ～3.6V なし -40～+85℃
(Dバージョン )

R5F562TAEDFK R5F562TAEDFK#V3 PLQP0064GA-A

R5F562T7EDFH R5F562T7EDFH#V3 PLQP0112JA-A 128K
バイト

8K
バイト

8K
バイト

R5F562T7EDFP R5F562T7EDFP#V3 PLQP0100KB-A

R5F562T7EDFF R5F562T7EDFF#V3 PLQP0080JA-A

R5F562T7EDFM R5F562T7EDFM#V3 PLQP0064KB-A

R5F562T7EDFK R5F562T7EDFK#V3 PLQP0064GA-A

R5F562T6EDFF R5F562T6EDFF#V3 PLQP0080JA-A 64K
バイト

8K
バイト

R5F562T6EDFM R5F562T6EDFM#V3 PLQP0064KB-A

R5F562T6EDFK R5F562T6EDFK#V3 PLQP0064GA-A

R5F562TAAGFH R5F562TAAGFH#V3 PLQP0112JA-A 256K
バイト

16K
バイト

32K
バイト

VCC/PLLVCC
4.0 ～ 5.5V
AVCC/AVCC0
4.0 ～ 5.5V

あり -40～+105℃
(Gバージョン )

（注1）R5F562TAAGFP R5F562TAAGFP#V3 PLQP0100KB-A

R5F562TAAGFF R5F562TAAGFF#V3 PLQP0080JA-A

R5F562TAGGFF R5F562TAGGFF#V3 PLQP0080JA-A

R5F562TAAGFM R5F562TAAGFM#V3 PLQP0064KB-A

R5F562TAAGFK R5F562TAAGFK#V3 PLQP0064GA-A

R5F562T7AGFH R5F562T7AGFH#V3 PLQP0112JA-A 128K
バイト

8K
バイト

8K
バイト

R5F562T7AGFP R5F562T7AGFP#V3 PLQP0100KB-A

R5F562T7AGFF R5F562T7AGFF#V3 PLQP0080JA-A

R5F562T7GGFF R5F562T7GGFF#V3 PLQP0080JA-A

R5F562T7AGFM R5F562T7AGFM#V3 PLQP0064KB-A

R5F562T7AGFK R5F562T7AGFK#V3 PLQP0064GA-A

R5F562T6AGFF R5F562T6AGFF#V3 PLQP0080JA-A 64K
バイト

8K
バイト

R5F562T6AGFM R5F562T6AGFM#V3 PLQP0064KB-A

R5F562T6AGFK R5F562T6AGFK#V3 PLQP0064GA-A

R5F562TABGFH R5F562TABGFH#V3 PLQP0112JA-A 256K
バイト

16K
バイト

32K
バイト

VCC/PLLVCC
2.7 ～ 3.6V
AVCC/AVCC0
3.0 ～ 3.6V
または
4.0 ～ 5.5V

R5F562TABGFP R5F562TABGFP#V3 PLQP0100KB-A

R5F562TABGFF R5F562TABGFF#V3 PLQP0080JA-A

R5F562TABGFM R5F562TABGFM#V3 PLQP0064KB-A

R5F562TABGFK R5F562TABGFK#V3 PLQP0064GA-A

R5F562T7BGFH R5F562T7BGFH#V3 PLQP0112JA-A 128K
バイト

8K
バイト

8K
バイト

R5F562T7BGFP R5F562T7BGFP#V3 PLQP0100KB-A

R5F562T7BGFF R5F562T7BGFF#V3 PLQP0080JA-A

R5F562T7BGFM R5F562T7BGFM#V3 PLQP0064KB-A

R5F562T7BGFK R5F562T7BGFK#V3 PLQP0064GA-A

R5F562T6BGFF R5F562T6BGFF#V3 PLQP0080JA-A 64K
バイト

8K
バイト

R5F562T6BGFM R5F562T6BGFM#V3 PLQP0064KB-A

R5F562T6BGFK R5F562T6BGFK#V3 PLQP0064GA-A

表1.3 製品一覧表 (2 / 3)

グループ 型名 発注型名 パッケージ
ROM
容量

RAM
容量

データフ
ラッシュ

容量
電源電圧

CAN
機能

動作周囲温度
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注1. Gバージョンをご使用になる場合は、弊社までお問い合わせください。

図 1.1 型名とメモリサイズ・パッケージ

RX62G R5F562GAADFH R5F562GAADFH#V3 PLQP0112JA-A 256K
バイト

16K
バイト

32K
バイト

VCC/PLLVCC
4.0 ～ 5.5V
AVCC/AVCC0
4.0 ～ 5.5V

あり -40～+85℃
(Dバージョン )

R5F562GAADFP R5F562GAADFP#V3 PLQP0100KB-A

R5F562G7ADFH R5F562G7ADFH#V3 PLQP0112JA-A 128K
バイト

8K
バイト

8K
バイト

R5F562G7ADFP R5F562G7ADFP#V3 PLQP0100KB-A

R5F562GADDFH R5F562GADDFH#V3 PLQP0112JA-A 256K
バイト

16K
バイト

32K
バイト

なし

R5F562GADDFP R5F562GADDFP#V3 PLQP0100KB-A

R5F562G7DDFH R5F562G7DDFH#V3 PLQP0112JA-A 128K
バイト

8K
バイト

8K
バイト

R5F562G7DDFP R5F562G7DDFP#V3 PLQP0100KB-A

R5F562GAAGFH R5F562GAAGFH#V3 PLQP0112JA-A 256K
バイト

16K
バイト

32K
バイト

VCC/PLLVCC
4.0 ～ 5.5V
AVCC/AVCC0
4.0 ～ 5.5V

あり -40～+105℃
(Gバージョン )

（注1）R5F562GAAGFP R5F562GAAGFP#V3 PLQP0100KB-A

R5F562G7AGFH R5F562G7AGFH#V3 PLQP0112JA-A 128K
バイト

8K
バイト

8K
バイト

R5F562G7AGFP R5F562G7AGFP#V3 PLQP0100KB-A

表1.3 製品一覧表 (3 / 3)

グループ 型名 発注型名 パッケージ
ROM
容量

RAM
容量

データフ
ラッシュ

容量
電源電圧

CAN
機能

動作周囲温度

メモリの種類 
F：フラッシュメモリ版

パッケージ外形／ピン数／ピンピッチ

FH：LQFP112-0.65
FP：LQFP100-0.50
FF：LQFP80-0.65
FM：LQFP64-0.50
FK : LQFP64-0.80

ROM／RAM／データフラッシュ容量

A：256Kバイト／16Kバイト／32Kバイト

7：128Kバイト／8Kバイト／8Kバイト

6：64Kバイト／8Kバイト／8Kバイト

グループ名

2T：RX62Tグループ

2G：RX62Gグループ

ルネサスマイコン

ルネサス半導体

A： 5V対応、CAN × 1チャネル

B： 3V対応、CAN × 1チャネル

D： 5V対応、CAN なし

E： 3V対応、CAN なし

シリーズ名

RX600シリーズ

R 5 F 5   6 2   T A B D F   H #   V 3

製品識別コード

梱包形態／外部端子表面処理（鉛フリー）

#V：トレー／Sn (Tin) only

D：動作周囲温度（-40～＋85℃）

G：動作周囲温度（-40～＋105℃）
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1.3 ブロック図

図 1.2 にブロック図を示します。

図 1.2 ブロック図
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RIIC

10ビットA/Dコンバータ × 12ch (注1)

RSPI

IWDT

SCI × 3ch

MTU3

ポートG

CRC

CAN（オプション）

POE3

CMT × 2ch (ユニット0）

LIN

注1. 10ビットA/Dコンバータおよびポート1～Gは、パッケージにより端子数および搭載／非搭載が
異なります。

注2. 内部周辺バスの構成は、ハードウェアマニュアルの「12．バス」を参照してください。

(注1)

(注
2)

12ビットA/Dコンバータ× 4ch (ユニット0）

プログラマブルゲインアンプ× 3ch

端子部サンプル＆
ホールド回路× 3ch

ウィンドウコンパレータ× 3ch

WDT

データフラッシュ

LVD

CAN ： CANモジュール
LIN ： LINモジュール
RSPI ： シリアルペリフェラルインタフェース
LVD ： 電圧検出回路
ICU ： 割り込みコントローラ
WDT ： ウォッチドッグタイマ
IWDT ： 独立ウォッチドッグタイマ
CRC ： CRC演算器

POR ： パワーオンリセット回路
DTC ： データトランスファコントローラ
MTU3 ： マルチファンクションタイマパルスユニット3
POE3 ： ポートアウトプットイネーブル3
GPT ： 汎用PWMタイマ
CMT ： コンペアマッチタイマ
SCI ： シリアルコミュ二ケーションインタフェース
RIIC ： I2Cバスインタフェース

MPU ： メモリプロテクションユニット

GPT

12ビットA/Dコンバータ× 4ch (ユニット1）

プログラマブルゲインアンプ× 3ch

端子部サンプル＆
ホールド回路× 3ch

ウィンドウコンパレータ× 3ch

CMT × 2ch (ユニット1）

内
部

メ
イ
ン
バ
ス

1

MPU
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1.4 ピン配置図

図 1.3 ～図 1.7 にピン配置図を示します。また、表 1.4 ～表 1.8 に機能別端子一覧を示します。

図 1.3 112 ピン LQFP ピン配置図
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図 1.7 64 ピン LQFP ピン配置図
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表1.4 機能別端子一覧（112ピンLQFP） (1 / 3)

ピン番号

（112ピン

LQFP）

電源

クロック

システム制御

I/Oポート アナログ タイマ 通信 割り込み POE デバッグ

1 PE5 IRQ0-B

2 EMLE

3 VSS

4 MDE

5 VCL

6 MD1

7 MD0

8 PE4 MTCLKC-C IRQ1-B POE10#-B

9 PE3 MTCLKD-C IRQ2-A POE11#

10 RES#

11 XTAL

12 VSS

13 EXTAL

14 VCC

15 PE2 NMI POE10#-A

16 PE1 SSL3-C

17 PE0 CRX-C/
SSL2-C

18 PD7 GTIOC0A-B CTX-C/
SSL1-C

19 PD6 GTIOC0B-B SSL0-C

20 PD5 GTIOC1A-B RXD1

21 PD4 GTIOC1B-B SCK1

22 PD3 GTIOC2A-B TXD1

23 PD2 GTIOC2B-B MOSI-C

24 PD1 GTIOC3A MISO-C

25 PD0 GTIOC3B RSPCK-C

26 　 TDI

27 　 TCK

28 　 TDO

29 PB7 SCK2-A

30 PB6 CRX-A/
RXD2-A

31 PB5 CTX-A/
TXD2-A

32 PLLVCC

33 PB4 GTETRG IRQ3 POE8#

34 PLLVSS

35 PB3 MTIOC0A-A SCK0

36 PB2 MTIOC0B-A TXD0/SDA

37 PB1 MTIOC0C RXD0/SCL

38 PB0 MTIOC0D MOSI-B

39 PA5 ADTRG1#-A MTIOC1A MISO-B

40 PA4 ADTRG0#-A MTIOC1B RSPCK-B
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41 PA3 MTIOC2A SSL0-B

42 PA2 MTIOC2B SSL1-B

43 PA1 MTIOC6A SSL2-B

44 PA0 MTIOC6C SSL3-B

45 VCC

46 P96 IRQ4 POE4#

47 VSS

48 P95 MTIOC6B

49 P94 MTIOC7A

50 P93 MTIOC7B

51 P92 MTIOC6D

52 P91 MTIOC7C

53 P90 MTIOC7D

54 PG5 TRCLK

55 PG4 TRDATA3

56 PG3 TRDATA2

57 PG2 IRQ2-B TRDATA1

58 PG1 IRQ1-C TRDATA0

59 PG0 IRQ0-C TRSYNC

60 P76 MTIOC4D/
GTIOC2B-A

61 P75 MTIOC4C/
GTIOC1B-A

62 P74 MTIOC3D/
GTIOC0B-A

63 P73 MTIOC4B/
GTIOC2A-A

64 P72 MTIOC4A/
GTIOC1A-A

65 P71 MTIOC3B/
GTIOC0A-A

66 P70 IRQ5 POE0#

67 P33 MTIOC3A/
MTCLKA-A

SSL3-A

68 P32 MTIOC3C/
MTCLKB-A

SSL2-A

69 VCC

70 P31 MTIOC0A-B/
MTCLKC-A

SSL1-A

71 VSS

72 P30 MTIOC0B-B/
MTCLKD-A

SSL0-A

73 P24 RSPCK-A

74 P23 CTX-B/
LTX/
MOSI-A

表1.4 機能別端子一覧（112ピンLQFP） (2 / 3)

ピン番号

（112ピン

LQFP）

電源

クロック

システム制御

I/Oポート アナログ タイマ 通信 割り込み POE デバッグ
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75 P22 ADTRG# CRX-B/
LRX/
MISO-A

76 P21 ADTRG1#-B MTCLKA-B IRQ6

77 P20 ADTRG0#-B MTCLKB-B IRQ7

78 P65 AN5

79 P64 AN4

80 AVCC

81 VREF

82 AVSS

83 P63 AN3

84 P62 AN2

85 P61 AN1

86 P60 AN0

87 P55 AN11

88 P54 AN10

89 P53 AN9

90 P52 AN8

91 P51 AN7

92 P50 AN6

93 P47 AN103/
CVREFH

94 P46 AN102

95 P45 AN101

96 P44 AN100

97 P43 AN003/
CVREFL

98 P42 AN002

99 P41 AN001

100 P40 AN000

101 AVCC0

102 VREFH0

103 VREFL0

104 AVSS0

105 P82 MTIC5U SCK2-B

106 P81 MTIC5V TXD2-B

107 P80 MTIC5W RXD2-B

108 WDTOVF#

109 P11 MTCLKC-B IRQ1-A

110 P10 MTCLKD-B IRQ0-A

111 TRST#

112 TMS

表1.4 機能別端子一覧（112ピンLQFP） (3 / 3)

ピン番号

（112ピン

LQFP）

電源

クロック

システム制御

I/Oポート アナログ タイマ 通信 割り込み POE デバッグ
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表1.5 機能別端子一覧（100ピンLQFP） (1 / 3)

ピン番号

（100ピン

LQFP）

電源

クロック

システム制御

I/Oポート アナログ タイマ 通信 割り込み POE デバッグ

1 PE5 IRQ0-B

2 EMLE

3 VSS

4 MDE

5 VCL

6 MD1

7 MD0

8 PE4 MTCLKC-C IRQ1-B POE10#-B

9 PE3 MTCLKD-C IRQ2-A POE11#

10 RES#

11 XTAL

12 VSS

13 EXTAL

14 VCC

15 PE2 NMI POE10#-A

16 PE1 SSL3-C

17 PE0
CRX-C/

SSL2-C

18 PD7 GTIOC0A-B
CTX-C/

SSL1-C
TRST#

19 PD6 GTIOC0B-B SSL0-C TMS

20 PD5 GTIOC1A-B RXD1 TDI

21 PD4 GTIOC1B-B SCK1 TCK

22 PD3 GTIOC2A-B TXD1 TDO

23 PD2 GTIOC2B-B MOSI-C TRCLK

24 PD1 GTIOC3A MISO-C TRDATA3

25 PD0 GTIOC3B RSPCK-C TRDATA2

26 PB7 SCK2-A TRDATA1

27 PB6
CRX-A/

RXD2-A
TRDATA0

28 PB5
CTX-A/

TXD2-A
TRSYNC

29 PLLVCC

30 PB4 GTETRG IRQ3 POE8#

31 PLLVSS

32 PB3 MTIOC0A-A SCK0

33 PB2 MTIOC0B-A TXD0/SDA

34 PB1 MTIOC0C RXD0/SCL

35 PB0 MTIOC0D MOSI-B

36 PA5 ADTRG1#-A MTIOC1A MISO-B

37 PA4 ADTRG0#-A MTIOC1B RSPCK-B

38 PA3 MTIOC2A SSL0-B

39 PA2 MTIOC2B SSL1-B

40 PA1 MTIOC6A SSL2-B
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41 PA0 MTIOC6C SSL3-B

42 VCC

43 P96 IRQ4 POE4#

44 VSS

45 P95 MTIOC6B

46 P94 MTIOC7A

47 P93 MTIOC7B

48 P92 MTIOC6D

49 P91 MTIOC7C

50 P90 MTIOC7D

51 P76
MTIOC4D/

GTIOC2B-A

52 P75
MTIOC4C/

GTIOC1B-A

53 P74
MTIOC3D/

GTIOC0B-A

54 P73
MTIOC4B/

GTIOC2A-A

55 P72
MTIOC4A/

GTIOC1A-A

56 P71
MTIOC3B/

GTIOC0A-A

57 P70 IRQ5 POE0#

58 P33
MTIOC3A/

MTCLKA-A
SSL3-A

59 P32
MTIOC3C/

MTCLKB-A
SSL2-A

60 VCC

61 P31
MTIOC0A-B/

MTCLKC-A
SSL1-A

62 VSS

63 P30
MTIOC0B-B/

MTCLKD-A
SSL0-A

64 P24 RSPCK-A

65 P23

CTX-B/

LTX/

MOSI-A

66 P22 ADTRG#

CRX-B/

LRX/

MISO-A

67 P21 ADTRG1#-B MTCLKA-B IRQ6

68 P20 ADTRG0#-B MTCLKB-B IRQ7

69 P65 AN5

70 P64 AN4

71 AVCC

72 VREF

表1.5 機能別端子一覧（100ピンLQFP） (2 / 3)

ピン番号

（100ピン

LQFP）

電源

クロック

システム制御

I/Oポート アナログ タイマ 通信 割り込み POE デバッグ
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73 AVSS

74 P63 AN3

75 P62 AN2

76 P61 AN1

77 P60 AN0

78 P55 AN11

79 P54 AN10

80 P53 AN9

81 P52 AN8

82 P51 AN7

83 P50 AN6

84 P47
AN103/

CVREFH

85 P46 AN102

86 P45 AN101

87 P44 AN100

88 P43
AN003/

CVREFL

89 P42 AN002

90 P41 AN001

91 P40 AN000

92 AVCC0

93 VREFH0

94 VREFL0

95 AVSS0

96 P82 MTIC5U SCK2-B

97 P81 MTIC5V TXD2-B

98 P80 MTIC5W RXD2-B

99 P11 MTCLKC-B IRQ1-A

100 P10 MTCLKD-B IRQ0-A

表1.5 機能別端子一覧（100ピンLQFP） (3 / 3)

ピン番号

（100ピン

LQFP）

電源

クロック

システム制御

I/Oポート アナログ タイマ 通信 割り込み POE デバッグ
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表1.6 機能別端子一覧（80ピンLQFP） (1 / 3)

ピン番号

（80ピン

LQFP）

電源

クロック

システム制御

I/Oポート アナログ タイマ 通信 割り込み POE デバッグ

1 EMLE

2 VSS

3 MDE

4 VCL

5 MD1

6 MD0

7 PE4 MTCLKC-C IRQ1-B POE10#-B

8 PE3 MTCLKD-C IRQ2-A POE11#

9 RES#

10 XTAL

11 VSS

12 EXTAL

13 VCC

14 PE2 NMI POE10#-A

15 PE0 CRX-C

16 PD7 GTIOC0A-B CTX-C TRST#

17 PD6 GTIOC0B-B TMS

18 PD5 GTIOC1A-B RXD1 TDI

19 PD4 GTIOC1B-B SCK1 TCK

20 PD3 GTIOC2A-B TXD1 TDO

21 PB7 SCK2-A

22 PB6 CRX-A/
RXD2-A

23 PB5 CTX-A/
TXD2-A

24 PLLVCC

25 PB4 GTETRG IRQ3 POE8#

26 PLLVSS

27 PB3 MTIOC0A-A SCK0

28 PB2 MTIOC0B-A TXD0/SDA

29 PB1 MTIOC0C RXD0/SCL

30 PB0 MTIOC0D MOSI-B

31 PA3 MTIOC2A SSL0-B

32 PA2 MTIOC2B SSL1-B

33 VCC

34 P96 IRQ4 POE4#

35 VSS

36 P95 MTIOC6B

37 P94 MTIOC7A

38 P93 MTIOC7B

39 P92 MTIOC6D

40 P91 MTIOC7C

41 P76 MTIOC4D/
GTIOC2B-A
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42 P75 MTIOC4C/
GTIOC1B-A

43 P74 MTIOC3D/
GTIOC0B-A

44 P73 MTIOC4B/
GTIOC2A-A

45 P72 MTIOC4A/
GTIOC1A-A

46 P71 MTIOC3B/
GTIOC0A-A

47 P70 IRQ5 POE0#

48 P33 MTIOC3A/
MTCLKA-A

SSL3-A

49 P32 MTIOC3C/
MTCLKB-A

SSL2-A

50 VCC

51 P31 MTIOC0A-B/
MTCLKC-A

SSL1-A

52 VSS

53 P30 MTIOC0B-B/
MTCLKD-A

SSL0-A

54 P24 RSPCK-A

55 P23 CTX-B/
LTX/
MOSI-A

56 P22 ADTRG# CRX-B/
LRX/
MISO-A

57 P21 ADTRG1#-B MTCLKA-B IRQ6

58 P20 ADTRG0#-B MTCLKB-B IRQ7

59 AVCC

60 AVSS

61 P63 AN3

62 P62 AN2

63 P61 AN1

64 P60 AN0

65 P47 AN103/
CVREFH

66 P46 AN102

67 P45 AN101

68 P44 AN100

69 P43 AN003/
CVREFL

70 P42 AN002

71 P41 AN001

72 P40 AN000

73 AVCC0

74 VREFH0

75 VREFL0

表1.6 機能別端子一覧（80ピンLQFP） (2 / 3)

ピン番号

（80ピン

LQFP）

電源

クロック

システム制御

I/Oポート アナログ タイマ 通信 割り込み POE デバッグ
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76 AVSS0

77 P11 MTCLKC-B IRQ1-A

78 P10 MTCLKD-B IRQ0-A

79 PA5 ADTRG1#-A MTIOC1A MISO-B

80 PA4 ADTRG0#-A MTIOC1B RSPCK-B

表1.6 機能別端子一覧（80ピンLQFP） (3 / 3)

ピン番号

（80ピン

LQFP）

電源

クロック

システム制御

I/Oポート アナログ タイマ 通信 割り込み POE デバッグ
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表1.7 機能別端子一覧（80ピンLQFP：R5F562TxGDFF） (1 / 3)

ピン番号

(80ピン
LQFP)

電源

クロック

システム制御

I/Oポート アナログ タイマ 通信 割り込み POE デバッグ

1 EMLE

2 VSS

3 MDE

4 VCL

5 MD1

6 MD0

7 PE4 MTCLKC-C IRQ1-B POE10#-B

8 PE3 MTCLKD-C IRQ2-A POE11#

9 RES#

10 XTAL

11 VSS

12 EXTAL

13 VCC

14 PE2 NMI POE10#-A

15 PD7 GTIOC0A-B TRST#

16 PD6 GTIOC0B-B TMS

17 PD5 GTIOC1A-B RXD1 TDI

18 PD4 GTIOC1B-B SCK1 TCK

19 PD3 GTIOC2A-B TXD1 TDO

20 PD2 GTIOC2B-B

21 PB7 SCK2-A

22 PB6 CRX-A/ 
RXD2-A

23 PB5 CTX-A/ 
TXD2-A

24 PLLVCC

25 PB4 GTETRG IRQ3 POE8#

26 PLLVSS

27 PB3 MTIOC0A-A SCK0

28 PB2 MTIOC0B-A TXD0/SDA

29 PB1 MTIOC0C RXD0/SCL

30 PB0 MTIOC0D

31 PA5 ADTRG1#-A  MTIOC1A

32 PA3 MTIOC2A

33 VCC

34 P96 IRQ4 POE4#

35 VSS

36 P95 MTIOC6B

37 P94 MTIOC7A

38 P93 MTIOC7B

39 P92 MTIOC6D

40 P91 MTIOC7C

41 P90 MTIOC7D
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42 P76 MTIOC4D/ 
GTIOC2B-A

43 P75 MTIOC4C/ 
GTIOC1B-A

44 P74 MTIOC3D/ 
GTIOC0B-A

45 P73 MTIOC4B/ 
GTIOC2A-A

46 P72 MTIOC4A/ 
GTIOC1A-A

47 P71 MTIOC3B/ 
GTIOC0A-A

48 P70 IRQ5 POE0#

49 P33 MTIOC3A/ 
MTCLKA-A

SSL3-A

50 P32 MTIOC3C/ 
MTCLKB-A

SSL2-A

51 VCC

52 P31 MTIOC0A-B/ 
MTCLKC-A

SSL1-A

53 VSS

54 P30 MTIOC0B-B/ 
MTCLKD-A

SSL0-A

55 P24 RSPCK-A

56 P23 CTX-B/ LTX/ 
MOSI-A

57 P22 ADTRG# CRX-B/ 
LRX/ MISO-
A

58 P20 ADTRG0#-B MTCLKB-B IRQ7

59 AVCC

60 AVSS

61 P63 AN3

62 P62 AN2

63 P61 AN1

64 P60 AN0

65 P47 AN103/ 
CVREFH

66 P46 AN102

67 P45 AN101

68 P44 AN100

69 P43 AN003/ 
CVREFL

70 P42 AN002

71 P41 AN001

72 P40 AN000

73 AVCC0

74 VREFH0

75 VREFL0

表1.7 機能別端子一覧（80ピンLQFP：R5F562TxGDFF） (2 / 3)

ピン番号

(80ピン
LQFP)

電源

クロック

システム制御

I/Oポート アナログ タイマ 通信 割り込み POE デバッグ
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76 AVSS0

77 P82 MTIC5U SCK2-B

78 P81 MTIC5V TXD2-B

79 P80 MTIC5W RXD2-B

80 P10 MTCLKD-B IRQ0-A

表1.7 機能別端子一覧（80ピンLQFP：R5F562TxGDFF） (3 / 3)

ピン番号

(80ピン
LQFP)

電源

クロック

システム制御

I/Oポート アナログ タイマ 通信 割り込み POE デバッグ
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表1.8 機能別端子一覧（64ピンLQFP） (1 / 2)

ピン番号

（64ピン

LQFP）

電源

クロック

システム制御

I/Oポート アナログ タイマ 通信 割り込み POE デバッグ

1 EMLE

2 MDE

3 VCL

4 MD1

5 MD0

6 RES#

7 XTAL

8 VSS

9 EXTAL

10 VCC

11 PE2 NMI POE10#-A

12 PD7 GTIOC0A-B TRST#

13 PD6 GTIOC0B-B TMS

14 PD5 GTIOC1A-B RXD1 TDI

15 PD4 GTIOC1B-B SCK1 TCK

16 PD3 GTIOC2A-B TXD1 TDO

17 PB7 SCK2-A

18 PB6 CRX-A/
RXD2-A

19 PB5 CTX-A/
TXD2-A

20 PLLVCC

21 PB4 GTETRG IRQ3 POE8#

22 PLLVSS

23 PB3 MTIOC0A-A SCK0

24 PB2 MTIOC0B-A TXD0/SDA

25 PB1 MTIOC0C RXD0/SCL

26 PB0 MTIOC0D MOSI-B

27 PA3 MTIOC2A SSL0-B

28 PA2 MTIOC2B SSL1-B

29 P94 MTIOC7A

30 P93 MTIOC7B

31 P92 MTIOC6D

32 P91 MTIOC7C

33 P76 MTIOC4D/
GTIOC2B-A

34 P75 MTIOC4C/
GTIOC1B-A

35 P74 MTIOC3D/
GTIOC0B-A

36 P73 MTIOC4B/
GTIOC2A-A

37 P72 MTIOC4A/
GTIOC1A-A

38 P71 MTIOC3B/
GTIOC0A-A
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39 P70 IRQ5 POE0#

40 P33 MTIOC3A/
MTCLKA-A

SSL3-A

41 P32 MTIOC3C/
MTCLKB-A

SSL2-A

42 VCC

43 P31 MTIOC0A-B/
MTCLKC-A

SSL1-A

44 VSS

45 P30 MTIOC0B-B/
MTCLKD-A

SSL0-A

46 P24 RSPCK-A

47 P23 CTX-B/
LTX/
MOSI-A

48 P22 CRX-B/
LRX/
MISO-A

49 P47 AN103/
CVREFH

50 P46 AN102

51 P45 AN101

52 P44 AN100

53 P43 AN003/
CVREFL

54 P42 AN002

55 P41 AN001

56 P40 AN000

57 AVCC0

58 VREFH0

59 VREFL0

60 AVSS0

61 P11 MTCLKC-B IRQ1-A

62 P10 MTCLKD-B IRQ0-A

63 PA5 ADTRG1#-A MTIOC1A MISO-B

64 PA4 ADTRG0#-A MTIOC1B RSPCK-B

表1.8 機能別端子一覧（64ピンLQFP） (2 / 2)

ピン番号

（64ピン

LQFP）

電源

クロック

システム制御

I/Oポート アナログ タイマ 通信 割り込み POE デバッグ
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1.5 端子機能

表 1.9 に端子機能一覧を示します。

表1.9 端子機能一覧 (1 / 4)

分類 端子名 入出力 機能

電源 VCC 入力 電源端子です。システムの電源に接続してください

VCL 入力 0.1μFのコンデンサを介してVSSに接続してください。コンデン

サは端子近くに配置してください

VSS 入力 グランド端子です。システムの電源（0V）に接続してください

PLLVCC 入力 PLL回路用の電源端子です。システムの電源に接続してください

PLLVSS 入力 PLL回路用のグランド端子です

クロック XTAL 出力 水晶発振子接続端子です。また、EXTAL端子は外部クロックを入

力することもできますEXTAL 入力

動作モードコントロール MD0、MD1、MDE 入力 動作モードを設定します。これらの端子は、動作中に変化させな

いでください

システム制御 RES# 入力 リセット端子です。この端子がLowになると、リセット状態とな

ります

EMLE 入力 オンチップエミュレータを許可する端子です。オンチップエミュ

レータを使用する場合は、Highにしてください。オンチップエミュ

レータを使用しない場合は、Lowにしてください

オンチップエミュレータ TRST# 入力 オンチップエミュレータ用の端子です。EMLE端子をHighにする

とオンチップエミュレータ専用端子になりますTMS 入力

TDI 入力

TCK 入力

TDO 出力

TRCLK 出力 トレースデータと同期をとるためのクロックを出力します。80
ピン版および64ピン版にはありません

TRSYNC 出力 TRDATA0～TRDATA3端子からの出力が有効データであることを

示します。80ピン版および64ピン版にはありません

TRDATA0～TRDATA3 出力 トレース情報を出力します。80ピン版および64ピン版にはあり

ません

割り込み（ICU） NMI 入力 ノンマスカブル割り込み要求端子です

IRQ0-A/IRQ0-B/IRQ0-C
IRQ1-A/IRQ1-B/IRQ1-C
IRQ2-A/IRQ2-B

IRQ3～ IRQ7

入力 割り込み要求端子です。100ピン版には、IRQ0-C/IRQ1-C/
IRQ2-B端子はありません。80ピン版には、IRQ0-B/IRQ0-C/
IRQ1-C/IRQ2-B端子はありません。64ピン版には IRQ0-B/
IRQ0-C/IRQ1-B/IRQ1-C/IRQ2-A/IRQ2-B/IRQ4/IRQ6/IRQ7端子は

ありません
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マルチファンクション

タイマパルスユニット3
（MTU3）

MTIOC0A-A/MTIOC0A-B
MTIOC0B-A/MTIOC0B-B

MTIOC0C、MTIOC0D

入出力 MTU0.TGRA～MTU0.TGRDのインプットキャプチャ入力／アウ

トプットコンペア出力／PWM出力端子です

MTIOC1A、MTIOC1B 入出力 MTU1.TGRA、MTU1.TGRBのインプットキャプチャ入力／アウ

トプットコンペア出力／PWM出力端子です

MTIOC2A、MTIOC2B 入出力 MTU2.TGRA、MTU2.TGRBのインプットキャプチャ入力／アウ

トプットコンペア出力／PWM出力端子です

MTIOC3A、MTIOC3B
MTIOC3C、MTIOC3D

入出力 MTU3.TGRA～MTU3.TGRDのインプットキャプチャ入力／アウト

プットコンペア出力／PWM出力端子です。

MTIOC3B端子とMTIOC3D端子は大電流出力として使用できます

MTIOC4A、MTIOC4B
MTIOC4C、MTIOC4D

入出力 MTU4.TGRA～MTU4.TGRDのインプットキャプチャ入力／アウ

トプットコンペア出力／PWM出力端子です。

全て大電流出力として使用できます

MTIC5U、MTIC5V、MTIC5W 入力 MTU5.TGRU、MTU5.TGRV、MTU5.TGRWのインプットキャプ

チャ入力／デッドタイム補償機能の入力端子です。80ピン版お

よび64ピン版にはありません

MTIOC6A、MTIOC6B
MTIOC6C、MTIOC6D

入出力 MTU6.TGRA～MTU6.TGRDのインプットキャプチャ入力／アウ

トプットコンペア出力／PWM出力端子です。

MTIOC6B端子とMTIOC6D端子は大電流出力として使用できます。

80ピン版には、MTIOC6A/MTIOC6C端子はありません。64ピン版

にはMTIOC6A/MTIOC6B/MTIOC6C端子はありません

MTIOC7A、MTIOC7B
MTIOC7C、MTIOC7D

入出力 MTU7.TGRA～MTU7.TGRDのインプットキャプチャ入力／アウ

トプットコンペア出力／PWM出力端子です。

全て大電流出力として使用できます。

80ピン版および64ピン版にはMTIOC7D端子はありません

MTCLKA-A/MTCLKA-B
MTCLKB-A/MTCLKB-B
MTCLKC-A/MTCLKC-B/ 
MTCLKC-C
MTCLKD-A/MTCLKD-B/
MTCLKD-C

入力 外部クロックを入力します。

64ピン版にはMTCLKA-B/MTCLKB-B/MTCLKC-C/MTCLKD-C端

子はありません

汎用PWMタイマ（GPT） GTIOC0A-A/GTIOC0A-B
GTIOC0B-A/GTIOC0B-B

入出力 GPT0.GTCCRA、GPT0.GTCCRBのインプットキャプチャ入力

／アウトプットコンペア出力／PWM 出力端子です。

GTIOC0A-A端子とGTIOC0B-A端子は大電流出力として使用でき

ます

GTIOC1A-A/GTIOC1A-B
GTIOC1B-A/GTIOC1B-B

入出力 GPT1.GTCCRA、GPT1.GTCCRBのインプットキャプチャ入力

／アウトプットコンペア出力／PWM出力端子です。

GTIOC1A-A端子とGTIOC1B-A端子は大電流出力として使用でき

ます

GTIOC2A-A/GTIOC2A-B
GTIOC2B-A/GTIOC2B-B

入出力 GPT2.GTCCRA、GPT2.GTCCRBのインプットキャプチャ入力

／アウトプットコンペア出力／PWM 出力端子です。

GTIOC2A-A端子とGTIOC2B-A端子は大電流出力として使用でき

ます。

80ピン版および64ピン版にはGTIOC2B-B端子はありません

GTIOC3A、GTIOC3B 入出力 GPT3.GTCCRA、GPT3.GTCCRBのインプットキャプチャ入力

／アウトプットコンペア出力／PWM出力端子です。80ピン版お

よび64ピン版にはありません

GTETRG 入力 外部トリガ入力端子です

ポートアウトプット

イネーブル3（POE3）
POE0#、POE4#、POE8#
POE10#-A/POE10#-B
POE11#

入力 MTU3およびGPT用の大電流端子をハイインピーダンス状態にす

る要求信号を入力します。64ピン版にはPOE4#/POE10#-B/
POE11#端子はありません

ウォッチドッグタイマ

（WDT）

WDTOVF# 出力 ウォッチドッグタイマモード時のカウンタオーバフロー信号出力

端子です。100ピン版、80ピン版、64ピン版にはありません

シリアル

コミュニケーション

インタフェース（SCIb）

TXD0、TXD1、TXD2-A/TXD2-B 出力 送信データ出力端子です。80ピン版および64ピン版にはTXD2-B
端子はありません

RXD0、RXD1、RXD2-A/RXD2-B 入力 受信データ入力端子です。80ピン版および64ピン版にはRXD2-
B端子はありません

SCK0、SCK1、SCK2-A/SCK2-B 入出力 クロック入出力端子です。80ピン版および64ピン版にはSCK2-
B端子はありません

表1.9 端子機能一覧 (2 / 4)

分類 端子名 入出力 機能
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I2Cバスインタフェース

（RIIC）

SCL 入出力 I2Cバスインタフェースのクロック入出力端子です。NMOSオー

プンドレイン出力でバスを直接駆動できます

SDA 入出力 I2Cバスインタフェースのデータ入出力端子です。NMOSオープ

ンドレイン出力でバスを直接駆動できます

CANモジュール（CAN）

（オプション）

CRX-A/CRX-B/CRX-C 入力 CANの入力端子です。64ピン版にはCRX-C端子はありません

CTX-A/CTX-B/CTX-C 出力 CANの出力端子です。64ピン版にはCTX-C端子はありません

LINモジュール（LIN） LRX 入力 LINの入力端子です

LTX 出力 LINの出力端子です

シリアルペリフェラル

インタフェース（RSPI）
RSPCK-A/RSPCK-B/RSPCK-C 入出力 RSPIのクロック入出力端子です。80ピン版および64ピン版には

RSPCK-C端子はありません

MOSI-A/MOSI-B/MOSI-C 入出力 RSPIのマスタ送出データ端子です。80ピン版および64ピン版に

はMOSI-C端子はありません

MISO-A/MISO-B/MISO-C 入出力 RSPIのスレーブ送出データ端子です。80ピン版および64ピン版

にはMISO-C端子はありません

SSL0-A/SSL0-B/SSL0-C 入出力 RSPIのスレーブセレクト。80ピン版および64ピン版には

SSL0-C/SSL1-C/SSL2-C/SSL3-C端子はありませんSSL1-A/SSL1-B/SSL1-C
SSL2-A/SSL2-B/SSL2-C
SSL3-A/SSL3-B/SSL3-C

出力

A/Dコンバータ AN000～AN003、
AN100～AN103

入力 12ビットA/Dコンバータのアナログ入力端子です

AN0～AN11 入力 10ビットA/Dコンバータのアナログ入力端子です。80ピン版に

はAN4～AN11端子はありません。64ピン版にはありません

ADTRG0#-A/ADTRG0#-B
ADTRG1#-A/ADTRG1#-B
ADTRG#

入力 A/D変換開始のための外部トリガ入力端子です。64ピン版には

ADTRG0#-B/ADTRG1#-B/ADTRG#端子はありません

CVREFH 入力 コンパレータハイレベル基準電圧用入力端子です

CVREFL 入力 コンパレータロウレベル基準電圧用入力端子です

AVCC0 入力 12ビットA/Dコンバータのアナログ電源端子です。A/Dコンバー

タを使用しない場合は、システムの電源に接続してください

AVSS0 入力 12ビットA/Dコンバータのグランド端子です。システムの電源

（0V）に接続してください

VREFH0 入力 12ビットA/Dコンバータの基準電源端子です。12ビットA/Dコン

バータを使用しない場合は、システムの電源に接続してください

VREFL0 入力 12ビットA/Dコンバータの基準電源端子のグランド端子です。12
ビットA/Dコンバータを使用しない場合は、システムの電源

（0V）に接続してください

AVCC 入力 10ビットA/Dコンバータのアナログ電源端子です。A/Dコンバー

タを使用しない場合は、システムの電源に接続してください。

64ピン版にはありません

AVSS 入力 10ビットA/Dコンバータのグランド端子です。システムの電源

（0V）に接続してください

64ピン版にはありません

VREF 入力 10ビットA/Dコンバータの基準電源端子です。10ビットA/Dコン

バータを使用しない場合は、システムの電源に接続してくださ

い。80ピン版および64ピン版にはありません

表1.9 端子機能一覧 (3 / 4)

分類 端子名 入出力 機能
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注 . パッケージラインナップにより非搭載端子があります。詳細は表1.4～表1.8の機能別端子一覧を参照してください。

I/Oポート P10、P11 入出力 2ビットの入出力端子です

P20～P24 入出力 5ビットの入出力端子です。64ピン版にはP20/P21端子はありま

せん

P30～P33 入出力 4ビットの入出力端子です

P40～P47 入力 8ビットの入力端子です

P50～P55 入力 6ビットの入力端子です。80ピン版および64ピン版にはありませ

ん

P60～P65 入力 6ビットの入力端子です。80ピン版にはP64/P65端子はありませ

ん。64ピン版にはありません

P70～P76 入出力 7ビットの入出力端子です

P80～P82 入出力 3ビットの入出力端子です。80ピン版および64ピン版にはありま

せん

P90～P96 入出力 7ビットの入出力端子です。80ピン版にはP90端子はありませ

ん。64ピン版にはP90/P95/P96端子はありません

PA0～PA5 入出力 6ビットの入出力端子です。80ピン版および64ピン版にはPA0/
PA1端子はありません

PB0～PB7 入出力 8ビットの入出力端子です

PD0～PD7 入出力 8ビットの入出力端子です。80ピン版および64ピン版にはPD0/
PD1/PD2端子はありません

PE0、PE1、PE3～PE5 入出力 5ビットの入出力端子です。80ピン版にはPE1/PE5端子はありま

せん。64ピン版にはありません

PE2 入力 1ビットの入力端子です

PG0～PG5 入出力 6ビットの入出力端子です。100ピン版、80ピン版、64ピン版に

はありません

表1.9 端子機能一覧 (4 / 4)

分類 端子名 入出力 機能
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2. CPU
RX62T グループ、RX62G グループは、RX CPU を搭載するプロセッサです。

RX CPU は、可変長命令形式を採用しています。使用頻度の高い命令をより短い命令長に割り付けてお

り、少ないメモリ容量で効率の良いプログラムを開発できます。

73 種類の基本命令、8 種類の浮動小数点演算命令、9 種類の DSP 機能命令の合計 90 種類の命令と、10 種

類のアドレッシングモードを持ち、レジスタ－レジスタ間、レジスタ－メモリ間、即値－レジスタ、即値－

メモリの演算をはじめ、ビット操作、メモリ－メモリ間の転送を行います。レジスタ間演算命令だけでな

く、いくつかの複合命令を 1 クロックで実行することで、高速な演算処理を実現しました。乗算器、除算器

を内蔵していますので、高速な乗算処理、除算処理を行うことができます。

RX CPU は、命令フェッチ、デコード、実行、メモリアクセス、ライトバックの 5 ステージのパイプライ

ン処理により、命令を処理します。メモリアクセスによりパイプラインが延びた場合、後続の演算が先に実

行される場合があります。RX CPU は、このような「out-of-order-completion」の採用により、クロックサイ

クル数を無駄にしない命令実行制御を行います。

2.1 特長

 小命令実行時間：1 命令 1 クロックで実行

 アドレス空間：4G バイト・リニアアドレス

 CPU レジスタセット

汎用レジスタ：32 ビット ×16 本

制御レジスタ：32 ビット ×9 本

アキュムレータ：64 ビット ×1 本

 基本命令：73 種類（算術 / 論理命令、転送命令、分岐命令、ビット操作命令、ストリング操作命令、

　　　　　　　　　システム操作命令）

分岐距離に応じた相対分岐命令

可変長命令形式（1 バイト長～ 8 バイト長）

頻出命令に短縮フォーマットを用意

 浮動小数点演算命令：8 種類

 DSP 機能命令：9 種類

16 ビット ×16 ビットの乗算、積和命令に対応

アキュムレータの丸め命令に対応

 アドレッシングモード：10 種類

 5 段パイプライン

「out-of-order-completion」の採用

 プロセッサモード

スーパバイザモード、ユーザモード

 浮動小数点演算ユニット

単精度浮動小数点数（32 ビット）に対応

IEEE754 に準拠したデータタイプ、および例外に対応

 メモリプロテクションユニット

 データ配置

リトルエンディアン／ビッグエンディアン選択可能
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2.2 CPU レジスタセット

RX CPU のレジスタには、汎用レジスタ（16 本）と、制御レジスタ（9 本）、および DSP 機能命令で使用

するアキュムレータ（1 本）があります。

図 2.1 CPU レジスタセット

USP （ユーザスタックポインタ）

ISP （割り込みスタックポインタ）

INTB （割り込みテーブルレジスタ）

PC （プログラムカウンタ）

PSW （プロセッサステータスワード）

BPC （バックアップPC）

BPSW （バックアップPSW）

FINTV （高速割り込みベクタレジスタ）

FPSW （浮動小数点ステータスワード）

R15

R14

R13

R12

R11

R10

R9

R8

R7

R6

R5

R4

R3

R2

R1

R0 （SP）（注1）

汎用レジスタ

制御レジスタ

b31

b31 b0

b0

DSP機能命令関連レジスタ

b63 b0

注1. スタックポインタ（SP）は、PSWのUビットによって、割り込みスタックポインタ（ISP）、または

ユーザスタックポインタ（USP）に切り替わります。

ACC（アキュムレータ）
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2.2.1 汎用レジスタ（R0 ～ R15）

汎用レジスタは、16 本（R0 ～ R15）あります。汎用レジスタ R0 ～ R15 は、データレジスタやアドレス

レジスタとして使用します。

汎用レジスタ R0 には、汎用レジスタとしての機能に加えて、スタックポインタ（SP）としての機能が割

り当てられています。SP は、プロセッサステータスワード（PSW）のスタックポインタ指定ビット（U）に

よって、割り込みスタックポインタ（ISP）、またはユーザスタックポインタ（USP）に切り替わります。

2.2.2 制御レジスタ

制御レジスタには、以下の 9 本のレジスタがあります。

 割り込みスタックポインタ（ISP）

 ユーザスタックポインタ（USP）

 割り込みテーブルレジスタ（INTB）

 プログラムカウンタ（PC）

 プロセッサステータスワード（PSW）

 バックアップ PC（BPC）

 バックアップ PSW（BPSW）

 高速割り込みベクタレジスタ（FINTV）

 浮動小数点ステータスワード（FPSW）
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2.2.2.1 割り込みスタックポインタ（ISP）／ユーザスタックポインタ（USP）

スタックポインタ（SP）には、割り込みスタックポインタ（ISP）と、ユーザスタックポインタ（USP）

の 2 種類があります。使用するスタックポインタ（ISP/USP）は、プロセッサステータスワード（PSW）の

スタックポインタ指定ビット（U）によって切り替えられます。

ISP、USP に 4 の倍数を設定すると、スタック操作を伴う命令や、割り込みシーケンスのサイクル数が短

くなります。

2.2.2.2 割り込みテーブルレジスタ（INTB）

割り込みテーブルレジスタ（INTB）には、可変ベクタテーブルの先頭番地を設定してください。

また、INTB レジスタには 4 の倍数を設定してください。

2.2.2.3 プログラムカウンタ（PC）

プログラムカウンタ（PC）は、実行中の命令の番地を示します。

b31 b0

ISP

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

b31 b0

USP

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

b31 b0

リセット後の値  不定

b31 b0

リセット後の値  リセットベクタ（FFFFFFFCh～FFFFFFFFh番地）に書かれた値
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2.2.2.4 プロセッサステータスワード（PSW）

注1. ユーザモードのときは、MVTC、POPC命令による IPL[3:0]、PM、U、Iビットへの書き込みは無視されます。また、MVTIPL命令で

IPL[3:0]ビットへの書き込みを行おうとした場合は、特権命令例外が発生します。

注2. スーパバイザモードのときは、MVTC、POPC命令によるPMビットへの書き込みは無視されます。それ以外のビットへの書き込み

はできます。

注3. スーパバイザモードからユーザモードに切り替える場合は、スタックに退避されたPSW.PMビットを “1”にした後、RTE命令を実行

するか、BPSW.PMビットを“1”にした後、RTFI命令を実行してください。

b31 b30 b29 b28 b27 b26 b25 b24 b23 b22 b21 b20 b19 b18 b17 b16

— — — — IPL[3:0] — — — PM — — U I

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — — — — — — O S Z C

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 C キャリフラグ 0：キャリの発生なし

1：キャリの発生あり

R/W

b1 Z ゼロフラグ 0：演算結果は0でなかった

1：演算結果は0であった

R/W

b2 S サインフラグ 0：演算結果は正または0であった

1：演算結果は負であった

R/W

b3 O オーバフローフラグ 0：オーバフローの発生なし

1：オーバフローの発生あり

R/W

b15-b4 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてくださ

い

R/W

b16 I（注1） 割り込み許可ビット 0：割り込み禁止

1：割り込み許可

R/W

b17 U（注1） スタックポインタ指定ビット 0：割り込みスタックポインタ（ISP）を指定

1：ユーザスタックポインタ（USP）を指定

R/W

b19-b18 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてくださ

い

R/W

b20 PM
（注1、 注2、注3）

プロセッサモード設定ビット 0：スーパバイザモードに設定

1：ユーザモードに設定

R/W

b23-b21 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてくださ

い

R/W

b27-b24 IPL[3:0]（注1） プロセッサ割り込み優先レベル  b27           b24

0  0  0  0：優先レベル0（ 低）

0  0  0  1：優先レベル1
0  0  1  0：優先レベル2
0  0  1  1：優先レベル3
0  1  0  0：優先レベル4
0  1  0  1：優先レベル5
0  1  1  0：優先レベル6
0  1  1  1：優先レベル7
1  0  0  0：優先レベル8
1  0  0  1：優先レベル9
1  0  1  0：優先レベル10
1  0  1  1：優先レベル11
1  1  0  0：優先レベル12
1  1  0  1：優先レベル13
1  1  1  0：優先レベル14
1  1  1  1：優先レベル15（ 高）

R/W

b31-b28 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてくださ

い

R/W
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プロセッサステータスワード（PSW）は、命令実行の結果や、CPU の状態を示します。

C フラグ（キャリフラグ）

演算結果にキャリ、ボロー、シフトアウトが発生したことを示します。

Z フラグ（ゼロフラグ）

演算結果が 0 であったことを示します。

S フラグ（サインフラグ）

演算結果が負であったことを示します。

O フラグ（オーバフローフラグ）

演算中にオーバフローしたことを示します。

I ビット（割り込み許可ビット）

割り込み要求の受け付けを許可するビットです。例外を受け付けると、このビットは “0” になります。

U ビット（スタックポインタ指定ビット）

使用するスタックポインタ（ISP/USP）を指定するビットです。例外を受け付けると、このビットは “0”

になります。スーパバイザモードからユーザモードに移行すると、このビットは “1” になります。

PM ビット（プロセッサモード設定ビット）

プロセッサモードを設定するビットです。例外を受け付けると、このビットは “0” になります。

IPL[3:0] ビット（プロセッサ割り込み優先レベル）

IPL[3:0] ビットは、優先レベル 0（ 低）～ 優先レベル 15（ 高）までの 16 段階のプロセッサ割り込み

優先レベルを指定します。要求があった割り込みの優先レベルが、プロセッサ割り込み優先レベルより高い

場合、その割り込みが許可されます。IPL[3:0] ビットをレベル 15（Fh）に設定したとき、すべての割り込み

が禁止されます。IPL[3:0] ビットは、ノンマスカブル割り込みが発生したとき、レベル 15（Fh）になりま

す。割り込みが発生したとき、受け付けた割り込みの優先レベルになります。
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2.2.2.5 バックアップ PC（BPC）

バックアップ PC（BPC）は、割り込み応答を高速化するために設けられたレジスタです。高速割り込み

が発生すると、プログラムカウンタ（PC）の内容が BPC に退避されます。

2.2.2.6 バックアップ PSW（BPSW）

バックアップ PSW（BPSW）は、割り込み応答を高速化するために設けられたレジスタです。

高速割り込みが発生すると、プロセッサステータスワード（PSW）の内容が BPSW に退避されます。

BPSW のビットの割り当ては、PSW に対応しています。

2.2.2.7 高速割り込みベクタレジスタ（FINTV）

高速割り込みベクタレジスタ（FINTV）は、割り込み応答を高速化するために設けられたレジスタです。

高速割り込み発生時の分岐先番地を設定してください。

b31 b0

リセット後の値  不定

b31 b0

リセット後の値  不定

b31 b0

リセット後の値  不定
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2.2.2.8 浮動小数点ステータスワード（FPSW）

 

b31 b30 b29 b28 b27 b26 b25 b24 b23 b22 b21 b20 b19 b18 b17 b16

FS FX FU FZ FO FV — — — — — — — — — —

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— EX EU EZ EO EV — DN CE CX CU CZ CO CV RM[1:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b1-b0 RM[1:0] 浮動小数点丸めモード設定ビット b1  b0

 0  0： 近値への丸め

 0  1：0方向への丸め

 1  0：+∞方向への丸め

 1  1：-∞方向への丸め

R/W

b2 CV 無効演算要因フラグ 0：無効演算の発生なし

1：無効演算の発生あり

R/(W)
（注1）

b3 CO オーバフロー要因フラグ 0：オーバフローの発生なし

1：オーバフローの発生あり

R/(W)
（注1）

b4 CZ ゼロ除算要因フラグ 0：ゼロ除算の発生なし

1：ゼロ除算の発生あり

R/(W)
（注1）

b5 CU アンダフロー要因フラグ 0：アンダフローの発生なし

1：アンダフローの発生あり

R/(W)
（注1）

b6 CX 精度異常要因フラグ 0：精度異常の発生なし

1：精度異常の発生あり

R/(W)
（注1）

b7 CE 非実装処理要因フラグ 0：非実装処理の発生なし

1：非実装処理の発生あり

R/(W)
（注1）

b8 DN 非正規化数の0フラッシュビット 0：非正規化数を非正規化数として扱う

1：非正規化数を0として扱う（注2）

R/W

b9 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b10 EV 無効演算例外処理許可ビット 0：無効演算発生による例外処理を禁止

1：無効演算発生による例外処理を許可

R/W

b11 EO オーバフロー例外処理許可ビット 0：オーバフロー発生による例外処理を禁止

1：オーバフロー発生による例外処理を許可

R/W

b12 EZ ゼロ除算例外処理許可ビット 0：ゼロ除算発生による例外処理を禁止

1：ゼロ除算発生による例外処理を許可

R/W

b13 EU アンダフロー例外処理許可ビット 0：アンダフロー発生による例外処理を禁止

1：アンダフロー発生による例外処理を許可

R/W

b14 EX 精度異常例外処理許可ビット 0：精度異常発生による例外処理を禁止

1：精度異常発生による例外処理を許可

R/W

b25-b15 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b26 FV（注3） 無効演算フラグ 0：無効演算の発生なし

1：無効演算の発生あり（注8）

R/W

b27 FO（注4） オーバフローフラグ 0：オーバフローの発生なし

1：オーバフローの発生あり（注8）

R/W

b28 FZ（注5） ゼロ除算フラグ 0：ゼロ除算の発生なし

1：ゼロ除算の発生あり（注8）

R/W

b29 FU（注6） アンダフローフラグ 0：アンダフローの発生なし

1：アンダフローの発生あり（注8）

R/W
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注1. “0”を書いた場合、“0”になります。“1”を書いた場合、前の値を保持します。

注2. 正の非正規化数は+0、負の非正規化数は-0として扱います。

注3. EVビットが“0”のときに、FVフラグは有効となります。

注4. EOビットが“0”のときに、FOフラグは有効となります。

注5. EZビットが“0”のときに、FZフラグは有効となります。

注6. EUビットが“0”のときに、FUフラグは有効となります。

注7. EXビットが“0”のときに、FXフラグは有効となります。

注8. 当該ビットが一度“1”になると、ソフトウェアで “0”にするまで“1”を保持します。

浮動小数点ステータスワード（FPSW）は、浮動小数点演算結果を示します。

例外処理許可ビット Ej で例外処理を許可（Ej=“1”）した場合は、例外処理ルーチンで該当する Cj フラグ

をチェックし例外発生の要因を判断することができます。例外処理を禁止（Ej=“0”）した場合は、一連の処

理の 後に Fj フラグをチェックし例外処理の有無を確認することができます。Fj フラグが “1” になると、

ソフトウェアで “0” にするまで “1” を保持します。（j=X、U、Z、O、V）

RM[1:0] ビット（浮動小数点丸めモード設定ビット）

浮動小数点丸めモードを設定します。

【浮動小数点丸めモードの説明】

 近値への丸め（デフォルト）：無限の有効桁を持つとして計算した場合の結果と近い方の値へ丸める

中間時は結果が偶数になる方向へ丸める

 0 方向への丸め ：結果の絶対値が小さくなる方向へ丸める（単純な切り捨て）

 ＋∞方向への丸め ：結果の値が大きくなる方向へ丸める

 －∞方向への丸め ：結果の値が小さくなる方向へ丸める

（1）「 近値への丸め」はデフォルトのモードであり、 も正確な値を返します。

（2）「0 方向への丸め」、「＋∞方向への丸め」、「－∞方向への丸め」は、区間演算（Interval arithmetic）を

使用した精度保証を行うときに使用します。

CV フラグ（無効演算要因フラグ）、CO フラグ（オーバフロー要因フラグ）

CZ フラグ（ゼロ除算要因フラグ）、CU フラグ（アンダフロー要因フラグ）

CX フラグ（精度異常要因フラグ）、CE フラグ（非実装処理要因フラグ）

IEEE754 規格で規定された 5 つの例外（オーバフロー、アンダフロー、精度異常、ゼロ除算、無効演算）

の他に、非実装処理が発生した場合に該当するフラグが “1” になります。

 “1” の場合は、FPU 演算命令実行時に “0” になります。

  MVTC、POPC 命令で “0” を書いた場合、“0” になります。“1” を書いた場合、前の値を保持します。

DN ビット（非正規化数の 0 フラッシュビット）

“0” のとき非正規化数を非正規化数として扱います。“1” のとき非正規化数を 0 として扱います。

b30 FX（注7） 精度異常フラグ 0：精度異常の発生なし

1：精度異常の発生あり（注8）

R/W

b31 FS 浮動小数点エラーサマリフラグ FU、FZ、FO、FVフラグの論理和を反映します R

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
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EV ビット（無効演算例外処理許可ビット）、EO ビット（オーバフロー例外処理許可ビット）

EZ ビット（ゼロ除算例外処理許可ビット）、EU ビット（アンダフロー例外処理許可ビット）

EX ビット（精度異常例外処理許可ビット）

FPU 演算命令実行により、IEEE754 規格で規定された 5 つの例外が発生したときに、CPU が例外処理に移

行するかどうかを制御します。

“0” の場合、例外処理は禁止されます。“1” の場合、例外処理が許可されます。

FV フラグ（無効演算フラグ）、FO フラグ（オーバフローフラグ）、FZ フラグ（ゼロ除算フラグ）

FU フラグ（アンダフローフラグ）、FX フラグ（精度異常フラグ）

例外処理許可ビット Ej が “0”（例外処理を禁止）の場合、IEEE754 規格で規定された 5 つの例外が発生す

ると、該当するフラグが “1” になります。

 Ej=“1”（例外処理を許可）のときは、このフラグは変化しません。

 当該フラグが “1” になると、ソフトウェアで “0” になるまで “1” を保持します。（蓄積フラグ）

FS フラグ（浮動小数点エラーサマリフラグ）

FU、FZ、FO、FV フラグの論理和を反映します。
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2.2.2.9 アキュムレータ（ACC）

アキュムレータ（ACC）は、64 ビットのレジスタです。DSP 機能命令で使用されます。また、ACC は乗

算命令（EMUL、EMULU、FMUL、MUL）、積和演算命令（RMPA）でも使用され、これらの命令実行の際

は ACC の値が変更されます。

ACC への書き込みには、MVTACHI 命令と MVTACLO 命令を使用します。MVTACHI 命令は上位側 32

ビット（b63 ～ b32）に、MVTACLO 命令は下位側 32 ビット（b31 ～ b0）にデータを書きます。

読み出しには MVFACHI 命令、MVFACMI 命令を使用します。MVFACHI 命令で上位側 32 ビット（b63 ～ 

b32）、MVFACMI 命令で中央の 32 ビット（b47 ～ b16）のデータをそれぞれ読みます。

 MVFACMI命令の読み出し範

b63 b48 b47 b32 b31 b16 b15 b0

MVTACHI命令、MIVFACHI命令

MVTACLO命令の書き込み範囲の読み出し /書き込み範囲

リセット後の値  不定
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2.3 プロセッサモード

RX CPU には、スーパバイザモード、およびユーザモードの 2 つのプロセッサモードがあります。プロ

セッサモードを使用して、CPU リソースに対する階層的な保護機構を実現することができます。

各プロセッサモードには、実行可能な命令、アクセス可能な CPU リソースに対する権限を規定しており、

スーパバイザモードはユーザモードより高い権限を持っています。

リセット後は、スーパバイザモードで動作します。

2.3.1 スーパバイザモード

スーパバイザモードでは、すべての CPU リソースにアクセスすることができ、また、すべての命令を実

行することができます。ただし、MVTC、POPC 命令によるプロセッサステータスワード（PSW）のプロ

セッサモード設定ビット（PM）への書き込みは無視されます。PM ビットへの書き込み方法については、

「2.2.2.4　プロセッサステータスワード（PSW）」を参照してください。

2.3.2 ユーザモード

ユーザモードでは、一部の CPU リソースへのライトアクセスが制限されます。ライトアクセスが制限さ

れる CPU リソースは以下のとおりです。この制限はすべての命令からのアクセスが対象になります。

 プロセッサステータスワード（PSW）の一部のビット（IPL[3:0]、PM、U、I）

 割り込みスタックポインタ（ISP）

 割り込みテーブルレジスタ（INTB）

 バックアップ PSW（BPSW）

 バックアップ PC（BPC）

 高速割り込みベクタレジスタ（FINTV）

2.3.3 特権命令

特権命令は、スーパバイザモードでのみ実行可能な命令です。ユーザモードで特権命令を実行すると、特

権命令例外が発生します。特権命令には、RTFI、RTE、MVTIPL、WAIT 命令があります。

2.3.4 プロセッサモード間の移行

プロセッサモードは、プロセッサステータスワード（PSW）のプロセッサモード設定ビット（PM）に

よって切り替えられます。ただし、MVTC、POPC 命令による PM ビットの書き換えは無効です。以下に示

す方法で切り替えてください。

(1) ユーザモードからスーパバイザモードへの移行

例外が発生すると PSW の PM ビットが “0” になり、CPU はスーパバイザモードへ移行します。ハード

ウェア前処理は、スーパバイザモードで実行されます。例外が発生する直前のプロセッサモードは、退避さ

れた PSW の PM ビットに保持されます。

(2) スーパバイザモードからユーザモードへの移行

スタック上に退避されている PSW の PM ビットが “1” のとき RTE 命令を実行する、あるいはバックアッ

プ PSW（BPSW）に退避されている PSW の PM ビットが “1” のとき RTFI 命令を実行することにより、ユー

ザモードへ移行します。ユーザモードへ移行すると、PSW のスタックポインタ指定ビット（U）が “1” にな

ります。
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2.4 データタイプ

RX CPU は、整数、浮動小数点数、ビット、ストリングの 4 種類のデータを扱うことができます。

詳細は「RX ファミリユーザーズマニュアルソフトウェア編」を参照してください。

2.5 エンディアン

RX CPU の命令は、リトルエンディアン固定です。

データ配置は、リトルエンディアンとビッグエンディアンから選択できます。

2.5.1 エンディアンの切り替え

RX62T グループ、RX62G グループでは、バイトデータの並び方を、上位バイト（MSB）が 0 番地になる

ビッグエンディアン、下位バイト（LSB）が 0 番地になるリトルエンディアンのいずれも使用できます。

エンディアンの切り替えは、モード端子（MDE）で行ないます。モード端子の設定については、「3.　動

作モード」を参照してください。

命令によって 8/16/32 ビットアクセスが選択され、リトルエンディアン、ビッグエンディアンの設定に

よってアクセス動作が異なります。それぞれのアクセス動作を表 2.1 ～表 2.12 に示します。

表中の

　LL は、汎用レジスタの D7 ～ D0

　LH は、汎用レジスタの D15 ～ D8

　HL は、汎用レジスタの D23 ～ D16

　HH は、汎用レジスタの D31 ～ D24　　を示します。

D31    ～    D24 D23     ～    D16 D15     ～     D8 D7      ～     D0

汎用レジスタRm HH HL LH LL

表2.1 リトルエンディアン設定時の32ビットリード動作

動作

src番地

0番地を

32ビット

でリード

1番地を

32ビットで

リード

2番地を

32ビットで

リード

3番地を

32ビットで

リード

4番地を

32ビットで

リード

0番地 LLに転送 － － － －

1番地 LHに転送 LLに転送 － － －

2番地 HLに転送 LHに転送 LLに転送 － －

3番地 HHに転送 HLに転送 LHに転送 LLに転送 －

4番地 － HHに転送 HLに転送 LHに転送 LLに転送

5番地 － － HHに転送 HLに転送 LHに転送

6番地 － － － HHに転送 HLに転送

7番地 － － － － HHに転送
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表2.2 ビッグエンディアン設定時の32ビットリード動作

動作

src番地

0番地を

32ビットで

リード

1番地を

32ビットで

リード

2番地を

32ビットで

リード

3番地を

32ビットで

リード

4番地を

32ビットで

リード

0番地 HHに転送 － － － －

1番地 HLに転送 HHに転送 － － －

2番地 LHに転送 HLに転送 HHに転送 － －

3番地 LLに転送 LHに転送 HLに転送 HHに転送 －

4番地 － LLに転送 LHに転送 HLに転送 HHに転送

5番地 － － LLに転送 LHに転送 HLに転送

6番地 － － － LLに転送 LHに転送

7番地 － － － － LLに転送

表2.3 リトルエンディアン設定時の32ビットライト動作

動作

dest番地

0番地に

32ビットで

ライト

1番地に

32ビットで

ライト

2番地に

32ビットで

ライト

3番地に

32ビットで

ライト

4番地に

32ビットで

ライト

0番地 LLを転送 － － － －

1番地 LHを転送 LLを転送 － － －

2番地 HLを転送 LHを転送 LLを転送 － －

3番地 HHを転送 HLを転送 LHを転送 LLを転送 －

4番地 － HHを転送 HLを転送 LHを転送 LLを転送

5番地 － － HHを転送 HLを転送 LHを転送

6番地 － － － HHを転送 HLを転送

7番地 － － － － HHを転送

表2.4 ビッグエンディアン設定時の32ビットライト動作

動作

dest番地

0番地に

32ビットで

ライト

1番地に

32ビットで

ライト

2番地に

32ビットで

ライト

3番地に

32ビットで

ライト

4番地に

32ビットで

ライト

0番地 HHを転送 － － － －

1番地 HLを転送 HHを転送 － － －

2番地 LHを転送 HLを転送 HHを転送 － －

3番地 LLを転送 LHを転送 HLを転送 HHを転送 －

4番地 － LLを転送 LHを転送 HLを転送 HHを転送

5番地 － － LLを転送 LHを転送 HLを転送

6番地 － － － LLを転送 LHを転送

7番地 － － － － LLを転送
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表2.5 リトルエンディアン設定時の16ビットリード動作

動作

src番地

0番地を

16ビットで

リード

1番地を

16ビットで

リード

2番地を

16ビットで

リード

3番地を

16ビットで

リード

4番地を

16ビットで

リード

5番地を

16ビットで

リード

6番地を

16ビットで

リード

0番地 LLに転送 － － － － － －

1番地 LHに転送 LLに転送 － － － － －

2番地 － LHに転送 LLに転送 － － － －

3番地 － － LHに転送 LLに転送 － － －

4番地 － － － LHに転送 LLに転送 － －

5番地 － － － － LHに転送 LLに転送 －

6番地 － － － － － LHに転送 LLに転送

7番地 － － － － － － LHに転送

表2.6 ビッグエンディアン設定時の16ビットリード動作

動作

src番地

0番地を

16ビットで

リード

1番地を

16ビットで

リード

2番地を

16ビットで

リード

3番地を

16ビットで

リード

4番地を

16ビットで

リード

5番地を

16ビットで

リード

6番地を

16ビットで

リード

0番地 LHに転送 － － － － － －

1番地 LLに転送 LHに転送 － － － － －

2番地 － LLに転送 LHに転送 － － － －

3番地 － － LLに転送 LHに転送 － － －

4番地 － － － LLに転送 LHに転送 － －

5番地 － － － － LLに転送 LHに転送 －

6番地 － － － － － LLに転送 LHに転送

7番地 － － － － － － LLに転送

表2.7 リトルエンディアン設定時の16ビットライト動作

　　   動作

dest番地

0番地に

16ビットで

ライト

1番地に

16ビットで

ライト

2番地に

16ビットで

ライト

3番地に

16ビットで

ライト

4番地に

16ビットで

ライト

5番地に

16ビットで

ライト

6番地に

16ビットで

ライト

0番地 LLを転送 － － － － － －

1番地 LHを転送 LLを転送 － － － － －

2番地 － LHを転送 LLを転送 － － － －

3番地 － － LHを転送 LLを転送 － － －

4番地 － － － LHを転送 LLを転送 － －

5番地 － － － － LHを転送 LLを転送 －

6番地 － － － － － LHを転送 LLを転送

7番地 － － － － － － LHを転送
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表2.8 ビッグエンディアン設定時の16ビットライト動作

　　   動作

dest番地

0番地に

16ビットで

ライト

1番地に

16ビットで

ライト

2番地に

16ビットで

ライト

3番地に

16ビットで

ライト

4番地に

16ビットで

ライト

5番地に

16ビットで

ライト

6番地に

16ビットで

ライト

0番地 LHを転送 － － － － － －

1番地 LLを転送 LHを転送 － － － － －

2番地 － LLを転送 LHを転送 － － － －

3番地 － － LLを転送 LHを転送 － － －

4番地 － － － LLを転送 LHを転送 － －

5番地 － － － － LLを転送 LHを転送 －

6番地 － － － － － LLを転送 LHを転送

7番地 － － － － － － LLを転送

表2.9 リトルエンディアン設定時の8ビットリード動作

　  　 　　　　動作

src番地

0番地を

8ビットでリード

1番地を

8ビットでリード

2番地を

8ビットでリード

3番地を

8ビットでリード

0番地 LLに転送 － － －

1番地 － LLに転送 － －

2番地 － － LLに転送 －

3番地 － － － LLに転送

表2.10 ビッグエンディアン設定時の8ビットリード動作

　 　  　　　　動作

src番地

0番地を

8ビットでリード

1番地を

8ビットでリード

2番地を

8ビットでリード

3番地を

8ビットでリード

0番地 LLに転送 － － －

1番地 － LLに転送 － －

2番地 － － LLに転送 －

3番地 － － － LLに転送

表2.11 リトルエンディアン設定時の8ビットライト動作

　  　 　　　　動作

dest番地

0番地に

8ビットでライト

1番地に

8ビットでライト

2番地に

8ビットでライト

3番地に

8ビットでライト

0番地 LLを転送 － － －

1番地 － LLを転送 － －

2番地 － － LLを転送 －

3番地 － － － LLを転送

表2.12 ビッグエンディアン設定時の8ビットライト動作

　 　  　　　　動作

dest番地

0番地に

8ビットでライト

1番地に

8ビットでライト

2番地に

8ビットでライト

3番地に

8ビットでライト

0番地 LLを転送 － － －

1番地 － LLを転送 － －

2番地 － － LLを転送 －

3番地 － － － LLを転送
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2.5.2 I/O レジスタアクセス

I/O レジスタは MDE 端子によるビッグエンディアン、リトルエンディアン設定に関わらず、固定アドレ

スに配置されています。したがって I/O レジスタへのアクセスは、エンディアン変更の影響を受けません。

I/O レジスタの配置については、各章のレジスタの説明を参照してください。

2.5.3 I/O レジスタアクセスの注意事項

I/O レジスタは、以下の規則に従ってアクセスしてください。

 8 ビットバス幅指定の I/O レジスタは、サイズ指定子 (.size) が .B であるか、サイズ拡張指定子 (.memex) が

.B または .UB である命令を使用してアクセスしてください。

 16 ビットバス幅指定の I/O レジスタは、サイズ指定子 (.size) が .W であるか、サイズ拡張指定子 (.memex)

が .W または .UW である命令を使用してアクセスしてください。

 32 ビットバス幅指定の I/O レジスタは、サイズ指定子 (.size) が .L であるか、サイズ拡張指定子 (.memex)

が .L である命令を使用してアクセスしてください。
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2.5.4 データ配置

2.5.4.1 レジスタのデータ配置

　レジスタのデータサイズと、ビット番号の関係を図 2.2 に示します。

図 2.2 レジスタのデータ配置

2.5.4.2 メモリ上のデータ配置

メモリ上のデータサイズは、バイト（8 ビット）、ワード（16 ビット）、ロングワード（32 ビット）の 3

種類です。データ配置は、リトルエンディアンか、ビッグエンディアンを選択することができます。メモリ

上のデータ配置を図 2.3 に示します。

図 2.3 メモリ上のデータ配置

ロングワード（32ビット）データ

b31 b0

b15 b0

b7 b0

ワード（16ビット）データ

バイト（8ビット）データ

MSB LSB

1ビットデータ

（リトルエンディアン） （ビッグエンディアン）

L番地

L番地バイトデータ

ワードデータ M番地

M+1番地

N番地

N+1番地

N+2番地

N+3番地

ロングワードデータ

データイメージデータタイプ

b7 b0

LSBMSB

データイメージアドレス

7 6 5 4 3 2 1 0

LSB

LSB

MSB

MSB

b7 b0

LSBMSB

7 6 5 4 3 2 1 0

LSB

LSB

MSB

MSB
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2.6 ベクタテーブル

　ベクタテーブルには、固定ベクタテーブルと可変ベクタテーブルがあります。ベクタテーブルは、1 ベ

クタあたり 4 バイトで構成されており、各ベクタには対応する例外処理ルーチンの先頭アドレスを設定しま

す。

2.6.1 固定ベクタテーブル

固定ベクタテーブルは、テーブルの配置アドレスが固定されたベクタテーブルです。FFFFFF80h ～

FFFFFFFFh 番地に、特権命令例外、アクセス例外、未定義命令例外、浮動小数点例外、ノンマスカブル割

り込み、リセットの各ベクタを配置しています。図 2.4 に固定ベクタテーブルを示します。

図 2.4 固定ベクタテーブル

（予約領域）

（予約領域）

FFFFFFDCh

FFFFFFFCh

FFFFFFE0h

FFFFFFE4h

FFFFFFE8h

FFFFFFECh

FFFFFFF0h

FFFFFFF4h

FFFFFFF8h

アクセス例外

特権命令例外

（予約領域）

未定義命令例外

（予約領域）

浮動小数点例外

（予約領域）

（予約領域）

（予約領域）

LSB

（予約領域）

ノンマスカブル割り込み

リセット

FFFFFFD0h

FFFFFFD4h

FFFFFFD8h

MSB

FFFFFFCCh

FFFFFF80h
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2.6.2 可変ベクタテーブル

可変ベクタテーブルは、テーブルの配置アドレスを変えることができるベクタテーブルです。割り込み

テーブルレジスタ（INTB）の内容で示された値を先頭アドレス（IntBase）とする 1,024 バイトの領域に、無

条件トラップ、割り込みの各ベクタを配置しています。図 2.5 に可変ベクタテーブルを示します。

可変ベクタテーブルには、ベクタごとに番号（0 ～ 255）が付けられています。無条件トラップ発生要因

の INT 命令では INT 命令番号（0 ～ 255）に対応したベクタが、BRK 命令では番号 0 のベクタが割り当てら

れています。

また、割り込み要因では、製品ごとに決められたベクタ番号（0 ～ 255）が割り当てられています。割り

込みのベクタ番号については、「11.　割り込みコントローラ（ICU）」を参照してください。

図 2.5 可変ベクタテーブル

INTB

0IntBase+4

IntBase

b31 b0

IntBase+8

255
IntBase+1020

割り込みベクタが

割り当てられる順序

1

2
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2.7 命令動作

2.7.1 RMPA 命令、ストリング操作命令のデータプリフェッチ

RMPA 命令、および SSTR 命令を除くストリング操作命令（SCMPU、SMOVB、SMOVF、SMOVU、

SUNTIL、SWHILE）は、メモリからのデータ読み出し処理を高速化するため、データプリフェッチを行う

場合があります。データ読み出し位置に対して、 大で 3 バイト先までデータプリフェッチを行います。各

命令のデータ読み出し位置は、以下のとおりです。

 RMPA 命令：R1 で指定される被乗数番地、および R2 で指定される乗数番地

 SCMPU 命令：R1 で指定される比較元番地、および R2 で指定される比較先番地

 SUNTIL、SWHILE 命令：R1 で指定される比較先番地

 SMOVB、SMOVF、SMOVU 命令：R2 で指定される転送元番地
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2.8 パイプライン

2.8.1 概要

RX CPU は 5 段のパイプラインステージで構成されています。RX CPU の命令は、1 つまたは、複数のマ

イクロオペレーションに変換され、RX CPU はマイクロオペレーションをパイプライン処理します。パイプ

ラインステージは、IF ステージは命令単位、D ステージ以降は、マイクロオペレーション単位で動作しま

す。

以下にパイプラインの動作と各ステージの概要を示します。

(1) IF ステージ（命令フェッチステージ）

命令フェッチを行うステージです。メモリから命令をフェッチします。RX CPU は 8 バイト ×4 本の命令

キューを備えており、D（デコード）ステージのデコード処理完了とは無関係に、命令キューがいっぱいに

なるまでフェッチを続けます。

(2) D ステージ（デコードステージ）

D ステージは命令のデコード処理（DEC）を行い、命令をマイクロオペレーションに変換します。このス

テージでは、レジスタの読み出し（RF）を行い、先行する命令の演算結果を参照する処理の場合は、バイ

パス（BYP）を行います。バイパスにより、演算結果のレジスタへの書き込み (RW) と同時に、D ステージ

でのレジスタ参照が可能です。

(3) E ステージ（実行ステージ）

演算やアドレス計算など（OP）を行います。

(4) M ステージ（メモリアクセスステージ）

オペランドのメモリアクセス（OA1、OA2）を行います。メモリアクセス時のみ、このステージを使用し

ます。このステージはさらに M1、M2 の 2 段のサブステージに分かれます。RX CPU では、M1、M2 の各ス

テージに 1 個のメモリアクセスが存在することができます。

 M1 ステージ（メモリアクセスステージ 1）

オペランドのメモリアクセス（OA1）を行います。

ストア動作時：ライト要求がバスに受け付けられると、パイプライン処理は終了します。

ロード動作時：リード要求がバスに受け付けられると、M2 ステージに進みます。要求受け付けとロード

データ到着が同時（ノーウェイトのメモリアクセス）の場合は、WB ステージに進みます。

 M2 ステージ（メモリアクセスステージ 2）

オペランドのメモリアクセス（OA2）を行います。ロードデータの到着を待つステージです。ロードデー

タが到着すると、WB ステージに進みます。

(5) WB ステージ（ライトバックステージ）

演算結果やメモリから読み出したデータをレジスタに書きます（RW）。メモリからの読み出しデータとそ

れ以外の演算結果は同時（同じサイクル）にレジスタへ書き込みができます。
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図 2.6 にパイプライン構成とその動作を示します。

図 2.6 パイプライン構成と動作

IF DEC OP
OA1

OA2

IFステージ

BYP

RF

パイプラインステージ

実行処理

Dステージ Eステージ M1ステージ M2ステージ

1サイクル

WBステージ

RW

Mステージ
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2.8.2 命令とパイプライン処理

表中のオペランド表記は、以下に従います。

#IMM：即値

Rs, Rs2, Rd, Rd2, Ri, Rb：汎用レジスタ、CR：制御レジスタ

dsp：dsp5, dsp8, dsp16, dsp24

pcdsp：pcdsp3, pcdsp8, pcdsp16, pcdsp24

2.8.2.1 単一のマイクロオペレーションに変換される命令とパイプライン処理

単一のマイクロオペレーションに変換される命令を以下に示します。サイクル数は、ノーウェイトメモリ

アクセス時のサイクル数を示します。

注1. 除算命令のサイクル数は、除数、被除数の値により変動します。

注2. スループット、レイテンシ表記のサイクル数については「2.8.3　命令処理時間の計算方法」を参照してください。

表2.13 単一マイクロオペレーションに変換される命令

命令 ニーモニック（サイズ省略時は、全サイズ共通の動作） 参照図 サイクル数

算術／論理演算命令
（レジスタ間、即値-レジスタ）

DIV、DIVU、EMUL、EMULU、

RMPA、SATRを除く

 {ABS, ADC, ADD, AND, CMP, MAX, MIN, MUL, NEG, 
NOP, NOT, OR, ROLC, RORC, ROTL, ROTR, SAT, 
SBB, SHAR, SHLL, SHLR, SUB, TST, XOR} “#IMM, 
Rd”/“Rd” /“Rs, Rd”/“Rs, Rs2, Rd”

図2.7 1

算術／論理演算命令（除算）  DIV “#IMM, Rd”/“Rs, Rd” 図2.7 3～20（注1）

 DIVU “#IMM, Rd”/“Rs, Rd” 図2.7 2～18（注1）

転送命令

（レジスタ間、即値－レジスタ）

 {MOV, MOVU, REVL, REVW} “#IMM, Rd”/“Rs, Rd”
 SCCnd “Rd”
 {STNZ, STZ} “#IMM, Rd”

図2.7 1

転送命令（ロード動作）  {MOV, MOVU} “[Rs], Rd”/“dsp[Rs], Rd”
/“[Rs+], Rd”/“[-Rs], Rd”/“Rs, [Ri, Rb]”

 ・POP “Rd”

図2.8 スループット：1
レイテンシ：2（注2）

転送命令（ストア動作）  MOV “Rs, [Rd]”/“Rs, dsp[Rd]”/“Rs, [Rd+]”
/“Rs, [-Rd]”/“Rs, [Ri, Rb]”

 PUSH “Rs”
 PUSHC “CR”

図2.9 1

ビット操作命令（レジスタ）  {BCLR, BNOT, BSET, BTST} “#IMM, Rd”/“Rs, Rd”
 BMCnd “#IMM, Rd”

図2.7 1

分岐命令  BCnd “pcdsp”
 {BRA, BSR} “pcdsp”/“Rs”
 {JMP, JSR} “Rs”

図2.18 分岐成立：3
分岐不成立：1

浮動小数点演算命令

（レジスタ間、即値－レジスタ）

 FCMP “#IMM, Rd”/“Rs, Rd” 図2.7 1

システム制御命令  CLRPSW, SETPSW “#IMM”
 MVTC “#IMM, CR”/“Rs, CR”
 MVFC “CR, Rd”
 MVTIPL“#IMM”

－ 1

DSP機能命令  {MACHI , MACLO, MULHI, MULLO}“Rs, Rs2”
 {MVFACHI, MVFACMI}“Rd”
 {MVTACHI, MVTACLO}“Rs”
 RACW“#IMM”

図2.7 1
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基本的な単一のマイクロオペレーションに変換される命令動作を以下の図 2.7 ～図 2.9 に示します。

図 2.7 レジスタ間、即値－レジスタ演算

図 2.8 ロード動作

図 2.9 ストア動作

IF D E WBADD R1, R2

4段ステージ

IF D E WBDIV R3, R4 E・ ・ ・

注. マルチサイクル命令（DIV,DIVU)）は、Eステージが複数サイクル実行されます。

IF D E WBMOV [R1], R2 M1

IF D E WBMOV [R1], R2 M1 M1 ・ ・ ・ ・ ・

注. ノーウェイトのメモリに対してロード動作が行われた場合、

 M1ステージは1サイクルで実行されますが、それ以外の場合は

 Mステージ（M1または、M2）が複数サイクル実行されます。

5段ステージ

M2

IF D E

4段ステージ

M1

IF D E M1 M1 ・ ・ ・

注. ストア動作時のライト要求が受け付けられるまで、M1ステージが実行されます。　　  
 （ノーウェイトのメモリに対してストア動作が行われた場合は、

 M1ステージは1サイクルで実行されます。）

M1

MOV R2, [R1]
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2.8.2.2 複数のマイクロオペレーションに変換される命令とパイプライン処理

複数のマイクロオペレーションに変換される命令を以下に示します。サイクル数は、ノーウェイトメモリ

アクセス時のサイクル数を示します。

表2.14 複数マイクロオペレーションに変換される命令 (1 / 2)

命令 ニーモニック（サイズ省略時は、全サイズ共通の動作） 参照図 サイクル数

算術／論理演算命令

（メモリソースオペランド）

 {ADC, ADD, AND, CMP, MAX, MIN, MUL, OR, SBB,  
SUB, TST, XOR} “[Rs], Rd” / “dsp[Rs], Rd”

図2.10 3

算術／論理演算命令（除算）  DIV “[Rs],Rd / dsp[Rs],Rd” － 5～22

 DIVU“[Rs],Rd / dsp[Rs],Rd” － 4～20

算術／論理演算命令
（乗算 32bit×32bit → 64bit）
（レジスタ間、レジスタ－即値）

 {EMUL, EMULU} “#IMM, Rd”/“Rs, Rd” 図2.12 2

算術／論理演算命令
（乗算 32bit×32bit → 64bit）
（メモリソースオペランド）

 {EMUL, EMULU} “[Rs], Rd”/“dsp[Rs], Rd” － 4

算術／論理演算命令（積和演算）  RMPA.B － 6+7×floor(n/4)+4×(n%4)
nは処理バイト数（注1）

 RMPA.W － 6+5×floor(n/2)+4×(n%2)
nは処理ワード数（注1）

 RMPA.L － 6+4n
nは処理ロングワード数（注1）

算術／論理演算命令（RMPA命

令用64ビット符号付き飽和処
理）

 SATR － 3

転送命令（メモリ間転送）  MOV “[Rs], [Rd]”/“dsp[Rs], [Rd]”
/“[Rs], dsp[Rd]”/“dsp[Rs], [Rd]”

 PUSH “[Rs]”/“dsp[Rs]”

図2.11 3

ビット操作命令

（メモリソースオペランド）

 {BCLR, BNOT, BSET, BTST} “#IMM, [Rd]”
  /“#IMM, dsp[Rd]”

 BMCnd “#IMM, [Rd]”/“#IMM, dsp[Rd]”

図2.11 3

転送命令（ロード命令）  POPC “CR” － スループット：3
レイテンシ：4（注2）

転送命令（複数レジスタの退避）  PUSHM “Rs-Rs2” － n
nはレジスタ数（注3）

転送命令（複数レジスタの復帰）  POPM “Rs-Rs2” － スループット：n
レイテンシ：n+1
nはレジスタ数（注2、注4）

転送命令（レジスタ間の交換）  XCHG “Rs, Rd” 図2.13 2

転送命令

（メモリ－レジスタの交換）

 XCHG “[Rs], Rd”/“dsp[Rs], Rd” 図2.14 2

分岐命令  RTS － 5

 RTSD “#IMM” － 5

 RTSD “#IMM, Rd-Rd2” － スループット：n<5?5:1+n
レイテンシ：n<4?5:2+n
nはレジスタ数（注2）
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注1. floor(x)：x以下の 大の整数

注2. スループット、レイテンシ表記のサイクル数については「2.8.3　命令処理時間の計算方法」を参照してください。
注3. PUSHM命令は、複数のストア動作に変換されます。MOV命令のストア動作が、指定したレジスタ分繰り返されるのと同じ

パイプライン処理です。
注4. POPM命令は、複数のロード動作に変換されます。MOV命令のロード動作が、指定したレジスタ分繰り返されるのと同じパ

イプライン処理です。

注5. SCMPU, SMOVU, SWHILE, SUNTILの各命令は、実行中に終了条件を満たした場合は、記載サイクルによらず実行を終了し
ます。

ストリング操作命令（注5）  SCMPU － 2+4×floor(n/4)+4×(n%4)
nは比較バイト数（注1）

 SMOVB － n>3?
6+3×floor(n/4)+3×(n%4):
2+3n
nは転送バイト数（注1）

 SMOVF, SMOVU － 2+3×floor(n/4)+3×(n%4)
nは転送バイト数（注1）

 SSTR.B － 2+floor(n/4)+n%4
nは転送バイト数（注1）

 SSTR.W － 2+floor(n/2)+n%2
nは転送ワード数（注1）

 SSTR.L － 2+n
nは転送ロングワード数

 SUNTIL.B, SWHILE.B － 3+3×floor(n/4)+3×(n%4)
nは比較バイト数（注1）

 SUNTIL.W, SWHILE.W － 3+3×floor(n/2)+3×(n%2)
nは比較ワード数（注1）

 SUNTIL.L, SWHILE.L － 3+3×n
nは比較ロングワード数

浮動小数点演算命令

（レジスタ間、即値－レジスタ）

 {FADD, FSUB} “#IMM, Rd”/ “Rs, Rd” 図2.15 4

 FMUL “#IMM, Rd”/“Rs, Rd” － 3

 FDIV “#IMM, Rd”/“Rs, Rd” － 16

 {FTOI, ROUND, ITOF} “Rs, Rd” － 2

浮動小数点演算命令

（メモリソースオペランド）

 {FADD, FSUB} “[Rs], Rd”/“dsp[Rs], Rd” － 6

 FMUL “[Rs], Rd”/“dsp[Rs], Rd” － 5

 FDIV “[Rs], Rd”/“dsp[Rs], Rd” － 18

 {FTOI, ROUND, ITOF} “[Rs], Rd”
/“dsp[Rs], Rd”

－ 4

システム制御命令  RTE － 6

 RTFI － 3

表2.14 複数マイクロオペレーションに変換される命令 (2 / 2)

命令 ニーモニック（サイズ省略時は、全サイズ共通の動作） 参照図 サイクル数
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基本的な複数のマイクロオペレーションに変換される命令動作を以下の図 2.10 ～図 2.15 に示します。

注 . mop：マイクロオペレーション、stall：パイプラインストール

図 2.10 算術論理演算命令（メモリソースオペランド）

図 2.11  MOV 命令（メモリ間転送）、ビット操作命令（メモリソースオペランド）

図 2.12 EMUL, EMULU 命令（レジスタ間、レジスタ－即値）

図 2.13  XCHG 命令（レジスタ）

図 2.14  XCHG 命令（メモリソースオペランド）

図 2.15 浮動小数点演算命令（レジスタ間、即値－レジスタ）

IF D EADD [R1], R2 M1

stall E WBD
(mop1) load

(mop2) add

バイパス

IF D EMOV [R1], [R2] M1

ロードデータ

ビット操作・ストア
(mop1) load

(mop2) bit操作、storeD E M1 M1

IF D EEMUL R2, R4
WBD

(mop1) emul-1

(mop2) emul-2

WB R4への書き込み

R5への書き込みE

IF D EXCHG R1, R2

D

(mop1) xchg-1  レジスタ読み出し/書き込み

(mop2) xchg-2 レジスタ書き込み

WB

E WB

IF D EXCHG [R1], R2

D

(mop1) load

(mop2) store

WB

E M1

M1

IF D EFADD R2, R4

D

(mop1) fadd-1

(mop2) fadd-2E

D E

WBD E

(mop3) fadd-3

(mop4) fadd-4  R4への書き込み
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2.8.2.3 パイプラインの基本動作

理想的なパイプライン処理では、各ステージの実行サイクル数は 1 ですが、各ステージでの処理や分岐実

行などによりパイプライン処理が乱れることがあります。

CPU は、IF ステージは命令単位、D ステージ以降は、マイクロオペレーション単位でパイプラインス

テージ制御を行います。

以下に代表的なケースについてパイプライン処理の状況を示します。

注 . mop：マイクロオペレーション、stall：パイプラインストール

(1) パイプライン処理が乱れるケース

図 2.16 E ステージの実行に複数サイクルを要する命令の実行時

図 2.17 オペランドアクセスが 1 サイクルで終了しない場合

図 2.18 分岐（無条件分岐または、条件分岐で条件が成立した場合）

IFDIV R1, R2

ADD R3, R4

D E E E WB

IF D stall E WBstall

IF stall E WBDstall

・・・

・・・

・・・ADD R5, R6

(mop) div

(mop) add

(mop) add

IFMOV [R1], R2

MOV [R3], R4

D E M M WB

IF D E M WBstall

IF D WBEstall

・・・

・・・

・・・ADD R5, R6

M

stall

stall

ノーウェイトメモリ
アクセス以外

(mop) load

(mop) load

(mop) add

IF D E分岐命令

分岐発生

IF D E WB

分岐ペナルティ

2サイクル

(mop)  jump
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図 2.19 メモリから読み出したオペランドを後続命令が使用する場合

(2) パイプライン処理が乱れないケース

(a) バイパス

先行命令が書き込んだレジスタを後続命令が使用する場合であっても、レジスタ間演算の場合はバイパス

により、パイプライン処理は乱れません。

図 2.20 バイパス

(b) メモリロードと演算の WB ステージが重なっている場合

メモリロードと演算の WB ステージが重なっている場合であっても、ロードデータと演算結果はレジスタ

に同時に書けますので、パイプライン処理は乱れません。

図 2.21 メモリロードと演算の WB ステージが重なっている場合

(c) メモリロードを終了する前に後続命令が同じレジスタへ書き込みを行った場合

メモリロードを終了する前に、後続命令が同じレジスタへ書き込みを行った場合であっても、メモリロー

ドの WB ステージはキャンセルされますので、パイプライン処理は乱れません。

図 2.22 メモリロードを終了する前に、後続命令が同じレジスタへ書き込みを行った場合

IF D EMOV [R2], R1 M WB

IF D stall E WBADD R2, R1

バイパス

(mop) load

(mop) add

IF D EADD R1, R2

SUB R3, R2

WB

IF D E WB

バイパス

(mop)  add

(mop)  sub

IF D EMOV [R1], R2

IF D E WBADD R5, R3

M WB

(mop)  add

(mop)  load
WBステージは重なっても

同時に実行

IF D EMOV [R1], R2

IF D E WB

M WBM・

IF D E WB

IF D E WB

×

(mop)  load

（いずれかとレジスタ番号が一致していたら、

キャンセル）



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 100 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 2.  CPU

(d) メモリロードしたデータを後続命令が参照しない場合

メモリロードしたデータを後続命令が参照しない場合、後続の命令が先に実行されて完了します。

（Out-of-Order Completion）

図 2.23 メモリロードしたデータを後続命令が参照しない場合

2.8.3 命令処理時間の計算方法

CPU の命令処理時間は、パイプライン処理によって変動しますが、次のような計算方法で命令処理時間を

概算することができます。

 サイクル数をカウントします（表 2.13、表 2.14 を参照）。

 メモリロード結果を後続命令が参照する場合は、メモリロードを行う命令のサイクル数は “ レイテンシ ”

として記載されているサイクル数をカウントします。それ以外は “ スループット ” として記載されてい

るサイクル数をカウントします。

 命令フェッチストールが起きた場合は、さらにサイクル数が追加されます。

 システム構成によっては、メモリアクセスに複数サイクルかかります。RX62T グループ、RX62G グルー

プのメモリアクセスサイクル数は機種依存です。

2.8.4 割り込み応答サイクル数

表 2.15 に割り込み応答処理のサイクル数を示します。

表 2.15 は、CPU からのメモリアクセスがすべてノーウェイトで処理をされた場合の割り込み応答時間で

す。RX62T グループ、RX62G グループは、ノーウェイトアクセス可能な内蔵 ROM、内蔵 RAM を搭載して

います。プログラム（含むベクタ）は内蔵 ROM、スタック領域は内蔵 RAM に配置することにより、割り

込み応答サイクル数を 短にできます。また、例外ルーチンの先頭アドレスは、8 バイトアライメントを指

定してください。

割り込み要求通知から割り込み受付までのサイクル数 N は、「表 2.13　単一マイクロオペレーションに変

換される命令」、「表 2.14　複数マイクロオペレーションに変換される命令」を参照してください。

割り込み受付タイミングはパイプラインの状態に依存します。割り込み受付タイミングについては、

「10.3.1　受け付けタイミングと保存される PC 値」を参照してください。

表2.15 割り込み応答サイクル数

割り込み要求の種類／処理内容 高速割り込み 高速割り込み以外の割り込み

ICU
　優先順位判定

2サイクル

CPU
　割り込み要求通知から割り込み受付までのサイクル数

Nサイクル

（実行している命令によって異なる）

CPU　ハードウェア前処理
　PC、PSWのRAMへの退避

（高速割り込みは、制御レジスタへ退避）

ベクタの読み出し
例外ルーチン先頭への分岐

4サイクル 6サイクル

IF D EMOV [R1], R2

IF D E

M M M WB

WB

・ ・ ・

IF D E WB

ADD R4, R5

SUB R6, R7

(mop)  load

(mop)  add

(mop)  sub
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3. 動作モード

3.1 動作モードの種類と選択

RX62T グループ、RX62G グループには、2 種類の動作モードがあります。動作モードは MD1、MD0 端子

と、システムコントロールレジスタ 0（SYSCR0）の ROME ビットで設定します。

また、各動作モードの設定において、RX62T グループ、RX62G グループのエンディアンを選択すること

ができます。エンディアンは、MDE 端子で設定します。RX62T グループ、RX62G グループのエンディアン

については、「2.5　エンディアン」を参照してください。

注 . MDE、MD1、MD0 端子は、LSI の動作中に変化させないでください。また、表 3.1 にない組み合わせは設定

しないでください。

注1. 内蔵ROMにはROM、データフラッシュがあります。詳細は「31.　ROM（コード格納用フラッシュメモリ）」、
「32.　データフラッシュ（データ格納用フラッシュメモリ）」を参照してください。

注1. 内蔵ROMにはROM、データフラッシュがあります。詳細は「31.　ROM（コード格納用フラッシュメモリ）」、

「32.　データフラッシュ（データ格納用フラッシュメモリ）」を参照してください。 

表3.1 モード端子による動作モードの選択

モード端子 SYSCR0レジスタ初期状態
動作モード

内蔵ROM
（注1）MD1 MD0 ROME

0 1 1 ブートモード 有効

1 1 1 シングルチップモード 有効

表3.2 レジスタによる動作モードの選択

SYSCR0レジスタ
動作モード

内蔵ROM
（注1）ROME

0
シングルチップモード

無効

1 有効

表3.3 エンディアンの選択

モード端子
エンディアン

MDE

0 リトルエンディアン

1 ビッグエンディアン
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3.2 レジスタの説明

表 3.4 に動作モード関連レジスタ一覧を示します。

注 . x：不定

3.2.1 モードモニタレジスタ（MDMONR）

MDMONR レジスタは、モード端子のモニタ表示を行うレジスタです。

表3.4 動作モード関連レジスタ一覧

レジスタ名 シンボル リセット後の値 アドレス アクセスサイズ

モードモニタレジスタ MDMONR 10000000 x00000xxb 0008 0000h 16

モードステータスレジスタ MDSR 00000000 00001001b 0008 0002h 16

システムコントロールレジスタ0 SYSCR0 00000000 00000001b 0008 0006h 16

システムコントロールレジスタ1 SYSCR1 00000000 00000001b 0008 0008h 16

アドレス 0008 0000h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — — MDE — — — — — MD1 MD0

リセット後の値 1 0 0 0 0 0 0 0 x（注1） 0 0 0 0 0 x（注1）x（注1）

注1. モード端子（ MDE、MD1、MD0）の設定により決定されます。

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 MD0 MD0端子ステータスフラグ 0：MD0端子は“0”
1：MD0端子は“1”

R

b1 MD1 MD1端子ステータスフラグ 0：MD1端子は“0”
1：MD1端子は“1”

R

b6-b2 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書き込みは無効になります。 R

b7 MDE MDE端子ステータスフラグ 0：MDE端子は“0”（リトルエンディアン）
1：MDE端子は“1”（ビッグエンディアン）

R

b14-b8 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書き込みは無効になります R

b15 — 予約ビット 読むと“1”が読めます。書き込みは無効になります R
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3.2.2 モードステータスレジスタ（MDSR）

MDSR レジスタは、起動時の内部ステータスのモニタ表示を行うレジスタです。

アドレス 0008 0002h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — — — — — BOTS — — — IROM

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 IROM 内蔵ROM起動ステータスフラグ 0：内蔵ROM無効

1：内蔵ROM有効

R

b2-b1 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書き込みは無効になります R

b3 — 予約ビット 読むと“1”が読めます。書き込みは無効になります R

b4 BOTS ブートモード起動フラグ 0：ブートモード起動ではない
1：ブートモード起動

R

b15-b5 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書き込みは無効になります R
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3.2.3 システムコントロールレジスタ 0（SYSCR0）

SYSCR0 レジスタ は、内蔵 ROM の有効／無効の選択するレジスタです。

ROME ビット（内蔵 ROM 有効ビット）

内蔵 ROM（ROM、データフラッシュ）の有効または無効を選択します。

ROME ビットが “1” のときは、“0” を書くことができます。ROME ビットが “0” のときは、“1” を書くこ

とはできません。内蔵 ROM を有効から無効にすると、ROME ビットを使って内蔵 ROM を有効にすること

はできません。内蔵 ROM アクセス中に “0” を書かないでください。

また、ROME ビットに “0” を書き、内蔵 ROM 無効に設定した後は、ROME ビットが “0” に書き替わって

いることを確認してから次の処理を行ってください。

KEY[7:0] ビット（SYSCR0 キーコード）

SYSCR0 レジスタへの書き込み許可または禁止を選択します。

ROME ビットへ値を書くときは、同時に KEY[7:0] ビットにも “5Ah” を書いてください。

KEY[7:0] ビットが “5Ah” 以外の値の場合、SYSCR0 レジスタへ書いても ROME ビットの値は変更されませ

ん。

アドレス 0008 0006h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — —KEY[7:0] — ROME

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 ROME 内蔵ROM有効ビット 0：内蔵ROM無効
1：内蔵ROM有効

R/W

b7-b1 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b15-b8 KEY[7:0] SYSCR0キーコード 5Ah：SYSCR0レジスタの書き込み許可
上記以外はSYSCR0レジスタの書き込み禁止

読むと00hが読めます

R/W
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3.2.4 システムコントロールレジスタ 1（SYSCR1）

SYSCR1 レジスタは、内蔵 RAM の有効／無効を選択するレジスタです。

RAME ビット（RAM 有効ビット）

内蔵 RAM の有効または無効を選択します。

RAME ビットは、リセットを解除すると “1” に初期化されます。

内蔵 RAM アクセス中に “0” を書かないでください。

また、内蔵 RAM を無効から有効に変更した直後に内蔵 RAM をアクセスする場合は、RAME ビットが

“1” に書き換わっていることを確認してからアクセスするようにしてください。

RAME ビットを “0” にしても、内蔵 RAM の値は保持されます。

アドレス 0008 0008h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — — — — — — — — — RAME

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 RAME RAM有効ビット 0：内蔵RAM無効

1：内蔵RAM有効

R/W

b15-b1 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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3.3 動作モードの説明

3.3.1 シングルチップモード

このモードでは内蔵 ROM は、有効または無効です。すべての I/O ポートを入出力ポートとして使用でき

ます。

起動時の内蔵 ROM は有効です。内蔵 ROM 有効（SYSCR0.ROME ビット = 1）の場合、内蔵 ROM 無効

（SYSCR0.ROME ビット = 0）に設定できます。内蔵 ROM 無効（SYSCR0.ROME ビット = 0）の場合、内蔵

ROM 有効（SYSCR0.ROME ビット = 1）には設定できません。

3.3.2 ブートモード

フラッシュメモリのブートモードです。フラッシュメモリへの書き込み／消去以外は、シングルチップ

モードと同様の動作となります。詳細は「31.　ROM（コード格納用フラッシュメモリ）」、「32.　データフ

ラッシュ（データ格納用フラッシュメモリ）」を参照してください。

3.4 動作モードの移行

3.4.1 モード端子による動作モードの移行

MD1、MD0 端子の設定による動作モードの移行について、図 3.1 に示します。図の矢印の方向へ動作

モードを移行することができます。

図 3.1 MD1、MD0 端子の設定と動作モード

リセット(注1)状態

ブートモード シングルチップモード

リセット(注1)発生リセット(注1)発生MD1=0
MD0=1

移行できます

MD1=1
MD0=1

リセット(注1)解除
リセット(注1)解除

注1.  端子リセット、パワーオンリセット（POR）、電圧監視リセット（LVD）
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3.4.2 レジスタによる動作モードの移行

SYSCR0.ROME ビットの設定による動作モードの移行について、図 3.2 に示します。図の矢印の方向へ動

作モードを移行することができます。

図 3.2 ROME ビットの設定と動作モード

シングルチップモード

移行できます

注1. リセット後の初期状態

ROME=0

内蔵ROM：無効

ROME=0

内蔵ROM：有効（注1）

ROME=1
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4. アドレス空間

4.1 アドレス空間

アドレス空間は、0000 0000h 番地から FFFF FFFFh 番地までの 4G バイトあります。プログラム領域およ

びデータ領域合計 大 4G バイトをリニアにアクセス可能です。

図 4.1 にメモリマップを示します。

図 4.1 メモリマップ（RX62T グループ、RX62G グループ）

予約領域（注2）

予約領域（注2）

注1. ブートモードは、シングルチップモードと同じアドレス空間となります。
注2. 予約領域をアクセスしたときの動作については保証できませんので、アクセスしないようにしてください。
注3. FCUについての詳細は、「31.　ROM（コード格納用フラッシュメモリ）」、

「32.　データフラッシュ（データ格納用フラッシュメモリ）」を参照してください。

0000 0000h

0008 0000h

FFFF FFFFh

シングルチップモード（注1）

内蔵RAM

予約領域（注2）

内蔵ROM（プログラムROM）
（読み出し専用）

0010 0000h

周辺I/Oレジスタ

0010 8000h

内蔵ROM
（データフラッシュ）

0080 0000h

0100 0000h

内蔵ROM（プログラムROM）
（書き換え専用）

FFFC 0000h

FCU RAM領域（注3）

予約領域（注2）

周辺I/Oレジスタ

予約領域（注2）

周辺I/Oレジスタ

007F 8000h

007F A000h

007F C000h
007F C500h

007F FC00h

0000 4000h

予約領域（注2）

00FC 0000h

内蔵ROM（FCUファーム）（注3）

（読み出し専用）

予約領域（注2）

FEFF E000h

FF00 0000h

R5F562TAxxxx

予約領域（注2）

予約領域（注2）

0000 0000h

0008 0000h

FFFF FFFFh

シングルチップモード（注1）

内蔵RAM

予約領域（注2）

内蔵ROM（プログラムROM）
（読み出し専用）

0010 0000h

周辺I/Oレジスタ

0010 2000h

内蔵ROM
（データフラッシュ）

0080 0000h

0100 0000h

内蔵ROM（プログラムROM）
（書き換え専用）

FFFE 0000h

FCU RAM領域

予約領域（注2）

周辺I/Oレジスタ

予約領域（注2）

周辺I/Oレジスタ

007F 8000h

007F A000h

007F C000h
007F C500h

007F FC00h

0000 2000h

予約領域（注2）

00FE 0000h

内蔵ROM（FCUファーム）（注3）

（読み出し専用）

予約領域（注2）

FEFF E000h

FF00 0000h

R5F562T7xxxx

予約領域（注2）

予約領域（注2）

0000 0000h

0008 0000h

FFFF FFFFh

シングルチップモード（注1）

内蔵RAM

予約領域（注2）

内蔵ROM（プログラムROM）
（読み出し専用）

0010 0000h

周辺I/Oレジスタ

0010 2000h

内蔵ROM
（データフラッシュ）

0080 0000h

0100 0000h

内蔵ROM（プログラムROM）
（書き換え専用）

FFFF 0000h

FCU RAM領域

予約領域（注2）

周辺I/Oレジスタ

予約領域（注2）

周辺I/Oレジスタ

007F 8000h

007F A000h

007F C000h
007F C500h

007F FC00h

0000 2000h

予約領域（注2）

00FF 0000h

内蔵ROM（FCUファーム）（注3）

（読み出し専用）

予約領域（注2）

FEFF E000h

FF00 0000h

R5F562T6xxxx



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 109 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 5.  I/O レジスタ

5. I/O レジスタ

I/O レジスタ一覧では、内蔵レジスタのアドレス、およびビット構成に関する情報をまとめています。表

記方法は以下のとおりです。また、レジスタ書き込み時の注意事項についても以下に示します。

(1) I/O レジスタアドレス一覧（アドレス順）

 割り付けアドレスの小さいレジスタから順に記載しています。

 モジュールシンボルによる分類をしています。

 アクセスステート数については、指定の基準クロックのステート数を示しています。

 I/O レジスタの領域で、レジスタ一覧に記載のないアドレスの領域は、予約領域です。予約領域のアク

セスは禁止します。これらのレジスタをアクセスしたときの動作および継続する動作については保証で

きませんので、アクセスしないでください。

 レジスタごとにアクセスサイズが指定されています。指定されたアクセスサイズ以外でのアクセスは禁

止です。

(2) I/O レジスタビット一覧

 「レジスタアドレス一覧（アドレス順）」の順序で、ビット構成を記載しています。

 予約ビットは、ビット名部に「—」で表記しています。

 ビット名称部が空白のものは、そのレジスタ全体がカウンタやデータに割り付けられていることを示し

ます。

 16 ビットまたは 32 ビットのレジスタの場合、MSB 側のビットから記載しています。

(3) I/O レジスタ書き込み時の注意事項

CPU が I/O レジスタに書き込む際、CPU は書き込み完了を待たずに後続命令を実行します。そのため、I/

O レジスタ書き込みによる設定変更が、動作に反映されるより前に、後続の命令が実行されることがありま

す。

以下の例のように、I/O レジスタの設定変更が反映された状態で後続の命令を実行させなければならない

ときには、注意が必要です。

［注意が必要な動作の例］

 割り込み要求許可ビット（ICU.IERm.IENj ビット）（注 1）を “0” にして、割り込み禁止とした状態で後続

の命令を実行させたい場合

 低消費電力状態へ遷移するための前処理に続いて WAIT 命令を実行する場合

注 1. 「11.2.2　割り込み要求許可レジスタ m（IERm）（m=02h ～ 1Fh）」を参照してください。

このような場合には、I/O レジスタの書き込みを行った後、以下の手順で書き込みの完了を待ってから、

後続の命令を実行するようにしてください。
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(a) I/Oレジスタの書き込み

(b) 書き込んだ I/Oレジスタの値を汎用レジスタに読み出し

(c) 読み出し値を使って演算を実行

(d) 後続の命令を実行
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［命令例］

なお、複数のレジスタに書き込みを行った後、それら書き込みの完了を待ってから後続の命令を実行させ

たい場合は、 後に書き込みを行った I/O レジスタを対象に読み出しと演算を実行してください。書き込み

を行ったすべてのレジスタを対象にして実行する必要はありません。

(4) I/O レジスタアクセスサイクル数

I/O レジスタへアクセスした場合のアクセスサイクル数は、以下の計算式によって表されます。（注 1）

　　　I/O レジスタアクセスサイクル数 ＝ 内部メインバス 1 のバスサイクル数 ＋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　      分周クロック同期化サイクル数＋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　      内部周辺バス 1 、2、4、6 のバスサイクル数

内部周辺バス 1、2、4、6 のバスサイクル数は、アクセス先のレジスタによって異なります。レジスタご

との I/O レジスタアクセスサイクル数は、「表 5.1　I/O レジスタアドレス一覧」を参照してください。

内部周辺バス 6 に接続されている周辺機能へアクセスする場合には、分周クロック同期化サイクルが追加

されます。

分周クロック同期化サイクル数は、ICLK と PCLK の周波数比やバスアクセスのタイミングによって異な

りますが、内部メインバス 1 のバスサイクル数と分周クロック同期化サイクル数を合わせると、PCLK で

大 1 サイクルとなるため、表 5.1 では 1PCLK の幅を持たせて記載しています。

注 1. CPU からのレジスタアクセスが、外部メモリへの命令フェッチや、異なるバスマスタ（DTC）のバスアクセ

スと競合せずに実行された場合のサイクル数です。

 I/O レジスタがバイトサイズの場合

   MOV.L  #SFR_ADDR, R1
   MOV.B  #SFR_DATA, [R1]  
   CMP    [R1].UB, R1     

   ;; 次処理

 I/O レジスタがワードサイズの場合

   MOV.L  #SFR_ADDR, R1
   MOV.W  #SFR_DATA, [R1] 
   CMP    [R1].W, R1

   ;; 次処理

 I/O レジスタがロングワードサイズの場合

   MOV.L  #SFR_ADDR, R1
   MOV.L  #SFR_DATA, [R1]
   CMP    [R1].L, R1

   ;; 次処理
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5.1 I/O レジスタアドレス一覧（アドレス順）

表5.1 I/Oレジスタアドレス一覧 (1 / 28)

アドレス
モジュール
シンボル

レジスタ名
レジスタ
シンボル

ビット数
アクセス
サイズ

アクセス
サイクル数

0008 0000h SYSTEM モードモニタレジスタ MDMONR 16 16 3ICLK

0008 0002h SYSTEM モードステータスレジスタ MDSR 16 16 3ICLK

0008 0006h SYSTEM システムコントロールレジスタ0 SYSCR0 16 16 3ICLK

0008 0008h SYSTEM システムコントロールレジスタ1 SYSCR1 16 16 3ICLK

0008 000Ch SYSTEM スタンバイコントロールレジスタ SBYCR 16 16 3ICLK

0008 0010h SYSTEM モジュールストップコントロールレジスタA MSTPCRA 32 32 3ICLK

0008 0014h SYSTEM モジュールストップコントロールレジスタB MSTPCRB 32 32 3ICLK

0008 0018h SYSTEM モジュールストップコントロールレジスタC MSTPCRC 32 32 3ICLK

0008 0020h SYSTEM システムクロックコントロールレジスタ SCKCR 32 32 3ICLK

0008 0040h SYSTEM 発振停止検出コントロールレジスタ OSTDCR 16 16 3ICLK

0008 1300h BSC バスエラーステータスクリアレジスタ BERCLR 8 8 2ICLK

0008 1304h BSC バスエラー監視許可レジスタ BEREN 8 8 2ICLK

0008 1308h BSC バスエラーステータスレジスタ1 BERSR1 8 8 2ICLK

0008 130Ah BSC バスエラーステータスレジスタ2 BERSR2 16 16 2ICLK

0008 2400h DTC DTCコントロールレジスタ DTCCR 8 8 2ICLK

0008 2404h DTC DTCベクタベースレジスタ DTCVBR 32 32 2ICLK

0008 2408h DTC DTCアドレスモードレジスタ DTCADMOD 8 8 2ICLK

0008 240Ch DTC DTCモジュール起動レジスタ DTCST 8 8 2ICLK

0008 240Eh DTC DTCステータスレジスタ DTCSTS 16 16 2ICLK

0008 6400h MPU 領域0開始ページ番号レジスタ RSPAGE0 32 32 1ICLK

0008 6404h MPU 領域0終了ページ番号レジスタ REPAGE0 32 32 1ICLK

0008 6408h MPU 領域1開始ページ番号レジスタ RSPAGE1 32 32 1ICLK

0008 640Ch MPU 領域1終了ページ番号レジスタ REPAGE1 32 32 1ICLK

0008 6410h MPU 領域2開始ページ番号レジスタ RSPAGE2 32 32 1ICLK

0008 6414h MPU 領域2終了ページ番号レジスタ REPAGE2 32 32 1ICLK

0008 6418h MPU 領域3開始ページ番号レジスタ RSPAGE3 32 32 1ICLK

0008 641Ch MPU 領域3終了ページ番号レジスタ REPAGE3 32 32 1ICLK

0008 6420h MPU 領域4開始ページ番号レジスタ RSPAGE4 32 32 1ICLK

0008 6424h MPU 領域4終了ページ番号レジスタ REPAGE4 32 32 1ICLK

0008 6428h MPU 領域5開始ページ番号レジスタ RSPAGE5 32 32 1ICLK

0008 642Ch MPU 領域5終了ページ番号レジスタ REPAGE5 32 32 1ICLK

0008 6430h MPU 領域6開始ページ番号レジスタ RSPAGE6 32 32 1ICLK

0008 6434h MPU 領域6終了ページ番号レジスタ REPAGE6 32 32 1ICLK

0008 6438h MPU 領域7開始ページ番号レジスタ RSPAGE7 32 32 1ICLK

0008 643Ch MPU 領域7終了ページ番号レジスタ REPAGE7 32 32 1ICLK

0008 6500h MPU メモリプロテクション機能有効化レジスタ MPEN 32 32 1ICLK

0008 6504h MPU バッググラウンドアクセス制御レジスタ MPBAC 32 32 1ICLK

0008 6508h MPU メモリプロテクションエラーステータスクリア
レジスタ

MPECLR 32 32 1ICLK

0008 650Ch MPU メモリプロテクションエラーステータスレジスタ MPESTS 32 32 1ICLK

0008 6514h MPU データメモリプロテクションエラーアドレス
レジスタ

MPDEA 32 32 1ICLK

0008 6520h MPU 領域サーチアドレスレジスタ MPSA 32 32 1ICLK

0008 6524h MPU 領域サーチオペレーションレジスタ MPOPS 16 16 1ICLK

0008 6526h MPU 領域インバリデートオペレーションレジスタ MPOPI 16 16 1ICLK

0008 6528h MPU 命令ヒット領域レジスタ MHITI 32 32 1ICLK

0008 652Ch MPU データヒット領域レジスタ MHITD 32 32 1ICLK
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0008 7010h ICU 割り込み要求レジスタ 016 IR016 8 8 2ICLK

0008 7015h ICU 割り込み要求レジスタ 021 IR021 8 8 2ICLK

0008 7017h ICU 割り込み要求レジスタ 023 IR023 8 8 2ICLK

0008 701Bh ICU 割り込み要求レジスタ 027 IR027 8 8 2ICLK

0008 701Ch ICU 割り込み要求レジスタ 028 IR028 8 8 2ICLK

0008 701Dh ICU 割り込み要求レジスタ 029 IR029 8 8 2ICLK

0008 701Eh ICU 割り込み要求レジスタ 030 IR030 8 8 2ICLK

0008 701Fh ICU 割り込み要求レジスタ 031 IR031 8 8 2ICLK

0008 702Ch ICU 割り込み要求レジスタ 044 IR044 8 8 2ICLK

0008 702Dh ICU 割り込み要求レジスタ 045 IR045 8 8 2ICLK

0008 702Eh ICU 割り込み要求レジスタ 046 IR046 8 8 2ICLK

0008 702Fh ICU 割り込み要求レジスタ 047 IR047 8 8 2ICLK

0008 7038h ICU 割り込み要求レジスタ 056 IR056 8 8 2ICLK

0008 7039h ICU 割り込み要求レジスタ 057 IR057 8 8 2ICLK

0008 703Ah ICU 割り込み要求レジスタ 058 IR058 8 8 2ICLK

0008 703Bh ICU 割り込み要求レジスタ 059 IR059 8 8 2ICLK

0008 703Ch ICU 割り込み要求レジスタ 060 IR060 8 8 2ICLK

0008 7040h ICU 割り込み要求レジスタ 064 IR064 8 8 2ICLK

0008 7041h ICU 割り込み要求レジスタ 065 IR065 8 8 2ICLK

0008 7042h ICU 割り込み要求レジスタ 066 IR066 8 8 2ICLK

0008 7043h ICU 割り込み要求レジスタ 067 IR067 8 8 2ICLK

0008 7044h ICU 割り込み要求レジスタ 068 IR068 8 8 2ICLK

0008 7045h ICU 割り込み要求レジスタ 069 IR069 8 8 2ICLK

0008 7046h ICU 割り込み要求レジスタ 070 IR070 8 8 2ICLK

0008 7047h ICU 割り込み要求レジスタ 071 IR071 8 8 2ICLK

0008 7060h ICU 割り込み要求レジスタ 096 IR096 8 8 2ICLK

0008 7062h ICU 割り込み要求レジスタ 098 IR098 8 8 2ICLK

0008 7066h ICU 割り込み要求レジスタ 102 IR102 8 8 2ICLK

0008 7067h ICU 割り込み要求レジスタ 103 IR103 8 8 2ICLK

0008 706Ah ICU 割り込み要求レジスタ 106 IR106 8 8 2ICLK

0008 7072h ICU 割り込み要求レジスタ 114 IR114 8 8 2ICLK

0008 7073h ICU 割り込み要求レジスタ 115 IR115 8 8 2ICLK

0008 7074h ICU 割り込み要求レジスタ 116 IR116 8 8 2ICLK

0008 7075h ICU 割り込み要求レジスタ 117 IR117 8 8 2ICLK

0008 7076h ICU 割り込み要求レジスタ 118 IR118 8 8 2ICLK

0008 7077h ICU 割り込み要求レジスタ 119 IR119 8 8 2ICLK

0008 7078h ICU 割り込み要求レジスタ 120 IR120 8 8 2ICLK

0008 7079h ICU 割り込み要求レジスタ 121 IR121 8 8 2ICLK

0008 707Ah ICU 割り込み要求レジスタ 122 IR122 8 8 2ICLK

0008 707Bh ICU 割り込み要求レジスタ 123 IR123 8 8 2ICLK

0008 707Ch ICU 割り込み要求レジスタ 124 IR124 8 8 2ICLK

0008 707Dh ICU 割り込み要求レジスタ 125 IR125 8 8 2ICLK

0008 707Eh ICU 割り込み要求レジスタ 126 IR126 8 8 2ICLK

0008 707Fh ICU 割り込み要求レジスタ 127 IR127 8 8 2ICLK

0008 7080h ICU 割り込み要求レジスタ 128 IR128 8 8 2ICLK

0008 7081h ICU 割り込み要求レジスタ 129 IR129 8 8 2ICLK

0008 7082h ICU 割り込み要求レジスタ 130 IR130 8 8 2ICLK

0008 7083h ICU 割り込み要求レジスタ 131 IR131 8 8 2ICLK

表5.1 I/Oレジスタアドレス一覧 (2 / 28)

アドレス
モジュール
シンボル

レジスタ名
レジスタ
シンボル

ビット数
アクセス
サイズ

アクセス
サイクル数
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0008 7084h ICU 割り込み要求レジスタ 132 IR132 8 8 2ICLK

0008 7085h ICU 割り込み要求レジスタ 133 IR133 8 8 2ICLK

0008 7086h ICU 割り込み要求レジスタ 134 IR134 8 8 2ICLK

0008 7087h ICU 割り込み要求レジスタ 135 IR135 8 8 2ICLK

0008 7088h ICU 割り込み要求レジスタ 136 IR136 8 8 2ICLK

0008 7089h ICU 割り込み要求レジスタ 137 IR137 8 8 2ICLK

0008 708Ah ICU 割り込み要求レジスタ 138 IR138 8 8 2ICLK

0008 708Bh ICU 割り込み要求レジスタ 139 IR139 8 8 2ICLK

0008 708Ch ICU 割り込み要求レジスタ 140 IR140 8 8 2ICLK

0008 708Dh ICU 割り込み要求レジスタ 141 IR141 8 8 2ICLK

0008 708Eh ICU 割り込み要求レジスタ 142 IR142 8 8 2ICLK

0008 708Fh ICU 割り込み要求レジスタ 143 IR143 8 8 2ICLK

0008 7090h ICU 割り込み要求レジスタ 144 IR144 8 8 2ICLK

0008 7091h ICU 割り込み要求レジスタ 145 IR145 8 8 2ICLK

0008 7092h ICU 割り込み要求レジスタ 146 IR146 8 8 2ICLK

0008 7095h ICU 割り込み要求レジスタ 149 IR149 8 8 2ICLK

0008 7096h ICU 割り込み要求レジスタ 150 IR150 8 8 2ICLK

0008 7097h ICU 割り込み要求レジスタ 151 IR151 8 8 2ICLK

0008 7098h ICU 割り込み要求レジスタ 152 IR152 8 8 2ICLK

0008 7099h ICU 割り込み要求レジスタ 153 IR153 8 8 2ICLK

0008 70AAh ICU 割り込み要求レジスタ 170 IR170 8 8 2ICLK

0008 70ABh ICU 割り込み要求レジスタ 171 IR171 8 8 2ICLK

0008 70ACh ICU 割り込み要求レジスタ 172 IR172 8 8 2ICLK

0008 70ADh ICU 割り込み要求レジスタ 173 IR173 8 8 2ICLK

0008 70AEh ICU 割り込み要求レジスタ 174 IR174 8 8 2ICLK

0008 70AFh ICU 割り込み要求レジスタ 175 IR175 8 8 2ICLK

0008 70B0h ICU 割り込み要求レジスタ 176 IR176 8 8 2ICLK

0008 70B1h ICU 割り込み要求レジスタ 177 IR177 8 8 2ICLK

0008 70B2h ICU 割り込み要求レジスタ 178 IR178 8 8 2ICLK

0008 70B3h ICU 割り込み要求レジスタ 179 IR179 8 8 2ICLK

0008 70B4h ICU 割り込み要求レジスタ 180 IR180 8 8 2ICLK

0008 70B5h ICU 割り込み要求レジスタ 181 IR181 8 8 2ICLK

0008 70B6h ICU 割り込み要求レジスタ 182 IR182 8 8 2ICLK

0008 70B7h ICU 割り込み要求レジスタ 183 IR183 8 8 2ICLK

0008 70B8h ICU 割り込み要求レジスタ 184 IR184 8 8 2ICLK

0008 70BAh ICU 割り込み要求レジスタ 186 IR186 8 8 2ICLK

0008 70BBh ICU 割り込み要求レジスタ 187 IR187 8 8 2ICLK

0008 70BCh ICU 割り込み要求レジスタ 188 IR188 8 8 2ICLK

0008 70BDh ICU 割り込み要求レジスタ 189 IR189 8 8 2ICLK

0008 70BEh ICU 割り込み要求レジスタ 190 IR190 8 8 2ICLK

0008 70C0h ICU 割り込み要求レジスタ 192 IR192 8 8 2ICLK

0008 70C1h ICU 割り込み要求レジスタ 193 IR193 8 8 2ICLK

0008 70C2h ICU 割り込み要求レジスタ 194 IR194 8 8 2ICLK

0008 70C3h ICU 割り込み要求レジスタ 195 IR195 8 8 2ICLK

0008 70C4h ICU 割り込み要求レジスタ 196 IR196 8 8 2ICLK

0008 70D6h ICU 割り込み要求レジスタ 214 IR214 8 8 2ICLK

0008 70D7h ICU 割り込み要求レジスタ 215 IR215 8 8 2ICLK

0008 70D8h ICU 割り込み要求レジスタ 216 IR216 8 8 2ICLK

表5.1 I/Oレジスタアドレス一覧 (3 / 28)

アドレス
モジュール
シンボル

レジスタ名
レジスタ
シンボル

ビット数
アクセス
サイズ

アクセス
サイクル数
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0008 70D9h ICU 割り込み要求レジスタ 217 IR217 8 8 2ICLK

0008 70DAh ICU 割り込み要求レジスタ 218 IR218 8 8 2ICLK

0008 70DBh ICU 割り込み要求レジスタ 219 IR219 8 8 2ICLK

0008 70DCh ICU 割り込み要求レジスタ 220 IR220 8 8 2ICLK

0008 70DDh ICU 割り込み要求レジスタ 221 IR221 8 8 2ICLK

0008 70DEh ICU 割り込み要求レジスタ 222 IR222 8 8 2ICLK

0008 70DFh ICU 割り込み要求レジスタ 223 IR223 8 8 2ICLK

0008 70E0h ICU 割り込み要求レジスタ 224 IR224 8 8 2ICLK

0008 70E1h ICU 割り込み要求レジスタ 225 IR225 8 8 2ICLK

0008 70F6h ICU 割り込み要求レジスタ 246 IR246 8 8 2ICLK

0008 70F7h ICU 割り込み要求レジスタ 247 IR247 8 8 2ICLK

0008 70F8h ICU 割り込み要求レジスタ 248 IR248 8 8 2ICLK

0008 70F9h ICU 割り込み要求レジスタ 249 IR249 8 8 2ICLK

0008 70FEh ICU 割り込み要求レジスタ 254 IR254 8 8 2ICLK

0008 711Bh ICU DTC起動許可レジスタ 027 DTCER027 8 8 2ICLK

0008 711Ch ICU DTC起動許可レジスタ 028 DTCER028 8 8 2ICLK

0008 711Dh ICU DTC起動許可レジスタ 029 DTCER029 8 8 2ICLK

0008 711Eh ICU DTC起動許可レジスタ 030 DTCER030 8 8 2ICLK

0008 711Fh ICU DTC起動許可レジスタ 031 DTCER031 8 8 2ICLK

0008 712Dh ICU DTC起動許可レジスタ 045 DTCER045 8 8 2ICLK

0008 712Eh ICU DTC起動許可レジスタ 046 DTCER046 8 8 2ICLK

0008 7140h ICU DTC起動許可レジスタ 064 DTCER064 8 8 2ICLK

0008 7141h ICU DTC起動許可レジスタ 065 DTCER065 8 8 2ICLK

0008 7142h ICU DTC起動許可レジスタ 066 DTCER066 8 8 2ICLK

0008 7143h ICU DTC起動許可レジスタ 067 DTCER067 8 8 2ICLK

0008 7144h ICU DTC起動許可レジスタ 068 DTCER068 8 8 2ICLK

0008 7145h ICU DTC起動許可レジスタ 069 DTCER069 8 8 2ICLK

0008 7146h ICU DTC起動許可レジスタ 070 DTCER070 8 8 2ICLK

0008 7147h ICU DTC起動許可レジスタ 071 DTCER071 8 8 2ICLK

0008 7162h ICU DTC起動許可レジスタ 098 DTCER098 8 8 2ICLK

0008 7166h ICU DTC起動許可レジスタ 102 DTCER102 8 8 2ICLK

0008 7167h ICU DTC起動許可レジスタ 103 DTCER103 8 8 2ICLK

0008 716Ah ICU DTC起動許可レジスタ 106 DTCER106 8 8 2ICLK

0008 7172h ICU DTC起動許可レジスタ 114 DTCER114 8 8 2ICLK

0008 7173h ICU DTC起動許可レジスタ 115 DTCER115 8 8 2ICLK

0008 7174h ICU DTC起動許可レジスタ 116 DTCER116 8 8 2ICLK

0008 7175h ICU DTC起動許可レジスタ 117 DTCER117 8 8 2ICLK

0008 7179h ICU DTC起動許可レジスタ 121 DTCER121 8 8 2ICLK

0008 717Ah ICU DTC起動許可レジスタ 122 DTCER122 8 8 2ICLK

0008 717Dh ICU DTC起動許可レジスタ 125 DTCER125 8 8 2ICLK

0008 717Eh ICU DTC起動許可レジスタ 126 DTCER126 8 8 2ICLK

0008 7181h ICU DTC起動許可レジスタ 129 DTCER129 8 8 2ICLK

0008 7182h ICU DTC起動許可レジスタ 130 DTCER130 8 8 2ICLK

0008 7183h ICU DTC起動許可レジスタ 131 DTCER131 8 8 2ICLK

0008 7184h ICU DTC起動許可レジスタ 132 DTCER132 8 8 2ICLK

0008 7186h ICU DTC起動許可レジスタ 134 DTCER134 8 8 2ICLK

0008 7187h ICU DTC起動許可レジスタ 135 DTCER135 8 8 2ICLK

0008 7188h ICU DTC起動許可レジスタ 136 DTCER136 8 8 2ICLK
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0008 7189h ICU DTC起動許可レジスタ 137 DTCER137 8 8 2ICLK

0008 718Ah ICU DTC起動許可レジスタ 138 DTCER138 8 8 2ICLK

0008 718Bh ICU DTC起動許可レジスタ 139 DTCER139 8 8 2ICLK

0008 718Ch ICU DTC起動許可レジスタ 140 DTCER140 8 8 2ICLK

0008 718Dh ICU DTC起動許可レジスタ 141 DTCER141 8 8 2ICLK

0008 718Eh ICU DTC起動許可レジスタ 142 DTCER142 8 8 2ICLK

0008 718Fh ICU DTC起動許可レジスタ 143 DTCER143 8 8 2ICLK

0008 7190h ICU DTC起動許可レジスタ 144 DTCER144 8 8 2ICLK

0008 7191h ICU DTC起動許可レジスタ 145 DTCER145 8 8 2ICLK

0008 7195h ICU DTC起動許可レジスタ 149 DTCER149 8 8 2ICLK

0008 7196h ICU DTC起動許可レジスタ 150 DTCER150 8 8 2ICLK

0008 7197h ICU DTC起動許可レジスタ 151 DTCER151 8 8 2ICLK

0008 7198h ICU DTC起動許可レジスタ 152 DTCER152 8 8 2ICLK

0008 7199h ICU DTC起動許可レジスタ 153 DTCER153 8 8 2ICLK

0008 71AEh ICU DTC起動許可レジスタ 174 DTCER174 8 8 2ICLK

0008 71AFh ICU DTC起動許可レジスタ 175 DTCER175 8 8 2ICLK

0008 71B0h ICU DTC起動許可レジスタ 176 DTCER176 8 8 2ICLK

0008 71B1h ICU DTC起動許可レジスタ 177 DTCER177 8 8 2ICLK

0008 71B2h ICU DTC起動許可レジスタ 178 DTCER178 8 8 2ICLK

0008 71B3h ICU DTC起動許可レジスタ 179 DTCER179 8 8 2ICLK

0008 71B4h ICU DTC起動許可レジスタ 180 DTCER180 8 8 2ICLK

0008 71B5h ICU DTC起動許可レジスタ 181 DTCER181 8 8 2ICLK

0008 71B6h ICU DTC起動許可レジスタ 182 DTCER182 8 8 2ICLK

0008 71B7h ICU DTC起動許可レジスタ 183 DTCER183 8 8 2ICLK

0008 71B8h ICU DTC起動許可レジスタ 184 DTCER184 8 8 2ICLK

0008 71BAh ICU DTC起動許可レジスタ 186 DTCER186 8 8 2ICLK

0008 71BBh ICU DTC起動許可レジスタ 187 DTCER187 8 8 2ICLK

0008 71BCh ICU DTC起動許可レジスタ 188 DTCER188 8 8 2ICLK

0008 71BDh ICU DTC起動許可レジスタ 189 DTCER189 8 8 2ICLK

0008 71BEh ICU DTC起動許可レジスタ 190 DTCER190 8 8 2ICLK

0008 71C0h ICU DTC起動許可レジスタ 192 DTCER192 8 8 2ICLK

0008 71C1h ICU DTC起動許可レジスタ 193 DTCER193 8 8 2ICLK

0008 71C2h ICU DTC起動許可レジスタ 194 DTCER194 8 8 2ICLK

0008 71C3h ICU DTC起動許可レジスタ 195 DTCER195 8 8 2ICLK

0008 71C4h ICU DTC起動許可レジスタ 196 DTCER196 8 8 2ICLK

0008 71D7h ICU DTC起動許可レジスタ 215 DTCER215 8 8 2ICLK

0008 71D8h ICU DTC起動許可レジスタ 216 DTCER216 8 8 2ICLK

0008 71DBh ICU DTC起動許可レジスタ 219 DTCER219 8 8 2ICLK

0008 71DCh ICU DTC起動許可レジスタ 220 DTCER220 8 8 2ICLK

0008 71DFh ICU DTC起動許可レジスタ 223 DTCER223 8 8 2ICLK

0008 71E0h ICU DTC起動許可レジスタ 224 DTCER224 8 8 2ICLK

0008 71F7h ICU DTC起動許可レジスタ 247 DTCER247 8 8 2ICLK

0008 71F8h ICU DTC起動許可レジスタ 248 DTCER248 8 8 2ICLK

0008 71FEh ICU DTC起動許可レジスタ 254 DTCER254 8 8 2ICLK

0008 7202h ICU 割り込み要求許可レジスタ02 IER02 8 8 2ICLK

0008 7203h ICU 割り込み要求許可レジスタ03 IER03 8 8 2ICLK

0008 7205h ICU 割り込み要求許可レジスタ05 IER05 8 8 2ICLK

0008 7207h ICU 割り込み要求許可レジスタ07 IER07 8 8 2ICLK
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0008 7208h ICU 割り込み要求許可レジスタ08 IER08 8 8 2ICLK

0008 720Ch ICU 割り込み要求許可レジスタ0C IER0C 8 8 2ICLK

0008 720Dh ICU 割り込み要求許可レジスタ0D IER0D 8 8 2ICLK

0008 720Eh ICU 割り込み要求許可レジスタ0E IER0E 8 8 2ICLK

0008 720Fh ICU 割り込み要求許可レジスタ0F IER0F 8 8 2ICLK

0008 7210h ICU 割り込み要求許可レジスタ10 IER10 8 8 2ICLK

0008 7211h ICU 割り込み要求許可レジスタ11 IER11 8 8 2ICLK

0008 7212h ICU 割り込み要求許可レジスタ12 IER12 8 8 2ICLK

0008 7213h ICU 割り込み要求許可レジスタ13 IER13 8 8 2ICLK

0008 7215h ICU 割り込み要求許可レジスタ15 IER15 8 8 2ICLK

0008 7216h ICU 割り込み要求許可レジスタ16 IER16 8 8 2ICLK

0008 7217h ICU 割り込み要求許可レジスタ17 IER17 8 8 2ICLK

0008 7218h ICU 割り込み要求許可レジスタ18 IER18 8 8 2ICLK

0008 721Ah ICU 割り込み要求許可レジスタ1A IER1A 8 8 2ICLK

0008 721Bh ICU 割り込み要求許可レジスタ1B IER1B 8 8 2ICLK

0008 721Ch ICU 割り込み要求許可レジスタ1C IER1C 8 8 2ICLK

0008 721Eh ICU 割り込み要求許可レジスタ1E IER1E 8 8 2ICLK

0008 721Fh ICU 割り込み要求許可レジスタ1F IER1F 8 8 2ICLK

0008 72E0h ICU ソフトウェア割り込み起動レジスタ SWINTR 8 8 2ICLK

0008 72F0h ICU 高速割り込み設定レジスタ FIR 16 16 2ICLK

0008 7300h ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ00 IPR00 8 8 2ICLK

0008 7301h ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ01 IPR01 8 8 2ICLK

0008 7302h ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ02 IPR02 8 8 2ICLK

0008 7303h ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ03 IPR03 8 8 2ICLK

0008 7304h ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ04 IPR04 8 8 2ICLK

0008 7305h ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ05 IPR05 8 8 2ICLK

0008 7306h ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ06 IPR06 8 8 2ICLK

0008 7307h ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ07 IPR07 8 8 2ICLK

0008 7314h ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ14 IPR14 8 8 2ICLK

0008 7318h ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ18 IPR18 8 8 2ICLK

0008 7320h ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ20 IPR20 8 8 2ICLK

0008 7321h ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ21 IPR21 8 8 2ICLK

0008 7322h ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ22 IPR22 8 8 2ICLK

0008 7323h ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ23 IPR23 8 8 2ICLK

0008 7324h ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ24 IPR24 8 8 2ICLK

0008 7325h ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ25 IPR25 8 8 2ICLK

0008 7326h ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ26 IPR26 8 8 2ICLK

0008 7327h ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ27 IPR27 8 8 2ICLK

0008 7340h ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ40 IPR40 8 8 2ICLK

0008 7344h ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ44 IPR44 8 8 2ICLK

0008 7348h ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ48 IPR48 8 8 2ICLK

0008 7349h ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ49 IPR49 8 8 2ICLK

0008 7351h ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ51 IPR51 8 8 2ICLK

0008 7352h ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ52 IPR52 8 8 2ICLK

0008 7353h ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ53 IPR53 8 8 2ICLK

0008 7354h ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ54 IPR54 8 8 2ICLK

0008 7355h ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ55 IPR55 8 8 2ICLK

0008 7356h ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ56 IPR56 8 8 2ICLK
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0008 7357h ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ57 IPR57 8 8 2ICLK

0008 7358h ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ58 IPR58 8 8 2ICLK

0008 7359h ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ59 IPR59 8 8 2ICLK

0008 735Ah ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ5A IPR5A 8 8 2ICLK

0008 735Bh ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ5B IPR5B 8 8 2ICLK

0008 735Ch ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ5C IPR5C 8 8 2ICLK

0008 735Dh ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ5D IPR5D 8 8 2ICLK

0008 735Eh ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ5E IPR5E 8 8 2ICLK

0008 735Fh ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ5F IPR5F 8 8 2ICLK

0008 7360h ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ60 IPR60 8 8 2ICLK

0008 7367h ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ67 IPR67 8 8 2ICLK

0008 7368h ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ68 IPR68 8 8 2ICLK

0008 7369h ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ69 IPR69 8 8 2ICLK

0008 736Ah ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ6A IPR6A 8 8 2ICLK

0008 736Bh ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ6B IPR6B 8 8 2ICLK

0008 736Ch ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ6C IPR6C 8 8 2ICLK

0008 736Dh ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ6D IPR6D 8 8 2ICLK

0008 736Eh ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ6E IPR6E 8 8 2ICLK

0008 736Fh ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ6F IPR6F 8 8 2ICLK

0008 7380h ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ80 IPR80 8 8 2ICLK

0008 7381h ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ81 IPR81 8 8 2ICLK

0008 7382h ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ82 IPR82 8 8 2ICLK

0008 7388h ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ88 IPR88 8 8 2ICLK

0008 7389h ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ89 IPR89 8 8 2ICLK

0008 738Ah ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ8A IPR8A 8 8 2ICLK

0008 738Bh ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ8B IPR8B 8 8 2ICLK

0008 7390h ICU 割り込み要因プライオリティレジスタ90 IPR90 8 8 2ICLK

0008 7500h ICU IRQコントロールレジスタ0 IRQCR0 8 8 2ICLK

0008 7501h ICU IRQコントロールレジスタ1 IRQCR1 8 8 2ICLK

0008 7502h ICU IRQコントロールレジスタ2 IRQCR2 8 8 2ICLK

0008 7503h ICU IRQコントロールレジスタ3 IRQCR3 8 8 2ICLK

0008 7504h ICU IRQコントロールレジスタ4 IRQCR4 8 8 2ICLK

0008 7505h ICU IRQコントロールレジスタ5 IRQCR5 8 8 2ICLK

0008 7506h ICU IRQコントロールレジスタ6 IRQCR6 8 8 2ICLK

0008 7507h ICU IRQコントロールレジスタ7 IRQCR7 8 8 2ICLK

0008 7580h ICU ノンマスカブル割り込みステータスレジスタ NMISR 8 8 2ICLK

0008 7581h ICU ノンマスカブル割り込み許可レジスタ NMIER 8 8 2ICLK

0008 7582h ICU ノンマスカブル割り込みクリアレジスタ NMICLR 8 8 2ICLK

0008 7583h ICU NMI端子割り込みコントロールレジスタ NMICR 8 8 2ICLK

0008 8000h CMT コンペアマッチタイマスタートレジスタ0 CMSTR0 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 8002h CMT0 コンペアマッチタイマコントロールレジスタ CMCR 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 8004h CMT0 コンペアマッチタイマカウンタ CMCNT 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 8006h CMT0 コンペアマッチタイマコンスタントレジスタ CMCOR 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 8008h CMT1 コンペアマッチタイマコントロールレジスタ CMCR 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 800Ah CMT1 コンペアマッチタイマカウンタ CMCNT 16 16 2～3PCLK
（注3）
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0008 800Ch CMT1 コンペアマッチタイマコンスタントレジスタ CMCOR 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 8010h CMT コンペアマッチタイマスタートレジスタ1 CMSTR1 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 8012h CMT2 コンペアマッチタイマコントロールレジスタ CMCR 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 8014h CMT2 コンペアマッチタイマカウンタ CMCNT 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 8016h CMT2 コンペアマッチタイマコンスタントレジスタ CMCOR 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 8018h CMT3 コンペアマッチタイマコントロールレジスタ CMCR 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 801Ah CMT3 コンペアマッチタイマカウンタ CMCNT 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 801Ch CMT3 コンペアマッチタイマコンスタントレジスタ CMCOR 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 8028h WDT タイマコントロール／ステータスレジスタ TCSR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8028h WDT ライトウインドウAレジスタ WINA 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 8029h WDT タイマカウンタ TCNT 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 802Ah WDT ライトウインドウBレジスタ WINB 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 802Bh WDT リセットコントロール／ステータスレジスタ RSTCSR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8030h IWDT IWDTリフレッシュレジスタ IWDTRR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8032h IWDT IWDTコントロールレジスタ IWDTCR 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 8034h IWDT IWDTステータスレジスタ IWDTSR 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 8040h AD0 A/DデータレジスタA ADDRA 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 8042h AD0 A/DデータレジスタB ADDRB 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 8044h AD0 A/DデータレジスタC ADDRC 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 8046h AD0 A/DデータレジスタD ADDRD 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 8048h AD0 A/DデータレジスタE ADDRE 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 804Ah AD0 A/DデータレジスタF ADDRF 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 804Ch AD0 A/DデータレジスタG ADDRG 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 804Eh AD0 A/DデータレジスタH ADDRH 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 8050h AD0 A/Dコントロール／ステータスレジスタ ADCSR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8051h AD0 A/Dコントロールレジスタ ADCR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 805Bh AD0 A/Dサンプリングステートレジスタ ADSSTR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 805Dh AD0 A/D自己診断レジスタ ADDIAGR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8060h AD0 A/Dデータレジスタ I ADDRI 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 8062h AD0 A/DデータレジスタJ ADDRJ 16 16 2～3PCLK
（注3）
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0008 8064h AD0 A/DデータレジスタK ADDRK 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 8066h AD0 A/DデータレジスタL ADDRL 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 8070h AD0 A/D開始トリガ選択レジスタ ADSTRGR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8072h AD0 ADDRnフォーマット選択レジスタ ADDPR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8240h SCI0 シリアルモードレジスタ SMR（注1） 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8241h SCI0 ビットレートレジスタ BRR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8242h SCI0 シリアルコントロールレジスタ SCR（注1） 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8243h SCI0 トランスミットデータレジスタ TDR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8244h SCI0 シリアルステータスレジスタ SSR（注1） 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8245h SCI0 レシーブデータレジスタ RDR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8246h SCI0 スマートカードモードレジスタ SCMR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8247h SCI0 シリアル拡張モードレジスタ SEMR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8240h SMCI0 シリアルモードレジスタ SMR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8241h SMCI0 ビットレートレジスタ BRR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8242h SMCI0 シリアルコントロールレジスタ SCR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8243h SMCI0 トランスミットデータレジスタ TDR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8244h SMCI0 シリアルステータスレジスタ SSR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8245h SMCI0 レシーブデータレジスタ RDR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8246h SMCI0 スマートカードモードレジスタ SCMR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8248h SCI1 シリアルモードレジスタ SMR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8249h SCI1 ビットレートレジスタ BRR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 824Ah SCI1 シリアルコントロールレジスタ SCR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 824Bh SCI1 トランスミットデータレジスタ TDR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 824Ch SCI1 シリアルステータスレジスタ SSR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 824Dh SCI1 レシーブデータレジスタ RDR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 824Eh SCI1 スマートカードモードレジスタ SCMR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 824Fh SCI1 シリアル拡張モードレジスタ SEMR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8248h SMCI1 シリアルモードレジスタ SMR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8249h SMCI1 ビットレートレジスタ BRR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 824Ah SMCI1 シリアルコントロールレジスタ SCR 8 8 2～3PCLK
（注3）
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0008 824Bh SMCI1 トランスミットデータレジスタ TDR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 824Ch SMCI1 シリアルステータスレジスタ SSR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 824Dh SMCI1 レシーブデータレジスタ RDR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 824Eh SMCI1 スマートカードモードレジスタ SCMR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8250h SCI2 シリアルモードレジスタ SMR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8251h SCI2 ビットレートレジスタ BRR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8252h SCI2 シリアルコントロールレジスタ SCR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8253h SCI2 トランスミットデータレジスタ TDR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8254h SCI2 シリアルステータスレジスタ SSR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8255h SCI2 レシーブデータレジスタ RDR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8256h SCI2 スマートカードモードレジスタ SCMR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8257h SCI2 シリアル拡張モードレジスタ SEMR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8250h SMCI2 シリアルモードレジスタ SMR（注1） 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8251h SMCI2 ビットレートレジスタ BRR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8252h SMCI2 シリアルコントロールレジスタ SCR（注1） 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8253h SMCI2 トランスミットデータレジスタ TDR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8254h SMCI2 シリアルステータスレジスタ SSR（注1） 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8255h SMCI2 レシーブデータレジスタ RDR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8256h SMCI2 スマートカードモードレジスタ SCMR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8280h CRC CRCコントロールレジスタ CRCCR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8281h CRC CRCデータ入力レジスタ CRCDIR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8282h CRC CRCデータ出力レジスタ CRCDOR 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 8300h RIIC0 I2Cバスコントロールレジスタ1 ICCR1 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8301h RIIC0 I2Cバスコントロールレジスタ2 ICCR2 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8302h RIIC0 I2Cバスモードレジスタ1 ICMR1 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8303h RIIC0 I2Cバスモードレジスタ2 ICMR2 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8304h RIIC0 I2Cバスモードレジスタ3 ICMR3 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8305h RIIC0 I2Cバスファンクションイネーブルレジスタ ICFER 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8306h RIIC0 I2Cバスステータスイネーブルレジスタ ICSER 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8307h RIIC0 I2Cバスインタラプトイネーブルレジスタ ICIER 8 8 2～3PCLK
（注3）
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0008 8308h RIIC0 I2Cバスステータスレジスタ1 ICSR1 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8309h RIIC0 I2Cバスステータスレジスタ2 ICSR2 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 830Ah RIIC0 スレーブアドレスレジスタL0 SARL0 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 830Ah RIIC0 タイムアウト内部カウンタL TMOCNTL 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 830Bh RIIC0 スレーブアドレスレジスタU0 SARU0 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 830Bh RIIC0 タイムアウト内部カウンタU TMOCNTU 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 830Ch RIIC0 スレーブアドレスレジスタL1 SARL1 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 830Dh RIIC0 スレーブアドレスレジスタU1 SARU1 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 830Eh RIIC0 スレーブアドレスレジスタL2 SARL2 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 830Fh RIIC0 スレーブアドレスレジスタU2 SARU2 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8310h RIIC0 I2Cバスビットレートローレベルレジスタ ICBRL 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8311h RIIC0 I2Cバスビットレートハイレベルレジスタ ICBRH 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8312h RIIC0 I2Cバス送信データレジスタ ICDRT 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8313h RIIC0 I2Cバス受信データレジスタ ICDRR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8380h RSPI0 RSPI制御レジスタ SPCR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8381h RSPI0 RSPIスレーブセレクト極性レジスタ SSLP 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8382h RSPI0 RSPI端子制御レジスタ SPPCR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8383h RSPI0 RSPIステータスレジスタ SPSR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8384h RSPI0 RSPIデータレジスタ SPDR 32 16、32 2～3PCLK
（注3）

0008 8388h RSPI0 RSPIシーケンス制御レジスタ SPSCR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8389h RSPI0 RSPIシーケンスステータスレジスタ SPSSR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 838Ah RSPI0 RSPIビットレートレジスタ SPBR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 838Bh RSPI0 RSPIデータコントロールレジスタ SPDCR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 838Ch RSPI0 RSPIクロック遅延レジスタ SPCKD 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 838Dh RSPI0 RSPIスレーブセレクトネゲート遅延レジスタ SSLND 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 838Eh RSPI0 RSPI次アクセス遅延レジスタ SPND 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 838Fh RSPI0 RSPI制御レジスタ2 SPCR2 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 8390h RSPI0 RSPIコマンドレジスタ0 SPCMD0 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 8392h RSPI0 RSPIコマンドレジスタ1 SPCMD1 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 8394h RSPI0 RSPIコマンドレジスタ2 SPCMD2 16 16 2～3PCLK
（注3）
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0008 8396h RSPI0 RSPIコマンドレジスタ3 SPCMD3 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 8398h RSPI0 RSPIコマンドレジスタ4 SPCMD4 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 839Ah RSPI0 RSPIコマンドレジスタ5 SPCMD5 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 839Ch RSPI0 RSPIコマンドレジスタ6 SPCMD6 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 839Eh RSPI0 RSPIコマンドレジスタ7 SPCMD7 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 9000h S12AD0 A/Dコントロールレジスタ ADCSR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 9004h S12AD0 A/Dチャネル選択レジスタ ADANS 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 900Ah S12AD0 A/Dプログラマブルゲインアンプレジスタ ADPG 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 900Eh S12AD0 A/Dコントロール拡張レジスタ ADCER 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 9010h S12AD0 A/D開始トリガ選択レジスタ ADSTRGR 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 9012h S12AD コンパレータ動作モード選択レジスタ0 ADCMPMD0 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 9014h S12AD コンパレータ動作モード選択レジスタ1 ADCMPMD1 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 9016h S12AD コンパレータフィルタモードレジスタ0 ADCMPNR0 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 9018h S12AD コンパレータフィルタモードレジスタ1 ADCMPNR1 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 901Ah S12AD コンパレータ検出フラグレジスタ ADCMPFR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 901Ch S12AD コンパレータ割り込み選択レジスタ ADCMPSEL 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 901Eh S12AD0 A/DデータレジスタDiag ADRD 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 9020h S12AD0 A/Dデータレジスタ0A ADDR0A 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 9022h S12AD0 A/Dデータレジスタ1 ADDR1 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 9024h S12AD0 A/Dデータレジスタ2 ADDR2 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 9026h S12AD0 A/Dデータレジスタ3 ADDR3 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 9030h S12AD0 A/Dデータレジスタ0B ADDR0B 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 9060h S12AD0 A/Dサンプリングステートレジスタ ADSSTR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 9080h S12AD1 A/Dコントロールレジスタ ADCSR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 9084h S12AD1 A/Dチャネル選択レジスタ ADANS 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 908Ah S12AD1 A/Dプログラマブルゲインアンプレジスタ ADPG 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 908Eh S12AD1 A/Dコントロール拡張レジスタ ADCER 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 9090h S12AD1 A/D開始トリガ選択レジスタ ADSTRGR 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 909Eh S12AD1 A/DデータレジスタDiag ADRD 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 90A0h S12AD1 A/Dデータレジスタ0A ADDR0A 16 16 2～3PCLK
（注3）
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0008 90A2h S12AD1 A/Dデータレジスタ1 ADDR1 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 90A4h S12AD1 A/Dデータレジスタ2 ADDR2 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 90A6h S12AD1 A/Dデータレジスタ3 ADDR3 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 90B0h S12AD1 A/Dデータレジスタ0B ADDR0B 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 90E0h S12AD1 A/Dサンプリングステートレジスタ ADSSTR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C001h PORT1 データディレクションレジスタ DDR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C002h PORT2 データディレクションレジスタ DDR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C003h PORT3 データディレクションレジスタ DDR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C007h PORT7 データディレクションレジスタ DDR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C008h PORT8 データディレクションレジスタ DDR
（注2、注3）

8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C009h PORT9 データディレクションレジスタ DDR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C00Ah PORTA データディレクションレジスタ DDR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C00Bh PORTB データディレクションレジスタ DDR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C00Dh PORTD データディレクションレジスタ DDR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C00Eh PORTE データディレクションレジスタ DDR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C010h PORTG データディレクションレジスタ DDR（注1） 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C021h PORT1 データレジスタ DR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C022h PORT2 データレジスタ DR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C023h PORT3 データレジスタ DR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C027h PORT7 データレジスタ DR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C028h PORT8 データレジスタ DR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C029h PORT9 データレジスタ DR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C02Ah PORTA データレジスタ DR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C02Bh PORTB データレジスタ DR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C02Dh PORTD データレジスタ DR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C02Eh PORTE データレジスタ DR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C030h PORTG データレジスタ DR（注1） 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C041h PORT1 ポートレジスタ PORT 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C042h PORT2 ポートレジスタ PORT 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C043h PORT3 ポートレジスタ PORT 8 8 2～3PCLK
（注3）
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0008 C044h PORT4 ポートレジスタ PORT 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C045h PORT5 ポートレジスタ PORT 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C046h PORT6 ポートレジスタ PORT 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C047h PORT7 ポートレジスタ PORT 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C048h PORT8 ポートレジスタ PORT 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C049h PORT9 ポートレジスタ PORT 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C04Ah PORTA ポートレジスタ PORT 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C04Bh PORTB ポートレジスタ PORT 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C04Dh PORTD ポートレジスタ PORT 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C04Eh PORTE ポートレジスタ PORT 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C050h PORTG ポートレジスタ PORT（注1） 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C061h PORT1 入力バッファコントロールレジスタ ICR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C062h PORT2 入力バッファコントロールレジスタ ICR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C063h PORT3 入力バッファコントロールレジスタ ICR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C064h PORT4 入力バッファコントロールレジスタ ICR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C065h PORT5 入力バッファコントロールレジスタ ICR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C066h PORT6 入力バッファコントロールレジスタ ICR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C067h PORT7 入力バッファコントロールレジスタ ICR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C068h PORT8 入力バッファコントロールレジスタ ICR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C069h PORT9 入力バッファコントロールレジスタ ICR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C06Ah PORTA 入力バッファコントロールレジスタ ICR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C06Bh PORTB 入力バッファコントロールレジスタ ICR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C06Dh PORTD 入力バッファコントロールレジスタ ICR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C06Eh PORTE 入力バッファコントロールレジスタ ICR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C070h PORTG 入力バッファコントロールレジスタ ICR（注1） 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C108h IOPORT ポートファンクションレジスタ8 PF8IRQ 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C109h IOPORT ポートファンクションレジスタ9 PF9IRQ 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C10Ah IOPORT ポートファンクションレジスタA PFAADC 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C10Ch IOPORT ポートファンクションレジスタC PFCMTU 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C10Dh IOPORT ポートファンクションレジスタD PFDGPT 8 8 2～3PCLK
（注3）
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0008 C10Fh IOPORT ポートファンクションレジスタF PFFSCI 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C110h IOPORT ポートファンクションレジスタG PFGSPI 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C111h IOPORT ポートファンクションレジスタH PFHSPI 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C113h IOPORT ポートファンクションレジスタJ PFJCAN 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C114h IOPORT ポートファンクションレジスタK PFKLIN 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C116h IOPORT ポートファンクションレジスタM PFMPOE 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C117h IOPORT ポートファンクションレジスタN PFNPOE 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C280h SYSTEM ディープスタンバイコントロールレジスタ DPSBYCR 8 8 4～5PCLK
（注3）

0008 C281h SYSTEM ディープスタンバイウェイトコントロールレジスタ DPSWCR 8 8 4～5PCLK
（注3）

0008 C282h SYSTEM ディープスタンバイインタラプトイネーブルレジスタ DPSIER 8 8 4～5PCLK
（注3）

0008 C283h SYSTEM ディープスタンバイインタラプトフラグレジスタ DPSIFR 8 8 4～5PCLK
（注3）

0008 C284h SYSTEM ディープスタンバイインタラプトエッジレジスタ DPSIEGR 8 8 4～5PCLK
（注3）

0008 C285h SYSTEM リセットステータスレジスタ RSTSR 8 8 4～5PCLK
（注3）

0008 C289h FLASH フラッシュライトイレースプロテクトレジスタ FWEPROR 8 8 4～5PCLK
（注3）

0008 C28Ch SYSTEM 低電圧検出コントロールレジスタ用キーコードレジ
スタ

LVDKEYR 8 8 4～5PCLK
（注3）

0008 C28Dh SYSTEM 低電圧検出コントロールレジスタ LVDCR 8 8 4～5PCLK
（注3）

0008 C290h SYSTEM ディープスタンバイバックアップレジスタ0 DPSBKR0 8 8 4～5PCLK
（注3）

0008 C291h SYSTEM ディープスタンバイバックアップレジスタ1 DPSBKR1 8 8 4～5PCLK
（注3）

0008 C292h SYSTEM ディープスタンバイバックアップレジスタ2 DPSBKR2 8 8 4～5PCLK
（注3）

0008 C293h SYSTEM ディープスタンバイバックアップレジスタ3 DPSBKR3 8 8 4～5PCLK
（注3）

0008 C294h SYSTEM ディープスタンバイバックアップレジスタ4 DPSBKR4 8 8 4～5PCLK
（注3）

0008 C295h SYSTEM ディープスタンバイバックアップレジスタ5 DPSBKR5 8 8 4～5PCLK
（注3）

0008 C296h SYSTEM ディープスタンバイバックアップレジスタ6 DPSBKR6 8 8 4～5PCLK
（注3）

0008 C297h SYSTEM ディープスタンバイバックアップレジスタ7 DPSBKR7 8 8 4～5PCLK
（注3）

0008 C298h SYSTEM ディープスタンバイバックアップレジスタ8 DPSBKR8 8 8 4～5PCLK
（注3）

0008 C299h SYSTEM ディープスタンバイバックアップレジスタ9 DPSBKR9 8 8 4～5PCLK
（注3）

0008 C29Ah SYSTEM ディープスタンバイバックアップレジスタ10 DPSBKR10 8 8 4～5PCLK
（注3）

0008 C29Bh SYSTEM ディープスタンバイバックアップレジスタ11 DPSBKR11 8 8 4～5PCLK
（注3）

0008 C29Ch SYSTEM ディープスタンバイバックアップレジスタ12 DPSBKR12 8 8 4～5PCLK
（注3）

0008 C29Dh SYSTEM ディープスタンバイバックアップレジスタ13 DPSBKR13 8 8 4～5PCLK
（注3）
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0008 C29Eh SYSTEM ディープスタンバイバックアップレジスタ14 DPSBKR14 8 8 4～5PCLK
（注3）

0008 C29Fh SYSTEM ディープスタンバイバックアップレジスタ15 DPSBKR15 8 8 4～5PCLK
（注3）

0008 C2A0h SYSTEM ディープスタンバイバックアップレジスタ16 DPSBKR16 8 8 4～5PCLK
（注3）

0008 C2A1h SYSTEM ディープスタンバイバックアップレジスタ17 DPSBKR17 8 8 4～5PCLK
（注3）

0008 C2A2h SYSTEM ディープスタンバイバックアップレジスタ18 DPSBKR18 8 8 4～5PCLK
（注3）

0008 C2A3h SYSTEM ディープスタンバイバックアップレジスタ19 DPSBKR19 8 8 4～5PCLK
（注3）

0008 C2A4h SYSTEM ディープスタンバイバックアップレジスタ20 DPSBKR20 8 8 4～5PCLK
（注3）

0008 C2A5h SYSTEM ディープスタンバイバックアップレジスタ21 DPSBKR21 8 8 4～5PCLK
（注3）

0008 C2A6h SYSTEM ディープスタンバイバックアップレジスタ22 DPSBKR22 8 8 4～5PCLK
（注3）

0008 C2A7h SYSTEM ディープスタンバイバックアップレジスタ23 DPSBKR23 8 8 4～5PCLK
（注3）

0008 C2A8h SYSTEM ディープスタンバイバックアップレジスタ24 DPSBKR24 8 8 4～5PCLK
（注3）

0008 C2A9h SYSTEM ディープスタンバイバックアップレジスタ25 DPSBKR25 8 8 4～5PCLK
（注3）

0008 C2AAh SYSTEM ディープスタンバイバックアップレジスタ26 DPSBKR26 8 8 4～5PCLK
（注3）

0008 C2ABh SYSTEM ディープスタンバイバックアップレジスタ27 DPSBKR27 8 8 4～5PCLK
（注3）

0008 C2ACh SYSTEM ディープスタンバイバックアップレジスタ28 DPSBKR28 8 8 4～5PCLK
（注3）

0008 C2ADh SYSTEM ディープスタンバイバックアップレジスタ29 DPSBKR29 8 8 4～5PCLK
（注3）

0008 C2AEh SYSTEM ディープスタンバイバックアップレジスタ30 DPSBKR30 8 8 4～5PCLK
（注3）

0008 C2AFh SYSTEM ディープスタンバイバックアップレジスタ31 DPSBKR31 8 8 4～5PCLK
（注3）

0008 C4C0h POE 入力レベルコントロール／ステータスレジスタ1 ICSR1 16 8、16 2～3PCLK
（注3）

0008 C4C2h POE 出力レベルコントロール／ステータスレジスタ1 OCSR1 16 8、16 2～3PCLK
（注3）

0008 C4C4h POE 入力レベルコントロール／ステータスレジスタ2 ICSR2 16 8、16 2～3PCLK
（注3）

0008 C4C6h POE 出力レベルコントロール／ステータスレジスタ2 OCSR2 16 8、16 2～3PCLK
（注3）

0008 C4C8h POE 入力レベルコントロール／ステータスレジスタ3 ICSR3 16 8、16 2～3PCLK
（注3）

0008 C4CAh POE ソフトウェアポートアウトプットイネーブルレジスタ SPOER 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C4CBh POE ポートアウトプットイネーブルコントロールレジス
タ1

POECR1 8 8 2～3PCLK
（注3）

0008 C4CCh POE ポートアウトプットイネーブルコントロールレジス
タ2

POECR2 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 C4CEh POE ポートアウトプットイネーブルコントロールレジス
タ3

POECR3 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 C4D0h POE ポートアウトプットイネーブルコントロールレジス
タ4

POECR4 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 C4D2h POE ポートアウトプットイネーブルコントロールレジス
タ5

POECR5 16 16 2～3PCLK
（注3）

0008 C4D4h POE ポートアウトプットイネーブルコントロールレジス
タ6

POECR6 16 16 2～3PCLK
（注3）
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0008 C4D6h POE 入力レベルコントロール／ステータスレジスタ4 ICSR4 16 8、16 2～3PCLK
（注3）

0008 C4D8h POE 入力レベルコントロール／ステータスレジスタ5 ICSR5 16 8、16 2～3PCLK
（注3）

0008 C4DAh POE アクティブレベルレジスタ1 ALR1 16 8、16 2～3PCLK
（注3）

0009 0200h～
0009 03FFh

CAN0（注2） メールボックスレジスタ0～31 MB0～31 128 8、16、32 2～3PCLK
（注3）

0009 0400h CAN0（注2） マスクレジスタ0 MKR0 32 8、16、32 2～3PCLK
（注3）

0009 0404h CAN0（注2） マスクレジスタ1 MKR1 32 8、16、32 2～3PCLK
（注3）

0009 0408h CAN0（注2） マスクレジスタ2 MKR2 32 8、16、32 2～3PCLK
（注3）

0009 040Ch CAN0（注2） マスクレジスタ3 MKR3 32 8、16、32 2～3PCLK
（注3）

0009 0410h CAN0（注2） マスクレジスタ4 MKR4 32 8、16、32 2～3PCLK
（注3）

0009 0414h CAN0（注2） マスクレジスタ5 MKR5 32 8、16、32 2～3PCLK
（注3）

0009 0418h CAN0（注2） マスクレジスタ6 MKR6 32 8、16、32 2～3PCLK
（注3）

0009 041Ch CAN0（注2） マスクレジスタ7 MKR7 32 8、16、32 2～3PCLK
（注3）

0009 0420h CAN0（注2） FIFO受信 ID比較レジスタ0 FIDCR0 32 8、16、32 2～3PCLK
（注3）

0009 0424h CAN0（注2） FIFO受信 ID比較レジスタ1 FIDCR1 32 8、16、32 2～3PCLK
（注3）

0009 0428h CAN0（注2） マスク無効レジスタ MKIVLR 32 8、16、32 2～3PCLK
（注3）

0009 042Ch CAN0（注2） メールボックス割り込み許可レジスタ MIER 32 8、16、32 2～3PCLK
（注3）

0009 0820h～
0009 083Fh

CAN0（注2） メッセージ制御レジスタ0～31 MCTL0～31 8 8 2～3PCLK
（注3）

0009 0840h CAN0（注2） 制御レジスタ CTLR 16 8、16 2～3PCLK
（注3）

0009 0842h CAN0（注2） ステータスレジスタ STR 16 8、16 2～3PCLK
（注3）

0009 0844h CAN0（注2） ビットコンフィグレーションレジスタ BCR 32 8、16、32 2～3PCLK
（注3）

0009 0848h CAN0（注2） 受信FIFO制御レジスタ RFCR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0009 0849h CAN0（注2） 受信FIFOポインタ制御レジスタ RFPCR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0009 084Ah CAN0（注2） 送信FIFO制御レジスタ TFCR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0009 084Bh CAN0（注2） 送信FIFOポインタ制御レジスタ TFPCR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0009 084Ch CAN0（注2） エラー割り込み許可レジスタ EIER 8 8 2～3PCLK
（注3）

0009 084Dh CAN0（注2） エラー割り込み要因判定レジスタ EIFR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0009 084Eh CAN0（注2） 受信エラーカウントレジスタ RECR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0009 084Fh CAN0（注2） 送信エラーカウントレジスタ TECR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0009 0850h CAN0（注2） エラーコード格納レジスタ ECSR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0009 0851h CAN0（注2） チャネルサーチサポートレジスタ CSSR 8 8 2～3PCLK
（注3）
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0009 0852h CAN0（注2） メールボックスサーチステータスレジスタ MSSR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0009 0853h CAN0（注2） メールボックスサーチモードレジスタ MSMR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0009 0854h CAN0（注2） タイムスタンプレジスタ TSR 16 8、16 2～3PCLK
（注3）

0009 0856h CAN0（注2） アクセプタンスフィルタサポートレジスタ AFSR 16 8、16 2～3PCLK
（注3）

0009 0858h CAN0（注2） テスト制御レジスタ TCR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0009 4001h LIN0 LINウェイクアップボーレート選択レジスタ LWBR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0009 4002h LIN0 LINボーレートプリスケーラ0レジスタ LBRP0 8 8、16 2～3PCLK
（注3）

0009 4003h LIN0 LINボーレートプリスケーラ1レジスタ LBRP1 8 8、16 2～3PCLK
（注3）

0009 4004h LIN0 LINセルフテスト制御レジスタ LSTC 8 8 2～3PCLK
（注3）

0009 4008h LIN0 モードレジスタ L0MD 8 8、16、32 2～3PCLK
（注3）

0009 4009h LIN0 ブレークフィールド設定レジスタ L0BRK 8 8、16、32 2～3PCLK
（注3）

0009 400Ah LIN0 スペース設定レジスタ L0SPC 8 8、16、32 2～3PCLK
（注3）

0009 400Bh LIN0 ウェイクアップ設定レジスタ L0WUP 8 8、16、32 2～3PCLK
（注3）

0009 400Ch LIN0 割り込み許可レジスタ L0IE 8 8、16 2～3PCLK
（注3）

0009 400Dh LIN0 エラー検出許可レジスタ L0EDE 8 8、16 2～3PCLK
（注3）

0009 400Eh LIN0 制御レジスタ L0C 8 8 2～3PCLK
（注3）

0009 4010h LIN0 送信制御レジスタ L0TC 8 8、16、32 2～3PCLK
（注3）

0009 4011h LIN0 モードステータスレジスタ L0MST 8 8、16、32 2～3PCLK
（注3）

0009 4012h LIN0 ステータスレジスタ L0ST 8 8、16、32 2～3PCLK
（注3）

0009 4013h LIN0 エラーステータスレジスタ L0EST 8 8、16、32 2～3PCLK
（注3）

0009 4014h LIN0 レスポンスフィールド設定レジスタ L0RFC 8 8、16 2～3PCLK
（注3）

0009 4015h LIN0 IDバッファレジスタ L0IDB 8 8、16 2～3PCLK
（注3）

0009 4016h LIN0 チェックサムバッファレジスタ L0CBR 8 8 2～3PCLK
（注3）

0009 4018h LIN0 データ1バッファレジスタ L0DB1 8 8、16、32 2～3PCLK
（注3）

0009 4019h LIN0 データ2バッファレジスタ L0DB2 8 8、16、32 2～3PCLK
（注3）

0009 401Ah LIN0 データ3バッファレジスタ L0DB3 8 8、16、32 2～3PCLK
（注3）

0009 401Bh LIN0 データ4バッファレジスタ L0DB4 8 8、16、32 2～3PCLK
（注3）

0009 401Ch LIN0 データ5バッファレジスタ L0DB5 8 8、16、32 2～3PCLK
（注3）

0009 401Dh LIN0 データ6バッファレジスタ L0DB6 8 8、16、32 2～3PCLK
（注3）

0009 401Eh LIN0 データ7バッファレジスタ L0DB7 8 8、16、32 2～3PCLK
（注3）
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0009 401Fh LIN0 データ8バッファレジスタ L0DB8 8 8、16、32 2～3PCLK
（注3）

000C 1200h MTU3 タイマコントロールレジスタ TCR 8 8、16、32 5ICLK

000C 1201h MTU4 タイマコントロールレジスタ TCR 8 8 5ICLK

000C 1202h MTU3 タイマモードレジスタ1 TMDR1 8 8、16 5ICLK

000C 1203h MTU4 タイマモードレジスタ1 TMDR1 8 8 5ICLK

000C 1204h MTU3 タイマ I/OコントロールレジスタH TIORH 8 8、16、32 5ICLK

000C 1205h MTU3 タイマ I/OコントロールレジスタL TIORL 8 8 5ICLK

000C 1206h MTU4 タイマ I/OコントロールレジスタH TIORH 8 8、16 5ICLK

000C 1207h MTU4 タイマ I/OコントロールレジスタL TIORL 8 8 5ICLK

000C 1208h MTU3 タイマインタラプトイネーブルレジスタ TIER 8 8、16 5ICLK

000C 1209h MTU4 タイマインタラプトイネーブルレジスタ TIER 8 8 5ICLK

000C 120Ah MTU タイマアウトプットマスタイネーブルレジスタA TOERA 8 8 5ICLK

000C 120Dh MTU タイマゲートコントロールレジスタA TGCRA 8 8 5ICLK

000C 120Eh MTU タイマアウトプットコントロールレジスタ1A TOCR1A 8 8、16 5ICLK

000C 120Fh MTU タイマアウトプットコントロールレジスタ2A TOCR2A 8 8 5ICLK

000C 1210h MTU3 タイマカウンタ TCNT 16 16、32 5ICLK

000C 1212h MTU4 タイマカウンタ TCNT 16 16 5ICLK

000C 1214h MTU タイマ周期データレジスタA TCDRA 16 16、32 5ICLK

000C 1216h MTU タイマデッドタイムデータレジスタA TDDRA 16 16 5ICLK

000C 1218h MTU3 タイマジェネラルレジスタA TGRA 16 16、32 5ICLK

000C 121Ah MTU3 タイマジェネラルレジスタB TGRB 16 16 5ICLK

000C 121Ch MTU4 タイマジェネラルレジスタA TGRA 16 16、32 5ICLK

000C 121Eh MTU4 タイマジェネラルレジスタB TGRB 16 16 5ICLK

000C 1220h MTU タイマサブカウンタA TCNTSA 16 16、32 5ICLK

000C 1222h MTU タイマ周期バッファレジスタA TCBRA 16 16 5ICLK

000C 1224h MTU3 タイマジェネラルレジスタC TGRC 16 16、32 5ICLK

000C 1226h MTU3 タイマジェネラルレジスタD TGRD 16 16 5ICLK

000C 1228h MTU4 タイマジェネラルレジスタC TGRC 16 16、32 5ICLK

000C 122Ah MTU4 タイマジェネラルレジスタD TGRD 16 16 5ICLK

000C 122Ch MTU3 タイマステータスレジスタ TSR 8 8、16 5ICLK

000C 122Dh MTU4 タイマステータスレジスタ TSR 8 8 5ICLK

000C 1230h MTU タイマ割り込み間引き設定レジスタ1A TITCR1A 8 8、16 5ICLK

000C 1231h MTU タイマ割り込み間引き回数カウンタ1A TITCNT1A 8 8 5ICLK

000C 1232h MTU タイマバッファ転送設定レジスタA TBTERA 8 8 5ICLK

000C 1234h MTU タイマデッドタイムイネーブルレジスタA TDERA 8 8 5ICLK

000C 1236h MTU タイマアウトプットレベルバッファレジスタA TOLBRA 8 8 5ICLK

000C 1238h MTU3 タイマバッファ動作転送モードレジスタ TBTM 8 8、16 5ICLK

000C 1239h MTU4 タイマバッファ動作転送モードレジスタ TBTM 8 8 5ICLK

000C 123Ah MTU タイマ割り込み間引きモードレジスタA TITMRA 8 8 5ICLK

000C 123Bh MTU タイマ割り込み間引き設定レジスタ2A TITCR2A 8 8 5ICLK

000C 123Ch MTU タイマ割り込み間引き回数カウンタ2A TITCNT2A 8 8 5ICLK

000C 1240h MTU4 タイマA/D変換開始要求コントロールレジスタ TADCR 16 16 5ICLK

000C 1244h MTU4 タイマA/D変換開始要求周期設定レジスタA TADCORA 16 16、32 5ICLK

000C 1246h MTU4 タイマA/D変換開始要求周期設定レジスタB TADCORB 16 16 5ICLK

000C 1248h MTU4 タイマA/D変換開始要求周期設定バッファレジスタA TADCOBRA 16 16、32 5ICLK

000C 124Ah MTU4 タイマA/D変換開始要求周期設定バッファレジスタB TADCOBRB 16 16 5ICLK
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000C 1260h MTU タイマ波形コントロールレジスタA TWCRA 8 8 5ICLK

000C 1270h MTU タイマモードレジスタ2A TMDR2A 8 8 5ICLK

000C 1272h MTU3 タイマジェネラルレジスタE TGRE 16 16 5ICLK

000C 1274h MTU4 タイマジェネラルレジスタE TGRE 16 16 5ICLK

000C 1276h MTU4 タイマジェネラルレジスタF TGRF 16 16 5ICLK

000C 1280h MTU タイマスタートレジスタA TSTRA 8 8、16 5ICLK

000C 1281h MTU タイマシンクロレジスタA TSYRA 8 8 5ICLK

000C 1282h MTU タイマカウンタシンクロスタートレジスタ TCSYSTR 8 8 5ICLK

000C 1284h MTU タイマリードライトイネーブルレジスタA TRWERA 8 8 5ICLK

000C 1300h MTU0 タイマコントロールレジスタ TCR 8 8、16、32 5ICLK

000C 1301h MTU0 タイマモードレジスタ1 TMDR1 8 8 5ICLK

000C 1302h MTU0 タイマ I/OコントロールレジスタH TIORH 8 8、16 5ICLK

000C 1303h MTU0 タイマ I/OコントロールレジスタL TIORL 8 8 5ICLK

000C 1304h MTU0 タイマインタラプトイネーブルレジスタ TIER 8 8、16、32 5ICLK

000C 1305h MTU0 タイマステータスレジスタ TSR 8 8 5ICLK

000C 1306h MTU0 タイマカウンタ TCNT 16 16 5ICLK

000C 1308h MTU0 タイマジェネラルレジスタA TGRA 16 16、32 5ICLK

000C 130Ah MTU0 タイマジェネラルレジスタB TGRB 16 16 5ICLK

000C 130Ch MTU0 タイマジェネラルレジスタC TGRC 16 16、32 5ICLK

000C 130Eh MTU0 タイマジェネラルレジスタD TGRD 16 16 5ICLK

000C 1320h MTU0 タイマジェネラルレジスタE TGRE 16 16、32 5ICLK

000C 1322h MTU0 タイマジェネラルレジスタF TGRF 16 16 5ICLK

000C 1324h MTU0 タイマインタラプトイネーブルレジスタ2 TIER2 8 8、16 5ICLK

000C 1325h MTU0 タイマステータスレジスタ2 TSR2 8 8 5ICLK

000C 1326h MTU0 タイマバッファ動作転送モードレジスタ TBTM 8 8 5ICLK

000C 1380h MTU1 タイマコントロールレジスタ TCR 8 8、16 5ICLK

000C 1381h MTU1 タイマモードレジスタ1 TMDR1 8 8 5ICLK

000C 1382h MTU1 タイマ I/Oコントロールレジスタ TIOR 8 8 5ICLK

000C 1384h MTU1 タイマインタラプトイネーブルレジスタ TIER 8 8、16、32 5ICLK

000C 1385h MTU1 タイマステータスレジスタ TSR 8 8 5ICLK

000C 1386h MTU1 タイマカウンタ TCNT 16 16 5ICLK

000C 1388h MTU1 タイマジェネラルレジスタA TGRA 16 16、32 5ICLK

000C 138Ah MTU1 タイマジェネラルレジスタB TGRB 16 16 5ICLK

000C 1390h MTU1 タイマインプットキャプチャコントロールレジスタ TICCR 8 8 5ICLK

000C 1400h MTU2 タイマコントロールレジスタ TCR 8 8、16 5ICLK

000C 1401h MTU2 タイマモードレジスタ1 TMDR1 8 8 5ICLK

000C 1402h MTU2 タイマ I/Oコントロールレジスタ TIOR 8 8 5ICLK

000C 1404h MTU2 タイマインタラプトイネーブルレジスタ TIER 8 8、16、32 5ICLK

000C 1405h MTU2 タイマステータスレジスタ TSR 8 8 5ICLK

000C 1406h MTU2 タイマカウンタ TCNT 16 16 5ICLK

000C 1408h MTU2 タイマジェネラルレジスタA TGRA 16 16、32 5ICLK

000C 140Ah MTU2 タイマジェネラルレジスタB TGRB 16 16 5ICLK

000C 1A00h MTU6 タイマコントロールレジスタ TCR 8 8、16、32 5ICLK

000C 1A01h MTU7 タイマコントロールレジスタ TCR 8 8 5ICLK

000C 1A02h MTU6 タイマモードレジスタ1 TMDR1 8 8、16 5ICLK

000C 1A03h MTU7 タイマモードレジスタ1 TMDR1 8 8 5ICLK

000C 1A04h MTU6 タイマ I/OコントロールレジスタH TIORH 8 8、16、32 5ICLK
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000C 1A05h MTU6 タイマ I/OコントロールレジスタL TIORL 8 8 5ICLK

000C 1A06h MTU7 タイマ I/OコントロールレジスタH TIORH 8 8、16 5ICLK

000C 1A07h MTU7 タイマ I/OコントロールレジスタL TIORL 8 8 5ICLK

000C 1A08h MTU6 タイマインタラプトイネーブルレジスタ TIER 8 8、16 5ICLK

000C 1A09h MTU7 タイマインタラプトイネーブルレジスタ TIER 8 8 5ICLK

000C 1A0Ah MTU タイマアウトプットマスタイネーブルレジスタB TOERB 8 8 5ICLK

000C 1A0Eh MTU タイマアウトプットコントロールレジスタ1B TOCR1B 8 8、16 5ICLK

000C 1A0Fh MTU タイマアウトプットコントロールレジスタ2B TOCR2B 8 8 5ICLK

000C 1A10h MTU6 タイマカウンタ TCNT 16 16、32 5ICLK

000C 1A12h MTU7 タイマカウンタ TCNT 16 16 5ICLK

000C 1A14h MTU タイマ周期データレジスタB TCDRB 16 16、32 5ICLK

000C 1A16h MTU タイマデッドタイムデータレジスタB TDDRB 16 16 5ICLK

000C 1A18h MTU6 タイマジェネラルレジスタA TGRA 16 16、32 5ICLK

000C 1A1Ah MTU6 タイマジェネラルレジスタB TGRB 16 16 5ICLK

000C 1A1Ch MTU7 タイマジェネラルレジスタA TGRA 16 16、32 5ICLK

000C 1A1Eh MTU7 タイマジェネラルレジスタB TGRB 16 16 5ICLK

000C 1A20h MTU タイマサブカウンタB TCNTSB 16 16、32 5ICLK

000C 1A22h MTU タイマ周期バッファレジスタB TCBRB 16 16 5ICLK

000C 1A24h MTU6 タイマジェネラルレジスタC TGRC 16 16、32 5ICLK

000C 1A26h MTU6 タイマジェネラルレジスタD TGRD 16 16 5ICLK

000C 1A28h MTU7 タイマジェネラルレジスタC TGRC 16 16、32 5ICLK

000C 1A2Ah MTU7 タイマジェネラルレジスタD TGRD 16 16 5ICLK

000C 1A2Ch MTU6 タイマステータスレジスタ TSR 8 8、16 5ICLK

000C 1A2Dh MTU7 タイマステータスレジスタ TSR 8 8 5ICLK

000C 1A30h MTU タイマ割り込み間引き設定レジスタ1B TITCR1B 8 8、16 5ICLK

000C 1A31h MTU タイマ割り込み間引き回数カウンタ1B TITCNT1B 8 8 5ICLK

000C 1A32h MTU タイマバッファ転送設定レジスタB TBTERB 8 8 5ICLK

000C 1A34h MTU タイマデッドタイムイネーブルレジスタB TDERB 8 8 5ICLK

000C 1A36h MTU タイマアウトプットレベルバッファレジスタB TOLBRB 8 8 5ICLK

000C 1A38h MTU6 タイマバッファ動作転送モードレジスタ TBTM 8 8、16 5ICLK

000C 1A39h MTU7 タイマバッファ動作転送モードレジスタ TBTM 8 8 5ICLK

000C 1A3Ah MTU タイマ割り込み間引きモードレジスタB TITMRB 8 8 5ICLK

000C 1A3Bh MTU タイマ割り込み間引き設定レジスタ2B TITCR2B 8 8 5ICLK

000C 1A3Ch MTU タイマ割り込み間引き回数カウンタ2B TITCNT2B 8 8 5ICLK

000C 1A40h MTU7 タイマA/D変換開始要求コントロールレジスタ TADCR 16 16 5ICLK

000C 1A44h MTU7 タイマA/D変換開始要求周期設定レジスタA TADCORA 16 16、32 5ICLK

000C 1A46h MTU7 タイマA/D変換開始要求周期設定レジスタB TADCORB 16 16 5ICLK

000C 1A48h MTU7 タイマA/D変換開始要求周期設定バッファレジスタA TADCOBRA 16 16、32 5ICLK

000C 1A4Ah MTU7 タイマA/D変換開始要求周期設定バッファレジスタB TADCOBRB 16 16 5ICLK

000C 1A50h MTU6 タイマシンクロクリアレジスタ TSYCR 8 8 5ICLK

000C 1A60h MTU タイマ波形コントロールレジスタB TWCRB 8 8 5ICLK

000C 1A70h MTU タイマモードレジスタ2B TMDR2B 8 8 5ICLK

000C 1A72h MTU6 タイマジェネラルレジスタE TGRE 16 16 5ICLK

000C 1A74h MTU7 タイマジェネラルレジスタE TGRE 16 16 5ICLK

000C 1A76h MTU7 タイマジェネラルレジスタF TGRF 16 16 5ICLK

000C 1A80h MTU タイマスタートレジスタB TSTRB 8 8、16 5ICLK

000C 1A81h MTU タイマシンクロレジスタB TSYRB 8 8 5ICLK
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000C 1A84h MTU タイマリードライトイネーブルレジスタB TRWERB 8 8 5ICLK

000C 1C80h MTU5 タイマカウンタU TCNTU 16 16、32 5ICLK

000C 1C82h MTU5 タイマジェネラルレジスタU TGRU 16 16 5ICLK

000C 1C84h MTU5 タイマコントロールレジスタU TCRU 8 8 5ICLK

000C 1C86h MTU5 タイマ I/OコントロールレジスタU TIORU 8 8 5ICLK

000C 1C90h MTU5 タイマカウンタV TCNTV 16 16、32 5ICLK

000C 1C92h MTU5 タイマジェネラルレジスタV TGRV 16 16 5ICLK

000C 1C94h MTU5 タイマコントロールレジスタV TCRV 8 8 5ICLK

000C 1C96h MTU5 タイマ I/OコントロールレジスタV TIORV 8 8 5ICLK

000C 1CA0h MTU5 タイマカウンタW TCNTW 16 16、32 5ICLK

000C 1CA2h MTU5 タイマジェネラルレジスタW TGRW 16 16 5ICLK

000C 1CA4h MTU5 タイマコントロールレジスタW TCRW 8 8 5ICLK

000C 1CA6h MTU5 タイマ I/OコントロールレジスタW TIORW 8 8 5ICLK

000C 1CB0h MTU5 タイマステータスレジスタ TSR 8 8 5ICLK

000C 1CB2h MTU5 タイマインタラプトイネーブルレジスタ TIER 8 8 5ICLK

000C 1CB4h MTU5 タイマスタートレジスタ TSTR 8 8 5ICLK

000C 1CB6h MTU5 タイマコンペアマッチクリアレジスタ TCNTCMPCLR 8 8 5ICLK

000C 2000h GPT 汎用PWMタイマソフトウェアスタートレジスタ GTSTR 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2004h GPT 汎用PWMタイマハードウェア要因スタートコント
ロールレジスタ 

GTHSCR 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2006h GPT 汎用PWMタイマハードウェア要因クリアコント
ロールレジスタ

GTHCCR 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2008h GPT 汎用PWMタイマハードウェアスタート要因セレク
トレジスタ 

GTHSSR 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 200Ah GPT 汎用PWMタイマハードウェアストップ・クリア要
因セレクトレジスタ 

GTHPSR 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 200Ch GPT 汎用PWMタイマ書き込み保護レジスタ GTWP 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 200Eh GPT 汎用PWMタイマシンクロレジスタ GTSYNC 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2010h GPT 汎用PWMタイマ外部トリガ入力割り込み
レジスタ

GTETINT 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2014h GPT 汎用PWMタイマバッファ動作禁止レジスタ GTBDR 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2018h GPT 汎用PWMタイマスタート書き込み保護レジスタ GTSWP 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2080h GPT LOCOカウントコントロールレジスタ LCCR 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2082h GPT LOCOカウントステータスレジスタ LCST 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2084h GPT LOCOカウント値レジスタ LCNT 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2086h GPT LOCOカウント結果平均レジスタ LCNTA 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2088h GPT LOCOカウント結果レジスタ0 LCNT00 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 208Ah GPT LOCOカウント結果レジスタ1 LCNT01 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 208Ch GPT LOCOカウント結果レジスタ2 LCNT02 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 208Eh GPT LOCOカウント結果レジスタ3 LCNT03 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2090h GPT LOCOカウント結果レジスタ4 LCNT04 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）
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000C 2092h GPT LOCOカウント結果レジスタ5 LCNT05 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2094h GPT LOCOカウント結果レジスタ6 LCNT06 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2096h GPT LOCOカウント結果レジスタ7 LCNT07 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

'000C 2098h GPT LOCOカウント結果レジスタ8 LCNT08 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 209Ah GPT LOCOカウント結果レジスタ9 LCNT09 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 209Ch GPT LOCOカウント結果レジスタ10 LCNT10 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 209Eh GPT LOCOカウント結果レジスタ11 LCNT11 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 20A0h GPT LOCOカウント結果レジスタ12 LCNT12 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 20A2h GPT LOCOカウント結果レジスタ13 LCNT13 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 20A4h GPT LOCOカウント結果レジスタ14 LCNT14 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 20A6h GPT LOCOカウント結果レジスタ15 LCNT15 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 20A8h GPT LOCOカウント上限許容偏差値レジスタ LCNTDU 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 20AAh GPT LOCOカウント下限許容偏差値レジスタ LCNTDL 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2100h GPT0 汎用PWMタイマ I/Oコントロールレジスタ GTIOR 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2102h GPT0 汎用PWMタイマ割り込み出力設定レジスタ GTINTAD 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2104h GPT0 汎用PWMタイマコントロールレジスタ GTCR 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2106h GPT0 汎用PWMタイマバッファイネーブル
レジスタ

GTBER 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2108h GPT0 汎用PWMタイマカウント方向レジスタ GTUDC 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 210Ah GPT0 汎用PWMタイマ割り込み、A/D変換開始要求間引き
設定レジスタ

GTITC 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 210Ch GPT0 汎用PWMタイマステータスレジスタ GTST 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 210Eh GPT0 汎用PWMタイマカウンタ GTCNT 16 16 3～5ICLK
（注4）

000C 2110h GPT0 汎用PWMタイマコンペアキャプチャ
レジスタA

GTCCRA 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2112h GPT0 汎用PWMタイマコンペアキャプチャ
レジスタB

GTCCRB 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2114h GPT0 汎用PWMタイマコンペアキャプチャ
レジスタC

GTCCRC 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2116h GPT0 汎用PWMタイマコンペアキャプチャ
レジスタD

GTCCRD 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2118h GPT0 汎用PWMタイマコンペアキャプチャ
レジスタE

GTCCRE 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 211Ah GPT0 汎用PWMタイマコンペアキャプチャ
レジスタF

GTCCRF 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 211Ch GPT0 汎用PWMタイマ周期設定レジスタ GTPR 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 211Eh GPT0 汎用PWMタイマ周期設定バッファレジスタ GTPBR 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2120h GPT0 汎用PWMタイマ周期設定ダブルバッファレジスタ GTPDBR 16 16、32 3～5ICLK
（注4）
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000C 2124h GPT0 A/D変換開始要求タイミングレジスタA GTADTRA 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2126h GPT0 A/D変換開始要求タイミングバッファレジスタA GTADTBRA 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2128h GPT0 A/D変換開始要求タイミングダブルバッファレジス
タA

GTADTDBRA 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 212Ch GPT0 A/D変換開始要求タイミングレジスタB GTADTRB 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 212Eh GPT0 A/D変換開始要求タイミングバッファレジスタB GTADTBRB 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2130h GPT0 A/D変換開始要求タイミングダブルバッファレジス
タB

GTADTDBRB 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2134h GPT0 汎用PWMタイマ出力ネゲートコントロールレジスタ GTONCR 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2136h GPT0 汎用PWMタイマデッドタイムコントロールレジスタ GTDTCR 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2138h GPT0 汎用PWMタイマデッドタイム値レジスタ GTDVU 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 213Ah GPT0 汎用PWMタイマデッドタイム値レジスタ GTDVD 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 213Ch GPT0 汎用PWMタイマデッドタイムバッファレジスタ GTDBU 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 213Eh GPT0 汎用PWMタイマデッドタイムバッファレジスタ GTDBD 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2140h GPT0 汎用PWMタイマ出力保護機能ステータスレジスタ GTSOS 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2142h GPT0 汎用PWMタイマ出力保護機能一時解除レジスタ GTSOTR 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2180h GPT1 汎用PWMタイマ I/Oコントロールレジスタ GTIOR 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2182h GPT1 汎用PWMタイマ割り込み出力設定レジスタ GTINTAD 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2184h GPT1 汎用PWMタイマコントロールレジスタ GTCR 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2186h GPT1 汎用PWMタイマバッファイネーブル
レジスタ

GTBER 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2188h GPT1 汎用PWMタイマカウント方向レジスタ GTUDC 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 218Ah GPT1 汎用PWMタイマ割り込み、A/D変換開始要求間引き
設定レジスタ

GTITC 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 218Ch GPT1 汎用PWMタイマステータスレジスタ GTST 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 218Eh GPT1 汎用PWMタイマカウンタ GTCNT 16 16 3～5ICLK
（注4）

000C 2190h GPT1 汎用PWMタイマコンペアキャプチャレジスタA GTCCRA 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2192h GPT1 汎用PWMタイマコンペアキャプチャレジスタB GTCCRB 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2194h GPT1 汎用PWMタイマコンペアキャプチャレジスタC GTCCRC 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2196h GPT1 汎用PWMタイマコンペアキャプチャレジスタD GTCCRD 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2198h GPT1 汎用PWMタイマコンペアキャプチャレジスタE GTCCRE 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 219Ah GPT1 汎用PWMタイマコンペアキャプチャレジスタF GTCCRF 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 219Ch GPT1 汎用PWMタイマ周期設定レジスタ GTPR 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 219Eh GPT1 汎用PWMタイマ周期設定バッファレジスタ GTPBR 16 16、32 3～5ICLK
（注4）
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000C 21A0h GPT1 汎用PWMタイマ周期設定ダブルバッファレジスタ GTPDBR 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 21A4h GPT1 A/D変換開始要求タイミングレジスタA GTADTRA 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 21A6h GPT1 A/D変換開始要求タイミングバッファレジスタA GTADTBRA 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 21A8h GPT1 A/D変換開始要求タイミングダブルバッファレジス
タA

GTADTDBRA 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 21ACh GPT1 A/D変換開始要求タイミングレジスタB GTADTRB 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 21AEh GPT1 A/D変換開始要求タイミングバッファレジスタB GTADTBRB 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 21B0h GPT1 A/D変換開始要求タイミングダブルバッファレジス
タB

GTADTDBRB 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 21B4h GPT1 汎用PWMタイマ出力ネゲートコントロールレジスタ GTONCR 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 21B6h GPT1 汎用PWMタイマデッドタイムコントロールレジスタ GTDTCR 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 21B8h GPT1 汎用PWMタイマデッドタイム値レジスタ GTDVU 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 21BAh GPT1 汎用PWMタイマデッドタイム値レジスタ GTDVD 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 21BCh GPT1 汎用PWMタイマデッドタイムバッファレジスタ GTDBU 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 21BEh GPT1 汎用PWMタイマデッドタイムバッファレジスタ GTDBD 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 21C0h GPT1 汎用PWMタイマ出力保護機能ステータスレジスタ GTSOS 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 21C2h GPT1 汎用PWMタイマ出力保護機能一時解除レジスタ GTSOTR 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2200h GPT2 汎用PWMタイマ I/Oコントロールレジスタ GTIOR 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2202h GPT2 汎用PWMタイマ割り込み出力設定レジスタ GTINTAD 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2204h GPT2 汎用PWMタイマコントロールレジスタ GTCR 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2206h GPT2 汎用PWMタイマバッファイネーブルレジスタ GTBER 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2208h GPT2 汎用PWMタイマカウント方向レジスタ GTUDC 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 220Ah GPT2 汎用PWMタイマ割り込み、A/D変換開始要求間引き
設定レジスタ

GTITC 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 220Ch GPT2 汎用PWMタイマステータスレジスタ GTST 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 220Eh GPT2 汎用PWMタイマカウンタ GTCNT 16 16 3～5ICLK
（注4）

000C 2210h GPT2 汎用PWMタイマコンペアキャプチャレジスタA GTCCRA 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2212h GPT2 汎用PWMタイマコンペアキャプチャレジスタB GTCCRB 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2214h GPT2 汎用PWMタイマコンペアキャプチャレジスタC GTCCRC 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2216h GPT2 汎用PWMタイマコンペアキャプチャレジスタD GTCCRD 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2218h GPT2 汎用PWMタイマコンペアキャプチャレジスタE GTCCRE 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 221Ah GPT2 汎用PWMタイマコンペアキャプチャレジスタF GTCCRF 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 221Ch GPT2 汎用PWMタイマ周期設定レジスタ GTPR 16 16、32 3～5ICLK
（注4）
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000C 221Eh GPT2 汎用PWMタイマ周期設定バッファレジスタ GTPBR 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2220h GPT2 汎用PWMタイマ周期設定ダブルバッファレジスタ GTPDBR 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2224h GPT2 A/D変換開始要求タイミングレジスタA GTADTRA 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2226h GPT2 A/D変換開始要求タイミングバッファレジスタA GTADTBRA 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2228h GPT2 A/D変換開始要求タイミングダブルバッファレジス
タA

GTADTDBRA 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 222Ch GPT2 A/D変換開始要求タイミングレジスタB GTADTRB 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 222Eh GPT2 A/D変換開始要求タイミングバッファレジスタB GTADTBRB 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2230h GPT2 A/D変換開始要求タイミングダブルバッファレジス
タB

GTADTDBRB 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2234h GPT2 汎用PWMタイマ出力ネゲートコントロールレジスタ GTONCR 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2236h GPT2 汎用PWMタイマデッドタイムコントロールレジスタ GTDTCR 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2238h GPT2 汎用PWMタイマデッドタイム値レジスタ GTDVU 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 223Ah GPT2 汎用PWMタイマデッドタイム値レジスタ GTDVD 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 223Ch GPT2 汎用PWMタイマデッドタイムバッファレジスタ GTDBU 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 223Eh GPT2 汎用PWMタイマデッドタイムバッファレジスタ GTDBD 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2240h GPT2 汎用PWMタイマ出力保護機能ステータスレジスタ GTSOS 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2242h GPT2 汎用PWMタイマ出力保護機能一時解除レジスタ GTSOTR 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2280h GPT3 汎用PWMタイマ I/Oコントロールレジスタ GTIOR 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2282h GPT3 汎用PWMタイマ割り込み出力設定レジスタ GTINTAD 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2284h GPT3 汎用PWMタイマコントロールレジスタ GTCR 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2286h GPT3 汎用PWMタイマバッファイネーブルレジスタ GTBER 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2288h GPT3 汎用PWMタイマカウント方向レジスタ GTUDC 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 228Ah GPT3 汎用PWMタイマ割り込み、A/D変換開始要求間引き
設定レジスタ

GTITC 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 228Ch GPT3 汎用PWMタイマステータスレジスタ GTST 16 8、16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 228Eh GPT3 汎用PWMタイマカウンタ GTCNT 16 16 3～5ICLK
（注4）

000C 2290h GPT3 汎用PWMタイマコンペアキャプチャレジスタA GTCCRA 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2292h GPT3 汎用PWMタイマコンペアキャプチャレジスタB GTCCRB 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2294h GPT3 汎用PWMタイマコンペアキャプチャレジスタC GTCCRC 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2296h GPT3 汎用PWMタイマコンペアキャプチャレジスタD GTCCRD 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2298h GPT3 汎用PWMタイマコンペアキャプチャレジスタE GTCCRE 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 229Ah GPT3 汎用PWMタイマコンペアキャプチャレジスタF GTCCRF 16 16、32 3～5ICLK
（注4）
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000C 229Ch GPT3 汎用PWMタイマ周期設定レジスタ GTPR 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 229Eh GPT3 汎用PWMタイマ周期設定バッファレジスタ GTPBR 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 22A0h GPT3 汎用PWMタイマ周期設定ダブルバッファレジスタ GTPDBR 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 22A4h GPT3 A/D変換開始要求タイミングレジスタA GTADTRA 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 22A6h GPT3 A/D変換開始要求タイミングバッファレジスタA GTADTBRA 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 22A8h GPT3 A/D変換開始要求タイミングダブルバッファレジス
タA

GTADTDBRA 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 22ACh GPT3 A/D変換開始要求タイミングレジスタB GTADTRB 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 22AEh GPT3 A/D変換開始要求タイミングバッファレジスタB GTADTBRB 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 22B0h GPT3 A/D変換開始要求タイミングダブルバッファレジス
タB

GTADTDBRB 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 22B4h GPT3 汎用PWMタイマ出力ネゲートコントロールレジスタ GTONCR 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 22B6h GPT3 汎用PWMタイマデッドタイムコントロールレジスタ GTDTCR 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 22B8h GPT3 汎用PWMタイマデッドタイム値レジスタ GTDVU 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 22BAh GPT3 汎用PWMタイマデッドタイム値レジスタ GTDVD 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 22BCh GPT3 汎用PWMタイマデッドタイムバッファレジスタ GTDBU 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 22BEh GPT3 汎用PWMタイマデッドタイムバッファレジスタ GTDBD 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 22C0h GPT3 汎用PWMタイマ出力保護機能ステータスレジスタ GTSOS 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 22C2h GPT3 汎用PWMタイマ出力保護機能一時解除レジスタ GTSOTR 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2300h GPT0 PWM出力遅延制御レジスタ GTDLYCR 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2302h GPT1 PWM出力遅延制御レジスタ GTDLYCR 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2304h GPT2 PWM出力遅延制御レジスタ GTDLYCR 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2306h GPT3 PWM出力遅延制御レジスタ GTDLYCR 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2318h GPT0 GTIOCA立ち上がり出力遅延レジスタ GTDLYRA 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 231Ah GPT0 GTIOCB立ち上がり出力遅延レジスタ GTDLYRB 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 231Ch GPT1 GTIOCA立ち上がり出力遅延レジスタ GTDLYRA 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 231Eh GPT1 GTIOCB立ち上がり出力遅延レジスタ GTDLYRB 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2320h GPT2 GTIOCA立ち上がり出力遅延レジスタ GTDLYRA 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2322h GPT2 GTIOCB立ち上がり出力遅延レジスタ GTDLYRB 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2324h GPT3 GTIOCA立ち上がり出力遅延レジスタ GTDLYRA 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2326h GPT3 GTIOCB立ち上がり出力遅延レジスタ GTDLYRB 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2328h GPT0 GTIOCA立ち下がり出力遅延レジスタ GTDLYFA 16 16、32 3～5ICLK
（注4）
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注1. 100ピンLQFP版ではサポートしていません。
注2. CAN機能なし版では対応していません。

注3. 分周クロック同期化サイクル（0～1PCLK）により変動します。
注4. レジスタ書き込みは 3ICLK、レジスタ読み出しは 5ICLK となります。

000C 232Ah GPT0 GTIOCB立ち下がり出力遅延レジスタ GTDLYFB 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 232Ch GPT1 GTIOCA立ち下がり出力遅延レジスタ GTDLYFA 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 232Eh GPT1 GTIOCB立ち下がり出力遅延レジスタ GTDLYFB 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2330h GPT2 GTIOCA立ち下がり出力遅延レジスタ GTDLYFA 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2332h GPT2 GTIOCB立ち下がり出力遅延レジスタ GTDLYFB 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2334h GPT3 GTIOCA立ち下がり出力遅延レジスタ GTDLYFA 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

000C 2336h GPT3 GTIOCB立ち下がり出力遅延レジスタ GTDLYFB 16 16、32 3～5ICLK
（注4）

007F C402h FLASH フラッシュモードレジスタ FMODR 8 8 2～3PCLK
（注3）

007F C410h FLASH フラッシュアクセスステータスレジスタ FASTAT 8 8 2～3PCLK
（注3）

007F C411h FLASH フラッシュアクセスエラー割り込み許可レジスタ FAEINT 8 8 2～3PCLK
（注3）

007F C412h FLASH フラッシュレディ割り込み許可レジスタ FRDYIE 8 8 2～3PCLK
（注3）

007F C440h FLASH データフラッシュ読み出し許可レジスタ0 DFLRE0 16 16 2～3PCLK
（注3）

007F C442h FLASH データフラッシュ読み出し許可レジスタ1 DFLRE1 16 16 2～3PCLK
（注3）

007F C450h FLASH データフラッシュ書き込み／消去許可レジスタ0 DFLWE0 16 16 2～3PCLK
（注3）

007F C452h FLASH データフラッシュ書き込み／消去許可レジスタ1 DFLWE1 16 16 2～3PCLK
（注3）

007F C454h FLASH FCU RAMイネーブルレジスタ FCURAME 16 16 2～3PCLK
（注3）

007F FFB0h FLASH フラッシュステータスレジスタ0 FSTATR0 8 8 2～3PCLK
（注3）

007F FFB1h FLASH フラッシュステータスレジスタ1 FSTATR1 8 8 2～3PCLK
（注3）

007F FFB2h FLASH フラッシュ P/Eモードエントリレジスタ FENTRYR 16 16 2～3PCLK
（注3）

007F FFB4h FLASH フラッシュプロテクトレジスタ FPROTR 16 16 2～3PCLK
（注3）

007F FFB6h FLASH フラッシュリセットレジスタ FRESETR 16 16 2～3PCLK
（注3）

007F FFBAh FLASH FCUコマンドレジスタ FCMDR 16 16 2～3PCLK
（注3）

007F FFC8h FLASH FCU処理切り替えレジスタ FCPSR 16 16 2～3PCLK
（注3）

007F FFCAh FLASH データフラッシュブランクチェック制御レジスタ DFLBCCNT 16 16 2～3PCLK
（注3）

007F FFCCh FLASH フラッシュ P/Eステータスレジスタ FPESTAT 16 16 2～3PCLK
（注3）

007F FFCEh FLASH データフラッシュブランクチェックステータスレジ
スタ

DFLBCSTAT 16 16 2～3PCLK
（注3）

007F FFE8h FLASH 周辺クロック通知レジスタ PCKAR 16 16 2～3PCLK
（注3）
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5.2 I/O レジスタビット一覧

周辺モジュールのレジスタのアドレスとビット名を以下に示します。

16 ビット、32 ビットレジスタは、8 ビットずつ 2 段または 4 段で表しています。 

表5.2 I/Oレジスタビット一覧 (1 / 30)

モジュール

シンボル

レジスタ

シンボル

ビット
31/23/15/7

ビット
30/22/14/6

ビット
29/21/13/5

ビット
28/20/12/4

ビット
27/19/11/3

ビット
26/18/10/2

ビット
25/17/9/1

ビット
24/16/8/0

SYSTEM MDMONR — — — — — — — —

MDE — — — — — MD1 MD0

SYSTEM MDSR — —   — — — — — —

— — — BOTS — — — IROM

SYSTEM SYSCR0 KEY[7:0]

— — — — — — — ROME

SYSTEM SYSCR1 — — — — — — — —

— — — — — — — RAME

SYSTEM SBYCR SSBY — — STS[4:0]

— — — — — — — —

SYSTEM MSTPCRA ACSE — — MSTPA28 — — — MSTPA24

MSTPA23 — — — — — MSTPA17 MSTPA16

MSTPA15 MSTPA14 — — — — MSTPA9 —

MSTPA7 — — — — — — —

SYSTEM MSTPCRB MSTPB31 MSTPB30 MSTPB29 — — — — —

MSTPB23 — MSTPB21 — — — MSTPB17 —

— — — — — — — —

MSTPB7 — — — — — — MSTPB0

SYSTEM MSTPCRC — — — — — — — —

— — — — — — — —

— — — — — — — —

— — — — — — — MSTPC0

SYSTEM SCKCR — — — — ICK[3:0]

— — — — — — — —

— — — — PCK[3:0]

— — — — — — — —

SYSTEM OSTDCR KEY[7:0]

OSTDE OSTDF — — — — — —

BSC BERCLR — — — — — — — STSCLR

BSC BEREN — — — — — — — IGAEN

BSC BERSR1 — MST[2:0] — — — IA

BSC BERSR2 ADDR[12:0]

ADDR[12:0] — — —

DTC DTCCR — — — RRS — — — —

DTC DTCVBR

DTC DTCADMOD — — — — — — — SHORT

DTC DTCST — — — — — — — DTCST

DTC DTCSTS ACT — — — — — — —

VECN[7:0]

MPU RSPAGE0 RSPN[27:0]

RSPN[27:0]

RSPN[27:0]

RSPN[27:0] － － － －
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MPU REPAGE0 REPN[27:0]

REPN[27:0]

REPN[27:0]

REPN[27:0] UAC[2:0] V

MPU RSPAGE1 RSPN[27:0]

RSPN[27:0]

RSPN[27:0]

RSPN[27:0] － － － －

MPU REPAGE1 REPN[27:0]

REPN[27:0]

REPN[27:0]

REPN[27:0] UAC[2:0] V

MPU RSPAGE2 RSPN[27:0]

RSPN[27:0]

RSPN[27:0]

RSPN[27:0] － － － －

MPU REPAGE2 REPN[27:0]

REPN[27:0]

REPN[27:0]

REPN[27:0] UAC[2:0] V

MPU RSPAGE3 RSPN[27:0]

RSPN[27:0]

RSPN[27:0]

RSPN[27:0] － － － －

MPU REPAGE3 REPN[27:0]

REPN[27:0]

REPN[27:0]

REPN[27:0] UAC[2:0] V

MPU RSPAGE4 RSPN[27:0]

RSPN[27:0]

RSPN[27:0]

RSPN[27:0] － － － －

MPU REPAGE4 REPN[27:0]

REPN[27:0]

REPN[27:0]

REPN[27:0] UAC[2:0] V

MPU RSPAGE5 RSPN[27:0]

RSPN[27:0]

RSPN[27:0]

RSPN[27:0] － － － －

MPU REPAGE5 REPN[27:0]

REPN[27:0]

REPN[27:0]

REPN[27:0] UAC[2:0] V

MPU RSPAGE6 RSPN[27:0]

RSPN[27:0]

RSPN[27:0]

RSPN[27:0] － － － －

MPU REPAGE6 REPN[27:0]

REPN[27:0]

REPN[27:0]

REPN[27:0] UAC[2:0] V

表5.2 I/Oレジスタビット一覧 (2 / 30)

モジュール

シンボル

レジスタ

シンボル

ビット
31/23/15/7

ビット
30/22/14/6

ビット
29/21/13/5

ビット
28/20/12/4

ビット
27/19/11/3

ビット
26/18/10/2

ビット
25/17/9/1

ビット
24/16/8/0
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MPU RSPAGE7 RSPN[27:0]

RSPN[27:0]

RSPN[27:0]

RSPN[27:0] － － － －

MPU REPAGE7 REPN[27:0]

REPN[27:0]

REPN[27:0]

REPN[27:0] UAC[2:0] V

MPU MPEN － － － － － － － －

－ － － － － － － －

－ － － － － － － －

－ － － － － － － MPEN

MPU MPBAC － － － － － － － －

－ － － － － － － －

－ － － － － － － －

－ － － － UBAC[2:0] －

MPU MPECLR － － － － － － － －

－ － － － － － － －

－ － － － － － － －

－ － － － － － － CLR

MPU MPESTS － － － － － － － －

－ － － － － － － －

－ － － － － － － －

－ － － － － DRW DA IA

MPU MPDEA DEA[31:0]

DEA[31:0]

DEA[31:0]

DEA[31:0]

MPU MPSA SA[31:0]

SA[31:0]

SA[31:0]

SA[31:0]

MPU MPOPS － － － － － － － －

－ － － － － － － S

MPU MPOPI － － － － － － － －

－ － － － － － － INV

MPU MHITI － － － － － － － －

HITI[7:0]

－ － － － － － － －

－ － － － UHACI[2:0] －

MPU MHITD － － － － － － － －

HITD[7:0]

－ － － － － － － －

－ － － － UHACD[2:0] －

ICU IR016 — — — — — — — IR

ICU IR021 — — — — — — — IR

ICU IR023 — — — — — — — IR

ICU IR027 — — — — — — — IR

ICU IR028 — — — — — — — IR

ICU IR029 — — — — — — — IR

ICU IR030 — — — — — — — IR

ICU IR031 — — — — — — — IR

表5.2 I/Oレジスタビット一覧 (3 / 30)

モジュール

シンボル

レジスタ

シンボル

ビット
31/23/15/7

ビット
30/22/14/6

ビット
29/21/13/5

ビット
28/20/12/4

ビット
27/19/11/3

ビット
26/18/10/2

ビット
25/17/9/1

ビット
24/16/8/0
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ICU IR044 — — — — — — — IR

ICU IR045 — — — — — — — IR

ICU IR046 — — — — — — — IR

ICU IR047 — — — — — — — IR

ICU IR056 — — — — — — — IR

ICU IR057 — — — — — — — IR

ICU IR058 — — — — — — — IR

ICU IR059 — — — — — — — IR

ICU IR060 — — — — — — — IR

ICU IR064 — — — — — — — IR

ICU IR065 — — — — — — — IR

ICU IR066 — — — — — — — IR

ICU IR067 — — — — — — — IR

ICU IR068 — — — — — — — IR

ICU IR069 — — — — — — — IR

ICU IR070 — — — — — — — IR

ICU IR071 — — — — — — — IR

ICU IR096 — — — — — — — IR

ICU IR098 — — — — — — — IR

ICU IR102 — — — — — — — IR

ICU IR103 — — — — — — — IR

ICU IR106 — — — — — — — IR

ICU IR114 — — — — — — — IR

ICU IR115 — — — — — — — IR

ICU IR116 — — — — — — — IR

ICU IR117 — — — — — — — IR

ICU IR118 — — — — — — — IR

ICU IR119 — — — — — — — IR

ICU IR120 — — — — — — — IR

ICU IR121 — — — — — — — IR

ICU IR122 — — — — — — — IR

ICU IR123 — — — — — — — IR

ICU IR124 — — — — — — — IR

ICU IR125 — — — — — — — IR

ICU IR126 — — — — — — — IR

ICU IR127 — — — — — — — IR

ICU IR128 — — — — — — — IR

ICU IR129 — — — — — — — IR

ICU IR130 — — — — — — — IR

ICU IR131 — — — — — — — IR

ICU IR132 — — — — — — — IR

ICU IR133 — — — — — — — IR

ICU IR134 — — — — — — — IR

ICU IR135 — — — — — — — IR

ICU IR136 — — — — — — — IR

ICU IR137 — — — — — — — IR

ICU IR138 — — — — — — — IR

ICU IR139 — — — — — — — IR

ICU IR140 — — — — — — — IR

ICU IR141 — — — — — — — IR

ICU IR142 — — — — — — — IR

ICU IR143 — — — — — — — IR

表5.2 I/Oレジスタビット一覧 (4 / 30)

モジュール

シンボル

レジスタ

シンボル

ビット
31/23/15/7

ビット
30/22/14/6

ビット
29/21/13/5

ビット
28/20/12/4

ビット
27/19/11/3

ビット
26/18/10/2

ビット
25/17/9/1

ビット
24/16/8/0
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ICU IR144 — — — — — — — IR

ICU IR145 — — — — — — — IR

ICU IR146 — — — — — — — IR

ICU IR149 — — — — — — — IR

ICU IR150 — — — — — — — IR

ICU IR151 — — — — — — — IR

ICU IR152 — — — — — — — IR

ICU IR153 — — — — — — — IR

ICU IR170 — — — — — — — IR

ICU IR171 — — — — — — — IR

ICU IR172 — — — — — — — IR

ICU IR173 — — — — — — — IR

ICU IR174 — — — — — — — IR

ICU IR175 — — — — — — — IR

ICU IR176 — — — — — — — IR

ICU IR177 — — — — — — — IR

ICU IR178 — — — — — — — IR

ICU IR179 — — — — — — — IR

ICU IR180 — — — — — — — IR

ICU IR181 — — — — — — — IR

ICU IR182 — — — — — — — IR

ICU IR183 — — — — — — — IR

ICU IR184 — — — — — — — IR

ICU IR186 — — — — — — — IR

ICU IR187 — — — — — — — IR

ICU IR188 — — — — — — — IR

ICU IR189 — — — — — — — IR

ICU IR190 — — — — — — — IR

ICU IR192 — — — — — — — IR

ICU IR193 — — — — — — — IR

ICU IR194 — — — — — — — IR

ICU IR195 — — — — — — — IR

ICU IR196 — — — — — — — IR

ICU IR214 — — — — — — — IR

ICU IR215 — — — — — — — IR

ICU IR216 — — — — — — — IR

ICU IR217 — — — — — — — IR

ICU IR218 — — — — — — — IR

ICU IR219 — — — — — — — IR

ICU IR220 — — — — — — — IR

ICU IR221 — — — — — — — IR

ICU IR222 — — — — — — — IR

ICU IR223 — — — — — — — IR

ICU IR224 — — — — — — — IR

ICU IR225 — — — — — — — IR

ICU IR246 — — — — — — — IR

ICU IR247 — — — — — — — IR

ICU IR248 — — — — — — — IR

ICU IR249 — — — — — — — IR

ICU IR254 — — — — — — — IR

ICU DTCER027 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER028 — — — — — — — DTCE

表5.2 I/Oレジスタビット一覧 (5 / 30)

モジュール

シンボル

レジスタ

シンボル

ビット
31/23/15/7

ビット
30/22/14/6

ビット
29/21/13/5

ビット
28/20/12/4

ビット
27/19/11/3

ビット
26/18/10/2

ビット
25/17/9/1

ビット
24/16/8/0
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ICU DTCER029 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER030 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER031 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER045 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER046 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER064 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER065 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER066 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER067 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER068 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER069 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER070 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER071 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER098 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER102 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER103 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER106 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER114 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER115 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER116 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER117 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER121 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER122 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER125 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER126 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER129 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER130 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER131 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER132 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER134 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER135 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER136 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER137 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER138 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER139 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER140 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER141 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER142 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER143 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER144 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER145 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER149 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER150 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER151 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER152 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER153 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER174 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER175 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER176 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER177 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER178 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER179 — — — — — — — DTCE

表5.2 I/Oレジスタビット一覧 (6 / 30)

モジュール

シンボル

レジスタ

シンボル

ビット
31/23/15/7

ビット
30/22/14/6

ビット
29/21/13/5

ビット
28/20/12/4

ビット
27/19/11/3

ビット
26/18/10/2

ビット
25/17/9/1

ビット
24/16/8/0
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ICU DTCER180 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER181 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER182 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER183 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER184 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER186 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER187 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER188 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER189 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER190 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER192 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER193 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER194 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER195 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER196 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER215 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER216 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER219 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER220 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER223 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER224 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER247 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER248 — — — — — — — DTCE

ICU DTCER254 — — — — — — — DTCE

ICU IER02 IEN7 IEN6 IEN5 IEN4 IEN3 IEN2 IEN1 IEN0

ICU IER03 IEN7 IEN6 IEN5 IEN4 IEN3 IEN2 IEN1 IEN0

ICU IER05 IEN7 IEN6 IEN5 IEN4 IEN3 IEN2 IEN1 IEN0

ICU IER07 IEN7 IEN6 IEN5 IEN4 IEN3 IEN2 IEN1 IEN0

ICU IER08 IEN7 IEN6 IEN5 IEN4 IEN3 IEN2 IEN1 IEN0

ICU IER0C IEN7 IEN6 IEN5 IEN4 IEN3 IEN2 IEN1 IEN0

ICU IER0D IEN7 IEN6 IEN5 IEN4 IEN3 IEN2 IEN1 IEN0

ICU IER0E IEN7 IEN6 IEN5 IEN4 IEN3 IEN2 IEN1 IEN0

ICU IER0F IEN7 IEN6 IEN5 IEN4 IEN3 IEN2 IEN1 IEN0

ICU IER10 IEN7 IEN6 IEN5 IEN4 IEN3 IEN2 IEN1 IEN0

ICU IER11 IEN7 IEN6 IEN5 IEN4 IEN3 IEN2 IEN1 IEN0

ICU IER12 IEN7 IEN6 IEN5 IEN4 IEN3 IEN2 IEN1 IEN0

ICU IER13 IEN7 IEN6 IEN5 IEN4 IEN3 IEN2 IEN1 IEN0

ICU IER15 IEN7 IEN6 IEN5 IEN4 IEN3 IEN2 IEN1 IEN0

ICU IER16 IEN7 IEN6 IEN5 IEN4 IEN3 IEN2 IEN1 IEN0

ICU IER17 IEN7 IEN6 IEN5 IEN4 IEN3 IEN2 IEN1 IEN0

ICU IER18 IEN7 IEN6 IEN5 IEN4 IEN3 IEN2 IEN1 IEN0

ICU IER1A IEN7 IEN6 IEN5 IEN4 IEN3 IEN2 IEN1 IEN0

ICU IER1B IEN7 IEN6 IEN5 IEN4 IEN3 IEN2 IEN1 IEN0

ICU IER1C IEN7 IEN6 IEN5 IEN4 IEN3 IEN2 IEN1 IEN0

ICU IER1E IEN7 IEN6 IEN5 IEN4 IEN3 IEN2 IEN1 IEN0

ICU IER1F IEN7 IEN6 IEN5 IEN4 IEN3 IEN2 IEN1 IEN0

ICU SWINTR — — — — — — — SWINT

ICU FIR FIEN — — — — — — —

FVCT[7:0]

ICU IPR00 — — — — IPR[3:0]

ICU IPR01 — — — — IPR[3:0]

ICU IPR02 — — — — IPR[3:0]

表5.2 I/Oレジスタビット一覧 (7 / 30)

モジュール

シンボル

レジスタ

シンボル

ビット
31/23/15/7

ビット
30/22/14/6

ビット
29/21/13/5

ビット
28/20/12/4

ビット
27/19/11/3

ビット
26/18/10/2

ビット
25/17/9/1

ビット
24/16/8/0
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ICU IPR03 — — — — IPR[3:0]

ICU IPR04 — — — — IPR[3:0]

ICU IPR05 — — — — IPR[3:0]

ICU IPR06 — — — — IPR[3:0]

ICU IPR07 — — — — IPR[3:0]

ICU IPR14 — — — — IPR[3:0]

ICU IPR18 — — — — IPR[3:0]

ICU IPR20 — — — — IPR[3:0]

ICU IPR21 — — — — IPR[3:0]

ICU IPR22 — — — — IPR[3:0]

ICU IPR23 — — — — IPR[3:0]

ICU IPR24 — — — — IPR[3:0]

ICU IPR25 — — — — IPR[3:0]

ICU IPR26 — — — — IPR[3:0]

ICU IPR27 — — — — IPR[3:0]

ICU IPR40 — — — — IPR[3:0]

ICU IPR44 — — — — IPR[3:0]

ICU IPR48 — — — — IPR[3:0]

ICU IPR49 — — — — IPR[3:0]

ICU IPR51 — — — — IPR[3:0]

ICU IPR52 — — — — IPR[3:0]

ICU IPR53 — — — — IPR[3:0]

ICU IPR54 — — — — IPR[3:0]

ICU IPR55 — — — — IPR[3:0]

ICU IPR56 — — — — IPR[3:0]

ICU IPR57 — — — — IPR[3:0]

ICU IPR58 — — — — IPR[3:0]

ICU IPR59 — — — — IPR[3:0]

ICU IPR5A — — — — IPR[3:0]

ICU IPR5B — — — — IPR[3:0]

ICU IPR5C — — — — IPR[3:0]

ICU IPR5D — — — — IPR[3:0]

ICU IPR5E — — — — IPR[3:0]

ICU IPR5F — — — — IPR[3:0]

ICU IPR60 — — — — IPR[3:0]

ICU IPR67 — — — — IPR[3:0]

ICU IPR68 — — — — IPR[3:0]

ICU IPR69 — — — — IPR[3:0]

ICU IPR6A — — — — IPR[3:0]

ICU IPR6B — — — — IPR[3:0]

ICU IPR6C — — — — IPR[3:0]

ICU IPR6D — — — — IPR[3:0]

ICU IPR6E — — — — IPR[3:0]

ICU IPR6F — — — — IPR[3:0]

ICU IPR80 — — — — IPR[3:0]

ICU IPR81 — — — — IPR[3:0]

ICU IPR82 — — — — IPR[3:0]

ICU IPR88 — — — — IPR[3:0]

ICU IPR89 — — — — IPR[3:0]

ICU IPR8A — — — — IPR[3:0]

ICU IPR8B — — — — IPR[3:0]

ICU IPR90 — — — — IPR[3:0]

表5.2 I/Oレジスタビット一覧 (8 / 30)

モジュール

シンボル

レジスタ

シンボル

ビット
31/23/15/7

ビット
30/22/14/6

ビット
29/21/13/5

ビット
28/20/12/4

ビット
27/19/11/3

ビット
26/18/10/2

ビット
25/17/9/1

ビット
24/16/8/0
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ICU IRQCR0 — — — — IRQMD[1:0] — —

ICU IRQCR1 — — — — IRQMD[1:0] — —

ICU IRQCR2 — — — — IRQMD[1:0] — —

ICU IRQCR3 — — — — IRQMD[1:0] — —

ICU IRQCR4 — — — — IRQMD[1:0] — —

ICU IRQCR5 — — — — IRQMD[1:0] — —

ICU IRQCR6 — — — — IRQMD[1:0] — —

ICU IRQCR7 — — — — IRQMD[1:0] — —

ICU NMISR — — — — — OSTST LVDST NMIST

ICU NMIER — — — — — OSTEN LVDEN NMIEN

ICU NMICLR — — — — — OSTCLR — NMICLR

ICU NMICR — — — — NMIMD — — —

CMT CMSTR0 — — — — — — — —

— — — — — — STR1 STR0

CMT0 CMCR — — — — — — — —

— CMIE — — — — CKS[1:0]

CMT0 CMCNT

CMT0 CMCOR

CMT1 CMCR — — — — — — — —

— CMIE — — — — CKS[1:0]

CMT1 CMCNT

CMT1 CMCOR

CMT CMSTR1 — — — — — — — —

— — — — — — STR3 STR2

CMT2 CMCR — — — — — — — —

— CMIE — — — — CKS[1:0]

CMT2 CMCNT

CMT2 CMCOR

CMT3 CMCR — — — — — — — —

— CMIE — — — — CKS[1:0]

CMT3 CMCNT

CMT3 CMCOR

WDT TCSR — TMS TME — — CKS[2:0]

WDT WINA

WDT TCNT

WDT WINB

WDT RSTCSR WOVF RSTE — — — — — —

IWDT IWDTRR

IWDT IWDTCR — — — — — — — —

CKS[3:0] — — TOPS[1:0]

IWDT IWDTSR — UNDFF CNTVAL[13:0]

CNTVAL[13:0]

表5.2 I/Oレジスタビット一覧 (9 / 30)

モジュール

シンボル

レジスタ

シンボル

ビット
31/23/15/7

ビット
30/22/14/6

ビット
29/21/13/5

ビット
28/20/12/4

ビット
27/19/11/3

ビット
26/18/10/2

ビット
25/17/9/1

ビット
24/16/8/0
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AD0 ADDRA（注1） — — — — — —

AD0 ADDRB（注1） — — — — — —

AD0 ADDRC（注1） — — — — — —

AD0 ADDRD（注1） — — — — — —

AD0 ADDRE（注1） — — — — — —

AD0 ADDRF（注1） — — — — — —

AD0 ADDRG（注1） — — — — — —

AD0 ADDRH（注1） — — — — — —

AD0 ADCSR — ADIE ADST — CH[3:0]

AD0 ADCR — — — — CKS[1:0] MODE[1:0]

AD0 ADSSTR

AD0 ADDIAGR — — — — — — DIAG[1:0]

AD0 ADDRI（注1） — — — — — —

AD0 ADDRJ（注1） — — — — — —

AD0 ADDRK（注1） — — — — — —

AD0 ADDRL（注1） — — — — — —

AD0 ADSTRGR — — — ADSTRS[4:0]

AD0 ADDPR DPSEL — — — — — — DPPRC

SCI0 SMR CM CHR PE PM STOP MP CKS[1:0]

SCI0 BRR

SCI0 SCR TIE RIE TE RE MPIE TEIE CKE[1:0]

SCI0 TDR

SCI0 SSR TDRE RDRF ORER FER PER TEND MPB MPBT

SCI0 RDR

SCI0 SCMR BCP2 — — — SDIR SINV — SMIF

SCI0 SEMR — — NFEN ABCS — — — —

SMCI0 SMR GM BLK PE PM BCP[1:0] CKS[1:0]

SMCI0 BRR

SMCI0 SCR TIE RIE TE RE MPIE TEIE CKE[1:0]

SMCI0 TDR

SMCI0 SSR TDRE RDRF ORER ERS PER TEND MPB MPBT

SMCI0 RDR

SMCI0 SCMR BCP2 — — — SDIR SINV — SMIF

SCI1 SMR CM CHR PE PM STOP MP CKS[1:0]

SCI1 BRR

SCI1 SCR TIE RIE TE RE MPIE TEIE CKE[1:0]

SCI1 TDR

SCI1 SSR TDRE RDRF ORER FER PER TEND MPB MPBT

SCI1 RDR

SCI1 SCMR BCP2 — — — SDIR SINV — SMIF

表5.2 I/Oレジスタビット一覧 (10 / 30)

モジュール

シンボル

レジスタ

シンボル

ビット
31/23/15/7

ビット
30/22/14/6

ビット
29/21/13/5

ビット
28/20/12/4

ビット
27/19/11/3

ビット
26/18/10/2

ビット
25/17/9/1

ビット
24/16/8/0
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SCI1 SEMR — — NFEN ABCS — — — —

SMCI1 SMR GM BLK PE PM BCP[1:0] CKS[1:0]

SMCI1 BRR

SMCI1 SCR TIE RIE TE RE MPIE TEIE CKE[1:0]

SMCI1 TDR

SMCI1 SSR TDRE RDRF ORER ERS PER TEND MPB MPBT

SMCI1 RDR

SMCI1 SCMR BCP2 — — — SDIR SINV — SMIF

SCI2 SMR CM CHR PE PM STOP MP CKS[1:0]

SCI2 BRR

SCI2 SCR TIE RIE TE RE MPIE TEIE CKE[1:0]

SCI2 TDR

SCI2 SSR TDRE RDRF ORER FER PER TEND MPB MPBT

SCI2 RDR

SCI2 SCMR BCP2 — — — SDIR SINV — SMIF

SCI2 SEMR — — NFEN ABCS — — — —

SMCI2 SMR GM BLK PE PM BCP[1:0] CKS[1:0]

SMCI2 BRR

SMCI2 SCR TIE RIE TE RE MPIE TEIE CKE[1:0]

SMCI2 TDR

SMCI2 SSR TDRE RDRF ORER ERS PER TEND MPB MPBT

SMCI2 RDR

SMCI2 SCMR BCP2 — — — SDIR SINV — SMIF

CRC CRCCR DORCLR — — — — LMS GPS[1:0]

CRC CRCDIR

CRC CRCDOR

RIIC0 ICCR1 ICE IICRST CLO SOWP SCLO SDAO SCLI SDAI

RIIC0 ICCR2 BBSY MST TRS — SP RS ST —

RIIC0 ICMR1 MTWP CKS[2:0] BCWP BC[2:0]

RIIC0 ICMR2 DLCS SDDL[2:0] TMWE TMOH TMOL TMOS

RIIC0 ICMR3 SMBS WAIT RDRFS ACKWP ACKBT ACKBR NF[1:0]

RIIC0 ICFER — SCLE NFE NACKE SALE NALE MALE TMOE

RIIC0 ICSER HOAE — DIDE — GCAE SAR2E SAR1E SAR0E

RIIC0 ICIER TIE TEIE RIE NAKIE SPIE STIE ALIE TMOIE

RIIC0 ICSR1 HOA — DID — GCA AAS2 AAS1 AAS0

RIIC0 ICSR2 TDRE TEND RDRF NACKF STOP START AL TMOF

RIIC0 SARL0 SVA[6:0] SVA0

RIIC0 TMOCNTL

RIIC0 SARU0 — — — — — SVA[1:0] FS

RIIC0 TMOCNTU

RIIC0 SARL1 SVA[6:0] SVA0

RIIC0 SARU1 — — — — — SVA[1:0] FS

RIIC0 SARL2 SVA[6:0] SVA0

RIIC0 SARU2 — — — — — SVA[1:0] FS

RIIC0 ICBRL — — — BRL[4:0]

RIIC0 ICBRH — — — BRH[4:0]

RIIC0 ICDRT

RIIC0 ICDRR
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RSPI0 SPCR SPRIE SPE SPTIE SPEIE MSTR MODFEN TXMD SPMS

RSPI0 SSLP — — — — SSLP3 SSLP2 SSLP1 SSLP0

RSPI0 SPPCR — — MOIFE MOIFV — — SPLP2 SPLP

RSPI0 SPSR SPRF — SPTEF — PERF MODF IDLNF OVRF

RSPI0 SPDR H[15:0]

H[15:0]

L[15:0]

L[15:0]

RSPI0 SPSCR — — — — — SPSLN[2:0]

RSPI0 SPSSR — SPECM[2:0] — SPCP[2:0]

RSPI0 SPBR SPR7 SPR6 SPR5 SPR4 SPR3 SPR2 SPR1 SPR0

RSPI0 SPDCR — — SPLW SPRDTD SLSEL[1:0] SPFC[1:0]

RSPI0 SPCKD — — — — — SCKDL[2:0]

RSPI0 SSLND — — — — — SLNDL[2:0]

RSPI0 SPND — — — — — SPNDL[2:0]

RSPI0 SPCR2 — — — — PTE SPIIE SPOE SPPE

RSPI0 SPCMD0 SCKDEN SLNDEN SPNDEN LSBF SPB[3:0]

SSLKP SSLA[2:0] BRDV[1:0] CPOL CPHA

RSPI0 SPCMD1 SCKDEN SLNDEN SPNDEN LSBF SPB[3:0]

SSLKP SSLA[2:0] BRDV[1:0] CPOL CPHA

RSPI0 SPCMD2 SCKDEN SLNDEN SPNDEN LSBF SPB[3:0]

SSLKP SSLA[2:0] BRDV[1:0] CPOL CPHA

RSPI0 SPCMD3 SCKDEN SLNDEN SPNDEN LSBF SPB[3:0]

SSLKP SSLA[2:0] BRDV[1:0] CPOL CPHA

RSPI0 SPCMD4 SCKDEN SLNDEN SPNDEN LSBF SPB[3:0]

SSLKP SSLA[2:0] BRDV[1:0] CPOL CPHA

RSPI0 SPCMD5 SCKDEN SLNDEN SPNDEN LSBF SPB[3:0]

SSLKP SSLA[2:0] BRDV[1:0] CPOL CPHA

RSPI0 SPCMD6 SCKDEN SLNDEN SPNDEN LSBF SPB[3:0]

SSLKP SSLA[2:0] BRDV[1:0] CPOL CPHA

RSPI0 SPCMD7 SCKDEN SLNDEN SPNDEN LSBF SPB[3:0]

SSLKP SSLA[2:0] BRDV[1:0] CPOL CPHA

S12AD0 ADCSR ADST ADCS[1:0] ADIE CKS[1:0] TRGE EXTRG

S12AD0 ADANS — — CH[1:0] — PG002SEL PG001SEL PG000SEL

— — — — — PG002EN PG001EN PG000EN

S12AD0 ADPG — — — — PG002GAIN[3:0]

PG001GAIN[3:0] PG000GAIN[3:0]

S12AD0 ADCER ADRFMT — ADIEW ADIE2 DIAGM DIAGLD DIAGVAL[1:0]

— — ACE — — ADPRC[1:0] SHBYP

S12AD0 ADSTRGR — — — ADSTRS1[4:0]

— — — ADSTRS0[4:0]

S12AD ADCMPMD0 — — CEN102[1:0] CEN101[1:0] CEN100[1:0]

— — CEN002[1:0] CEN001[1:0] CEN000[1:0]

S12AD ADCMPMD1 — VSELL1 VSELH1 CSEL1 — VSELL0 VSELH0 CSEL0

— REFH[2:0] — REFL[2:0]

S12AD ADCMPNR0 — — — — C002NR[3:0]

C001NR[3:0] C000NR[3:0]

S12AD ADCMPNR1 — — — — C102NR[3:0]

C101NR[3:0] C100NR[3:0]

S12AD ADCMPFR — — C102FLAG C101FLAG C100FLAG C002FLAG C001FLAG C000FLAG
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S12AD ADCMPSEL — — — — — — POERQ IE

— — SEL102 SEL101 SEL100 SEL002 SEL001 SEL000

S12AD0 ADRD（注2） DIAGST[1:0] — — AD11 AD10 AD9 AD8

AD7 AD6 AD5 AD4 AD3 AD2 AD1 AD0

S12AD0 ADDR0A（注2） — — — — AD11 AD10 AD9 AD8

AD7 AD6 AD5 AD4 AD3 AD2 AD1 AD0

S12AD0 ADDR1（注2） — — — — AD11 AD10 AD9 AD8

AD7 AD6 AD5 AD4 AD3 AD2 AD1 AD0

S12AD0 ADDR2（注2） — — — — AD11 AD10 AD9 AD8

AD7 AD6 AD5 AD4 AD3 AD2 AD1 AD0

S12AD0 ADDR3（注2） — — — — AD11 AD10 AD9 AD8

AD7 AD6 AD5 AD4 AD3 AD2 AD1 AD0

S12AD0 ADDR0B（注2） — — — — AD11 AD10 AD9 AD8

AD7 AD6 AD5 AD4 AD3 AD2 AD1 AD0

S12AD0 ADSSTR

S12AD1 ADCSR ADST ADCS[1:0] ADIE CKS[1:0] TRGE EXTRG

S12AD1 ADANS — — CH[1:0] — PG102SEL PG101SEL PG100SEL

— — — — — PG102EN PG101EN PG100EN

S12AD1 ADPG — — — — PG102GAIN[3:0]

PG101GAIN[3:0] PG100GAIN[3:0]

S12AD1 ADCER ADRFMT — ADIEW ADIE2 DIAGM DIAGLD DIAGVAL[1:0]

— — ACE — — ADPRC[1:0] SHBYP

S12AD1 ADSTRGR — — — ADSTRS1[4:0]

— — — ADSTRS0[4:0]

S12AD1 ADRD（注2） DIAGST[1:0] — — AD11 AD10 AD9 AD8

AD7 AD6 AD5 AD4 AD3 AD2 AD1 AD0

S12AD1 ADDR0A（注2） — — — — AD11 AD10 AD9 AD8

AD7 AD6 AD5 AD4 AD3 AD2 AD1 AD0

S12AD1 ADDR1（注2） — — — — AD11 AD10 AD9 AD8

AD7 AD6 AD5 AD4 AD3 AD2 AD1 AD0

S12AD1 ADDR2（注2） — — — — AD11 AD10 AD9 AD8

AD7 AD6 AD5 AD4 AD3 AD2 AD1 AD0

S12AD1 ADDR3（注2） — — — — AD11 AD10 AD9 AD8

AD7 AD6 AD5 AD4 AD3 AD2 AD1 AD0

S12AD1 ADDR0B（注2） — — — — AD11 AD10 AD9 AD8

AD7 AD6 AD5 AD4 AD3 AD2 AD1 AD0

S12AD1 ADSSTR

PORT1 DDR — — — — — — B1 B0

PORT2 DDR — — — B4 B3 B2 B1 B0

PORT3 DDR — — — — B3 B2 B1 B0

PORT7 DDR — B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0

PORT8 DDR — — — — — B2 B1 B0

PORT9 DDR — B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0

PORTA DDR — — B5 B4 B3 B2 B1 B0

PORTB DDR B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0

PORTD DDR B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0

PORTE DDR — — B5 B4 B3 — B1 B0

PORTG DDR — — B5 B4 B3 B2 B1 B0

PORT1 DR — — — — — — B1 B0

PORT2 DR — — — B4 B3 B2 B1 B0

PORT3 DR — — — — B3 B2 B1 B0

PORT7 DR — B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0
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PORT8 DR — — — — — B2 B1 B0

PORT9 DR — B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0

PORTA DR — — B5 B4 B3 B2 B1 B0

PORTB DR B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0

PORTD DR B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0

PORTE DR — — B5 B4 B3 — B1 B0

PORTG DR — — B5 B4 B3 B2 B1 B0

PORT1 PORT — — — — — — B1 B0

PORT2 PORT — — — B4 B3 B2 B1 B0

PORT3 PORT — — — — B3 B2 B1 B0

PORT4 PORT B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0

PORT5 PORT — — B5 B4 B3 B2 B1 B0

PORT6 PORT — — B5 B4 B3 B2 B1 B0

PORT7 PORT — B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0

PORT8 PORT — — — — — B2 B1 B0

PORT9 PORT — B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0

PORTA PORT — — B5 B4 B3 B2 B1 B0

PORTB PORT B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0

PORTD PORT B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0

PORTE PORT — — B5 B4 B3 B2 B1 B0

PORTG PORT — — B5 B4 B3 B2 B1 B0

PORT1 ICR — — — — — — B1 B0

PORT2 ICR — — — B4 B3 B2 B1 B0

PORT3 ICR — — — — B3 B2 B1 B0

PORT4 ICR B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0

PORT5 ICR — — B5 B4 B3 B2 B1 B0

PORT6 ICR — — B5 B4 B3 B2 B1 B0

PORT7 ICR — B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0

PORT8 ICR — — — — — B2 B1 B0

PORT9 ICR — B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0

PORTA ICR — — B5 B4 B3 B2 B1 B0

PORTB ICR B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0

PORTD ICR B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0

PORTE ICR — — B5 B4 B3 — B1 B0

PORTG ICR — — B5 B4 B3 B2 B1 B0

IOPORT PF8IRQ — — — — ITS1[1:0] ITS0[1:0]

IOPORT PF9IRQ — — — — — ITS2 — —

IOPORT PFAADC — — — — — — ADTRG1S ADTRG0S

IOPORT PFCMTU TCLKS[1:0] — — — — MTUS1 MTUS0

IOPORT PFDGPT — — — — — — — GPTS

IOPORT PFFSCI — — — — — SCI2S — —

IOPORT PFGSPI SSL3E SSL2E SSL1E SSL0E MISOE MOSIE RSPCKE —

IOPORT PFHSPI — — — — — — RSPIS[1:0]

IOPORT PFJCAN CANS[1:0] — — — — — CANE

IOPORT PFKLIN — — — — — — — LINE

IOPORT PFMPOE — — — POE11E POE10E POE8E POE4E POE0E

IOPORT PFNPOE POE10S — — — — — — —

SYSTEM DPSBYCR DPSBY IOKEEP — — — — — —

SYSTEM DPSWCR — — WTSTS[5:0]

SYSTEM DPSIER DNMIE — — DLVDE — — DIRQ1E DIRQ0E

SYSTEM DPSIFR DNMIF — — DLVDF — — DIRQ1F DIRQ0F

SYSTEM DPSIEGR DNMIEG — — — — — DIRQ1EG DIRQ0EG
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SYSTEM RSTSR DPSRSTF — — — — LVD2F LVD1F PORF

FLASH FWEPROR — — — — — — FLWE[1:0]

SYSTEM LVDKEYR

SYSTEM LVDCR LVD2E LVD2RI — — LVD1E LVD1RI — —

SYSTEM DPSBKR0

SYSTEM DPSBKR1

SYSTEM DPSBKR2

SYSTEM DPSBKR3

SYSTEM DPSBKR4

SYSTEM DPSBKR5

SYSTEM DPSBKR6

SYSTEM DPSBKR7

SYSTEM DPSBKR8

SYSTEM DPSBKR9

SYSTEM DPSBKR10

SYSTEM DPSBKR11

SYSTEM DPSBKR12

SYSTEM DPSBKR13

SYSTEM DPSBKR14

SYSTEM DPSBKR15

SYSTEM DPSBKR16

SYSTEM DPSBKR17

SYSTEM DPSBKR18

SYSTEM DPSBKR19

SYSTEM DPSBKR20

SYSTEM DPSBKR21

SYSTEM DPSBKR22

SYSTEM DPSBKR23

SYSTEM DPSBKR24

SYSTEM DPSBKR25

SYSTEM DPSBKR26

SYSTEM DPSBKR27

SYSTEM DPSBKR28

SYSTEM DPSBKR29

SYSTEM DPSBKR30

SYSTEM DPSBKR31

POE ICSR1 — — — POE0F — — — PIE1

— — — — — — POE0M[1:0]

POE OCSR1 OSF1 — — — — — OCE1 OIE1

— — — — — — — —

POE ICSR2 — — — POE4F — — — PIE2

— — — — — — POE4M[1:0]

POE OCSR2 OSF2 — — — — — OCE2 OIE2

— — — — — — — —

POE ICSR3 — — — POE8F — — POE8E PIE3

— — — — — — POE8M[1:0]

POE SPOER — — — GPT23HIZ GPT01HIZ MTUCH0HIZ MTUCH67HIZ MTUCH34HIZ

POE POECR1 — — — — MTU0DZE MTU0CZE MTU0BZE MTU0AZE

POE POECR2 — — — — — MTU3BDZE MTU4ACZE MTU4BDZE

— — — — — MTU6BDZE MTU7ACZE MTU7BDZE

POE POECR3 — — — — — — GPT3ABZE GPT2ABZE

— — — — — — GPT1ABZE GPT0ABZE
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POE POECR4 — — IC5ADDMT67
ZE

IC4ADDMT67Z
E

IC3ADDMT67Z
E

— IC1ADDMT67Z
E

CMADDMT67Z
E

— — IC5ADDMT34
ZE

IC4ADDMT34Z
E

IC3ADDMT34Z
E

IC2ADDMT34Z
E

— CMADDMT34Z
E

POE POECR5 — — — — — — — —

— — IC5ADDMT0ZE IC4ADDMT0ZE — IC2ADDMT0ZE IC1ADDMT0ZE CMADDMT0ZE

POE POECR6 — — — IC4ADDGPT
23ZE

IC3ADDGPT23
ZE

IC2ADDGPT23
ZE

IC1ADDGPT23
ZE

CMADDGPT23
ZE

— — IC5ADDGPT
01ZE

— IC3ADDGPT
01ZE

IC2ADDGPT
01ZE

IC1ADDGPT
01ZE

CMADDGPT
01ZE

POE ICSR4 — — — POE10F — — POE10E PIE4

— — — — — — POE10M[1:0]

POE ALR1 — — — — — — — —

OLSEN — OLSG2B OLSG2A OLSG1B OLSG1A OLSG0B OLSG0A

POE ICSR5 — — — POE11F — — POE11E PIE5

— — — — — — POE11M[1:0]

CAN0（注3） MB.ID IDE RTR — SID[10:0]

SID[10:0] EID[17:0]

EID[17:0]

EID[17:0]

MB.DLC — — — — — — — —

— — — — DLC[3:0]

MB.DATA0～7

MB.TS TSH[7:0]

TSL[7:0]

CAN0（注3） MKR0 — — — SID[10:0]

SID[10:0] EID[17:0]

EID[17:0]

EID[17:0]

CAN0（注3） MKR1 — — — SID[10:0]

SID[10:0] EID[17:0]

EID[17:0]

EID[17:0]

CAN0（注3） MKR2 — — — SID[10:0]

SID[10:0] EID[17:0]

EID[17:0]

EID[17:0]

CAN0（注3） MKR3 — — — SID[10:0]

SID[10:0] EID[17:0]

EID[17:0]

EID[17:0]

CAN0（注3） MKR4 — — — SID[10:0]

SID[10:0] EID[17:0]

EID[17:0]

EID[17:0]

CAN0（注3） MKR5 — — — SID[10:0]

SID[10:0] EID[17:0]

EID[17:0]

EID[17:0]

CAN0（注3） MKR6 — — — SID[10:0]

SID[10:0] EID[17:0]

EID[17:0]

EID[17:0]
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CAN0（注3） MKR7 — — — SID[10:0]

SID[10:0] EID[17:0]

EID[17:0]

EID[17:0]

CAN0（注3） FIDCR0 IDE RTR — SID[10:0]

SID[10:0] EID[17:0]

EID[17:0]

EID[17:0]

CAN0（注3） FIDCR1 IDE RTR — SID[10:0]

SID[10:0] EID[17:0]

EID[17:0]

EID[17:0]

CAN0（注3） MKIVLR

CAN0（注3） MIER — — — — — — — —

— — — — — — — —

— — — — — — — —

— — — — — — — —

CAN0（注3） MCTL.TX TRMREQ RECREQ — ONESHOT — TRMABT TRMACTIVE SENTDATA

MCTL.RX TRMREQ RECREQ — ONESHOT — MSGLOST INVALDATA NEWDATA

CAN0（注3） CTLR — — RBOC BOM[1:0] SLPM CANM[1:0]

TSPS[1:0] TSRC TPM MLM IDFM[1:0] MBM

CAN0（注3） STR — RECST TRMST BOST EPST SLPST HLTST RSTST

EST TABST FMLST NMLST TFST RFST SDST NDST

CAN0（注3） BCR TSEG1[3:0] — — BRP[9:0]

BRP[9:0]

— — SJW[1:0] — TSEG2[2:0]

— — — — — — — —

CAN0（注3） RFCR RFEST RFWST RFFST RFMLF RFUST[2:0] RFE

CAN0（注3） RFPCR — — — — — — — —

CAN0（注3） TFCR TFEST TFFST — — TFUST[2:0] TFE

CAN0（注3） TFPCR — — — — — — — —

CAN0（注3） EIER BLIE OLIE ORIE BORIE BOEIE EPIE EWIE BEIE

CAN0（注3） EIFR BLIF OLIF ORIF BORIF BOEIF EPIF EWIF BEIF

CAN0（注3） RECR — — — — — — — —

CAN0（注3） TECR — — — — — — — —

CAN0（注3） ECSR EDPM ADEF BE0F BE1F CEF AEF FEF SEF

CAN0（注3） CSSR — — — — — — — —

CAN0（注3） MSSR SEST — — MBNST[4:0]

CAN0（注3） MSMR — — — — — — MBSM[1:0]

CAN0（注3） TSR — — — — — — — —

— — — — — — — —

CAN0（注3） AFSR — — — — — — — —

— — — — — — — —

CAN0（注3） TCR — — — — — TSTM[1:0] TSTE

LIN0 LWBR — — — — — — — LWBR0

LIN0 LBRP0

LIN0 LBRP1

LIN0 LSTC LSTM

表5.2 I/Oレジスタビット一覧 (17 / 30)

モジュール

シンボル

レジスタ

シンボル

ビット
31/23/15/7

ビット
30/22/14/6

ビット
29/21/13/5

ビット
28/20/12/4

ビット
27/19/11/3

ビット
26/18/10/2

ビット
25/17/9/1

ビット
24/16/8/0



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 157 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 5.  I/O レジスタ

LIN0 L0MD — — — — LCKS[1:0] — —

LIN0 L0BRK — — BDT[1:0] BLT[3:0]

LIN0 L0SPC — — IBS[1:0] — IBSH[2:0]

LIN0 L0WUP WUTL[3:0] — — — —

LIN0 L0IE — — — — — ERRIE FRCIE FTCIE

LIN0 L0EDE — — — — FERE FTERE PBERE BERE

LIN0 L0C — — — — — — OM1 OM0

LIN0 L0TC — — — — — — RTS FTS

LIN0 L0MST — — — — — — OMM1 OMM0

LIN0 L0ST HTRC D1RC — — ERR — FRC FTC

LIN0 L0EST — — CSER — FER FTER PBER BER

LIN0 L0RFC — FSM CSM RFT RFDL[3:0]

LIN0 L0IDB IDP ID

LIN0 L0CBR

LIN0 L0DB1

LIN0 L0DB2

LIN0 L0DB3

LIN0 L0DB4

LIN0 L0DB5

LIN0 L0DB6

LIN0 L0DB7

LIN0 L0DB8

MTU3 TCR CCLR[2:0] CKEG[1:0] TPSC[2:0]

MTU4 TCR CCLR[2:0] CKEG[1:0] TPSC[2:0]

MTU3 TMDR1 — — BFB BFA MD[3:0]

MTU4 TMDR1 — — BFB BFA MD[3:0]

MTU3 TIORH IOB[3:0] IOA[3:0]

MTU3 TIORL IOD[3:0] IOC[3:0]

MTU4 TIORH IOB[3:0] IOA[3:0]

MTU4 TIORL IOD[3:0] IOC[3:0]

MTU3 TIER TTGE — — TCIEV TGIED TGIEC TGIEB TGIEA

MTU4 TIER TTGE TTGE2 — TCIEV TGIED TGIEC TGIEB TGIEA

MTU TOERA — — OE4D OE4C OE3D OE4B OE4A OE3B

MTU TGCRA — BDC N P FB WF VF UF

MTU TOCR1A — PSYE — — TOCL TOCS OLSN OLSP

MTU TOCR2A BF[1:0] OLS3N OLS3P OLS2N OLS2P OLS1N OLS1P

MTU3 TCNT

MTU4 TCNT

MTU TCDRA

MTU TDDRA

MTU3 TGRA

MTU3 TGRB

MTU4 TGRA

表5.2 I/Oレジスタビット一覧 (18 / 30)

モジュール

シンボル

レジスタ

シンボル

ビット
31/23/15/7

ビット
30/22/14/6

ビット
29/21/13/5

ビット
28/20/12/4

ビット
27/19/11/3

ビット
26/18/10/2

ビット
25/17/9/1

ビット
24/16/8/0
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MTU4 TGRB

MTU TCNTSA

MTU TCBRA

MTU3 TGRC

MTU3 TGRD

MTU4 TGRC

MTU4 TGRD

MTU3 TSR TCFD — — TCFV TGFD TGFC TGFB TGFA

MTU4 TSR TCFD — — TCFV TGFD TGFC TGFB TGFA

MTU TITCR1A T3AEN T3ACOR[2:0] T4VEN T4VCOR[2:0]

MTU TITCNT1A — T3ACNT[2:0] — T4VCNT[2:0]

MTU TBTERA — — — — — — BTE[1:0]

MTU TDERA — — — — — — — TDER

MTU TOLBRA — — OLS3N OLS3P OLS2N OLS2P OLS1N OLS1P

MTU3 TBTM — — — — — — TTSB TTSA

MTU4 TBTM — — — — — — TTSB TTSA

MTU TITMRA — — — — — — — TITM

MTU TITCR2A — — — — — TRG4COR[2:0]

MTU TITCNT2A — — — — — TRG4CNT[2:0]

MTU4 TADCR BF[1:0] — — — — — —

UT4AE DT4AE UT4BE DT4BE ITA3AE ITA4VE ITB3AE ITB4VE

MTU4 TADCORA

MTU4 TADCORB

MTU4 TADCOBRA

MTU4 TADCOBRB

MTU TWCRA CCE — — — — — — WRE

MTU TMDR2A — — — — — — — DRS

MTU3 TGRE

MTU4 TGRE

MTU4 TGRF

MTU TSTRA CST4 CST3 — — — CST2 CST1 CST0

MTU TSYRA SYNC4 SYNC3 — — — SYNC2 SYNC1 SYNC0

MTU TCSYSTR SCH0 SCH1 SCH2 SCH3 SCH4 — SCH6 SCH7

MTU TRWERA — — — — — — — RWE

MTU0 TCR CCLR[2:0] CKEG[1:0] TPSC[2:0]

MTU0 TMDR1 — BFE BFB BFA MD[3:0]

MTU0 TIORH IOB[3:0] IOA[3:0]

表5.2 I/Oレジスタビット一覧 (19 / 30)

モジュール

シンボル

レジスタ

シンボル

ビット
31/23/15/7

ビット
30/22/14/6

ビット
29/21/13/5

ビット
28/20/12/4

ビット
27/19/11/3

ビット
26/18/10/2

ビット
25/17/9/1

ビット
24/16/8/0
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MTU0 TIORL IOD[3:0] IOC[3:0]

MTU0 TIER TTGE — — TCIEV TGIED TGIEC TGIEB TGIEA

MTU0 TSR — — — TCFV TGFD TGFC TGFB TGFA

MTU0 TCNT

MTU0 TGRA

MTU0 TGRB

MTU0 TGRC

MTU0 TGRD

MTU0 TGRE

MTU0 TGRF

MTU0 TIER2 TTGE2 — — — — — TGIEF TGIEE

MTU0 TSR2 — — — — — — TGFF TGFE

MTU0 TBTM — — — — — TTSE TTSB TTSA

MTU1 TCR — CCLR[1:0] CKEG[1:0] TPSC[2:0]

MTU1 TMDR1 — — — — MD[3:0]

MTU1 TIOR IOB[3:0] IOA[3:0]

MTU1 TIER TTGE — TCIEU TCIEV — — TGIEB TGIEA

MTU1 TSR TCFD — TCFU TCFV — — TGFB TGFA

MTU1 TCNT

MTU1 TGRA

MTU1 TGRB

MTU1 TICCR — — — — I2BE I2AE I1BE I1AE

MTU2 TCR — CCLR[1:0] CKEG[1:0] TPSC[2:0]

MTU2 TMDR1 — — — — MD[3:0]

MTU2 TIOR IOB[3:0] IOA[3:0]

MTU2 TIER TTGE — TCIEU TCIEV — — TGIEB TGIEA

MTU2 TSR TCFD — TCFU TCFV — — TGFB TGFA

MTU2 TCNT

MTU2 TGRA

MTU2 TGRB

MTU6 TCR CCLR[2:0] CKEG[1:0] TPSC[2:0]

MTU7 TCR CCLR[2:0] CKEG[1:0] TPSC[2:0]

MTU6 TMDR1 — — BFB BFA MD[3:0]

MTU7 TMDR1 — — BFB BFA MD[3:0]

MTU6 TIORH IOB[3:0] IOA[3:0]

MTU6 TIORL IOD[3:0] IOC[3:0]

MTU7 TIORH IOB[3:0] IOA[3:0]

MTU7 TIORL IOD[3:0] IOC[3:0]

表5.2 I/Oレジスタビット一覧 (20 / 30)

モジュール

シンボル

レジスタ

シンボル

ビット
31/23/15/7

ビット
30/22/14/6

ビット
29/21/13/5

ビット
28/20/12/4

ビット
27/19/11/3

ビット
26/18/10/2

ビット
25/17/9/1

ビット
24/16/8/0
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MTU6 TIER TTGE — — TCIEV TGIED TGIEC TGIEB TGIEA

MTU7 TIER TTGE TTGE2 — TCIEV TGIED TGIEC TGIEB TGIEA

MTU TOERB — — OE7D OE7C OE6D OE7B OE7A OE6B

MTU TOCR1B — PSYE — — TOCL TOCS OLSN OLSP

MTU TOCR2B BF[1:0] OLS3N OLS3P OLS2N OLS2P OLS1N OLS1P

MTU6 TCNT

MTU7 TCNT

MTU TCDRB

MTU TDDRB

MTU6 TGRA

MTU6 TGRB

MTU7 TGRA

MTU7 TGRB

MTU TCNTSB

MTU TCBRB

MTU6 TGRC

MTU6 TGRD

MTU7 TGRC

MTU7 TGRD

MTU6 TSR TCFD — — TCFV TGFD TGFC TGFB TGFA

MTU7 TSR TCFD — — TCFV TGFD TGFC TGFB TGFA

MTU TITCR1B T6AEN T6ACOR[2:0] T7VEN T7VCOR[2:0]

MTU TITCNT1B — T6ACNT[2:0] — T7VCNT[2:0]

MTU TBTERB — — — — — — BTE[1:0]

MTU TDERB — — — — — — — TDER

MTU TOLBRB — — OLS3N OLS3P OLS2N OLS2P OLS1N OLS1P

MTU6 TBTM — — — — — — TTSB TTSA

MTU7 TBTM — — — — — — TTSB TTSA

MTU TITMRB — — — — — — — TITM

MTU TITCR2B — — — — — TRG7COR[2:0]

MTU TITCNT2B — — — — — TRG7CNT[2:0]

MTU7 TADCR BF[1:0] — — — — — —

UT7AE DT7AE UT7BE DT7BE ITA6AE ITA7VE ITB6AE ITB7VE

MTU7 TADCORA

MTU7 TADCORB

表5.2 I/Oレジスタビット一覧 (21 / 30)

モジュール

シンボル

レジスタ

シンボル

ビット
31/23/15/7

ビット
30/22/14/6

ビット
29/21/13/5

ビット
28/20/12/4

ビット
27/19/11/3

ビット
26/18/10/2

ビット
25/17/9/1

ビット
24/16/8/0
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MTU7 TADCOBRA

MTU7 TADCOBRB

MTU6 TSYCR CE0A CE0B CE0C CE0D CE1A CE1B CE2A CE2B

MTU TWCRB CCE — — — — — SCC WRE

MTU TMDR2B — — — — — — — DRS

MTU6 TGRE

MTU7 TGRE

MTU7 TGRF

MTU TSTRB CST7 CST6 — — — — — —

MTU TSYRB SYNC7 SYNC6 — — — — — —

MTU TRWERB — — — — — — — RWE

MTU5 TCNTU

MTU5 TGRU

MTU5 TCRU — — — — — — TPSC[1:0]

MTU5 TIORU — — — IOC[4:0]

MTU5 TCNTV

MTU5 TGRV

MTU5 TCRV — — — — — — TPSC[1:0]

MTU5 TIORV — — — IOC[4:0]

MTU5 TCNTW

MTU5 TGRW

MTU5 TCRW — — — — — — TPSC[1:0]

MTU5 TIORW — — — IOC[4:0]

MTU5 TSR — — — — — CMFU5 CMFV5 CMFW5

MTU5 TIER — — — — — TGIE5U TGIE5V TGIE5W

MTU5 TSTR — — — — — CSTU5 CSTV5 CSTW5

MTU5 TCNTCMPCLR — — — — — CMPCLR5U CMPCLR5V CMPCLR5W

GPT GTSTR — — — — — — — —

— — — — CST3 CST2 CST1 CST0

GPT GTHSCR CPHW3[1:0] CPHW2[1:0] CPHW1[1:0] CPHW0[1:0]

CSHW3[1:0] CSHW2[1:0] CSHW1[1:0] CSHW0[1:0]

GPT GTHCCR — — — — CCSW3 CCSW2 CCSW1 CCSW0

CCHW3[1:0] CCHW2[1:0] CCHW1[1:0] CCHW0[1:0]

GPT GTHSSR CSHSL3[3:0] CSHSL2[3:0]

CSHSL1[3:0] CSHSL0[3:0]

GPT GTHPSR CSHPL3[3:0] CSHPL2[3:0]

CSHPL1[3:0] CSHPL0[3:0]

GPT GTWP — — — — — — — —

— — — — WP3 WP2 WP1 WP0

GPT GTSYNC — — SYNC3[1:0] — — SYNC2[1:0]

— — SYNC1[1:0] — — SYNC0[1:0]

表5.2 I/Oレジスタビット一覧 (22 / 30)

モジュール

シンボル

レジスタ

シンボル

ビット
31/23/15/7

ビット
30/22/14/6

ビット
29/21/13/5

ビット
28/20/12/4

ビット
27/19/11/3

ビット
26/18/10/2

ビット
25/17/9/1

ビット
24/16/8/0
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GPT GTETINT — — — — — — ETINF ETIPF

— — — — — — ETINEN ETIPEN

GPT GTBDR BD33 BD32 BD31 BD30 BD23 BD22 BD21 BD20

BD13 BD12 BD11 BD10 BD03 BD02 BD01 BD00

GPT GTSWP — — — — — — — —

— — — — SWP3 SWP2 SWP1 SWP0

GPT LCCR LPSC[1:0] TPSC[1:0] LCNTAT LCTO[2:0]

— LCINTO LCINTD LCINTC — LCNTS LCNTCR LCNTE

GPT LCST — — — — — — — —

— — — — — LISO LISD LISC

GPT LCNT

GPT LCNTA

GPT LCNT00

GPT LCNT01

GPT LCNT02

GPT LCNT03

GPT LCNT04

GPT LCNT05

GPT LCNT06

GPT LCNT07

GPT LCNT08

GPT LCNT09

GPT LCNT10

GPT LCNT11

GPT LCNT12

GPT LCNT13

GPT LCNT14

GPT LCNT15

GPT LCNTDU

GPT LCNTDL

GPT0 GTIOR OBHLD OBDFLT GTIOB[5:0]

OAHLD OADFLT GTIOA[5:0]

表5.2 I/Oレジスタビット一覧 (23 / 30)

モジュール

シンボル

レジスタ

シンボル

ビット
31/23/15/7

ビット
30/22/14/6

ビット
29/21/13/5

ビット
28/20/12/4

ビット
27/19/11/3

ビット
26/18/10/2

ビット
25/17/9/1

ビット
24/16/8/0
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GPT0 GTINTAD ADTRBDEN ADTRBUEN ADTRADEN ADTRAUEN EINT — — —

GTINTPR[1:0] GTINTF GTINTE GTINTD GTINTC GTINTB GTINTA

GPT0 GTCR — — CCLR[1:0] — — TPCS[1:0]

— — — — — MD[2:0]

GPT0 GTBER — ADTDB ADTTB[1:0] — ADTDA ADTTA[1:0]

— CCRSWT PR[1:0] CCRB[1:0] CCRA[1:0]

GPT0 GTUDC — — — — — — — —

— — — — — — UDF UD

GPT0 GTITC — ADTBL — ADTAL — IVTT[2:0]

IVTC[1:0] ITLF ITLE ITLD ITLC ITLB ITLA

GPT0 GTST TUCF — — — DTEF ITCNT[2:0]

TCFPU TCFPO TCFF TCFE TCFD TCFC TCFB TCFA

GPT0 GTCNT

GPT0 GTCCRA

GPT0 GTCCRB

GPT0 GTCCRC

GPT0 GTCCRD

GPT0 GTCCRE

GPT0 GTCCRF

GPT0 GTPR

GPT0 GTPBR

GPT0 GTPDBR

GPT0 GTADTRA

GPT0 GTADTBRA

GPT0 GTADTDBRA

GPT0 GTADTRB

GPT0 GTADTBRB

GPT0 GTADTDBRB

GPT0 GTONCR OBE OAE — SWN — — — NFV

NFS[3:0] NVB NVA NEB NEA

GPT0 GTDTCR — — — — — — — TDFER

— — TDBDE TDBUE — — — TDE

GPT0 GTDVU

表5.2 I/Oレジスタビット一覧 (24 / 30)

モジュール

シンボル

レジスタ

シンボル

ビット
31/23/15/7

ビット
30/22/14/6

ビット
29/21/13/5

ビット
28/20/12/4

ビット
27/19/11/3

ビット
26/18/10/2

ビット
25/17/9/1

ビット
24/16/8/0
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GPT0 GTDVD

GPT0 GTDBU

GPT0 GTDBD

GPT0 GTSOS — — — — — — — —

— — — — — — SOS[1:0]

GPT0 GTSOTR — — — — — — — —

— — — — — — — SOTR

GPT1 GTIOR OBHLD OBDFLT GTIOB[5:0]

OAHLD OADFLT GTIOA[5:0]

GPT1 GTINTAD ADTRBDEN ADTRBUEN ADTRADEN ADTRAUEN EINT — — —

GTINTPR[1:0] GTINTF GTINTE GTINTD GTINTC GTINTB GTINTA

GPT1 GTCR — — CCLR[1:0] — — TPCS[1:0]

— — — — — MD[2:0]

GPT1 GTBER — ADTDB ADTTB[1:0] — ADTDA ADTTA[1:0]

— CCRSWT PR[1:0] CCRB[1:0] CCRA[1:0]

GPT1 GTUDC — — — — — — — —

— — — — — — UDF UD

GPT1 GTITC — ADTBL — ADTAL — IVTT[2:0]

IVTC[1:0] ITLF ITLE ITLD ITLC ITLB ITLA

GPT1 GTST TUCF — — — DTEF ITCNT[2:0]

TCFPU TCFPO TCFF TCFE TCFD TCFC TCFB TCFA

GPT1 GTCNT

GPT1 GTCCRA

GPT1 GTCCRB

GPT1 GTCCRC

GPT1 GTCCRD

GPT1 GTCCRE

GPT1 GTCCRF

GPT1 GTPR

GPT1 GTPBR

GPT1 GTPDBR

GPT1 GTADTRA

GPT1 GTADTBRA

GPT1 GTADTDBRA

表5.2 I/Oレジスタビット一覧 (25 / 30)

モジュール

シンボル

レジスタ

シンボル

ビット
31/23/15/7

ビット
30/22/14/6

ビット
29/21/13/5

ビット
28/20/12/4

ビット
27/19/11/3

ビット
26/18/10/2

ビット
25/17/9/1

ビット
24/16/8/0
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GPT1 GTADTRB

GPT1 GTADTBRB

GPT1 GTADTDBRB

GPT1 GTONCR OBE OAE — SWN — — — NFV

NFS[3:0] NVB NVA NEB NEA

GPT1 GTDTCR — — — — — — — TDFER

— — TDBDE TDBUE — — — TDE

GPT1 GTDVU

GPT1 GTDVD

GPT1 GTDBU

GPT1 GTDBD

GPT1 GTSOS — — — — — — — —

— — — — — — SOS[1:0]

GPT1 GTSOTR — — — — — — — —

— — — — — — — SOTR

GPT2 GTIOR OBHLD OBDFLT GTIOB[5:0]

OAHLD OADFLT GTIOA[5:0]

GPT2 GTINTAD ADTRBDEN ADTRBUEN ADTRADEN ADTRAUEN EINT — — —

GTINTPR[1:0] GTINTF GTINTE GTINTD GTINTC GTINTB GTINTA

GPT2 GTCR — — CCLR[1:0] — — TPCS[1:0]

— — — — — MD[2:0]

GPT2 GTBER — ADTDB ADTTB[1:0] — ADTDA ADTTA[1:0]

— CCRSWT PR[1:0] CCRB[1:0] CCRA[1:0]

GPT2 GTUDC — — — — — — — —

— — — — — — UDF UD

GPT2 GTITC — ADTBL — ADTAL — IVTT[2:0]

IVTC[1:0] ITLF ITLE ITLD ITLC ITLB ITLA

GPT2 GTST TUCF — — — DTEF ITCNT[2:0]

TCFPU TCFPO TCFF TCFE TCFD TCFC TCFB TCFA

GPT2 GTCNT

GPT2 GTCCRA

GPT2 GTCCRB

GPT2 GTCCRC

GPT2 GTCCRD

GPT2 GTCCRE

GPT2 GTCCRF

表5.2 I/Oレジスタビット一覧 (26 / 30)

モジュール

シンボル

レジスタ

シンボル

ビット
31/23/15/7

ビット
30/22/14/6

ビット
29/21/13/5

ビット
28/20/12/4

ビット
27/19/11/3

ビット
26/18/10/2

ビット
25/17/9/1

ビット
24/16/8/0
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GPT2 GTPR

GPT2 GTPBR

GPT2 GTPDBR

GPT2 GTADTRA

GPT2 GTADTBRA

GPT2 GTADTDBRA

GPT2 GTADTRB

GPT2 GTADTBRB

GPT2 GTADTDBRB

GPT2 GTONCR OBE OAE — SWN — — — NFV

NFS[3:0] NVB NVA NEB NEA

GPT2 GTDTCR — — — — — — — TDFER

— — TDBDE TDBUE — — — TDE

GPT2 GTDVU

GPT2 GTDVD

GPT2 GTDBU

GPT2 GTDBD

GPT2 GTSOS — — — — — — — —

— — — — — — SOS[1:0]

GPT2 GTSOTR — — — — — — — —

— — — — — — — SOTR

GPT3 GTIOR OBHLD OBDFLT GTIOB[5:0]

OAHLD OADFLT GTIOA[5:0]

GPT3 GTINTAD ADTRBDEN ADTRBUEN ADTRADEN ADTRAUEN EINT — — —

GTINTPR[1:0] GTINTF GTINTE GTINTD GTINTC GTINTB GTINTA

GPT3 GTCR — — CCLR[1:0] — — TPCS[1:0]

— — — — — MD[2:0]

GPT3 GTBER — ADTDB ADTTB[1:0] — ADTDA ADTTA[1:0]

— CCRSWT PR[1:0] CCRB[1:0] CCRA[1:0]

GPT3 GTUDC — — — — — — — —

— — — — — — UDF UD

GPT3 GTITC — ADTBL — ADTAL — IVTT[2:0]

IVTC[1:0] ITLF ITLE ITLD ITLC ITLB ITLA

GPT3 GTST TUCF — — — DTEF ITCNT[2:0]

TCFPU TCFPO TCFF TCFE TCFD TCFC TCFB TCFA

GPT3 GTCNT

表5.2 I/Oレジスタビット一覧 (27 / 30)

モジュール

シンボル

レジスタ

シンボル

ビット
31/23/15/7

ビット
30/22/14/6

ビット
29/21/13/5

ビット
28/20/12/4

ビット
27/19/11/3

ビット
26/18/10/2

ビット
25/17/9/1

ビット
24/16/8/0
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GPT3 GTCCRA

GPT3 GTCCRB

GPT3 GTCCRC

GPT3 GTCCRD

GPT3 GTCCRE

GPT3 GTCCRF

GPT3 GTPR

GPT3 GTPBR

GPT3 GTPDBR

GPT3 GTADTRA

GPT3 GTADTBRA

GPT3 GTADTDBRA

GPT3 GTADTRB

GPT3 GTADTBRB

GPT3 GTADTDBRB

GPT3 GTONCR OBE OAE — SWN — — — NFV

NFS[3:0] NVB NVA NEB NEA

GPT3 GTDTCR — — — — — — — TDFER

— — TDBDE TDBUE — — — TDE

GPT3 GTDVU

GPT3 GTDVD

GPT3 GTDBU

GPT3 GTDBD — — — — — — — —

— — — — — — SOS[1:0]

GPT3 GTSOS — — — — — — — —

— — — — — — SOS[1:0]

GPT3 GTSOTR — — — — — — — —

— — — — — — — SOTR

GPT0 GTDLYCR — — — — — — — —

— — — — — DLYEN DLYRST DLLEN

GPT1 GTDLYCR — — — — — — — —

— — — — — DLYEN DLYRST DLLEN

表5.2 I/Oレジスタビット一覧 (28 / 30)

モジュール

シンボル

レジスタ

シンボル

ビット
31/23/15/7

ビット
30/22/14/6

ビット
29/21/13/5

ビット
28/20/12/4

ビット
27/19/11/3

ビット
26/18/10/2

ビット
25/17/9/1

ビット
24/16/8/0



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 168 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 5.  I/O レジスタ

GPT2 GTDLYCR — — — — — — — —

— — — — — DLYEN DLYRST DLLEN

GPT3 GTDLYCR — — — — — — — —

— — — — — DLYEN DLYRST DLLEN

GPT0 GTDLYRA — — — — — — — —

— — — DLY[4:0]

GPT0 GTDLYRB — — — — — — — —

— — — DLY[4:0]

GPT1 GTDLYRA — — — — — — — —

— — — DLY[4:0]

GPT1 GTDLYRB — — — — — — — —

— — — DLY[4:0]

GPT2 GTDLYRA — — — — — — — —

— — — DLY[4:0]

GPT2 GTDLYRB — — — — — — — —

— — — DLY[4:0]

GPT3 GTDLYRA — — — — — — — —

— — — DLY[4:0]

GPT3 GTDLYRB — — — — — — — —

— — — DLY[4:0]

GPT0 GTDLYFA — — — — — — — —

— — — DLY[4:0]

GPT0 GTDLYFB — — — — — — — —

— — — DLY[4:0]

GPT1 GTDLYFA — — — — — — — —

— — — DLY[4:0]

GPT1 GTDLYFB — — — — — — — —

— — — DLY[4:0]

GPT2 GTDLYFA — — — — — — — —

— — — DLY[4:0]

GPT2 GTDLYFB — — — — — — — —

— — — DLY[4:0]

GPT3 GTDLYFA — — — — — — — —

— — — DLY[4:0]

GPT3 GTDLYFB — — — — — — — —

— — — DLY[4:0]

FLASH FMODR — — — FRDMD — — — —

FLASH FASTAT ROMAE — — CMDLK DFLAE — DFLRPE DFLWPE

FLASH FAEINT ROMAEIE — — CMDLKIE DFLAEIE — DFLRPEIE DFLWPEIE

FLASH FRDYIE — — — — — — — FRDYIE

FLASH DFLRE0 KEY[7:0]

DBRE07 DBRE06 DBRE05 DBRE04 DBRE03 DBRE02 DBRE01 DBRE00

FLASH DFLRE1 KEY[7:0]

DBRE15 DBRE14 DBRE13 DBRE12 DBRE11 DBRE10 DBRE09 DBRE08

FLASH DFLWE0 KEY[7:0]

DBWE07 DBWE06 DBWE05 DBWE04 DBWE03 DBWE02 DBWE01 DBWE00

FLASH DFLWE1 KEY[7:0]

DBWE15 DBWE14 DBWE13 DBWE12 DBWE11 DBWE10 DBWE09 DBWE08

FLASH FCURAME KEY[7:0]

— — — — — — — FCRME

FLASH FSTATR0 FRDY ILGLERR ERSERR PRGERR SUSRDY — ERSSPD PRGSPD

表5.2 I/Oレジスタビット一覧 (29 / 30)

モジュール

シンボル

レジスタ

シンボル

ビット
31/23/15/7

ビット
30/22/14/6

ビット
29/21/13/5

ビット
28/20/12/4

ビット
27/19/11/3

ビット
26/18/10/2

ビット
25/17/9/1

ビット
24/16/8/0
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注 . 本節は I/Oポート関連のレジスタ（0008 C001h～0008 C116h）において、112ピンLQFP版のビット構成を記載しています。
パッケージによりレジスタ、ビット構成が異なりますので、その他のパッケージ品のレジスタ、ビット構成については「15.
　I/Oポート」を参照してください。

注1.  ADDPR.DPSELビット＝0、ADDPR.DPPRCビット＝0（データは10ビット精度で、LSB詰め）の場合のビット構成です。
詳細は「29.　10ビットA/Dコンバータ（ADA）」を参照してください。

注2. ADCER.ADRFMTビット＝0（右詰め）かつADCER.ADPRC[1:0]ビット＝00bの場合のビット構成です。詳細は「28.　12
ビットA/Dコンバータ（S12ADA）」を参照してください。

注3. CAN機能なし版では対応していません。

FLASH FSTATR1 FCUERR — — FLOCKST — — — —

FLASH FENTRYR FEKEY[7:0]

FENTRYD — — — — — — FENTRY0

FLASH FPROTR FPKEY[7:0]

— — — — — — — FPROTCN

FLASH FRESETR FRKEY[7:0]

— — — — — — — FRESET

FLASH FCMDR CMDR[7:0]

PCMDR[7:0]

FLASH FCPSR — — — — — — — —

— — — — — — — ESUSPMD

FLASH DFLBCCNT — — — — — BCADR[7:0]

BCADR[7:0] — — BCSIZE

FLASH FPESTAT — — — — — — — —

PEERRST[7:0]

FLASH DFLBCSTAT — — — — — — — —

— — — — — — — BCST

FLASH PCKAR — — — — — — — —

PCKA[7:0]

表5.2 I/Oレジスタビット一覧 (30 / 30)

モジュール

シンボル

レジスタ

シンボル

ビット
31/23/15/7

ビット
30/22/14/6

ビット
29/21/13/5

ビット
28/20/12/4

ビット
27/19/11/3

ビット
26/18/10/2

ビット
25/17/9/1

ビット
24/16/8/0



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 170 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 6.  リセット

6. リセット

6.1 概要

リセットには、端子リセット、パワーオンリセット、電圧監視リセット、ディープソフトウェアスタンバ

イリセット、独立ウォッチドッグタイマリセット、ウォッチドッグタイマリセットがあります。表 6.1 にリ

セットの名称と要因を示します。

注1. 監視電圧（Vdet1、Vdet2、VPOR）については、「7.　電圧検出回路（LVD）」および「33.　電気的特性」を参照してくださ

い。

リセットによって内部状態は初期化され、端子は初期状態になります。図 6.1 に各リセットによって初期

化される対象を示します。

表6.1 リセットの名称と要因

リセットの名称 要因

端子リセット RES#端子の入力電圧がLow

パワーオンリセット VCCの上昇、VCCの下降（監視電圧：VPOR）

電圧監視リセット VCCの下降（監視電圧：Vdet1、Vdet2）（注1）

ディープソフトウェアスタンバイリセット 割り込みによるディープソフトウェアスタンバイモードの解除

独立ウォッチドッグタイマリセット 独立ウォッチドッグタイマのアンダフロー

ウォッチドッグタイマリセット ウォッチドッグタイマのオーバフロー
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図 6.1 リセット回路のブロック図

ディープソフトウェア
スタンバイリセット

ウォッチドッグタイマ
リセット

端子リセット
RES#

ウォッチドッグタイマ

独立ウオッチドックタイマのレジスタ
（IWDTCR、IWDTSR）ディープソフトウェア

スタンバイリセット
発生回路

ウォッチドッグタイマのレジスタ
（RSTCSR）

パワーオンリセット

電圧監視リセット（Vdet1）

電圧検出回路

独立ウォッチドッグタイマ

パワーオンリセット回路VCC

電源監視機能（Vdet1）に関連する以下のレジスタ

パワーオンリセット回路の以下のレジスタ

（RSTSR.PORF）

上記以外の内部状態および端子の状態（注1）

独立ウォッチドッグタイマ
リセット

RSTSR.LVD1F
LVDCR.LVD1E, LVD1RI

注1. 端子の状態は端子リセット、パワーオンリセット、電圧監視リセット、独立ウォッチドッグタイマリセット、

およびウォッチドッグタイマリセットによって初期化されます。

ディープソフトウェアスタンバイモード時は、移行前の端子状態を保持します。

詳細は「9. 消費電力低減機能」を参照してください。

RSTSR.DPSRSTF、
DPSBYCR、DPSWCR、DPSIER、DPSIFR 
DPSBKRn、DPSIEGR、FWEPROR、
SUBOSCCR

消費電力低減機能に関連する以下のレジスタ

電圧監視リセット（Vdet2）

電源監視機能（Vdet2）に関連する以下のレジスタ

RSTSR.LVD2F
LVDCR.LVD2E, LVD2RI
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リセットが解除されると、リセット例外処理を開始します。リセット例外処理については、「10.　例外処

理」を参照してください。

リセットに関連する入出力端子を表 6.3 に示します。

表6.2 リセット種別ごとの初期化対象

リセット対象

リセット種別

端子
リセット

パワーオン
リセット

電圧監視
リセット ディープソフトウェア

スタンバイリセット
独立ウォッチドッグ
タイマリセット

ウォッチドッグ
タイマリセット

Vdet1 Vdet2

パワーオンリセット回路のレジスタ
RSTSR.PORF

○ — — — — — —

電圧監視機能（Vdet1）関連レジスタ
RSTSR.LVD1F、
LVDCR.LVD1E, LVD1RI

○ ○ — — — — —

電圧監視機能（Vdet2）関連レジスタ
RSTSR.LVD2F、
LVDCR.LVD2E, LVD2RI

○ ○ ○ — — — —

消費電力低減機能関連レジスタ
RSTSR.DPSRSTF、DPSBYCR、
DPSWCR、DPSIER、DPSIFR、
DPSBKRn、DPSIEGR、FWEPROR、
SUBOSCCR

○ ○ ○ ○ — — —

独立ウォッチドッグタイマのレジスタ
IWDTCR、IWDTSR

○ ○ ○ ○ ○ — —

ウォッチドッグタイマのレジスタ
RSTCSR

○ ○ ○ ○ ○ ○ —

上記以外のレジスタおよび内部状態 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

端子の状態 ○ ○ ○ ○ — ○ ○

表6.3 リセット関連の入出力端子

端子名 入出力 機能

RES# 入力 リセット端子
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6.2 レジスタの説明

表 6.4 にリセットに関連するレジスタ一覧を示します。

各レジスタには、リセット種別毎の発生要因を示すビットが配置されています。

注1. 各レジスタによって有効なリセットが異なります。詳細は「図6.1　リセット回路のブロック図」および「表6.2　リセット

種別ごとの初期化対象」を参照してください。

6.2.1 リセットステータスレジスタ（RSTSR）

RSTSR レジスタの詳細は「9.　消費電力低減機能」を参照してください。

6.2.2 リセットコントロール／ステータスレジスタ（RSTCSR）

RSTCSR レジスタの詳細は「20.　ウォッチドッグタイマ（WDT）」を参照してください。

6.2.3 IWDT ステータスレジスタ（IWDTSR）

IWDTSR レジスタの詳細は「21.　独立ウォッチドッグタイマ（IWDT）」を参照してください。

表6.4 リセット関連のレジスタ一覧

レジスタ名 シンボル
リセット後の値

（注1） アドレス アクセスサイズ

リセットステータスレジスタ RSTSR x000 0xxxb 0008 C285h 8

リセットコントロール／ステータスレジスタ RSTCSR 1Fh 0008 802Bh 8

IWDTステータスレジスタ IWDTSR 0000h 0008 8034h 16
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6.3 動作説明

6.3.1 端子リセット

RES# 端子によるリセットです。

RES# 端子が Low になると実行中の処理はすべて打ち切られ、RX62T グループ、RX62G グループはリ

セット状態になります。

RX62T グループ、RX62G グループを確実にリセットするために、電源投入時は規定の発振安定時間に従

い、RES# 端子が Low を保持するようにしてください。動作中は規定のリセットパルス幅に従い、RES# 端

子が Low を保持するようにしてください。詳細は「33.　電気的特性」を参照してください。

6.3.2 パワーオンリセット

パワーオンリセット回路による内部リセットです。

RES# 端子を High にした状態で電源を投入すると、パワーオンリセットが発生します。VCC が VPOR を超

えると、ある一定の時間（パワーオンリセット時間）経過後、パワーオンリセットは解除されます。パワー

オンリセット時間は、外部電源および LSI が安定するための時間です。

RES# 端子を High にした状態で電源電圧が低下し VCC が VPOR 以下になると、パワーオンリセットが発

生します。次に VCC が上昇し VPOR を超えると、パワーオンリセット時間経過後、パワーオンリセットは

解除されます。

また、パワーオンリセットが発生すると、RSTSR.PORF フラグが “ １ ” になります。RSTSR.PORF フラグ

はリード専用のレジスタで端子リセットでのみ初期化されます。

図 6.2 にパワーオンリセットの動作を示します。

図 6.2 パワーオンリセット動作

パワーオンリセット状態 パワーオンリセット状態 

VCC  

VCC  

VCC  

VCC  

外部電源 VCC

RSTSR.PORF

内部リセット信号

注. 電気的特性についての詳細は、「33. 電気的特性」を参照してください。

注1. VPORはパワーオンリセット検知レベルを示しています。

注2. tPORはパワーオンリセット時間を示しています。

RES#端子

POR信号（“L”有効）

VPOR
（注1）

tPOR
（注2） tPOR

（注2）

端子リセットに

よるリセット
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6.3.3 電圧監視リセット

電圧検出回路による内部リセットです。

VCC が Vdet1 以下になると LVD1F ビットが “1” になります。このとき LVDCR レジスタの LVD1E ビット

が “1”（電圧検出回路によるリセット／割り込み有効）で LVD1RI ビットが “0”（低電圧検出時リセット発

生）の場合、電圧検出回路は電圧監視リセットを発生します。

　同様に VCC が Vdet2 以下になると LVD2F ビットが “1” になります。このとき LVDCR レジスタの

LVD2E ビットが “1”（電圧検出回路によるリセット／割り込み有効）で LVD2RI ビットが “0”（低電圧検出

時リセット発生）の場合、電圧検出回路は電圧監視リセットを発生します。

次に VCC が Vdet1 または Vdet2 を超えると、電圧監視リセットは安定化時間（tPOR）が経過した後、解

除されます。

電圧監視リセットの詳細は「7.　電圧検出回路（LVD）」、「33.　電気的特性」を参照してください。

6.3.4 ディープソフトウェアスタンバイリセット

ディープソフトウェアスタンバイモードを割り込みによって解除する場合に発生する内部リセットです。

ディープソフトウェアスタンバイモードが解除されると、クロック発振を開始するのと同時にディープソ

フトウェアスタンバイリセットが発生します。ディープソフトウェアスタンバイウェイト時間設定ビット

（DPSWCR.WTSTS[5:0]）で選択した時間が経過した後、ディープソフトウェアスタンバイリセットは解除さ

れます。

ディープソフトウェアスタンバイリセットの詳細は、「9.　消費電力低減機能」を参照してください。

6.3.5 独立ウォッチドッグタイマリセット

独立ウォッチドッグタイマによる内部リセットです。

独立ウォッチドッグタイマがアンダフローしたときに、独立ウォッチドッグタイマリセットが発生しま

す。独立ウォッチドッグタイマリセットの詳細は「21.　独立ウォッチドッグタイマ（IWDT）」を参照して

ください。

6.3.6 ウォッチドッグタイマリセット

ウォッチドッグタイマによる内部リセットです。

RSTCSR.RSTE ビットを “1” にしておくと、ウォッチドッグタイマがオーバフローしたときに、ウォッチ

ドッグタイマリセットが発生します。その後、一定時間が経過すると、ウォッチドッグタイマリセットは解

除されます。

ウォッチドッグタイマリセットの詳細は、「20.　ウォッチドッグタイマ（WDT）」を参照してください。
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6.4 リセット発生要因の判定

RSTCSR レジスタと IWDTSR レジスタ、RSTSR レジスタ、LVDCR レジスタを読むことで、いずれのリ

セット発生によってリセット例外処理が実行されたかを確認することができます。

図 6.3 にリセット発生要因の判定フローの例を示します。

図 6.3 リセット発生要因判定フロー例

6.5 使用上の注意事項

6.5.1 ボード設計上の注意

RX62T グループ、RX62G グループは XTAL 端子とリセット端子が隣接するピン配置となっています。そ

のため、クロック信号の影響を受けないようにリセット信号は GND でガードしてください。

NO

リセット例外処理

RSTSR.DPSRSTF=1

RSTSR.PORF=1

YES

NO

独立ウォッチドッグ

タイマリセット
ディープソフトウェア

スタンバイリセット

電圧監視リセット

（Vdet2）
パワーオンリセット

YES

YES

YES

NO

端子リセット

NO

YES

ウォッチドッグ

タイマリセット

NO

NO

電圧監視リセット

（Vdet1）

YES

LVDCR.LVD2E=1
&

LVDCR.LVD2RI=0

RSTSR.LVD2F=1
&

LVDCR.LVD1E=1
&

LVDCR.LVD1RI=0

RSTSR.LVD1F=1
&

RSTCSR.RSTE=1
&

RSTCSR.WOVF=1

IWDTSR.UNDFF=1



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 177 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 7.  電圧検出回路（LVD）

7. 電圧検出回路（LVD）

7.1 概要

電圧検出回路は、VCC の電圧レベルを監視する回路です。VCC が低下し、電圧検出レベルを下回ると、

電圧検出回路は LSI 内部をリセットすることができます。また、割り込みを発生させることができます。

注1. Vdet1、Vdet2については「33.　電気的特性」を参照してください。

電圧検出回路のブロック図を図 7.1 に示します。

図 7.1 電圧検出回路のブロック図

表7.1 電圧検出回路の仕様

項目 内容

電圧検出回路1（LVD1）  電源電圧VCCがVdet1（注1）以下になったことを検出可能

 低電圧検出時、内部リセットもしくは内部割り込みを発生可能

電圧検出回路2（LVD2）  電源電圧VCCがVdet2（注1）以下になったことを検出可能
 低電圧検出時、内部リセットもしくは内部割り込みを発生可能

LVD1E

LVD1RI

LVD1F

LVD2F

LVD2E

LVD2RI

電圧監視リセット1（Vdet1）

電圧監視割込み

VCC

LVD1E      ：LVD1イネーブル

LVD2E      ：LVD2イネーブル

LVD1RI     ：LVD1リセット／インタラプトセレクト

LVD2RI     ：LVD2リセット／インタラプトセレクト

LVD1F      ：LVD1フラグ

LVD2F      ：LVD2フラグ

リセット／割込み

制御回路

内部基準電圧

（Vdet1検知用）

内部基準電圧

（Vdet2検知用）

＋
-

＋
-

LVD1

LVD2

電圧監視リセット2（Vdet2）
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7.2 レジスタの説明

表 7.2 に電圧検出回路のレジスタ一覧を示します。

7.2.1 リセットステータスレジスタ（RSTSR）

RSTSR レジスタの詳細は、「9.　消費電力低減機能」を参照してください。

7.2.2 低電圧検出コントロールレジスタ用キーコードレジスタ（LVDKEYR）

LVDKEYR レジスタは、LVDCR レジスタの書き込みの許可／禁止の制御を行うレジスタです。

LVDKEYR レジスタにキーコードを書くことにより、LVDCR レジスタへの書き込みが可能になります。

KEY[7:0] ビット（LVDCR キーコード）

LVDKEYR レジスタに “3Ch” を書くと、LVDCR レジスタへの書き込みが有効になります。“3Ch” 以外の

値が書かれている場合は、LVDCR レジスタに対して書き込みが無効になります。LVDCR レジスタへの書い

た後、KEY[7:0] ビットは “00h” になります。

表7.2 電圧検出回路のレジスタ一覧

レジスタ名 シンボル リセット後の値 アドレス アクセスサイズ

リセットステータスレジスタ RSTSR x000 0xxxb 0008 C285h 8

低電圧検出コントロールレジスタ用キーコードレジスタ LVDKEYR 00h 0008 C28Ch 8

低電圧検出コントロールレジスタ LVDCR 000x 000xb 0008 C28Dh 8

アドレス 0008 C28Ch

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

KEY[7:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b7-b0 KEY[7:0] LVDCRキーコード 3Ch　　：LVDCRレジスタの書き込み有効
上記以外：LVDCRレジスタの書き込み無効

R/W
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7.2.3 低電圧検出コントロールレジスタ（LVDCR）

LVDCR レジスタは電圧検出回路の制御を行うレジスタです。

LVD1E、LVD1RI ビットは、端子リセット、パワーオンリセットで初期化されます。

LVD2E、LVD2RI ビットは、端子リセット、パワーオンリセット、電圧監視リセット 1（Vdet1）で初期化

されます。

LVDCR レジスタへの書き込みを行う場合は、LVDKEYR.KEY[7:0] でのキーコード書き込みを事前に行っ

てください。

表 7.3 に LVDCR レジスタの設定と電圧検出回路の状態を示します。

LVD1RI ビット（LVD1 リセット／割り込み選択ビット）

電圧検出回路 1 で低電圧が検出された場合に、内部リセットを発生させるか、割り込みを発生させるかを

選択します。

LVD1E ビット（LVD1 有効ビット）

電圧検出回路 1 によるリセットや割り込みを有効にするビットです。

LVD2RI ビット（LVD2 リセット／割り込み選択ビット）

電圧検出回路 2 で低電圧が検出された場合に、内部リセットを発生させるか、割り込みを発生させるかを

選択します。

LVD2E ビット（LVD2 有効ビット）

電圧検出回路 2 によるリセットや割り込みを有効にするビットです。

アドレス 0008 C28Dh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

LVD2E LVD2RI — — LVD1E LVD1RI — —

リセット後の値 0 0 0 x 0 0 0 x

x： 不定

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 — 予約ビット 読む場合、その値は不定です。書き込みは無効になります R/W

b1 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b2 LVD1RI LVD1リセット／割り込み選択

ビット

0：低電圧検出時、リセットを発生

1：低電圧検出時、割り込みを発生

R/W

b3 LVD1E LVD1有効ビット 0：LVD1無効

1：LVD1有効

R/W

b4 — 予約ビット 読む場合、その値は不定です。書き込みは無効になります R/W

b5 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b6 LVD2RI LVD2リセット／割り込み選択
ビット

0：低電圧検出時、リセットを発生
1：低電圧検出時、割り込みを発生

R/W

b7 LVD2E LVD2有効ビット 0：LVD2無効
1：LVD2有効

R/W
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7.3 電圧検出回路

7.3.1 電圧監視リセット

電圧検出回路による電圧監視リセットを図 7.2、および図 7.3 に示します。

VCC が Vdet2 以下になると RSTSR.LVD2F フラグが “1” になります。このとき LVDCR.LVD2E ビットが

“1” で LVDCR.LVD2RI ビットが “0” の場合、電圧検出回路は電圧監視リセットが発生します。

同様に VCC が Vdet1 以下になると RSTSR.LVD1F フラグが “1” になります。このとき LVDCR.LVD1E ビッ

が “1” で LVDCR.LVD1RI ビットが “0” の場合、電圧検出回路は電圧監視リセットが発生します。

次に VCC が Vdet1 または Vdet2 を超えると、電圧監視リセットは解除されます。

電圧監視リセットが解除されると、リセット例外処理を開始します。

表7.3 LVDCRレジスタの設定と電圧検出回路の状態

LVDCRレジスタ 電源検出回路2

（LVD2）

電源検出回路1

（LVD1）LVD2Eビット LVD2RIビット LVD1Eビット LVD1RIビット

0 0 0 0 LVD2無効 LVD1無効

0 0 1 0 LVD2無効
LVD1有効

（リセット）

0 0 1 1 LVD2無効
LVD1有効

（割り込み）

1 0 0 0
LVD2有効

（リセット）
LVD1無効

1 1 0 0
LVD2有効

（割り込み）
LVD1無効

1 1 1 0
LVD2有効

（割り込み）

LVD1有効

（リセット）

上記以外は設定しないでください
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図 7.2 電圧監視リセットのタイミング（1）（LVD2 リセット選択、LVD1 無効）

VCC

LVD2E

LVD2RI

Vdet2
Vdet1

VPOR
（注2）

↓“1”を書く（LVD2有効）

電圧監視リセット2
（Low）

安定化時間（tPOR）

LVD1E

LVD2F

LVD1F

↓“1”読み出し後に

“0”を書く

LVD2設定

LVD1RILVD1設定

注1. 電気的特性は「33. 電気的特性」を参照してください。

注2. VPORはパワーオンリセット検知レベルを示しています。

↓“0”を書く（LVD1無効）

↓“1”読み出し後に

“0”を書く

初期値（リセット選択）

初期値（リセット選択）
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図 7.3 電圧監視リセットのタイミング（2）（LVD2 割り込み選択、LVD1 リセット選択）

VCC

LVD2E

LVD2RI

Vdet2
Vdet1

VPOR
（注2）

電圧監視リセット1
（Low）

安定化時間（tPOR）

LVD1E

LVD2F

LVD1F

LVD2設定

LVD1RI
LVD1設定

注1. 電気的特性は「33. 電気的特性」を参照してください。

注2. VPORはパワーオンリセット検知レベルを示しています。

↓“1”読み出し後に

“0”を書く

↓“1”を書く（割り込み選択）

↓“1”を書く（LVD2有効）

↓“1”を書く（LVD1有効）

初期値（リセット選択）
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7.3.2 電圧監視割り込み

電圧検出回路による電圧監視割り込みを図 7.4 に示します。

VCC が Vdet1 以下になると RSTSR.LVD1F フラグが “1” になります。このとき LVDCR.LVD1E, LVD1RI 

ビットがともに “1” の場合、電圧検出回路は電圧監視割り込みを要求します。

同様に VCC が Vdet2 以下になると、RSTSR.LVD2F フラグが “1” になります。このとき LVDCR.LVD2E, 

LVD2RI ビットがともに “1” の場合、電圧検出回路は電圧監視割り込みを要求します。

RSTSR.LVD1F フラグは、“1” を読んだ後、“0” を書くことによって “0” にすることができます。このと

き、VCC 電圧レベルが LVD1 の検出レベル（Vdet1）以下の状態では、RSTSR.LVD1F フラグは “0” にできま

せん。RSTSR.LVD1F フラグに “0” を書いた後、RSTSR.LVD1F フラグから “0” が読めることにより、VCC

が Vdet1 以上であることを確認できます。

同様に、RSTSR.LVD2F フラグは、“1” を読んだ後、“0” を書くことによって “0” にすることができます。

このとき、VCC 電圧レベルが LVD2 の検出レベル（Vdet2）以下の状態では RSTSR.LVD2F フラグは “0” に

できません。RSTSR.LVD2F フラグに “0” を書いた後、RSTSR.LVD2F フラグから “0” が読めることにより、

VCC が Vdet2 以上であることを確認できます。

電圧監視割り込みは、ノンマスカブル割り込みに割り付けられています。割り込み処理に関する詳細は、

「11.　割り込みコントローラ（ICU）」を参照してください。

図 7.5 に電圧監視割り込みの設定手順例を示します。
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図 7.4 電圧監視割り込みのタイミング（LVD2 割り込み選択、LVD1 リセット選択）

VCC

LVD2E

LVD2RI

Vdet2
Vdet1

VPOR
（注2） 

LVD1E

LVD1RI

LVD2F

LVD1F

電圧監視割込み

ICU.NMISR.LVDST

“1”読み出し後に“0”を書く（注3）

↓

安定化時間（tPOR）

LVD2設定

LVD1設定

注1. 電気的特性は「33. 電気的特性」を参照してください。

注2. VPORはパワーオンリセット検知レベルを示しています。

注3. VCCがVdet2よりも高電位であるにもかかわらず、RSTSR.LVD2Fフラグを“0”にできない場合は、

電圧検出回路が安定化待ちの状態にあります。所定の安定化時間（tPOR）が経過した後、再度“0”
にしてください。

↓“1”読み出し後に“0”を書く

↓“1”を書く（LVD2有効）

↓“1”を書く（割り込み選択）

↓“1”を書く（LVD1有効）

初期値（リセット選択）



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 185 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 7.  電圧検出回路（LVD）

図 7.5 電圧監視割り込みの設定手順例

7.3.3 電圧検出回路によるディープソフトウェアスタンバイモードの解除

VCC が Vdet1 以下になると RSTSR.LVD1F フラグが “1” になります。

このとき、LVDCR.LVD1E, LVD1RI ビットおよび DPSIER.DLVDE ビットが “1” であれば、DPSIFR.DLVDF

フラグが “1” になり、電圧監視割り込みによるディープソフトウェアスタンバイモードの解除を要求しま

す。

同様に VCC が Vdet2 以下になると RSTSR.LVD2F フラグが “1” になります。

このとき、LVDCR.LVD2E, LVD2RI ビットおよび DPSIER.DLVDE ビットが “1” であれば、DPSIFR.DLVDF

フラグが “1” になり、電圧監視割り込みによるディープソフトウェアスタンバイモードの解除を要求しま

す。

ディープソフトウェアスタンバイモードについては、「9.　消費電力低減機能」を参照してください。

VCC低下時の処理を実施

プログラム開始

電圧検出レジスタの設定

電圧監視割り込み（NMIER）許可

VCC低下時の処理を実施

（VCC低い）No

Yes （VCC高い）

電圧監視割り込みを有効にする以前から

フラグに“1”になっていた場合は、“1”
を読んだ後、“0”を書くことによって、

これを“0”にしておく

LVDCR.LVD1RI =“1”を書く

LVDCR.LVD1E =“1”を書く

RSTSR.
LVD1F = 0

ICU.NMIER.LVDEN =“1”を書く

低電圧検出時割り込み発生

RSTSR.LVD1F =“0”にする

注. VCCがVdet1よりも高電位であるにもかかわらず、RSTSR.LVD1Fフラグを“0”にできない

場合は、電圧検出回路が安定化待ち状態にあります。所定の安定化時間（tPOR）が経過した

後、再度“0”にしてください。
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8. クロック発生回路

8.1 概要

RX62T グループ、RX62G グループはクロック発生回路を内蔵しており、システムクロック（ICLK）、周辺

モジュールクロック（PCLK）、およびオンチップオシレータクロック（IWDTCLK）を生成します。

クロック発生回路は、メインクロック発振器、IWDT 専用低速オンチップオシレータ、発振停止検出回

路、内部発振回路、PLL（Phase Locked Loop）回路、分周器、セレクタによって構成されます。

表 8.1 にクロック発生回路の仕様を、図 8.1 にクロック発生回路のブロック図を示します。

注1. 詳細は「33.　電気的特性」を参照してください

図 8.1 クロック発生回路のブロック図

表 8.2 にクロック発生回路の入出力端子を示します。

表8.1 クロック発生回路の仕様

項目 仕様

用途  CPU、DTC、MTU3、GPT、ROMおよびRAMに供給されるシステムクロック

（ICLK）の生成
 周辺モジュールに供給される周辺モジュールクロック（PCLK）の生成

 IWDTに供給されるオンチップオシレータクロック（IWDTCLK）の生成

動作周波数 ICLK：8MHz～100MHz
PCLK：8MHz～50MHz
IWDTCLK：125kHz（Typ.）（注1）

クロック周波数設定制限：ICLK≧PCLKを維持

接続できる発振子、または付加回路 水晶発振子、セラミック共振子

発振子、または付加回路の接続端子 メインクロック：EXTAL、XTAL

入力クロック（EXTAL）周波数 8MHz～12.5MHz

ICLK/PCLKクロックの選択 EXTAL ×8、×4、×2、×1から ICLK/PCLK個別に選択可能

発振停止検出機能 メインクロック発振器の発振停止検出時、内部発振に切り替える機能

MTU3およびGPT端子をハイインピーダンスにする機能

表8.2 クロック発生回路の入出力端子

端子名 入出力 機能

XTAL 出力 水晶発振子接続端子です。EXTAL端子は外部クロックの入力も可能です。

詳細は、「8.3.2　外部クロックを入力する方法」を参照してください。EXTAL 入力

ICK[3:0]

EXTAL×8
×4

システムクロック（ICLK）
CPU、DTC、MTU3、GPT、ROM、RAMへ

セレ
クタ

PCK[3:0]SCKCR

SCKCR

セレ
クタ

×2
×1

注1.　メインクロックの発振停止を検出した場合にのみ有効となります。

　　　 詳細は「8.5 発振停止検出回路」を参照してください。

オンチップオシレータクロック（IWDTCLK）
IWDTへ

IWDT専用
低速オンチップ
オシレータ

分周器

●

●

●

周辺モジュールクロック（ＰCLK）
周辺モジュールへ

EXTAL

XTAL ○

○

メインクロック
発振器

発振停止検出回路

PLL回路

OSTDI
OSTDCR

●

内部発振回路(注1）
fMAIN

●

セ
レ
ク
タ
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8.2 レジスタの説明

表 8.3 にクロック発生回路のレジスタ一覧を示します。

表8.3 クロック発生回路のレジスタ一覧

レジスタ名 シンボル リセット後の値 アドレス アクセスサイズ

システムクロックコントロールレジスタ SCKCR 0202 0200h 0008 0020h 32

発振停止検出コントロールレジスタ OSTDCR 0080h 0008 0040h 16
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8.2.1 システムクロックコントロールレジスタ（SCKCR）

注1. システムクロック（ICLK）より高い周波数を設定しないでください。レジスタの設定は行えますが、周波数は ICLK と同一になりま

す。

注2. 周辺モジュールクロック（PCLK）より低い周波数を設定しないでください。レジスタの設定は行えますが、PCLKの周波数はシス

テムクロック（ICLK）と同一になります。

SCKCR レジスタは、システムクロック（ICLK）、周辺モジュールクロック（PCLK）の周波数を選択する

レジスタです。

PCK[3:0] ビット（周辺モジュールクロック選択ビット）

周辺モジュールクロック（PCLK）の周波数を選択します。

入力クロック（EXTAL）に対する倍率を示しています。

ICK[3:0] ビット（システムクロック選択ビット）

システムクロック（ICLK）の周波数を選択します。

入力クロック（EXTAL）に対する倍率を示しています。

アドレス 0008 0020h

b31 b30 b29 b28 b27 b26 b25 b24 b23 b22 b21 b20 b19 b18 b17 b16

— — — — ICK[3:0] — — — — — — — —

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — PCK[3:0] — — — — — — — —

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b7-b0 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b11-b8 PCK[3:0]
（注1）

周辺モジュールクロック

選択ビット

b11         b8 

0  0  0  1：×4
0  0  1  0：×2
0  0  1  1：×1
上記以外は設定しないでください

R/W

b16-b12 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b17 — 予約ビット 読むと“1”が読めます。書く場合、“1”としてください R/W

b23-b18 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b27-b24 ICK[3:0]
（注2）

システムクロック

選択ビット

b27       b24 

0  0  0  0：×8
0  0  0  1：×4
0  0  1  0：×2
0  0  1  1：×1
上記以外は設定しないでください

R/W

b31-b28 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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8.2.2 発振停止検出コントロールレジスタ（OSTDCR）

OSTDCR レジスタは、発振停止検出機能の制御を行います。

OSTDF フラグ（発振停止検出フラグ）

メインクロック発振器の状態を示すステータスフラグです。

OSTDF フラグが “1” のとき、メインクロック発振器の発振停止を検出したことを示します。OSTDF フラ

グはパワーオンリセットまたは端子リセットで “0” になります。

OSTDE ビット（発振停止検出機能有効ビット）

発振停止検出機能の有効／無効の動作を設定します。

OSTDE ビットが “1”（発振停止検出機能有効）の場合、ソフトウェアスタンバイモードおよびディープソ

フトウェアスタンバイモードに移行できません。ソフトウェアスタンバイモードおよびディープソフトウェ

アスタンバイモードへ移行する場合は、OSTDE ビットを “0” にして、WAIT 命令を発行してください。

KEY[7:0] ビット（OSTDCR キーコード）

OSTDCR レジスタの書き込み許可または禁止を選択します。

OSTDE ビットへ値を書き込むときは、KEY[7:0] ビットを “ACh” にして書いてください。KEY[7:0] ビッ

トが “ACh” 以外の値の場合、OSTDCR レジスタへ書き込みを行っても OSTDE ビットの値は変更されませ

ん。

アドレス 0008 0040h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

KEY[7:0] OSTDE OSTDF — — — — — —

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b5-b0 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R

b6 OSTDF 発振停止検出フラグ OSTDE=1のとき
0：メインクロック発振器は正常動作

1：メインクロック発振器の発振停止を検出

OSTDE=0のとき

読むと “0”が読めます

R

b7 OSTDE 発振停止検出機能有効ビット 0：発振停止検出機能は無効

1：発振停止検出機能は有効

R/W

b15-b8 KEY[7:0] OSTDCRキーコード ACh：OSTDCRレジスタへの書き込み許可
上記以外：OSTDCRレジスタへの書き込み禁止

読むと“0”が読めます

R/W
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8.3 メインクロック発振器

クロックを供給するには、発振子を接続する方法と外部クロックを入力する方法があります。

8.3.1 発振子を接続する方法

発振子を接続する場合の接続例を図 8.2 に示します。

必要に応じてダンピング抵抗（Rd）を挿入してください。抵抗値は発振子、発振駆動能力によって異なり

ますので発振子メーカの推奨する値に設定してください。

発振子を接続してクロックを供給する場合、接続する発振子は表 8.1 のメインクロック発振器の発振子周

波数の範囲内としてください。

図 8.2 水晶発振子の接続例

水晶発振子の等価回路を図 8.3 に示します。水晶発振子は表 8.5 に示す特性のものを使用してください。

図 8.3 水晶発振子の等価回路

表8.4 ダンピング抵抗（参考値）

周波数（MHz） 8 10 12.5

Rd（Ω） 200 100 0

表8.5 水晶発振子の特性（参考値）

周波数（MHz） 8 10 12.5

RS max（Ω） 80 70 60

C0 max（pF） 7

EXTAL

XTAL

CL1

CL2Rd CL1 = CL2 = 10～22pF

CL

RS

XTAL EXTAL

L

C0
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8.3.2 外部クロックを入力する方法

外部クロック入力の接続例を図 8.4 に示します。XTAL 端子をオープン状態にする場合、寄生容量は 10pF

以下にしてください。XTAL 端子に逆相クロックを入力する場合、スタンバイモード時は外部クロックを

High にしてください。

図 8.4 外部クロックの接続例

8.4 IWDT 専用低速 オンチップオシレータ

IWDT 専用低速オンチップオシレータは、内部発振によりオンチップオシレータクロック（IWDTCLK）

を生成します。

8.5 発振停止検出回路

発振停止検出回路は、メインクロック発振器の停止を検出し、停止したメインクロックの替わりに内部発

振回路が出力する内部発振クロックを供給する機能を持っています。詳細は、「8.10　発振停止検出機能」

を参照してください。

8.6 内部発振回路

内部発振回路は、内部発振により内部発振クロックを生成します。

8.7 PLL 回路

PLL 回路は、発振器からの周波数を 8 倍に逓倍する機能を持っています。

8.8 分周器

分周器は、PLL クロックを分周し、1/2、1/4、1/8 のクロックを生成します。SCKCR.ICK[3:0], PCK[3:0]

ビットを書き替えると、選択した周波数で動作します。

外部クロック入力

オープン

外部クロック入力

XTAL

EXTAL

（a）　XTAL端子をオープンにする接続例

（b）　XTAL端子に逆相クロックを入力する接続例

XTAL

EXTAL
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8.9 内部クロック

内部クロックは、外部からの入力クロック（EXTAL）を PLL 回路で 8 逓倍し、分周器で 1/2/4/8 分周した

クロック、および IWDT 専用低速オンチップオシレータで内部発振により生成したクロックです。

内部クロックには、以下の 3 種類のクロックがあります。

 CPU、DTC、MTU3、GPT、ROM および RAM の動作クロック：システムクロック（ICLK）

 周辺モジュールの動作クロック：周辺モジュールクロック（PCLK）

 IWDT 用の動作クロック：オンチップオシレータクロック（IWDTCLK）

周波数は、SCKCR.ICK[3:0], PCK[3:0] ビットの組み合わせで設定します。

8.9.1 システムクロック（ICLK）

システムクロック（ICLK）は、CPU、DTC、MTU3、GPT、ROM および RAM の動作クロックです。

ICLK の周波数は、SCKCR.ICK[3:0] ビットにより設定します。

ICLK は、周辺モジュールクロック（PCLK）より低い周波数に設定することはできません。低い周波数に

設定した場合、ICLK の設定が有効になりますが、PCLK も ICLK と同じ周波数となります。

8.9.2 周辺モジュールクロック（PCLK）

周辺モジュールクロック（PCLK）は、周辺モジュール用の動作クロックです。

PCLK の周波数は、SCKCR.PCK[3:0] ビットにより設定します。

PCLK は、システムクロック（ICLK）より高い周波数に設定することはできません。高い周波数に設定し

た場合、ICLK で設定した周波数になります。

8.9.3 オンチップオシレータクロック（IWDTCLK）

オンチップオシレータクロック（IWDTCLK）は、IWDT 用の動作クロックです。

IWDTCLK は、オンチップオシレータで内部発振により生成されたクロックです。IWDTCLK の周期を

GPT 内の LOCO カウント機能で計測することができます。詳細は「18.6　LOCO カウント機能」を参照し

てください。



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 193 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 8.  クロック発生回路

8.10 発振停止検出機能

8.10.1 発振停止検出と検出後の動作

発振停止検出機能は、メインクロック発振器の停止を検出し、停止したメインクロックの替わりに内部発

振回路が出力する内部発振クロックを供給する機能です。発振停止検出時には割り込み要求を発生させるこ

とができます。また発振停止検出時に、MTU3 および GPT の出力を強制的にハイインピーダンス状態にす

ることも可能です。詳細については、「16.　マルチファンクションタイマパルスユニット 3（MTU3）」、

「17.　ポートアウトプットイネーブル 3 (POE3)」、「18.　汎用 PWM タイマ（GPT/GPTa）」、および「付録

1.　　各動作モードにおけるポートの状態」を参照してください。

RX62T グループ、RX62G グループは、メインクロック発振器の異常などにより入力クロックが一定期間

“0”、または “1” となり続けた場合（「33.　電気的特性」を参照）に、メインクロック発振器の発振停止を検

出します。

発振停止を検出した場合、RX62T グループ、RX62G グループは内部発振回路から出力する内部発振ク

ロックで動作を継続します。

内部発振クロック動作時のシステムクロック（ICLK）の周波数を表 8.6 に示します。

注 . fMAINについては「33.　電気的特性」を参照してください。

メインクロックから内部発振クロックへの切り替えは、発振停止の検出をきっかけにして自動的に行なわ

れます。発振停止を検出した後にメインクロック発振器が動作を再開した場合でも、内部発振クロックでの

動作を継続します。ただし、端子リセット、パワーオンリセット、および電圧監視リセット中に限り、内部

発振クロックからメインクロックへの切り替えも行われますので、メインクロック発振器が発振を開始した

後はメインクロックで動作します。

発振停止検出機能は、すべてのリセットにより LSI 内部が初期化された時点で有効になります。機能を無

効にするには、OSTDCR.OSTDE ビットを “0” にしてください。なお、発振停止を検出し、内部発振クロッ

クで動作している状態では、OSTDCR.OSTDE ビットを “0” にすることはできません。

8.10.2 発振停止検出割り込み

発振停止検出機能が有効なとき、発振停止を検知すると発振停止検出割り込み要求（OSTDI）が発生しま

す。発振停止検出割り込みはノンマスカブル割り込みです。リセット解除後の初期状態では、「ノンマスカ

ブル割り込み禁止」となっていますので、発振停止検出割り込みを使用する場合は、ソフトウェアでノンマ

スカブル割り込みを有効にしてください。詳細は「11.　割り込みコントローラ（ICU）」を参照ください。

発振停止を検出して内部発振クロックで動作している状態は、システムとして何らかの異常が発生してい

る状態です。異常に対する応急処置のみ実施するようにしてください。

8.10.3 ディープソフトウェアスタンバイ解除に関する注意事項

ディープソフトウェアスタンバイモード中にメインクロック発振器に異常が生じ、メインクロック発振器

が正常に動作しない状態では、割り込みによってディープソフトウェアスタンバイモードを解除することが

できません。

ただし、端子リセットによって解除する場合には、メインクロック発振器が動作しない状態でもディープ

ソフトウェアスタンバイモードを解除することが可能です。確実にディープソフトウェアスタンバイモード

を解除する必要がある場合には、端子リセットによって解除するようにしてください。

表8.6 内部発振回路使用時のシステムクロック（ICLK）の周波数

システムクロック（ICLK） min typ max

ICLK 周波数（8 逓倍時） 8×fMAIN 8×fMAIN 8×fMAIN

ICLK 周波数（4 逓倍時） 4×fMAIN 4×fMAIN 4×fMAIN

ICLK 周波数（2 逓倍時） 2×fMAIN 2×fMAIN 2×fMAIN

ICLK 周波数（1 逓倍時） fMAIN fMAIN fMAIN
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8.11 使用上の注意事項

8.11.1 クロック発生回路に関する注意事項

1. SCKCR レジスタの設定で、各モジュールに供給されるシステムクロック（ICLK）、周辺モジュールク

ロック（PCLK）の周波数を選択します。各周波数は、電気的特性の AC 特性のクロックサイクル時間

（tcyc）の動作保証範囲内に収まるようにしてください。各周波数は、以下のようにしてください。

　ICLK  = 8MHz ～ 100MHz、PCLK  = 8MHz ～ 50MHz

2. 周辺モジュール（DTC、MTU3、GPT を除く）は、すべて PCLK を基準に動作します。このため、周波

数変更の前後でタイマや SCI などの動作速度が変わりますので注意してください。また、ソフトウェア

スタンバイモード解除用の待機時間も PCLK の周波数を変更することで変わります。詳細は、「9.5.3.3

　ソフトウェアスタンバイモード解除後の発振安定時間の設定」を参照してください。

3. システムクロック（ICLK）、周辺モジュールクロック（PCLK）との間には、ICLK ≧ PCLK の関係が成

り立っており、かつ ICLK の設定が優先されます。そのため、この条件を満たせない設定を行った場

合、SCKCR.PCK[3:0] ビットの設定は無効となり、PCLK は、SCKCR.ICK[3:0] ビットで設定したクロッ

ク周波数になります。

4. SCKCR レジスタへの書き込み後、周波数の変更が完了するまでの間に再度 SCKCR レジスタへ書き込

みを行なった場合、その書き込みは無視されます。SCKCR レジスタへの書き込みが続く場合は、 後

に書いた値が SCKCR レジスタから読めることを確認するようにしてください。

5. SCKCR レジスタへの書き込み後、周波数の変更が完了するまでの間、ソフトウェアスタンバイモード

への移行は禁止します。周波数変更途中にソフトウェアスタンバイモードへの移行を行なった場合、以

降の動作は保障できません。SCKCR レジスタへの書き込み完了後、システムクロックで 11 サイクル以

上待ってから WAIT 命令を発行するようにしてください。詳細は「5.　I/O レジスタ」を参照してくだ

さい。

8.11.2 発振子に関する注意事項

発振子に関する諸特性は、ユーザのボード設計に密接に関係しますので、本章で案内する発振子の接続例

を参考にユーザ側での十分な評価を実施してご使用願います。発振子の回路定数は、発振子、実装回路の浮

遊容量などによって異なるため、発振子メーカーと十分ご相談の上決定してください。発振端子に印加され

る電圧は、絶対 大定格を超えないようにしてください。
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8.11.3 ボード設計上の注意

水晶発振子を使用する場合は、発振子およびコンデンサはできるだけ XTAL、EXTAL 端子の近くに配置

してください。図 8.5 に示すように発振回路の近くには信号線を通過させないでください。電磁誘導によっ

て正常に発振しなくなることがあります。

RX62T グループ、RX62G グループは XTAL 端子とリセット端子が隣接するピン配置となっています。そ

のため、クロック信号の影響を受けないようにリセット信号は GND でガードしてください。

図 8.5 発振回路部のボード設計に関する注意事項

PLL 回路の外付け推奨回路を図 8.6 に示します。PLLVCC、PLLVSS とその他の VCC、VSS は、ボードの

電源供給元から分離し、端子の近くにバイパスコンデンサ（CPB および CB）を必ず挿入してください。

また、PLLVCC と VCC は必ず同電位にしてください。

図 8.6 PLL 回路の外付け推奨回路

EXTAL

XTAL

CL2

CL1

RX62T

禁止 信号A 信号B

注1. CB、CPBは積層セラミック

CPB：22µF（注1）

CB：0.1µF（注1）

PLLVCC

VCC

PLLVSS

VSS
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9. 消費電力低減機能

9.1 概要

RX62T グループ、RX62G グループには、消費電力低減機能としてマルチクロック機能、モジュールス

トップ機能、および低消費電力状態への遷移機能があります。

表 9.1 に消費電力低減機能の仕様を、表 9.2 に低消費電力状態への遷移条件と CPU や周辺モジュールな

どの状態および各モードの解除方法を示します。

リセット後は、通常のプログラム動作で DTC 以外のモジュールは停止状態です。

表9.1 消費電力低減機能の仕様

項目 内容

マルチクロック機能 システムクロック（ICLK）、周辺モジュールクロック（PCLK）に対し、個別に分周比を設定す
ることが可能

モジュールストップ機能 周辺モジュールごとに機能を停止することが可能

低消費電力状態への遷移機能 CPU、周辺モジュール、発振器を停止させる低消費電力状態にすることが可能

低消費電力状態  スリープモード

 全モジュールクロックストップモード
 ソフトウェアスタンバイモード

 ディープソフトウェアスタンバイモード
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停止（保持）は、内部レジスタ値保持、内部状態は動作中断を示します。
停止（不定）は、内部レジスタ値不定、内部状態は電源オフを示します。

注1. 外部割り込み、一部の内部割り込み（WDT、発振停止検出、および電圧監視）
注2. 外部割り込み、一部の内部割り込み（電圧監視）

注3. NMI、IRQ0-A、IRQ1-A、一部の内部割り込み（電圧監視）。ただし、いずれの要因もディープスタンバイインタラプトイ

ネーブルレジスタ（DPSIER）の当該ビットが“1”のときのみ有効
注4. RES#端子、パワーオンリセット、電圧監視リセット、ウォッチドッグタイマリセット、独立ウォッチドッグタイマリセッ

トによる解除は除きます。RES#端子、パワーオンリセット、電圧監視リセット、WDTリセット、IWDTリセットによる解
除の場合は、リセット状態に遷移します。

注5. POE割り込みを有効にした状態で全モジュールクロックストップモード中にPOE割り込み要因が発生した場合、全モ

ジュールクロックストップモードからの復帰はしませんが、割り込み要因発生のフラグは保持されます。この状態で別要因
にて全モジュールクロックストップモードからの復帰した場合、復帰後にPOE割り込みが発生します。

注6. POEを動作させた場合、制御条件成立時には該当端子をハイインピーダンス制御します。

表9.2 各モードにおける移行および解除方法と動作状態

移行および解除方法と動作状態 スリープモード

全モジュール

クロックストップ

モード

ソフトウェア
スタンバイモード

ディープソフトウェア
スタンバイモード

移行方法 制御レジスタ＋命令 制御レジスタ＋命令 制御レジスタ＋命令 制御レジスタ＋命令

リセット以外の解除方法 割り込み 割り込み（注1） 割り込み（注2） 割り込み（注3）

解除後の状態（注4） プログラム実行状態

（割り込み処理）

プログラム実行状態

（割り込み処理）

プログラム実行状態

（割り込み処理）

プログラム実行状態

（リセット処理）

発振器 動作 動作 停止 停止

CPU 停止（保持） 停止（保持） 停止（保持） 停止（不定）

内蔵RAM
（0000 0000h～0000 3FFFh）

動作（保持） 停止（保持） 停止（保持） 停止（不定）

ウォッチドッグタイマ（WDT） 動作 動作 停止（保持） 停止（不定）

独立ウォッチドッグタイマ

（IWDT）
動作 動作 停止（保持） 停止（不定）

電圧検出回路 動作 動作 動作 動作

パワーオンリセット回路 動作 動作 動作 動作

ポートアウトプットイネーブル

（POE）
動作可能 動作可能（注5） 停止（保持） 停止（不定）

周辺モジュール 動作 停止（保持） 停止（保持） 停止（不定）

I/O端子状態 動作 保持（注6） 保持 保持
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図 9.1 モード遷移

全モジュールクロック
ストップモード

スリープモード

プログラム実行状態

すべての割り込み

：例外処理を行って移行します。

プログラム停止状態

SBYCR.SSBY=0
MSTPCRA.ACSE=1
MSTPCRA=FFFFFFFFh
MSTPCRB=FFFFFFFFh

割り込み（注5）

割り込み（注4）

WAIT命令（注1、3）

（SBYCR.SSBY=1）

割り込み（注2）

WAIT命令（注1）

WAIT命令（注1）

RES#端子=High

注1. WAIT命令実行後、プログラム停止状態へ移行中に解除要因となる割り込みが受け付けられると、
プログラム停止状態へ遷移せず、例外処理を実行します。

注2. 外部割り込み、一部の内部割り込み（WDT、発振停止検出、および電圧監視）。
注3. 以下の場合はソフトウェアスタンバイモードに移行できません。

・WDTをウォッチドッグタイマモードで使用しているとき
・IWDTを使用しているとき
・発振停止検出機能が有効のとき

注4. 外部割り込み、一部の内部割り込み（電圧監視）。

注5. 外部割り込み（NMI、IRQ0-A、IRQ1-A）、一部の内部割り込み（電圧監視）。
ただし、いずれの要因もディープスタンバイインタラプトイネーブルレジスタ（DPSIER）の当該ビットが“1”のときのみ有効。

注6. ディープソフトウェアスタンバイモードへの移行とソフトウェアスタンバイモードの解除要因が競合した場合、
ソフトウェアスタンバイモードから割り込み例外処理を経てプログラム実行状態へ遷移することがあります。
この場合、ディープソフトウェアスタンバイモードへは移行しません。詳細は「9.6 使用上の注意事項」を参照してください。

注7.  注5に示された割り込み要因が発生すると内部リセット(ディープソフトウェアスタンバイリセット)がDPSWCR.WTSTS[5:0]ビットにより
設定された時間発生します。内部リセットの解除とともにディープソフトウェアスタンバイモードは解除されます。
ディープソフトウェアスタンバイモードが解除されると、プログラム実行状態に移行し、リセット例外処理が開始されます。

すべての状態において、端子リセット、パワーオンリセット、電圧監視リセット、ウォッチドッグタイマリセット、
独立ウォッチドッグタイマリセットが発生するとリセット状態に遷移します。

SBYCR.SSBY=0

（DPSBYCR.DPSBY=1 
& 外部割り込みなし）（注6）

（DPSBYCR.DPSBY=0 
& 外部割り込みなし）

内部リセット状態

ソフトウェア
スタンバイモード

ディープソフトウェア
スタンバイモード

リセット状態
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9.2 レジスタの説明

表 9.3 に消費電力低減機能に関連するレジスタを示します。システムクロックコントロールレジスタ

（SCKCR）については、「9.2.1　スタンバイコントロールレジスタ（SBYCR）」を参照してください。

注1. DPSBKR0～DPSBKR31レジスタは初期化されません。電源投入直後のレジスタ値は不定となります。

表9.3 消費電力低減機能関連のレジスタ一覧

レジスタ名 シンボル リセット後の値 アドレス アクセスサイズ

スタンバイコントロールレジスタ SBYCR 4F00h 0008 000Ch 16

モジュールストップコントロールレジスタA MSTPCRA 4xFF FFFFh 0008 0010h 32

モジュールストップコントロールレジスタB MSTPCRB FFFF FFFFh 0008 0014h 32

モジュールストップコントロールレジスタC MSTPCRC FFFF 0000h 0008 0018h 32

ディープスタンバイコントロールレジスタ DPSBYCR 31h 0008 C280h 8

ディープスタンバイウェイトコントロールレジスタ DPSWCR 0Fh 0008 C281h 8

ディープスタンバイインタラプトイネーブルレジスタ DPSIER 00h 0008 C282h 8

ディープスタンバイインタラプトフラグレジスタ DPSIFR 00h 0008 C283h 8

ディープスタンバイインタラプトエッジレジスタ DPSIEGR 00h 0008 C284h 8

リセットステータスレジスタ RSTSR x000 0xxxb 0008 C285h 8

ディープスタンバイバックアップレジスタ0 DPSBKR0 xxh（注1） 0008 C290h 8

ディープスタンバイバックアップレジスタ1 DPSBKR1 xxh（注1） 0008 C291h 8

ディープスタンバイバックアップレジスタ2 DPSBKR2 xxh（注1） 0008 C292h 8

ディープスタンバイバックアップレジスタ3 DPSBKR3 xxh（注1） 0008 C293h 8

ディープスタンバイバックアップレジスタ4 DPSBKR4 xxh（注1） 0008 C294h 8

ディープスタンバイバックアップレジスタ5 DPSBKR5 xxh（注1） 0008 C295h 8

ディープスタンバイバックアップレジスタ6 DPSBKR6 xxh（注1） 0008 C296h 8

ディープスタンバイバックアップレジスタ7 DPSBKR7 xxh（注1） 0008 C297h 8

ディープスタンバイバックアップレジスタ8 DPSBKR8 xxh（注1） 0008 C298h 8

ディープスタンバイバックアップレジスタ9 DPSBKR9 xxh（注1） 0008 C299h 8

ディープスタンバイバックアップレジスタ10 DPSBKR10 xxh（注1） 0008 C29Ah 8

ディープスタンバイバックアップレジスタ11 DPSBKR11 xxh（注1） 0008 C29Bh 8

ディープスタンバイバックアップレジスタ12 DPSBKR12 xxh（注1） 0008 C29Ch 8

ディープスタンバイバックアップレジスタ13 DPSBKR13 xxh（注1） 0008 C29Dh 8

ディープスタンバイバックアップレジスタ14 DPSBKR14 xxh（注1） 0008 C29Eh 8

ディープスタンバイバックアップレジスタ15 DPSBKR15 xxh（注1） 0008 C29Fh 8

ディープスタンバイバックアップレジスタ16 DPSBKR16 xxh（注1） 0008 C2A0h 8

ディープスタンバイバックアップレジスタ17 DPSBKR17 xxh（注1） 0008 C2A1h 8

ディープスタンバイバックアップレジスタ18 DPSBKR18 xxh（注1） 0008 C2A2h 8

ディープスタンバイバックアップレジスタ19 DPSBKR19 xxh（注1） 0008 C2A3h 8

ディープスタンバイバックアップレジスタ20 DPSBKR20 xxh（注1） 0008 C2A4h 8

ディープスタンバイバックアップレジスタ21 DPSBKR21 xxh（注1） 0008 C2A5h 8

ディープスタンバイバックアップレジスタ22 DPSBKR22 xxh（注1） 0008 C2A6h 8

ディープスタンバイバックアップレジスタ23 DPSBKR23 xxh（注1） 0008 C2A7h 8

ディープスタンバイバックアップレジスタ24 DPSBKR24 xxh（注1） 0008 C2A8h 8

ディープスタンバイバックアップレジスタ25 DPSBKR25 xxh（注1） 0008 C2A9h 8

ディープスタンバイバックアップレジスタ26 DPSBKR26 xxh（注1） 0008 C2AAh 8

ディープスタンバイバックアップレジスタ27 DPSBKR27 xxh（注1） 0008 C2ABh 8

ディープスタンバイバックアップレジスタ28 DPSBKR28 xxh（注1） 0008 C2ACh 8

ディープスタンバイバックアップレジスタ29 DPSBKR29 xxh（注1） 0008 C2ADh 8

ディープスタンバイバックアップレジスタ30 DPSBKR30 xxh（注1） 0008 C2AEh 8

ディープスタンバイバックアップレジスタ31 DPSBKR31 xxh（注1） 0008 C2AFh 8
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9.2.1 スタンバイコントロールレジスタ（SBYCR）

SBYCR レジスタは、ソフトウェアスタンバイモードの制御を行うレジスタです。

STS[4:0] ビット（スタンバイタイマ選択ビット）

外部割り込みによってソフトウェアスタンバイモードを解除する場合に、クロックが安定するまでの待機

時間を選択します。

水晶発振の場合、表 9.4 を参照し、動作周波数に応じて待機時間が発振安定時間以上となるように選択し

てください。外部クロックにおいても、PLL 回路の安定時間が必要になります。表 9.4 を参照し、待機時間

を設定してください。

発振安定期間中は、周辺モジュールクロック（PCLK）の周波数でカウントされます。マルチクロック機

能使用時は注意してください。

アドレス 0008 000Ch

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

SSBY — — STS[4:0] — — — — — — — —

リセット後の値 0 1 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b7-b0 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b12-b8 STS[4:0] スタンバイタイマ選択ビット b12  　　  b8

0 0 1 0 1：待機時間 = 64ステート

0 0 1 1 0：待機時間 = 512ステート
0 0 1 1 1：待機時間 = 1024ステート

0 1 0 0 0：待機時間 = 2048ステート

0 1 0 0 1：待機時間 = 4096ステート
0 1 0 1 0：待機時間 = 16384ステート

0 1 0 1 1：待機時間 = 32768ステート
0 1 1 0 0：待機時間 = 65536ステート

0 1 1 0 1：待機時間 = 131072ステート

0 1 1 1 0：待機時間 = 262144ステート
0 1 1 1 1：待機時間 = 524288ステート

上記以外は設定しないでください。

R/W

b13 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b14 — 予約ビット 読むと“1”が読めます。書く場合、“1”としてください R/W

b15 SSBY ソフトウェアスタンバイビット 0：WAIT命令実行後、スリープモードまたは全モジュール
クロックストップモードに移行

1：WAIT命令実行後、ソフトウェアスタンバイモードに移

行

R/W
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SSBY ビット（ソフトウェアスタンバイビット）

WAIT 命令実行後の移行先を設定します。

SSBY ビットが “0” のとき、MSTPCRA および MSTPCRB レジスタの設定に従い、WAIT 命令実行後ス

リープモードに移行するか、または全モジュールストップモードに移行するかが変わります。また、SSBY

ビットが “1” のとき、WAIT 命令実行後はソフトウェアスタンバイモードに移行します。このとき、

DPSBYCR.DPSBY ビットが “1” であれば、ソフトウェアスタンバイモードを経由して、ディープソフトウェ

アスタンバイモードに移行します。詳細は、「9.5　低消費電力状態」を参照してください。

なお、外部割り込みによってソフトウェアスタンバイモードが解除され通常モードに移行したときは、

SSBY ビットは “1” のままです。“0” にするときは “0” を書いてください。

WDT をウォッチドックタイマモードで使用しているとき、IWDT を使用しているとき、および発振停止

検出機能有効のときは、このビットに設定された値は無効になります。その場合、WAIT 命令実行後は常に

スリープモード、あるいは全モジュールクロックストップモードに移行します。
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9.2.2 モジュールストップコントロールレジスタ A（MSTPCRA）

注1. 64ピン版では予約ビットとなります。読むと “1”が読めます。書く場合“1”としてください。

注2. SBYCR.SSBYビットが “ 0”で、MSTPCRA.ACSEビットが “0”の場合は、WAIT命令実行後スリープモードに移行します。

アドレス 0008 0010h

b31 b30 b29 b28 b27 b26 b25 b24 b23 b22 b21 b20 b19 b18 b17 b16

ACSE — — MSTPA
28

— — — MSTPA
24

MSTPA
23

— — — — — MSTPA
17

MSTPA
16

リセット後の値 0 1 0 0 x 1 1 0 1 1 1 1 1 1 1 1

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

MSTPA1
5

MSTPA
14

— — — — MSTPA
9

— MSTPA
7

— — — — — — —

リセット後の値 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

x： 不定

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b6-b0 — 予約ビット 読むと“1”が読めます。書く場合、“1”としてください R/W

b7 MSTPA7 汎用PWMタイマモジュール
ストップ設定ビット

対象モジュール：GPT
0：モジュールストップ状態の解除

1：モジュールストップ状態へ遷移

R/W

b8 — 予約ビット 読むと“1”が読めます。書く場合、“1”としてください R/W

b9 MSTPA9 マルチファンクションタイマ
パルスユニット3モジュール

ストップ設定ビット

対象モジュール：MTU3
0：モジュールストップ状態の解除

1：モジュールストップ状態へ遷移

R/W

b13-b10 — 予約ビット 読むと“1”が読めます。書く場合、“1”としてください R/W

b14 MSTPA14 コンペアマッチタイマ

（ユニット1）モジュール

ストップ設定ビット

対象モジュール：CMTユニット1（CMT2、CMT3）
0：モジュールストップ状態の解除

1：モジュールストップ状態へ遷移

R/W

b15 MSTPA15 コンペアマッチタイマ

（ユニット0）モジュール
ストップ設定ビット

対象モジュール：CMTユニット0（CMT0、CMT1）
0：モジュールストップ状態の解除
1：モジュールストップ状態へ遷移

R/W

b16 MSTPA16 12ビットA/Dコンバータ

（ユニット1）モジュール

ストップ設定ビット

対象モジュール：12ビットADCユニット1
0：モジュールストップ状態の解除

1：モジュールストップ状態へ遷移

R/W

b17 MSTPA17 12ビットA/Dコンバータ
（ユニット0）モジュール

ストップ設定ビット

対象モジュール：12ビットADCユニット0
0：モジュールストップ状態の解除

1：モジュールストップ状態へ遷移

R/W

b22-b18 — 予約ビット 読むと“1”が読めます。書く場合、“1”としてください R/W

b23 MSTPA23
（注1）

10ビットA/Dコンバータ
モジュールストップ設定ビット

対象モジュール：10ビットADC
0：モジュールストップ状態の解除

1：モジュールストップ状態へ遷移

R/W

b24 MSTPA24 12ビットA/Dコンバータ制御部

モジュールストップ設定ビット

対象モジュール：S12ADA制御部

0：モジュールストップ状態の解除
1：モジュールストップ状態へ遷移

R/W

b26- b25 — 予約ビット 読むと“1”が読めます。書く場合、“1”としてください R/W

b27 — 予約ビット 読む場合、その値は不定です。書く場合、“1”としてください R/W

b28 MSTPA28 データトランスファ

コントローラモジュール

ストップ設定ビット

対象モジュール：DTC
0：モジュールストップ状態の解除

1：モジュールストップ状態へ遷移

R/W

b29 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b30 — 予約ビット 読むと“1”が読めます。書く場合、“1”としてください R/W

b31 ACSE（注2） 全モジュールクロックストップ

モード許可ビット

0：全モジュールクロックストップモード禁止

1：全モジュールクロックストップモード許可

R/W
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MSTPCRA レジスタは、モジュールストップ状態の制御を行うレジスタです。

ACSE ビット（全モジュールクロックストップモードイネーブルビット）

MSTPCRA、MSTPCRB レジスタで制御されるすべてのモジュールがモジュールストップ状態に設定され

た上で、CPU が WAIT 命令を実行した場合にバス制御部と I/O ポートも動作をストップして、消費電流を低

減する全モジュールクロックストップモードの許可または禁止を設定します。
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9.2.3 モジュールストップコントロールレジスタ B（MSTPCRB）

注1. CAN機能なし版では予約ビットとなります。読むと“1”が読めます。書く場合 “1”としてください。

MSTPCRB レジスタは、モジュールストップ状態の制御を行うレジスタです。

アドレス 0008 0014h

b31 b30 b29 b28 b27 b26 b25 b24 b23 b22 b21 b20 b19 b18 b17 b16

MSTPB
31

MSTPB
30

MSTPB
29

— — — — — MSTPB
23

— MSTPB
21

— — — MSTPB
17

—

リセット後の値 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — — MSTPB
7

— — — — — — MSTPB
0

リセット後の値 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 MSTPB0 CANモジュールストップ設定ビット
（注1）

対象モジュール：CAN
0：モジュールストップ状態の解除
1：モジュールストップ状態へ遷移

R/W

b6-b1 — 予約ビット 読むと“1”が読めます。書く場合、“1”としてください R/W

b7 MSTPB7 LINモジュールストップ設定ビット 対象モジュール：LIN
0：モジュールストップ状態の解除

1：モジュールストップ状態へ遷移

R/W

b16-b8 — 予約ビット 読むと“1”が読めます。書く場合、は “1”としてください R/W

b17 MSTPB17 シリアルペリフェラル
インタフェースモジュール

ストップ設定ビット

対象モジュール：RSPI
0：モジュールストップ状態の解除

1：モジュールストップ状態へ遷移

R/W

b20-b18 — 予約ビット 読むと“1”が読めます。書く場合、“1”としてください R/W

b21 MSTPB21 I2Cバスインタフェースモジュール

ストップ設定ビット

対象モジュール：IIC
0：モジュールストップ状態の解除

1：モジュールストップ状態へ遷移

R/W

b22 — 予約ビット 読むと“1”が読めます。書く場合、“1”としてください R/W

b23 MSTPB23 CRC演算器モジュールストップ設定

ビット

対象モジュール：CRC
0：モジュールストップ状態の解除
1：モジュールストップ状態へ遷移

R/W

b28-b24 — 予約ビット 読むと“1”が読めます。書く場合、“1”としてください R/W

b29 MSTPB29 シリアルコミュニケーション

インタフェース2モジュール
ストップ設定ビット

対象モジュール：SCI2
0：モジュールストップ状態の解除
1：モジュールストップ状態へ遷移

R/W

b30 MSTPB30 シリアルコミュニケーション
インタフェース1モジュール

ストップ設定ビット

対象モジュール：SCI1
0：モジュールストップ状態の解除

1：モジュールストップ状態へ遷移

R/W

b31 MSTPB31 シリアルコミュニケーション

インタフェース0モジュール
ストップ設定ビット

対象モジュール：SCI0
0：モジュールストップ状態の解除
1：モジュールストップ状態へ遷移

R/W
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9.2.4 モジュールストップコントロールレジスタ C（MSTPCRC）

注1. 内蔵RAMアクセス中にMSTPC0ビットを“1”にしないでください。また、MSTPC0ビットが “1”の状態で、RAMにアクセスしないで

ください。

MSTPCRC レジスタは、モジュールストップ状態の制御を行うレジスタです。

アドレス 0008 0018h

b31 b30 b29 b28 b27 b26 b25 b24 b23 b22 b21 b20 b19 b18 b17 b16

— — — — — — — — — — — — — — — —

リセット後の値 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — — — — — — — — — MSTPC
0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 MSTPC0
（注1）

RAMモジュールストップ設定ビット 対象モジュール：RAM（0000 0000h～0000 3FFFh）
0：モジュールストップ状態の解除
1：モジュールストップ状態へ遷移

R/W

b15-b1 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b31-b16 — 予約ビット 読むと “1”が読めます。書く場合、“1”としてください R/W
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9.2.5 ディープスタンバイコントロールレジスタ（DPSBYCR）

DPSBYCR レジスタは、ディープソフトウェアスタンバイモードの制御を行うレジスタです。

DPSBYCR レジスタは、RES# 端子からのリセット信号、パワーオンリセットおよび電圧監視リセットで

初期化されます。ディープソフトウェアスタンバイモードを解除する内部リセット信号では初期化されませ

ん。

IOKEEP ビット（I/O ポート保持ビット）

ディープソフトウェアスタンバイモード時、I/O ポートはソフトウェアスタンバイモードと同じ状態を保

持します。IOKEEP ビットは、ディープソフトウェアスタンバイモード時に保持した I/O ポートの状態を

ディープソフトウェアスタンバイモード解除後も保持し続けるか、解除するかを選択します。

DPSBY ビット（ディープソフトウェアスタンバイビット）

ディープソフトウェアスタンバイモードへの移行を制御します。

SBYCR.SSBY ビットが “1”、かつ DPSBY ビットが “1” の状態で、WAIT 命令を実行するとソフトウェア

スタンバイモードを経由してディープソフトウェアスタンバイモードへ移行します。外部割り込み端子、一

部の内部割り込み（電圧監視）によってディープソフトウェアスタンバイモードを解除したときは、

DPSBY ビットは “1” のままです。“0” にするときは、“0” を書いてください。

WDT をウォッチドックタイマモードで使用しているとき、IWDT を使用しているとき、および発振停止

検出機能有効のときは、このビットに設定された値は無効になります。この場合、たとえ SBYCR.SSBY

ビットを “1”、かつ DPSBY ビットが “1” の状態でも、WAIT 命令実行後は、常にスリープモードあるいは全

モジュールクロックストップモードに移行します。

アドレス 0008 C280h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

DPSBY IOKEE
P

— — — — — —

リセット後の値 0 0 1 1 0 0 0 1

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 — 予約ビット 読むと“1”が読めます。書く場合、“1”としてください R/W

b3-b1 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b5-b4 — 予約ビット 読むと“1”が読めます。書く場合、“1”としてください R/W

b6 IOKEEP I/Oポート保持ビット 0：ディープソフトウェアスタンバイモードの解除と同時に I/Oポー

トの保持を解除

1：ディープソフトウェアスタンバイモード解除後の IOKEEPビット
へ“0”を書くと、I/Oポートの保持を解除

R/W

b7 DPSBY ディープソフトウェア

スタンバイビット

SSBY  b7

0     0：WAIT命令実行後、スリープモードまたは全モジュールク

ロックストップモードに移行
0     1：WAIT命令実行後、スリープモードまたは全モジュールク

ロックストップモードに移行
1     0：WAIT命令実行後、ソフトウェアスタンバイモードに移行

1     1：WAIT命令実行後、ディープソフトウェアスタンバイモードに移

行

R/W
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9.2.6 ディープスタンバイウェイトコントロールレジスタ（DPSWCR）

DPSWCR レジスタは、外部割り込み端子、一部の内部割り込み（電圧監視）によってディープソフト

ウェアスタンバイモードを解除する場合に、クロックが安定するまで LSI が待機する時間を選択するレジス

タです。

DPSWCR レジスタは、RES# 端子からのリセット信号、パワーオンリセットおよび電圧監視リセットで初

期化されます。ディープソフトウェアスタンバイモードを解除する内部リセット信号では初期化されませ

ん。

WTSTS[5:0] ビット（ディープソフトウェアスタンバイウェイト時間設定ビット）

外部割り込み端子、一部の内部割り込み（電圧監視）によってディープソフトウェアスタンバイモードを

解除する場合に、クロックが安定するまで LSI が待機する時間を選択します。ディープソフトウェアスタン

バイモードを使用する場合は、ディープソフトウェアスタンバイモードに移行する前に WTSTS[5:0] ビット

の設定を行ってください。

水晶発振の場合、表 9.4 を参照し、動作周波数に応じて待機時間が発振安定時間以上となるように選択し

てください。外部クロックにおいても、PLL 回路の安定時間が必要になります。表 9.4 を参照し、待機時間

を設定してください。

発振安定期間中は、EXTAL 入力クロック周波数でカウントされます。

アドレス 0008 C281h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — WTSTS[5:0]

リセット後の値 0 0 0 0 1 1 1 1

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b5-b0 WTSTS[5:0] ディープソフトウェアスタンバイ

ウェイト時間設定ビット

b5                       b0

0  0  0  1  0  1：待機時間 = 64ステート

0  0  0  1  1  0：待機時間 = 512ステート
0  0  0  1  1  1：待機時間 = 1024ステート

0  0  1  0  0  0：待機時間 = 2048ステート
0  0  1  0  0  1：待機時間 = 4096ステート

0  0  1  0  1  0：待機時間 = 16384ステート

0  0  1  0  1  1：待機時間 = 32768ステート
0  0  1  1  0  0：待機時間 = 65536ステート

0  0  1  1  0  1：待機時間 = 131072ステート
0  0  1  1  1  0：待機時間 = 262144ステート

0  0  1  1  1  1：待機時間 = 524288ステート

R/W

b7-b6 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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9.2.7 ディープスタンバイインタラプトイネーブルレジスタ（DPSIER）

注1. RES# 端子からのリセット信号、パワーオンリセットおよび電圧監視リセットで初期化解除後、1度だけ“1”を書くことがで

きます。以後のライトアクセスは無効です。

DPSIER レジスタは、ディープソフトウェアスタンバイモードを解除する外部割り込み端子、および内部

の解除信号の許可／禁止を設定するレジスタです。

DPSIER レジスタは、RES# 端子からのリセット信号、パワーオンリセットおよび電圧監視リセットで初

期化されます。ディープソフトウェアスタンバイモードを解除する際の内部リセット信号では初期化されま

せん。

なお、DPSIER レジスタの設定を変更すると、対応する端子の入力バッファを制御する内部状態が変化し

ます。この時、端子の状態によっては内部的にエッジが発生し DPSIFR レジスタが “1” になる場合がありま

す。ディープソフトウェアスタンバイモードへ移行する前に、DPSIFR レジスタを “0” にしてください。

また、DPSIER レジスタが “0” になっている端子は、ディープソフトウェアスタンバイモードへ移行する

際、入力バッファは無効になります。この時、端子の状態によっては内部的に立ち上がりエッジが発生し、

DPSIFR レジスタが “1” になる場合があります。ただし、DPSIEGR レジスタが “0” になっている場合は、立

ち上がりエッジを検出しないため、DPSIFR レジスタは “1” になりません。

アドレス 0008 C282h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

DNMIE — — DLVDE — — DIRQ1
E

DIRQ0
E

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 DIRQ0E IRQ0端子許可ビット 0：IRQ0端子によるディープソフトウェアスタンバイモードの

解除を禁止
1：IRQ0端子によるディープソフトウェアスタンバイモードの

解除を許可

R/W

b1 DIRQ1E IRQ1端子許可ビット 0：IRQ1端子によるディープソフトウェアスタンバイモードの

解除を禁止

1：IRQ1端子によるディープソフトウェアスタンバイモードの
解除を許可

R/W

b3-b2 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b4 DLVDE LVDディープスタンバイ解除
信号許可ビット

0：電圧監視割り込みによるディープソフトウェアスタンバイ
モードの解除を禁止

1：電圧監視割り込みによるディープソフトウェアスタンバイ

モードの解除を許可

R/W

b6-b5 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b7 DNMIE NMI端子許可ビット 0：NMI端子によるディープソフトウェアスタンバイモードの解

除を禁止
1：NMI端子によるディープソフトウェアスタンバイモードの解

除を許可

R/(W)
（注1）
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9.2.8 ディープスタンバイインタラプトフラグレジスタ（DPSIFR）

注1. “0”のみ書けます。

DPSIFR レジスタは、ディープソフトウェアスタンバイモードの解除要求を保持するレジスタです。

ディープスタンバイインタラプトエッジレジスタ（DPSIEGR）で設定した解除要求が発生したときに “1”

になります。ディープソフトウェアスタンバイモードではない状態であっても解除要求が発生すれば “1” に

なるため、DPSIFR レジスタを “0” にした後、ディープソフトウェアスタンバイモードへ移行してください。

DPSIFR レジスタは、RES# 端子からのリセット信号、パワーオンリセットおよび電圧監視リセットで初期

化されます。ディープソフトウェアスタンバイモードを解除する内部リセット信号では初期化されません。

DIRQnF フラグ（IRQn ディープスタンバイ解除フラグ）（n = 0、1）

IRQn 端子による解除要求が発生したことを示します。

［“1” になる条件］

 DPSIEGR レジスタで選択した IRQn 端子による解除要求が発生したとき

［“0” になる条件］

 “1” を読んだ後、“0” を書いたとき

DLVDF フラグ（LVD ディープスタンバイ解除フラグ）

電圧監視信号による解除要求が発生したことを示します。

［“1” になる条件］

 電圧監視信号による解除要求が発生したとき

［“0” になる条件］

 “1” を読んだ後、“0” を書いたとき

DNMIF フラグ（NMI ディープスタンバイ解除フフラグ）

NMI 端子による解除要求が発生したことを示します。

[“1” になる条件 ]

 DPSIEGR レジスタで設定した NMI 端子による解除要求が発生したとき

[“0” になる条件 ]

  “1” を読んだ後、“0” を書いたとき

アドレス 0008 C283h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

DNMIF — — DLVDF — — DIRQ1
F

DIRQ0
F

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 DIRQ0F IRQ0ディープスタンバイ解除フラグ 0：IRQ0端子による解除要求の発生なし

1：IRQ0端子による解除要求の発生あり

R/(W)
（注1）

b1 DIRQ1F IRQ1ディープスタンバイ解除フラグ 0：IRQ1端子による解除要求の発生なし

1：IRQ1端子による解除要求の発生あり

R/(W) 
（注1）

b3-b2 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b4 DLVDF LVDディープスタンバイ解除フラグ 0：電圧監視信号による解除要求の発生なし
1：電圧監視信号による解除要求の発生あり

R/(W) 
（注1）

b6-b5 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b7 DNMIF NMIディープスタンバイ解除フラグ 0：NMI端子による解除要求の発生なし
1：NMI端子による解除要求の発生あり

R/(W) 
（注1）
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9.2.9 ディープスタンバイインタラプトエッジレジスタ（DPSIEGR）

DPSIEGR レジスタは、ディープソフトウェアスタンバイモードの解除に使用する解除信号のエッジ選択

を行うレジスタです。

DPSIEGR レジスタは、RES# 端子からのリセット信号、パワーオンリセットおよび電圧監視リセットで初

期化されます。ディープソフトウェアスタンバイモードの解除要因となる内部リセット信号では初期化され

ません。

アドレス 0008 C284h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

DNMIE
G

— — — — — DIRQ1
EG

DIRQ0
EG

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 DIRQ0EG IRQ0エッジ選択ビット 0：立ち下がりエッジで解除要求を発生

1：立ち上がりエッジで解除要求を発生

R/W

b1 DIRQ1EG IRQ1エッジ選択ビット 0：立ち下がりエッジで解除要求を発生

1：立ち上がりエッジで解除要求を発生

R/W

b6-b2 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b7 DNMIEG NMIエッジ選択ビット 0：立ち下がりエッジで解除要求を発生

1：立ち上がりエッジで解除要求を発生

R/W
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9.2.10 リセットステータスレジスタ（RSTSR）

注1. フラグをクリアするための“0”書き込みのみ可能です。

RSTSR レジスタは、内部リセットの発生要因を示すレジスタです。

PORF フラグ（パワーオンリセットフラグ）

パワーオンリセットが発生したことを示します。

PORF フラグは RES# 端子からのリセット信号で初期化されます。ディープソフトウェアスタンバイモー

ドを解除する際の内部リセット信号では初期化されません。

［“1” になる条件］

 パワーオンリセットが発生したとき

［“0” になる条件］

 RES# 端子でリセットしたとき

LVD1F フラグ（LVD1 検知フラグ）

Vdet1 レベル以下の VCC 電圧を検知したことを示します。

LVD1F フラグは RES# 端子からのリセット信号およびパワーオンリセットで初期化されます。ディープソ

フトウェアスタンバイモードを解除する際の内部リセット信号では初期化されません。

［“1” になる条件］

 Vdet1 レベル以下の VCC 電圧を検知したとき

［“0” になる条件］

 LVDCR.LVD1E ビットが “1” の状態で、VCC が Vdet1 を超え安定化時間を経過した状態で、“1” を読んだ

後、“0” を書いたとき

 RES# 端子でリセットしたとき

 パワーオンリセットが発生したとき

アドレス 0008 C285h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

DPSRS
TF

— — — — LVD2F LVD1F PORF

リセット後の値
0/1

（注1）
0 0 0 0 0/1

（注1）
0/1

（注1）
0/1

（注1）

注1. リセット要因に依存して初期値が決まります。

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 PORF パワーオンリセットフラグ 0：パワーオンリセット未発生

1：パワーオンリセット発生

R

b1 LVD1F LVD1検知フラグ 0：LVD1未検知

1：LVD1検知

R/(W)
（注1）

b2 LVD2F LVD2検知フラグ 0：LVD2未検知
1：LVD2検知

R/(W) 
（注1）

b6-b3 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b7 DPSRSTF ディープソフトウェア

スタンバイリセットフラグ

0：外部割り込み、一部の内部割り込み（電圧監視）による

ディープソフトウェアスタンバイモード解除要因の発生なし
1：外部割り込み、一部の内部割り込み（電圧監視）による

ディープソフトウェアスタンバイモード解除要因の発生あり

R/(W) 
（注1）
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LVD2F フラグ（LVD2 検知フラグ）

Vdet2 レベル以下の VCC 電圧を検知したことを示します。

LVD2F フラグは RES# 端子からのリセット信号およびパワーオンリセットで初期化されます。ディープソ

フトウェアスタンバイモードを解除する際の内部リセット信号では初期化されません。

［“1” になる条件］

 Vdet2 レベル以下の VCC 電圧を検知したとき

［“0” になる条件］

 LVDCR.LVD2E ビットが “1” の状態で、VCC が Vdet2 を超え安定化時間を経過した状態で、“1” を読んだ

後、“0” を書いたとき

 RES# 端子でリセットしたとき

 パワーオンリセットが発生したとき

 LVD1 によるリセットが発生したとき

DPSRSTF フラグ（ディープソフトウェアスタンバイリセットフラグ）

ディープソフトウェアスタンバイモードが DPSIER、DPSIEGR レジスタで設定した外部割り込み要因、一

部の内部割り込み（電圧監視）で解除され、内部リセットが発生したことを示します。

DPSRSTF フラグは、RES# 端子からのリセット信号、パワーオンリセットおよび電圧監視リセットで初期

化されます。ディープソフトウェアスタンバイモードを解除する内部リセット信号では初期化されません。

［“1” になる条件］

 外部割り込み要因、一部の内部割り込み（電圧監視）によりディープソフトウェアスタンバイモードを

解除したとき

［“0” になる条件］

 “1” を読んだ後、“0” を書いたとき

 RES# 端子でリセットしたとき

 パワーオンリセットが発生したとき

 LVD1 によるリセットが発生したとき

 LVD2 によるリセットが発生したとき
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9.2.11 ディープスタンバイバックアップレジスタ（DPSBKRy）（y=0 ～ 31）

DPSBKRy レジスタは、ディープソフトウェアスタンバイモード中にデータを退避するための 32 バイトの

読み出し、書き込みいずれも可能です。

内蔵 RAM のデータが保持されないディープソフトウェアスタンバイモードにおいても、このレジスタは

保持されます。

DPSBKRy レジスタは初期化されません。電源投入直後のレジスタ値は不定となります。

アドレス 0008 C290h～0008 C2AFh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

リセット後の値 x x x x x x x x

x： 不定
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9.3 マルチクロック機能

SCKCR.ICK[3:0], PCK[3:0] ビットを設定すると、クロック周波数が切り替わります。

CPU とバスマスタは、ICK[3:0] ビットで設定した動作クロックで動作します。周辺モジュールは、

PCK[3:0] ビットで設定した動作クロックで動作します。詳細は「8.　クロック発生回路」を参照してくださ

い。

9.4 モジュールストップ機能

モジュールストップ機能は、内蔵周辺モジュール単位で設定することができます。

MSTPCRA ～ MSTPCRC レジスタに対応する MSTPyj ビット (y=A ～ C、j=31 ～ 0) を “1” にすると、モ

ジュールは動作を停止してモジュールストップ状態へ遷移します。このとき CPU は単独で動作を継続しま

す。対応する MSTPyj ビットを “0” にすることによって、モジュールストップ状態は解除され、バスサイク

ルの終了時点でモジュールは動作を再開します。

モジュールストップ状態では、モジュールの内部状態が保持されています。

リセット後は、DTC、内蔵 RAM を除くすべてのモジュールがモジュールストップ状態になっています。

モジュールストップ状態に設定されたモジュールのレジスタは、読み出し、書き込みともにできません。



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 215 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 9.  消費電力低減機能

9.5 低消費電力状態

9.5.1 スリープモード

9.5.1.1 スリープモードへの移行

SBYCR.SSBY ビットが “0” の状態で WAIT 命令を実行すると、CPU はスリープモードになります。

スリープモード時、CPU の動作は停止しますが、CPU の内部レジスタは値を保持します。CPU 以外の周

辺機能は停止しません。

スリープモードを使用する場合、以下の設定を行った後、WAIT 命令を実行してください。

（1）CPU の PSW.I ビット（注 1）を “0” にする。

（2）スリープモードからの復帰に使用する割り込みの伝達先を CPU に設定する。

（3）スリープモードからの復帰に使用する割り込みの優先レベル（注 2）を、CPU の PSW.IPL[2:0] ビット（注

1）よりも高く設定する。

（4）スリープモードからの復帰に使用する割り込みの IERm.IENj ビット（注 2）を “1” にする。

（5） 後に書き込みを行った I/O レジスタを読み出し、書き込み値が反映されていることを確認する。

（6）WAIT 命令の実行（WAIT 命令の実行により CPU の PSW.I ビット（注 1）は自動的に “1” になります）。

注 1. 詳細は「2.　CPU」を参照してください。

注 2. 詳細は「11.　割り込みコントローラ（ICU）」を参照してください。

9.5.1.2 スリープモードの解除

スリープモードの解除は、すべての割り込み、RES# 端子によるリセット、パワーオンリセット、電圧監

視リセット、WDT のオーバフローによるリセット、または IWDT のアンダフローによるリセットによって

行われます。

 割り込みによる解除

割り込みが発生すると、スリープモードは解除され、割り込み例外処理を開始します。ただし、マスカ

ブル割り込みが CPU でマスクされている場合（割り込み優先レベルが（注 1）が CPU の PSW.IPL[3:0]

ビット（注 2）以下に設定されている場合）には、スリープモードは解除されません。

 RES# 端子による解除

RES# 端子を Low にすると、リセット状態になります。規定のリセット入力期間が経過した後、RES#

端子を High にすると、CPU はリセット例外処理を開始します。

 WDT のオーバフローリセットによる解除

WDT のオーバフローの内部リセットによって、スリープモードが解除されます。

 IWDT による解除

IWDT のアンダフローの内部リセットによって、スリープモードが解除されます。

 電圧監視リセットによる解除

電圧検出回路の電圧監視リセットによって、スリープモードが解除されます。

 パワーオンリセットによる解除

パワーオンリセットにより、スリープモードが解除されます。

注 1. 詳細は「11.　割り込みコントローラ（ICU）」を参照してください。

注 2. 詳細は「2.　CPU」を参照してください。
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9.5.2 全モジュールクロックストップモード

9.5.2.1 全モジュールクロックストップモードへの移行

SBYCR.SSBY ビットを “0” にした状態で WAIT 命令を実行したとき、以下の 2 つの条件が成立していれば

バスサイクルの終了時点で全モジュールクロックストップモードへ移行します。（注 1）

 MSTPCRA.ACSE ビットが “1” である

 MSTPCRA、MSTPCRB レジスタで制御されるすべてのモジュールをモジュールストップ状態に設定し

ている（MSTPCRA、MSTPCRB ＝ FFFFFFFFh）

全モジュールクロックストップモードでは、ウォッチドッグタイマ、独立ウォッチドッグタイマ、電圧検

出回路、パワーオンリセット回路、POE（注 4）を除いた全周辺モジュールと、CPU、バス制御部、および I/

O ポートの動作が停止します。

全モジュールクロックストップモードを使用する場合、以下の設定を行った後、WAIT 命令を実行してく

ださい。

1. CPU の PSW.I ビット（注 2）を “0” にする。

2. 全モジュールクロックストップモードからの復帰に使用する割り込みの伝達先を CPU に設定する。

3. 全モジュールクロックストップモードからの復帰に使用する割り込みの優先レベル（注 3）を CPU の

PSW.IPL[3:0] ビット（注 2）よりも高く設定する。

4. 全モジュールクロックストップモードからの復帰に使用する割り込みの IERm.IENn ビット（注 3）を “1”

にする。

5. WAIT 命令を実行する（WAIT 命令の実行により CPU の PSW.I ビット（注 2）は自動的に “1” になりま

す）。

注 1. DTC の動作状態によっては、全モジュールクロックストップモードに移行できない場合があります。

MSTPCRA.MSTPA28 ビットを “1” にする前に、DTC の DTCST.DTCST ビットを “0” にし、DTC が起動され

ていない状態で行ってください。

注 2. 詳細は「2.　CPU」を参照してください。

注 3. 詳細は「11.　割り込みコントローラ（ICU）」を参照しください。

注 4. POE 割り込みを有効に設定した状態で、全モジュールクロックストップモード中に POE 割り込み要因が発

生した場合、全モジュールクロックストップモードからの復帰はしませんが、割り込み要因発生のフラグは

保持されます。この状態で別要因にて全モジュールクロックストップモードから復帰した場合、復帰後に

POE 割り込みが発生します。

9.5.2.2 全モジュールクロックストップモードの解除

全モジュールクロックストップモードの解除は、外部割り込み（NMI 端子、IRQ0 ～ IRQ7 端子）、RES#

端子、電圧監視リセット、パワーオンリセット、内部割り込み（WDT、電圧監視、発振停止検出）によっ

て行われ、例外処理状態を経て通常のプログラム実行状態へ遷移します。マスカブル割り込みが CPU でマ

スクされている場合（割り込みの優先レベル（注 1）が CPU の PSW.IPL[3:0] ビット（注 2）以下に設定されて

いる場合）、または DTC の起動要因に設定した場合には、全モジュールクロックストップモードは解除され

ません。

注 1. 詳細は「11.　割り込みコントローラ（ICU）」を参照してください。

注 2. 詳細は「2.　CPU」を参照してください。
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9.5.3 ソフトウェアスタンバイモード

9.5.3.1 ソフトウェアスタンバイモードへの移行

SBYCR.SSBY ビットを “1” にし、DPSBYCR.DPSBY ビットを “0” にした状態で WAIT 命令を実行すると、

ソフトウェアスタンバイモードに移行します。このモードでは、CPU、内蔵周辺機能、および発振器のすべ

ての機能が停止します。ただし、CPU の内部レジスタの値と、内蔵 RAM のデータ、内蔵周辺機能と、

I/O ポートの状態は保持されます。ソフトウェアスタンバイモードモードでは、発振器が停止するため、消

費電力は著しく低減されます。

WAIT 命令を実行する前に DTC.DTCST.DTCST ビットを “0” にしておいてください。

WDT をウォッチドックタイマモードで使用している場合、または IWDT を使用している場合、ソフト

ウェアスタンバイモードに移行できません。WAIT 命令を実行する前に WDT を停止させてください。

また、発振停止検出機能有効の場合（注 1）、ソフトウェアスタンバイモードに移行できません。ソフト

ウェアスタンバイモードへ移行する場合は、発振停止検出機能無効に設定後、WAIT 命令を発行してくださ

い。

ソフトウェアスタンバイモードを使用する場合、以下の設定を行った後、WAIT 命令を実行してくださ

い。

1. CPU の PSW.I ビット（注 2）を “0” にする。

2. ソフトウェアスタンバイモードからの復帰に使用する割り込みの伝達先を CPU に設定する。

3. ソフトウェアスタンバイモードからの復帰に使用する割り込みの優先レベル（注 3）を

CPU.PSW.IPL[3:0] ビット（注 2）よりも高く設定する。

4. ソフトウェアスタンバイモードからの復帰に使用する割り込みの IERm.IENn ビット（注 3）を “1” にす

る。

5. WAIT 命令を実行する（WAIT 命令の実行により CPU.PSW.I ビット（注 2）は自動的に “1” になります）。

注 1. リセット解除後、発振停止検出機能（OSTDCR.OSTDE ビット）は有効です。

注 2. 詳細は、「2.　CPU」を参照してください。

注 3. 詳細は、「11.　割り込みコントローラ（ICU）」を参照してください。

9.5.3.2 ソフトウェアスタンバイモードの解除

ソフトウェアスタンバイモードの解除は、外部割り込み（NMI、IRQ0 ～ IRQ7( 注 1)）、一部の内部割り込

み（電圧監視）、RES# 端子によるリセット、パワーオンリセット、または電圧監視リセットによって行われ

ます。

1. 割り込みによる解除

NMI、IRQ0 ～ IRQ7 ( 注 1)、電圧監視による割り込みの要求信号が入力されると、クロックが発振を開

始し、SBYCR.STS[4:0] ビットで選択した時間が経過した後、安定したクロックが RX62T 全体に供給さ

れて、ソフトウェアスタンバイモードは解除され、割り込み例外処理を開始します。

2. RES# 端子による解除

RES# 端子を Low にすると、クロックの発振を開始します。クロックの発振開始と同時に、LSI にク

ロックを供給します。このとき RES# 端子は必ずクロックの発振が安定するまで Low を保持するように

してください。RES# 端子を High にすると、CPU はリセット例外処理を開始します。

3. パワーオンリセットによる解除

電源電圧の低下によりパワーオンリセットが発生すると、ソフトウェアスタンバイモードは解除されます。

4. 電圧監視リセットによる解除

電源電圧の低下により電圧監視リセットが発生すると、ソフトウェアスタンバイモードは解除され、ク

ロックの発振を開始します。

注 1. 詳細は、「11.　割り込みコントローラ（ICU）」を参照してください。
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9.5.3.3 ソフトウェアスタンバイモード解除後の発振安定時間の設定

SBYCR.STS[4:0] ビットは、以下のように設定してください。

1. 水晶発振の場合

待機時間が発振安定時間以上となるように STS[4:0] ビットを設定してください。

表 9.4 に、動作周波数と STS[4:0] ビットの設定に対する待機時間を示します。

2. 外部クロックの場合

PLL 回路の安定時間が必要となります。表 9.4 を参照し待機時間を設定してください。

　

注1. PCLKは周辺モジュール分周器の出力です。
発振安定待ち時間は、発振器が発振安定していない期間も含みますので、発振子の特性に影響されます。

上記数値は参考値です

表9.4 発振安定時間の設定

STS4 STS3 STS2 STS1 STS0 待機時間

（ステート）

PCLK（注1）（MHz）
単位

50 25 8

0 0 0 0 0 （予約） — — — μs

1 （予約） — — —

1 0 （予約） — — —

1 （予約） — — —

1 0 0 （予約） — — —

1 64 1.3 2.6 8.0

1 0 512 10.25 20.5 64.0

1 1024 20.5 41.0 128.0

1 0 0 0 2048 40.95 81.9 256.0

1 4096 0.08 0.16 0.51 ms

1 0 16384 0.33 0.66 2.05

1 32768 0.655 1.31 4.10

1 0 0 65536 1.31 2.62 8.19

1 131072 2.62 5.24 16.38

1 0 262144 5.25 10.49 32.77

1 524288 10.49 20.97 65.54

1 x x x x （予約） — — —

：外部クロック使用時の推奨設定時間

：水晶発振使用時の推奨設定時間
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9.5.3.4 ソフトウェアスタンバイモードの応用例

IRQ 端子の立ち下がりエッジでソフトウェアスタンバイモードに移行し、IRQ 端子の立ち上がりエッジで

ソフトウェアスタンバイモードの解除を行う例を図 9.2 に示します。

この例では、ICU の IRQCRi.IRQMD[1:0] ビットが “01b”（立ち下がりエッジ）に設定されている状態で、

IRQ 割り込みを受け付けた後、IRQMD[1:0] ビットを “10b”（立ち上がりエッジ）に設定し、SBYCR.SSBY

ビットを “1” にした後、WAIT 命令を実行してソフトウェアスタンバイモードに移行しています。その後、

IRQ 端子の立ち上がりエッジでソフトウェアスタンバイモードが解除されます。

ソフトウェアスタンバイモードからの復帰には、割り込みコントローラ（ICU）の設定も必要となりま

す。詳細は、「11.　割り込みコントローラ（ICU）」を参照してください。

図 9.2 ソフトウェアスタンバイモードの応用例

ソフトウェアスタンバイモード
（低消費電力状態）

IRQ例外処理
IRQMD[1:0] = 10
SSBY=1

WAIT命令
発振安定
時間
tOSC2

IRQ例外処理

01 10

SSBY

IRQMD[1:0]

IRQ

ICLK

発振器
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9.5.4 ディープソフトウェアスタンバイモード

9.5.4.1 ディープソフトウェアスタンバイモードへの移行

SBYCR.SSBY ビットが “1” の状態で、WAIT 命令を実行すると、ソフトウェアスタンバイモードに移行し

ます（注 1）。このとき、DPSBYCR.DPSBY ビットが “1” なら、ディープソフトウェアスタンバイモードに移

行します。ただし、ソフトウェアスタンバイモードに移行した際に、ソフトウェアスタンバイモード解除要

求（NMI、IRQ0 ～ 7 割り込み要求、一部の内部割り込み（電圧監視））の発生が競合した場合には、DPSBY

ビットの設定にかかわらず、ソフトウェアスタンバイモードが解除され、SBYCR.STS[4:0] ビットで選択し

たソフトウェアスタンバイモードの発振安定時間が経過した後、割り込み例外処理が開始されます。

SSBY ビットと DPSBY ビットがともに “1” の状態で、かつソフトウェアスタンバイモード解除要求が発

生していない場合は、ソフトウェアスタンバイモードに移行後、直ちにディープソフトウェアスタンバイ

モードに移行します。

ディープソフトウェアスタンバイモードは、CPU、内蔵周辺機能、内蔵 RAM、および発振器のすべての

機能が停止し、さらにこれらの内部電源の供給を停止しますので、消費電力は著しく低減されます。このと

き、CPU、内蔵周辺機能のレジスタ内容はすべて不定となります。内蔵 RAM のデータも、すべて不定とな

ります。

電圧検出回路、パワーオンリセット回路 は、ディープソフトウェアスタンバイモード時も有効です。

ポートの状態は、ソフトウェアスタンバイモード時の状態を保持します。

注 1. WAIT 命令実行前に、ソフトウェアスタンバイモードへ移行する際の DTC、WDT、IWDT、発振停止検出機

能に関する条件を満たしておく必要があります。詳細は、「9.5.3　ソフトウェアスタンバイモード」を参照し

てください。
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9.5.4.2 ディープソフトウェアスタンバイモードの解除

ディープソフトウェアスタンバイモードの解除は、外部割り込み端子（NMI 端子、IRQ0-A、IRQ1-A 端

子）、一部の内部割り込み（電圧監視）、RES# 端子によるリセット、パワーオンリセット、または電圧監視

リセットによって行われます。

1. 外部割り込みおよび内部割り込みによる解除

DPSIFR レジスタは、ディープソフトウェアスタンバイモードの解除要因を保持するレジスタで、解除

要求が発生したときに “1” になります。このとき、DPSIER レジスタで解除要因が許可されている場合、

ディープソフトウェアスタンバイモードは解除されます。

DPSIFR.DNMIF、DIRQnF フラグは、DPSIER.DNMIE ビットや、DPSIER.DIRQnE ビット ( n=1、0) で許

可した NMI 端子、または IRQ0-A ～ IRQ1-A 端子にエッジが発生すると “1” になります。立ち上がり

エッジと立ち下がりエッジの選択は DPSIEGR レジスタで端子ごとに行えます。

また、DLVDF フラグは、DPSIER.DLDVE ビットで許可した電圧監視割り込みが発生すると “1” になり

ます。

ディープソフトウェアスタンバイモードの解除要求が発生すると、クロック発振を開始するのと同時

に、内部電源の供給を開始し、LSI 全体に対して内部リセット信号が発生します。

DPSWCR.WTSTS[5:0] ビットで選択した待機時間が経過した後、安定したクロックが LSI 全体に供給さ

れ、内部リセットが解除されます。内部リセットの解除ととともにディープソフトウェアスタンバイ

モードは解除され、リセット例外処理が開始されます。

外部割り込みおよび内部割り込みによってディープソフトウェアスタンバイモードが解除されると、

RSTSR.DPSRSTF フラグが “1” になります。

2. RES# 端子による解除

RES# 端子を Low にすると、クロックの発振を開始し、同時に内部電源の供給を開始します。クロック

の発振開始と同時に、LSI にクロックが供給されます。このとき RES# 端子は必ずクロックの発振が安

定するまで Low に保持してください。RES# 端子を High にすると、CPU はリセット例外処理を開始し

ます。

3. パワーオンリセットによる解除

電源電圧の低下によりパワーオンリセットが発生すると、ディープソフトウェアスタンバイモードは解

除されます。

4. 電圧監視リセットによる解除

電源電圧の低下により電圧監視リセットが発生すると、ディープソフトウェアスタンバイモードは解除

されます。
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9.5.4.3 ディープソフトウェアスタンバイモード解除時の端子状態

ディープソフトウェアスタンバイモード時、I/O ポートはソフトウェアスタンバイモード時の状態を保持

しています。ディープソフトウェアスタンバイモードに伴う内部リセットによって、LSI 内部は初期化され

ており、ディープソフトウェアスタンバイモードが解除されると直ちにリセット例外処理が開始されます。

このときのポートの状態を、以下に示します。

DPSBYCR.IOKEEP ビットで、I/O ポートを初期状態とするか、ソフトウェアスタンバイモード時の I/O

ポートの状態を保持し続けるかを選択することができます。

 IOKEEP ビットが “0” のとき

ディープソフトウェアスタンバイモードにともなう内部リセットによって、I/O ポートは初期化されま

す。

  IOKEEP ビットが “1” のとき

ディープソフトウェアスタンバイモードにともなう内部リセットによって、LSI 内部は初期化されてい

ますが、I/O ポートは LSI 内部の状態にかかわらずソフトウェアスタンバイモード時の状態を保持し続

けます。このとき、I/O ポート、周辺モジュールの設定を行っても、ソフトウェアスタンバイモード時

の I/O ポートの状態を保持し続けます。その後、IOKEEP ビットを “0” にすることで、I/O ポートの状態

保持は解除され、内部状態に応じた動作となります。

IOKEEP ビットは、ディープソフトウェアスタンバイモードの解除にともなう内部リセットによって初期

化されません。
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9.5.4.4 ディープソフトウェアスタンバイモード解除後の発振安定時間の設定

DPSWCR.WTSTS[5:0] ビットは、以下のように設定してください。

1. 水晶発振の場合

待機時間が発振安定時間以上となるように WTSTS[5:0] ビットを設定してください。

表 9.5 に EXTAL 入力クロック周波数と、WTSTS[5:0] ビットの設定に対する待機時間を示します。

2. 外部クロックの場合

PLL 回路の安定時間が必要となります。表 9.5 を参照し待機時間を設定してください。

　

注1. 発振安定待ち時間は、発振器が発振安定していない期間も含みますので、発振子の特性に影響されます。

上記数値は参考値です。

表9.5 発振安定時間の設定

WTSTS5 WTSTS4 WTSTS3 WTSTS2 WTSTS1 WTSTS0
待機時間

（ステート）

EXTAL入力クロック周波数（注1）

（MHz） 単位

12 10 8

0 0 0 0 0 0 （予約） — — — μs

1 （予約） — — —

1 0 （予約） — — —

1 （予約） — — —

1 0 0 （予約） — — —

1 64 5.3 6.4 8.0

1 0 512 42.7 51.2 64.0

1 1024 85.3 102.4 128.0

1 0 0 0 2048 170.7 204.8 256.0

1 4096 0.34 0.41 0.51 ms

1 0 16384 1.37 1.64 2.05

1 32768 2.73 3.26 4.10

1 0 0 65536 5.46 6.55 8.19

1 131072 10.92 13.11 16.38

1 0 262144 21.85 26.21 32.77

1 524288 43.69 52.43 65.54

1 x x x x （予約） — — —

1 x x x x x （予約） — — —

：外部クロック使用時の推奨設定時間

：水晶発振使用時の推奨設定時間
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9.5.4.5 ディープソフトウェアスタンバイモードの応用例

IRQ 端子の立ち下がりエッジでディープソフトウェアスタンバイモードに移行し、IRQ 端子の立ち上がり

エッジでディープソフトウェアスタンバイモードの解除を行う例を図 9.3 に示します。

この例では、ICU の IRQCRi.IRQMD[1:0] ビットが “01b”（立ち下がりエッジ）の状態で、IRQ 割り込みを

受け付けた後、DPSIEGR.DIRQnEG ビット ( n=1、0) を “1”（立ち上がりエッジ）にし、SBYCR.SSBY ビッ

トと、DPSBYCR.DPSBY ビットを “1” にした後、WAIT 命令を実行してディープソフトウェアスタンバイ

モードに移行しています。

その後、IRQ 端子の立ち上がりエッジでディープソフトウェアスタンバイモードが解除されます。

図 9.3 ディープソフトウェアスタンバイモードの応用例

内部リセットで無効

IRQ例外処理
DIRQiEG=1
SSBY=1
DPSBY=1

ディープソフトウェア
スタンバイモード
（低消費電力状態）

リセット例外処理発振安定時間

WAIT命令

クリア

IOKEEPビットが

“0”のとき

動作

IOKEEPビットが

“1”のとき

発振器

ICLK

IRQ

IRQ割り込み セット

DIRQiFセット要求 セット

DIRQiEGビット セット

DPSBYビット クリアセット

IOKEEPビット クリアセット LL

I/Oポート 動作 保持

IOKEEPビット

I/Oポート 動作 保持 動作

DPSRSTFフラグ

内部リセット

L

H
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9.5.4.6 ディープソフトウェアスタンバイモードのフローチャート

図 9.4 にディープソフトウェアスタンバイモードを使用する場合のフローチャートの例を示します。

この例では、リセット例外処理の後、リセット機能の RSTSR.DPSRSTF フラグにて RES# 端子によるリ

セットか、ディープソフトウェアスタンバイモード解除によるリセットかを判定しています。

RES# 端子によるリセットの場合は、各種設定後、ディープソフトウェアスタンバイモードへ移行していま

す。

ディープソフトウェアスタンバイモード解除によるリセットの場合は、I/O ポートの設定をした上で

DPSBYCR.IOKEEP ビットを “0” にしています。

図 9.4 ディープソフトウェアスタンバイモードのフローチャート例

No

Yes

RES#によるリセットの解除

リセット例外処理

プログラムスタート

RSTSR.DPSRSTF=0

DPSWCR.WTSTS[5:0]の設定 発振安定時間の設定 DPSIFRの読み出し
ディープソフトウェア
スタンバイモード解除要求
の確認･･･①

・SBYCR.SSBY=1
・DPSBYCR.DPSBY=1

の設定

ディープソフトウェア
スタンバイモードの選択

PORTn.DDR、PORTn.DR設定
IOKEEPが“0”になった後
の端子状態を設定

PORTn.DDR、PORTn.DR設定

DPSIEGRの設定

DPSIERの設定

DPSIFRを“00h”にする

WAIT命令実行

ディープソフトウェア
スタンバイモード

ディープソフトウェアスタンバイモード解除の
割り込み発生

ディープソフトウェア
スタンバイモード時
およびその解除後の
端子状態の設定

ディープソフトウェア
スタンバイモード解除割り込み
の設定

DPSBYCR.IOKEEP=0にする

①で確認した解除要求に
応じたプログラムの実行

ディープソフトウェア
スタンバイモードへの
移行時から継続されている
端子状態の保持を解除

DPSIERの設定値確認

DPSIFRのクリア確認

DPSBYCR.IOKEEP=1 にする

I/Oレジスタ読み出し 後に書いたレジスタに値が
反映されていることを確認



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 226 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 9.  消費電力低減機能

9.6 使用上の注意事項

9.6.1 I/O ポートの状態

ソフトウェアスタンバイモードおよびディープソフトウェアスタンバイモードでは、I/O ポートの状態を

保持します。したがって、High を出力している場合は出力電流分の消費電流は低減されません。

9.6.2 DTC のモジュールストップ

MSTPCRA.MSTPA28 ビットを “1” にする前に、DTC の DTCST.DTCST ビットを “0” にし、DTC が起動さ

れてない状態で行ってください。

詳細は「14.　データトランスファコントローラ（DTC）」を参照してください。

9.6.3 内蔵周辺モジュールの割り込み

モジュールストップ状態では当該割り込みの動作ができません。したがって、割り込み要求が発生した状

態でモジュールストップとすると、CPU の割り込み要因または DTC の起動要因のクリアができません。事

前に割り込みを禁止してからモジュールストップ状態にしてください。

9.6.4 MSTPCRA、MSTPCRB、MSTPCRC レジスタの書き込み

MSTPCRA、MSTPCRB および MSTPCRC レジスタへの書き込みは、CPU のみで行ってください。

9.6.5 DIRQnE ビット ( n=1、0) による入力バッファ制御

DPSIER.DIRQnE（n=1、0）ビットを “1” にすることで、P10/IRQ0-A、P11/IRQ1-A 端子の入力バッファを

有効にすることができます。これにより、当該端子の入力は、DPSIFR.DIRQnF（n ＝ 1、0）ビットに伝わり

ますが、割り込みコントローラや周辺モジュール、I/O ポートには伝わりませんので注意してください。

割り込みコントローラや周辺モジュール、I/O ポートへの入力は PORTn.ICR レジスタで制御してくださ

い。

9.6.6 ディープソフトウェアスタンバイモードの移行と割り込みの競合

ディープソフトウェアスタンバイモードへ移行する際、ソフトウェアスタンバイモードの解除要求が競合

した場合には、ディープソフトウェアスタンバイモードへは移行せずにソフトウェアスタンバイモードの解

除シーケンスを開始します。その後、SBYCR.STS[4:0] ビットで選択したソフトウェアスタンバイモードの

発振安定時間が経過した後、割り込み例外処理が開始されます。

ディープソフトウェアスタンバイモードへの移行とソフトウェアスタンバイモードの解除要求が競合する

場合は、割り込み例外処理ルーチンが必要ですので、注意してください。

9.6.7 WAIT 命令の実行タイミング

WAIT 命令は、先行して実行されたレジスタへの書き込みの完了を待たずに実行されます。レジスタへの

書き込みによる設定変更が反映される前に WAIT 命令が実行される場合があり、意図していない動作を起す

恐れがあります。必ず 後のレジスタへの書き込みが完了していることを確認してから WAIT 命令を実行し

てください。
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10. 例外処理

10.1 例外事象

CPU が通常のプログラムを実行している途中で、ある事象の発生によってそのプログラムの実行を中断

し、別のプログラムを実行する必要が生じる場合があります。このような事象を総称して例外事象と呼びま

す。

RX CPU は、7 種類の例外に対応します。図 10.1 に例外事象の種類を示します。

例外が発生すると、プロセッサモードはスーパバイザモードに移行します。

図 10.1 例外事象の種類

未定義命令例外

特権命令例外

アクセス例外

浮動小数点例外

リセット

ノンマスカブル割り込み

割り込み

無条件トラップ

例外事象
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10.1.1 未定義命令例外

未定義命令例外は、未定義命令（実装されていない命令）の実行を検出した場合に発生します。

10.1.2 特権命令例外

特権命令例外は、ユーザモードで特権命令の実行を検出した場合に発生します。特権命令はスーパバイザ

モードでのみ実行可能です。

10.1.3 アクセス例外

アクセス例外は、CPU からのメモリアクセスによるエラーが検出された場合に発生します。メモリプロテ

クションユニットが命令メモリプロテクションエラーを検出した場合には命令アクセス例外が、データメモ

リプロテクションエラーを検出した場合にはオペランドアクセス例外が発生します。

10.1.4 浮動小数点例外

浮動小数点例外は、IEEE754 規格で規定された 5 つの例外事象（オーバフロー、アンダフロー、精度異

常、ゼロ除算、無効演算）の他、非実装処理を検出した場合に発生します。浮動小数点例外は、FPSW の

EX、EU、EZ、EO、EV ビットが “0” のとき、例外処理が禁止されます。

10.1.5 リセット

CPU にリセット信号を入力することによって発生します。リセットは 高度の優先順位を持ち、常に受け付

けられます。

10.1.6 ノンマスカブル割り込み

CPU にノンマスカブル割り込み信号を入力することによって発生します。システムに致命的な障害が発生

したと考えられる場合にのみ使用します。例外処理ルーチン処理後、例外発生時に実行していた元のプログ

ラムに復帰しない条件で使用してください。

10.1.7 割り込み

CPU に割り込み信号を入力することによって発生します。割り込みのうち１つの要因を、高速割り込みと

して割り当てることが可能です。高速割り込みは、通常の割り込みに比べ、ハードウェア前処理とハード

ウェア後処理が高速です。高速割り込みの優先レベルは 15（ 高）です。

PSW の I ビットが “0” のとき、割り込みの受け付けは禁止されます。

10.1.8 無条件トラップ

INT 命令、および BRK 命令を実行すると無条件トラップが発生します。
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10.2 例外の処理手順

例外処理には、ハードウェアが自動的に処理する部分と、ユーザが記述したプログラム（例外処理ルーチ

ン）によって処理される部分があります。リセットを除く、例外受け付け時の処理手順を図 10.2 に示しま

す。

図 10.2 例外処理手順の概要

・・・

（高速割り込みの場合）
PC→BPC
PSW→BPSW
U = 0
I = 0
PM = 0

（高速割り込み以外の例外の場合）
PC→スタック退避（ISP）
PSW→スタック退避（ISP）
U = 0
I = 0
PM = 0

（高速割り込みの場合）
BPC→PC
BPSW→PSW

（高速割り込み以外の例外の場合）
スタック→PC
スタック→PSW

PSWのPMビットが“1”のとき、
ユーザモードへ移行

スーパバイザモードへ移行

ハードウェア前処理

例外要求

命令A 命令B 命令C 命令D命令C

プログラム実行再開

ユーザ記述の処理プログラム

ベクタ読み出し
処理ルーチン先頭への分岐

例外事象発生

汎用レジスタ
スタック退避

処理ルーチン
汎用レジスタ

復帰

（高速割り込みの場合）
RTFI命令

（高速割り込み以外の例外の場合）
RTE命令

ノンマスカブル
割り込み処理

プログラムを終了、またはシステムリセットノンマスカブル割り込み

UND ：未定義命令例外

PIE ：特権命令例外

ACE ：アクセス例外

FPE ：浮動小数点例外

EI ：割り込み

TRAP ：無条件トラップ

ハードウェア後処理

・命令処理取消型
（UND、PIE、ACE、FPE）

・命令処理中断型
（RMPA命令またはストリング操作命令
実行中に受け付けられたEI）

・命令処理完了型
（EI、TRAP）

ノンマスカブル割り込み
を除く例外処理ルーチン

プログラム中断
例外受け付け
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例外が受け付けられると、RX CPU はハードウェア処理を行った後、ベクタにアクセスし、分岐先アドレ

スを取得します。ベクタには各例外ごとにベクタアドレスが割り当てられており、そこに例外処理ルーチン

への分岐先アドレスを書きます。

RX CPU のハードウェア前処理では、高速割り込みの場合は、プログラムカウンタ（PC）の内容をバック

アッププログラムカウンタ（BPC）に、プロセッサステータスワード（PSW）の内容をバックアッププロ

セッサステータスワード（BPSW）へ退避します。高速割り込み以外の例外では、PC、PSW をスタック領

域に退避します。例外処理ルーチン中で使用する汎用レジスタ、および PC、PSW 以外の制御レジスタにつ

いては、例外処理ルーチンの先頭でユーザプログラムによってスタックに退避してください。

例外処理ルーチン処理完了後、スタックに退避したレジスタを復帰して RTE 命令を実行することで、例

外処理から元のプログラムに復帰します。高速割り込みの場合のみ、RTFI 命令を実行します。ただし、ノ

ンマスカブル割り込みの場合には、元のプログラムに復帰せず、プログラムを終了、またはシステムリセッ

トを行ってください。

RX CPU のハードウェア後処理では、高速割り込みの場合は BPC を PC に、また、BPSW の値を PSW に

戻します。高速割り込み以外の例外では、スタック領域から PC、PSW の値を復帰します。
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10.3 例外事象の受け付け

例外事象が発生すると、それまで実行していたプログラムを中断して、例外処理ルーチン処理に分岐しま

す。

10.3.1 受け付けタイミングと保存される PC 値

各例外事象の受け付けタイミングと保存されるプログラムカウンタ（PC）の値を表 10.1 に示します。

10.3.2 ベクタと PC、PSW の退避場所

各例外事象のベクタとプログラムカウンタ（PC）、プロセッサステータスワード（PSW）の退避場所を表

10.2 に示します。

表10.1 受け付けタイミングと保存されるPC値

例外事象 処理型
受け付け

タイミング
BPC／スタックに保存されるPC値

未定義命令例外 命令処理取消型 命令実行中 例外が発生した命令のPC値

特権命令例外 命令処理取消型 命令実行中 例外が発生した命令のPC値

アクセス例外 命令処理放棄型 命令実行中 例外が発生した命令のPC値

浮動小数点例外 命令処理取消型 命令実行中 例外が発生した命令のPC値

リセット 命令処理放棄型 各サイクル なし

ノンマスカブル

割り込み

RMPA、SCMPU、SMOVB、
SMOVF、SMOVU、SSTR、
SUNTIL、SWHILE命令実行中

命令処理中断型 命令実行中 実行中の命令のPC値

上記以外の状態 命令処理完了型 命令の区切り 次の命令のPC値

割り込み RMPA、SCMPU、SMOVB、
SMOVF、SMOVU、SSTR、
SUNTIL、SWHILE命令実行中

命令処理中断型 命令実行中 実行中の命令のPC値

上記以外の状態 命令処理完了型 命令の区切り 次の命令のPC値

無条件トラップ 命令処理完了型 命令の区切り 次の命令のPC値

表10.2 ベクタとPC、PSWの退避場所

例外事象 ベクタ PC、PSWの退避場所

未定義命令例外 固定ベクタテーブル スタック

特権命令例外 固定ベクタテーブル スタック

アクセス例外 固定ベクタテーブル スタック

浮動小数点例外 固定ベクタテーブル スタック

リセット 固定ベクタテーブル なし

ノンマスカブル割り込み 固定ベクタテーブル スタック

割り込み 高速割り込み FINTV BPC、BPSW

高速割り込み以外 可変ベクタテーブル（INTB） スタック

無条件トラップ 可変ベクタテーブル（INTB） スタック
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10.4 例外の受け付け／復帰時のハードウェア処理

リセットを除く、例外の受け付けおよび復帰時のハードウェア処理について説明します。

(1) 例外受け付け時のハードウェア前処理

(a) PSW の退避

（高速割り込みの場合）

PSW → BPSW

（高速割り込み以外の例外の場合）

PSW →スタック領域

注 . FPSW は、ハードウェア前処理では退避されません。浮動小数点演算命令を例外処理ルーチン内で使用する場

合は、例外処理ルーチン内でユーザがスタックへ退避してください。

(b) PSW の PM、U、I ビットの更新

I ： 0 にする

U： 0 にする

PM：0 にする

(c) PC の退避

（高速割り込みの場合）

PC → BPC

（高速割り込み以外の例外の場合）

PC →スタック領域 

(d) PC に例外処理ルーチン分岐先アドレスをセット

各例外に対応したベクタを取得し分岐することにより、例外処理ルーチン処理へ移行します。

(2) RTE 命令、RTFI 命令実行時のハードウェア後処理

(a) PSW の復帰

（高速割り込みの場合）

BPSW → PSW

（高速割り込み以外の例外の場合）

スタック領域→ PSW

(b) PC の復帰

（高速割り込みの場合）

BPC → PC

（高速割り込み以外の例外の場合）

スタック領域→ PC
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10.5 ハードウェア前処理

例外要求が受け付けられてから例外処理ルーチンが実行されるまでのハードウェア前処理について説明し

ます。

10.5.1 未定義命令例外

(1) プロセッサステータスワード（PSW）の内容をスタック領域（ISP）に退避します。

(2) PSW のプロセッサモード設定ビット（PM）、スタックポインタ指定ビット（U）、割り込み許可ビット

（I）を “0” にします。

(3) プログラムカウンタ（PC）の内容をスタック領域（ISP）に退避します。

(4) FFFFFFDCh 番地からベクタを取得します。

(5) 取得したベクタを PC にセットし、例外処理ルーチンへ分岐します。

10.5.2 特権命令例外

(1) プロセッサステータスワード（PSW）の内容をスタック領域（ISP）に退避します。

(2) PSW のプロセッサモード設定ビット（PM）、スタックポインタ指定ビット（U）、割り込み許可ビット

（I）を “0” にします。

(3) プログラムカウンタ（PC）の内容をスタック領域（ISP）に退避します。

(4) FFFFFFD0h 番地からベクタを取得します。

(5) 取得したベクタを PC にセットし、例外処理ルーチンへ分岐します。

10.5.3 アクセス例外

(1) プロセッサステータスワード（PSW）の内容をスタック領域（ISP）に退避します。

(2) PSW のプロセッサモード設定ビット（PM）、スタックポインタ指定ビット（U）、割り込み許可ビット

（I）を “0” にします。

(3) プログラムカウンタ（PC）の内容をスタック領域（ISP）に退避します

(4) FFFFFFD4h 番地からベクタを取得します。

(5) 取得したベクタを PC にセットし、例外処理ルーチンへ分岐します。

10.5.4 浮動小数点例外

(1) プロセッサステータスワード（PSW）の内容をスタック領域（ISP）に退避します。

(2) PSW のプロセッサモード設定ビット（PM）、スタックポインタ指定ビット（U）、割り込み許可ビット

（I）を “0” にします。

(3) プログラムカウンタ（PC）の内容をスタック領域（ISP）に退避します。

(4) FFFFFFE4h 番地からベクタを取得します。

(5) 取得したベクタを PC にセットし、例外処理ルーチンへ分岐します。

10.5.5 リセット

(1) 制御レジスタを初期化します。

(2) FFFFFFFCh 番地からベクタを取得します。

(3) 取得したベクタをプログラムカウンタ（PC）にセットします。
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10.5.6 ノンマスカブル割り込み

（1）プロセッサステータスワード（PSW）の内容をスタック領域（ISP）に退避します。

（2）PSW のプロセッサモード設定ビット（PM）、スタックポインタ指定ビット（U）、割り込み許可ビット

（I）を “0” にします。

（3）RMPA、SCMPU、SMOVB、SMOVF、SMOVU、SSTR、SUNTIL、SWHILE 命令を実行中は、実行中の

命令のプログラムカウンタ（PC）の内容を、それ以外の状態では次の命令の PC の内容をスタック領域

（ISP）に退避します。

（4）PSW のプロセッサ割り込み優先レベル（IPL[3:0]）を “Fh” にします。

（5）FFFFFFF8h 番地からベクタを取得します。

（6）取得したベクタを PC にセットし、例外処理ルーチンへ分岐します。

10.5.7 割り込み

（1）プロセッサステータスワード（PSW）の内容をスタック領域（ISP）に退避します。高速割り込みの場

合は、バックアップ PSW（BPSW）に退避します。

（2）PSW のプロセッサモード設定ビット（PM）、スタックポインタ指定ビット（U）、割り込み許可ビット

（I）を “0” にします。

（3）RMPA、SCMPU、SMOVB、SMOVF、SMOVU、SSTR、SUNTIL、SWHILE 命令を実行中は、実行中の

命令のプログラムカウンタ（PC）の内容を、それ以外の状態では次の命令の PC の内容をスタック領域

（ISP）に退避します。高速割り込みの場合は、バックアップ PC（BPC）に退避します。

（4）PSW のプロセッサ割り込み優先レベル（IPL[3:0]）に、受け付けた割り込みの割り込み優先レベルを設

定します。

（5）可変ベクタテーブルから受け付けた割り込み要因のベクタを取得します。高速割り込みの場合は、高速

割り込みベクタレジスタ（FINTV）からベクタを取得します。

（6）取得したベクタを PC にセットし、例外処理ルーチンへ分岐します。

10.5.8 無条件トラップ

（1）プロセッサステータスワード（PSW）の内容をスタック領域（ISP）に退避します。

（2）PSW のプロセッサモード設定ビット（PM）、スタックポインタ指定ビット（U）、割り込み許可ビット

（I）を “0” にします。

（3）次の命令のプログラムカウンタ（PC）の内容をスタック領域（ISP）に退避します。

（4）INT 命令の場合は、可変ベクタテーブルから INT 命令番号に対応したベクタを取得します。

BRK 命令の場合は、可変ベクタテーブルの先頭番地からベクタを取得します。

（5）取得したベクタを PC にセットし、例外処理ルーチンへ分岐します。
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10.6 例外処理ルーチンからの復帰

例外処理ルーチンの 後で表 10.3 に示す命令を実行すると、例外処理シーケンス直前にスタック領域ま

たは制御レジスタ（BPC、BPSW）に退避されていたプログラムカウンタ（PC）とプロセッサステータス

ワード（PSW）の内容が復帰されます。

10.7 例外事象の優先順位

例外事象の優先順位を表 10.4 に示します。複数の例外が同時に発生した場合は、より優先度の高い事象

が先に受け付けられます。

表10.3 例外処理ルーチンからの復帰命令

例外事象 復帰命令

未定義命令例外 RTE

特権命令例外 RTE

アクセス例外 RTE

浮動小数点例外 RTE

リセット 復帰不可能

ノンマスカブル割り込み 復帰不可能

割り込み 高速割り込み RTFI

高速割り込み以外 RTE

無条件トラップ RTE

表10.4 例外事象の優先順位

優先順位 例外事象

高い

低い

1 リセット

2 ノンマスカブル割り込み

3 割り込み

4 命令アクセス例外

5 未定義命令例外
特権命令例外

6 無条件トラップ

7 オペランドアクセス例外

8 浮動小数点例外
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11. 割り込みコントローラ（ICU）

11.1 概要

割り込みコントローラは、周辺モジュール、外部端子からの割り込みを受け付け、CPU への割り込みおよ

び DTC の起動を行ないます。

表 11.1 に割り込みコントローラの仕様を、図 11.1 に割り込みコントローラのブロック図を示します。

表11.1 割り込みコントローラの仕様

項目 内容

割り込み 周辺機能割り込み 周辺モジュールからの割り込み

 要因数：101
 割り込み検出：エッジ検出／レベル検出

接続している周辺モジュールの要因ごとに検出方法が決められている

外部端子割り込み IRQ7～ IRQ0端子からの割り込み

 要因数： 8
 割り込み検出：Low／立ち下がりエッジ／立ち上がりエッジ／両エッジを要因ごとに設定

可能

ソフトウェア
割り込み

レジスタ書き込みによる割り込み
 要因数：1

割り込み優先順位 レジスタで優先順位を設定

高速割り込み機能 CPUの割り込み処理を高速化が可能。1要因にのみ設定可能

DTC制御 割り込み要因によってDTCを起動可能

 DTC起動要因： 87（周辺機能割り込み 78＋外部端子割り込み  8
　　　　　　　　　＋ソフトウェア割り込み 1）

ノンマスカブル

割り込み

NMI端子割り込み NMI端子からの割り込み

 割り込み検出：立ち下がりエッジ／立ち上がりエッジ

電圧監視割り込み 電源電圧低下検出時の割り込み

発振停止検出
割り込み

発振停止検出時の割り込み

低消費電力状態からの復帰  スリープモード：ノンマスカブル割り込み、全割り込み要因で復帰

 全モジュールクロックストップモード：ノンマスカブル割り込み、IRQ7～ IRQ0割り込

み、WDT割り込みで復帰
 ソフトウェアスタンバイモード：ノンマスカブル割り込み、IRQ7～ IRQ0割り込みで復帰
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図 11.1 割り込みコントローラのブロック図

表 11.2 に割り込みコントローラの入出力端子を示します。

表11.2 割り込みコントローラの入出力端子

端子名 入出力 機能

NMI 入力 ノンマスカブル割り込み要求端子

IRQ7～ IRQ0 入力 外部割り込み要求端子

CPU
優先レベル判定

DTC
起動制御

クロック
復帰判定

IRQ0-7検出

割り込みコントローラ

CPU

IRQ0

IRQ7

NMI端子

周辺
モジュール

DTC起動要求

DTC応答

割り込み受け付け

割り込み要求

IRクリア

IRクリア

DTC

割り込み要因

NMI
CLR

IRQCR cntl

IR

FIRIPR

クロック
発生回路クロック復帰要求

割り込みステータス、伝達先切り替え

NMIER
NMICR
NMICLR
NMISR
IRQCR

：ノンマスカブル割り込み許可レジスタ
：NMI端子割り込みコントロールレジスタ
：ノンマスカブル割り込みクリアレジスタ
：ノンマスカブル割り込みステータスレジスタ
：IRQコントロールレジスタ

IR
IER
IPR
FIR
DTCER

：割り込み要求レジスタ
：割り込み要求許可レジスタ
：割り込み要因プライオリティレジスタ
：高速割り込み設定レジスタ
：DTC起動許可レジスタ

検出

NMI
CR

IER

DTCER

クリア

発振停止検出割り込み

電圧監視割り込み

NMI
ER

NMI
SR検出

モジュールデータバス

ノンマスカブル割り込み要求

クロック復帰許可レベル

【記号説明】

CPUへ出力先変更
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11.2 レジスタの説明

表 11.3 に割り込みコントローラのレジスタ一覧を示します。

表11.3 割り込みコントローラのレジスタ一覧 (1 / 6)

レジスタ名 シンボル リセット後の値 アドレス アクセスサイズ

割り込み要求レジスタ 016 IR016 00h 0008 7010h 8

割り込み要求レジスタ 021 IR021 00h 0008 7015h 8

割り込み要求レジスタ 023 IR023 00h 0008 7017h 8

割り込み要求レジスタ 027 IR027 00h 0008 701Bh 8

割り込み要求レジスタ 028 IR028 00h 0008 701Ch 8

割り込み要求レジスタ 029 IR029 00h 0008 701Dh 8

割り込み要求レジスタ 030 IR030 00h 0008 701Eh 8

割り込み要求レジスタ 031 IR031 00h 0008 701Fh 8

割り込み要求レジスタ 044 IR044 00h 0008 702Ch 8

割り込み要求レジスタ 045 IR045 00h 0008 702Dh 8

割り込み要求レジスタ 046 IR046 00h 0008 702Eh 8

割り込み要求レジスタ 047 IR047 00h 0008 702Fh 8

割り込み要求レジスタ 056 IR056 00h 0008 7038h 8

割り込み要求レジスタ 057 IR057 00h 0008 7039h 8

割り込み要求レジスタ 058 IR058 00h 0008 703Ah 8

割り込み要求レジスタ 059 IR059 00h 0008 703Bh 8

割り込み要求レジスタ 060 IR060 00h 0008 703Ch 8

割り込み要求レジスタ 064 IR064 00h 0008 7040h 8

割り込み要求レジスタ 065 IR065 00h 0008 7041h 8

割り込み要求レジスタ 066 IR066 00h 0008 7042h 8

割り込み要求レジスタ 067 IR067 00h 0008 7043h 8

割り込み要求レジスタ 068 IR068 00h 0008 7044h 8

割り込み要求レジスタ 069 IR069 00h 0008 7045h 8

割り込み要求レジスタ 070 IR070 00h 0008 7046h 8

割り込み要求レジスタ 071 IR071 00h 0008 7047h 8

割り込み要求レジスタ 096 IR096 00h 0008 7060h 8

割り込み要求レジスタ 098 IR098 00h 0008 7062h 8

割り込み要求レジスタ 102 IR102 00h 0008 7066h 8

割り込み要求レジスタ 103 IR103 00h 0008 7067h 8

割り込み要求レジスタ 106 IR106 00h 0008 706Ah 8

割り込み要求レジスタ 114 IR114 00h 0008 7072h 8

割り込み要求レジスタ 115 IR115 00h 0008 7073h 8

割り込み要求レジスタ 116 IR116 00h 0008 7074h 8

割り込み要求レジスタ 117 IR117 00h 0008 7075h 8

割り込み要求レジスタ 118 IR118 00h 0008 7076h 8

割り込み要求レジスタ 119 IR119 00h 0008 7077h 8

割り込み要求レジスタ 120 IR120 00h 0008 7078h 8

割り込み要求レジスタ 121 IR121 00h 0008 7079h 8

割り込み要求レジスタ 122 IR122 00h 0008 707Ah 8

割り込み要求レジスタ 123 IR123 00h 0008 707Bh 8

割り込み要求レジスタ 124 IR124 00h 0008 707Ch 8

割り込み要求レジスタ 125 IR125 00h 0008 707Dh 8

割り込み要求レジスタ 126 IR126 00h 0008 707Eh 8

割り込み要求レジスタ 127 IR127 00h 0008 707Fh 8
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割り込み要求レジスタ 128 IR128 00h 0008 7080h 8

割り込み要求レジスタ 129 IR129 00h 0008 7081h 8

割り込み要求レジスタ 130 IR130 00h 0008 7082h 8

割り込み要求レジスタ 131 IR131 00h 0008 7083h 8

割り込み要求レジスタ 132 IR132 00h 0008 7084h 8

割り込み要求レジスタ 133 IR133 00h 0008 7085h 8

割り込み要求レジスタ 134 IR134 00h 0008 7086h 8

割り込み要求レジスタ 135 IR135 00h 0008 7087h 8

割り込み要求レジスタ 136 IR136 00h 0008 7088h 8

割り込み要求レジスタ 137 IR137 00h 0008 7089h 8

割り込み要求レジスタ 138 IR138 00h 0008 708Ah 8

割り込み要求レジスタ 139 IR139 00h 0008 708Bh 8

割り込み要求レジスタ 140 IR140 00h 0008 708Ch 8

割り込み要求レジスタ 141 IR141 00h 0008 708Dh 8

割り込み要求レジスタ 142 IR142 00h 0008 708Eh 8

割り込み要求レジスタ 143 IR143 00h 0008 708Fh 8

割り込み要求レジスタ 144 IR144 00h 0008 7090h 8

割り込み要求レジスタ 145 IR145 00h 0008 7091h 8

割り込み要求レジスタ 146 IR146 00h 0008 7092h 8

割り込み要求レジスタ 149 IR149 00h 0008 7095h 8

割り込み要求レジスタ 150 IR150 00h 0008 7096h 8

割り込み要求レジスタ 151 IR151 00h 0008 7097h 8

割り込み要求レジスタ 152 IR152 00h 0008 7098h 8

割り込み要求レジスタ 153 IR153 00h 0008 7099h 8

割り込み要求レジスタ 170 IR170 00h 0008 70AAh 8

割り込み要求レジスタ 171 IR171 00h 0008 70ABh 8

割り込み要求レジスタ 172 IR172 00h 0008 70ACh 8

割り込み要求レジスタ 173 IR173 00h 0008 70ADh 8

割り込み要求レジスタ 174 IR174 00h 0008 70AEh 8

割り込み要求レジスタ 175 IR175 00h 0008 70AFh 8

割り込み要求レジスタ 176 IR176 00h 0008 70B0h 8

割り込み要求レジスタ 177 IR177 00h 0008 70B1h 8

割り込み要求レジスタ 178 IR178 00h 0008 70B2h 8

割り込み要求レジスタ 179 IR179 00h 0008 70B3h 8

割り込み要求レジスタ 180 IR180 00h 0008 70B4h 8

割り込み要求レジスタ 181 IR181 00h 0008 70B5h 8

割り込み要求レジスタ 182 IR182 00h 0008 70B6h 8

割り込み要求レジスタ 183 IR183 00h 0008 70B7h 8

割り込み要求レジスタ 184 IR184 00h 0008 70B8h 8

割り込み要求レジスタ 186 IR186 00h 0008 70BAh 8

割り込み要求レジスタ 187 IR187 00h 0008 70BBh 8

割り込み要求レジスタ 188 IR188 00h 0008 70BCh 8

割り込み要求レジスタ 189 IR189 00h 0008 70BDh 8

割り込み要求レジスタ 190 IR190 00h 0008 70BEh 8

割り込み要求レジスタ 192 IR192 00h 0008 70C0h 8

割り込み要求レジスタ 193 IR193 00h 0008 70C1h 8

割り込み要求レジスタ 194 IR194 00h 0008 70C2h 8
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割り込み要求レジスタ 195 IR195 00h 0008 70C3h 8

割り込み要求レジスタ 196 IR196 00h 0008 70C4h 8

割り込み要求レジスタ 214 IR214 00h 0008 70D6h 8

割り込み要求レジスタ 215 IR215 00h 0008 70D7h 8

割り込み要求レジスタ 216 IR216 00h 0008 70D8h 8

割り込み要求レジスタ 217 IR217 00h 0008 70D9h 8

割り込み要求レジスタ 218 IR218 00h 0008 70DAh 8

割り込み要求レジスタ 219 IR219 00h 0008 70DBh 8

割り込み要求レジスタ 220 IR220 00h 0008 70DCh 8

割り込み要求レジスタ 221 IR221 00h 0008 70DDh 8

割り込み要求レジスタ 222 IR222 00h 0008 70DEh 8

割り込み要求レジスタ 223 IR223 00h 0008 70DFh 8

割り込み要求レジスタ 224 IR224 00h 0008 70E0h 8

割り込み要求レジスタ 225 IR225 00h 0008 70E1h 8

割り込み要求レジスタ 246 IR246 00h 0008 70F6h 8

割り込み要求レジスタ 247 IR247 00h 0008 70F7h 8

割り込み要求レジスタ 248 IR248 00h 0008 70F8h 8

割り込み要求レジスタ 249 IR249 00h 0008 70F9h 8

割り込み要求レジスタ 254 IR254 00h 0008 70FEh 8

DTC起動許可レジスタ 027 DTCER027 00h 0008 711Bh 8

DTC起動許可レジスタ 028 DTCER028 00h 0008 711Ch 8

DTC起動許可レジスタ 029 DTCER029 00h 0008 711Dh 8

DTC起動許可レジスタ 030 DTCER030 00h 0008 711Eh 8

DTC起動許可レジスタ 031 DTCER031 00h 0008 711Fh 8

DTC起動許可レジスタ 045 DTCER045 00h 0008 712Dh 8

DTC起動許可レジスタ 046 DTCER046 00h 0008 712Eh 8

DTC起動許可レジスタ 064 DTCER064 00h 0008 7140h 8

DTC起動許可レジスタ 065 DTCER065 00h 0008 7141h 8

DTC起動許可レジスタ 066 DTCER066 00h 0008 7142h 8

DTC起動許可レジスタ 067 DTCER067 00h 0008 7143h 8

DTC起動許可レジスタ 068 DTCER068 00h 0008 7144h 8

DTC起動許可レジスタ 069 DTCER069 00h 0008 7145h 8

DTC起動許可レジスタ 070 DTCER070 00h 0008 7146h 8

DTC起動許可レジスタ 071 DTCER071 00h 0008 7147h 8

DTC起動許可レジスタ 098 DTCER098 00h 0008 7162h 8

DTC起動許可レジスタ 102 DTCER102 00h 0008 7166h 8

DTC起動許可レジスタ 103 DTCER103 00h 0008 7167h 8

DTC起動許可レジスタ 106 DTCER106 00h 0008 716Ah 8

DTC起動許可レジスタ 114 DTCER114 00h 0008 7172h 8

DTC起動許可レジスタ 115 DTCER115 00h 0008 7173h 8

DTC起動許可レジスタ 116 DTCER116 00h 0008 7174h 8

DTC起動許可レジスタ 117 DTCER117 00h 0008 7175h 8

DTC起動許可レジスタ 121 DTCER121 00h 0008 7179h 8

DTC起動許可レジスタ 122 DTCER122 00h 0008 717Ah 8

DTC起動許可レジスタ 125 DTCER125 00h 0008 717Dh 8

DTC起動許可レジスタ 126 DTCER126 00h 0008 717Eh 8

DTC起動許可レジスタ 129 DTCER129 00h 0008 7181h 8
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DTC起動許可レジスタ 130 DTCER130 00h 0008 7182h 8

DTC起動許可レジスタ 131 DTCER131 00h 0008 7183h 8

DTC起動許可レジスタ 132 DTCER132 00h 0008 7184h 8

DTC起動許可レジスタ 134 DTCER134 00h 0008 7186h 8

DTC起動許可レジスタ 135 DTCER135 00h 0008 7187h 8

DTC起動許可レジスタ 136 DTCER136 00h 0008 7188h 8

DTC起動許可レジスタ 137 DTCER137 00h 0008 7189h 8

DTC起動許可レジスタ 138 DTCER138 00h 0008 718Ah 8

DTC起動許可レジスタ 139 DTCER139 00h 0008 718Bh 8

DTC起動許可レジスタ 140 DTCER140 00h 0008 718Ch 8

DTC起動許可レジスタ 141 DTCER141 00h 0008 718Dh 8

DTC起動許可レジスタ 142 DTCER142 00h 0008 718Eh 8

DTC起動許可レジスタ 143 DTCER143 00h 0008 718Fh 8

DTC起動許可レジスタ 144 DTCER144 00h 0008 7190h 8

DTC起動許可レジスタ 145 DTCER145 00h 0008 7191h 8

DTC起動許可レジスタ 149 DTCER149 00h 0008 7195h 8

DTC起動許可レジスタ 150 DTCER150 00h 0008 7196h 8

DTC起動許可レジスタ 151 DTCER151 00h 0008 7197h 8

DTC起動許可レジスタ 152 DTCER152 00h 0008 7198h 8

DTC起動許可レジスタ 153 DTCER153 00h 0008 7199h 8

DTC起動許可レジスタ 174 DTCER174 00h 0008 71AEh 8

DTC起動許可レジスタ 175 DTCER175 00h 0008 71AFh 8

DTC起動許可レジスタ 176 DTCER176 00h 0008 71B0h 8

DTC起動許可レジスタ 177 DTCER177 00h 0008 71B1h 8

DTC起動許可レジスタ 178 DTCER178 00h 0008 71B2h 8

DTC起動許可レジスタ 179 DTCER179 00h 0008 71B3h 8

DTC起動許可レジスタ 180 DTCER180 00h 0008 71B4h 8

DTC起動許可レジスタ 181 DTCER181 00h 0008 71B5h 8

DTC起動許可レジスタ 182 DTCER182 00h 0008 71B6h 8

DTC起動許可レジスタ 183 DTCER183 00h 0008 71B7h 8

DTC起動許可レジスタ 184 DTCER184 00h 0008 71B8h 8

DTC起動許可レジスタ 186 DTCER186 00h 0008 71BAh 8

DTC起動許可レジスタ 187 DTCER187 00h 0008 71BBh 8

DTC起動許可レジスタ 188 DTCER188 00h 0008 71BCh 8

DTC起動許可レジスタ 189 DTCER189 00h 0008 71BDh 8

DTC起動許可レジスタ 190 DTCER190 00h 0008 71BEh 8

DTC起動許可レジスタ 192 DTCER192 00h 0008 71C0h 8

DTC起動許可レジスタ 193 DTCER193 00h 0008 71C1h 8

DTC起動許可レジスタ 194 DTCER194 00h 0008 71C2h 8

DTC起動許可レジスタ 195 DTCER195 00h 0008 71C3h 8

DTC起動許可レジスタ 196 DTCER196 00h 0008 71C4h 8

DTC起動許可レジスタ 215 DTCER215 00h 0008 71D7h 8

DTC起動許可レジスタ 216 DTCER216 00h 0008 71D8h 8

DTC起動許可レジスタ 219 DTCER219 00h 0008 71DBh 8

DTC起動許可レジスタ 220 DTCER220 00h 0008 71DCh 8

DTC起動許可レジスタ 223 DTCER223 00h 0008 71DFh 8

DTC起動許可レジスタ 224 DTCER224 00h 0008 71E0h 8
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DTC起動許可レジスタ 247 DTCER247 00h 0008 71F7h 8

DTC起動許可レジスタ 248 DTCER248 00h 0008 71F8h 8

DTC起動許可レジスタ 254 DTCER254 00h 0008 71FEh 8

割り込み要求許可レジスタ 02 IER02 00h 0008 7202h 8

割り込み要求許可レジスタ 03 IER03 00h 0008 7203h 8

割り込み要求許可レジスタ 05 IER05 00h 0008 7205h 8

割り込み要求許可レジスタ 07 IER07 00h 0008 7207h 8

割り込み要求許可レジスタ 08 IER08 00h 0008 7208h 8

割り込み要求許可レジスタ 0C IER0C 00h 0008 720Ch 8

割り込み要求許可レジスタ 0D IER0D 00h 0008 720Dh 8

割り込み要求許可レジスタ 0E IER0E 00h 0008 720Eh 8

割り込み要求許可レジスタ 0F IER0F 00h 0008 720Fh 8

割り込み要求許可レジスタ 10 IER10 00h 0008 7210h 8

割り込み要求許可レジスタ 11 IER11 00h 0008 7211h 8

割り込み要求許可レジスタ 12 IER12 00h 0008 7212h 8

割り込み要求許可レジスタ 13 IER13 00h 0008 7213h 8

割り込み要求許可レジスタ 15 IER15 00h 0008 7215h 8

割り込み要求許可レジスタ 16 IER16 00h 0008 7216h 8

割り込み要求許可レジスタ 17 IER17 00h 0008 7217h 8

割り込み要求許可レジスタ 18 IER18 00h 0008 7218h 8

割り込み要求許可レジスタ 1A IER1A 00h 0008 721Ah 8

割り込み要求許可レジスタ 1B IER1B 00h 0008 721Bh 8

割り込み要求許可レジスタ 1C IER1C 00h 0008 721Ch 8

割り込み要求許可レジスタ 1E IER1E 00h 0008 721Eh 8

割り込み要求許可レジスタ 1F IER1F 00h 0008 721Fh 8

ソフトウェア割り込み起動レジスタ SWINTR 00h 0008 72E0h 8

高速割り込み設定レジスタ FIR 0000h 0008 72F0h 16

割り込み要因プライオリティレジスタ 00 IPR00 00h 0008 7300h 8

割り込み要因プライオリティレジスタ 01 IPR01 00h 0008 7301h 8

割り込み要因プライオリティレジスタ 02 IPR02 00h 0008 7302h 8

割り込み要因プライオリティレジスタ 03 IPR03 00h 0008 7303h 8

割り込み要因プライオリティレジスタ 04 IPR04 00h 0008 7304h 8

割り込み要因プライオリティレジスタ 05 IPR05 00h 0008 7305h 8

割り込み要因プライオリティレジスタ 06 IPR06 00h 0008 7306h 8

割り込み要因プライオリティレジスタ 07 IPR07 00h 0008 7307h 8

割り込み要因プライオリティレジスタ 14 IPR14 00h 0008 7314h 8

割り込み要因プライオリティレジスタ 18 IPR18 00h 0008 7318h 8

割り込み要因プライオリティレジスタ 20 IPR20 00h 0008 7320h 8

割り込み要因プライオリティレジスタ 21 IPR21 00h 0008 7321h 8

割り込み要因プライオリティレジスタ 22 IPR22 00h 0008 7322h 8

割り込み要因プライオリティレジスタ 23 IPR23 00h 0008 7323h 8

割り込み要因プライオリティレジスタ 24 IPR24 00h 0008 7324h 8

割り込み要因プライオリティレジスタ 25 IPR25 00h 0008 7325h 8

割り込み要因プライオリティレジスタ 26 IPR26 00h 0008 7326h 8

割り込み要因プライオリティレジスタ 27 IPR27 00h 0008 7327h 8

割り込み要因プライオリティレジスタ 40 IPR40 00h 0008 7340h 8

割り込み要因プライオリティレジスタ 44 IPR44 00h 0008 7344h 8
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割り込み要因プライオリティレジスタ 48 IPR48 00h 0008 7348h 8

割り込み要因プライオリティレジスタ 49 IPR49 00h 0008 7349h 8

割り込み要因プライオリティレジスタ 51 IPR51 00h 0008 7351h 8

割り込み要因プライオリティレジスタ 52 IPR52 00h 0008 7352h 8

割り込み要因プライオリティレジスタ 53 IPR53 00h 0008 7353h 8

割り込み要因プライオリティレジスタ 54 IPR54 00h 0008 7354h 8

割り込み要因プライオリティレジスタ 55 IPR55 00h 0008 7355h 8

割り込み要因プライオリティレジスタ 56 IPR56 00h 0008 7356h 8

割り込み要因プライオリティレジスタ 57 IPR57 00h 0008 7357h 8

割り込み要因プライオリティレジスタ 58 IPR58 00h 0008 7358h 8

割り込み要因プライオリティレジスタ 59 IPR59 00h 0008 7359h 8

割り込み要因プライオリティレジスタ 5A IPR5A 00h 0008 735Ah 8

割り込み要因プライオリティレジスタ 5B IPR5B 00h 0008 735Bh 8

割り込み要因プライオリティレジスタ 5C IPR5C 00h 0008 735Ch 8

割り込み要因プライオリティレジスタ 5D IPR5D 00h 0008 735Dh 8

割り込み要因プライオリティレジスタ 5E IPR5E 00h 0008 735Eh 8

割り込み要因プライオリティレジスタ 5F IPR5F 00h 0008 735Fh 8

割り込み要因プライオリティレジスタ 60 IPR60 00h 0008 7360h 8

割り込み要因プライオリティレジスタ 67 IPR67 00h 0008 7367h 8

割り込み要因プライオリティレジスタ 68 IPR68 00h 0008 7368h 8

割り込み要因プライオリティレジスタ 69 IPR69 00h 0008 7369h 8

割り込み要因プライオリティレジスタ 6A IPR6A 00h 0008 736Ah 8

割り込み要因プライオリティレジスタ 6B IPR6B 00h 0008 736Bh 8

割り込み要因プライオリティレジスタ 6C IPR6C 00h 0008 736Ch 8

割り込み要因プライオリティレジスタ 6D IPR6D 00h 0008 736Dh 8

割り込み要因プライオリティレジスタ 6E IPR6E 00h 0008 736Eh 8

割り込み要因プライオリティレジスタ 6F IPR6F 00h 0008 736Fh 8

割り込み要因プライオリティレジスタ 80 IPR80 00h 0008 7380h 8

割り込み要因プライオリティレジスタ 81 IPR81 00h 0008 7381h 8

割り込み要因プライオリティレジスタ 82 IPR82 00h 0008 7382h 8

割り込み要因プライオリティレジスタ 88 IPR88 00h 0008 7388h 8

割り込み要因プライオリティレジスタ 89 IPR89 00h 0008 7389h 8

割り込み要因プライオリティレジスタ 8A IPR8A 00h 0008 738Ah 8

割り込み要因プライオリティレジスタ 8B IPR8B 00h 0008 738Bh 8

割り込み要因プライオリティレジスタ 90 IPR90 00h 0008 7390h 8

IRQコントロールレジスタ 0 IRQCR0 00h 0008 7500h 8

IRQコントロールレジスタ 1 IRQCR1 00h 0008 7501h 8

IRQコントロールレジスタ 2 IRQCR2 00h 0008 7502h 8

IRQコントロールレジスタ 3 IRQCR3 00h 0008 7503h 8

IRQコントロールレジスタ 4 IRQCR4 00h 0008 7504h 8

IRQコントロールレジスタ 5 IRQCR5 00h 0008 7505h 8

IRQコントロールレジスタ 6 IRQCR6 00h 0008 7506h 8

IRQコントロールレジスタ 7 IRQCR7 00h 0008 7507h 8

ノンマスカブル割り込みステータスレジスタ NMISR 00h 0008 7580h 8

ノンマスカブル割り込み許可レジスタ NMIER 00h 0008 7581h 8

ノンマスカブル割り込みクリアレジスタ NMICLR 00h 0008 7582h 8

NMI端子割り込みコントロールレジスタ NMICR 00h 0008 7583h 8

表11.3 割り込みコントローラのレジスタ一覧 (6 / 6)

レジスタ名 シンボル リセット後の値 アドレス アクセスサイズ
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11.2.1 割り込み要求レジスタ i（IRi）（i= 割り込みベクタ番号）

注1. エッジ検出要因の場合、フラグをクリアするための"0" 書き込みが可能です。"1"書き込みは、「11.7　使用上の注意事項」の条件で

のみ可能です。レベル検出要因の場合、書き込みはできません。

IRi レジスタは、割り込み要求のステータスレジスタです。

IRi レジスタは割り込み要因ごとに存在し、i は割り込みベクタ番号に対応しています。

割り込み要因と割り込みベクタ番号の対応は、「表 11.4　割り込みのベクタテーブル」を参照してくださ

い。

IR フラグ（割り込みステータスフラグ）

割り込み要求のステータスフラグです。割り込み要求が発生すると “1” になります。割り込み要求を検出

するためには、周辺モジュールの割り込み許可ビットで割り込み要求の出力を許可する必要があります。

割り込み要求の検出方法には、エッジ検出とレベル検出があります。周辺モジュールからの割り込みは、

要因ごとにエッジ検出／レベル検出が決まっています。IRQn 端子からの割り込みは、IRQCRn.IRQMD[1:0]

ビット（n=0 ～ 7）の設定によって、エッジ検出とレベル検出が切り替わります。各要因の検出方法につい

ては、「表 11.4　割り込みのベクタテーブル」を参照してください。

アドレス 0008 7010h～0008 70FEh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — IR

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 IR 割り込みステータスフラグ 0：割り込み要求なし

1：割り込み要求あり

R/(W)
（注1）

b7-b1 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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(1) エッジ検出の場合

[“1” になる条件 ]

 周辺モジュール、IRQn 端子の割り込み要求が発生すると “1” になります。周辺モジュールごとの割り込

み要求発生については、各周辺モジュールの章を参照してください。

 IR フラグへの “1” 書き込みは禁止ですが、「11.7　使用上の注意事項」の条件でのみ “1” 書き込みが可能

です。

[“0” になる条件 ]

 割り込み要求先が割り込み要求を受け付けると “0” になります。

 IR フラグに “0” を書くと “0” になります。ただし、割り込み要求先を DTC に設定している場合、IR フラグ

への “0” 書き込みは禁止です。

(2) レベル検出の場合

[“1” になる条件 ]

 周辺モジュール、IRQn 端子の割り込み要求が発生している間は常に “1” になります。周辺モジュールご

との割り込み要求発生については、各周辺モジュールの章を参照してください。

[“0” になる条件 ]

 割り込み要求の出力元をクリアすると “0” になります。（割り込み要求先が割り込み要求を受け付けても

“0” になりません。周辺モジュールごとの割り込み要求クリアについては、各周辺モジュールの章を参

照してください。

IRQn 端子をレベル検出で使用する場合に、割り込みを取り下げるには IRQn 端子を High にしてください。

レベル検出時は、IR フラグには “0”、“1” を書くことともに禁止です。
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11.2.2 割り込み要求許可レジスタ m（IERm）（m=02h ～ 1Fh）

注 . 予約となっているベクタ番号に対応するビットへの書き込みは “0”としてください。読むと “0”が読めます。

IERm レジスタは、CPU への割り込み要求、および DTC 起動要求の許可／禁止を設定するレジスタです。

IENj ビット（割り込み要求許可ビット）（j ＝ 7 ～ 0）

IENj ビットが “1” のとき、割り込み要求先に割り込み要求を出力します。

IENj ビットが “0” のとき、割り込み要求先に割り込み要求を出力しません。

IRi.IR フラグは、IERm.IENj ビットの影響を受けません。IERm.IENj ビットが “0” であっても、「11.2.1　

割り込み要求レジスタ i（IRi）（i= 割り込みベクタ番号）」に示す条件で IRi.IR フラグは変化します。

IERm.IENj ビットは、割り込み要因（ベクタ番号）ごとに存在します。

割り込み要因と IERm.IENj ビットの対応は、「表 11.4　割り込みのベクタテーブル」を参照してくださ

い。

割り込み要求先の選択における IERm.IENj ビットの設定手順は、「11.4.3　割り込み要求先の選択」を参

照してください。

アドレス 0008 7202h～0008 721Fh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

IEN7 IEN6 IEN5 IEN4 IEN3 IEN2 IEN1 IEN0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 IEN0 割り込み要求許可ビット0 0：割り込み要求禁止

1：割り込み要求許可

R/W

b1 IEN1 割り込み要求許可ビット1 R/W

b2 IEN2 割り込み要求許可ビット2 R/W

b3 IEN3 割り込み要求許可ビット3 R/W

b4 IEN4 割り込み要求許可ビット4 R/W

b5 IEN5 割り込み要求許可ビット5 R/W

b6 IEN6 割り込み要求許可ビット6 R/W

b7 IEN7 割り込み要求許可ビット7 R/W
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11.2.3 割り込み要因プライオリティレジスタ m（IPRm）（m=00h~90h）

IPRm レジスタは、割り込み要因の優先順位を設定するレジスタです。

IPRm レジスタは、割り込み要因のグループごとに存在しており、m は 00h から 90h の通し番号です。

割り込み要因とグループの対応は、「表 11.4　割り込みのベクタテーブル」を参照してください。

IPR[3:0] ビット（割り込み優先レベル設定ビット）

対応する割り込み要因の優先レベルを選択するビットです。

IPR[3:0] ビットで選択した優先レベルは、CPU への割り込み要求の優先順位判定にのみ参照され、DTC の

転送要求には影響を与えません。

CPU は、PSW.IPL[3:0] ビットが示すレベルより高いレベルの割り込み要求のみを受け付け、割り込み処理

を行います。

複数の割り込み要求が同時に発生した場合、IPR[3:0] ビットの設定値で優先順位比較を行います。同一レ

ベルの割り込み要求が同時に発生した場合には、ベクタ番号の小さい割り込み要因が優先となります。

書き込みは、割り込み要求を禁止（IERm.IENj ビット =“0”）した状態で行ってください。

アドレス 0008 7300h～0008 7390h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — IPR[3:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b3-b0 IPR[3:0] 割り込み優先レベル設定ビット b3          b0

0 0 0 0：レベル0（割り込み禁止）
0 0 0 1：レベル1
0 0 1 0：レベル2
0 0 1 1：レベル3
0 1 0 0：レベル4
0 1 0 1：レベル5
0 1 1 0：レベル6
0 1 1 1：レベル7
1 0 0 0：レベル8
1 0 0 1：レベル9
1 0 1 0：レベル10
1 0 1 1：レベル11
1 1 0 0：レベル12
1 1 0 1：レベル13
1 1 1 0：レベル14
1 1 1 1：レベル15（ 高）

R/W

b7-b4 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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11.2.4 高速割り込み設定レジスタ（FIR）

FIR レジスタは、高速割り込み機能を設定するレジスタです。

FIR レジスタの設定による高速化の機能は、CPU への割り込みにのみ有効です。DTC への転送要求には

影響を与えません。

書き込みは、割り込み要求を禁止（IERm.IENj ビット =“0”）した状態で行ってください。

FVCT[7:0] ビット（高速割り込みベクタ設定ビット）

高速割り込み機能を使用する割り込みのベクタ番号を指定するビットです。

FIEN ビット（高速割り込み許可ビット）

高速割り込みを許可するビットです。

FIEN ビットを “1” にすると、FVCT[7:0] ビットに設定したベクタ番号の割り込みが高速割り込みになりま

す。

FIEN ビットが “1” のとき、割り込み要求先が CPU で、かつ FVCT[7:0] ビットで指定したベクタ番号の割

り込み要求が発生すると、IPRm レジスタの設定に関係なく、高速割り込みとして CPU に要求を出力しま

す。ただし、高速割り込みをソフトウェアスタンバイモードからの復帰に使用する場合については「11.6.3

　ソフトウェアスタンバイモードからの復帰」を参照してください。

IERm.IENj ビット（m=02h ～ 1Fh、j=7 ～ 0）で割り込み要求が禁止されている割り込み要因は、CPU に

割り込み要求が出力されません。

設定できるベクタ番号は、「表 11.4　割り込みのベクタテーブル」を参照してください。

FVCT[7:0] ビットには、予約のベクタ番号を指定しないでください。

高速割り込みの詳細は、「10.　例外処理」および「11.4.6　高速割り込み」を参照してください。

アドレス 0008 72F0h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

FIEN — — — — — — — FVCT[7:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b7-b0 FVCT[7:0] 高速割り込みベクタ設定ビット 高速割り込みにする割り込みベクタ番号を指定します R/W

b14-b8 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b15 FIEN 高速割り込み許可ビット 0：高速割り込みを禁止

1：高速割り込みを許可

R/W
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11.2.5 ソフトウェア割り込み起動レジスタ（SWINTR）

注1. “1”書き込みのみ可能です。読むと“0”が読めます。

SWINTR レジスタは、ソフトウェア割り込み要求を発生させるレジスタです。

SWINT ビット（ソフトウェア割り込み起動ビット）

SWINT ビットに “1” を書くと、割り込み要求レジスタ 27（IR27）が “1” になります。

DTC 起動許可レジスタ 27（DTCER27）を “0” にして、SWINT ビットに “1” を書くと CPU への割り込み

が発生します。

DTC 起動許可レジスタ 27（DTCER27）を “1” にして、SWINT ビットに “1” を書くと DTC 起動要求を発

行します。

アドレス 0008 72E0h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — SWINT

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 SWINT ソフトウェア割り込み起動ビット 読むと“0”が読めます

“1”書き込みでソフトウェア割り込み要求を発行します
“0”書き込みは無効になります

R/(W) 
（注1）

b7-b1 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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11.2.6 DTC 起動許可レジスタ n（DTCERn）（n= 割り込みベクタ番号）

DTCERn レジスタは、DTC を起動する割り込み要因を選択するレジスタです。

DTCE ビット（DTC 起動許可ビット）

DTCE ビットを “1” にすると、対応する割り込み要因が DTC 起動要因として選択されます。

[“1” になる条件 ]

 DTCE ビットに “1” を書いたとき

[“0” になる条件 ]

 指定した回数のデータ転送が終了したとき（チェーン転送の場合は、 後のチェーン転送の指定した回

数のデータ転送が終了したとき）

 DTCE ビットに “0” を書いたとき

アドレス 0008 711Bh～0008 71FEh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — DTCE

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 DTCE DTC起動許可ビット 0：DTC起動禁止

1：DTC起動許可

R/W

b7-b1 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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11.2.7 IRQ コントロールレジスタ n（IRQCRn）（n= 0 ～ 7）

IRQCRn レジスタは、外部割り込み要求端子 IRQi（i=7 ～ 0）の設定を行うレジスタです。

該当する割り込み要求許可ビットが割り込み要求禁止（IERm.IENj ビットが “0”）の状態でこのレジスタ

の設定変更を行ってください。レジスタ変更後は IRi.IR フラグをクリアし、その後割り込み要求許可ビット

を許可に設定してください。ただし、Low に変更する場合は IR フラグをクリアする必要はありません。

IRQMD[1:0] ビット（IRQ 検出設定ビット）

外部端子割り込み要因（IRQ7 ～ IRQ0）の検出方法を設定します。

外部端子割り込みの検出方法の設定は、「11.4.7　外部端子割り込み」を参照してください。

アドレス 0008 7500h～0008 7507h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — IRQMD[1:0] — —

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b1-b0 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b3-b2 IRQMD[1:0] IRQ検出設定ビット b3   b2

0  0：Low
0  1：立ち下がりエッジ
1  0：立ち上がりエッジ

1  1：両エッジ

R/W

b7-b4 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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11.2.8 ノンマスカブル割り込みステータスレジスタ（NMISR）

NMISR レジスタは、ノンマスカブル割り込み要因のステータスをモニタするレジスタです。NMISR レジ

スタへの書き込みは無視されます。

ノンマスカブル割り込み許可レジスタ（NMIER）の設定はこれらステータスフラグには影響しません。

ノンマスカブル割り込みルーチンが終了する前に NMISR レジスタを読み出し、他のノンマスカブル割り

込みの発生状況を確認してください。必ず NMISR レジスタの全ビットが “0” であることを確認してから、

ルーチンを終了してください。

NMIST フラグ（NMI ステータスフラグ）

NMI 端子割り込み要求を示します。

NMIST フラグは読み出しのみ可能で、クリアは NMICLR.NMICLR ビットによって行います。

[“1” になる条件 ]

 NMI 端子に NMICR.NMIMD ビットに設定したエッジが入力されたとき

 [“0” になる条件 ]

 NMICLR.NMICLR ビットに “1” を書いたとき

LVDST フラグ（電圧監視割り込みステータスフラグ）

電圧監視割り込み要求を示します。

[“1” になる条件 ]

 電圧監視割り込みが発生したとき

 [“0” になる条件 ]

 発生元で割り込みをクリアしたとき

OSTST フラグ（発振停止検出割り込みステータスフラグ）

発振停止検出割り込み要求を示します。

OSTST フラグは読み出しのみ可能で、クリアは NMICLR.OSTCLR ビットによって行います。

[“1” になる条件 ]

 発振停止検出割り込みが発生したとき

 [“0” になる条件 ] 

 NMICLR.OSTCLR ビットに “1” を書いたとき

アドレス 0008 7580h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — OSTST LVDST NMIST

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 NMIST NMIステータスフラグ 0：NMI端子割り込み要求なし

1：NMI端子割り込み要求あり

R

b1 LVDST 電圧監視割り込み

ステータスフラグ

0：電圧監視割り込み要求なし

1：電圧監視割り込み要求あり

R

b2 OSTST 発振停止検出割り込み

ステータスフラグ

0：発振停止検出割り込み要求なし

1：発振停止検出割り込み要求あり

R

b7-b3 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書き込みは無効になります R
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11.2.9 ノンマスカブル割り込み許可レジスタ（NMIER）

注1. 1度だけ“1”を書くことができます、以後のライトアクセスは無効です。

NMIER レジスタは、ノンマスカブル割り込みの使用を許可するレジスタです。

NMIEN ビット（NMI 端子割り込み許可ビット）

NMI 端子割り込みの使用を許可するビットです。

1 度だけ “1” を書くことができます。以後のライトアクセスは無効です。

“0” を書くことはできません。1 度許可した NMI 端子割り込みを禁止することはできません。

LVDEN ビット（電圧監視割り込み許可ビット）

電圧監視割り込みの使用を許可するビットです。

1 度だけ “1” を書き込むことができます。以後のライトアクセスは無効です。

“0” を書き込むことはできません。1 度許可した電圧監視割り込みを禁止することはできません。

OSTEN ビット（発振停止検出割り込み許可ビット）

発振停止検出割り込みの使用を許可するビットです。

1 度だけ “1” を書き込むことができます。以後のライトアクセスは無効です。

“0” を書き込むことはできません。1 度許可した発振停止検出割り込みを禁止することはできません。

アドレス 0008 7581h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — OSTEN LVDEN NMIEN

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 NMIEN NMI端子割り込み許可ビット 0：NMI端子割り込み禁止

1：NMI端子割り込み許可

R/(W)
（注1）

b1 LVDEN 電圧監視割り込み許可ビット 0：電圧監視割り込み禁止

1：電圧監視割り込み許可

R/(W)
（注1）

b2 OSTEN 発振停止検出割り込み許可ビッ

ト

0：発振停止検出割り込み禁止

1：発振停止検出割り込み許可

R/(W)
（注1）

b7-b3 — （予約ビット） 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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11.2.10 ノンマスカブル割り込みクリアレジスタ（NMICLR）

注1. NMISR.NMISTフラグをクリアするための“1”のみ書けます。

注2. NMISR.OSTSTフラグをクリアするための“1”のみ書けます。

NMICLR レジスタは、ノンマスカブル割り込みステータスレジスタ（NMISR）をクリアするレジスタで

す。

NMICLR ビット（NMI クリアビット）

“1” を書くと、NMISR.NMIST フラグは “0” になります。

“1” の状態を保持しません。読むと “0” が読めます。

OSTCLR ビット（OST クリアビット）

“1” を書くと、NMISR.OSTST フラグは “0” になります。

“1” の状態を保持しません。読むと “0” が読めます。

アドレス 0008 7582h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — OSTCL
R

— NMICL
R

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 NMICLR NMIクリアビット 読むと “0”が読めます。“1”を書くと、NMISR.NMISTフラグを “0”にし

ます。“0” を書いても無効です

R/(W)
（注1）

b1 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b2 OSTCLR OSTクリアビット 読むと “0”が読めます。“1”を書くと、NMISR.OSTSTフラグを“0”に
します。“0” を書いても無効です

R/(W)
（注2）

b7-b3 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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11.2.11 NMI 端子割り込みコントロールレジスタ（NMICR）

NMICR レジスタは、NMI 端子割り込みの設定を行うレジスタです。

NMICR レジスタによる設定変更は、NMI 端子割り込みの使用を許可（NMIER.NMIEN ビットを “1”）す

る前に行ってください。

NMIMD ビット（NMI 検出設定ビット）

NMI 端子割り込みの検出方法を設定します。

アドレス 0008 7583h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — NMIMD — — —

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b2-b0 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b3 NMIMD NMI検出設定ビット 0：立ち下がりエッジ
1：立ち上がりエッジ

R/W

b7-b4 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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11.3 ベクタテーブル

割り込みコントローラで検出する例外事象には、割り込みとノンマスカブル割り込みがあります。

CPU が割り込み、またはノンマスカブル割り込みを受け付けた場合は、ベクタテーブルから 4 バイトのベ

クタアドレスを取得します。

11.3.1 割り込みのベクタテーブル

割り込みのベクタテーブルは、CPU の割り込みテーブルレジスタ（INTB）に設定した番地から、1024 バ

イト（4 バイト ×256 要因分）の領域に連続して配置されます。INTB レジスタは割り込みを許可する前に設

定してください。INTB レジスタには 4 の倍数を設定してください。

表 11.4 に割り込みのベクタテーブルを示します。sstb 復帰とはソフトウェア（S/W）スタンバイモードか

らの復帰、sacs 復帰とは全モジュールクロックストップモードからの復帰を意味します。

表11.4 割り込みのベクタテーブル (1 / 7)

優先

順位

割り込み要求
発生元

名称
ベクタ
番号

ベクタ
アドレス
オフセット

割り込み要因
の検出方法

CPU
割り込み

DTC
起動

sstb
復帰

sacs
復帰

IER IPR

高

低

— 予約 0 0000h — × × × × — —

予約 1 0004h — × × × × — —

予約 2 0008h — × × × × — —

予約 3 000Ch — × × × × — —

予約 4 0010h — × × × × — —

予約 5 0014h — × × × × — —

予約 6 0018h — × × × × — —

予約 7 001Ch — × × × × — —

予約 8 0020h — × × × × — —

予約 9 0024h — × × × × — —

予約 10 0028h — × × × × — —

予約 11 002Ch — × × × × — —

予約 12 0030h — × × × × — —

予約 13 0034h — × × × × — —

予約 14 0038h — × × × × — —

予約 15 003Ch — × × × × — —

バスエラー BUSERR 16 0040h レベル ○ × × × IER02.IEN0 IPR00

— 予約 17 0044h — × × × × IER02.IEN1 —

— 予約 18 0048h — × × × × IER02.IEN2 —

予約 19 004Ch — × × × × IER02.IEN3 —

予約 20 0050h — × × × × IER02.IEN4 —

FCUIF FIFERR 21 0054h レベル ○ × × × IER02.IEN5 IPR01

予約 22 0058h — × × × × IER02.IEN6 —

FRDYI 23 005Ch エッジ ○ × × × IER02.IEN7 IPR02

— 予約 24 0060h — × × × × IER03.IEN0 —

— 予約 25 0064h — × × × × IER03.IEN1 —

— 予約 26 0068h — × × × × IER03.IEN2 —

ICU SWINT 27 006Ch エッジ ○ ○ × × IER03,IEN3 IPR03

CMT0 CMI0 28 0070h エッジ ○ ○ × × IER03.IEN4 IPR04

CMT1 CMI1 29 0074h エッジ ○ ○ × × IER03.IEN5 IPR05

CMT2 CMI2 30 0078h エッジ ○ ○ × × IER03.IEN6 IPR06

CMT3 CMI3 31 007Ch エッジ ○ ○ × × IER03.IEN7 IPR07
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高

低

— 予約 32 0080h — × × × × IER04.IEN0 —

予約 33 0084h — × × × × IER04.IEN1 —

予約 34 0088h — × × × × IER04.IEN2 —

予約 35 008Ch — × × × × IER04.IEN3 —

予約 36 0090h — × × × × IER04.IEN4 —

予約 37 0094h — × × × × IER04.IEN5 —

予約 38 0098h — × × × × IER04.IEN6 —

予約 39 009Ch — × × × × IER04.IEN7 —

予約 40 00A0h — × × × × IER05.IEN0 —

予約 41 00A4h — × × × × IER05.IEN1 —

予約 42 00A8h — × × × × IER05.IEN2 —

予約 43 00ACh — × × × × IER05.IEN3 —

RSPI0 SPEI0 44 00B0h レベル ○ × × × IER05.IEN4 IPR14

SPRI0 45 00B4h エッジ ○ ○ × × IER05.IEN5

SPTI0 46 00B8h エッジ ○ ○ × × IER05.IEN6

SPII0 47 00BCh レベル ○ × × × IER05.IEN7

 — 予約 48 00C0h — × × × × IER06.IEN0 —

予約 49 00C4h — × × × × IER06.IEN1 —

予約 50 00C8h — × × × × IER06.IEN2 —

予約 51 00CCh — × × × × IER06.IEN3 —

予約 52 00D0h — × × × × IER06.IEN4 —

予約 53 00D4h — × × × × IER06.IEN5 —

予約 54 00D8h — × × × × IER06.IEN6 —

予約 55 00DCh — × × × × IER06.IEN7 —

CAN0 ERS0 56 00E0h エッジ ○ × × × IER07.IEN0 IPR18

RXF0 57 00E4h エッジ ○ × × × IER07.IEN1

TXF0 58 00E8h エッジ ○ × × × IER07.IEN2

RXM0 59 00ECh エッジ ○ × × × IER07.IEN3

TXM0 60 00F0h エッジ ○ × × × IER07.IEN4

— 予約 61 00F4h — × × × × IER07.IEN5 —

予約 62 00F8h — × × × × IER07.IEN6 —

予約 63 00FCh — × × × × IER07.IEN7 —

表11.4 割り込みのベクタテーブル (2 / 7)

優先

順位

割り込み要求
発生元

名称
ベクタ
番号

ベクタ
アドレス
オフセット

割り込み要因
の検出方法

CPU
割り込み

DTC
起動

sstb
復帰

sacs
復帰

IER IPR
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高

低

外部端子 IRQ0 64 0100h エッジ／レベル ○ ○ ○ ○ IER08.IEN0 IPR20

IRQ1 65 0104h エッジ／レベル ○ ○ ○ ○ IER08.IEN1 IPR21

IRQ2 66 0108h エッジ／レベル ○ ○ ○ ○ IER08.IEN2 IPR22

IRQ3 67 010Ch エッジ／レベル ○ ○ ○ ○ IER08.IEN3 IPR23

IRQ4 68 0110h エッジ／レベル ○ ○ ○ ○ IER08.IEN4 IPR24

IRQ5 69 0114h エッジ／レベル ○ ○ ○ ○ IER08.IEN5 IPR25

IRQ6 70 0118h エッジ／レベル ○ ○ ○ ○ IER08.IEN6 IPR26

IRQ7 71 011Ch エッジ／レベル ○ ○ ○ ○ IER08.IEN7 IPR27

予約 72 0120h — × × × × IER09.IEN0 —

予約 73 0124h — × × × × IER09.IEN1 —

予約 74 0128h — × × × × IER09.IEN2 —

予約 75 012Ch — × × × × IER09.IEN3 —

予約 76 0130h — × × × × IER09.IEN4 —

予約 77 0134h — × × × × IER09.IEN5 —

予約 78 0138h — × × × × IER09.IEN6 —

予約 79 013Ch — × × × × IER09.IEN7 —

予約 80 0140h — × × × × IER0A.IEN0 —

予約 81 0144h — × × × × IER0A.IEN1 —

予約 82 0148h — × × × × IER0A.IEN2 —

予約 83 014Ch — × × × × IER0A.IEN3 —

予約 84 0150h — × × × × IER0A.IEN4 —

予約 85 0154h — × × × × IER0A.IEN5 —

予約 86 0158h — × × × × IER0A.IEN6 —

予約 87 015Ch — × × × × IER0A.IEN7 —

— 予約 88 0160h — × × × × IER0B.IEN0 —

予約 89 0164h — × × × × IER0B.IEN1 —

予約 90 0168h — × × × × IER0B.IEN2 —

予約 91 016Ch — × × × × IER0B.IEN3 —

予約 92 0170h — × × × × IER0B.IEN4 —

予約 93 0174h — × × × × IER0B.IEN5 —

予約 94 0178h — × × × × IER0B.IEN6 —

予約 95 017Ch — × × × × IER0B.IEN7 —

WDT WOVI 96 0180h エッジ ○ — — ○ IER0C.IEN0 IPR40

予約 97 0184h — × × × × IER0C.IEN1 —

AD0 ADI0 98 0188h エッジ ○ ○ — — IER0C.IEN2 IPR44

— 予約 99 018Ch — × × × × IER0C.IEN3 —

予約 100 0190h — × × × × IER0C.IEN4 —

予約 101 0194h — × × × × IER0C.IEN5 —

S12AD0 S12ADI0 102 0198h エッジ ○ ○ × × IER0C.IEN6 IPR48

S12AD1 S12ADI1 103 019Ch エッジ ○ ○ × × IER0C.IEN7

表11.4 割り込みのベクタテーブル (3 / 7)

優先

順位

割り込み要求
発生元

名称
ベクタ
番号

ベクタ
アドレス
オフセット

割り込み要因
の検出方法

CPU
割り込み

DTC
起動

sstb
復帰

sacs
復帰

IER IPR
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高

低

— 予約 104 01A0h — × × × × IER0D.IEN0 —

予約 105 01A4h — × × × × IER0D.IEN1 —

コンパレータ CMPI 106 01A8h エッジ ○ ○ × × IER0D.IEN2 IPR49

— 予約 107 01ACh — × × × × IER0D.IEN3 —

予約 108 01B0h — × × × × IER0D.IEN4 —

予約 109 01B4h — × × × × IER0D.IEN5 —

予約 110 01B8h — × × × × IER0D.IEN6 —

予約 111 01BCh — × × × × IER0D.IEN7 —

予約 112 01C0h — × × × × IER0E.IEN0 —

予約 113 01C4h — × × × × IER0E.IEN1 —

MTU0 TGIA0 114 01C8h エッジ ○ ○ × × IER0E.IEN2 IPR51

TGIB0 115 01CCh エッジ ○ ○ × × IER0E.IEN3

TGIC0 116 01D0h エッジ ○ ○ × × IER0E.IEN4

TGID0 117 01D4h エッジ ○ ○ × × IER0E.IEN5

TCIV0 118 01D8h エッジ ○ × × × IER0E.IEN6 IPR52

TGIE0 119 01DCh エッジ ○ × × × IER0E.IEN7

TGIF0 120 01E0h エッジ ○ × × × IER0F.IEN0

MTU1 TGIA1 121 01E4h エッジ ○ ○ × × IER0F.IEN1 IPR53

TGIB1 122 01E8h エッジ ○ ○ × × IER0F.IEN2

TCIV1 123 01ECh エッジ ○ × × × IER0F.IEN3 IPR54

TCIU1 124 01F0h エッジ ○ × × × IER0F.IEN4

MTU2 TGIA2 125 01F4h エッジ ○ ○ × × IER0F.IEN5 IPR55

TGIB2 126 01F8h エッジ ○ ○ × × IER0F.IEN6

TCIV2 127 01FCh エッジ ○ × × × IER0F.IEN7 IPR56

TCIU2 128 0200h エッジ ○ × × × IER10.IEN0

MTU3 TGIA3 129 0204h エッジ ○ ○ × × IER10.IEN1 IPR57

TGIB3 130 0208h エッジ ○ ○ × × IER10.IEN2

TGIC3 131 020Ch エッジ ○ ○ × × IER10.IEN3

TGID3 132 0210h エッジ ○ ○ × × IER10.IEN4

TCIV3 133 0214h エッジ ○ × × × IER10.IEN5 IPR58

MTU4 TGIA4 134 0218h エッジ ○ ○ × × IER10.IEN6 IPR59

TGIB4 135 021Ch エッジ ○ ○ × × IER10.IEN7

TGIC4 136 0220h エッジ ○ ○ × × IER11.IEN0

TGID4 137 0224h エッジ ○ ○ × × IER11.IEN1

TCIV4 138 0228h エッジ ○ ○ × × IER11.IEN2 IPR5A

MTU5 TGIU5 139 022Ch エッジ ○ ○ × × IER11.IEN3 IPR5B

TGIV5 140 0230h エッジ ○ ○ × × IER11.IEN4

TGIW5 141 0234h エッジ ○ ○ × × IER11.IEN5

表11.4 割り込みのベクタテーブル (4 / 7)

優先

順位

割り込み要求
発生元

名称
ベクタ
番号

ベクタ
アドレス
オフセット

割り込み要因
の検出方法

CPU
割り込み

DTC
起動

sstb
復帰

sacs
復帰

IER IPR
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高

低

MTU6 TGIA6 142 0238h エッジ ○ ○ × × IER11.IEN6 I P R 5

CTGIB6 143 023Ch エッジ ○ ○ × × IER11.IEN7

TGIC6 144 0240h エッジ ○ ○ × × IER12.IEN0

TGID6 145 0244h エッジ ○ ○ × × IER12.IEN1

TCIV6 146 0248h エッジ ○ × × × IER12.IEN2 I P R 5

D

予約 147 024Ch — × × — — IER12.IEN3 —

予約 148 0250h — × × — — IER12.IEN4 —

MTU7 TGIA7 149 0254h エッジ ○ ○ × × IER12.IEN5 IPR5E

TGIB7 150 0258h エッジ ○ ○ × × IER12.IEN6

TGIC7 151 025Ch エッジ ○ ○ × × IER12.IEN7 IPR5F

TGID7 152 0260h エッジ ○ ○ × × IER13.IEN0

TCIV7 153 0264h エッジ ○ ○ × × IER13.IEN1 IPR60

— 予約 154 0268h — × × × × IER13.IEN2 —

予約 155 026Ch — × × × × IER13.IEN3 —

予約 156 0270h — × × × × IER13.IEN4 —

予約 157 0274h — × × × × IER13.IEN5 —

予約 158 0278h — × × × × IER13.IEN6 —

予約 159 027Ch — × × × × IER13.IEN7 —

予約 160 0280h — × × × × IER14.IEN0 —

予約 161 0284h — × × × × IER14.IEN1 —

予約 162 0288h — × × × × IER14.IEN2 —

予約 163 028Ch — × × × × IER14.IEN3 —

予約 164 0290h — × × × × IER14.IEN4 —

— 予約 165 0294h — × × × × IER14.IEN5 —

予約 166 0298h — × × × × IER14.IEN6 —

— 予約 167 029Ch — × × × × IER14.IEN7 —

予約 168 02A0h — × × × × IER15.IEN0

予約 169 02A4h — × × × × IER15.IEN1

POE OEI1 170 02A8h レベル ○ × × × IER15.IEN2 IPR67

OEI2 171 02ACh レベル ○ × × × IER15.IEN3

OEI3 172 02B0h レベル ○ × × × IER15.IEN4

OEI4 173 02B4h レベル ○ × × × IER15.IEN5

GPT0 GTCIA0 174 02B8h エッジ ○ ○ × × IER15.IEN6 IPR68

GTCIB0 175 02BCh エッジ ○ ○ × × IER15.IEN7

GTCIC0 176 02C0h エッジ ○ ○ × × IER16.IEN0

GTCIE0 177 02C4h エッジ ○ ○ × × IER16.IEN1 IPR69

GTCIV0 178 02C8h エッジ ○ ○ × × IER16.IEN2

LOCO1 179 02CCh エッジ ○ ○ × × IER16.IEN3

GPT1 GTCIA1 180 02D0h エッジ ○ ○ × × IER16.IEN4 IPR6A

GTCIB1 181 02D4h エッジ ○ ○ × × IER16.IEN5

GTCIC1 182 02D8h エッジ ○ ○ × × IER16.IEN6

GTCIE1 183 02DCh エッジ ○ ○ × × IER16.IEN7 IPR6B

GTCIV1 184 02E0h エッジ ○ ○ × × IER17.IEN0

予約 185 02E4h — × × × × IER17.IEN1 —

表11.4 割り込みのベクタテーブル (5 / 7)

優先

順位

割り込み要求
発生元

名称
ベクタ
番号

ベクタ
アドレス
オフセット

割り込み要因
の検出方法

CPU
割り込み

DTC
起動

sstb
復帰

sacs
復帰

IER IPR
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高

低

GPT2 GTCIA2 186 02E8h エッジ ○ ○ × × IER17.IEN2 I P R 6

CGTCIB2 187 02ECh エッジ ○ ○ × × IER17.IEN3

GTCIC2 188 02F0h エッジ ○ ○ × × IER17.IEN4

GTCIE2 189 02F4h エッジ ○ ○ × × IER17.IEN5 I P R 6

DGTCIV2 190 02F8h エッジ ○ ○ × × IER17.IEN6

予約 191 02FCh — × × × × IER17.IEN7 —

GPT3 GTCIA3 192 0300h エッジ ○ ○ × × IER18.IEN0 IPR6E

GTCIB3 193 0304h エッジ ○ ○ × × IER18.IEN1

GTCIC3 194 0308h エッジ ○ ○ × × IER18.IEN2

GTCIE3 195 030Ch エッジ ○ ○ × × IER18.IEN3 IPR6F

GTCIV3 196 0310h エッジ ○ ○ × × IER18.IEN4

予約 197 0314h — × × × × IER18.IEN5 —

— 予約 198 0318h — × × × × IER18.IEN6 —

予約 199 031Ch — × × × × IER18.IEN7 —

予約 200 0320h — × × × × IER19.IEN0 —

予約 201 0324h — × × × × IER19.IEN1 —

予約 202 0328h — × × × × IER19.IEN2 —

予約 203 032Ch — × × × × IER19.IEN3 —

予約 204 0330h — × × × × IER19.IEN4 —

予約 205 0334h — × × × × IER19.IEN5 —

予約 206 0338h — × × × × IER19.IEN6 —

予約 207 033Ch — × × × × IER19.IEN7 —

予約 208 0340h — × × × × IER1A.IEN0 —

予約 209 0344h — × × × × IER1A.IEN1 —

— 予約 210 0348h — × × × × IER1A.IEN2 —

予約 211 034Ch — × × × × IER1A.IEN3 —

予約 212 0350h — × × × × IER1A.IEN4 —

予約 213 0354h — × × × × IER1A.IEN5 —

SCI0 ERI0 214 0358h レベル ○ × × × IER1A.IEN6 IPR80

RXI0 215 035Ch エッジ ○ ○ × × IER1A.IEN7

TXI0 216 0360h エッジ ○ ○ × × IER1B.IEN0

TEI0 217 0364h レベル ○ × × × IER1B.IEN1

SCI1 ERI1 218 0368h レベル ○ × × × IER1B.IEN2 IPR81

RXI1 219 036Ch エッジ ○ ○ × × IER1B.IEN3

TXI1 220 0370h エッジ ○ ○ × × IER1B.IEN4

TEI1 221 0374h レベル ○ × × × IER1B.IEN5

SCI2 ERI2 222 0378h レベル ○ × × × IER1B.IEN6 IPR82

RXI2 223 037Ch エッジ ○ ○ × × IER1B.IEN7

TXI2 224 0380h エッジ ○ ○ × × IER1C.IEN0

TEI2 225 0384h レベル ○ × × × IER1C.IEN1

表11.4 割り込みのベクタテーブル (6 / 7)
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○：選択可能、×：選択不可

11.3.2 高速割り込みのベクタテーブル

高速割り込みに設定した割り込みのベクタテーブルは、CPU の高速割り込みベクタレジスタ（FINTV）で

指定します。

11.3.3 ノンマスカブル割り込みのベクタテーブル

ノンマスカブル割り込みのベクタテーブルは “FFFF FFF8h” です。

高

低

— 予約 226 0388h — × × × × IER1C.IEN2 —

予約 227 038Ch — × × × × IER1C.IEN3 —

予約 228 0390h — × × × × IER1C.IEN4 —

予約 229 0394h — × × × × IER1C.IEN5 —

予約 230 0398h — × × × × IER1C.IEN6 —

予約 231 039Ch — × × × × IER1C.IEN7 —

予約 232 03A0h — × × × × IER1D.IEN0 —

予約 233 03A4h — × × × × IER1D.IEN1 —

予約 234 03A8h — × × × × IER1D.IEN2 —

予約 235 03ACh — × × × × IER1D.IEN3 —

予約 236 03B0h — × × × × IER1D.IEN4 —

予約 237 03B4h — × × × × IER1D.IEN5 —

予約 238 03B8h — × × × × IER1D.IEN6 —

予約 239 03BCh — × × × × IER1D.IEN7 —

予約 240 03C0h — × × × × IER1E.IEN0 —

予約 241 03C4h — × × × × IER1E.IEN1 —

予約 242 03C8h — × × × × IER1E.IEN2 —

予約 243 03CCh — × × × × IER1E.IEN3 —

予約 244 03D0h — × × × × IER1E.IEN4 —

予約 245 03D4h — × × × × IER1E.IEN5 —

RIIC0 ICEEI0 246 03D8h レベル ○ × × × IER1E.IEN6 IPR88

ICRXI0 247 03DCh エッジ ○ ○ × × IER1E.IEN7 IPR89

ICTXI0 248 03E0h エッジ ○ ○ × × IER1F.IEN0 IPR8A

ICTEI0 249 03E4h レベル ○ × × × IER1F.IEN1 IPR8B

— 予約 250 03E8h — × × × × IER1F.IEN2 —

予約 251 03ECh — × × × × IER1F.IEN3 —

予約 252 03F0h — × × × × IER1F.IEN4 —

予約 253 03F4h — × × × × IER1F.IEN5 —

LIN0 LIN0 254 03F8h エッジ　 ○ × × × IER1F.IEN6 IPR90

— 予約 255 03FCh — × × × × IER1F.IEN7 —

表11.4 割り込みのベクタテーブル (7 / 7)
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11.4 割り込みの動作説明

割り込みコントローラは次の処理を行います。

 割り込み検出

 割り込み許可／禁止制御

 割り込み要求先（CPU 割り込み、DTC 起動）の選択

 割り込み優先順位判定

11.4.1 割り込み検出

割り込み要求の検出方法は、レベル検出とエッジ検出の 2 種類あります。

IRQi 端子（i=0 ～ 7）からの外部割り込み要求は、IRQCRi.IRQMD[1:0] ビットの設定によってエッジ検出

とレベル検出を切り替えることができます。

周辺モジュールからの割り込み要求は、要因ごとにエッジ検出／レベル検出が決まっています。

各要因に対応する検出方法は、「表 11.4　割り込みのベクタテーブル」を参照してください。

11.4.1.1 エッジ検出の割り込みステータスフラグ

周辺機能割り込みと、外部端子割り込みのエッジ検出時の IRi.IR フラグの動作を図 11.2 に示します。

割り込み要求が発生したときの割り込み信号の変化点で IRi.IR フラグが “1” になります。割り込み要求先

が CPU の場合、割り込みを受け付けると IRi.IR フラグは自動的に “0” になります。割り込み要求先が DTC

の場合の IR フラグのクリアタイミングは、DTC の転送設定、転送回数によって異なります。詳細は表 11.5

を参照してください。ソフトウェアで IRi.IR フラグをクリアする必要はありません。

割り込み信号について、割り込みベクタ番号が 64 ～ 71 の割り込みではタイミングが他の割り込みと異な

ります。割り込みベクタ番号 64 ～ 71 の IRQ 端子割り込みの場合、IRQ 端子入力から内部遅延＋２ PCLK

分の遅延が増加します。

図 11.2 エッジ検出の IRi.IR フラグの動作

システムクロック

割り込み信号

IRi.IRフラグ

周辺クロック

CPUの割り込み受付時に“0”になる。
DTC転送時の“0”になるタイミングは
表11.5を参照してください。

いずれか1つのみ要求発行設定方法は
「11.4.3 割り込み要求先の選択」を
参照してください。

CPU割り込み要求

DTC起動要求
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割り込み要求が発生し IRi.IR フラグが “1” の状態では、再度発生した割り込み要求は無視されます。ま

た、GPT の全割り込み、MTU3 の全割り込み、LIN の全割り込み、S12ADA の CMPI 割り込みについては、

IRi.IR フラグのほかに、複数要因判別のための自動で “0” にならないステータスフラグを、割り込み発生元

に持っています。したがって、当該フラグが “1” になった状態で、再度発生した割り込み要求は無視されま

す。割り込み受付を可能にするには、割り込み発生元のフラグを “0” にしてください。対象となるステータ

スフラグの詳細は、各周辺モジュールの章を参照してください。

IRi.IR フラグが “0” になった後、割り込み要求が発生すると IRi.IR フラグは再セットされます。IRi.IR フ

ラグの再セットのタイミングを図 11.3 に示します。

通信機能（SCI/RIIC/RSPI）と DTC 機能との組み合わせでは、割り込み要求が無視されて転送要求を消失

する場合があります。詳細は「11.7　使用上の注意事項」を参照してください。

図 11.3 IRi.IR フラグの再セットのタイミング

IRi.IR フラグが “1” になった後、割り込みを禁止（周辺モジュールの割り込み許可ビットで割り込み要求

の出力を禁止）としても、IRi.IR フラグは影響を受けず保持されます。割り込みを禁止した場合の動作を図

11.4 に示します。

図 11.4 割り込み要求の禁止と IRi.IR フラグの関係

割り込み信号

IRi.IRフラグ

IRi.IRフラグが“1”になっているときの割り込み
要求（②）は無視される。

① ② ③

IRi.IRフラグが
“0”になる①

IRi.IRフラグが
“0”になる③

割り込み信号

IRi.IRフラグ
禁止してもIRi.IRフラグは“0”にならない

割り込み要求の許可／禁止
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11.4.1.2 レベル検出の割り込みステータスフラグ

周辺機能割り込みと外部端子割り込みのレベル検出時の IRi.IR フラグの動作を図 11.5 に示します。

割り込み信号がアサートされている間、IRi.IR フラグを “1” にし続けます。IRi.IR フラグを “0” にするた

めには、割り込み発生元の割り込み要求を “0” にしてください。

割り込み発生元の割り込み要求フラグが “0” になったことを確認してから、割り込みルーチンを終了して

ください。図 11.6 にレベル検出割り込みの処理手順を示します。

図 11.5 レベル検出時の IRi.IR フラグの動作

図 11.6 レベル検出割り込みの処理手順

11.4.2 割り込み要求の許可／禁止

割り込み要求を許可するためには、以下の設定が必要です。

1. 周辺機能割り込みの場合、周辺モジュールの割り込み許可ビットで割り込み要求の出力を許可

2. IERm.IENj ビットによって割り込み要求を許可

割り込み発生元で割り込み出力が許可された割り込み要求が発生すると、対応する IRi.IR フラグが “1” に

なります。

IERm.IENj ビットで割り込み要求を許可することで、IRi.IR フラグが “1” になった割り込み要求が割り込

み要求先へ出力されます。また、IERm.IENj ビットで割り込み要求を禁止することで、IRi.IR フラグが “1”

になった割り込み要求は保留されます。

IRi.IR フラグは、IERm.IENj ビットの影響を受けません。

システムクロック

割り込み信号

IRi.IRフラグ

CPU割り込み要求

IRi.IRフラグ確認

割り込み処理開始

割り込みあり割り込みなし

割り込み処理終了

割り込み要求発生元をクリア

IRi.IR = “0”

割り込み要求

発生元の確認

IRi.IR = “1”

割り込み要求発生元の処理を実施
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11.4.3 割り込み要求先の選択

割り込み要因ごとに設定できる割り込み要求先は決められており、「表 11.4　割り込みのベクタテーブル」

に示された要求先が設定できます。表 11.4 で「○」の記載がない割り込み要求先を選択しないでください。

IRQ 端子で DTC を割り込み要求先に設定する場合は、必ず IRQCRi.IRQMD[1:0] ビットをエッジ検出に設

定してください。

割り込み要求先の設定方法を以下に示します。

(1) DTC 起動

次の設定を IERm.IENj ビットが “0” のときに行ってください。

1. 当該要因の DTC 起動許可レジスタの DTC 転送許可ビット（DTCERn.DTCE）を “1” にする

2. DTC モジュール起動ビット（DTCST.DTCST）が “1” にする

上記設定がされている状態で、IERm.IENj ビットを “1” にしてください。

DTC の設定手順は「14.5　DTC の設定手順」を参照してください。

(2) CPU 割り込み要求

割り込み要求先が DTC でない要因は、CPU 割り込み対象となります。

上記の DTC 起動の設定がされていない状態で、IERm.IENj ビットを “1” にしてください。

DTC を割り込み要求先に設定した場合の動作は、表 11.5 に示す通りになります。

注1. IRi.IRフラグが “1”の状態で再度発生した割り込み要求（DTC起動要求）は無視されます。

注2. チェーン転送の場合はチェーン 終転送までDTC転送を継続します。チェーン 終転送時の、CPU割り込みの有 /無、IRフ

ラグのクリア、転送後の割り込み要求先、の各動作は、チェーン 終転送のDISEL、残り転送回数によって決まります。

注3. IRi.IRフラグがセットされた状態で再度発生した割り込み要求（DTC起動要求）が無視されると問題となる通信機能（SCI/
RIIC/RSPI）では、転送要求消失が発生しない状態でお使い頂くか、DTCのソフトウエア回避策を実施してください。詳細

は、「11.7　使用上の注意事項」を参照ください。

割り込み要求先を変更する場合は IERm.IENj ビットが “0” のときに行ってください。

（1）の DTC 起動を設定してから転送が完了していない状態（DTCERn.DTCE ビットがクリアされていな

い状態）で、割り込み要求先を変更する場合、または DTC 転送設定内容を変更する場合は、以下の手順で

行ってください。

1. 取り下げる要因、および新たに起動対象とする要因の IERm.IENj ビットを “0” にする。

2. DTC 転送状況を確認する。転送中であれば、転送完了を待つ。

3. （1）DTC 起動の設定を行う。

表11.5 DTC起動時の動作

割り込み

要求先

DTC.

MRB.

DISEL

残り

転送回数
1要求毎の動作 IRi.IR（注1）（注3） 転送後の割り込み要求先

DTC
（注2）

1

≠0 DTC転送→CPU割り込み CPU割り込み受け付け時にクリア DTC

＝0 DTC転送→CPU割り込み CPU割り込み受け付け時にクリア
DTCERn.DTCEビットがクリア

されCPUに切り替え

0

≠0 DTC転送
DTC転送情報読み出し後のDTC

データ転送開始時にクリア
DTC

＝0 DTC転送→CPU割り込み CPU割り込み受け付け時にクリア
DTCERn.DTCEビットがクリア

されCPUに切り替え
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11.4.4 優先順位の判定

割り込みコントローラは、割り込み要求先ごとに優先順位の判定を行います。それぞれの割り込み要求先

に対する優先順位判定方法は以下の通りです。

(1) 割り込み要求先が CPU の場合の優先順位判定

高速割り込みに設定された要因が も優先されます。その次に、割り込み優先レベル設定ビット

（IPRm.IPR[3:0] ビット）の値が大きい要因が優先されます。IPRm.IPR[3:0] ビットの値が同一レベルの要因が

複数ある場合には、ベクタ番号が小さい要因が優先されます。

(2) 割り込み要求先が DTC の場合の優先順位判定

IPRm.IPR[3:0] ビットの影響を受けません。ベクタ番号が小さい要因が優先されます。

11.4.5 多重割り込み

多重割り込みを有効にするには、受け付けた割り込みの処理ルーチン内で PSW.I ビットを “1”（割り込み

許可）にしてください。

PSW.IPL[3:0] ビットは、受け付けた割り込み要求の割り込み優先レベルと同じ値になっています。このと

き、PSW.IPL[3:0] ビットより高い割り込み優先レベルの割り込み要求が発生すると、この割り込み要求の受

け付け（多重割り込み）が行われます。

11.4.6 高速割り込み

高速割り込みは、CPU の割り込み応答を高速に実行できる割り込みで、割り込み要因のうちの１つだけを

割り当てることができます。

  高速割り込みの割り込み優先レベルは、IPRn.IPR[3:0] ビットの設定にかかわらず、15（ 高）です。ま

た、他のレベル 15 の割り込み要因よりも優先的に受け付けられます。ただし、PSW.IPL[3:0] ビットの値が

“1111b”（優先レベル 15）の場合は、高速割り込みも受け付けられません。

  割り込み要因を高速割り込みに割り当てるには、FIR.FVCT[7:0] ビットにその要因のベクタ番号を設定

し、FIR.FIEN ビットを “1”（高速割り込みを許可）にしてください。

   高速割り込みについては「2.　CPU」や「10.　例外処理」も参照してください。

11.4.7 外部端子割り込み

外部端子割り込みを使用する手順は以下の通りです。

1. IERm.IENj ビットを “0” にする

2. I/O ポートの設定、および確認を行う

3. IRQCRi.IRQMD[1:0] ビットで検出方法を設定する

4. IRi.IR フラグを “0” にする（エッジ検出の場合）

5. DTC 起動の場合 DTCERn.DTCE ビットを設定する（設定しない場合は CPU 割り込み）

6. IERm.IENj ビットを “1” にする
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11.5 ノンマスカブル割り込みの動作説明

ノンマスカブル割り込みには NMI 端子割り込み、電圧監視割り込み、発振停止検出割り込みの 3 種類が

あります。ノンマスカブル割り込みは CPU への割り込みのみであり、DTC の起動はできません。高速割り

込みを含むすべての割り込みにの中で 優先の割り込みです。

ノンマスカブル割り込み要求は、CPU の PSW.I ビット（割り込み許可ビット）、PSW.IPL[3:0] ビット（プ

ロセッサ割り込み優先レベル）の状態にかかわらず受け付けられます。ノンマスカブル割り込みの有無はノ

ンマスカブル割り込みステータスレジスタ（NMISR）で確認できます。

ノンマスカブル割り込みルーチンでは、NMISR レジスタの全ビットが “0” になったことを確認してくだ

さい。

初期状態では「ノンマスカブル割り込み禁止」となっています。ノンマスカブル割り込みを使用するシス

テムでは、プログラム処理の先頭で以下の手順に従ってください。

ノンマスカブル割り込み使用手順

1. スタックポインタ（SP）を設定します。

2. NMI 端子を使用する場合は、NMI 端子の検出センス設定（NMICR.NMIMD ビット）を行います。

3. NMI 端子を使用する場合は、NMICLR.NMICLR ビットに “1” を書いて、NMISR.NMIST フラグを “0” に

します。

4. ノンマスカブル割り込み許可レジスタ（NMIER）の許可する割り込みに対応する箇所に “1” を書いて、

ノンマスカブル割り込みの使用を許可します。

NMIER レジスタに “1” を書くと、以後の NMIER レジスタへの書き込みは無視されます。ノンマスカブル

割り込みを禁止することはできません。リセットでのみ禁止になります。

ノンマスカブル割り込みの処理の流れは、「10.　例外処理」を参照してください。

NMI ステータスフラグ（NMISR.NMIST）は、NMICLR.NMICLR ビットに “1” を書くことで “0” になりま

す。

発振停止検出割り込みステータスフラグ（NMISR.OSTST）は NMICLR.OSTCLR ビットへの “1” 書き込み

でクリアされます。

電圧監視割り込みステータスフラグ（NMISR.LVDST）のクリアは「7.　電圧検出回路（LVD）」を参照し

てください。

NMIST レジスタのいずれかのステータスが “1” のときに WAIT 命令を発行しないでください。
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11.6 低消費電力状態からの復帰

スリープモード、全モジュールクロックストップモード、ソフトウェアスタンバイモード状態からの復帰

割り込みとして使用可能な割り込み要因を「表 11.4　割り込みのベクタテーブル」に示します。詳細は「9.

　消費電力低減機能」を参照してください。

各低消費電力モードにおける復帰対象割り込みの設定方法は以下の通りです。

11.6.1 スリープモードからの復帰

ノンマスカブル割り込み、および全要因の割り込みによって復帰することができます。復帰するための条

件は以下の通りです。

 割り込み

（1）割り込み要求先が CPU であること

（2）IERm.IENj ビットによって該当する割り込み要求が許可されていること

（3）CPU.PSW.IPL[3:0] ビットよりも高い割り込み優先レベルであること

 ノンマスカブル割り込み

NMIER レジスタによって該当する割り込み要求が許可されていること

11.6.2 全モジュールクロックストップモードからの復帰

ノンマスカブル割り込み、および全モジュールクロックストップモードからの復帰可能な割り込みによっ

て復帰することができます。復帰するための条件は以下の通りです。

 割り込み

（1）全モジュールクロックストップモードから復帰可能な要因であること

（2）割り込み要求先が CPU であること

（3）IERm.IENj ビットによって該当する割り込み要求が許可されていること

（4）CPU.PSW.IPL[3:0] ビットよりも高い割り込み優先レベルであること

 ノンマスカブル割り込み

NMIER レジスタによって該当する割り込み要求が許可されていること

11.6.3 ソフトウェアスタンバイモードからの復帰

ノンマスカブル割り込み、およびソフトウェアスタンバイモードからの復帰可能な割り込みによって復帰

することができます。復帰するための条件は以下の通りです。

 割り込み

（1）ソフトウェアスタンバイモードから復帰可能な要因であること

（2）割り込み要求先が CPU であること

（3）IERm.IENj ビットによって該当する割り込み要求が許可されていること

（4）CPU.PSW.IPL[3:0] ビットよりも高い割り込み優先レベルであること

（高速割り込みに設定した要因には、高速割り込み設定レジスタ（FIR）だけでなく、対応する割り

込み優先レベル（IPRm）も CPU.PSW.IPL[3:0] ビットより高い設定にしてください。）

上記条件を満たさない IRQ 端子では、ソフトウェアスタンバイモードでクロック停止期間中に発生した

割り込み要因は検出されません。

 ノンマスカブル割り込み

NMIER レジスタによって該当する割り込み要求が許可されていること
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11.7 使用上の注意事項

11.7.1 DTC 転送を使用した通信動作の注意事項

RX62T グループ、RX62G グループでは、DTC 転送を使用した通信機能の動作で、注意が必要な場合があ

ります。割り込み要求が発生し IRi.IR フラグが “1” の状態では、再度発生した割り込み要求は無視されま

す。割り込み要求先が DTC の IR フラグは、クリアタイミングが DTC の転送設定、転送回数によって異な

るため、設定の組み合わせによっては、転送要求を消失する場合があります。

通信機能（SCI/RIIC/RSPI）と、DTC 機能を組み合わせて使用する場合、以下の注意事項に従ってご使用

ください。

(1) DTC 転送を使用した通信動作の転送要求消失条件

表 11.6 に注意が必要な DTC 機能の組み合わせを示します。

注1. 通信割り込みとはSCI/RIIC/RSPIの送信データエンプティ、受信データフルの割り込みを表します。

注2. 次の通信パケットの転送要求に対して IRi.IRフラグのクリアが間に合わない場合、問題が起こる可能性がありますのでご注

意ください。

(2) DTC を DISEL=1 で使用する場合

データ転送（DTC 動作）後の CPU 割り込み受け付け時に IR フラグの自動クリアが行われます。IR フラ

グの自動クリアまでの間に、次の転送要求が発生すると、転送要求の消失が発生します。DISEL=1 の場合は

CPU 割り込みが必ず発生しますので、下記のソフトウエア回避策（3）を実施してください。

表11.6 注意が必要なDTC機能の組み合わせ

チェイン転送使用 転送ごとにCPUへの通信割り込み有無 （注1）（DISEL設定） 問題発生の可能性

DTC チェイン転送を使用しない DISEL＝0
【転送カウンタ＞0】

無

DISEL＝0
【転送カウンタ＝0】　（ 終転送時）

無（注2）

DISEL＝1 有

チェイン転送を使用する DISEL＝0
（転送カウンタ＞0かつ、

チェインの 後が通信レジスタアクセス）

無

DISEL＝0
（転送カウンタ=0 （祭終転送時）かつ、

チェインの 後が通信レジスタアクセス）

無（注2）

DISEL＝1 有
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(3) ソフトウエア回避策（SCI, RIIC, RSPI）のフローチャート

図 11.7 ソフトウエア回避策（SCI, RIIC, RSPI）のフローチャート

送信/受信割り込み

終了

通信内部要因判定（注１）

IRi.IRビットを “1”にする 

Yes

No

注1. 通信内部要因判定内容

PSW.Iビットを “1”にする（注２）

DTC再設定

Yes

No

ICSR2.TDRE=1ICSR2.RDRF=1RIIC
SPSR.SPTEF=1

   SSR.TDRE=1
送信バッファエンプティフラグ

  SPSR.SPRF=1

SSR.RDRF=1
受信バッファフルフラグ

RSPI

SCI
通信機能

注2. 多重割り込みを実施しない場合は必要ありません。

多重割込み禁止

転送カウンタ=0?

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
回
避
策
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11.7.2 MTU3 割り込みご使用時の注意事項

タイマステータスレジスタ（TSR）内のステータスフラグにおいて、該当するフラグが “0” になる条件

（注 1、注 2、注 3）に従いクリア処理を実施する際、“1” の状態の読み出しから “0” を書き込むまでの期間に同

フラグが “1” になる条件（注 1、注 2、注 3）でのフラグセット要求が発生した場合、該当するフラグはクリア

されず、“1” の状態を保持します。

図 11.8 TSR 内ステータスフラグ状態

注 1. TGFm フラグ（インプットキャプチャ／アウトプットコンペアフラグ m）（m = A ～ F）

［“1” になる条件］

・ TGRm レジスタがアウトプットコンペアレジスタ / コンペアレジスタとして機能している場合、

   TCNT ＝ TGRm になったとき

・ TGRm レジスタがインプットキャプチャとして機能している場合、インプットキャプチャ信号により

   TCNT の値が TGRm レジスタに転送されたとき

［“0” になる条件］

・ TGFm ＝ 1 の状態で TGFm フラグを読んだ後、TGFm フラグに “0” を書いたとき

注 2. TCFj フラグ（オーバーフロー／アンダーフローフラグ）（j = V、U）

［“1” になる条件］

・ TCNT の値がオーバフローしたとき（FFFFh → 0000h）

・ TCNT の値がアンダフローしたとき（0000h → FFFFh）

［“0” になる条件］

・TCFj ＝ 1 の状態で TCFj フラグを読んだ後、TCFj フラグに “0” を書いたとき

注 3. CMFn5 コンペアマッチ／インプットキャプチャフラグ n）（n = U、V、W）

［“1” になる条件］

• MTU5.TGRn がコンペアマッチレジスタとして機能している場合、MTU5.TCNTn ＝ MTU5.TGRn になった

  とき

• MTU5.TGRn がインプットキャプチャとして機能している場合、インプットキャプチャ信号により

  MTU5.TCNTn の値が MTU5.TGRn に転送されたとき

• MTU5.TGRn が外部入力信号のパルス幅測定として機能している場合、MTU5.TCNTn の値が MTU5.TGRn

  に転送されたとき

［“0” になる条件］

・ CMFn5 ＝ 1 の状態で CMFn5 フラグを読んだ後、CMFn5 フラグに “0” を書いたとき

ICLK

この期間に該当フラグのセット要求が発生

TCNT

TSR内該当フラグの

“1”リードタイミング

“1”リード

セット状態を保持

TSR内該当フラグへの

“0”ライトタイミング

該当フラグが“1”になる

条件の発生タイミング

TSR内該当フラグの状態

フラグセット要求

“0”ライト
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TSR の該当フラグが “1” の状態での割り込み要求は無視されますので、再度割り込みを可能にするには、

該当フラグのクリア処理後、下記フローチャートのソフトウェア回避策の実施をお願い致します。

図 11.9 ソフトウェア回避策のフローチャート

該当要因による割り込み

“1”

“0”
該当フラグの状態を再確認

MTU3.TSRの該当フラグクリア処理

ICUのIRi.IRビットを“1”にする

終了
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12. バス

12.1 概要

表 12.1 に各バスの仕様を、図 12.1 にバス構成図を、表 12.2 にバス種類別アドレス対応表を示します。

【略語説明】 P/E：書き込み／消去

図 12.1 バスの構成図

表12.1 バスの仕様

バスの種類 内容

CPUバス 命令バス  CPU（命令）を接続

 内蔵メモリを接続（内蔵RAM、内蔵ROM）

 システムクロック（ICLK）に同期して動作

オペランドバス  CPU（オペランド）を接続

 内蔵メモリを接続（内蔵RAM、内蔵ROM）

 システムクロック（ICLK）に同期して動作

メモリバス メモリバス1  内蔵RAMを接続

メモリバス2  内蔵ROMを接続

内部メインバス 内部メインバス1  CPUを接続

 システムクロック（ICLK）に同期して動作

内部メインバス2  DTCを接続

 内蔵メモリを接続（内蔵RAM、内蔵ROM）

 システムクロック（ICLK）に同期して動作

内部周辺バス 内部周辺バス1  周辺機能（バスエラー監視部、割り込み等）を接続

 システムクロック（ICLK）に同期して動作

内部周辺バス2  周辺機能（WDT、CMT、CRC、SCI等）を接続

 周辺モジュールクロック（PCLK）に同期して動作

内部周辺バス4  周辺機能（MTU3、GPT）を接続

 システムクロック（ICLK）に同期して動作

内部周辺バス6  内蔵ROM（P/E）／データフラッシュを接続

 周辺モジュールクロック（PCLK）に同期して動作

バスエラー監視部

内部メインバス1

内部メインバス2

命令バス

オペランドバス

内部周辺バス1

ICLK同期

メモリバス1 メモリバス2

データ
フラッシュ

内部周辺バス6

PCLK同期

周辺機能
内蔵ROM
（P/E）

DTC

内蔵ROM内蔵RAM

CPU

周辺機能 周辺機能

内部周辺バス2

MTU3 GPT

内部周辺バス4

・・・・・
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表12.2 バス種類別アドレス対応表

アドレス 種類 内容

0000 0000h ～ 0000 3FFFh メモリバス1 内蔵RAM

0000 4000h ～ 0007 FFFFh 予約領域

0008 0000h ～ 0008 7FFFh 内部周辺バス1 周辺 I/Oレジスタ

0008 8000h ～ 0009 FFFFh 内部周辺バス2

000A 0000h ～ 000B FFFFh 予約領域 予約領域

000C 0000h ～ 000D FFFFh 内部周辺バス4 周辺 I/Oレジスタ

000E 0000h ～ 000F FFFFh 予約領域 予約領域

0010 0000h ～ 0011 FFFFh 内部周辺バス6 データフラッシュ

0012 0000h ～ 007F 7FFFh 予約領域

007F 8000h ～ 007F 9FFFh FCU RAM

007F A000h ～ 007F BFFFh 予約領域

007F C000h ～ 007F C4FFh 周辺 I/Oレジスタ

007F C500h ～ 007F FBFFh 予約領域

007F FC00h ～ 007F FFFFh 周辺 I/Oレジスタ

0080 0000h ～ 00DF FFFFh 予約領域

00E0 0000h ～ 00FF FFFFh 内蔵ROM（書き換え専用）

0100 0000h ～ 7FFF FFFFh 予約領域 予約領域

8000 0000h ～ FFFF FFFFh メモリバス2 内蔵ROM（読み出し専用）
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12.2 バスの説明

12.2.1 CPU バス

CPU バスには、命令バスとオペランドバスがあり、内部メインバス 1 に接続されています。命令バスは

CPU の命令フェッチに、オペランドバスは CPU のオペランドアクセスに使用されます。

命令バスとオペランドバスは、内蔵 RAM、内蔵 ROM に接続しており、内部メインバス 1 を介さずに

CPU から直接アクセスすることが可能です。ただし、内蔵 ROM は読み出しのみ CPU からの直接アクセス

が可能であり、書き込み／消去は内部周辺バスを介して行います。

内部メインバス 1 は、内蔵 ROM/ 内蔵 RAM 以外の命令フェッチとオペランドのバス権要求を調停しま

す。優先順位は、オペランド＞命令フェッチの順となります。

命令フェッチとオペランドアクセスからの要求が異なるバス（メモリバス 1、メモリバス 2、内部メイン

バス 1）に対するものであれば、それぞれのバスアクセスを同時に行うことが可能です。たとえば、内蔵

ROM と内蔵 RAM の並列動作が可能となります。

12.2.2 メモリバス

メモリバスには、メモリバス 1 とメモリバス 2 があり、メモリバス 1 には内蔵 RAM、メモリバス 2 には

内蔵 ROM が接続されています。メモリバス 1 とメモリバス 2 は、CPU バス（命令フェッチとオペランド）、

内部メインバス 2 からのバス権要求を調停します。

2 本のバスの優先順位は、内部メインバス 2 ＞ CPU バス（オペランド＞命令フェッチ）の順となります。

12.2.3 内部メインバス

内部メインバスは、CPU が使用するバス（内部メインバス 1）と、CPU 以外のバスマスタ（DTC）が使用

するバス（内部メインバス 2）の 2 本で構成されます。

内部メインバス 1 は、内蔵 ROM ／内蔵 RAM 以外の命令フェッチとオペランドのバス権要求を調停しま

す。優先順位は、オペランド＞命令フェッチの順となります。

CPU と CPU 以外のバスマスタからの要求が異なるバス（内蔵メモリ、内部周辺バス 1、内部周辺バス 2、

内部周辺バス 4、内部周辺バス 6）に対するものであれば、それぞれのバスアクセスを同時に行うことが可

能です。

2 本のバスの優先順位は、内部メインバス 2 ＞内部メインバス 1 の順となります。ただし、CPU により

XCHG 命令が実行された場合には、XCHG 命令によるバスアクセスが完了するまで、CPU 以外のバスアク

セスは受け付けません。また、DTC の転送情報リードおよびライトバック中も DTC 以外のバスアクセスは

受け付けません。

表12.3 バスマスタ優先順位

優先度 バスマスタ

高 DTC

低 CPU
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12.2.4 内部周辺バス

表 12.4 に内部周辺バスに接続される周辺機能を示します。

内部周辺バス 1、内部周辺バス 2、内部周辺バス 4、内部周辺バス 6 は、それぞれ、CPU（内部メインバス

1）と CPU 以外のバスマスタ（内部メインバス 2）からのバス権要求を調停します。

2 本のバスの優先順位は、内部メインバス 2 ＞内部メインバス 1 の順となります。

12.2.5 並列動作

それぞれのバスマスタが異なるスレーブにアクセスする場合、並列して動作することが可能です。たとえ

ば、CPU が内蔵 ROM から命令フェッチしながら、内蔵 RAM をオペランドアクセスし、DTC は周辺－周辺

バス間の転送を行うことができます。図 12.2 に並列動作の例を示します。この例の場合、CPU は命令バス

とオペランドバスを使って、それぞれ内蔵 ROM と内蔵 RAM を同時にアクセスすることが可能です。また、

CPU が内蔵 ROM と内蔵 RAM をアクセス中に、DTC は内部メインバス 2 を使って、周辺バスを同時にアク

セスすることができます。

図 12.2 並列動作の例

12.2.6 制約事項

(1) RMPA 命令、ストリング操作命令に関する制約事項

RMPA 命令、ストリング操作命令の操作対象データを I/O レジスタに配置することは禁止しており、その

場合の動作は保証していません。

表12.4 内部周辺バスに接続される周辺機能

バスの種類 周辺機能

内部周辺バス1  割り込みコントローラ

 バスエラー監視部

内部周辺バス2  内部周辺バス1、4以外の周辺機能

 データフラッシュ

内部周辺バス4  MTU3、GPT

内部周辺バス6  内蔵ROM（P/E）／データフラッシュ

CPU オペランド
アクセス

RAM

ROMCPU 命令フェッチ

DTC 周辺 周辺

内蔵ROMアクセス

内蔵RAMアクセス

周辺バスアクセス 周辺バスアクセス

ROM ROM ROM ROM ROM ROM

RAM RAM RAM RAM RAM RAM
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12.3 レジスタの説明

表 12.5 にバスエラー監視部のレジスタを示します。

12.3.1 バスエラーステータスクリアレジスタ（BERCLR）

注1. “1”書き込みのみ有効で、“0”書き込みは無効です。

STSCLR ビット（ステータスクリアビット）

“1” を書くと、バスエラーステータスレジスタ１（BERSR1）とバスエラーステータスレジスタ 2 

（BERSR2）がクリアされます。

12.3.2 バスエラー監視許可レジスタ（BEREN）

IGAEN ビット（不正アドレスアクセス検出許可ビット）

不正アドレスアクセス検出の許可／禁止を設定します。

表12.5 バスエラー監視部のレジスタ一覧表

レジスタ名 シンボル リセット後の値 アドレス アクセスサイズ

バスエラーステータスクリアレジスタ BERCLR 00h 0008 1300h 8

バスエラー監視許可レジスタ BEREN 00h 0008 1304h 8

バスエラーステータスレジスタ1 BERSR1 00h 0008 1308h 8

バスエラーステータスレジスタ2 BERSR2 0000h 0008 130Ah 16

アドレス 0008 1300h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — STSCL
R

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 STSCLR ステータスクリアビット 0：無効

1：バスエラーステータスレジスタクリア

R/(W)
（注1）

b7-b1 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

アドレス 0008 1304h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — IGAEN

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 IGAEN 不正アドレスアクセス検出許可ビット 0：不正アドレスアクセス検出禁止

1：不正アドレスアクセス検出許可

R/W

b7-b1 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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12.3.3 バスエラーステータスレジスタ 1（BERSR1）

BERSR1 レジスタは、バスエラー発生状態を記録するレジスタです。

不正アドレスアクセスが発生したか（IA ビット）、どのバスマスタからアクセスされたか（MST[2:0] ビッ

ト）を記録します。

IA ビット（不正アドレスアクセスフラグビット）

不正アドレスアクセスエラーが発生しているかどうかを示します。

MST[2:0] ビット（バスマスタコードビット）

バスエラーを発生させたアクセスのバスマスタを示します。

アドレス 0008 1308h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— MST[2:0] — — — IA

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 IA 不正アドレスアクセスビット 0：不正アドレスアクセスの発生なし

1：不正アドレスアクセスの発生あり

R

b3-b1 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書き込みは無効になります R

b6-b4 MST[2:0] バスマスタコードビット  b6    b4

0 0 0：CPU
0 0 1：設定しないでください

0 1 0：設定しないでください

0 1 1：DTC
1 0 0：設定しないでください

1 0 1：設定しないでください

1 1 0：設定しないでください

1 1 1：設定しないでください

R

b7 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書き込みは無効になります R
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12.3.4 バスエラーステータスレジスタ 2（BERSR2）

BERSR2 レジスタは、バスエラーを起こしたアドレスの上位 13 ビットを記録するレジスタです。

ADDR[12:0]（バスエラー発生アドレスビット）

バスエラーを起こしたアドレスの上位 13 ビットを示します。

アドレス 0008 130Ah

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

ADDR[12:0] — — —

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b2-b0 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書き込みは無効になります R

b15-b3 ADDR[12:0] バスエラー発生

アドレスビット

バスエラーが発生したアクセスのアドレスの上位13ビット（512KB単位） R
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12.4 バスエラー監視部

バスエラー監視部は、領域ごとのバスエラーを監視し、バスエラーが発生した場合バスマスタへ通知しま

す。バスエラーには、不正アドレスアクセスがあります。不正アドレスアクセスは不正な領域へのアクセス

があった場合に検出します。

12.4.1 バスエラーの種類

バスエラーには、不正アドレスアクセスがあります。

不正アドレスアクセスは不正な領域へのアクセスがあった場合に検出します。

12.4.1.1 不正アドレスアクセス

不正アドレスアクセスは、バスエラー監視許可レジスタの不正アドレスアクセス検出許可ビットが有効

（BEREN.IGAEN ビット＝ “1”）で、以下のアクセスが起こった場合に発生します。

 不正アドレス領域にアクセスした場合

どの領域で不正アドレスアクセスエラーが発生するかを表 12.6 に示します。

12.4.2 バスエラー発生時の動作

バスエラーが発生すると、CPU にバスエラーを通知します。バスエラーが発生した場合には、その動作を

保証していません。

 CPU へのバスエラー発生通知：

割り込みが発生します。割り込みを発生させるかどうかは、ICU.IEN レジスタで制御できます。

12.4.3 バスエラーの発生条件

表 12.6 にアドレス空間の領域ごとに発生するバスエラーの種類を示します。

バスエラーが発生していない状態（バスエラーステータスレジスタ n（BERSRn）(n=1、2) がクリアされ

ている場合）で、不正アドレスアクセスエラーが検出されると、BERSRn レジスタにその時点の状態が記憶

されます。1 度バスエラーが発生すると、その後バスエラーが発生しても BERSRn がクリアされていない場

合はその状態を記憶しません。

2 つのバスマスタについてバスエラーが同時に発生する場合は、1 つのバスマスタの情報のみ記憶します。

バスエラーの発生後は、BERSRn レジスタがクリアされるまで状態を保持します。
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【記号説明】　 — ：バスエラーは発生しません

　　　　　　 ○ ：バスエラーが発生します

注1. 実装される内蔵RAM、データフラッシュ、内蔵ROMの容量は製品により異なります。製品ごとの仕様については、「30.　
RAM」、「31.　ROM（コード格納用フラッシュメモリ）」、「32.　データフラッシュ（データ格納用フラッシュメモリ）」を参

照してください。

表12.6 発生するバスエラーの種類

アドレス 内容
種類

不正アドレスアクセス

0000 0000h ～ 0000 3FFFh 内蔵RAM（注1） —

0000 4000h ～ 0007 FFFFh 予約領域

0008 0000h ～ 0009 0FFFh 周辺 I/Oレジスタ —

0009 1000h ～ 0009 3FFFh ○

0009 4000h ～ 0009 41FFh —

0009 4200h ～ 0009 FFFFh ○

000A 0000h～ 000B FFFFh ○

000C 0000h ～ 000C 0FFFh ○

000C 1000h ～ 000C 27FFh —

000C 2800h ～ 000D FFFFh ○

000E 0000h ～ 000F FFFFh 予約領域 ○

0010 0000h ～ 0011 FFFFh データフラッシュ（注1） —

0012 0000h ～ 007F 7FFFh 予約領域 ○

007F 8000h ～ 007F 9FFFh FCU RAM —

007F A000h ～ 007F BFFFh 予約領域 ○

007F C000h ～ 007F C4FFh 周辺 I/Oレジスタ —

007F C500h ～ 007F FBFFh 予約領域 ○

007F FC00h ～ 007F FFFFh 周辺 I/Oレジスタ —

0080 0000h ～ 00DF FFFFh 予約領域 —

00E0 0000h ～ 00FF FFFFh 内蔵ROM（注1）（書き換え専用） —

0100 0000h ～ 7FFF FFFFh 予約領域 ○

8000 0000h ～ FFFF FFFFh 内蔵ROM（注1）（読み出し専用） —



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 283 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 13.  メモリプロテクションユニット（MPU）

13. メモリプロテクションユニット（MPU）

13.1 概要

RX CPUにはメモリプロテクションユニットが内蔵されており、全アドレス空間（0000 0000h～FFFF FFFFh）

を対象に CPU によるアクセスのアドレスチェックを行います。

大 8 つの領域を設定することができ、領域ごとのアクセス制御情報に従いアクセスを許可します。設定

領域外へのアクセスを検出すると、デフォルトではメモリプロテクションエラーが発生します。

各領域のアクセス制御情報は、読み出し許可、書き込み許可、実行許可に対応しています。このアクセス

制御情報は、CPU のプロセッサモードがユーザモードのときに有効です。スーパバイザモードのときは、メ

モリ保護を行いません。

表 13.1 にメモリプロテクションユニットの仕様を、図 13.1 にブロック図を示します。

表13.1 メモリプロテクションの仕様

仕様 内容

メモリプロテクション対象領域と

プロセッサモード

0000 0000h～FFFF FFFFh（ユーザモード時）

スーパバイザモード時はメモリ保護なし

領域数 8

ページサイズ（ 小保護単位） 16バイト

各領域のアドレス指定 開始ページ番号、終了ページ番号で設定

各領域の有効設定 領域n終了ページ番号レジスタ（REPAGEn）の有効ビット（V）で各領域の有効 /無効

を設定(n=0～7)

各領域のアクセス制御情報 命令実行：実行許可

オペランドアクセス：読み出し許可、書き込み許可

メモリプロテクション動作の開始 メモリプロテクション機能を有効にした後、ユーザモードに移行することによりアクセ

スの監視をスタート

メモリプロテクションエラー処理 アクセス例外発生

メモリプロテクションエラー発生アドレス 命令実行アドレス：スタック領域にPCを退避

オペランドアクセスアドレス：データメモリプロテクションエラーアドレスレジスタ

（MPDEA）に格納

メモリプロテクションエラー要因判定 メモリプロテクションエラーステータスレジスタ（MPESTS）に要因を格納

バックグラウンド領域設定 バックグラウンド領域（全アドレス空間）に対して、アクセス制御情報を設定可能

領域オーバラップの処理 あるアドレスに対して領域がオーバラップして設定され、各領域のアクセス制御情報が

異なる場合、許可が優先されます。
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図 13.1 メモリプロテクションユニットブロック図
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13.1.1 アクセス制御の種類

アクセス制御は、命令の実行許可と、オペランドアクセスの読み出し許可、書き込み許可の 3 種類があり

ます。これらのアクセス制御に対する違反の検出は、ユーザモードのプログラムに対してのみ行います。スー

パバイザモードのプログラムに対しては違反を検出しません。

13.1.2 アクセス制御領域

アクセス制御領域は 8 つまで定義することができます。各アクセス制御領域の範囲は、領域 n 開始ページ

番号レジスタ（RSPAGEn）および領域 n 終了ページ番号レジスタ（REPAGEn）で行います (n=0 ～ 7)。

ページは、アクセス制御の 小単位であり、アドレス空間を 16 バイト毎に区切ったものです。アドレス [31:0]

の上位 28 ビット（[31:4]）がページ番号に対応します。

各領域のアクセス制御情報と、その領域を有効にするかどうかは REPAGEn レジスタで指定します。

13.1.3 バックグラウンド領域

バックグラウンド領域は全アドレス空間（0000 0000h ～ FFFF FFFFh）です。バックグラウンド領域のアク

セス制御情報はバックグラウンドアクセス制御レジスタ（MPBAC）で設定します。バックグラウンド領域の

アクセス制御情報は、8 つのアクセス制御領域と異なり、メモリプロテクション機能が有効（MPEN.MPEN

ビットが “1”）であれば有効となります。

13.1.4 領域のオーバラップ

複数の領域がオーバラップした場合のアクセス制御情報は、オーバラップした領域（バックグラウンド領

域を含む）のアクセス制御ビットの論理和となり、許可が優先して設定されます。

13.1.5 領域をまたぐ命令とデータ

異なるアクセス制御設定を行った領域にまたがるように配置された命令やデータに関するメモリプロテク

ションエラー検出動作は不定です。異なるアクセス制御設定を行った領域にまたがるように命令やデータを

配置しないでください。
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13.2 レジスタの説明

表 13.2 にメモリプロテクションユニットのレジスタ一覧を示します。

注 . x：不定

表13.2 メモリプロテクションユニットのレジスタ一覧

レジスタ名 シンボル
リセット後の値

（注）
アドレス アクセスサイズ

領域0開始ページ番号レジスタ RSPAGE0 xxxx xxx0h 0008 6400h 32

領域0終了ページ番号レジスタ REPAGE0 xxxx xxx0h 0008 6404h 32

領域1開始ページ番号レジスタ RSPAGE1 xxxx xxx0h 0008 6408h 32

領域1終了ページ番号レジスタ REPAGE1 xxxx xxx0h 0008 640Ch 32

領域2開始ページ番号レジスタ RSPAGE2 xxxx xxx0h 0008 6410h 32

領域2終了ページ番号レジスタ REPAGE2 xxxx xxx0h 0008 6414h 32

領域3開始ページ番号レジスタ RSPAGE3 xxxx xxx0h 0008 6418h 32

領域3終了ページ番号レジスタ REPAGE3 xxxx xxx0h 0008 641Ch 32

領域4開始ページ番号レジスタ RSPAGE4 xxxx xxx0h 0008 6420h 32

領域4終了ページ番号レジスタ REPAGE4 xxxx xxx0h 0008 6424h 32

領域5開始ページ番号レジスタ RSPAGE5 xxxx xxx0h 0008 6428h 32

領域5終了ページ番号レジスタ REPAGE5 xxxx xxx0h 0008 642Ch 32

領域6開始ページ番号レジスタ RSPAGE6 xxxx xxx0h 0008 6430h 32

領域6終了ページ番号レジスタ REPAGE6 xxxx xxx0h 0008 6434h 32

領域7開始ページ番号レジスタ RSPAGE7 xxxx xxx0h 0008 6438h 32

領域7終了ページ番号レジスタ REPAGE7 xxxx xxx0h 0008 643Ch 32

メモリプロテクション機能有効化レジスタ MPEN 0000 0000h 0008 6500h 32

バッググラウンドアクセス制御レジスタ MPBAC 0000 0000h 0008 6504h 32

メモリプロテクションエラーステータスクリア

レジスタ

MPECLR 0000 0000h 0008 6508h 32

メモリプロテクションエラーステータスレジスタ MPESTS 0000 0000h 0008 650Ch 32

データメモリプロテクションエラーアドレス

レジスタ

MPDEA xxxx xxxxh 0008 6514h 32

領域サーチアドレスレジスタ MPSA xxxx xxxxh 0008 6520h 32

領域サーチオペレーションレジスタ MPOPS 0000h 0008 6524h 16

領域インバリデートオペレーションレジスタ MPOPI 0000h 0008 6526h 16

命令ヒット領域レジスタ MHITI 0000 0000h 0008 6528h 32

データヒット領域レジスタ MHITD 0000 0000h 0008 652Ch 32
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13.2.1 領域 n 開始ページ番号レジスタ（RSPAGEn）(n=0 ～ 7) 

RSPN[27:0] ビット（領域開始ページ番号ビット）

領域開始ページ番号を設定します。

アドレス RSPAGE0 0008 6400h、RSPAGE1 0008 6408h、RSPAGE2 0008 6410h、RSPAGE3 0008 6418h
RSPAGE4 0008 6420h、RSPAGE5 0008 6428h、RSPAGE6 0008 6430h、RSPAGE7 0008 6438h

b31 b30 b29 b28 b27 b26 b25 b24 b23 b22 b21 b20 b19 b18 b17 b16

RSPN[27:0]

リセット後の値 x x x x x x x x x x x x x x x x

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

RSPN[27:0] — — — —

リセット後の値 x x x x x x x x x x x x 0 0 0 0

x：不定

ビット シンボル ビット名 説明 R/W

b3-b0 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください。 R/W

b31-b4 RSPN[27:0] 領域開始ページ番号ビット 領域判定に使用する領域開始ページ番号情報 R/W
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13.2.2 領域 n 終了ページ番号レジスタ（REPAGEn）(n=0 ～ 7) 

V ビット（有効ビット）

該当する領域設定を有効にするか、無効にするかを選択します。

領域インバリデートオペレーションレジスタ（MPOPI）により 全アクセス制御領域のインバリデート（無

効化）を行った場合、V ビットは “0” になります。

UAC[2:0] ビット（ユーザモード時アクセス制御ビット）

ユーザモード時のアクセス制御を設定します。

REPN[27:0] ビット（領域終了ページ番号ビット）

領域終了ページ番号を設定します。対応する領域の開始ページ番号と等しいか、大きな値を設定してくだ

さい。領域終了ページ番号も、メモリプロテクション対象領域になります。

アドレス REPAGE0 0008 6404h、REPAGE1 0008 640Ch、REPAGE2 0008 6414h、REPAGE3 0008 641Ch
REPAGE4 0008 6424h、REPAGE5 0008 642Ch、REPAGE6 0008 6434h、REPAGE7 0008 643Ch

b31 b30 b29 b28 b27 b26 b25 b24 b23 b22 b21 b20 b19 b18 b17 b16

REPN[27:0]

リセット後の値 x x x x x x x x x x x x x x x x

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

REPN[27:0] UAC[2:0] V

リセット後の値 x x x x x x x x x x x x 0 0 0 0

x：不定

ビット シンボル ビット名 説明 R/W

b0 V 有効ビット 0：領域設定無効

1：領域設定有効

R/W

b3-b1 UAC[2:0] ユーザモード時アクセス制御ビット b3
0：読み出し禁止

1：読み出し許可
b2
0：書き込み禁止

1：書き込み許可
b1
0：実行禁止

1：実行許可

R/W

b31-b4 REPN[27:0] 領域終了ページ番号 領域判定に使用する領域終了ページ番号情報 R/W
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13.2.3 メモリプロテクション機能有効化レジスタ（MPEN）

MPEN ビット（メモリプロテクション機能有効化ビット）

メモリプロテクション機能を有効にするか、無効にするかを選択します。

MPEN ビットに “1” を書いた後、ユーザモードへ移行する分岐命令（RTE、RTFI）の実行により、CPU の

メモリプロテクションによるアドレスチェックが開始されます。

アドレス 0008 6500h

b31 b30 b29 b28 b27 b26 b25 b24 b23 b22 b21 b20 b19 b18 b17 b16

— — — — — — — — — — — — — — — —

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — — — — — — — — — MPEN

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 説明 R/W

b0 MPEN メモリプロテクション機能有効化ビット 1：メモリプロテクション機能有効

0：メモリプロテクション機能無効

R/W

b31-b1 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください。 R/W
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13.2.4 バックグラウンドアクセス制御レジスタ（MPBAC）

UBAC[2:0] ビット（ユーザモード時バックグラウンドアクセス制御ビット）

ユーザモード時のバックグラウンドアクセス制御を設定します。

アドレス 0008 6504h

b31 b30 b29 b28 b27 b26 b25 b24 b23 b22 b21 b20 b19 b18 b17 b16

— — — — — — — — — — — — — — — —

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — — — — — — UBAC[2:0] —

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 説明 R/W

b0 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください。 R/W

b3-b1 UBAC[2:0] ユーザモード時バックグラウンド

アクセス制御ビット

b3
0：読み出し禁止

1：読み出し許可
b2
0：書き込み禁止

1：書き込み許可
b1
0：実行禁止

1：実行許可

R/W

b31-b4 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください。 R/W
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13.2.5 メモリプロテクションエラーステータスクリアレジスタ（MPECLR）

CLR ビット（エラーステータスクリアビット）

メモリプロテクションエラーステータスレジスタ（MPESTS）のデータリード / ライトビット（DRW）、デー

タメモリプロテクションエラー発生ビット（DA）、命令メモリプロテクションエラー発生ビット（IA）を “0”

にします。

アドレス 0008 6508h

b31 b30 b29 b28 b27 b26 b25 b24 b23 b22 b21 b20 b19 b18 b17 b16

— — — — — — — — — — — — — — — —

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — — — — — — — — — CLR

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 説明 R/W

b0 CLR エラーステータスクリアビット 【読み出し時】

0：読み出し固定

【書き込み時】

0：何もしない

1：MPESTS.DRW, DA, IAビットを“0”にします。

R/W

b31-b1 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください。 R/W
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13.2.6 メモリプロテクションエラーステータスレジスタ（MPESTS）

IA ビット（命令メモリプロテクションエラー発生ビット）

命令実行によるメモリプロテクションエラー発生状態を示します。

IA ビットは、メモリプロテクションエラーステータスクリアレジスタ（MPECLR）のエラーステータスク

リアビット（CLR）を “1” にすることによってのみ、“0” になります。

DA ビット（データメモリプロテクションエラー発生ビット）

オペランドアクセスによるメモリプロテクションエラー発生状態を示します。

DA ビットは、メモリプロテクションエラーステータスクリアレジスタ（MPECLR）のエラーステータスク

リアビット（CLR）を “1” にすることによってのみ、“0” になります。

DRW ビット（データリード / ライトビット）

オペランドアクセスによるメモリプロテクションエラーを発生したアクセスのリード / ライト属性を示し

ます。DRW ビットは、DA ビットが “1” の場合のみ有効です。

DRW ビットは、メモリプロテクションエラーステータスクリアレジスタ（MPECLR）のエラーステータス

クリアビット（CLR）を “1” にすることで、“0” になります。

アドレス 0008 650Ch

b31 b30 b29 b28 b27 b26 b25 b24 b23 b22 b21 b20 b19 b18 b17 b16

— — — — — — — — — — — — — — — —

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — — — — — — — DRW DA IA

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 説明 R/W

b0 IA 命令メモリプロテクションエラー発生

ビット

0：命令メモリプロテクションエラー発生なし

1：命令メモリプロテクションエラー発生

R

b1 DA データメモリプロテクションエラー発生

ビット

0：データメモリプロテクションエラー発生なし

1：データメモリプロテクションエラー発生

R

b2 DRW データリード /ライトビット 0：データリード

1：データライト

R

b31-b3 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください。 R/W
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13.2.7 データメモリプロテクションエラーアドレスレジスタ（MPDEA）

DEA[31:0] ビット（データメモリプロテクションエラーアドレスビット）

オペランドアクセスによるメモリプロテクションエラーを発生したアドレスを保持します。

アドレス 0008 6514h

b31 b30 b29 b28 b27 b26 b25 b24 b23 b22 b21 b20 b19 b18 b17 b16

DEA[31:0]

リセット後の値 x x x x x x x x x x x x x x x x

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

DEA[31:0]

リセット後の値 x x x x x x x x x x x x x x x x

x：不定

ビット シンボル ビット名 説明 R/W

b31-b0 DEA[31:0] データメモリプロテクションエラーアドレスビット データメモリプロテクションエラーアドレス R
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13.2.8 領域サーチアドレスレジスタ（MPSA）

SA[31:0] ビット（領域サーチ用アドレスビット）

領域サーチオペレーションで、領域 n 開始ページ番号レジスタ（RSPAGEn）の領域開始アドレス、領域 n

終了ページ番号レジスタ（REPAGEn）の領域終了アドレスと比較するアドレスを設定します。

13.2.9 領域サーチオペレーションレジスタ（MPOPS）

S ビット（領域サーチオペレーション起動ビット）

S ビットを “1” にすることにより、メモリプロテクションユニットは領域サーチオペレーションを行いま

す。領域サーチアドレスレジスタ（MPSA）で指定されたアドレスと、各領域のアドレス情報との比較を行

い、ヒットする領域をサーチします。

サーチ結果は、データヒット領域レジスタ（MHITD）のデータヒット領域ビット（HITD[7:0]）に格納され

ます。また、ヒットした領域のアクセス制御ビットの論理和が、ユーザモード時データヒット領域アクセス

制御ビット（UHACD[2:0]）に格納されます。

アドレス 0008 6520h

b31 b30 b29 b28 b27 b26 b25 b24 b23 b22 b21 b20 b19 b18 b17 b16

SA[31:0]

リセット後の値 x x x x x x x x x x x x x x x x

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

SA[31:0]

リセット後の値 x x x x x x x x x x x x x x x x

x：不定

ビット シンボル ビット名 説明 R/W

b31-b0 SA[31:0] 領域サーチアドレスビット 領域サーチ用アドレス R/W

アドレス 0008 6524h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — — — — — — — — — S

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 説明 R/W

b0 S 領域サーチオペレーションビット 【読み出し時】

0：読み出し固定

【書き込み時】

0：何もしない

1：領域のサーチオペレーションを行う

R/W

b15-b1 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください。 R/W
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13.2.10 領域インバリデートオペレーションレジスタ（MPOPI）

INV ビット（領域インバリデート起動ビット）

INV ビットを “1” にすることにより、すべての領域 n 終了ページ番号レジスタ（REPAGEn）の有効ビット

（V）を “0” にします。REPAGEn.V ビットを “0” にした後は、バックグラウンド領域のアクセス制御設定以外

は無効となります。

アドレス 0008 6526h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — — — — — — — — — INV

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 説明 R/W

b0 INV 領域インバリデート起動ビット 【読み出し時】

0：読み出し固定

【書き込み時】

0：何もしない

1：全アクセス制御領域のインバリデート（無効化）

R/W

b15-b1 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください。 R/W
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13.2.11 命令ヒット領域レジスタ（MHITI）

アドレス 0008 6528h

b31 b30 b29 b28 b27 b26 b25 b24 b23 b22 b21 b20 b19 b18 b17 b16

— — — — — — — — HITI[7:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — — — — — — UHACI[2:0] —

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 説明 R/W

b0 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください。 R/W

b3-b1 UHACI[2:0] ユーザモード時命令ヒット

領域アクセス制御ビット

b3

0：読み出し禁止

1：読み出し許可

b2

0：書き込み禁止

1：書き込み許可

b1

0：実行禁止

1：実行許可

R

b15-b4 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください。 R/W

b23-b16 HITI[7:0] 命令ヒット領域ビット 命令メモリプロテクションエラー発生ビット（MPESTS.IA）= “1”のとき、

 [b23:b16] = 0000 0000b：バックグラウンド領域で命令メモリプロテクションエラー

上記以外

b23

0：領域7で命令メモリプロテクションエラーなし

1：領域7で命令メモリプロテクションエラーあり

b22

0：領域6で命令メモリプロテクションエラーなし

1：領域6で命令メモリプロテクションエラーあり

b21

0：領域5で命令メモリプロテクションエラーなし

1：領域5で命令メモリプロテクションエラーあり

b20

0：領域4で命令メモリプロテクションエラーなし

1：領域4で命令メモリプロテクションエラーあり

b19

0：領域3で命令メモリプロテクションエラーなし

1：領域3で命令メモリプロテクションエラーあり

b18

0：領域2で命令メモリプロテクションエラーなし

1：領域2で命令メモリプロテクションエラーあり

b17

0：領域1で命令メモリプロテクションエラーなし

1：領域1で命令メモリプロテクションエラーあり

b16

0：領域0で命令メモリプロテクションエラーなし

1：領域0で命令メモリプロテクションエラーあり

R

b31-b24 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください。 R/W
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UHACI[2:0] ビット（ユーザモード時命令ヒット領域アクセス制御ビット）

UHACI[2:0] ビットは、命令メモリプロテクションエラーが発生した領域のユーザモード時アクセス制御

ビット（REPAGEn.UAC[2:0]）を保持します。

オーバラップした領域でエラーが発生した場合、該当する領域（バックグラウンド領域も含む）のユーザ

モード時アクセス制御ビットの論理和を保持します。

HITI[7:0] ビット（命令ヒット領域ビット）

HITI[7:0] ビットは、命令メモリプロテクションエラーが発生した領域を示します。バックグラウンド領域

で命令メモリプロテクションエラーを発生したときは、HITI[7:0] ビットは “0000 0000b” にセットされます。
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13.2.12 データヒット領域レジスタ（MHITD）

アドレス 0008 652Ch

b31 b30 b29 b28 b27 b26 b25 b24 b23 b22 b21 b20 b19 b18 b17 b16

— — — — — — — — HITD[7:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — — — — — — UHACD[2:0] —

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 説明 R/W

b0 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください。 R/W

b3-b1 UHACD[2:0] ユーザモード時

データヒット領域

アクセス制御ビット

b3

0：読み出し禁止

1：読み出し許可

b2

0：書き込み禁止

1：書き込み許可

b1

0：実行禁止

1：実行許可

R

b15-b4 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください。 R/W

b23-b16 HITD[7:0] データヒット領域

ビット

データメモリプロテクションエラー発生ビット(DA) =1のとき、 

[b23:b16] = 0000 0000b：バックグラウンド領域でデータメモリプロテクションエラー

上記以外

b23

0：領域7でデータメモリプロテクションエラーなし、またはサーチヒットなし

1：領域7でデータメモリプロテクションエラーあり、またはサーチヒットあり

b22

0：領域6でデータメモリプロテクションエラーなし、またはサーチヒットなし

1：領域6でデータメモリプロテクションエラーあり、またはサーチヒットあり

b21

0：領域5でデータメモリプロテクションエラーなし、またはサーチヒットなし

1：領域5でデータメモリプロテクションエラーあり、またはサーチヒットあり

b20

0：領域4でデータメモリプロテクションエラーなし、またはサーチヒットなし

1：領域4でデータメモリプロテクションエラーあり、またはサーチヒットあり

b19

0：領域3でデータメモリプロテクションエラーなし、またはサーチヒットなし

1：領域3でデータメモリプロテクションエラーあり、またはサーチヒットあり

b18

0：領域2でデータメモリプロテクションエラーなし、またはサーチヒットなし

1：領域2でデータメモリプロテクションエラーあり、またはサーチヒットあり

b17

0：領域1でデータメモリプロテクションエラーなし、またはサーチヒットなし

1：領域1でデータメモリプロテクションエラーあり、またはサーチヒットあり

b16

0：領域0でデータメモリプロテクションエラーなし、またはサーチヒットなし

1：領域0でデータメモリプロテクションエラーあり、またはサーチヒットあり

R

b31-b24 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください。 R/W
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UHACD[2:0] ビット（ユーザモード時データヒット領域アクセス制御ビット）

UHACD[2:0] ビットは、データメモリプロテクションエラーが発生した領域、もしくは領域サーチでヒッ

トした領域のユーザモード時アクセス制御ビット（REPAGEn.UAC[2:0]）を保持します。

オーバラップした領域でエラーが発生した場合、もしくは領域サーチでヒットした場合、該当する領域

（バックグラウンド領域も含む）のユーザモード時のアクセス制御ビットの論理和を保持します。

HITD[7:0] ビット（データヒット領域ビット）

HITD[7:0] ビットは、データメモリプロテクションエラーが発生した領域、もしくは領域サーチでヒットし

た領域を示します。バックグラウンド領域でデータメモリプロテクションエラーを発生したとき、HITD[7:0]

ビットは “0000 0000b” にセットされます。

注 . ユーザモードでメモリプロテクションユニットのレジスタにアクセスしてデータメモリプロテクションエラー

が発生した場合には、MHITD レジスタの値は 0000 0000h になります。
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13.3 機能

13.3.1 メモリプロテクション機能

メモリプロテクション機能は、アクセス制御領域とバックグラウンド領域に設定されたアクセス制御情報

に従って、ユーザモードのプログラムがアクセス制御情報に違反したアクセスを行わないかどうかを監視す

る機能です。アクセス制御違反（メモリプロテクションエラー）を検出した場合は、メモリプロテクション

ユニットは CPU へその情報を通知し、CPU はアクセス例外処理を開始します。

メモリプロテクション機能は、メモリプロテクション機能有効化レジスタ（MPEN）のメモリプロテクショ

ン機能有効化ビット（MPEN）を “1” にすることで有効になります。

命令の実行違反を検出した場合には命令メモリプロテクションエラーが、オペランドアクセスの読み出し、

書き込み違反を検出した場合にはデータメモリプロテクションエラーが発生します。データメモリプロテク

ションエラー発生時は、アクセス制御違反を起こしたオペランドアクセスは実行されません。

13.3.2 領域サーチ機能

領域サーチ機能は、ある特定のアドレスが 8 つのアクセス制御領域のどの領域にヒットするのか、また、

そのアドレスのアクセス制御情報（実行許可、読み出し許可、書き込み許可）がどのように設定されている

かを調べる機能です。

領域サーチオペレーションレジスタ（MPOPS）の領域サーチオペレーションビット（S）を “1” にするこ

とにより、領域サーチアドレスレジスタ（MPSA）で指定したアドレスと、各領域のアドレスの比較を行い

ます。領域サーチ実行後のデータヒット領域レジスタ（MHITD）は、ヒットした領域と各領域のアクセス制

御情報の論理和を示します。

13.3.3 メモリプロテクションユニット関連レジスタの保護

メモリプロテクションユニット関連レジスタへは、CPU のオペランドアクセス以外の手段（命令フェッチ、

DMA）ではアクセスできません。メモリプロテクションユニット関連レジスタへは、スーパバイザモードで

のみアクセスすることができます。ユーザモードで CPU のオペランドアクセスでメモリプロテクションユ

ニット関連レジスタへのアクセスを行った場合には、メモリプロテクション機能が有効かどうかに関わらず

データメモリプロテクションエラーが発生します。
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13.3.4 メモリプロテクション機能のアクセス判定フロー

図 13.2 にデータアクセス判定フローを、図 13.3 に命令アクセス判定フローを示します。

図 13.2 データアクセス判定フロー
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図 13.3 命令アクセス判定フロー
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13.4 メモリプロテクション機能使用手順

13.4.1 アクセス制御情報の設定

スーパバイザモードで、各領域のアクセス制御情報を設定します。

大 8 つのアクセス制御領域の設定を領域 n 開始ページ番号レジスタ（RSPAGEn）および領域 n 終了ペー

ジ番号レジスタ（REPAGEn）で行います (n=0 ～ 7)。

バックグラウンドアクセス制御領域の設定をバックグラウンドアクセス制御レジスタ（MPBAC）で行いま

す。

13.4.2 メモリプロテクション機能の有効化

スーパバイザモードで、メモリプロテクション機能有効化レジスタ（MPEN）のメモリプロテクション機

能有効化ビット（MPEN）を “1” にします。

13.4.3 ユーザモードへの移行

メモリプロテクションユニット関連レジスタの設定を書き換えた後は、ユーザモードへ移行する前に、必

ず 後に書き込みを行ったメモリプロテクションユニット関連レジスタを読み出し、値が設定されたことを

確認した後にユーザモードへ移行してください。

スーパバイザモードからユーザモードへは、以下のいずれかの方法で移行します。

 スタック領域に退避されたプロセッサステータスワード（PSW）のプロセッサモード設定ビット（PM）

を “1”（ユーザモードに設定）にした後、RTE 命令を実行

 バックアップ PSW（BPSW）の PM ビットを “1” にした後、RTFI 命令を実行

注 . MVTC、POPC 命令による PSW.PM ビットの書き換えは無効です。RTE 命令、あるいは RTFI 命令で PSW.PM

ビットの値を変更してください。

ユーザモードに移行することにより、メモリプロテクションユニットは、CPU の命令実行アドレスおよび

オペランドアクセスアドレスのチェックを開始します。

13.4.4 メモリプロテクションエラー発生時の処理

アクセス制御情報違反（メモリプロテクションエラー）を検出すると、CPU はアクセス例外処理を開始し

ます。アクセス例外処理の CPU 動作の詳細は、「10.　例外処理」を参照してください。

例外処理ルーチン内で、メモリプロテクションエラーステータスレジスタ（MPESTS）の命令メモリプロ

テクションエラー発生ビット（IA）およびデータメモリプロテクションエラー発生ビット（DA）を確認し、

命令メモリプロテクションエラーか、データメモリプロテクションエラーのどちらが発生したかを判別しま

す。

確認後は、メモリプロテクションエラーステータスクリアレジスタ（MPECLR）のエラーステータスクリ

アビット（CLR）を “1” にすることで、MPESTS レジスタをクリアします。
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(1) データメモリプロテクションエラー発生時

メモリプロテクションエラーを発生した命令のアドレスが、CPU のアクセス例外処理によってスタックに

退避されています。また、メモリプロテクションエラーを発生したオペランドアクセスアドレスが、データ

メモリプロテクションエラーアドレスレジスタ（MPDEA）に格納され、メモリプロテクションエラーを発生

した領域情報がデータヒット領域レジスタ（MHITD）に格納されます。

 有効な領域 0 ～ 7 にアクセスしたが、アクセス制御に違反した場合

エラーを発生した領域番号に対応したデータヒット領域ビット（MHITD.HITD[7:0]）が “1” になります。エ

ラーを発生した領域アクセス制御情報の論理和が、ユーザモード時データヒット領域アクセス制御ビット

（MHITD.UHACD[2:0]）にセットされます。

 有効な領域 0 ～ 7 の領域外にアクセスし、かつバックグラウンド領域のアクセス制御に違反した場合

データヒット領域ビット（MHITD.HITD[7:0]）は、“0000 0000b” になります。バックグラウンド領域のア

クセス制御情報が、ユーザモード時データヒット領域アクセス制御ビット（MHITD.UHACD[2:0]）にセット

されます。

これらの情報を参照することで、エラー原因の特定などの処理を行うことができます。

(2) 命令メモリプロテクションエラー発生時

メモリプロテクションエラーを発生した命令のアドレスが、CPU のアクセス例外処理によってスタックに

退避されています。また、メモリプロテクションエラーを発生した領域情報が、命令ヒット領域レジスタ

（MHITI）に格納されます。

 有効な領域 0 ～ 7 にアクセスしたが、アクセス制御に違反した場合

エラーを発生した領域番号に対応した命令ヒット領域ビット（MHITI.HITI[7:0]）が “1” になります。エラー

を発生した領域アクセス制御情報の論理和が、ユーザモード時命令ヒット領域アクセス制御ビット

（MHITI.UHACI[2:0]）にセットされます。

 有効な領域 0 ～ 7 の領域外にアクセスし、かつ、バックグラウンド領域のアクセス制御に違反した場合

命令ヒット領域ビット（MHITI.HITI[7:0]）は、“0000 0000b” になります。バックグラウンド領域アクセス

制御が、ユーザモード時命令ヒット領域アクセス制御ビット（MHITI.UHACI[2:0]）にセットされます。

これらの情報を参照することで、エラー原因の特定などの処理を行うことができます。
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14. データトランスファコントローラ（DTC）

RX62T グループ、RX62G グループは、データトランスファコントローラ（DTC）を内蔵しています。

DTC は割り込み要求によって起動し、データ転送を行うことができます。

14.1 概要

表 14.1 に DTC の仕様を、図 14.1 に DTC のブロック図を示します。

表14.1 DTCの仕様

項目 内容

転送モード  ノーマル転送モード

1回の起動で1データ転送する

 リピート転送モード

1回の起動で1データ転送する

リピートサイズ分データを転送すると転送開始アドレスに復帰

リピートサイズは 大256データ設定可能

 ブロック転送モード

1回の起動で1ブロックのデータを転送する

ブロックサイズは 大255データ設定可能

転送チャネル  割り込み要因に対応するチャネル転送が可能（ICUからのDTC起動要求で転送）

 1つの起動要因に対して複数のデータ転送が可能（チェーン転送）

 チェーン転送は、カウンタ = 0のとき実施する／毎回実施する、のいずれかを選択可能

転送空間  ショートアドレスモードのとき、16Mバイト

（0000 0000h～007F FFFFhとFF80 0000h～FFFF FFFFhのうち予約領域以外の領域）

 フルアドレスモードのとき、4Gバイト

（0000 0000h～FFFF FFFFhのうち予約領域以外の領域）

データ転送単位  1データのビット長：8ビット、16ビット、32ビット

 ブロックサイズのデータ数：1～255データ

CPU割り込み要因  DTCを起動した割り込みでCPUへの割り込み要求発生が可能

 1回のデータ転送終了後にCPUへの割り込み要求発生が可能

 指定したデータ数のデータ転送終了後にCPUへの割り込み要求発生が可能

リードスキップ 転送情報のリードスキップを指定可能

ライトバックスキップ 転送元アドレス固定の場合または転送先アドレス固定の場合はライトバックスキップを実行
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図 14.1 DTC のブロック図

DTC

内蔵SRAM

転送情報

8

周辺バス
インタフェース

D
T

C
内
部
バ
ス

レジスタ
制御

MRA

MRB

CRA

CRB

SAR

DAR

バスインタフェース

起動制御

DTC応答
制御

割り込み
コントローラ

DTCCR

DTCVBR

ベクタ番号

DTC応答

起動要求

内部メインバス2

バスマスタ調停部

DTCADMOD

DTCST

DTCSTS



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 307 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 14.  データトランスファコントローラ（DTC）

14.2 レジスタの説明

表 14.2 に DTC のレジスタ一覧を示します。

MRA、MRB、SAR、DAR、CRA、CRB の 6 本のレジスタは DTC の内部レジスタです。CPU から直接ア

クセスすることはできません。これら内部レジスタの設定値は RAM 領域に転送情報として配置します。

DTC は起動要求が発生すると、RAM 領域から転送情報を読み出し、内部レジスタに設定します。データ転

送が行われた後、DTC の内部レジスタは転送情報として RAM 領域にライトバックされます。

x：不定値

注 . DTCを起動するためには、割り込みコントローラ（ICU）のDTCERn.DTCEビット（n=割り込みベクタ番号）、IERm.IENj
ビット (m=02h～1Fh、j=7～0)を設定する必要があります。詳細は「11.　割り込みコントローラ（ICU）」を参照してくださ
い。

表14.2 DTCのレジスタ一覧

レジスタ名 シンボル リセット後の値 アドレス
アクセスサイズ

（ビット）

DTCモードレジスタA MRA xxh — —

DTCモードレジスタB MRB xxh — —

DTC転送元アドレスレジスタ SAR xxxxxxxxh — —

DTC転送先アドレスレジスタ DAR xxxxxxxxh — —

DTC転送カウントレジスタA CRA xxxxh — —

DTC転送カウントレジスタB CRB xxxxh — —

DTCコントロールレジスタ DTCCR 08h 0008 2400h 8

DTCベクタベースレジスタ DTCVBR 00000000h 0008 2404h 32

DTCアドレスモードレジスタ DTCADMOD 00h 0008 2408h 8

DTCモジュール起動レジスタ DTCST 00h 0008 240Ch 8

DTCステータスレジスタ DTCSTS 0000h 0008 240Eh 16
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14.2.1 DTC モードレジスタ A（MRA）

MRA レジスタは、DTC の動作モードの選択を行うレジスタです。

MRA レジスタは、CPU から直接アクセスすることはできません。

SM[1:0] ビット（転送元アドレスアドレッシングモードビット）

データ転送後の SAR レジスタの動作を指定します。

SZ[1:0] ビット（DTC データトランスファサイズビット）

転送データのサイズを指定します。

MD[1:0] ビット（DTC 転送モード選択ビット）

DTC の転送モードを指定します。

アドレス（CPUから直接アクセス不可能）

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

MD[1:0] SZ[1:0] SM[1:0] — —

リセット後の値 x x x x x x x x

x： 不定

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b1-b0 — 予約ビット 読む場合、その値は不定です。書く場合、“0”としてください —

b3-b2 SM[1:0] 転送元アドレスアドレッシング

モードビット

b3 b2

0 0：SARレジスタはアドレス固定
（SARレジスタのライトバックはスキップされます）

0 1：SARレジスタはアドレス固定

（SARレジスタのライトバックはスキップされます）
1 0：転送後SARレジスタをインクリメント

（SZ[1:0]ビットが “00b”のとき＋1 、
“01b”のとき＋2、“10b”のとき＋4）

1 1：転送後SARレジスタをデクリメント

（SZ[1:0]ビットが “00b”のとき－1 、
“01b”のとき－2、“10b”のとき－4）

—

b5-b4 SZ[1:0] DTCデータトランスファサイズ
ビット

b5 b4

0 0：バイトサイズ転送

0 1：ワードサイズ転送
1 0：ロングワード転送

1 1：設定しないでください

—

b7-b6 MD[1:0] DTC転送モード選択ビット b7 b6

0 0：ノーマル転送モード

0 1：リピート転送モード
1 0：ブロック転送モード

1 1：設定しないでください

—
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14.2.2 DTC モードレジスタ B（MRB）

MRB レジスタは、DTC の動作モードの選択を行うレジスタです。

MRB レジスタは、CPU から直接アクセスすることはできません。

DM[1:0] ビット（転送先アドレスアドレッシングモードビット）

データ転送後の DAR レジスタの動作を指定します。

DTS ビット（DTC 転送モード選択ビット）

リピート転送モードまたはブロック転送モードのとき、転送元と転送先のいずれをリピート領域またはブ

ロック領域とするかを指定します。

DISEL ビット（DTC 割り込み選択ビット）

DTC データ転送の度に CPU への割り込み要求を発生させるのか、データ転送を終了したときだけ CPU へ

の割り込み要求を発生させるのかを指定します。

CHNS ビット（DTC チェーン転送選択ビット）

チェーン転送の条件を選択します。

次の転送がチェーン転送の場合、指定した転送回数の終了判定、割り込みステータスフラグのクリアは行

われず、CPU への割り込み要求は発生しません。

アドレス（CPUから直接アクセス不可能）

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

CHNE CHNS DISEL DTS DM[1:0] — —

リセット後の値 x x x x x x x x

x： 不定

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b1-b0 — 予約ビット 読む場合、その値は不定です。書く場合、“0”としてください —

b3-b2 DM[1:0] 転送先アドレスアドレッシング

モードビット

b3  b2

0 0：DARレジスタはアドレス固定
（DARレジスタのライトバックはスキップされます）

0 1：DARレジスタはアドレス固定

（DARレジスタのライトバックはスキップされます）
1 0：転送後、DARレジスタをインクリメント

（MAR.SZ[1:0]ビットが “00b”のとき+1、
“01b”のとき+2、“10b”のとき+4）

1 1：転送後DARレジスタをデクリメント

（MAR.SZ[1:0]ビットが “00b”のとき -1、
“01b”のとき-2、“10b”のとき -4）

—

b4 DTS DTC転送モード選択ビット 0：転送先がリピート領域またはブロック領域
1：転送元がリピート領域またはブロック領域

—

b5 DISEL DTC割り込み選択ビット 0：指定されたデータ転送終了時、CPUへの割り込みが発生

1：DTCデータ転送の度に、CPUへの割り込みが発生

—

b6 CHNS DTCチェーン転送選択ビット 0：連続してチェーン転送を行う

1：転送カウンタ=0のときのみチェーン転送を行う

—

b7 CHNE DTCチェーン転送許可ビット 0：チェーン転送禁止

1：チェーン転送許可

—
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CHNE ビット（DTC チェーン転送イネーブルビット）

チェーン転送を指定します。

チェーン転送の条件の選択は、CHNS ビットで行います。

チェーン転送の詳細は、「14.4.6　チェーン転送」を参照してください。
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14.2.3 DTC 転送元アドレスレジスタ（SAR）

SAR レジスタは、転送元の開始アドレスを設定するレジスタです。

フルアドレスモードでは 32 ビット有効です。

ショートアドレスモードでは下位 24 ビットが有効で、上位 8 ビット（b31~b24）の設定は無視され、b23

で指定した値でビット拡張を行います。

SAR レジスタは CPU から直接アクセスすることはできません。

14.2.4 DTC 転送先アドレスレジスタ（DAR）

DAR レジスタは、転送先の開始アドレスを設定するレジスタです。

フルアドレスモードでは 32 ビット有効です。

ショートアドレスモードでは下位 24 ビットが有効で、上位 8 ビット（b31~b24）の設定は無視され、b23

で指定した値でビット拡張を行います。

DAR レジスタは CPU から直接アクセスすることはできません。

アドレス（CPUから直接アクセス不可能）

b31 b30 b29 b28 b27 b26 b25 b24 b23 b22 b21 b20 b19 b18 b17 b16

リセット後の値 x x x x x x x x x x x x x x x x

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

リセット後の値 x x x x x x x x x x x x x x x x

x： 不定

アドレス（CPUから直接アクセス不可能）

b31 b30 b29 b28 b27 b26 b25 b24 b23 b22 b21 b20 b19 b18 b17 b16

リセット後の値 x x x x x x x x x x x x x x x x

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

リセット後の値 x x x x x x x x x x x x x x x x

x： 不定
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14.2.5 DTC 転送カウントレジスタ A（CRA）

注 . リピート転送モード時およびブロック転送モード時は、CRAH、CRALレジスタには同じ値を設定してください。

CRA レジスタは DTC の転送回数を指定するレジスタです。

転送モードによって機能が異なります。

CRA レジスタは CPU から直接アクセスすることはできません。

(1) ノーマル転送モードの場合（MRA.MD[1:0] ビット =“00b”）

ノーマル転送モードでは、CRA レジスタは 16 ビットの転送カウンタとして機能します。

転送回数は、設定値が “0001h” のときは 1 回、“FFFFh” のときは 65535 回、“0000h” のときは 65536 回と

なります。

1 回のデータ転送を行う度にデクリメント（－ 1）します。

(2) リピート転送モードの場合（MRA.MD[1:0] ビット =“01b”）

CRAH レジスタは転送回数を保持し、CRAL レジスタは 8 ビットの転送カウンタとして機能します。

転送回数は、設定値が “01h” のときは 1 回、“FFh” のときは 255 回、“00h” のときは 256 回となります。

CRAL レジスタは 1 回のデータ転送を行う度にデクリメント（－ 1）され、“00h” になると CRAH レジス

タの値が転送されます。

(3) ブロック転送モードの場合（MRA.MD[1:0] ビット =“10b”）

CRAH レジスタはブロックサイズを保持し、CRAL レジスタは 8 ビットのブロックサイズカウンタとして

機能します。

転送回数は、設定値が “01h” のときは 1 回、“FFh” のときは 255 回となります。“00h” を設定しないでく

ださい。

CRAL レジスタは 1 回のデータ転送を行う度にデクリメント（－ 1）され、“00h” になると CRAH レジス

タの値が転送されます。

アドレス（CPUから直接アクセス不可能）

 ノーマル転送モード

CRA

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

リセット後の値 x x x x x x x x x x x x x x x x

 リピート転送モード、ブロック転送モード

    CRAH    CRAL

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

リセット後の値 x x x x x x x x x x x x x x x x

x：不定

注1. 転送モードによって機能が異なります。

シンボル レジスタ名 機能 R/W

CRAL 転送カウンタA下位レジスタ 転送回数を設定します —

CRAH 転送カウンタA上位レジスタ —



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 313 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 14.  データトランスファコントローラ（DTC）

14.2.6 DTC 転送カウントレジスタ B（CRB）

CRB レジスタは、ブロック転送モード時のブロック転送回数を指定するレジスタです。

ブロック転送回数は、設定値が “0001h” のときは 1 回、“FFFFh” のときは 65535 回、“0000h” のときは

65536 回となります。1 回のデータ転送を行う度にデクリメント（－ 1）します。

ノーマル転送モードおよびリピート転送モード設定時は、CRB レジスタに “FFFFh” を設定してください。

CRB レジスタは、CPU から直接アクセスすることはできません。

14.2.7 DTC コントロールレジスタ（DTCCR）

DTCCR レジスタは、DTC の制御の選択を行うレジスタです。

RRS ビット（DTC 転送情報リードスキップ許可ビット）

DTC ベクタ番号は、常に前回起動のベクタ番号と比較されます。

ベクタ番号が一致し RRS ビットが “1” のとき、転送情報リードを行わず DTC のデータ転送を行います。

ただし、前回の起動がチェーン転送のときは、RRS ビットの値に関わらず必ず転送情報リードが行われま

す。

また、前回の転送が、ノーマル転送で転送カウンタ（CRA レジスタ）が “0” になった場合と、ブロック転

送で転送カウンタ（CRB レジスタ）が “0” になった場合も、RRS ビットの値に関わらず必ず転送情報リー

ドが行われます。

アドレス（CPUから直接アクセス不可能）

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

リセット後の値 x x x x x x x x x x x x x x x x

x： 不定

アドレス 0008 2400h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — RRS — — — —

リセット後の値 0 0 0 0 1 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b2-b0 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b3 — 予約ビット 読むと “1”が読めます。書く場合、“1”としてください R/W

b4 RRS DTC転送情報リード

スキップ許可ビット

0：転送情報リードスキップを行わない

1：ベクタ番号の値が一致したとき、転送情報リードスキップを行う

R/W

b7-b5 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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14.2.8 DTC ベクタベースレジスタ（DTCVBR）

DTCVBR レジスタは、DTC ベクタテーブルアドレス算出時のベースアドレスを設定するレジスタです。

下位 12 ビット（b11-b0）は “0” に固定されており、書き込みは無効です。

上位 4 ビット（b31-b28）への書き込みは無視され、b27 で指定した値でビット拡張されます。

14.2.9 DTC アドレスモードレジスタ（DTCADMOD）

DTCADMOD レジスタは、DTC がアクセス可能な領域を設定するレジスタです。

SHORT ビット（ショートアドレスモード設定ビット）

フルアドレスモードでは、4G バイト空間（00000000h ～ FFFFFFFFh）のアクセスが可能です。

ショートアドレスモードでは、16M バイト空間（00000000h ～ 007FFFFFh と FF800000h ～ FFFFFFFFh）

のアクセスが可能です。

アドレス 0008 2404h

b31 b30 b29 b28 b27 b26 b25 b24 b23 b22 b21 b20 b19 b18 b17 b16

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

アドレス 0008 2408h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — SHORT

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 SHORT ショートアドレスモード設定ビット 0：フルアドレスモード
1：ショートアドレスモード

R/W

b7-b1 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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14.2.10 DTC モジュール起動レジスタ（DTCST）

DTCST レジスタは、DTC モジュールの動作／停止を設定するレジスタです。

DTCST ビット（DTC モジュール起動ビット）

DTC を起動要求受け付け可能とするためには、DTCST ビットを “1” にしてください。DTCST ビットを

“0” にすると新たな起動要求を受け付けません。

動作中に “0” に書き換えた場合、受け付け済みの起動要求は処理が終わるまで動作します。

モジュールストップ機能および全モジュールクロックストップモード、またはソフトウェアスタンバイ

モード、ディープソフトウェアスタンバイモードへ移行する際は、DTCST ビットを “0” にしてください。

モジュールストップ機能および全モジュールクロックストップモードとソフトウェアスタンバイモード、

ディープソフトウェアスタンバイモードへの移行については「14.8　消費電力低減機能」、および「9.　消

費電力低減機能」を参照してください。

アドレス 0008 240Ch

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — DTCST

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 DTCST DTCモジュール起動ビット 0：DTCモジュール停止
1：DTCモジュール動作

R/W

b7-b1 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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14.2.11 DTC ステータスレジスタ（DTCSTS）

DTCSTS レジスタは、DTC の転送動作状態を示すレジスタです。

VECN[7:0] ビット（DTC アクティブベクタ番号モニタビット）

DTC 転送動作中に、その転送の起動要因をベクタ番号で示します。

DTCSTS レジスタを読んだときに、ACT フラグが “1”（DTC 転送動作中）であれば、読み出された

VECN[7:0] ビットは有効値を示しています。DTCSTS レジスタを読んだときに ACT フラグが “0”（DTC 転

送動作なし）であれば、読み出された VECN[7:0] ビットは無効値です。

起動要因とベクタ番号の関係は表 14.3 を参照してください。

ACT フラグ（DTC アクティブフラグ）

DTC の転送動作状態を示します。

［“1” になる条件］

 起動要求に対して DTC が起動したとき

［“0” になる条件］

 1 回の起動要求に対する DTC 動作が終了したとき

アドレス 0008 240Eh

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

ACT — — — — — — — VECN[7:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b7-b0 VECN[7:0] DTCアクティブベクタ番号

モニタビット

DTC転送動作中にその起動要因をベクタ番号で示します。

DTC転送動作中（ACTフラグが“1”のとき）にのみ有効値を
示します

R

b14-b8 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b15 ACT DTCアクティブフラグ 0：DTC転送動作なし

1：DTC転送動作中

R
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14.3 起動要因

DTC は割り込み要求によって起動します。DTC を起動する割り込みに対応する割り込みコントローラ

（ICU）の DTCERn.DTCE ビット (n= 割り込みベクタ番号 ) を “1” にすると DTC 起動要因となります。

ソフトウェア起動（SWINT）については、「11.　割り込みコントローラ（ICU）」を参照してください。

1 回のデータ転送（チェーン転送の場合、連続した転送の 後）終了時に DTC は以下の動作を行ないま

す。

 指定した総転送数の転送終了時は DTCERn.DTCE ビットを “0” にして CPU に割り込みを要求します。

 上記以外の転送終了時の場合、MRB.DISEL ビットが “1” のときは CPU に割り込みを要求し、MRB.DISEL

ビットが “0” のときは起動要因となった割り込みステータスフラグ（IRi.IR）を “0” にします。

14.3.1 転送情報の配置と DTC ベクタテーブル

DTC は起動要因別にベクタテーブルから転送情報の先頭アドレスを読み、この先頭アドレスから転送情

報を読みます。

ベクタテーブルはベースアドレス（先頭アドレス）の下位 12 ビットが “0” になるように配置してくださ

い。DTC ベクタベースレジスタ（DTCVBR）に DTC ベクタテーブルのベースアドレスを設定してくださ

い。

転送情報は、RAM 領域に配置します。ベクタ番号 n の転送情報 (n) の先頭アドレスは、ベクタテーブルの

ベースアドレスに対し、+4n 番地としてください。

転送情報は、ショートアドレスモード（3 ロングワード）、フルアドレスモード（4 ロングワード）のいず

れかで配置できます。DTCADMOD.SHORT ビットで、ショートアドレスモード（SHORT ビットが “1”）、フ

ルアドレスモード（SHORT ビットが “0”）の設定を行います。

DTC ベクタテーブルと転送情報の対応を図 14.2 に示します。RAM 領域上の転送情報の配置を図 14.3 に

示します。配置領域のエンディアンによって下位アドレスが異なります。詳細は図 14.16 を参照してくださ

い。

図 14.2 DTC ベクタテーブルと転送情報の対応

転送情報（n）
先頭アドレス

DTCベクタテーブル

DTCベクタ
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＋4n

転送情報（1）

4バイト

転送情報（2）

転送情報（n）

：
：
：

：
：
：

上位：DTCVBR
下位：ベクタ番号×4

転送情報（2）
先頭アドレス

転送情報（1）
先頭アドレス

＋4

4バイト
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図 14.3 データ領域上の転送情報の配置
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14.3.2 起動要因とベクタアドレス

DTC の起動要因とベクタアドレスの関係を表 14.3 に示します。

表14.3 割り込み要因とDTCベクタアドレスおよび ICU.DTCERnレジスタの対応 (1 / 2)

起動要求発生元 起動要因 ベクタ番号 DTCベクタアドレスオフセット ICU.DTCERn 優先順位
（注1）

ICU SWINT 27 006Ch ICU.DTCER027 高

CMT0 CMI0 28 0070h ICU.DTCER028

CMT1 CMI1 29 0074h ICU.DTCER029

CMT2 CMI2 30 0078h ICU.DTCER030

CMT3 CMI3 31 007Ch ICU.DTCER031

RSPI0 SPRI0 45 00B4h ICU.DTCER045

SPTI0 46 00B8h ICU.DTCER046

外部端子 IRQ0 64 0100h ICU.DTCER064

IRQ1 65 0104h ICU.DTCER065

IRQ2 66 0108h ICU.DTCER066

IRQ3 67 010Ch ICU.DTCER067

IRQ4 68 0110h ICU.DTCER068

IRQ5 69 0114h ICU.DTCER069

IRQ6 70 0118h ICU.DTCER070

IRQ7 71 011Ch ICU.DTCER071

AD0 ADI0 98 0188h ICU.DTCER098

S12AD0 S12ADI0 102 0198h ICU.DTCER102

S12AD1 S12ADI1 103 019Ch ICU.DTCER103

コンパレータ CMPI 106 01A8h ICU.DTCER106

MTU0 TGIA0 114 01C8h ICU.DTCER114

TGIB0 115 01CCh ICU.DTCER115

TGIC0 116 01D0h ICU.DTCER116

TGID0 117 01D4h ICU.DTCER117

MTU1 TGIA1 121 01E4h ICU.DTCER121

TGIB1 122 01E8h ICU.DTCER122

MTU2 TGIA2 125 01F4h ICU.DTCER125

TGIB2 126 01F8h ICU.DTCER126

MTU3 TGIA3 129 0204h ICU.DTCER129

TGIB3 130 0208h ICU.DTCER130

TGIC3 131 020Ch ICU.DTCER131

TGID3 132 0210h ICU.DTCER132

MTU4 TGIA4 134 0218h ICU.DTCER134

TGIB4 135 021Ch ICU.DTCER135

TGIC4 136 0220h ICU.DTCER136

TGID4 137 0224h ICU.DTCER137

TCIV4 138 0228h ICU.DTCER138

MTU5 TGIU5 139 022Ch ICU.DTCER139

TGIV5 140 0230h ICU.DTCER140

TGIW5 141 0234h ICU.DTCER141 低
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注1. DTCが一旦起動要求を受け付けると、その1要求分の転送が終わるまでは、優先順位に関わりなく新たな起動要求を受け付

けません。また、DTC転送中に複数の起動要求が発生した場合、その転送が終わった時点で も優先順位の高い要求が受け

付けられます。DTCモジュール起動レジスタ（DTCST）が “0”の状態で複数の起動要求が発生した場合、DTCが起動許可状
態（DTCSTが “1”）になったときに、 も優先順位の高い要求が受け付けられます。

MTU6 TGIA6 142 0238h ICU.DTCER142 高

低

TGIB6 143 023Ch ICU.DTCER143

TGIC6 144 0240h ICU.DTCER144

TGID6 145 0244h ICU.DTCER145

MTU7 TGIA7 149 0254h ICU.DTCER149

TGIB7 150 0258h ICU.DTCER150

TGIC7 151 025Ch ICU.DTCER151

TGID7 152 0260h ICU.DTCER152

TCIV7 153 0264h ICU.DTCER153

GPT0 GTCIA0 174 02B8h ICU.DTCER174

GTCIB0 175 02BCh ICU.DTCER175

GTCIC0 176 02C0h ICU.DTCER176

GTCIE0 177 02C4h ICU.DTCER177

GTCIV0 178 02C8h ICU.DTCER178

LOCO1 179 02CCh ICU.DTCER179

GPT1 GTCIA1 180 02D0h ICU.DTCER180

GTCIB1 181 02D4h ICU.DTCER181

GTCIC1 182 02D8h ICU.DTCER182

GTCIE1 183 02DCh ICU.DTCER183

GTCIV1 184 02E0h ICU.DTCER184

GPT2 GTCIA2 186 02E8h ICU.DTCER186

GTCIB2 187 02ECh ICU.DTCER187

GTCIC2 188 02F0h ICU.DTCER188

GTCIE2 189 02F4h ICU.DTCER189

GTCIV2 190 02F8h ICU.DTCER190

GPT3 GTCIA3 192 0300h ICU.DTCER192

GTCIB3 193 0304h ICU.DTCER193

GTCIC3 194 0308h ICU.DTCER194

GTCIE3 195 030Ch ICU.DTCER195

GTCIV3 196 0310h ICU.DTCER196

SCI0 RXI0 215 035Ch ICU.DTCER215

TXI0 216 0360h ICU.DTCER216

SCI1 RXI1 219 036Ch ICU.DTCER219

TXI1 220 0370h ICU.DTCER220

SCI2 RXI2 223 037Ch ICU.DTCER223

TXI2 224 0380h ICU.DTCER224

RIIC0 ICRXI0 247 03DCh ICU.DTCER247

ICTXI0 248 03E0h ICU.DTCER248

表14.3 割り込み要因とDTCベクタアドレスおよび ICU.DTCERnレジスタの対応 (2 / 2)

起動要求発生元 起動要因 ベクタ番号 DTCベクタアドレスオフセット ICU.DTCERn 優先順位
（注1）
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14.4 動作説明

DTC は、転送情報を元にデータを転送します。DTC を動作させるためには、あらかじめ転送情報を RAM

領域に格納しておく必要があります。

DTC が起動すると、ベクタ番号に対応する DTC ベクタを読みます。次に DTC ベクタが示す転送情報格

納アドレスから転送情報を読んでデータ転送を行い、データ転送後の転送情報をライトバックします。転送

情報を RAM 領域に格納することで、任意のチャネル数のデータ転送を行うことができます。

転送モードには、ノーマル転送モード、リピート転送モード、ブロック転送モードがあります。

DTC は転送元アドレスを SAR レジスタ、転送先アドレスを DAR レジスタで指定します。SAR レジスタ、

DAR レジスタは、転送後それぞれ個々にインクリメント、デクリメント、あるいはアドレス固定になりま

す。

DTC の転送モードを表 14.4 に示します。

注1. 転送元または転送先の何れかをリピート領域に設定

注2. 転送元または転送先の何れかをブロック領域に設定

注3. 指定回数の転送終了後は、初期状態を回復し動作を継続（リピート）する。

また、MRB.CHNE ビットを “1” にしておくことにより、一つの起動要因で複数の転送を行うことができ

ます（チェーン転送）。MRB.CHNS ビットの設定で、転送カウンタ =0 のときにチェーン転送を行うことも

可能です。

DTC の動作フローチャートを図 14.4 に示します。チェーン転送の条件を表 14.5 に示します（第 2 の転送

から第 3 の転送を行う組み合わせ、および第 3 の転送以降の組み合わせは省略してあります）。

表14.4 DTCの転送モード

転送モード 1回の起動要求で転送可能なデータサイズ メモリアドレスの増減 指定可能な転送回数

ノーマル転送モード 1バイト／ワード／ロングワード 1、2または4増減あるいは
アドレス固定

1～65536回

リピート転送モード（注1） 1バイト／ワード／ロングワード 1、2または4増減あるい
アドレスは固定

1～256回（注3）

ブロック転送モード（注2） CRAHレジスタで指定したブロックサイズ
（1～255バイト／ワード／ロングワード）

1、2または4増減あるいは
アドレス固定

1～65536回
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図 14.4 DTC 動作フローチャート
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注1. 転送カウンタは各転送モードで異なります。各転送モードでの転送カウンタは以下のとおりです。

ノーマル転送モード：CRAレジスタ、リピート転送モード：CRALレジスタ、ブロック転送モード：CRBレジスタ
注2. 転送 終時のカウンタ動作は、ノーマル転送モード、ブロック転送モードでは（1→0）、リピート転送モードでは（1→

CRAH）となります。表中の（1→*）はこの両方の動作を指しています。
注3. 第2 の転送、またはそれ以降の転送でチェーン転送を選択することは可能ですが、第2 の転送でCHNEビットが"1" の組み

合わせを省略しています。

表14.5 チェーン転送の条件

第1の転送 第2の転送（注3）

DTC転送CHNE
ビット

CHNS
ビット

DISEL
ビット

転送カウンタ
（注1）（注2）

CHNE
ビット

CHNS
ビット

DISEL
ビット

転送カウンタ
（注1）（注2）

0 — 0 （1→0）以外 — — — — 第1転送で終了

0 — 0 （1→0） — — — — 第1転送で終了

CPUへ割り込み要求0 — 1 — — — — —

1 0 — — 0 — 0 （1→0）以外 第2転送で終了

0 — 0 （1→0） 第2転送で終了

CPUへ割り込み要求0 — 1 —

1 1 0 （1→*）以外 — — — — 第1転送で終了

1 1 — （1→*） 0 — 0 （1→0）以外 第2転送で終了

0 — 0 （1→0） 第2転送で終了

CPUへ割り込み要求0 — 1 —

1 1 1 （1→*）以外 — — — — 第1転送で終了

CPUへ割り込み要求
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14.4.1 転送情報リードスキップ機能

DTCCR.RRS ビットの設定で、ベクタアドレスのリードと転送情報のリードをスキップすることができま

す。

DTC 起動要求時、今回起動の DTC ベクタ番号と前回起動の DTC ベクタ番号は常に比較されます。比較

結果が一致し、RRS ビットが “1” のとき、ベクタアドレスのリードと転送情報のリードを行わず、DTC の

データ転送を行います。前回の起動がチェーン転送のときは、必ずベクタアドレスのリードと転送情報の

リードが行われます。また、前回の転送がノーマル転送で、転送カウンタ（CRA レジスタ）が 0 になった

場合と、ブロック転送で転送カウンタ（CRB レジスタ）が 0 になった場合も、RRS ビットの値に関わらず

必ず転送情報リードが行われます。転送情報リードスキップの動作例を図 14.13 に示します。

DTC ベクタテーブルと転送情報を更新する場合には、1 度 RRS ビットを “0” にし、DTC ベクタテーブル

と転送情報を更新した後、RRS ビットを設定してください。RRS ビットを “0” にすると、保持されていたベ

クタ番号は破棄され、次回の起動時に更新された DTC ベクタテーブルおよび転送情報が読めます。
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14.4.2 転送情報ライトバックスキップ機能

MRA.SM[1:0] ビット、または MRB.DM[1:0] ビットをアドレス固定に設定すると、転送情報の一部はライ

トバックされません。この機能は、ショートアドレスモード、フルアドレスモードの設定にかかわらず行わ

れます。転送情報ライトバックスキップの条件とライトバックスキップされるレジスタを表 14.6 に示しま

す。

なお、CRA レジスタ、CRB レジスタはショートアドレスモード、フルアドレスモードの設定にかかわら

ず必ずライトバックされます。また、フルアドレスモードでは、MRA レジスタ、MRB レジスタは必ずライ

トバックスキップされます。

表14.6 転送情報ライトバックスキップ条件とライトバックスキップされるレジスタ

MRA.SM[1:0]ビット MRB.DM[1:0]ビット SARレジスタ DARレジスタ

b3 b2 b3 b2 スキップ スキップ

0 0 0 0

0 0 0 1

0 1 0 0

0 1 0 1

0 0 1 0 スキップ ライトバック

0 0 1 1

0 1 1 0

0 1 1 1

1 0 0 0 ライトバック スキップ

1 0 0 1

1 1 0 0

1 1 0 1

1 0 1 0 ライトバック ライトバック

1 0 1 1

1 1 1 0

1 1 1 1
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14.4.3 ノーマル転送モード

1 つの起動要因で、1 バイト、1 ワード、1 ロングワードの転送を行います。転送回数は 1 ～ 65536 です。

転送元アドレスと転送先アドレスは、インクリメント、デクリメント、または固定にそれぞれ設定できま

す。指定回数の転送が終了すると、CPU への割り込み要求を発生させることができます。

ノーマル転送モードのレジスタ機能を表 14.7 に、ノーマル転送モードのメモリマップを図 14.5 に示しま

す。

注1. アドレス固定のときはライトバックはスキップされます。

図 14.5 ノーマル転送モードのメモリマップ

表14.7 ノーマル転送モードのレジスタ機能

レジスタ 機能 転送情報をライトバックするときに書き戻される値

SAR 転送元アドレス インクリメント／デクリメント／固定（注1）

DAR 転送先アドレス インクリメント／デクリメント／固定（注1）

CRA 転送カウンタA CRA－1

CRB 転送カウンタB 更新されません

SAR

転送元データ領域

DAR

転送

転送先データ領域

データ①

データ②

データ③

データ④

データ⑤

データ⑥

データ①

データ②

データ③

データ④

データ⑤

データ⑥
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14.4.4 リピート転送モード

1 つの起動要因で、1 バイト、1 ワードまたは 1 ロングワードの転送を行います。

MRB.DTS ビットで、転送元、転送先のいずれか一方をリピート領域に指定します。転送回数は 1 ～ 256

まで指定可能で、指定回数の転送が終了すると、転送カウンタおよびリピート領域に設定した方のアドレス

レジスタは初期状態を回復し、転送を繰り返します。他方のアドレスレジスタは、連続してインクリメント

またはデクリメント、あるいはアドレス固定になります。

リピート転送モードでは、転送カウンタ CRAL レジスタが “00h” になると、CRAL レジスタの値は CRAH

レジスタで設定した値に更新されます。このため、転送カウンタは “00h” にならないので、MRB.DISEL

ビットが “0”（指定されたデータ転送終了時、CPU に割り込み要求が発生）のときに CPU への割り込み要

求は発生しません。

リピート転送モードのレジスタ機能を表 14.8 に、リピート転送モードのメモリマップを図 14.6 に示しま

す。

注1. アドレス固定のときは、ライトバックはスキップされます。

図 14.6 リピート転送モードのメモリマップ（転送元をリピート領域に設定した場合）

表14.8 リピート転送モードのレジスタ機能

レジスタ 機能
転送情報をライトバックするときに書き戻される値

CRALが1以外のとき CRALが1のとき

SAR 転送元アドレス インクリメント／デクリメント／固定（注1） （MRB.DTSビット=“0”のとき）
インクリメント／デクリメント／固定（注1）

（MRB.DTSビット=“1”のとき）

SARレジスタの初期値

DAR 転送先アドレス インクリメント／デクリメント／固定（注1） （MRB.DTSビット=“0”のとき）
DARレジスタの初期値

（MRB.DTSビット=“1”のとき）

インクリメント／デクリメント／固定（注1）

CRAH 転送カウンタ保持 CRAH CRAH

CRAL 転送カウンタA CRAL－1 CRAH

CRB 転送カウンタB 更新されません 更新されません

SAR

転送元データ領域
（リピート領域に設定）

DAR

転送

転送先データ領域

データ①

データ②

データ③

データ④

データ①

データ②

データ③

データ④

データ①

データ②

データ③

データ④
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14.4.5 ブロック転送モード

1 つの起動要因で、1 ブロックの転送を行います。

MRB.DTS ビットで、転送元、転送先のいずれか一方をブロック領域に指定します。ブロックサイズは 1

～ 255 バイト（または 1 ～ 255 ワード、1 ～ 255 ロングワード）の指定が可能です。

指定された 1 ブロックの転送が終了すると、ブロックサイズカウンタ CRAL レジスタと、ブロック領域に

指定したアドレスレジスタ（MRB.DTS ビットが “1” のとき SAR レジスタ、DTS ビットが “0” のとき DAR

レジスタ）の初期状態が回復します。他方のアドレスレジスタは、連続してインクリメント、またはデクリ

メント、あるいはアドレス固定になります。

ブロック転送回数は、1 ～ 65536 まで指定できます。指定回数のブロック転送が終了すると、CPU への割

り込みを発生させることができます。

ブロック転送モードのレジスタ機能を表 14.9 に、ブロック転送モードのメモリマップを図 14.7 に示しま

す。

注1. アドレス固定モードのときは、ライトバックはスキップされます。

図 14.7 ブロック転送モードのメモリマップ（転送先をブロック領域に指定した場合）

表14.9 ブロック転送モードのレジスタ機能

レジスタ 機能 転送情報をライトバックするときに書き戻される値

SAR 転送元アドレス （MRB.DTSビット=“0”のとき）

インクリメント／デクリメント／固定（注1）

（MRB.DTSビット=“1”のとき）
SARレジスタの初期値

DAR 転送先アドレス （MRB.DTSビット=“0”のとき）

DARレジスタの初期値

（MRB.DTSビット=“1”のとき）
インクリメント／デクリメント／固定（注1）

CRAH ブロックサイズ保持 CRAH

CRAL ブロックサイズカウンタ CRAH

CRB ブロック転送回数カウンタ CRB－1

転送元データ領域
転送先データ領域

（ブロック領域に設定）

ブロック領域 DAR

SAR

：
：
：

転送

第Nブロック

第1ブロック
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14.4.6 チェーン転送

　MRB.CHNE ビットを “1” にするとチェーン転送が可能です。チェーン転送では 1 つの起動要因に対し

て複数のデータ転送行います。

　MRB.CHNE ビットを “1”、MRB.CHNS ビット “0” に設定した場合、指定した転送回数の終了による

CPU への割り込み要求や、MRB.DISEL ビット＝ “1”（DTC データ転送の度に、CPU に割り込み要求を発

生）による CPU への割り込み要求は発生しません。また、起動要因となった割り込みステータスフラグに

影響を与えません。

　データ転送を定義する SAR、DAR、CRA、CRB、および MRA、MRB レジスタは個別に設定できます。

　チェーン転送の動作を図 14.8 に示します。

図 14.8 チェーン転送の動作

MRB.CHNE ビットを “1”、MRB.CHNS ビットを “1” にした場合、指定されたデータ転送終了時（転送カ

ウンタが “0” になるとき）のみチェーン転送を行います。リピート転送モードでも、指定されたデータ転送

終了時にチェーン転送を行います。

　チェーン転送の条件詳細は表 14.5 を参照してください。

転送情報
CHNEビット＝1

RAM領域に配置された
転送情報

データ領域

転送元データ（1）

転送情報
先頭アドレス

DTCベクタテーブル

DTCベクタ
アドレス

転送情報
CHNEビット＝0

転送元データ（1）

転送元データ（2）

転送元データ（2）
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14.4.7 動作タイミング

DTC の動作タイミングの例を図 14.9 ～図 14.12 に示します。

図 14.9 DTC 動作タイミング例（1）
（ショートアドレスモード、ノーマル転送モード、リピート転送モードの場合）

図 14.10 DTC 動作タイミング例（2）
（ショートアドレスモード、ブロック転送モード、ブロックサイズ＝ 4 の場合）

システムクロック

DTCアクセス

ベクタリード 転送情報
リード

データ
転送

転送情報
ライト

R W

ICU.IRi

DTC起動要求

i = 割り込みベクタ番号

システムクロック

DTCアクセス

ベクタリード 転送情報
リード

データ転送 転送情報
ライト

ICU.IRi

DTC起動要求

i = 割り込みベクタ番号
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図 14.11 DTC 動作タイミング例（3）（ショートアドレスモード、チェーン転送の場合）

図 14.12 DTC 動作タイミング例（4）（フルアドレスモード、ノーマル転送モード、リピート転送モード

の場合）

システムクロック

DTCアクセス

ベクタリード 転送情報
リード

データ転送 転送情報
ライト

転送情報
リード

データ転送 転送情報
ライト

R W R W

ICU.IRi

DTC起動要求

i = 割り込みベクタ番号

システムクロック

DTCアクセス

ベクタリード 転送情報
リード

データ
転送

転送情報
ライト

R W

ICU.IRi

DTC起動要求

i = 割り込みベクタ番号
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図 14.13 転送情報スキップ時の動作例

システムクロック

ICU.IRi

DTC起動要求

DTCアクセス

ベクタリード 転送情報

リード

データ転送 転送情報

ライト

データ転送 転送情報

ライト

②

R

①

注.  ①と②で起動要因（ベクタ番号）が同一で、RRSビット=1 のとき、②の要求に対して転送情報リードスキップを行う。

R WR W

リードスキップ

許可

i = 割り込みベクタ番号



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 333 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 14.  データトランスファコントローラ（DTC）

14.4.8 DTC の実行サイクル

DTC の 1 回のデータ転送の実行状態を表 14.10 に示します。

P：ブロックサイズ（CRAH、CRAL レジスタの設定値）

Cv：ベクタ情報格納先アクセスサイクル

Ci：転送情報格納先アクセスサイクル

Cr：データリード先アクセスサイクル

Cw：データライト先アクセスサイクル

注1. 転送情報スキップのとき

注2. フルアドレスモード動作のとき

注3. ショートアドレスモード動作のとき
注4. SARレジスタ、DARレジスタがいずれもアドレス固定でないとき

注5. SARレジスタもしくはDARレジスタがアドレス固定のとき
注6. SARレジスタとDARレジスタがアドレス固定のとき

注7. ブロックサイズが2以上の場合です。ブロックサイズが1の場合はノーマル転送のサイクル数となります。

（ベクタリード、転送情報リード、データ転送リードの「+1」、内部動作の「2」の単位はいずれもシステ

ムクロック（ICLK）です。 ）

（Cv、Ci、Cr、Cw はアクセス先で異なります。アクセス先ごとのサイクル数は、「30.　RAM」、「31.　

ROM（コード格納用フラッシュメモリ）」、「5.　I/O レジスタ」を参照してください。）

各処理状態の実施順序は、「14.4.7　動作タイミング」を参照してください。

14.4.9 DTC のバス権解放タイミング

DTC は、転送情報リード中と転送情報ライト中にはバス権を解放しません。その他のタイミングでは、

バスマスタ調停部で決められた優先順位によってバス調停が行われます。

表14.10 DTCの実行サイクル

転送

モード
ベクタリード 転送情報リード 転送情報ライト

データ

リード

データ

ライト
内部動作

ノーマル Cv+1 0（注1） 4×Ci+1
（注2）

3×Ci+1
（注3）

0
（注1）

3×Ci
（注4）

2×Ci 
（注5）

Ci
（注6）

Cr+1 Cw 2 0
（注1）

リピート Cv+1 0（注1） 4×Ci+1
（注2）

3×Ci+1
（注3）

0
（注1）

3×Ci
  （注4）

2×Ci
（注5）

Ci
（注6）

Cr+1 Cw 2 0
（注1）

ブロック
（注7）

Cv+1 0（注1） 4×Ci+1
（注2）

3×Ci+1
（注3）

0
（注1）

3×Ci
（注4）

2×Ci
（注5）

Ci
（注6）

P×Cr P×Cw 2 0
（注1）
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14.5 DTC の設定手順

DTC を使用する前に、DTC ベクタベースレジスタ（DTCVBR）を設定してください。

DTC 各起動要因の設定手順を図 14.14 にしたがい行ってください。

また、DTC モジュール起動ビット（DTCST.DTCST ビット）を “1” にしてください。

図 14.14 DTC 各起動要因の設定手順

スタート

DTCCR.RRSビットを“0”にする

設定終了

転送情報

（MRA、MRB、SAR、DAR、CRA、
CRB）を設定

転送情報の先頭アドレスに

DTCベクタテーブルを設定

DTCCR.RRSビットを“1”にする

ICU.DTCERn.DTCEビットを“1”にする

ICU.IERm.IENjビットを“1”にする

起動要因となる割り込みの

許可ビットをセット

[1]

[4]

[5]

[1]　DTCCR.RRSビットを“0”にすることで、転送情報リードスキ

ップに対するフラグがリセットされます。“0”にした後、

DTCを起動したときは、転送情報リードスキップは行われませ

ん。転送情報を更新したときは、この設定を行ってください。

[2]　転送情報（MRA、MRB、SAR、DAR、CRA、CRB）をデータ

領域上に配置してください。転送情報の設定は

「14.2　レジスタの説明」を参照してください。また、転送情

報の配置方法は、「14.3.1　転送情報の配置とDTCベクタテー

ブル」を参照してください。

[3]　転送情報の先頭アドレスにDTCベクタテーブルを設定してくだ

さい。DTCベクタテーブルの設定方法は「14.3.1　転送情報の

配置とDTCベクタテーブル」を参照してください。

[4]　DTCCR.RRSビットを“１”にすることで、同一割り込み要因

による連続したDTC起動を行う場合の2回目の転送以降の転送

情報リードサイクルをスキップできます。RRSビットへの1ラ
イトはいつでも設定可能です。ただしDTC転送中の設定　は、

次回転送から有効になります。

[5]　DTCを起動する割り込みに対応するICU.DTCERn.DTCEビット

を“1”に、ICU.IERm.IENjビットを“1”に設定してくださ

い。割り込み要因とDTCERnレジスタの関係は、表14.3を参照

してください。

[6]　起動要因となる割り込みの許可ビットを“1”にします。要因とな

る割り込みが発生すると、DTCが起動されます。割り込み要因

許可ビットの設定については、起動要因となる

モジュールの設定方法を参照してください。

[6]

[2]

[3]

起動要因となる割り込みに対応するICU.IERm.IENjビットを“0”に

して、以下の設定を行ってください。

注. 上記各要因ごとの設定に加えて、DTC要因共通の設定として、

DTCモジュール起動ビット（DTCST.DTCSTビット）を“1”にして

ください。
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14.6 DTC 使用例

14.6.1 ノーマル転送

DTC の使用例として、SCI による 128 バイトのデータ受信を行う例を示します。

(1) 転送情報の設定

MRA レジスタに、転送元アドレス固定（MRA.SM[1:0] ビット = “00b”）、ノーマル転送モード

（MRA.MD[1:0] ビット = “00b”）、バイトサイズ（MRA.SZ[1:0] ビット = “00b”）を設定します。MRB レジス

タは、転送先アドレスインクリメント（MRB.DM[1:0] ビット = “10b”）、1 回の割り込みで 1 回のデータ転送

（MRB.CHNE ビット = “0”、MRB.DISEL ビット = “0”）を行います。MRB.DTS ビットは、任意の値とするこ

とができます。SAR レジスタには SCIn.RDR レジスタ (n = 0 ～ 2) のアドレス、DAR レジスタにはデータを

格納する RAM の先頭アドレス、CRA レジスタには 128（“0080h”）を設定します。CRB レジスタに

は、“FFFFh” を設定してください。

(2) DTC ベクタテーブルの設定

RXI 割り込み用の転送情報の先頭アドレスを、DTC ベクタテーブルに設定します。

(3) ICU の設定と DTC モジュール起動

対応する ICU.DTCERn.DTCE ビットを “1” に、ICU.IERm.IENj ビットを “1” にします。DTCST.DTCST

ビットを “1” にします。

(4) SCI の設定

SCIn.SCR.RIE ビットを “1” にし、受信完了（RXI）割り込みを許可します。なお、SCI の受信動作中に受

信エラーが発生すると以後の受信が行われませんので、CPU が受信エラー割り込みを受け付けられるよう

にしてください。

(5) DTC 転送

SCI の 1 バイトのデータ受信が完了するごとに RXI 割り込みが発生し、DTC が起動します。DTC によっ

て、受信データが SCIn.RDR レジスタから RAM へ転送され、DAR レジスタのインクリメント、CRA レジ

スタのデクリメントを行います。

(6) 割り込み処理

128 回のデータ転送終了後、CRA レジスタが “0” になると、CPU に RXI 割り込みが要求されます。割り

込み処理ルーチンで終了処理を行ってください。

14.6.2 カウンタ＝ 0 のときのチェーン転送

カウンタが 0 になったときのみ第 2 のデータ転送を行い、第 1 のデータ転送の再設定を行うことによっ

て、転送回数が 256 回以上のリピート転送を行うことができます。

128K バイトの入力バッファを構成する例を示します。ただし、入力バッファは下位アドレス “0000h” か

ら始まるように設定するものとします。カウンタ＝ 0 のときのチェーン転送を図 14.15 に示します。

1. 第 1 のデータ転送として、入力データ用のノーマル転送モードを設定します。転送元アドレスは固定、

CRA レジスタ＝ “0000h”（65536 回）、MRB.CHNE ビット＝ “1”（チェーン転送許可）、MRB.CHNS ビッ

ト＝ “1”（転送カウンタ＝ 0 のときのみチェーン転送を行う）、MRB.DISEL ビット＝ “0”（指定された

データ転送終了時、CPU に割り込み要求を発生）としてください。

2. 第 1 のデータ転送の転送先アドレスの 65536 回ごとの先頭アドレスの上位 8 ビットアドレスを別の領域

（ROM など）に用意してください。たとえば、入力バッファを “200000h” ～ “21FFFFh” とするときに

は、“21h”、“20ｈ” を用意します。
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3. 第 2 のデータ転送として、第 1 のデータ転送の転送先アドレス再設定用のリピート転送モード（転送元

をリピート領域）とします。転送先は第 1 の転送情報領域の DAR レジスタの上位 8 ビットとします。

このとき MRB.CHNE ビット＝ “0”（チェーン転送禁止）、MRB.DISEL ビット＝ “0”（指定されたデータ

転送終了時、CPU に割り込み要求を発生）としてください。上記入力バッファを “200000h” ～

“21FFFFh” とする場合には、転送カウンタ＝ 2 としてください。

4. 割り込みによって第 1 のデータ転送を 65536 回実行します。第 1 のデータ転送の転送カウンタが “0” に

なると、第 2 のデータ転送が起動されます。第 1 のデータ転送の転送元アドレス上位 8 ビットを “21h”

に設定します。第 1 のデータ転送の転送先アドレス下位 16 ビットの転送カウンタは、“0000h” になって

います。

5. 引き続き割り込みによって第 1 のデータ転送を、第 1 のデータ転送で指定した 65536 回実行します。第

1 のデータ転送の転送カウンタが “0” になると、第 2 のデータ転送が起動されます。第 1 のデータ転送

の転送元アドレス上位 8 ビットを “20h” にします。第 1 のデータ転送の転送先アドレス下位 16 ビット

の転送カウンタは “0000h” になっています。

6. 上記 4.、5. を無限に繰り返します。第 2 のデータ転送がリピート転送モードのため、CPU には割り込み

を要求しません。

図 14.15 カウンタ＝ 0 のときのチェーン転送

内蔵メモリ空間上に配置された
転送情報

チェーン転送
（カウンタ＝0）

入力回路

入力バッファ

第1のデータ転送
転送情報

第2のデータ転送
転送情報

DAR上位8ビット
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14.7 割り込み要因

DTC が指定された回数のデータ転送を終了したとき、および MRB.DISEL ビットが “1”（DTC データ転送

の度に、CPU への割り込みが発生）のデータ転送が終了したとき、DTC を起動した割り込み要因で CPU に

対して割り込みを発生します。これらの CPU に対する割り込みは CPU の PSW.I ビット（割り込み許可ビッ

ト）、PSW.IPL[3:0] ビット（プロセッサ割り込み優先レベル）および割り込みコントローラの優先順位の制

御を受けます。

14.8 消費電力低減機能

モジュールストップ機能、および全モジュールクロックストップモード、またはソフトウェアスタンバイ

モード、ディープソフトウェアスタンバイモードへ移行する際は、DTCST.DTCST ビットを “0”（DTC モ

ジュール停止）にした後、それぞれ以下の設定を行ってください。

(1) モジュールストップ機能

MSTPCRA.MSTPA28 ビットに “1”（DTC モジュールストップ状態への遷移）を書くことによって DTC の

モジュールストップ機能が有効になります。MSTPCRA.MSTPA28 ビットに “1” を書いたときに DTC が転送

動作中の場合は、DTC 転送終了後にモジュールストップ状態に遷移します。

MSTPCRA.MSTPA28 ビットを “0”（モジュールストップ状態の解除）にすることにより、DTC のモ

ジュールストップが解除されます。

(2) 全モジュールクロックストップモード

MSTPCRA.ACSE ビットに “1”（全モジュールクロックストップモード許可）を書き、

MSTPCRA.MSTPA28 ビット（DTC モジュールストップ状態への遷移設定ビット）を含め

MSTPCRA.MSTPAn、MSTPCRB.MSTPBn の全ビットに “1” を書きます。その後、WAIT 命令を実行すること

で、全モジュールクロックストップモードに移行します。WAIT 命令を実行したとき、DTC が転送動作中の

場合は DTC 転送終了後に全モジュールクロックストップモードに移行します。

全モジュールククロックストップモードから復帰後、MSTPCRA.MSTPA28 ビットに “0” を書くことによ

り、DTC のモジュールストップが解除されます。

(3) ソフトウェアスタンバイモード、ディープソフトウェアスタンバイモード

SBYCR.SSBY ビットに “1”（WAIT 命令実行後、ソフトウェアスタンバイモードに移行）、および、

DPSBYCR.DPSBY ビットに “0”（WAIT 命令後、ソフトウェアスタンバイモードに移行）を書いた後、WAIT

命令を実行することでソフトウェアスタンバイモードに移行します。WAIT 命令実行時点で DTC が転送動

作中の場合、DTC 転送終了後にソフトウェアスタンバイモードに移行します。

DPSBYCR.DPSBY ビットに “1”（WAIT 命令実行後、ディープソフトウェアスタンバイモードに移行）を

書いた後に WAIT 命令を実行した場合は、ディープソフトウェアスタンバイモードに移行します。

(4) 消費電力低減機能における注意事項

WAIT 命令とレジスタ設定順については、「9.6.7　WAIT 命令の実行タイミング」を参照してください。低

消費電力モードから復帰後、DTC 転送を行うには、再度 DTCST.DTCST ビットを “1” にしてください。
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14.9 使用上の注意事項

14.9.1 転送情報先頭アドレス

DTC ベクタテーブルに指定する転送情報の先頭アドレスは、必ず 4n 番地を指定してください。4n 番地以

外を指定すると、アドレスの 下位 2 ビットは “00b” としてアクセスします。

14.9.2 転送情報の配置

転送情報をメモリに配置するときには、配置する領域のエンディアンによって、図 14.16 に示すとおり配

置してください。

たとえば、CRA、CRB 設定データ を 16 ビットで書く場合、ビッグエンディアンの場合は下位アドレス 0

に CRA 設定データ、下位アドレス 2 に CRB 設定データを書いてください。リトルエンディアンの場合は下

位アドレス 0 に CRB 設定データ、下位アドレス 2 に CRA 設定データを書いてください。32 ビットで書く

場合は、エンディアンに関わらず 32 ビットの MSB 側に CRA 設定データ、LSB 側に CRB 設定データを配

置して下位アドレス 0 に書いてください。

図 14.16 転送情報の配置

1 0

MRA SAR

MRB DAR

CRA CRB

3 2

リトルエンディアン領域への

転送情報の配置
（ショートアドレスモード）

4バイト

下位アドレス 

2 3

MRA SAR

MRB DAR

CRA CRB

0 1

ビッグエンディアン領域への

転送情報の配置
（ショートアドレスモード）

4バイト

下位アドレス 

アドレス 

4n

4(n+1)

4(n+2)

アドレス 

4n

4(n+1)

4(n+2)

4(n+3)

アドレス 

4n

4(n+1)

4(n+2)

アドレス 

4n

4(n+1)

4(n+2)

4(n+3)

1 0

MRA

SAR

MRB

DAR

CRA CRB

3 2

リトルエンディアン領域への

転送情報の配置
（フルアドレスモード）

4バイト

下位アドレス 

予約(0ライト)

2 3

MRA

SAR

MRB

DAR

CRA CRB

0 1

ビッグエンディアン領域への

転送情報の配置
（フルアドレスモード）

4バイト

下位アドレス 

予約(0ライト)
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14.9.3 割り込みコントローラの DTC 起動許可レジスタ（ICU.DTCERn）の設定

DTC 起動許可レジスタ（ICU.DTCERn レジスタ）の設定は、DTCST.DTCST ビットが “0”（DTC モジュー

ル停止）のときに行なってください。ICU.DTCERn レジスタの詳細は、「11.　割り込みコントローラ

（ICU）」を参照してください。

14.9.4 DTC の起動要因に通信機能の割り込みを指定する場合

RX62T グループ、RX62G グループでは、通信機能 (SCI/RIIC/RSPI) と、DTC 機能を組み合わせて使用す

る場合、注意が必要な場合があります。詳細は、「11.7　使用上の注意事項」を参照ください。
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15. I/O ポート

RX62T グループ、RX62G グループの I/O ポートは、プログラマブル入出力ポートと周辺機能の入出力、

割り込み入力端子として機能します。

各ポートは、周辺モジュールの入出力端子や、割り込み入力端子と兼用となっています。リセット直後は

入力ポートになっていますが、レジスタの設定により機能が切り替わります。各ポートの設定は、I/O ポー

トのレジスタ、および内蔵周辺モジュールのレジスタの設定によって決まります。

各ポートは、入出力を制御するデータディレクションレジスタ（DDR）、出力データを格納するデータレ

ジスタ（DR）、端子の状態を読むポートレジスタ（PORT）、入力バッファの有効 / 無効を制御する入力バッ

ファコントロールレジスタ（ICR）があります。

パッケージにより I/O ポートの構成が異なります。詳細は各パッケージの節を参照してください。

112 ピン LQFP 版については「15.1　112 ピン LQFP I/O ポート」を参照してください。

100 ピン LQFP 版については「15.2　100 ピン LQFP I/O ポート」を参照してください。

80 ピン LQFP 版については「15.3　80 ピン LQFP I/O ポート」を参照してください。

64 ピン LQFP 版については「15.5　64 ピン LQFP I/O ポート」を参照してください。

15.1 112 ピン LQFP I/O ポート

RX62T グループ、RX62G グループの 112 ピン LQFP の I/O ポートは、ポート 1 ～ 9、A、B、D、E、G の

14 ポートから構成され、入出力ポートを 61 本備えています。

15.1.1 概要

表 15.1 に I/O ポートの仕様を、表 15.2 にポート機能一覧を示します。

表15.1 I/Oポートの仕様（112ピンLQFP）

項目 内容

入出力端子 61本

入力端子 21本

ポート 14ポート（1～9、A、B、D、E、G）

オープンドレイン出力 2本（RIIC端子）

大電流出力 12本（MTU3端子、GPT端子）

シュミットトリガ入力端子 全ポート入力、CAN入力、IRQ入力、MTU3入力、POE3入力、RIIC入力、SCI入
力、A/Dトリガ入力、NMI入力、GPT入力、LIN入力

その他  1個のTTL負荷と30pFの容量負荷を駆動可能

 出力時にダーリントントランジスタを駆動
 常に端子の状態を読み出すことが可能
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表15.2 ポート機能一覧 (1 / 3)（112ピンLQFP）

ポート 概要

ビ

ッ

ト

機　　　能
CMOS

入力端子

シュミット

トリガ

入力端子

オープン

ドレイン

出力機能

大電流

出力端子入出力 入力 出力

ポート1 MTU3入力、

割り込み入力

と兼用の汎用入出力

ポート

0 P10 MTCLKD-B/IRQ0-A — 全入力機能 — —

1 P11 MTCLKC-B/IRQ1-A 全入力機能

ポート2 MTU3入力、

割り込み入力、

A/Dコンバータ入

力、RSPI入出力、

LIN入出力、

CAN入出力

と兼用の汎用入出力

ポート

0 P20 MTCLKB-B/IRQ7/

ADTRG0#-B

— 全入力機能 — —

1 P21 MTCLKA-B/IRQ6/

ADTRG1#-B
全入力機能

2 P22/MISO-A LRX/CRX-B/

ADTRG#

MISO-A P22/LRX/CRX-

B/

ADTRG#

3 P23/MOSI-A LTX/CTX-B MOSI-A P23

4 P24/RSPCK-A RSPCK-A P24

ポート3 MTU3入出力、

RSPI入出力

と兼用の汎用入出力

ポート

0 P30/MTIOC0B-B/

SSL0-A

MTCLKD-A SSL0-A P30/MTIOC0B-

B/

MTCLKD-A

— —

1 P31/MTIOC0A-B MTCLKC-A SSL1-A — 全入力機能

2 P32/MTIOC3C MTCLKB-A SSL2-A 全入力機能

3 P33/MTIOC3A MTCLKA-A SSL3-A 全入力機能

ポート4 A/Dコンバータ入力

と兼用の汎用入力

ポート

0 P40/AN000 — P40 — —

1 P41/AN001 P41

2 P42/AN002 P42

3 P43/AN003/

CVREFL

P43

4 P44/AN100 P44

5 P45/AN101 P45

6 P46/AN102 P46

7 P47/AN103/

CVREFH

P47

ポート5 A/Dコンバータ入力

と兼用の汎用入力

ポート

0 P50/AN6 — P50 — —

1 P51/AN7 P51

2 P52/AN8 P52

3 P53/AN9 P53

4 P54/AN10 P54

5 P55/AN11 P55

ポート6 A/Dコンバータ入力

と兼用の汎用入力

ポート

0 P60/AN0 — P60 — —

1 P61/AN1 P61

2 P62/AN2 P62

3 P63/AN3 P63

4 P64/AN4 P64

5 P65/AN5 P65
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ポート7 POE3入力、

割り込み入力、

MTU3入出力、

GPT入出力

と兼用の汎用入出力

ポート

0 P70 POE0#/IRQ5 — 全入力機能 — —

1 P71/MTIOC3B/

GTIOC0A-A
全入力機能 ○

2 P72/MTIOC4A/

GTIOC1A-A
全入力機能 ○

3 P73/MTIOC4B/

GTIOC2A-A
全入力機能 ○

4 P74/MTIOC3D/

GTIOC0B-A
全入力機能 ○

5 P75/MTIOC4C/

GTIOC1B-A
全入力機能 ○

6 P76/MTIOC4D/

GTIOC2B-A
全入力機能 ○

ポート8 SCI入出力

MTU3入力

と兼用の汎用入出力

ポート

0 P80 RXD2-B/MTIC5W — 全入力機能 — —

1 P81 MTIC5V TXD2-B 全入力機能

2 P82/SCK2-B MTIC5U 全入力機能

ポート9 MTU3入出力、

POE3入力、

割り込み入力

と兼用の汎用入出力

ポート

0 P90/MTIOC7D — 全入力機能 — ○

1 P91/MTIOC7C 全入力機能 ○

2 P92/MTIOC6D 全入力機能 ○

3 P93/MTIOC7B 全入力機能 ○

4 P94/MTIOC7A 全入力機能 ○

5 P95/MTIOC6B 全入力機能 ○

6 P96 POE4#/IRQ4 全入力機能 —

ポートA MTU3入出力、

RSPI入出力、

A/Dコンバータ入

力、と兼用の汎用入

出力ポート

0 PA0/MTIOC6C SSL3-B — 全入力機能 — —

1 PA1/MTIOC6A SSL2-B 全入力機能

2 PA2/MTIOC2B SSL1-B 全入力機能

3 PA3/MTIOC2A/

SSL0-B

SSL0-B PA3/MTIOC2A

4 PA4/MTIOC1B/

RSPCK-B

ADTRG0#-A RSPCK-B PA4/MTIOC1B/

ADTRG0#-A

5 PA5/MTIOC1A/

MISO-B

ADTRG1#-A MISO-B PA5/MTIOC1A/

ADTRG1#-A

ポートB MTU3入出力、

RSPI入出力、

RIIC入出力、

SCI入出力、

GPT入力、

POE3入力、

割り込み入力、

CAN入出力

と兼用の汎用入出力

ポート

0 PB0/MTIOC0D/

MOSI-B

MOSI-B PB0/MTIOC0D — —

1 PB1/MTIOC0C/

SCL

RXD0 — 全入力機能 ○

（SCLのみ)

—

2 PB2/MTIOC0B-A/

SDA

TXD0 全入力機能 ○

（SDAのみ

)

—

3 PB3/MTIOC0A-A/

SCK0
全入力機能 — —

4 PB4 GTETRG/

POE8#/IRQ3
全入力機能

5 PB5 TXD2-A/

CTX-A/
全入力機能

6 PB6 RXD2-A/CRX-A 全入力機能

7 PB7/SCK2-A 全入力機能

表15.2 ポート機能一覧 (2 / 3)（112ピンLQFP）

ポート 概要

ビ

ッ

ト

機　　　能
CMOS

入力端子

シュミット

トリガ

入力端子

オープン

ドレイン

出力機能

大電流

出力端子入出力 入力 出力
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ポートD GPT入出力、

RSPI入出力、

SCI入出力、

CAN出力、

と兼用の汎用入出力

ポート

0 PD0/GTIOC3B/

RSPCK-C

RSPCK-C PD0/GTIOC3B — —

1 PD1/GTIOC3A/

MISO-C

MISO-C PD1/GTIOC3A

2 PD2/GTIOC2B-B/

MOSI-C

MOSI-C PD2/GTIOC2B-B

3 PD3/GTIOC2A-B TXD1 — 全入力機能

4 PD4/GTIOC1B-B/

SCK1
全入力機能

5 PD5/GTIOC1A-B RXD1 — 全入力機能

6 PD6/GTIOC0B-B/

SSL0-C

SSL0-C PD6/GTIOC0B-B

7 PD7/GTIOC0A-B SSL1-C/CTX-C — 全入力機能

ポートE CAN入力、

RSPI出力、

POE3入力、

MTU3入力、

割り込み入力

と兼用の汎用入出力

ポート

0 PE0 CRX-C SSL2-C — 全入力機能 — —

1 PE1 SSL3-C 全入力機能

2 PE2/POE10#-A/

NMI
全入力機能

3 PE3 MTCLKD-C/

POE11#/IRQ2-A
全入力機能

4 PE4 MTCLKC-C/

POE10#-B/

IRQ1-B

全入力機能

5 PE5 IRQ0-B 全入力機能

ポートG 割り込み入力、

トレース出力

と兼用の汎用入出力

ポート

0 PG0 IRQ0-C TRSYNC — 全入力機能 — —

1 PG1 IRQ1-C TRDATA0 全入力機能

2 PG2 IRQ2-B TRDATA1 全入力機能

3 PG3 TRDATA2 全入力機能

4 PG4 TRDATA3 全入力機能

5 PG5 TRCLK 全入力機能

表15.2 ポート機能一覧 (3 / 3)（112ピンLQFP）

ポート 概要

ビ

ッ

ト

機　　　能
CMOS

入力端子

シュミット

トリガ

入力端子

オープン

ドレイン

出力機能

大電流

出力端子入出力 入力 出力
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15.1.2 レジスタの説明

表 15.3 に I/O ポートのレジスタ一覧を示します。表 15.4 に各レジスタの有効ビット一覧を示します。

表15.3 I/Oポートのレジスタ一覧 (1 / 2)（112ピンLQFP）

ポートシンボル レジスタ名 レジスタシンボル リセット後の値 アドレス アクセスサイズ

PORT1 データディレクションレジスタ DDR 00h 0008 C001h 8

データレジスタ DR 00h 0008 C021h 8

ポートレジスタ PORT 不定 0008 C041h 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C061h 8

PORT2 データディレクションレジスタ DDR 00h 0008 C002h 8

データレジスタ DR 00h 0008 C022h 8

ポートレジスタ PORT 不定 0008 C042h 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C062h 8

PORT3 データディレクションレジスタ DDR 00h 0008 C003h 8

データレジスタ DR 00h 0008 C023h 8

ポートレジスタ PORT 不定 0008 C043h 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C063h 8

PORT4 ポートレジスタ PORT 不定 0008 C044h 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C064h 8

PORT5 ポートレジスタ PORT 不定 0008 C045h 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C065h 8

PORT6 ポートレジスタ PORT 不定 0008 C046h 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C066h 8

PORT7 データディレクションレジスタ DDR 00h 0008 C007h 8

データレジスタ DR 00h 0008 C027h 8

ポートレジスタ PORT 不定 0008 C047h 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C067h 8

PORT8 データディレクションレジスタ DDR 00h 0008 C008h 8

データレジスタ DR 00h 0008 C028h 8

ポートレジスタ PORT 不定 0008 C048h 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C068h 8

PORT9 データディレクションレジスタ DDR 00h 0008 C009h 8

データレジスタ DR 00h 0008 C029h 8

ポートレジスタ PORT 不定 0008 C049h 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C069h 8

PORTA データディレクションレジスタ DDR 00h 0008 C00Ah 8

データレジスタ DR 00h 0008 C02Ah 8

ポートレジスタ PORT 不定 0008 C04Ah 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C06Ah 8

PORTB データディレクションレジスタ DDR 00h 0008 C00Bh 8

データレジスタ DR 00h 0008 C02Bh 8

ポートレジスタ PORT 不定 0008 C04Bh 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C06Bh 8

PORTD データディレクションレジスタ DDR 00h 0008 C00Dh 8

データレジスタ DR 00h 0008 C02Dh 8

ポートレジスタ PORT 不定 0008 C04Dh 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C06Dh 8
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PORTE データディレクションレジスタ DDR 00h 0008 C00Eh 8

データレジスタ DR 00h 0008 C02Eh 8

ポートレジスタ PORT 不定 0008 C04Eh 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C06Eh 8

PORTG データディレクションレジスタ DDR 00h 0008 C010h 8

データレジスタ DR 00h 0008 C030h 8

ポートレジスタ PORT 不定 0008 C050h 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C070h 8

IOPORT ポートファンクションレジスタ8 PF8IRQ 00h 0008 C108h 8

ポートファンクションレジスタ9 PF9IRQ 00h 0008 C109h 8

ポートファンクションレジスタA PFAADC 00h 0008 C10Ah 8

ポートファンクションレジスタC PFCMTU 00h 0008 C10Ch 8

ポートファンクションレジスタD PFDGPT 00h 0008 C10Dh 8

ポートファンクションレジスタF PFFSCI 00h 0008 C10Fh 8

ポートファンクションレジスタG PFGSPI 00h 0008 C110h 8

ポートファンクションレジスタH PFHSPI 00h 0008 C111h 8

ポートファンクションレジスタJ PFJCAN 00h 0008 C113h 8

ポートファンクションレジスタK PFKLIN 00h 0008 C114h 8

ポートファンクションレジスタM PFMPOE 00h 0008 C116h 8

ポートファンクションレジスタN PFNPOE 00h 0008 C117h 8

表15.3 I/Oポートのレジスタ一覧 (2 / 2)（112ピンLQFP）

ポートシンボル レジスタ名 レジスタシンボル リセット後の値 アドレス アクセスサイズ
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表15.4 各レジスタの有効ビット一覧 (1 / 2)（112ピンLQFP）

レジスタシンボル b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

PORT1.DDR × × × × × × ○ ○

PORT2.DDR × × × ○ ○ ○ ○ ○

PORT3.DDR × × × × ○ ○ ○ ○

PORT7.DDR × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORT8.DDR × × × × × ○ ○ ○

PORT9.DDR × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORTA.DDR × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORTB.DDR ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORTD.DDR ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORTE.DDR × × ○ ○ ○ × ○ ○

PORTG.DDR × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORT1.DR × × × × × × ○ ○

PORT2.DR × × × ○ ○ ○ ○ ○

PORT3.DR × × × × ○ ○ ○ ○

PORT7.DR × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORT8.DR × × × × × ○ ○ ○

PORT9.DR × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORTA.DR × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORTB.DR ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORTD.DR ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORTE.DR × × ○ ○ ○ × ○ ○

PORTG.DR × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORT1.PORT × × × × × × ○ ○

PORT2.PORT × × × ○ ○ ○ ○ ○

PORT3.PORT × × × × ○ ○ ○ ○

PORT4.PORT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORT5.PORT × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORT6.PORT × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORT7.PORT × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORT8.PORT × × × × × ○ ○ ○

PORT9.PORT × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORTA.PORT × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORTB.PORT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORTD.PORT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORTE.PORT × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORTG.PORT × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORT1.ICR × × × × × × ○ ○

PORT2.ICR × × × ○ ○ ○ ○ ○

PORT3.ICR × × × × ○ ○ ○ ○

PORT4.ICR ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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○：有効ビット、×：無効ビット（予約ビット）

PORT5.ICR × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORT6.ICR × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORT7.ICR × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORT8.ICR × × × × × ○ ○ ○

PORT9.ICR × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORTA.ICR × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORTB.ICR ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORTD.ICR ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORTE.ICR × × ○ ○ ○ × ○ ○

PORTG.ICR × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

IOPORT.PF8IRQ × × × × ○ ○ ○ ○

IOPORT.PF9IRQ × × × × × ○ × ×

IOPORT.PFAADC × × × × × × ○ ○

IOPORT.PFCMTU ○ ○ × × × × ○ ○

IOPORT.PFDGPT × × × × × × × ○

IOPORT.PFFSCI × × × × × ○ × ×

IOPORT.PFGSPI ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

IOPORT.PFHSPI × × × × × × ○ ○

IOPORT.PFJCAN ○ ○ × × × × × ○

IOPORT.PFKLIN × × × × × × × ○

IOPORT.PFMPOE × × × ○ ○ ○ ○ ○

IOPORT.PFNPOE ○ × × × × × × ×

表15.4 各レジスタの有効ビット一覧 (2 / 2)（112ピンLQFP）

レジスタシンボル b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
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15.1.2.1 データディレクションレジスタ（DDR）

n = 1 ～ 3、7 ～ 9、A 、B 、D、E、G

PORTn.DDR レジスタは、汎用入出力ポートの機能が選択されているとき、ポートの入力／出力を指定す

るレジスタです。

PORTn.DDR レジスタ（n ＝ 1 ～ 3、7 ～ 9、A、B、D、E、G）の各ビットは、それぞれポート n の端子 1

本ずつに対応しており、1 ビット単位で指定できます。

アドレス PORT1.DDR 0008 C001h、PORT2.DDR 0008 C002h、PORT3.DDR 0008 C003h、PORT7.DDR 0008 C007h、
PORT8.DDR 0008 C008h、PORT9.DDR 0008 C009h、PORTA.DDR 0008 C00Ah、PORTB.DDR 0008 C00Bh、
PORTD.DDR 0008 C00Dh、PORTE.DDR 0008 C00Eh、PORTG.DDR 0008 C010h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

注1. PORT1.DDRは、下位2ビットが有効で、上位6ビットは予約ビットです。
PORT2.DDRは、下位5ビットが有効で、上位3ビットは予約ビットです。

PORT3.DDRは、下位4ビットが有効で、上位4ビットは予約ビットです。

PORT7.DDRは、下位7ビットが有効で、上位1ビットは予約ビットです。
PORT8.DDRは、下位3ビットが有効で、上位5ビットは予約ビットです。

PORT9.DDRは、下位7ビットが有効で、上位1ビットは予約ビットです。
PORTA.DDRは、下位6ビットが有効で、上位2ビットは予約ビットです。

PORTE.DDRは、b5～b3、b1、b0が有効で、b7、b6、b2は予約ビットです。

PORTG.DDRは、下位6ビットが有効で、上位2ビットは予約ビットです。
注2. 予約ビットは、読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください。

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 B0 Pn0入力／出力指定ビット 0：入力ポート

1：出力ポート

R/W

b1 B1 Pn1入力／出力指定ビット R/W

b2 B2 Pn2入力／出力指定ビット R/W

b3 B3 Pn3入力／出力指定ビット R/W

b4 B4 Pn4入力／出力指定ビット R/W

b5 B5 Pn5入力／出力指定ビット R/W

b6 B6 Pn6入力／出力指定ビット R/W

b7 B7 Pn7入力／出力指定ビット R/W
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15.1.2.2 データレジスタ（DR）

n = 1 ～ 3、7 ～ 9、A 、B 、D、E、G

PORTn.DR レジスタ（n ＝ 1 ～ 3、7 ～ 9、A、B、D、E、G）は、汎用出力ポートとして使用する端子の出力

データを格納するレジスタです。

アドレス PORT1.DR 0008 C021h、PORT2.DR 0008 C022h、PORT3.DR 0008 C023h、PORT7.DR 0008 C027h、
PORT8.DR 0008 C028h、PORT9.DR 0008 C029h、PORTA.DR 0008 C02Ah、PORTB.DR 0008 C02Bh、
PORTD.DR 0008 C02Dh、PORTE.DR 0008 C02Eh、PORTG.DR 0008 C030h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

注1. PORT1.DRは、下位2ビットが有効で、上位6ビットは予約ビットです。
PORT2.DRは、下位5ビットが有効で、上位3ビットは予約ビットです。

PORT3.DRは、下位4ビットが有効で、上位4ビットは予約ビットです。

PORT7.DRは、下位7ビットが有効で、上位1ビットは予約ビットです。
PORT8.DRは、下位3ビットが有効で、上位5ビットは予約ビットです。

PORT9.DRは、下位7ビットが有効で、上位1ビットは予約ビットです。
PORTA.DRは、下位6ビットが有効で、上位2ビットは予約ビットです。

PORTE.DRは、b5～b3、b1、b0が有効で、b7、b6、b2は予約ビットです。

PORTG.DRは、下位6ビットが有効で、上位2ビットは予約ビットです。
注2. 予約ビットは、読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください。

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 B0 Pn0出力データ格納ビット 出力データ格納 R/W

b1 B1 Pn1出力データ格納ビット R/W

b2 B2 Pn2出力データ格納ビット R/W

b3 B3 Pn3出力データ格納ビット R/W

b4 B4 Pn4出力データ格納ビット R/W

b5 B5 Pn5出力データ格納ビット R/W

b6 B6 Pn6出力データ格納ビット R/W

b7 B7 Pn7出力データ格納ビット R/W
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15.1.2.3 ポートレジスタ（PORT）

n = 1 ～ 9、A 、B 、D、E、G

PORT レジスタは、ポートの端子の状態を反映するレジスタです。

PORTn.PORT レジスタ（n ＝ 1 ～ 9、A、B、D、E、G）を読むと、端子の状態が読めます。

アドレス PORT1.PORT 0008 C041h、PORT2.PORT 0008 C042h、PORT3.PORT 0008 C043h、PORT4.PORT 0008 C044h、
PORT5.PORT 0008 C045h、PORT6.PORT 0008 C046h、PORT7.PORT 0008 C047h、PORT8.PORT 0008 C048h、
PORT9.PORT 0008 C049h、PORTA.PORT 0008 C04Ah、PORTB.PORT 0008 C04Bh、PORTD.PORT 0008 C04Dh、
PORTE.PORT 0008 C04Eh、PORTG.PORT 0008 C050h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0

リセット後の値 x x x x x x x x

注1. PORT1.PORTは、下位2ビットが有効で、上位6ビットは予約ビットです。

PORT2.PORTは、下位5ビットが有効で、上位3ビットは予約ビットです。

PORT3.PORTは、下位4ビットが有効で、上位4ビットは予約ビットです。

PORT5.PORTは、下位6ビットが有効で、上位2ビットは予約ビットです。

PORT6.PORTは、下位6ビットが有効で、上位2ビットは予約ビットです。

PORT7.PORTは、下位7ビットが有効で、上位1ビットは予約ビットです。

PORT8.PORTは、下位3ビットが有効で、上位5ビットは予約ビットです。

PORT9.PORTは、下位7ビットが有効で、上位1ビットは予約ビットです。

PORTA.PORTは、下位6ビットが有効で、上位2ビットは予約ビットです。

PORTE.PORTは、下位6ビットが有効で、上位2ビットは予約ビットです。

PORTG.PORTは、下位6ビットが有効で、上位2ビットは予約ビットです。

注2. 予約ビットは、読むと “1”が読めます。書き込みは無効になります。

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 B0 Pn0ビット ポートの端子状態を反映 R

b1 B1 Pn1ビット R

b2 B2 Pn2ビット R

b3 B3 Pn3ビット R

b4 B4 Pn4ビット R

b5 B5 Pn5ビット R

b6 B6 Pn6ビット R

b7 B7 Pn7ビット R
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15.1.2.4 入力バッファコントロールレジスタ（ICR）

n = 1 ～ 9、A 、B 、D、E、G

注1. 入力端子として使用する場合は、対応するビットを“1”にしてください。入力として使用しない端子、およびアナログ入力端

子として使用するビットは、“0”にしてください。

PORTn.ICR レジスタは、ポートの入力バッファを制御するレジスタです。

PORTn.ICR レジスタ（n ＝ 1 ～ 9、A、B、D、E、G）の各ビットは、それぞれポート n の端子 1 本ずつに対応

しており、1 ビット単位で指定できます。

周辺モジュールの入力端子として使用する場合は、あらかじめ対応する端子の入力バッファを有効にする

ために PORTn.ICR を “1” にする必要があります。PORTn.ICR を “0” にした状態のまま周辺モジュールの入

力端子として使用した場合は、周辺モジュールへの入力信号は High に固定されます。

PORTn.ICR レジスタの設定を変更するときに、端子の状態によって内部的にエッジが発生することがあり

ます。PORTn.ICR レジスタの設定の変更は、当該入力端子が使用されていないときに行ってください。たと

えば、IRQi(i=0 ～ 7) 入力の場合、当該割り込みを禁止した状態で PORTn.ICR レジスタの設定の変更を行い、

割り込みコントローラの IRi.IR フラグ（i ＝ 64 ～ 71（IRQ の割り込みベクタ番号））を “0” にし、その後当

該割り込みを許可してください。PORTn.ICR レジスタの設定の変更後にエッジが発生したときは、そのエッ

ジをキャンセルしてください。

アドレス PORT1.ICR 0008 C061h、PORT2.ICR 0008 C062h、PORT3.ICR 0008 C063h、PORT4.ICR 0008 C064h、
PORT5.ICR 0008 C065h、PORT6.ICR 0008 C066h、PORT7.ICR 0008 C067h、PORT8.ICR 0008 C068h、
PORT9.ICR 0008 C069h、PORTA.ICR 0008 C06Ah、PORTB.ICR 0008 C06Bh、PORTD.ICR 0008 C06Dh、
PORTE.ICR 0008 C06Eh、PORTG.ICR 0008 C070h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

注1. PORT1.ICRは、下位2ビットが有効で、上位6ビットは予約ビットです。

PORT2.ICRは、下位5ビットが有効で、上位3ビットは予約ビットです。

PORT3.ICRは、下位4ビットが有効で、上位4ビットは予約ビットです。

PORT5.ICRは、下位6ビットが有効で、上位2ビットは予約ビットです。

PORT6.ICRは、下位6ビットが有効で、上位2ビットは予約ビットです。

PORT7.ICRは、下位7ビットが有効で、上位1ビットは予約ビットです。

PORT8.ICRは、下位3ビットが有効で、上位5ビットは予約ビットです。

PORT9.ICRは、下位7ビットが有効で、上位1ビットは予約ビットです。

PORTA.ICRは、下位6ビットが有効で、上位2ビットは予約ビットです。

PORTE.ICRは、b5～b3、b1、b0が有効で、b7、b6、b2は予約ビットです。

PORTG.ICRは、下位6ビットが有効で、上位2ビットは予約ビットです。

注2. 予約ビットは、読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください。

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 B0（注1） Pn0入力バッファ制御ビット 0：対応する端子の入力バッファは無効

1：対応する端子の入力バッファは有効

R/W

b1 B1（注1） Pn1入力バッファ制御ビット R/W

b2 B2（注1） Pn2入力バッファ制御ビット R/W

b3 B3（注1） Pn3入力バッファ制御ビット R/W

b4 B4（注1） Pn4入力バッファ制御ビット R/W

b5 B5（注1） Pn5入力バッファ制御ビット R/W

b6 B6（注1） Pn6入力バッファ制御ビット R/W

b7 B7（注1） Pn7入力バッファ制御ビット R/W
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15.1.2.5 ポートファンクションレジスタ 8（PF8IRQ）

PF8IRQ レジスタは、IRQ0、IRQ1 入力端子を選択するレジスタです。

ITSi ビット（IRQi 端子選択ビット）（i ＝ 0、1）

IRQi の入力端子を選択します。

15.1.2.6 ポートファンクションレジスタ 9（PF9IRQ）

PF9IRQ レジスタは、IRQ2 入力端子を選択します。

ITS2 ビット（IRQ2 端子選択ビット）

IRQ2 の入力端子を選択します。

アドレス 0008 C108h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — ITS1[1:0] ITS0[1:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b1-b0 ITS0[1:0] IRQ0端子選択ビット b1  b0

0 0：P10を IRQ0-A入力端子として設定

0 1：PE5を IRQ0-B入力端子として設定
1 0：PG0を IRQ0-C入力端子として設定

1 1：設定しないでください

R/W

b3-b2 ITS1[1:0] IRQ1端子選択ビット b3  b2

0 0：P11を IRQ1-A入力端子として設定
0 1：PE4を IRQ1-B入力端子として設定

1 0：PG1を IRQ1-C入力端子として設定
1 1：設定しないでください

R/W

b7-b4 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

アドレス 0008 C109h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — ITS2 — —

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b1-b0 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b2 ITS2 IRQ2端子選択ビット 0：PE3を IRQ2-A入力端子として設定

1：PG2を IRQ2-B入力端子として設定

R/W

b7-b3 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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15.1.2.7 ポートファンクションレジスタ A（PFAADC）

PFAADC レジスタは、ADTRG0#、ADTRG1# 端子を選択するレジスタです。

ADTRGnS ビット（ADTRGn# 入力選択ビット）（n=0、1）

ADTRGn# の入力端子を選択します。

アドレス 0008 C10Ah

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — ADTRG
1S

ADTRG
0S

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 ADTRG0S ADTRG0#入力選択ビット 0：PA4をADTRG0#-A入力端子として設定

1：P20をADTRG0#-B入力端子として設定

R/W

b1 ADTRG1S ADTRG1#入力選択ビット 0：PA5をADTRG1#-A入力端子として設定

1：P21をADTRG1#-B入力端子として設定

R/W

b7-b2 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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15.1.2.8 ポートファンクションレジスタ C（PFCMTU）

PFCMTU レジスタは、MTU3 の端子を選択するレジスタです。

MTUSi ビット（MTU3 端子選択ビット）（i ＝ 0、1）

MTU3 の入出力端子を選択します。

TCLKS[1:0] ビット（MTCLK 端子選択ビット）

MTU3 の MTCLK 入力端子を選択します。

アドレス 0008 C10Ch

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

TCLKS[1:0] — — — — MTUS1 MTUS0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 MTUS0 MTU3端子選択0ビット 0：PB3をMTIOC0A-A端子として選択

1：P31をMTIOC0A-B端子として選択

R/W

b1 MTUS1 MTU3端子選択1ビット 0：PB2をMTIOC0B-A端子として選択

1：P30をMTIOC0B-B端子として選択

R/W

b5-b2 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”にしてください R/W

b7-b6 TCLKS[1:0] MTCLK端子選択ビット b7     b6

0   0：P33をMTCLKA-A端子として選択
P32をMTCLKB-A端子として選択

P31をMTCLKC-A端子として選択

P30をMTCLKD-A端子として選択
0   1：P21をMTCLKA-B端子として選択

P20をMTCLKB-B端子として選択
P11をMTCLKC-B端子として選択

P10をMTCLKD-B端子として選択

1   0：PE4をMTCLKC-C端子として選択
PE3をMTCLKD-C端子として選択

（MTCLKA端子およびMTCLKB端子は選択できません）

1   1：設定しないでください

R/W
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15.1.2.9 ポートファンクションレジスタ D（PFDGPT）

PFDGPT レジスタは、GPT の端子を選択するレジスタです。

GPTS ビット（GPT 入出力端子選択ビット）

GPT の入出力端子を選択します。

15.1.2.10 ポートファンクションレジスタ F（PFFSCI）

PFFSCI レジスタは、SCI の端子を選択するレジスタです。

SCI2S ビット（SCI2 入出力端子選択ビット）

SCI チャネル 2 の入出力端子を選択します。

アドレス 0008 C10Dh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — GPTS 

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 GPTS GPT端子選択ビット 0：P71 をGTIOC0A-A 端子として選択
P74 をGTIOC0B-A 端子として選択

P72 をGTIOC1A-A 端子として選択
P75 をGTIOC1B -A 端子として選択

P73 をGTIOC2A-A 端子として選択

P76 をGTIOC2B-A 端子として選択
1：PD7 をGTIOC0A-B端子として選択

PD6 をGTIOC0B-B 端子として選択
PD5 をGTIOC1A-B端子として選択

PD4 をGTIOC1B-B 端子として選択

PD3 をGTIOC2A-B端子として選択
PD2 をGTIOC2B-B 端子として選択

R/W

b7-b1 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

アドレス 0008 C10Fh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — SCI2S — —

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b1-b0 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b2 SCI2S SCI2入出力選択ビット 0：PB6をRXD2-A端子として設定

PB7をSCK2-A端子として設定

PB5をTXD2-A端子として設定

1：P80をRXD2-B端子として設定

P82をSCK2-B端子として設定

P81をTXD2-B端子として設定

R/W

b7-b3 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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15.1.2.11 ポートファンクションレジスタ G（PFGSPI）

PFGSPI レジスタは、RSPI に関する入出力端子を設定するレジスタです。

RSPCKE ビット（RSPCK 出力許可ビット）

RSPCK 端子の出力許可／禁止を選択します。RSPCK 端子を使用する場合は、“1” にしてください。

MOSIE ビット（MOSI 出力許可ビット）

MOSI 端子の出力許可／禁止を選択します。MOSI 端子を使用する場合は、“1” にしてください。

MISOE ビット（MISO 出力許可ビット）

MISO 端子の出力許可／禁止を選択します。MISO 端子を使用する場合は、“1” にしてください。

SSL0E ビット（SSL0 出力許可ビット）

SSL0 端子の出力許可／禁止を選択します。SSL0 端子を使用する場合は、“1” にしてください。

SSL1E ビット（SSL1 出力許可ビット）

SSL1 端子の出力許可／禁止を選択します。SSL1 端子を使用する場合は、“1” にしてください。

SSL2E ビット（SSL2 出力許可ビット）

SSL2 端子の出力許可／禁止を選択します。SSL2 端子を使用する場合は、“1” にしてください。

SSL3E ビット（SSL3 出力許可ビット）

SSL3 端子の出力許可／禁止を選択します。SSL3 端子を使用する場合は、“1” にしてください。

アドレス 0008 C110h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

SSL3E SSL2E SSL1E SSL0E MISOE MOSIE RSPCK
E

—

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b1 RSPCKE RSPCK出力許可ビット 0：RSPCK端子無効

1：RSPCK端子有効

R/W

b2 MOSIE MOSI出力許可ビット 0：MOSI端子無効

1：MOSI端子有効

R/W

b3 MISOE MISO出力許可ビット 0：MISO端子無効

1：MISO端子有効

R/W

b4 SSL0E SSL0出力許可ビット 0：SSL0端子無効

1：SSL0端子有効

R/W

b5 SSL1E SSL1出力許可ビット 0：SSL1端子無効

1：SSL1端子有効

R/W

b6 SSL2E SSL2出力許可ビット 0：SSL2端子無効

1：SSL2端子有効

R/W

b7 SSL3E SSL3出力許可ビット 0：SSL3端子無効

1：SSL3端子有効

R/W
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15.1.2.12 ポートファンクションレジスタ H（PFHSPI）

PFHSPI レジスタは、RSPI に関する入出力端子を設定するレジスタです。

RSPIS[1:0] ビット（RSPI 端子選択ビット）

RSPI の入出力端子を選択します。

RSPI の入出力端子は、端子ごとに許可ビットがあります。許可ビットを “1” にしている端子は選択されま

すが、許可ビットを “0” にしている端子は選択されません。

アドレス 0008 C111h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — RSPIS[1:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b1-b0 RSPIS[1:0] RSPI端子選択ビット b1    b0

0   0：P22をMISO-A端子として設定

P23をMOSI-A端子として設定
P24をRSPCK-A端子として設定

P30をSSL0-A端子として設定
P31をSSL1-A端子として設定

P32をSSL2-A端子として設定

P33をSSL3-A端子として設定
0  1：PA5をMISO-B端子として設定

PB0をMOSI-B端子として設定

PA4をRSPCK-B端子として設定

PA3をSSL0-B端子として設定

PA2をSSL1-B端子として設定

PA1をSSL2-B端子として設定

PA0をSSL3-B端子として設定

1  0：PD1をMISO-C端子として設定

PD2をMOSI-C端子として設定

PD0をRSPCK-C端子として設定

PD6をSSL0-C端子として設定

PD7をSSL1-C端子として設定

PE0をSSL2-C端子として設定

PE1をSSL3-C端子として設定

1  1：設定しないでください

R/W

b7-b2 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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15.1.2.13 ポートファンクションレジスタ J（PFJCAN）

PFJCAN レジスタは、CAN に関する入出力端子を設定するレジスタです。

CANE ビット（CAN 端子許可ビット）

CAN 端子の許可／禁止を選択します。CAN を使用する場合は、“1” にしてください。

CANS[1:0] ビット（CAN 端子選択ビット）

CAN の入出力端子を選択します。

15.1.2.14 ポートファンクションレジスタ K（PFKLIN）

PFKLIN レジスタは、LIN に関する入出力端子を設定するレジスタです。

LINE ビット（ LIN 端子許可ビット）

LIN 端子の許可／禁止を選択します。LIN を使用する場合は、“1” にしてください。

アドレス 0008 C113h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

CANS[1:0] — — — — — CANE

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 CANE CAN端子許可ビット 0：CTX端子およびCRX端子無効

1：CTX端子およびCRX端子有効

R/W

b5-b1 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b7-b6 CANS[1:0] CAN端子選択ビット b7 b6

0  0：PB5をCTX-A端子として設定

PB6をCRX-A端子として設定
0  1：P23をCTX-B端子として設定

P22をCRX-B端子として設定

1  0：PE0をCRX-C端子として設定
PD7をCTX-C端子として設定

1  1：設定しないでください

R/W

アドレス 0008 C114h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — LINE

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 LINE LIN端子許可ビット 0：LTX端子およびLRX 端子無効

1：LTX端子およびLRX 端子有効

R/W

b7-b1 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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15.1.2.15 ポートファンクションレジスタ M（PFMPOE）

注1. 書き込みはリセットスタート後の 初の1回目のみ有効です。2回目以降の書き込みはできません。

PFMPOE レジスタは、POEn# 入力端子の許可／禁止を選択するレジスタです。

システムの誤動作を防ぐためにリセットスタート後に書き込みを行ってください。書き込みはリセットス

タート後の 初の 1 回目のみ有効です。

POEnE ビット（POEn# 入力許可ビット）（n ＝ 0、4、8、10、11）

対応する POEn# 入力の許可／禁止を選択します。

POEn# を使用する場合には、対応する POEnE ビットを “1” にしてください。

アドレス 0008 C116h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — POE11
E

POE10
E

POE8E POE4E POE0E

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 POE0E POE0#入力許可ビット 0：I/Oポートとして設定

1：POEn#入力端子として設定（n=0、4、8、10、11）

R/W
（注1）

b1 POE4E POE4#入力許可ビット R/W
（注1）

b2 POE8E POE8#入力許可ビット R/W
（注1）

b3 POE10E POE10#入力許可ビット R/W
（注1）

b4 POE11E POE11#入力許可ビット R/W
（注1）

b7-b5 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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15.1.2.16 ポートファンクションレジスタ N（PFNPOE）

注1. 書き込みはリセットスタート後の 初の1 回目のみ有効です。2 回目以降の書き込みはできません。

PFNPOE レジスタは、POEn# 入力端子の許可／禁止を選択するレジスタです。

システムの誤動作を防ぐためにリセットスタート後に書き込みを行ってください。書き込みはリセットス

タート後の 初の 1 回目のみ有効です。

POE10S ビット（POE10# 入力選択ビット）

POE10# の入力端子を選択します。

アドレス 0008 C117h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

POE10
S

— — — — — — —

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b6-b0 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b7 POE10S POE10#入力選択ビット 0：PE2 を POE10#-A入力端子として設定
1： PE4 を POE10#-B入力端子として設定

R/W
（注1）
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15.1.3 ポートの設定

各周辺モジュールの端子を有効に設定すると、各ポートの設定が切り替わります。

入力として機能する端子は、各周辺モジュールの設定により独立して設定できます。ポートレジスタリー

ド、NMI および POEn# 端子入力を除き、入力バッファコントロールレジスタ（PORTn.ICR）の対応する

ビットを “1” にして入力バッファを有効にする必要があります。

出力および入出力として機能する端子は、各周辺モジュールの端子ごとに出力信号を有効に設定する必要

があります。同じポートにマルチプレクスされている各周辺モジュールの出力信号有効設定が競合すると周

辺モジュールのポートマルチプレクス優先順位に従って、優先される周辺モジュールの機能が有効になりま

す。

表 15.5 に周辺モジュールのポートマルチプレクス優先順位一覧を示します。

表15.5 周辺モジュールのポートマルチプレクス優先順位一覧（112ピンLQFP）

優先順位 モジュール名 出力端子名

高

低

1 RSPI RSPCK、MOSI、MISO、SSL0～SSL3

2 CAN CTX

3 LIN LTX

4 MTU0～MTU7 MTIOC0A、MTIOC0B、MTIOC0C、MTIOC0D、MTIOC1A、MTIOC1B、MTIOC2A、
MTIOC2B、MTIOC3A、MTIOC3B、MTIOC3C、MTIOC3D、MTIOC4A、MTIOC4B、
MTIOC4C、MTIOC4D、MTIOC6A、MTIOC6B、MTIOC6C、MTIOC6D、MTIOC7A、
MTIOC7B、MTIOC7C、MTIOC7D

5 GPT0～GPT3 GTIOC0A、GTIOC0B、GTIOC1A、GTIOC1B、

GTIOC2A、GTIOC2B、GTIOC3A、GTIOC3B

6 SCI0～SCI2 SCK0～SCK2、TXD0～TXD2

7 RIIC SCL、SDA

8 IOPORT P10～P11、P20～P24、P30～P33、P70～P76、P80～P82、P90～P96、PA0～PA5、
PB0～PB7、PD0～PD7、PE0～PE1、PE3～PE5、PG0～PG5
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15.1.4 出力許可設定一覧

表 15.6 に各ポートの出力許可設定一覧を示します。

当該する出力信号の詳細は、各周辺モジュールのレジスタの説明を参照してください。

また、各周辺モジュールの端子名の末尾に A ～ C のいずれかが付いている端子は、ポートファンクショ

ンレジスタによって端子機能を変更できます。

表15.6 各ポートの出力許可設定一覧（112ピンLQFP） (1 / 4)

ポート モジュール名 出力信号名
ポートファンクション

レジスタの設定
各周辺モジュールの設定

P10 PORT1 P10 PORT1.DDR.B0=1

P11 PORT1 P11 PORT1.DDR.B1=1

P20 PORT2 P20 PORT2.DDR.B0=1

P21 PORT2 P21 PORT2.DDR.B1=1

P22 RSPI MISO-A PFGSPI.MISOE=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=00

（端子許可とは別に、周辺モジュールの設定に

入力／出力の切り替え機能があります）

PORT2 P22 PORT2.DDR.B2 = 1

P23 RSPI MOSI-A PFGSPI.MOSIE=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=00

（端子許可とは別に、周辺モジュールの設定に

入力／出力の切り替え機能があります）

CAN CTX-B PFJCAN.CANE =1
PFJCAN.CANS[1:0]=01

（信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

LIN LTX PFKLIN.LINE=1 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT2 P23 PORT2.DDR.B3 =1

P24 RSPI RSPCK-A PFGSPI.RSPCKE =1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=00

（端子許可とは別に、周辺モジュールの設定に入力／出

力の切り替え機能があります）

PORT2 P24 PORT2.DDR.B4=1

P30 RSPI SSL0-A PFGSPI.SSL0E=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=00

（端子許可とは別に、周辺モジュールの設定に入力／出

力の切り替え機能があります）

MTU0 MTIOC0B-B PFCMTU.MTUS1=1 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT3 P30 PORT3.DDR.B0=1

P31 RSPI SSL1-A PFGSPI.SSL1E=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=00

（信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

MTU0 MTIOC0A-B PFCMTU.MTUS0=1 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT3 P31 PORT3.DDR.B1=1

P32 RSPI SSL2-A PFGSPI.SSL2E=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=00

（信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

MTU3 MTIOC3C （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT3 P32 PORT3.DDR.B2=1

P33 RSPI SSL3-A PFGSPI.SSL3E =1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=00

（信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

MTU3 MTIOC3A （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT3 P33 PORT3.DDR.B3=1

P70 PORT7 P70 PORT7.DDR.B0=1

P71 MTU3 MTIOC3B （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

GPT0 GTIOC0A-A PFDGPT.GPTS=0 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT7 P71 PORT7.DDR.B1=1

P72 MTU4 MTIOC4A （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

GPT1 GTIOC1A-A PFDGPT.GPTS=0 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT7 P72 PORT7.DDR.B2=1
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P73 MTU4 MTIOC4B （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

GPT2 GTIOC2A-A PFDGPT.GPTS=0 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT7 P73 PORT7.DDR.B3=1

P74 MTU3 MTIOC3D （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

GPT0 GTIOC0B-A PFDGPT.GPTS=0 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT7 P74 PORT7.DDR.B4=1

P75 MTU4 MTIOC4C （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

GPT1 GTIOC1B-A PFDGPT.GPTS=0 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT7 P75 PORT7.DDR.B5=1

P76 MTU4 MTIOC4D （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

GPT2 GTIOC2B-A PFDGPT.GPTS=0 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT7 P76 PORT7.DDR.B6=1

P80 PORT8 P80 PORT8.DDR.B0=1

P81 SCI2 TXD2-B PFFSCI.SCI2S=1 SCI2.SCR.TE=1

PORT8 P81 PORT8.DDR.B1=1

P82 SCI2 SCK2-B PFFSCI.SCI2S=1 SCI2.SCMR.SMIF=1のとき：

SMR.GM=0, SCR.CKE[1:0]=01かSMR.GM=1
で、SCR.TE=1かSCR.RE=1
SCI2.SCMR.SMIF=0のとき：

SMR.CM = 0, SCR.CKE[1:0]=01かSMR.CM=1,
SCR.CKE[1]=0 で、SCR.TE =1かSCR.RE=1

PORT8 P82 PORT8.DDR.B2=1

P90 MTU7 MTIOC7D （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

I/Oポート P90 PORT9.DDR.B0=1

P91 MTU7 MTIOC7C （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT9 P91 PORT9.DDR.B1=1

P92 MTU6 MTIOC6D （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT9 P92 PORT9.DDR.B2=1

P93 MTU7 MTIOC7B （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT9 P93 PORT9.DDR.B3=1

P94 MTU7 MTIOC7A （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT9 P94 PORT9.DDR.B4=1

P95 MTU6 MTIOC6B （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT9 P95 PORT9.DDR.B5=1

P96 PORT9 P96 PORT9.DDR.B6=1

PA0 RSPI SSL3-B PFGSPI.SSL3E=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=01

（信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

MTU6 MTIOC6C （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORTA PA0 PORTA.DDR.B0=1

PA1 RSPI SSL2-B PFGSPI.SSL2E=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=01

（信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

MTU6 MTIOC6A （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORTA PA1 PORTA.DDR.B1=1

PA2 RSPI SSL1-B PFGSPI.SSL1E=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=01

（信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

MTU2 MTIOC2B （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORTA PA2 PORTA.DDR.B2=1

表15.6 各ポートの出力許可設定一覧（112ピンLQFP） (2 / 4)

ポート モジュール名 出力信号名
ポートファンクション

レジスタの設定
各周辺モジュールの設定
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PA3 RSPI SSL0-B PFGSPI.SSL0E=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=01

（端子許可とは別に、周辺モジュールの設定に

入力／出力の切り替え機能があります）

MTU2 MTIOC2A （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORTA PA3 PORTA.DDR.B3=1

PA4 RSPI RSPCK-B PFGSPI.RSPCKE=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=01

（端子許可とは別に、周辺モジュールの設定に

入力／出力の切り替え機能があります）

MTU1 MTIOC1B （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORTA PA4 PORTA.DDR.B4=1

PA5 RSPI MISO-B PFGSPI.MISOE=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=01

（端子許可とは別に、周辺モジュールの設定に

入力／出力の切り替え機能があります）

MTU1 MTIOC1A （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORTA PA5 PORTA.DDR.B5=1

PB0 RSPI MOSI-B PFGSPI.MOSIE=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=01

（端子許可とは別に、周辺モジュールの設定に

入力／出力の切り替え機能があります）

MTU0 MTIOC0D （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORTB PB0 PORTB.DDR.B0=1

PB1 MTU0 MTIOC0C （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

RIIC SCL RIIC.ICCR1.ICE=1

PORTB PB1 PORTB.DDR.B1=1

PB2 MTU0 MTIOC0B-A PFCMTU.MTUS1=0 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

SCI0 TXD0 SCI0.SCR.TE=1

RIIC SDA RIIC.ICCR1.ICE=1

PORTB PB2 PORTB.DDR.B2=1

PB3 MTU0 MTIOC0A-A PFCMTU.MTUS0=0 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

SCI0 SCK0 SCI0.SCMR.SMIF=1のとき：

SMR.GM=0, SCR.CKE[1:0]=01かSMR.GM=1で、

SCR.TE=1かSCR.RE=1
SCI0.SCMR.SMIF=0のとき：

SMR.CM=0, SCR.CKE[1:0]=01かSMR.CM=1,
SCR.CKE[1]=0で、SCR.TE=1かSCR.RE=1

PORTB PB3 PORTB.DDR.B3=1

PB4 PORTB PB4 PORTB.DDR.B4=1

PB5 CAN CTX-A PFJCAN.CANE = 1
PFJCAN.CANS[1:0] = 00

（信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

SCI2 TXD2-A PFFSCI.SCI2S = 0 SCI2.SCR.TE=1

PORTB PB5 PORTB.DDR.B5=1

PB6 PORTB PB6 PORTB.DDR.B6=1

PB7 SCI2 SCK2-A PFFSCI.SCI2S=0 SCI2.SCMR.SMIF =1のとき：

SMR.GM = 0, SCR.CKE[1:0]=01かSMR.GM=1で、

SCR.TE=1かSCR.RE=1
SCI2.SCMR.SMIF=0のとき：

SMR.CM=0, SCR.CKE[1:0]=01かSMR.CM=1,
SCR.CKE[1]=0で、SCR.TE=1かSCR.RE=1

PORTB PB7 PORTB.DDR.B7=1

PD0 RSPI RSPCK-C PFGSPI.RSPCKE=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=10

（端子許可とは別に、周辺モジュールの設定に

入力／出力の切り替え機能があります）

GPT3 GTIOC3B （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORTD PD0 PORTD.DDR.B0=1

表15.6 各ポートの出力許可設定一覧（112ピンLQFP） (3 / 4)

ポート モジュール名 出力信号名
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レジスタの設定
各周辺モジュールの設定
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PD1 RSPI MISO-C PFGSPI.MISOE=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=10

（端子許可とは別に、周辺モジュールの設定に

入力／出力の切り替え機能があります）

GPT3 GTIOC3A （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORTD PD1 PORTD.DDR.B1=1

PD2 RSPI MOSI-C PFGSPI.MISOE=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=10

（端子許可とは別に、周辺モジュールの設定に

入力／出力の切り替え機能があります）

GPT2 GTIOC2B-B PFDGPT.GPTS=1 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORTD PD2 PORTD.DDR.B2=1

PD3 GPT2 GTIOC2A-B PFDGPT.GPTS=1 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

SCI1 TXD1 SCI1.SCR.TE=1

PORTD PD3 PORTD.DDR.B3=1

PD4 GPT1 GTIOC1B-B PFDGPT.GPTS=1 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

SCI1 SCK1 SCI1.SCMR.SMIF=1のとき：

SMR.GM = 0, SCR.CKE[1:0]=01かSMR.GM=1で、

SCR.TE=1かSCR.RE=1
SCI1.SCMR.SMIF=0のとき：

SMR.CM = 0, SCR.CKE[1:0]=01かSMR.CM=1,
SCR.CKE[1]=0で、SCR.TE=1かSCR.RE=1

PORTD PD4 PORTD.DDR.B4=1

PD5 GPT1 GTIOC1A-B PFDGPT.GPTS=1 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORTD PD5 PORTD.DDR.B5=1

PD6 RSPI SSL0-C PFGSPI.SSL0E=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=10

（端子許可とは別に、周辺モジュールの設定に

入力／出力の切り替え機能があります）

GPT0 GTIOC0B-B PFDGPT.GPTS=1 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORTD PD6 PORTD.DDR.B6=1

PD7 RSPI SSL1-C PFGSPI.SSL1E=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=10

（信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

CAN CTX-C PFJCAN.CANE=1
PFJCAN.CANS[1:0]=10

（信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

GPT0 GTIOC0A-B PFDGPT.GPTS=1 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORTD PD7 PORTD.DDR.B7=1

PE0 RSPI SSL2-C PFGSPI.SSL2E=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=10

（信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORTE PE0 PORTE.DDR.B0=1

PE1 RSPI SSL3-C PFGSPI.SSL3E=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=10

（信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORTE PE1 PORTE.DDR.B1=1

PE3 PORTE PE3 PORTE.DDR.B3=1

PE4 PORTE PE4 PORTE.DDR.B4=1

PE5 PORTE PE5 PORTE.DDR.B5=1

PG0 PORTG PG0 PORTG.DDR.B0=1

PG1 PORTG PG1 PORTG.DDR.B1=1

PG2 PORTG PG2 PORTG.DDR.B2=1

PG3 PORTG PG3 PORTG.DDR.B3=1

PG4 PORTG PG4 PORTG.DDR.B4=1

PG5 PORTG PG5 PORTG.DDR.B5=1

表15.6 各ポートの出力許可設定一覧（112ピンLQFP） (4 / 4)

ポート モジュール名 出力信号名
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レジスタの設定
各周辺モジュールの設定
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15.1.5 未使用端子の処理

表 15.7 に未使用端子の処理内容を示します。

注1. PORTn.ICRレジスタを初期値から変更しないでください。変更した場合、貫通電流が流れる可能性があります。

表15.7 未使用端子の処理内容（112ピンLQFP）

端子名 処理内容

EMLE 抵抗を介してVSSに接続（プルダウン）

MD1、MD0 （モード端子として必ず使用）

MDE （モード端子として必ず使用）

RES# 抵抗を介してVCCに接続（プルアップ）

PE2/NMI/POE10#-A 抵抗を介してVCCに接続（プルアップ）

EXTAL （クロック端子として必ず使用）

XTAL 端子を開放

WDTOVF# 端子を開放

ポート1～3、7～9、
A、B、D、E、Ｇ

 端子ごとに抵抗を介してVCCに接続（プルアップ）、または抵抗を介してVSSに接続（プルダウン）

 PORTn.ICRを初期値（入力バッファ無効）の状態で端子を開放することも可能（注1）

ポート4  端子ごとに抵抗を介してAVCC0に接続（プルアップ）、または抵抗を介してAVSS0に接続（プルダウン）

 PORTn.ICRを初期値（入力バッファ無効）の状態で端子を開放することも可能（注1）

ポート5～6  端子ごとに抵抗を介してAVCCに接続（プルアップ）、または抵抗を介してAVSSに接続（プルダウン）
 PORTn.ICRを初期値（入力バッファ無効）の状態で端子を開放することも可能（注1）

VREFH0 AVCC0に接続

VREFL0 AVSS0に接続

VREF AVCCに接続

TRST#、TMS、
TCK、TDI

端子ごとに抵抗を介してVCCに接続（プルアップ）、または抵抗を介してVSSに接続（プルダウン）

TDO 開放
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15.2 100 ピン LQFP I/O ポート

RX62T グループ、RX62G グループの 100 ピン LQFP の I/O ポートは、ポート 1 ～ 9、A、B、D、E の 13

ポートから構成され、入出力ポートを 55 本備えています。

15.2.1 概要

表 15.8 に I/O ポートの仕様を、表 15.9 にポート機能一覧を示します。

表15.8 I/Oポートの仕様（100ピンLQFP）

項目 内容

入出力端子 55本

入力端子 21本

ポート 13ポート（1～9、A、B、D、E）

オープンドレイン出力 2本（RIIC端子）

大電流出力 12本（MTU3端子、GPT端子）

シュミットトリガ入力端子 全ポート入力、CAN入力、IRQ入力、MTU3入力、POE3入力、RIIC入力、SCI入力、A/Dトリガ入

力、NMI入力、GPT入力、LIN入力

その他  1個のTTL負荷と30pFの容量負荷を駆動可能
 出力時にダーリントントランジスタを駆動

 常に端子の状態を読み出すことが可能
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表15.9 ポート機能一覧 (1 / 3)（100ピンLQFP）

ポート 概要

ビ

ッ

ト

機　　　能
CMOS

入力端子

シュミット

トリガ

入力端子

オープン

ドレイン

出力機能

大電流

出力端子入出力 入力 出力

ポート1 MTU3入力、

割り込み入力

と兼用の汎用入出力

ポート

0 P10 MTCLKD-B/IRQ0-A — 全入力機能 — —

1 P11 MTCLKC-B/IRQ1-A 全入力機能

ポート2 MTU3入力、

割り込み入力、

A/Dコンバータ入

力、

RSPI入出力、

LIN入出力、

CAN入出力

と兼用の汎用入出力

ポート

0 P20 MTCLKB-B/IRQ7/

ADTRG0#-B

— 全入力機能 — —

1 P21 MTCLKA-B/IRQ6/

ADTRG1#-B
全入力機能

2 P22/MISO-A LRX/CRX-B/

ADTRG#

MISO-A P22/LRX/CRX-B/

ADTRG#

3 P23/MOSI-A LTX/CTX-B  MOSI-A P23

4 P24/RSPCK-A RSPCK-A P24

ポート3 MTU3入出力、

RSPI入出力

と兼用の汎用入出力

ポート

0 P30/MTIOC0B-B/

SSL0-A

MTCLKD-A SSL0-A P30/MTIOC0B-

B/

MTCLKD-A

— —

1 P31/MTIOC0A-B MTCLKC-A SSL1-A — 全入力機能

2 P32/MTIOC3C MTCLKB-A SSL2-A 全入力機能

3 P33/MTIOC3A MTCLKA-A SSL3-A 全入力機能

ポート4 A/Dコンバータ入力

と兼用の汎用入力

ポート

0 P40/AN000 — P40 — —

1 P41/AN001 P41

2 P42/AN002 P42

3 P43/AN003/

CVREFL

P43

4 P44/AN100 P44

5 P45/AN101 P45

6 P46/AN102 P46

7 P47/AN103/

CVREFH

P47

ポート5 A/Dコンバータ入力

と兼用の汎用入力

ポート

0 P50/AN6 — P50 — —

1 P51/AN7 P51

2 P52/AN8 P52

3 P53/AN9 P53

4 P54/AN10 P54

5 P55/AN11 P55

ポート6 A/Dコンバータ入力

と兼用の汎用入力

ポート

0 P60/AN0 — P60 — —

1 P61/AN1 P61

2 P62/AN2 P62

3 P63/AN3 P63

4 P64/AN4 P64

5 P65/AN5 P65
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ポート7 POE3入力、

割り込み入力、

MTU3入出力、

GPT入出力

と兼用の汎用入出力

ポート

0 P70 POE0#/IRQ5 — 全入力機能 — —

1 P71/MTIOC3B/

GTIOC0A-A
全入力機能 ○

2 P72/MTIOC4A/

GTIOC1A-A
全入力機能 ○

3 P73/MTIOC4B/

GTIOC2A-A
全入力機能 ○

4 P74/MTIOC3D/

GTIOC0B-A
全入力機能 ○

5 P75/MTIOC4C/

GTIOC1B-A
全入力機能 ○

6 P76/MTIOC4D/

GTIOC2B-A
全入力機能 ○

ポート8 SCI入出力

MTU3入力

と兼用の汎用入出力

ポート

0 P80 RXD2-B/MTIC5W — 全入力機能 — —

1 P81 MTIC5V TXD2-B 全入力機能

2 P82/SCK2-B MTIC5U 全入力機能

ポート9 MTU3入出力、

POE3入力、

割り込み入力

と兼用の汎用入出力

ポート

0 P90/MTIOC7D — 全入力機能 — ○

1 P91/MTIOC7C 全入力機能 ○

2 P92/MTIOC6D 全入力機能 ○

3 P93/MTIOC7B 全入力機能 ○

4 P94/MTIOC7A 全入力機能 ○

5 P95/MTIOC6B 全入力機能 ○

6 P96 POE4#/IRQ4 全入力機能 —

ポートA MTU3入出力、

RSPI入出力、

A/Dコンバータ入

力、

と兼用の汎用入出力

ポート

0 PA0/MTIOC6C SSL3-B — 全入力機能 — —

1 PA1/MTIOC6A SSL2-B 全入力機能

2 PA2/MTIOC2B SSL1-B 全入力機能

3 PA3/MTIOC2A/

SSL0-B

SSL0-B PA3/MTIOC2A

4 PA4/MTIOC1B/

RSPCK-B

ADTRG0#-A RSPCK-B PA4/MTIOC1B/

ADTRG0#-A

5 PA5/MTIOC1A/

MISO-B

ADTRG1#-A MISO-B PA5/MTIOC1A/

ADTRG1#-A

ポートB MTU3入出力、

RSPI入出力、

RIIC入出力、

SCI入出力、

GPT入力、

POE3入力、

割り込み入力、

CAN入出力、

トレース出力

と兼用の汎用入出力

ポート

0 PB0/MTIOC0D/

MOSI-B

MOSI-B PB0/MTIOC0D — —

1 PB1/MTIOC0C/

SCL

RXD0 — 全入力機能 ○

（SCLのみ）

—

2 PB2/MTIOC0B-A/

SDA

TXD0 全入力機能 ○

（SDAの

み）

—

3 PB3/MTIOC0A-A/

SCK0
全入力機能 — —

4 PB4 GTETRG/

POE8#/IRQ3
全入力機能

5 PB5 TXD2-A/

CTX-A/

TRSYNC

全入力機能

6 PB6 RXD2-A/CRX-A TRDATA0 全入力機能

7 PB7/SCK2-A TRDATA1 全入力機能

表15.9 ポート機能一覧 (2 / 3)（100ピンLQFP）

ポート 概要

ビ

ッ

ト

機　　　能
CMOS

入力端子

シュミット

トリガ

入力端子

オープン

ドレイン

出力機能

大電流

出力端子入出力 入力 出力
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ポートD GPT入出力、

RSPI入出力、

SCI入出力、

CAN出力、

トレース出力、

オンチップエミュ

レータ入出力

と兼用の汎用入出力

ポート

0 PD0/GTIOC3B/

RSPCK-C

TRDATA2 RSPCK-C PD0/GTIOC3B — —

1 PD1/GTIOC3A/

MISO-C

TRDATA3 MISO-C PD1/GTIOC3A

2 PD2/GTIOC2B-B/

MOSI-C

TRCLK MOSI-C PD2/GTIOC2B-B

3 PD3/GTIOC2A-B TXD1/TDO — 全入力機能

4 PD4/GTIOC1B-B/

SCK1

TCK — 全入力機能

5 PD5/GTIOC1A-B RXD1/TDI — 全入力機能

6 PD6/GTIOC0B-B/

SSL0-C

TMS SSL0-C PD6/GTIOC0B-B

7 PD7/GTIOC0A-B TRST# SSL1-C/CTX-C — 全入力機能

ポートE CAN入力、

RSPI出力、

POE3入力、

MTU3入力、

割り込み入力

と兼用の汎用入出力

ポート

0 PE0 CRX-C SSL2-C — 全入力機能 — —

1 PE1 SSL3-C 全入力機能

2 PE2/POE10#-A/

NMI
全入力機能

3 PE3 MTCLKD-C/

POE11#/IRQ2-A
全入力機能

4 PE4 MTCLKC-C/

POE10#-B/

IRQ1-B

全入力機能

5 PE5 IRQ0-B 全入力機能

表15.9 ポート機能一覧 (3 / 3)（100ピンLQFP）

ポート 概要

ビ

ッ

ト

機　　　能
CMOS

入力端子

シュミット

トリガ

入力端子

オープン

ドレイン

出力機能

大電流

出力端子入出力 入力 出力
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15.2.2 レジスタの説明

表 15.10 に I/O ポートのレジスタ一覧を示します。表 15.11 に各レジスタの有効ビット一覧を示します。

表15.10 I/Oポートのレジスタ一覧 (1 / 2)（100ピンLQFP）

ポートシンボル レジスタ名 レジスタシンボル リセット後の値 アドレス アクセスサイズ

PORT1 データディレクションレジスタ DDR 00h 0008 C001h 8

データレジスタ DR 00h 0008 C021h 8

ポートレジスタ PORT 不定 0008 C041h 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C061h 8

PORT2 データディレクションレジスタ DDR 00h 0008 C002h 8

データレジスタ DR 00h 0008 C022h 8

ポートレジスタ PORT 不定 0008 C042h 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C062h 8

PORT3 データディレクションレジスタ DDR 00h 0008 C003h 8

データレジスタ DR 00h 0008 C023h 8

ポートレジスタ PORT 不定 0008 C043h 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C063h 8

PORT4 ポートレジスタ PORT 不定 0008 C044h 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C064h 8

PORT5 ポートレジスタ PORT 不定 0008 C045h 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C065h 8

PORT6 ポートレジスタ PORT 不定 0008 C046h 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C066h 8

PORT7 データディレクションレジスタ DDR 00h 0008 C007h 8

データレジスタ DR 00h 0008 C027h 8

ポートレジスタ PORT 不定 0008 C047h 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C067h 8

PORT8 データディレクションレジスタ DDR 00h 0008 C008h 8

データレジスタ DR 00h 0008 C028h 8

ポートレジスタ PORT 不定 0008 C048h 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C068h 8

PORT9 データディレクションレジスタ DDR 00h 0008 C009h 8

データレジスタ DR 00h 0008 C029h 8

ポートレジスタ PORT 不定 0008 C049h 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C069h 8

PORTA データディレクションレジスタ DDR 00h 0008 C00Ah 8

データレジスタ DR 00h 0008 C02Ah 8

ポートレジスタ PORT 不定 0008 C04Ah 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C06Ah 8

PORTB データディレクションレジスタ DDR 00h 0008 C00Bh 8

データレジスタ DR 00h 0008 C02Bh 8

ポートレジスタ PORT 不定 0008 C04Bh 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C06Bh 8

PORTD データディレクションレジスタ DDR 00h 0008 C00Dh 8

データレジスタ DR 00h 0008 C02Dh 8

ポートレジスタ PORT 不定 0008 C04Dh 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C06Dh 8
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PORTE データディレクションレジスタ DDR 00h 0008 C00Eh 8

データレジスタ DR 00h 0008 C02Eh 8

ポートレジスタ PORT 不定 0008 C04Eh 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C06Eh 8

IOPORT ポートファンクションレジスタ8 PF8IRQ 00h 0008 C108h 8

ポートファンクションレジスタA PFAADC 00h 0008 C10Ah 8

ポートファンクションレジスタC PFCMTU 00h 0008 C10Ch 8

ポートファンクションレジスタD PFDGPT　 00h 0008 C10Dh 8

ポートファンクションレジスタF PFFSCI 00h 0008 C10Fh 8

ポートファンクションレジスタG PFGSPI 00h 0008 C110h 8

ポートファンクションレジスタH PFHSPI 00h 0008 C111h 8

ポートファンクションレジスタJ PFJCAN 00h 0008 C113h 8

ポートファンクションレジスタK PFKLIN 00h 0008 C114h 8

ポートファンクションレジスタM PFMPOE 00h 0008 C116h 8

ポートファンクションレジスタN PFNPOE 00h 0008 C117h 8

表15.10 I/Oポートのレジスタ一覧 (2 / 2)（100ピンLQFP）

ポートシンボル レジスタ名 レジスタシンボル リセット後の値 アドレス アクセスサイズ
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表15.11 各レジスタの有効ビット一覧 (1 / 2)（100ピンLQFP）

レジスタシンボル b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

PORT1.DDR × × × × × × ○ ○

PORT2.DDR × × × ○ ○ ○ ○ ○

PORT3.DDR × × × × ○ ○ ○ ○

PORT7.DDR × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORT8.DDR × × × × × ○ ○ ○

PORT9.DDR × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORTA.DDR × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORTB.DDR ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORTD.DDR ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORTE.DDR × × ○ ○ ○ × ○ ○

PORT1.DR × × × × × × ○ ○

PORT2.DR × × × ○ ○ ○ ○ ○

PORT3.DR × × × × ○ ○ ○ ○

PORT7.DR × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORT8.DR × × × × × ○ ○ ○

PORT9.DR × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORTA.DR × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORTB.DR ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORTD.DR ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORTE.DR × × ○ ○ ○ × ○ ○

PORT1.PORT × × × × × × ○ ○

PORT2.PORT × × × ○ ○ ○ ○ ○

PORT3.PORT × × × × ○ ○ ○ ○

PORT4.PORT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORT5.PORT × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORT6.PORT × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORT7.PORT × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORT8.PORT × × × × × ○ ○ ○

PORT9.PORT × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORTA.PORT × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORTB.PORT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORTD.PORT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORTE.PORT × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORT1.ICR × × × × × × ○ ○

PORT2.ICR × × × ○ ○ ○ ○ ○

PORT3.ICR × × × × ○ ○ ○ ○

PORT4.ICR ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORT5.ICR × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORT6.ICR × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORT7.ICR × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORT8.ICR × × × × × ○ ○ ○

PORT9.ICR × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORTA.ICR × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORTB.ICR ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORTD.ICR ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORTE.ICR × × ○ ○ ○ × ○ ○
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○：有効ビット、×：無効ビット（予約ビット）

IOPORT.PF8IRQ × × × × ○ ○ ○ ○

IOPORT.PFAADC × × × × × × ○ ○

IOPORT.PFCMTU ○ ○ × × × × ○ ○

IOPORT.PFDGPT × × × × × × × ○

IOPORT.PFFSCI × × × × × ○ × ×

IOPORT.PFGSPI ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

IOPORT.PFHSPI × × × × × × ○ ○

IOPORT.PFJCAN ○ ○ × × × × × ○

IOPORT.PFKLIN × × × × × × × ○

IOPORT.PFMPOE × × × ○ ○ ○ ○ ○

IOPORT.PFNPOE ○ × × × × × × ×

表15.11 各レジスタの有効ビット一覧 (2 / 2)（100ピンLQFP）

レジスタシンボル b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
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15.2.2.1 データディレクションレジスタ（DDR）

n = 1 ～ 3、7 ～ 9、A、B、D、E

PORTn.DDR レジスタは、汎用入出力ポートの機能が選択されているとき、ポートの入力／出力を指定す

るレジスタです。

PORTn.DDR レジスタ（n ＝ 1 ～ 3、7 ～ 9、A、B、D、E）の各ビットは、それぞれポート n の端子 1 本ずつに

対応しており、1 ビット単位で指定できます。

アドレス PORT1.DDR 0008 C001h、PORT2.DDR 0008 C002h、PORT3.DDR 0008 C003h、PORT7.DDR 0008 C007h、
PORT8.DDR 0008 C008h、PORT9.DDR 0008 C009h、PORTA.DDR 0008 C00Ah、PORTB.DDR 0008 C00Bh、
PORTD.DDR 0008 C00Dh、PORTE.DDR 0008 C00Eh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

注1. PORT1.DDRは、下位2ビットが有効で、上位6ビットは予約ビットです。

PORT2.DDRは、下位5ビットが有効で、上位3ビットは予約ビットです。

PORT3.DDRは、下位4ビットが有効で、上位4ビットは予約ビットです。

PORT7.DDRは、下位7ビットが有効で、上位1ビットは予約ビットです。

PORT8.DDRは、下位3ビットが有効で、上位5ビットは予約ビットです。

PORT9.DDRは、下位7ビットが有効で、上位1ビットは予約ビットです。

PORTA.DDRは、下位6ビットが有効で、上位2ビットは予約ビットです。

PORTE.DDRは、b5～b3、b1、b0が有効で、b7、b6、b2は予約ビットです。

注2. 予約ビットは、読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください。

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 B0 Pn0入力／出力指定ビット 0：入力ポート

1：出力ポート

R/W

b1 B1 Pn1入力／出力指定ビット R/W

b2 B2 Pn2入力／出力指定ビット R/W

b3 B3 Pn3入力／出力指定ビット R/W

b4 B4 Pn4入力／出力指定ビット R/W

b5 B5 Pn5入力／出力指定ビット R/W

b6 B6 Pn6入力／出力指定ビット R/W

b7 B7 Pn7入力／出力指定ビット R/W
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15.2.2.2 データレジスタ（DR）

n = 1 ～ 3、7 ～ 9、A、B、D、E

PORTn.DR レジスタ（n ＝ 1 ～ 3、7 ～ 9、A、B、D、E）は、汎用出力ポートとして使用する端子の出力デー

タを格納するレジスタです。

アドレス PORT1.DR 0008 C021h、PORT2.DR 0008 C022h、PORT3.DR 0008 C023h、PORT7.DR 0008 C027h、
PORT8.DR 0008 C028h、PORT9.DR 0008 C029h、PORTA.DR 0008 C02Ah、PORTB.DR 0008 C02Bh、
PORTD.DR 0008 C02Dh、PORTE.DR 0008 C02Eh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

注1. PORT1.DRは、下位2ビットが有効で、上位6ビットは予約ビットです。

PORT2.DRは、下位5ビットが有効で、上位3ビットは予約ビットです。

PORT3.DRは、下位4ビットが有効で、上位4ビットは予約ビットです。

PORT7.DRは、下位7ビットが有効で、上位1ビットは予約ビットです。

PORT8.DRは、下位3ビットが有効で、上位5ビットは予約ビットです。

PORT9.DRは、下位7ビットが有効で、上位1ビットは予約ビットです。

PORTA.DRは、下位6ビットが有効で、上位2ビットは予約ビットです。

PORTE.DRは、b5～b3、b1、b0が有効で、b7、b6、b2は予約ビットです。

注2. 予約ビットは、読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください。

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 B0 Pn0出力データ格納ビット 出力データ格納 R/W

b1 B1 Pn1出力データ格納ビット R/W

b2 B2 Pn2出力データ格納ビット R/W

b3 B3 Pn3出力データ格納ビット R/W

b4 B4 Pn4出力データ格納ビット R/W

b5 B5 Pn5出力データ格納ビット R/W

b6 B6 Pn6出力データ格納ビット R/W

b7 B7 Pn7出力データ格納ビット R/W
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15.2.2.3 ポートレジスタ（PORT）

n = 1 ～ 9、A、B、D、E

PORT レジスタは、ポートの端子の状態を反映するレジスタです。

PORTn.PORT レジスタ（n ＝ 1 ～ 9、A、B、D、E）を読むと、端子の状態が読めます。

アドレス PORT1.PORT 0008 C041h、PORT2.PORT 0008 C042h、PORT3.PORT 0008 C043h、PORT4.PORT 0008 C044h、
PORT5.PORT 0008 C045h、PORT6.PORT 0008 C046h、PORT7.PORT 0008 C047h、PORT8.PORT 0008 C048h、
PORT9.PORT 0008 C049h、PORTA.PORT 0008 C04Ah、PORTB.PORT 0008 C04Bh、PORTD.PORT 0008 C04Dh、
PORTE.PORT 0008 C04Eh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0

リセット後の値 x x x x x x x x

注1. PORT1.PORTは、下位2ビットが有効で、上位6ビットは予約ビットです。

PORT2.PORTは、下位5ビットが有効で、上位3ビットは予約ビットです。

PORT3.PORTは、下位4ビットが有効で、上位4ビットは予約ビットです。

PORT5.PORTは、下位6ビットが有効で、上位2ビットは予約ビットです。

PORT6.PORTは、下位6ビットが有効で、上位2ビットは予約ビットです。

PORT7.PORTは、下位7ビットが有効で、上位1ビットは予約ビットです。

PORT8.PORTは、下位3ビットが有効で、上位5ビットは予約ビットです。

PORT9.PORTは、下位7ビットが有効で、上位1ビットは予約ビットです。

PORTA.PORTは、下位6ビットが有効で、上位2ビットは予約ビットです。

PORTE.PORTは、下位6ビットが有効で、上位2ビットは予約ビットです。

注2. 予約ビットは、読むと “1”が読めます。書き込みは無効になります。

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 B0 Pn0ビット ポートの端子状態を反映 R

b1 B1 Pn1ビット R

b2 B2 Pn2ビット R

b3 B3 Pn3ビット R

b4 B4 Pn4ビット R

b5 B5 Pn5ビット R

b6 B6 Pn6ビット R

b7 B7 Pn7ビット R
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15.2.2.4 入力バッファコントロールレジスタ（ICR）

n = 1 ～ 9、A、B、D、E
注1. 入力端子として使用する場合は、対応するビットを“1”にしてください。入力として使用しない端子、およびアナログ入力端子とし

て使用するビットは、“0”にしてください。

PORTn.ICR レジスタは、ポートの入力バッファを制御するレジスタです。

PORTn.ICR レジスタ（n ＝ 1 ～ 9、A、B、D、E）の各ビットは、それぞれポート n の端子 1 本ずつに対応して

おり、1 ビット単位で指定できます。

周辺モジュールの入力端子として使用する場合は、あらかじめ対応する端子の入力バッファを有効にする

ために PORTn.ICR を “1” にする必要があります。PORTn.ICR を “0” にした状態のまま周辺モジュールの入

力端子として使用した場合は、周辺モジュールへの入力信号は High に固定されます。

PORTn.ICR レジスタの設定を変更するときに、端子の状態によって内部的にエッジが発生することがあり

ます。PORTn.ICR レジスタの設定の変更は、当該入力端子が使用されていないときに行ってください。たと

えば、IRQi(i=0 ～ 7) 入力の場合、当該割り込みを禁止した状態で PORTn.ICR レジスタの設定の変更を行い、

割り込みコントローラの IRi.IR フラグ（i ＝ 64 ～ 71（IRQ の割り込みベクタ番号））を “0” にし、その後当

該割り込みを許可してください。PORTn.ICR レジスタの設定の変更後にエッジが発生したときは、そのエッ

ジをキャンセルしてください。

アドレス PORT1.ICR 0008 C061h、PORT2.ICR 0008 C062h、PORT3.ICR 0008 C063h、PORT4.ICR 0008 C064h、
PORT5.ICR 0008 C065h、PORT6.ICR 0008 C066h、PORT7.ICR 0008 C067h、PORT8.ICR 0008 C068h、
PORT9.ICR 0008 C069h、PORTA.ICR 0008 C06Ah、PORTB.ICR 0008 C06Bh、PORTD.ICR 0008 C06Dh、
PORTE.ICR 0008 C06Eh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

注1. PORT1.ICRは、下位2ビットが有効で、上位6ビットは予約ビットです。

PORT2. ICRは、下位5ビットが有効で、上位3ビットは予約ビットです。

PORT3. ICRは、下位4ビットが有効で、上位4ビットは予約ビットです。

PORT5. ICRは、下位6ビットが有効で、上位2ビットは予約ビットです。

PORT6. ICRは、下位6ビットが有効で、上位2ビットは予約ビットです。

PORT7. ICRは、下位7ビットが有効で、上位1ビットは予約ビットです。

PORT8. ICRは、下位3ビットが有効で、上位5ビットは予約ビットです。

PORT9. ICRは、下位7ビットが有効で、上位1ビットは予約ビットです。

PORTA. ICRは、下位6ビットが有効で、上位2ビットは予約ビットです。

PORTE. ICRは、b5～b3、b1、b0が有効で、b7、b6、b2は予約ビットです。

注2. 予約ビットは、読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください。

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 B0（注1） Pn0入力バッファ制御ビット 0：対応する端子の入力バッファは無効

1：対応する端子の入力バッファは有効

R/W

b1 B1（注1） Pn1入力バッファ制御ビット R/W

b2 B2（注1） Pn2入力バッファ制御ビット R/W

b3 B3（注1） Pn3入力バッファ制御ビット R/W

b4 B4（注1） Pn4入力バッファ制御ビット R/W

b5 B5（注1） Pn5入力バッファ制御ビット R/W

b6 B6（注1） Pn6入力バッファ制御ビット R/W

b7 B7（注1） Pn7入力バッファ制御ビット R/W
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15.2.2.5 ポートファンクションレジスタ 8（PF8IRQ）

PF8IRQ レジスタは、IRQ0、IRQ1 入力端子を選択するレジスタです。

ITSi ビット（IRQi 端子選択ビット）（i ＝ 0、1）

IRQi の入力端子を選択します。

15.2.2.6 ポートファンクションレジスタ A（PFAADC）

PFAADC レジスタは、ADTRG0#、ADTRG1# 端子を選択するレジスタです。

ADTRGnS ビット（ADTRGn# 入力選択ビット）（n=0、1）

ADTRGn# の入力端子を選択します。

アドレス 0008 C108h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — ITS1[1:0] ITS0[1:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b1-b0 ITS0[1:0] IRQ0端子選択ビット b1   b0

0  0：P10を IRQ0-A入力端子として設定

0  1：PE5を IRQ0-B入力端子として設定
1  0：設定しないでください

1  1：設定しないでください

R/W

b3-b2 ITS1[1:0] IRQ1端子選択ビット b3   b2

0  0：P11を IRQ1-A入力端子として設定
0  1：PE4を IRQ1-B入力端子として設定

1  0：設定しないでください
1  1：設定しないでください

R/W

b7-b4 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

アドレス 0008 C10Ah

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — ADTRG
1S

ADTRG
0S

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 ADTRG0S ADTRG0#入力選択ビット 0：PA4をADTRG0#-A入力端子として設定

1：P20をADTRG0#-B入力端子として設定

R/W

b1 ADTRG1S ADTRG1#入力選択ビット 0：PA5をADTRG1#-A入力端子として設定

1：P21をADTRG1#-B入力端子として設定

R/W

b7-b2 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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15.2.2.7 ポートファンクションレジスタ C（PFCMTU）

PFCMTU レジスタは、MTU3 の端子を選択するレジスタです。

MTUSi ビット（MTU3 端子選択ビット）（i ＝ 0、1）

MTU3 の入出力端子を選択します。

TCLKS[1:0] ビット（MTCLK 端子選択ビット）

MTU3 の MTCLK 入力端子を選択します。

アドレス 0008 C10Ch

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

TCLKS[1:0] — — — — MTUS1 MTUS0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 MTUS0 MTU3端子選択0ビット 0：PB3をMTIOC0A-A端子として選択

1：P31をMTIOC0A-B端子として選択

R/W

b1 MTUS1 MTU3端子選択1ビット 0：PB2をMTIOC0B-A端子として選択

1：P30をMTIOC0B-B端子として選択

R/W

b5-b2 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”にしてください R/W

b7-b6 TCLKS[1:0] MTCLK端子選択ビット  b7    b6

0  0：P33をMTCLKA-A端子として選択

P32をMTCLKB-A端子として選択

P31をMTCLKC-A端子として選択

P30をMTCLKD-A端子として選択

0  1：P21をMTCLKA-B端子として選択

P20をMTCLKB-B端子として選択

P11をMTCLKC-B端子として選択

P10をMTCLKD-B端子として選択

1  0：PE4をMTCLKC-C端子として選択

PE3をMTCLKD-C端子として選択

（MTCLKA端子およびMTCLKB端子は選択

できません）

1  1：設定できません

R/W
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15.2.2.8 ポートファンクションレジスタ D（PFDGPT）

PFDGPT レジスタは、GPT の端子を選択するレジスタです。

GPTS ビット（GPT 入出力端子選択ビット）

GPT の入出力端子を選択します。

15.2.2.9 ポートファンクションレジスタ F（PFFSCI）

PFFSCI レジスタは、SCI の端子を選択するレジスタです。

SCI2S ビット（SCI2 入出力端子選択ビット）

SCI チャネル 2 の入出力端子を選択します。

アドレス 0008 C10Dh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — GPTS

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 GPTS GPT端子選択ビット 0：P71 をGTIOC0A-A 端子として選択
P74 をGTIOC0B-A 端子として選択

P72 をGTIOC1A-A 端子として選択
P75 を GTIOC1B -A 端子として選択

P73 を GTIOC2A-A 端子として選択

P76 をGTIOC2B-A 端子として選択
1：PD7 をGTIOC0A-B端子として選択

PD6 をGTIOC0B-B 端子として選択
PD5 をGTIOC1A-B端子として選択

PD4 をGTIOC1B-B 端子として選択

PD3 をGTIOC2A-B端子として選択
PD2 をGTIOC2B-B 端子として選択

R/W

b7-b1 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

アドレス 0008 C10Fh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — SCI2S — —

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b1-b0 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b2 SCI2S SCI2入出力選択ビット 0：PB6をRXD2-A端子として設定

PB7をSCK2-A端子として設定

PB5をTXD2-A端子として設定

1：P80をRXD2-B端子として設定

P82をSCK2-B端子として設定

P81をTXD2-B端子として設定

R/W

b7-b3 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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15.2.2.10 ポートファンクションレジスタ G（PFGSPI）

PFGSPI レジスタは、RSPI に関する入出力端子を設定するレジスタです。

RSPCKE ビット（RSPCK 出力許可ビット）

RSPCK 端子の出力許可／禁止を選択します。RSPCK 端子を使用する場合は、“1” にしてください。

MOSIE ビット（MOSI 出力許可ビット）

MOSI 端子の出力許可／禁止を選択します。MOSI 端子を使用する場合は、“1” にしてください。

MISOE ビット（MISO 出力許可ビット）

MISO 端子の出力許可／禁止を選択します。MISO 端子を使用する場合は、“1” にしてください。

SSL0E ビット（SSL0 出力許可ビット）

SSL0 端子の出力許可／禁止を選択します。SSL0 端子を使用する場合は、“1” にしてください。

SSL1E ビット（SSL1 出力許可ビット）

SSL1 端子の出力許可／禁止を選択します。SSL1 端子を使用する場合は、“1” にしてください。

SSL2E ビット（SSL2 出力許可ビット）

SSL2 端子の出力許可／禁止を選択します。SSL2 端子を使用する場合は、“1” にしてください。

SSL3E ビット（SSL3 出力許可ビット）

SSL3 端子の出力許可／禁止を選択します。SSL3 端子を使用する場合は、“1” にしてください。

アドレス 0008 C110h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

SSL3E SSL2E SSL1E SSL0E MISOE MOSIE RSPCK
E

—

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b1 RSPCKE RSPCK出力許可ビット 0：RSPCK端子無効

1：RSPCK端子有効

R/W

b2 MOSIE MOSI出力許可ビット 0：MOSI端子無効

1：MOSI端子有効

R/W

b3 MISOE MISO出力許可ビット 0：MISO端子無効

1：MISO端子有効

R/W

b4 SSL0E SSL0出力許可ビット 0：SSL0端子無効

1：SSL0端子有効

R/W

b5 SSL1E SSL1出力許可ビット 0：SSL1端子無効

1：SSL1端子有効

R/W

b6 SSL2E SSL2出力許可ビット 0：SSL2端子無効

1：SSL2端子有効

R/W

b7 SSL3E SSL3出力許可ビット 0：SSL3端子無効

1：SSL3端子有効

R/W
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15.2.2.11 ポートファンクションレジスタ H（PFHSPI）

PFHSPI レジスタは、RSPI に関する入出力端子の設定するレジスタです。

RSPIS[1:0] ビット（RSPI 端子選択ビット）

RSPI の入出力端子を選択します。

RSPI の入出力端子は、端子ごとに許可ビットがあります。許可ビットを “1” にしている端子は選択されま

すが、許可ビットを “0” にしている端子は選択されません。

アドレス 0008 C111h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — RSPIS[1:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b1-b0 RSPIS[1:0] RSPI端子選択ビット  b1   b0

0  0：P22をMISO-A端子として設定

P23をMOSI-A端子として設定

P24をRSPCK-A端子として設定

P30をSSL0-A端子として設定

P31をSSL1-A端子として設定

P32をSSL2-A端子として設定

P33をSSL3-A端子として設定

0  1：PA5をMISO-B端子として設定

PB0をMOSI-B端子として設定

PA4をRSPCK-B端子として設定

PA3をSSL0-B端子として設定

PA2をSSL1-B端子として設定

PA1をSSL2-B端子として設定

PA0をSSL3-B端子として設定

1  0：PD1をMISO-C端子として設定

PD2をMOSI-C端子として設定

PD0をRSPCK-C端子として設定

PD6をSSL0-C端子として設定

PD7をSSL1-C端子として設定

PE0をSSL2-C端子として設定

PE1をSSL3-C端子として設定

1  1：設定しないでください

R/W

b7-b2 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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15.2.2.12 ポートファンクションレジスタ J（PFJCAN）

PFJCAN レジスタは、CAN に関する入出力端子を設定するレジスタです。

CANE ビット（CAN 端子許可ビット）

CAN 端子の許可／禁止を選択します。CAN を使用する場合は、“1” にしてください。

CANS[1:0] ビット（CAN 端子選択ビット）

CAN の入出力端子を選択します。

アドレス 0008 C113h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

CANS[1:0] — — — — — CANE

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 CANE CAN端子許可ビット 0：CTX端子およびCRX端子無効

1：CTX端子およびCRX端子有効

R/W

b5-b1 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b7-b6 CANS[1:0] CAN端子選択ビット b7 b6

0  0：PB5をCTX-A端子として設定

PB6をCRX-A端子として設定
0  1：P23をCTX-B端子として設定

P22をCRX-B端子として設定

1  0：PE0をCRX-C端子として設定
PD7をCTX-C端子として設定

1  1：設定しないでください

R/W
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15.2.2.13 ポートファンクションレジスタ K（PFKLIN）

PFKLIN レジスタは、LIN に関する入出力端子を設定するレジスタです。

LINE ビット（ LIN 端子許可ビット）

LIN 端子の許可／禁止を選択します。LIN を使用する場合は、“1” にしてください。

15.2.2.14 ポートファンクションレジスタ M（PFMPOE）

注1. 書き込みはリセットスタート後の 初の1回目のみ有効です。2回目以降の書き込みはできません。

PFMPOE レジスタは、POEn# 入力端子の許可／禁止を選択するレジスタです。

システムの誤動作を防ぐためにリセットスタート後に書き込みを行ってください。書き込みはリセットス

タート後の 初の 1 回目のみ有効です。

POEnE ビット（POEn# 入力許可ビット）（n ＝ 0、4、8、10、11）

対応する POEn# 入力の許可／禁止を選択します。

POEn# を使用する場合には、対応する POEnE ビットを “1” にしてください。

アドレス 0008 C114h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — LINE

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 LINE LIN端子許可ビット 0：LTX端子およびLRX 端子無効

1：LTX端子およびLRX 端子有効

R/W

b7-b1 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

アドレス 0008 C116h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — POE11
E

POE10
E

POE8E POE4E POE0E

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 POE0E POE0#入力許可ビット 0：I/Oポートとして設定

1：POEn#入力端子として設定（n=0、4、8、10、11）

R/W
（注1）

b1 POE4E POE4#入力許可ビット R/W
（注1）

b2 POE8E POE8#入力許可ビット R/W
（注1）

b3 POE10E POE10#入力許可ビット R/W
（注1）

b4 POE11E POE11#入力許可ビット R/W
（注1）

b7-b5 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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15.2.2.15 ポートファンクションレジスタ N（PFNPOE）

注1. 書き込みはリセットスタート後の 初の1 回目のみ有効です。2 回目以降の書き込みはできません。

PFNPOE レジスタは、POEn# 入力端子の許可／禁止を選択するレジスタです。

システムの誤動作を防ぐためにリセットスタート後に書き込みを行ってください。書き込みはリセットス

タート後の 初の 1 回目のみ有効です。

POE10S ビット（POE10# 入力選択ビット）

POE10# の入力端子を選択します。

アドレス 0008 C117h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

POE10
S

— — — — — — —

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b6-b0 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b7 POE10S POE10#入力選択ビット 0：PE2 を POE10#-A入力端子として設定
1： PE4 を POE10#-B入力端子として設定

R/W
（注1）
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15.2.3 ポートの設定

各周辺モジュールの端子を有効に設定すると、各ポートの設定が切り替わります。

入力として機能する端子は、各周辺モジュールの設定により独立して設定できます。ポートレジスタリー

ド、NMI および POEn# 端子入力を除き、入力バッファコントロールレジスタ（PORTn.ICR）の対応する

ビットを “1” にして入力バッファを有効にする必要があります。

出力および入出力として機能する端子は、各周辺モジュールの端子ごとに出力信号を有効に設定する必要

があります。同じポートにマルチプレクスされている各周辺モジュールの出力信号有効設定が競合すると周

辺モジュールのポートマルチプレクス優先順位に従って、優先される周辺モジュールの機能が有効になりま

す。

表 15.12 に周辺モジュールのポートマルチプレクス優先順位一覧を示します。

表15.12 周辺モジュールのポートマルチプレクス優先順位一覧（100ピンLQFP）

優先順位 モジュール名 出力端子名

高

低

1 RSPI RSPCK、MOSI、MISO、SSL0～SSL3

2 CAN CTX

3 LIN LTX

4 MTU0～MTU7 MTIOC0A、MTIOC0B、MTIOC0C、MTIOC0D、MTIOC1A、MTIOC1B、MTIOC2A、
MTIOC2B、MTIOC3A、MTIOC3B、MTIOC3C、MTIOC3D、MTIOC4A、MTIOC4B、
MTIOC4C、MTIOC4D、MTIOC6A、MTIOC6B、MTIOC6C、MTIOC6D、MTIOC7A、
MTIOC7B、MTIOC7C、MTIOC7D

5 GPT0～GPT3 GTIOC0A、GTIOC0B、GTIOC1A、GTIOC1B、

GTIOC2A、GTIOC2B、GTIOC3A、GTIOC3B

6 SCI0～SCI2 SCK0～SCK2、TXD0～TXD2

7 RIIC SCL、SDA

8 IOPORT P10～P11、P20～P24、P30～P33、P70～P76、P80～P82、P90～P96、PA0～PA5、
PB0～PB7、PD0～PD7、PE0～PE1、PE3～PE5
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15.2.4 出力許可設定一覧

表 15.13 に各ポートの出力許可設定一覧を示します。

当該する出力信号の詳細は、各周辺モジュールのレジスタの説明を参照してください。

また、各周辺モジュールの端子名の末尾に A ～ C のいずれかが付いている端子は、ポートファンクショ

ンレジスタによって端子機能を変更できます。

表15.13 各ポートの出力許可設定一覧（100ピンLQFP） (1 / 4)

ポート モジュール名 出力信号名
ポートファンクション

レジスタの設定
各周辺モジュールの設定

P10 PORT1 P10 PORT1.DDR.B0=1

P11 PORT1 P11 PORT1.DDR.B1=1

P20 PORT2 P20 PORT2.DDR.B0=1

P21 PORT2 P21 PORT2.DDR.B1=1

P22 RSPI MISO-A PFGSPI.MISOE=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=00

（端子許可とは別に、周辺モジュールの設定に

入力／出力の切り替え機能があります）

PORT2 P22 PORT2.DDR.B2 = 1

P23 RSPI MOSI-A PFGSPI.MOSIE=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=00

（端子許可とは別に、周辺モジュールの設定に
入力／出力の切り替え機能があります）

CAN CTX-B PFJCAN.CANE =1
PFJCAN.CANS[1:0]=01

（信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

LIN LTX PFKLIN.LINE=1 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT2 P23 PORT2.DDR.B3 =1

P24 RSPI RSPCK-A PFGSPI.RSPCKE =1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=00

（端子許可とは別に、周辺モジュールの設定に入力／

出力の切り替え機能があります）

PORT2 P24 PORT2.DDR.B4=1

P30 RSPI SSL0-A PFGSPI.SSL0E=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=00

（端子許可とは別に、周辺モジュールの設定に入力／
出力の切り替え機能があります）

MTU0 MTIOC0B-B PFCMTU.MTUS1=1 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT3 P30 PORT3.DDR.B0=1

P31 RSPI SSL1-A PFGSPI.SSL1E=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=00

（信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

MTU0 MTIOC0A-B PFCMTU.MTUS0=1 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT3 P31 PORT3.DDR.B1=1

P32 RSPI SSL2-A PFGSPI.SSL2E=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=00

（信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

MTU3 MTIOC3C （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT3 P32 PORT3.DDR.B2=1

P33 RSPI SSL3-A PFGSPI.SSL3E =1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=00

（信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

MTU3 MTIOC3A （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT3 P33 PORT3.DDR.B3=1

P70 PORT7 P70 PORT7.DDR.B0=1

P71 MTU3 MTIOC3B （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

GPT0 GTIOC0A-A PFDGPT.GPTS=0 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT7 P71 PORT7.DDR.B1=1

P72 MTU4 MTIOC4A （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

GPT1 GTIOC1A-A PFDGPT.GPTS=0 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT7 P72 PORT7.DDR.B2=1
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P73 MTU4 MTIOC4B （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

GPT2 GTIOC2A-A PFDGPT.GPTS=0 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT7 P73 PORT7.DDR.B3=1

P74 MTU3 MTIOC3D （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

GPT0 GTIOC0B-A PFDGPT.GPTS=0 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT7 P74 PORT7.DDR.B4=1

P75 MTU4 MTIOC4C （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

GPT1 GTIOC1B-A PFDGPT.GPTS=0 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT7 P75 PORT7.DDR.B5=1

P76 MTU4 MTIOC4D （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

GPT2 GTIOC2B-A PFDGPT.GPTS=0 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT7 P76 PORT7.DDR.B6=1

P80 PORT8 P80 PORT8.DDR.B0=1

P81 SCI2 TXD2-B PFFSCI.SCI2S=1 SCI2.SCR.TE=1

PORT8 P81 PORT8.DDR.B1=1

P82 SCI2 SCK2-B PFFSCI.SCI2S=1 SCI2.SCMR.SMIF=1のとき：

SMR.GM=0, SCR.CKE[1:0]=01かSMR.GM=1
で、SCR.TE=1かSCR.RE=1
SCI2.SCMR.SMIF=0のとき：

SMR.CM = 0, SCR.CKE[1:0]=01かSMR.CM=1,
SCR.CKE[1]=0 で、SCR.TE =1かSCR.RE=1

PORT8 P82 PORT8.DDR.B2=1

P90 MTU7 MTIOC7D （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT9 P90 PORT9.DDR.B0=1

P91 MTU7 MTIOC7C （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT9 P91 PORT9.DDR.B1=1

P92 MTU6 MTIOC6D （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT9 P92 PORT9.DDR.B2=1

P93 MTU7 MTIOC7B （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT9 P93 PORT9.DDR.B3=1

P94 MTU7 MTIOC7A （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT9 P94 PORT9.DDR.B4=1

P95 MTU6 MTIOC6B （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT9 P95 PORT9.DDR.B5=1

P96 PORT9 P96 PORT9.DDR.B6=1

PA0 RSPI SSL3-B PFGSPI.SSL3E=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=01

（信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

MTU6 MTIOC6C （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORTA PA0 PORTA.DDR.B0=1

PA1 RSPI SSL2-B PFGSPI.SSL2E=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=01

（信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

MTU6 MTIOC6A （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORTA PA1 PORTA.DDR.B1=1

PA2 RSPI SSL1-B PFGSPI.SSL1E=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=01

（信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

MTU2 MTIOC2B （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORTA PA2 PORTA.DDR.B2=1

表15.13 各ポートの出力許可設定一覧（100ピンLQFP） (2 / 4)

ポート モジュール名 出力信号名
ポートファンクション

レジスタの設定
各周辺モジュールの設定
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PA3 RSPI SSL0-B PFGSPI.SSL0E=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=01

（端子許可とは別に、周辺モジュールの設定に

入力／出力の切り替え機能があります）

MTU2 MTIOC2A （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORTA PA3 PORTA.DDR.B3=1

PA4 RSPI RSPCK-B PFGSPI.RSPCKE=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=01

（端子許可とは別に、周辺モジュールの設定に

入力／出力の切り替え機能があります）

MTU1 MTIOC1B （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORTA PA4 PORTA.DDR.B4=1

PA5 RSPI MISO-B PFGSPI.MISOE=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=01

（端子許可とは別に、周辺モジュールの設定に
入力／出力の切り替え機能があります）

MTU1 MTIOC1A （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORTA PA5 PORTA.DDR.B5=1

PB0 RSPI MOSI-B PFGSPI.MOSIE=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=01

（端子許可とは別に、周辺モジュールの設定に

入力／出力の切り替え機能があります）

MTU0 MTIOC0D （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORTB PB0 PORTB.DDR.B0=1

PB1 MTU0 MTIOC0C （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

RIIC SCL RIIC.ICCR1.ICE=1

PORTB PB1 PORTB.DDR.B1=1

PB2 MTU0 MTIOC0B-A PFCMTU.MTUS1=0 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

SCI0 TXD0 SCI0.SCR.TE=1

RIIC SDA RIIC.ICCR1.ICE=1

PORTB PB2 PORTB.DDR.B2=1

PB3 MTU0 MTIOC0A-A PFCMTU.MTUS0=0 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

SCI0 SCK0 SCI0.SCMR.SMIF=1のとき：
SMR.GM=0, SCR.CKE[1:0]=01かSMR.GM=1で、

SCR.TE=1かSCR.RE=1
SCI0.SCMR.SMIF=0のとき：
SMR.CM=0, SCR.CKE[1:0]=01かSMR.CM=1,
SCR.CKE[1]=0で、SCR.TE=1かSCR.RE=1

PORTB PB3 PORTB.DDR.B3=1

PB4 PORTB PB4 PORTB.DDR.B4=1

PB5 CAN CTX-A PFJCAN.CANE = 1
PFJCAN.CANS[1:0] = 00

（信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

SCI2 TXD2-A PFFSCI.SCI2S = 0 SCI2.SCR.TE=1

PORTB PB5 PORTB.DDR.B5=1

PB6 PORTB PB6 PORTB.DDR.B6=1

PB7 SCI2 SCK2-A PFFSCI.SCI2S=0 SCI2.SCMR.SMIF =1のとき：
SMR.GM = 0, SCR.CKE[1:0]=01かSMR.GM=1で、

SCR.TE=1かSCR.RE=1
SCI2.SCMR.SMIF=0のとき：
SMR.CM=0, SCR.CKE[1:0]=01かSMR.CM=1,
SCR.CKE[1]=0で、SCR.TE=1かSCR.RE=1

PORTB PB7 PORTB.DDR.B7=1

PD0 RSPI RSPCK-C PFGSPI.RSPCKE=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=10

（端子許可とは別に、周辺モジュールの設定に

入力／出力の切り替え機能があります）

GPT3 GTIOC3B （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORTD PD0 PORTD.DDR.B0=1

表15.13 各ポートの出力許可設定一覧（100ピンLQFP） (3 / 4)

ポート モジュール名 出力信号名
ポートファンクション

レジスタの設定
各周辺モジュールの設定



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 391 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 15.  I/Oポート

PD1 RSPI MISO-C PFGSPI.MISOE=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=10

（端子許可とは別に、周辺モジュールの設定に

入力／出力の切り替え機能があります）

GPT3 GTIOC3A （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORTD PD1 PORTD.DDR.B1=1

PD2 RSPI MOSI-C PFGSPI.MISOE=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=10

（端子許可とは別に、周辺モジュールの設定に

入力／出力の切り替え機能があります）

GPT2 GTIOC2B-B PFDGPT.GPTS=1 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORTD PD2 PORTD.DDR.B2=1

PD3 GPT2 GTIOC2A-B PFDGPT.GPTS=1 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

SCI1 TXD1 SCI1.SCR.TE=1

PORTD PD3 PORTD.DDR.B3=1

PD4 GPT1 GTIOC1B-B PFDGPT.GPTS=1 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

SCI1 SCK1 SCI1.SCMR.SMIF=1のとき：

SMR.GM = 0, SCR.CKE[1:0]=01かSMR.GM=1で、
SCR.TE=1かSCR.RE=1
SCI1.SCMR.SMIF=0のとき：
SMR.CM = 0, SCR.CKE[1:0]=01かSMR.CM=1,
SCR.CKE[1]=0で、SCR.TE=1かSCR.RE=1

PORTD PD4 PORTD.DDR.B4=1

PD5 GPT1 GTIOC1A-B PFDGPT.GPTS=1 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORTD PD5 PORTD.DDR.B5=1

PD6 RSPI SSL0-C PFGSPI.SSL0E=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=10

（端子許可とは別に、周辺モジュールの設定に

入力／出力の切り替え機能があります）

GPT0 GTIOC0B-B PFDGPT.GPTS=1 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORTD PD6 PORTD.DDR.B6=1

PD7 RSPI SSL1-C PFGSPI.SSL1E=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=10

（信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

CAN CTX-C PFJCAN.CANE=1
PFJCAN.CANS[1:0]=10

（信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

GPT0 GTIOC0A-B PFDGPT.GPTS=1 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORTD PD7 PORTD.DDR.B7=1

PE0 RSPI SSL2-C PFGSPI.SSL2E=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=10

（信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORTE PE0 PORTE.DDR.B0=1

PE1 RSPI SSL3-C PFGSPI.SSL3E=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=10

（信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORTE PE1 PORTE.DDR.B1=1

PE3 PORTE PE3 PORTE.DDR.B3=1

PE4 PORTE PE4 PORTE.DDR.B4=1

PE5 PORTE PE5 PORTE.DDR.B5=1

表15.13 各ポートの出力許可設定一覧（100ピンLQFP） (4 / 4)

ポート モジュール名 出力信号名
ポートファンクション

レジスタの設定
各周辺モジュールの設定
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15.2.5 未使用端子の処理

表 15.14 に未使用端子の処理内容を示します。

注1. PORTn.ICRレジスタを初期値から変更しないでください。変更した場合、貫通電流が流れる可能性があります。

表15.14 未使用端子の処理内容（100ピンLQFP）

端子名 処理内容

EMLE 抵抗を介してVSSに接続（プルダウン）

MD1、MD0 （モード端子として必ず使用）

MDE （モード端子として必ず使用）

RES# 抵抗を介してVCCに接続（プルアップ）

PE2/NMI/POE10#-A 抵抗を介してVCCに接続（プルアップ）

EXTAL （クロック端子として必ず使用）

XTAL 端子を開放

ポート1～3、7～9、

A、B、D、E 

 端子ごとに抵抗を介してVCCに接続（プルアップ）、または抵抗を介してVSSに接続（プルダウン）
 PORTn.ICRを初期値（入力バッファ無効）の状態で端子を開放することも可能（注1）

ポート4  端子ごとに抵抗を介してAVCC0に接続（プルアップ）、または抵抗を介してAVSS0に接続（プルダウン）

 PORTn.ICRを初期値（入力バッファ無効）の状態で端子を開放することも可能（注1）

ポート5～6  端子ごとに抵抗を介してAVCCに接続（プルアップ）、または抵抗を介してAVSSに接続（プルダウン）
 PORTn.ICRを初期値（入力バッファ無効）の状態で端子を開放することも可能（注1）

VREFH0 AVCC0に接続

VREFL0 AVSS0に接続

VREF AVCCに接続
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15.3 80 ピン LQFP I/O ポート

RX62T グループの 80 ピン LQFP の I/O ポートは、ポート 1 ～ 4、6、7、9、A、B、D、E の 11 ポートか

ら構成され、入出力ポートを 44 本備えています。

15.3.1 概要

表 15.15 に I/O ポートの仕様を、表 15.16 にポート機能一覧を示します。

表15.15 I/Oポートの仕様（80ピンLQFP）

項目 内容

入出力端子 44本

入力端子 13本

ポート 11ポート（1～4、6、7、9、A、B、D、E）

オープンドレイン出力 2本（RIIC端子）

大電流出力 6本（MTU3端子、GPT端子）

シュミットトリガ入力端子 全ポート入力、CAN入力、IRQ入力、MTU3入力、POE3入力、RIIC入力、SCI入力、A/Dトリガ入

力、NMI入力、GPT入力、LIN入力

その他  1個のTTL負荷と30pFの容量負荷を駆動可能

 出力時にダーリントントランジスタを駆動
 常に端子の状態を読み出すことが可能
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表15.16 ポート機能一覧 (1 / 2)（80ピンLQFP）

ポート 概要

ビ

ッ

ト

機　　　能
CMOS

入力端子

シュミット

トリガ

入力端子

オープン

ドレイン

出力機能

大電流

出力端子入出力 入力 出力

ポート1 MTU3入力、

割り込み入力

と兼用の汎用入出力

ポート

0 P10 MTCLKD-B/IRQ0-A — 全入力機能 — —

1 P11 MTCLKC-B/IRQ1-A 全入力機能

ポート2 MTU3入力、

割り込み入力、

A/Dコンバータ入

力、RSPI入出力、

LIN入出力、

CAN入出力

と兼用の汎用入出力

ポート

0 P20 MTCLKB-B/IRQ7/

ADTRG0#-B

— 全入力機能 — —

1 P21 MTCLKA-B/IRQ6/

ADTRG1#-B
全入力機能

2 P22/MISO-A LRX/CRX-B/

ADTRG#

MISO-A P22/LRX/CRX-B/

ADTRG#

3 P23/MOSI-A LTX/CTX-B  MOSI-A P23

4 P24/RSPCK-A RSPCK-A P24

ポート3 MTU3入出力、

RSPI入出力

と兼用の汎用入出力

ポート

0 P30/MTIOC0B-B/

SSL0-A

MTCLKD-A SSL0-A P30/MTIOC0B-

B/

MTCLKD-A

— —

1 P31/MTIOC0A-B MTCLKC-A SSL1-A — 全入力機能

2 P32/MTIOC3C MTCLKB-A SSL2-A 全入力機能

3 P33/MTIOC3A MTCLKA-A SSL3-A 全入力機能

ポート4 A/Dコンバータ入力

と兼用の汎用入力

ポート

0 P40/AN000 — P40 — —

1 P41/AN001 P41

2 P42/AN002 P42

3 P43/AN003/

CVREFL

P43

4 P44/AN100 P44

5 P45/AN101 P45

6 P46/AN102 P46

7 P47/AN103/

CVREFH

P47

ポート6 A/Dコンバータ入力

と兼用の汎用入力

ポート

0 P60/AN0 — P60 — —

1 P61/AN1 P61

2 P62/AN2 P62

3 P63/AN3 P63

ポート7 POE3入力、

割り込み入力、

MTU3入出力、

GPT入出力

と兼用の汎用入出力

ポート

0 P70 POE0#/IRQ5 — 全入力機能 — —

1 P71/MTIOC3B/

GTIOC0A-A
全入力機能 ○

2 P72/MTIOC4A/

GTIOC1A-A
全入力機能 ○

3 P73/MTIOC4B/

GTIOC2A-A
全入力機能 ○

4 P74/MTIOC3D/

GTIOC0B-A
全入力機能 ○

5 P75/MTIOC4C/

GTIOC1B-A
全入力機能 ○

6 P76/MTIOC4D/

GTIOC2B-A
全入力機能 ○
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ポート9 MTU3入出力、

POE3入力、

割り込み入力

と兼用の汎用入出力

ポート

1 P91/MTIOC7C — 全入力機能 — —

2 P92/MTIOC6D 全入力機能

3 P93/MTIOC7B 全入力機能

4 P94/MTIOC7A 全入力機能

5 P95/MTIOC6B 全入力機能

6 P96 POE4#/IRQ4 全入力機能

ポートA MTU3入出力、

RSPI入出力、

A/Dコンバータ入

力、

と兼用の汎用入出力

ポート

2 PA2/MTIOC2B SSL1-B — 全入力機能 — —

3 PA3/MTIOC2A/

SSL0-B

SSL0-B PA3/MTIOC2A

4 PA4/MTIOC1B/

RSPCK-B

ADTRG0#-A RSPCK-B PA4/MTIOC1B/

ADTRG0#-A

5 PA5/MTIOC1A/

MISO-B

ADTRG1#-A MISO-B PA5/MTIOC1A/

ADTRG1#-A

ポートB MTU3入出力、

RSPI入出力、

RIIC入出力、

SCI入出力、

GPT入力、

POE3入力、

割り込み入力、

CAN入出力、

と兼用の汎用入出力

ポート

0 PB0/MTIOC0D/

MOSI-B

MOSI-B PB0/MTIOC0D — —

1 PB1/MTIOC0C/

SCL

RXD0 — 全入力機能 ○

（SCLのみ）

—

2 PB2/MTIOC0B-A/

SDA

TXD0 全入力機能 ○

（SDAのみ）

—

3 PB3/MTIOC0A-A/

SCK0
全入力機能 — —

4 PB4 GTETRG/

POE8#/IRQ3
全入力機能

5 PB5 TXD2-A/

CTX-A/
全入力機能

6 PB6 RXD2-A/CRX-A 全入力機能

7 PB7/SCK2-A 全入力機能

ポートD GPT入出力、

SCI入出力、

CAN出力、

オンチップエミュ

レータ入出力

と兼用の汎用入出力

ポート

3 PD3/GTIOC2A-B TXD1/TDO — 全入力機能 — —

4 PD4/GTIOC1B-B/

SCK1

TCK — 全入力機能

5 PD5/GTIOC1A-B RXD1/TDI — 全入力機能

6 PD6/GTIOC0B-B TMS 全入力機能

7 PD7/GTIOC0A-B TRST# CTX-C — 全入力機能

ポートE CAN入力、

POE3入力、

MTU3入力、

割り込み入力

と兼用の汎用入出力

ポート

0 PE0 CRX-C — 全入力機能 — —

2 PE2/POE10#-A/

NMI
全入力機能

3 PE3 MTCLKD-C/

POE11#/IRQ2-A
全入力機能

4 PE4 MTCLKC-C/

POE10#-B/

IRQ1-B

全入力機能

表15.16 ポート機能一覧 (2 / 2)（80ピンLQFP）

ポート 概要

ビ

ッ

ト

機　　　能
CMOS

入力端子

シュミット

トリガ

入力端子

オープン

ドレイン

出力機能

大電流

出力端子入出力 入力 出力
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15.3.2 レジスタの説明

表 15.17 に I/O ポートのレジスタ一覧を示します。表 15.18 に各レジスタの有効ビット一覧を示します。

表15.17 /Oポートのレジスタ一覧 (1 / 2)（80ピンLQFP）

ポートシンボル レジスタ名 レジスタシンボル リセット後の値 アドレス アクセスサイズ

PORT1 データディレクションレジスタ DDR 00h 0008 C001h 8

データレジスタ DR 00h 0008 C021h 8

ポートレジスタ PORT 不定 0008 C041h 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C061h 8

PORT2 データディレクションレジスタ DDR 00h 0008 C002h 8

データレジスタ DR 00h 0008 C022h 8

ポートレジスタ PORT 不定 0008 C042h 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C062h 8

PORT3 データディレクションレジスタ DDR 00h 0008 C003h 8

データレジスタ DR 00h 0008 C023h 8

ポートレジスタ PORT 不定 0008 C043h 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C063h 8

PORT4 ポートレジスタ PORT 不定 0008 C044h 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C064h 8

PORT6 ポートレジスタ PORT 不定 0008 C046h 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C066h 8

PORT7 データディレクションレジスタ DDR 00h 0008 C007h 8

データレジスタ DR 00h 0008 C027h 8

ポートレジスタ PORT 不定 0008 C047h 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C067h 8

PORT9 データディレクションレジスタ DDR 00h 0008 C009h 8

データレジスタ DR 00h 0008 C029h 8

ポートレジスタ PORT 不定 0008 C049h 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C069h 8

PORTA データディレクションレジスタ DDR 00h 0008 C00Ah 8

データレジスタ DR 00h 0008 C02Ah 8

ポートレジスタ PORT 不定 0008 C04Ah 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C06Ah 8

PORTB データディレクションレジスタ DDR 00h 0008 C00Bh 8

データレジスタ DR 00h 0008 C02Bh 8

ポートレジスタ PORT 不定 0008 C04Bh 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C06Bh 8

PORTD データディレクションレジスタ DDR 00h 0008 C00Dh 8

データレジスタ DR 00h 0008 C02Dh 8

ポートレジスタ PORT 不定 0008 C04Dh 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C06Dh 8

PORTE データディレクションレジスタ DDR 00h 0008 C00Eh 8

データレジスタ DR 00h 0008 C02Eh 8

ポートレジスタ PORT 不定 0008 C04Eh 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C06Eh 8
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IOPORT ポートファンクションレジスタ8 PF8IRQ 00h 0008 C108h 8

ポートファンクションレジスタA PFAADC 00h 0008 C10Ah 8

ポートファンクションレジスタC PFCMTU 00h 0008 C10Ch 8

ポートファンクションレジスタD PFDGPT 00h 0008 C10Dh 8

ポートファンクションレジスタG PFGSPI 00h 0008 C110h 8

ポートファンクションレジスタH PFHSPI 00h 0008 C111h 8

ポートファンクションレジスタJ PFJCAN 00h 0008 C113h 8

ポートファンクションレジスタK PFKLIN 00h 0008 C114h 8

ポートファンクションレジスタM PFMPOE 00h 0008 C116h 8

ポートファンクションレジスタN PFNPOE 00h 0008 C117h 8

表15.17 /Oポートのレジスタ一覧 (2 / 2)（80ピンLQFP）

ポートシンボル レジスタ名 レジスタシンボル リセット後の値 アドレス アクセスサイズ
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表15.18 各レジスタの有効ビット一覧 (1 / 2)（80ピンLQFP）

レジスタシンボル b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

PORT1.DDR × × × × × × ○ ○

PORT2.DDR × × × ○ ○ ○ ○ ○

PORT3.DDR × × × × ○ ○ ○ ○

PORT7.DDR × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORT9.DDR × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

PORTA.DDR × × ○ ○ ○ ○ × ×

PORTB.DDR ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORTD.DDR ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

PORTE.DDR × × × ○ ○ × × ○

PORT1.DR × × × × × × ○ ○

PORT2.DR × × × ○ ○ ○ ○ ○

PORT3.DR × × × × ○ ○ ○ ○

PORT7.DR × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORT9.DR × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

PORTA.DR × × ○ ○ ○ ○ × ×

PORTB.DR ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORTD.DR ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

PORTE.DR × × × ○ ○ × × ○

PORT1.PORT × × × × × × ○ ○

PORT2.PORT × × × ○ ○ ○ ○ ○

PORT3.PORT × × × × ○ ○ ○ ○

PORT4.PORT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORT6.PORT × × × × ○ ○ ○ ○

PORT7.PORT × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORT9.PORT × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

PORTA.PORT × × ○ ○ ○ ○ × ×

PORTB.PORT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORTD.PORT ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

PORTE.PORT × × × ○ ○ ○ × ○

PORT1.ICR × × × × × × ○ ○

PORT2.ICR × × × ○ ○ ○ ○ ○

PORT3.ICR × × × × ○ ○ ○ ○

PORT4.ICR ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORT6.ICR × × × × ○ ○ ○ ○

PORT7.ICR × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORT9.ICR × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

PORTA.ICR × × ○ ○ ○ ○ × ×

PORTB.ICR ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORTD.ICR ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

PORTE.ICR × × × ○ ○ × × ○

IOPORT.PF8IRQ × × × × ○ ○ ○ ○

IOPORT.PFAADC × × × × × × ○ ○

IOPORT.PFCMTU ○ ○ × × × × ○ ○

IOPORT.PFDGPT × × × × × × × ○
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○：有効ビット、×：無効ビット（予約ビット）

IOPORT.PFGSPI ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

IOPORT.PFHSPI × × × × × × ○ ○

IOPORT.PFJCAN ○ ○ × × × × × ○

IOPORT.PFKLIN × × × × × × × ○

IOPORT.PFMPOE × × × ○ ○ ○ ○ ○

IOPORT.PFNPOE ○ × × × × × × ×

表15.18 各レジスタの有効ビット一覧 (2 / 2)（80ピンLQFP）

レジスタシンボル b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
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15.3.2.1 データディレクションレジスタ（DDR）

n ＝ 1 ～ 3、7、9、A、B、D、E

PORTn.DDR レジスタは、汎用入出力ポートの機能が選択されているとき、ポートの入力／出力を指定す

るレジスタです。

PORTn.DDR レジスタ（n ＝ 1 ～ 3、7、9、A、B、D、E）の各ビットは、それぞれポート n の端子 1 本ず

つに対応しており、1 ビット単位で指定できます。

アドレス PORT1.DDR 0008 C001h、PORT2.DDR 0008 C002h、PORT3.DDR 0008 C003h、PORT7.DDR 0008 C007h、
PORT9.DDR 0008 C009h、PORTA.DDR 0008 C00Ah、PORTB.DDR 0008 C00Bh、PORTD.DDR 0008 C00Dh、
PORTE.DDR 0008 C00Eh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

注1. PORT1.DDRは、下位2ビットが有効で、上位6ビットは予約ビットです。

PORT2.DDRは、下位5ビットが有効で、上位3ビットは予約ビットです。

PORT3.DDRは、下位4ビットが有効で、上位4ビットは予約ビットです。

PORT7.DDRは、下位7ビットが有効で、上位1ビットは予約ビットです。

PORT9.DDRは、b6～b1が有効で、b7、b0は予約ビットです。

PORTA.DDRは、b5～b2が有効で、b7、b6、b1、b0は予約ビットです。

PORTD.DDRは、上位5ビットが有効で、下位3ビットは予約ビットです。

PORTE.DDRは、b4、b3、b0が有効で、b7～b5、b2、b1は予約ビットです。

注2. 予約ビットは、読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください。

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 B0 Pn0入力／出力指定ビット 0：入力ポート

1：出力ポート

R/W

b1 B1 Pn1入力／出力指定ビット R/W

b2 B2 Pn2入力／出力指定ビット R/W

b3 B3 Pn3入力／出力指定ビット R/W

b4 B4 Pn4入力／出力指定ビット R/W

b5 B5 Pn5入力／出力指定ビット R/W

b6 B6 Pn6入力／出力指定ビット R/W

b7 B7 Pn7入力／出力指定ビット R/W
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15.3.2.2 データレジスタ（DR）

n ＝ 1 ～ 3、7、9、A、B、D、E

PORTn.DR レジスタ（n ＝ 1 ～ 3、7、9、A、B、D、E）は、汎用出力ポートとして使用する端子の出力

データを格納するレジスタです。

アドレス PORT1.DR 0008 C021h、PORT2.DR 0008 C022h、PORT3.DR 0008 C023h、PORT7.DR 0008 C027h、
PORT9.DR 0008 C029h、PORTA.DR 0008 C02Ah、PORTB.DR 0008 C02Bh、PORTD.DR 0008 C02Dh、
PORTE.DR 0008 C02Eh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

注1. PORT1.DRは、下位2ビットが有効で、上位6ビットは予約ビットです。

PORT2.DRは、下位5ビットが有効で、上位3ビットは予約ビットです。

PORT3.DRは、下位4ビットが有効で、上位4ビットは予約ビットです。

PORT7.DRは、下位7ビットが有効で、上位1ビットは予約ビットです。

PORT9.DRは、b6～b1が有効で、b7、b0は予約ビットです。

PORTA.DRは、b5～b2が有効で、b7、b6、b1、b0は予約ビットです。

PORTD.DRは、上位5ビットが有効で、下位3ビットは予約ビットです。

PORTE.DRは、b4、b3、b0が有効で、b7～b5、b2、b1は予約ビットです。

注2. 予約ビットは、読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください。

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 B0 Pn0出力データ格納ビット 出力データ格納 R/W

b1 B1 Pn1出力データ格納ビット R/W

b2 B2 Pn2出力データ格納ビット R/W

b3 B3 Pn3出力データ格納ビット R/W

b4 B4 Pn4出力データ格納ビット R/W

b5 B5 Pn5出力データ格納ビット R/W

b6 B6 Pn6出力データ格納ビット R/W

b7 B7 Pn7出力データ格納ビット R/W
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15.3.2.3 ポートレジスタ（PORT）

n ＝ 1 ～ 4、6、7、9、A、B、D、E

PORT レジスタは、ポートの端子の状態を反映するレジスタです。

PORTn.PORT レジスタ（n ＝ 1 ～ 4、6、7、9、A、B、D、E）を読むと、端子の状態が読み出されます。

アドレス PORT1.PORT 0008 C041h、PORT2.PORT 0008 C042h、PORT3.PORT 0008 C043h、PORT4.PORT 0008 C044h、
PORT6.PORT 0008 C046h、PORT7.PORT 0008 C047h、PORT9.PORT 0008 C049h、PORTA.PORT 0008 C04Ah、
PORTB.PORT 0008 C04Bh、PORTD.PORT 0008 C04Dh、PORTE.PORT 0008 C04Eh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0

リセット後の値 x x x x x x x x

注1. PORT1.PORTは、下位2ビットが有効で、上位6ビットは予約ビットです。

PORT2.PORTは、下位5ビットが有効で、上位3ビットは予約ビットです。

PORT3.PORTは、下位4ビットが有効で、上位4ビットは予約ビットです。

PORT6.PORTは、下位4ビットが有効で、上位4ビットは予約ビットです。

PORT7.PORTは、下位7ビットが有効で、上位1ビットは予約ビットです。

PORT9.PORTは、b6～b1が有効で、b7、b0は予約ビットです。

PORTA.PORTは、b5～b2が有効で、b7、b6、b1、b0は予約ビットです。

PORTD.PORTは、上位5ビットが有効で、下位3ビットは予約ビットです。

PORTE.PORTは、b4～b2、b0が有効で、b7～b5、b1は予約ビットです。

注2. 予約ビットは、読むと “1”が読めます。書き込みは無効になります。

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 B0 Pn0ビット ポートの端子状態を反映 R

b1 B1 Pn1ビット R

b2 B2 Pn2ビット R

b3 B3 Pn3ビット R

b4 B4 Pn4ビット R

b5 B5 Pn5ビット R

b6 B6 Pn6ビット R

b7 B7 Pn7ビット R
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15.3.2.4 入力バッファコントロールレジスタ（ICR）

n ＝ 1 ～ 4、6、7、9、A、B、D、E
注1. 入力端子として使用する場合は、対応するビットを“1”にしてください。入力として使用しない端子、およびアナログ入力端子とし

て使用するビットは、“0”にしてください。

PORTn.ICR レジスタは、ポートの入力バッファを制御するレジスタです。

PORTn.ICR レジスタ（n ＝ 1 ～ 4、6、7、9、A、B、D、E）の各ビットは、それぞれポート n の端子 1 本

ずつに対応しており、1 ビット単位で指定できます。

周辺モジュールの入力端子として使用する場合は、あらかじめ対応する端子の入力バッファを有効にする

ために PORTn.ICR を “1” にする必要があります。PORTn.ICR を “0” にした状態のまま周辺モジュールの入

力端子として使用した場合は、周辺モジュールへの入力信号は High に固定されます。

PORTn.ICR レジスタの設定を変更するときに、端子の状態によって内部的にエッジが発生することがあり

ます。PORTn.ICR レジスタの設定の変更は、当該入力端子が使用されていないときに行ってください。たと

えば、IRQi(i=0 ～ 7) 入力の場合、当該割り込みを禁止した状態で PORTn.ICR レジスタの設定の変更を行い、

割り込みコントローラの IRi.IR フラグ（i ＝ 64 ～ 71(IRQ の割り込みベクタ番号 )）を “0” にし、その後当該

割り込みを許可してください。PORTn.ICR レジスタの設定の変更後にエッジが発生したときは、そのエッジ

をキャンセルしてください。

アドレス PORT1.ICR 0008 C061h、PORT2.ICR 0008 C062h、PORT3.ICR 0008 C063h、PORT4.ICR 0008 C064h、
PORT6.ICR 0008 C066h、PORT7.ICR 0008 C067h、PORT9.ICR 0008 C069h、PORTA.ICR 0008 C06Ah、
PORTB.ICR 0008 C06Bh、PORTD.ICR 0008 C06Dh、PORTE.ICR 0008 C06Eh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

注1. PORT1.ICRは、下位2ビットが有効で、上位6ビットは予約ビットです。

PORT2.ICRは、下位5ビットが有効で、上位3ビットは予約ビットです。

PORT3.ICRは、下位4ビットが有効で、上位4ビットは予約ビットです。

PORT6.ICRは、下位4ビットが有効で、上位4ビットは予約ビットです。

PORT7.ICRは、下位7ビットが有効で、上位1ビットは予約ビットです。

PORT9.ICRは、b6～b1が有効で、b7、b0は予約ビットです。

PORTA.ICRは、b5～b2が有効で、b7、b6、b1、b0は予約ビットです。

PORTD.ICRは、上位5ビットが有効で、下位3ビットは予約ビットです。

PORTE.ICRは、b4、b3、b0が有効で、b7～b5、b2、b1は予約ビットです。

注2. 予約ビットは、読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください。

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 B0（注1） Pn0入力バッファ制御ビット 0：対応する端子の入力バッファは無効

1：対応する端子の入力バッファは有効

R/W

b1 B1（注1） Pn1入力バッファ制御ビット R/W

b2 B2（注1） Pn2入力バッファ制御ビット R/W

b3 B3（注1） Pn3入力バッファ制御ビット R/W

b4 B4（注1） Pn4入力バッファ制御ビット R/W

b5 B5（注1） Pn5入力バッファ制御ビット R/W

b6 B6（注1） Pn6入力バッファ制御ビット R/W

b7 B7（注1） Pn7入力バッファ制御ビット R/W
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15.3.2.5 ポートファンクションレジスタ 8（PF8IRQ）

PF8IRQ レジスタは、IRQ1 入力端子を選択するレジスタです。

ITS1 ビット（IRQ1 端子選択ビット）

IRQ1 の入力端子を選択します。

アドレス 0008 C108h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — ITS1[1:0] — —

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b1-b0 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b3-b2 ITS1[1:0] IRQ1端子選択ビット b3  b2

0 0：P11を IRQ1-A入力端子として設定

0 1：PE4を IRQ1-B入力端子として設定
1 0：予約

1 1：予約

R/W

b7-b4 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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15.3.2.6 ポートファンクションレジスタ A（PFAADC）

PFAADC レジスタは、ADTRG0#、ADTRG1# 端子を選択するレジスタです。

ADTRGnS ビット（ADTRGn# 入力選択ビット）（n=0、1）

ADTRGn# の入力端子を選択します。

アドレス 0008 C10Ah

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — ADTRG
1S

ADTRG
0S

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 ADTRG0S ADTRG0#入力選択ビット 0：PA4をADTRG0#-A入力端子として設定

1：P20をADTRG0#-B入力端子として設定

R/W

b1 ADTRG1S ADTRG1#入力選択ビット 0：PA5をADTRG1#-A入力端子として設定

1：P21をADTRG1#-B入力端子として設定

R/W

b7-b2 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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15.3.2.7 ポートファンクションレジスタ C（PFCMTU）

PFCMTU レジスタは、MTU3 の端子を選択するレジスタです。

MTUSi ビット（MTU3 端子選択ビット）（i ＝ 0、1）

MTU3 の入出力端子を選択します。

TCLKS[1:0] ビット（MTCLK 端子選択ビット）

MTU3 の MTCLK 入力端子を選択します。

アドレス 0008 C10Ch

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

TCLKS[1:0] — — — — MTUS1 MTUS0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 MTUS0 MTU3端子選択0ビット 0：PB3をMTIOC0A-A端子として選択

1：P31をMTIOC0A-B端子として選択

R/W

b1 MTUS1 MTU3端子選択1ビット 0：PB2をMTIOC0B-A端子として選択

1：P30をMTIOC0B-B端子として選択

R/W

b5-b2 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”にしてください R/W

b7-b6 TCLKS[1:0] MTCLK端子選択ビット b7   b6

0  0：P33をMTCLKA-A端子として選択

P32をMTCLKB-A端子として選択

P31をMTCLKC-A端子として選択

P30をMTCLKD-A端子として選択

0  1：P21をMTCLKA-B端子として選択

P20をMTCLKB-B端子として選択

P11をMTCLKC-B端子として選択

P10をMTCLKD-B端子として選択

1  0：PE4をMTCLKC-C端子として選択

PE3をMTCLKD-C端子として選択

（MTCLKA端子およびMTCLKB端子は選択できません）

1  1：設定しないでください

R/W
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15.3.2.8 ポートファンクションレジスタ D（PFDGPT）

PFDGPT レジスタは、GPT の端子を選択するレジスタです。

GPTS ビット（GPT 入出力端子選択ビット）

GPT の入出力端子を選択します。

アドレス 0008 C10Dh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — GPTS

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 GPTS GPT端子選択ビット 0：P71 をGTIOC0A-A 端子として選択

P74 をGTIOC0B-A 端子として選択
P72 をGTIOC1A-A 端子として選択

P75 をGTIOC1B -A 端子として選択

P73 をGTIOC2A-A 端子として選択
P76 をGTIOC2B-A 端子として選択

1：PD7 をGTIOC0A-B端子として選択
PD6 をGTIOC0B-B 端子として選択

PD5 をGTIOC1A-B端子として選択

PD4 をGTIOC1B-B 端子として選択
PD3 をGTIOC2A-B端子として選択

（GTIOC2B-B 端子は選択できません）

R/W

b7-b1 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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15.3.2.9 ポートファンクションレジスタ G（PFGSPI）

PFGSPI レジスタは、RSPI に関する入出力端子を設定するレジスタです。

RSPCKE ビット（RSPCK 出力許可ビット）

RSPCK 端子の出力許可／禁止を選択します。RSPCK 端子を使用する場合は、“1” にしてください。

MOSIE ビット（MOSI 出力許可ビット）

MOSI 端子の出力許可／禁止を選択します。MOSI 端子を使用する場合は、“1” にしてください。

MISOE ビット（MISO 出力許可ビット）

MISO 端子の出力許可／禁止を選択します。MISO 端子を使用する場合は、“1” にしてください。

SSL0E ビット（SSL0 出力許可ビット）

SSL0 端子の出力許可／禁止を選択します。SSL0 端子を使用する場合は、“1” にしてください。

SSL1E ビット（SSL1 出力許可ビット）

SSL1 端子の出力許可／禁止を選択します。SSL1 端子を使用する場合は、“1” にしてください。

SSL2E ビット（SSL2 出力許可ビット）

SSL2 端子の出力許可／禁止を選択します。SSL2 端子を使用する場合は、“1” にしてください。

SSL3E ビット（SSL3 出力許可ビット）

SSL3 端子の出力許可／禁止を選択します。SSL3 端子を使用する場合は、“1” にしてください。

アドレス 0008 C110h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

SSL3E SSL2E SSL1E SSL0E MISOE MOSIE RSPCK
E

—

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b1 RSPCKE RSPCK出力許可ビット 0：RSPCK端子無効

1：RSPCK端子有効

R/W

b2 MOSIE MOSI出力許可ビット 0：MOSI端子無効

1：MOSI端子有効

R/W

b3 MISOE MISO出力許可ビット 0：MISO端子無効

1：MISO端子有効

R/W

b4 SSL0E SSL0出力許可ビット 0：SSL0端子無効

1：SSL0端子有効

R/W

b5 SSL1E SSL1出力許可ビット 0：SSL1端子無効

1：SSL1端子有効

R/W

b6 SSL2E SSL2出力許可ビット 0：SSL2端子無効

1：SSL2端子有効

R/W

b7 SSL3E SSL3出力許可ビット 0：SSL3端子無効

1：SSL3端子有効

R/W
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15.3.2.10 ポートファンクションレジスタ H（PFHSPI）

PFHSPI レジスタは、RSPI に関する入出力端子を設定するレジスタです。

RSPIS[1:0] ビット（RSPI 端子選択ビット）

RSPI の入出力端子を選択します。

RSPI の入出力端子は、端子ごとに許可ビットがあります。許可ビットを “1” にしている端子は選択され

ますが、許可ビットを “0” にしている端子は選択されません。

アドレス 0008 C111h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — RSPIS[1:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b1-b0 RSPIS[1:0] RSPI端子選択ビット b1   b0

0  0：P22をMISO-A端子として設定

P23をMOSI-A端子として設定

P24をRSPCK-A端子として設定

P30をSSL0-A端子として設定

P31をSSL1-A端子として設定

P32をSSL2-A端子として設定

P33をSSL3-A端子として設定

0  1：PA5をMISO-B端子として設定

PB0をMOSI-B端子として設定

PA4をRSPCK-B端子として設定

PA3をSSL0-B端子として設定

PA2をSSL1-B端子として設定

（SSL2端子およびSSL3端子は選択できません）

1  0：設定しないでください

1  1：設定しないでください

R/W

b2-b7 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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15.3.2.11 ポートファンクションレジスタ J（PFJCAN）

PFJCAN レジスタは、CAN に関する入出力端子を設定するレジスタです。

CANE ビット（CAN 端子許可ビット）

CAN 端子の許可／禁止を選択します。CAN を使用する場合は、“1” にしてください。

CANS[1:0] ビット（CAN 端子選択ビット）

CAN の入出力端子を選択します。

アドレス 0008 C113h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

CANS[1:0] — — — — — CANE

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 CANE CAN端子許可ビット 0：CTX端子およびCRX端子無効

1：CTX端子およびCRX端子有効

R/W

b5-b1 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b7-b6 CANS[1:0] CAN端子選択ビット b7 b6

0  0：PB5をCTX-A端子として設定

PB6をCRX-A端子として設定
0  1：P23をCTX-B端子として設定

P22をCRX-B端子として設定

1  0：PE0をCRX-C端子として設定
PD7をCTX-C端子として設定

1  1：設定しないでください

R/W
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15.3.2.12 ポートファンクションレジスタ K（PFKLIN）

PFKLIN レジスタは、LIN に関する入出力端子を設定するレジスタです。

LINE ビット（ LIN 端子許可ビット）

LIN 端子の許可／禁止を選択します。LIN を使用する場合は、“1” にしてください。

15.3.2.13 ポートファンクションレジスタ M（PFMPOE）

注1. 書き込みはリセットスタート後の 初の1回目のみ有効です。2回目以降の書き込みはできません。

PFMPOE レジスタは、POEn# 入力端子の許可／禁止を選択するレジスタです。

システムの誤動作を防ぐためにリセットスタート後に書き込みを行ってください。書き込みはリセットス

タート後の 初の 1 回目のみ有効です。

POEnE ビット（POEn# 入力許可ビット）（n ＝ 0、4、8、10、11）

対応する POEn# 入力の許可／禁止を選択します。

POEn# を使用する場合には、対応する POEnE ビットを “1” にしてください。

アドレス 0008 C114h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — LINE

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 LINE LIN端子許可ビット 0：LTX端子およびLRX 端子無効
1：LTX端子およびLRX 端子有効

R/W

b7-b1 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

アドレス 0008 C116h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — POE11
E

POE10
E

POE8E POE4E POE0E

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 POE0E POE0#入力許可ビット 0：I/Oポートとして設定

1：POEn#入力端子として設定（n=0、4、8、10、11）

R/W
（注1）

b1 POE4E POE4#入力許可ビット R/W
（注1）

b2 POE8E POE8#入力許可ビット R/W
（注1）

b3 POE10E POE10#入力許可ビット R/W
（注1）

b4 POE11E POE11#入力許可ビット R/W
（注1）

b7-b5 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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15.3.2.14 ポートファンクションレジスタ N（PFNPOE）

注1. 書き込みはリセットスタート後の 初の1 回目のみ有効です。2 回目以降の書き込みはできません。

PFNPOE レジスタは、POEn# 入力端子の許可／禁止を選択するレジスタです。

システムの誤動作を防ぐためにリセットスタート後に書き込みを行ってください。書き込みはリセットス

タート後の 初の 1 回目のみ有効です。

POE10S ビット（POE10# 入力選択ビット）

POE10# の入力端子を選択します。

アドレス 0008 C117h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

POE10
S

— — — — — — —

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b6-b0 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b7 POE10S POE10#入力選択ビット 0：PE2 を POE10#-A入力端子として設定
1： PE4 を POE10#-B入力端子として設定

R/W
（注1）
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15.3.3 ポートの設定

各周辺モジュールの端子を有効に設定すると、各ポートの設定が切り替わります。

入力として機能する端子は、各周辺モジュールの設定により独立して設定できます。ポートレジスタリー

ド、NMI および POEn# 端子入力を除き、入力バッファコントロールレジスタ（PORTn.ICR）の対応する

ビットを “1” にして入力バッファを有効にする必要があります。

出力および入出力として機能する端子は、各周辺モジュールの端子ごとに出力信号を有効に設定する必要

があります。同じポートにマルチプレクスされている各周辺モジュールの出力信号有効設定が競合すると周

辺モジュールのポートマルチプレクス優先順位に従って、優先される周辺モジュールの機能が有効になりま

す。

表 15.19 に周辺モジュールのポートマルチプレクス優先順位一覧を示します。

表15.19 周辺モジュールのポートマルチプレクス優先順位一覧（80ピンLQFP）

優先順位 モジュール名 出力端子名

高

低

1 RSPI RSPCK、MOSI、MISO、SSL0～SSL3

2 CAN CTX

3 LIN LTX

4 MTU0～MTU7 MTIOC0A、MTIOC0B、MTIOC0C、MTIOC0D、MTIOC1A、MTIOC1B、MTIOC2A、
MTIOC2B、MTIOC3A、MTIOC3B、MTIOC3C、MTIOC3D、MTIOC4A、MTIOC4B、
MTIOC4C、MTIOC4D、MTIOC6B、MTIOC6D、MTIOC7A、MTIOC7B、MTIOC7C

5 GPT0～GPT3 GTIOC0A、GTIOC0B、GTIOC1A、GTIOC1B、GTIOC2A、GTIOC2B

6 SCI0～SCI2 SCK0～SCK2、TXD0～TXD2

7 RIIC SCL、SDA

8 IOPORT P10～P11、P20～P24、P30～P33、P70～P76、P91～P96、PA2～PA5、PB0～PB7、
PD3～PD7、PE0、PE3～PE4
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15.3.4 出力許可設定一覧

表 15.20 に各ポートの出力許可設定一覧を示します。

当該する出力信号の詳細は、各周辺モジュールのレジスタの説明を参照してください。

また、各周辺モジュールの端子名の末尾に A ～ C のいずれかが付いている端子は、ポートファンクショ

ンレジスタによって端子機能を変更できます。

表15.20 各ポートの出力許可設定一覧（80ピンLQFP） (1 / 3)

ポート モジュール名 出力信号名
ポートファンクション

レジスタの設定
各周辺モジュールの設定

P10 PORT1 P10 PORT1.DDR.B0=1

P11 PORT1 P11 PORT1.DDR.B1=1

P20 PORT2 P20 PORT2.DDR.B0=1

P21 PORT2 P21 PORT2.DDR.B1=1

P22 RSPI MISO-A PFGSPI.MISOE=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=00

（端子許可とは別に、周辺モジュールの設定に

入力／出力の切り替え機能があります）

PORT2 P22 PORT2.DDR.B2 = 1

P23 RSPI MOSI-A PFGSPI.MOSIE=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=00

（端子許可とは別に、周辺モジュールの設定に
入力／出力の切り替え機能があります）

CAN CTX-B PFJCAN.CANE =1
PFJCAN.CANS[1:0]=01

（信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

LIN LTX PFKLIN.LINE=1 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT2 P23 PORT2.DDR.B3 =1

P24 RSPI RSPCK-A PFGSPI.RSPCKE =1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=00

（端子許可とは別に、周辺モジュールの設定に入力／

出力の切り替え機能があります）

PORT2 P24 PORT2.DDR.B4=1

P30 RSPI SSL0-A PFGSPI.SSL0E=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=00

（端子許可とは別に、周辺モジュールの設定に入力／
出力の切り替え機能があります）

MTU0 MTIOC0B-B PFCMTU.MTUS1=1 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT3 P30 PORT3.DDR.B0=1

P31 RSPI SSL1-A PFGSPI.SSL1E=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=00

（信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

MTU0 MTIOC0A-B PFCMTU.MTUS0=1 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT3 P31 PORT3.DDR.B1=1

P32 RSPI SSL2-A PFGSPI.SSL2E=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=00

（信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

MTU3 MTIOC3C （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT3 P32 PORT3.DDR.B2=1

P33 RSPI SSL3-A PFGSPI.SSL3E =1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=00

（信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

MTU3 MTIOC3A （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT3 P33 PORT3.DDR.B3=1

P70 PORT7 P70 PORT7.DDR.B0=1

P71 MTU3 MTIOC3B （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

GPT0 GTIOC0A-A PFDGPT.GPTS=0 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT7 P71 PORT7.DDR.B1=1

P72 MTU4 MTIOC4A （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

GPT1 GTIOC1A-A PFDGPT.GPTS=0 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT7 P72 PORT7.DDR.B2=1
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P73 MTU4 MTIOC4B （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

GPT2 GTIOC2A-A PFDGPT.GPTS=0 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT7 P73 PORT7.DDR.B3=1

P74 MTU3 MTIOC3D （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

GPT0 GTIOC0B-A PFDGPT.GPTS=0 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT7 P74 PORT7.DDR.B4=1

P75 MTU4 MTIOC4C （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

GPT1 GTIOC1B-A PFDGPT.GPTS=0 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT7 P75 PORT7.DDR.B5=1

P76 MTU4 MTIOC4D （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

GPT2 GTIOC2B-A PFDGPT.GPTS=0 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT7 P76 PORT7.DDR.B6=1

P91 MTU7 MTIOC7C （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT9 P91 PORT9.DDR.B1=1

P92 MTU6 MTIOC6D （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT9 P92 PORT9.DDR.B2=1

P93 MTU7 MTIOC7B （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT9 P93 PORT9.DDR.B3=1

P94 MTU7 MTIOC7A （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT9 P94 PORT9.DDR.B4=1

P95 MTU6 MTIOC6B （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT9 P95 PORT9.DDR.B5=1

P96 PORT9 P96 PORT9.DDR.B6=1

PA2 RSPI SSL1-B PFGSPI.SSL1E = 1
PFHSPI.RSPIS[1:0] = 01

（信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

MTU2 MTIOC2B （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORTA PA2 PORTA.DDR.B2=1

PA3 RSPI SSL0-B PFGSPI.SSL0E = 1
PFHSPI.RSPIS[1:0] = 01

（端子許可とは別に、周辺モジュールの設定に
入力／出力の切り替え機能があります）

MTU2 MTIOC2A （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORTA PA3 PORTA.DDR.B3=1

PA4 RSPI RSPCK-B PFGSPI.RSPCKE = 1
PFHSPI.RSPIS[1:0] = 01

（端子許可とは別に、周辺モジュールの設定に
入力／出力の切り替え機能があります）

MTU1 MTIOC1B （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORTA PA4 PORTA.DDR.B4=1

PA5 RSPI MISO-B PFGSPI.MISOE = 1
PFHSPI.RSPIS[1:0] = 01

（端子許可とは別に、周辺モジュールの設定に

入力／出力の切り替え機能があります）

MTU1 MTIOC1A （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORTA PA5 PORTA.DDR.B5=1

PB0 RSPI MOSI-B PFGSPI.MOSIE=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=01

（端子許可とは別に、周辺モジュールの設定に

入力／出力の切り替え機能があります）

MTU0 MTIOC0D （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORTB PB0 PORTB.DDR.B0=1

PB1 MTU0 MTIOC0C （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

RIIC SCL RIIC.ICCR1.ICE=1

PORTB PB1 PORTB.DDR.B1=1

表15.20 各ポートの出力許可設定一覧（80ピンLQFP） (2 / 3)

ポート モジュール名 出力信号名
ポートファンクション

レジスタの設定
各周辺モジュールの設定
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PB2 MTU0 MTIOC0B-A PFCMTU.MTUS1=0 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

SCI0 TXD0 SCI0.SCR.TE=1

RIIC SDA RIIC.ICCR1.ICE=1

PORTB PB2 PORTB.DDR.B2=1

PB3 MTU0 MTIOC0A-A PFCMTU.MTUS0=0 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

SCI0 SCK0 SCI0.SCMR.SMIF=1のとき：

SMR.GM=0, SCR.CKE[1:0]=01かSMR.GM=1で、
SCR.TE=1かSCR.RE=1
SCI0.SCMR.SMIF=0のとき：
SMR.CM=0, SCR.CKE[1:0]=01かSMR.CM=1,
SCR.CKE[1]=0で、SCR.TE=1かSCR.RE=1

PORTB PB3 PORTB.DDR.B3=1

PB4 PORTB PB4 PORTB.DDR.B4=1

PB5 CAN CTX-A PFJCAN.CANE = 1
PFJCAN.CANS[1:0] = 00

（信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

SCI2 TXD2-A PFFSCI.SCI2S = 0 SCI2.SCR.TE=1

PORTB PB5 PORTB.DDR.B5=1

PB6 PORTB PB6 PORTB.DDR.B6=1

PB7 SCI2 SCK2-A PFFSCI.SCI2S=0 SCI2.SCMR.SMIF =1のとき：

SMR.GM = 0, SCR.CKE[1:0]=01かSMR.GM=1で、
SCR.TE=1かSCR.RE=1
SCI2.SCMR.SMIF=0のとき：
SMR.CM=0, SCR.CKE[1:0]=01かSMR.CM=1,
SCR.CKE[1]=0で、SCR.TE=1かSCR.RE=1

PORTB PB7 PORTB.DDR.B7=1

PD3 GPT2 GTIOC2A-B PFDGPT.GPTS=1 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

SCI1 TXD1 SCI1.SCR.TE=1

PORTD PD3 PORTD.DDR.B3=1

PD4 GPT1 GTIOC1B-B PFDGPT.GPTS=1 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

SCI1 SCK1 SCI1.SCMR.SMIF=1のとき：

SMR.GM = 0, SCR.CKE[1:0]=01かSMR.GM=1で、
SCR.TE=1かSCR.RE=1
SCI1.SCMR.SMIF=0のとき：
SMR.CM = 0, SCR.CKE[1:0]=01かSMR.CM=1,
SCR.CKE[1]=0で、SCR.TE=1かSCR.RE=1

PORTD PD4 PORTD.DDR.B4=1

PD5 GPT1 GTIOC1A-B PFDGPT.GPTS=1 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORTD PD5 PORTD.DDR.B5=1

PD6 GPT0 GTIOC0B-B PFDGPT.GPTS=1 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORTD PD6 PORTD.DDR.B6=1

PD7 CAN CTX-C PFJCAN.CANE=1
PFJCAN.CANS[1:0]=10

（信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

GPT0 GTIOC0A-B PFDGPT.GPTS=1 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORTD PD7 PORTD.DDR.B7=1

PE0 PORTE PE0 PORTE.DDR.B0=1 

PE3 PORTE PE3 PORTE.DDR.B3=1

PE4 PORTE PE4 PORTE.DDR.B4=1 

表15.20 各ポートの出力許可設定一覧（80ピンLQFP） (3 / 3)

ポート モジュール名 出力信号名
ポートファンクション

レジスタの設定
各周辺モジュールの設定
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15.3.5 未使用端子の処理

表 15.21 に未使用端子の処理内容を示します。

注1. PORTn.ICRレジスタを初期値から変更しないでください。変更した場合、貫通電流が流れる可能性があります。

表15.21 未使用端子の処理内容（80ピンLQFP）

端子名 処理内容

EMLE 抵抗を介してVSSに接続（プルダウン）

MD1、MD0 （モード端子として必ず使用）

MDE （モード端子として必ず使用）

RES# 抵抗を介してVCCに接続（プルアップ）

PE2/NMI/POE10#-A 抵抗を介してVCCに接続（プルアップ）

EXTAL （クロック端子として必ず使用）

XTAL 端子を開放

ポー 1～3、7、9、A、

B、D、E

 端子ごとに抵抗を介してVCCに接続（プルアップ）、または抵抗を介してVSSに接続（プルダウン）
 PORTn.ICRを初期値（入力バッファ無効）の状態で端子を開放することも可能（注1）

ポート4  端子ごとに抵抗を介してAVCC0に接続（プルアップ）、または抵抗を介してAVSS0に接続（プルダウン）

 PORTn.ICRを初期値（入力バッファ無効）の状態で端子を開放することも可能（注1）

ポート6  端子ごとに抵抗を介してAVCCに接続（プルアップ）、または抵抗を介してAVSSに接続（プルダウン）
  PORTn.ICRを初期値（入力バッファ無効）の状態で端子を開放することも可能（注1）

VREFH0 AVCC0に接続

VREFL0 AVSS0に接続
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15.4 80 ピン (R5F562TxGDFF) I/O ポート

RX62T グループの 80 ピン (R5F562TxGDFF) I/O ポートは、ポート 1 ～ 4、7 ～ 9、A、B、D、E の 11 ポー

トから構成され、入出力ポートを 44 本備えています。

15.4.1 概要

表 15.8 に I/O ポートの仕様を、表 15.9 にポート機能一覧を示します。

表15.22 I/Oポートの仕様（80ピン (R5F562TxGDFF)）

項目 内容

入出力端子 44本

入力端子 9本

ポート 11ポート（1～4、7～9、A、B、D、E）

オープンドレイン出力 2本（RIIC端子）

大電流出力 12本（MTU3端子、GPT端子）

シュミットトリガ入力端子 全ポート入力、CAN入力、IRQ入力、MTU3入力、POE3入力、RIIC入力、SCI入力、A/Dトリガ入

力、NMI入力、GPT入力、LIN入力

その他  1個のTTL負荷と30pFの容量負荷を駆動可能
 出力時にダーリントントランジスタを駆動

 常に端子の状態を読み出すことが可能
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表15.23 ポート機能一覧 (1 / 2)（80ピン (R5F562TxGDFF)）

ポート 概要

ビ

ッ

ト

機　　　能
CMOS

入力端子

シュミット

トリガ

入力端子

オープン

ドレイン

出力機能

大電流

出力端子入出力 入力 出力

ポート1 MTU3入力、

割り込み入力

と兼用の汎用入出力

ポート

0 P10 MTCLKD-B/IRQ0-A — 全入力機能 — —

ポート2 MTU3入力、

割り込み入力、

A/Dコンバータ入

力、

RSPI入出力、

LIN入出力、

CAN入出力

と兼用の汎用入出力

ポート

0 P20 MTCLKB-B/IRQ7/

ADTRG0#-B

— 全入力機能 — —

2 P22/MISO-A LRX/CRX-B/

ADTRG#

MISO-A P22/LRX/CRX-B/

ADTRG#

3 P23/MOSI-A LTX/CTX-B  MOSI-A P23

4 P24/RSPCK-A RSPCK-A P24

ポート3 MTU3入出力、

RSPI入出力

と兼用の汎用入出力

ポート

0 P30/MTIOC0B-B/

SSL0-A

MTCLKD-A SSL0-A P30/MTIOC0B-

B/

MTCLKD-A

— —

1 P31/MTIOC0A-B MTCLKC-A SSL1-A — 全入力機能

2 P32/MTIOC3C MTCLKB-A SSL2-A 全入力機能

3 P33/MTIOC3A MTCLKA-A SSL3-A 全入力機能

ポート4 A/Dコンバータ入力

と兼用の汎用入力

ポート

0 P40/AN000 — P40 — —

1 P41/AN001 P41

2 P42/AN002 P42

3 P43/AN003/

CVREFL

P43

4 P44/AN100 P44

5 P45/AN101 P45

6 P46/AN102 P46

7 P47/AN103/

CVREFH

P47

ポート7 POE3入力、

割り込み入力、

MTU3入出力、

GPT入出力

と兼用の汎用入出力

ポート

0 P70 POE0#/IRQ5 — 全入力機能 — —

1 P71/MTIOC3B/

GTIOC0A-A
全入力機能 ○

2 P72/MTIOC4A/

GTIOC1A-A
全入力機能 ○

3 P73/MTIOC4B/

GTIOC2A-A
全入力機能 ○

4 P74/MTIOC3D/

GTIOC0B-A
全入力機能 ○

5 P75/MTIOC4C/

GTIOC1B-A
全入力機能 ○

6 P76/MTIOC4D/

GTIOC2B-A
全入力機能 ○

ポート8 SCI入出力

MTU3入力

と兼用の汎用入出力

ポート

0 P80 RXD2-B/MTIC5W — 全入力機能 — —

1 P81 MTIC5V TXD2-B 全入力機能

2 P82/SCK2-B MTIC5U 全入力機能
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ポート9 MTU3入出力、

POE3入力、

割り込み入力

と兼用の汎用入出力

ポート

0 P90/MTIOC7D — 全入力機能 — ○

1 P91/MTIOC7C 全入力機能 ○

2 P92/MTIOC6D 全入力機能 ○

3 P93/MTIOC7B 全入力機能 ○

4 P94/MTIOC7A 全入力機能 ○

5 P95/MTIOC6B 全入力機能 ○

6 P96 POE4#/IRQ4 全入力機能 —

ポートA MTU3入出力、

RSPI入出力、

A/Dコンバータ入

力、

と兼用の汎用入出力

ポート

3 PA3/MTIOC2A/

SSL0-B

SSL0-B PA3/MTIOC2A — —

5 PA5/MTIOC1A/

MISO-B

ADTRG1#-A MISO-B PA5/MTIOC1A/

ADTRG1#-A

ポートB MTU3入出力、

RSPI入出力、

RIIC入出力、

SCI入出力、

GPT入力、

POE3入力、

割り込み入力、

CAN入出力、

トレース出力

と兼用の汎用入出力

ポート

0 PB0/MTIOC0D/

MOSI-B

MOSI-B PB0/MTIOC0D — —

1 PB1/MTIOC0C/

SCL

RXD0 — 全入力機能 ○

（SCLのみ）

—

2 PB2/MTIOC0B-A/

SDA

TXD0 全入力機能 ○

（SDAの

み）

—

3 PB3/MTIOC0A-A/

SCK0
全入力機能 — —

4 PB4 GTETRG/

POE8#/IRQ3
全入力機能

5 PB5 TXD2-A/

CTX-A/

TRSYNC

全入力機能

6 PB6 RXD2-A/CRX-A TRDATA0 全入力機能

7 PB7/SCK2-A TRDATA1 全入力機能

ポートD GPT入出力、

RSPI入出力、

SCI入出力、

CAN出力、

トレース出力、

オンチップエミュ

レータ入出力

と兼用の汎用入出力

ポート

2 PD2/GTIOC2B-B/

MOSI-C

TRCLK MOSI-C PD2/GTIOC2B-B — —

3 PD3/GTIOC2A-B TXD1/TDO — 全入力機能

4 PD4/GTIOC1B-B/

SCK1

TCK — 全入力機能

5 PD5/GTIOC1A-B RXD1/TDI — 全入力機能

6 PD6/GTIOC0B-B/

SSL0-C

TMS SSL0-C PD6/GTIOC0B-B

7 PD7/GTIOC0A-B TRST# SSL1-C/CTX-C — 全入力機能

ポートE CAN入力、

RSPI出力、

POE3入力、

MTU3入力、

割り込み入力

と兼用の汎用入出力

ポート

0 PE0 CRX-C SSL2-C — 全入力機能 — —

1 PE1 SSL3-C 全入力機能

2 PE2/POE10#-A/

NMI
全入力機能

3 PE3 MTCLKD-C/

POE11#/IRQ2-A
全入力機能

4 PE4 MTCLKC-C/

POE10#-B/

IRQ1-B

全入力機能

5 PE5 IRQ0-B 全入力機能

表15.23 ポート機能一覧 (2 / 2)（80ピン (R5F562TxGDFF)）

ポート 概要

ビ

ッ

ト

機　　　能
CMOS

入力端子

シュミット

トリガ

入力端子

オープン

ドレイン

出力機能

大電流

出力端子入出力 入力 出力
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15.4.2 レジスタの説明

表 15.10 に I/O ポートのレジスタ一覧を示します。表 15.11 に各レジスタの有効ビット一覧を示します。

表15.24 I/Oポートのレジスタ一覧 (1 / 2)（80ピン (R5F562TxGDFF)）

ポートシンボル レジスタ名 レジスタシンボル リセット後の値 アドレス アクセスサイズ

PORT1 データディレクションレジスタ DDR 00h 0008 C001h 8

データレジスタ DR 00h 0008 C021h 8

ポートレジスタ PORT 不定 0008 C041h 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C061h 8

PORT2 データディレクションレジスタ DDR 00h 0008 C002h 8

データレジスタ DR 00h 0008 C022h 8

ポートレジスタ PORT 不定 0008 C042h 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C062h 8

PORT3 データディレクションレジスタ DDR 00h 0008 C003h 8

データレジスタ DR 00h 0008 C023h 8

ポートレジスタ PORT 不定 0008 C043h 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C063h 8

PORT4 ポートレジスタ PORT 不定 0008 C044h 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C064h 8

PORT7 データディレクションレジスタ DDR 00h 0008 C007h 8

データレジスタ DR 00h 0008 C027h 8

ポートレジスタ PORT 不定 0008 C047h 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C067h 8

PORT8 データディレクションレジスタ DDR 00h 0008 C008h 8

データレジスタ DR 00h 0008 C028h 8

ポートレジスタ PORT 不定 0008 C048h 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C068h 8

PORT9 データディレクションレジスタ DDR 00h 0008 C009h 8

データレジスタ DR 00h 0008 C029h 8

ポートレジスタ PORT 不定 0008 C049h 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C069h 8

PORTA データディレクションレジスタ DDR 00h 0008 C00Ah 8

データレジスタ DR 00h 0008 C02Ah 8

ポートレジスタ PORT 不定 0008 C04Ah 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C06Ah 8

PORTB データディレクションレジスタ DDR 00h 0008 C00Bh 8

データレジスタ DR 00h 0008 C02Bh 8

ポートレジスタ PORT 不定 0008 C04Bh 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C06Bh 8

PORTD データディレクションレジスタ DDR 00h 0008 C00Dh 8

データレジスタ DR 00h 0008 C02Dh 8

ポートレジスタ PORT 不定 0008 C04Dh 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C06Dh 8

PORTE データディレクションレジスタ DDR 00h 0008 C00Eh 8

データレジスタ DR 00h 0008 C02Eh 8

ポートレジスタ PORT 不定 0008 C04Eh 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C06Eh 8
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IOPORT ポートファンクションレジスタ8 PF8IRQ 00h 0008 C108h 8

ポートファンクションレジスタA PFAADC 00h 0008 C10Ah 8

ポートファンクションレジスタC PFCMTU 00h 0008 C10Ch 8

ポートファンクションレジスタD PFDGPT　 00h 0008 C10Dh 8

ポートファンクションレジスタF PFFSCI 00h 0008 C10Fh 8

ポートファンクションレジスタG PFGSPI 00h 0008 C110h 8

ポートファンクションレジスタH PFHSPI 00h 0008 C111h 8

ポートファンクションレジスタJ PFJCAN 00h 0008 C113h 8

ポートファンクションレジスタK PFKLIN 00h 0008 C114h 8

ポートファンクションレジスタM PFMPOE 00h 0008 C116h 8

ポートファンクションレジスタN PFNPOE 00h 0008 C117h 8

表15.24 I/Oポートのレジスタ一覧 (2 / 2)（80ピン (R5F562TxGDFF)）

ポートシンボル レジスタ名 レジスタシンボル リセット後の値 アドレス アクセスサイズ
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表15.25 各レジスタの有効ビット一覧 (1 / 2)（80ピン (R5F562TxGDFF)）

レジスタシンボル b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

PORT1.DDR × × × × × × × ○

PORT2.DDR × × × ○ ○ ○ × ○

PORT3.DDR × × × × ○ ○ ○ ○

PORT7.DDR × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORT8.DDR × × × × × ○ ○ ○

PORT9.DDR × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORTA.DDR × × ○ × ○ × × ×

PORTB.DDR ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORTD.DDR ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

PORTE.DDR × × × ○ ○ × × ×

PORT1.DR × × × × × × × ○

PORT2.DR × × × ○ ○ ○ × ○

PORT3.DR × × × × ○ ○ ○ ○

PORT7.DR × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORT8.DR × × × × × ○ ○ ○

PORT9.DR × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORTA.DR × × ○ × ○ × × ×

PORTB.DR ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORTD.DR ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

PORTE.DR × × × ○ ○ × × ×

PORT1.PORT × × × × × × × ○

PORT2.PORT × × × ○ ○ ○ × ○

PORT3.PORT × × × × ○ ○ ○ ○

PORT4.PORT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORT7.PORT × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORT8.PORT × × × × × ○ ○ ○

PORT9.PORT × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORTA.PORT × × ○ × ○ × × ×

PORTB.PORT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORTD.PORT ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

PORTE.PORT × × × ○ ○ ○ × ×

PORT1.ICR × × × × × × × ○

PORT2.ICR × × × ○ ○ ○ × ○

PORT3.ICR × × × × ○ ○ ○ ○

PORT4.ICR ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORT7.ICR × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORT8.ICR × × × × × ○ ○ ○

PORT9.ICR × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORTA.ICR × × ○ × ○ × × ×

PORTB.ICR ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORTD.ICR ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

PORTE.ICR × × × ○ ○ × × ×

IOPORT.PF8IRQ × × × × ○ ○ ○ ○

IOPORT.PFAADC × × × × × × × ○

IOPORT.PFCMTU ○ ○ × × × × ○ ○

IOPORT.PFDGPT × × × × × × × ○
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○：有効ビット、×：無効ビット（予約ビット）

IOPORT.PFFSCI × × × × × ○ × ×

IOPORT.PFGSPI ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

IOPORT.PFHSPI × × × × × × ○ ○

IOPORT.PFJCAN ○ ○ × × × × × ○

IOPORT.PFKLIN × × × × × × × ○

IOPORT.PFMPOE × × × ○ ○ ○ ○ ○

IOPORT.PFNPOE ○ × × × × × × ×

表15.25 各レジスタの有効ビット一覧 (2 / 2)（80ピン (R5F562TxGDFF)）

レジスタシンボル b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0
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15.4.2.1 データディレクションレジスタ（DDR）

n = 1 ～ 3、7 ～ 9、A、B、D、E

PORTn.DDR レジスタは、汎用入出力ポートの機能が選択されているとき、ポートの入力／出力を指定す

るレジスタです。

PORTn.DDR レジスタ（n ＝ 1 ～ 3、7 ～ 9、A、B、D、E）の各ビットは、それぞれポート n の端子 1 本ずつに

対応しており、1 ビット単位で指定できます。

アドレス PORT1.DDR 0008 C001h、PORT2.DDR 0008 C002h、PORT3.DDR 0008 C003h、PORT7.DDR 0008 C007h、
PORT8.DDR 0008 C008h、PORT9.DDR 0008 C009h、PORTA.DDR 0008 C00Ah、PORTB.DDR 0008 C00Bh、
PORTD.DDR 0008 C00Dh、PORTE.DDR 0008 C00Eh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

注1. PORT1.DDRは、下位１ビットが有効で、上位７ビットは予約ビットです。

PORT2.DDRは、b4～b2、b0が有効で、b7～b5、b1は予約ビットです。

PORT3.DDRは、下位４ビットが有効で、上位４ビットは予約ビットです。

PORT7.DDRは、下位７ビットが有効で、上位１ビットは予約ビットです。

PORT8.DDRは、下位３ビットが有効で、上位５ビットは予約ビットです。

PORT9.DDRは、下位７ビットが有効で、上位１ビットは予約ビットです。

PORTA.DDRは、b5、b3が有効で、b7、b6、b4、b2～b0は予約ビットです。

PORTD.DDRは、b7～b2が有効で、b1、b0は予約ビットです。

PORTE.DDRは、b4、b3が有効で、b7～b5、b2～b0は予約ビットです。

注2. 予約ビットには、"1"を書いてください。

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 B0 Pn0入力／出力指定ビット 0：入力ポート

1：出力ポート

R/W

b1 B1 Pn1入力／出力指定ビット R/W

b2 B2 Pn2入力／出力指定ビット R/W

b3 B3 Pn3入力／出力指定ビット R/W

b4 B4 Pn4入力／出力指定ビット R/W

b5 B5 Pn5入力／出力指定ビット R/W

b6 B6 Pn6入力／出力指定ビット R/W

b7 B7 Pn7入力／出力指定ビット R/W
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15.4.2.2 データレジスタ（DR）

n = 1 ～ 3、7 ～ 9、A、B、D、E

PORTn.DR レジスタ（n ＝ 1 ～ 3、7 ～ 9、A、B、D、E）は、汎用出力ポートとして使用する端子の出力デー

タを格納するレジスタです。

アドレス PORT1.DR 0008 C021h、PORT2.DR 0008 C022h、PORT3.DR 0008 C023h、PORT7.DR 0008 C027h、
PORT8.DR 0008 C028h、PORT9.DR 0008 C029h、PORTA.DR 0008 C02Ah、PORTB.DR 0008 C02Bh、
PORTD.DR 0008 C02Dh、PORTE.DR 0008 C02Eh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

注1. PORT1.DRは、下位１ビットが有効で、上位７ビットは予約ビットです。

PORT2.DRは、b4～b2、b0が有効で、b7～b5、b1は予約ビットです。

PORT3.DRは、下位４ビットが有効で、上位４ビットは予約ビットです。

PORT7.DRは、下位７ビットが有効で、上位１ビットは予約ビットです。

PORT8.DRは、下位３ビットが有効で、上位５ビットは予約ビットです。

PORT9.DRは、下位７ビットが有効で、上位１ビットは予約ビットです。

PORTA.DRは、b5、b3が有効で、b7、b6、b4、b2～b0は予約ビットです。

PORTD.DRは、b7～b2が有効で、b1、b0は予約ビットです。

PORTE.DRは、b4、b3が有効で、b7～b5、b2～ｂ0は予約ビットです。

注2. 予約ビットには、"1"を書いてください。

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 B0 Pn0出力データ格納ビット 出力データ格納 R/W

b1 B1 Pn1出力データ格納ビット R/W

b2 B2 Pn2出力データ格納ビット R/W

b3 B3 Pn3出力データ格納ビット R/W

b4 B4 Pn4出力データ格納ビット R/W

b5 B5 Pn5出力データ格納ビット R/W

b6 B6 Pn6出力データ格納ビット R/W

b7 B7 Pn7出力データ格納ビット R/W
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15.4.2.3 ポートレジスタ（PORT）

n = 1 ～ 4、7 ～ 9、A、B、D、E

PORT レジスタは、ポートの端子の状態を反映するレジスタです。

PORTn.PORT レジスタ（n = 1 ～ 4、7 ～ 9、A、B、D、E）を読むと、端子の状態が読めます。

アドレス PORT1.PORT 0008 C041h、PORT2.PORT 0008 C042h、PORT3.PORT 0008 C043h、PORT4.PORT 0008 C044h、
PORT7.PORT 0008 C047h、PORT8.PORT 0008 C048h、PORT9.PORT 0008 C049h、PORTA.PORT 0008 C04Ah、
PORTB.PORT 0008 C04Bh、PORTD.PORT 0008 C04Dh、PORTE.PORT 0008 C04Eh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0

リセット後の値 x x x x x x x x

注1. PORT1.PORTは、下位１ビットが有効で、上位７ビットは予約ビットです。

PORT2.PORTは、b4～b2、b0が有効で、b7～b5、b1は予約ビットです。

PORT3.PORTは、下位４ビットが有効で、上位４ビットは予約ビットです。

PORT7.PORT、下位７ビットが有効で、上位１は予約ビットです。

PORT8.PORTは、下位３ビットが有効で、上位５ビットは予約ビットです。

PORT9.PORTは、下位７ビットが有効で、上位１ビットは予約ビットです。

PORTA.PORTは、b5、b3が有効で、b7、b6、b2～b0は予約ビットです。

PORTD.PORTは、b7～b2が有効で、b1、b0は予約ビットです。

PORTE.PORT、b4～b2が有効で、b7～b5、b1、b0は予約ビットです。

注2. 予約ビットは、読むと “1”が読めます。書き込みは無効になります。

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 B0 Pn0ビット ポートの端子状態を反映 R

b1 B1 Pn1ビット R

b2 B2 Pn2ビット R

b3 B3 Pn3ビット R

b4 B4 Pn4ビット R

b5 B5 Pn5ビット R

b6 B6 Pn6ビット R

b7 B7 Pn7ビット R



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 428 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 15.  I/Oポート

15.4.2.4 入力バッファコントロールレジスタ（ICR）

n = 1 ～ 4、7 ～ 9、A、B、D、E
注1. 入力端子として使用する場合は、対応するビットを“1”にしてください。入力として使用しない端子、およびアナログ入力端子とし

て使用するビットは、“0”にしてください。

PORTn.ICR レジスタは、ポートの入力バッファを制御するレジスタです。

PORTn.ICR レジスタ（n = 1 ～ 4、7 ～ 9、A、B、D、E）の各ビットは、それぞれポート n の端子 1 本ずつに対

応しており、1 ビット単位で指定できます。

周辺モジュールの入力端子として使用する場合は、あらかじめ対応する端子の入力バッファを有効にする

ために PORTn.ICR を “1” にする必要があります。PORTn.ICR を “0” にした状態のまま周辺モジュールの入

力端子として使用した場合は、周辺モジュールへの入力信号は High に固定されます。

PORTn.ICR レジスタの設定を変更するときに、端子の状態によって内部的にエッジが発生することがあり

ます。PORTn.ICR レジスタの設定の変更は、当該入力端子が使用されていないときに行ってください。たと

えば、IRQi(i=0 ～ 7) 入力の場合、当該割り込みを禁止した状態で PORTn.ICR レジスタの設定の変更を行い、

割り込みコントローラの IRi.IR フラグ（i ＝ 64 ～ 71（IRQ の割り込みベクタ番号））を “0” にし、その後当

該割り込みを許可してください。PORTn.ICR レジスタの設定の変更後にエッジが発生したときは、そのエッ

ジをキャンセルしてください。

アドレス PORT1.ICR 0008 C061h、PORT2.ICR 0008 C062h、PORT3.ICR 0008 C063h、PORT4.ICR 0008 C064h、
PORT7.ICR 0008 C067h、PORT8.ICR 0008 C068h、PORT9.ICR 0008 C069h、PORTA.ICR 0008 C06Ah、
PORTB.ICR 0008 C06Bh、PORTD.ICR 0008 C06Dh、PORTE.ICR 0008 C06Eh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

注1. PORT1.ICRは、下位１ビットが有効で、上位７ビットは予約ビットです。

PORT2.ICRは、b4～b2、b0が有効で、b7～b5、b1は予約ビットです。

PORT3.ICRは、下位４ビットが有効で、上位４ビットは予約ビットです。

PORT7.ICRは、下位７ビットが有効で、上位１ビットは予約ビットです。

PORT8.ICRは、下位３ビットが有効で、上位５ビットは予約ビットです。

PORT9.ICRは、下位７ビットが有効で、上位１ビットは予約ビットです。

PORTA.ICRは、b5、b3が有効で、b7、b6、b4、b2～b0は予約ビットです。

PORTD.ICRは、b7～b2が有効で、b1、b0は予約ビットです。

PORTE.ICRは、b4、b3が有効で、b7～b5、b2～b0は予約ビットです。

注2. 予約ビットは、読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください。

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 B0（注1） Pn0入力バッファ制御ビット 0：対応する端子の入力バッファは無効

1：対応する端子の入力バッファは有効

R/W

b1 B1（注1） Pn1入力バッファ制御ビット R/W

b2 B2（注1） Pn2入力バッファ制御ビット R/W

b3 B3（注1） Pn3入力バッファ制御ビット R/W

b4 B4（注1） Pn4入力バッファ制御ビット R/W

b5 B5（注1） Pn5入力バッファ制御ビット R/W

b6 B6（注1） Pn6入力バッファ制御ビット R/W

b7 B7（注1） Pn7入力バッファ制御ビット R/W
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15.4.2.5 ポートファンクションレジスタ 8（PF8IRQ）

PF8IRQ レジスタは、IRQ0、IRQ1 入力端子を選択するレジスタです。

ITSi ビット（IRQi 端子選択ビット）（i ＝ 0、1）

IRQi の入力端子を選択します。

15.4.2.6 ポートファンクションレジスタ A（PFAADC）

PFAADC レジスタは、ADTRG0# 端子を選択するレジスタです。

ADTRGnS ビット（ADTRGn# 入力選択ビット）（n=0）

ADTRGn# の入力端子を選択します。

アドレス 0008 C108h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — ITS1[1:0] ITS0[1:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b1-b0 ITS0[1:0] IRQ0端子選択ビット b1   b0

0  0：P10を IRQ0-A入力端子として設定
0  1：設定しないでください

1  0：設定しないでください

1  1：設定しないでください

R/W

b3-b2 ITS1[1:0] IRQ1端子選択ビット b3   b2

0  0：P11を IRQ1-A入力端子として設定
0  1：設定しないでください

1  0：設定しないでください
1  1：設定しないでください

R/W

b7-b4 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

アドレス 0008 C10Ah

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — ADTRG
0S

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 ADTRG0S ADTRG0#入力選択ビット 0：設定しないでください

1：P20をADTRG0#-B入力端子として設定

R/W

b7-b1 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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15.4.2.7 ポートファンクションレジスタ C（PFCMTU）

PFCMTU レジスタは、MTU3 の端子を選択するレジスタです。

MTUSi ビット（MTU3 端子選択ビット）（i ＝ 0、1）

MTU3 の入出力端子を選択します。

TCLKS[1:0] ビット（MTCLK 端子選択ビット）

MTU3 の MTCLK 入力端子を選択します。

アドレス 0008 C10Ch

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

TCLKS[1:0] — — — — MTUS1 MTUS0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 MTUS0 MTU3端子選択0ビット 0：PB3をMTIOC0A-A端子として選択

1：P31をMTIOC0A-B端子として選択

R/W

b1 MTUS1 MTU3端子選択1ビット 0：PB2をMTIOC0B-A端子として選択

1：P30をMTIOC0B-B端子として選択

R/W

b5-b2 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”にしてください R/W

b7-b6 TCLKS[1:0] MTCLK端子選択ビット  b7    b6

0  0：P33をMTCLKA-A端子として選択

P32をMTCLKB-A端子として選択

P31をMTCLKC-A端子として選択

P30をMTCLKD-A端子として選択

0  1：P20をMTCLKB-B端子として選択

P10をMTCLKD-B端子として選択

（MTCLKA端子およびMTCLKC端子は選択できません）

1  0：PE4をMTCLKC-C端子として選択

PE3をMTCLKD-C端子として選択

（MTCLKA端子およびMTCLKB端子は選択できません）

1  1：設定できません

R/W
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15.4.2.8 ポートファンクションレジスタ D（PFDGPT）

PFDGPT レジスタは、GPT の端子を選択するレジスタです。

GPTS ビット（GPT 入出力端子選択ビット）

GPT の入出力端子を選択します。

15.4.2.9 ポートファンクションレジスタ F（PFFSCI）

PFFSCI レジスタは、SCI の端子を選択するレジスタです。

SCI2S ビット（SCI2 入出力端子選択ビット）

SCI チャネル 2 の入出力端子を選択します。

アドレス 0008 C10Dh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — GPTS

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 GPTS GPT端子選択ビット 0：P71 をGTIOC0A-A 端子として選択
P74 をGTIOC0B-A 端子として選択

P72 をGTIOC1A-A 端子として選択
P75 を GTIOC1B -A 端子として選択

P73 を GTIOC2A-A 端子として選択

P76 をGTIOC2B-A 端子として選択
1：PD7 をGTIOC0A-B端子として選択

PD6 をGTIOC0B-B 端子として選択
PD5 をGTIOC1A-B端子として選択

PD4 をGTIOC1B-B 端子として選択

PD3 をGTIOC2A-B端子として選択
PD2 をGTIOC2B-B 端子として選択

R/W

b7-b1 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

アドレス 0008 C10Fh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — SCI2S — —

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b1-b0 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b2 SCI2S SCI2入出力選択ビット 0：PB6をRXD2-A端子として設定

PB7をSCK2-A端子として設定

PB5をTXD2-A端子として設定

1：P80をRXD2-B端子として設定

P82をSCK2-B端子として設定

P81をTXD2-B端子として設定

R/W

b7-b3 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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15.4.2.10 ポートファンクションレジスタ G（PFGSPI）

PFGSPI レジスタは、RSPI に関する入出力端子を設定するレジスタです。

RSPCKE ビット（RSPCK 出力許可ビット）

RSPCK 端子の出力許可／禁止を選択します。RSPCK 端子を使用する場合は、“1” にしてください。

MOSIE ビット（MOSI 出力許可ビット）

MOSI 端子の出力許可／禁止を選択します。MOSI 端子を使用する場合は、“1” にしてください。

MISOE ビット（MISO 出力許可ビット）

MISO 端子の出力許可／禁止を選択します。MISO 端子を使用する場合は、“1” にしてください。

SSL0E ビット（SSL0 出力許可ビット）

SSL0 端子の出力許可／禁止を選択します。SSL0 端子を使用する場合は、“1” にしてください。

SSL1E ビット（SSL1 出力許可ビット）

SSL1 端子の出力許可／禁止を選択します。SSL1 端子を使用する場合は、“1” にしてください。

SSL2E ビット（SSL2 出力許可ビット）

SSL2 端子の出力許可／禁止を選択します。SSL2 端子を使用する場合は、“1” にしてください。

SSL3E ビット（SSL3 出力許可ビット）

SSL3 端子の出力許可／禁止を選択します。SSL3 端子を使用する場合は、“1” にしてください。

アドレス 0008 C110h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

SSL3E SSL2E SSL1E SSL0E MISOE MOSIE RSPCK
E

—

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b1 RSPCKE RSPCK出力許可ビット 0：RSPCK端子無効

1：RSPCK端子有効

R/W

b2 MOSIE MOSI出力許可ビット 0：MOSI端子無効

1：MOSI端子有効

R/W

b3 MISOE MISO出力許可ビット 0：MISO端子無効

1：MISO端子有効

R/W

b4 SSL0E SSL0出力許可ビット 0：SSL0端子無効

1：SSL0端子有効

R/W

b5 SSL1E SSL1出力許可ビット 0：SSL1端子無効

1：SSL1端子有効

R/W

b6 SSL2E SSL2出力許可ビット 0：SSL2端子無効

1：SSL2端子有効

R/W

b7 SSL3E SSL3出力許可ビット 0：SSL3端子無効

1：SSL3端子有効

R/W
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15.4.2.11 ポートファンクションレジスタ H（PFHSPI）

PFHSPI レジスタは、RSPI に関する入出力端子の設定するレジスタです。

RSPIS[1:0] ビット（RSPI 端子選択ビット）

RSPI の入出力端子を選択します。

RSPI の入出力端子は、端子ごとに許可ビットがあります。許可ビットを “1” にしている端子は選択されま

すが、許可ビットを “0” にしている端子は選択されません。

アドレス 0008 C111h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — RSPIS[1:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b1-b0 RSPIS[1:0] RSPI端子選択ビット  b1   b0

0  0：P22をMISO-A端子として設定

P23をMOSI-A端子として設定

P24をRSPCK-A端子として設定

P30をSSL0-A端子として設定

P31をSSL1-A端子として設定

P32をSSL2-A端子として設定

P33をSSL3-A端子として設定

0  1：設定しないでください

1  0：設定しないでください

1  1：設定しないでください

R/W

b7-b2 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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15.4.2.12 ポートファンクションレジスタ J（PFJCAN）

PFJCAN レジスタは、CAN に関する入出力端子を設定するレジスタです。

CANE ビット（CAN 端子許可ビット）

CAN 端子の許可／禁止を選択します。CAN を使用する場合は、“1” にしてください。

CANS[1:0] ビット（CAN 端子選択ビット）

CAN の入出力端子を選択します。

アドレス 0008 C113h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

CANS[1:0] — — — — — CANE

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 CANE CAN端子許可ビット 0：CTX端子およびCRX端子無効

1：CTX端子およびCRX端子有効

R/W

b5-b1 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b7-b6 CANS[1:0] CAN端子選択ビット b7 b6

0  0：PB5をCTX-A端子として設定

PB6をCRX-A端子として設定
0  1：P23をCTX-B端子として設定

P22をCRX-B端子として設定
1  0：設定しないでください

1  1：設定しないでください

R/W
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15.4.2.13 ポートファンクションレジスタ K（PFKLIN）

PFKLIN レジスタは、LIN に関する入出力端子を設定するレジスタです。

LINE ビット（ LIN 端子許可ビット）

LIN 端子の許可／禁止を選択します。LIN を使用する場合は、“1” にしてください。

15.4.2.14 ポートファンクションレジスタ M（PFMPOE）

注1. 書き込みはリセットスタート後の 初の1回目のみ有効です。2回目以降の書き込みはできません。

PFMPOE レジスタは、POEn# 入力端子の許可／禁止を選択するレジスタです。

システムの誤動作を防ぐためにリセットスタート後に書き込みを行ってください。書き込みはリセットス

タート後の 初の 1 回目のみ有効です。

POEnE ビット（POEn# 入力許可ビット）（n ＝ 0、4、8、10、11）

対応する POEn# 入力の許可／禁止を選択します。

POEn# を使用する場合には、対応する POEnE ビットを “1” にしてください。

アドレス 0008 C114h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — LINE

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 LINE LIN端子許可ビット 0：LTX端子およびLRX 端子無効

1：LTX端子およびLRX 端子有効

R/W

b7-b1 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

アドレス 0008 C116h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — POE11
E

POE10
E

POE8E POE4E POE0E

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 POE0E POE0#入力許可ビット 0：I/Oポートとして設定

1：POEn#入力端子として設定（n=0、4、8、10、11）

R/W
（注1）

b1 POE4E POE4#入力許可ビット R/W
（注1）

b2 POE8E POE8#入力許可ビット R/W
（注1）

b3 POE10E POE10#入力許可ビット R/W
（注1）

b4 POE11E POE11#入力許可ビット R/W
（注1）

b7-b5 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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15.4.2.15 ポートファンクションレジスタ N（PFNPOE）

注1. 書き込みはリセットスタート後の 初の1 回目のみ有効です。2 回目以降の書き込みはできません。

PFNPOE レジスタは、POEn# 入力端子の許可／禁止を選択するレジスタです。

システムの誤動作を防ぐためにリセットスタート後に書き込みを行ってください。書き込みはリセットス

タート後の 初の 1 回目のみ有効です。

POE10S ビット（POE10# 入力選択ビット）

POE10# の入力端子を選択します。

アドレス 0008 C117h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

POE10
S

— — — — — — —

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b6-b0 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b7 POE10S POE10#入力選択ビット 0：PE2 を POE10#-A入力端子として設定
1： PE4 を POE10#-B入力端子として設定

R/W
（注1）
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15.4.3 ポートの設定

各周辺モジュールの端子を有効に設定すると、各ポートの設定が切り替わります。

入力として機能する端子は、各周辺モジュールの設定により独立して設定できます。ポートレジスタリー

ド、NMI および POEn# 端子入力を除き、入力バッファコントロールレジスタ（PORTn.ICR）の対応する

ビットを “1” にして入力バッファを有効にする必要があります。

出力および入出力として機能する端子は、各周辺モジュールの端子ごとに出力信号を有効に設定する必要

があります。同じポートにマルチプレクスされている各周辺モジュールの出力信号有効設定が競合すると周

辺モジュールのポートマルチプレクス優先順位に従って、優先される周辺モジュールの機能が有効になりま

す。

表 15.12 に周辺モジュールのポートマルチプレクス優先順位一覧を示します。

表15.26 周辺モジュールのポートマルチプレクス優先順位一覧（80ピン (R5F562TxGDFF)）

優先順位 モジュール名 出力端子名

高

低

1 RSPI RSPCK、MOSI、MISO、SSL0～SSL3

2 CAN CTX

3 LIN LTX

4 MTU0～MTU7 MTIOC0A、MTIOC0B、MTIOC0C、MTIOC0D、MTIOC1A、MTIOC1B、MTIOC2A、
MTIOC3A、MTIOC3B、MTIOC3C、MTIOC3D、MTIOC4A、MTIOC4B、MTIOC4C、

MTIOC4D、MTIOC6B、MTIOC6D、MTIOC7A、MTIOC7B、MTIOC7C、MTIOC7D

5 GPT0～GPT2 GTIOC0A、GTIOC0B、GTIOC1A、GTIOC1B、GTIOC2A、GTIOC2B

6 SCI0～SCI2 SCK0～SCK2、TXD0～TXD2

7 RIIC SCL、SDA

8 IOPORT P10、P20、P22～P24、P30～P33、P70～P76、P80～P82、P90～P96、PA3、PA5
PB0～PB7、PD2～PD7、PE0～PE1、PE3～PE5
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15.4.4 出力許可設定一覧

表 15.13 に各ポートの出力許可設定一覧を示します。

当該する出力信号の詳細は、各周辺モジュールのレジスタの説明を参照してください。

また、各周辺モジュールの端子名の末尾に A ～ C のいずれかが付いている端子は、ポートファンクショ

ンレジスタによって端子機能を変更できます。

表15.27 各ポートの出力許可設定一覧（80ピン(R5F562TxGDFF)） (1 / 4)

ポート モジュール名 出力信号名
ポートファンクション

レジスタの設定
各周辺モジュールの設定

P10 PORT1 P10 PORT1.DDR.B0=1

P20 PORT2 P20 PORT2.DDR.B0=1

P22 RSPI MISO-A PFGSPI.MISOE=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=00

（端子許可とは別に、周辺モジュールの設定に
入力／出力の切り替え機能があります）

PORT2 P22 PORT2.DDR.B2 = 1

P23 RSPI MOSI-A PFGSPI.MOSIE=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=00

（端子許可とは別に、周辺モジュールの設定に

入力／出力の切り替え機能があります）

CAN CTX-B PFJCAN.CANE =1
PFJCAN.CANS[1:0]=01

（信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

LIN LTX PFKLIN.LINE=1 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT2 P23 PORT2.DDR.B3 =1

P24 RSPI RSPCK-A PFGSPI.RSPCKE =1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=00

（端子許可とは別に、周辺モジュールの設定に入力／
出力の切り替え機能があります）

PORT2 P24 PORT2.DDR.B4=1

P30 RSPI SSL0-A PFGSPI.SSL0E=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=00

（端子許可とは別に、周辺モジュールの設定に入力／

出力の切り替え機能があります）

MTU0 MTIOC0B-B PFCMTU.MTUS1=1 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT3 P30 PORT3.DDR.B0=1

P31 RSPI SSL1-A PFGSPI.SSL1E=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=00

（信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

MTU0 MTIOC0A-B PFCMTU.MTUS0=1 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT3 P31 PORT3.DDR.B1=1

P32 RSPI SSL2-A PFGSPI.SSL2E=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=00

（信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

MTU3 MTIOC3C （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT3 P32 PORT3.DDR.B2=1

P33 RSPI SSL3-A PFGSPI.SSL3E =1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=00

（信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

MTU3 MTIOC3A （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT3 P33 PORT3.DDR.B3=1

P70 PORT7 P70 PORT7.DDR.B0=1

P71 MTU3 MTIOC3B （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

GPT0 GTIOC0A-A PFDGPT.GPTS=0 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT7 P71 PORT7.DDR.B1=1

P72 MTU4 MTIOC4A （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

GPT1 GTIOC1A-A PFDGPT.GPTS=0 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT7 P72 PORT7.DDR.B2=1

P73 MTU4 MTIOC4B （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

GPT2 GTIOC2A-A PFDGPT.GPTS=0 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT7 P73 PORT7.DDR.B3=1
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P74 MTU3 MTIOC3D （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

GPT0 GTIOC0B-A PFDGPT.GPTS=0 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT7 P74 PORT7.DDR.B4=1

P75 MTU4 MTIOC4C （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

GPT1 GTIOC1B-A PFDGPT.GPTS=0 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT7 P75 PORT7.DDR.B5=1

P76 MTU4 MTIOC4D （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

GPT2 GTIOC2B-A PFDGPT.GPTS=0 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT7 P76 PORT7.DDR.B6=1

P80 PORT8 P80 PORT8.DDR.B0=1

P81 SCI2 TXD2-B PFFSCI.SCI2S=1 SCI2.SCR.TE=1

PORT8 P81 PORT8.DDR.B1=1

P82 SCI2 SCK2-B PFFSCI.SCI2S=1 SCI2.SCMR.SMIF=1のとき：

SMR.GM=0, SCR.CKE[1:0]=01かSMR.GM=1
で、SCR.TE=1かSCR.RE=1
SCI2.SCMR.SMIF=0のとき：

SMR.CM = 0, SCR.CKE[1:0]=01かSMR.CM=1,
SCR.CKE[1]=0 で、SCR.TE =1かSCR.RE=1

PORT8 P82 PORT8.DDR.B2=1

P90 MTU7 MTIOC7D （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT9 P90 PORT9.DDR.B0=1

P91 MTU7 MTIOC7C （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT9 P91 PORT9.DDR.B1=1

P92 MTU6 MTIOC6D （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT9 P92 PORT9.DDR.B2=1

P93 MTU7 MTIOC7B （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT9 P93 PORT9.DDR.B3=1

P94 MTU7 MTIOC7A （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT9 P94 PORT9.DDR.B4=1

P95 MTU6 MTIOC6B （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT9 P95 PORT9.DDR.B5=1

P96 PORT9 P96 PORT9.DDR.B6=1

PA3 RSPI SSL0-B PFGSPI.SSL0E=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=01

（端子許可とは別に、周辺モジュールの設定に

入力／出力の切り替え機能があります）

MTU2 MTIOC2A （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORTA PA3 PORTA.DDR.B3=1

PA4 PORTA PA4 PORTA.DDR.B4=1

PA5 RSPI MISO-B PFGSPI.MISOE=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=01

（端子許可とは別に、周辺モジュールの設定に

入力／出力の切り替え機能があります）

MTU1 MTIOC1A （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORTA PA5 PORTA.DDR.B5=1

PB0 RSPI MOSI-B PFGSPI.MOSIE=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=01

（端子許可とは別に、周辺モジュールの設定に

入力／出力の切り替え機能があります）

MTU0 MTIOC0D （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORTB PB0 PORTB.DDR.B0=1

表15.27 各ポートの出力許可設定一覧（80ピン(R5F562TxGDFF)） (2 / 4)

ポート モジュール名 出力信号名
ポートファンクション

レジスタの設定
各周辺モジュールの設定
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PB1 MTU0 MTIOC0C （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

RIIC SCL RIIC.ICCR1.ICE=1

PORTB PB1 PORTB.DDR.B1=1

PB2 MTU0 MTIOC0B-A PFCMTU.MTUS1=0 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

SCI0 TXD0 SCI0.SCR.TE=1

RIIC SDA RIIC.ICCR1.ICE=1

PORTB PB2 PORTB.DDR.B2=1

PB3 MTU0 MTIOC0A-A PFCMTU.MTUS0=0 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

SCI0 SCK0 SCI0.SCMR.SMIF=1のとき：

SMR.GM=0, SCR.CKE[1:0]=01かSMR.GM=1で、
SCR.TE=1かSCR.RE=1
SCI0.SCMR.SMIF=0のとき：
SMR.CM=0, SCR.CKE[1:0]=01かSMR.CM=1,
SCR.CKE[1]=0で、SCR.TE=1かSCR.RE=1

PORTB PB3 PORTB.DDR.B3=1

PB4 PORTB PB4 PORTB.DDR.B4=1

PB5 CAN CTX-A PFJCAN.CANE = 1
PFJCAN.CANS[1:0] = 00

（信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

SCI2 TXD2-A PFFSCI.SCI2S = 0 SCI2.SCR.TE=1

PORTB PB5 PORTB.DDR.B5=1

PB6 PORTB PB6 PORTB.DDR.B6=1

PB7 SCI2 SCK2-A PFFSCI.SCI2S=0 SCI2.SCMR.SMIF =1のとき：

SMR.GM = 0, SCR.CKE[1:0]=01かSMR.GM=1で、
SCR.TE=1かSCR.RE=1
SCI2.SCMR.SMIF=0のとき：
SMR.CM=0, SCR.CKE[1:0]=01かSMR.CM=1,
SCR.CKE[1]=0で、SCR.TE=1かSCR.RE=1

PORTB PB7 PORTB.DDR.B7=1

PD2 RSPI MOSI-C PFGSPI.MISOE=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=10

（端子許可とは別に、周辺モジュールの設定に
入力／出力の切り替え機能があります）

GPT2 GTIOC2B-B PFDGPT.GPTS=1 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORTD PD2 PORTD.DDR.B2=1

PD3 GPT2 GTIOC2A-B PFDGPT.GPTS=1 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

SCI1 TXD1 SCI1.SCR.TE=1

PORTD PD3 PORTD.DDR.B3=1

PD4 GPT1 GTIOC1B-B PFDGPT.GPTS=1 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

SCI1 SCK1 SCI1.SCMR.SMIF=1のとき：
SMR.GM = 0, SCR.CKE[1:0]=01かSMR.GM=1で、

SCR.TE=1かSCR.RE=1
SCI1.SCMR.SMIF=0のとき：

SMR.CM = 0, SCR.CKE[1:0]=01かSMR.CM=1,
SCR.CKE[1]=0で、SCR.TE=1かSCR.RE=1

PORTD PD4 PORTD.DDR.B4=1

PD5 GPT1 GTIOC1A-B PFDGPT.GPTS=1 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORTD PD5 PORTD.DDR.B5=1

PD6 RSPI SSL0-C PFGSPI.SSL0E=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=10

（端子許可とは別に、周辺モジュールの設定に

入力／出力の切り替え機能があります）

GPT0 GTIOC0B-B PFDGPT.GPTS=1 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORTD PD6 PORTD.DDR.B6=1

表15.27 各ポートの出力許可設定一覧（80ピン(R5F562TxGDFF)） (3 / 4)

ポート モジュール名 出力信号名
ポートファンクション

レジスタの設定
各周辺モジュールの設定
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PD7 RSPI SSL1-C PFGSPI.SSL1E=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=10

（信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

CAN CTX-C PFJCAN.CANE=1
PFJCAN.CANS[1:0]=10

（信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

GPT0 GTIOC0A-B PFDGPT.GPTS=1 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORTD PD7 PORTD.DDR.B7=1

PE3 PORTE PE3 PORTE.DDR.B3=1

PE4 PORTE PE4 PORTE.DDR.B4=1

表15.27 各ポートの出力許可設定一覧（80ピン(R5F562TxGDFF)） (4 / 4)

ポート モジュール名 出力信号名
ポートファンクション

レジスタの設定
各周辺モジュールの設定
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15.4.5 未使用端子の処理

表 15.14 に未使用端子の処理内容を示します。

注1. PORTn.ICRレジスタを初期値から変更しないでください。変更した場合、貫通電流が流れる可能性があります。

表15.28 未使用端子の処理内容（80ピン(R5F562TxGDFF)）

端子名 処理内容

EMLE 抵抗を介してVSSに接続（プルダウン）

MD1、MD0 （モード端子として必ず使用）

MDE （モード端子として必ず使用）

RES# 抵抗を介してVCCに接続（プルアップ）

PE2/NMI/POE10#-A 抵抗を介してVCCに接続（プルアップ）

EXTAL （クロック端子として必ず使用）

XTAL 端子を開放

ポート1～3、7～9、

A、B、D、E 

 端子ごとに抵抗を介してVCCに接続（プルアップ）、または抵抗を介してVSSに接続（プルダウン）
 PORTn.ICRを初期値（入力バッファ無効）の状態で端子を開放することも可能（注1）

ポート4  端子ごとに抵抗を介してAVCC0に接続（プルアップ）、または抵抗を介してAVSS0に接続（プルダウン）

 PORTn.ICRを初期値（入力バッファ無効）の状態で端子を開放することも可能（注1）

VREFH0 AVCC0に接続

VREFL0 AVSS0に接続

VREF AVCCに接続
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15.5 64 ピン LQFP I/O ポート

RX62T グループの 64 ピン LQFP の I/O ポートは、ポート 1 ～ 4、7、9、A、B、D、E の 10 ポートから構

成され、入出力ポートを 37 本備えています。

15.5.1 概要

表 15.29 に I/O ポートの仕様を、表 15.30 にポート機能一覧を示します。

表15.29 I/Oポートの仕様（64ピンLQFP）

項目 内容

入出力端子 37本

入力端子 9本

ポート 10ポート（1～4、7、9、A、B、D、E）

オープンドレイン出力 2本（RIIC端子）

大電流出力 6本（MTU3端子、GPT端子）

シュミットトリガ入力端子 全ポート入力、CAN入力、IRQ入力、MTU3入力、POE3入力、RIIC入力、SCI入力、A/Dトリガ入

力、NMI入力、GPT入力、LIN入力

その他  1個のTTL負荷と30pFの容量負荷を駆動可能
 出力時にダーリントントランジスタを駆動

 常に端子の状態を読み出すことが可能
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表15.30 ポート機能一覧 (1 / 2)（64ピンLQFP）

ポート 概要

ビ

ッ

ト

機　　　能
CMOS

入力端子

シュミット

トリガ

入力端子

オープン

ドレイン

出力機能

大電流

出力端子入出力 入力 出力

ポート1 MTU3入力、

割り込み入力

と兼用の汎用入出

力ポート

0 P10 MTCLKD-B/IRQ0-A — 全入力機能 — —

1 P11 MTCLKC-B/IRQ1-A 全入力機能

ポート2 RSPI入出力、

LIN入出力、

CAN入出力

と兼用の汎用入出

力ポート

2 P22/MISO-A LRX/CRX-B MISO-A P22/LRX/CRX-B — —

3 P23/MOSI-A LTX/CTX-B  MOSI-A P23

4 P24/RSPCK-A RSPCK-A P24

ポート3 MTU3入出力、

RSPI入出力

と兼用の汎用入出

力ポート

0 P30/MTIOC0B-B/

SSL0-A

MTCLKD-A SSL0-A P30/MTIOC0B-

B/

MTCLKD-A

— —

1 P31/MTIOC0A-B MTCLKC-A SSL1-A — 全入力機能

2 P32/MTIOC3C MTCLKB-A SSL2-A 全入力機能

3 P33/MTIOC3A MTCLKA-A SSL3-A 全入力機能

ポート4 A/Dコンバータ入力

と兼用の汎用入力

ポート

0 P40 P40/AN000 — P40 — —

1 P41 P41/AN001 P41

2 P42 P42/AN002 P42

3 P43 P43/AN003/

CVREFL

P43

4 P44 P44/AN100 P44

5 P45 P45/AN101 P45

6 P46 P46/AN102 P46

7 P47 P47/AN103/

CVREFH

P47

ポート7 POE3入力、

割り込み入力、

MTU3入出力、

GPT入出力

と兼用の汎用入出

力ポート

0 P70 POE0#/IRQ5 — 全入力機能 — —

1 P71/MTIOC3B/

GTIOC0A-A
全入力機能 ○

2 P72/MTIOC4A/

GTIOC1A-A
全入力機能 ○

3 P73/MTIOC4B/

GTIOC2A-A
全入力機能 ○

4 P74/MTIOC3D/

GTIOC0B-A
全入力機能 ○

5 P75/MTIOC4C/

GTIOC1B-A
全入力機能 ○

6 P76/MTIOC4D/

GTIOC2B-A
全入力機能 ○

ポート9 MTU3入出力、

と兼用の汎用入出

力ポート

1 P91/MTIOC7C — 全入力機能 — —

2 P92/MTIOC6D 全入力機能

3 P93/MTIOC7B 全入力機能

4 P94/MTIOC7A 全入力機能

ポートA MTU3入出力、

RSPI入出力、

A/Dコンバータ

入力、と兼用の汎

用入出力ポート

2 PA2/MTIOC2B SSL1-B — 全入力機能 — —

3 PA3/MTIOC2A/

SSL0-B

SSL0-B PA3/MTIOC2A

4 PA4/MTIOC1B/

RSPCK-B

ADTRG0#-A RSPCK-B PA4/MTIOC1B/

ADTRG0#-A

5 PA5/MTIOC1A/

MISO-B

ADTRG1#-A MISO-B PA5/MTIOC1A/

ADTRG1#-A
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ポートB MTU3入出力、

RSPI入出力、

RIIC入出力、

SCI入出力、

GPT入力、

POE3入力、

割り込み入力、

CAN入出力と兼用

の汎用入出力

ポート

0 PB0/MTIOC0D/

MOSI-B

MOSI-B PB0/MTIOC0D — —

1 PB1/MTIOC0C/

SCL

RXD0 — 全入力機能 ○

（SCLのみ）

—

2 PB2/MTIOC0B-A/

SDA

TXD0 全入力機能 ○

（SDAのみ）

—

3 PB3/MTIOC0A-A/

SCK0
全入力機能 — —

4 PB4 GTETRG/

POE8#/IRQ3
全入力機能

5 PB5 TXD2-A/

CTX-A
全入力機能

6 PB6 RXD2-A/CRX-A 全入力機能

7 PB7/SCK2-A 全入力機能

ポートD GPT入出力、

SCI入出力、

オンチップエミュ

レータ入出力と

兼用の汎用入出力

ポート

3 PD3/GTIOC2A-B TXD1/TDO — 全入力機能 — —

4 PD4/GTIOC1B-B/

SCK1

TCK — 全入力機能

5 PD5/GTIOC1A-B RXD1/TDI — 全入力機能

6 PD6/GTIOC0B-B TMS 全入力機能

7 PD7/GTIOC0A-B TRST# — 全入力機能

ポートE POE3入力、

割り込み入力

と兼用の汎用入出

力ポート

2 PE2/POE10#-A/

NMI
全入力機能 — —

表15.30 ポート機能一覧 (2 / 2)（64ピンLQFP）

ポート 概要

ビ

ッ

ト

機　　　能
CMOS

入力端子

シュミット

トリガ

入力端子

オープン

ドレイン

出力機能

大電流

出力端子入出力 入力 出力
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15.5.2 レジスタの説明

表 15.31 に I/O ポートのレジスタ一覧を示します。表 15.32 に各レジスタの有効ビット一覧を示します。

表15.31 I/Oポートのレジスタ一覧（64ピンLQFP）

ポートシンボル レジスタ名 レジスタシンボル リセット後の値 アドレス アクセスサイズ

PORT1 データディレクションレジスタ DDR 00h 0008 C001h 8

データレジスタ DR 00h 0008 C021h 8

ポートレジスタ PORT 不定 0008 C041h 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C061h 8

PORT2 データディレクションレジスタ DDR 00h 0008 C002h 8

データレジスタ DR 00h 0008 C022h 8

ポートレジスタ PORT 不定 0008 C042h 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C062h 8

PORT3 データディレクションレジスタ DDR 00h 0008 C003h 8

データレジスタ DR 00h 0008 C023h 8

ポートレジスタ PORT 不定 0008 C043h 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C063h 8

PORT4 ポートレジスタ PORT 不定 0008 C044h 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C064h 8

PORT7 データディレクションレジスタ DDR 00h 0008 C007h 8

データレジスタ DR 00h 0008 C027h 8

ポートレジスタ PORT 不定 0008 C047h 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C067h 8

PORT9 データディレクションレジスタ DDR 00h 0008 C009h 8

データレジスタ DR 00h 0008 C029h 8

ポートレジスタ PORT 不定 0008 C049h 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C069h 8

PORTA データディレクションレジスタ DDR 00h 0008 C00Ah 8

データレジスタ DR 00h 0008 C02Ah 8

ポートレジスタ PORT 不定 0008 C04Ah 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C06Ah 8

PORTB データディレクションレジスタ DDR 00h 0008 C00Bh 8

データレジスタ DR 00h 0008 C02Bh 8

ポートレジスタ PORT 不定 0008 C04Bh 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C06Bh 8

PORTD データディレクションレジスタ DDR 00h 0008 C00Dh 8

データレジスタ DR 00h 0008 C02Dh 8

ポートレジスタ PORT 不定 0008 C04Dh 8

入力バッファコントロールレジスタ ICR 00h 0008 C06Dh 8

PORTE ポートレジスタ PORT 不定 0008 C04Eh 8

IOPORT ポートファンクションレジスタC PFCMTU 00h 0008 C10Ch 8

ポートファンクションレジスタD PFDGPT 00h 0008 C10Dh 8

ポートファンクションレジスタG PFGSPI 00h 0008 C110h 8

ポートファンクションレジスタH PFHSPI 00h 0008 C111h 8

ポートファンクションレジスタJ PFJCAN 00h 0008 C113h 8

ポートファンクションレジスタK PFKLIN　 00h 0008 C114h 8

ポートファンクションレジスタM PFMPOE 00h 0008 C116h 8
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○：有効ビット、×：無効ビット（予約ビット）

表15.32 レジスタの有効ビット一覧（64ピンLQFP）

レジスタシンボル b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

PORT1.DDR × × × × × × ○ ○

PORT2.DDR × × × ○ ○ ○ × ×

PORT3.DDR × × × × ○ ○ ○ ○

PORT7.DDR × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORT9.DDR × × × ○ ○ ○ ○ ×

PORTA.DDR × × ○ ○ ○ ○ × ×

PORTB.DDR ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORTD.DDR ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

PORT1.DR × × × × × × ○ ○

PORT2.DR × × × ○ ○ ○ × ×

PORT3.DR × × × × ○ ○ ○ ○

PORT7.DR × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORT9.DR × × × ○ ○ ○ ○ ×

PORTA.DR × × ○ ○ ○ ○ × ×

PORTB.DR ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORTD.DR ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

PORT1.PORT × × × × × × ○ ○

PORT2.PORT × × × ○ ○ ○ × ×

PORT3.PORT × × × × ○ ○ ○ ○

PORT4.PORT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORT7.PORT × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORT9.PORT × × × ○ ○ ○ ○ ×

PORTA.PORT × × ○ ○ ○ ○ × ×

PORTB.PORT ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORTD.PORT ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

PORTE.PORT × × × × × ○ × ×

PORT1.ICR × × × × × × ○ ○

PORT2.ICR × × × ○ ○ ○ × ×

PORTP3.ICR × × × × ○ ○ ○ ○

PORT4.ICR ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORT7.ICR × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORT9.ICR × × × ○ ○ ○ ○ ×

PORTA.ICR × × ○ ○ ○ ○ × ×

PORTB.ICR ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

PORTD.ICR ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

IOPORT.PFCMTU ○ ○ × × × × ○ ○

IOPORT.PFDGPT × × × × × × × ○

IOPORT.PFGSPI ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

IOPORT.PFHSPI × × × × × × ○ ○

IOPORT.PFJCAN ○ ○ × × × × × ○

IOPORT.PFKLIN × × × × × × × ○

IOPORT.PFMPOE × × × × ○ ○ × ○
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15.5.2.1 データディレクションレジスタ（DDR）

n ＝ 1 ～ 3、7、9、A、B、D、E

PORTn.DDR レジスタは、汎用入出力ポートの機能が選択されているとき、ポートの入力／出力を指定す

るレジスタです。

PORTn.DDR レジスタ（n ＝ 1 ～ 3、7、9、A、B、D、E）の各ビットは、それぞれポート n の端子 1 本ず

つに対応しており、1 ビット単位で指定できます。

アドレス PORT1.DDR 0008 C001h、PORT2.DDR 0008 C002h、PORT3.DDR 0008 C003h、PORT7.DDR 0008 C007h、
PORT9.DDR 0008 C009h、PORTA.DDR 0008 C00Ah、PORTB.DDR 0008 C00Bh、PORTD.DDR 0008 C00Dh、
PORTE.DDR 0008 C00Eh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

注1. PORT1.DDRは、下位2ビットが有効で、上位6ビットは予約ビットです。

PORT2.DDRは、b4～b2が有効で、b7～b5、b1、b0は予約ビットです。

PORT3.DDRは、下位4ビットが有効で、上位4ビットは予約ビットです。

PORT7.DDRは、下位7ビットが有効で、上位1ビットは予約ビットです。

PORT9.DDRは、b4～b1が有効で、b7～b5、b0は予約ビットです。

PORTA.DDRは、b5～b2が有効で、b7、b6、b1、b0は予約ビットです。

PORTD.DDRは、上位5ビットが有効で、下位3ビットは予約ビットです。

注2. 予約ビットは、読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください。

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 B0 Pn0入力／出力指定ビット 0：入力ポート

1：出力ポート

R/W

b1 B1 Pn1入力／出力指定ビット R/W

b2 B2 Pn2入力／出力指定ビット R/W

b3 B3 Pn3入力／出力指定ビット R/W

b4 B4 Pn4入力／出力指定ビット R/W

b5 B5 Pn5入力／出力指定ビット R/W

b6 B6 Pn6入力／出力指定ビット R/W

b7 B7 Pn7入力／出力指定ビット R/W
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15.5.2.2 データレジスタ（DR）

n ＝ 1 ～ 3、7、9、A、B、D、E

PORTn.DR レジスタ（n ＝ 1 ～ 3、7、9、A、B、D、E）は、汎用出力ポートとして使用する端子の出力

データを格納するレジスタです。

アドレス PORT1.DR 0008 C021h、PORT2.DR 0008 C022h、PORT3.DR 0008 C023h、PORT7.DR 0008 C027h、
PORT9.DR 0008 C029h、PORTA.DR 0008 C02Ah、PORTB.DR 0008 C02Bh、PORTD.DR 0008 C02Dh、
PORTE.DR 0008 C02Eh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

注1. PORT1.DRは、下位2ビットが有効で、上位6ビットは予約ビットです。

PORT2.DRは、b4～b2が有効で、b7～b5、b1、b0は予約ビットです。

PORT3.DRは、下位4ビットが有効で、上位4ビットは予約ビットです。

PORT7.DRは、下位7ビットが有効で、上位1ビットは予約ビットです。

PORT9.DRは、b4～b1が有効で、b7～b5、b0は予約ビットです。

PORTA.DRは、b5～b2が有効で、b7、b6、b1、b0は予約ビットです。

PORTD.DRは、上位5ビットが有効で、下位3ビットは予約ビットです。

注2. 予約ビットは、読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください。

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 B0 Pn0出力データ格納ビット 出力データ格納 R/W

b1 B1 Pn1出力データ格納ビット R/W

b2 B2 Pn2出力データ格納ビット R/W

b3 B3 Pn3出力データ格納ビット R/W

b4 B4 Pn4出力データ格納ビット R/W

b5 B5 Pn5出力データ格納ビット R/W

b6 B6 Pn6出力データ格納ビット R/W

b7 B7 Pn7出力データ格納ビット R/W
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15.5.2.3 ポートレジスタ（PORT）

n ＝ 1 ～ 4、7、9、A、B、D、E

PORT レジスタは、ポートの端子の状態を反映するレジスタです。

PORTn.PORT レジスタ（n ＝ 1 ～ 4、7、9、A、B、D、E）を読むと、端子の状態が読めます。

アドレス PORT1.PORT 0008 C041h、PORT2.PORT 0008 C042h、PORT3.PORT 0008 C043h、PORT4.PORT 0008 C044h、
PORT7.PORT 0008 C047h、PORT9.PORT 0008 C049h、PORTA.PORT 0008 C04Ah、PORTB.PORT 0008 C04Bh、
PORTD.PORT 0008 C04Dh、PORTE.PORT 0008 C04Eh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0

リセット後の値 x x x x x x x x

注1. PORT1.PORTは、下位2ビットが有効で、上位6ビットは予約ビットです。

PORT2.PORTは、b4～b2が有効で、b7～b5、b1、b0は予約ビットです。

PORT3.PORTは、下位4ビットが有効で、上位4ビットは予約ビットです。

PORT7.PORTは、下位7ビットが有効で、上位1ビットは予約ビットです。

PORT9.PORTは、b4～b1が有効で、b7～b5、b0は予約ビットです。

PORTA.PORTは、b5～b2が有効で、b7、b6、b1、b0は予約ビットです。

PORTD.PORTは、上位5ビットが有効で、下位3ビットは予約ビットです。

PORTE.PORTは、b2が有効で、b7～b3、b1、b0は予約ビットです。

注2. 予約ビットは、読むと “1”が読めます。書き込みは無効になります。

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 B0 Pn0ビット ポートの端子状態を反映 R

b1 B1 Pn1ビット R

b2 B2 Pn2ビット R

b3 B3 Pn3ビット R

b4 B4 Pn4ビット R

b5 B5 Pn5ビット R

b6 B6 Pn6ビット R

b7 B7 Pn7ビット R
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15.5.2.4 入力バッファコントロールレジスタ（ICR）

n ＝ 1 ～ 4、7、9、A、B、D
注1. 入力端子として使用する場合は、対応するビットを“1”にしてください。入力として使用しない端子、およびアナログ入力端子とし

て使用するビットは、“0”にしてください。

PORTn.ICR レジスタは、ポートの入力バッファを制御するレジスタです。

PORTn.ICR レジスタ（n ＝ 1 ～ 4、7、9、A、B、D）の各ビットは、それぞれポート n の端子 1 本ずつに

対応しており、1 ビット単位で指定できます。

周辺モジュールの入力端子として使用する場合は、あらかじめ対応する端子の入力バッファを有効にする

ために PORTn.ICR を “1” にする必要があります。PORTn.ICR を “0” にした状態のまま周辺モジュールの入

力端子として使用した場合は、周辺モジュールへの入力信号は High に固定されます。

PORTn.ICR レジスタの設定を変更するときに、端子の状態によって内部的にエッジが発生することがあり

ます。PORTn.ICR レジスタの設定の変更は、当該入力端子が使用されていないときに行ってください。たと

えば、IRQi(i=0 ～ 7) 入力の場合、当該割り込みを禁止した状態で PORTn.ICR レジスタの設定の変更を行い、

割り込みコントローラの IRi.IR フラグ（i ＝ 64 ～ 71(IRQ の割り込みベクタ番号 )）を “0” にし、その後当該

割り込みを許可してください。PORTn.ICR レジスタの設定の変更後にエッジが発生したときは、そのエッジ

をキャンセルしてください。

アドレス PORT1.ICR 0008 C061h、PORT2.ICR 0008 C062h、PORT3.ICR 0008 C063h、PORT4.ICR 0008 C064h、
PORT7.ICR 0008 C067h、PORT9.ICR 0008 C069h、PORTA.ICR 0008 C06Ah、PORTB.ICR 0008 C06Bh、
PORTD.ICR 0008 C06Dh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

注1. PORT1.ICRは、下位2ビットが有効で、上位6ビットは予約ビットです。

PORT2.ICRは、b4～b2が有効で、b7～b5、b1、b0は予約ビットです。

PORT3.ICRは、下位4ビットが有効で、上位4ビットは予約ビットです。

PORT7.ICRは、下位7ビットが有効で、上位1ビットは予約ビットです。

PORT9.ICRは、b4～b1が有効で、b7～b5、b0は予約ビットです。

PORTA.ICRは、b5～b2が有効で、b7、b6、b1、b0は予約ビットです。

PORTD.ICRは、上位5ビットが有効で、下位3ビットは予約ビットです。

注2. 予約ビットは、読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください。

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 B0（注1） Pn0入力バッファ制御ビット 0：対応する端子の入力バッファは無効

1：対応する端子の入力バッファは有効

R/W

b1 B1（注1） Pn1入力バッファ制御ビット R/W

b2 B2（注1） Pn2入力バッファ制御ビット R/W

b3 B3（注1） Pn3入力バッファ制御ビット R/W

b4 B4（注1） Pn4入力バッファ制御ビット R/W

b5 B5（注1） Pn5入力バッファ制御ビット R/W

b6 B6（注1） Pn6入力バッファ制御ビット R/W

b7 B7（注1） Pn7入力バッファ制御ビット R/W
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15.5.2.5 ポートファンクションレジスタ C（PFCMTU）

PFCMTU レジスタは、MTU3 の端子を選択するレジスタです。

MTUSi ビット（MTU3 端子選択ビット）（i ＝ 0、1）

MTU3 の入出力端子を選択します。

TCLKS[1:0] ビット（MTCLK 端子選択ビット）

MTU3 の MTCLK 入力端子を選択します。

アドレス 0008 C10Ch

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

TCLKS[1:0] — — — — MTUS1 MTUS0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 MTUS0 MTU3端子選択0ビット 0：PB3をMTIOC0A-A端子として選択

1：P31をMTIOC0A-B端子として選択

R/W

b1 MTUS1 MTU3端子選択1ビット 0：PB2をMTIOC0B-A端子として選択

1：P30をMTIOC0B-B端子として選択

R/W

b5-b2 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”にしてください R/W

b7-b6 TCLKS[1:0] MTCLK端子選択ビット b7     b6

0   0：P33をMTCLKA-A端子として選択

P32をMTCLKB-A端子として選択

P31をMTCLKC-A端子として選択

P30をMTCLKD-A端子として選択

0  1： P11をMTCLKC-B端子として選択

P10をMTCLKD-B端子として選択

（MTCLKA端子およびMTCLKB端子は選択でき

ません）

1  0： 設定しないでください

1  1：設定しないでください

R/W
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15.5.2.6 ポートファンクションレジスタ D（PFDGPT）

PFDGPT レジスタは、GPT の端子を選択するレジスタです。

GPTS ビット（GPT 入出力端子選択ビット）

GPT の入出力端子を選択します。

アドレス 0008 C10Dh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — GPTS

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 GPTS GPT端子選択ビット 0：P71 をGTIOC0A-A 端子として選択

P74 をGTIOC0B-A 端子として選択
P72 をGTIOC1A-A 端子として選択

P75 をGTIOC1B -A 端子として選択

P73 をGTIOC2A-A 端子として選択
P76 をGTIOC2B-A 端子として選択

1：PD7 をGTIOC0A-B端子として選択
PD6 をGTIOC0B-B 端子として選択

PD5 をGTIOC1A-B端子として選択

PD4 をGTIOC1B-B 端子として選択
PD3 をGTIOC2A-B端子として選択

（GTIOC2B-B 端子は選択できません）

R/W

b7-b1 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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15.5.2.7 ポートファンクションレジスタ G（PFGSPI）

PFGSPI レジスタは、RSPI に関する入出力端子を設定するレジスタです。

RSPCKE ビット（RSPCK 出力許可ビット）

RSPCK 端子の出力許可／禁止を選択します。RSPCK 端子を使用する場合は、“1” にしてください。

MOSIE ビット（MOSI 出力許可ビット）

MOSI 端子の出力許可／禁止を選択します。MOSI 端子を使用する場合は、“1” にしてください。

MISOE ビット（MISO 出力許可ビット）

MISO 端子の出力許可／禁止を選択します。MISO 端子を使用する場合は、“1” にしてください。

SSL0E ビット（SSL0 出力許可ビット）

SSL0 端子の出力許可／禁止を選択します。SSL0 端子を使用する場合は、“1” にしてください。

SSL1E ビット（SSL1 出力許可ビット）

SSL1 端子の出力許可／禁止を選択します。SSL1 端子を使用する場合は、“1” にしてください。

SSL2E ビット（SSL2 出力許可ビット）

SSL2 端子の出力許可／禁止を選択します。SSL2 端子を使用する場合は、“1” にしてください。

SSL3E ビット（SSL3 出力許可ビット）

SSL3 端子の出力許可／禁止を選択します。SSL3 端子を使用する場合は、“1” にしてください。

アドレス 0008 C110h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

SSL3E SSL2E SSL1E SSL0E MISOE MOSIE RSPCK
E

—

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b1 RSPCKE RSPCK出力許可ビット 0：RSPCK端子無効

1：RSPCK端子有効

R/W

b2 MOSIE MOSI出力許可ビット 0：MOSI端子無効

1：MOSI端子有効

R/W

b3 MISOE MISO出力許可ビット 0：MISO端子無効

1：MISO端子有効

R/W

b4 SSL0E SSL0出力許可ビット 0：SSL0端子無効

1：SSL0端子有効

R/W

b5 SSL1E SSL1出力許可ビット 0：SSL1端子無効

1：SSL1端子有効

R/W

b6 SSL2E SSL2出力許可ビット 0：SSL2端子無効

1：SSL2端子有効

R/W

b7 SSL3E SSL3出力許可ビット 0：SSL3端子無効

1：SSL3端子有効

R/W
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15.5.2.8 ポートファンクションレジスタ H（PFHSPI）

PFHSPI レジスタは、RSPI に関する入出力端子を設定するレジスタです。

RSPIS[1:0] ビット（RSPI 端子選択ビット）

RSPI の入出力端子を選択します。

RSPI の入出力端子は、端子ごとに許可ビットがあります。許可ビットを “1” にしている端子は選択され

ますが、許可ビットを “0” にしている端子は選択されません。

アドレス 0008 C111h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — RSPIS[1:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b1-b0 RSPIS[1:0] RSPI端子選択ビット b1    b0

0 0：P22をMISO-A端子として設定

P23をMOSI-A端子として設定

P24をRSPCK-A端子として設定

P30をSSL0-A端子として設定

P31をSSL1-A端子として設定

P32をSSL2-A端子として設定

P33をSSL3-A端子として設定

0 1：PA5をMISO-B端子として設定

PB0をMOSI-B端子として設定

PA4をRSPCK-B端子として設定

PA3をSSL0-B端子として設定

PA2をSSL1-B端子として設定

（SSL2端子およびSSL3端子は選択できません）

1  0：設定しないでください

1  1：設定しないでください

R/W

b7-b2 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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15.5.2.9 ポートファンクションレジスタ J（PFJCAN）

PFJCAN レジスタは、CAN に関する入出力端子を設定するレジスタです。

CANE ビット（CAN 端子許可ビット）

CAN 端子の許可／禁止を選択します。CAN を使用する場合は、“1” にしてください。

CANS[1:0] ビット（CAN 端子選択ビット）

CAN の入出力端子を選択します。

15.5.2.10 ポートファンクションレジスタ K（PFKLIN）

PFKLIN レジスタは、LIN に関する入出力端子を設定するレジスタです。

LINE ビット（ LIN 端子許可ビット）

LIN 端子の許可／禁止を選択します。LIN を使用する場合は、“1” にしてください。

アドレス 0008 C113h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

CANS[1:0] — — — — — CANE

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 CANE CAN端子許可ビット 0：CTX端子およびCRX端子無効

1：CTX端子およびCRX端子有効

R/W

b5-b1 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b7-b6 CANS[1:0] CAN端子選択ビット b7 b6

0  0：PB5をCTX-A端子として設定

PB6をCRX-A端子として設定
0  1：P23をCTX-B端子として設定

P22をCRX-B端子として設定

1  0：設定しないでください
1  1：設定しないでください

R/W

アドレス 0008 C114h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — LINE

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 LINE LIN端子許可ビット 0：LTX端子およびLRX 端子無効

1：LTX端子およびLRX 端子有効

R/W

b7-b1 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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15.5.2.11 ポートファンクションレジスタ M（PFMPOE）

注1. 書き込みはリセットスタート後の 初の1回目のみ有効です。2回目以降の書き込みはできません。

PFMPOE レジスタは、POEn# 入力端子の許可／禁止を選択するレジスタです。

システムの誤動作を防ぐためにリセットスタート後に書き込みを行ってください。書き込みはリセットス

タート後の 初の 1 回目のみ有効です。

POEnE ビット（POEn# 入力許可ビット）（n ＝ 0、8、10）

対応する POEn# 入力の許可／禁止を選択します。

POEn# を使用する場合には、対応する POEnE ビットを “1” にしてください。

アドレス 0008 C116h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — POE10
E

POE8E — POE0E

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 POE0E POE0#入力許可ビット 0：I/Oポートとして設定

1：POE0#入力端子として設定

R/W
（注1）

b1 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b2 POE8E POE8#入力許可ビット 0：I/Oポートとして設定

1：POE8#入力端子として設定

R/W
（注1）

b3 POE10E POE10#入力許可ビット 0：I/Oポートとして設定

1：POE10#入力端子として設定

R/W
（注1）

b7-b4 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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15.5.3 ポートの設定

各周辺モジュールの端子を有効に設定すると、各ポートの設定が切り替わります。

入力として機能する端子は、各周辺モジュールの設定により独立して設定できます。ポートレジスタリー

ド、NMI および POEn# 端子入力を除き、入力バッファコントロールレジスタ（PORTn.ICR）の対応する

ビットを “1” にして入力バッファを有効にする必要があります。

出力および入出力として機能する端子は、各周辺モジュールの端子ごとに出力信号を有効に設定する必要

があります。同じポートにマルチプレクスされている各周辺モジュールの出力信号有効設定が競合すると周

辺モジュールのポートマルチプレクス優先順位に従って、優先される周辺モジュールの機能が有効になりま

す。

表 15.33 に周辺モジュールのポートマルチプレクス優先順位一覧を示します。

表15.33 周辺モジュールのポートマルチプレクス優先順位一覧（64ピンLQFP）

優先順位 モジュール名 出力端子名

高

低

1 RSPI RSPCK、MOSI、MISO、SSL0～SSL3

2 CAN CTX

3 LIN LTX

4 MTU0～MTU7 MTIOC0A、MTIOC0B、MTIOC0C、MTIOC0D、MTIOC1A、MTIOC1B、MTIOC2A、
MTIOC2B、MTIOC3A、MTIOC3B、MTIOC3C、MTIOC3D、MTIOC4A、MTIOC4B、
MTIOC4C、MTIOC4D、MTIOC6D、MTIOC7A、MTIOC7B、MTIOC7C

5 GPT0～GPT3 GTIOC0A、GTIOC0B、GTIOC1A、GTIOC1B、GTIOC2A、GTIOC2B

6 SCI0～SCI2 SCK0～SCK2、TXD0～TXD2

7 RIIC SCL、SDA

8 IOPORT P10～P11、P22～P24、P30～P33、P70～P76、P91～P94、PA2～PA5、PB0～PB7、
PD3～PD7
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15.5.4 出力許可設定一覧

表 15.34 に各ポートの出力許可設定一覧を示します。

該当する出力信号の詳細は、各周辺モジュールのレジスタの説明を参照してください。

また、各周辺モジュールの端子名の末尾に A ～ B のいずれかが付いている端子は、ポートファンクショ

ンレジスタによって端子機能を変更できます。

表15.34 各ポートの出力許可設定一覧（64ピンLQFP） (1 / 3)

ポート モジュール名 出力信号名
ポートファンクション

レジスタの設定
各周辺モジュールの設定

P10 PORT1 P10 PORT1.DDR.B0=1

P11 PORT1 P11 PORT1.DDR.B1=1

P22 RSPI MISO-A PFGSPI.MISOE=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=00

（端子許可とは別に、周辺モジュールの設定に
入力／出力の切り替え機能があります）

PORT2 P22 PORT2.DDR.B2 = 1

P23 RSPI MOSI-A PFGSPI.MOSIE=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=00

（端子許可とは別に、周辺モジュールの設定に

入力／出力の切り替え機能があります）

CAN CTX-B PFJCAN.CANE =1
PFJCAN.CANS[1:0]=01

（信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

LIN LTX PFKLIN.LINE=1 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT2 P23 PORT2.DDR.B3 =1

P24 RSPI RSPCK-A PFGSPI.RSPCKE =1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=00

（端子許可とは別に、周辺モジュールの設定に入力／
出力の切り替え機能があります）

PORT2 P24 PORT2.DDR.B4=1

P30 RSPI SSL0-A PFGSPI.SSL0E=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=00

（端子許可とは別に、周辺モジュールの設定に入力／

出力の切り替え機能があります）

MTU0 MTIOC0B-B PFCMTU.MTUS1=1 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT3 P30 PORT3.DDR.B0=1

P31 RSPI SSL1-A PFGSPI.SSL1E=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=00

（信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

MTU0 MTIOC0A-B PFCMTU.MTUS0=1 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT3 P31 PORT3.DDR.B1=1

P32 RSPI SSL2-A PFGSPI.SSL2E=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=00

（信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

MTU3 MTIOC3C （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT3 P32 PORT3.DDR.B2=1

P33 RSPI SSL3-A PFGSPI.SSL3E =1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=00

（信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

MTU3 MTIOC3A （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT3 P33 PORT3.DDR.B3=1

P70 PORT7 P70 PORT7.DDR.B0=1

P71 MTU3 MTIOC3B （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

GPT0 GTIOC0A-A PFDGPT.GPTS=0 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT7 P71 PORT7.DDR.B1=1

P72 MTU4 MTIOC4A （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

GPT1 GTIOC1A-A PFDGPT.GPTS=0 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT7 P72 PORT7.DDR.B2=1

P73 MTU4 MTIOC4B （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

GPT2 GTIOC2A-A PFDGPT.GPTS=0 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT7 P73 PORT7.DDR.B3=1
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P74 MTU3 MTIOC3D （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

GPT0 GTIOC0B-A PFDGPT.GPTS=0 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT7 P74 PORT7.DDR.B4=1

P75 MTU4 MTIOC4C （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

GPT1 GTIOC1B-A PFDGPT.GPTS=0 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT7 P75 PORT7.DDR.B5=1

P76 MTU4 MTIOC4D （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

GPT2 GTIOC2B-A PFDGPT.GPTS=0 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT7 P76 PORT7.DDR.B6=1

P91 MTU7 MTIOC7C （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT9 P91 PORT9.DDR.B1=1

P92 MTU6 MTIOC6D （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT9 P92 PORT9.DDR.B2=1

P93 MTU7 MTIOC7B （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT9 P93 PORT9.DDR.B3=1

P94 MTU7 MTIOC7A （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORT9 P94 PORT9.DDR.B4=1

PA2 RSPI SSL1-B PFGSPI.SSL1E = 1
PFHSPI.RSPIS[1:0] = 01

（信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

MTU2 MTIOC2B （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORTA PA2 PORTA.DDR.B2=1

PA3 RSPI SSL0-B PFGSPI.SSL0E = 1
PFHSPI.RSPIS[1:0] = 01

（端子許可とは別に、周辺モジュールの設定に
入力／出力の切り替え機能があります）

MTU2 MTIOC2A （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORTA PA3 PORTA.DDR.B3=1

PA4 RSPI RSPCK-B PFGSPI.RSPCKE = 1
PFHSPI.RSPIS[1:0] = 01

（端子許可とは別に、周辺モジュールの設定に

入力／出力の切り替え機能があります）

MTU1 MTIOC1B （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORTA PA4 PORTA.DDR.B4=1

PA5 RSPI MISO-B PFGSPI.MISOE = 1
PFHSPI.RSPIS[1:0] = 01

（端子許可とは別に、周辺モジュールの設定に

入力／出力の切り替え機能があります）

MTU1 MTIOC1A （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORTA PA5 PORTA.DDR.B5=1

PB0 RSPI MOSI-B PFGSPI.MOSIE=1
PFHSPI.RSPIS[1:0]=01

（端子許可とは別に、周辺モジュールの設定に
入力／出力の切り替え機能があります）

MTU0 MTIOC0D （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORTB PB0 PORTB.DDR.B0=1

PB1 MTU0 MTIOC0C （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

RIIC SCL RIIC.ICCR1.ICE=1

PORTB PB1 PORTB.DDR.B1=1

PB2 MTU0 MTIOC0B-A PFCMTU.MTUS1=0 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

SCI0 TXD0 SCI0.SCR.TE=1

RIIC SDA RIIC.ICCR1.ICE=1

PORTB PB2 PORTB.DDR.B2=1

表15.34 各ポートの出力許可設定一覧（64ピンLQFP） (2 / 3)

ポート モジュール名 出力信号名
ポートファンクション

レジスタの設定
各周辺モジュールの設定
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PB3 MTU0 MTIOC0A-A PFCMTU.MTUS0=0 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

SCI0 SCK0 SCI0.SCMR.SMIF=1のとき：
SMR.GM=0, SCR.CKE[1:0]=01かSMR.GM=1で、

SCR.TE=1かSCR.RE=1
SCI0.SCMR.SMIF=0のとき：

SMR.CM=0, SCR.CKE[1:0]=01かSMR.CM=1,
SCR.CKE[1]=0で、SCR.TE=1かSCR.RE=1

PORTB PB3 PORTB.DDR.B3=1

PB4 PORTB PB4 PORTB.DDR.B4=1

PB5 CAN CTX-A PFJCAN.CANE = 1
PFJCAN.CANS[1:0] = 00

（信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

SCI2 TXD2-A PFFSCI.SCI2S = 0 SCI2.SCR.TE=1

PORTB PB5 PORTB.DDR.B5=1

PB6 PORTB PB6 PORTB.DDR.B6=1

PB7 SCI2 SCK2-A PFFSCI.SCI2S=0 SCI2.SCMR.SMIF =1のとき：
SMR.GM = 0, SCR.CKE[1:0]=01かSMR.GM=1で、

SCR.TE=1かSCR.RE=1
SCI2.SCMR.SMIF=0のとき：

SMR.CM=0, SCR.CKE[1:0]=01かSMR.CM=1,
SCR.CKE[1]=0で、SCR.TE=1かSCR.RE=1

PORTB PB7 PORTB.DDR.B7=1

PD3 GPT2 GTIOC2A-B PFDGPT.GPTS=1 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

SCI1 TXD1 SCI1.SCR.TE=1

PORTD PD3 PORTD.DDR.B3=1

PD4 GPT1 GTIOC1B-B PFDGPT.GPTS=1 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

SCI1 SCK1 SCI1.SCMR.SMIF=1のとき：
SMR.GM = 0, SCR.CKE[1:0]=01かSMR.GM=1で、

SCR.TE=1かSCR.RE=1
SCI1.SCMR.SMIF=0のとき：

SMR.CM = 0, SCR.CKE[1:0]=01かSMR.CM=1,
SCR.CKE[1]=0で、SCR.TE=1かSCR.RE=1

PORTD PD4 PORTD.DDR.B4=1

PD5 GPT1 GTIOC1A-B PFDGPT.GPTS=1 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORTD PD5 PORTD.DDR.B5=1

PD6 GPT0 GTIOC0B-B PFDGPT.GPTS=1 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORTD PD6 PORTD.DDR.B6=1

PD7 GPT0 GTIOC0A-B PFDGPT.GPTS=1 （信号出力状態は周辺モジュールの設定に従います）

PORTD PD7 PORTD.DDR.B7=1

表15.34 各ポートの出力許可設定一覧（64ピンLQFP） (3 / 3)

ポート モジュール名 出力信号名
ポートファンクション

レジスタの設定
各周辺モジュールの設定
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15.5.5 未使用端子の処理

表 15.35 に未使用端子の処理内容を示します。

注1. PORTn.ICRレジスタを初期値から変更しないでください。変更した場合、貫通電流が流れる可能性があります。

表15.35 未使用端子の処理内容（64ピンLQFP）

端子名 処理内容

EMLE 抵抗を介してVSSに接続（プルダウン）

MD1、MD0 （モード端子として必ず使用）

MDE （モード端子として必ず使用）

RES# 抵抗を介してVCCに接続（プルアップ）

PE2/NMI/POE10#-A 抵抗を介してVCCに接続（プルアップ）

EXTAL （クロック端子として必ず使用）

XTAL 端子を開放

ポート1～3、7、9、

A、B、D、E

 端子ごとに抵抗を介してVCCに接続（プルアップ）、または抵抗を介してVSSに接続（プルダウン）
 PORTn.ICRを初期値（入力バッファ無効）の状態で端子を開放することも可能（注1）

ポート4  端子ごとに抵抗を介してAVCC0に接続（プルアップ）、または抵抗を介してAVSS0に接続（プルダウン）

 PORTn.ICRを初期値（入力バッファ無効）の状態で端子を開放することも可能（注1）

VREFH0 AVCC0に接続

VREFL0 AVSS0に接続
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15.6 入出力ポートの構成

図 15.1 入出力ポートの構成 (1)

DDR

DR

各周辺モジュール

出力信号

各周辺モジュール

出力許可

各周辺モジュール

入力信号

ポートリード

ICR

注1. 64ピンLQFPにはありません。

注2. 80ピンLQFPにはありません。

注3. 100ピンLQFPにはありません。

注4. 80ピン(R5F562TxGDFF)にはありません。

DDR

DR

ICR

各周辺モジュール

入力信号

ポートリード

ポート2（P22～P24）
ポート3（P30～P33）
ポート7（P71～P76）
ポート8（P81～P82（注1、2））

ポート9（P90（注1、2）、P91～P94、P95（注1）

ポートA（PA0（注4）、PA1（注1、2、4）、PA2（注4）、PA3、PA4（注4）、PA5）
ポートB（PB0～PB3、PB6、PB7）
ポートD（PD0～PD1（注1、2、4）、PD2（注1、2）、PD3～PD7）
ポートE（PE0（注1）、PE3（注1）、PE4（注1））

ポートG（PG0～PG2（注1、2、3、4））
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部
バ
ス

内
部
バ
ス

ポート1（P10、P11（注4））

ポート2（P20、P21（注1、4））

ポート7（P70）
ポート8（P80（注1、2））

ポート9（P96（注1））

ポートB（PB4）
ポートE（PE5（注1、2））
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図 15.2 入出力ポートの構成 (2)
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ポート4（P40～P47）
ポート5（P50～P55（注1、2、4））
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注1. 64ピンLQFPにはありません。

注2. 80ピンLQFPにはありません。

注3. 100ピンLQFPにはありません。

注4. 80ピン(R5F562TxGDFF)にはありません。

注5. ポートレジスタ（PORT）を読むときは、対応する端子の ICR レジスタのビットを “1” にしてください。

ICR レジスタのビットが“0” の状態で、PORT レジスタを読んだ場合、対応する端子のビットの値は不定です。

NMI入力信号

POE入力信号

ポートリード

ポートE（PE2）

内
部
バ
ス
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15.7 使用上の注意事項

15.7.1 入力バッファコントロールレジスタ（PORTn.ICR）の設定

PORTn.ICR レジスタの設定を変更する場合、端子の状態によっては内部にエッジが発生し、意図しない動

作をすることがあります。PORTn.ICR レジスタの設定を変更する場合は、端子を High に固定した状態で行

うか、当該端子に割り当てられている周辺モジュールの設定で、入力機能を無効にした状態で行ってくださ

い。

PORTn.ICR レジスタの設定で入力を有効にした場合、複数の入力機能が割り当てられている端子では、そ

のすべての入力機能に端子状態が反映されます。未使用の入力機能は各周辺モジュール側の設定に注意して

ください。

端子を出力端子として使用する場合、PORTn.ICR レジスタの設定で入力を有効にすると出力データが端子

状態として取り込まれます。出力として使用する端子は、PORTn.ICR レジスタの設定で入力を無効にしてく

ださい。

15.7.2 ポートファンクションレジスタの設定

ポートファンクションレジスタは、I/O ポートの制御を行います。各端子の入出力の設定は、入出力先を

選択後に入出力を有効にしてください。

入力端子を変更する場合、変更前の端子レベルと変更後の端子レベルが異なると内部にエッジが発生し、

意図しない動作をすることがあります。入力端子を変更する場合は、以下の手順で行ってください。

1. 変更しようとする端子機能に該当する周辺モジュールの設定で、入力機能を無効にする。

2. ポートファンクションレジスタの設定によって、入力端子を選択する。

3. 変更しようとする端子機能に該当する周辺モジュールの設定で、入力機能を有効にする。

出力端子を変更する場合、変更前の端子設定と変更後の端子設定が異なると端子から内部エッジが出力さ

れて、意図しない動作をすることがあります。出力端子を変更する場合は、以下の手順で行ってください。

1. 変更しようとする端子機能に該当する周辺モジュールの設定で、出力機能を無効にする。

2. ポートファンクションレジスタの設定により、出力端子を選択する。

3. 変更しようとする端子機能に該当する周辺モジュールの設定で、出力機能を有効にする。

1 つの端子機能に対して、入出力先を変更する端子選択ビット、および端子機能を有効にする許可ビット

の両方が存在する場合、端子選択ビットで端子の入出力先を設定した後に、許可ビットで端子機能を有効に

してください。
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15.7.3  出力許可設定の切り替えについて

各ポートの出力許可設定の初期状態は禁止のため、端子は Hi-Z 状態になっています。出力許可設定の切

り替えを行うと、各ポートは Hi-Z 状態から出力（High 出力または Low 出力）に切り替わりますが、このと

き、LSI 内部の状態により、端子からエッジが出力される場合があります。

エッジを発生させないようにするためには、あらかじめポートデータレジスタ（DR）に値を設定する必

要があります。

 Hi-Z 状態から High 出力に切り替える場合は、以下の手順で行ってください。

1. 出力端子のポートデータレジスタ（DR）のビットを “1”（LSI 内部の状態を High 側にセット）にする。

2. ポートファンクションレジスタの設定により、出力端子を選択する。

3. 出力端子の機能を出力許可設定に切り替える。

 Hi-Z 状態から Low 出力に切り替える場合は、以下の手順で行ってください。

1 出力端子のポートデータレジスタ（DR）のビットを “0”（LSI 内部の状態を Low 側にセット）にする。

2. ポートファンクションレジスタの設定により、出力端子を選択する。

3. 出力端子の機能を出力許可設定に切り替える。

15.7.4 ポートレジスタ（PORT）を読むときの注意事項

ポート 4、ポート 5、ポート 6 のポートレジスタ（PORT）を読むときは、あらかじめ対応する端子の入力

バッファを有効にするために、PORTn.ICR レジスタの対応するビットを “1” にしてください。

PORTn.ICR レジスタのビットが “0” の状態で、PORTn.PORT レジスタを読んだ場合、対応するビットの値

は不定です。
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16. マルチファンクションタイマパルスユニット 3（MTU3）

16.1 概要

RX62T グループ、RX62G グループは、8 チャネルの 16 ビットタイマにより構成されるマルチファンク

ションタイマパルスユニット 3（MTU3）を内蔵しています。

表 16.1 に MTU の仕様を、表 16.2 に MTU の機能一覧を示します。また、図 16.1、図 16.2 に MTU のブ

ロック図を示します。

表16.1 MTUの仕様

項目 内容

パルス入出力 大24本

パルス入力 3本

カウントクロック チャネルごとに6～8種類（チャネル5は4種類）

動作周波数 8～100MHz

設定可能動作 【MTU0～4、6、7】
 コンペアマッチによる波形出力

 インプットキャプチャ機能

 カウンタクリア動作

 複数のタイマカウンタ（TCNT）への同時書き込み

 コンペアマッチ／インプットキャプチャによる同時クリア

 カウンタの同期動作による各レジスタの同期入出力

 同期動作と組み合わせることによる 大12相のPWM出力

【MTU0、3、4、6、7】
 バッファ動作を設定可能

【MTU3、4、6、7】
 MTU3/4、およびMTU6/7の連動動作による相補PWM、リセットPWM動作で、6 相の

ポジ／ネガ計12 相の出力が可能

 相補PWM モード時、タイマカウンタの山／谷もしくはバッファレジスタ

（MTU4.TGRD、MTU7.TGRD）への書き込み時に、バッファレジスタからテンポラ

リレジスタへデータ転送可能

 相補PWM モードでダブルバッファ機能を設定可能

【MTU3、4】
 MTU0と連動させて、相補PWM、リセットPWM を用いたAC 同期モータ（ブラシレ

スDC モータ）駆動モードが設定可能で、2 種類（チョッピング、レベル）の波形出

力が選択可能

【MTU1、2】
 個々に位相計数モードを設定可能

 カスケード接続動作が可能

【MTU5】
 デッドタイム補償用カウンタとして使用することが可能

割り込み間引き機能 相補PWMモード時に、カウンタの山／谷での割り込み、およびA/Dコンバータの

変換スタートトリガを間引くことが可能

割り込み要因 38種類

バッファ動作 レジスタデータの自動転送（バッファレジスタからタイマレジスタへの転送）

トリガ生成 A/Dコンバータの変換開始トリガを生成可能

A/D変換開始要求のディレイド機能により、任意のタイミングでA/D変換開始が可能。ま

たPWM出力との同期動作が可能

消費電力低減機能 モジュールストップ状態への設定が可能



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 468 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 16.  マルチファンクションタイマパルスユニット3（MTU3）

表16.2 MTUの機能一覧（1/2）

項　　　目 MTU0 MTU1 MTU2 MTU3 MTU4 MTU5 MTU6 MTU7

カウントクロック ICLK/1
ICLK/4
ICLK/16
ICLK/64
MTCLKA
MTCLKB
MTCLKC
MTCLKD

ICLK/1
ICLK/4
ICLK/16
ICLK/64
ICLK/256
MTCLKA
MTCLKB

ICLK/1
ICLK/4
ICLK/16
ICLK/64
ICLK/1024
MTCLKA
MTCLKB
MTCLKC

ICLK/1
ICLK/4
ICLK/16
ICLK/64
ICLK/256
ICLK/1024
MTCLKA
MTCLKB

ICLK/1
ICLK/4
ICLK/16
ICLK/64
ICLK/256
ICLK/1024
MTCLKA
MTCLKB

ICLK/1
ICLK/4
ICLK/16
ICLK/64

ICLK/1
ICLK/4
ICLK/16
ICLK/64
ICLK/256
ICLK/1024

ICLK/1
ICLK/4
ICLK/16
ICLK/64
ICLK/256
ICLK/1024

ジェネラルレジスタ

（TGR）

TGRA
TGRB
TGRE

TGRA
TGRB

TGRA
TGRB

TGRA
TGRB

TGRA
TGRB

TGRU
TGRV
TGRW

TGRA
TGRB

TGRA
TGRB

ジェネラルレジスタ／

バッファレジスタ

TGRC
TGRD
TGRF

— — TGRC
TGRD
TGRE

TGRC
TGRD
TGRE
TGRF

— TGRC
TGRD
TGRE

TGRC
TGRD
TGRE
TGRF

入出力端子 MTIOC0A
MTIOC0B
MTIOC0C
MTIOC0D

MTIOC1A
MTIOC1B

MTIOC2A
MTIOC2B

MTIOC3A
MTIOC3B
MTIOC3C
MTIOC3D

MTIOC4A
MTIOC4B
MTIOC4C
MTIOC4D

入力端子
MTIC5U
MTIC5V
MTIC5W

MTIOC6A
MTIOC6B
MTIOC6C
MTIOC6D

MTIOC7A
MTIOC7B
MTIOC7C
MTIOC7D

カウンタクリア機能 TGRのコン

ペアマッチ

または

インプット

キャプチャ

TGRのコン

ペアマッチ

または

インプット

キャプチャ

TGRのコン

ペアマッチ

または

インプット

キャプチャ

TGRのコン

ペアマッチ

または

インプット

キャプチャ

TGRのコン

ペアマッチ

または

インプット

キャプチャ

TGRのコン

ペアマッチ

または

インプット

キャプチャ

TGRのコン

ペアマッチ

または

インプット

キャプチャ

TGRのコン

ペアマッチ

または

インプット

キャプチャ

コンペア

マッチ

出力

Low出力 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ — ◯ ◯

High出力 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ — ◯ ◯

トグル出力 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ — ◯ ◯

インプット

キャプチャ機能

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

同期動作 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ — ◯ ◯

PWMモード1 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ — ◯ ◯

PWMモード2 ◯ ◯ ◯ — — — — —

相補PWMモード — — — ◯ ◯ — ◯ ◯

リセット同期PWM — — — ◯ ◯ — ◯ ◯

AC同期モータ

駆動モード

◯ — — ◯ ◯ — — —

位相計数モード — ◯ ◯ — — — — —

バッファ動作 ◯ — — ◯ ◯ — ◯ ◯

デッドタイム補償用

カウンタ機能

— — — — — ◯ — —
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◯：可能　 —：不可能

注1. モジュールストップの詳細については、「9.　消費電力低減機能」を参照してください。

表16.2 MTUの機能一覧（2/2）

項　　　目 MTU0 MTU1 MTU2 MTU3 MTU4 MTU5 MTU6 MTU7

割り込み要因 7要因

 コンペアマッチ／

インプットキャプ

チャ A
コンペアマッチ／

インプットキャプ

チャ B
コンペアマッチ／

インプットキャプ

チャ C
コンペアマッチ／

インプットキャプ

チャ D
コンペアマッチE
コンペアマッチF
オーバフロー

4要因

 コンペアマッチ

／インプット

キャプチャ A
 コンペアマッチ

／インプット

キャプチャ B

オーバフロー

 アンダフロー

4要因

コンペアマッチ

／インプット

キャプチャ A
コンペアマッチ

／インプット

キャプチャ B

オーバフロー

アンダフロー

5要因

 コンペアマッチ

／インプット

キャプチャ A
 コンペアマッチ

／インプット

キャプチャ B
 コンペアマッチ

／インプット

キャプチャ C
 コンペアマッチ

／インプット

キャプチャ D

 オーバフロー

5要因

 コンペアマッチ

／インプット

キャプチャ A
 コンペアマッチ

／インプット

キャプチャ B
 コンペアマッチ

／インプット

キャプチャ C
 コンペアマッチ

／インプット

キャプチャ D

 オーバフロー、

アンダフロー

（相補PWMモー

ド時のみ）

3要因

コンペアマッチ

／インプット

キャプチャ U
コンペアマッチ

／インプット

キャプチャ V
コンペアマッチ

／インプット

キャプチャ W

5要因

 コンペアマッチ

／インプット

キャプチャ A
 コンペアマッチ

／インプット

キャプチャ B
 コンペアマッチ

／インプット

キャプチャ C
 コンペアマッチ

／インプット

キャプチャ D

 オーバフロー

5要因

 コンペアマッチ

／インプット

キャプチャ A
 コンペアマッチ

／インプット

キャプチャ B
 コンペアマッチ

／インプット

キャプチャ C
 コンペアマッチ

／インプット

キャプチャ D

 オーバフロー、

アンダフロー

（相補PWMモー

ド時のみ）

DTCの起動 TGRのコンペア

マッチ

または

インプット

キャプチャ

TGRのコンペア

マッチ

または

インプット

キャプチャ

TGRのコンペア

マッチ

または

インプット

キャプチャ

TGRのコンペア

マッチ

または

インプット

キャプチャ

TGRのコンペ
アマッチ
または
インプット
キャプチャ、
オーバフロー、
アンダフロー
（相補PWM
モード時のみ）

TGRのコンペア

マッチ

または

インプットキャ

プチャ

TGRのコンペア

マッチ

または

インプットキャ

プチャ

TGRのコンペ
アマッチ
または
インプット
キャプチャ、
オーバフロー、
アンダフロー

（相補PWM
モード時のみ）

A/D変換開始トリガ TGRA の

コンペア
マッチ
または
インプット
キャプチャ
TGRE の

コンペア
マッチ

TGRA の

コンペア
マッチ
または
インプット
キャプチャ

TGRA の

コンペア
マッチ
または
インプット
キャプチャ

TGRA の

コンペア
マッチ
または
インプット
キャプチャ

TGRA の

コンペア
マッチ
または
インプット
キャプチャ
相補 PWM
モード時
TCNT のアン

ダフロー
（谷）

— TGRA の

コンペア
マッチ
または
インプット
キャプチャ

TGRA の

コンペア
マッチ
または
インプット
キャプチャ
相補 PWM
モード時
TCNT のアン

ダフロー
（谷）

A/D変換開始要求

ディレイド機能

— — — —  TADCORAと

TCNTの一致で、

A/D変換開始要求

 TADCORBと

TCNTの一致で、

A/D変換開始要求

— —  TADCORAと

TCNTの一致で、

A/D変換開始要求

 TADCORBと

TCNTの一致で、

A/D変換開始要求

割り込み間引き機能1 — — —  TGRAの

コンペアマッチ

割り込みを間引

き

 TCIV

割り込みを間引

き

—  TGRAの

コンペアマッチ

割り込みを間引

き

 TCIV

割り込みを間引

き

割り込み間引き機能2 — — — —  TADCORAと

TCNT、
および

TADCORBと

TCNTのコンペア

回数で間引き

— —  TADCORAと

TCNT、および

TADCORBと

TCNTのコンペア

回数で間引き

モジュールストップ MSTPCRA.MSTPA9（注1）
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図 16.1 MTU のブロック図（MTU0 ～ 4）

A/D変換開始要求信号

［入出力端子］

［割り込み要求信号］

MTU3 : TGIA3
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［クロック入力］

内部クロック : ICLK/1
ICLK/4
ICLK/16
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ICLK/1024
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［入出力端子］
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MTU0 : TGIA0
TGIB0
TGIC0
TGID0
TGIE0
TGIF0
TCIV0

MTU1 : TGIA1
TGIB1
TCIV1
TCIU1

MTU2 : TGIA2
TGIB2
TCIV2
TCIU2

TRG4AN, TRG4BN
間引きコントロール

ロジック

TCR : タイマコントロールレジスタ

TMDR1 : タイマモードレジスタ1
TMDR2A : タイマモードレジスタ2

TIOR : タイマI/Oコントロールレジスタ

TIORH : タイマI/OコントロールレジスタH

TIORL : タイマI/OコントロールレジスタL
TIER : タイマインタラプトイネーブルレジスタ

TIER2 : タイマインタラプトイネーブルレジスタ2

TSR : タイマステータスレジスタ

TBTM : タイマバッファ動作転送モードレジスタ

TCNT : タイマカウンタ

TGRA : タイマジェネラルレジスタA
TGRB : タイマジェネラルレジスタB
TGRC : タイマジェネラルレジスタC

TGRD : タイマジェネラルレジスタD
TGRE : タイマジェネラルレジスタE

TGRF : タイマジェネラルレジスタF
TSTRA : タイマスタートレジスタ

TSYRA : タイマシンクロレジスタ

TCSYSTR : タイマカウンタシンクロスタートレジスタ

TRWERA : タイマリードライトイネーブルレジスタ

TOERA : タイマアウトプットマスタイネーブルレジスタ

TOCR1A : タイマアウトプットコントロールレジスタ1
TOCR2A : タイマアウトプットコントロールレジスタ2
TOLBRA : タイマアウトプットレベルバッファレジスタ

TGCRA : タイマゲートコントロールレジスタ

TCNTSA : タイマサブカウンタ

TCDRA : タイマ周期データレジスタ

TCBRA : タイマ周期バッファレジスタ

TDDRA : タイマデッドタイムデータレジスタ

TDERA : タイマデッドタイムイネーブルレジスタ

TBTERA : タイマバッファ転送設定レジスタ

TWCRA : タイマ波形コントロールレジスタ

TICCR : タイマインプットキャプチャコントロールレジスタ

TADCR : タイマA/D変換開始要求コントロールレジスタ

TADCORA : タイマA/D変換開始要求周期設定レジスタA

TADCORB : タイマA/D変換開始要求周期設定レジスタB
TADCOBRA: タイマA/D変換開始要求周期設定バッファレジスタA

TADCOBRB: タイマA/D変換開始要求周期設定バッファレジスタB
TITMRA : タイマ割り込み間引きモードレジスタ

TITCR1A : タイマ割り込み間引き設定レジスタ1

TITCR2A : タイマ割り込み間引き設定レジスタ2
TITCNT1A : タイマ割り込み間引き回数レジスタ1
TITCNT2A : タイマ割り込み間引き回数レジスタ2

MTU3 : MTIOC3A
MTIOC3B
MTIOC3C
MTIOC3D

MTU4 : MTIOC4A
MTIOC4B
MTIOC4C
MTIOC4D

MTI2 : MTIOC2A
MTIOC2B

MTU0 : MTIOC0A
MTIOC0B
MTIOC0C
MTIOC0D
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図 16.2 MTU のブロック図（MTU5 ～ 7）
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MTU6 : TGIA6
TGIB6
TGIC6
TGID6
TCIV6

内部クロック : ICLK/4
ICLK/16
ICLK/64
ICLK/256
ICLK/1024

MTU7 : TGIA7
TGIB7
TGIC7
TGID7
TCIV7

MTU5 : TGIU5
TGIV5
TGIW5

TRG7AN, TRG7BN
間引きコントロール

ロジック

M
T

U
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T

U
7
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ト
ロ
ー
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ロ
ジ
ッ
ク

MTU6 : MTIOC6A 
MTIOC6B
MTIOC6C
MTIOC6D

MTU7 : MTIOC7A
MTIOC7B
MTIOC7C
MTIOC7D

MTU5 : MTIC5U
MTIC5V
MTIC5W

TSTRB : タイマスタートレジスタ

TSYRB : タイマシンクロレジスタ

TSYCR : タイマシンクロクリアレジスタ

TCSYSTR : タイマカウンタシンクロスタートレジスタ

TRWERB : タイマリードライトイネーブルレジスタ

TOERB : タイマアウトプットマスタイネーブルレジスタ

TOCR1B : タイマアウトプットコントロールレジスタ1
TOCR2B : タイマアウトプットコントロールレジスタ2

TOLBRB : タイマアウトプットレベルバッファレジスタ

TCDRB : タイマ周期データレジスタ

TCBRB : タイマ周期バッファレジスタ

TDDRB : タイマデッドタイムデータレジスタ

TDERB : タイマデッドタイムイネーブルレジスタ

TCNTSB : タイマサブカウンタ

TBTERB : タイマバッファ転送設定レジスタ

TWCRB : タイマ波形コントロールレジスタ

TADCR : タイマA/D変換開始要求コントロールレジスタ

TADCORA : タイマA/D変換開始要求周期設定レジスタA
TADCORB : タイマA/D変換開始要求周期設定レジスタB

TADCOBRA : タイマA/D変換開始要求周期設定バッファレジスタA
TADCOBRB : タイマA/D変換開始要求周期設定バッファレジスタB
TITMRB : タイマ割り込み間引きモードレジスタ

TITCR1B : タイマ割り込み間引き設定レジスタ1
TITCR2B : タイマ割り込み間引き設定レジスタ2
TITCNT1B : タイマ割り込み間引き回数レジスタ1

TITCNT2B : タイマ割り込み間引き回数レジスタ2

TCR : タイマコントロールレジスタ

TCRU : タイマコントロールレジスタU
TCRV : タイマコントロールレジスタV

TCRW : タイマコントロールレジスタW
TMDR1 : タイマモードレジスタ1

TMDR2B : タイマモードレジスタ2
TIORH : タイマI/OコントロールレジスタH
TIORL : タイマI/OコントロールレジスタL

TIORU : タイマI/OコントロールレジスタU
TIORV : タイマI/OコントロールレジスタV
TIORW : タイマI/OコントロールレジスタW

TIER : タイマインタラプトイネーブルレジスタ

TSR : タイマステータスレジスタ

TCNT : タイマカウンタ

TCNTU : タイマカウンタU
TCNTV : タイマカウンタV

TCNTW : タイマカウンタW
TGRA : タイマジェネラルレジスタA
TGRB : タイマジェネラルレジスタB

TGRC : タイマジェネラルレジスタC
TGRD : タイマジェネラルレジスタD
TGRE : タイマジェネラルレジスタE

TGRF : タイマジェネラルレジスタF
TGRU : タイマジェネラルレジスタU
TGRV : タイマジェネラルレジスタV

TGRW : タイマジェネラルレジスタW
TCNTCMPCLR : タイマコンペアマッチクリアレジスタ
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表 16.3 に MTU で使用する入出力端子を示します。

表16.3 MTUの入出力端子

チャネル 端子名 入出力 機　　　能

MTU MTCLKA 入力 外部クロック A 入力端子（MTU1 の位相計数モード A 相入力）

MTCLKB 入力 外部クロック B 入力端子（MTU1 の位相計数モード B 相入力）

MTCLKC 入力 外部クロック C 入力端子（MTU2 の位相計数モード A 相入力）

MTCLKD 入力 外部クロック D 入力端子（MTU2 の位相計数モード B 相入力）

MTU0 MTIOC0A 入出力 MTU0.TGRA のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ PWM 出力端子

MTIOC0B 入出力 MTU0.TGRB のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ PWM 出力端子

MTIOC0C 入出力 MTU0.TGRC のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ PWM 出力端子

MTIOC0D 入出力 MTU0.TGRD のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ PWM 出力端子

MTU1 MTIOC1A 入出力 MTU1.TGRA のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ PWM 出力端子

MTIOC1B 入出力 MTU1.TGRB のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ PWM 出力端子

MTU2 MTIOC2A 入出力 MTU2.TGRA のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ PWM 出力端子

MTIOC2B 入出力 MTU2.TGRB のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ PWM 出力端子

MTU3 MTIOC3A 入出力 MTU3.TGRA のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ PWM 出力端子

MTIOC3B 入出力 MTU3.TGRB のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ PWM 出力端子

MTIOC3C 入出力 MTU3.TGRC のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ PWM 出力端子

MTIOC3D 入出力 MTU3.TGRD のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ PWM 出力端子

MTU4 MTIOC4A 入出力 MTU4.TGRA のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ PWM 出力端子

MTIOC4B 入出力 MTU4.TGRB のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ PWM 出力端子

MTIOC4C 入出力 MTU4.TGRC のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ PWM 出力端子

MTIOC4D 入出力 MTU4.TGRD のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ PWM 出力端子

MTU5 MTIC5U 入力 MTU5.TGRU のインプットキャプチャ入力／外部パルス入力端子

MTIC5V 入力 MTU5.TGRV のインプットキャプチャ入力／外部パルス入力端子

MTIC5W 入力 MTU5.TGRW のインプットキャプチャ入力／外部パルス入力端子

MTU6 MTIOC6A 入出力 MTU6.TGRA のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ PWM 出力端子

MTIOC6B 入出力 MTU6.TGRB のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ PWM 出力端子

MTIOC6C 入出力 MTU6.TGRC のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ PWM 出力端子

MTIOC6D 入出力 MTU6.TGRD のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ PWM 出力端子

MTU7 MTIOC7A 入出力 MTU7.TGRA のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ PWM 出力端子

MTIOC7B 入出力 MTU7.TGRB のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ PWM 出力端子

MTIOC7C 入出力 MTU7.TGRC のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ PWM 出力端子

MTIOC7D 入出力 MTU7.TGRD のインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／ PWM 出力端子
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16.2 レジスタの説明

表 16.4 に MTU のレジスタ一覧を示します。

表16.4 MTUのレジスタ一覧 (1 / 6)

チャネル レジスタ名
レジスタ

シンボル
リセット後の値 アドレス

アクセス

サイズ

MTU0 タイマコントロールレジスタ TCR 00h 000C 1300h 8、16、32

タイマモードレジスタ1 TMDR1 00h 000C 1301h 8

タイマ I/OコントロールレジスタH TIORH 00h 000C 1302h 8、16

タイマ I/OコントロールレジスタL TIORL 00h 000C 1303h 8

タイマインタラプトイネーブルレジスタ TIER 00h 000C 1304h 8、16、32

タイマステータスレジスタ TSR C0h 000C 1305h 8

タイマカウンタ TCNT 0000h 000C 1306h 16

タイマジェネラルレジスタA TGRA FFFFh 000C 1308h 16、32

タイマジェネラルレジスタB TGRB FFFFh 000C 130Ah 16

タイマジェネラルレジスタC TGRC FFFFh 000C 130Ch 16、32

タイマジェネラルレジスタD TGRD FFFFh 000C 130Eh 16

タイマジェネラルレジスタE TGRE FFFFh 000C 1320h 16、32

タイマジェネラルレジスタF TGRF FFFFh 000C 1322h 16

タイマインタラプトイネーブルレジスタ2 TIER2 00h 000C 1324h 8、16

タイマステータスレジスタ2 TSR2 C0h 000C 1325h 8

タイマバッファ動作転送モードレジスタ TBTM 00h 000C 1326h 8

MTU1 タイマコントロールレジスタ TCR 00h 000C 1380h 8、16

タイマモードレジスタ1 TMDR1 00h 000C 1381h 8

タイマ I/Oコントロールレジスタ TIOR 00h 000C 1382h 8

タイマインタラプトイネーブルレジスタ TIER 00h 000C 1384h 8、16、32

タイマステータスレジスタ TSR C0h 000C 1385h 8

タイマカウンタ TCNT 0000h 000C 1386h 16

タイマジェネラルレジスタA TGRA FFFFh 000C 1388h 16、32

タイマジェネラルレジスタB TGRB FFFFh 000C 138Ah 16

タイマインプットキャプチャコントロール

レジスタ

TICCR 00h 000C 1390h 8

MTU2 タイマコントロールレジスタ TCR 00h 000C 1400h 8、16

タイマモードレジスタ1 TMDR1 00h 000C 1401h 8

タイマ I/Oコントロールレジスタ TIOR 00h 000C 1402h 8

タイマインタラプトイネーブルレジスタ TIER 00h 000C 1404h 8、16、32

タイマステータスレジスタ TSR C0h 000C 1405h 8

タイマカウンタ TCNT 0000h 000C 1406h 16

タイマジェネラルレジスタA TGRA FFFFh 000C 1408h 16、32

タイマジェネラルレジスタB TGRB FFFFh 000C 140Ah 16
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MTU3 タイマコントロールレジスタ TCR 00h 000C 1200h 8、16、32

タイマモードレジスタ1 TMDR1 00h 000C 1202h 8、16

タイマ I/OコントロールレジスタH TIORH 00h 000C 1204h 8、16、32

タイマ I/OコントロールレジスタL TIORL 00h 000C 1205h 8

タイマインタラプトイネーブルレジスタ TIER 00h 000C 1208h 8、16

タイマカウンタ TCNT 0000h 000C 1210h 16、32

タイマジェネラルレジスタA TGRA FFFFh 000C 1218h 16、32

タイマジェネラルレジスタB TGRB FFFFh 000C 121Ah 16

タイマジェネラルレジスタC TGRC FFFFh 000C 1224h 16、32

タイマジェネラルレジスタD TGRD FFFFh 000C 1226h 16

タイマジェネラルレジスタE TGRE FFFFh 000C 1272h 16

タイマステータスレジスタ TSR C0h 000C 122Ch 8、16

タイマバッファ動作転送モードレジスタ TBTM 00h 000C 1238h 8、16

MTU4 タイマコントロールレジスタ TCR 00h 000C 1201h 8

タイマモードレジスタ1 TMDR1 00h 000C 1203h 8

タイマ I/OコントロールレジスタH TIORH 00h 000C 1206h 8、16

タイマ I/OコントロールレジスタL TIORL 00h 000C 1207h 8

タイマインタラプトイネーブルレジスタ TIER 00h 000C 1209h 8

タイマカウンタ TCNT 0000h 000C 1212h 16

タイマジェネラルレジスタA TGRA FFFFh 000C 121Ch 16、32

タイマジェネラルレジスタB TGRB FFFFh 000C 121Eh 16

タイマジェネラルレジスタC TGRC FFFFh 000C 1228h 16、32

タイマジェネラルレジスタD TGRD FFFFh 000C 122Ah 16

タイマジェネラルレジスタE TGRE FFFFh 000C 1274h 16

タイマジェネラルレジスタF TGRF FFFFh 000C 1276h 16

タイマステータスレジスタ TSR C0h 000C 122Dh 8

タイマバッファ動作転送モードレジスタ TBTM 00h 000C 1239h 8

タイマA/D変換開始要求コントロールレジスタ TADCR 0000h 000C 1240h 16

タイマA/D変換開始要求周期設定レジスタA TADCORA FFFFh 000C 1244h 16、32

タイマA/D変換開始要求周期設定レジスタB TADCORB FFFFh 000C 1246h 16

タイマA/D変換開始要求周期設定バッファ

レジスタA
TADCOBRA FFFFh 000C 1248h 16、32

タイマA/D変換開始要求周期設定バッファ
レジスタB

TADCOBRB FFFFh 000C 124Ah 16

表16.4 MTUのレジスタ一覧 (2 / 6)

チャネル レジスタ名
レジスタ

シンボル
リセット後の値 アドレス

アクセス

サイズ
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MTU5 タイマカウンタU TCNTU 0000h 000C 1C80h 16、32

タイマジェネラルレジスタU TGRU FFFFh 000C 1C82h 16

タイマコントロールレジスタU TCRU 00h 000C 1C84h 8

タイマ I/OコントロールレジスタU TIORU 00h 000C 1C86h 8

タイマカウンタV TCNTV 0000h 000C 1C90h 16、32

タイマジェネラルレジスタV TGRV FFFFh 000C 1C92h 16

タイマコントロールレジスタV TCRV 00h 000C 1C94h 8

タイマ I/OコントロールレジスタV TIORV 00h 000C 1C96h 8

タイマカウンタW TCNTW 0000h 000C 1CA0h 16、32

タイマジェネラルレジスタW TGRW FFFFh 000C 1CA2h 16

タイマコントロールレジスタW TCRW 00h 000C 1CA4h 8

タイマ I/OコントロールレジスタW TIORW 00h 000C 1CA6h 8

タイマステータスレジスタ TSR 00h 000C 1CB0h 8

タイマインタラプトイネーブルレジスタ TIER 00h 000C 1CB2h 8

タイマスタートレジスタ TSTR 00h 000C 1CB4h 8

タイマコンペアマッチクリアレジスタ TCNTCMPCLR 00h 000C 1CB6h 8

MTU6 タイマコントロールレジスタ TCR 00h 000C 1A00h 8、16、32

タイマモードレジスタ1 TMDR1 00h 000C 1A02h 8、16

タイマ I/OコントロールレジスタH TIORH 00h 000C 1A04h 8、16、32

タイマ I/OコントロールレジスタL TIORL 00h 000C 1A05h 8

タイマインタラプトイネーブルレジスタ TIER 00h 000C 1A08h 8、16

タイマカウンタ TCNT 0000h 000C 1A10h 16、32

タイマジェネラルレジスタA TGRA FFFFh 000C 1A18h 16、32

タイマジェネラルレジスタB TGRB FFFFh 000C 1A1Ah 16

タイマジェネラルレジスタC TGRC FFFFh 000C 1A24h 16、32

タイマジェネラルレジスタD TGRD FFFFh 000C 1A26h 16

タイマジェネラルレジスタE TGRE FFFFh 000C 1A72h 16

タイマシンクロクリアレジスタ TSYCR 00h 000C 1A50h 8

タイマステータスレジスタ TSR C0h 000C 1A2Ch 8、16

タイマバッファ動作転送モードレジスタ TBTM 00h 000C 1A38h 8、16

表16.4 MTUのレジスタ一覧 (3 / 6)

チャネル レジスタ名
レジスタ

シンボル
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アクセス

サイズ
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MTU7 タイマコントロールレジスタ TCR 00h 000C 1A01h 8

タイマモードレジスタ1 TMDR1 00h 000C 1A03h 8

タイマ I/OコントロールレジスタH TIORH 00h 000C 1A06h 8、16

タイマ I/OコントロールレジスタL TIORL 00h 000C 1A07h 8

タイマインタラプトイネーブルレジスタ TIER 00h 000C 1A09h 8

タイマカウンタ TCNT 0000h 000C 1A12h 16

タイマジェネラルレジスタA TGRA FFFFh 000C 1A1Ch 16、32

タイマジェネラルレジスタB TGRB FFFFh 000C 1A1Eh 16

タイマジェネラルレジスタC TGRC FFFFh 000C 1A28h 16、32

タイマジェネラルレジスタD TGRD FFFFh 000C 1A2Ah 16

タイマジェネラルレジスタE TGRE FFFFh 000C 1A74h 16

タイマジェネラルレジスタF TGRF FFFFh 000C 1A76h 16

タイマステータスレジスタ TSR C0h 000C 1A2Dh 8

タイマバッファ動作転送モードレジスタ TBTM 00h 000C 1A39h 8

タイマA/D変換開始要求コントロールレジスタ TADCR 0000h 000C 1A40h 16

タイマA/D変換開始要求周期設定レジスタA TADCORA FFFFh 000C 1A44h 16、32

タイマA/D変換開始要求周期設定レジスタB TADCORB FFFFh 000C 1A46h 16

タイマA/D変換開始要求周期設定バッファ

レジスタA
TADCOBRA FFFFh 000C 1A48h 16、32

タイマA/D変換開始要求周期設定バッファ
レジスタB

TADCOBRB FFFFh 000C 1A4Ah 16

MTU
(MTU3、
MTU4共通)

タイマアウトプットマスタイネーブルレジスタA TOERA C0h 000C 120Ah 8

MTU
(MTU6、
MTU7共通)

タイマアウトプットマスタイネーブルレジスタB TOERB C0h 000C 1A0Ah 8

MTU
(MTU3、
MTU4共通)

タイマゲートコントロールレジスタA TGCRA 80h 000C 120Dh 8

MTU
(MTU3、
MTU4共通)

タイマアウトプットコントロールレジスタ1A TOCR1A 00h 000C 120Eh 8、16

MTU
(MTU6、
MTU7共通)

タイマアウトプットコントロールレジスタ1B TOCR1B 00h 000C 1A0Eh 8、16

MTU
(MTU3、
MTU4共通)

タイマアウトプットコントロールレジスタ2A TOCR2A 00h 000C 120Fh 8

MTU
(MTU6、
MTU7共通)

タイマアウトプットコントロールレジスタ2B TOCR2B 00h 000C 1A0Fh 8

MTU
(MTU3、
MTU4共通)

タイマ周期データレジスタA TCDRA FFFFh 000C 1214h 16、32

MTU
(MTU6、
MTU7共通)

タイマ周期データレジスタB TCDRB FFFFh 000C 1A14h 16、32

MTU
(MTU3、
MTU4共通)

タイマデッドタイムデータレジスタA TDDRA FFFFh 000C 1216h 16

MTU
(MTU3、
MTU4共通)

タイマデッドタイムイネーブルレジスタA TDERA 01h 000C 1234h 8

MTU
(MTU6、
MTU7共通)

タイマデッドタイムデータレジスタB TDDRB FFFFh 000C 1A16h 16

表16.4 MTUのレジスタ一覧 (4 / 6)
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レジスタ
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MTU
(MTU6、
MTU7共通)

タイマデッドタイムイネーブルレジスタB TDERB 01h 000C 1A34h 8

MTU
(MTU3、
MTU4共通)

タイマサブカウンタA TCNTSA 0000h 000C 1220h 16、32

MTU
(MTU6、
MTU7共通)

タイマサブカウンタB TCNTSB 0000h 000C 1A20h 16、32

MTU
(MTU3、
MTU4共通)

タイマ周期バッファレジスタA TCBRA FFFFh 000C 1222h 16

MTU
(MTU6、
MTU7共通)

タイマ周期バッファレジスタB TCBRB FFFFh 000C 1A22h 16

MTU
(MTU3、
MTU4共通)

タイマ割り込み間引き設定レジスタ1A TITCR1A 00h 000C 1230h 8、16

MTU
(MTU6、
MTU7共通)

タイマ割り込み間引き設定レジスタ1B TITCR1B 00h 000C 1A30h 8、16

MTU
(MTU3、
MTU4共通)

タイマ割り込み間引き設定レジスタ2A TITCR2A 00h 000C 123Bh 8

MTU
(MTU6、
MTU7共通)

タイマ割り込み間引き設定レジスタ2B TITCR2B 00h 000C 1A3Bh 8

MTU
(MTU3、
MTU4共通)

タイマ割り込み間引き回数カウンタ1A TITCNT1A 00h 000C 1231h 8

MTU
(MTU6、
MTU7共通)

タイマ割り込み間引き回数カウンタ1B TITCNT1B 00h 000C 1A31h 8

MTU
(MTU3、
MTU4共通)

タイマ割り込み間引き回数カウンタ2A TITCNT2A 00h 000C 123Ch 8

MTU
(MTU6、
MTU7共通)

タイマ割り込み間引き回数カウンタ2B TITCNT2B 00h 000C 1A3Ch 8

MTU
(MTU3、
MTU4共通)

タイマバッファ転送設定レジスタA TBTERA 00h 000C 1232h 8

MTU
(MTU6、
MTU7共通)

タイマバッファ転送設定レジスタB TBTERB 00h 000C 1A32h 8

MTU
(MTU3、
MTU4共通)

タイマアウトプットレベルバッファレジスタA TOLBRA 00h 000C 1236h 8

MTU
(MTU6、
MTU7共通)

タイマアウトプットレベルバッファレジスタB TOLBRB 00h 000C 1A36h 8

MTU
(MTU3、
MTU4共通)

タイマモードレジスタ2A TMDR2A 00h 000C 1270h 8

MTU
(MTU6、
MTU7共通)

タイマモードレジスタ2B TMDR2B 00h 000C 1A70h 8

MTU
(MTU3、
MTU4共通)

タイマ間引きモードレジスタA TITMRA 00h 000C 123Ah 8

MTU
(MTU6、
MTU7共通)

タイマ間引きモードレジスタB TITMRB 00h 000C 1A3Ah 8

MTU
(MTU3、
MTU4共通)

タイマ波形コントロールレジスタA TWCRA 00h 000C 1260h 8

表16.4 MTUのレジスタ一覧 (5 / 6)
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MTU
(MTU6、
MTU7共通)

タイマ波形コントロールレジスタB TWCRB 00h 000C 1A60h 8

MTU
(MTU0～
MTU4共通)

タイマスタートレジスタA TSTRA 00h 000C 1280h 8、16

MTU
(MTU6、
MTU7共通)

タイマスタートレジスタB TSTRB 00h 000C 1A80h 8、16

MTU
(MTU0～
MTU4共通)

タイマシンクロレジスタA TSYRA 00h 000C 1281h 8

MTU
(MTU6、
MTU7共通)

タイマシンクロレジスタB TSYRB 00h 000C 1A81h 8

MTU
(MTU0～
MTU7共通)

タイマカウンタシンクロスタートレジスタ TCSYSTR 00h 000C 1282h 8

MTU
(MTU3、
MTU4共通)

タイマリードライトイネーブルレジスタA TRWERA 01h 000C 1284h 8

MTU
(MTU6、
MTU7共通)

タイマリードライトイネーブルレジスタB TRWERB 01h 000C 1A84h 8

表16.4 MTUのレジスタ一覧 (6 / 6)
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16.2.1 タイマコントロールレジスタ（TCR）

 MTU0、MTU1、MTU2、MTU3、MTU4、MTU6、MTU7

x：Don’t care

TCR レジスタは、各チャネルの TCNT を制御します。MTU0 ～ 4、6、7 に各 1 本、MTU5 には TCRU/V/

W の 3 本、計 10 本の TCR レジスタがあります。TCR レジスタの設定は、TCNT の動作が停止した状態で

行ってください。

TPSC[2:0] ビット（タイマプリスケーラ選択ビット）

TCNT のカウンタクロックを選択します。各チャネル独立にクロックソースを選択することができます。

詳細は表 16.7 ～表 16.10 を参照してください。

CKEG[1:0] ビット（クロックエッジ選択ビット）

入力クロックのエッジを選択します。内部クロックを両エッジでカウントすると、入力クロックの周期が

1 ／ 2 になります（例：ICLK ／ 4 の両エッジ＝ ICLK ／ 2 の立ち上がりエッジ）。MTU1、2 で位相計数

モードを使用する場合は、本設定は無視され、位相計数モードの設定が優先されます。内部クロックのエッ

ジ選択は、入力クロックが ICLK ／ 4 もしくはそれより遅い場合に有効です。入力クロックに ICLK ／ 1、

あるいは他のチャネルのオーバフロー／アンダフローを選択した場合、値は書き込めますが、動作は初期値

になります。

CCLR[2:0] ビット（カウンタクリア要因選択ビット）

TCNT のカウンタクリア要因を選択します。詳細は表 16.5、表 16.6 を参照してください。

アドレス MTU0.TCR 000C 1300h、MTU1.TCR 000C 1380h、MTU2.TCR 000C 1400h、
MTU3.TCR 000C 1200h、MTU4.TCR 000C 1201h、MTU6.TCR 000C 1A00h、
MTU7.TCR 000C 1A01h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

CCLR[2:0] CKEG[1:0] TPSC[2:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機　　能 R/W

b2-b0 TPSC[2:0] タイマプリスケーラ選択ビット 表16.7～表16.10を参照してください R/W

b4-b3 CKEG[1:0] クロックエッジ選択ビット b4  b3

0  0：立ち上がりエッジでカウント

0  1：立ち下がりエッジでカウント
1  x：両エッジでカウント

R/W

b7-b5 CCLR[2:0] カウンタクリア要因選択ビット 表16.5、表16.6を参照してください R/W
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 MTU5

TPSC[1:0] ビット（タイマプリスケーラ選択ビット）

TCNT のカウンタクロックを選択します。詳細は表 16.11 を参照してください。

アドレス MTU5.TCRU 000C 1C84h、MTU5.TCRV 000C 1C94h、MTU5.TCRW 000C 1CA4h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — TPSC[1:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機　　能 R/W

b1-b0 TPSC[1:0] タイマプリスケーラ選択ビット 表16.11を参照してください R/W

b7-b2 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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注1. 同期動作の設定は、TSYRA.SYNCビット、TSYRB.SYNCビットを“1”にすることにより行います。

注2. TGRCまたはTGRDをバッファレジスタとして使用している場合は、バッファレジスタの設定が優先され、コンペアマッチ／イン

プットキャプチャが発生しないため、TCNTはクリアされません。

注1. 同期動作の設定は、TSYRA.SYNCビット、TSYRB.SYNCビットを“1”にすることにより行います。

注2. MTU1、2ではビット7は予約ビットです。読み出すと常に“0”が読めます。書き込みは無効となります。

表16.5 CCLR[2:0]（MTU0、3、4、6、7）

チャネル
ビット7 ビット6 ビット5

説　　　明
CCLR2 CCLR1 CCLR0

MTU0

MTU3

MTU4

MTU6

MTU7

0 0 0 TCNTのクリア禁止

0 0 1 TGRAのコンペアマッチ／インプットキャプチャでTCNTクリア

0 1 0 TGRBのコンペアマッチ／インプットキャプチャでTCNTクリア

0 1 1 同期クリア／同期動作をしている他のチャネルのカウンタクリアでTCNTをクリア（注1）

1 0 0 TCNTのクリア禁止

1 0 1 TGRCのコンペアマッチ／インプットキャプチャでTCNTクリア（注2）

1 1 0 TGRDのコンペアマッチ／インプットキャプチャでTCNTクリア（注2）

1 1 1 同期クリア／同期動作をしている他のチャネルのカウンタクリアでTCNTをクリア（注1）

表16.6 CCLR[2:0]（MTU1、2）

チャネル

ビット7 ビット6 ビット5

説　　　明予約ビット
（注2）

CCLR1 CCLR0

MTU1

MTU2

0 0 0 TCNTのクリア禁止

0 0 1 TGRAのコンペアマッチ／インプットキャプチャでTCNTクリア

0 1 0 TGRBのコンペアマッチ／インプットキャプチャでTCNTクリア

0 1 1 同期クリア／同期動作をしている他のチャネルのカウンタクリアでTCNTをクリア（注1）

表16.7 TPSC[2:0]（MTU0）

チャネル
ビット2 ビット1 ビット0

説　　　明
TPSC2 TPSC1 TPSC0

MTU0 0 0 0 内部クロック：ICLK ／ 1 でカウント

0 0 1 内部クロック：ICLK ／ 4 でカウント

0 1 0 内部クロック：ICLK ／ 16 でカウント

0 1 1 内部クロック：ICLK ／ 64 でカウント

1 0 0 外部クロック：MTCLKA 端子入力でカウント

1 0 1 外部クロック：MTCLKB 端子入力でカウント

1 1 0 外部クロック：MTCLKC 端子入力でカウント

1 1 1 外部クロック：MTCLKD 端子入力でカウント
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注 . MTU1が位相計数モード時、この設定は無効になります。

注 . MTU2が位相計数モード時、この設定は無効になります。

注1. MTU6、7では設定できません。

注 . MTU5では、ビット7～2は予約ビットです。読むと常に “0”が読めます。書く場合、“0”としてください。

表16.8 TPSC[2:0]（MTU1）

チャネル
ビット2 ビット1 ビット0

説　　　明
TPSC2 TPSC1 TPSC0

MTU1 0 0 0 内部クロック：ICLK ／ 1 でカウント

0 0 1 内部クロック：ICLK ／ 4 でカウント

0 1 0 内部クロック：ICLK ／ 16 でカウント

0 1 1 内部クロック：ICLK ／ 64 でカウント

1 0 0 外部クロック：MTCLKA 端子入力でカウント

1 0 1 外部クロック：MTCLKB 端子入力でカウント

1 1 0 内部クロック：ICLK ／ 256 でカウント

1 1 1 MTU2.TCNT のオーバフロー／アンダフローでカウント

表16.9 TPSC[2:0]（MTU2）

チャネル
ビット2 ビット1 ビット0

説　　　明
TPSC2 TPSC1 TPSC0

MTU2 0 0 0 内部クロック：ICLK ／ 1 でカウント

0 0 1 内部クロック：ICLK ／ 4 でカウント

0 1 0 内部クロック：ICLK ／ 16 でカウント

0 1 1 内部クロック：ICLK ／ 64 でカウント

1 0 0 外部クロック：MTCLKA 端子入力でカウント

1 0 1 外部クロック：MTCLKB 端子入力でカウント

1 1 0 外部クロック：MTCLKC 端子入力でカウント

1 1 1 内部クロック：ICLK ／ 1024 でカウント

表16.10 TPSC[2:0]（MTU3、4、6、7）

チャネル
ビット2 ビット1 ビット0

説　　　明
TPSC2 TPSC1 TPSC0

MTU3

MTU4

MTU6

MTU7

0 0 0 内部クロック：ICLK ／ 1 でカウント

0 0 1 内部クロック：ICLK ／ 4 でカウント

0 1 0 内部クロック：ICLK ／ 16 でカウント

0 1 1 内部クロック：ICLK ／ 64 でカウント

1 0 0 内部クロック：ICLK ／ 256 でカウント

1 0 1 内部クロック：ICLK ／ 1024 でカウント

1 1 0 外部クロック：MTCLKA 端子入力でカウント（注 1）

1 1 1 外部クロック：MTCLKB 端子入力でカウント（注 1）

表16.11 TPSC[1:0]（MTU5）

チャネル
ビット1 ビット0

説　　　明
TPSC1 TPSC0

MTU5 0 0 内部クロック：ICLK ／ 1 でカウント

0 1 内部クロック：ICLK ／ 4 でカウント

1 0 内部クロック：ICLK ／ 16 でカウント

1 1 内部クロック：ICLK ／ 64 でカウント
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16.2.2 タイマモードレジスタ 1（TMDR1）

 MTU0.TMDR1

 MTU1.TMDR1、MTU2.TMDR1

 MTU3.TMDR1、MTU4.TMDR1、MTU6.TMDR1、MTU7.TMDR1

TMDR1 レジスタは、各チャネルの動作モードの設定を行うレジスタです。MTU0 ～ 4、6、7 に各 1 本、

計 7 本の TMDR1 レジスタがあります。TMDR1 レジスタの設定は、TCNT の動作が停止した状態で行って

ください。

アドレス MTU0.TMDR1 000C 1301h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— BFE BFB BFA MD[3:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

アドレス MTU1.TMDR1 000C 1381h、MTU2.TMDR1 000C 1401h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — MD[3:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

アドレス MTU3.TMDR1 000C 1202h、MTU4.TMDR1 000C 1203h、
MTU6.TMDR1 000C 1A02h、MTU7.TMDR1 000C 1A03h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — BFB BFA MD[3:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b3-b0 MD[3:0] モード選択ビット タイマの動作モードを設定します。表16.12を参照してください R/W

b4 BFA バッファ動作Aビット 0：TGRAとTGRCレジスタは通常動作
1：TGRAとTGRCレジスタはバッファ動作

R/W

b5 BFB バッファ動作Bビット 0：TGRBとTGRDレジスタは通常動作
1：TGRBとTGRDレジスタはバッファ動作

R/W

b6 BFE バッファ動作Eビット 0：MTU0.TGREとMTU0.TGRFは通常動作
1：MTU0.TGREとMTU0.TGRFはバッファ動作

R/W

b7 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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x：Don't care

注1. MTU3、4、6、7では、PWMモード2の設定はできません。

注2. MTU0、3、4、6、7では、位相計数モードの設定はできません。
注3. リセット同期PWMモード、相補PWMモードの設定は、MTU3、6のみ可能です。

MTU3、6をリセット同期PWMモードまたは相補PWMモードに設定した場合、MTU4、7の設定は無効となり自動的に
MTU3、6の設定に従います。MTU4、7には初期値（通常動作）を設定してください。

MTU0、1、2では、リセット同期PWMモード、相補PWMモードの設定はできません。

BFA ビット（バッファ動作 A ビット）

TGRA レジスタを通常動作させるか、TGRA と TGRC レジスタを組み合わせてバッファ動作させるかを設

定します。TGRC レジスタをバッファレジスタとして使用した場合、TGRC レジスタのインプットキャプ

チャ／アウトプットコンペアは発生しません。

また、リセット同期 PWM モードおよび相補 PWM モード時の MTU3 および 4（MTU6 および 7）のバッ

ファ動作は、MTU3.TMDR1（MTU6.TMDR1）の BFA ビットの設定に従い動作します。MTU4.TMDR1

（MTU7.TMDR1）の BFA ビットを “0” にしてください。

TGRC レジスタを持たない MTU1、2 ではこのビットは予約ビットです。読むと “0” が読めます。書く場

合、“0” としてください。

表16.12 MD[3:0]ビットによる動作モードの設定

ビット3 ビット2 ビット1 ビット0
説　　　明

MD3 MD2 MD1 MD0

0 0 0 0 通常動作

0 0 0 1 設定しないでください

0 0 1 0 PWMモード1

0 0 1 1 PWMモード2（注1）

0 1 0 0 位相計数モード1（注2）

0 1 0 1 位相計数モード2（注2）

0 1 1 0 位相計数モード3（注2）

0 1 1 1 位相計数モード4（注2）

1 0 0 0 リセット同期PWMモード（注3）

1 0 0 1 設定しないでください

1 0 1 x 設定しないでください

1 1 0 0 設定しないでください

1 1 0 1 相補PWMモード1（山で転送）（注3）

1 1 1 0 相補PWMモード2（谷で転送）（注3）

1 1 1 1 相補PWMモード3（山・谷で転送）（注3）
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BFB ビット（バッファ動作 B ビット）

TGRB レジスタを通常動作させるか、TGRB と TGRD レジスタを組み合わせてバッファ動作させるかを設

定します。TGRD レジスタをバッファレジスタとして使用した場合、TGRD レジスタのインプットキャプ

チャ／アウトプットコンペアは発生しません。

また、リセット同期 PWM モードおよび相補 PWM モード時の MTU3 および 4（MTU6 および 7）のバッ

ファ動作は、MTU3.TMDR1（MTU6.TMDR1）の BFB ビットの設定に従い動作します。MTU4.TMDR1

（MTU7.TMDR1）の BFB ビットを “0” にしてください。

TGRD レジスタを持たない MTU1、2 ではこのビットは予約ビットです。読むと “0” が読めます。書く場

合、“0” としてください。

BFE ビット（バッファ動作 E ビット）

MTU0.TGRE と MTU0.TGRF を通常動作またはバッファ動作させるかどうかを選択します。

MTU1 ～ 4、6、7 では予約ビットです。読むと “0” が読めます。書く場合、“0” としてください。
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16.2.3 タイマモードレジスタ 2（TMDR2A、TMDR2B）

TMDR2 レジスタは、相補 PWM モード 3（山・谷で転送）時、ダブルバッファ機能の設定を行うレジス

タです。MTU3（TMDR2A）、MTU6（TMDR2B）に各 1 本、計 2 本の TMDR2 レジスタがあります。

TMDR2A、TMDR2B レジスタの設定は、TCNT の動作が停止した状態で行ってください。

DRS ビット（ダブルバッファ選択ビット）

相補 PWM モード時、ダブルバッファ機能を有効／無効を選択します。

16.2.4 タイマ I/O コントロールレジスタ（TIOR）

 MTU0.TIORH、MTU1.TIOR、MTU2.TIOR、MTU3.TIORH、MTU4.TIORH、MTU6.TIORH、

MTU7.TIORH

アドレス MTU.TMDR2A 000C 1270h、MTU.TMDR2B 000C 1A70h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — DRS

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 DRS ダブルバッファ選択ビット 0：ダブルバッファ機能は無効

1：ダブルバッファ機能は有効

R/W

b7 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

アドレス MTU0.TIORH 000C 1302h、MTU1.TIOR 000C 1382h、MTU2.TIOR 000C 1402h、
MTU3.TIORH 000C 1204h、MTU4.TIORH 000C 1206h、MTU6.TIORH 000C 1A04h、
MTU7.TIORH 000C 1A06h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

IOB[3:0] IOA[3:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b3-b0 IOA[3:0] I/OコントロールAビット 下記の表を参照してください

MTU0.TIORH、：表16.25　　MTU1.TIOR：表16.27
MTU2.TIOR：表16.28　　MTU3.TIORH：表16.29
MTU4.TIORH：表16.31　　MTU6.TIORH：表16.33
MTU7.TIORH：表16.35

R/W

b7-b4 IOB[3:0] I/OコントロールBビット 下記の表を参照してください

MTU0.TIORH、：表16.13　　MTU1.TIOR：表16.15
MTU2.TIOR：表16.16　　MTU3.TIORH：表16.17
MTU4.TIORH：表16.19　　MTU6.TIORH：表16.21
MTU7.TIORH：表16.23

R/W
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 MTU0.TIORL、MTU3.TIORL、MTU4.TIORL、MTU6.TIORL、MTU7.TIORL

 MTU5.TIORU、MTU5.TIORV、MTU5.TIORW

TIOR レジスタは、TGR レジスタを制御します。MTU0、3、4、6、7 に各 2 本、MTU1、2 に各 1 本、

MTU5 には MTU5.TIORU/V/W の 3 本、計 15 本の TIOR があります。

TIOR レジスタは TMDR1 レジスタの設定により影響を受けますので注意してください。

TIOR レジスタで指定した初期出力はカウンタ停止した（TSTRA.CST および TSYRB.CST ビットを “0” に

した）状態で有効になります。また、PWM モード 2 の場合にはカウンタが “0” になった時点での出力を指

定します。

TGRC レジスタ、あるいは TGRD レジスタをバッファ動作に設定した場合は、本設定は無効となり、バッ

ファレジスタとして動作します。

アドレス MTU0.TIORL 000C 1303h、MTU3.TIORL 000C 1205h、MTU4.TIORL 000C 1207h、
MTU6.TIORL 000C 1A05h、MTU7.TIORL 000C 1A07h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

IOD[3:0] IOC[3:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b3-b0 IOC[3:0] I/OコントロールCビット 下記の表を参照してください

MTU0.TIORL：表16.26　　MTU3.TIORL：表16.30
MTU4.TIORL：表16.32　　MTU6.TIORL：表16.34
MTU7.TIORL：表16.36

R/W

b7-b4 IOD[3:0] I/OコントロールDビット 下記の表を参照してください

MTU0.TIORL：表16.14　　MTU3.TIORL：表16.18
MTU4.TIORL：表16.20　　MTU6.TIORL：表16.22
MTU7.TIORL：表16.24

R/W

アドレス MTU5.TIORU 000C 1C86h、MTU5.TIORV 000C 1C96h、MTU5.TIORW 000C 1CA6h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — IOC[4:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b4-b0 IOC[4:0] I/OコントロールCビット 下記の表を参照してください

MTU5.TIORU、MTU5.TIORV、MTU5.TIORW：表16.37

R/W

b7-b5 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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x：Don't care

表16.13 TIORH（MTU0）

ビット7 ビット6 ビット5 ビット4 説　　　明

IOB3 IOB2 IOB1 IOB0 MTU0.TGRBの機能 MTIOC0B端子の機能

0 0 0 0 アウトプットコンペア

レジスタ

出力禁止

0 0 0 1 初期出力はLow出力

コンペアマッチでLow出力

0 0 1 0 初期出力はLow出力

コンペアマッチでHigh出力

0 0 1 1 初期出力はLow出力

コンペアマッチでトグル出力

0 1 0 0 出力禁止

0 1 0 1 初期出力はHigh出力

コンペアマッチでLow出力

0 1 1 0 初期出力はHigh出力

コンペアマッチでHigh出力

0 1 1 1 初期出力はHigh出力

コンペアマッチでトグル出力

1 0 0 0 インプットキャプチャ

レジスタ

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

1 0 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

1 0 1 x 両エッジでインプットキャプチャ

1 1 x x キャプチャ入力元はMTU1／カウントクロック

MTU1.TCNTのカウントアップ／カウントダウンでイン
プットキャプチャ
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x：Don't care

注1. MTU0.TMDR1.BFBビットを “1”にしてMTU0.TGRDレジスタをバッファレジスタとして使用した場合は、本設定は無効にな

り、インプットキャプチャ／アウトプットコンペアは発生しません。

表16.14 TIORL（MTU0）

ビット7 ビット6 ビット5 ビット4 説　　　明

IOD3 IOD2 IOD1 IOD0 MTU0.TGRDの機能 MTIOC0D端子の機能

0 0 0 0 アウトプットコンペア

レジスタ（注 1）

出力禁止

0 0 0 1 初期出力は Low 出力

コンペアマッチで Low 出力

0 0 1 0 初期出力は Low 出力

コンペアマッチで High 出力

0 0 1 1 初期出力は Low 出力

コンペアマッチでトグル出力

0 1 0 0 出力禁止

0 1 0 1 初期出力は High 出力

コンペアマッチで Low 出力

0 1 1 0 初期出力は High 出力

コンペアマッチで High 出力

0 1 1 1 初期出力は High 出力

コンペアマッチでトグル出力

1 0 0 0 インプットキャプチャ

レジスタ（注 1）

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

1 0 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

1 0 1 x 両エッジでインプットキャプチャ

1 1 x x キャプチャ入力元は MTU1 ／カウントクロック

MTU1.TCNT のカウントアップ／カウントダウンでイ

ンプットキャプチャ
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x：Don't care

x：Don't care

表16.15 TIOR（MTU1）

ビット7 ビット6 ビット5 ビット4 説　　　明

IOB3 IOB2 IOB1 IOB0 MTU1.TGRBの機能 MTIOC1B端子の機能

0 0 0 0 アウトプットコンペア

レジスタ

出力禁止

0 0 0 1 初期出力はLow出力

コンペアマッチでLow出力

0 0 1 0 初期出力はLow出力

コンペアマッチでHigh出力

0 0 1 1 初期出力はLow出力

コンペアマッチでトグル出力

0 1 0 0 出力禁止

0 1 0 1 初期出力はHigh出力

コンペアマッチでLow出力

0 1 1 0 初期出力はHigh出力

コンペアマッチでHigh出力

0 1 1 1 初期出力はHigh出力

コンペアマッチでトグル出力

1 0 0 0 インプットキャプチャ

レジスタ

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

1 0 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

1 0 1 x 両エッジでインプットキャプチャ

1 1 x x MTU0.TGRCのコンペアマッチ／インプットキャプチャ

の発生でインプットキャプチャ

表16.16 TIOR（MTU2）

ビット7 ビット6 ビット5 ビット4 説　　　明

IOB3 IOB2 IOB1 IOB0 MTU2.TGRBの機能 MTIOC2B端子の機能

0 0 0 0 アウトプットコンペア

レジスタ

出力禁止

0 0 0 1 初期出力はLow出力
コンペアマッチでLow出力

0 0 1 0 初期出力はLow出力

コンペアマッチでHigh出力

0 0 1 1 初期出力はLow出力

コンペアマッチでトグル出力

0 1 0 0 出力禁止

0 1 0 1 初期出力はHigh出力
コンペアマッチでLow出力

0 1 1 0 初期出力はHigh出力

コンペアマッチでHigh出力

0 1 1 1 初期出力はHigh出力

コンペアマッチでトグル出力

1 x 0 0 インプットキャプチャ

レジスタ

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

1 x 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

1 x 1 x 両エッジでインプットキャプチャ
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x：Don't care

x：Don't care

注1. MTU3.TMDR1.BFBビットを “1”にしてMTU3.TGRDレジスタをバッファレジスタとして使用した場合は、本設定は無効にな

り、インプットキャプチャ／アウトプットコンペアは発生しません。

表16.17 TIORH（MTU3）

ビット7 ビット6 ビット5 ビット4 説　　　明

IOB3 IOB2 IOB1 IOB0 MTU3.TGRBの機能 MTIOC3B端子の機能

0 0 0 0 アウトプットコンペア

レジスタ

出力禁止

0 0 0 1 初期出力はLow出力

コンペアマッチでLow出力

0 0 1 0 初期出力はLow出力

コンペアマッチでHigh出力

0 0 1 1 初期出力はLow出力

コンペアマッチでトグル出力

0 1 0 0 出力禁止

0 1 0 1 初期出力はHigh出力

コンペアマッチでLow出力

0 1 1 0 初期出力はHigh出力

コンペアマッチでHigh出力

0 1 1 1 初期出力はHigh出力

コンペアマッチでトグル出力

1 x 0 0 インプットキャプチャ

レジスタ

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

1 x 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

1 x 1 x 両エッジでインプットキャプチャ

表16.18 TIORL（MTU3）

ビット7 ビット6 ビット5 ビット4 説　　　明

IOD3 IOD2 IOD1 IOD0 MTU3.TGRDの機能 MTIOC3D端子の機能

0 0 0 0 アウトプットコンペア

レジスタ（注1）
出力禁止

0 0 0 1 初期出力はLow出力

コンペアマッチでLow出力

0 0 1 0 初期出力はLow出力

コンペアマッチでHigh出力

0 0 1 1 初期出力はLow出力

コンペアマッチでトグル出力

0 1 0 0 出力禁止

0 1 0 1 初期出力はHigh出力

コンペアマッチでLow出力

0 1 1 0 初期出力はHigh出力

コンペアマッチでHigh出力

0 1 1 1 初期出力はHigh出力

コンペアマッチでトグル出力

1 x 0 0 インプットキャプチャ

レジスタ（注1）
立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

1 x 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

1 x 1 x 両エッジでインプットキャプチャ
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x：Don't care

x：Don't care

注1. MTU4.TMDR1.BFBビットを “1”にして、MTU4.TGRDレジスタをバッファレジスタとして使用した場合は、本設定は無効に
なりインプットキャプチャ／アウトプットコンペアは発生しません。

表16.19 TIORH（MTU4）

ビット7 ビット6 ビット5 ビット4 説　　　明

IOB3 IOB2 IOB1 IOB0 MTU4.TGRBの機能 MTIOC4B端子の機能

0 0 0 0 アウトプットコンペア

レジスタ

出力禁止

0 0 0 1 初期出力はLow出力

コンペアマッチでLow出力

0 0 1 0 初期出力はLow出力

コンペアマッチでHigh出力

0 0 1 1 初期出力はLow出力

コンペアマッチでトグル出力

0 1 0 0 出力禁止

0 1 0 1 初期出力はHigh出力

コンペマッチでLow出力

0 1 1 0 初期出力はHigh出力

コンペマッチでHigh出力

0 1 1 1 初期出力はHigh出力

コンペマッチでトグル出力

1 x 0 0 インプットキャプチャ

レジスタ

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

1 x 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

1 x 1 x 両エッジでインプットキャプチャ

表16.20 TIORL（MTU4）

ビット7 ビット6 ビット5 ビット4 説　　　明

IOD3 IOD2 IOD1 IOD0 MTU4.TGRDの機能 MTIOC4D端子の機能

0 0 0 0 アウトプットコンペア

レジスタ（注1）
出力禁止

0 0 0 1 初期出力はLow出力
コンペアマッチでLow出力

0 0 1 0 初期出力はLow出力
コンペマッチでHigh出力

0 0 1 1 初期出力はLow出力

コンペアマッチでトグル出力

0 1 0 0 出力禁止

0 1 0 1 初期出力はHigh出力
コンペアマッチでLow出力

0 1 1 0 初期出力はHigh出力
コンペアマッチでHigh出力

0 1 1 1 初期出力はHigh出力

コンペアマッチでトグル出力

1 x 0 0 インプットキャプチャ

レジスタ（注1）
立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

1 x 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

1 x 1 x 両エッジでインプットキャプチャ
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x：Don't care

x：Don't care

注1. MTU6.TMDR1.BFBビットを “1”にしてMTU6.TGRDをバッファレジスタとして使用した場合は、本設定は無効になり、イン
プットキャプチャ／アウトプットコンペアは発生しません。

表16.21 TIORH（MTU6）

ビット7 ビット6 ビット5 ビット4 説　　　明

IOB3 IOB2 IOB1 IOB0 MTU6.TGRBの機能 MTIOC6B端子の機能

0 0 0 0 アウトプットコンペア

レジスタ

出力禁止

0 0 0 1 初期出力はLow出力

コンペアマッチでLow出力

0 0 1 0 初期出力はLow出力

コンペアマッチでHigh出力

0 0 1 1 初期出力はLow出力

コンペアマッチでトグル出力

0 1 0 0 出力禁止

0 1 0 1 初期出力はHigh出力

コンペアマッチでLow出力

0 1 1 0 初期出力はHigh出力

コンペアマッチでHigh出力

0 1 1 1 初期出力はHigh出力

コンペアマッチでトグル出力

1 x 0 0 インプットキャプチャ

レジスタ

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

1 x 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

1 x 1 x 両エッジでインプットキャプチャ

表16.22 TIORL（MTU6）

ビット7 ビット6 ビット5 ビット4 説　　　明

IOD3 IOD2 IOD1 IOD0 MTU6.TGRDの機能 MTIOC6Dの端子の機能

0 0 0 0 アウトプットコンペアレ

ジスタ（注1）
出力禁止

0 0 0 1 初期出力はLow出力
コンペアマッチでLow出力

0 0 1 0 初期出力はLow出力
コンペアマッチでHigh出力

0 0 1 1 初期出力はLow出力

コンペアマッチでトグル出力

0 1 0 0 出力禁止

0 1 0 1 初期出力はHigh出力
コンペアマッチでLow出力

0 1 1 0 初期出力はHigh出力
コンペアマッチでHigh出力

0 1 1 1 初期出力はHigh出力

コンペアマッチでトグル出力

1 x 0 0 インプットキャプチャレ

ジスタ（注1）
立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

1 x 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

1 x 1 x 両エッジでインプットキャプチャ



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 494 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 16.  マルチファンクションタイマパルスユニット3（MTU3）

x：Don't care

x：Don't care

注1. MTU7.TMDR1.BFBビットを “1”にしてMTU7.TGRDをバッファレジスタとして使用した場合は、本設定は無効になり、イン

プットキャプチャ／アウトプットコンペアは発生しません。

表16.23 TIORH（MTU7）

ビット7 ビット6 ビット5 ビット4 説　　　明

IOB3 IOB2 IOB1 IOB0 MTU7.TGRBの機能 MTIOC7B端子の機能

0 0 0 0 アウトプットコンペア

レジスタ

出力禁止

0 0 0 1 初期出力はLow出力

コンペアマッチでLow出力

0 0 1 0 初期出力はLow出力

コンペアマッチでHigh出力

0 0 1 1 初期出力はLow出力

コンペアマッチでトグル出力

0 1 0 0 出力禁止

0 1 0 1 初期出力はHigh出力

コンペアマッチでLow出力

0 1 1 0 初期出力はHigh出力

コンペアマッチでHigh出力

0 1 1 1 初期出力はHigh出力

コンペアマッチでトグル出力

1 x 0 0 インプットキャプチャ

レジスタ

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

1 x 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

1 x 1 x 両エッジでインプットキャプチャ

表16.24 TIORL（MTU7）

ビット7 ビット6 ビット5 ビット4 説　　　明

IOD3 IOD2 IOD1 IOD0 MTU7.TGRDの機能 MTIOC7D端子の機能

0 0 0 0 アウトプットコンペア

レジスタ（注 1）

出力禁止

0 0 0 1 初期出力は Low 出力

コンペアマッチで Low 出力

0 0 1 0 初期出力は Low 出力

コンペアマッチで High 出力

0 0 1 1 初期出力は Low 出力

コンペアマッチでトグル出力

0 1 0 0 出力禁止

0 1 0 1 初期出力は High 出力

コンペアマッチで Low 出力

0 1 1 0 初期出力は High 出力

コンペアマッチで High 出力

0 1 1 1 初期出力は High 出力

コンペアマッチでトグル出力

1 x 0 0 インプットキャプチャ

レジスタ（注 1）

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

1 x 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

1 x 1 x 両エッジでインプットキャプチャ
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x：Don't care

表16.25 TIORH（MTU0）

ビット3 ビット2 ビット1 ビット0 説　　　明

IOA3 IOA2 IOA1 IOA0 MTU0.TGRAの機能 MTIOC0A端子の機能

0 0 0 0 アウトプットコンペア

レジスタ

出力禁止

0 0 0 1 初期出力はLow出力

コンペアマッチでLow出力

0 0 1 0 初期出力はLow出力

コンペアマッチでHigh出力

0 0 1 1 初期出力はLow出力

コンペアマッチでトグル出力

0 1 0 0 出力禁止

0 1 0 1 初期出力はHigh出力

コンペアマッチでLow出力

0 1 1 0 初期出力はHigh出力

コンペアマッチでHigh出力

0 1 1 1 初期出力はHigh出力

コンペアマッチでトグル出力

1 0 0 0 インプットキャプチャ

レジスタ

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

1 0 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

1 0 1 x 両エッジでインプットキャプチャ

1 1 x x キャプチャ入力元はMTU1／カウントクロック

MTU1.TCNTのカウントアップ／カウントダウンでイン
プットキャプチャ
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x：Don't care

注1. MTU0.TMDR1.BFAビットを “1”にしてMTU0.TGRCレジスタをバッファレジスタとして使用した場合は、本設定は無効にな

り、インプットキャプチャ／アウトプットコンペアは発生しません。

x：Don't care

表16.26 TIORL（MTU0）

ビット3 ビット2 ビット1 ビット0 説　　　明

IOC3 IOC2 IOC1 IOC0 MTU0.TGRCの機能 MTIOC0C端子の機能

0 0 0 0 アウトプットコンペア

レジスタ（注1）
出力禁止

0 0 0 1 初期出力はLow出力

コンペアマッチでLow出力

0 0 1 0 初期出力はLow出力

コンペアマッチでHigh出力

0 0 1 1 初期出力はLow出力

コンペアマッチでトグル出力

0 1 0 0 出力禁止

0 1 0 1 初期出力はHigh出力

コンペアマッチでLow出力

0 1 1 0 初期出力はHigh出力

コンペアマッチでHigh出力

0 1 1 1 初期出力はHigh出力

コンペアマッチでトグル出力

1 0 0 0 インプットキャプチャ

レジスタ（注1）
立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

1 0 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

1 0 1 x 両エッジでインプットキャプチャ

1 1 x x キャプチャ入力元はMTU1／カウントクロック

MTU1.TCNTのカウントアップ／カウントダウンでイン
プットキャプチャ

表16.27 TIOR（MTU1）

ビット3 ビット2 ビット1 ビット0 説　　　明

IOA3 IOA2 IOA1 IOA0 MTU1.TGRAの機能 MTIOC1A端子の機能

0 0 0 0 アウトプットコンペア
レジスタ

出力禁止

0 0 0 1 初期出力はLow出力

コンペアマッチでLow出力

0 0 1 0 初期出力はLow出力
コンペアマッチでHigh出力

0 0 1 1 初期出力はLow出力
コンペアマッチでトグル出力

0 1 0 0 出力禁止

0 1 0 1 初期出力はHigh出力

コンペアマッチでLow出力

0 1 1 0 初期出力はHigh出力
コンペアマッチでHigh出力

0 1 1 1 初期出力はHigh出力
コンペアマッチでトグル出力

1 0 0 0 インプットキャプチャ
レジスタ

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

1 0 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

1 0 1 x 両エッジでインプットキャプチャ

1 1 x x MTU0.TGRAのコンペアマッチ／インプットキャプチャ
の発生でインプットキャプチャ
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x：Don't care

x：Don't care

表16.28 TIOR（MTU2）

ビット3 ビット2 ビット1 ビット0 説　　　明

IOA3 IOA2 IOA1 IOA0 MTU2.TGRAの機能 MTIOC2A端子の機能

0 0 0 0 アウトプットコンペア

レジスタ

出力禁止

0 0 0 1 初期出力はLow出力

コンペアマッチでLow出力

0 0 1 0 初期出力はLow出力

コンペアマッチでHigh出力

0 0 1 1 初期出力はLow出力

コンペアマッチでトグル出力

0 1 0 0 出力禁止

0 1 0 1 初期出力はHigh出力

コンペアマッチでLow出力

0 1 1 0 初期出力はHigh出力

コンペアマッチでHigh出力

0 1 1 1 初期出力はHigh出力

コンペアマッチでトグル出力

1 x 0 0 インプットキャプチャ

レジスタ

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

1 x 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

1 x 1 x 両エッジでインプットキャプチャ

表16.29 TIORH（MTU3）

ビット3 ビット2 ビット1 ビット0 説　　　明

IOA3 IOA2 IOA1 IOA0 MTU3.TGRAの機能 MTIOC3A端子の機能

0 0 0 0 アウトプットコンペア

レジスタ

出力禁止

0 0 0 1 初期出力はLow出力

コンペアマッチでLow出力

0 0 1 0 初期出力はLow出力

コンペアマッチでHigh出力

0 0 1 1 初期出力はLow出力

コンペアマッチでトグル出力

0 1 0 0 出力禁止

0 1 0 1 初期出力はHigh出力

コンペアマッチでLow出力

0 1 1 0 初期出力はHigh出力

コンペアマッチでHigh出力

0 1 1 1 初期出力はHigh出力

コンペアマッチでトグル出力

1 x 0 0 インプットキャプチャ

レジスタ

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

1 x 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

1 x 1 x 両エッジでインプットキャプチャ
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x：Don't care

注1. MTU3.TMDR1.BFAビットを “1”にしてMTU3.TGRCレジスタをバッファレジスタとして使用した場合は、本設定は無効にな

り、インプットキャプチャ／アウトプットコンペアは発生しません。

x：Don't care

表16.30 TIORL（MTU3）

ビット3 ビット2 ビット1 ビット0 説　　　明

IOC3 IOC2 IOC1 IOC0 MTU3.TGRCの端子 MTIOC3C端子の機能

0 0 0 0 アウトプットコンペア

レジスタ（注1）
出力禁止

0 0 0 1 初期出力はLow出力

コンペアマッチでLow出力

0 0 1 0 初期出力はLow出力

コンペアマッチでHigh出力

0 0 1 1 初期出力はLow出力

コンペアマッチでトグル出力

0 1 0 0 出力禁止

0 1 0 1 初期出力はHigh出力

コンペアマッチでLow出力

0 1 1 0 初期出力はHigh出力

コンペアマッチでHigh出力

0 1 1 1 初期出力はHigh出力

コンペアマッチでトグル出力

1 x 0 0 インプットキャプチャ

レジスタ（注1）
立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

1 x 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

1 x 1 x 両エッジでインプットキャプチャ

表16.31 TIORH（MTU4）

ビット3 ビット2 ビット1 ビット0 説　　　明

IOA3 IOA2 IOA1 IOA0 MTU4.TGRAの機能 MTIOC4A端子の機能

0 0 0 0 アウトプットコンペア

レジスタ

出力禁止

0 0 0 1 初期出力はLow出力
コンペアマッチでLow出力

0 0 1 0 初期出力はLow出力

コンペアマッチでHigh出力

0 0 1 1 初期出力はLow出力

コンペアマッチでトグル出力

0 1 0 0 出力禁止

0 1 0 1 初期出力はHigh出力
コンペアマッチでLow出力

0 1 1 0 初期出力はHigh出力

コンペアマッチでHigh出力

0 1 1 1 初期出力はHigh出力

コンペアマッチでトグル出力

1 x 0 0 インプットキャプチャレ

ジスタ

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

1 x 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

1 x 1 x 両エッジでインプットキャプチャ
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x：Don't care

注1. MTU4.TMDR1.BFAビットを “1”にして、MTU4.TGRCをバッファレジスタとして使用した場合は、本設定は無効になり、イ

ンプットキャプチャ／アウトプットコンペアは発生しません。

x：Don't care

表16.32 TIORL（MTU4）

ビット3 ビット2 ビット1 ビット0 説　　　明

IOC3 IOC2 IOC1 IOC0 MTU4.TGRCの機能 MTIOC4C端子の機能

0 0 0 0 アウトプットコンペアレ

ジスタ（注1）
出力禁止

0 0 0 1 初期出力はLow出力

コンペアマッチでLow出力

0 0 1 0 初期出力はLow出力

コンペアマッチでHigh出力

0 0 1 1 初期出力はLow出力

コンペアマッチでトグル出力

0 1 0 0 出力禁止

0 1 0 1 初期出力はHigh出力

コンペアマッチでLow出力

0 1 1 0 初期出力はHigh出力

コンペアマッチでHigh出力

0 1 1 1 初期出力はHigh出力

コンペアマッチでトグル出力

1 x 0 0 インプットキャプチャレ

ジスタ（注1）
立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

1 x 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

1 x 1 x 両エッジでインプットキャプチャ

表16.33 TIORH（MTU6）

ビット3 ビット2 ビット1 ビット0 説　　　明

IOA3 IOA2 IOA1 IOA0 MTU6.TGRAの機能 MTIOC6A端子の機能

0 0 0 0 アウトプットコンペア

レジスタ

出力禁止

0 0 0 1 初期出力はLow出力
コンペアマッチでLow出力

0 0 1 0 初期出力はLow出力

コンペアマッチでHigh出力

0 0 1 1 初期出力はLow出力

コンペアマッチでトグル出力

0 1 0 0 出力禁止

0 1 0 1 初期出力はHigh出力
コンペアマッチでLow出力

0 1 1 0 初期出力はHigh出力

コンペアマッチでHigh出力

0 1 1 1 初期出力はHigh出力

コンペアマッチでトグル出力

1 x 0 0 インプットキャプチャ

レジスタ

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

1 x 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

1 x 1 x 両エッジでインプットキャプチャ
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x：Don't care

注1. MTU6.TMDR1.BFAビットを “1”にしてMTU6.TGRCをバッファレジスタとして使用した場合は、本設定は無効になり、イン

プットキャプチャ／アウトプットコンペアは発生しません。

x：Don't care

表16.34 TIORL（MTU6）

ビット3 ビット2 ビット1 ビット0 説　　　明

IOC3 IOC2 IOC1 IOC0 MTU6.TGRCの機能 MTIOC6Cの端子の機能

0 0 0 0 アウトプットコンペア

レジスタ（注1）
出力禁止

0 0 0 1 初期出力はLow出力

コンペアマッチでLow出力

0 0 1 0 初期出力はLow出力

コンペアマッチでHigh出力

0 0 1 1 初期出力はLow出力

コンペアマッチでトグル出力

0 1 0 0 出力禁止

0 1 0 1 初期出力はHigh出力

コンペアマッチでLow出力

0 1 1 0 初期出力はHigh出力

コンペアマッチでHigh出力

0 1 1 1 初期出力はHigh出力

コンペアマッチでトグル出力

1 x 0 0 インプットキャプチャ

レジスタ（注1）
立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

1 x 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

1 x 1 x 両エッジでインプットキャプチャ

表16.35 TIORH（MTU7）

ビット3 ビット2 ビット1 ビット0 説　　　明

IOA3 IOA2 IOA1 IOA0 MTU7.TGRAの機能 MTIOC7A端子の機能

0 0 0 0 アウトプットコンペア

レジスタ

出力禁止

0 0 0 1 初期出力はLow出力
コンペアマッチでLow出力

0 0 1 0 初期出力はLow出力

コンペアマッチでHigh出力

0 0 1 1 初期出力はLow出力

コンペアマッチでトグル出力

0 1 0 0 出力禁止

0 1 0 1 初期出力はHigh出力
コンペアマッチでLow出力

0 1 1 0 初期出力はHigh出力

コンペアマッチでHigh出力

0 1 1 1 初期出力はHigh出力

コンペアマッチでトグル出力

1 x 0 0 インプットキャプチャ

レジスタ

立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

1 x 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

1 x 1 x 両エッジでインプットキャプチャ
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x：Don't care

注1. MTU7.TMDR1.BFAビットを “1”にしてMTU7.TGRCをバッファレジスタとして使用した場合は、本設定は無効になり、イン

プットキャプチャ／アウトプットコンペアは発生しません。

表16.36 TIORL（MTU7）

ビット3 ビット2 ビット1 ビット0 説　　　明

IOC3 IOC2 IOC1 IOC0 MTU7.TGRCの機能 MTIOC7C端子の機能

0 0 0 0 アウトプットコンペア

レジスタ（注1）
出力禁止

0 0 0 1 初期出力はLow出力

コンペアマッチでLow出力

0 0 1 0 初期出力はLow出力

コンペアマッチでHigh出力

0 0 1 1 初期出力はLow出力

コンペアマッチでトグル出力

0 1 0 0 出力禁止

0 1 0 1 初期出力はHigh出力

コンペアマッチでLow出力

0 1 1 0 初期出力はHigh出力

コンペアマッチでHigh出力

0 1 1 1 初期出力はHigh出力

コンペアマッチでトグル出力

1 x 0 0 インプットキャプチャ

レジスタ（注1）
立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

1 x 0 1 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

1 x 1 x 両エッジでインプットキャプチャ
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x：Don't care

表16.37 TIORU、TIORV、TIORW（MTU5）

ビット4 ビット3 ビット2 ビット1 ビット0 説　　　明

IOC4 IOC3 IOC2 IOC1 IOC0
MTU5.TGRU、
MTU5.TGRV、

MTU5.TGRWの機能

MTIC5U、MTIC5V、MTIC5W
端子の機能

0 0 0 0 0 コンペアマッチ

レジスタ

コンペアマッチ

0 0 0 0 1 設定しないでください

0 0 0 1 x 設定しないでください

0 0 1 x x 設定しないでください

0 1 x x x 設定しないでください

1 0 0 0 0 インプットキャプチャ
レジスタ

設定しないでください

1 0 0 0 1 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ

1 0 0 1 0 立ち下がりエッジでインプットキャプチャ

1 0 0 1 1 両エッジでインプットキャプチャ

1 0 1 x x 設定しないでください

1 1 0 0 0 設定しないでください

1 1 0 0 1 外部入力信号のLowパルス幅測定用

相補PWMモードの谷でキャプチャ

1 1 0 1 0 外部入力信号のLowパルス幅測定用
相補PWMモードの山でキャプチャ

1 1 0 1 1 外部入力信号のLowパルス幅測定用
相補PWMモードの山と谷でキャプチャ

1 1 1 0 0 設定しないでください

1 1 1 0 1 外部入力信号のHighパルス幅測定用
相補PWMモードの谷でキャプチャ

1 1 1 1 0 外部入力信号のHighパルス幅測定用
相補PWMモードの山でキャプチャ

1 1 1 1 1 外部入力信号のHighパルス幅測定用
相補PWMモードの山と谷でキャプチャ
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16.2.5 タイマコンペアマッチクリアレジスタ（TCNTCMPCLR）

TCNTCMPCLR レジスタは、MTU5.TCNTU、MTU5.TCNTV、MTU5.TCNTW のクリア要求を設定するレ

ジスタです。MTU5 に 1 本の TCNTCMPCLR レジスタがあります。

CMPCLR5n ビット（TCNT コンペアクリア 5n ビット）（n=U、V、W）

MTU5.TCNTn と MTU5.TGRn のコンペアマッチ／インプットキャプチャによる、MTU5.TCNTn クリア要

求を許可／禁止します。

アドレス MTU5.TCNTCMPCLR 000C 1CB6h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — CMPCL
R5U

CMPCL
R5V

CMPCL
R5W

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 CMPCLR5W TCNTコンペアクリア5W
ビット

0：MTU5.TCNTWとMTU5.TGRWのコンペアマッチ /インプット

キャプチャによる、MTU5.TCNTWの0000hクリアを禁止
1：MTU5.TCNTWとMTU5.TGRWのコンペアマッチ /インプット

キャプチャによる、MTU5.TCNTWの0000hクリアを許可

R/W

b1 CMPCLR5V TCNTコンペアクリア5V
ビット

0：MTU5.TCNTVとMTU5.TGRVのコンペアマッチ /インプットキャ

プチャによる、MTU5.TCNTVの0000hクリアを禁止

1：MTU5.TCNTVとMTU5.TGRVのコンペアマッチ /インプットキャ
プチャによる、MTU5.TCNTVの0000hクリアを許可

R/W

b2 CMPCLR5U TCNTコンペアクリア5U
ビット

0：MTU5.TCNTUとMTU5.TGRUのコンペアマッチ /インプットキャ

プチャによる、MTU5.TCNTUの0000hクリアを禁止

1：MTU5.TCNTUとMTU5.TGRUのコンペアマッチ /インプットキャ
プチャによる、MTU5.TCNTUの0000hクリアを許可

R/W

b7-b3 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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16.2.6 タイマインタラプトイネーブルレジスタ（TIER）

 TIER（MTU1、MTU2）

 TIER（MTU0、MTU3、MTU6）

 TIER（MTU4、MTU7）

n=4、7

TIER レジスタは、各チャネルの割り込み要求の許可、禁止を制御するレジスタです。MTU0 に 2 本、

MTU1 ～ 7 に各 1 本、計 9 本の TIER レジスタがあります。

アドレス MTU1.TIER 000C 1384h、MTU2.TIER 000C 1404h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

TTGE — TCIEU TCIEV — — TGIEB TGIEA

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

アドレス MTU0.TIER 000C 1304h、MTU3.TIER 000C 1208h、MTU6.TIER 000C 1A08h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

TTGE — — TCIEV TGIED TGIEC TGIEB TGIEA

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

アドレス MTU4.TIER 000C 1209h、MTU7.TIER 000C 1A09h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

TTGE TTGE2 — TCIEV TGIED TGIEC TGIEB TGIEA

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 TGIEA TGR割り込み許可Aビット 0：割り込み要求（TGIA）を禁止
1：割り込み要求（TGIA）を許可

R/W

b1 TGIEB TGR割り込み許可Bビット 0：割り込み要求（TGIB）を禁止
1：割り込み要求（TGIB）を許可

R/W

b2 TGIEC TGR割り込み許可Cビット 0：割り込み要求（TGIC）を禁止

1：割り込み要求（TGIC）を許可

R/W

b3 TGIED TGR割り込み許可Dビット 0：割り込み要求（TGID）を禁止

1：割り込み要求（TGID）を許可

R/W

b4 TCIEV オーバフロー割り込み許可ビット 0：割り込み要求（TCIV）を禁止

1：割り込み要求（TCIV）を許可

R/W

b5 TCIEU アンダフロー割り込み許可ビット 0：割り込み要求（TCIU）を禁止

1：割り込み要求（TCIU）を許可

R/W

b6 TTGE2 A/D変換開始要求許可2ビット 0：MTUn.TCNTのアンダフロー（谷）によるA/D変換要
求を禁止

1：MTUn.TCNTのアンダフロー（谷）によるA/D変換要

求を許可

R/W

b7 TTGE A/D変換開始要求許可ビット 0：A/D変換開始要求の発生を禁止

1：A/D変換開始要求の発生を許可

R/W
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TGIEA、TGIEB ビット（TGR 割り込み許可 A、B ビット）

TSR.TGFn フラグが “1” になったとき、TSR.TGFn フラグによる割り込み要求（TGIn）を許可または禁止

します。（n ＝ A、B）

TGIEC、TGIED ビット（TGR 割り込み許可 C、D ビット）

MTU0、3、4、6、7 で TSR.TGFn フラグが “1” になったとき、TSR.TGFn フラグによる割り込み要求

（TGIn）を許可または禁止します。（n ＝ C、D）

MTU1、2 では予約ビットです。読むと “0” が読めます。書く場合、“0” としてください。

TCIEV ビット（オーバフロー割り込み許可ビット）

TSR.TCFV フラグが “1” になったとき、TSR.TCFV フラグによる割り込み要求（TCIV）を許可または禁止

します。

TCIEU ビット（アンダフロー割り込み許可ビット）

MTU1、2 で TSR.TCFU フラグが “1” になったとき、TSR.TCFU フラグによる割り込み要求（TCIU）を許

可または禁止します。

MTU0、3、4、6、7 では予約ビットです。読むと “0” が読めます。書く場合、“0” としてください。

TTGE2 ビット（A/D 変換開始要求許可 2 ビット）

相補 PWM モードで、MTUn.TCNT のアンダフロー（谷）による A/D 変換要求の発生を許可または禁止し

ます。（n=4、7）

MTU0 ～ 3、6 では予約ビットです。読むと “0” が読めます。書く場合、“0” としてください。

TTGE ビット（A/D 変換開始要求許可ビット）

TGRA レジスタのインプットキャプチャ／コンペアマッチによる A/D コンバータの開始要求の発生を許可

または禁止します。
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 TIER2（MTU0）

TGIEE、TGIEF ビット（TGR 割り込み許可 E、F ビット）

MTU0.TCNT と MTU0.TGRn のコンペアマッチによる割り込み要求の発生を許可または禁止します。

（n ＝ E、F）

TTGE2 ビット（A/D 変換開始要求許可 2 ビット）

MTU0.TCNT と MTU0.TGRE のコンペアマッチによる割り込み要求の発生を許可または禁止します。

アドレス MTU0.TIER2 000C 1324h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

TTGE2 — — — — — TGIEF TGIEE

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 TGIEE TGR割り込み許可Eビット 0：割り込み要求（TGIE）を禁止
1：割り込み要求（TGIE）を許可

R/W

b1 TGIEF TGR割り込み許可Fビット 0：割り込み要求（TGIF）を禁止
1：割り込み要求（TGIF）を許可

R/W

b6-b2 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b7 TTGE2 A/D変換開始要求許可2ビット 0：MTU0.TCNTとMTU0.TGREのコンペアマッチに

よるA/D変換開始要求を禁止
1：MTU0.TCNTとMTU0.TGREのコンペアマッチに

よるA/D変換開始要求を許可

R/W



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 507 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 16.  マルチファンクションタイマパルスユニット3（MTU3）

 TIER（MTU5）

TGIE5n ビット（TGR 割り込み許可 5n ビット）

MTU5.TSR.CMFn5 フラグが “1” になったとき、MTU5.TSR.CMFn5 フラグによる割り込み要求（TGIn5）

を許可または禁止します。（n ＝ U、V、W）

アドレス MTU5.TIER 000C 1CB2h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — TGIE5
U

TGIE5V TGIE5
W

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 TGIE5W TGR割り込み許可5Wビット 0：TGIW5割り込み要求を禁止
1：TGIW5割り込み要求を許可

R/W

b1 TGIE5V TGR割り込み許可5Vビット 0：TGIV5割り込み要求を禁止
1：TGIV5割り込み要求を許可

R/W

b2 TGIE5U TGR割り込み許可5Uビット 0：TGIU5割り込み要求を禁止
1：TGIU5割り込み要求を許可

R/W

b7-b3 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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16.2.7 タイマステータスレジスタ（TSR）

 TSR（MTU0）

 TSR（MTU1、MTU2）

 TSR（MTU3、MTU4、MTU6、MTU7）

注1. フラグを“0”にするため、“1”を読んだ後に“0”を書くことのみ可能です。

アドレス MTU0.TSR 000C 1305h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — TCFV TGFD TGFC TGFB TGFA

リセット後の値 1 1 0 0 0 0 0 0

アドレス MTU1.TSR 000C 1385h、MTU2.TSR 000C 1405h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

TCFD — TCFU TCFV — — TGFB TGFA

リセット後の値 1 1 0 0 0 0 0 0

アドレス MTU3.TSR 000C 122Ch、MTU4.TSR 000C 122Dh、MTU6.TSR 000C 1A2Ch、
MTU7.TSR 000C 1A2Dh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

TCFD — — TCFV TGFD TGFC TGFB TGFA

リセット後の値 1 1 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 TGFA インプットキャプチャ /アウト
プットコンペアフラグA

0：TGRAレジスタのインプットキャプチャまたはコンペア
マッチが発生していない

1：TGRAレジスタのインプットキャプチャまたはコンペア
マッチが発生

R/(W)
（注1）

b1 TGFB インプットキャプチャ /アウト
プットコンペアフラグB

0：TGRBレジスタのインプットキャプチャまたはコンペア
マッチが発生していない

1：TGRBレジスタのインプットキャプチャまたはコンペア
マッチが発生

R/(W)
（注1）

b2 TGFC インプットキャプチャ /アウト
プットコンペアフラグC

0：TGRCレジスタのインプットキャプチャまたはコンペア
マッチが発生していない

1：TGRCレジスタのインプットキャプチャまたはコンペア
マッチが発生

R/(W)
（注1）

b3 TGFD インプットキャプチャ /アウト
プットコンペアフラグD

0：TGRDレジスタのインプットキャプチャまたはコンペア
マッチが発生していない

1：TGRDレジスタのインプットキャプチャまたはコンペア
マッチが発生

R/(W)
（注1）

b4 TCFV オーバフローフラグ 0：TCNTのオーバフローが発生していない
1：TCNTのオーバフローが発生

R/(W)
（注1）

b5 TCFU アンダフローフラグ 0：MTU1、2が位相計数モードのとき、TCNTのアンダフ
ローが発生していない

1：MTU1、2が位相計数モードのとき、TCNTのアンダフ
ローが発生

R/(W)
（注1）

b6 — 予約ビット 読むと“1”が読めます。書く場合、“1”としてください R/W

b7 TCFD カウント方向フラグ 0：TCNTはダウンカウント
1：TCNTはアップカウント

R
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TSR レジスタは、各チャネルのステータスの表示を行うレジスタです。MTU0 に 2 本、MTU1 ～ 7 に各 1

本、計 9 本の TSR レジスタがあります。

TGFA フラグ（インプットキャプチャ／アウトプットコンペアフラグ A）

TGRA レジスタのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。フラ

グをクリアするための “0” 書き込みのみ可能です。

［“1” になる条件］

 TGRAレジスタがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT＝TGRAになったとき

 TGRA レジスタがインプットキャプチャとして機能している場合、インプットキャプチャ信号により

TCNT の値が TGRA レジスタに転送されたとき

［“0” になる条件］

 TGFA ＝ 1 の状態で TGFA フラグを読んだ後、TGFA フラグに “0” を書いたとき

TGFB フラグ（インプットキャプチャ／アウトプットコンペアフラグ B）

TGRB レジスタのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。フラ

グをクリアするための “0” 書き込みのみ可能です。

［“1” になる条件］

 TGRB レジスタがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT ＝ TGRB になったとき

 TGRB レジスタがインプットキャプチャとして機能している場合、インプットキャプチャ信号により

TCNT の値が TGRB レジスタに転送されたとき

［“0” になる条件］

 TGFB ＝ 1 の状態で TGFB フラグを読んだ後、TGFB フラグに “0” を書いたとき

TGFC フラグ（インプットキャプチャ／アウトプットコンペアフラグ C）

MTU0、3、4、6、7 の TGRC レジスタのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示すステー

タスフラグです。フラグを “0” にするための “0” 書き込みのみ可能です。

［“1” になる条件］

 TGRC レジスタがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT ＝ TGRC になったとき

 TGRC レジスタがインプットキャプチャとして機能している場合、インプットキャプチャ信号により

TCNT の値が TGRC レジスタに転送されたとき

［“0” になる条件］

 TGFC ＝ 1 の状態で TGFC フラグを読んだ後、TGFC フラグに “0” を書いたとき

MTU1、2 では予約ビットです。読むと常に “0” が読めます。書く場合、常に “0” にしてください。

TGFD フラグ（インプットキャプチャ／アウトプットコンペアフラグ D）

MTU0、3、4、6、7 の TGRD レジスタのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示すステー

タスフラグです。フラグを “0” にするための “0” 書き込みのみ可能です。

［“1” になる条件］

 TGRDレジスタがアウトプットコンペアレジスタとして機能している場合、TCNT＝TGRDになったとき

 TGRD レジスタがインプットキャプチャとして機能している場合、インプットキャプチャ信号により

TCNT の値が TGRD レジスタに転送されたとき

［“0” になる条件］

 TGFD ＝ 1 の状態で TGFD フラグを読んだ後、TGFD フラグに “0” を書いたとき

MTU1、2 では予約ビットです。読むと常に “0” が読めます。書く場合、常に “0” にしてください。
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TCFV フラグ（オーバフローフラグ）

TCNT のオーバフローの発生を示すステータスフラグです。フラグを “0” にするための “0” 書き込みのみ

可能です。

［“1” になる条件］

 TCNT の値がオーバフローしたとき（FFFFh → 0000h）

MTU4、7 では相補 PWM モードで MTU4.TCNT、MTU7.TCNT の値がアンダフロー

（0001h → 0000h）したときにも TCFV フラグが “1” になります。

［“0” になる条件］

 TCFV ＝ 1 の状態で TCFV フラグを読んだ後、TCFV フラグに “0” を書いたとき

TCFU フラグ（アンダフローフラグ）

MTU1、2 が位相計数モードのとき、TCNT のアンダフローの発生を示すステータスフラグです。フラグ

を “0” にするための “0” 書き込みのみ可能です。

［“1” になる条件］

 TCNT の値がアンダフロー（0000h → FFFFh）したとき

［“0” になる条件］

 TCFU ＝ 1 の状態で TCFU フラグを読んだ後、TCFU フラグに “0” を書いたとき

MTU0、3、4、6、7 では予約ビットです。読むと常に “0” が読めます。書く場合、常に “0” にしてくだ

さい。

TCFD フラグ（カウント方向フラグ）

MTU1 ～ 4、6、7 の TCNT のカウント方向を示すステータスフラグです。

MTU0 では予約ビットです。読むと “1” が読めます。書く場合、“1” としてください。
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 TSR2（MTU0）

注1. フラグを“0”にするため、“1”を読んだ後に“0”を書くことのみ可能です。

TGFE フラグ（コンペアマッチフラグ E）

MTU0.TCNT と MTU0.TGRE のコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。

［“1” になる条件］

 TGRE レジスタをコンペアレジスタとして機能している場合、MTU0.TCNT ＝ MTU0.TGRE になったとき

［“0” になる条件］

 TGFE ＝ 1 の状態で TGFE フラグを読んだ後、TGFE フラグに “0” を書いたとき

TGFF フラグ（コンペアマッチフラグ F）

MTU0.TCNT と MTU0.TGRF のコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。

［“1” になる条件］

 TGRF レジスタをコンペアレジスタとして機能している場合、MTU0.TCNT ＝ MTU0.TGRF になったとき

［“0” になる条件］

 TGFF ＝ 1 の状態で TGFF フラグを読んだ後、TGFF フラグに “0” を書いたとき

アドレス MTU0.TSR2 000C 1325h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — TGFF TGFE

リセット後の値 1 1 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 TGFE コンペアマッチフラグE 0：MTU0.TCNTとMTU0.TGREのコンペアマッチが発生して
いない

1：MTU0.TCNTとMTU0.TGREのコンペアマッチが発生

R/(W)
（注1）

b1 TGFF コンペアマッチフラグF 0：MTU0.TCNTとMTU0.TGRFのコンペアマッチが発生して

いない

1：MTU0.TCNTとMTU0.TGRFのコンペアマッチが発生

R/(W)
（注1）

b5～b2 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b7-b6 — 予約ビット 読むと“1”が読めます。書く場合、“1”としてください R/W
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 TSR（MTU5）

注1. フラグを“0”にするため、“1”を読んだ後に“0”を書くことのみ可能です。

CMFn5 フラグ（コンペアマッチ／インプットキャプチャフラグ n5）（n ＝ U、V、W）

MTU5.TGRn レジスタのインプットキャプチャまたはコンペアマッチの発生を示すステータスフラグで

す。フラグを “0” にするため、“0” 書き込みのみ可能です。

［“1” になる条件］

 MTU5.TGRnがコンペアマッチレジスタとして機能している場合、MTU5.TCNTn＝MTU5.TGRnになった

とき

 MTU5.TGRn がインプットキャプチャとして機能している場合、インプットキャプチャ信号により

MTU5.TCNTn の値が MTU5.TGRn に転送されたとき

 MTU5.TGRn が外部入力信号のパルス幅測定として機能している場合、MTU5.TCNTn の値が MTU5.TGRn

に転送されたとき（注 1）

［“0” になる条件］

 CMFn5 ＝ 1 の状態で CMFn5 フラグを読んだ後、CMFn5 フラグに “0” を書いたとき

注 1. 転送するタイミングは、MTU5.TIORU、MTU5.TIORV、MTU5.TIORW レジスタの IOC[4:0] ビットで設定し

ます。

アドレス MTU5.TSR 000C 1CB0h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — CMFU5 CMFV5 CMFW
5

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 CMFW5 コンペアマッチ /インプット
キャプチャフラグW5

0：MTU5.TGRWのインプットキャプチャまたはコンペアマッチ
が発生していない

1：MTU5.TGRWのインプットキャプチャまたはコンペアマッチ

が発生

R/(W)
（注1）

b1 CMFV5 コンペアマッチ /インプット

キャプチャフラグV5
0：MTU5.TGRVのインプットキャプチャまたはコンペアマッチ

が発生していない
1：MTU5.TGRVのインプットキャプチャまたはコンペアマッチ

が発生

R/(W)
（注1）

b2 CMFU5 コンペアマッチ /インプット

キャプチャフラグU5
0：MTU5.TGRUのインプットキャプチャまたはコンペアマッチ

が発生していない
1：MTU5.TGRUのインプットキャプチャまたはコンペアマッチ

が発生

R/(W)
（注1）

b7-b3 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 513 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 16.  マルチファンクションタイマパルスユニット3（MTU3）

16.2.8 タイマバッファ動作転送モードレジスタ（TBTM）

 MTU0.TBTM

 MTU3.TBTM、MTU4.TBTM、MTU6.TBTM、MTU7.TBTM

TBTM レジスタは、PWM モード時のバッファレジスタからタイマジェネラルレジスタへの転送タイミン

グを設定するレジスタです。MTU0、3、4、6、7 に各 1 本、計 5 本の TBTM レジスタがあります。

TTSA ビット（タイミング選択 A ビット）

各チャネルのバッファ動作時の TGRC レジスタから TGRA レジスタへの転送タイミングを設定します。

なお、PWM モード以外で使用するチャネルでは、TTSA ビットを “1” にしないでください。

TTSB ビット（タイミング選択 B ビット）

各チャネルのバッファ動作時の TGRD レジスタから TGRB レジスタへの転送タイミングを設定します。

なお、PWM モード以外で使用するチャネルでは、TTSB ビットを “1” にしないでください。

TTSE ビット（タイミング選択 E ビット）

バッファ動作時の MTU0.TGRF から MTU0.TGRE への転送タイミングを設定します。MTU3、4、6、7 で

は予約ビットです。読むと常に “0” が読めます。書く場合、常に “0” にしてください。

なお、PWM モード以外で使用するチャネルでは、TTSE ビットを “1” にしないでください。

アドレス MTU0.TBTM 000C 1326h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — TTSE TTSB TTSA

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

アドレス MTU3.TBTM 000C 1238h、MTU4.TBTM 000C 1239h
MTU6.TBTM 000C 1A38h、MTU7.TBTM 000C 1A39h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — TTSB TTSA

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 TTSA タイミング選択Aビット 0：TGRCからTGRAへの転送タイミングは各チャネルのコ

ンペアマッチA発生時

1：TGRCからTGRAへの転送タイミングは各チャネルの
TCNTクリア時

R/W

b1 TTSB タイミング選択Bビット 0：TGRDからTGRBへの転送タイミングは各チャネルのコ
ンペアマッチB発生時

1：TGRDからTGRBへの転送タイミングは各チャネルの
TCNTクリア時

R/W

b2 TTSE タイミング選択Eビット 0：MTU0.TGRFからMTU0.TGREへの転送タイミングは
MTU0のコンペアマッチE発生時

1：MTU0.TGRFからMTU0.TGREへの転送タイミングは
MTU0.TCNTクリア時

R/W

b7-b3 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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16.2.9 タイマインプットキャプチャコントロールレジスタ（TICCR）

TICCR レジスタは、MTU1.TCNT と MTU2.TCNT のカスケード接続時のインプットキャプチャ条件を制御

するレジスタです。MTU1 に 1 本の TICCR レジスタがあります。

I1AE ビット（インプットキャプチャ許可ビット）

MTU2.TGRA のインプットキャプチャ条件に MTIOC1A 端子を追加する／しないを選択します。

I1BE ビット（インプットキャプチャ許可ビット）

MTU2.TGRB のインプットキャプチャ条件に MTIOC1B 端子を追加する／しないを選択します。

I2AE ビット（インプットキャプチャ許可ビット）

MTU1.TGRA のインプットキャプチャ条件に MTIOC2A 端子を追加する／しないを選択します。

I2BE ビット（インプットキャプチャ許可ビット）

MTU1.TGRB のインプットキャプチャ条件に MTIOC2B 端子を追加する／しないを選択します。

アドレス MTU1.TICCR 000C 1390h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — I2BE I2AE I1BE I1AE

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 I1AE インプットキャプチャ許可ビット 0：MTIOC1A端子をMTU2.TGRAのインプットキャプ

チャ条件に追加しない
1：MTIOC1A端子をMTU2.TGRAのインプットキャプ

チャ条件に追加する

R/W

b1 I1BE インプットキャプチャ許可ビット 0：MTIOC1B端子をMTU2.TGRBのインプットキャプ

チャ条件に追加しない

1：MTIOC1B端子をMTU2.TGRBのインプットキャプ
チャ条件に追加する

R/W

b2 I2AE インプットキャプチャ許可ビット 0：MTIOC2A端子をMTU1.TGRAのインプットキャプ

チャ条件に追加しない

1：MTIOC2A端子をMTU1.TGRAのインプットキャプ
チャ条件に追加する

R/W

b3 I2BE インプットキャプチャ許可ビット 0：MTIOC2B端子をMTU1.TGRBのインプットキャプ

チャ条件に追加しない

1：MTIOC2B端子をMTU1.TGRBのインプットキャプ
チャ条件に追加する

R/W

b7-b4 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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16.2.10 タイマシンクロクリアレジスタ（TSYCR）

TSYCR レジスタは、MTU の MTU6.TCNT、MTU7.TCNT の同期クリア条件の設定を行うレジスタです。

MTU6 に 1 本の TSYCR レジスタがあります。

CEnm ビット（クリア許可 nm ビット）（n ＝ 0、1、2、m ＝ A、B、C、D）

MTUn.TSR の TGFm フラグセットでのクリア禁止／許可を設定します。

16.2.11 タイマカウンタ（TCNT）

TCNT は、16 ビットの読み出し／書き込み可能なカウンタです。MTU0 ～ 4、6、7 に各 1 本、MTU5 に

MTU5.TCNTU/V/W の 3 本、計 10 本の TCNT があります。

TCNT は、リセット時に 0000h に初期化されます。

TCNT の 8 ビット単位でのアクセスは禁止です。常に 16 ビット単位でアクセスしてください。

アドレス MTU6.TSYCR 000C 1A50h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

CE0A CE0B CE0C CE0D CE1A CE1B CE2A CE2B

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 CE2B クリア許可2Bビット 0：MTU2.TSRのTGFBフラグセットでのクリア禁止

1：MTU2.TSRのTGFBフラグセットでのクリア許可

R/W

b1 CE2A クリア許可2Aビット 0：MTU2.TSRのTGFAフラグセットでのクリア禁止

1：MTU2.TSRのTGFAフラグセットでのクリア許可

R/W

b2 CE1B クリア許可1Bビット 0：MTU1.TSRのTGFBフラグセットでのクリア禁止

1：MTU1.TSRのTGFBフラグセットでのクリア許可

R/W

b3 CE1A クリア許可1Aビット 0：MTU1.TSRのTGFAフラグセットでのクリア禁止
1：MTU1.TSRのTGFAフラグセットでのクリア許可

R/W

b4 CE0D クリア許可0Dビット 0：MTU0.TSRのTGFDフラグセットでのクリア禁止
1：MTU0.TSRのTGFDフラグセットでのクリア許可

R/W

b5 CE0C クリア許可0Cビット 0：MTU0.TSRのTGFCフラグセットでのクリア禁止
1：MTU0.TSRのTGFCフラグセットでのクリア許可

R/W

b6 CE0B クリア許可0Bビット 0：MTU0.TSRのTGFBフラグセットでのクリア禁止

1：MTU0.TSRのTGFBフラグセットでのクリア許可

R/W

b7 CE0A クリア許可0Aビット 0：MTU0.TSRのTGFAフラグセットでのクリア禁止

1：MTU0.TSRのTGFAフラグセットでのクリア許可

R/W

アドレス MTU0.TCNT 000C 1306h、MTU1.TCNT 000C 1386h、MTU2.TCNT 000C 1406h、
MTU3.TCNT 000C 1210h、MTU4.TCNT 000C 1212h、MTU5.TCNTU 000C 1C80h、
MTU5.TCNTV 000C 1C90h、MTU5.TCNTW 000C 1CA0h、MTU6.TCNT 000C 1A10h、
MTU7.TCNT 000C 1A12h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

注 . TCNTの8ビット単位でのアクセスは禁止です。常に16ビット単位でアクセスしてください。
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16.2.12 タイマジェネラルレジスタ（TGR）

TGR レジスタは、16 ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタです。MTU0 に 6 本、MTU1、2 に各 2

本、MTU3、6 に各 5 本、MTU4、7 に各 6 本、MTU5 に 3 本、計 35 本のジェネラルレジスタがあります。

TGRA、TGRB、TGRC、TGRD レジスタはアウトプットコンペア／インプットキャプチャ兼用のレジスタ

です。MTU0、3、4、6、7 の TGRC と TGRD レジスタは、バッファレジスタとして動作設定することがで

きます。TGR レジスタとバッファレジスタの組み合わせは、TGRA － TGRC、TGRB － TGRD になります。

MTU0.TGRE、MTU0.TGRF はコンペアレジスタとして機能し、MTU0.TCNT と MTU0.TGRE が一致した

とき、A/D 変換開始要求を発生することができます。TGRF レジスタは、バッファレジスタとして動作設定

することができます。TGR レジスタとバッファレジスタの組み合わせは、TGRE － TGRF になります。

MTU5.TGRU、MTU5.TGRV、MTU5.TGRW はコンペアマッチ／インプットキャプチャ／外部パルス幅測

定兼用のレジスタです。

アドレス MTU0.TGRA 000C 1308h、MTU0.TGRB 000C 130Ah、MTU0.TGRC 000C 130Ch、
MTU0.TGRD 000C 130Eh、MTU0.TGRE 000C 1320h、MTU0.TGRF 000C 1322h、
MTU1.TGRA 000C 1388h、MTU1.TGRB 000C 138Ah、MTU2.TGRA 000C 1408h、
MTU2.TGRB 000C 140Ah、MTU3.TGRA 000C 1218h、MTU3.TGRB 000C 121Ah、
MTU3.TGRC 000C 1224h、MTU3.TGRD 000C 1226h、MTU3.TGRE 000C 1272h
MTU4.TGRA 000C 121Ch、MTU4.TGRB 000C 121Eh、MTU4.TGRC 000C 1228h、
MTU4.TGRD 000C 122Ah、MTU4.TGRE 000C 1274h、MTU4.TGRF 000C 1276h、
MTU5.TGRU 000C 1C82h、MTU5.TGRV 000C 1C92h、MTU5.TGRW 000C 1CA2h、
MTU6.TGRA 000C 1A18h、MTU6.TGRB 000C 1A1Ah、MTU6.TGRC 000C 1A24h、
MTU6.TGRD 000C 1A26h、MTU6.TGRE 000C 1A72h、MTU7.TGRA 000C 1A1Ch、
MTU7.TGRB 000C 1A1Eh、MTU7.TGRC 000C 1A28h、MTU7.TGRD 000C 1A2Ah、
MTU7.TGRE 000C 1A74h、MTU7.TGRF 000C 1A76h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

リセット後の値 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

注 . TGRの8ビット単位でのアクセスは禁止です。常に16ビット単位でアクセスしてください。TGRの初期値は、

FFFFhです。
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16.2.13 タイマスタートレジスタ（TSTR）

 TSTRA（MTU0、MTU1、MTU2、MTU3、MTU4）

注 . TCSYSTRレジスタを “1”にしたときは、TSTRAレジスタの対応するビットが自動的に “1”になります。

TSTRA レジスタは MTU0 ～ MTU4 の TCNT の動作／停止を選択するレジスタです。

TSTRB レジスタは MTU6、MTU7 の TCNT の動作／停止を選択するレジスタです。

TSTR レジスタは MTU5 の TCNT の動作／停止を選択するレジスタです。

TMDR1 レジスタへ動作モードを設定する場合や TCR レジスタへ TCNT のカウントクロックを設定する場

合は、TCNT のカウンタ動作を停止してから行ってください。

CSTn ビット（カウントスタート n ビット）（n ＝ 0、1、2、3、4）

各チャネルの TCNT の動作または停止を選択します。

MTIOC 端子を出力状態で動作中に、CSTn ビットに “0” を書くとカウンタは停止しますが、MTIOC 端子

のアウトプットコンペア出力レベルは保持されます。CSTn ビットが “0” の状態で TIOR レジスタへの書き

込みを行うと、設定した初期出力値に端子の出力レベルが更新されます。

アドレス MTU.TSTRA 000C 1280h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

CST4 CST3 — — — CST2 CST1 CST0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 CST0 カウンタスタート0ビット 0：MTU0.TCNTのカウント動作は停止
1：MTU0.TCNTはカウント動作

R/W

b1 CST1 カウンタスタート1ビット 0：MTU1.TCNTのカウント動作は停止
1：MTU1.TCNTはカウント動作

R/W

b2 CST2 カウンタスタート2ビット 0：MTU2.TCNTのカウント動作は停止
1：MTU2.TCNTはカウント動作

R/W

b5-b3 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b6 CST3 カウンタスタート3ビット 0：MTU3.TCNTのカウント動作は停止
1：MTU3.TCNTはカウント動作

R/W

b7 CST4 カウンタスタート4ビット 0：MTU4.TCNTのカウント動作は停止
1：MTU4.TCNTはカウント動作

R/W
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 TSTRB（MTU6、MTU7）

注 . TCSYSTRレジスタを “1”にしたときは、TSTRBレジスタの対応するビットが自動的に “1”になります。

CSTn ビット（カウントスタート n ビット）（n ＝ 6、7）

各チャネルの TCNT の動作または停止を選択します。

MTIOC 端子を出力状態で動作中に、CSTn ビットに “0” を書くとカウンタは停止しますが、MTIOC 端子

のアウトプットコンペア出力レベルは保持されます。CSTn ビットが “0” の状態で TIOR レジスタへの書き

込みを行うと、設定した初期出力値に端子の出力レベルが更新されます。

 TSTR（MTU5）

CSTn5 ビット（カウントスタート n5 ビット）（n ＝ U、V、W）

各 TCNT の動作または停止を選択します。

アドレス MTU.TSTRB 000C 1A80h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

CST7 CST6 — — — — — —

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b5-b0 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b6 CST6 カウンタスタート6ビット 0：MTU6.TCNTのカウント動作は停止

1：MTU6.TCNTはカウント動作

R/W

b7 CST7 カウンタスタート7ビット 0：MTU7.TCNTのカウント動作は停止

1：MTU7.TCNTはカウント動作

R/W

アドレス MTU5.TSTR 000C 1CB4h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — CSTU5 CSTV5 CSTW5

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 CSTW5 カウンタスタートW5ビット 0：MTU5.TCNTWのカウント動作は停止
1：MTU5.TCNTWはカウント動作

R/W

b1 CSTV5 カウンタスタートV5ビット 0：MTU5.TCNTVのカウント動作は停止
1：MTU5.TCNTVはカウント動作

R/W

b2 CSTU5 カウンタスタートU5ビット 0：MTU5.TCNTUのカウント動作は停止
1：MTU5.TCNTUはカウント動作

R/W

b7-b3 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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16.2.14 タイマシンクロレジスタ（TSYR）

 TSYRA（MTU0、MTU1、MTU2、MTU3、MTU4）

TSYRA レジスタは MTU0 ～ MTU4 の TCNT の独立動作または同期動作を選択するレジスタです。

TSYRB レジスタは MTU6、MTU7 の TCNT の独立動作または同期動作を選択するレジスタです。

対応するビットを “1” にしたチャネルが同期動作を行います。

SYNCn ビット（タイマ同期 n ビット）（n ＝ 0、1、2、3、4）

他のチャネルとの独立動作または同期動作を選択します。

同期動作を選択すると、複数の TCNT の同期プリセットや、他チャネルのカウンタクリアによる同期クリ

アが可能となります。

同期動作の設定には、 低 2 チャネルの SYNC ビットを “1” にする必要があります。同期クリアの設定に

は、SYNC ビットの他に TCR.CCLR[2:0] ビットで、TCNT のクリア要因を設定する必要があります。

アドレス MTU.TSYRA 000C 1281h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

SYNC4 SYNC3 — — — SYNC2 SYNC1 SYNC0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 SYNC0 タイマ同期0ビット 0：MTU0.TCNTは独立して動作
（TCNTのプリセット /クリアは他のチャネルと無関係）

1：MTU0.TCNTは同期動作

（TCNTの同期プリセット /同期クリアが可能）

R/W

b1 SYNC1 タイマ同期1ビット 0：MTU1.TCNTは独立して動作
（TCNTのプリセット /クリアは他のチャネルと無関係）

1：MTU1.TCNTは同期動作

（TCNTの同期プリセット /同期クリアが可能）

R/W

b2 SYNC2 タイマ同期2ビット 0：MTU2.TCNTは独立して動作

（TCNTのプリセット /クリアは他のチャネルと無関係）
1：MTU2.TCNTは同期動作

（TCNTの同期プリセット /同期クリアが可能）

R/W

b5-b3 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b6 SYNC3 タイマ同期3ビット 0：MTU3.TCNTは独立して動作

（TCNTのプリセット /クリアは他のチャネルと無関係）

1：MTU3.TCNTは同期動作
（TCNTの同期プリセット /同期クリアが可能）

R/W

b7 SYNC4 タイマ同期4ビット 0：MTU4.TCNTは独立して動作

（TCNTのプリセット /クリアは他のチャネルと無関係）

1：MTU4.TCNTは同期動作
（TCNTの同期プリセット /同期クリアが可能）

R/W
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 TSYRB（MTU6、MTU7）

SYNCn ビット（タイマ同期 n ビット）（n ＝ 6、7）

他のチャネルとの独立動作または同期動作を選択します。

同期動作を選択すると、複数の TCNT の同期プリセットや、他チャネルのカウンタクリアによる同期クリ

アが可能となります。

同期動作の設定には、 低 2 チャネルの SYNC ビットを “1” にする必要があります。同期クリアの設定に

は、SYNC ビットの他に TCR.CCLR[2:0] ビットで、TCNT のクリア要因を設定する必要があります。

アドレス MTU.TSYRB 000C 1A81h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

SYNC7 SYNC6 — — — — — —

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b5-b0 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b6 SYNC6 タイマ同期6ビット 0：MTU6.TCNTは独立して動作

（TCNTのプリセット /クリアは他のチャネルと無関係）
1：MTU6.TCNTは同期動作

（TCNTの同期プリセット /同期クリアが可能）

R/W

b7 SYNC7 タイマ同期7ビット 0：MTU7.TCNTは独立して動作

（TCNTのプリセット /クリアは他のチャネルと無関係）
1：MTU7.TCNTは同期動作

（TCNTの同期プリセット /同期クリアが可能）

R/W
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16.2.15 タイマカウンタシンクロスタートレジスタ（TCSYSTR）

注1. フラグを“1”にするため、“1”を書くことのみ可能です。

TCSYSTRレジスタは、“1”を書き込み後、自動的に“0”になります。

TCSYSTR レジスタはカウンタの同期スタートを行うレジスタです。同期スタートさせたいタイマカウンタ

に対応するビットすべてを、同時に “1” にしてください。TCSYSTR レジスタで設定されると対象となるタ

イマカウンタの TSTRA、TSTRB レジスタが自動設定され、カウンタが同期スタートし、TCSYSTR レジス

タは自動的に “0” になります。

SCH7 ビット（タイマスタート 7 ビット）

MTU7.TCNT のシンクロスタートを制御します。

[“0” になる条件 ]

SCH7 ビットが “1” の状態で TSTRA.CST7 ビットを “1” にしたとき

SCH6 ビット（タイマスタート 6 ビット）

MTU6.TCNT のシンクロスタートを制御します。

[“0” になる条件 ]

SCH6 ビットが “1” の状態で TSTRA.CST6 ビットを “1” にしたとき

SCH4 ビット（タイマスタート 4 ビット）

MTU4.TCNT のシンクロスタートを制御します。

[“0” になる条件 ]

SCH4 ビットが “1” の状態で TSTRA.CST4 ビットを “1” にしたとき

SCH3 ビット（タイマスタート 3 ビット）

アドレス MTU.TCSYSTR 000C 1282h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

SCH0 SCH1 SCH2 SCH3 SCH4 — SCH6 SCH7

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 SCH7 シンクロスタート7ビット 0：MTU7.TCNTをシンクロスタートしない

1：MTU7.TCNTをシンクロスタートする

R/(W)
(注1)

b1 SCH6 シンクロスタート6ビット 0：MTU6.TCNTをシンクロスタートしない

1：MTU6.TCNTをシンクロスタートする

R/(W)
(注1)

b2 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R

b3 SCH4 シンクロスタート4ビット 0：MTU4.TCNTをシンクロスタートしない
1：MTU4.TCNTをシンクロスタートする

R/(W)
(注1)

b4 SCH3 シンクロスタート3ビット 0：MTU3.TCNTをシンクロスタートしない

1：MTU3.TCNTをシンクロスタートする

R/(W)
(注1)

b5 SCH2 シンクロスタート2ビット 0：MTU2.TCNTをシンクロスタートしない

1：MTU2.TCNTをシンクロスタートする

R/(W)
(注1)

b6 SCH1 シンクロスタート1ビット 0：MTU1.TCNTをシンクロスタートしない

1：MTU1.TCNTをシンクロスタートする

R/(W)
(注1)

b7 SCH0 シンクロスタート0ビット 0：MTU0.TCNTをシンクロスタートしない

1：MTU0.TCNTをシンクロスタートする

R/(W)
(注1)
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MTU3.TCNT のシンクロスタートを制御します。

[“0” になる条件 ]

SCH3 ビットが “1” の状態で TSTRA.CST3 ビットを “1” にしたとき

SCH2 ビット（タイマスタート 2 ビット）

MTU2.TCNT のシンクロスタートを制御します。

[“0” になる条件 ]

SCH2 ビットが “1” の状態で TSTRA.CST2 ビットを “1” にしたとき

SCH1 ビット（タイマスタート 1 ビット）

MTU1.TCNT のシンクロスタートを制御します。

[“0” になる条件 ]

SCH1 ビットが “1” の状態で TSTRA.CST1 ビットを “1” にしたとき

SCH0 ビット（タイマスタート 0 ビット）

MTU0.TCNT のシンクロスタートを制御します。

[“0” になる条件 ]

SCH0 ビットが “1” の状態で TSTRA.CST0 ビットを “1” にしたとき
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16.2.16 タイマリードライトイネーブルレジスタ（TRWERA、TRWERB）

TRWERA レジスタは、MTU3、4 の誤書き込み防止の対象レジスタ／カウンタのアクセス許可／禁止を指

定するレジスタです。

TRWERB レジスタは、MTU6、7 の誤書き込み防止の対象レジスタ／カウンタのアクセス許可／禁止を指

定するレジスタです。

RWE ビット（リードライト許可ビット）

誤書き込み防止のレジスタへのリードライト許可／禁止を設定します。

［“0” になる条件］

 RWE ＝ 1 の状態で RWE ビットを読んだ後、RWE ビットに “0” を書いたとき

 誤書き込み防止の対象レジスタおよび対象カウンタ（TRWERA）

MTUn.TCR、MTUn.TMDR1、MTUn.TIORH、MTUn.TIORL、MTUn.TIER、MTUn.TGRA、MTUn.TGRB、

MTU.TOERA、MTU.TOCR1A、MTU.TOCR2A、MTU.TGCRA、MTU.TCDRA、MTU.TDDRA と MTUn.TCNT

の計 22 レジスタです。

（n ＝ 3、4）

 誤書き込み防止の対象レジスタおよび対象カウンタ（TRWERB）

MTUn.TCR、MTUn.TMDR1、MTUn.TIORH、MTUn.TIORL、MTUn.TIER、MTUn.TGRA、MTUn.TGRB、

MTU.TOERB、MTU.TOCR1B、MTU.TOCR2B、MTU.TCDRB、MTU.TDDRB と MTUn.TCNT の計 21 レジス

タです。

（n ＝ 6、7）

アドレス MTU.TRWERA 000C 1284h、MTU.TRWERB 000C 1A84h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — RWE

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 1

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 RWE リードライト許可ビット 0：レジスタのリードライトを禁止する

1：レジスタのリードライトを許可する

R/W

b7-b1 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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16.2.17 タイマアウトプットマスタイネーブルレジスタ（TOER）

 TOERA

注1. MTU出力禁止を設定したときに、各端子からノンアクティブレベルを出力する場合は、I/Oポートのデータディレクションレジスタ

（DDR）、データレジスタ（DR）にあらかじめ汎用入出力ポートにノンアクティブレベルを出力する設定をしてください。詳細は、

「15.　I/Oポート」を参照してください。

TOERA レジスタは、出力端子の MTIOC4D、MTIOC4C、MTIOC3D、MTIOC4B、MTIOC4A、MTIOC3B

の出力設定の許可／禁止を行うレジスタです。

TOERB レジスタは、出力端子の MTIOC7D、MTIOC7C、MTIOC6D、MTIOC7B、MTIOC7A、MTIOC6B

の出力設定の許可／禁止を行うレジスタです。

これらの端子は TOER レジスタの各ビットの設定をしないと正しく出力されません。MTU3、4、6、7 に

おいて、TOER レジスタは MTU3、4、6、7 の TIOR レジスタ設定の前に値をセットしてください。

MTU.TOERA レジスタは、MTU.TSTRA レジスタの CST3、CST4 ビットを “0” にした後で設定してくださ

い。

MTU.TOERB レジスタは、MTU.TSTRB レジスタの CST0、CST1 ビットを “0” にした後で設定してくださ

い（図 16.36、図 16.39 参照）。

OEnm ビット（マスタ許可 MTIOCnm ビット）（n ＝ 3、4、m ＝ A ～ D）

MTU の MTIOCnm 端子出力を許可／禁止します。

アドレス MTU.TOERA 000C 120Ah

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — OE4D OE4C OE3D OE4B OE4A OE3B

リセット後の値 1 1 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 OE3B マスタ許可MTIOC3Bビット 0：MTU出力禁止（注1）

1：MTU出力許可

R/W

b1 OE4A マスタ許可MTIOC4Aビット 0：MTU出力禁止（注1）

1：MTU出力許可

R/W

b2 OE4B マスタ許可MTIOC4Bビット 0：MTU出力禁止（注1）

1：MTU出力許可

R/W

b3 OE3D マスタ許可MTIOC3Dビット 0：MTU出力禁止（注1）

1：MTU出力許可

R/W

b4 OE4C マスタ許可MTIOC4Cビット 0：MTU出力禁止（注1）

1：MTU出力許可

R/W

b5 OE4D マスタ許可MTIOC4Dビット 0：MTU出力禁止（注1）

1：MTU出力許可

R/W

b7-b6 — 予約ビット 読むと“1”が読めます。書く場合、“1”としてください R/W
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 TOERB

注1. MTU出力禁止を設定したときに、各端子からノンアクティブレベルを出力する場合は、I/Oポートのデータディレクションレジスタ

（DDR）、データレジスタ（DR）にあらかじめ汎用入出力ポートにノンアクティブレベルを出力する設定をしてください。詳細は、

「15.　I/Oポート」を参照してください。

OEnm ビット（マスタ許可 MTIOCnm ビット）（n ＝ 6、7、m ＝ A ～ D）

MTU の MTIOCnm 端子出力を許可／禁止します。

アドレス MTU.TOERB 000C 1A0Ah

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — OE7D OE7C OE6D OE7B OE7A OE6B

リセット後の値 1 1 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 OE6B マスタ許可MTIOC6Bビット 0：MTU出力禁止（注1）

1：MTU出力許可

R/W

b1 OE7A マスタ許可MTIOC7Aビット 0：MTU出力禁止（注1）

1：MTU出力許可

R/W

b2 OE7B マスタ許可MTIOC7Bビット 0：MTU出力禁止（注1）

1：MTU出力許可

R/W

b3 OE6D マスタ許可MTIOC6Dビット 0：MTU出力禁止（注1）

1：MTU出力許可

R/W

b4 OE7C マスタ許可MTIOC7Cビット 0：MTU出力禁止（注1）

1：MTU出力許可

R/W

b5 OE7D マスタ許可MTIOC7Dビット 0：MTU出力禁止（注1）

1：MTU出力許可

R/W

b7-b6 — 予約ビット 読むと“1”が読めます。書く場合、“1”としてください R/W
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16.2.18 タイマアウトプットコントロールレジスタ 1（TOCR1A、TOCR1B）

注1. TOCR1j.TOCSビットを“0”にすることにより、本設定が有効になります。

注2. TOCR1j.TOCLビットを“1”にすることにより、CPU暴走時の誤書き込みを防止することができます。

注3. デッドタイムを生成しない場合、逆相の出力は常に正相の逆のレベルになります。このとき、OLSPビットのみ有効となります。

注4. リセット後、1回のみ"1"を書けます。"1"を書いた後は、"0"を書くことはできません。

TOCR1A、TOCR1B レジスタは、相補 PWM モード／リセット同期 PWM モードの PWM 周期に同期した

トグル出力の許可／禁止、および PWM 出力の出力レベル反転の制御を行うレジスタです。

OLSP ビット（出力レベル選択 P ビット）

リセット同期 PWM モード／相補 PWM モード時に、正相の出力レベルを選択します。

OLSN ビット（出力レベル選択 N ビット）

リセット同期 PWM モード／相補 PWM モード時に、逆相の出力レベルを選択します。

TOCS ビット（TOC 選択ビット）

相補 PWM モード／リセット同期 PWM モードの出力レベルの設定を TOCR1j レジスタと TOCR2j レジス

タ（j ＝ A、B）のどちらの設定を有効にするか選択します。

TOCL ビット（TOC レジスタ書き込み禁止ビット）

TOCR1j レジスタ（j ＝ A、B）の TOCS ビット、OLSN ビット、OLSP ビットへの書き込み禁止／許可の

設定をします。

PSYE ビット（PWM 同期出力許可ビット）

PWM 周期に同期したトグル出力の許可／禁止を設定します。

アドレス MTU.TOCR1A 000C 120Eh、MTU.TOCR1B 000C 1A0Eh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— PSYE — — TOCL TOCS OLSN OLSP

リセット後の値 0 0 0 0 0（注4） 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 OLSP 出力レベル選択Pビット（注1）（注3） 表16.38を参照してください R/W

b1 OLSN 出力レベル選択Nビット（注1）（注3） 表16.39を参照してください R/W

b2 TOCS TOC選択ビット 0：TOCR1jの設定を有効にする（j = A、B）
1：TOCR2jの設定を有効にする

R/W

b3 TOCL TOCレジスタ書き込み禁止ビット
（注2）（注4）

0：TOCSビット、OLSNビット、OLSPビットへの
書き込みを許可

1：TOCSビット、OLSNビット、OLSPビットへの
書き込みを禁止

R/W

b5-b4 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b6 PSYE PWM同期出力許可ビット 0：トグル出力を禁止

1：トグル出力を許可

R/W

b7 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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注 . 逆相波形の初期出力値は、カウント開始後デッドタイム経過後にアクティブレベルに変化します。

OLSN=1、OLSP=1 の場合の相補 PWM モードの出力例（1 相分）を図 16.3 に示します。

図 16.3 相補 PWM モードの出力レベルの例

表16.38 出力レベル選択機能

ビット0 機　　　能

OLSP 初期出力
アクティブ

レベル

コンペアマッチ出力

アップカウント ダウンカウント

0 High レベル Low レベル Low レベル High レベル

1 Low レベル High レベル High レベル Low レベル

表16.39 出力レベル選択機能

ビット1 機　　　能

OLSN 初期出力
アクティブ

レベル

コンペアマッチ出力

アップカウント ダウンカウント

0 High レベル Low レベル High レベル Low レベル

1 Low レベル High レベル Low レベル High レベル

MTU3.TCNT、MTU4.TCNT の値

MTU3.TGRA

MTU4.TGRA

TDDR
0000h 時間

MTU4.TCNT
MTU3.TCNT

正相出力

逆相出力

アクティブレベル

コンペアマッチ出力
（アップカウント）

初期出力

初期出力

コンペアマッチ出力
（ダウンカウント）

コンペアマッチ出力
（アップカウント）

コンペアマッチ出力
（ダウンカウント）

アクティブレベルアクティブ
レベル
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16.2.19 タイマアウトプットコントロールレジスタ 2（TOCR2A、TOCR2B）

j=A、B
注1. TOCR1j.TOCSビットを“1”にすることにより、本設定が有効になります。

注2. デッドタイムを生成しない場合、逆相の出力は常に正相の逆のレベルになります。このとき、OLSiPビットのみ有効となります。

（i=1,2,3）

TOCR2A、TOCR2B レジスタは、相補 PWM モード／リセット同期 PWM モードにおける PWM 出力の出

力レベル反転の制御を行うレジスタです。

m ＝ 3、6

アドレス MTU.TOCR2A 000C 120Fh、MTU.TOCR2B 000C 1A0Fh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

BF[1:0] OLS3N OLS3P OLS2N OLS2P OLS1N OLS1P

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 OLS1P 出力レベル選択1Pビット（注1）（注2） リセット同期PWMモード /相補PWMモード時に、

MTIOC3B/MTIOC6Bの出力レベルを選択します
表16.40を参照してください

R/W

b1 OLS1N 出力レベル選択1Nビット（注1）（注2） リセット同期PWMモード /相補PWMモード時に、

MTIOC3D/MTIOC6Dの出力レベルを選択します

表16.41を参照してください

R/W

b2 OLS2P 出力レベル選択2Pビット（注1）（注2） リセット同期PWMモード /相補PWMモード時に、

MTIOC4A/MTIOC7Aの出力レベルを選択します
表16.42を参照してください

R/W

b3 OLS2N 出力レベル選択2Nビット（注1）（注2） リセット同期PWMモード /相補PWMモード時に、

MTIOC4C/MTIOC7Cの出力レベルを選択します

表16.43を参照してください

R/W

b4 OLS3P 出力レベル選択3Pビット（注1）（注2） リセット同期PWMモード /相補PWMモード時に、
MTIOC4B/MTIOC7Bの出力レベルを選択します

表16.44を参照してください

R/W

b5 OLS3N 出力レベル選択3Nビット（注1）（注2） リセット同期PWMモード /相補PWMモード時に、

MTIOC4D/MTIOC7Dの出力レベルを選択します

表16.45を参照してください

R/W

b7-b6 BF[1:0] TOLBRバッファ転送タイミング
選択ビット

TOLBRjからTOCR2jへのバッファ転送タイミングを選択
します

詳細は表16.46を参照してください

R/W

表16.40 MTIOCmB出力レベル選択機能

ビット0 機　　　能

OLS1P 初期出力
アクティブ

レベル

コンペアマッチ出力

アップカウント ダウンカウント

0 High レベル Low レベル Low レベル High レベル

1 Low レベル High レベル High レベル Low レベル
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m ＝ 3、6

注 . 逆相波形の初期出力値は、カウント開始後デッドタイム経過後にアクティブレベルに変化します。

m ＝ 4、7

m ＝ 4、7

注 . 逆相波形の初期出力値は、カウント開始後デッドタイム経過後にアクティブレベルに変化します。

m ＝ 4、7

m ＝ 4、7

注 . 逆相波形の初期出力値は、カウント開始後デッドタイム経過後にアクティブレベルに変化します。

表16.41 MTIOCmD出力レベル選択機能

ビット1 機　　　能

OLS1N 初期出力
アクティブ

レベル

コンペアマッチ出力

アップカウント ダウンカウント

0 High レベル Low レベル High レベル Low レベル

1 Low レベル High レベル Low レベル High レベル

表16.42 MTIOCmA出力レベル選択機能

ビット2 機　　　能

OLS2P 初期出力
アクティブ

レベル

コンペアマッチ出力

アップカウント ダウンカウント

0 High レベル Low レベル Low レベル High レベル

1 Low レベル High レベル High レベル Low レベル

表16.43 MTIOCmC出力レベル選択機能

ビット3 機　　　能

OLS2N 初期出力
アクティブ
レベル

コンペアマッチ出力

アップカウント ダウンカウント

0 High レベル Low レベル High レベル Low レベル

1 Low レベル High レベル Low レベル High レベル

表16.44 MTIOCmB出力レベル選択機能

ビット4 機　　　能

OLS3P 初期出力
アクティブ

レベル

コンペアマッチ出力

アップカウント ダウンカウント

0 High レベル Low レベル Low レベル High レベル

1 Low レベル High レベル High レベル Low レベル

表16.45 MTIOCmD出力レベル選択機能

ビット5 機　　　能

OLS3N 初期出力
アクティブ
レベル

コンペアマッチ出力

アップカウント ダウンカウント

0 High レベル Low レベル High レベル Low レベル

1 Low レベル High レベル Low レベル High レベル
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n ＝ 4、7　m ＝ 3、6　j ＝ A、B

表16.46 TOCR2j.BF[1:0]ビットの設定

ビット7 ビット6 説　　　明

BF1 BF0 相補PWMモード時 リセットPWMモード時

0 0 バッファレジスタ（TOLBRj）から TOCR2j へ

転送しない

バッファレジスタ（TOLBRj）から TOCR2j へ

転送しない

0 1 MTUn.TCNT の山でバッファレジスタ

（TOLBRj）から TOCR2j へ転送する

MTUm.TCNT、MTUn.TCNT カウンタクリア時

にバッファレジスタ（TOLBRj）から TOCR2j

へ転送する

1 0 MTUn.TCNT の谷でバッファレジスタ

（TOLBRj）から TOCR2j へ転送する

設定しないでください

1 1 MTUn.TCNT の山と谷でバッファレジスタ

（TOLBRj）から TOCR2j へ転送する

設定しないでください
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16.2.20 タイマアウトプットレベルバッファレジスタ（TOLBRA、TOLBRB）

j ＝ A、B

TOLBRA、TOLBRB レジスタは TOCR2A、TOCR2B レジスタのバッファレジスタで、相補 PWM モード

／リセット同期 PWM モードにおける PWM 出力レベルの設定を行うレジスタです。

PWM 出力レベルの設定をバッファ動作で行う場合の設定手順例を図 16.4 に示します。

図 16.4 PWM 出力レベルの設定をバッファ動作で行う場合の設定手順例

アドレス MTU.TOLBRA 000C 1236h、MTU.TOLBRB 000C 1A36h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — OLS3N OLS3P OLS2N OLS2P OLS1N OLS1P

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 OLS1P 出力レベル選択1Pビット TOCR2jのOLS1Pビットにバッファ転送する値を設定してください R/W

b1 OLS1N 出力レベル選択1Nビット TOCR2jのOLS1Nビットにバッファ転送する値を設定してください R/W

b2 OLS2P 出力レベル選択2Pビット TOCR2jのOLS2Pビットにバッファ転送する値を設定してください R/W

b3 OLS2N 出力レベル選択2Nビット TOCR2jのOLS2Nビットにバッファ転送する値を設定してください R/W

b4 OLS3P 出力レベル選択3Pビット TOCR2jのOLS3Pビットにバッファ転送する値を設定してください R/W

b5 OLS3N 出力レベル選択3Nビット TOCR2jのOLS3Nビットにバッファ転送する値を設定してください R/W

b7-b6 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

TOCSビットの設定

TOCR2jの設定

TOLBRjの設定

［1］

［2］

［3］

［1］ TOCR1j(j=A、B)のTOCS ビットを“1” にし、TOCR2jの設定

を有効にします。

［2］ TOCR2jのBF[1:0] ビットで、TOLBRjのバッファ転送

タイミングを選択します。OLS3N/OLS2N/OLS1N、

OLS3P/OLS2P/OLS1PビットでPWM の出力レベルを

設定します。

［3］ TOLBRjの初期設定は、TOCR2jのOLS3N/OLS2N/OLS1N、

OLS3P/OLS2P/OLS1Pビットと同じ値を設定してください。
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16.2.21 タイマゲートコントロールレジスタ A（TGCRA）

TGCRA レジスタは、リセット同期 PWM モード／相補 PWM モード時、ブラシレス DC モータ制御に必

要な波形出力の制御を行うレジスタです。相補 PWM モード／リセット同期 PWM モード以外では、TGCRA

レジスタの設定は無効です。

UF、VF、WF ビット（出力切り替えビット）

正相／逆相の出力相の ON、OFF を設定します。

FB ビット（外部フィードバック信号許可）

正相／逆相の出力の切り替えを MTU0 の TGRA、TGRB、TGRC レジスタのインプットキャプチャ信号で

自動的に行うか、TGCRA レジスタのビット 2 ～ 0 に “0” または “1” を書き込むことによって行うかを選択

します。

P ビット（正相出力（P）制御ビット）

正相端子の出力（MTIOC3B 端子、MTIOC4A 端子、MTIOC4B 端子）を出力時、レベル出力をするか、リ

セット同期 PWM ／相補 PWM 出力するかを選択します。

N ビット（逆相出力（N）制御ビット）

逆相端子（MTIOC3D 端子、MTIOC4C 端子、MTIOC4D 端子）を出力時、レベル出力するか、リセット同

期 PWM ／相補 PWM 出力するかの選択をします。

BDC ビット（ブラシレス DC モータビット）

TGCRA レジスタの機能を有効にするか、無効にするかを選択します。

アドレス MTU.TGCRA 000C 120Dh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— BDC N P FB WF VF UF

リセット後の値 1 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 UF 出力相切り替えビット 正相 /逆相の出力相のON/OFFを設定します。これらのビッ

トの設定はTGCR.FBビットが1のときのみ有効です。このと
きは、b0～b2の設定が、外部入力の代わりになります。表

16.47を参照してください

R/W

b1 VF R/W

b2 WF R/W

b3 FB 外部フィードバック信号許可

ビット

0：出力の切り換えは、外部入力（入力元は、MTU0の
TGRA、TGRB、TGRCのインプットキャプチャ信号）

1：出力の切り換えはソフトウェアで行う
（TGCRAのUF、VF、WFの設定値）

R/W

b4 P 正相出力（P）制御ビット 0：レベル出力

1：リセット同期PWM/相補PWM出力

R/W

b5 N 逆相出力（N）制御ビット 0：レベル出力

1：リセット同期PWM/相補PWM出力

R/W

b6 BDC ブラシレスDCモータビット 0：通常出力

1：本レジスタの機能を有効

R/W

b7 — 予約ビット 読むと“1”が読めます。書く場合、“1”としてください R/W
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16.2.22 タイマサブカウンタ（TCNTSA、TCNTSB）

TCNTSA、TCNTSB レジスタは、相補 PWM モードに設定したときのみ使用される 16 ビットの読み出し

専用カウンタです。TCNTSA、TCNTSB レジスタのリセット後の値は 0000h です。

16.2.23 タイマ周期データレジスタ（TCDRA、TCDRB）

TCDRA、TCDRB レジスタは、相補 PWM モード時のみ使用される 16 ビットの読み出し／書き込み可能

なレジスタです。TCDRA、TCDRB レジスタの値は PWM キャリア周期の 1/2 の値を設定してください。

TCDRA、TCDRB レジスタのリセット後の値は FFFFh です。

表16.47 出力レベル選択機能

ビット2 ビット1 ビット0 機　　　能

WF VF UF MTIOC3B MTIOC4A MTIOC4B MTIOC3D MTIOC4C MTIOC4D

U 相 V 相 W 相 U 相 V 相 W 相

0 0 0 OFF OFF OFF OFF OFF OFF

0 0 1 ON OFF OFF OFF OFF ON

0 1 0 OFF ON OFF ON OFF OFF

0 1 1 OFF ON OFF OFF OFF ON

1 0 0 OFF OFF ON OFF ON OFF

1 0 1 ON OFF OFF OFF ON OFF

1 1 0 OFF OFF ON ON OFF OFF

1 1 1 OFF OFF OFF OFF OFF OFF

アドレス MTU.TCNTSA 000C 1220h、MTU.TCNTSB 000C 1A20h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

注 . TCNTSA、TCNTSBレジスタの8ビット単位でアクセスは禁止です。
常に16ビット単位でアクセスしてください。

アドレス MTU.TCDRA 000C 1214h、MTU.TCDRB 000C 1A14h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

リセット後の値 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

注 . TCDRA、TCDRBレジスタの8ビット単位でのアクセスは禁止です。

常に16ビット単位でアクセスしてください。



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 534 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 16.  マルチファンクションタイマパルスユニット3（MTU3）

16.2.24 タイマ周期バッファレジスタ（TCBRA、TCBRB）

TCBRA、TCBRB レジスタは、相補 PWM モード時のみ使用される 16 ビットの読み出し／書き込み可能

なレジスタで、TCDRA、TCDRB レジスタのバッファレジスタとして機能します。TMDR1 レジスタで設定

した転送タイミングで TCBRA、TCBRB レジスタの値が TCDRA、TCDRB レジスタに転送されます。

TCBRA、TCBRB レジスタのリセット後の値は FFFFh です。

16.2.25 タイマデッドタイムデータレジスタ（TDDRA、TDDRB）

TDDRA、TDDRB レジスタは、相補 PWM モード時のみ使用される 16 ビットの読み出し／書き込み可能

なレジスタで、相補 PWM モード時 MTU3.TCNT（MTU6.TCNT）と MTU4.TCNT（MTU7.TCNT）カウンタ

のオフセット値を設定します。相補 PWM モード時に MTU3.TCNT（MTU6.TCNT）、MTU4.TCNT

（MTU7.TCNT）カウンタをクリアして再スタートするときは、TDDRA（TDDRB）レジスタの値が

MTU3.TCNT（MTU6.TCNT）カウンタにロードされカウント動作を開始します。TDDRA、TDDRB レジス

タのリセット後の値は FFFFh です。

アドレス MTU.TCBRA 000C 1222h、MTU.TCBRB 000C 1A22h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

リセット後の値 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

注 . TCBRA、TCBRBレジスタの8ビット単位でのアクセスは禁止です。

常に16ビット単位でアクセスしてください。

アドレス MTU.TDDRA 000C 1216h、MTU.TDDRB 000C 1A16h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

リセット後の値 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

注 . TDDRA、TDDRBレジスタの8ビット単位でのアクセスは禁止です。
常に16ビット単位でアクセスしてください。



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 535 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 16.  マルチファンクションタイマパルスユニット3（MTU3）

16.2.26 タイマデッドタイムイネーブルレジスタ（TDERA、TDERB）

注1. TDDRA≧1、TDDRB≧1に設定してください。

TDERA、TDERB レジスタは、TDERA は MTU3、TDERB は MTU6 に各 1 本あり、相補 PWM モードの

デッドタイム生成を制御するレジスタです。TDERA、TDERB レジスタの設定は、TCNT の動作が停止した

状態で行ってください。

TDER ビット（デッドタイムイネーブルビット）

デッドタイムの生成をする／しないを設定します。

［“0” になる条件］

 TDER ＝ 1 の状態で TDER を読んだ後、TDER に “0” を書いたとき

アドレス MTU3.TDERA 000C 1234h、MTU6.TDERB 000C 1A34h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — TDER

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 1

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 TDER デッドタイムイネーブルビット 0：デッドタイムを生成しない

1：デッドタイムを生成する（注1）

R/(W)

b7-b1 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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16.2.27 タイマバッファ転送設定レジスタ（TBTERA、TBTERB）

注1. 対象バッファレジスタ（TBTERA）
MTU3.TGRC、MTU3.TGRD、MTU4.TGRC、MTU4.TGRD、MTU.TCBRA
対象バッファレジスタ（TBTERB）
MTU6.TGRC、MTU6.TGRD、MTU7.TGRC、MTU7.TGRD、MTU.TCBRB

TBTERA、TBTERB レジスタは、相補 PWM モードで使用するバッファレジスタからテンポラリレジスタ

への転送を抑止する／しない、または割り込み間引き機能 1 と連動する／しないを設定するレジスタです。

注1. TMDR1.MD[3:0]ビットの設定に従い転送します。詳細は「16.3.8　相補PWMモード」を参照してください。

注2. 割り込み間引きが禁止のとき（タイマ割り込み間引き設定レジスタ（TITCR1A（TITCR1B））のT3AEN、T4VEN（T6AEN、
T7VEN）ビットを “0”にしたとき、またはTITCR1A（TITCR1B）の間引き回数設定ビット（T3ACOR、T4VCOR

（T6ACOR、T7VCOR））を“0”にしたとき）は、必ずバッファ転送を割り込み間引きと連動しない設定（タイマバッファ転

送レジスタ（TBTERA（TBTERB））のBTE1ビットを“0”にする）にしてください。割り込み間引きが禁止のときに、バッ
ファ転送を割り込み間引きと連動する設定にした場合、バッファ転送は行われません。

アドレス MTU.TBTERA 000C 1232h、MTU.TBTERB 000C 1A32h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — BTE[1:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b1-b0 BTE[1:0] バッファ転送抑止および割り込み間

引き連動設定ビット

相補PWMモードで使用するバッファレジスタ (注1)から

テンポラリレジスタへの転送を抑止する /しない、または
割り込み間引き機能1と連動する /しないを設定します

詳細は表16.48を参照してください

R/W

b7-b2 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

表16.48 TBTER.BTE[1:0]ビットの設定

ビット1 ビット0
説　　　明

BTE1 BTE0

0 0 バッファレジスタからテンポラリレジスタへの転送を抑止しない（注1）

また、割り込み間引き機能1と連動しない

0 1 バッファレジスタからテンポラリレジスタへの転送を抑止する

1 0 バッファレジスタからテンポラリレジスタへの転送を割り込み間引き機能1と連動する（注2）

1 1 設定しないでください
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16.2.28 タイマ波形コントロールレジスタ（TWCRA、TWCRB）

注1. TWCRBレジスタのみ有効です、TWCRAレジスタでは予約ビットです。

注2. 相補PWMモード1のとき以外は、"1"を書かないでください。

TWCRA、TWCRB レジスタは、相補 PWM モードで MTU3.TCNT、MTU4.TCNT（MTU6.TCNT、

MTU7.TCNT）の同期カウンタクリアが発生した場合の出力波形の制御と、MTU3.TGRA（MTU6.TGRA）の

コンペアマッチによるカウンタクリアをする／しないを設定します。

TWCRA、TWCRB レジスタの CCE、WRE ビットの設定は、TCNT の動作が停止した状態で行ってくださ

い。

WRE ビット（波形保持許可ビット）

相補 PWM モードで同期カウンタクリアが起きたときの出力波形を選択します。

本機能によって初期出力が抑止されるのは、相補 PWM モードの谷の Tb 区間で同期クリアが発生したと

きのみです。それ以外のときに同期クリアが発生した場合は、WRE ビットの設定によらず、TOCR1A、

TOCR2A（TOCR1B、TOCR2B）レジスタで設定した初期値を出力します。また、MTU3.TCNT、

MTU4.TCNT（MTU6.TCNT、MTU7.TCNT）スタート直後の谷の Tb 区間で同期クリアが発生した場合も、

TOCR1A、TOCR2A（TOCR1B、TOCR2B）レジスタで設定した初期値を出力します。

相補 PWM モードの谷の Tb 区間については、図 16.41 を参照してください。

［“1” になる条件］

 TWCR.WRE ＝ 0 で TWCR.WRE を読んだ後、TWCR.WRE に “1” を書いたとき

アドレス MTU.TWCRA 000C 1260h  MTU.TWCRB 000C 1A60h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

CCE — — — — — SCC WRE

リセット後の値 0（注2） 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 WRE 波形保持許可ビット 0：TOCR1A,TOCR2A（TOCR1B,TOCR2B）レジスタで

設定した初期出力値を出力

1：初期出力を抑止する

R/(W)

b1 SCC（注1） 同期クリアコントロールビット （TWCRBレジスタのみ有効）
0：MTU0、1、2—MTU6、7同期クリア機能による

MTU6.TCNT、MTU7.TCNTのクリア有効

1：MTU0、1、2—MTU6、7同期クリア機能による
MTU6.TCNT、MTU7.TCNTのクリア無効

R/(W)

b6-b2 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b7 CCE（注2） コンペアマッチクリア許可ビット 0：MTU3.TGRA（MTU6.TGRA）のコンペアマッチによ
るカウンタクリアをしない

1：MTU3.TGRA（MTU6.TGRA）のコンペアマッチによ

るカウンタクリアをする

R/(W)
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SCC ビット（同期クリアコントロールビット）（TWCRB レジスタのみ）

相補 PWM モードで MTU0、1、2—MTU6、7 カウンタ同期クリアが発生したときに、MTU6.TCNT、

MTU7.TCNT をクリアする／しないを設定します。

本機能を使用する際は、MTU6、7 を相補 PWM モードに設定してください。また、カウンタ動作中に

SCC ビットを書き換える場合、CCE ビット、WRE ビットの値を変更しないようにしてください。

SCC ビットの設定により MTU からの同期クリアが無効になるのは、谷の Tb 区間以外で同期クリアが発

生したときのみです。MTU6.TCNT、MTU7.TCNT スタート直後を含む谷の Tb 区間で同期クリアが発生した

場合は、MTU6.TCNT、MTU7.TCNT がクリアされます。

相補 PWM モードの谷の Tb 区間については、図 16.41 を参照してください。

［“1” になる条件］

 SCC ＝ 0 で SCC ビットを読んだ後、SCC ビットに “1” を書いたとき

TWCRA レジスタでは予約ビットです。読むと常に “0” が読めます。書く場合、“0” としてください。

CCE ビット（コンペアマッチクリア許可ビット）

相補 PWM モードで、MTU3.TGRA（MTU6.TGRA）のコンペアマッチによるカウンタクリアをする／し

ないを設定します。

［“1” になる条件］

 CCE ＝ 0 で CCE を読んだ後、CCE に “1” を書いたとき
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16.2.29 タイマ A/D 変換開始要求コントロールレジスタ（TADCR）

 TADCR（MTU4）

注1. MTU4.TADCRレジスタの8ビット単位でのアクセスは禁止です。常に16ビット単位でアクセスしてください。

注2. 割り込み間引きが禁止のときTITCR1A.T3AEN,T4VENビットを “0”にしたとき、またはTITCR1A.T3ACOR,T4VCORビットを“0”に
したときは、必ず割り込み間引き機能1と連動しない（MTU4.TADCR.ITA3AE,ITA4VE,ITB3AE,ITB4VEビットを “0”）にしてくださ

い。

注3. 割り込み間引きが禁止のときに、割り込み間引きと連動する設定にした場合、A/D変換の開始要求が行われません。

注4. 相補PWMモードのとき以外は、"1"を書かないでください。

アドレス MTU4.TADCR 000C 1240h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

BF[1:0] — — — — — — UT4AE DT4AE UT4BE DT4BE ITA3AE ITA4VE ITB3AE ITB4VE

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0（注4） 0 0（注4）0（注4）0（注4）0（注4）0（注4）

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 ITB4VE（注4） TCIV4割り込み間引き連動許可

ビット
0：A/D変換の開始要求（TRG4BN）をTCI4V割り込み間引き

機能1と連動しない

1：A/D変換の開始要求（TRG4BN）をTCI4V割り込み間引き

機能1と連動する

R/W

b1 ITB3AE（注4） TGIA3割り込み間引き連動許可

ビット

0：A/D変換の開始要求（TRG4BN）をTGI3A割り込み間引き

機能1と連動しない
1：A/D変換の開始要求（TRG4BN）をTGI3A割り込み間引き

機能1と連動する

R/W

b2 ITA4VE（注4） TCIV4割り込み間引き連動許可

ビット

0：A/D変換の開始要求（TRG4AN）をTCI4V割り込み間引き

機能1と連動しない
1：A/D変換の開始要求（TRG4AN）をTCI4V割り込み間引き

機能1と連動する

R/W

b3 ITA3AE（注4） TGIA3割り込み間引き連動許可

ビット

0：A/D変換の開始要求（TRG4AN）をTGI3A割り込み間引き

機能1と連動しない
1：A/D変換の開始要求（TRG4AN）をTGI3A割り込み間引き

機能1と連動する

R/W

b4 DT4BE（注4） ダウンカウントTRG4BN許可

ビット

0：MTU4.TCNTのダウンカウント時にA/D変換の開始要求

（TRG4BN）を禁止
1：MTU4.TCNTのダウンカウント時にA/D変換の開始要求

（TRG4BN）を許可

R/W

b5 UT4BE アップカウントTRG4BN許可

ビット

0：MTU4.TCNTのアップカウント時にA/D変換の開始要求

（TRG4BN）を禁止
1：MTU4.TCNTのアップカウント時にA/D変換の開始要求

（TRG4BN）を許可

R/W

b6 DT4AE（注4） ダウンカウントTRG4AN許可

ビット

0：MTU4.TCNTのダウンカウント時にA/D変換の開始要求

（TRG4AN）を禁止
1：MTU4.TCNTのダウンカウント時にA/D変換の開始要求

（TRG4AN）を許可

R/W

b7 UT4AE アップカウントTRG4AN許可

ビット

0：MTU4.TCNTのアップカウント時にA/D変換の開始要求

（TRG4AN）を禁止

1：MTU4.TCNTのアップカウント時にA/D変換の開始要求
（TRG4AN）を許可

R/W

b13-b8 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b15-b14 BF[1:0] MTU4.TADCOBRA/B転送
タイミング選択ビット

MTU4.TADCOBRA、MTU4.TADCOBRBから
MTU4.TADCORA、MTU4.TADCORBへの転送タイミングを

選択します。詳細は表16.49を参照してください

R/W
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TADCR レジスタは、A/D 変換開始要求の許可／禁止の設定と、割り込み間引きと A/D 変換開始要求を連

動する／しないを設定します。MTU には、MTU4、7 に各 1 本の TADCR レジスタがあります。

注1. 相補PWMモードではMTU4.TCNTの山およびMTU4.TGRDレジスタの書き込み時、リセット同期PWMモードでは
MTU3.TCNTがMTU3.TGRAレジスタとコンペアマッチしたとき、PWMモード1／通常動作モードではMTU4.TCNTが

MTU4.TGRAレジスタとコンペアマッチしたときに、周期設定バッファレジスタ（MTU4.TADCOBRA、
MTU4.TADCOBRB）から周期設定レジスタ（MTU4.TADCORA、MTU4.TADCORB）へ転送します。

注2. 相補PWMモード以外では設定禁止です。

表16.49 TADCR.BF[1:0]ビットによる転送タイミングの設定（MTU4）

ビット15 ビット14
説　　　明

BF1 BF0

0 0 周期設定バッファレジスタ（MTU4.TADCOBRA、MTU4.TADCOBRB）から

周期設定レジスタ（MTU4.TADCORA、MTU4.TADCORB）へ転送しない

0 1 MTU4.TCNTの山で周期設定バッファレジスタから周期設定レジスタへ転送する（注1）

1 0 MTU4.TCNTの谷で周期設定バッファレジスタから周期設定レジスタへ転送する（注2）

1 1 MTU4.TCNTの山と谷で周期設定バッファレジスタから周期設定レジスタへ転送する（注2）
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 TADCR（MTU7）

注1. MTU7.TADCRレジスタの8ビット単位でのアクセスは禁止です。常に16ビット単位でアクセスしてください。

注2. 割り込み間引きが禁止のときTITCR1B.T6AEN,T7VENビットを “0”に設定したとき、またはTITCR1B.T6ACOR,T7VCORビットを“0”
にしたときは、必ず割り込み間引き機能1と連動しない（MTU7.TADCR.ITA6AE,ITA7VE,ITB6AE,ITB7VEビットを“0”）にしてくだ

さい。

注3. 割り込み間引きが禁止のときに、割り込み間引きと連動する設定にした場合、A/D変換の開始要求が行われません。

注4. 相補PWMモードのとき以外は、"1"を書かないでください。

アドレス 000C 1A40h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

BF[1:0] — — — — — — UT7AE DT7AE UT7BE DT7BE ITA6AE ITA7VE ITB6AE ITB7VE

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0（注4） 0 0（注4）0（注4）0（注4）0（注4）0（注4）

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 ITB7VE（注4） TCIV7割り込み間引き連動許可
ビット

0：A/D変換の開始要求（TRG7BN）をTCI7V割り込み間引き
機能1と連動しない

1：A/D変換の開始要求（TRG7BN）をTCI7V割り込み間引き
機能1と連動する

R/W

b1 ITB6AE（注4） TGIA6割り込み間引き連動許可
ビット

0：A/D変換の開始要求（TRG7BN）をTGI6A割り込み間引き
機能1と連動しない

1：A/D変換の開始要求（TRG7BN）をTGI6A割り込み間引き
機能1と連動する

R/W

b2 ITA7VE（注4） TCIV7割り込み間引き連動許可
ビット

0：A/D変換の開始要求（TRG7AN）をTCI7V割り込み間引き
機能1と連動しない

1：A/D変換の開始要求（TRG7AN）をTCI7V割り込み間引き
機能1と連動する

R/W

b3 ITA6AE（注4） TGIA6割り込み間引き連動許可
ビット

0：A/D変換の開始要求（TRG7AN）をTGI6A割り込み間引き
機能1と連動しない

1：A/D変換の開始要求（TRG7AN）をTGI6A割り込み間引き
機能1と連動する

R/W

b4 DT7BE（注4） ダウンカウントTRG7BN許可
ビット

0：MTU7.TCNTのダウンカウント時にA/D変換の開始要求
（TRG7BN）を禁止

1：MTU7.TCNTのダウンカウント時にA/D変換の開始要求
（TRG7BN）を許可

R/W

b5 UT7BE アップカウントTRG7BN許可
ビット

0：MTU7.TCNTのアップカウント時にA/D変換の開始要求
（TRG7BN）を禁止

1：MTU7.TCNTのアップカウント時にA/D変換の開始要求
（TRG7BN）を許可

R/W

b6 DT7AE ダウンカウントTRG7AN許可
ビット

0：MTU7.TCNTのダウンカウント時にA/D変換の開始要求
（TRG7AN）を禁止

1：MTU7.TCNTのダウンカウント時にA/D変換の開始要求
（TRG7AN）を許可

R/W

b7 UT7AE（注4） アップカウントTRG7AN許可
ビット

0：MTU7.TCNTのアップカウント時にA/D変換の開始要求
（TRG7AN）を禁止

1：MTU7.TCNTのアップカウント時にA/D変換の開始要求
（TRG7AN）を許可

R/W

b13-b8 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b15-b14 BF[1:0] MTU7.TADCOBRA/B転送
タイミング選択ビット

MTU7.TADCOBRA、MTU7.TADCOBRBから
MTU7.TADCORA、MTU7.TADCORBへの転送タイミングを
選択します。詳細は表16.50を参照してください

R/W
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注1. 相補PWMモードではMTU7.TCNTの山およびMTU7.TGRDレジスタの書き込み時、リセット同期PWMモードでは

MTU6.TCNTがMTU6.TGRAレジスタとコンペアマッチしたとき、PWMモード1／通常動作モードではMTU7.TCNTが
MTU7.TGRAレジスタとコンペアマッチしたときに、周期設定バッファレジスタ（MTU7.TADCOBRA、
MTU7.TADCOBRB）から周期設定レジスタ（MTU7.TADCORA、MTU7.TADCORB）へ転送します。

注2. 相補PWMモード以外では設定禁止です。

表16.50 TADCR.BF[1:0]ビットによる転送タイミングの設定（MTU7）

ビット15 ビット14
説　　　明

BF1 BF0

0 0 周期設定バッファレジスタ（MTU7.TADCOBRA、MTU7.TADCOBRB）から

周期設定レジスタ（MTU7.TADCORA、MTU7.TADCORB）へ転送しない

0 1 MTU7.TCNTの山で周期設定バッファレジスタから周期設定レジスタへ転送する（注1）

1 0 MTU7.TCNTの谷で周期設定バッファレジスタから周期設定レジスタへ転送する（注2）

1 1 MTU7.TCNTの山と谷で周期設定バッファレジスタから周期設定レジスタへ転送する（注2）
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16.2.30 タイマ A/D 変換開始要求周期設定レジスタ（TADCORA、TADCORB）

（1）間引き機能 2、間引き回数が 0 の場合

 MTUn.TADCORA レジスタ値と MTUn.TADCORB レジスタ値との間隔が「4」以上

 MTUn.TADCORA のコンペア間隔が 4 ICLK 以上（ MTUn.TADCORA レジスタの更新値を「前値＋ 4 以

上」、「前値－ 4 以下」に設定）

 MTUn.TADCORB のコンペア間隔が 4 ICLK 以上（ MTUn.TADCORB レジスタの更新値を「前値＋ 4 以

上」、「前値－ 4 以下」に設定）

（2）間引き機能 2、間引き回数が 1 以上の場合

 MTUn.TADCORA レジスタ値と MTUn.TADCORB レジスタ値との間隔が「2」以上

 MTUn.TADCORB のコンペア間隔が 2 ICLK 以上（ MTUn.TADCORB レジスタの更新値を「前値＋ 2 以

上」、「前値－ 2 以下」に設定）

TADCORA、TADCORB レジスタは 16 ビットの読み出し / 書き込み可能なレジスタで、MTUn.TCNT

（n=4、7）と一致したとき、対応する A/D 変換開始要求を発生します。

TADCORA、TADCORB レジスタのリセット後の値は FFFFh です。

16.2.31 タイマ A/D 変換開始要求周期設定バッファレジスタ（TADCOBRA、
TADCOBRB）

TADCOBRA、TADCOBRB レジスタは 16 ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、TADCORA、

TADCORB のバッファレジスタです。TADCOBRA、TADCOBRB から山か谷で TADCORA、TADCORB に転

送します。

TADCOBRA、TADCOBRB レジスタのリセット後の値は FFFFh です。

アドレス MTU4.TADCORA 000C 1244h、MTU4.TADCORB 000C 1246h
MTU7.TADCORA 000C 1A44h、MTU7.TADCORB 000C 1A46h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

リセット後の値 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

注1. MTUn.TADCORA、MTUn.TADCORB (n=4,7) は8ビット単位でのアクセスは禁止です。常に16ビット単位でアクセ

スしてください。

注2. 割り込み間引き機能1と連動したA/D変換開始要求ディレイド機能（詳細は「16.3.9 (4)　割り込み間引き機能1と連

動したA/D変換開始要求ディレイド機能」を参照）を使用する場合は、本レジスタの値は0002h～MTU4：TCDRAの

設定値－2、MTU7：TCDRBの設定値－2の値を設定してください。

注3. 割り込み間引き機能2を使用し、かつMTUn.TADCORAレジスタ値 と MTUn.TADCORBレジスタ値の間隔が短い場

合、間引き回数を正しくカウントできず、期待したタイミングでのA/D変換要求が発生しない場合があります。以下

の設定条件で使用してください。

アドレス MTU4.TADCORA 000C 1248h、MTU4.TADCORB 000C 124Ah
MTU7.TADCORA 000C 1A48h、MTU7.TADCORB 000C 1A4Ah

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

リセット後の値 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

注 . TADCOBRA、TADCOBRBレジスタの8 ビット単位でのアクセスは禁止です。 
常に16 ビット単位でアクセスしてください。
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16.2.32 タイマ割り込み間引きモードレジスタ（TITMRA、TITMRB）

TITMRA、TITMRB レジスタは、2 種類の間引き機能を選択するレジスタです。

注1. TITCR1A、TITCR1Bレジスタを設定することにより割り込み間引き機能1が有効になります。
注2. TITCR2A、TITCR2Bレジスタを設定することにより割り込み間引き機能2が有効になります。

アドレス MTU.TITMRA 000C 123Ah、MTU.TITMRB 000C 1A3Ah

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — TITM

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 TITM 割り込み間引き機能選択ビット 2種類の割り込み間引き機能を選択します。

詳細は表16.51を参照してください

R/W

b7-b1 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

表16.51 TITMビットによる割り込み間引き機能の設定

ビット 0 説　　　明

TITM

0 割り込み間引き機能1（注1）

1 割り込み間引き機能2（注2）
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16.2.33 タイマ割り込み間引き設定レジスタ 1（TITCR1A、TITCR1B）

 TITCR1A

注1. 割り込み間引き回数を“0”にすると間引きは行いません。

また、割り込み間引き回数の変更前に、TITCR1A.T3AEN、TITCR1A.T4VENビットを “0”にして間引き回数カウンタ（TITCNT1A）
をクリアしてください。

TITCR1A、TITCR1B レジスタは、割り込み間引きの禁止／許可、割り込み間引き回数の設定を制御しま

す。この設定は TITMRA、TITMRB レジスタを “0” としたときのみ有効になります。また、TITMRA、

TITMRB レジスタを “1” とした場合、このレジスタの値はクリアされます。

アドレス MTU.TITCR1A 000C 1230h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

T3AEN T3ACOR[2:0] T4VEN T4VCOR[2:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b2-b0 T4VCOR[2:0] TCIV4割り込み間引き回数設定
ビット

TCIV4割り込みの間引き回数を0～7回で設定します
詳細は表16.52を参照してください

R/W

b3 T4VEN T4VENビット 0：TCIV4割り込みの間引きを禁止する

1：TCIV4割り込みの間引きを許可する

R/W

b6-b4 T3ACOR[2:0] TGIA3割り込み間引き回数設定

ビット

TGIA3割り込みの間引き回数を0～7回で設定します (注1）

詳細は表16.53を参照してください

R/W

b7 T3AEN T3AENビット 0：TGIA3割り込みの間引きを禁止する

1：TGIA3割り込みの間引きを許可する

R/W
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 TITCR1B

注1. 割り込み間引き回数を“0”にすると間引きは行いません。

また、割り込み間引き回数の変更前に、TITCR1B.T6AEN、TITCR1B.T7VENビットを “0”にして間引き回数カウンタ（TITCNT1B）
をクリアしてください。

アドレス MTU.TITCR1B 000C 1A30h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

T6AEN T6ACOR[2:0] T7VEN T7VCOR[2:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b2-b0 T7VCOR[2:0] TCIV7割り込み間引き回数設定
ビット

TCIV7割り込みの間引き回数を0～7回で設定します。
詳細は表16.54を参照してください

R/W

b3 T7VEN T7VENビット 0：TCIV7割り込みの間引きを禁止する
1：TCIV7割り込みの間引きを許可する

R/W

b6-b4 T6ACOR[2:0] TGIA6割り込み間引き回数設定

ビット

TGIA6割り込みの間引き回数を0～7回で設定します。（注1）

詳細は表16.55を参照してください

R/W

b7 T6AEN T6AENビット 0：TGIA6割り込みの間引きを禁止する

1：TGIA6割り込みの間引きを許可する

R/W

表16.52 T4VCOR[2:0]ビットによる割り込み間引き回数の設定

ビット2 ビット1 ビット0
説　　　明

T4VCOR2 T4VCOR1 T4VCOR0

0 0 0 TCIV4の割り込み間引きを行わない

0 0 1 TCIV4の割り込み間引き回数を1回に設定

0 1 0 TCIV4の割り込み間引き回数を2回に設定

0 1 1 TCIV4の割り込み間引き回数を3回に設定

1 0 0 TCIV4の割り込み間引き回数を4回に設定

1 0 1 TCIV4の割り込み間引き回数を5回に設定

1 1 0 TCIV4の割り込み間引き回数を6回に設定

1 1 1 TCIV4の割り込み間引き回数を7回に設定
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表16.53 T3ACOR[2:0]ビットによる割り込み間引き回数の設定

ビット6 ビット5 ビット4
説　　　明

T3ACOR2 T3ACOR1 T3ACOR0

0 0 0 TGIA3 の割り込み間引きを行わない

0 0 1 TGIA3 の割り込み間引き回数を 1 回に設定

0 1 0 TGIA3 の割り込み間引き回数を 2 回に設定

0 1 1 TGIA3 の割り込み間引き回数を 3 回に設定

1 0 0 TGIA3 の割り込み間引き回数を 4 回に設定

1 0 1 TGIA3 の割り込み間引き回数を 5 回に設定

1 1 0 TGIA3 の割り込み間引き回数を 6 回に設定

1 1 1 TGIA3 の割り込み間引き回数を 7 回に設定

表16.54 T7VCOR[2:0]ビットによる割り込み間引き回数の設定

ビット2 ビット1 ビット0
説　　　明

T7VCOR2 T7VCOR1 T7VCOR0

0 0 0 TCIV7 の割り込み間引きを行わない

0 0 1 TCIV7 の割り込み間引き回数を 1 回に設定

0 1 0 TCIV7 の割り込み間引き回数を 2 回に設定

0 1 1 TCIV7 の割り込み間引き回数を 3 回に設定

1 0 0 TCIV7 の割り込み間引き回数を 4 回に設定

1 0 1 TCIV7 の割り込み間引き回数を 5 回に設定

1 1 0 TCIV7 の割り込み間引き回数を 6 回に設定

1 1 1 TCIV7 の割り込み間引き回数を 7 回に設定

表16.55 T6ACOR[2:0]ビットによる割り込み間引き回数の設定

ビット6 ビット5 ビット4
説　　　明

T6ACOR2 T6ACOR1 T6ACOR0

0 0 0 TGIA6 の割り込み間引きを行わない

0 0 1 TGIA6 の割り込み間引き回数を 1 回に設定

0 1 0 TGIA6 の割り込み間引き回数を 2 回に設定

0 1 1 TGIA6 の割り込み間引き回数を 3 回に設定

1 0 0 TGIA6 の割り込み間引き回数を 4 回に設定

1 0 1 TGIA6 の割り込み間引き回数を 5 回に設定

1 1 0 TGIA6 の割り込み間引き回数を 6 回に設定

1 1 1 TGIA6 の割り込み間引き回数を 7 回に設定
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16.2.34 タイマ割り込み間引き回数カウンタ 1（TITCNT1A、TITCNT1B）

 TITCNT1A

注 . TITCNT1Aレジスタの値をクリアするには、TITCR1A.T3AENビットとTITCR1A.T4VENビットを “0”にしてください。

TITCNT1A、TITCNT1B レジスタは、8 ビットの読み出し可能なカウンタです。TITCNT1A、TITCNT1B

は、MTU3.TCNT および MTU4.TCNT（MTU6.TCNT および MTU7.TCNT）のカウント動作停止後も、値を

保持します。

T4VCNT[2:0] ビット（TCIV4 割り込みカウンタビット）

TITCR1A.T4VEN ビットが “1” の場合、TCIV4 割り込み要因が発生したときに 1 カウントアップします。

[“0” になる条件 ]

 TITMRA.TITM ビットが “1” のとき

 TITCR1A.T4VEN ビットが “0” のとき

 TITCR1A.T4VCOR[2:0] ビットが “000b” のとき

 TITCR1A.T4VCOR[2:0] ビットと TITCNT1A.T4VCNT[2:0] ビットが一致したとき

T3ACNT[2:0] ビット（TGIA3 割り込みカウンタビット）

TITCR1A.T3AEN ビットが “1” の場合、TGIA3 割り込み要因が発生したときに 1 カウントアップします。

［“0” になる条件］

 TITMRA.TITM ビットが “1” のとき

 TITCR1A.T3AEN ビットが “0” のとき

 TITCR1A.T3ACOR[2:0] ビットが “000b” のとき

 TITCR1A.T3ACOR[2:0] ビットと TITCNT1A.T3ACNT[2:0] ビットが一致したとき

アドレス MTU.TITCNT1A 000C 1231h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— T3ACNT[2:0] — T4VCNT[2:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b2-b0 T4VCNT[2:0] TCIV4割り込みカウンタビット TITCR1AのT4VENビットが“1”のとき、TCIV4割り込み要因
が発生したときに1カウントアップします

R

b3 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書き込みは無効になります。 R

b6-b4 T3ACNT[2:0] TGIA3割り込みカウンタビット TITCR1AのT3AENビットが“1”のとき、TGIA3割り込み要因
が発生したときに1カウントアップします

R

b7 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書き込みは無効になります R
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 TITCNT1B

注 . TITCNT1Bの値をクリアするには、TITCR1B.T6AENビットとTITCR1B.T7VENビットを “0”にしてください。

T7VCNT[2:0] ビット（TCIV7 割り込みカウンタビット）

TITCR1B.T7VEN ビットが “1” の場合、TCIV7 割り込み要因が発生したときに 1 カウントアップします。

[“0” になる条件 ]

 TITMRB.TITM ビットが “1” のとき

 TITCR1B.T7VEN ビットが “0” のとき

 TITCR1B.T7VCOR[2:0] ビットが “000b” のとき

 TITCR1B.T7VCOR[2:0] ビットと TITCNT1B.T7VCNT[2:0] ビットが一致したとき

T6ACNT[2:0] ビット（TGIA6 割り込みカウンタビット）

TITCR1B.T6AEN ビットが “1” の場合、TGIA6 割り込み要因が発生したときに 1 カウントアップします。

［“0” になる条件］

 TITMRB.TITM ビットが “1” のとき

 TITCR1B.T6AEN ビットが “0” のとき

 TITCR1B.T6ACOR[2:0] ビットが “000b” のとき

 TITCR1B.T6ACOR[2:0] ビットと TITCNT1B.T6ACNT[2:0] ビットが一致したとき

アドレス MTU.TITCNT1B 000C 1A31h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— T6ACNT[2:0] — T7VCNT[2:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b2-b0 T7VCNT[2:0] TCIV7割り込みカウンタビット TITCR1BのT7VENビットを“1”にしたとき、TCIV7割り込み
要因が発生したときに1カウントアップします

R

b3 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書き込みは無効になります R

b6-b4 T6ACNT[2:0] TGIA6割り込みカウンタビット TITCR1BのT6AENビットを“1”にしたとき、TGIA6割り込み

要因が発生したときに1カウントアップします

R

b7 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書き込みは無効になります R
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16.2.35 タイマ割り込み間引き設定レジスタ 2（TITCR2A、TITCR2B）

 TITCR2A

TITCR2A、TITCR2B レジスタは、TRG4AN と TRG4BN（TRG7AN と TRG7BN）の割り込み間引き回数を

設定するレジスタです。

この設定は TITMRA、TITMRB レジスタを “1” にしたときのみ有効になります。

アドレス MTU.TITCR2A 000C 123Bh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — TRG4COR[2:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b2-b0 TRG4COR[2:0] TRG4AN/TRG4BN割り込み
間引き回数設定ビット

TRG4AN/TRG4BN割り込みの間引き回数を0～7回で
設定します。詳細は表16.56を参照してください

R/W

b7-b3 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

表16.56 TRG4COR[2:0]ビットによる割り込み間引き回数の設定

ビット2 ビット1 ビット0
説　　　明

TRG4COR2 TRG4COR1 TRG4COR0

0 0 0 TRG4ANとTRG4BNの割り込み回数間引きを行わない

0 0 1 TRG4ANとTRG4BNの割り込み回数を1回に設定

0 1 0 TRG4ANとTRG4BNの割り込み回数を2回に設定

0 1 1 TRG4ANとTRG4BNの割り込み回数を3回に設定

1 0 0 TRG4ANとTRG4BNの割り込み回数を4回に設定

1 0 1 TRG4ANとTRG4BNの割り込み回数を5回に設定

1 1 0 TRG4ANとTRG4BNの割り込み回数を6回に設定

1 1 1 TRG4ANとTRG4BNの割り込み回数を7回に設定
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 TITCR2B

アドレス MTU.TITCR2B 000C 1A3Bh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — TRG7COR[2:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b2-b0 TRG7COR[2:0] TRG7AN/TRG7BN割り込み
間引き回数設定ビット

TRG7AN/TRG7BN割り込みの間引き回数を0～7回で
設定します。詳細は表16.57を参照してください

R/W

b7-b3 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

表16.57 TRG7COR[2:0]ビットによる割り込み間引き回数の設定

ビット2 ビット1 ビット0
説　　　明

TRG7COR2 TRG7COR1 TRG7COR0

0 0 0 TRG7ANとTRG7BNの割り込み回数間引きを行わない

0 0 1 TRG7ANとTRG7BNの割り込み回数を1回に設定

0 1 0 TRG7ANとTRG7BNの割り込み回数を2回に設定

0 1 1 TRG7ANとTRG7BNの割り込み回数を3回に設定

1 0 0 TRG7ANとTRG7BNの割り込み回数を4回に設定

1 0 1 TRG7ANとTRG7BNの割り込み回数を5回に設定

1 1 0 TRG7ANとTRG7BNの割り込み回数を6回に設定

1 1 1 TRG7ANとTRG7BNの割り込み回数を7回に設定
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16.2.36 タイマ割り込み間引き回数カウンタ 2（TITCNT2A、TITCNT2B）

 TITCNT2A

TITCNT2A、TITCNT2B レジスタは、TRG4COR[2:0] ビット、TRG7COR[2:0] ビットで設定した値から、

TRG4AN、TRG4BN（TITCNT2A）および TRG7AN、TRG7BN（TITCNT2B）が発生するごとにカウントダ

ウンし、カウンタ値が “0” になり、リロードが起きたとき、TRG4AN、TRG4BN 割り込みおよび TRG7AN、

TRG7BN の割り込みが有効になります。

TRG4CNT[2:0] ビット（TRG4AN/TRG4BN 割り込みカウンタビット）

TRG4COR[2:0] ビットで設定した値から、TRG4AN および TRG4BN 割り込みが発生するごとにカウント

ダウンし、カウンタ値が “0” になり、リロードが起きたとき、TRG4AN、TRG4BN 割り込みが有効になりま

す。

[“0” になる条件 ]

 TITMRA.TITM ビットが “0” のとき

 TITCR2A.TRG4COR[2:0] ビットが “000b” のとき

 TITCR2A.TRG4COR[2:0] ビットと TRG4AN および TRG4BN の発生回数が一致したとき

アドレス MTU.TITCNT2A 000C 123Ch

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — TRG4CNT[2:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b2-b0 TRG4CNT[2:0] TRG4AN/TRG4BN割り込み
カウンタビット

TRG4COR[2:0]ビットで設定した値から、TRG4AN、
TRG4BNが発生するごとにカウントダウンし、カウンタ値が

“0”になり、リロードが起きたとき、TRG4AN、TRG4BNの
割り込みが有効になります

R

b7-b3 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書き込みは無効になります R
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 TITCNT2B

TRG7CNT[2:0] ビット（TRG7AN/TRG7BN 割り込みカウンタビット）

TRG7COR[2:0] ビットで設定した値から、TRG7AN および TRG7BN 割り込みが発生するごとにカウント

ダウンし、カウンタ値が “0” になり、リロードが起きたとき、TRG7AN、TRG7BN 割り込みが有効になりま

す。

[“0” になる条件 ]

 TITMRB.TITM ビットが “0” のとき

 TITCR2B.TRG7COR[2:0] ビットが “000b” のとき

 TITCR2B.TRG7COR[2:0] ビットと TRG7AN および TRG7BN の発生回数が一致したとき

アドレス MTU.TITCNT2B 000C 1A3Ch

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — TRG7CNT[2:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b2-b0 TRG7CNT[2:0] TRG7AN/TRG7BN割り込み
カウンタビット

TRG7COR[2:0]ビットで設定した値から、TRG7AN、
TRG7BNが発生するごとにカウントダウンし、カウンタ値が

“0”になり、リロードが起きたとき、TRG7AN、TRG7BNの
割り込みが有効になります

R

b7-b3 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書き込みは無効になります R
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16.2.37 バスマスタとのインタフェース

タイマカウンタ（TCNT）、ジェネラルレジスタ（TGR）、タイマサブカウンタ（TCNTSA、TCNTSB）、タ

イマ周期バッファレジスタ（TCBRA、TCBRB）、タイマデッドタイムデータレジスタ（TDDRA、TDDRB）、

タイマ周期データレジスタ（TCDRA、TCDRB）、タイマ A/D 変換開始要求コントロールレジスタ

（MTU4.TADCR、MTU7.TADCR）、タイマ A/D 変換開始要求周期設定レジスタ（MTU4.TADCORA、

MTU4.TADCORB、MTU7.TADCORA、MTU7.TADCORB）、およびタイマ A/D 変換開始要求周期設定バッ

ファレジスタ（MTU4.TADCOBRA、MTU4.TADCOBRB、MTU7.TADCOBRA、MTU7.TADCOBRB）は 16

ビットのレジスタです。バスマスタとの間のデータバスは 16 ビット幅なので、16 ビット単位での読み出し

／書き込みが可能です。8 ビット単位での読み出し／書き込みはできません。常に 16 ビット単位でアクセ

スしてください。

上記以外のレジスタは 8 ビットのレジスタです。CPU との間のデータバスは 16 ビット幅なので、16 ビッ

ト単位での読み出し／書き込みが可能です。また、8 ビット単位での読み出し／書き込みもできます。
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16.3 動作説明

16.3.1 基本動作

各チャネルには、TCNT と TGR レジスタがあります。TCNT は、アップカウント動作を行い、フリーラ

ンニング動作、周期カウンタ動作、または外部イベントカウント動作が可能です。

TGR レジスタは、それぞれインプットキャプチャレジスタまたはアウトプットコンペアレジスタとして

使用することができます。

(1) カウンタの動作

TSTRA レジスタの CST0 ～ CST4 ビット、TSTRB レジスタの CST6,CST7 ビット、MTU5.TSTR レジスタ

の CSTU5、CSTV5、CSTW5 ビットを “1” にすると、対応するチャネルの TCNT はカウント動作を開始しま

す。フリーランニングカウンタ動作、周期カウンタ動作などが可能です。

(a) カウント動作の設定手順例

カウント動作の設定手順例を図 16.5 に示します。

図 16.5 カウンタ動作設定手順例

カウンタクロックの選択

動作選択

周期カウンタ

周期設定

アウトプットコンペア
レジスタの選択

カウント動作開始

〈周期カウンタ〉

フリーランニングカウンタ

［1］

［2］

［3］

［1］TCR.TPSC[2:0]ビットでカウンタクロックを
選択してください。同時にTCR.CKEG[1:0]ビ
ットで入力クロックのエッジを選択してく
ださい。

［2］周期カウント動作の場合TCR.CCLR[2:0]ビッ
トでTCNTのクリア要因とするTGRを選択し
てください。

［3］［2］で選択したTGRをTIORによって、
アウトプットコンペアレジスタに設定して
ください。

［4］［2］で選択したTGRに周期カウンタの周期
を設定してください。

［5］TSTRA、TSTRB、MTU5.TSTRのCST
ビットを“1”にしてカウント動作を開始し
てください。

カウンタクリア要因
の選択

［4］

［5］ カウント動作開始

〈フリーランニングカウンタ〉

［5］
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(b) フリーランニングカウント動作と周期カウント動作

MTU の TCNT は、リセット直後はすべてフリーランニングカウンタの設定となっており、TSTRA、

TSTRB、MTU5.TSTR レジスタの対応するビットを “1” にするとフリーランニングカウンタとしてアップカ

ウント動作を開始します。TCNT がオーバフロー（FFFFh → 0000h）すると、TSR.TCFV フラグが “1” にな

ります。このとき、対応する TIER.TCIEV ビットが “1” ならば、MTU は割り込みを要求します。TCNT は

オーバフロー後、0000h からアップカウント動作を継続します。

フリーランニングカウンタの動作を図 16.6 に示します。

図 16.6 フリーランニングカウンタの動作

TCNT のクリア要因にコンペアマッチを選択したときは、対応するチャネルの TCNT は周期カウント動作

を行います。周期設定用の TGR をアウトプットコンペアレジスタに設定し、TCR.CCLR[2:0] ビットにより

コンペアマッチによるカウンタクリアを選択します。設定後、TSTRA、TSTRB、MTU5.TSTR レジスタの対

応するビットを “1” にすると、周期カウンタとしてアップカウント動作を開始します。カウント値が TGR

の値と一致すると、TSR.TGF フラグが “1” になり、TCNT は 0000h になります。

このとき対応する TIER.TGIE ビットが “1” ならば、MTU は割り込みを要求します。TCNT はコンペア

マッチ後、0000h からアップカウント動作を継続します。

周期カウンタの動作を図 16.7 に示します。

図 16.7 周期カウンタの動作

TCNTの値

FFFFh

0000h

CSTビット

TCFV

時間

ソフトウェアによって

フラグを“0”にする

TCNTの値

TGR

0000h

TSTR.CST
ビット

TGF

時間

TGRのコンペアマッチで

カウンタクリア

ソフトウェアによって

フラグを“0”にする
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(2) コンペアマッチによる波形出力機能

MTU は、コンペアマッチにより対応する出力端子から Low 出力／ High 出力／トグル出力を行うことが

できます。

(a) コンペアマッチによる波形出力動作の設定手順例

コンペアマッチによる波形出力動作の設定手順例を図 16.8 に示します。

図 16.8 コンペアマッチによる波形出力動作例

波形出力モードの選択

出力選択

出力タイミングの設定

カウント動作開始

〈波形出力〉

［1］

［2］

［1］ TIORにより初期値のLow出力/High
出力とコンペアマッチ出力値のLow
出力/High出力/トグル出力を選択して

ください。

初のコンペアマッチが発生するまで

の期間、MTIOC端子には設定した初期

値が出力されます。

［2］ TGRにコンペアマッチを発生させる

タイミングを設定してください。

［3］ TSTRi、MTU5.TSTRのCSTビットを

“1”にしてカウント動作を開始してく

ださい。（i=A,B）
［3］
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(b) 波形出力動作例

Low 出力／ High 出力例を図 16.9 に示します。

TCNT をフリーランニングカウント動作とし、コンペアマッチ A により High 出力、コンペアマッチ B に

より Low 出力となるように設定した場合の例です。設定したレベルと端子のレベルが一致した場合には、

端子のレベルは変化しません。

図 16.9 Low 出力／ High 出力の動作例

トグル出力の例を図 16.10 に示します。

TCNT を周期カウント動作（コンペアマッチ B によりカウンタクリア）に、コンペアマッチ A、B ともト

グル出力となるように設定した場合の例です。

図 16.10 トグル出力の動作例

TCNTの値

時間

High出力

Low出力

FFFFh

0000h

MTIOCA

MTIOCB

TGRA

TGRB

変化しません 変化しません

変化しません 変化しません

時間

トグル出力

トグル出力

TCNTの値

TGRBのコンペアマッチでカウンタクリア
FFFFh

0000h

MTIOCB

MTIOCA

TGRB

TGRA
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(3) インプットキャプチャ機能

MTIOC 端子の入力エッジを検出して TCNT の値を TGR レジスタに転送することができます。

検出エッジは立ち上がりエッジ／立ち下がりエッジ／両エッジから選択できます。また、MTU0、1 は別

のチャネルのカウンタ入力クロックやコンペアマッチ信号をインプットキャプチャの要因とすることもでき

ます。

注 . MTU0、1 で別のチャネルのカウンタ入力クロックをインプットキャプチャ入力とする場合は、インプット

キャプチャ入力とするカウンタ入力クロックに ICLK/1 を選択しないでください。ICLK/1 を選択した場合は、

インプットキャプチャは発生しません。

(a) インプットキャプチャ動作の設定手順例

インプットキャプチャ動作の設定手順例を図 16.11 に示します。

図 16.11 インプットキャプチャ動作の設定例

［1］インプットキャプチャ入力の選択

入力選択

カウント動作開始

〈インプットキャプチャ動作〉

［2］

［1］TIOR によりTGRをインプットキャプチ
ャレジスタに設定し、インプットキャプ
チャ要因と入力信号のエッジを立ち上が
りエッジ／立ち下がりエッジ／両エッジ

から選択してください。

［2］TSTRi、MTU5.TSTRのCSTビットを

“1”にしてカウント動作を開始してくだ

さい。（i=A,B）
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(b) インプットキャプチャ動作例

インプットキャプチャ動作例を図 16.12 に示します。

MTIOCA 端子のインプットキャプチャ入力エッジは立ち上がり／立ち下がりの両エッジ、また MTIOCB

端子のインプットキャプチャ入力エッジは立ち下がりエッジを選択し、TCNT は TGRB のインプットキャプ

チャでカウンタクリアされるように設定した場合の例です。

図 16.12 インプットキャプチャ動作例

TCNTの値

0180h

0000h 時間

0010h

0005h

0160h

0005h 0160h 0010h

0180h

MTIOCBの入力（立ち下がりエッジ）

でカウンタクリア

MTIOCA

TGRA

TGRB

MTIOCB
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16.3.2 同期動作

同期動作を使って、複数の TCNT の値を同時に書き替えることができます（同期プリセット）。また、

TCR レジスタの設定によって複数の TCNT を同時に “0” にすることができます（同期クリア）。

同期動作によって、1 つのタイムベースに対して動作する TGR レジスタの本数を増加させることができ

ます。

MTU0 ～ 4、6、7 はすべて同期動作の設定が可能です。

MTU5 は同期動作できません。

(1) 同期動作の設定手順例

同期動作の設定手順例を図 16.13 に示します。

図 16.13 同期動作の設定手順例

同期動作の設定

同期動作選択

TCNTの設定

同期プリセット

〈同期プリセット〉

同期クリア

カウンタクリア要因の選択

〈カウンタクリア〉

カウント動作の開始

カウンタ同期クリア設定

〈同期クリア〉

カウント動作の開始

クリア要因発生

チャネル？

No

Yes

［1］

［2］

［3］ ［4］

［5］ ［5］

［1］同期動作に設定するチャネルに対応したTSYRjのSYNCビットを“1”にしてください。（j=A、B）

［2］同期動作に設定したチャネルのいずれかのTCNTに書くと、他のTCNTにも同じ値が同時に書かれます。

［3］TCRのCCLR[2:0]ビットで、インプットキャプチャ／アウトプットコンペアなどでTCNTをクリアするよう

に設定してください。

［4］TCRのCCLR[2:0]ビットで、カウンタクリア要因を同期クリアに設定してください。

［5］対象となるチャネルに対応するTSTRjのCSTビットを“1”にしてカウント動作を開始してください。

（j=A、B）
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(2) 同期動作の例

同期動作の例を図 16.14 に示します。

MTU0 ～ 2 を同期動作かつ PWM モード 1 に設定し、MTU0 のカウンタクリア要因を MTU0.TGRB のコン

ペアマッチ、また MTU1、2 のカウンタクリア要因を同期クリアに設定した場合の例です。

3 相の PWM 波形を MTIOC0A、MTIOC1A、MTIOC2A 端子から出力します。このとき、MTU0 ～ 2 の

TCNT は同期プリセット、MTU0.TGRB のコンペアマッチによる同期クリアを行い、MTU0.TGRB に設定し

たデータが PWM 周期となります。

PWM モードについては、「16.3.5　PWM モード」を参照してください。

図 16.14 同期動作の動作例

TCNTの値

時間

MTU0.TGRBのコンペアマッチで同期クリア

0000h

MTIOC0A

MTIOC1A

MTU0.TGRB

MTU2.TGRA

MTU1.TGRA

MTU2.TGRB

MTU0.TGRA

MTU1.TGRB

MTIOC2A
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16.3.3 バッファ動作

バッファ動作は、MTU0、3、4、6、7 が持つ機能です。TGRC と TGRD レジスタをバッファレジスタとし

て使用することができます。また、MTU0 は TGRF もバッファレジスタとして使用することができます。

バッファ動作は、TGR レジスタをインプットキャプチャレジスタに設定した場合と、コンペアマッチレ

ジスタに設定した場合のそれぞれで動作内容が異なります。

注 . MTU0.TGRE はインプットキャプチャレジスタに設定できません。コンペアマッチレジスタとしてのみ動作し

ます。

表 16.58 にバッファ動作時のレジスタの組み合わせを示します。

 TGR がアウトプットコンペアレジスタの場合

コンペアマッチが発生すると、対応するチャネルのバッファレジスタの値がタイマジェネラルレジスタに

転送されます。

この動作を図 16.15 に示します。

図 16.15 コンペアマッチバッファ動作

表16.58 レジスタの組み合わせ

チャネル タイマジェネラルレジスタ バッファレジスタ

MTU0 TGRA TGRC

TGRB TGRD

TGRE TGRF

MTU3 TGRA TGRC

TGRB TGRD

MTU4 TGRA TGRC

TGRB TGRD

MTU6 TGRA TGRC

TGRB TGRD

MTU7 TGRA TGRC

TGRB TGRD

バッファ

レジスタ

タイマジェネラル

レジスタ
比較器 TCNT

コンペアマッチ信号
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 TGR がインプットキャプチャレジスタの場合

インプットキャプチャが発生すると、TCNT の値を TGR レジスタに転送すると同時に、それまで格納さ

れていた TGR レジスタの値をバッファレジスタに転送します。

この動作を図 16.16 に示します。

図 16.16 インプットキャプチャバッファ動作

(1) バッファ動作の設定手順例

バッファ動作の設定手順例を図 16.17 に示します。

図 16.17 バッファ動作の設定手順例

バッファ

レジスタ

タイマジェネラル

レジスタ
TCNT

インプット

キャプチャ信号

TGRの機能の選択

バッファ動作

バッファ動作の設定

カウント動作開始

〈バッファ動作〉

［1］

［2］

［1］TIORによりTGRをインプットキャプチャレジスタ
またはアウトプットコンペアレジスタに設定して
ください。

［2］TMDR1.BFA,BFBビットにより、TGRをバッファ動
作に設定してください。

［3］TSTRA、TSTRBのCSTビットを“1”にしてカウント
動作を開始してください。

［3］
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(2) バッファ動作例

(a) TGR がアウトプットコンペアレジスタの場合

MTU0 を PWM モード 1 に設定し、TGRA と TGRC をバッファ動作に設定した場合の動作例を図 16.18 に

示します。TCNT はコンペアマッチ B によりクリア、出力はコンペアマッチ A で High 出力、コンペアマッ

チ B で Low 出力に設定した例です。この例では、TBTM.TTSA ビットは “0” にしています。

バッファ動作が設定されているため、コンペアマッチ A が発生すると出力を変化させると同時に、バッ

ファレジスタ TGRC の値がタイマジェネラルレジスタ TGRA に転送されます。この動作は、コンペアマッ

チ A が発生する度に繰り返されます。

PWM モードについては、「16.3.5　PWM モード」を参照してください。

図 16.18 バッファ動作例（1）

TCNTの値

時間

0200h 0520h

0200h

0450h 0520h

0450h

0450h0200h

転送

MTU0.TGRB

0000h

MTU0.TGRC

MTU0.TGRA

MTIOCA

MTU0.TGRA
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(b) TGR がインプットキャプチャレジスタの場合

TGRA をインプットキャプチャレジスタに設定し、TGRA と TGRC をバッファ動作に設定したときの動作

例を図 16.19 に示します。

TCNT は TGRA のインプットキャプチャでカウンタクリア、MTIOCA 端子のインプットキャプチャ入力

エッジは立ち上がりエッジ／立ち下がりエッジの両エッジが選択されています。

バッファ動作が設定されているため、インプットキャプチャ A により TCNT の値が TGRA に格納される

と同時に、それまで TGRA に格納されていた値が TGRC に転送されます。

図 16.19 バッファ動作例（2）

TCNTの値

時間
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09FBh
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(3) バッファ動作時のバッファレジスタからタイマジェネラルレジスタへの転送タイミング選択

バッファ動作転送モードレジスタ（MTUn.TBTM）（n=0, 3, 4, 6, 7）を設定することで、MTU0 では PWM

モード 1、2 時の、MTU3、4、6、7 では PWM モード 1 時の、バッファレジスタからタイマジェネラルレジ

スタへの転送タイミングを選択できます。選択できるバッファ転送タイミングは、コンペアマッチ発生時

（リセット後の値）と TCNT クリア時のいずれか一方です。ここで TCNT のクリア時とは次の条件のいずれ

かが成立したときです。

 TCNT がオーバフローしたとき（FFFFh → 0000h）

 カウンタ動作中、TCNT に 0000h が書かれたとき

 TCR.CCLR[2:0] ビットで設定したクリア要因で、TCNT が “0000h” になったとき

注 . TBTM レジスタの設定は TCNT が停止した状態で行ってください。

MTU0 を PWM モード 1 に設定し、MTU0.TGRA と MTU0.TGRC をバッファ動作に設定した場合の動作例

を図 16.20 に示します。MTU0.TCNT はコンペアマッチ B によりクリア、出力はコンペアマッチ A で High

出力、コンペアマッチ B で Low 出力、MTU0.TBTM.TTSA ビットは “1” にしています。

図 16.20 MTU0.TGRC から MTU0.TGRA のバッファ転送タイミングを MTU0.TCNT クリア時に選択した

場合の動作例

時間

0520h

0520h

0450h

0450h

0200h

0520h0450h0200h

0200H

転送

MTU0.TCNTの値

0000h

MTU0.TGRA

MTIOCA

MTU0.TGRC

MTU0.TGRB

MTU0.TGRA



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 568 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 16.  マルチファンクションタイマパルスユニット3（MTU3）

16.3.4 カスケード接続動作

カスケード接続動作は、2 チャネルの 16 ビットカウンタを接続して 32 ビットカウンタとして動作させる

機能です。

この機能は、MTU1 のカウンタクロックを TCR の TPSC[2:0] ビットで MTU2.TCNT のオーバフロー／ア

ンダフローでカウントに設定することにより動作します。

アンダフローが発生するのは、下位 16 ビットの TCNT が位相計数モードのときのみです。

表 16.59 にカスケード接続の組み合わせを示します。

注 . MTU1 を位相計数モードに設定した場合は、カウンタクロックの設定は無効となり、独立して位相計数モード

で動作します。

カスケード動作時に、MTU1.TCNT と MTU2.TCNT の同時インプットキャプチャをする場合、インプット

キャプチャコントロールレジスタ（TICCR）で設定することで、インプットキャプチャ条件となる入力端子

を追加することができます。インプットキャプチャの条件となるエッジ検出は、本来の入力端子の入力レベ

ルと、追加した入力端子の入力レベルの論理和を取った信号に対して行われます。したがって、いずれか一

方が High のとき、もう一方が変化してもエッジ検出は行われません。詳細は「(4)　カスケード接続動作例

（c）」を参照してください。カスケード接続時のインプットキャプチャについては「16.6.21　カスケード接

続における MTU1.TCNT、MTU2.TCNT 同時インプットキャプチャ」を参照してください。

TICCR レジスタの設定値とインプットキャプチャ入力端子の対応を表 16.60 に示します。

表16.59 カスケード接続組み合わせ

組み合わせ 上位16ビット 下位16ビット

MTU1 と MTU2 MTU1.TCNT MTU2.TCNT

表16.60 TICCRレジスタ設定値とインプットキャプチャ入力端子の対応

対象となるインプットキャプチャ TICCR設定値 インプットキャプチャ入力端子

MTU1.TCNT から MTU1.TGRA への

インプットキャプチャ

I2AE ビット＝ 0（リセット後の値） MTIOC1A

I2AE ビット＝ 1 MTIOC1A、MTIOC2A

MTU1.TCNT から MTU1.TGRB への

インプットキャプチャ

I2BE ビット＝ 0（リセット後の値） MTIOC1B

I2BE ビット＝ 1 MTIOC1B、MTIOC2B

MTU2.TCNT から MTU2.TGRA への

インプットキャプチャ

I1AE ビット＝ 0（リセット後の値） MTIOC2A

I1AE ビット＝ 1 MTIOC2A、MTIOC1A

MTU2.TCNT から MTU2.TGRB への

インプットキャプチャ

I1BE ビット＝ 0（リセット後の値） MTIOC2B

I1BE ビット＝ 1 MTIOC2B、MTIOC1B
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(1) カスケード接続動作の設定手順例

カスケード接続動作の設定手順例を図 16.21 に示します。

図 16.21 カスケード接続動作設定手順

(2) カスケード接続動作例（a）

MTU1.TCNT は MTU2.TCNT のオーバフロー／アンダフローでカウント、MTU2 を位相計数モードに設定

したときの動作を図 16.22 に示します。

MTU1.TCNT は MTU2.TCNT のオーバフローでアップカウント、MTU2.TCNT のアンダフローでダウンカ

ウントされます。

図 16.22 カスケード接続動作例（a）

カスケード接続設定

カスケード接続動作

カウンタ動作開始

〈カスケード接続動作〉

［1］

［2］

［1］チャネル1のTCRのTPSC[2:0]ビットを

“111b”に設定して、MTU2.TCNTのオー
バフロー／アンダフローでカウントを選

択してください。

［2］上位、下位のチャネルに対応するTSTRA
のCSTビットを“1”にしてカウント動作

を開始してください。
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(3) カスケード接続動作例（b）

MTU1.TCNT、MTU2.TCNT をカスケード接続し、TICCR.I2AE ビットを “1” にして、MTIOC2A 端子を

MTU1.TGRA のインプットキャプチャ条件に追加した場合の動作を図 16.23 に示します。この例では

MTU1.TIOR.IOA[3:0] ビットの設定は、（MTIOC1A の）立ち上がりエッジでインプットキャプチャに設定し

ています。また、MTU2.TIOR.IOA[3:0] ビットの設定は、（MTIOC2A の）立ち上がりエッジでインプット

キャプチャに設定しています。

この場合、MTIOC1A と MTIOC2A の両方の立ち上がりエッジが MTU1.TGRA のインプットキャプチャ条

件に設定されます。また、MTU2.TGRA のインプットキャプチャ条件は MTIOC2A の立ち上がりエッジとな

ります。

図 16.23 カスケード接続動作例（b）

MTU2.TCNTの値

時間
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0513h0512h
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C256h

FFFFh

6128h
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(4) カスケード接続動作例（c）

MTU1.TCNT、MTU2.TCNT をカスケード接続し、TICCR.I2AE,I1AE ビットを “1” にして、MTIOC2A 端子

を MTU1.TGRA のインプットキャプチャ条件に追加し、MTIOC1A 端子を MTU2.TGRA のインプットキャプ

チャ条件に追加した場合の動作を図 16.24 に示します。この例では MTU1.TIOR、MTU2.TIOR の IOA[3:0]

ビットの設定は、どちらも両エッジでインプットキャプチャに設定しています。この場合、MTIOC1A と

MTIOC2A 入力の OR が MTU1.TGRA および MTU2.TGRA のインプットキャプチャ条件となります。

図 16.24 カスケード接続動作例（c）

MTU2.TCNTの値

時間

0514h

0514h

0513h0512h
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MTU1.TCNT

C256h

FFFFh
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2064h

9192h

注. 一方の入力端子がハイレベルの場合、もう一方の入力端子のエッジはインプット

キャプチャ条件になりません。

(注)

(注)
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(5) カスケード接続動作例（d）

MTU1.TCNT、MTU2.TCNT をカスケード接続し、TICCR.I2AE ビットを “1” にして、MTIOC2A 端子を

MTU1.TGRA のインプットキャプチャ条件に追加した場合の動作を図 16.25 に示します。この例では

MTU1.TIOR の IOA[3:0] ビットの設定は、MTU0.TGRA のコンペアマッチ／インプットキャプチャの発生で

インプットキャプチャに設定しています。また、MTU2.TIOR の IOA[3:0] ビットの設定は、（MTIOC2A の）

立ち上がりエッジでインプットキャプチャに設定しています。

この場合、MTU1.TIOR の設定が MTU0.TGRA のコンペアマッチ／インプットキャプチャの発生でイン

プットキャプチャのため、TICCR.I2AE ビットを “1” にしても MTIOC2A のエッジが MTU1.TGRA のイン

プットキャプチャ条件になることはありません。

図 16.25 カスケード接続動作例（d）
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16.3.5 PWM モード

PWM モードは出力端子からそれぞれ PWM 波形を出力するモードです。各 TGR レジスタのコンペアマッ

チによる出力レベルは Low 出力／ High 出力／トグル出力の中から選択可能です。

各 TGR レジスタの設定により、デューティ 0 ～ 100% の PWM 波形が出力できます。

TGR レジスタのコンペアマッチをカウンタクリア要因とすることにより、そのレジスタに周期を設定す

ることができます。全チャネル個々に PWM モードに設定できます。同期動作も可能です。

PWM モードには以下に示す 2 種類のモードがあります。

(a) PWM モード 1

TGRA と TGRB レジスタ、TGRC と TGRD レジスタをペアで使用して、MTIOCA、MTIOCC 端子から

PWM 波形を出力します。MTIOCA、MTIOCC 端子からコンペアマッチ A、C によって TIOR.IOA[3:0]、

IOC[3:0] ビットで指定した出力を、また、コンペアマッチ B、D によって TIOR.IOB[3:0]、IOD[3:0] ビット

で指定した出力を行います。初期出力値は TGRA、TGRC レジスタに設定した値になります。ペアで使用す

る TGR レジスタの設定値が同一の場合、コンペアマッチが発生しても出力値は変化しません。

PWM モード 1 では、 大 12 相の PWM 波形出力が可能です。
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(b) PWM モード 2

TGR レジスタの 1 本を周期レジスタ、他の TGR レジスタをデューティレジスタに使用して PWM 波形を

出力します。コンペアマッチによって、TIOR レジスタで指定した出力を行います。また、周期レジスタの

コンペアマッチによるカウンタのクリアで各端子の出力値は TIOR レジスタで設定した初期値が出力されま

す。周期レジスタとデューティレジスタの設定値が同一の場合、コンペアマッチが発生しても出力値は変化

しません。

PWM モード 2 では、同期動作と併用することにより 大 8 相の PWM 波形の出力が可能です。

PWM の出力端子とレジスタの対応を表 16.61 に示します。

注 . PWMモード2のとき、周期を設定したTGRのPWM波形は出力はできません。

表16.61 各PWM出力のレジスタと出力端子

チャネル レジスタ
出力端子

PWMモード1 PWMモード2

MTU0 TGRA MTIOC0A MTIOC0A

TGRB MTIOC0B

TGRC MTIOC0C MTIOC0C

TGRD MTIOC0D

MTU1 TGRA MTIOC1A MTIOC1A

TGRB MTIOC1B

MTU2 TGRA MTIOC2A MTIOC2A

TGRB MTIOC2B

MTU3 TGRA MTIOC3A 設定できません

TGRB

TGRC MTIOC3C

TGRD

MTU4 TGRA MTIOC4A

TGRB

TGRC MTIOC4C

TGRD

MTU6 TGRA MTIOC6A

TGRB

TGRC MTIOC6C

TGRD

MTU7 TGRA MTIOC7A

TGRB

TGRC MTIOC7C

TGRD
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(1) PWM モードの設定手順例

PWM モードの設定手順例を図 16.26 に示します。

図 16.26 PWM モードの設定手順例

(2) PWM モードの動作例

PWM モード 1 の動作例を図 16.27 に示します。

この図は、TCNT のクリア要因を TGRA レジスタのコンペアマッチとし、TGRA レジスタの初期出力値と

出力値を “0”、TGRB レジスタの出力値を “1” にした場合の例です。

この場合、TGRA レジスタに設定した値が周期となり、TGRB レジスタに設定した値がデューティ比にな

ります。

図 16.27 PWM モード 1 の動作例
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CKEG[1:0]ビットで入力クロックのエッ
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［2］TCRのCCLR[2:0]ビットでTCNTのクリア
要因とするTGRを選択してください。

［3］TMDRのMD[3:0]ビットでPWMモードを選
択してください。

［4］TIORレジスタでアウトプットコンペアレ
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PWM モード 2 の動作例を図 16.28 に示します。

この図は、MTU0 と 1 を同期動作させ、TCNT のクリア要因を MTU1.TGRB レジスタのコンペアマッチと

し、他の TGR レジスタ（MTU0.TGRA ～ MTU0.TGRD、MTU1.TGRA）の初期出力値を “0”、出力値を “1”

にして 5 相の PWM 波形を出力させた場合の例です。

この場合、MTU1.TGRB に設定した値が周期となり、他の TGRレジスタ（MTU0.TGRA ～ MTU0.TGRD、

MTU1.TGRA）に設定した値がデューティ比になります。

図 16.28 PWM モード 2 の動作例

時間
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MTU1.TGRBのコンペアマッチで
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PWM モードで、デューティ比 0％、デューティ比 100％の PWM 波形を出力する例を図 16.29 に示しま

す。

図 16.29 PWM モード動作例（デューティ 0％、デューティ 100％の PWM 波形を出力する例）
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16.3.6 位相計数モード

位相計数モードでは、MTU1、2 の設定によって、2 本の外部クロック入力の位相差を検出し、TCNT を

アップ／ダウンカウントします。

位相計数モードに設定すると、TCR.TPSC[2:0] ビット、CKEG[1:0] ビットの設定にかかわらずカウンタ入

力クロックは外部クロックを選択し、TCNT はアップ／ダウンカウンタとして動作します。ただし、

TCR.CCLR[1:0] ビット、TIOR レジスタ、TIER レジスタ、TGR レジスタの機能は有効ですので、インプッ

トキャプチャ／コンペアマッチ機能や割り込み機能は使用することができます。

2 相エンコーダパルスの入力として使用できます。

TCNT がアップカウント時、オーバフローが発生すると、TSR レジスタの TCFV フラグがセットされま

す。また、ダウンカウント時にアンダフローが発生すると、TSR レジスタの TCFU フラグがセットされま

す。

TSR レジスタの TCFD フラグはカウント方向フラグです。TCFD フラグを読むことにより、TCNT がアッ

プカウントしているかダウンカウントしているかを確認することができます。

表 16.62 に外部クロック端子とチャネルの対応を示します。

(1) 位相計数モードの設定手順例

位相計数モードの設定手順例を図 16.30 に示します。

図 16.30 位相計数モードの設定手順例

表16.62 位相計数モードクロック入力端子

チャネル
外部クロック端子

A相 B相

MTU1を位相計数モードとするとき MTCLKA MTCLKB

MTU2を位相計数モードとするとき MTCLKC MTCLKD

位相計数モードの選択

位相計数モード

カウント動作開始

〈位相計数モード〉

［1］

［2］

［1］TMDR1のMD[3:0]ビットで位相計数モードを選択
してください。

［2］TSTRAのCSTビットを“1”にしてカウント動作
を開始してください。
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(2) 位相計数モードの動作例

位相計数モードでは、2 本の外部クロックの位相差で TCNT がアップ／ダウンカウントします。なお、カ

ウント条件により 4 つのモードがあります。

(a) 位相計数モード 1

位相計数モード 1 の動作例を図 16.31 に、TCNT のアップ／ダウンカウント条件を表 16.63 に示します。

図 16.31 位相計数モード 1 の動作例

：立ち上がりエッジ

：立ち下がりエッジ

表16.63 位相計数モード1のアップ／ダウンカウント条件

MTCLKA（MTU1）
MTCLKC（MTU2）

MTCLKB（MTU1）
MTCLKD（MTU2）

動作内容

High アップカウント

Low

Low

High

High ダウンカウント

Low

High

Low

時間

TCNTの値

MTCLKA（MTU1）
MTCLKC（MTU2）

MTCLKB（MTU1）
MTCLKD（MTU2）

アップカウント ダウンカウント
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(b) 位相計数モード 2

位相計数モード 2 の動作例を図 16.32 に、TCNT のアップ／ダウンカウント条件を表 16.64 に示します。

図 16.32 位相計数モード 2 の動作例

：立ち上がりエッジ

：立ち下がりエッジ

表16.64 位相計数モード2のアップ／ダウンカウント条件

MTCLKA（MTU1）
MTCLKC（MTU2）

MTCLKB（MTU1）
MTCLKD（MTU2）

動作内容

High カウントしない（Don't care）

Low

Low

High アップカウント

High カウントしない（Don't care）

Low

High

Low ダウンカウント

時間

TCNTの値

MTCLKA（MTU1）
MTCLKC（MTU2）

MTCLKB（MTU1）
MTCLKD（MTU2）

ダウンカウントアップカウント
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(c) 位相計数モード 3

位相計数モード 3 の動作例を図 16.33 に、TCNT のアップ／ダウンカウント条件を表 16.65 に示します。

図 16.33 位相計数モード 3 の動作例

：立ち上がりエッジ

：立ち下がりエッジ

表16.65 位相計数モード3のアップ／ダウンカウント条件

MTCLKA（MTU1）
MTCLKC（MTU2）

MTCLKB（MTU1）
MTCLKD（MTU2）

動作内容

High カウントしない（Don't care）

Low

Low

High アップカウント

High ダウンカウント

Low カウントしない（Don't care）

High

Low

TCNTの値

MTCLKA（MTU1）
MTCLKC（MTU2）

MTCLKB（MTU1）
MTCLKD（MTU2）

時間

ダウンカウントアップカウント
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(d) 位相計数モード 4

位相計数モード 4 の動作例を図 16.34 に、TCNT のアップ／ダウンカウント条件を表 16.66 に示します。

図 16.34 位相計モード 4 の動作例

：立ち上がりエッジ

：立ち下がりエッジ

表16.66 位相計数モード4のアップ／ダウンカウント条件

MTCLKA（MTU1）
MTCLKC（MTU2）

MTCLKB（MTU1）
MTCLKD（MTU2）

動作内容

High アップカウント

Low

Low カウントしない（Don't care）

High

High ダウンカウント

Low

High カウントしない（Don't care）

Low

アップカウント ダウンカウント

TCNTの値

MTCLKA（MTU1）
MTCLKC（MTU2）

MTCLKB（MTU1）
MTCLKD（MTU2）

時間
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(3) 位相計数モード応用例

MTU1 を位相計数モードに設定し、MTU0 と連携してサーボモータの 2 相エンコーダパルスを入力して位

置または速度を検出する例を図 16.35 に示します。

MTU1 は位相計数モード 1 に設定し、MTCLKA と MTCLKB にエンコーダパルスの A 相、B 相を入力し

ます。

MTU0 は TCNT を MTU0.TGRC のコンペアマッチでカウンタクリアとして動作させ、MTU0.TGRA と

MTU0.TGRC はコンペアマッチ機能で使用して、速度制御周期と位置制御周期を設定します。MTU0.TGRB

はインプットキャプチャ機能で使用し、MTU0.TGRB と MTU0.TGRD をバッファ動作させます。

MTU0.TGRB のインプットキャプチャ要因は、MTU1 のカウンタ入力クロックとし、2 相エンコーダの 4 逓

倍パルスのパルス幅を検出します。

MTU1 の MTU1.TGRA と MTU1.TGRB は、インプットキャプチャ機能に設定し、インプットキャプチャ

要因は MTU0 の MTU0.TGRA と MTU0.TGRC のコンペアマッチを選択し、それぞれの制御周期時のアップ

／ダウンカウンタの値を格納します。

これにより、正確な位置／速度検出を行うことができます。

図 16.35 位相計数モードの応用例

MTCLKA

MTCLKB

MTU1

エッジ

検出回路
MTU1.TCNT

MTU1.TGRA
（速度周期キャプチャ）

MTU1.TGRB
（位置周期キャプチャ）

MTU0.TCNT

MTU0.TGRA
（速度制御周期）

MTU0.TGRC
（位置制御周期）

MTU0

MTU0.TGRB
（パルス幅キャプチャ）

MTU0.TGRD
（バッファ動作）
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16.3.7 リセット同期 PWM モード

リセット同期 PWM モードは、MTU3、4 および MTU6、7 を組み合わせることにより、一方の波形変化点

が共通の関係となる PWM 波形（正相・逆相）を各 3 相、合計 6 相出力します。

リセット同期 PWM モードに設定すると、MTIOC3B、MTIOC3D、MTIOC4A、MTIOC4C、MTIOC4B、

MTIOC4D、MTIOC6B、MTIOC6D、MTIOC7A、MTIOC7C、MTIOC7B、MTIOC7D 端子は PWM 出力端子と

なり、タイマカウンタ 3、6（MTU3.TCNT、MTU6.TCNT）はアップカウンタとして機能します。

使用される PWM 出力端子を表 16.67 に、使用するレジスタの設定を表 16.68 に示します。

表16.67 リセット同期PWMモード時の出力端子

チャネル 出力端子 説明

MTU3 MTIOC3B PWM出力端子1

MTIOC3D PWM出力端子1'（PWM出力1の逆相波形）

MTU4 MTIOC4A PWM出力端子2

MTIOC4C PWM出力端子2'（PWM出力2の逆相波形）

MTIOC4B PWM出力端子3

MTIOC4D PWM出力端子3'（PWM出力3の逆相波形）

MTU6 MTIOC6B PWM出力端子4

MTIOC6D PWM出力端子4'（PWM出力4の逆相波形）

MTU7 MTIOC7A PWM出力端子5

MTIOC7C PWM出力端子5'（PWM出力5の逆相波形）

MTIOC7B PWM出力端子6

MTIOC7D PWM出力端子6'（PWM出力6の逆相波形）

表16.68 リセット同期PWMモード時のレジスタ設定

レジスタ 設定内容

MTU3.TCNT 0000hを初期設定

MTU4.TCNT 0000hを初期設定

MTU3.TGRA MTU3.TCNTのカウント周期を設定

MTU3.TGRB MTIOC3B、MTIOC3D端子より出力されるPWM波形の変化点を設定

MTU4.TGRA MTIOC4A、MTIOC4C端子より出力されるPWM波形の変化点を設定

MTU4.TGRB MTIOC4B、MTIOC4D端子より出力されるPWM波形の変化点を設定

MTU6.TCNT 0000hを初期設定

MTU7.TCNT 0000hを初期設定

MTU6.TGRA MTU6.TCNTのカウント周期を設定

MTU6.TGRB MTIOC6B、MTIOC6D端子より出力されるPWM波形の変化点を設定

MTU7.TGRA MTIOC7A、MTIOC7C端子より出力されるPWM波形の変化点を設定

MTU7.TGRB MTIOC7B、MTIOC7D端子より出力されるPWM波形の変化点を設定
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(1) リセット同期 PWM モードの設定手順例

リセット同期 PWM モードの設定手順例を図 16.36 に示します。

図 16.36 リセット同期 PWM モードの設定手順例

リセット同期PWMモード

カウント動作停止

カウンタクロック、
カウンタクリア要因の選択

ブラシレスDCモータ制御
の設定

TCNTの設定

TGRの設定

PWM周期出力の許可、
PWM出力レベルの設定

リセット同期PWM
モード設定

波形出力の許可

＜リセット同期PWMモード＞

カウント動作開始

［1］

［2］

［3］

［4］

［5］

［6］

［7］

［8］

［9］

［1］タイマスタートレジスタ（TSTRA）のCST3、CST4ビットを0にクリアし、
タイマカウンタ（TCNT）のカウント動作を停止してください。リセット同期
PWMモードの設定はMTU3.TCNT、MTU4.TCNTが停止した状態で行ってくだ
さい。

［2］タイマコントロールレジスタ（MTU3.TCR）のTPSC[2:0]ビットと
CKEG[1:0]ビットでMTU3のカウンタクロックとクロックのエッジを設定して
ください。
CCLR[2:0]ビットでカウンタクリア要因をTGRAのコンペアマッチに設定して
ください。

［3］ブラシレスDCモータ用の制御をする場合、タイマゲートコントロールレジスタ
（TGCRA）のBDCビットをセットし、フィードバック信号の入力元と出力の
チョッピングまたはゲート信号直接出力を設定してください。

［4］MTU3.TCNT、MTU4.TCNTは0000hとしてください。

［5］MTU3.TGRAは周期レジスタです。MTU3.TGRAには周期を設定してくださ
い。MTU3.TGRB、MTU4.TGRA、MTU4.TGRBにはPWM出力波形変化タイミ
ングを設定してください。ただし、設定値はMTU3.TCNTとコンペアマッチする
範囲で設定してください。

X≦MTU3.TGRA （X：設定値）

［6］タイマアウトプットコントロールレジスタ1（TOCR1A）のPSYEビットで
PWM周期に同期したトグル出力の許可／禁止を選択し、OLSP、OLSNビット
でPWM出力レベルを設定してください。TOCR2A、TOLBRAレジスタにより
PWM出力レベルの設定をバッファ動作で行う場合は、図16.3を参照してくだ
さい。

［7］タイマモードレジスタ（MTU3.TMDR1）のMD[3:0]ビットを1000bにセットし
てリセット同期PWMモードと、必要に応じてMTU3.TGRAレジスタのバッファ
動作（BFA=1）、MTU3.TGRCレジスタのバッファ動作（BFB=1）を
設定してください。MTU4.TMDR1には初期値（通常動作、BFA=0
、BFB=0）を設定してください。

［8］タイマアウトプットマスタイネーブルレジスタ（TOERA）でPWM波形出力端
子の出力の許可／禁止を設定してください。

［9］TSTRAのCST3ビットを“1”にして、カウント動作を開始してください。

注. X=MTU3.TGRAすなわち周期＝デューティ比の設定を行うと出力波形は

MTU3.TCNT=MTU3.TGRA=Xのポイントでトグル動作します。
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(2) リセット同期 PWM モードの動作例

リセット同期 PWM モードの動作例を図 16.37 に示します。

リセット同期 PWM モードでは、MTU3.TCNT と MTU4.TCNT（MTU6.TCNT と MTU7.TCNT）はアップ

カウンタとして動作します。MTU3.TCNT（MTU6.TCNT）が MTU3.TGRA（MTU6.TGRA）とコンペアマッ

チするとカウンタはクリアされ 0000h からカウントアップを再開します。PWM 出力端子は、それぞれ

MTU3.TGRB（MTU6.TGRB）、MTU4.TGRA（MTU7.TGRA）、MTU4.TGRB（MTU7.TGRB）のコンペアマッ

チおよびカウンタクリアが発生する度にトグル出力を行います。

図 16.37 リセット同期 PWM モードの動作例（MTU3、4、TOCR1A の OLSN ＝ 1、OLSP ＝ 1 にした場

合）

MTU3.TCNT、
MTU4.TCNTの値

時間

MTU3.TGRA

MTU3.TGRB

MTU4.TGRA

MTU4.TGRB

0000h

MTIOC3B

MTIOC4A

MTIOC4B

MTIOC4C

MTIOC4D

MTIOC3D



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 587 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 16.  マルチファンクションタイマパルスユニット3（MTU3）

16.3.8 相補 PWM モード

相補 PWM モードは、MTU3、4 および MTU6、7 を組み合わせることにより、正相と逆相がノンオーバ

ラップの関係にある PWM 波形を各 3 相、合計 6 相出力します。ノンオーバラップ時間を持たない設定も可

能です。

相補 PWM モードに設定すると、MTIOC3B、MTIOC3D、MTIOC4A、MTIOC4B、MTIOC4C、MTIOC4D、

MTIOC6B、MTIOC6D、MTIOC7A、MTIOC7B、MTIOC7C、MTIOC7D 端子は PWM 出力端子となり、

MTIOC3A、MTIOC6A 端子は PWM 周期に同期したトグル出力として設定することが可能です。

また、MTU3.TCNT、MTU4.TCNT、MTU6.TCNT、MTU7.TCNT はアップカウンタ／ダウンカウンタとし

て機能します。

使用される PWM 出力端子を表 16.69 に、使用するレジスタの設定を表 16.70 に示します。

また、PWM 出力を外部信号により直接 OFF する機能が、ポートの機能としてサポートされています。

注1. MTIOC3C、MTIOC6C端子は相補PWMモード時、タイマ入出力端子に設定しないでください。

表16.69 相補PWMモード時の出力端子

チャネル 出力端子 説　　　明

MTU3 MTIOC3A PWM周期に同期したトグル出力（または入出力ポート）

MTIOC3B PWM出力端子1

MTIOC3C 入出力ポート（注1）

MTIOC3D PWM出力端子1'（PWM出力1とノンオーバラップ関係にある逆相波形。ノンオーバラップ

時間を持たない設定も可能）

MTU4 MTIOC4A PWM出力端子2

MTIOC4C PWM出力端子2'（PWM出力2とノンオーバラップ関係にある逆相波形。ノンオーバラップ

時間を持たない設定も可能）

MTIOC4B PWM出力端子3

MTIOC4D PWM出力端子3'（PWM出力3とノンオーバラップ関係にある逆相波形。ノンオーバラップ

時間を持たない設定も可能）

MTU6 MTIOC6A PWM周期に同期したトグル出力（または入出力ポート）

MTIOC6B PWM出力端子4

MTIOC6C 入出力ポート（注1）

MTIOC6D PWM出力端子4'（PWM出力4とノンオーバラップ関係にある逆相波形。ノンオーバラップ

時間を持たない設定も可能）

MTU7 MTIOC7A PWM出力端子5

MTIOC7C PWM出力端子5'（PWM出力5とノンオーバラップ関係にある逆相波形。ノンオーバラップ

時間を持たない設定も可能）

MTIOC7B PWM出力端子6

MTIOC7D PWM出力端子6'（PWM出力6とノンオーバラップ関係にある逆相波形。ノンオーバラップ

時間を持たない設定も可能）
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注1. TRWERAレジスタ（タイマリードライトイネーブルレジスタA）の設定によりアクセスの許可／禁止が可能です。

注2. TRWERBレジスタ（タイマリードライトイネーブルレジスタB）の設定によりアクセスの許可／禁止が可能です。

表16.70 相補PWMモード時のレジスタ設定（1/2）

チャネル
カウンタ／

レジスタ
説　　　明 CPUからの読み出し／書き込み

MTU3 TCNT デッドタイムレジスタに設定した値からカウント

アップスタート

TRWERAレジスタの設定によりマスク可能（注1）

TGRA MTU3.TCNTの上限値を設定（キャリア周期の1/2
＋デッドタイム）

TRWERAレジスタの設定によりマスク可能（注1）

TGRB PWM出力1のコンペアレジスタ TRWERAレジスタの設定によりマスク可能（注1）

TGRC MTU3.TGRAのバッファレジスタ 常に読み出し／書き込み可能

TGRD PWM出力1／MTU3.TGRBのバッファレジスタ 常に読み出し／書き込み可能

TGRE MTU3.TGRBのバッファレジスタB
（ダブルバッファ機能使用時）

常に読み出し／書き込み可能

MTU4 TCNT 0000hを初期設定しカウントアップスタート TRWERAレジスタの設定によりマスク可能（注1）

TGRA PWM出力2のコンペアレジスタ TRWERAレジスタの設定によりマスク可能（注1）

TGRB PWM出力3のコンペアレジスタ TRWERAレジスタの設定によりマスク可能（注1）

TGRC PWM出力2／MTU4.TGRAのバッファレジスタ 常に読み出し／書き込み可能

TGRD PWM出力3／MTU4.TGRBのバッファレジスタ 常に読み出し／書き込み可能

TGRE MTU4.TGRAのバッファレジスタB
（ダブルバッファ機能使用時）

常に読み出し／書き込み可能

TGRF MTU4.TGRBのバッファレジスタB
（ダブルバッファ機能使用時）

常に読み出し／書き込み可能

MTU6 TCNT デッドタイムレジスタに設定した値からカウント

アップスタート

TRWERBレジスタの設定によりマスク可能（注2）

TGRA MTU6.TCNTの上限値を設定

（キャリア周期の1/2＋デッドタイム）

TRWERBレジスタの設定によりマスク可能（注2）

TGRB PWM出力4のコンペアレジスタ TRWERBレジスタの設定によりマスク可能（注2）

TGRC MTU6.TGRAのバッファレジスタ 常に読み出し／書き込み可能

TGRD PWM出力4／MTU6.TGRBのバッファレジスタ 常に読み出し／書き込み可能

TGRE MTU6.TGRBのバッファレジスタB
（ダブルバッファ機能使用時）

常に読み出し／書き込み可能

MTU7 TCNT 0000hを初期設定しカウントアップスタート TRWERBレジスタの設定によりマスク可能（注2）

TGRA PWM出力5のコンペアレジスタ TRWERBレジスタの設定によりマスク可能（注2）

TGRB PWM出力6のコンペアレジスタ TRWERBレジスタの設定によりマスク可能（注2）

TGRC PWM出力5／MTU7.TGRAのバッファレジスタ 常に読み出し／書き込み可能

TGRD PWM出力6／MTU7.TGRBのバッファレジスタ 常に読み出し／書き込み可能

TGRE MTU7.TGRAのバッファレジスタB
（ダブルバッファ機能使用時）

常に読み出し／書き込み可能

TGRF MTU7.TGRBのバッファレジスタB
（ダブルバッファ機能使用時）

常に読み出し／書き込み可能
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注1. TRWERAレジスタ（タイマリードライトイネーブルレジスタA）の設定によりアクセスの許可／禁止が可能です。

注2. TRWERBレジスタ（タイマリードライトイネーブルレジスタB）の設定によりアクセスの許可／禁止が可能です。

表16.71 相補PWMモード時のレジスタ設定（2/2）

チャネル
カウンタ／

レジスタ
説　　　明 CPUからの読み出し／書き込み

タイマデッドタイムデータ

レジスタA（TDDRA）
MTU4.TCNTとMTU3.TCNTのオフセット値（デッド

タイムの値）を設定

TRWERAの設定によりマスク可能（注1）

タイマデッドタイムデータ

レジスタB（TDDRB）
MTU7.TCNTとMTU6.TCNTのオフセット値（デッド

タイムの値）を設定

TRWERBの設定によりマスク可能（注2）

タイマ周期データレジスタA
（TCDRA）

MTU4.TCNTの上限値の値を設定（キャリア周期の1/
2）

TRWERAの設定によりマスク可能（注1）

タイマ周期データレジスタB
（TCDRB）

MTU7.TCNTの上限値の値を設定（キャリア周期の1/
2）

TRWERBの設定によりマスク可能（注2）

タイマ周期バッファレジスタA
（TCBRA）

TCDRAのバッファレジスタ 常に読み出し／書き込み可能

タイマ周期バッファレジスタB
（TCBRB）

TCDRBのバッファレジスタ 常に読み出し／書き込み可能

サブカウンタA（TCNTSA） デッドタイム生成のためのサブカウンタA 読み出しのみ可能

サブカウンタB（TCNTSB） デッドタイム生成のためのサブカウンタB 読み出しのみ可能

テンポラリレジスタ1A
（TEMP1A）

PWM出力1／MTU3.TGRBのテンポラリレジスタA 読み出し／書き込み不可

テンポラリレジスタ1B
（TEMP1B）

PWM出力1／MTU3.TGRBのテンポラリレジスタB
（ダブルバッファ機能使用時）

読み出し／書き込み不可

テンポラリレジスタ2A
（TEMP2A）

PWM出力2／MTU4.TGRAのテンポラリレジスタA 読み出し／書き込み不可

テンポラリレジスタ2B
（TEMP2B）

PWM出力2／MTU4.TGRAのテンポラリレジスタB
（ダブルバッファ機能使用時）

読み出し／書き込み不可

テンポラリレジスタ3A
（TEMP3A）

PWM出力3／MTU4.TGRBのテンポラリレジスタA 読み出し／書き込み不可

テンポラリレジスタ3B
（TEMP3B）

PWM出力3／MTU4.TGRBのテンポラリレジスタB
（ダブルバッファ機能使用時）

読み出し／書き込み不可

テンポラリレジスタ4A
（TEMP4A）

PWM出力4／MTU6.TGRBのテンポラリレジスタA 読み出し／書き込み不可

テンポラリレジスタ4B
（TEMP4B）

PWM出力4／MTU6.TGRBのテンポラリレジスタB
（ダブルバッファ機能使用時）

読み出し／書き込み不可

テンポラリレジスタ5A
（TEMP5A）

PWM出力5／MTU7.TGRAのテンポラリレジスタA 読み出し／書き込み不可

テンポラリレジスタ5B
（TEMP5B）

PWM出力5／MTU7.TGRBのテンポラリレジスタB
（ダブルバッファ機能使用時）

読み出し／書き込み不可

テンポラリレジスタ6A
（TEMP6A）

PWM出力6／MTU7.TGRBのテンポラリレジスタA 読み出し／書き込み不可

テンポラリレジスタ6B
（TEMP6B）

PWM出力6／MTU7.TGRBのテンポラリレジスタB
（ダブルバッファ機能使用時）

読み出し／書き込み不可
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図 16.38 相補 PWM モード時の MTU3、4 ブロック図
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(1) 相補 PWM モードの設定手順例

相補 PWM モードの設定手順例を図 16.39 に示します。

図 16.39 相補 PWM モードの設定手順例

相補PWMモード

カウント動作停止

カウンタクロック、

カウンタクリア要因の選択

ブラシレスDCモータ制御
の設定

TCNTの設定

チャネル間の同期設定

TGRの設定

デッドタイム、キャリア

周期の設定

PWM周期出力の許可、
PWM出力レベルの設定

相補PWMモード設定

波形出力の許可

デッドタイム生成の有無

を設定

カウント動作開始

＜相補PWMモード＞

［1］タイマスタートレジスタ（TSTRA）のCST3、CST4ビットを“0”にして、タイ
マカウンタ（TCNT）のカウント動作を停止してください。相補PWMモードの設
定はMTU3.TCNT、MTU4.TCNTが停止した状態で行ってください。

［2］タイマコントロールレジスタ（TCR）のTPSC[2:0]ビットとCKEG[1:0]ビットで
MTU3、4に同一のカウンタクロックとクロックのエッジを設定してください。
CCLR[2:0]ビットは相補PWMモードの動作中に他チャネルからの同期クリアで再
スタートさせる場合のみ同期クリアを設定してください。

［3］ブラシレスDCモータ用の制御をする場合、タイマゲートコントロールレジスタ
（TGCRA）のBDCビットをセットし、フィードバック信号の入力元と出力のチ
ョッピングまたはゲート信号直接出力を設定してください。

［4］MTU3.TCNTにはデッドタイムを設定してください。MTU4.TCNTは0000hとして
ください。

［5］相補PWMモードの動作中に他チャネルからの同期クリアで再スタートさせる場
合のみ設定してください。このときタイマシンクロレジスタ（TSYRA）で
MTU3、4と同期クリア発生するチャネルを同期させてください。

［6］出力するPWMデューティをデューティレジスタ（MTU3.TGRB、
MTU4.TGRA、MTU4.TGRB）とバッファレジスタ（MTU3.TGRD、
MTU4.TGRC、MTU4.TGRD）に設定します。バッファレジスタ
（MTU3.TGRD、MTU4.TGRC、MTU4.TGRD）にもデューティレジスタ
（MTU3.TGRB、MTU4.TGRA、MTU4.TGRB）と同じ値を設定してください。
またダブルバッファ機能使用時のみ、バッファレジスタ（MTU3.TGRE、
MTU4.TGRE、MTU4.TGRF）に、出力するPWMデューティ値-1を設定してくだ
さい。

［7] デッドタイムを生成しない場合のみ設定してください。タイマデッドタイム
イネーブルレジスタ（TDERA）でデッドタイムを生成しないを選択します。

［8]デッドタイムレジスタ（TDDRA）にデッドタイムを設定し、タイマ周期データレ
ジスタ（TCDRA）、タイマ周期バッファレジスタ（TCBRA）にキャリア周期の
1/2を、MTU3.TGRAとMTU3.TGRCにキャリア周期の
1/2にデッドタイム分加えた値を設定してください。 デッドタイムを生成しない
設定をした場合は、TDDRAに1、MTU3.TGRAと
MTU3.TGRCにキャリア周期の1/2+1を設定してください。

［9］タイマアウトプットコントロールレジスタ1（TOCR1A）のPSYEビットで
PWM周期に同期したトグル出力の許可／禁止を選択し、OLSP、OLSN
ビットでPWM出力レベルを設定してください。
TOCR2A、TOLBRAレジスタにより、PWM出力レベルの設定をバッファ動作で
行う場合は、図16.3を参照してください。

［10］タイマモードレジスタ1（MTU3.TMDR1）で相補PWMモードと、MTU3.TGRA
レジスタのバッファ動作（BFA=1）、MTU3.TGRBレジスタのバッファ動作
（BFB=1）を選択してださい。MTU4.TMDR1には初期値（通常動作、BFA=0、
BFB=0）を設定してください。

［11］ダブルバッファ機能使用時のみ、タイマモードレジスタ2（TMDR2A）で
ダブルバッファ機能が有効を選択します。

［12］タイマアウトプットマスタイネーブルレジスタ（TOERA）でPWM波形
 出力端子の出力の許可／禁止を設定してください。

［13］TSTRAのCST3、CST4ビットを同時に“1”にして、カウント動作を開始して
ください。

［1］

［2］

［3］

［4］

［5］

［6］

［7］

［8］

［9］

［10］

［12］

［13］

ダブルバッファ機能の

設定
［11］
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(2) 相補 PWM モードの動作概要

相補 PWM モードでは、6 相の PWM 出力が可能です。図 16.40 に相補 PWM モードのカウンタの動作

（MTU3、4）を示します。図 16.41 に相補 PWM モードの動作例を示します。

(a) カウンタの動作

相補 PWM モードでは、MTU3.TCNT、MTU4.TCNT および TCNTSA（MTU6.TCNT、MTU7.TCNT および

TCNTSB）レジスタの 3 本のカウンタがアップダウンカウント動作を行います。

MTU3.TCNT（MTU6.TCNT）は、相補 PWM モードに設定され TSTRA（TSTRB）の CST ビットが “0” の

とき、TDDRA（TDDRB）に設定された値が自動的に初期値として設定されます。CST ビットが “1” になる

と、MTU3.TGRA（MTU6.TGRA）に設定された値までアップカウント動作を行い、MTU3.TGRA

（MTU6.TGRA）と一致するとダウンカウントに切り換わります。その後、MTU4.TCNT（MTU7.TCNT）が

0000h と一致するとアップカウントに切り換わり、この動作を繰り返します。

また、MTU4.TCNT（MTU7.TCNT）は、初期値として 0000h を設定します。CST ビットが “1” に設定され

ると、MTU3.TCNT（MTU6.TCNT）に同期して動作しアップカウントを行い、MTU3.TCNT（MTU6.TCNT）

が MTU3.TGRA（MTU6.TGRA）と一致するとダウンカウントに切り換わります。この後、0000h と一致す

るとアップカウントに切り換わり、この動作を繰り返します。

TCNTSA（TCNTSB）は、読み出しのみ可能なカウンタです。初期値を設定する必要はありません。

MTU3.TCNT、MTU4.TCNT（MTU6.TCNT、MTU7.TCNT）がアップカウント時、MTU3.TCNT

（MTU6.TCNT）が TCDRA（TCDRB）と一致するとダウンカウントを開始し、MTU3.TCNT（MTU6.TCNT）

が MTU3.TGRA（MTU6.TGRA）と一致するとアップカウントに切り替わります。

また、MTU4.TCNT（MTU7.TCNT）と TDDRA（TDDRB）が一致すると TCNTSA（TCNTSB）は

MTU3.TGRA（MTU6.TGRA）の値が設定され、カウントを停止します。MTU3.TCNT、MTU4.TCNT

（MTU6.TCNT、MTU7.TCNT）がダウンカウント時、MTU4.TCNT（MTU7.TCNT）が TDDRA（TDDRB）と

一致するとアップカウントを開始し、MTU4.TCNT（MTU7.TCNT）が 0000h と一致するとダウンカウントに

切り替わります。また、MTU3.TCNT（MTU6.TCNT）と TCDRA（TCDRB）が一致すると TCNTSA

（TCNTSB）は 0000h にクリアされ、カウントを停止します。

TCNTSA（TCNTSB）は、カウント動作をしている期間だけ PWM デューティが設定されているコンペア

レジスタおよびテンポラリレジスタと比較されます。

図 16.40 相補 PWM モードのカウンタ動作

MTU4.TCNT
TCNTSA

MTU3.TCNT

時間

カウンタ値

MTU3.TGRA
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(b) レジスタの動作

相補 PWM モードでは、コンペアレジスタ、バッファレジスタおよびテンポラリレジスタの 9 本のレジス

タを使用します。図 16.41 に相補 PWM モードの動作例（MTU3、4）を示します。

PWM 出力を行うためにカウンタと常に比較されているレジスタが、MTU3.TGRB、MTU4.TGRA、

MTU4.TGRB（MTU6.TGRB、MTU7.TGRA、MTU7.TGRB）です。これらのレジスタとカウンタが一致する

とタイマアウトプットコントロールレジスタ（TOCR1A、TOCR1B）の OLSN、OLSP ビットで設定した値

が出力されます。

これらのコンペアレジスタのバッファレジスタが、MTU3.TGRD、MTU4.TGRC、MTU4.TGRD

（MTU6.TGRD、MTU7.TGRC、MTU7.TGRD）です。

また、ダブルバッファ機能使用時は、バッファレジスタ B の MTU3.TGRE、MTU4.TGRE、MTU4.TGRF

（MTU6.TGRE、MTU7.TGRE、MTU7.TGRF）も使用されます。動作の詳細は「16.3.8　(2)　(s)　相補 PWM

モードのダブルバッファ機能」を参照してください。

バッファレジスタとコンペアレジスタの間にはテンポラリレジスタがあります。テンポラリレジスタは、

CPU からアクセスできません。

コンペアレジスタのデータを変更するためには、対応するバッファレジスタに変更するデータを書き込ん

でください。バッファレジスタは、常時読み出し／書き込みが可能です。

バッファレジスタに書き込まれたデータは、Ta 区間では常時テンポラリレジスタに転送されます。また

Tb 区間では、テンポラリレジスタには転送されません。この区間でバッファレジスタに書き込まれたデー

タは Tb 区間が終了後テンポラリレジスタに転送されます。

テンポラリレジスタに転送された値は、Tb 区間が終了する TCNTSA（TCNTSB）がアップカウント時に

MTU3.TGRA（MTU6.TGRA）が一致したとき、またはダウンカウント時に 0000h と一致したときにコンペ

アレジスタに転送されます。この、テンポラリレジスタからコンペアレジスタに転送するタイミングは、タ

イマモードレジスタ 1（TMDR1）の MD[3:0] ビットで選択できます。図 16.41 は、谷で変更するモードを

選択した例です。

テンポラリレジスタへのデータの転送が行われない Tb（図 16.41 では Tb1）区間では、テンポラリレジ

スタは、コンペアレジスタと同じ機能を持ち、カウンタと比較されます。このため、この区間では、1 相の

出力に対して 2 本のコンペアマッチレジスタを持つことになり、コンペアレジスタには変更前のデータ、テ

ンポラリレジスタには新しく変更するデータが入っています。この区間では、MTU3.TCNT、MTU4.TCNT

および TCNTSA（MTU6.TCNT、MTU7.TCNT および TCNTSB）の 3 本のカウンタとコンペアレジスタ、テ

ンポラリレジスタの 2 本のレジスタが比較され、PWM 出力を制御します。
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図 16.41 相補 PWM モード動作例（MTU3、4）
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(c) 初期設定

相補 PWM モードでは、初期設定の必要なレジスタが 6 本あります。また、デッドタイム生成の有無を設

定するレジスタが 1 本あります（デッドタイムを生成しない場合のみ設定してください）。

タイマモードレジスタ 1（TMDR1）の MD[3:0] ビットで相補 PWM モードに設定する前に、次のレジスタ

の初期値を設定してください。

MTU3.TGRC（MTU6.TGRC）は MTU3.TGRA（MTU6.TGRA）のバッファレジスタとして動作し、PWM

キャリア周期の 1/2 ＋デッドタイム Td を設定します。タイマ周期バッファレジスタ（TCBRA、TCBRB）

は、タイマ周期データレジスタ（TCDRA、TCDRB）のバッファレジスタとして動作し、PWM キャリア周

期の 1/2 を設定します。また、タイマデッドタイムデータレジスタ（TDDRA、TDDRB）には、デッドタイ

ム Td を設定します。

デッドタイムを生成しない場合は、タイマデッドタイムイネーブルレジスタ（TDERA、TDERB）の

TDER ビットを “0” にし、MTU3.TGRC、MTU3.TGRA（MTU6.TGRC、MTU6.TGRA）には、PWM キャリア

周期の 1/2+1 を、TDDRA（TDDRB）を “1” にします。

バッファレジスタ A（MTU3.TGRD、MTU4.TGRC、MTU4.TGRD（MTU6.TGRD、MTU7.TGRC、

MTU7.TGRD））の 3 本には、それぞれ PWM デューティの初期値を設定します。

バッファレジスタ B（MTU3.TGRE、MTU4.TGRE、MTU4.TGRF（MTU6.TGRE、MTU7.TGRE、

MTU7.TGRF））の 3 本には、ダブルバッファ機能使用時のみ、それぞれ PWM デューティの初期値－ 1 を設

定します。

TDDRA（TDDRB）を除く 5 本のバッファレジスタに設定した値は、相補 PWM モードに設定すると同時

にそれぞれ対応するコンペアレジスタに転送されます。

また、MTU4.TCNT（MTU7.TCNT）は、相補 PWM モードに設定する前に 0000h にしてください。

注 . MTU3.TGRC（MTU6.TGRC）の設定値は、TCBRA（TCBRB）に設定するPWMキャリア周期の1/2の値とTDDRA（TDDRB）
に設定するデッドタイムTdの値の和としてください。ただし、TDERA（TDERB）レジスタでデッドタイム生成をなしに設定

した場合は、PWMキャリア周期の1/2+1としてください。

表16.72 初期設定の必要なレジスタとカウンタ

レジスタ／カウンタ 設定値

MTU3.TGRC
MTU6.TGRC

PWMキャリア周期の1/2＋デッドタイムTd
TDERA/Bでデッドタイム生成をなしに設定した場合はPWMキャリア周期の1/2+1）

TDDRA、TDDRB デッドタイムTd（TDERA/Bでデッドタイム生成をなしに設定した場合 “1”）

TCBRA、TCBRB PWMキャリア周期の1/2

MTU3.TGRD、MTU4.TGRC、
MTU4.TGRD
MTU6.TGRD、MTU7.TGRC、
MTU7.TGRD

各相のPWMデューティ比の初期値

MTU3.TGRE、MTU4.TGRE、
MTU4.TGRF
MTU6.TGRE、MTU7.TGRE、
MTU7.TGRF

各相のPWMデューティ比の初期値－1（ダブルバッファ機能使用時のみ）

MTU4.TCNT
MTU7.TCNT

0000h
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(d) PWM 出力レベルの設定

相補 PWM モードでは、PWM パルスの出力レベルをタイマアウトプットコントロールレジスタ 1

（TOCR1A、TOCR1B）の OLSN、OLSP ビット、または、タイマアウトプットコントロールレジスタ 2

（TOCR2A、TOCR2B）の OLS1P ～ OLS3P、OLS1N ～ OLS3N ビットで設定します。

出力レベルは、6 相出力の正相の 3 相、逆相の 3 相ごとに設定できます。

なお、出力レベルの設定／変更は、相補 PWM モードを解除した状態で行ってください。

(e) デッドタイムの設定

相補 PWM モードでは、正相と逆相がノンオーバラップの関係にある PWM パルスを出力します。また、

このノンオーバラップ時間をデッドタイム時間と呼びます。

ノンオーバラップ時間は、タイマデッドタイムデータレジスタ（TDDRA、TDDRB）に設定します。

TDDRA（TDDRB）に設定した値が、MTU3.TCNT（MTU6.TCNT）のカウンタスタート値となり、

MTU3.TCNT（MTU6.TCNT）と MTU4.TCNT（MTU7.TCNT）のノンオーバラップを生成します。TDDRA

（TDDRB）の内容変更は、相補 PWM モードを解除した状態で行ってください。
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(f) デッドタイムを生成しない設定

デッドタイムを生成しない設定は、タイマデッドタイムイネーブルレジスタ（TDERA、TDERB）の

TDER ビットを “0” にします。TDERA（TDERB）は、TDER ビット＝ 1 の状態で TDER ビットを読んだ後、

TDER ビットに “0” を書いたときのみ、“0” にできます。

MTU3.TGRA、MTU3.TGRC（MTU6.TGRA、MTU6.TGRC）には PWM キャリア周期の 1/2+1 を設定し、

タイマデッドタイムデータレジスタ（TDDRA、TDDRB）を “1” にします。

デッドタイムを生成しない設定にすると、デッドタイムなしの PWM 波形を出力できます。図 16.42 に

デッドタイムを生成しない場合の動作例（MTU3、4）を示します。

図 16.42 デッドタイムを生成しない場合の動作例（MTU3、4）

MTU3.TGRA
=TCDRA+1

TCDRA

0000h

バッファレジスタ
MTU4.TGRC

テンポラリレジスタTEMP2

コンペアレジスタ
MTU4.TGRA

出力波形 初期出力

初期出力出力波形#

Ta

MTU3.TCNT

MTU4.TCNT

TCNTSA

（出力波形はLowアクティブです）

Data1 Data2

Data1 Data2

Data1 Data2

テンポラリレジスタから

コンペアレジスタへ転送

TaTb1 Tb2 Ta

MTU4.TGRA
MTU4.TGRC

TDDRA

テンポラリレジスタから

コンペアレジスタへ転送
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(g) PWM 周期の設定

相補 PWM モードでは、PWM パルスの周期を MTU3.TCNT（MTU6.TCNT）の上限値を設定する

MTU3.TGRA（MTU6.TGRA）と MTU4.TCNT（MTU7.TCNT）の上限値を設定する TCDRA（TCDRB）の 2

つのレジスタに設定します。これらの 2 つのレジスタの関係は、次の関係になるよう設定してください。

デッドタイム生成あり：MTU3.TGRA（MTU6.TGRA）の設定値＝ TCDRA（TCDRB）の設定値＋ TDDRA

（TDDRB）の設定値

デッドタイム生成なし：MTU3.TGRA（MTU6.TGRA）の設定値＝ TCDRA（TCDRB）の設定値＋ 1

デッドタイム生成ありの場合は、TCDR レジスタと TDDR レジスタの関係が、次の関係になるように設定

してください。

TCDR の設定値 > TDDR の設定値 × 2 + 2

また、MTU3.TGRA、TCDRA（MTU6.TGRA、TCDRB）の設定は、バッファレジスタの MTU3.TGRC、

TCBRA（MTU6.TGRC、TCBRB）に値を設定することで行ってください。MTU3.TGRC、TCBRA

（MTU6.TGRC、TCBRB）に設定した値は、タイマモードレジスタ 1（TMDR1）の MD[3:0] ビットで選択し

た転送タイミングで MTU3.TGRA、TCDRA（MTU6.TGRA、TCDRB）に同時に転送されます。

変更した PWM 周期は、データ更新が山で行われる場合は次の周期から、谷で行われる場合はその周期か

ら反映されます。図 16.43 に PWM 周期を山で変更する場合の動作例を示します。

なお、各バッファレジスタのデータの更新方法については、次項の「(h)　レジスタデータの更新」を参

照してください。

図 16.43 PWM 周期の変更例（MTU3、4）

カウンタ値 MTU3.TGRC
変更

MTU3.TGRA
変更

MTU3.TGRA

MTU3.TCNT

MTU4.TCNT

時間
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(h) レジスタデータの更新

相補 PWM モードでは、コンペアレジスタのデータを更新する場合はバッファレジスタを使用します。更

新データは、バッファレジスタに常時書き込むことができます。また、バッファレジスタを持った動作中に

変更可能なレジスタは、PWM デューティ用およびキャリア周期用の 5 本あります。

これらのレジスタとバッファレジスタの間には、それぞれテンポラリレジスタがあります。サブカウンタ

TCNTSA（TCNTSB）がカウント動作していない期間では、バッファレジスタのデータが更新されるとテン

ポラリレジスタの値も書き替わります。TCNTSA（TCNTSB）がカウント動作中は、バッファレジスタから

テンポラリレジスタへの転送は行われず、TCNTSA（TCNTSB）が停止後、バッファレジスタに書かれてい

る値が転送されます。

テンポラリレジスタの値は、タイマモードレジスタ 1（TMDR1）の MD[3:0] ビットで設定したデータ更新

タイミングでコンペアレジスタへ転送されます。図 16.44 に相補 PWM モード時のデータ更新例（MTU3、

4）を示します。この図は、カウンタの山と谷の両方でデータが更新されるモードの例です。

また、バッファレジスタのデータを書き替える場合は、 後に MTU4.TGRD（MTU7.TGRD）への書き込

みを行ってください。バッファレジスタからテンポラリレジスタへのデータ転送は、MTU4.TGRD

（MTU7.TGRD）に書き込みした後、5 本すべてのレジスタ同時に行われます。

なお、5 本すべてのレジスタの更新を行わない場合、または MTU4.TGRD（MTU7.TGRD）のデータを更

新しない場合も、更新するレジスタのデータを書き込んだ後、MTU4.TGRD（MTU7.TGRD）に書き込み動

作を行ってください。またこのとき、MTU4.TGRD（MTU7.TGRD）に書き込むデータは、書き込み動作以

前と同じデータを書き込んでください。

ダブルバッファ機能使用時のデータ更新については、「16.3.8　(2)　(s)　相補 PWM モードのダブルバッ

ファ機能」を参照してください。
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図 16.44 相補 PWM モードのデータ更新例（MTU3、4）
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(i) 相補 PWM モードの初期出力

相補 PWM モードでは、タイマアウトプットコントロールレジスタ 1（TOCR1A、TOCR1B）の OLSN、

OLSP ビットの設定または、タイマアウトプットコントロールレジスタ 2（TOCR2A、TOCR2B）の OLS1N

～ OLS3N、OLS1P ～ OLS3P ビットの設定で、初期出力が決まります。

この初期出力は、PWM パルスのノンアクティブレベルで、タイマモードレジスタ 1（TMDR1）で相補

PWM モードを設定してから MTU4.TCNT（MTU7.TCNT）がデッドタイムレジスタ（TDDRA、TDDRB）に

設定された値より大きくなるまで出力されます。図 16.45 に相補 PWM モードの初期出力例を示します。

また、PWM デューティ比の初期値が TDDRA（TDDRB）の値より小さい場合の波形例を図 16.46 に示し

ます。

図 16.45 相補 PWM モードの初期出力例（MTU3、4）（1）

タイマアウトプットコントロールレジスタの設定

OLSNビット／0（初期出力：Highレベル、アクティブレベル：Lowレベル）

OLSPビット／0（初期出力：Highレベル、アクティブレベル：Lowレベル）

MTU3.TCNT
MTU4.TCNT

の値

MTU4.TGRA

TDDRA

MTU3.TCNT

MTU4.TCNT

初期出力 デッドタイム

時間

アクティブレベル

アクティブレベル

相補PWMモード
（TMDR1設定）

正相出力

逆相出力

MTU3.TCNT
MTU4.TCNT

カウントスタート
（TSTR設定）

●
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図 16.46 相補 PWM モードの初期出力例（MTU3、4）（2）

タイマアウトプットコントロールレジスタの設定

OLSNビット／0（初期出力：Highレベル、アクティブレベル：Lowレベル）
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(j) 相補 PWM モードの PWM 出力生成方法

相補 PWM モードでは、正相と逆相がノンオーバラップ時間を持った PWM 波形を 3 相出力します。この

ノンオーバラップ時間をデッドタイムと呼びます。

PWM 波形は、カウンタとコンペアレジスタのコンペアマッチが発生したとき、タイマアウトプットコン

トロールレジスタで選択した出力レベルが出力されることで生成されます。また、TCNTSA（TCNTSB）が

カウント動作する期間では、0 ～ 100% まで連続した PWM パルスを作るため、コンペアレジスタの値とテ

ンポラリレジスタの値が同時に比較されます。このとき、ON、OFF のコンペアマッチが発生するタイミン

グが前後することがありますが、デッドタイムを確保し正相／逆相の ON 時間が重ならないようにするた

め、各相を OFF するコンペアマッチが優先されます。図 16.47 ～図 16.49 に相補 PWM モードの波形生成

例を示します。

正相／逆相の OFF タイミングは、実線のカウンタとのコンペアマッチで生成され、ON タイミングは実線

のカウンタからデッドタイム分遅れて動作している点線のカウンタとのコンペアマッチで生成されます。こ

こで、T1 期間では、逆相を OFF する a のコンペアマッチが 優先され、a より先に発生したコンペアマッ

チは無視されます。また、T2 期間では、正相を OFF する c のコンペアマッチが 優先され、c より先に発

生したコンペアマッチは無視されます。

また、図 16.47 に示すように通常の場合のコンペアマッチは、a → b → c → d（または c → d → a' → b'）

の順番で発生します。

コンペアマッチが a → b → c → d の順番からはずれる場合は、逆相の OFF されている時間がデッドタイ

ムの 2 倍より短いため、正相が ON しないことを示します。または c → d → a' → b' の順番からはずれる場

合は、正相の OFF されている時間がデッドタイムの 2 倍より短いため、逆相が ON しないことを示します。

図 16.48 に示すように a のコンペアマッチの次に c のコンペアマッチが先に発生した場合は、b のコンペ

アマッチを無視して d のコンペアマッチで、逆相を ON します。これは、正相の ON タイミングである b の

コンペアマッチより正相の OFF である c のコンペアマッチが先に発生することにより、正相を OFF するこ

とが優先されるためです（ゆえに正相は OFF から OFF のため波形は変化しません）。

同様に、図 16.49 に示す例では、c のコンペアマッチより前にテンポラリレジスタの新しいデータとのコ

ンペアマッチ a' が発生しますが、正相を OFF する c が起こるまで他のコンペアマッチは無視されます。こ

のため、逆相は ON しません。

このように、相補 PWM モードでは、OFF するタイミングのコンペアマッチが優先され、ON するタイミ

ングのコンペアマッチが OFF より先に発生しても無視されます。

図 16.47 相補 PWM モード波形出力例（MTU3、4）（1）
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図 16.48 相補 PWM モード波形出力例（MTU3、4）（2）

図 16.49 相補 PWM モード波形出力例（MTU3、4）（3）
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(k) 相補 PWM モードのデューティ比 0%、100% 出力

相補 PWM モードでは、デューティ比 0%、100% を任意に出力可能です。図 16.50 ～図 16.54 に出力例を

示します。

デューティ比 100% 出力は、コンペアレジスタの値を 0000h にすると出力されます。このときの波形は、

正相が 100%ON 状態の波形です。また、デューティ比 0% 出力は、コンペアレジスタの値を MTU3.TGRA

（MTU6.TGRA）の値と同じ値を設定すると出力されます。このときは、正相が 100%OFF 状態の波形です。

このとき、コンペアマッチは ON、OFF 同時に発生しますが、同じ相の ON するコンペアマッチと OFF す

るコンペアマッチが同時に発生すると、両方のコンペアマッチとも無視をされ波形は変化しません。

図 16.50 相補 PWM モード 0%、100% 波形出力例（MTU3、4）（1）

図 16.51 相補 PWM モード 0%、100% 波形出力例（MTU3、4）（2）
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図 16.52 相補 PWM モード 0%、100% 波形出力例（MTU3、4）（3）

図 16.53 相補 PWM モード 0%、100% 波形出力例（MTU3、4）（4）
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図 16.54 相補 PWM モード 0%、100% 波形出力例（MTU3、4）（5）

(l) PWM 周期に同期したトグル出力

相補 PWM モードでは、タイマアウトプットコントロールレジスタ 1（TOCR1A、TOCR1B）の PSYE

ビットを “1” にすることにより PWM キャリア周期に同期したトグル出力が可能です。トグル出力の波形例

を図 16.55 に示します。

この出力は、MTU3.TCNT と MTU3.TGRA（MTU6.TCNT と MTU6.TGRA）のコンペアマッチと

MTU4.TCNT（MTU7.TCNT）と 0000h のコンペアマッチでトグルを行います。

このトグル出力の出力端子は、MTIOC3A（MTIOC6A）端子です。また、初期出力は “High” 出力です。

図 16.55 PWM 出力に同期したトグル出力波形例（MTU3、4）
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(m) 他のチャネルによるカウンタクリア

相補 PWM モード時、タイマシンクロレジスタ（TSYRA、TSYRB）により他のチャネルとの同期モード

に設定し、またタイマコントロールレジスタ（TCR）の CCLR[2:0] ビットにより同期クリアを選択すること

により他のチャネルによる MTU3.TCNT、MTU4.TCNT および TCNTSA（MTU6.TCNT、MTU7.TCNT およ

び TCNTSB）のクリアをすることが可能です。

図 16.56 に動作例を示します。

この機能を使うことによって、外部信号によるカウンタクリアおよび再スタートが可能です。

図 16.56 他のチャネルに同期したカウンタクリア（MTU3、4）
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(n) 相補 PWM モードでの同期カウンタクリア時出力波形制御

TWCRA（TWCRB）レジスタの WRE ビットを “1” にすることにより、相補 PWM モードの谷の Tb 区間

で同期カウンタクリアが起こった場合の初期出力を抑止することができます。これにより、同期カウンタク

リア時の急激なデューティ比の変化を抑止することができます。

WRE ビットを “1” にすることで初期出力を抑止することができるのは、同期クリアが図 16.57 の⑩、⑪

のような谷の Tb 区間で入ってきたときのみです。それ以外のタイミングで同期クリアが起こった場合は、

TOCR1A（TOCR1B）レジスタの OLS ビットで設定した初期値が出力されます。また、谷の Tb 区間であっ

ても、図 16.57 の①で示すカウンタスタート直後の初期出力期間で同期クリアが起こった場合には、初期出

力の抑止は行いません。

本機能は MTU3、4 － MTU6、7 のどちらでも使用することができます。MTU3、4 － MTU6、7 のカウン

タクリア要因はそれぞれ、MTU3、4 では MTU0 ～ 2 からの同期クリア、MTU6、7 では MTU0 ～ 2 のフラ

グセット（コンペアマッチ／インプットキャプチャ）です。

図 16.57 同期カウンタクリアタイミング（MTU3、4）
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 相補 PWM モードでの同期カウンタクリア時出力波形制御の設定手順例

相補 PWM モードでの同期カウンタクリア時出力波形制御の設定手順例を図 16.58 に示します。

図 16.58 相補 PWM モードでの同期カウンタクリア時出力波形制御の設定手順例（MTU3、4）

 相補 PWM モードでの同期カウンタクリア時出力波形制御動作例

図 16.59 ～図 16.62 に、TWCRA.WRE ビットを “1” にした状態で MTU3、4 を相補 PWM 動作させ、同期

カウンタクリアをした場合の動作例を示します。ここで、図 16.59 ～図 16.62 の同期カウンタクリアのタイ

ミングは、それぞれ図 16.57 の③、⑥、⑧、⑪で示したタイミングです。

この例は、MTU6、7 では TWCRB.SCC ビットを “0”、WRE ビットを “1” にした状態で MTU6、7 を相補

PWM 動作させ、同期カウンタクリアをした場合に相当します。

図 16.59 アップカウント中のデッドタイム時に同期クリアが発生した場合
（図 16.57 のタイミング③、TWCRA レジスタの WRE ビット＝ 1）
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［2］TWCRAのWREビットをいったん読んだ後、“1”
を書いて、カウンタクリア時初期出力抑止を有効

にします。

［3］TSTRAのCST3、CST4ビットを“1”にしてカウン
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図 16.60 山の Tb 区間で同期クリアが発生した場合

（図 16.57 のタイミング⑥、TWCRA レジスタの WRE ビット＝ 1）

図 16.61 ダウンカウント中のデッドタイム時に同期クリアが発生した場合
（図 16.57 のタイミング⑧、TWCRA レジスタの WRE ビット＝ 1）

（出力波形はLowアクティブです）
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図 16.62 谷の Tb 区間で同期クリアが発生した場合

（図 16.57 のタイミング⑪、TWCRA レジスタの WRE ビット＝ 1）

（出力波形はLowアクティブです）
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(o) MTU0、1、2 － MTU6、7 カウンタ同期クリアの抑止機能

MTU6、7 では、TWCRB.SCC ビットを “1” にすることにより、MTU0、1、2 からの同期クリアを抑止す

ることができます。

SCC ビットの設定によって MTU0、1、2 からの同期クリアが抑止できるのは、図 16.63 で示す区間です。

また、本機能を使用する際は、MTU6、7 を相補 PWM モードに設定してください。

MTU0、1、2 からの同期クリアについての詳細は、「16.3.10　(2)　フラグセット要因を利用した MTU6、

7 カウンタクリア（MTU6、7 カウンタ同期クリア）」を参照してください。

図 16.63 TWCRB.SCC ビットセットによる、MTU0、1、2 － MTU6、7 同期クリア抑止区間

 MTU0、1、2 － MTU6、7 同期カウンタクリア抑止機能の設定手順例

MTU0、1、2 － MTU6、7 同期カウンタクリア抑止機能の設定手順例を図 16.64 に示します。

図 16.64 MTU0、1、2 － MTU6、7 同期カウンタクリア抑止機能の設定手順例
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カウント動作開始
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同期カウンタクリア時
出力波形制御機能、

同期カウンタクリア抑止機能

［1 ］

［3 ］

・相補PWMモード設定（MTU6、7）
・コンペアマッチ／インプット
キャプチャ動作設定（MTU6、7）

・TWCRB.WREビット設定（MTU6、7） ）

［2 ］

TWCRBのWREビット設定（MTU6、7） ［4 ］

［1］ MTU6、7のタイマスタートレジスタ（TSTRB）のCSTビットを“0”に
し、カウント動作を停止してください。また、MTU0、1、2の
TSTRA.CSTビットを“0”にクリアし、カウンタ動作を停止してください。

［2］ MTU6、7の相補PWMモードの設定や、MTU0、1、2のコンペア
マッチ／インプットキャプチャ動作の設定をしてください。また、
TWCRA、TWCRBのWREビットを設定する場合もここで設定してくだ
さい。

［3］ MTU6、7のCST6、CST7を“1”にしてカウント動作を開始して
ください。また、MTU0、1、2－MTU6、7カウンタ同期クリアを
行うために、MTU0、1、2のTSTRAのCSTビットを“1”にして、
MTU0.TCNT～MTU2.TCNTのいずれかのカウント動作を開始
してください。

［4］ TWCRBレジスタをいったん読んだ後、TWCRB.SCCビットを“1”に
して、MTU0、1、2－MTU6、7カウンタ同期クリア抑止機能を
有効にします（注1）。このとき、MTU6、7のTWCRB.CCEビット、
WREビットの値を変更しないようにしてください。MTU0、1、2－
MTU6、7カウンタ同期クリア抑止区間で同期クリアが抑止されます。

（注1）　TWCRB.SCCビットの設定はカウンタ動作中に行うことができま
すが、TWCRB.SCCビットを“0”から“1”にするタイミングで同期クリア
が起こった場合、同期クリアが抑止されないことがあります。
また、TWCRB.SCCビットを“1”から“0”にするタイミングで同期
クリアが起こった場合、同期クリアが抑止されることがあります。
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 MTU0、1、2 － MTU6、7 同期カウンタクリア抑止機能の動作例

図 16.65 ～図 16.68 に、MTU6、7 の TWCRB の SCC ビットを “1” にして MTU6、7 を相補 PWM 動作を

させ、MTU0、1、2 － MTU6、7 カウンタ同期クリア抑止機能を有効にした場合の動作例を示します。ここ

で、図 16.65 ～図 16.68 の同期カウンタクリアのタイミングは、それぞれ図 16.57 の③、⑥、⑧、⑪で示し

たタイミングです。また、この例では MTU6、7 の TWCRB.WRE ビットは “1” にしています。

図 16.65 アップカウント中のデッドタイム時に同期クリアが発生した場合（図 16.57 のタイミング③、

MTU6、7 の TWCRB レジスタの WRE ビット = 1、SCC ビット = 1）

図 16.66 山の Tb 区間で同期クリアが発生した場合（図 16.57 のタイミング⑥、MTU6、7 の TWCRB レ

ジスタの WRE ビット = 1、SCC ビット = 1）
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図 16.67 ダウンカウント中のデッドタイム時に同期クリアが発生した場合（図 16.57 のタイミング⑧、

MTU6、7 の TWCRB レジスタの WRE ビット = 1、SCC ビット = 1）

図 16.68 谷の Tb 区間で同期クリアが発生した場合（図 16.57 のタイミング⑪、MTU6、7 の TWCRB レ

ジスタの WRE ビット = 1、SCC ビット = 1）
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(p) MTU3.TGRA（MTU6.TGRA）のコンペアマッチによるカウンタクリア

相補 PWM モードでは、タイマ波形コントロールレジスタ（TWCRA、TWCRB）の CCE ビットを設定す

ることにより、MTU3.TGRA（MTU6.TGRA）のコンペアマッチで MTU3.TCNT（MTU6.TCNT）、

MTU4.TCNT（MTU7.TCNT）および TCNTSA（TCNTSB）をクリアすることが可能です。

図 16.69 に動作例を示します。

注 1. 相補 PWM モード 1（山で転送）でのみ使用してください。

注 2. 他のチャネルとの同期クリア機能に設定しないでください。（タイマシンクロレジスタ（TSYRA、TSYRB）

の SYNC0 ～ SYNC4 ビット、SYNC6 ～ SYNC7 ビットを “1”、タイマシンクロクリアレジスタ（TSYCRA、

TSYCRB）の CE0A/B/C/D、CE1A/B/C/D ビットを “1” に設定しないでください）

注 3. PWM デューティは、0000h を設定しないでください。

注 4. タイマアウトプットコントロールレジスタ 1（TOCR1A、TOCR1B）の PSYE ビットを “1” に設定しないでく

ださい。

図 16.69 MTU3.TGRA のコンペアマッチにおけるカウンタクリアの動作例

（出力波形はHighアクティブです）
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(q) AC 同期モータ（ブラシレス DC モータ）の駆動波形出力例

相補 PWM モードでは、タイマゲートコントロールレジスタ（TGCRA）を使ってブラシレス DC モータを

簡単に制御することができます。図 16.70 ～図 16.73 に TGCRA レジスタを使用したブラシレス DC モータ

の駆動波形例を示します。

3 相ブラシレス DC モータの出力相の切り替えに、ホール素子などで検出した外部信号で行う場合、

TGCRA.FB ビットを “0” にします。この場合、磁極位置を示す外部信号を MTU0 のタイマ入力端子

MTIOC0A、MTIOC0B、MTIOC0C 端子に入力します（I/O ポートの ICR レジスタを設定してください）。

MTIOC0A、MTIOC0B、MTIOC0C 端子の 3 つの端子にエッジが発生すると、出力の ON/OFF が自動的に切

り替わります。

TGCRA.FB ビットが “1” の場合は、TGCRA の UF、VF、WF ビットの各ビットを “0” または “1” にする

と、出力の ON/OFF が切り替わります。

駆動波形の出力は、相補 PWM モードの 6 相出力端子から出力されます。

この 6 相出力は TGCRA レジスタの N ビットまたは P ビットを “1” にすることにより、ON 出力時、相補

PWM モードの出力を使用し、チョッピング出力を行うことが可能です。N ビットまたは P ビットが “0” の

場合は、レベル出力になります。

また、6 相出力のアクティブレベル（ON 出力時レベル）は、N ビットおよび P ビットの設定にかかわら

ず、タイマアウトプットコントロールレジスタ 1A（TOCR1A）の OLSN ビット、OLSP ビットで設定できま

す。

図 16.70 外部入力による出力相の切り替え動作例（1）

外部入力

6相出力

BDC=1、N=0、P=0、FB=0、出力のアクティブレベル；Highの場合

MTIOC0A端子

MTIOC0B端子

MTIOC0C端子

MTIOC3B端子

MTIOC3D端子

MTIOC4A端子

MTIOC4C端子

MTIOC4B端子

MTIOC4D端子
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図 16.71 外部入力による出力相の切り替え動作例（2）

図 16.72 UF、VF、WF ビット設定による出力相の切り替え動作例（1）

図 16.73 UF、VF、WF ビット設定による出力相の切り替え動作例（2）
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BDC=1、N=1、P=1、FB=1、出力のアクティブレベル；Highの場合
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(r) A/D 変換開始要求の設定

相補 PWM モード時、A/D 変換の開始要求は MTU3.TGRA（MTU6.TGRA）のコンペアマッチ、

MTU4.TCNT（MTU7.TCNT）のアンダフロー（谷）、MTU3、4（MTU6、7）以外のチャネルのコンペアマッ

チを使用して行うことが可能です。

MTU3.TGRA（MTU6.TGRA）のコンペアッチを使用して開始要求を設定すると、MTU3.TCNT

（MTU6.TCNT）の山で A/D 変換を開始させることができます。

A/D 変換の開始要求は、タイマインタラプトイネーブルレジスタ（TIER）の TTGE ビットを “1” にするこ

とで設定できます。MTU4.TCNT（MTU7.TCNT）のアンダフロー（谷）の A/D 変換の開始要求は、

MTU4.TIER（MTU7.TIER）の TTGE2 ビットを “1” にすることで設定できます。

(s) 相補 PWM モードのダブルバッファ機能

相補 PWM モード 3（山・谷で転送）時、タイマモードレジスタ 2（TMDR2A、TMDR2B）の DRS ビット

を “1” にすることにより、PWM 変更時の PWM 出力の 小分解能を ±2 から ±1 にすることが可能です。

バッファレジスタ A（MTU3.TGRD、MTU4.TGRC、MTU4.TGRD）を設定する際は、バッファレジスタ B

（MTU3.TGRE、MTU4.TGRE、MTU4.TGRF）も同時に設定してください。また、バッファレジスタ B の値

はバッファレジスタ A の値、またはバッファレジスタ A の値－ 1 を設定してください。設定手順の詳細は

「16.3.8　(1)　相補 PWM モードの設定手順例」を参照してください。

注 . バッファレジスタ B の値にバッファレジスタ A の値を設定した場合、PWM 出力が左右対称になります。バッ

ファレジスタ B の値にバッファレジスタ A の値－ 1 を設定した場合、PWM 出力が非対称になります。

図 16.74 にダブルバッファ機能の動作例を示します。

各レジスタのデータ転送方式は下記のとおりです。

 MTU4.TGRD（バッファ A）書き込み時に MTU4.TGRD（バッファ A）→ Temp3A（テンポラリ A）、およ

び MTU4.TGRF（バッファ B）→ Temp3B（テンポラリ B）へのデータ転送

 ①のタイミングで Temp3A（テンポラリ A）→ MTU4.TGRB（コンペア）へのデータ転送

 ②のタイミングで Temp3B（テンポラリ B）→ MTU4.TGRB（コンペア）へのデータ転送

山区間（山の Tb 区間）ではコンペアレジスタとテンポラリレジスタ A、谷区間（谷の Tb 区間）ではコン

ペアレジスタとテンポラリレジスタ B が有効
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図 16.74 ダブルバッファ機能の動作例

バッファへの書き込み値が TDDRA レジスタより小さい場合を図 16.75 に、TCDRA レジスタより大きい

場合を図 16.76 に示します。

山区間では、コンペアレジスタまたはテンポラリレジスタ A とのコンペアマッチで出力制御し、谷区間

ではコンペアレジスタまたはテンポラリレジスタ B とのコンペアマッチで出力制御します。

図 16.75 ダブルバッファ機能の動作例（バッファへの書き込み値が TDDRA より小さい場合）
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図 16.76 ダブルバッファ機能の動作例（バッファへの書き込み値が TCDRA より大きい場合）
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(3) 相補 PWM モードの割り込み間引き機能 1

MTU3、4（MTU6、7）の TGIA3（TGIA6）（山の割り込み）、および TCIV4（TCIV7）（谷の割り込み）

は、タイマ割り込み間引き設定レジスタ 1（TITCR1A、TITCR1B）を設定することにより、 大で 7 回まで

割り込みを間引くことが可能です。

タイマバッファ転送レジスタ（TBTERA、TBTERB）を設定することにより、バッファレジスタからテン

ポラリレジスタ／コンペアレジスタへの転送を連動して間引くことが可能です。バッファレジスタとの連動

については、「(c)　割り込み間引きと連動したバッファ転送制御」を参照してください。

タイマ A/D 変換要求コントロールレジスタ（MTU4.TADCR、MTU7.TADCR）を設定することにより、A/

D 変換開始要求ディレイド機能の A/D 変換開始要求を連動して間引くことが可能です。A/D 変換開始要求

ディレイド機能との連動については「16.3.9　A/D 変換開始要求ディレイド機能」を参照してください。

タイマ割り込み間引き設定レジスタ 1（TITCR1A、TITCR1B）の設定は、タイマ割り込み間引きモードレ

ジスタ（TITMRA、TITMRB）の TITM ビットを “0” にし、割り込み間引き機能 1 を選択し、かつ

MTU3.TIER、MTU4.TIER（MTU6.TIER、MTU7.TIER）レジスタの設定で TGIA3（TGIA6）と TCIV4

（TCIV7）割り込み要求を禁止した状態、かつコンペアマッチによる TITCR1A（TITCR1B）レジスタの

TGFA3（TGFA6）、TCFV4（TCFV7）フラグセットが発生しない状態で行ってください。また、間引き回数

の変更前に、T3AEN（T6AEN）、T4VEN（T7VEN）ビットを “0” にして、間引きカウンタをクリアしてくだ

さい。

(a) 割り込み間引き機能 1 の設定手順例

割り込み間引き機能 1 の設定手順例を図 16.77 に示します。また、割り込み間引き回数の変更可能期間を

図 16.78 に示します。

図 16.77 割り込み間引き機能 1 の設定手順例

間引きカウンタのクリア

間引きモードの設定

割り込み間引き機能1

間引き回数の設定と
間引き機能の許可設定

＜割り込み間引き＞

［1］ タイマ割り込み間引き設定レジスタ1（TITCR1A）のT3AEN、
T4VENビットを0に設定し、間引きカウンタをクリアしてください。

［2］ タイマ割り込み間引きモードレジスタ（TITMRA）のTITMビット
を0に設定し、割り込み間引き機能1を選択します。

［3］ TITCR1AのT3ACOR2～T3ACOR0および、T4VCOR2～T4VCOR0
ビットには0～7回の割り込み間引き回数を設定し、T3AEN、T4VEN
ビットで割り込み間引き機能を許可します。

【注】 TITCR1Aレジスタの設定はMTU3.TIER、MTU4.TIER
レジスタの設定でTGIA3とTCIV4割り込み要求を禁止した状態、
かつコンペアマッチによるTGFA3、TCFV4フラグセットが発生しない
状態で行ってください。また、間引き回数の変更前に、必ずT3AEN、
T4VENビットを0に設定して、間引きカウンタをクリアしてください。

［1］

［2］

［3］
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図 16.78 割り込み間引き回数の変更可能期間

(b) 割り込み間引き機能 1 の動作例

タイマ割り込み間引き設定レジスタ 1（TITCR1A、TITCR1B）の T3ACOR（T6ACOR）ビットで割り込み

の間引き回数を 3 回に設定し、T3AEN（T6AEN）ビットを “1” にした場合の、TGIA3（TGIA6）割り込み間

引きの動作例を図 16.79 に示します。

図 16.79 割り込み間引き機能 1 の動作例
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セット信号
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(c) 割り込み間引きと連動したバッファ転送制御

タイマバッファ転送設定レジスタ（TBTERA、TBTERB）レジスタの BTE[1:0] ビットを設定することで、

相補 PWM モード時、バッファレジスタからテンポラリレジスタへのバッファ転送をする／しない、または

割り込み間引きと連動する／しないを選択することが可能です。

バッファ転送を抑止する設定（BTE[1:0] = 01b）にした場合の動作例を図 16.80 に示します。設定期間中

は、バッファレジスタからテンポラリレジスタへの転送を行いません。

バッファ転送を割り込み間引きと連動する設定（BTE[1:0] = 10b）にした場合の動作例を図 16.81 に示し

ます。この設定にした場合は、バッファ転送許可期間以外ではバッファレジスタからテンポラリレジスタへ

の転送を行いません。

なお、タイマ割り込み間引き設定レジスタ 1（TITCR1A、TITCR1B）の T3AEN（T6AEN）ビットを “1”

にした場合、T4VEN（T7VEN）ビットを “1” にした場合、TITCR1A（TITCR1B）レジスタの T3AEN、

T4VEN（T6AEN、T7VEN）ビットを “1” にした場合で、それぞれバッファ転送許可期間が異なります。

TITCR1A（TITCR1B）レジスタの T3AEN、T4VEN（T6AEN、T7VEN）ビットの設定とバッファ転送許可期

間の関係を図 16.82 に示します。

注 . 本機能は、割り込み間引き機能 1 と組み合わせて使用してください。

割り込み間引きが禁止のとき（タイマ割り込み間引き設定レジスタ 1（TITCR1A、TITCR1B）の T3AEN、

T4VEN（T6AEN、T7VEN）ビットを “0” に設定したとき、または TITCR1A（TITCR1B）の間引き回数設定

ビット（T3ACOR、T4COR（T6ACOR、T7VCOR））を “0” に設定したとき）は、必ずバッファ転送を割り込

み間引きと連動しない設定（TBTERA、TBTERB の BTE1 ビットを “0” に設定）してください。

割り込み間引きが禁止のときに、バッファ転送を割り込み間引きと連動する設定にした場合、バッファ転送は

行われません。
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図 16.80 バッファ転送を抑止する設定（BTE[1:0] = 01b）にした場合の動作例
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【記号説明】

① バッファ転送を抑止期間中（TBTERAのBTE[1:0]ビットを01bに設定）は、
バッファレジスタからテンポラリレジスタへの転送をしません。

② バッファ転送を抑止期間中も、テンポラリレジスタからジェネラル
レジスタへの転送は行われます。

③ バッファ転送を抑止解除後に、バッファレジスタからテンポラリレジスタ
への転送が行われます。

注. 山でのバッファ転送を選択時
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図 16.81 バッファ転送を割り込み間引きと連動する設定（BTE[1:0] = 10b）にした場合の動作例

（注） MTU3.TMDRのMD[3:0]=1101bに設定（山でのバッファ転送を選択）
間引き回数を2回に設定
TITCR1AのT3AENビットを“1”、T4VENビットを“0”に設定
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図 16.82 TITCR1A レジスタの T3AEN、T4VEN ビットの設定とバッファ転送許可期間の関係

（注】）　 間引き回数を3回に設定

バッファ転送許可期間
（T3AENを1に設定）

バッファ転送許可期間
（T4VENを1に設定）

バッファ転送許可期間
（T3AEN/T4VENを1に

設定）

0 01 2 30 1 2 3

0 1 2 30 1 2 3

間引き回数カウンタ
T3ACNT

間引き回数カウンタ
T4VCNT
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(4) 相補 PWM モードの出力保護機能

相補 PWM モードの出力は、次の保護機能をもっています。

(a) レジスタ、カウンタの誤書き込み防止機能

相補 PWM モードで使用するレジスタ、カウンタのうち常に書き替えを行うバッファレジスタを除くモー

ドレジスタ、コントロールレジスタ、コンペアレジスタおよびカウンタは、タイマリードライトイネーブル

レジスタ（TRWERA、TRWERB）の RWE ビットの設定により CPU からのアクセスの許可／禁止を選択す

ることが可能です。対象となるレジスタは MTU3、4、6、7 のレジスタの一部が対象となっており、次のレ

ジスタに適用されます。

MTU3.TCR、MTU4.TCR、MTU3.TMDR1、MTU4.TMDR1、MTU3.TIORH、

MTU4.TIORH、MTU3.TIORL、MTU4.TIORL、MTU3.TIER、MTU4.TIER、

MTU3.TCNT、MTU4.TCNT、MTU3.TGRA、MTU4.TGRA、MTU3.TGRB、MTU4.TGRB、

TOERA、TOCR1A、TOCR2A、TGCRA、TCDRA、TDDRA

MTU6.TCR、MTU7.TCR、MTU6.TMDR1、MTU7.TMDR1、MTU6.TIORH、MTU7.TIORH、

MTU6.TIORL、MTU7.TIORL、MTU6.TIER、MTU7.TIER、MTU6.TCNT、MTU7.TCNT、

MTU6.TGRA、MTU7.TGRA、MTU6.TGRB、MTU7.TGRB、

TOERB、TOCR1B、TOCR2B、TCDRB、TDDRB

計 43 レジスタ

この機能で、モードレジスタ、コントロールレジスタやカウンタを CPU からアクセス禁止に設定するこ

とにより、CPU の暴走による誤書き込みを防止することが可能です。アクセス禁止状態では、対象レジス

タの読み出し値は不定で、書き込みは無効になります。

(b) 外部信号による PWM 出力の停止機能

6 相 PWM 出力端子は、指定した外部信号が入力されることにより出力端子を自動的にハイインピーダン

ス状態にすることが可能です。

詳細は、「17.　ポートアウトプットイネーブル 3 (POE3)」を参照してください。

(c) 発振停止時の PWM 出力の停止機能

6 相 PWM 出力端子は、RX62T に入力されているクロックが停止したことを検出して出力端子を自動的に

ハイインピーダンス状態になります。ただし、クロックが再発振を開始すると端子の状態は、保証されませ

ん。

詳細は、「8.10　発振停止検出機能」を参照してください。
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16.3.9 A/D 変換開始要求ディレイド機能

MTU4 または MTU7 のタイマ A/D 変換開始要求コントロールレジスタ（MTU4.TADCR、MTU7.TADCR）、タイマ A/

D 変換開始要求周期設定レジスタ（MTU4.TADCORA、MTU4.TADCORB、MTU7.TADCORA、MTU7.TADCORB）、タイ

マ A/D 変換開始要求周期設定バッファレジスタ（MTU4.TADCOBRA、MTU4.TADCOBRB、MTU7.TADCOBRA、

MTU7.TADCOBRB）を設定することで、A/D 変換の開始要求を行うことが可能です。

A/D 変換開始要求ディレイド機能は、MTU4.TCNT と MTU4.TADCORA、MTU4.TADCORB（MTU7.TCNT

と MTU7.TADCORA、MTU7.TADCORB）を比較し、MTU4.TCNT と MTU4.TADCORA、MTU4.TADCORB

（MTU7.TCNT と MTU7.TADCORA、MTU7.TADCORB）が一致したとき、それぞれの A/D 変換の開始要求

（TRG4AN、TRG4BN（TRG7AN、TRG7BN））を行います。

また、MTU4.TADCR の ITA3AE、ITA4VE、ITB3AE、ITB4VE（MTU7.TADCR の ITA6AE、ITA7VE、

ITB6AE、ITB7VE）ビットの設定により、割り込み間引き機能 1 と連動して A/D 変換の開始要求

（TRG4AN、TRG4BN（TRG7AN、TRG7BN））を間引くことが可能です。

(1) A/D 変換開始要求ディレイド機能の設定手順例

A/D 変換開始要求ディレイド機能の設定手順例を図 16.83 に示します。

図 16.83 A/D 変換開始要求ディレイド機能の設定手順例

A/D起動要求周期の設定

A/D変換開始要求
ディレイド機能

・周期設定バッファレジスタの
転送タイミングを設定

・割り込み間引きとの連動を
設定

・A/D変換開始要求ディレイド
機能の許可

A/D変換開始要求
ディレイド機能

［1］

［2］

［1］ タイマA/D変換開始要求周期設定バッファレジスタ（MTU4.TADCOBRA、MTU4.TADCOBRB） 
とタイマA/D変換開始要求周期設定レジスタ（MTU4.TADCORA、MTU4.TADCORB）に、周期
を設定します。
（[2]でタイマA/D変換開始要求周期設定バッファレジスタからタイマA/D変換開始要求周期設
定レジスタへのバッファ転送タイミングを谷または山と谷に設定する場合は、カウント開始直後
に周期設定バッファレジスタから周期設定レジスタへの転送が行われるため、タイマA/D変換

開始要求周期設定バッファレジスタにはタイマA/D変換開始要求周期設定レジスタと同じ値を
設定してください。）

［2］ タイマA/D変換開始要求コントロールレジスタ（MTU4.TADCR）のBF1、BF2ビットには、
タイマA/D変換開始要求周期設定バッファレジスタからタイマA/D変換開始要求周期設定レジスタ
へのバッファ転送タイミングを設定します。
・ITA3AE、ITA4VE、ITB3AE、ITB4VEビットで、割り込み間引き機能と連動するか設定します。
・UT4AE、DT4AE、UT4BE、DT4BEビットを設定し、A/D変換の開始要求
（TRG4AN、 TRG4BN）を許可します。

（注） 1.  MTU4.TADCRレジスタの設定は、MTU4.TCNTが停止した状態で行ってください。
2.  相補PWMモード以外では、MTU4.TADCR.BF1ビットを“1”にしないでください。
3.  相補PWMモード以外では、ITA3AE、ITA4VE、ITB3AE、ITB4VE、DT4AE、DT4BE

を“1”にしないでください。
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(2) A/D 変換開始要求ディレイド機能の基本動作例

バッファ転送タイミングを MTU4.TCNT（MTU7.TCNT）の谷に設定し、MTU4.TCNT（MTU7.TCNT）の

ダウンカウント時に A/D 変換の開始要求信号（TRG4AN（TRG7AN））を出力する設定にした場合の、A/D

変換の開始要求信号（TRG4AN（TRG7AN））の基本動作例を図 16.84 に示します。

図 16.84 A/D 変換の開始要求信号（TRG4AN）の基本動作例

MTU4.TCNT

周期バッファレジスタから
周期レジスタへ転送

周期バッファレジスタから
周期レジスタへ転送

周期バッファレジスタから
周期レジスタへ転送

（相補PWMモード）

MTU4.TADCORA

MTU4.TADCOBRA

A/D変換の開始要求
（TRG4AN）
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(3) バッファ転送

タイマ A/D 起動要求用周期設定レジスタ（MTU4.TADCORA、MTU4.TADCORB、MTU7.TADCORA、

MTU7.TADCORB）のデータ更新は、タイマ A/D 起動要求用周期設定バッファレジスタ

（MTU4.TADCOBRA、MTU4.TADCOBRB、MTU7.TADCOBRA、MTU7.TADCOBRB）にデータを書き込むこ

とにより行います。タイマ A/D 起動要求用周期設定バッファレジスタからタイマ A/D 起動要求用周期設定

レジスタへの転送タイミングは、タイマ A/D 変換開始要求コントロールレジスタ（MTU4.TADCR、

MTU7.TADCR）の BF[1:0] ビットを設定することにより選択することができます。

また、相補 PWM モード時はタイマジェネラルレジスタ D（MTU4.TGRD、MTU7.TGRD）の書き替えの

タイミングでも、タイマ A/D 変換開始要求周期設定バッファレジスタからタイマ A/D 変換開始要求周期設

定レジスタへ転送します。

図 16.85 A/D 変換の開始要求信号（TRG4AN）とバッファ転送動作例

MTU4.TADCORA

MTU4.TADCOBRA

MTU4.
TCNT

周期バッファレジスタから
周期レジスタへ転送

周期バッファレジスタから
周期レジスタへ転送

周期バッファレジスタから
周期レジスタへ転送

A/D変換の開始要求
（TRG4AN）

（相補PWMモード）

MTU4.TGRD書き替え

MTU4.TGRD

MTU4.TADCOBRA

MTU4.TADCORA

DataA DataB

Data2

Data0 Data1

Data0 Data1

Data2
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(4) 割り込み間引き機能 1 と連動した A/D 変換開始要求ディレイド機能

タイマ A/D 変換開始要求コントロールレジスタ（MTU4.TADCR、MTU7.TADCR）の ITA3AE、ITA4VE、

ITB3AE、ITB4VE（ITA6AE、ITA7VE、ITB6AE、ITB7VE）ビットの設定により、割り込み間引き機能 1 と

連動して A/D 変換の開始要求（TRG4AN、TRG4BN（TRG7AN、TRG7BN））を行うことが可能です。

MTU4.TCNT（MTU7.TCNT）のアップカウント時、およびダウンカウント時に TRG4AN（TRG7AN）出

力を許可する設定にし、割り込み間引き機能 1 と連動した場合の A/D 変換の開始要求信号（TRG4AN

（TRG7AN））の動作例を図 16.86 に示します。

また、MTU4.TCNT（MTU7.TCNT）のアップカウント時に TRG4AN（TRG7AN）出力を許可する設定に

し、割り込み間引き機能 1 と連動した場合の A/D 変換の開始要求信号（TRG4AN（TRG7AN））の動作例を

図 16.87 に示します。

注 . 本機能は割り込み間引き機能 1 と組み合わせて使用してください。

割り込み間引きが禁止のとき（タイマ割り込み間引き設定レジスタ（TITCR1A（TITCR1B））の T3AEN、

T4VEN（T6AEN、T7VEN）ビットを “0” にしたとき、または TITCR1A（TITCR1B）レジスタの間引き回数設

定ビット（T3ACOR、T4VCOR（T6ACOR、T7VCOR））を “0” にしたとき）は、割り込み間引き機能 1 と連

動しない（MTU4.TADCR（MTU7.TADCR））レジスタの ITA3AE、ITA4VE、ITB3AE、ITB4VE（ITA6AE、

ITA7VE、ITB6AE、ITB7VE）ビットを “0” にする）設定にしてください。

また、本機能使用時、MTU4.TADCORA、MTU4.TADCORB（MTU7.TADCORA、MTU7.TADCORB）には

0002h ～ TCDRA の設定値－ 2（TCDRB の設定値－ 2）の値にしてください。

図 16.86 割り込み間引き機能 1 と連動した場合の A/D 変換の開始要求信号（TRG4AN）の動作例

（UT4AE、DT4AE = 1）

00 01 00 0102

00 01 00 0102

MTU4.
TCNT

MTU4.TADCORA

TGIA3割り込みの
間引きカウンタ

TCIV4割り込みの
間引きカウンタ

TGIA3のA/D要求
許可期間

TCIV4のA/D要求
許可期間

A/D変換の開始要求（TRG4AN）

TGIA3、TCIV4割り込み間引きと
連動する設定にした場合

TGIA3割り込み間引きと
連動する設定にした場合

TCIV4割り込み間引きと
連動する設定にした場合

注. 割り込み間引き回数が2回の場合

（UT4AE/DT4AE＝1）
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図 16.87 割り込み間引き機能 1 と連動した場合の A/D 変換の開始要求信号（TRG4AN）の動作例

（UT4AE = 1、DT4AE = 0）

00 01 00 0102

00 01 00 0102

MTU4.
TCNT

MTU4.TADCORA

TGIA3割り込みの
間引きカウンタ

TCIV4割り込みの
間引きカウンタ

TGIA3のA/D要求
許可期間

TCIV4のA/D要求
許可期間

A/D変換の開始要求（TRG4AN）

TGIA3、TCIV4割り込み間引きと
連動する設定にした場合

TGIA3割り込み間引きと
連動する設定にした場合

TCIV4割り込み間引きと
連動する設定にした場合

注. 割り込み間引き回数が2回の場合

UT4AE=1
DT4AE=0
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(5) 割り込み間引き機能 2 と連動した A/D 変換開始要求ディレイド機能

タイマ割り込み間引きモードレジスタ（TITMRA、TITMRB）において TITM ビットを “1” にし、タイマ

割り込み間引き設定レジスタ 2（TITCR2A（TITCR2B））において TRG4COR[2:0]（TRG7COR[2:0]）ビット

で設定した値（0 ～ 7）から、既存の A/D 変換開始トリガ（TGR4AN および TRG4BN（TGR7AN および

TRG7BN））が発生するごとにカウントダウンし、カウンタ値が “0” になり、リロードが起きたとき、

TRG4AN および TRG4BN（TRG7AN および TRG7BN）の割り込みが有効になり、AD 変換開始要求信号

（TRG4ABN（TRG7ABN））が出力されます。

この機能は AD 変換開始要求ディレイド機能の使用時のみ有効になります。

(a) 割り込み間引き機能 2 の設定手順例

図 16.88 に割り込み間引き機能 2 の設定手順例を示します。

図 16.88 割り込み間引機能 2 の設定手順例

(b) 割り込み間引き機能 2 の動作例

図 16.89 に割り込み間引き機能 2 の動作例を示します。

図 16.89 割り込み間引き機能 2 の動作例（間引き回数を 4 回とした場合）

間引きモードの設定

割り込み間引き機能2

間引き回数の設定

＜割り込み間引き機能2＞

［1］
［1］ A/D変換開始要求ディレイド機能の設定をしてください。

詳細は、「16.3.9（1）A/D変換開始要求ディレイド機能の
設定手順例」を参照してください。

［2］タイマ割り込み間引きモードレジスタ（TITMRA）の
TITMビットを“1”にし、割り込み間引き機能2を選択
します。

［3］タイマ割り込み間引き設定レジスタ2（TITCR2A）の
TRG4COR[2:0]ビットで間引き回数（0～7）を設定
します。

A/D変換開始要求
ディレイド機能の設定

［2］

［3］

MTU4.TADCORA
（MTU7.TADCORA）

MTU4.TADCORB
（MTU7.TADCORB）

A/D変換開始要求信号
（信号名：TRG4ABN

（TRG7ABN））

TRG4AN
（TRG7AN）

TRG4BN
（TRG7BN）

TRG4AN（TRG7AN）と
TRG4BN（TRG7BN）の

OR信号

TRG4COR[2:0]
（TRG7COR[2:0]）

TITCNT2A
（TITCNT2B）

100

012340123401234
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16.3.10 MTU0 ～ 4 － MTU6、7 の同期動作

(1) MTU0 ～ 4 － MTU6、7 カウンタ同期スタート

TCSYSTR レジスタを設定することにより、MTU0 ～ 4 と MTU6、7 のカウンタを同期スタートすること

ができます。

(a) MTU0 ～ 4 － MTU6、7 カウンタ同期スタートの設定手順例

カウンタ同期スタートの設定手順例を図 16.90 に示します。

図 16.90 カウンタ同期スタートの設定手順例

(b) カウンタ同期スタート動作の例

図 16.91 に、MTU0 ～ 4 と MTU6、7 のカウンタ同期スタート動作例を示します。

図 16.91 カウンタ同期スタート動作例

カウント停止状態

MTU0～4－MTU6、7
カウンタ同期スタート

各種動作設定

タイマカウンタ同期スタート
（TCSYSTR設定）

タイマカウンタ停止
（TSTR設定）

［4］

［1］ TSTRAとTSTRBレジスタを設定して、本機能で使用するカウンタを
停止してください。

［2］ TCR、TMDR1、TMDR2等のレジスタにより各種動作状態を設定し
ます。

［3］ TCSYSTRレジスタにより、同期スタートさせたいタイマカウンタ
に対応するビットすべてを、同時に“1”にしてください。
TCSYSTRレジスタで設定されると対象となるタイマカウンタの
TSTRA、TSTRBレジスタが自動設定され、カウンタが同期スター
トし、TCSYSTRレジスタは自動的に“0”になります。

［4］ タイマカウンタを停止させる場合は、TSTRA、TSTRBレジスタで
停止させたいタイマカウンタに対応するビットに“0”にして
ください。

（注1） 動作中にTCSYSTRレジスタを“0”にしても、カウンタが
停止しません。

（注2） MTU3と4、MTU6と7によるリセット同期PWMモード、
相補PWMモードにて同期スタートする場合は、TCSYSTRレジ

スタのMTU3、4、6、7に対応するすべてのビットを同時に
“1”にしてください。

＜カウンタ動作開始＞

［1］

［2］

［3］

ICLK

TSTRA

TSTRB

51hTCSYSTR 00h

42h00h

80h00h

00h

MTU1.TCNT 0000h 0001h

0001hMTU3.TCNT 0000h

0001h

0002h

0002h

0002hMTU7.TCNT 0000h

TCSYSTRは設定後自動的に“0”になる
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(2) フラグセット要因を利用した MTU6、7 カウンタクリア（MTU6、7 カウンタ同期クリア）

MTU6、7 は TSYCR レジスタを設定することにより、MTU0.TSR ～ MTU2.TSR のフラグセット要因を利

用して、カウンタクリアすることができます。

(a) フラグセット要因を利用した MTU6、7 カウンタクリアの設定手順例

フラグセット要因を利用した MTU6、7 カウンタクリアの設定手順例を図 16.92 に示します。

図 16.92 フラグセット要因を利用した MTU6、7 カウンタクリアの設定手順例

(b) フラグセット要因を利用した MTU6、7 カウンタクリアの動作例

フラグセット要因を利用した MTU6、7 カウンタクリアの動作例を図 16.93、図 16.94 に示します。

図 16.93 フラグセット要因を利用した MTU6、7 カウンタクリアの動作例（1）

カウント停止状態

フラグセット要因を利用した
MTU6、7カウンタクリア

TSYCRの設定

＜フラグセットによるカウンタクリア＞

［1］

MTU0、1、2
カウントスタート

MTU6、7
カウントスタート

［1］ TSTRAとTSTRBレジスタを設定して、本機能で使用するカウンタ
を停止してください。

［2］ TSYCRレジスタで、MTU6.TCNT、MTU7.TCNTのカウンタ
クリア要因となるフラグセット要因を設定してください。

［3］ MTU6.TCNTもしくはMTU7.TCNTをスタートしてください。

［4］ MTU0.TCNT、MTU1.TCNT、もしくはMTU2.TCNTを
スタートしてください。

（注） カウンタ停止時は、TSYCRレジスタの設定内容は無視され
ます。 MTU6.TCNT、MTU7.TCNTスタート後に設定が
反映されます。

［2］

［3］

［4］

MTU0.TCNTの
値

MTU0.
TGRA

0000h 時間

MTU0.TCNTとMTU0.TGRAのコンペアマッチ

MTU0.
TCNT

MTU7.
TCNTの値

0000h 時間

MTU7.
TCNT

TSYCR 00h 80h
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図 16.94 フラグセット要因を利用した MTU6、7 カウンタクリアの動作例（2）

MTU0.
TCNTの値

MTU0.TGRD

MTU0.TGRB

MTU0.TGRC

MTU0.TGRA

0000h 時間

MTU0.TCNTとTGRのコンペアマッチ

MTU0.
TCNT

MTU7.
TCNTの値

0000h 時間

MTU7.
TCNT

TSYCR 00h F0h
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16.3.11 外部パルス幅測定機能

MTU5 は、 大 3 本の外部パルス幅を測定することができます。

(1) 外部パルス幅測定の設定手順例

図 16.95 外部パルス幅測定の設定手順例

(2) 外部パルス幅測定動作例

図 16.96 外部パルス幅測定の動作例（High パルス幅測定）

カウンタクロック選択

外部パルス幅測定選択

パルス幅測定条件の選択

カウント動作開始

外部パルス幅測定動作

［1］

［1］MTU5.TCRU、MTU5.TCRV、MTU5.TCRWレジスタの
TPSC1、TPSC0ビットでカウンタクロックを選択します。

［2］ MTU5.TIORU、MTU5.TIORV、MTU5.TIORWレジスタ
により、パルス幅測定条件をHighレベル／Lowレベルから
選択してください。

［3］ MTU5.TSTRレジスタのCSTU5、CSTV5、CSTW5
ビットを“1”にセットしてカウント動作を開始してください。

【注】 1. TCNTCMPCLRレジスタのCMPCLR5U、
CMPCLR5V、CMPCLR5Wビットを“1”に設定しない
でください。

2. MTU5.TIERのTGIE5U、TGIE5V、TGIE5Wビット
を“1”に設定しないでください。

3. TCNTの値は、TGRレジスタへキャプチャされません。

［2］

［3］

0001 0002 00030000 0004 0005 0006 0007 0008 0009

MTIC5U

MTU5.
TCNTU

ICLK
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16.3.12 デッドタイム補償用機能

出力波形の遅れを測定してデューティ比に反映することで、外部パルス幅測定機能を相補 PWM 動作時の

PWM 出力波形に対するデッドタイム補償用機能として使用することができます。

図 16.97 相補 PWM 動作時のデッドタイム遅れ

Tdead

Tdelay

上アーム信号

下アーム信号

インバータ出力検出信号

デッドタイム遅れ信号
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(1) デッドタイム補償用機能の設定手順例

MTU5 の 3 本のカウンタを使用したデッドタイム補償用機能の設定手順例を図 16.98 に示します。

図 16.98 デッドタイム補償用機能の設定手順例

図 16.99 モータ制御回路構成例

MTU5.TCNTのインプット
キャプチャ発生

外部パルス幅測定機能

相補PWMモード

割り込み処理

MTU6、7、5
カウンタ動作開始

［1］MTU6、7に相補PWMモードの設定をします。
詳細は「16.3.8 相補PWMモード」を参照してください。

［2］使用するMTU5のTIORに外部パルス幅測定機能の設定をしま
す。詳細は「16.3.11 外部パルス幅測定機能」を参照してくだ
さい。

［3］TSTRBレジスタのCST6、CST7ビットとMTU5.TSTRのCSTU5、
CSTV5、CSTW5を“1”にして、カウント動作を開始してくださ
い。

［4］TIORに設定したキャプチャ条件が発生したとき、MTU5.TCNT
の値をMTU5.TGRに取り込みます。

［5］U相のデッドタイム補償は、相補PWMモードの山（TGIA6）も
しくは谷（TCIV7）の割り込み処理で、MTU5.TGRUの値を読み
出し、MTU6.TGRBとの時間差を算出して、補正した値を
MTU6.TGRDに書き込みます。
V相とW相についても同様にMTU5.TGRVとMTU5.TGRWの値を
MTU7.TGRCとTGRDに補正した値を書き込みます。
MTU5.TCNTのクリアは、TCNTCMPCLRの設定もしくは
ソフトウェアで行ってください。

［2］

［1］

［4］

［3］

［5］

注. I/OポートのICRレジスタの設定は前もって完了しておいてください。
TIORに設定したキャプチャ条件で割り込みフラグがセットされるの
で、MTU5.TIERに割り込み要求の許可を設定しないでください。

MTU

ch6/7

ch5

相補PWM出力

デッドタイム
遅れ入力 インバータ出力

モニタ信号

- +

U#
V#

W#

U

V
W

U

V

W
moter

レ
ベ
ル
変
換

DC
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16.3.13 相補 PWM の「山／谷」での TCNT キャプチャ動作

相補 PWM 動作時、TCNT の値を「山、谷、山谷」で TGR へ保存します。TGR に取り込むタイミングの

切り替えは、TIOR で選択します。

図 16.100 は TCNT がフリーランでクリアせずに使用し、設定した「山、谷」で TGR にキャプチャを行っ

た動作例です。

図 16.100 相補 PWM の「山／谷」での TCNT キャプチャ動作

Tdead

Tdelay

上アーム信号

下アーム信号

インバータ出力モニタ信号

デッドタイム遅れ信号

MTU7.TGRA

3DE7 3E5B

3E5B

3ED3

3ED3

3F37

3F37

3FAF

3FAF3DE7

TCNT[15:0]

TGR[15:0]

カウンタUp/Down信号udflg
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16.4 割り込み要因

16.4.1 割り込み要因と優先順位

MTU の割り込み要因には、TGR のインプットキャプチャ／コンペアマッチ、TCNT のオーバフロー、ア

ンダフローの 3 種類があります。各割り込み要因は、それぞれ専用のステータスフラグと、許可／禁止ビッ

トを持っているため、割り込み要求信号の発生を独立に許可または禁止することができます。

割り込み要因が発生すると、TSR レジスタの対応するステータスフラグが “1” になります。このとき

TIER レジスタの対応する許可／禁止ビットが “1” ならば、割り込みを要求します。ただし、当該ステータ

スフラグが “1” の状態での、割り込み要求は無視されますので、再度割り込みを可能にするには、当該ス

テータスフラグを “0” にしてください。

チャネル間の優先順位は、割り込みコントローラにより変更可能です。チャネル内の優先順位は固定で

す。詳細は「11.　割り込みコントローラ（ICU）」を参照してください。表 16.73 に MTU の割り込み要因

の一覧を示します。
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注 . リセット直後の初期状態について示しています。チャネル間の優先順位は割り込みコントローラにより変更可能です。

表16.73 MTU割り込み要因

チャネル 名称 割り込み要因 DTCの起動 優先順位

MTU0 TGIA0 MTU0.TGRAのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 可能 高

TGIB0 MTU0.TGRBのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 可能

TGIC0 MTU0.TGRCのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 可能

TGID0 MTU0.TGRDのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 可能

TCIV0 MTU0.TCNTのオーバフロー 不可能

TGIE0 MTU0.TGREのコンペアマッチ 不可能

TGIF0 MTU0.TGRFのコンペアマッチ 不可能

MTU1 TGIA1 MTU1.TGRAのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 可能

TGIB1 MTU1.TGRBのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 可能

TCIV1 MTU1.TCNTのオーバフロー 不可能

TCIU1 MTU1.TCNTのアンダフロー 不可能

MTU2 TGIA2 MTU2.TGRAのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 可能

TGIB2 MTU2.TGRBのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 可能

TCIV2 MTU2.TCNTのオーバフロー 不可能

TCIU2 MTU2.TCNTのアンダフロー 不可能

MTU3 TGIA3 MTU3.TGRAのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 可能

TGIB3 MTU3.TGRBのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 可能

TGIC3 MTU3.TGRCのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 可能

TGID3 MTU3.TGRDのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 可能

TCIV3 MTU3.TCNTのオーバフロー 不可能

MTU4 TGIA4 MTU4.TGRAのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 可能

TGIB4 MTU4.TGRBのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 可能

TGIC4 MTU4.TGRCのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 可能

TGID4 MTU4.TGRDのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 可能

TCIV4 MTU4.TCNTのオーバフロー／アンダフロー（相補PWMモード時のみ） 可能

MTU5 TGIU5 MTU5.TGRUのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 可能

TGIV5 MTU5.TGRVのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 可能

TGIW5 MTU5.TGRWのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 可能

MTU6 TGIA6 MTU6.TGRAのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 可能

TGIB6 MTU6.TGRBのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 可能

TGIC6 MTU6.TGRCのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 可能

TGID6 MTU6.TGRDのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 可能

TCIV6 MTU6.TCNTのオーバフロー 不可能

MTU7 TGIA7 MTU7.TGRAのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 可能

TGIB7 MTU7.TGRBのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 可能

TGIC7 MTU7.TGRCのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 可能

TGID7 MTU7.TGRDのインプットキャプチャ／コンペアマッチ 可能

TCIV7 MTU7.TCNTのオーバフロー／アンダフロー（相補PWMモード時のみ） 可能 低



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 644 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 16.  マルチファンクションタイマパルスユニット3（MTU3）

(1) インプットキャプチャ／コンペアマッチ割り込み

各チャネルの TGR のインプットキャプチャ／コンペアマッチの発生により、TSR.TGF フラグが “1” のと

き、TIER.TGIE ビットが “1” であれば、割り込みを要求します。TGF フラグを “0” にすることで割り込み要

求は解除されます。MTU には、MTU0 に 6 本、MTU3、4、6、7 に各 4 本、MTU1、2 に各 2 本、MTU5 に

各 3 本、計 29 本のインプットキャプチャ／コンペアマッチ割り込みがあります。MTU0 の MTU0.TGFE、

MTU0.TGFF フラグは、インプットキャプチャでは “1” になりません。

(2) オーバフロー割り込み

各チャネルの TCNT のオーバフローの発生により、TSR.TCFV フラグが “1” のとき、TIER.TCIEV ビット

が “1” であれば、割り込みを要求します。TCFV フラグを “0” することで割り込み要求は解除されます。

MTU には、各チャネルに 1 本、計 7 本のオーバフロー割り込みがあります。

なお、相補 PWM モードで動作時は、MTU4.TCNT、MTU7.TCNT のアンダフロー発生時も TCFV フラグ

が “1” になります。

(3) アンダフロー割り込み

各チャネルの TCNT のアンダフローの発生により、TSR.TCFU フラグが “1” のとき、TIER.TCIEU ビット

が “1” であれば、割り込みを要求します。TCFU フラグを “0” にすることで割り込み要求は解除されます。

MTU には、MTU1、2 に各 1 本、計 2 本のアンダフロー割り込みがあります。

16.4.2 DTC の起動

各チャネルの TGR のインプットキャプチャ／コンペアマッチ割り込み、MTU4、7 のオーバフロー割り込

みによって、DTC を起動することができます。詳細は「14.　データトランスファコントローラ（DTC）」

を参照してください。

MTU では、MTU0、3、6 が各 4 本、MTU1、2 が各 2 本、MTU4、7 が 5 本、MTU5 が 3 本、計 29 本のイ

ンプットキャプチャ／コンペアマッチ割り込み、オーバフロー割り込みを DTC の起動要因とすることがで

きます。

ただし、割り込み処理同様に、当該ステータスフラグが “1” の状態での、DTC 要求は無視されますので、

再度 DTC 起動を可能にするには、当該ステータスフラグを “0” にしてください。
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16.4.3 A/D コンバータの起動

MTU では、次の 3 種類の方法で A/D コンバータを起動することができます。

各割り込み要因と A/D 変換開始要求の対応を、表 16.74 に示します。

(1) TGRA のインプットキャプチャ／コンペアマッチと、相補 PWM モード時の MTU4.TCNT

（MTU7.TCNT）の谷での A/D 起動

各チャネルの TGRA のインプットキャプチャ／コンペアマッチによって、A/D コンバータを起動すること

ができます。また、MTU4.TIER（MTU7.TIER）の TTGE2 ビットを “1” にした状態で、相補 PWM 動作をさ

せた場合は、MTU4.TCNT（MTU7.TCNT）が谷（MTU4.TCNT（MTU7.TCNT）＝ 0000h）になったときも

A/D コンバータを起動することができます。

次に示す条件で、A/D コンバータに対して A/D 変換開始要求 TRGAnN（n：MTU0 ～ 4、6、7）を発生し

ます。

 各チャネルのTGRAのインプットキャプチャ／コンペアマッチの発生により、TSR.TGFAフラグが “1”に

なったとき、TIER.TTGE ビットが “1” になっていた場合

 MTU4.TIER（MTU7.TIER）の TTGE2 ビットが “1” の状態で、相補 PWM 動作をさせ、MTU4.TCNT

（MTU7.TCNT）が谷（MTU4.TCNT（MTU7.TCNT）＝ 0000h）になった場合

これらのとき A/D コンバータ側で MTU の変換開始トリガ TRGAnN が選択されていれば、A/D 変換が開

始されます。

(2) MTU0.TCNT と MTU0.TGRE のコンペアマッチによる A/D 起動

MTU0 の MTU0.TCNT と MTU0.TGRE のコンペアマッチによって、A/D 変換開始要求 TRG0N を発生し、

A/D コンバータを起動することができます。

MTU0 の MTU0.TCNT と MTU0.TGRE のコンペアマッチの発生により、MTU0.TSR2 の TGFE フラグが

“1” になったとき、MTU0.TIER2 の TTGE2 ビットが “1” になっていれば、A/D コンバータに対して A/D 変

換開始要求 TRG0N を発生します。このとき、A/D コンバータ側で MTU の変換開始トリガ TRG0N が選択さ

れていれば、A/D 変換が開始されます。

(3) A/D 変換開始要求ディレイド機能による A/D 起動

A/D 変換開始要求コントロールレジスタ（MTU4.TADCR（MTU7.TADCR））の UT4AE、DT4AE、

UT4BE、DT4BE（UT7AE、DT7AE、UT7BE、DT7BE）ビットを “1” にした場合、MTU4.TADCORA、

MTU4.TADCORB と MTU4.TCNT（MTU7.TADCORA、MTU7.TADCORB と MTU7.TCNT）の一致によって、

TRG4AN、TRG4BN（TRG7AN、TRG7BN）を発生し、A/D コンバータを起動することができます。また、

TRG4AN（TRG7AN）の発生または TRG4BN（TRG7BN）の発生にて TRG4ABN（TRG7ABN）を出力し、

A/D コンバータを起動することができます。詳細は「16.3.9　A/D 変換開始要求ディレイド機能」を参照し

てください。

TRG4AN（TRG7AN）が発生し A/D コンバータ側で MTU の変換開始トリガ TRG4AN（TRG7AN）が選択

されているとき、TRG4BN（TRG7BN）が発生し A/D コンバータ側で MTU の変換開始トリガ TRG4BN

（TRG7BN）が選択されているとき、TRG4ABN（TRG7ABN）が発生し A/D コンバータ側で MTU の変換開

始トリガ TRG4ABN（TRG7ABN）が選択されているとき、おのおの A/D 変換が開始されます。
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注1. 相補PWMモード時はPWM波形を生成するため、MTU4.TGRA（MTU7.TGRA）はMTU4.TCNT（MTU7.TCNT）だけではな

く、MTU3.TCNT（MTU6.TCNT）やTCNTSA（TCNTSB）ともコンペアマッチの検出を行っています。そのため、

MTU3.TCNT（MTU6.TCNT）やTCNTSA（TCNTSB）とコンペアマッチが起こった際もTRGA4N（TRGA7N）を発生しま

す。

MTU3、4（MTU6、7）を相補PWMモードで動作させて、A/D変換開始要求を発生させる場合はMTU4.TCNT
（MTU7.TCNT）とMTU4.TADCORA/B（MTU7.TADCORA/B）とのコンペアマッチによるA/D変換開始要求を使用してくだ

さい。

表16.74 各割り込み要因とA/D変換開始要求の対応

対象 割り込み要因 A/D変換開始要求

MTU0.TGRAとMTU0.TCNT インプットキャプチャ／コンペアマッチ TRGA0N

MTU1.TGRAとMTU1.TCNT TRGA1N

MTU2.TGRAとMTU2.TCNT TRGA2N

MTU3.TGRAとMTU3.TCNT TRGA3N

MTU4.TGRAとMTU4.TCNT（注1） TRGA4N

MTU4.TCNT 相補PWMモード時のMTU4.TCNTの谷

MTU6.TGRAとMTU6.TCNT インプットキャプチャ／コンペアマッチ TRGA6N

MTU7.TGRAとMTU7.TCNT（注1） TRGA7N

MTU7.TCNT 相補PWMモード時のMTU7.TCNTの谷

MTU0.TGREとMTU0.TCNT コンペアマッチ TRG0N

MTU4.TADCORAとMTU4.TCNT コンペアマッチ TRG4AN

MTU4.TADCORBとMTU4.TCNT TRG4BN

MTU7.TADCORAとMTU7.TCNT TRG7AN

MTU7.TADCORBとMTU7.TCNT TRG7BN

MTU4.TADCORAとMTU4.TCNT、
MTU4.TADCORBとMTU4.TCNT

コンペアマッチ（割り込み間引き機能2） TRG4ABN

MTU7.TADCORAとMTU7.TCNT、
MTU7.TADCORBとMTU7.TCNT

TRG7ABN
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16.5 動作タイミング

16.5.1 入出力タイミング

(1) TCNT のカウントタイミング

内部クロック動作の場合の TCNT のカウントタイミングを図 16.101、図 16.102 に示します。また、外部

クロック動作（ノーマルモード）の場合の TCNT のカウントタイミングを図 16.103 に、外部クロック動作

（位相計数モード）の場合の TCNT のカウントタイミングを図 16.104 に示します。

図 16.101 内部クロック動作時のカウントタイミング（MTU0 ～ 4、6、7）

図 16.102 内部クロック動作時のカウントタイミング（MTU5）

図 16.103 外部クロック動作時のカウントタイミング（MTU0 ～ 4）

図 16.104 外部クロック動作時のカウントタイミング（位相計数モード）
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(2) アウトプットコンペア出力タイミング

コンペアマッチ信号は、TCNT と TGR が一致した 後のステート（TCNT が一致したカウント値を更新

するタイミング）で発生します。コンペアマッチ信号が発生したとき、TIOR レジスタで設定した出力値が

アウトプットコンペア出力端子（MTIOC 端子）に出力されます。TCNT と TGR が一致した後、TCNT 入力

クロックが発生するまで、コンペアマッチ信号は発生しません。

アウトプットコンペア出力タイミング（ノーマルモード、PWM モード）を図 16.105 に、アウトプットコ

ンペア出力タイミング（相補 PWM モード、リセット同期 PWM モード）を図 16.106 に示します。

図 16.105 アウトプットコンペア出力タイミング（ノーマルモード、PWM モード）

図 16.106 アウトプットコンペア出力タイミング（相補 PWM モード、リセット同期 PWM モード）
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(3) インプットキャプチャ信号タイミング

インプットキャプチャのタイミングを図 16.107 に示します。

図 16.107 インプットキャプチャ入力信号タイミング
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NTGR
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(4) コンペアマッチ／インプットキャプチャによるカウンタクリアタイミング

コンペアマッチの発生によるカウンタクリアを指定した場合のタイミングを図 16.108、図 16.109 に示し

ます。

インプットキャプチャの発生によるカウンタクリアを指定した場合のタイミングを図 16.110 に示します。

図 16.108 カウンタクリアタイミング（コンペアマッチ）（MTU0 ～ 4、6、7）

図 16.109 カウンタクリアタイミング（コンペアマッチ）（MTU5）

図 16.110 カウンタクリアタイミング（インプットキャプチャ）（MTU0 ～ 7）
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(5) バッファ動作タイミング

バッファ動作の場合のタイミングを図 16.111 ～図 16.113 に示します。

図 16.111 バッファ動作タイミング（コンペアマッチ）

図 16.112 バッファ動作タイミング（インプットキャプチャ）

図 16.113 バッファ動作タイミング（TCNT クリア時）
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(6) バッファ転送タイミング（相補 PWM モード時）

相補 PWM モード時のバッファ転送のタイミングを図 16.114 ～図 16.116 に示します。

図 16.114 バッファレジスタからテンポラリレジスタへの転送タイミング（TCNTSA 停止中）

図 16.115 バッファレジスタからテンポラリレジスタへの転送タイミング（TCNTSA 動作中）

図 16.116 テンポラリレジスタからコンペアレジスタへの転送タイミング
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16.5.2 割り込み信号タイミング

(1) コンペアマッチ時の TGF フラグのセットタイミング

コンペアマッチの発生による TSR レジスタの TGF フラグのセットタイミングと、TGI 割り込み要求信号

のタイミングをを図 16.117、図 16.118 に示します。

図 16.117 TGI 割り込みタイミング（コンペアマッチ）（MTU0 ～ 4、6、7）

TGR

TCNT

TCNT 入力
クロック

N

N N ＋1

コンペア
マッチ信号

TGF フラグ

PCLKが“H”のときにコンペアマッチが発生した場合

TGI 割り込み

PCLKが“L”のときにコンペアマッチが発生した場合

TGI 割り込み

ICLK

PCLK

PCLK



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 654 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 16.  マルチファンクションタイマパルスユニット3（MTU3）

図 16.118 TGI 割り込みタイミング（コンペアマッチ）（MTU5）
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注1. TGFフラグは、TCNTが停止中でもセットされます。
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(2) インプットキャプチャ時の TGF フラグのセットタイミング

インプットキャプチャの発生による TSR レジスタの TGF フラグのセットタイミングと、TGI 割り込み要

求信号のタイミングを図 16.119、図 16.120 に示します。

図 16.119 TGI 割り込みタイミング（インプットキャプチャ）（MTU0 ～ 4、6、7）
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図 16.120 TGI 割り込みタイミング（インプットキャプチャ）（MTU5）
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注1. TGFフラグは、TCNTが停止中でもセットされます。
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(3) TCFV ／ TCFU フラグのセットタイミング

オーバフローの発生による TSR レジスタの TCFV フラグのセットタイミングと、TCIV 割り込み要求信号

のタイミングを図 16.121 に示します。

アンダフローの発生による TSR レジスタの TCFU フラグのセットタイミングと、TCIU 割り込み要求信号

のタイミングを図 16.122 に示します。

図 16.121 TCIV 割り込みのセットタイミング

PCLKが“H”のときにインプットキャプチャが発生した場合

TCIV 割り込み
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図 16.122 TCIU 割り込みのセットタイミング

(4) ステータスフラグのクリアタイミング

ステータスフラグは CPU が “1” の状態を読んだ後、“0” を書くと “0” になります。CPU によるステータス

フラグのクリアタイミングを図 16.123 に示します。

図 16.123 CPU によるステータスフラグのクリアタイミング（MTU0 ～ 7）
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16.6 使用上の注意事項

16.6.1 モジュールストップ機能の設定

MTU は、モジュールストップコントロールレジスタにより、MTU の動作禁止／許可を設定することが可

能です。初期値では、MTU の動作は停止します。モジュールクロックストップモードを解除することによ

り、レジスタのアクセスが可能になります。詳細は、「9.　消費電力低減機能」を参照してください。

16.6.2 入力クロックの制限事項

入力クロックのパルス幅は、単エッジの場合は 3 ステートクロック以上、両エッジの場合は 5 ステート以

上が必要です。これ以下のパルス幅では正しく動作しませんのでご注意ください。

位相計数モードの場合は、2 本の入力クロックの位相差およびオーバラップはそれぞれ 3 ステート以上、

パルス幅は 5 ステート以上必要です。位相計数モードの入力クロックの条件を図 16.124 に示します。

図 16.124 位相計数モード時の位相差、オーバラップ、およびパルス幅

16.6.3 周期設定上の注意事項

コンペアマッチによるカウンタクリアを設定した場合、TCNT は TGR の値と一致した 後のステート

（TCNT が一致したカウント値を更新するタイミング）でクリアされます。このため、実際のカウンタの周

波数は次の式のようになります。

 MTU0 ～ 4、6、7 の場合

 MTU5 の場合

f：カウンタ周波数

ICLK：MTU クロック動作周波数
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オーバ
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16.6.4 TCNT への書き込みとクリアの競合

TCNT のライトサイクル中の T2 ステートで、カウンタクリア信号が発生すると、TCNT への書き込みは

行われずに、TCNT のクリアが優先されます。

このタイミングを図 16.125 に示します。

図 16.125 TCNT への書き込みとクリアの競合

16.6.5 TCNT への書き込みとカウントアップの競合

TCNT のライトサイクル中の T2 ステートでカウントアップが発生しても、カウントアップされず、TCNT

への書き込みが優先されます。

このタイミングを図 16.126 に示します。

図 16.126 TCNT への書き込みとカウントアップの競合
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16.6.6 TGR への書き込みとコンペアマッチの競合

TGR のライトサイクル中の T2 ステートでコンペアマッチが発生した場合、TGR への書き込みが実行さ

れ、コンペアマッチ信号も発生します。

このタイミングを図 16.127 に示します。

図 16.127 TGR のライトとコンペアマッチの競合

16.6.7 バッファレジスタへの書き込みとコンペアマッチの競合

TGR のライトサイクル中の T2 ステートでコンペアマッチが発生すると、バッファ動作によって TGR に

転送されるデータは書き込み前のデータです。

このタイミングを図 16.128 に示します。

図 16.128 バッファレジスタへの書き込みとコンペアマッチの競合
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16.6.8 バッファレジスタへの書き込みと TCNT クリアの競合

バッファ転送モードレジスタ（TBTM）でバッファ転送タイミングを TCNT クリア時に設定した場合、

TGR のライトサイクル中の T2 ステートで TCNT クリアが発生すると、バッファ動作によって TGR に転送

されるデータは書き込み前のデータです。

このタイミングを図 16.129 に示します。

図 16.129 バッファレジスタへの書き込みと TCNT クリアの競合
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16.6.9 TGR レジスタの読み出しとインプットキャプチャの競合

TGR レジスタのリードサイクル中の T1 ステートでインプットキャプチャ信号が発生すると、読み出され

るデータは、インプットキャプチャ転送前のデータとなります。

このタイミングを図 16.130 に示します。

図 16.130 TGR レジスタの読み出しとインプットキャプチャの競合（MTU0 ～ 7）
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16.6.10 TGR レジスタへの書き込みとインプットキャプチャの競合

TGR レジスタのライトサイクル中の T2 ステートでインプットキャプチャ信号が発生すると、MTU0 ～ 4、

6、7 では TGR レジスタへの書き込みは行われず、インプットキャプチャが優先され、MTU5 では TGR レ

ジスタへの書き込みが実行され、インプットキャプチャ信号も発生します。

このタイミングを図 16.131、図 16.132 に示します。

図 16.131 TGR レジスタへの書き込みとインプットキャプチャの競合（MTU0 ～ 4、6、7）

図 16.132 TGR レジスタの書き込みとインプットキャプチャの競合（MTU5）
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16.6.11 バッファレジスタへの書き込みとインプットキャプチャの競合

バッファレジスタのライトサイクル中にの T2 ステートでインプットキャプチャ信号が発生すると、バッ

ファレジスタへの書き込みは行われず、バッファ動作が優先されます。

このタイミングを図 16.133 に示します。

図 16.133 バッファレジスタへの書き込みとインプットキャプチャの競合

インプット
キャプチャ信号

ライト信号

アドレス

TCNT

バッファレジスタライトサイクル

T1 T2

NTGR

N

M

Mバッファ
レジスタ

ICLK



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 666 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 16.  マルチファンクションタイマパルスユニット3（MTU3）

16.6.12 カスケード接続における MTU2.TCNT への書き込みとオーバフロー／

アンダフローの競合

タイマカウンタ（MTU1.TCNT と MTU2.TCNT）をカスケード接続し、MTU1.TCNT がカウントする瞬間

（MTU2.TCNT がオーバフロー／アンダフローする瞬間）と MTU2.TCNT の書き込みサイクル中の T2 ステー

トが競合すると、MTU2.TCNT への書き込みが行われ、MTU1.TCNT のカウント信号が禁止されます。この

とき、MTU1.TGRA がコンペアマッチレジスタとして動作し MTU1.TCNT の値と一致していた場合、コンペ

アマッチ信号が発生します。

また、MTU0 のインプットキャプチャ要因に MTU1.TCNT カウントクロックを選択した場合には、

MTU0.TGRA ～ TGRD はインプットキャプチャ動作します。さらに MTU1.TGRB のインプットキャプチャ

要因に MTU0.TGRC のコンペアマッチ／インプットキャプチャを選択した場合には、MTU1.TGRB はイン

プットキャプチャ動作します。

このタイミングを図 16.134 に示します。

また、カスケード接続動作で TCNT のクリア設定を行う場合には、MTU1 と MTU2 の同期設定を行って

ください。

図 16.134 カスケード接続における MTU2.TCNT の書き込みとオーバフロー／アンダフローの競合
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16.6.13 相補 PWM モード停止時のカウンタ値

MTU3.TCNT、MTU4.TCNT（MTU6.TCNT、MTU7.TCNT）が相補 PWM モードで動作しているときにカ

ウント動作を停止すると、MTU3.TCNT（MTU6.TCNT）はタイマデッドタイムレジスタ（TDDRA

（TDDRB））の値、MTU4.TCNT（MTU7.TCNT）は 0000h になります。

相補 PWM を再スタートすると自動的に初期状態からカウントを開始します。

この説明図を図 16.135 に示します。

また、他の動作モードでカウントを開始する場合は MTU3.TCNT、MTU4.TCNT（MTU6.TCNT、

MTU7.TCNT）にカウント初期値の設定を行ってください。

図 16.135 相補 PWM モード停止時のカウンタ値

16.6.14 相補 PWM モードでのバッファ動作の設定

相補 PWM モードでは、PWM 周期設定レジスタ（MTU3.TGRA、MTU6.TGRA）、タイマ周期データレジ

スタ（TCDRA、TCDRB）、デューティ設定レジスタ（MTU3.TGRB、MTU3.TGRA、MTU4.TGRB、

MTU6.TGRB、MTU7.TGRA、MTU7.TGRB）の書き替えは、バッファ動作で行ってください。

また、MTU4.TMDR1（MTU7.TMDR1）の BFA、BFB ビットを “0” にしてください。MTU4.TMDR1

（MTU7.TMDR1）の BFA ビットを “1” にすると、MTIOC4C（MTIOC7C）端子の波形出力ができなくなりま

す。同様に、MTU4.TMDR1（MTU7.TMDR1）の BFB ビットを “1” にすると、MTIOC4D（MTIOC7D）端子

の波形出力ができなくなります。

相補 PWM モード時の MTU3 および 4（MTU6 および 7）のバッファ動作は、MTU3.TMDR1

（MTU6.TMDR1）の BFA、BFB ビットの設定にしたがい動作します。MTU3.TMDR1（MTU6.TMDR1）の

BFA ビットを “1” にした場合、MTU3.TGRC（MTU6.TGRC）は MTU3.TGRA（MTU6.TGRA）のバッファレ

ジスタとして機能します。同時に MTU4.TGRC（MTU7.TGRC）は MTU4.TGRA（MTU7.TGRA）のバッファ

レジスタとして機能し、さらに TCBRA（TCBRB）は TCDRA（TCDRB）のバッファレジスタとして機能し

ます。
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16.6.15 リセット同期 PWM モードのバッファ動作とコンペアマッチフラグ

リセット同期 PWM モードでバッファ動作を設定する場合には、MTU4.TMDR1（MTU7.TMDR1）の BFA、

BFB ビットを “0” にしてください。MTU4.TMDR1（MTU7.TMDR1）の BFA ビットを “1” にすると、MTIOC4C

（MTIOC7C）端子の波形出力ができなくなります。

同様に、MTU4.TMDR1（MTU7.TMDR1）の BFB ビットを “1” にすると、MTIOC4D（MTIOC7D）端子の

波形出力ができなくなります。

リセット同期 PWM モード時の MTU3 および 4（MTU6 および 7）のバッファ動作は MTU3.TMDR1

（MTU6.TMDR1）の BFA、BFB ビットの設定にしたがい動作します。たとえば、MTU3.TMDR1

（MTU6.TMDR1）の BFA ビットを “1” にした場合、MTU3.TGRC（MTU6.TGRC）は MTU3.TGRA

（MTU6.TGRA）のバッファレジスタとして機能します。同時に MTU4.TGRC（MTU7.TGRC）は MTU4.TGRA

（MTU7.TGRA）のバッファレジスタとして機能します。

MTU3.TSR および MTU4.TSR（MTU6.TSR および MTU7.TSR）の TGFC ビットと TGFD ビットは

MTU3.TGRC（MTU6.TGRC）、MTU3.TGRD（MTU6.TGRD）がバッファレジスタとして動作している場合、

セットされることはありません。

MTU3.TMDR1（MTU6.TMDR1）の BFA、BFB ビットを “1” にし、MTU4.TMDR1（MTU7.TMDR1）の

BFA、BFB ビットを “0” にした場合の MTU3.TGR（MTU6.TGR）、MTU4.TGR（MTU7.TGR）、MTIOC3

（MTIOC6）、MTIOC4（MTIOC7）の動作例を図 16.136 に示します。

図 16.136 リセット同期 PWM モードのバッファ動作とコンペアマッチフラグ
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16.6.16 リセット同期 PWM モードのオーバフローフラグ

リセット同期 PWM モードを設定し、TSTRA（TSTRB）の CST3（CST6）ビットを “1” にすると、

MTU3.TCNT と MTU4.TCNT（MTU6.TCNT と MTU7.TCNT）のカウント動作が開始します。このとき、

MTU4.TCNT（MTU7.TCNT）のカウントクロックソースとカウントエッジは MTU3.TCR（MTU6.TCR）の

設定にしたがいます。

リセット同期 PWM モードで周期レジスタ MTU3.TGRA（MTU6.TGRA）の設定値を FFFFh とし、カウン

タクリア要因に MTU3.TGRA（MTU6.TGRA）のコンペアマッチを指定した場合、MTU3.TCNT、

MTU4.TCNT（MTU6.TCNT、MTU7.TCNT）がアップカウントし FFFFh になると、MTU3.TGRA

（MTU6.TGRA）とのコンペアマッチが発生し、MTU3.TCNT、MTU4.TCNT（MTU6.TCNT、MTU7.TCNT）

ともにカウントクリアされます。このとき、TSR レジスタのオーバフローフラグ TCFV フラグは “1” になり

ません。

リセット同期 PWM モードで周期レジスタ MTU3.TGRA（MTU6.TGRA）の設定値を FFFFh とし、カウン

タクリア要因に MTU3.TGRA（MTU6.TGRA）のコンペアマッチを指定し、同期設定していない場合の

TCFV フラグの動作例を図 16.137 に示します。

図 16.137 リセット同期 PWM モードのオーバフローフラグ
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16.6.17 オーバフロー／アンダフローとカウンタクリアの競合

オーバフロー／アンダフローとカウンタクリアが同時に発生すると、TSR レジスタの TCFV/TCFU フラグ

は “1” にならず、TCNT のクリアが優先されます。

TGR レジスタのコンペアマッチをクリア要因とし、TGR レジスタを FFFFh にした場合の動作タイミング

を図 16.138 に示します。

図 16.138 オーバフローとカウンタクリアの競合

16.6.18 TCNT への書き込みとオーバフロー／アンダフローの競合

TCNT のライトサイクル中の T2 ステートで、カウントアップ／カウントダウンが発生し、オーバフロー

／アンダフローが発生しても、TCNT への書き込みが優先されます。TSR レジスタの TCFV/TCFU フラグは

“1” になりません。

TCNT への書き込みとオーバフロー競合時の動作タイミングを図 16.139 に示します。

図 16.139 TCNT への書き込みとオーバフローの競合
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16.6.19 通常動作または PWM モード 1 からリセット同期 PWM モードへ移行する場合

の注意事項

MTU3、4（MTU6、7）の通常動作または PWM モード 1 からリセット同期 PWM モードへ移行する場合、

出力端子（MTIOC3B、MTIOC3D、MTIOC4A、MTIOC4C、MTIOC4B、MTIOC4D、MTIOC6B、MTIOC6D、

MTIOC7A、MTIOC7C、MTIOC7B、MTIOC7D）を High の状態にしたままカウンタを止め、リセット同期

PWM モードに移行して動作させると、端子の初期出力が正しく出力されませんので注意してください。

通常動作からリセット同期 PWM モードに移行する場合には、MTU3.TIORH、MTU3.TIORL、

MTU4.TIORH、MTU4.TIORL（MTU6.TIORH、MTU6.TIORL、MTU7.TIORH、MTU7.TIORL）レジスタに

“11h” を書いて出力端子を Low に初期化した後、レジスタの初期値 “00h” を書いてからモードへの移行を

行ってください。

PWM モード 1 からリセット同期 PWM モードに移行する場合には、いったん通常動作に移行してから出

力端子を Low へ初期化した後、レジスタの初期値 “00h” を書いてからリセット同期 PWM モードに移行して

ください。

16.6.20 相補 PWM モード、リセット同期 PWM モードの出力レベル

MTU3、4（MTU6、7）が相補 PWM モードまたはリセット同期 PWM モードの場合、PWM 波形の出力レ

ベルはタイマアウトプットコントロールレジスタ（TOCR1A、TOCR1B）の OLSP、OLSN ビットで設定し

ます。相補 PWM モードまたはリセット同期 PWM モードの場合、TIOR レジスタは ”00h” としてください。

相補 PWM モードで TDER.TDER ビットを “0”（デッドタイムを生成しない）に設定した場合の逆相の出

力レベルは、TOCR1.OLSN ビットの設定によらず、TOCR1.OLSP ビットの設定による正相出力の反転レベ

ルとなります。

16.6.21 カスケード接続における MTU1.TCNT、MTU2.TCNT 同時インプットキャプチャ

タイマカウンタ 1、2（MTU1.TCNT と MTU2.TCNT）をカスケード接続して、32 ビットカウンタとして動

作させている場合、MTIOC1A と MTIOC2A、または MTIOC1B と MTIOC2B に同時にインプットキャプチャ

入力を行っても、MTU1.TCNT、MTU2.TCNT に入力される外部からのインプットキャプチャ信号を、内部

クロックに同期させて内部に取り込む際に、MTIOC1A、MTIOC2A、または MTIOC1B と MTIOC2B の取り

込みタイミングにずれが生じ、カスケードカウンタ値を正常にキャプチャできない可能性があります。

例として、MTU1.TCNT（上位 16 ビットのカウンタ）が MTU2.TCNT（下位 16 ビットのカウンタ）の

オーバフローによるカウントアップ値をキャプチャすべきところを、カウントアップ前のカウント値をキャ

プチャします。その場合、正しくは MTU1.TCNT=FFF1h、MTU2.TCNT=0000h の値を MTU1.TGRA と

MTU2.TGRA、もしくは MTU1.TGRB と MTU2.TGRB に転送すべきところを誤って MTU1.TCNT=FFF0h、

MTU2.TCNT=0000h の値を転送します。

MTU では 1 本のインプットキャプチャ入力で MTU1.TCNT と MTU2.TCNT を同時にキャプチャできる機

能を追加しており、本機能を使用すれば、MTU1.TCNT と MTU2.TCNT のキャプチャタイミングのずれな

く、32 ビットカウンタの取り込みを行うことができます。詳細は「16.2.9　タイマインプットキャプチャコ

ントロールレジスタ（TICCR）」を参照してください。
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16.6.22 割り込み間引き機能 2

割り込み間引き機能 2 を使用し、かつ MTU4.TADCORA 値と MTU4.TADCORB 値の間隔が短い場合、間

引き回数を正しくカウントできず、期待したタイミングでの A/D 変換要求が発生しない場合があります。

以下の設定条件で使用してください。

MTU6、7 の場合は、MTU7.TADCORA、MTU7.TADCORB も同様の設定が必要となります。

（1）間引き機能 2、間引き回数が “0” の場合

 MTU4.TADCORA レジスタ値と MTU4.TADCORB レジスタ値との間隔が「4」以上

 MTU4.TADCORA のコンペア間隔が 4ICLK 以上（MTU4.TADCORA レジスタの更新値を

「前値＋ 4 以上」、「前値－ 4 以下」に設定）

 MTU4.TADCORB のコンペア間隔が 4ICLK 以上（MTU4.TADCORB レジスタの更新値を

「前値＋ 4 以上」、「前値－ 4 以下」に設定）

（2） 間引き機能 2、間引き回数が “1” 以上の場合

 MTU4.TADCORA レジスタ値と MTU4.TADCORB レジスタ値との間隔が「2」以上

 MTU4.TADCORB のコンペア間隔が 2ICLK 以上（MTU4.TADCORB レジスタの更新値を

「前値＋ 2 以上」、「前値－ 2 以下」に設定）

16.6.23 相補 PWM モードの出力保護機能未使用時の注意事項

相補 PWM モードの出力保護機能は、初期状態では有効になっています。本機能を使用しない場合、

POE.POECR2 レジスタに 00h を書いてください。
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16.6.24 相補 PWM モード同期クリアするときの異常動作防止について

相補 PWM モードで、同期カウンタクリア時出力波形制御が有効（TWCR.WRE ビット＝ 1）である状態

で、条件 1、条件 2 のいずれかを満たすと、以下の現象が発生します。

  PWM 出力端子のデッドタイムが短くなる（もしくは消失する）

 PWM 逆相出力端子から、アクティブレベル出力期間以外でアクティブレベルが出力される

 

条件 1：  初期出力の抑止期間⑩にて、PWM 出力がデッドタイム期間中に同期クリアした場合

（図 16.140 参照）。 

条件 2： 初期出力の抑止期間⑩、⑪にて、MTU3.TGRB (MTU6.TGRB) ≦ TDDRA (TDDRB)、MTU4.TGRA 

(MTU7.TGRA) ≦ TDDRA (TDDRB)、MTU4.TGRB (MTU7.TGRB) ≦ TDDRA (TDDRB) のいずれか

が成立する状態で、同期クリアした場合（図 16.141 参照）。

本現象は以下の方法により、回避することができます。

 コンペアレジスタ MTU3.TGRB (MTU6.TGRB)、MTU4.TGRA (MTU7.TGRA)、MTU4.TGRB 

(MTU7.TGRB) ≦ TDDRA (TDDRB) のすべてが、TDDRA (TDDRB) の 2 倍以上になるように設定した状

態で、同期クリアする

図 16.140 同期クリア例（条件 1 の場合）
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図 16.141 同期クリア例（条件 2 の場合）
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16.6.25 コンペアマッチによる割り込み信号の連続出力

TGR レジスタに “0000h”、カウンタクロックを ICLK/1 クロック、コンペアマッチでカウンタクリアに設

定した場合、TCNT カウンタは “0000h” のままとなり、割り込み信号は 1 サイクルの信号ではなく、レベル

状の連続出力信号となります。これにより、2 回目以降のコンペアマッチによる割り込み信号を認識できな

くなります。

図 16.142 にコンペアマッチによる割り込み信号の連続出力タイミングを示します。

図 16.142 コンペアマッチによる割り込み信号の連続出力

PCLK

TSTR.CSTビット

TCNT

TGR

カウンタクリア信号

コンペアマッチ信号

パルス割り込み信号

0000h

0000h
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16.7 MTU 出力端子の初期化方法

16.7.1 動作モード

MTU には以下の 6 つの動作モードがあり、いずれのモードでも波形出力することができます。

 ノーマルモード（MTU0 ～ 4、6、7）

 PWM モード 1（MTU0 ～ 4、6、7）

 PWM モード 2（MTU0 ～ 2）

 位相計数モード 1 ～ 4（MTU1、2）

 相補 PWM モード（MTU3、4、6、7）

 リセット同期 PWM モード（MTU3、4、6、7）

ここでは、各モードでの MTU 出力端子の初期化方法について示します。

16.7.2 動作中の異常などによる再設定時の動作

MTU の動作中に異常が発生した場合、システムで MTU の出力を遮断してください。遮断は、あらかじめ

I/O ポートのデータディレクションレジスタ（DDR）、データレジスタ（DR）で汎用出力ポートにノンアク

ティブレベルを出力する設定をしておき、MTU 端子を出力禁止として汎用出力ポートとすることで、端子

にノンアクティブレベルを出力してください。MTU 端子を出力禁止とするには TIOR レジスタで設定して

ください。相補 PWM 出力（MTIOC3B、MTIOC3D、MTIOC4A、MTIOC4B、MTIOC4C、MTIOC4D、

MTIOC6B、MTIOC6D、MTIOC7A、MTIOC7B、MTIOC7C、MTIOC7D）は、TOERA、TOERB レジスタで

設定してください。また、PWM 出力端子に関してはポートアウトプットイネーブル 3（POE3）を使用し、

ハード的に出力を遮断することも可能です。以下、動作中の異常などによる再設定時の端子の初期化手順

と、再設定後別の動作モードで再スタートする場合の手順について示します。

MTU には前述のように 6 つの動作モードがあります。モード移行の組み合わせは 36 通りとなりますが

チャネルとモードの組み合わせ上存在しない移行が存在します。この一覧表を表 16.75 に示します。

ただし、下記の表記を使用します。

　Normal：ノーマルモード　　PWM1：PWM モード 1　　PWM2：PWM モード 2

　PCM：位相計数モード 1 ～ 4　　CPWM：相補 PWM モード　　RPWM：リセット同期 PWM モード

表16.75 モード移行の組み合わせ

Normal PWM1 PWM2 PCM CPWM RPWM

Normal （1） （2） （3） （4） （5） （6）

PWM1 （7） （8） （9） （10） （11） （12）

PWM2 （13） （14） （15） （16） none none

PCM （17） （18） （19） （20） none none

CPWM （21） （22） none none （23）（24） （25）

RPWM （26） （27） none none （28） （29）
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16.7.3 動作中の異常などによる端子の初期化手順、モード移行の概要

 タイマ I/O コントロールレジスタ（TIOR）の設定で端子の出力レベルを選択するモード（Normal、

PWM1、PWM2、PCM）に移行する場合は TIOR の設定により端子を初期化してください。

 PWM モード 1 では MTIOCnB/MTIOCnD（n=3、4、6、7）端子に波形が出力されません。該当端子を出力

している他のモジュールが無ければハイインピーダンス状態になります。出力すべきレベルがある場合

は、I/O ポートのデータディレクションレジスタ（DDR）、データレジスタ（DR）で汎用出力ポートの

設定をしてください。

 PWM モード 2 では周期レジスタの端子に波形が出力されません。該当端子を出力している他のモジュー

ルが無ければハイインピーダンス状態になります。出力すべきレベルがある場合は、I/O ポートのデー

タディレクションレジスタ（DDR）、データレジスタ（DR）で汎用出力ポートの設定をしてください。

 ノーマルモードまたは PWM モード 2 では TGRC、TGRD がバッファレジスタとして動作している場合、

端子に波形が出力されません。該当端子を出力している他のモジュールが無ければハイインピーダンス

状態になります。出力すべきレベルがある場合は、I/O ポートのデータディレクションレジスタ

（DDR）、データレジスタ（DR）で汎用出力ポートの設定をしてください。

 PWM モード 1 では TGRC、TGRD のいずれか一方がバッファレジスタとして動作している場合、端子に

波形が出力されません。該当端子を出力している他のモジュールが無ければハイインピーダンス状態に

なります。出力すべきレベルがある場合は、I/O ポートのデータディレクションレジスタ（DDR）、デー

タレジスタ（DR）で汎用出力ポートの設定をしてください。

 タイマアウトプットコントロールレジスタ（TOCR1A、TOCR2A、TOCR1B、TOCR2B）の設定で端子

の出力レベルを選択するモード（CPWM、RPWM）に移行する場合は、タイマアウトプットマスタイ

ネーブルレジスタ（TOERA、TOERB）で MTU3、4（MTU6、7）を 1 度出力禁止にしてください。こ

のとき、該当端子を出力している他のモジュールがなければハイインピーダンス状態になります。出力

すべきレベルがある場合は、I/O ポートのデータディレクションレジスタ（DDR）、データレジスタ

（DR）で汎用出力ポートの設定をしてください。ノーマルモードに移行し TIOR レジスタで初期化、

TIOR レジスタを初期値に戻した後、モード設定手順（TOCR1A 設定、TOCR2A 設定、TMDR1 設定、

TOERA 設定（TOCR1B 設定、TOCR2B 設定、TMDR1 設定、TOERB 設定））に従い動作させてくださ

い。

注 . 特に断りがない場合、本項記述中の n にはチャネル番号が入ります。
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以下、表 16.75 の組み合わせ No. に従い端子の初期化手順を示します。なお、アクティブレベルは Low

とします。

(1) ノーマルモードで動作中に異常が発生し、ノーマルモードで再スタートする場合の動作

ノーマルモードで異常が発生し、再設定後ノーマルモードで再スタートする場合の説明図を図 16.143 に

示します。

図 16.143 ノーマルモードで異常が発生し、ノーマルモードで復帰する場合

（1）リセットにより MTU 出力は Low、ポートはハイインピーダンスになります。

（2）リセットにより TMDR1 レジスタはノーマルモード設定になります。

（3）MTU3、4 では TIOR レジスタで端子を初期化する前に TOERA レジスタで出力を許可してください。

また、I/O ポートのデータディレクションレジスタ（DDR）、データレジスタ（DR）で、汎用出力ポー

トにノンアクティブレベルを出力する設定をしてください。

（4）TIOR レジスタで端子を初期化してください（例は初期出力が High、コンペアマッチで Low 出力です）。

（5）TSTRA レジスタでカウント動作を開始します。

（6）コンペアマッチの発生により Low を出力します。

（7）異常が発生しました。

（8）TIOR レジスタで MTU 端子を出力禁止として汎用出力ポートとすることで、端子にアクティブレベルの

反転を出力してください。

（9）TSTRA レジスタでカウント動作を停止します。

（10）ノーマルモードで再スタートする場合は必要ありません。

（11）TIOR レジスタで端子を初期化してください。

（12）TSTRA レジスタで再スタートします。

(1)
リセット

MTUモジュール出力

Hi-Z

Hi-Z

(2)
TMDR

(normal)

(3)
TOER

(1)

(4)
TIOR
(1 init
0 out)

(5)
TSTR

(1)

(6)
match

(7)
異常
発生

(8)
ポート
出力

(9)
TSTR

(0)

(10)
TMDR

(normal)

(11)
TIOR
(1 init
0 out)

(12)
TSTR

(1)

MTIOCnA

MTIOCnB

PORT出力

Pxx

Pxx



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 679 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 16.  マルチファンクションタイマパルスユニット3（MTU3）

(2) ノーマルモードで動作中に異常が発生し、PWM モード 1 で再スタートする場合の動作

ノーマルモードで異常が発生し、再設定後 PWM モード 1 で再スタートする場合の説明図を図 16.144 に

示します。

図 16.144 ノーマルモードで異常が発生し、PWM モード 1 で復帰する場合

（1）～（9）は図 16.143 と共通です。

（10）PWM モード 1 を設定します。

（11）TIOR レジスタで端子を初期化してください（PWM モード 1 では MTIOCnB（MTIOCnD）端子に波形が

出力されません。出力すべきレベルがある場合は、I/O ポートのデータディレクションレジスタ

（DDR）、データレジスタ（DR）で汎用出力ポートの設定をしてください）。

（12）TSTRA レジスタで再スタートします。

(3) ノーマルモードで動作中に異常が発生し、PWM モード 2 で再スタートする場合の動作

ノーマルモードで異常が発生し、再設定後 PWM モード 2 で再スタートする場合の説明図を図 16.145 に

示します。

図 16.145 ノーマルモードで異常が発生し、PWM モード 2 で復帰する場合

（1）～（9）は図 16.143 と共通です。

（10）PWM モード 2 を設定します。

（11）TIOR レジスタで端子を初期化してください（PWM モード 2 では周期レジスタの端子に波形が出力され

ません。出力すべきレベルがある場合は、I/O ポートのデータディレクションレジスタ（DDR）、デー

タレジスタ（DR）で汎用出力ポートの設定をしてください）。

（12）TSTRA レジスタで再スタートします。

注 . PWM モード 2 は MTU0 ～ 2 でのみ設定可能です。したがって TOERA レジスタの設定は不要です。
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(4) ノーマルモードで動作中に異常が発生し、位相計数モードで再スタートする場合の動作

ノーマルモードで異常が発生し、再設定後位相計数モードで再スタートする場合の説明図を図 16.146 に

示します。

図 16.146 ノーマルモードで異常が発生し、位相計数モードで復帰する場合

（1）～（9）は図 16.143 と共通です。

（10）位相計数モードを設定します。

（11）TIOR レジスタで端子を初期化してください。

（12）TSTRA レジスタで再スタートします。

注 . 位相計数モードは MTU1、2 でのみ設定可能です。したがって TOER レジスタの設定は不要です。

(5) ノーマルモードで動作中に異常が発生し、相補 PWM モードで再スタートする場合の動作

ノーマルモードで異常が発生し、再設定後相補 PWM モードで再スタートする場合の説明図を図 16.147

に示します。

図 16.147 ノーマルモードで異常が発生し、相補 PWM モードで復帰する場合

（1）～（9）は図 16.143 と共通です。

（10）TIOR レジスタでノーマルモードの波形生成部を初期化してください。

（11）TIOR レジスタでノーマルモードの波形生成部の動作を禁止してください。

（12）TOERA レジスタで MTU3、4 の出力を禁止してください。

（13）TOCR1A、TOCR2A レジスタで相補 PWM の出力レベルと周期出力の許可禁止を選択してください。

（14）相補 PWM を設定します。

（15）TOERA レジスタで MTU3、4 の出力を許可してください。

（16）TSTRA レジスタで再スタートします。
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(6) ノーマルモードで動作中に異常が発生し、リセット同期 PWM モードで再スタートする場合

の動作

ノーマルモードで異常が発生し、再設定後リセット同期 PWM モードで再スタートする場合の説明図を図

16.148 に示します。

図 16.148 ノーマルモードで異常が発生し、リセット同期 PWM モードで復帰する場合

（1）～（12）は図 16.143 と共通です。

（13）TOCR1A、TOCR2A レジスタでリセット同期 PWM の出力レベルと周期出力の許可禁止を選択してくだ

さい。

（14）リセット同期 PWM を設定します。

（15）TOERA レジスタで MTU3、4 の出力を許可してください。

（16）TSTRA レジスタで再スタートします。
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(7) PWM モード 1 で動作中に異常が発生し、ノーマルモードで再スタートする場合の動作

PWM モード 1 で異常が発生し、再設定後ノーマルモードで再スタートする場合の説明図を図 16.149 に示

します。

図 16.149 PWM モード 1 で異常が発生し、ノーマルモードで復帰する場合

（1）リセットにより MTU 出力は Low、ポートはハイインピーダンスになります。

（2）PWM モード 1 を設定してください。

（3）MTU3、4 では TIOR レジスタで端子を初期化する前に TOERA レジスタで出力を許可してください。

また、I/O ポートのデータディレクションレジスタ（DDR）、データレジスタ（DR）で、汎用出力ポー

トにノンアクティブレベルを出力する設定をしてください。

（4）TIOR レジスタで端子を初期化してください（例は初期出力が High、コンペアマッチで Low 出力です。

PWM モード 1 では MTIOCnB 側は初期化されません）。

（5）TSTRA レジスタでカウント動作を開始します。

（6）コンペアマッチの発生により Low を出力します。

（7）異常が発生しました。

（8）TIOR レジスタで MTU 端子を出力禁止として汎用出力ポートとすることで、端子にアクティブレベルの

反転を出力してください。

（9）TSTRA レジスタでカウント動作を停止します。

（10）ノーマルモードを設定してください。

（11）TIOR レジスタで端子を初期化してください。

（12）TSTRA レジスタで再スタートします。
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(8) PWM モード 1 で動作中に異常が発生し、PWM モード 1 で再スタートする場合の動作

PWM モード 1 で異常が発生し、再設定後 PWM モード 1 で再スタートする場合の説明図を図 16.150 に示

します。

図 16.150 PWM モード 1 で異常が発生し、PWM モード 1 で復帰する場合

（1）～（9）は図 16.149 と共通です。

（10）PWM モード 1 で再スタートする場合には必要ありません。

（11）TIOR レジスタで端子を初期化してください（PWM モード 1 では MTIOCnB（MTIOCnD）端子に波形が

出力されません。出力すべきレベルがある場合は、I/O ポートのデータディレクションレジスタ

（DDR）、データレジスタ（DR）で汎用出力ポートの設定をしてください）。

（12）TSTRA レジスタで再スタートします。

(9) PWM モード 1 で動作中に異常が発生し、PWM モード 2 で再スタートする場合の動作

PWM モード 1 で異常が発生し、再設定後 PWM モード 2 で再スタートする場合の説明図を図 16.151 に示

します。

図 16.151 PWM モード 1 で異常が発生し、PWM モード 2 で復帰する場合

（1）～（9）は図 16.149 と共通です。

（10）PWM モード 2 を設定します。

（11）TIOR レジスタで端子を初期化してください（PWM モード 2 では周期レジスタの端子に波形が出力さ

れません。出力すべきレベルがある場合は、I/O ポートのデータディレクションレジスタ（DDR）、

データレジスタ（DR）で汎用出力ポートの設定をしてください）。

（12）TSTRA レジスタで再スタートします。

注 . PWM モード 2 は MTU0 ～ 2 でのみ設定可能です。したがって TOERA レジスタの設定は不要です。
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(10) PWM モード 1 で動作中に異常が発生し、位相計数モードで再スタートする場合の動作

PWM モード 1 で異常が発生し、再設定後位相計数モードで再スタートする場合の説明図を図 16.152 に示

します。

図 16.152 PWM モード 1 で異常が発生し、位相計数モードで復帰する場合

（1）～（9）は図 16.149 と共通です。

（10）位相計数モードを設定します。

（11）TIOR レジスタで端子を初期化してください。

（12）TSTRA レジスタで再スタートします。

注 . 位相計数モードは MTU1、2 でのみ設定可能です。したがって TOERA レジスタの設定は不要です。
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(11) PWM モード 1 で動作中に異常が発生し、相補 PWM モードで再スタートする場合の動作

PWM モード 1 で異常が発生し、再設定後相補 PWM モードで再スタートする場合の説明図を図 16.153 に

示します。

図 16.153 PWM モード 1 で異常が発生し、相補 PWM モードで復帰する場合

（1）～（9）は図 16.149 と共通です。

（10）波形生成部の初期化のためノーマルモードを設定してください。

（11）TIOR レジスタで PWM モード 1 の波形生成部を初期化してください。

（12）TIOR レジスタで PWM モード 1 の波形生成部の動作を禁止してください

（13）TOERA レジスタで MTU3、4 の出力を禁止してください。

（14）TOCR1A、TOCR2 レジスタ A で相補 PWM の出力レベルと周期出力の許可禁止を選択してください。

（15）相補 PWM を設定します。

（16）TOERA レジスタで MTU3、4 の出力を許可してください。

（17）TSTRA レジスタで再スタートします。
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(12) PWM モード 1 で動作中に異常が発生し、リセット同期 PWM モードで再スタートする場合

の動作

PWM モード 1 で異常が発生し、再設定後リセット同期 PWM モードで再スタートする場合の説明図を図

16.154 に示します。

図 16.154 PWM モード 1 で異常が発生し、リセット同期 PWM モードで復帰する場合

（1）～（13）は図 16.153 と共通です。

（14）TOCR1A、TOCR2A レジスタでリセット同期 PWM の出力レベルと周期出力の許可禁止を選択してくだ

さい。

（15）リセット同期 PWM を設定します。

（16）TOERA レジスタで MTU3、4 の出力を許可してください。

（17）TSTRA レジスタで再スタートします。
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(13) PWM モード 2 で動作中に異常が発生し、ノーマルモードで再スタートする場合の動作

PWM モード 2 で異常が発生し、再設定後ノーマルモードで再スタートする場合の説明図を図 16.155 に示

します。

図 16.155 PWM モード 2 で異常が発生し、ノーマルモードで復帰する場合

（1）リセットにより MTU 出力は Low、ポートはハイインピーダンスになります。

（2）PWM モード 2 を設定してください。

また、I/O ポートのデータディレクションレジスタ（DDR）、データレジスタ（DR）で、汎用出力ポー

トにノンアクティブレベルを出力する設定をしてください。

（3）TIOR レジスタで端子を初期化してください（例は初期出力が High、コンペアマッチで Low 出力です。

PWM モード 2 では周期レジスタの端子は初期化されません。例は MTIOCnA が周期レジスタの場合で

す）。

（4）TSTRA レジスタでカウント動作を開始します。

（5）コンペアマッチの発生により Low を出力します。

（6）異常が発生しました。

（7）TIOR レジスタで MTU 端子を出力禁止として汎用出力ポートとすることで、端子にノンアクティブレ

ベルを出力してください。

（8）TSTRA レジスタでカウント動作を停止します。

（9）ノーマルモードを設定してください。

（10）TIOR レジスタで端子を初期化してください。

（11）TSTRA レジスタで再スタートします。
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(14) PWM モード 2 で動作中に異常が発生し、PWM モード 1 で再スタートする場合の動作

PWM モード 2 で異常が発生し、再設定後 PWM モード 1 で再スタートする場合の説明図を図 16.156 に示

します。

図 16.156 PWM モード 2 で異常が発生し、PWM モード 1 で復帰する場合

（1）～（8）は図 16.155 と共通です。

（9）PWM モード 1 を設定します。

（10）TIOR レジスタで端子を初期化してください（PWM モード 1 では MTIOCnB（MTIOCnD）端子に波形

が出力されません。出力すべきレベルがある場合は、I/O ポートのデータディレクションレジスタ

（DDR）、データレジスタ（DR）で汎用出力ポートの設定をしてください）。

（11）TSTRA レジスタで再スタートします。

(15) PWM モード 2 で動作中に異常が発生し、PWM モード 2 で再スタートする場合の動作

PWM モード 2 で異常が発生し、再設定後 PWM モード 2 で再スタートする場合の説明図を図 16.157 に示

します。

図 16.157 PWM モード 2 で異常が発生し、PWM モード 2 で復帰する場合

（1）～（8）は図 16.155 と共通です。

（9）PWM モード 2 で再スタートする場合には必要ありません。

（10）TIOR レジスタで端子を初期化してください（PWM モード 2 では周期レジスタの端子に波形が出力さ

れません。出力すべきレベルがある場合は、I/O ポートのデータディレクションレジスタ（DDR）、

データレジスタ（DR）で汎用出力ポートの設定をしてください）。

（11）TSTRA レジスタで再スタートします。
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(16) PWM モード 2 で動作中に異常が発生し、位相計数モードで再スタートする場合の動作

PWM モード 2 で異常が発生し、再設定後位相計数モードで再スタートする場合の説明図を図 16.158 に示

します。

図 16.158 PWM モード 2 で異常が発生し、位相計数モードで復帰する場合

（1）～（8）は図 16.155 と共通です。

（9）位相計数モードを設定します。

（10）TIOR レジスタで端子を初期化してください。

（11）TSTRA レジスタで再スタートします。
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(17) 位相計数モードで動作中に異常が発生し、ノーマルモードで再スタートする場合の動作

位相計数モードで異常が発生し、再設定後ノーマルモードで再スタートする場合の説明図を図 16.159 に

示します。

図 16.159 位相計数モードで異常が発生し、ノーマルモードで復帰する場合

（1）リセットにより MTU 出力は Low、ポートはハイインピーダンスになります。

（2）位相計数モードを設定してください。

また、I/O ポートのデータディレクションレジスタ（DDR）、データレジスタ（DR）で、汎用出力ポー

トにノンアクティブレベルを出力する設定をしてください。

（3）TIOR レジスタで端子を初期化してください（例は初期出力が High、コンペアマッチで Low 出力です）。

（4）TSTRA レジスタでカウント動作を開始します。

（5）コンペアマッチの発生により Low を出力します。

（6）異常が発生しました。

（7）TIOR レジスタで MTU 端子を出力禁止として汎用出力ポートとすることで、端子にノンアクティブレ

ベルを出力してください。

（8）TSTRA レジスタでカウント動作を停止します。

（9）ノーマルモードで設定してください。

（10）TIOR レジスタで端子を初期化してください。

（11）TSTRA レジスタで再スタートします。
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(18) 位相計数モードで動作中に異常が発生し、PWM モード 1 で再スタートする場合の動作

位相計数モードで異常が発生し、再設定後 PWM モード 1 で再スタートする場合の説明図を図 16.160 に

示します。

図 16.160 位相計数モードで異常が発生し、PWM モード 1 で復帰する場合

（1）～（8）は図 16.159 と共通です。

（9）PWM モード 1 を設定します。

（10）TIOR レジスタで端子を初期化してください（PWM モード 1 では MTIOCnB（MTIOCnD）端子に波形

が出力されません。出力すべきレベルがある場合は、I/O ポートのデータディレクションレジスタ

（DDR）、データレジスタ（DR）で汎用出力ポートの設定をしてください）。

（11）TSTRA レジスタで再スタートします。

(19) 位相計数モードで動作中に異常が発生し、PWM モード 2 で再スタートする場合の動作

位相計数モードで異常が発生し、再設定後 PWM2 モードで再スタートする場合の説明図を図 16.161 に示

します。

図 16.161 位相計数モードで異常が発生し、PWM モード 2 で復帰する場合

（1）～（8）は図 16.159 と共通です。

（9）PWM モード 2 を設定します。

（10）TIOR レジスタで端子を初期化してください（PWM モード 2 では周期レジスタの端子に波形が出力さ

れません。出力すべきレベルがある場合は、I/O ポートのデータディレクションレジスタ（DDR）、

データレジスタ（DR）で汎用出力ポートの設定をしてください）。

（11）TSTRA レジスタで再スタートします。
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(20) 位相計数モードで動作中に異常が発生し、位相計数モードで再スタートする場合の動作

位相計数モードで異常が発生し、再設定後位相計数モードで再スタートする場合の説明図を図 16.162 に

示します。

図 16.162 位相計数モードで異常が発生し、位相計数モードで復帰する場合

（1）～（8）は図 16.159 と共通です。

（9）位相計数モードで再スタートする場合には必要ありません。

（10）TIOR レジスタで端子を初期化してください。

（11）TSTRA レジスタで再スタートします。
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(21) 相補 PWM モードで動作中に異常が発生し、ノーマルモードで再スタートする場合の動作

相補 PWM モードで異常が発生し、再設定後ノーマルモードで再スタートする場合の説明図を図 16.163

に示します。

図 16.163 相補 PWM モードで異常が発生し、ノーマルモードで復帰する場合

（1）リセットにより MTU 出力は Low、ポートはハイインピーダンスになります。

（2）TOCR1A、TOCR2A レジスタで相補 PWM の出力レベルと周期出力の許可禁止を選択してください。

（3）相補 PWM を設定します。

また、I/O ポートのデータディレクションレジスタ（DDR）、データレジスタ（DR）で、汎用出力ポー

トにノンアクティブレベルを出力する設定をしてください。

（4）TOERA レジスタで MTU3、4 の出力を許可してください。

（5）TSTRA レジスタでカウント動作を開始します。

（6）コンペアマッチの発生により相補 PWM 波形を出力します。

（7）異常が発生しました。

（8）TIOR レジスタで MTU 端子を出力禁止として汎用出力ポートとすることで、端子にノンアクティブレ

ベルを出力してください。

（9）TSTRA レジスタでカウント動作を停止します（MTU 出力は相補 PWM 出力初期値となります）。

（10）ノーマルモードを設定してください（MTU 出力は Low となります）。

（11）TIOR レジスタで端子を初期化してください。

（12）TSTRA レジスタで再スタートします。
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(22) 相補 PWM モードで動作中に異常が発生し、PWM モード 1 で再スタートする場合の動作

相補 PWM モードで異常が発生し、再設定後 PWM モード 1 で再スタートする場合の説明図を図 16.164

に示します。

図 16.164 相補 PWM モードで異常が発生し、PWM モード 1 で復帰する場合

（1）～（9）は図 16.163 と共通です。

（10）PWM モード 1 を設定してください（MTU 出力は Low となります）。

（11）TIOR レジスタで端子を初期化してください（PWM モード 1 では MTIOCnB（MTIOCnD）端子に波形

が出力されません。出力すべきレベルがある場合は、I/O ポートのデータディレクションレジスタ

（DDR）、データレジスタ（DR）で汎用出力ポートの設定をしてください）。

（12）TSTRA レジスタで再スタートします。

(23) 相補 PWM モードで動作中に異常が発生し、相補 PWM モードで再スタートする場合の動作

相補 PWM モードで異常が発生し、再設定後相補 PWM モードで再スタートする場合の説明図を図 16.165

に示します（周期、デューティ設定をカウンタを止めたときの値から再スタートする場合）。

図 16.165 相補 PWM モードで異常が発生し、相補 PWM モードで復帰する場合（1）

（1）～（9）は図 16.163 と共通です。

（10）TSTRA レジスタで再スタートします。

（11）コンペアマッチの発生により相補 PWM 波形を出力します。
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(24) 相補 PWM モードで動作中に異常が発生し、相補 PWM モードで新たに再スタートする場合

の動作

相補 PWM モードで異常が発生し、再設定後相補 PWM モードで再スタートする場合の説明図を図 16.166

に示します（周期、デューティ比設定を全く新しい設定値で再スタートする場合）。

図 16.166 相補 PWM モードで異常が発生し、相補 PWM モードで復帰する場合（2）

（1）～（9）は図 16.163 と共通です。

（10）ノーマルモードを設定し新しい設定値を設定してください（MTU 出力は Low となります）。

（11）TOERA レジスタで MTU3、4 の出力を禁止してください。

（12）TOCR1A、TOCR2A レジスタで相補 PWM モードの出力レベルと周期出力の許可禁止を選択してくださ

い。

（13）相補 PWM を設定します。

（14）TOERA レジスタで MTU3、4 の出力を許可してください。

（15）TSTRA レジスタで再スタートします。
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(25) 相補 PWM モードで動作中に異常が発生し、リセット同期 PWM モードで再スタートする場

合の動作

相補 PWM モードで異常が発生し、再設定後リセット同期 PWM モードで再スタートする場合の説明図を

図 16.167 に示します。

図 16.167 相補 PWM モードで異常が発生し、リセット同期 PWM モードで復帰する場合

（1）～（9）は図 16.163 と共通です。

（10）ノーマルモードを設定してください（MTU 出力は Low となります）。

（11）TOERA レジスタで MTU3、4 の出力を禁止してください。

（12）TOCR1A、TOCR2A レジスタでリセット同期 PWM モードの出力レベルと周期出力の許可禁止を選択してく

ださい。

（13）リセット同期 PWM を設定します。

（14）TOERA レジスタで MTU3、4 の出力を許可してください。

（15）TSTRA レジスタで再スタートします。
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(26) リセット同期 PWM モードで動作中に異常が発生し、ノーマルモードで再スタートする場合

の動作

リセット同期 PWM モードで異常が発生し、再設定後ノーマルモードで再スタートする場合の説明図を図

16.168 に示します。

図 16.168 リセット同期 PWM モードで異常が発生し、ノーマルモードで復帰する場合

（1）リセットにより MTU 出力は Low、ポートはハイインピーダンスになります。

（2）TOCR1A、TOCR2A レジスタでリセット同期 PWM の出力レべルと周期出力の許可禁止を選択してくだ

さい。

（3）リセット同期 PWM を設定します。

また、I/O ポートのデータディレクションレジスタ（DDR）、データレジスタ（DR）で、汎用出力ポー

トにノンアクティブレベルを出力する設定をしてください。

（4）TOERA レジスタで MTU3、4 の出力を許可してください。

（5）TSTRA レジスタでカウント動作を開始します。

（6）コンペアマッチの発生によりリセット同期 PWM 波形を出力します。

（7）異常が発生しました。

（8）TIOR レジスタで MTU 端子を出力禁止として汎用出力ポートとすることで、端子にノンアクティブレ

ベルを出力してください。

（9）TSTRA レジスタでカウント動作を停止します（MTU 出力はリセット同期 PWM 出力初期値となりま

す）。

（10）ノーマルモードを設定してください（MTU 出力は正相側が Low、逆相側が High となります）。

（11）TIOR レジスタで端子を初期化してください。

（12）TSTRA レジスタで再スタートします。
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(27) リセット同期 PWM モードで動作中に異常が発生し、PWM モード 1 で再スタートする場合

の動作

リセット同期 PWM モードで異常が発生し、再設定後 PWM モード 1 で再スタートする場合の説明図を図

16.169 に示します。

図 16.169 リセット同期 PWM モードで異常が発生し、PWM モード 1 で復帰する場合

（1）～（9）は図 16.168 と共通です。

（10）PWM モード 1 を設定してください（MTU 出力は正相側が Low、逆相側が High となります）。

（11）TIOR レジスタで端子を初期化してください（PWM モード 1 では MTIOCnB（MTIOCnD）端子に波形

が出力されません。出力すべきレベルがある場合は、I/O ポートのデータディレクションレジスタ

（DDR）、データレジスタ（DR）で汎用出力ポートの設定をしてください）。

（12）TSTRA レジスタで再スタートします。
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(28) リセット同期 PWM モードで動作中に異常が発生し、相補 PWM モードで再スタートする場

合の動作

リセット同期 PWM モードで異常が発生し、再設定後相補 PWM モードで再スタートする場合の説明図を

図 16.170 に示します。

図 16.170 リセット同期 PWM モードで異常が発生し、相補 PWM モードで復帰する場合

（1）～（9）は図 16.168 と共通です。

（10）TOERA レジスタで MTU3、4 の出力を禁止してください。

（11）TOCR1A、TOCR2A レジスタで相補 PWM の出力レベルと周期出力の許可禁止を選択してください。

（12）相補 PWM を設定します（MTU の周期出力端子は Low になります）。

（13）TOERA レジスタで MTU3、4 の出力を許可してください。

（14）TSTRA レジスタで再スタートします。
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(29) リセット同期 PWM モードで動作中に異常が発生し、リセット同期 PWM モードで再スター

トする場合の動作

リセット同期 PWM モードで異常が発生し、再設定後リセット同期 PWM モードで再スタートする場合の

説明図を図 16.171 に示します。

図 16.171 リセット同期 PWM モードで異常が発生し、リセット同期 PWM モードで復帰する場合

（1）～（9）は図 16.168 と共通です。

（10）TSTRA レジスタで再スタートします。

（11）コンペアマッチの発生によりリセット同期 PWM 波形を出力します。
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17. ポートアウトプットイネーブル 3 (POE3)
ポートアウトプットイネーブル 3（POE3）は、POE0#、POE4#、POE8#、POE10#、POE11# 端子の入力変

化、MTU 相補 PWM 出力端子（MTIOC3B、MTIOC3D、MTIOC4A、MTIOC4B、MTIOC4C、MTIOC4D、お

よび MTIOC6B、MTIOC6D、MTIOC7A、MTIOC7B、MTIOC7C、MTIOC7D）の出力状態、GPT 大電流出力

端子（GTIOC0A-A、GTIOC0B-A、GTIOC1A-A、GTIOC1B-A、GTIOC2A-A、GTIOC2B-A）の出力状態また

はレジスタ設定によって MTU 相補 PWM 出力端子および MTU0 端子（MTIOC0A、MTIOC0B、MTIOC0C、

MTIOC0D）、GPT 端子（GTIOC0A、GTIOC0B、GTIOC1A、GTIOC1B、GTIOC2A、GTIOC2B、GTIOC3A、

GTIOC3B）がマルチプレクスされている端子をハイインピーダンス状態にすることができ、同時に割り込

み要求を発行することができます。また、クロック発生回路の発振停止を検出したときも、MTU 相補 PWM

出力端子および MTU0 端子、GPT 端子がマルチプレクスされている端子をハイインピーダンス状態にする

ことができます。

17.1 概要

表 17.1 に POE3 の仕様を、図 17.1 に POE3 のブロック図を示します。

POE3 は図 17.1 のブロック図に示すように、入力レベル検出回路、出力レベル比較回路、およびハイイン

ピーダンス要求／割り込み要求生成回路から構成されます。

表17.1 POE3の仕様

項目 内容

機能  POE0#、POE4#、POE8#、POE10#、POE11#の各入力端子に立ち下がりエッジ、PCLK/8×16回、PCLK/16×16
回、PCLK/128×16回のLowレベルサンプリングの設定が可能です。

 POE0#、POE4#、POE8#、POE10#、POE11#端子の立ち下がりエッジ、またはLowレベルサンプリングによっ

て、MTU相補PWM出力端子およびMTU0端子、GPT端子をハイインピーダンス状態にできます。

 クロック発生回路の発振停止を検出した場合、MTU相補PWM出力端子およびMTU0端子、GPT端子をハイ

インピーダンス状態にできます。

 MTU相補PWM出力端子またはGPT大電流出力端子の出力レベルを比較し、同時にアクティブレベル出力が1サイ

クル以上続いた場合、MTU相補PWM出力端子またはGPT大電流出力端子をハイインピーダンス状態にできま

す。

 12ビットA/Dコンバータ（S12ADA）のコンパレータ検出によって、MTU相補PWM出力端子およびMTU0端子、

GPT端子をハイインピーダンス状態にできます。

 POE3のレジスタの設定により、MTU相補PWM出力端子およびMTU0端子、GPT端子をハイインピーダンス状態

にできます。

 入力レベルのサンプリング、または出力レベルの比較結果により、それぞれ割り込みの発生が可能です。
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図 17.1 POE3 のブロック図
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MTIOC4B/GTIOC2A-A
MTIOC4D/GTIOC2B-A

MTU相補PWM出力端子の

(MTU6、MTU7端子)
ハイインピーダンス要求信号

割り込み信号（OEI2）

PCLK/8
PCLK/16
PCLK/128

MTU0端子

のハイインピーダンス要求信号／

割り込み信号（OEI3）

GPT0、GPT1 端子

のハイインピーダンス要求信号／

割り込み信号（OEI4）

GPT2、GPT3 端子

のハイインピーダンス要求信号／

割り込み信号（OEI4）

MTIOC6B
MTIOC6D
MTIOC7A
MTIOC7C
MTIOC7B
MTIOC7D

MTU相補PWM出力端子

（MTU6、MTU7端子）

12ビットAD変換器のコンパレータ検出信号

発振停止検出信号

入力レベル検出回路

入力レベル検出回路

入力レベル検出回路

入力レベル検出回路

入力レベル検出回路

POE0#→

POE4#→

POE8#→

POE10#→

POE11#→

ICSR1
ICSR2

OCSR1：入力レベルコントロール／ステータスレジスタ1
：入力レベルコントロール／ステータスレジスタ2

：出力レベルコントロール／ステータスレジスタ1

SPOER

POECR1～6
：ソフトウェアポートアウトプットイネーブルレジスタ

：ポートアウトプットイネーブルコントロールレジスタ1～6ICSR4 ：入力レベルコントロール／ステータスレジスタ4
ICSR3 ：入力レベルコントロール／ステータスレジスタ3

OCSR2 ：出力レベルコントロール／ステータスレジスタ2

ICSR5 ：入力レベルコントロール／ステータスレジスタ5
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表 17.2 に POE3 で使用する入出力端子を示します。

表 17.3 に示す端子の組み合わせで出力レベルの比較を行います。

表17.2 POE3の入出力端子

端子名 入出力 機能

POE0# 入力 MTU相補PWM出力端子（MTU3、MTU4端子）をハイインピーダンス状態にする要求信号。

レジスタの設定によってMTU相補PWM出力端子（MTU6、MTU7端子）、MTU0端子、GPT
端子もハイインピーダンス状態にできます

POE4# 入力 MTU相補PWM出力端子（MTU6、MTU7端子）をハイインピーダンス状態にする要求信号。

レジスタの設定によってMTU相補PWM出力端子（MTU3、MTU4端子）、MTU0端子、GPT
端子もハイインピーダンス状態にできます

POE8# 入力 MTU0の端子をハイインピーダンス状態にする要求信号。レジスタの設定によってMTU相補

PWM出力端子（MTU3、MTU4端子およびMTU6、MTU7端子）、GPT端子もハイインピーダ

ンス状態にできます

POE10# 入力 GPT0、GPT1の端子をハイインピーダンス状態にする要求信号。レジスタの設定によって

MTU相補PWM出力端子（MTU3、MTU4端子およびMTU6、MTU7端子）、MTU0端子、

GPT2端子、GPT3端子もハイインピーダンス状態にできます

POE11# 入力 GPT2、GPT3の端子をハイインピーダンス状態にする要求信号。レジスタの設定によって

MTU相補PWM出力端子（MTU3、MTU4端子およびMTU6、MTU7端子）、MTU0端子、

GPT0端子、GPT1端子もハイインピーダンス状態にできます

表17.3 端子の組み合わせ

端子の組み合わせ 入出力 機能

MTIOC3BとMTIOC3D 出力 周辺クロック（PCLK）1サイクル以上同時にアクティブレベル出力（MTUn.TOCR1A.TOCS
ビットが“0”のときに、MTUn.TOCR1A.OLSPビットが “0”の場合はLow出力、“1”の場合はHigh
出力。または、MTUn.TOCR1A.TOCSビットが “1”のときに、MTUn.TOCR2A.OLS3N, OLS3P, 
OLS2N, OLS2P, OLS1N, OLS1Pビットが“0”の場合はLow出力、“1”の場合はHigh出力）が続い

た場合、MTU相補PWM出力端子（MTU3、MTU4端子）をハイインピーダンス状態にします。

どの組み合わせに対して出力比較を行いハイインピーダンス制御を行うかは、POE3のレジスタ

で設定できます

MTIOC4AとMTIOC4C 出力

MTIOC4BとMTIOC4D 出力

MTIOC6BとMTIOC6D 出力 周辺クロック（PCLK）1サイクル以上同時にアクティブレベル出力（MTUn.TOCR1B.TOCS
ビットが“0”のときに、MTUn.TOCR1B.OLSPビットが “0”の場合はLow出力、“1”の場合はHigh
出力。または、MTUn.TOCR1B.TOCSビットが “1”のときに、MTUn.TOCR2B.OLS3N, OLS3P, 
OLS2N, OLS2P, OLS1N, OLS1Pビットが“0”の場合はLow出力、“1”の場合はHigh出力）が続い

た場合、MTU相補PWM出力端子（MTU6、MTU7端子）をハイインピーダンス状態にします。

どの組み合わせに対して出力比較を行いハイインピーダンス制御を行うかは、POE3のレジスタ

で設定できます

MTIOC7AとMTIOC7C 出力

MTIOC7BとMTIOC7D 出力

GTIOC0A-Aと
GTIOC0B-A

出力 周辺クロック（PCLK）1サイクル以上同時にアクティブレベル出力

（ALR1.OLSG2B,OLSG2A,OLSG1B,OLSG1A,OLSG0B,OLSG0Aビットが “0”の場合はLow出

力、“1”の場合はHigh出力）が続いた場合、GPT大電流出力端子（GPT0～GPT2端子）をハイイ

ンピーダンス状態にします。どの組み合わせに対して出力比較を行いハイインピーダンス制御を

行うかは、POE3のレジスタで設定できます

GTIOC1A-Aと
GTIOC1B-A

出力

GTIOC2A-Aと
GTIOC2B-A

出力
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17.2 レジスタの説明

表 17.4 に POE3 のレジスタ一覧を示します。

POE3 のレジスタは、リセットで初期化されます。

表17.4 POE3のレジスタ一覧

レジスタ名 シンボル リセット後の値 アドレス アクセスサイズ

入力レベルコントロール／ステータスレジスタ1 ICSR1 0000h 0008 C4C0h 8、16

出力レベルコントロール／ステータスレジスタ1 OCSR1 0000h 0008 C4C2h 8、16

入力レベルコントロール／ステータスレジスタ2 ICSR2 0000h 0008 C4C4h 8、16

出力レベルコントロール／ステータスレジスタ2 OCSR2 0000h 0008 C4C6h 8、16

入力レベルコントロール／ステータスレジスタ3 ICSR3 0000h 0008 C4C8h 8、16

入力レベルコントロール／ステータスレジスタ4 ICSR4 0000h 0008 C4D6h 8、16

入力レベルコントロール／ステータスレジスタ5 ICSR5 0000h 0008 C4D8h 8、16

ソフトウェアポートアウトプットイネーブルレジスタ SPOER 00h 0008 C4CAh 8

ポートアウトプットイネーブルコントロールレジスタ1 POECR1 00h 0008 C4CBh 8

ポートアウトプットイネーブルコントロールレジスタ2 POECR2 0707h 0008 C4CCh 16

ポートアウトプットイネーブルコントロールレジスタ3 POECR3 0303h 0008 C4CEh 16

ポートアウトプットイネーブルコントロールレジスタ4 POECR4 0402h 0008 C4D0h 16

ポートアウトプットイネーブルコントロールレジスタ5 POECR5 0008h 0008 C4D2h 16

ポートアウトプットイネーブルコントロールレジスタ6 POECR6 2010h 0008 C4D4h 16

アクティブレベルレジスタ1 ALR1 0000h 0008 C4DAh 8、16
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17.2.1 入力レベルコントロール／ステータスレジスタ 1（ICSR1）

注1. リセット後、1回のみ書き込み可能です。

注2. フラグを“0”にするため、“1”を読んだ後に “0”を書き込むことのみ可能です。

ICSR1 レジスタは、POE0# 端子の入力モードの選択、割り込みの許可／禁止の制御、およびステータスを

示すレジスタです。

POE0M[1:0] ビット（POE0 モード選択ビット）

POE0# 端子の入力モードを選択します。

PIE1 ビット（ポート割り込み許可 1 ビット）

POE0F フラグが “1” になったときに、割り込みを要求するかどうかを指定します。

POE0F フラグ（POE0 フラグ）

POE0# 端子にハイインピーダンス要求が入力されたことを示すフラグです。

［“0” になる条件］

 “1” の状態を読んだ後、“0” を書いたとき

［“1” になる条件］

 POE0# 端子に POE0M[1:0] ビットで設定した入力が発生したとき

アドレス 0008 C4C0h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — POE0
F

— — — PIE1 — — — — — — POE0M[1:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b1-b0 POE0M[1:0] POE0モード選択ビット b1 b0

0 0：POE0#入力の立ち下がりエッジで要求を受け付け

0 1：POE0#入力のローをPCLK/8クロックごとに16回サンプリング

し、すべてLowだった場合、要求を受け付け

1 0：POE0#入力のLowをPCLK/16クロックごとに16回サンプリング

し、すべてLowだった場合、要求を受け付け

1 1：POE0#入力のLowをPCLK/128クロックごとに16回サンプリン

グし、すべてLowだった場合、要求を受け付け

R/W
（注1）

b7-b2 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b8 PIE1 ポート割り込み許可1
ビット

0：割り込み要求を禁止

1：割り込み要求を許可

R/W

b11-b9 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b12 POE0F POE0フラグ 0：POE0#端子にハイインピーダンス要求なし

1：POE0#端子にハイインピーダンス要求あり

R/(W)
（注2）

b15-b13 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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17.2.2 出力レベルコントロール／ステータスレジスタ 1（OCSR1）

注1. リセット後、1回のみ書き込み可能です。

注2. フラグを“0”にするため、“1”を読んだ後に “0”を書き込むことのみ可能です。

OCSR1 レジスタは、出力レベルの比較許可／禁止、割り込みの許可／禁止の制御、およびステータスを

示すレジスタです。

OIE1 ビット（出力短絡割り込み許可 1 ビット）

OSF1 フラグが “1” になったときに、割り込みを要求するかどうかを指定します。

OCE1 ビット（出力短絡ハイインピーダンス許可 1 ビット）

OSF1 フラグが “1” になったときに、端子をハイインピーダンスにするかどうかを指定します。

OSF1 フラグ（出力短絡フラグ 1）

MTU 相補 PWM 出力端子（MTU3、MTU4 端子）または GPT 大電流出力端子（GPT0 ～ GPT2 端子）の比

較する 3 組の 2 相出力のうち、1 組でも同時にアクティブレベルになったことを示すフラグです。

［“0” になる条件］

  “1” の状態を読んだ後、“0” を書いたとき

［“1” になる条件］

 3 組の 2 相出力のうち、1 組でも同時にアクティブレベルになったとき

アドレス 0008 C4C2h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

OSF1 — — — — — OCE1 OIE1 — — — — — — — —

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b7-b0 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b8 OIE1 出力短絡割り込み許可1ビット 0：割り込み要求を禁止

1：割り込み要求を許可

R/W

b9 OCE1 出力短絡ハイインピーダンス

許可1ビット

0：端子をハイインピーダンスにしない

1：端子をハイインピーダンスにする

R/W
（注1）

b14-b10 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b15 OSF1 出力短絡フラグ1 0：同時にアクティブレベルになっていない

1：同時にアクティブレベルになった

R/(W)
（注2）
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17.2.3 アクティブレベルレジスタ 1（ALR1）

注1. リセット後、1回のみ書き込み可能です。

ALR1 レジスタは、OCSR1 レジスタにて MTU 出力および GPT 出力の出力短絡を検出する場合の、MTU

出力および GPT 出力のアクティブレベルを設定するレジスタです。

OLSG0A ビット（MTIOC3B/GTIOC0A-A アクティブレベル設定ビット）

MTIOC3B 出力および GTIOC0A-A 出力のアクティブレベルを設定します。OLSG0A ビットが “0” の場合

は Low をアクティブレベル、“1” の場合は High をアクティブレベルとして、出力短絡検出を行ないます。

OLSG0B ビット（MTIOC3D/GTIOC0B-A アクティブレベル設定ビット）

MTIOC3D 出力および GTIOC0B-A 出力のアクティブレベルを設定します。OLSG0B ビットが “0” の場合

は Low をアクティブレベル、“1” の場合は High をアクティブレベルとして、出力短絡検出を行ないます。

OLSG1A ビット（MTIOC4A/GTIOC1A-A アクティブレベル設定ビット）

MTIOC4A 出力および GTIOC1A-A 出力のアクティブレベルを設定します。OLSG1A ビットが “0” の場合

は Low をアクティブレベル、“1” の場合は High をアクティブレベルとして、出力短絡検出を行ないます。

アドレス 0008 C4DAh

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — — OLSE
N

— OLSG
2B

OLSG
2A

OLSG
1B

OLSG
1A

OLSG
0B

OLSG
0A

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 OLSG0A MTIOC3B/GTIOC0A-Aア

クティブレベル設定ビット

0：Lowアクティブ

1：Highアクティブ

R/W
（注1）

b1 OLSG0B MTIOC3D/GTIOC0B-Aア

クティブレベル設定ビット

0：Lowアクティブ

1：Highアクティブ

R/W
（注1）

b2 OLSG1A MTIOC4A/GTIOC1A-Aア

クティブレベル設定ビット

0：Lowアクティブ

1：Highアクティブ

R/W
（注1）

b3 OLSG1B MTIOC4C/GTIOC1B-Aア

クティブレベル設定ビット

0：Lowアクティブ

1：Highアクティブ

R/W
（注1）

b4 OLSG2A MTIOC4B/GTIOC2A-Aア

クティブレベル設定ビット

0：Lowアクティブ

1：Highアクティブ

R/W
（注1）

b5 OLSG2B MTIOC4D/GTIOC2B-Aア

クティブレベル設定ビット

0：Lowアクティブ

1：Highアクティブ

R/W
（注1）

b6 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b7 OLSEN アクティブレベル設定有効

ビット

0：無効

1：有効

R/W
（注1）

b15-b8 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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OLSG1B ビット（MTIOC4C/GTIOC1B-A アクティブレベル設定ビット）

MTIOC4C 出力および GTIOC1B-A 出力のアクティブレベルを設定します。OLSG1B ビットが “0” の場合

は Low をアクティブレベル、“1” の場合は High をアクティブレベルとして、出力短絡検出を行ないます。

OLSG2A ビット（MTIOC4B/GTIOC2A-A アクティブレベル設定ビット）

MTIOC4B 出力および GTIOC2A-A 出力のアクティブレベルを設定します。OLSG2A ビットが “0” の場合

は Low をアクティブレベル、“1” の場合は High をアクティブレベルとして、出力短絡検出を行ないます。

OLSG2B ビット（MTIOC4D/GTIOC2B-A アクティブレベル設定ビット）

MTIOC4D 出力および GTIOC2B-A 出力のアクティブレベルを設定します。OLSG2B ビットが “0” の場合

は Low をアクティブレベル、“1” の場合は High をアクティブレベルとして、出力短絡検出を行ないます。

OLSEN ビット（アクティブレベル設定有効ビット）

OLSGnm ビット（n=0 ～ 2、m=A、B）によるアクティブレベル設定の有効／無効を設定します。OLSEN

ビットが “0” の場合は OLSGnm ビットの設定は無効となり、MTU 出力のアクティブレベルは MTU.TOCR1

レジスタおよび MTU.TOCR2 レジスタの設定となります。OLSEN ビットが “1” の場合は、MTU 出力のアク

ティブレベルは OLSGnm ビットの設定となります。

GPT 出力のアクティブレベルは、OLSEN ビットが “1” のときのみ設定可能です。GPT 出力の出力短絡検

出を行なう場合は OLSEN ビットを “1” にし、OLSGnm ビットで GPT 出力のアクティブレベルを設定してく

ださい。
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17.2.4 入力レベルコントロール／ステータスレジスタ 2（ICSR2）

注1. リセット後、1回のみ書き込み可能です。

注2. フラグを“0”にするため、“1”を読んだ後に “0”を書き込むことのみ可能です。

ICSR2 レジスタは、POE4# 端子の入力モードの選択、割り込みの許可／禁止の制御、およびステータスを

示すレジスタです。

POE4M[1:0] ビット（POE4 モード選択ビット）

POE4# 端子の入力モードを選択します。

PIE2 ビット（ポート割り込み許可 2 ビット）

POE4F フラグが “1” になったときに、割り込みを要求するかどうかを指定します。

POE4F フラグ（POE4 フラグ）

POE4# 端子にハイインピーダンス要求が入力されたことを示すフラグです。

［“0” になる条件］

 “1” の状態を読んだ後、“0” を書いたとき

［“1” になる条件］

 POE4# 端子に POE4M[1:0] ビットで設定した入力が発生したとき

アドレス 0008 C4C4h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — POE4
F

— — — PIE2 — — — — — — POE4M[1:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b1-b0 POE4M[1:0] POE4モード選択ビット b1 b0

0 0：POE4#入力の立ち下がりエッジで要求を受け付け

0 1：POE4#入力のLowをPCLK/8クロックごとに16回サンプリング

し、すべてLowだった場合、要求を受け付け

1 0：POE4#入力のLowをPCLK/16クロックごとに16回サンプリング

し、すべてLowだった場合、要求を受け付け

1 1：POE4#入力のLowをPCLK/128クロックごとに16回サンプリン

グし、すべてLowだった場合、要求を受け付け

R/W
（注1）

b7-b2 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b8 PIE2 ポート割り込み許可2
ビット

0：割り込み要求を禁止

1：割り込み要求を許可

R/W

b11-b9 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b12 POE4F POE4フラグ 0：POE4#端子にハイインピーダンス要求なし

1：POE4#端子にハイインピーダンス要求あり

R/(W)
（注2）

b15-b13 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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17.2.5 出力レベルコントロール／ステータスレジスタ 2（OCSR2）

注1. リセット後、1回のみ書き込み可能です。

注2. フラグを“0”にするため、“1”を読んだ後に “0”を書き込むことのみ可能です。

OCSR2 レジスタは、出力レベルの比較許可／禁止、割り込みの許可／禁止の制御、およびステータスを

示すレジスタです。

OIE2 ビット（出力短絡割り込み許可 2 ビット）

OSF2 フラグが “1” になったときに、割り込みを要求するかどうかを指定します。

OCE2 ビット（出力短絡ハイインピーダンス許可 2 ビット）

OSF2 フラグが “1” になったときに、端子をハイインピーダンスにするかどうかを指定します。

OSF2 フラグ（出力短絡フラグ 2）

MTU 相補 PWM 出力端子（MTU6、MTU7 端子）の比較する 3 組の 2 相出力のうち、1 組でも同時にアク

ティブレベルになったことを示すフラグです。

［“0” になる条件］

 “1” の状態を読んだ後、“0” を書いたとき

［“1” になる条件］

 3 組の 2 相出力のうち、1 組でも同時にアクティブレベルになったとき

アドレス 0008 C4C6h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

OSF2 — — — — — OCE2 OIE2 — — — — — — — —

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b7-b0 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b8 OIE2 出力短絡割り込み許可2ビット 0：割り込み要求を禁止

1：割り込み要求を許可

R/W

b9 OCE2 出力短絡ハイインピーダンス

許可2ビット

0：端子をハイインピーダンスにしない

1：端子をハイインピーダンスにする

R/W
（注1）

b14-b10 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b15 OSF2 出力短絡フラグ2 0：同時にアクティブレベルになっていない

1：同時にアクティブレベルになった

R/(W)
（注2）
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17.2.6 入力レベルコントロール／ステータスレジスタ 3（ICSR3）

注1. リセット後、1回のみ書き込み可能です。

注2. フラグを“0”にするため、“1”を読んだ後に “0”を書き込むことのみ可能です。

ICSR3 レジスタは、POE8# 端子の入力モードの選択、割り込みの許可／禁止の制御、およびステータスを

示すレジスタです。

POE8M[1:0] ビット（POE8 モード選択ビット）

POE8# 端子の入力モードを選択します。

PIE3 ビット（ポート割り込み許可 3 ビット）

POE8F フラグが “1” になったときに、割り込みを要求するかどうかを指定します。

POE8E ビット（POE8 ハイインピーダンスイネーブルビット）

POE8F フラグが “1” になったときに、端子をハイインピーダンスにするかどうかを指定します。

POE8F フラグ（POE8 フラグ）

POE8# 端子にハイインピーダンス要求が入力されたことを示すフラグです。

［“0” になる条件］

 “1” の状態を読んだ後、“0” を書いたとき

［“1” になる条件］

 POE8# 端子に POE8M[1:0] ビットで設定した入力が発生したとき

アドレス 0008 C4C8h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — POE8
F

— — POE8
E

PIE3 — — — — — — POE8M[1:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b1-b0 POE8M[1:0] POE8モード選択ビット b1 b0

0 0：POE8#入力の立ち下がりエッジで要求を受け付け

0 1：POE8#入力のLowをPCLK/8クロックごとに16 回サンプリ

ングし、すべてLowだった場合、要求を受け付け

1 0：POE8#入力のLowをPCLK/16クロックごとに16 回サンプリ

ングし、すべてLowだった場合、要求を受け付け

1 1：POE8#入力のLowをPCLK/128クロックごとに16回サンプ

リングし、すべてLowだった場合、要求を受け付け

R/W
（注1）

b7-b2 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b8 PIE3 ポート割り込み許可3ビット 0：割り込み要求を禁止

1：割り込み要求を許可

R/W

b9 POE8E POE8ハイインピーダンス

許可ビット

0：端子をハイインピーダンスにしない

1：端子をハイインピーダンスにする

R/W
（注1）

b11-b10 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b12 POE8F POE8フラグ 0：POE8#端子にハイインピーダンス要求なし

1：POE8#端子にハイインピーダンス要求あり

R/(W) 
（注2）

b15-b13 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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17.2.7 入力レベルコントロール／ステータスレジスタ 4（ICSR4）

注1. リセット後、1回のみ書き込み可能です。

注2. フラグを“0”にするため、“1”を読んだ後に “0”を書き込むことのみ可能です。

ICSR4 レジスタは、POE10# 端子の入力モードの選択、割り込みの許可／禁止の制御、およびステータス

を示すレジスタです。

POE10M[1:0] ビット（POE10 モード選択ビット）

POE10# 端子の入力モードを選択します。

PIE4 ビット（ポート割り込み許可 4 ビット）

POE10F フラグが “1” になったときに、割り込みを要求するかどうかを指定します。

POE10E ビット（POE10 ハイインピーダンス許可ビット）

POE10F フラグが “1” になったときに、端子をハイインピーダンスにするかどうかを指定します。

POE10F フラグ（POE10 フラグ）

POE10# 端子にハイインピーダンス要求が入力されたことを示すフラグです。

［“0” になる条件］

 “1” の状態を読んだ後、“0” を書いたとき

［“1” になる条件］

 POE10# 端子に POE10M[1:0] ビットで設定した入力が発生したとき

アドレス 0008 C4D6h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — POE1
0F

— — POE1
0E

PIE4 — — — — — — POE10M[1:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b1-b0 POE10M[1:0] POE10モード選択ビット b1 b0

0 0：POE10#入力の立ち下がりエッジで要求を受け付け

0 1：POE10#入力のLowをPCLK/8クロックごとに16回サンプリ

ングし、すべてLowだった場合、要求を受け付け

1 0：POE10#入力のLowをPCLK/16クロックごとに16 回サンプ

リングし、すべてLowだった場合、要求を受け付け

1 1：POE10#入力のLowをPCLK/128クロックごとに16回サンプ

リングし、すべてLowだった場合、要求を受け付け

R/W
（注1）

b7-b2 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b8 PIE4 ポート割り込み許可4ビット 0：割り込み要求を禁止

1：割り込み要求を許可

R/W

b9 POE10E POE10ハイインピーダンス

許可ビット

0：端子をハイインピーダンスにしない

1：端子をハイインピーダンスにする

R/W
（注1）

b11-b10 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b12 POE10F POE10フラグ 0：POE10#端子にハイインピーダンス要求なし

1：POE10#端子にハイインピーダンス要求あり

R/(W)
（注2）

b15-b13 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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17.2.8 入力レベルコントロール／ステータスレジスタ 5（ICSR5）

注1. リセット後、1回のみ書き込み可能です。

注2. フラグを“0”にするため、“1”を読んだ後に “0”を書き込むことのみ可能です。

ICSR5 レジスタは、POE11# 端子の入力モードの選択、割り込みの許可／禁止の制御、およびステータス

を示します。

POE11M[1:0] ビット（POE11 モード選択ビット）

POE11# 端子の入力モードを選択します。

PIE5 ビット（ポート割り込み許可 5 ビット）

POE11F フラグが “1” になったときに、割り込みを要求するかどうかを指定します。

POE11E ビット（POE11 ハイインピーダンス許可ビット）

POE11F フラグが “1” になったときに、端子をハイインピーダンスにするかどうかを指定します。

POE11F フラグ（POE11 フラグ）

POE11# 端子にハイインピーダンス要求が入力されたことを示すフラグです。

［“0” になる条件］

 “1” の状態を読んだ後、“0” を書いたとき

［“1” になる条件］

 POE11# 端子に POE11M[1:0] ビットで設定した入力が発生したとき

アドレス 0008 C4D8h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — POE1
1F

— — POE1
1E

PIE5 — — — — — — POE11M[1:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b1-b0 POE11M[1:0] POE11モード選択ビット b1 b0

0 0：POE11#入力の立ち下がりエッジで要求を受け付け

0 1：POE11#入力のLowをPCLK/8クロックごとに16回サンプリ

ングし、すべてLowだった場合、要求を受け付け

1 0：POE11#入力のLowをPCLK/16クロックごとに16 回サンプ

リングし、すべてLowだった場合、要求を受け付け

1 1：POE11#入力のLowをPCLK/128クロックごとに16回サンプ

リングし、すべてLowだった場合、要求を受け付け

R/W
（注1）

b7-b2 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b8 PIE5 ポート割り込み許可5ビット 0：割り込み要求を禁止

1：割り込み要求を許可

R/W

b9 POE11E POE11ハイインピーダンス

許可ビット

0：端子をハイインピーダンスにしない

1：端子をハイインピーダンスにする

R/W
（注1）

b11-b10 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b12 POE11F POE11フラグ 0：POE11#端子にハイインピーダンス要求なし

1：POE11#端子にハイインピーダンス要求あり

R/(W) 
（注2）

b15-b13 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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17.2.9 ソフトウェアポートアウトプットイネーブルレジスタ（SPOER）

SPOER レジスタは、端子のハイインピーダンスを制御するレジスタです。

MTUCH34HIZ ビット（MTU3、MTU4 出力ハイインピーダンス許可ビット）

MTU 相補 PWM 出力端子（MTIOC3B、MTIOC3D、MTIOC4A、MTIOC4B、MTIOC4C、MTIOC4D）また

は GPT 大電流出力端子（GTIOC0A-A、GTIOC0B-A、GTIOC1A-A、GTIOC1B-A、GTIOC2A-A、GTIOC2B-

A）をハイインピーダンス状態にする制御を行います。

［“0” になる条件］

 リセット

 “1” の状態を読んだ後、“0” を書いたとき

［“1” になる条件］

 “1” を書いたとき

MTUCH67HIZ ビット（MTU6、MTU7 出力ハイインピーダンス許可ビット）

MTU 相補 PWM 出力端子（MTIOC6B、MTIOC6D、MTIOC7A、MTIOC7B、MTIOC7C、MTIOC7D）をハ

イインピーダンス状態にする制御を行います。

［“0” になる条件］

 リセット

 “1” の状態を読んだ後、“0” を書いたとき

［“1” になる条件］

“1” を書いたとき

アドレス 0008 C4CAh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — GPT2
3HIZ

GPT0
1HIZ

MTUC
H0HIZ

MTUC
H67HIZ

MTUC
H34HIZ

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 MTUCH34HIZ MTU3、MTU4出力ハイインピー

ダンス許可ビット

0：ハイインピーダンス状態にしない

1：ハイインピーダンス状態にする

R/W

b1 MTUCH67HIZ MTU6、MTU7出力ハイインピー

ダンス許可ビット

0：ハイインピーダンス状態にしない

1：ハイインピーダンス状態にする

R/W

b2 MTUCH0HIZ MTU0出力ハイインピーダンス許可

ビット

0：ハイインピーダンス状態にしない

1：ハイインピーダンス状態にする

R/W

b3 GPT01HIZ GPT0、GPT1出力ハイインピーダンス

許可ビット

0：ハイインピーダンス状態にしない

1：ハイインピーダンス状態にする

R/W

b4 GPT23HIZ GPT2、GPT3出力ハイインピーダンス

許可ビット

0：ハイインピーダンス状態にしない

1：ハイインピーダンス状態にする

R/W

b7-b5 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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MTUCH0HIZ ビット（MTU0 出力ハイインピーダンス許可ビット）

MTU0 の端子をハイインピーダンス状態にする制御を行います。

［“0” になる条件］

 リセット

 “1” の状態を読んだ後、“0” を書いたとき

［“1” になる条件］

 “1” を書いたとき

GPT01HIZ ビット（GPT0、GPT1 出力ハイインピーダンス許可ビット）

GPT0、GPT1 端子（GTIOC0A-B、GTIOC0B-B、GTIOC1A-B、GTIOC1B-B）をハイインピーダンス状態に

する制御を行います。

［“0” になる条件］

 リセット

 “1” の状態を読んだ後、“0” を書いたとき

［“1” になる条件］

 “1” を書いたとき

GPT23HIZ ビット（GPT2、GPT3 出力ハイインピーダンス許可ビット）

GPT2、GPT3 端子（GTIOC2A-B、GTIOC2B-B、GTIOC3A-B、GTIOC3B-B）をハイインピーダンス状態に

する制御を行います。

［“0” になる条件］

 リセット

 “1” の状態を読んだ後、“0” を書いたとき

［“1” になる条件］

 “1” を書いたとき



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 716 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 17.  ポートアウトプットイネーブル3 (POE3)

17.2.10 ポートアウトプットイネーブルコントロールレジスタ 1（POECR1）

注1. リセット後、1回のみ書き込み可能です。

POECR1 レジスタは、MTU0 端子のハイインピーダンスを制御するレジスタです。

MTU0AZE ビット（MTU CH0A ハイインピーダンス許可ビット）

ICSR3.POE8F フラグ、SPOER.MTUCH0HIZ ビット、ICU.NMISR.OSTST ビット、POECR5 レジスタで追

加選択した ICSRn.POEmF（n=1,2,4,5、m=0,4,10,11）フラグおよび S12AD.ADCMPFR.CjFLAG（j=0 ～ 2、4

～ 6）フラグのうち、どれか 1 つでも “1” になったときに、MTU0 端子の MTIOC0A-A 出力と MTIOC0A-B

出力をハイインピーダンス状態にするかどうか設定します。

MTU0BZE ビット（MTU CH0B ハイインピーダンス許可ビット）

ICSR3.POE8F フラグ、SPOER.MTUCH0HIZ ビット、ICU.NMISR.OSTST ビット、POECR5 レジスタで追

加選択した ICSRn.POEmF（n=1,2,4,5、m=0,4,10,11）フラグおよび S12AD.ADCMPFR.CjFLAG（j=0 ～ 2、4

～ 6）フラグのうち、どれか 1 つでも “1” になったときに、MTU0 端子の MTIOC0B-A 出力と MTIOC0B-B

出力をハイインピーダンス状態にするかどうか設定します。

MTU0CZE ビット（MTU CH0C ハイインピーダンス許可ビット）

ICSR3.POE8F フラグ、SPOER. MTUCH0HIZ ビット、ICU.NMISR.OSTST ビット、POECR5 レジスタで追

加選択した ICSRn.POEmF（n=1,2,4,5、m=0,4,10,11）フラグおよび S12AD.ADCMPFR.CjFLAG（j=0 ～ 2、4

～ 6）フラグのうち、どれか 1 つでも “1” になったときに、MTU0 端子の MTIOC0C 出力をハイインピーダ

ンス状態にするかどうか設定します

MTU0DZE ビット（MTU CH0D ハイインピーダンス許可ビット）

ICSR3.POE8F フラグ、SPOER. MTUCH0HIZ ビット、ICU.NMISR.OSTST ビット、POECR5 レジスタで追

加選択した ICSRn.POEmF（n=1,2,4,5、m=0,4,10,11）フラグおよび S12AD.ADCMPFR.CjFLAG（j=0 ～ 2、4

～ 6）フラグのうち、どれか 1 つでも “1” になったときに、MTU0 端子の MTIOC0D 出力をハイインピーダ

ンス状態にするかどうか設定します。

アドレス 0008 C4CBh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — MTU0
DZE

MTU0
CZE

MTU0
BZE

MTU0
AZE

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 MTU0AZE MTU CH0Aハイインピーダンス許可ビット 0：ハイインピーダンスにしない

1：ハイインピーダンスにする

R/W
（注1）

b1 MTU0BZE MTU CH0Bハイインピーダンス許可ビット 0：ハイインピーダンスにしない

1：ハイインピーダンスにする

R/W
（注1）

b2 MTU0CZE MTU CH0Cハイインピーダンス許可ビット 0：ハイインピーダンスにしない

1：ハイインピーダンスにする

R/W
（注1）

b3 MTU0DZE MTU CH0Dハイインピーダンス許可ビット 0：ハイインピーダンスにしない

1：ハイインピーダンスにする

R/W
（注1）

b7-b4 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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17.2.11 ポートアウトプットイネーブルコントロールレジスタ 2（POECR2）

注1. リセット後、1回のみ書き込み可能です。

POECR2 レジスタは、MTU 相補 PWM 出力端子（MTU3、MTU4、MTU6、MTU7 端子）および GPT 大電

流出力端子（GPT0 ～ GPT2 端子）のハイインピーダンスを制御するレジスタです。

MTU7BDZE ビット（MTU CH7BD ハイインピーダンス許可ビット）

OCSR2.OSF2 フラグ、ICSR2.POE4F フラグ、SPOER.MTUCH67HIZ ビット、ICU.NMISR.OSTST ビット、

POECR4 レジスタで追加選択した ICSRn.POEmF（n=1,3 ～ 5、m=0,8,10,11）フラグおよび

S12AD.ADCMPFR.CjFLAG（j=0 ～ 2、4 ～ 6）フラグのうち、どれか 1 つでも “1” になったときに、MTU7

端子の MTIOC7B 出力と MTIOC7D 出力をハイインピーダンス状態にするかどうか設定します。

MTU7ACZE ビット（MTU CH7AC ハイインピーダンス許可ビット）

OCSR2.OSF2 フラグ、ICSR2.POE4F フラグ、SPOER.MTUCH67HIZ ビット、ICU.NMISR.OSTST ビット、

POECR4 レジスタで追加選択した ICSRn.POEmF（n=1,3 ～ 5、m=0,8,10,11）フラグおよび

S12AD.ADCMPFR.CjFLAG（j=0 ～ 2、4 ～ 6）フラグのうち、どれか 1 つでも “1” になったときに、MTU7 端

子の MTIOC7A 出力と MTIOC7C 出力をハイインピーダンス状態にするかどうか設定します。

MTU6BDZE ビット（MTU CH6BD ハイインピーダンス許可ビット）

OCSR2.OSF2 フラグ、ICSR2.POE4F フラグ、SPOER.MTUCH67HIZ ビット、ICU.NMISR.OSTST ビット、

POECR4 レジスタで追加選択した ICSRn.POEmF（n=1,3 ～ 5、m=0,8,10,11）フラグおよび

S12AD.ADCMPFR.CjFLAG（j=0 ～ 2、4 ～ 6）フラグのうち、どれか 1 つでも “1” になったときに、MTU6 端

子の MTIOC6B 出力と MTIOC6D 出力をハイインピーダンス状態にするかどうか設定します。

アドレス 0008 C4CCh

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — MTU3
BDZE

MTU4
ACZE

MTU4
BDZE

— — — — — MTU6
BDZE

MTU7
ACZE

MTU7
BDZE

リセット後の値 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 1 1 1

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 MTU7BDZE MTU CH7BDハイインピーダンス

許可ビット

0：ハイインピーダンスにしない

1：ハイインピーダンスにする

R/W
（注1）

b1 MTU7ACZE MTU CH7ACハイインピーダンス

許可ビット

0：ハイインピーダンスにしない

1：ハイインピーダンスにする

R/W
（注1）

b2 MTU6BDZE MTU CH6BDハイインピーダンス

許可ビット

0：ハイインピーダンスにしない

1：ハイインピーダンスにする

R/W
（注1）

b7-b3 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b8 MTU4BDZE MTU CH4BDハイインピーダンス

許可ビット

0：ハイインピーダンスにしない

1：ハイインピーダンスにする

R/W
（注1）

b9 MTU4ACZE MTU CH4ACハイインピーダンス

許可ビット

0：ハイインピーダンスにしない

1：ハイインピーダンスにする

R/W
（注1）

b10 MTU3BDZE MTU CH3BDハイインピーダンス

許可ビット

0：ハイインピーダンスにしない

1：ハイインピーダンスにする

R/W
（注1）

b15-b11 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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MTU4BDZE ビット（MTU CH4BD ハイインピーダンス許可ビット）

OCSR1.OSF1 フラグ、ICSR1.POE0F フラグ、SPOER.MTUCH34HIZ ビット、ICU.NMISR.OSTST ビット、

POECR4 レジスタで追加選択した ICSRn.POEmF（n=2 ～ 5、m=4,8,10,11）フラグおよび

S12AD.ADCMPFR.CjFLAG（j=0 ～ 2、4 ～ 6）のうち、どれか 1 つでも “1” になったときに、MTU4 ／ GPT2

端子の MTIOC4B 出力 /GTIOC2A-A 出力と MTIOC4D 出力 /GTIOC2B-A 出力をハイインピーダンス状態にす

るかどうか設定します。

MTU4ACZE ビット（MTU CH4AC ハイインピーダンス許可ビット）

OCSR1.OSF1 フラグ、ICSR1.POE0F フラグ、SPOER.MTUCH34HIZ ビット、ICU.NMISR.OSTST ビット、

POECR4 レジスタで追加選択した ICSRn.POEmF（n=2 ～ 5、m=4,8,10,11）フラグおよび

S12AD.ADCMPFR.CjFLAG（j=0 ～ 2、4 ～ 6）のうち、どれか 1 つでも “1” になったときに、MTU4 ／ GPT1

端子の MTIOC4A 出力 /GTIOC1A-A 出力と MTIOC4C 出力 /GTIOC1B-A 出力をハイインピーダンス状態にす

るかどうか設定します。

MTU3BDZE ビット（MTU CH3BD ハイインピーダンス許可ビット）

OCSR1.OSF1 フラグ、ICSR1.POE0F フラグ、SPOER.MTUCH34HIZ ビット、ICU.NMISR.OSTST ビット、

POECR4 レジスタで追加選択した ICSRn.POEmF（n=2 ～ 5、m=4,8,10,11）フラグおよび

S12AD.ADCMPFR.CjFLAG（j=0 ～ 2、4 ～ 6）フラグのうち、どれか 1 つでも “1” になったときに、MTU3

／ GPT0 端子の MTIOC3B 出力 /GTIOC0A-A 出力と MTIOC3D 出力 /GTIOC0B-A 出力をハイインピーダンス

状態にするかどうか設定します。
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17.2.12 ポートアウトプットイネーブルコントロールレジスタ 3（POECR3）

注1. リセット後、1回のみ書き込み可能です。

POECR3 レジスタは、GPT 端子のハイインピーダンスを制御するレジスタです。

GPT0ABZE ビット（GPT CH0AB ハイインピーダンス許可ビット）

ICSR4.POE10F フラグ、SPOER.GPT01HIZ ビット、ICU.NMISR.OSTST ビット、POECR6 レジスタで追加

選択した ICSRn.POEmF（n=1 ～ 3,5、m=0,4,8,11）フラグおよび S12AD.ADCMPFR.CjFLAG（j=0 ～ 2、4 ～

6）フラグのうち、どれか 1 つでも “1” になったときに、GPT0 端子の GTIOC0A-B 出力と GTIOC0B-B 出力

をハイインピーダンス状態にするかどうか設定します。

GPT1ABZE ビット（GPT CH1AB ハイインピーダンス許可ビット）

ICSR4.POE10F フラグ、SPOER.GPT01HIZ ビットと、ICU.NMISR.OSTST ビット、POECR6 レジスタで追

加選択した ICSRn.POEmF（n=1 ～ 3,5、m=0,4,8,11）フラグおよび S12AD.ADCMPFR.CjFLAG（j=0 ～ 2、4

～ 6）フラグのうち、どれか 1 つでも “1” になったときに、GPT1 端子の GTIOC1A-B 出力と GTIOC1B-B 出

力をハイインピーダンス状態にするかどうか設定します。

GPT2ABZE ビット（GPT CH2AB ハイインピーダンス許可ビット）

ICSR5.POE11F フラグ、SPOER.GPT23HIZ ビット、ICU.NMISR.OSTST ビット、POECR6 レジスタで追加

選択した ICSRn.POEmF（n=1 ～ 4、m=0,4,8,10）フラグおよび S12AD.ADCMPFR.CjFLAG（j=0 ～ 2、4 ～ 6）

フラグのうち、どれか 1 つでも “1” になったときに、GPT2 端子の GTIOC2A-B 出力と GTIOC2B-B 出力をハ

イインピーダンス状態にするかどうか設定します。

GPT3ABZE ビット（GPT CH3AB ハイインピーダンス許可ビット）

ICSR5.POE11F フラグ、SPOER.GPT23HIZ ビット、ICU.NMISR.OSTST ビット、POECR6 レジスタで追加

選択した ICSRn.POEmF（n=1 ～ 4、m=0,4,8,10）フラグおよび S12AD.ADCMPFR.CjFLAG（j=0 ～ 2、4 ～ 6）

フラグのうち、どれか 1 つでも “1” になったときに、GPT3 端子の GTIOC3A 出力と GTIOC3B 出力をハイイ

ンピーダンス状態にするかどうか設定します。

アドレス 0008 C4CEh

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — GPT3
ABZE

GPT2
ABZE

— — — — — — GPT1
ABZE

GPT0
ABZE

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 1

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 GPT0ABZE GPT CH0ABハイインピーダンス

許可ビット

0：ハイインピーダンスにしない

1：ハイインピーダンスにする

R/W
（注1）

b1 GPT1ABZE GPT CH1ABハイインピーダンス

許可ビット

0：ハイインピーダンスにしない

1：ハイインピーダンスにする

R/W
（注1）

b7-b2 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b8 GPT2ABZE GPT CH2ABハイインピーダンス

許可ビット

0：ハイインピーダンスにしない

1：ハイインピーダンスにする

R/W
（注1）

b9 GPT3ABZE GPT CH3ABハイインピーダンス

許可ビット

0：ハイインピーダンスにしない

1：ハイインピーダンスにする

R/W
（注1）

b15-b10 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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17.2.13 ポートアウトプットイネーブルコントロールレジスタ 4（POECR4）

注1. リセット後、1回のみ書き込み可能です。

POECR4 レジスタは、MTU 相補 PWM 出力端子（MTU3、MTU4、MTU6、MTU7 端子）および GPT 大電

流出力端子（GPT0 ～ GPT2 端子）のハイインピーダンス制御条件を拡張するレジスタです。

CMADDMT34ZE ビット（MTU CH34 ハイインピーダンス CFLAG 追加ビット）

S12AD.ADCMPFR.CjFLAG（j=0 ～ 2、4 ～ 6）フラグを、MTU3、MTU4、GPT0 ～ GPT2 端子

（MTIOC3B/MTIOC3D/GTIOC0A-A/GTIOC0B-A/MTIOC4A/MTIOC4C/GTIOC1A-A/GTIOC1B-A/MTIOC4B/

MTIOC4D/GTIOC2A-A/GTIOC2B-A）のハイインピーダンス制御条件に追加します。ただし、

S12AD.ADCMPFR.CjFLAG フラグにより端子がハイインピーダンスとなった場合、OEIn（n=1 ～ 4）割り込

みは発生しません。

アドレス 0008 C4D0h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — IC5ADD
MT67ZE

IC4ADD
MT67ZE

IC3ADD
MT67ZE

— IC1ADD
MT67ZE

CMADD
MT67ZE

— — IC5ADD
MT34ZE

IC4ADD
MT34ZE

IC3ADD
MT34ZE

IC2ADD
MT34ZE

— CMADD
MT34ZE

リセット後の値 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 CMADDMT34ZE MTU CH34ハイインピーダンス

CFLAG追加ビット

0：ハイインピーダンス制御条件に追加しない

1：ハイインピーダンス制御条件に追加する

R/W
（注1）

b1 — 予約ビット 読むと “1”が読めます。書く場合、“1”としてください R/W

b2 IC2ADDMT34ZE MTU CH34ハイインピーダンス

POE4F追加ビット

0：ハイインピーダンス制御条件に追加しない

1：ハイインピーダンス制御条件に追加する

R/W
（注1）

b3 IC3ADDMT34ZE MTU CH34ハイインピーダンス

POE8F追加ビット

0：ハイインピーダンス制御条件に追加しない

1：ハイインピーダンス制御条件に追加する

R/W
（注1）

b4 IC4ADDMT34ZE MTU CH34ハイインピーダンス

POE10F追加ビット

0：ハイインピーダンス制御条件に追加しない

1：ハイインピーダンス制御条件に追加する

R/W
（注1）

b5 IC5ADDMT34ZE MTU CH34ハイインピーダンス

POE11F追加ビット

0：ハイインピーダンス制御条件に追加しない

1：ハイインピーダンス制御条件に追加する

R/W
（注1）

b7-b6 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b8 CMADDMT67ZE MTU CH67ハイインピーダンス

CFLAG追加ビット

0：ハイインピーダンス制御条件に追加しない

1：ハイインピーダンス制御条件に追加する

R/W
（注1）

b9 IC1ADDMT67ZE MTU CH67ハイインピーダンス

POE0F追加ビット

0：ハイインピーダンス制御条件に追加しない

1：ハイインピーダンス制御条件に追加する

R/W
（注1）

b10 — 予約ビット 読むと “1”が読めます。書く場合、“1”としてください R/W

b11 IC3ADDMT67ZE MTU CH67ハイインピーダンス

POE8F追加ビット

0：ハイインピーダンス制御条件に追加しない

1：ハイインピーダンス制御条件に追加する

R/W
（注1）

b12 IC4ADDMT67ZE MTU CH67ハイインピーダンス

POE10F追加ビット

0：ハイインピーダンス制御条件に追加しない

1：ハイインピーダンス制御条件に追加する

R/W
（注1）

b13 IC5ADDMT67ZE MTU CH67ハイインピーダンス

POE11F追加ビット

0：ハイインピーダンス制御条件に追加しない

1：ハイインピーダンス制御条件に追加する

R/W
（注1）

b15-b14 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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 IC2ADDMT34ZE ビット（MTU CH34 ハイインピーダンス POE4F 追加ビット）

ICSR2.POE4F フラグを MTU3、MTU4、GPT0 ～ GPT2 端子（MTIOC3B/MTIOC3D/GTIOC0A-A/GTIOC0B-

A/MTIOC4A/MTIOC4C/GTIOC1A-A/GTIOC1B-A/MTIOC4B/MTIOC4D/GTIOC2A-A/GTIOC2B-A）のハイイン

ピーダンス制御条件に追加します。

IC3ADDMT34ZE ビット（MTU CH34 ハイインピーダンス POE8F 追加ビット）

ICSR3.POE8F フラグを MTU3、MTU4、GPT0 ～ GPT2 端子（MTIOC3B/MTIOC3D/GTIOC0A-A/GTIOC0B-

A/MTIOC4A/MTIOC4C/GTIOC1A-A/GTIOC1B-A/MTIOC4B/MTIOC4D/GTIOC2A-A/GTIOC2B-A）のハイイン

ピーダンス制御条件に追加します。

IC4ADDMT34ZE ビット（MTU CH34 ハイインピーダンス POE10F 追加ビット）

ICSR4.POE10F フラグを MTU3、MTU4、GPT0 ～ GPT2 端子（MTIOC3B/MTIOC3D/GTIOC0A-A/

GTIOC0B-A/MTIOC4A/MTIOC4C/GTIOC1A-A/GTIOC1B-A/MTIOC4B/MTIOC4D/GTIOC2A-A/GTIOC2B-A）

のハイインピーダンス制御条件に追加します。

IC5ADDMT34ZE ビット（MTU CH34 ハイインピーダンス POE11F 追加ビット）

ICSR5.POE11F フラグを MTU3、MTU4、GPT0 ～ GPT2 端子（MTIOC3B/MTIOC3D/GTIOC0A-A/

GTIOC0B-A/MTIOC4A/MTIOC4C/GTIOC1A-A/GTIOC1B-A/MTIOC4B/MTIOC4D/GTIOC2A-A/GTIOC2B-A）

のハイインピーダンス制御条件に追加します。

CMADDMT67ZE ビット（MTU CH67 ハイインピーダンス CFLAG 追加ビット）

S12AD.ADCMPFR.CjFLAG（j=0 ～ 2、4 ～ 6）フラグを、MTU6、MTU7 端子（MTIOC6B/MTIOC6D/

MTIOC7A/MTIOC7C/MTIOC7B/MTIOC7D) のハイインピーダンス制御条件に追加します。ただし、

S12AD.ADCMPFR.CjFLAG フラグにより端子がハイインピーダンスとなった場合、OEIn（n=1 ～ 4）割り込

みは発生しません。

IC1ADDMT67ZE ビット（MTU CH67 ハイインピーダンス POE0F 追加ビット）

ICSR1.POE0F フラグを MTU6、MTU7 端子（MTIOC6B/MTIOC6D/MTIOC7A/MTIOC7C/MTIOC7B/

MTIOC7D) のハイインピーダンス制御条件に追加します。

IC3ADDMT67ZE ビット（MTU CH67 ハイインピーダンス POE8F 追加ビット）

ICSR3.POE8F フラグを MTU6、MTU7 端子（MTIOC6B/MTIOC6D/MTIOC7A/MTIOC7C/MTIOC7B/

MTIOC7D) のハイインピーダンス制御条件に追加します。

IC4ADDMT67ZE ビット（MTU CH67 ハイインピーダンス POE10F 追加ビット）

ICSR4.POE10F フラグを MTU6、MTU7 端子（MTIOC6B/MTIOC6D/MTIOC7A/MTIOC7C/MTIOC7B/

MTIOC7D) のハイインピーダンス制御条件に追加します。

IC5ADDMT67ZE ビット（MTU CH67 ハイインピーダンス POE11F 追加ビット）

ICSR5.POE11F フラグを MTU6、MTU7 端子（MTIOC6B/MTIOC6D/MTIOC7A/MTIOC7C/MTIOC7B/

MTIOC7D) のハイインピーダンス制御条件に追加します。
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17.2.14 ポートアウトプットイネーブルコントロールレジスタ 5（POECR5）

注1. リセット後、1回のみ書き込み可能です。

POECR5 レジスタは、MTU0 端子のハイインピーダンス制御条件を拡張するレジスタです。

CMADDMT0ZE ビット（MTU CH0 ハイインピーダンス CFLAG 追加ビット）

S12AD.ADCMPFR.CjFLAG（j=0 ～ 2、4 ～ 6）フラグを、MTU0 端子（MTIOC0A、MTIOC0B、

MTIOC0C、MTIOC0D）のハイインピーダンス制御条件に追加します。ただし、S12AD.ADCMPFR.CjFLAG

フラグにより端子がハイインピーダンスとなった場合、OEIn（n=1 ～ 4）割り込みは発生しません。

IC1ADDMT0ZE ビット（MTU CH0 ハイインピーダンス POE0F 追加ビット）

ICSR1.POE0F フラグを MTU0 端子（MTIOC0A、MTIOC0B、MTIOC0C、MTIOC0D）のハイインピーダン

ス制御条件に追加します。

IC2ADDMT0ZE ビット（MTU CH0 ハイインピーダンス POE4F 追加ビット）

ICSR2.POE4F フラグを MTU0 端子（MTIOC0A、MTIOC0B、MTIOC0C、MTIOC0D）のハイインピーダン

ス制御条件に追加します。

IC4ADDMT0ZE ビット（MTU CH0 ハイインピーダンス POE10F 追加ビット）

ICSR4.POE10F フラグを MTU0 端子（MTIOC0A、MTIOC0B、MTIOC0C、MTIOC0D）のハイインピーダ

ンス制御条件に追加します。

IC5ADDMT0ZE ビット（MTU CH0 ハイインピーダンス POE11F 追加ビット）

ICSR5.POE11F フラグを MTU0 端子（MTIOC0A、MTIOC0B、MTIOC0C、MTIOC0D）のハイインピーダ

ンス制御条件に追加します。

アドレス 0008 C4D2h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — — — — IC5ADD
MT0ZE

IC4ADD
MT0ZE

— IC2ADD
MT0ZE

IC1ADD
MT0ZE

CMADD
MT0ZE

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 CMADDMT0ZE MTU CH0ハイインピーダンス

CFLAG追加ビット

0：ハイインピーダンス制御条件に追加しない

1：ハイインピーダンス制御条件に追加する

R/W
（注1）

b1 IC1ADDMT0ZE MTU CH0ハイインピーダンス

POE0F追加ビット

0：ハイインピーダンス制御条件に追加しない

1：ハイインピーダンス制御条件に追加する

R/W
（注1）

b2 IC2ADDMT0ZE MTU CH0ハイインピーダンス

POE4F追加ビット

0：ハイインピーダンス制御条件に追加しない

1：ハイインピーダンス制御条件に追加する

R/W
（注1）

b3 — 予約ビット 読むと “1”が読めます。書く場合、“1”としてください R/W

b4 IC4ADDMT0ZE MTU CH0ハイインピーダンス

POE10F追加ビット

0：ハイインピーダンス制御条件に追加しない

1：ハイインピーダンス制御条件に追加する

R/W
（注1）

b5 IC5ADDMT0ZE MTU CH0ハイインピーダンス

POE11F追加ビット

0：ハイインピーダンス制御条件に追加しない

1：ハイインピーダンス制御条件に追加する

R/W
（注1）

b15-b6 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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17.2.15 ポートアウトプットイネーブルコントロールレジスタ 6（POECR6）

注1. リセット後、1回のみ書き込み可能です。

POECR6 レジスタは、GPT0 ～ GPT3 端子のハイインピーダンス制御条件を拡張するレジスタです。

CMADDGPT01ZE ビット（GPT CH01 ハイインピーダンス CFLAG 追加ビット）

S12AD.ADCMPFR.CjFLAG（j=0 ～ 2、4 ～ 6）フラグを、GPT0、GPT1 端子（GTIOC0A-B、GTIOC0B-B、

GTIOC1A-B、GTIOC1B-B）のハイインピーダンス制御条件に追加します。ただし、

S12AD.ADCMPFR.CjFLAG フラグにより端子がハイインピーダンスとなった場合、OEIn（n=1 ～ 4）割り込

みは発生しません。

 IC1ADDGPT01ZE ビット（GPT CH01 ハイインピーダンス POE0F 追加ビット）

ICSR1.POE0F フラグを GPT0、GPT1 端子（GTIOC0A-B、GTIOC0B-B、GTIOC1A-B、GTIOC1B-B）のハ

イインピーダンス制御条件に追加します。

アドレス 0008 C4D4h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — IC4ADDG
PT23ZE

IC3ADDG
PT23ZE

IC2ADDG
PT23ZE

IC1ADDG
PT23ZE

CMADDG
PT23ZE

— — IC5ADDG
PT01ZE

— IC3ADDG
PT01ZE

IC2ADDG
PT01ZE

IC1ADDG
PT01ZE

CMADDG
PT01ZE

リセット後の値 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 CMADDGPT01ZE GPT CH01ハイインピーダンス

CFLAG追加ビット

0：ハイインピーダンス制御条件に追加しない

1：ハイインピーダンス制御条件に追加する

R/W
（注1）

b1 IC1ADDGPT01ZE GPT CH01ハイインピーダンス

POE0F追加ビット

0：ハイインピーダンス制御条件に追加しない

1：ハイインピーダンス制御条件に追加する

R/W
（注1）

b2 IC2ADDGPT01ZE GPT CH01ハイインピーダンス

POE4F追加ビット

0：ハイインピーダンス制御条件に追加しない

1：ハイインピーダンス制御条件に追加する

R/W
（注1）

b3 IC3ADDGPT01ZE GPT CH01ハイインピーダンス

POE8F追加ビット

0：ハイインピーダンス制御条件に追加しない

1：ハイインピーダンス制御条件に追加する

R/W
（注1）

b4 — 予約ビット 読むと “1”が読めます。書く場合、“1”としてください R/W

b5 IC5ADDGPT01ZE GPT CH01ハイインピーダンス

POE11F追加ビット

0：ハイインピーダンス制御条件に追加しない

1：ハイインピーダンス制御条件に追加する

R/W
（注1）

b7-b6 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b8 CMADDGPT23ZE GPT CH23ハイインピーダンス

CFLAG追加ビット

0：ハイインピーダンス制御条件に追加しない

1：ハイインピーダンス制御条件に追加する

R/W
（注1）

b9 IC1ADDGPT23ZE GPT CH23ハイインピーダンス

POE0F追加ビット

0：ハイインピーダンス制御条件に追加しない

1：ハイインピーダンス制御条件に追加する

R/W
（注1）

b10 IC2ADDGPT23ZE GPT CH23ハイインピーダンス

POE4F追加ビット

0：ハイインピーダンス制御条件に追加しない

1：ハイインピーダンス制御条件に追加する

R/W
（注1）

b11 IC3ADDGPT23ZE GPT CH23ハイインピーダンス

POE8F追加ビット

0：ハイインピーダンス制御条件に追加しない

1：ハイインピーダンス制御条件に追加する

R/W
（注1）

b12 IC4ADDGPT23ZE GPT CH23ハイインピーダンス

POE10F追加ビット

0：ハイインピーダンス制御条件に追加しない

1：ハイインピーダンス制御条件に追加する

R/W
（注1）

b13 — 予約ビット 読むと “1”が読めます。書く場合、“1”としてください R/W

b15-b14 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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IC2ADDGPT01ZE ビット（GPT CH01 ハイインピーダンス POE4F 追加ビット）

ICSR2.POE4F フラグを GPT0、GPT1 端子（GTIOC0A-B、GTIOC0B-B、GTIOC1A-B、GTIOC1B-B）のハ

イインピーダンス制御条件に追加します。

IC3ADDGPT01ZE ビット（GPT CH01 ハイインピーダンス POE8F 追加ビット）

ICSR3.POE8F フラグを GPT0、GPT1 端子（GTIOC0A-B、GTIOC0B-B、GTIOC1A-B、GTIOC1B-B）のハ

イインピーダンス制御条件に追加します。

IC5ADDGPT01ZE ビット（GPT CH01 ハイインピーダンス POE11F 追加ビット）

ICSR5.POE11F フラグを GPT0、GPT1 端子（GTIOC0A-B、GTIOC0B-B、GTIOC1A-B、GTIOC1B-B）のハ

イインピーダンス制御条件に追加します。

CMADDGPT23ZE ビット（GPT CH23 ハイインピーダンス CFLAG 追加ビット）

S12AD.ADCMPFR.CjFLAG（j=0 ～ 2、4 ～ 6）フラグを、GPT2、GPT3 端子（GTIOC2A-B、

GTIOC2B-B 、 GTIOC3A-B、GTIOC3B-B ）のハイインピーダンス制御条件に追加します。ただし、

S12AD.ADCMPFR.CjFLAG フラグにより端子がハイインピーダンスとなった場合、OEIn（n=1 ～ 4）割り込

みは発生しません。

IC1ADDGPT23ZE ビット（GPT CH23 ハイインピーダンス POE0F 追加ビット）

ICSR1.POE0F フラグを GPT2、GPT3 端子（GTIOC2A-B、GTIOC2B-B 、 GTIOC3A-B、GTIOC3B-B ）のハ

イインピーダンス制御条件に追加します。

IC2ADDGPT23ZE ビット（GPT CH23 ハイインピーダンス POE4F 追加ビット）

ICSR2.POE4F フラグを GPT2、GPT3 端子（GTIOC2A-B、GTIOC2B-B 、 GTIOC3A-B、GTIOC3B-B ）のハ

イインピーダンス制御条件に追加します。

IC3ADDGPT23ZE ビット（GPT CH23 ハイインピーダンス POE8F 追加ビット）

ICSR3.POE8F フラグを GPT2、GPT3 端子（GTIOC2A-B、GTIOC2B-B 、 GTIOC3A-B、GTIOC3B-B ）のハ

イインピーダンス制御条件に追加します。

IC4ADDGPT23ZE ビット（GPT CH23 ハイインピーダンス POE10F 追加ビット）

ICSR4.POE10F フラグを GPT2、GPT3 端子（GTIOC2A-B、GTIOC2B-B 、 GTIOC3A-B、GTIOC3B-B ）のハ

イインピーダンス制御条件に追加します。
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17.3 動作説明

表 17.5 にハイインピーダンス制御の対象となる端子と、ハイインピーダンスになる条件を示します。

表17.5 ハイインピーダンス制御の対象と条件  (1 / 4)

端子 条件 条件詳細

MTU3B/MTU3D端子

（MTIOC3B、MTIOC3D）

 POE0#端子の入力レベル検出

 MTIOC3B出力とMTIOC3D出力の出力レベル比較

 SPOERレジスタ設定

 発振停止検出

 POECR4レジスタで追加された条件

－12ビットA/D変換器のコンパレータ検出

－POE4#端子、POE8#端子、POE10#端子、

    POE11#端子の入力レベル検出

MTU3BDZE・
( (POE0F)
+ (OSF1•OCE1)
+ (MTUCH34HIZ)
+ (ICU.NMISR.OSTST）
+ (CMADDMT34ZE・
S12AD.ADCMPSEL.POE・ 
   (S12AD.ADCMPFR.CnFLAG）)
+ (IC2ADDMT34ZE•POE4F)
+ (IC3ADDMT34ZE•POE8E•POE8F)
+ (IC4ADDMT34ZE•POE10E•POE10F)
+ (IC5ADDMT34ZE•POE11E•POE11F) )
(n=0～2、4～6)

MTU4A/MTU4C端子

（MTIOC4A、MTIOC4C）

 POE0#端子の入力レベル検出

 MTIOC4A出力とMTIOC4C出力の出力レベル比較

 SPOERレジスタ設定

 発振停止検出

 POECR4レジスタで追加された条件

－12ビットA/D変換器のコンパレータ検出

－POE4#端子、POE8#端子、POE10#端子、

    POE11#端子の入力レベル検出

MTU4ACZE・
( (POE0F)
+ (OSF1•OCE1)
+ (MTUCH34HIZ)
+ (ICU.NMISR.OSTST）
+ (CMADDMT34ZE・
S12AD.ADCMPSEL.POE・
   (S12AD.ADCMPFR.CnFLAG）)
+ (IC2ADDMT34ZE•POE4F)
+ (IC3ADDMT34ZE•POE8E•POE8F)
+ (IC4ADDMT34ZE•POE10E•POE10F)
+ (IC5ADDMT34ZE•POE11E•POE11F) )
(n=0～2、4～6)

MTU4B/MTU4D端子

（MTIOC4B、MTIOC4D）

 POE0#端子の入力レベル検出

 MTIOC4B出力とMTIOC4D出力の出力レベル比較

 SPOERレジスタ設定

 発振停止検出

 POECR4レジスタで追加された条件

－12ビットA/D変換器のコンパレータ検出

－POE4#端子、POE8#端子、POE10#端子、

    POE11#端子の入力レベル検出

MTU4BDZE・
( (POE0F)
+ (OSF1•OCE1)
+ (MTUCH34HIZ)
+ (ICU.NMISR.OSTST）
+ (CMADDMT34ZE・
S12AD.ADCMPSEL.POE・
   (S12AD.ADCMPFR.CnFLAG）)
+ (IC2ADDMT34ZE•POE4F)
+ (IC3ADDMT34ZE•POE8E•POE8F)
+ (IC4ADDMT34ZE•POE10E•POE10F)
+ (IC5ADDMT34ZE•POE11E•POE11F) )
(n=0～2、4～6)

MTU6B/MTU6D端子

（MTIOC6B、MTIOC6D）

 POE4#端子の入力レベル検出

 MTIOC6B出力とMTIOC6D出力の出力レベル比較

 SPOERレジスタ設定

 発振停止検出

 POECR4レジスタで追加された条件

－12ビットA/D変換器のコンパレータ検出

－POE0#端子、POE8#端子、POE10#端子、

    POE11#端子の入力レベル検出

MTU6BDZE・
( (POE4F
+ (OSF2•OCE2)
+ (MTUCH67HIZ)
+ (ICU.NMISR.OSTST）
+ (CMADDMT67ZE・
S12AD.ADCMPSEL.POE・
   (S12AD.ADCMPFR.CnFLAG）)
+ (IC1ADDMT67ZE•POE0F)
+ (IC3ADDMT67ZE•POE8E•POE8F)
+ (IC4ADDMT67ZE•POE10E•POE10F)
+ (IC5ADDMT67ZE•POE11E•POE11F) )
(n=0～2、4～6)
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MTU7A/MTU7C端子

（MTIOC7A、MTIOC7C）

 POE4#端子の入力レベル検出

 MTIOC7A出力とMTIOC7C出力の出力レベル比較

 SPOERレジスタ設定

 発振停止検出

 POECR4レジスタで追加された条件

－12ビットA/D変換器のコンパレータ検出

－POE0#端子、POE8#端子、POE10#端子、 
    POE11#端子の入力レベル検出

MTU7ACZE・
( (POE4F)
+ (OSF2•OCE2)
+ (MTUCH67HIZ)
+ (ICU.NMISR.OSTST）
+ (CMADDMT67ZE・
S12AD.ADCMPSEL.POE・
   (S12AD.ADCMPFR.CnFLAG）)
+ (IC1ADDMT67ZE•POE0F)
+ (IC3ADDMT67ZE•POE8E•POE8F)
+ (IC4ADDMT67ZE•POE10E•POE10F)
+ (IC5ADDMT67ZE•POE11E•POE11F) )
(n=0～2、4～6)

MTU7B/MTU7D端子

（MTIOC7B、MTIOC7D）

 POE4#端子の入力レベル検出

 MTIOC7B出力とMTIOC7D出力の出力レベル比較

 SPOERレジスタ設定

 発振停止検出

 POECR4レジスタで追加された条件

－12ビットA/D変換器のコンパレータ検出

－POE0#端子、POE8#端子、POE10#端子、

    POE11#端子の入力レベル検出

MTU7BDZE・
( (POE4F
+ (OSF2•OCE2)
+ (MTUCH67HIZ)
+ (ICU.NMISR.OSTST）
+ (CMADDMT67ZE・
S12AD.ADCMPSEL.POE・  
   (S12AD.ADCMPFR.CnFLAG）)
+ (IC1ADDMT67ZE•POE0F)
+ (IC3ADDMT67ZE•POE8E•POE8F)
+ (IC4ADDMT67ZE•POE10E•POE10F)
+ (IC5ADDMT67ZE•POE11E•POE11F) )
(n=0～2、4～6)

GPT0端子 
（GTIOC0A-A、GTIOC0B-A）

 POE0#端子の入力レベル検出

 GTIOC0A-A出力とGTIOC0B-A出力の出力

レベル比較

 SPOERレジスタ設定

 発振停止検出

 POECR4レジスタで追加された条件

－12ビットA/D変換器のコンパレータ検出

－POE4#端子、POE8#端子、POE10#端子、

    POE11#端子の入力レベル検出

MTU3BDZE・
( (POE0F)
+ (OSF1•OCE1)
+ (MTUCH34HIZ)
+ (ICU.NMISR.OSTST)
+ (CMADDMT34ZE・
S12AD.ADCMPSEL.POE・ 
   (S12AD.ADCMPFR.CnFLAG) )
+ (IC2ADDMT34ZE•POE4F)
+ (IC3ADDMT34ZE•POE8E•POE8F)
+ (IC4ADDMT34ZE•POE10E•POE10F)
+ (IC5ADDMT34ZE•POE11E•POE11F) )
（n=0～2、4～6）

GPT1端子

（GTIOC1A-A、GTIOC1B-A）
 POE0#端子の入力レベル検出

 GTIOC1A-A出力とGTIOC1B-A出力の出力

レベル比較

 SPOERレジスタ設定

 発振停止検出

 POECR4レジスタで追加された条件

－12ビットA/D変換器のコンパレータ検出

－POE4#端子、POE8#端子、POE10#端子、

    POE11#端子の入力レベル検出

MTU4ACZE・
( (POE0F)
+ (OSF1•OCE1)
+ (MTUCH34HIZ)
+ (ICU.NMISR.OSTST)
+ (CMADDMT34ZE・
S12AD.ADCMPSEL.POE・ 
   (S12AD.ADCMPFR.CnFLAG) )
+ (IC2ADDMT34ZE•POE4F)
+ (IC3ADDMT34ZE•POE8E•POE8F)
+ (IC4ADDMT34ZE•POE10E•POE10F)
+ (IC5ADDMT34ZE•POE11E•POE11F) )
（n=0～2、4～6）

表17.5 ハイインピーダンス制御の対象と条件  (2 / 4)

端子 条件 条件詳細
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GPT2端子

（GTIOC2A-A、GTIOC2B-A）
 POE0#端子の入力レベル検出

 GTIOC2A-A出力とGTIOC2B-A出力の出力

レベル比較

 SPOERレジスタ設定

 発振停止検出

 POECR4レジスタで追加された条件

－12ビットA/D変換器のコンパレータ検出

－POE4#端子、POE8#端子、POE10#端子、

    POE11#端子の入力レベル検出

MTU4BDZE・
( (POE0F)
+ (OSF1•OCE1)
+ (MTUCH34HIZ)
+ (ICU.NMISR.OSTST)
+ (CMADDMT34ZE・
S12AD.ADCMPSEL.POE・ 
   (S12AD.ADCMPFR.CnFLAG) )
+ (IC2ADDMT34ZE•POE4F)
+ (IC3ADDMT34ZE•POE8E•POE8F)
+ (IC4ADDMT34ZE•POE10E•POE10F)
+ (IC5ADDMT34ZE•POE11E•POE11F) )
（n=0～2、4～6）

MTU0A端子

（MTIOC0A-A、MTIOC0A-B）
 POE8#端子の入力レベル検出

 SPOERレジスタ設定

 発振停止検出

 POECR5レジスタで追加された条件

－12ビットA/D変換器のコンパレータ検出

－POE0#端子、POE4#端子、POE10#端子、

    POE11#端子の入力レベル検出

MTU0AZE・
( (POE8F•POE8E) 
+ (MTUCH0HIZ)
+ (ICU.NMISR.OSTST）
+ (CMADDMT0ZE・
S12AD.ADCMPSEL.POE・+ 
   (S12AD.ADCMPFR.CnFLAG）)
+ (IC1ADDMT0ZE•POE0F)
+ (IC2ADDMT0ZE•POE4F)
+ (IC4ADDMT0ZE•POE10E•POE10F)
+ (IC5ADDMT0ZE•POE11E•POE11F) )
(n=0～2、4～6)

MTU0B端子

（MTIOC0B-A、MTIOC0B-B）
 POE8#端子の入力レベル検出

 SPOERレジスタ設定

 発振停止検出

 POECR5レジスタで追加された条件

－12ビットA/D変換器のコンパレータ検出

－POE0#端子、POE4#端子、POE10#端子、

    POE11#端子の入力レベル検出

MTU0BZE・
( (POE8F•POE8E)
+ (MTUCH0HIZ)
+ (ICU.NMISR.OSTST）
+ (CMADDMT0ZE・
S12AD.ADCMPSEL.POE・
   (S12AD.ADCMPFR.CnFLAG）)
+ (IC1ADDMT0ZE•POE0F)
+ (IC2ADDMT0ZE•POE4F)
+ (IC4ADDMT0ZE•POE10E•POE10F)
+ (IC5ADDMT0ZE•POE11E•POE11F) )
(n=0～2、4～6)

MTU0C端子

（MTIOC0C）

 POE8#端子の入力レベル検出

 SPOERレジスタ設定

 発振停止検出

 POECR5レジスタで追加された条件

－12ビットA/D変換器のコンパレータ検出

－POE0#端子、POE4#端子、POE10#端子、

    POE11#端子の入力レベル検出

MTU0CZE・
( (POE8F•POE8E)
+ (MTUCH0HIZ)
+ (ICU.NMISR.OSTST）
+ (CMADDMT0ZE・
S12AD.ADCMPSEL.POE・ 
   (S12AD.ADCMPFR.CnFLAG）)
+ (IC1ADDMT0ZE•POE0F)
+ (IC2ADDMT0ZE•POE4F)
+ (IC4ADDMT0ZE•POE10E•POE10F)
+ (IC5ADDMT0ZE•POE11E•POE11F) )
(n=0～2、4～6)

MTU0D端子

（MTIOC0D）

 POE8#端子の入力レベル検出

 SPOERレジスタ設定

 発振停止検出

 POECR5レジスタで追加された条件

－12ビットA/D変換器のコンパレータ検出

－POE0#端子、POE4#端子、POE10#端子、

    POE11#端子の入力レベル検出

MTU0DZE・
( (POE8F•POE8E)
+ (MTUCH0HIZ)
+ (ICU.NMISR.OSTST）
+ (CMADDMT0ZE・
S12ADADCMPSEL.POE・
   (S12AD.ADCMPFR.CnFLAG）)
+ (IC1ADDMT0ZE•POE0F)
+ (IC2ADDMT0ZE•POE4F)
+ (IC4ADDMT0ZE•POE10E•POE10F)
+ (IC5ADDMT0ZE•POE11E•POE11F) )
(n=0～2、4～6)

表17.5 ハイインピーダンス制御の対象と条件  (3 / 4)
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GPT0端子

（GTIOC0A-B、GTIOC0B-B）
 POE10#端子の入力レベル検出

 SPOERレジスタ設定

 発振停止検出

 POECR6レジスタで追加された条件

－12ビットA/D変換器のコンパレータ検出

－POE0#端子、POE4#端子、POE8#端子、

    POE11#端子の入力レベル検出

GPT0ABZE・
( (POE10F•POE10E)
+ (GPT01HIZ)
+ (ICU.NMISR.OSTST）
+ (CMADDGPT01ZE・
S12AD.ADCMPSEL.POE・
   (S12AD.ADCMPFR.CnFLAG）)
+ (IC1ADDGPT01ZE•POE0F)
+ (IC2ADDGPT01ZE•POE4F)
+ (IC3ADDGPT01ZE•POE8E•POE8F)
+ (IC5ADDGPT01ZE•POE11E•POE11F) )
(n=0～2、4～6)

GPT1端子

（GTIOC1A-B、GTIOC1B-B）
 POE10#端子の入力レベル検出

 SPOERレジスタ設定

 発振停止検出

 POECR6レジスタで追加された条件

－12ビットA/D変換器のコンパレータ検出

－POE0#端子、POE4#端子、POE8#端子、

    POE11#端子の入力レベル検出

GPT1ABZE・
( (POE10F•POE10E)
+ (GPT01HIZ)
+ (ICU.NMISR.OSTST）
+ (CMADDGPT01ZE・
S12AD.ADCMPSEL.POE・ 
   (S12AD.ADCMPFR.CnFLAG）)
+ (IC1ADDGPT01ZE•POE0F)
+ (IC2ADDGPT01ZE•POE4F)
+ (IC3ADDGPT01ZE•POE8E•POE8F)
+ (IC5ADDGPT01ZE•POE11E•POE11F) )
(n=0～2、4～6)

GPT2端子

（GTIOC2A-B、GTIOC2B-B）
 POE11#端子の入力レベル検出

 SPOERレジスタ設定

 発振停止検出

 POECR6レジスタで追加された条件

－12ビットA/D変換器のコンパレータ検出

－POE0#端子、POE4#端子、POE8#端子、

    POE10#端子の入力レベル検出

GPT2ABZE・
( (POE11F•POE11E)
+ (GPT23HIZ)
+ (ICU.NMISR.OSTST）
+ (CMADDGPT23ZE・
S12AD.ADCMPSEL.POE・
   (S12AD.ADCMPFR.CnFLAG）)
+ (IC1ADDGPT23ZE•POE0F)
+ (IC2ADDGPT23ZE•POE4F)
+ (IC3ADDGPT23ZE•POE8E•POE8F)
+ (IC4DDGPT23ZE•POE10E•POE10F) )
(n=0～2、4～6)

GPT3端子

（GTIOC3A、GTIOC3B）
 POE11#端子の入力レベル検出

 SPOERレジスタ設定

 発振停止検出

 POECR6レジスタで追加された条件

－12ビットA/D変換器のコンパレータ検出

－POE0#端子、POE4#端子、POE8#端子、

    POE10#端子の入力レベル検出

GPT3ABZE・
( (POE11F•POE11E)
+ (GPT23HIZ)
+ (ICU.NMISR.OSTST）
+ (CMADDGPT23ZE・
S12AD.ADCMPSEL.POE・
   (S12AD.ADCMPFR.CnFLAG）)
+ (IC1ADDGPT23ZE•POE0F)
+ (IC2ADDGPT23ZE•POE4F)
+ (IC3ADDGPT23ZE•POE8E•POE8F)
+ (IC4ADDGPT23ZE•POE10E•POE10F) )
(n=0～2、4～6)

表17.5 ハイインピーダンス制御の対象と条件  (4 / 4)
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図 17.2 ハイインピーダンス制御の対象と条件
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17.3.1 入力レベル検出動作

ICSR1 ～ ICSR5 レジスタで設定した入力条件が POE0#、POE4#、POE8#、POE10#、POE11# 端子に発生し

た場合、MTU 相補 PWM 出力端子（MTU3、MTU4 端子および MTU6、MTU7 端子）および MTU0 端子、

GPT 端子をハイインピーダンス状態にします。ただし、MTU 相補 PWM 出力端子および MTU0 端子、GPT

端子をマルチプレクスしている端子が、MTU、GPT 機能を選択していない場合でもハイインピーダンスに

なります。

(1) 立ち下がりエッジ検出

POE0#、POE4#、POE8#、POE10#、POE11# 端子に High から Low の変化が入力されたとき、MTU 相補

PWM 出力端子および MTU0 端子、GPT 端子がマルチプレクスされている端子をハイインピーダンス状態に

します。

POE0#、POE4#、POE8#、POE10#、POE11# 端子入力から端子のハイインピーダンスまでのタイミング例

を図 17.3 に示します。

図 17.3 立ち下がりエッジ検出動作

PCLK

POE#入力

MTIOC3B

PCLK立ち上がり

立ち下がりエッジ検出

ハイインピーダンス状態（注1）

注1. その他の端子も同様のタイミングでハイインピーダンス状態になります。
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(2) Low レベル検出

図 17.4 に Low レベル検出動作を示します。ICSR1 ～ ICSR5 レジスタで設定したサンプリングクロック

で、16 回連続した Low をサンプリングします。このとき、1 度でも High を検出した場合は受け付けられま

せん。

また、サンプリングクロックから MTU 相補 PWM 出力端子および MTU0 端子、GPT 端子がハイインピー

ダンス状態になるタイミングは、立ち下がりエッジ検出、Low レベル検出ともに同じです。

図 17.4 Low レベル検出動作

17.3.2 出力レベル比較動作

MTIOC3B と MTIOC3D の組み合わせを例に、出力レベル比較動作を図 17.5 に示します。他の端子の組み

合わせについても同様です。

図 17.5 出力レベル検出動作
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注1. その他の端子も同様のタイミングでハイインピーダンス状態になります。
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ハイインピーダンス状態
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17.3.3 レジスタによるハイインピーダンス制御

ソフトウェアポートアウトプットイネーブルレジスタ（SPOER）により、直接、MTU 端子（MTU0、

MTU3、MTU4、MTU6、MTU7）および GPT 端子のハイインピーダンス制御をします。

たとえば SPOER.CH34HIZ ビットを “1” にすることで、ポートアウトプットイネーブルコントロールレジ

スタ 2（POECR2）で設定した MTU3、MTU4 の端子をハイインピーダンス状態にします。

他の端子についても、SPOER レジスタ内のビット設定により同様にハイインピーダンス制御が行えます。

17.3.4 発振停止検出検知によるハイインピーダンス制御

クロック発生回路の発振停止検出回路により、発振停止が検出されると、ポートアウトプットイネーブル

コントロールレジスタ 2（POECR2）で設定した MTU3、MTU4、MTU6、MTU7 の端子、ポートアウトプッ

トイネーブルコントロールレジスタ 1（POECR1）で設定した MTU0 の端子、および、ポートアウトプット

イネーブルコントロールレジスタ 3（POECR3）で設定した GPT の端子をハイインピーダンス状態にしま

す。

17.3.5 コンパレータ検出によるハイインピーダンス制御

12 ビット A/D 変換器に内蔵しているコンパレータの検出により、MTU 相補 PWM 出力端子、MTU0 端

子、および GPT 端子をハイインピーダンス状態にすることができます。

たとえば、POECR4.CMADDMT34ZE ビットを “1” にして MTU3、MTU4 の端子のハイインピーダンス制

御条件に S12AD.ADCMPFR.CjFLAG（j=0 ～ 2、4 ～ 6）フラグを追加することで、コンパレータ検出時に

ポートアウトプットイネーブルコントロールレジスタ 2（POECR2）で設定した MTU3、MTU4 の端子をハ

イインピーダンス状態にします。

他の端子についても、POECR1 ～ POECR6 レジスタの設定により同様にハイインピーダンス制御が行えま

す。

17.3.6 ハイインピーダンス制御条件の追加機能

ポートアウトプットイネーブルコントロールレジスタ 4 ～ 6（POECR4 ～ 6）の設定により、MTU 相補

PWM 出力端子、MTU0 端子、および GPT 端子のハイインピーダンス制御条件を追加することができます。

たとえば、MTU3、MTU4 の端子のハイインピーダンス制御条件に、下記を追加することができます。

 POECR4.CMADDMT34ZE ビットを “1” にして、コンパレータ検出を追加

 POECR4.IC2ADDMT34ZE ビットを “1” にして、POE4# 端子による入力レベル検出を追加

 POECR4.IC3ADDMT34ZE ビットを “1” にして、POE8# 端子による入力レベル検出を追加

 POECR4.IC4ADDMT34ZE ビットを “1” にして、POE10# 端子による入力レベル検出を追加

 POECR4.IC5ADDMT34ZE ビットを “1” にして、POE11# 端子による入力レベル検出を追加

他の端子についても、POECR4 ～ POECR6 レジスタの設定により同様にハイインピーダンス制御条件の追

加が行えます。
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17.3.7 ハイインピーダンス状態からの解除

入力レベル検出でハイインピーダンス状態になった端子は、リセットで初期状態に戻すか、ICSR1.POE0F

フラグ、ICSR2.POE4F フラグ、ICSR3.POE8F フラグ、ICSR4.POE10F フラグ、ICSR5.POE11F フラグをクリ

アすることによって解除されます。ただし、ICSR1.POE0M[1:0] ビット、ICSR2.POE4M[1:0] ビット、

ICSR3.POE8M[1:0] ビット、ICSR4.POE10M[1:0] ビット、ICSR5.POE11M[1:0] ビットで Low レベルサンプリ

ングに設定している場合には、POE0#、POE4#、POE8#、POE10#、POE11# 端子から High を入力して High

レベルをサンプリングした後でないと、フラグに対して “0” を書いても無効となりフラグは “0” になりませ

ん。

出力レベル検出でハイインピーダンス状態になった端子は、リセットで初期状態に戻すか、OCSR1.OSF1

フラグ、OCSR2.OSF2 フラグを “0” にすることによって解除されます。OCSR1.OSF1 フラグ、OCSR2.OSF2 

フラグを “0” にする場合は、端子から非アクティブレベルを出力するようにした後にしてください。

非アクティブレベル出力は、MTU 内のレジスタ、GPT 内のレジスタ、および ALR1 レジスタを設定する

ことで行うことができます。

コンパレータ検出でハイインピーダンス状態になった端子は、リセットで初期状態に戻すか、

S12AD.ADCMPFR.CnFLAG（n=0 ～ 2、4 ～ 6）フラグを “0” にすることによって解除されます。コンパレー

タ検出フラグ S12AD.ADCMPFR.CnFLAG（n=0 ～ 2、4 ～ 6）に “0” にする際にはコンパレータ検出を行った

アナログ入力信号が適正値に戻ったことを AD 変換実施等で確認した後に実施してください。アナログ入力

信号が適正値に戻ったことを確認しないで当該ビットをクリアした時で、かつアナログ入力信号が Low 側

基準電圧よりも低い、または High 側基準電圧よりも高いままだった場合、前述のコンパレータ検出フラグ

S12AD.ADCMPFR.CnFLAG は再び “1” にはなりませんのでご注意ください。

17.4 割り込み

POE3 は入力レベル検出動作または出力レベル比較動作において、条件が一致したときに割り込み要求を

出して割り込みを発生することができます。表 17.6 に割り込みの種類と割り込み要求を出す条件を示しま

す。

17.5 使用上の注意事項

POE3 を使用する場合は、ソフトウェアスタンバイモードおよびディープソフトウェアスタンバイモード

に移行しないでください。ソフトウェアスタンバイモードおよびディープソフトウェアスタンバイモードで

は、POE3 の動作が停止するため、端子のハイインピーダンス制御はできません。

表17.6 割り込み要求の種類と条件

名称 割り込み要因 割り込みフラグ 条件

OEI1 アウトプットイネーブル割り込み1 POE0F、OSF1 PIE1•POE0F＋OIE1•OSF1

OEI2 アウトプットイネーブル割り込み2 POE4F、OSF2 PIE2•POE4F+OIE2•OSF2

OEI3 アウトプットイネーブル割り込み3 POE8F PIE3•POE8F

OEI4 アウトプットイネーブル割り込み4 POE10F、POE11F PIE4•POE10F + PIE5•POE11F
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18. 汎用 PWM タイマ（GPT/GPTa）
RX62T グループ、RX62G グループは、4 チャネルの 16 ビットタイマにより構成される汎用 PWM タイマ

（GPT/GPTa）を内蔵しています。GPT は、100MHz まで動作可能です。

18.1 概要

表 18.1 に GPT の仕様を、表 18.2 に GPT の機能一覧を示します。図 18.1 に GPT のブロック図を示しま

す。

表18.1 GPTの仕様

項目 内容

機能  16ビット×4チャネル

 各カウンタは、アップカウントもしくはダウンカウント（のこぎり波）、

アップダウンカウント（三角波）

 チャネルごとに独立したクロックソースを選択可能

 チャネルごとに2本の入出力端子

 チャネルごとにアウトプットコンペア／インプットキャプチャ用レジスタが2本
 各チャネル2本のアウトプットコンペア／インプットキャプチャレジスタに対し、それぞれバッファ

レジスタとして4本のレジスタがあり、バッファ動作しないときにはコンペアレジスタとしても動作

可能

 アウトプットコンペア動作時に山／谷それぞれバッファ動作可能で左右非対称なPWM波形を生成

 チャネルごとにフレーム周期用レジスタを搭載（オーバフロー／アンダフローで割り込み可能）

 それぞれのカウンタを同期動作可能

 同期動作のモード（同時または任意のタイミングでずらす位相シフトに対応）

 PWM動作の際にデッドタイム生成が可能

 3つのカウンタを組み合わせ、デッドタイム付きの3相PWM波形を生成可能

 外部 /内部トリガによりカウントスタート／クリア／ストップ可能

 内部トリガ要因として、コンパレータ検出、ソフトウェア、コンペアマッチ

 分周された IWDT専用の低速オンチップオシレータクロックのエッジを、システムクロック（ICLK）
を分周したカウントクロックで計測することが可能（発振異常検出）

 各チャネル2本のPWM出力端子に対し、システムクロック（ICLK）の1/32の分解能で立ち上がり /立
ち下がりタイミングの制御が可能（PWM遅延生成機能）(RX62Gグループのみ)
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表18.2 GPTの機能一覧（1/2）

項目 GPT0 GPT1 GPT2 GPT3

カウントクロック ICLK
ICLK/2
ICLK/4
ICLK/8

ICLK
ICLK/2
ICLK/4
ICLK/8

ICLK
ICLK/2
ICLK/4
ICLK/8

ICLK
ICLK/2
ICLK/4
ICLK/8

アウトプットコンペア／

インプットキャプチャ

レジスタ（GTCCR）

GTCCRA
GTCCRB

GTCCRA
GTCCRB

GTCCRA
GTCCRB

GTCCRA
GTCCRB

コンペア／

バッファレジスタ

GTCCRC
GTCCRD
GTCCRE
GTCCRF

GTCCRC
GTCCRD
GTCCRE
GTCCRF

GTCCRC
GTCCRD
GTCCRE
GTCCRF

GTCCRC
GTCCRD
GTCCRE
GTCCRF

周期設定レジスタ GTPR GTPR GTPR GTPR

周期設定バッファレジスタ GTPBR
GTPDBR

GTPBR
GTPDBR

GTPBR
GTPDBR

GTPBR
GTPDBR

入出力端子 GTIOC0A
GTIOC0B

GTIOC1A
GTIOC1B

GTIOC2A
GTIOC2B

GTIOC3A
GTIOC3B

外部トリガ入力端子 GTETRG

カウンタクリア要因 GTPRのコンペアマッチ、インプットキャプチャ、コンパレータ検出、GTETRG端子入力、

GTIOC3A/B端子入力、GTIOC3A/Bの内部出力（アウトプットコンペア）

コンペア

マッチ出力

Low出力 ○ ○ ○ ○

High出力 ○ ○ ○ ○

トグル出力 ○ ○ ○ ○

インプットキャプチャ機能 ○ ○ ○ ○

同期動作 ○ ○ ○ ○

位相シフトスタート ○ ○ ○ ○

デッドタイム自動付加機能 ○ ○ ○ ○

PWMモード ○ ○ ○ ○

バッファ動作 ○ ○ ○ ○

ワンショット動作 ○ ○ ○ ○

DTCの起動 すべての割り込み要因

A/D変換開始トリガ GTADTRA、GTADTRBの

コンペアマッチ

GTADTRA、GTADTRBの

コンペアマッチ

GTADTRA、GTADTRBの

コンペアマッチ

GTADTRA、GTADTRBの

コンペアマッチ
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○：可能、—：不可能

表18.2 GPTの機能一覧（2/2）

項目 GPT0 GPT1 GPT2 GPT3

割り込み要因 5要因

 GTCCRAコンペアマッチ

／インプットキャプチャ

（GTCIA0）
 GTCCRBコンペアマッチ

／ インプットキャプチャ

（GTCIB0）
 GTCCRCコンペアマッチ

／ GTCCRDコンペア

マッチ／ デッドタイムエ

ラー（GTCIC0）
 GTCCREコンペアマッチ

／ GTCCRFコンペアマッ

チ（GTCIE0）
 GTCNTオーバフロー

（GTPRコンペアマッチ）

／GTCNTアンダフロー

（GTCIV0）

5要因

 GTCCRAコンペアマッチ

／  インプットキャプチャ 
（GTCIA1）

 GTCCRBコンペアマッチ

／  インプットキャプチャ 
（GTCIB1）

 GTCCRCコンペアマッチ

／  GTCCRDコンペア

マッチ／  デッドタイム

エラー （GTCIC1）
 GTCCREコンペアマッチ

／  GTCCRFコンペア

マッチ （GTCIE1）
 GTCNTオーバフロー

（GTPRコンペアマッチ）

／ GTCNTアンダフロー 
（GTCIV1）

5要因

 GTCCRAコンペアマッチ

／  インプットキャプチャ 
（GTCIA2）

 GTCCRBコンペアマッチ

／  インプットキャプチャ 
（GTCIB2）

 GTCCRCコンペアマッチ

／  GTCCRDコンペア

マッチ／  デッドタイム

エラー （GTCIC2）
 GTCCREコンペアマッチ

／  GTCCRFコンペア

マッチ （GTCIE2）
 GTCNTオーバフロー

（GTPRコンペアマッチ）

／ GTCNTアンダフロー 
（GTCIV2）

5要因

 GTCCRAコンペアマッチ

／  インプットキャプチャ 
（GTCIA3）

 GTCCRBコンペアマッチ

／  インプットキャプチャ 
（GTCIB3）

 GTCCRCコンペアマッチ

／  GTCCRDコンペア

マッチ／  デッドタイム

エラー （GTCIC3）
 GTCCREコンペアマッチ

／ GTCCRFコンペアマッ

チ （GTCIE3）
 GTCNTオーバフロー

（GTPRコンペアマッチ）

／ GTCNTアンダフロー 
（GTCIV3）

共通割り込み要因 外部トリガ／LOCOカウント機能割り込み（LOCOI）

割り込み間引き機能 GTCNTオーバフロー

（GTPRコンペアマッチ）

／ GTCNTアンダフロー

（GTCIV0）割り込みを間

引き（他の割り込み、お

よびA/D変換要求との連

動機能あり）

GTCNTオーバフロー

（GTPRコンペアマッチ）

／ GTCNTアンダフロー

（GTCIV1）割り込みを間

引き（他の割り込み、お

よびA/D変換要求との連

動機能あり）

GTCNTオーバフロー

（GTPRコンペアマッチ）

／ GTCNTアンダフロー

（GTCIV2）割り込みを間

引き（他の割り込み、お

よびA/D変換要求との連

動機能あり）

GTCNTオーバフロー

（GTPRコンペアマッチ）

／ GTCNTアンダフロー

（GTCIV3）割り込みを間

引き（他の割り込み、お

よびA/D変換要求との連

動機能あり）
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図 18.1 GPT のブロック図
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GTSTR : 汎用PWMタイマソフトウェアスタートレジスタ
GTHSCR : 汎用PWMタイマハードウェア要因スタートコントロールレジスタ
GTHCCR : 汎用PWMタイマハードウェア要因クリアコントロールレジスタ
GTHSSR : 汎用PWMタイマハードウェアスタート要因セレクトレジスタ
GTHPSR : 汎用PWMタイマハードウェアストップ・クリア要因セレクトレジスタ
GTWP : 汎用PWMタイマ書き込み保護レジスタ
GTSYNC : 汎用PWMタイマシンクロレジスタ
GTETINT : 汎用PWMタイマ外部トリガ入力割り込みレジスタ
GTBDR : 汎用PWMタイマバッファ動作禁止レジスタ
LCCR : LOCOカウントコントロールレジスタ
LCST : LOCOカウントステータスレジスタ
LCNT : LOCOカウント値レジスタ
LCNTA : LOCOカウント結果平均レジスタ
LCNT00 : LOCOカウント結果レジスタ0
LCNT01 : LOCOカウント結果レジスタ1
LCNT02 : LOCOカウント結果レジスタ2
LCNT03 : LOCOカウント結果レジスタ3
LCNT04 : LOCOカウント結果レジスタ4
LCNT05 : LOCOカウント結果レジスタ5
LCNT06 : LOCOカウント結果レジスタ6
LCNT07 : LOCOカウント結果レジスタ7
LCNT08 : LOCOカウント結果レジスタ8
LCNT09 : LOCOカウント結果レジスタ9
LCNT10 : LOCOカウント結果レジスタ10
LCNT11 : LOCOカウント結果レジスタ11
LCNT12 : LOCOカウント結果レジスタ12
LCNT13 : LOCOカウント結果レジスタ13
LCNT14 : LOCOカウント結果レジスタ14
LCNT15 : LOCOカウント結果レジスタ15
LCNTDU : LOCOカウント上限許容偏差値
LCNTDL : LOCOカウント下限許容偏差値

GTIOR : 汎用PWMタイマI/Oコントロールレジスタ
GTINTAD : 汎用PWMタイマ割り込み出力設定レジスタ
GTCR : 汎用PWMタイマコントロールレジスタ
GTBER : 汎用PWMタイマバッファイネーブルレジスタ
GTUDC : 汎用PWMタイマカウント方向レジスタ
GTITC : 汎用PWMタイマ割り込み、A/D変換開始要求間引き設定レジスタ
GTST : 汎用PWMタイマステータスレジスタ
GTCNT : 汎用PWMタイマカウンタ値
GTCCRA : 汎用PWMタイマコンペアキャプチャレジスタA
GTCCRB : 汎用PWMタイマコンペアキャプチャレジスタB
GTCCRC : 汎用PWMタイマコンペアキャプチャレジスタC
GTCCRD : 汎用PWMタイマコンペアキャプチャレジスタD
GTCCRE : 汎用PWMタイマコンペアキャプチャレジスタE
GTCCRF : 汎用PWMタイマコンペアキャプチャレジスタF
GTPR : 汎用PWMタイマ周期設定レジスタ
GTPBR : 汎用PWMタイマ周期設定バッファレジスタ
GTPDBR : 汎用PWMタイマ周期設定ダブルバッファレジスタ
GTADTRA : A/D変換開始要求タイミングレジスタA
GTADTBRA : A/D変換開始要求タイミングバッファレジスタA
GTADTDBRA : A/D変換開始要求タイミングダブルバッファレジスタA
GTADTRB : A/D変換開始要求タイミングレジスタB
GTADTBRB : A/D変換開始要求タイミングバッファレジスタB
GTADTDBRB : A/D変換開始要求タイミングダブルバッファレジスタB
GTONCR : 汎用PWMタイマ出力ネゲートコントロールレジスタ
GTDTCR : 汎用PWMタイマデッドタイムコントロールレジスタ
GTDVU : 汎用PWMタイマデッドタイム値レジスタ
GTDVD : 汎用PWMタイマデッドタイム値レジスタ
GTDBU : 汎用PWMタイマデッドタイムバッファレジスタ
GTDBD : 汎用PWMタイマデッドタイムバッファレジスタ
GTSOS : 汎用PWMタイマ出力保護機能ステータスレジスタ
GTSOTR : 汎用PWMタイマ出力保護機能一時解除レジスタ

PWM遅延
生成回路
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表 18.3 に GPT で使用する入出力端子を示します。

表18.3 GPTの入出力端子

チャネル 端子名 入出力 機能

GPT GTETRG 入力 外部トリガ入力端子

GPT0 GTIOC0A 入出力 GTCCRAのインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／PWM 出力端子

GTIOC0B 入出力 GTCCRBのインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／PWM 出力端子

GPT1 GTIOC1A 入出力 GTCCRAのインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／PWM 出力端子

GTIOC1B 入出力 GTCCRBのインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／PWM 出力端子

GPT2 GTIOC2A 入出力 GTCCRAのインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／PWM 出力端子

GTIOC2B 入出力 GTCCRBのインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／PWM 出力端子

GPT3 GTIOC3A 入出力 GTCCRAのインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／PWM 出力端子

GTIOC3B 入出力 GTCCRBのインプットキャプチャ入力／アウトプットコンペア出力／PWM 出力端子
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18.2 レジスタの説明

表 18.4 に GPT レジスタ一覧を示します。

表18.4 GPTレジスタ一覧 (1 / 4)

チャネル レジスタ名
レジスタ
シンボル

リセット後
の値

アドレス
アクセス
サイズ

GPT 汎用PWMタイマソフトウェアスタートレジスタ GTSTR 0000h 000C 2000h 8,16,32

汎用PWMタイマハードウェア要因スタートコントロールレジスタ GTHSCR 0000h 000C 2004h 8,16,32

汎用PWMタイマハードウェア要因クリアコントロールレジスタ GTHCCR 0000h 000C 2006h 8,16,32

汎用PWMタイマハードウェアスタート要因セレクトレジスタ GTHSSR 0000h 000C 2008h 8,16,32

汎用PWMタイマハードウェアストップ・クリア要因セレクトレジスタ GTHPSR 0000h 000C 200Ah 8,16,32

汎用PWMタイマ書き込み保護レジスタ GTWP 0000h 000C 200Ch 8,16,32

汎用PWMタイマシンクロレジスタ GTSYNC 0000h 000C 200Eh 8,16,32

汎用PWMタイマ外部トリガ入力割り込みレジスタ GTETINT 0000h 000C 2010h 8,16,32

汎用PWMタイマバッファ動作禁止レジスタ GTBDR 0000h 000C 2014h 8,16,32

汎用PWMタイマスタート書き込み保護レジスタ GTSWP 0000h 000C 2018h 16,32

LOCOカウントコントロールレジスタ LCCR 0000h 000C 2080h 8,16,32

LOCOカウントステータスレジスタ LCST 0000h 000C 2082h 8,16,32

LOCOカウント値レジスタ LCNT 0000h 000C 2084h 8,16,32

LOCOカウント結果平均レジスタ LCNTA 0000h 000C 2086h 8,16,32

LOCOカウント結果レジスタ0 LCNT00 0000h 000C 2088h 8,16,32

LOCOカウント結果レジスタ1 LCNT01 0000h 000C 208Ah 8,16,32

LOCOカウント結果レジスタ2 LCNT02 0000h 000C 208Ch 8,16,32

LOCOカウント結果レジスタ3 LCNT03 0000h 000C 208Eh 8,16,32

LOCOカウント結果レジスタ4 LCNT04 0000h 000C 2090h 8,16,32

LOCOカウント結果レジスタ5 LCNT05 0000h 000C 2092h 8,16,32

LOCOカウント結果レジスタ6 LCNT06 0000h 000C 2094h 8,16,32

LOCOカウント結果レジスタ7 LCNT07 0000h 000C 2096h 8,16,32

LOCOカウント結果レジスタ8 LCNT08 0000h '000C 2098h 8,16,32

LOCOカウント結果レジスタ9 LCNT09 0000h 000C 209Ah 8,16,32

LOCOカウント結果レジスタ10 LCNT10 0000h 000C 209Ch 8,16,32

LOCOカウント結果レジスタ11 LCNT11 0000h 000C 209Eh 8,16,32

LOCOカウント結果レジスタ12 LCNT12 0000h 000C 20A0h 8,16,32

LOCOカウント結果レジスタ13 LCNT13 0000h 000C 20A2h 8,16,32

LOCOカウント結果レジスタ14 LCNT14 0000h 000C 20A4h 8,16,32

LOCOカウント結果レジスタ15 LCNT15 0000h 000C 20A6h 8,16,32

LOCOカウント上限許容偏差値レジスタ LCNTDU FFFFh 000C 20A8h 8,16,32

LOCOカウント下限許容偏差値レジスタ LCNTDL FFFFh 000C 20AAh 8,16,32

GPT0 汎用PWMタイマ I/Oコントロールレジスタ GTIOR 0000h 000C 2100h 8,16,32

汎用PWMタイマ割り込み出力設定レジスタ GTINTAD 0000h 000C 2102h 8,16,32

汎用PWMタイマコントロールレジスタ GTCR 0000h 000C 2104h 8,16,32

汎用PWMタイマバッファイネーブルレジスタ GTBER 0000h 000C 2106h 8,16,32

汎用PWMタイマカウント方向レジスタ GTUDC 0001h 000C 2108h 8,16,32

汎用PWMタイマ割り込み、A/D変換開始要求間引き設定レジスタ GTITC 0000h 000C 210Ah 8,16,32

汎用PWMタイマステータスレジスタ GTST 8000h 000C 210Ch 8,16,32

汎用PWMタイマカウンタ GTCNT 0000h 000C 210Eh 16

汎用PWMタイマコンペアキャプチャレジスタA GTCCRA FFFFh 000C 2110h 16,32

汎用PWMタイマコンペアキャプチャレジスタB GTCCRB FFFFh 000C 2112h 16,32

汎用PWMタイマコンペアキャプチャレジスタC GTCCRC FFFFh 000C 2114h 16,32

汎用PWMタイマコンペアキャプチャレジスタD GTCCRD FFFFh 000C 2116h 16,32

汎用PWMタイマコンペアキャプチャレジスタE GTCCRE FFFFh 000C 2118h 16,32
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GPT0 汎用PWMタイマコンペアキャプチャレジスタF GTCCRF FFFFh 000C 211Ah 16,32

汎用PWMタイマ周期設定レジスタ GTPR FFFFh 000C 211Ch 16,32

汎用PWMタイマ周期設定バッファレジスタ GTPBR FFFFh 000C 211Eh 16,32

汎用PWMタイマ周期設定ダブルバッファレジスタ GTPDBR FFFFh 000C 2120h 16,32

A/D変換開始要求タイミングレジスタA GTADTRA FFFFh 000C 2124h 16,32

A/D変換開始要求タイミングバッファレジスタA GTADTBRA FFFFh 000C 2126h 16,32

A/D変換開始要求タイミングダブルバッファレジスタA GTADTDBRA FFFFh 000C 2128h 16,32

A/D変換開始要求タイミングレジスタB GTADTRB FFFFh 000C 212Ch 16,32

A/D変換開始要求タイミングバッファレジスタB GTADTBRB FFFFh 000C 212Eh 16,32

A/D変換開始要求タイミングダブルバッファレジスタB GTADTDBRB FFFFh 000C 2130h 16,32

汎用PWMタイマ出力ネゲートコントロールレジスタ GTONCR 0100h 000C 2134h 16,32

汎用PWMタイマデッドタイムコントロールレジスタ GTDTCR 0000h 000C 2136h 16,32

汎用PWMタイマデッドタイム値レジスタU GTDVU FFFFh 000C 2138h 16,32

汎用PWMタイマデッドタイム値レジスタD GTDVD FFFFh 000C 213Ah 16,32

汎用PWMタイマデッドタイムバッファレジスタU GTDBU FFFFh 000C 213Ch 16,32

汎用PWMタイマデッドタイムバッファレジスタD GTDBD FFFFh 000C 213Eh 16,32

汎用PWMタイマ出力保護機能ステータスレジスタ GTSOS 0x00h 000C 2140h 16,32

汎用PWMタイマ出力保護一時解除レジスタ GTSOTR 0000h 000C 2142h 16,32

PWM出力遅延制御レジスタ GTDLYCR 0000h 000C 2300h 16,32

GTIOCA立ち上がり出力遅延レジスタ GTDLYRA 0000h 000C 2318h 16,32

GTIOCB立ち上がり出力遅延レジスタ GTDLYRB 0000h 000C 231Ah 16,32

GTIOCA立ち下がり出力遅延レジスタ GTDLYFA 0000h 000C 2328h 16,32

GTIOCB立ち下がり出力遅延レジスタ GTDLYFB 0000h 000C 232Ah 16,32

GPT1 汎用PWMタイマ I/Oコントロールレジスタ GTIOR 0000h 000C 2180h 8,16,32

汎用PWMタイマ割り込み出力設定レジスタ GTINTAD 0000h 000C 2182h 8,16,32

汎用PWMタイマコントロールレジスタ GTCR 0000h 000C 2184h 8,16,32

汎用PWMタイマバッファイネーブルレジスタ GTBER 0000h 000C 2186h 8,16,32

汎用PWMタイマカウント方向レジスタ GTUDC 0001h 000C 2188h 8,16,32

汎用PWMタイマ割り込み、A/D変換開始要求間引き設定レジスタ GTITC 0000h 000C 218Ah 8,16,32

汎用PWMタイマステータスレジスタ GTST 8000h 000C 218Ch 8,16,32

汎用PWMタイマカウンタ GTCNT 0000h 000C 218Eh 16

汎用PWMタイマコンペアキャプチャレジスタA GTCCRA FFFFh 000C 2190h 16,32

汎用PWMタイマコンペアキャプチャレジスタB GTCCRB FFFFh 000C 2192h 16,32

汎用PWMタイマコンペアキャプチャレジスタC GTCCRC FFFFh 000C 2194h 16,32

汎用PWMタイマコンペアキャプチャレジスタD GTCCRD FFFFh 000C 2196h 16,32

汎用PWMタイマコンペアキャプチャレジスタE GTCCRE FFFFh 000C 2198h 16,32

汎用PWMタイマコンペアキャプチャレジスタF GTCCRF FFFFh 000C 219Ah 16,32

汎用PWMタイマ周期設定レジスタ GTPR FFFFh 000C 219Ch 16,32

汎用PWMタイマ周期設定バッファレジスタ GTPBR FFFFh 000C 219Eh 16,32

汎用PWMタイマ周期設定ダブルバッファレジスタ GTPDBR FFFFh 000C 21A0h 16,32

A/D変換開始要求タイミングレジスタA GTADTRA FFFFh 000C 21A4h 16,32

A/D変換開始要求タイミングバッファレジスタA GTADTBRA FFFFh 000C 21A6h 16,32

A/D変換開始要求タイミングダブルバッファレジスタA GTADTDBRA FFFFh 000C 21A8h 16,32

A/D変換開始要求タイミングレジスタB GTADTRB FFFFh 000C 21ACh 16,32

A/D変換開始要求タイミングバッファレジスタB GTADTBRB FFFFh 000C 21AEh 16,32

A/D変換開始要求タイミングダブルバッファレジスタB GTADTDBRB FFFFh 000C 21B0h 16,32

汎用PWMタイマ出力ネゲートコントロールレジスタ GTONCR 0100h 000C 21B4h 16,32

汎用PWMタイマデッドタイムコントロールレジスタ GTDTCR 0000h 000C 21B6h 16,32

表18.4 GPTレジスタ一覧 (2 / 4)

チャネル レジスタ名
レジスタ
シンボル

リセット後
の値

アドレス
アクセス
サイズ
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GPT1 汎用PWMタイマデッドタイム値レジスタU GTDVU FFFFh 000C 21B8h 16,32

汎用PWMタイマデッドタイム値レジスタD GTDVD FFFFh 000C 21BAh 16,32

汎用PWMタイマデッドタイムバッファレジスタU GTDBU FFFFh 000C 21BCh 16,32

汎用PWMタイマデッドタイムバッファレジスタD GTDBD FFFFh 000C 21BEh 16,32

汎用PWMタイマ出力保護機能ステータスレジスタ GTSOS 0x00h 000C 21C0h 16,32

汎用PWMタイマ出力保護一時解除レジスタ GTSOTR 0000h 000C 21C2h 16,32

PWM出力遅延制御レジスタ GTDLYCR 0000h 000C 2302h 16,32

GTIOCA立ち上がり出力遅延レジスタ GTDLYRA 0000h 000C 231Ch 16,32

GTIOCB立ち上がり出力遅延レジスタ GTDLYRB 0000h 000C 231Eh 16,32

GTIOCA立ち上がり出力遅延レジスタ GTDLYFA 0000h 000C 232Ch 16,32

GTIOCB立ち下がり出力遅延レジスタ GTDLYFB 0000h 000C 232Eh 16,32

GPT2 汎用PWMタイマ I/Oコントロールレジスタ GTIOR 0000h 000C 2200h 8,16,32

汎用PWMタイマ割り込み出力設定レジスタ GTINTAD 0000h 000C 2202h 8,16,32

汎用PWMタイマコントロールレジスタ GTCR 0000h 000C 2204h 8,16,32

汎用PWMタイマバッファイネーブルレジスタ GTBER 0000h 000C 2206h 8,16,32

汎用PWMタイマカウント方向レジスタ GTUDC 0001h 000C 2208h 8,16,32

汎用PWMタイマ割り込み、A/D変換開始要求間引き設定レジスタ GTITC 0000h 000C 220Ah 8,16,32

汎用PWMタイマステータスレジスタ GTST 8000h 000C 220Ch 8,16,32

汎用PWMタイマカウンタ GTCNT 0000h 000C 220Eh 16

汎用PWMタイマコンペアキャプチャレジスタA GTCCRA FFFFh 000C 2210h 16,32

汎用PWMタイマコンペアキャプチャレジスタB GTCCRB FFFFh 000C 2212h 16,32

汎用PWMタイマコンペアキャプチャレジスタC GTCCRC FFFFh 000C 2214h 16,32

汎用PWMタイマコンペアキャプチャレジスタD GTCCRD FFFFh 000C 2216h 16,32

汎用PWMタイマコンペアキャプチャレジスタE GTCCRE FFFFh 000C 2218h 16,32

汎用PWMタイマコンペアキャプチャレジスタF GTCCRF FFFFh 000C 221Ah 16,32

汎用PWMタイマ周期設定レジスタ GTPR FFFFh 000C 221Ch 16,32

汎用PWMタイマ周期設定バッファレジスタ GTPBR FFFFh 000C 221Eh 16,32

汎用PWMタイマ周期設定ダブルバッファレジスタ GTPDBR FFFFh 000C 2220h 16,32

A/D変換開始要求タイミングレジスタA GTADTRA FFFFh 000C 2224h 16,32

A/D変換開始要求タイミングバッファレジスタA GTADTBRA FFFFh 000C 2226h 16,32

A/D変換開始要求タイミングダブルバッファレジスタA GTADTDBRA FFFFh 000C 2228h 16,32

A/D変換開始要求タイミングレジスタB GTADTRB FFFFh 000C 222Ch 16,32

A/D変換開始要求タイミングバッファレジスタB GTADTBRB FFFFh 000C 222Eh 16,32

A/D変換開始要求タイミングダブルバッファレジスタB GTADTDBRB FFFFh 000C 2230h 16,32

汎用PWMタイマ出力ネゲートコントロールレジスタ GTONCR 0100h 000C 2234h 16,32

汎用PWMタイマデッドタイムコントロールレジスタ GTDTCR 0000h 000C 2236h 16,32

汎用PWMタイマデッドタイム値レジスタU GTDVU FFFFh 000C 2238h 16,32

汎用PWMタイマデッドタイム値レジスタD GTDVD FFFFh 000C 223Ah 16,32

汎用PWMタイマデッドタイムバッファレジスタU GTDBU FFFFh 000C 223Ch 16,32

汎用PWMタイマデッドタイムバッファレジスタD GTDBD FFFFh 000C 223Eh 16,32

汎用PWMタイマ出力保護機能ステータスレジスタ GTSOS 0x00h 000C 2240h 16,32

汎用PWMタイマ出力保護一時解除レジスタ GTSOTR 0000h 000C 2242h 16,32

PWM出力遅延制御レジスタ GTDLYCR 0000h 000C 2304h 16,32

GTIOCA立ち上がり出力遅延レジスタ GTDLYRA 0000h 000C 2320h 16,32

GTIOCB立ち上がり出力遅延レジスタ GTDLYRB 0000h 000C 2322h 16,32

GTIOCA立ち上がり出力遅延レジスタ GTDLYFA 0000h 000C 2330h 16,32

GTIOCB立ち下がり出力遅延レジスタ GTDLYFB 0000h 000C 2332h 16,32

表18.4 GPTレジスタ一覧 (3 / 4)

チャネル レジスタ名
レジスタ
シンボル

リセット後
の値

アドレス
アクセス
サイズ
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GPT3 汎用PWMタイマ I/Oコントロールレジスタ GTIOR 0000h 000C 2280h 8,16,32

汎用PWMタイマ割り込み出力設定レジスタ GTINTAD 0000h 000C 2282h 8,16,32

汎用PWMタイマコントロールレジスタ GTCR 0000h 000C 2284h 8,16,32

汎用PWMタイマバッファイネーブルレジスタ GTBER 0000h 000C 2286h 8,16,32

汎用PWMタイマカウント方向レジスタ GTUDC 0001h 000C 2288h 8,16,32

汎用PWMタイマ割り込み、A/D変換開始要求間引き設定レジスタ GTITC 0000h 000C 228Ah 8,16,32

汎用PWMタイマステータスレジスタ GTST 8000h 000C 228Ch 8,16,32

汎用PWMタイマカウンタ GTCNT 0000h 000C 228Eh 16

汎用PWMタイマコンペアキャプチャレジスタA GTCCRA FFFFh 000C 2290h 16,32

汎用PWMタイマコンペアキャプチャレジスタB GTCCRB FFFFh 000C 2292h 16,32

汎用PWMタイマコンペアキャプチャレジスタC GTCCRC FFFFh 000C 2294h 16,32

汎用PWMタイマコンペアキャプチャレジスタD GTCCRD FFFFh 000C 2296h 16,32

汎用PWMタイマコンペアキャプチャレジスタE GTCCRE FFFFh 000C 2298h 16,32

GPT3 汎用PWMタイマコンペアキャプチャレジスタF GTCCRF FFFFh 000C 229Ah 16,32

汎用PWMタイマ周期設定レジスタ GTPR FFFFh 000C 229Ch 16,32

汎用PWMタイマ周期設定バッファレジスタ GTPBR FFFFh 000C 229Eh 16,32

汎用PWMタイマ周期設定ダブルバッファレジスタ GTPDBR FFFFh 000C 22A0h 16,32

A/D変換開始要求タイミングレジスタA GTADTRA FFFFh 000C 22A4h 16,32

A/D変換開始要求タイミングバッファレジスタA GTADTBRA FFFFh 000C 22A6h 16,32

A/D変換開始要求タイミングダブルバッファレジスタA GTADTDBRA FFFFh 000C 22A8h 16,32

A/D変換開始要求タイミングレジスタB GTADTRB FFFFh 000C 22ACh 16,32

A/D変換開始要求タイミングバッファレジスタB GTADTBRB FFFFh 000C 22AEh 16,32

A/D変換開始要求タイミングダブルバッファレジスタB GTADTDBRB FFFFh 000C 22B0h 16,32

汎用PWMタイマ出力ネゲートコントロールレジスタ GTONCR 0100h 000C 22B4h 16,32

汎用PWMタイマデッドタイムコントロールレジスタ GTDTCR 0000h 000C 22B6h 16,32

汎用PWMタイマデッドタイム値レジスタU GTDVU FFFFh 000C 22B8h 16,32

汎用PWMタイマデッドタイム値レジスタD GTDVD FFFFh 000C 22BAh 16,32

汎用PWMタイマデッドタイムバッファレジスタU GTDBU FFFFh 000C 22BCh 16,32

汎用PWMタイマデッドタイムバッファレジスタD GTDBD FFFFh 000C 22BEh 16,32

汎用PWMタイマ出力保護機能ステータスレジスタ GTSOS 0x00h 000C 22C0h 16,32

汎用PWMタイマ出力保護一時解除スレジスタ GTSOTR 0000h 000C 22C2h 16,32

PWM出力遅延制御レジスタ GTDLYCR 0000h 000C 2306h 16,32

GTIOCA立ち上がり出力遅延レジスタ GTDLYRA 0000h 000C 2324h 16,32

GTIOCB立ち上がり出力遅延レジスタ GTDLYRB 0000h 000C 2326h 16,32

GTIOCA立ち下がり出力遅延レジスタ GTDLYFA 0000h 000C 2334h 16,32

GTIOCB立ち下がり出力遅延レジスタ GTDLYFB 0000h 000C 2336h 16,32

表18.4 GPTレジスタ一覧 (4 / 4)

チャネル レジスタ名
レジスタ
シンボル

リセット後
の値

アドレス
アクセス
サイズ
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18.2.1 汎用 PWM タイマソフトウェアスタートレジスタ（GTSTR）

GTSTR レジスタは、GPTn.GTCNT カウンタの動作／停止を設定するレジスタです。(n=0 ～ 3)

CSTn ビット（GPTn.GTCNT カウントスタートビット）(n=0 ～ 3)

GPTn.GTCNT カウンタの動作／停止を選択します。

GTHSCR レジスタで、ハードウェア要因によるカウンタの動作／停止に設定することもできます。ハード

ウェア要因によるスタートが実行された場合は自動的に “1” に、ハードウェア要因によるストップが実行さ

れた場合は自動的に “0” になります。

アドレス 000C 2000h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — — — — — — CST3 CST2 CST1 CST0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 CST0 GPT0.GTCNTカウントスタートビット 0：カウント停止

1：カウント動作

R/W

b1 CST1 GPT1.GTCNTカウントスタートビット R/W

b2 CST2 GPT2.GTCNTカウントスタートビット R/W

b3 CST3 GPT3.GTCNTカウントスタートビット R/W

b15-b4 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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18.2.2 汎用 PWM タイマハードウェア要因スタートコントロールレジスタ（GTHSCR）

GTHSCR レジスタは、ハードウェア要因による GPTn.GTCNT カウントの動作／停止を設定するレジスタ

です。(n=0 ～ 3)

ハードウェア要因による GPTn.GTCNT カウントのスタートとストップが同時に起きた場合、スタートが

優先されます。

CSHWn[1:0] ビット（GPTn.GTCNT ハードウェア要因カウントスタートビット）(n=0 ～ 3)

ハードウェア要因で GPTn.GTCNT カウントをカウントスタートします。

ハードウェア要因でスタートした場合、GTSTR レジスタの対応するビットが自動的に “ 1” になります。

ハードウェア要因は、GTHSSR レジスタで選択します。

CPHWn[1:0] ビット（GPTn.GTCNT ハードウェア要因カウントストップビット）(n=0 ～ 3)

ハードウェア要因で GPTn.GTCNT カウントをカウントストップします。

ハードウェア要因でストップした場合、GTSTR レジスタの対応するビットが自動的に “ 0” になります。

ハードウェア要因は、GTHPSR レジスタで選択します。

アドレス 000C 2004h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

CPHW3[1:0] CPHW2[1:0] CPHW1[1:0] CPHW0[1:0] CSHW3[1:0] CSHW2[1:0] CSHW1[1:0] CSHW0[1:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b1-b0 CSHW0[1:0] GPT0.GTCNTハードウェア要因カウント

スタートビット

0 0：ハードウェア要因でカウントスタートしない

0 1：ハードウェア要因の立ち上がりエッジでカウ

ントスタートする

1 0：ハードウェア要因の立ち下がりエッジでカウ

ントスタートする

1 1：ハードウェア要因の両エッジでカウント

スタートする

R/W

b3-b2 CSHW1[1:0] GPT1.GTCNTハードウェア要因カウント

スタートビット

R/W

b5-b4 CSHW2[1:0] GPT2.GTCNTハードウェア要因カウント

スタートビット

R/W

b7-b6 CSHW3[1:0] GPT3.GTCNTハードウェア要因カウント

スタートビット

R/W

b9-b8 CPHW0[1:0] GPT0.GTCNTハードウェア要因カウント

ストップビット

0 0：ハードウェア要因でカウントストップしない

0 1：ハードウェア要因の立ち上がりエッジでカウ

ントストップする

1 0：ハードウェア要因の立ち下がりエッジでカウ

ントストップする

1 1：ハードウェア要因の両エッジでカウント

ストップする

R/W

b11-b10 CPHW1[1:0] GPT1.GTCNTハードウェア要因カウント

ストップビット

R/W

b13-b12 CPHW2[1:0] GPT2.GTCNTハードウェア要因カウント

ストップビット

R/W

b15-b14 CPHW3[1:0] GPT3.GTCNTハードウェア要因カウント

ストップビット

R/W
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18.2.3 汎用 PWM タイマハードウェア要因クリアコントロールレジスタ（GTHCCR）

GTHCCR レジスタは、ハードウェア要因による GPTn.GTCNT カウンタのクリアを設定するレジスタで

す。(n=0 ～ 3)

ハードウェア要因による GPTn.GTCNT カウンタのクリアを設定した場合、GPTn.GTCNT カウントが動作

中（GTSTR.CSTn=1）の場合でも、停止中（GTSTR.CSTn=0）の場合でも、ハードウェア要因によるカウン

タクリアは実行されます。(n=0 ～ 3)

CCHWn[1:0] ビット（GPTn.GTCNT ハードウェア要因カウンタクリアビット）(n=0 ～ 3)

ハードウェア要因で GPTn.GTCNT カウンタをカウンタクリアします。

ハードウェア要因は GTHPSR レジスタで選択します。

CCHWn[1:0] ビットを “01b”、“10b”、“11b” にしている間は、繰り返しハードウェア要因を受け付けます。

CCSWn ビット（GPTn.GTCNT カウンタクリアビット）(n=0 ～ 3)

“1” を書くと、GPTn.GTCNT カウンタが “0” になります。“1” を書いた後、自動的に “0” に戻ります。読

むと “0” が読めます。

アドレス 000C 2006h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — CCSW
3

CCSW
2

CCSW
1

CCSW
0

CCHW3[1:0] CCHW2[1:0] CCHW1[1:0] CCHW0[1:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b1-b0 CCHW0[1:0] GPT0.GTCNTハードウェア要因カウンタ

クリアビット

0 0：ハードウェア要因でカウンタクリアしない

0 1：ハードウェア要因の立ち上がりエッジでカウン

タクリアする

1 0：ハードウェア要因の立ち下がりエッジでカウン

タクリアする

1 1：ハードウェア要因の両エッジでカウンタクリア

する

R/W

b3-b2 CCHW1[1:0] GPT1.GTCNTハードウェア要因カウンタ

クリアビット

R/W

b5-b4 CCHW2[1:0] GPT2.GTCNTハードウェア要因カウンタ

クリアビット

R/W

b7-b6 CCHW3[1:0] GPT3.GTCNTハードウェア要因カウンタ

クリアビット

R/W

b8 CCSW0 GPT0.GTCNTカウンタクリアビット “1”を書くとカウンタをクリアします。“1”を書き込み

後、自動的に “0”に戻ります。読むと “0”が読めます。

R/W

b9 CCSW1 GPT1.GTCNTカウンタクリアビット R/W

b10 CCSW2 GPT2.GTCNTカウンタクリアビット R/W

b11 CCSW3 GPT3.GTCNTカウンタクリアビット R/W

b15-b12 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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18.2.4 汎用 PWM タイマハードウェアスタート要因セレクトレジスタ（GTHSSR）

アドレス 000C 2008h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

CSHSL3[3:0] CSHSL2[3:0] CSHSL1[3:0] CSHSL0[3:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b3-b0 CSHSL0[3:0] GPT0.GTCNTハードウェアカウンタスタート

要因選択ビット

b3        b0

0 0 0 0：AN000用コンパレータ検出

0 0 0 1：AN001用コンパレータ検出

0 0 1 0：AN002用コンパレータ検出

0 0 1 1：設定しないでください

0 1 0 0：AN100用コンパレータ検出

0 1 0 1：AN101用コンパレータ検出

0 1 1 0：AN102用コンパレータ検出

0 1 1 1：設定しないでください

1 0 0 0：GTIOC3A端子入力

1 0 0 1：GTIOC3B端子入力

1 0 1 0：GTIOC3A内部出力

（アウトプットコンペア）

1 0 1 1：GTIOC3B内部出力

（アウトプットコンペア）

1 1 0 0：GTETRG端子入力

上記以外は設定しないでください

R/W

b7-b4 CSHSL1[3:0] GPT1.GTCNTハードウェアカウンタスタート

要因選択ビット

b7        b4

0 0 0 0：AN000用コンパレータ検出

0 0 0 1：AN001用コンパレータ検出

0 0 1 0：AN002用コンパレータ検出

0 0 1 1：設定しないでください

0 1 0 0：AN100用コンパレータ検出

0 1 0 1：AN101用コンパレータ検出

0 1 1 0：AN102用コンパレータ検出

0 1 1 1：設定しないでください

1 0 0 0：GTIOC3A端子入力

1 0 0 1：GTIOC3B端子入力

1 0 1 0：GTIOC3A内部出力

（アウトプットコンペア）

1 0 1 1：GTIOC3B内部出力

（アウトプットコンペア）

1 1 0 0：GTETRG端子入力

上記以外は設定しないでください

R/W

b11-b8 CSHSL2[3:0] GPT2.GTCNTハードウェアカウンタスタート

要因選択ビット

b11       b8

0 0 0 0：AN000用コンパレータ検出

0 0 0 1：AN001用コンパレータ検出

0 0 1 0：AN002用コンパレータ検出

0 0 1 1：設定しないでください

0 1 0 0：AN100用コンパレータ検出

0 1 0 1：AN101用コンパレータ検出

0 1 1 0：AN102用コンパレータ検出

0 1 1 1：設定しないでください

1 0 0 0：GTIOC3A端子入力

1 0 0 1：GTIOC3B端子入力

1 0 1 0：GTIOC3A内部出力

（アウトプットコンペア）

1 0 1 1：GTIOC3B内部出力

（アウトプットコンペア）

1 1 0 0：GTETRG端子入力

上記以外は設定しないでください

R/W
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GTHSSR レジスタは、GPTn.GTCNT カウンタのカウンタスタートのハードウェア要因を設定するレジス

タです。(n=0 ～ 3)

要因の変更は GTHSCR.CSHWn[1:0] ビットを “0” にしてから行ってください。

CSHSLn[3:0] ビット（GPTn.GTCNT ハードウェアカウンタスタート要因選択ビット）(n=0 ～ 3)

GPTn.GTCNT カウンタのカウンタスタートのハードウェア要因を選択します。

ハードウェア要因として “1000b” を選択した場合、GPT3.GTIOR.GTIOA[5:0] ビットの b5 = “0”、

GPT3.GTONCR.OAE = “0” と設定してください。ハードウェア要因として “1001b” を選択した場合、

GPT3.GTIOR.GTIOB[5:0] ビットの b5 = “0”、GPT3.GTONCR.OBE = “0” と設定してください。

b15-b12 CSHSL3[3:0] GPT3.GTCNTハードウェアカウンタスタート

要因選択ビット

b15     b12

0 0 0 0：AN000用コンパレータ検出

0 0 0 1：AN001用コンパレータ検出

0 0 1 0：AN002用コンパレータ検出

0 0 1 1：設定しないください

0 1 0 0：AN100用コンパレータ検出

0 1 0 1：AN101用コンパレータ検出

0 1 1 0：AN102用コンパレータ検出

0 1 1 1：設定しないでください

1 0 0 0：GTIOC3A端子入力

1 0 0 1：GTIOC3B端子入力

1 0 1 0：設定しないでください

1 0 1 1：設定しないでください

1 1 0 0：GTETRG端子入力

上記以外は設定しないでください

R/W

ビット シンボル ビット名 機能 R/W
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18.2.5 汎用 PWM タイマハードウェアストップ・クリア要因セレクトレジスタ（GTHPSR）

アドレス 000C 200Ah

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

CSHPL3[3:0] CSHPL2[3:0] CSHPL1[3:0] CSHPL0[3:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b3-b0 CSHPL0[3:0] GPT0.GTCNTハードウェアカウンタ

ストップ・クリア要因選択ビット

b3        b0

0 0 0 0：AN000用コンパレータ検出

0 0 0 1：AN001用コンパレータ検出

0 0 1 0：AN002用コンパレータ検出

0 0 1 1：設定しないでください

0 1 0 0：AN100用コンパレータ検出

0 1 0 1：AN101用コンパレータ検出

0 1 1 0：AN102用コンパレータ検出

0 1 1 1：設定しないでください

1 0 0 0：GTIOC3A端子入力

1 0 0 1：GTIOC3B端子入力

1 0 1 0：GTIOC3A内部出力（アウトプットコンペア）

1 0 1 1：GTIOC3B内部出力（アウトプットコンペア）

1 1 0 0：GTETRG端子入力

上記以外は設定しないでください

R/W

b7-b4 CSHPL1[3:0] GPT1.GTCNTハードウェアカウンタ

ストップ・クリア要因選択ビット

b7         b4

0 0 0 0：AN000用コンパレータ検出

0 0 0 1：AN001用コンパレータ検出

0 0 1 0：AN002用コンパレータ検出

0 0 1 1：設定しないでください

0 1 0 0：AN100用コンパレータ検出

0 1 0 1：AN101用コンパレータ検出

0 1 1 0：AN102用コンパレータ検出

0 1 1 1：設定しないでください

1 0 0 0：GTIOC3A端子入力

1 0 0 1：GTIOC3B端子入力

1 0 1 0：GTIOC3A内部出力（アウトプットコンペア）

1 0 1 1：GTIOC3B内部出力（アウトプットコンペア）

1 1 0 0：GTETRG端子入力

上記以外は設定しないでください

R/W

b11-b8 CSHPL2[3:0] GPT2.GTCNTハードウェアカウンタ

ストップ・クリア要因選択ビット

b11       b8

0 0 0 0：AN000用コンパレータ検出

0 0 0 1：AN001用コンパレータ検出

0 0 1 0：AN002用コンパレータ検出

0 0 1 1：設定しないでください

0 1 0 0：AN100用コンパレータ検出

0 1 0 1：AN101用コンパレータ検出

0 1 1 0：AN102用コンパレータ検出

0 1 1 1：設定しないでください

1 0 0 0：GTIOC3A端子入力

1 0 0 1：GTIOC3B端子入力

1 0 1 0：GTIOC3A内部出力（アウトプットコンペア）

1 0 1 1：GTIOC3B内部出力（アウトプットコンペア）

1 1 0 0：GTETRG端子入力

上記以外は設定しないでください

R/W
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GTHPSR レジスタは、GPTn.GTCNT カウンタのカウンタストップ・クリアのハードウェア要因を設定するレジ

スタです。(n=0 ～ 3)

要因の変更は GTHSCR.CPHWn[1:0] ビット、GTHCCR.CCHWn[1:0] ビットを “0” にしてから行ってくださ

い。

CSHPLn[3:0] ビット（GPTn.GTCNT ハードウェアカウンタストップ・クリア要因選択ビット）(n=0 ～ 3)

GPTn.GTCNT カウンタのカウンタストップ・クリアのハードウェア要因を選択します。

18.2.6 汎用 PWM タイマ書き込み保護レジスタ（GTWP）

GTWP レジスタは、誤書き込み防止のためレジスタへの書き込みを許可／禁止するレジスタです。

GTWP レジスタの設定で、書き込み許可／禁止が反映されるレジスタは、「18.7.1　レジスタの書き込み

保護」を参照してください。

WPn ビット（GPTn レジスタ書き込み許可ビット）(n=0 ～ 3)

GPTn のレジスタへの書き込みの許可／禁止を選択します。

b15-b12 CSHPL3[3:0] GPT3.GTCNTハードウェアカウンタ

ストップ・クリア要因選択ビット

b15     b12

0 0 0 0：AN000用コンパレータ検出

0 0 0 1：AN001用コンパレータ検出

0 0 1 0：AN002用コンパレータ検出

0 0 1 1：設定しないでください。

0 1 0 0：AN100用コンパレータ検出

0 1 0 1：AN101用コンパレータ検出

0 1 1 0：AN102用コンパレータ検出

0 1 1 1：設定しないください

1 0 0 0：GTIOC3A端子入力

1 0 0 1：GTIOC3B端子入力

1 0 1 0：設定しないでください

1 0 1 1：設定しないでください

1 1 0 0：GTETRG端子入力

上記以外は設定しないでください

R/W

アドレス 000C 200Ch

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — — — — — — WP3 WP2 WP1 WP0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 WP0 GPT0レジスタ書き込み許可ビット 0：レジスタの書き込みを許可

1：レジスタの書き込みを禁止

R/W

b1 WP1 GPT1レジスタ書き込み許可ビット R/W

b2 WP2 GPT2レジスタ書き込み許可ビット R/W

b3 WP3 GPT3レジスタ書き込み許可ビット R/W

b15-b4 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

ビット シンボル ビット名 機能 R/W



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 750 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 18.  汎用PWMタイマ（GPT/GPTa）

18.2.7 汎用 PWM タイマシンクロレジスタ（GTSYNC）

GTSYNC レジスタは、同期クリア／同期動作による GPTn.GTCNT カウンタのクリア要因を設定するレジ

スタです。書き込みは GPTn.GTCNT カウンタのカウント動作が停止した状態で行ってください。(n=0 ～ 3)

SYNCn[1:0] ビット（GPTn.GTCNT カウンタ同期クリア要因選択ビット）(n=0 ～ 3)

GPTn.GTCNT カウンタをどのチャネルのカウンタのクリア要因でクリアするかを選択します。

SYNCn[1:0] ビットを設定する場合は、先に GPTn.GTCR.CCLR[1:0] ビットを “11b”（同期クリア／同期動作

をしている他のカウンタのクリア要因でクリア）にしてください。

アドレス 000C 200Eh

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — SYNC3[1:0] — — SYNC2[1:0] — — SYNC1[1:0] — — SYNC0[1:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b1-b0 SYNC0[1:0] GPT0.GTCNTカウンタ同期

クリア要因選択ビット

b1   b0

0  0：GPT0のクリア要因でGPT0.GTCNTをクリア

（同期クリアしない）

0  1：GPT1のクリア要因でGPT0.GTCNTを同期クリア

1  0：GPT2のクリア要因でGPT0.GTCNTを同期クリア

1  1：GPT3のクリア要因でGPT0.GTCNTを同期クリア

R/W

b3-b2 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b5-b4 SYNC1[1:0] GPT1.GTCNTカウンタ同期

クリア要因選択ビット

b5  b4

0  0：GPT0のクリア要因でGPT1.GTCNTを同期クリア

0  1：GPT1のクリア要因でGPT1.GTCNTをクリア

（同期クリアしない）

1  0：GPT2のクリア要因でGPT1.GTCNTを同期クリア

1  1：GPT3のクリア要因でGPT1.GTCNTを同期クリア

R/W

b7-b6 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b9-b8 SYNC2[1:0] GPT2.GTCNTカウンタ同期

クリア要因選択ビット

b9   b8

0  0：GPT0のクリア要因でGPT2.GTCNTを同期クリア

0  1：GPT1のクリア要因でGPT2.GTCNTを同期クリア

1  0：GPT2のクリア要因でGPT2.GTCNTをクリア

（同期クリアしない）

1  1：GPT3のクリア要因でGPT2.GTCNTを同期クリア

R/W

b11-b10 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b13-b12 SYNC3[1:0] GPT3.GTCNTカウンタ同期

クリア要因選択ビット

b13 b12

0  0：GPT0のクリア要因でGPT3.GTCNTを同期クリア

0  1：GPT1のクリア要因でGPT3.GTCNTを同期クリア

1  0：GPT2のクリア要因でGPT3.GTCNTを同期クリア

1  1：GPT3のクリア要因でGPT3.GTCNTをクリア

（同期クリアしない）

R/W

b15-b14 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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18.2.8 汎用 PWM タイマ外部トリガ入力割り込みレジスタ（GTETINT）

注1. フラグを“0”にするための “0”書き込みのみ可能です。ETIPFフラグまたはETINFフラグをクリアする場合は、クリアしたいフラグに

のみ“0”を、その他のフラグには “1”を書き込んでください。

GTETINT レジスタは、外部トリガ入力端子（GTETRG）による割り込みの許可／禁止を設定するレジス

タです。また、割り込み要求は、LOCOI 割り込み要求として発生します。

ETIPEN ビット（外部トリガ立ち上がり入力割り込み要求許可ビット）

外部トリガ入力の立ち上がりエッジによる割り込み要求の許可／禁止を選択します。

ETINEN ビット（外部トリガ立ち下がり入力割り込み要求許可ビット）

外部トリガ入力の立ち下がりエッジによる割り込み要求の許可／禁止を選択します。

ETIPF フラグ（外部トリガ立ち上がり入力割り込み要求フラグ）

外部トリガ入力の立ち上がりエッジによる割り込み要求のフラグです。

[“1” になる条件 ]

 外部トリガ入力の立ち上がりエッジを検出したとき

[“0” になる条件 ]

 ETIPF フラグに “0” を書いたとき

ETINF フラグ（外部トリガ立ち下がり入力割り込み要求フラグ）

外部トリガ入力の立ち下がりエッジによる割り込み要求のフラグです。

[“1” になる条件 ]

 外部トリガ入力の立ち下がりエッジを検出したとき

[“0” になる条件 ]

 ETINF フラグに “0” を書いたとき

アドレス 000C 2010h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — ETINF ETIPF — — — — — — ETINE
N

ETIPE
N

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 ETIPEN 外部トリガ立ち上がり入力

割り込み要求許可ビット

0：割り込み要求を禁止

1：割り込み要求を許可

R/W

b1 ETINEN 外部トリガ立ち下がり入力

割り込み要求許可ビット

0：割り込み要求を禁止

1：割り込み要求を許可

R/W

b7-b2 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b8 ETIPF 外部トリガ立ち上がり入力

割り込み要求フラグ

0：割り込み要求なし

1：割り込み要求あり

R/(W)
（注1）

b9 ETINF 外部トリガ立ち下がり入力

割り込み要求フラグ

0：割り込み要求なし

1：割り込み要求あり

R/(W)
（注1）

b15-b10 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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18.2.9 汎用 PWM タイマバッファ動作禁止レジスタ（GTBDR）

GTBDR レジスタは、各チャネルのバッファ動作の許可／禁止を一括して設定するレジスタです。GTBDR

レジスタの各ビットを “0”（バッファ動作許可）にしても、GTBER レジスタでバッファ動作を有効にしなけ

ればバッファ動作は行いません。

BDn[0] ビット（GPTn.GTCCR バッファ動作禁止ビット）（n=0 ～ 3）

GPTn の GTCCRA レジスタと GTCCRC レジスタと GTCCRD レジスタを組み合わせたバッファ動作、お

よび GPTn の GTCCRB レジスタと GTCCRE レジスタと GTCCRF レジスタを組み合わせたバッファ動作を

禁止します。GTIOCnA 端子または GTIOCnB 端子をインプットキャプチャとして使用している場合

(GPTn.GTIOR.GTIOA[5]=1 または GPTn.GTIOR.GTIOB[5]=1 の場合 ) は “0” にしてください。

BDn[1] ビット（GPTn.GTPR バッファ動作禁止ビット）（n=0 ～ 3）

GPTn の GTPR レジスタと GTPBR レジスタと GTPDBR レジスタを組み合わせたバッファ動作を禁止しま

す。

BDn[2] ビット（GPTn.GTADTR バッファ動作禁止ビット）（n=0 ～ 3）

GPTn の GTADTRA レジスタと GTADTBRA レジスタと GTADTDBRA レジスタを組み合わせたバッファ

動作、および GPTn の GTADTRB レジスタと GTADTBRB レジスタと GTADTDBRB レジスタを組み合わせ

たバッファ動作を禁止します。

BDn[3] ビット（GPTn.GTDV バッファ動作禁止ビット）（n=0 ～ 3）

GPTn の GTDVU レジスタと GTDBU レジスタを組み合わせたバッファ動作、および GPTn の GTDVD レ

ジスタと GTDBD レジスタを組み合わせたバッファ動作を禁止します。

アドレス 000C 2014h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

BD3[3] BD3[2] BD3[1] BD3[0] BD2[3] BD2[2] BD2[1] BD2[0] BD1[3] BD1[2] BD1[1] BD1[0] BD0[3] BD0[2] BD0[1] BD0[0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 BD0[0] GPT0.GTCCRバッファ動作禁止ビット 0：バッファ動作許可

1：バッファ動作禁止

R/W

b1 BD0[1] GPT0.GTPRバッファ動作禁止ビット R/W

b2 BD0[2] GPT0.GTADTRバッファ動作禁止ビット R/W

b3 BD0[3] GPT0.GTDVバッファ動作禁止ビット R/W

b4 BD1[0] GPT1.GTCCRバッファ動作禁止ビット R/W

b5 BD1[1] GPT1.GTPRバッファ動作禁止ビット R/W

b6 BD1[2] GPT1.GTADTRバッファ動作禁止ビット R/W

b7 BD1[3] GPT1.GTDVバッファ動作禁止ビット R/W

b8 BD2[0] GPT2.GTCCRバッファ動作禁止ビット R/W

b9 BD2[1] GPT2.GTPRバッファ動作禁止ビット R/W

b10 BD2[2] GPT2.GTADTRバッファ動作禁止ビット R/W

b11 BD2[3] GPT2.GTDVバッファ動作禁止ビット R/W

b12 BD3[0] GPT3.GTCCRバッファ動作禁止ビット R/W

b13 BD3[1] GPT3.GTPRバッファ動作禁止ビット R/W

b14 BD3[2] GPT3.GTADTRバッファ動作禁止ビット R/W

b15 BD3[3] GPT3.GTDVバッファ動作禁止ビット R/W



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 753 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 18.  汎用PWMタイマ（GPT/GPTa）

18.2.10 汎用 PWM タイマスタート書き込み保護レジスタ（GTSWP）

GTSWP レジスタは、誤書き込みを防ぐため GTSTR レジスタへの書き込み許可 / 禁止するレジスタです。

SWPn ビット（GTSTR.CSTn ビット書き込み禁止ビット）（n=0 ～ 3）

GTSTR.CSTn ビットへの書き込みを許可 / 禁止します。

禁止に設定した場合、GTSTR.CSTn ビットへの書き込みは無視されます。

ただし、GTHSCR レジスタでハードウェア要因によるカウンタの動作 / 停止を設定している場合、SWPn

ビットの設定により GTSTR.CSTn ビットへの書き込みが禁止されていても、ハードウェア要因によるカウ

ンタの動作 / 停止の状態は GTSTR.CSTn ビットに書き込まれます。

アドレス 000C 2018h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — — — — — — SWP3 SWP2 SWP1 SWP0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 SWP0 GTSTR.CST0ビット書込み禁止ビット 0：レジスタへの書き込み許可

1：レジスタへの書き込み禁止

R/W

b1 SWP1 GTSTR.CST1ビット書込み禁止ビット R/W

b2 SWP2 GTSTR.CST2ビット書込み禁止ビット R/W

b3 SWP3 GTSTR.CST3ビット書込み禁止ビット R/W

b15-b4 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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18.2.11 LOCO カウントコントロールレジスタ（LCCR）

LCCR レジスタは、IWDT 専用低速オンチップオシレータ（LOCO）のカウント機能を設定するレジスタ

です。LOCO のカウント機能を使用する場合は、独立ウォッチドッグタイマ（IWDT）も動作させてくださ

い。

LCNTE ビット（LOCO カウント機能許可ビット）

LOCO のカウント機能を動作／停止します。

アドレス 000C 2080h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

LPSC[1:0] TPSC[1:0] LCNTA
T

LCTO[2:0] — LCINT
O

LCINT
D

LCINT
C

— LCNTS LCNTC
R

LCNTE

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 LCNTE LOCOカウント機能許可ビット 0：LOCOカウント機能停止

1：LOCOカウント機能動作

R/W

b1 LCNTCR LOCOカウント値クリアビット “1”を書くとLCNTレジスタを“0”にします。“1”を書いた

後、自動的に“0”に戻ります。読むと “0”が読めます

R/W

b2 LCNTS LOCOカウント値セットビット “1”を書くとLCNT01～LCNT15レジスタにLCNT00レジ

スタの値をセットします。“1”を書いた後、自動的に “0”
に戻ります。読むと“0”が読めます。

R/W

b3 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b4 LCINTC LOCO分周クロック立ち上がり

割り込み許可ビット

0：割り込み要求を禁止

1：割り込み要求を許可

R/W

b5 LCINTD LOCOカウント値偏差越え割り込み

許可ビット

0：割り込み要求を禁止

1：割り込み要求を許可

R/W

b6 LCINTO LCNTオーバフロー割り込み許可

ビット

0：割り込み要求を禁止

1：割り込み要求を許可

R/W

b7 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b10-b8 LCTO[2:0] LOCO分周クロック立ち上がり

割り込み間引き回数設定ビット

b10     b8

0  0  0：間引かない

0  0  1：設定しないでください

0  1  0：設定しないでください

0  1  1：設定しないでください

1  0  0：間引き回数 7（8回に1回カウント）

1  0  1：間引き回数 15（16回に1回カウント）

1  1  0：間引き回数 127（128回に1回カウント）

1  1  1：間引き回数 255（256回に1回カウント）

R/W

b11 LCNTAT LOCOカウント結果間引き設定ビッ

ト

0：間引かない

1：間引く

R/W

b13-b12 TPSC[1:0] LOCOカウントクロック選択ビット b13  b12

0  0：ICLK（システムクロック)
0  1：ICLK/2（システムクロック /2）
1  0：ICLK/4（システムクロック /4）
1  1：ICLK/8（システムクロック /8）

R/W

b15-b14 LPSC[1:0] LOCO分周クロック選択ビット b15 b14

0  0：1
0  1：1/16
1  0：1/128
1  1：1/256

R/W
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LCNTCR ビット（LOCO カウント値クリアビット）

LCNT レジスタを “0” にします。

“1” を書くとカウント値を “0” にします。“1” を書いた後、自動的に “0” に戻ります。読むと “0” が読めま

す。

LCNTS ビット（LOCO カウント値セットビット）

LCNT01 ～ LCNT15 レジスタに LCNT00 レジスタの値をセットします。“1” を書くと LCNT01 ～ LCNT15

レジスタに LCNT00 レジスタの値をセットします。“1” を書いた後、自動的に “0” に戻ります。読むと “0”

が読めます。

LCINTC ビット（LOCO 分周クロック立ち上がり割り込み許可ビット）

LOCO 分周クロックの立ち上がりによる割り込みを許可／禁止します。割り込み要求は、LOCOI 割り込

み要求として発生します。

LCINTD ビット（LOCO カウント値偏差越え割り込み許可ビット）

LOCO カウント値の偏差超えによる割り込みを許可／禁止します。割り込み要求は、LOCOI 割り込み要

求として発生します。

LCINTO ビット（LCNT オーバフロー割り込み許可ビット）

LCNT カウンタのオーバフローによる割り込みを許可／禁止します。割り込み要求は、LOCOI 割り込み要

求として発生します。

LCTO[2:0] ビット（LOCO 分周クロック立ち上がり割り込み間引き回数設定ビット）

LOCO 分周クロック立ち上がり割り込みの間引き回数を設定します。

LCNTAT ビット（LOCO カウント結果間引き設定ビット）

LOCO カウント結果の LCNTn（n=00 ～ 15）への転送タイミングを、LCTO[2:0] ビットで設定された回数

分、間引くかどうかを設定します。

TPSC[1:0] ビット（LOCO カウントクロック選択ビット）

LOCO 分周クロックをカウントするクロック（LCNT 動作クロック）を選択します。

LPSC[1:0] ビット（LOCO 分周クロック選択ビット）

LOCO 分周クロックの分周率を選択します。

LCCR.LPSC[1:0] ビットで選択する LOCO 分周クロックの分周比と、独立ウォッチドッグタイマ（IWDT）

の IWDTCR レジスタの CKS[3:0] ビットで選択する IWDTCLK の分周比の関係が以下となるようにしてくだ

さい。

LCCR.LPSC.LPSC[1:0] ビットで選択した分周比 ≦ IWDTCR.CKS[3:0] ビットで選択した分周比

LCCR.LPSC[1:0] ビットで選択する LOCO 分周クロックの分周比が IWDTCR.CKS[3:0] ビットで選択する

IWDTCLK の分周比より小さい場合は、LOCO カウント動作が正常に動作しませんのでご注意ください。
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18.2.12 LOCO カウントステータスレジスタ（LCST）

注1. フラグをクリアするための“0”書き込みのみ可能です。LISCフラグ、LISDフラグまたはLISOフラグをクリアする場合は、クリアし

たいフラグにのみ“0”を、その他のフラグには “1”を書き込んでください。

LOCO 分周クロックのカウント状態を示すレジスタです。

LISC フラグ（LOCO 分周クロック立ち上がり割り込み要求フラグ）

LOCO 分周クロックの立ち上がりによる割り込み要求のフラグです。フラグをクリアするまでは LOCO 分

周クロックの立ち上がりによる次の割り込み要求は発生しません。

[“1” になる条件 ]

 LCCR.LCINTC=1 の状態で、LOCO 分周クロックが立ち上がったとき

[“0” になる条件 ]

 LISC フラグに “0” を書いたとき

LISD フラグ（LOCO カウント値偏差超え割り込み要求フラグ）

LOCO カウント値の偏差超えによる割り込み要求のフラグです。フラグを “0” にするまでは LOCO カウン

ト値の偏差超えによる次の割り込み要求は発生しません。

[“1” になる条件 ]

 LCCR.LCINTD=1 の状態で、LOCO カウント値に偏差超えが発生したとき

[“0” になる条件 ]

 LISD フラグに “0” を書いたとき

LISO フラグ（LCNT オーバフロー割り込み要求フラグ）

LCNT カウンタのオーバフローによる割り込み要求のフラグです。フラグを “0” にするまでは LCNT カウ

ンタのオーバフローによる次の割り込み要求は発生しません。

[“1” になる条件 ]

 LCCR.LCINTO=1 の状態で、LCNT カウンタがオーバフローしたとき

[“0” になる条件 ]

 LISO フラグに “0” を書いたとき

アドレス 000C 2082h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — — — — — — — LISO LISD LISC

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 LISC LOCO分周クロック立ち上がり割

り込み要求フラグ

0：割り込み要求なし

1：割り込み要求あり

R/(W)
（注1）

b1 LISD LOCOカウント値偏差超え割り込

み要求フラグ

0：割り込み要求なし

1：割り込み要求あり

R/(W)
（注1）

b2 LISO LCNTオーバフロー割り込み

要求フラグ

0：割り込み要求なし

1：割り込み要求あり

R/(W)
（注1）

b15-b3 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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18.2.13 LOCO カウント値レジスタ（LCNT）

LCNT カウンタは、LOCO 分周クロックをカウントするカウンタです。LCNT カウンタは、読み出しのみ

可能です。

18.2.14 LOCO カウント結果平均レジスタ（LCNTA）

LCNTA レジスタは、LOCO 分周クロックをカウントした結果（LCNT00 ～ LCNT15）の平均値を示しま

す。LCNTA レジスタは、読み出しのみ可能です。

18.2.15 LOCO カウント結果レジスタ n（LCNTn）(n=00 ～ 15)

LCNTn レジスタは、LOCO 分周クロックをカウントした結果を示すレジスタです。カウント停止

（LCCR.LCNTE ビット =“0”）のときのみ書き込み可能です。

LCNT00 レジスタのカウント値が 新結果です。

アドレス 000C 2084h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

アドレス 000C 2086h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

アドレス LCNT00 000C 2088h、LCNT01 000C 208Ah、LCNT02 000C 208Ch、LCNT03 000C 208Eh
LCNT04 000C 2090h、LCNT05 000C 2092h、LCNT06 000C 2094h、LCNT07 000C 2096h
LCNT08 000C 2098h、LCNT09 000C 209Ah、LCNT10 000C 209Ch、LCNT11 000C 209Eh
LCNT12 000C 20A0h、LCNT13 000C 20A2h、LCNT14 000C 20A4h、LCNT15 000C 20A6h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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18.2.16 LOCO カウント上限／下限許容偏差値レジスタ（LCNTDU、LCNTDL）

LCNTDU レジスタ、LCNTDL レジスタは、LOCO 分周クロックをカウントした値の許容偏差を設定する

レジスタです。

LCNT00 レジスタの値が、許容値の上限（LCNTA ＋ LCNTDU）を上回った場合、または許容値の下限

（LCNTA—LCNTDL）を下回った場合に、LOCO カウント値偏差超え割り込み要求が発生します。

アドレス LCNTDU 000C 20A8h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

リセット後の値 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

アドレス LCNTDL 000C 20AAh

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

リセット後の値 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
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18.2.17 汎用 PWM タイマ I/O コントロールレジスタ（GTIOR）

注1. （n=0～3）

GPTn.GTIOR レジスタは、GTIOCnA、GTIOCnB 端子の機能を設定するレジスタです（n=0 ～ 3）。

GPTn.GTIOR レジスタは、各チャネルに 1 本あります。

GTIOA[5:0] ビット（GTIOCnA 端子機能選択ビット）

GTIOCnA 端子の機能を選択します。詳細は、表 18.5 を参照してください。

OADFLT ビット（GTIOCnA 端子カウント停止時の出力値ビット）

カウント停止時に、GTIOCnA 端子から Low を出力するか、High を出力するかを設定します。

OAHLD ビット（GTIOCnA 端子カウント開始停止時の出力保持ビット）

カウント開始／停止時に、GTIOCnA 端子の出力レベルを保持するか、レジスタ設定値に従うかを設定し

ます。

[OAHLD ビットを “0” にした場合 ]

 カウント開始時に、GTIOR レジスタのビット 4 で指定した値を出力します

 カウント停止時に、OADFLT ビットで指定した値を出力します

 カウント停止中に OADFLT ビットの値を変更した場合は、ただちに出力に反映されます

[OAHLD ビットを “1” にした場合 ]

 カウント開始／停止時に出力を保持します

GTIOB[5:0] ビット（GTIOCnB 端子機能選択ビット）

GTIOCnB 端子の機能を選択します。詳細は、表 18.5 を参照してください。

アドレス GPT0.GTIOR 000C 2100h、GPT1.GTIOR 000C 2180h、GPT2.GTIOR 000C 2200h、GPT3.GTIOR 000C 2280h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

OBHLD OBDFL
T

GTIOB[5:0] OAHLD OADFL
T

GTIOA[5:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b5-b0 GTIOA[5:0] GTIOCnA端子機能選択ビット 表18.5を参照してください。 R/W

b6 OADFLT GTIOCnA端子カウント停止時

の出力値ビット

0：カウント停止時にGTIOCnA端子からLowを出力

1：カウント停止時にGTIOCnA端子からHighを出力

R/W

b7 OAHLD GTIOCnA端子カウント開始

停止時の出力保持ビット

0：カウント開始 /停止時のGTIOCnA端子の出力レベルは、レジ

スタ設定値に従う

1：カウント開始 /停止時にGTIOCnA端子の出力レベルを保持す

る

R/W

b13-b8 GTIOB[5:0] GTIOCnB端子機能選択ビット 表18.5を参照してください。 R/W

b14 OBDFLT GTIOCnB端子カウント停止時

の出力値ビット

0：カウント停止時にGTIOCnB端子からLowを出力

1：カウント停止時にGTIOCnB端子からHighを出力

R/W

b15 OBHLD GTIOCnB端子カウント開始停

止時の出力保持ビット

0：カウント開始 /停止時のGTIOCnB端子の出力レベルは、レジ

スタ設定値に従う

1：カウント開始 /停止時にGTIOCnB端子の出力レベルを保持す

る

R/W
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OBDFLT ビット（GTIOCnB 端子カウント停止時の出力値ビット）

カウント停止時に、GTIOCnB 端子から Low を出力するか、High を出力するかを設定します。

OBHLD ビット（GTIOCnB 端子カウント開始停止時の出力保持ビット）

カウント開始／停止時に、GTIOCnB 端子の出力レベルを保持するか、レジスタ設定値に従うかを設定し

ます。

[OBHLD ビットを “0” にした場合 ]

 カウント開始時に、GTIOR レジスタのビット 4 で指定した値を出力します

 カウント停止時に、OBDFLT ビットで指定した値を出力します

 カウント停止中に OBDFLT ビットの値を変更した場合は、ただちに出力に反映されます

[OBHLD ビットを “1” にした場合 ]

 カウント開始／停止時に出力を保持します
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表18.5 GTIOA[5:0]ビット（GTIOB[5:0]ビット）の設定 (1 / 2)

GTIOA/B[5:0]ビット 機能

b5 b4 b3 b2 b1 b0 b5 b4 b3-b2 b1-b0

0 0 0 0 0 0 コンペアマッチ 初期出力“Low” 周期の終わりで出力保持 GPTn.GTCCRA/B のコンペ

アマッチで出力保持

0 0 0 0 0 1 GPTn.GTCCRA/B のコンペ

アマッチで“Low”出力

0 0 0 0 1 0 GPTn.GTCCRA/B のコンペ

アマッチで“High”出力

0 0 0 0 1 1 GPTn.GTCCRA/B のコンペ

アマッチでトグル出力

0 0 0 1 0 0 周期の終わりで“Low”出力 GPTn.GTCCRA/B のコンペ

アマッチで出力保持

0 0 0 1 0 1 GPTn.GTCCRA/B のコンペ

アマッチで“Low”出力

0 0 0 1 1 0 GPTn.GTCCRA/B のコンペ

アマッチで“High”出力

0 0 0 1 1 1 GPTn.GTCCRA/B のコンペ

アマッチでトグル出力

0 0 1 0 0 0 周期の終わりで“High”出力 GPTn.GTCCRA/B のコンペ

アマッチで出力保持

0 0 1 0 0 1 GPTn.GTCCRA/B のコンペ

アマッチで“Low”出力

0 0 1 0 1 0 GPTn.GTCCRA/B のコンペ

アマッチで“High”出力

0 0 1 0 1 1 GPTn.GTCCRA/B のコンペ

アマッチでトグル出力

0 0 1 1 0 0 周期の終わりでトグル出

力

GPTn.GTCCRA/B のコンペ

アマッチで出力保持

0 0 1 1 0 1 GPTn.GTCCRA/B のコンペ

アマッチで“Low”出力

0 0 1 1 1 0 GPTn.GTCCRA/B のコンペ

アマッチで“High”出力

0 0 1 1 1 1 GPTn.GTCCRA/B のコンペ

アマッチでトグル出力

0 1 0 0 0 0 初期出力“High” 周期の終わりで出力保持 GPTn.GTCCRA/B のコンペ

アマッチで出力保持

0 1 0 0 0 1 GPTn.GTCCRA/B のコンペ

アマッチで“Low”出力

0 1 0 0 1 0 GPTn.GTCCRA/B のコンペ

アマッチで“High”出力

0 1 0 0 1 1 GPTn.GTCCRA/B のコンペ

アマッチでトグル出力

0 1 0 1 0 0 周期の終わりで“Low”出力 GPTn.GTCCRA/B のコンペ

アマッチで出力保持

0 1 0 1 0 1 GPTn.GTCCRA/B のコンペ

アマッチで“Low”出力
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注 . x：don't care
注1. 周期の終わりとは、のこぎり波のときはオーバフロー（アップカウント動作時のGTCNT=GTPR）またはアンダフロー（ダ

ウンカウント動作時のGTCNT=0）、三角波のときは谷（GTCNT=0）を示します。

注2. コンペアマッチ動作時、周期の終わりとGTCCRA/B レジスタのコンペアマッチのタイミングが一致する場合、のこぎり波

PWMモードではb3-b2の設定が優先され、それ以外のモードではb1-b0の設定が優先されます。

注3. GTIOR レジスタでコンペアマッチに設定しただけでは、端子には出力されません。別途、GTONCRレジスタの設定が必要で

す。

0 1 0 1 1 0 コンペアマッチ 初期出力“High” 周期の終わりで“Low”出力 GPTn.GTCCRA/B のコンペ

アマッチで“High”出力

0 1 0 1 1 1 GPTn.GTCCRA/B のコンペ

アマッチでトグル出力

0 1 1 0 0 0 周期の終わりで“High”出力 GPTn.GTCCRA/B のコンペ

アマッチで出力保持

0 1 1 0 0 1 GPTn.GTCCRA/B のコンペ

アマッチで“Low”出力

0 1 1 0 1 0 GPTn.GTCCRA/B のコンペ

アマッチで“High”出力

0 1 1 0 1 1 GPTn.GTCCRA/B のコンペ

アマッチでトグル出力

0 1 1 1 0 0 周期の終わりでトグル出

力

GPTn.GTCCRA/B のコンペ

アマッチで出力保持

0 1 1 1 0 1 GPTn.GTCCRA/B のコンペ

アマッチで“Low”出力

0 1 1 1 1 0 GPTn.GTCCRA/B のコンペ

アマッチで“High”出力

0 1 1 1 1 1 GPTn.GTCCRA/B のコンペ

アマッチでトグル出力

1 x x x 0 0 インプットキャプチャ don’t care 立ち上がりエッジでイン

プットキャプチャ

1 x x x 0 1 立ち下がりエッジでイン

プットキャプチャ

1 x x x 1 0 両エッジでインプットキャ

プチャ1 x x x 1 1

表18.5 GTIOA[5:0]ビット（GTIOB[5:0]ビット）の設定 (2 / 2)

GTIOA/B[5:0]ビット 機能

b5 b4 b3 b2 b1 b0 b5 b4 b3-b2 b1-b0



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 763 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 18.  汎用PWMタイマ（GPT/GPTa）

18.2.18 汎用 PWM タイマ割り込み出力設定レジスタ（GTINTAD）

GTINTAD レジスタは、割り込み要求、および A/D 変換開始要求の許可／禁止を設定するレジスタです。

GTINTA ビット（GTCCRA コンペアマッチ／インプットキャプチャ割り込み許可ビット）

GTCCRA レジスタのコンペアマッチ／インプットキャプチャによる割り込み要求（GTCIA）を許可／禁

止します。

GTINTB ビット（GTCCRB コンペアマッチ／インプットキャプチャ割り込み許可ビット）

GTCCRB レジスタのコンペアマッチ／インプットキャプチャによる割り込み要求（GTCIB）を許可／禁

止します。

アドレス GPT0.GTINTAD 000C 2102h、GPT1.GTINTAD 000C 2182h、GPT2.GTINTAD 000C 2202h、
GPT3.GTINTAD 000C 2282h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

ADTRB
DEN

ADTRB
UEN

ADTRA
DEN

ADTRA
UEN

EINT — — — GTINTPR[1:0] GTINT
F

GTINT
E

GTINT
D

GTINT
C

GTINT
B

GTINT
A

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 GTINTA GTCCRAコンペアマッチ／インプットキャプ

チャ割り込み許可ビット

0：割り込み要求を禁止

1：割り込み要求を許可

R/W

b1 GTINTB GTCCRBコンペアマッチ／インプットキャプ

チャ割り込み許可ビット

0：割り込み要求を禁止

1：割り込み要求を許可

R/W

b2 GTINTC GTCCRCコンペアマッチ割り込み許可ビット 0：割り込み要求を禁止

1：割り込み要求を許可

R/W

b3 GTINTD GTCCRDコンペアマッチ割り込み許可ビット 0：割り込み要求を禁止

1：割り込み要求を許可

R/W

b4 GTINTE GTCCREコンペアマッチ割り込み許可ビット 0：割り込み要求を禁止

1：割り込み要求を許可

R/W

b5 GTINTF GTCCRFコンペアマッチ割り込み許可ビット 0：割り込み要求を禁止

1：割り込み要求を許可

R/W

b7-b6 GTINTPR[1:0] GTPRコンペアマッチ割り込み許可ビット b7   b6

0  0：割り込み要求を禁止

0  1：のこぎり波のときにオーバフロー、三角

波のときに（山）で割り込み要求を許可

1  0：のこぎり波のときにアンダフロー、三角

波のときに（谷）で割り込み要求を許可

1  1：のこぎり波のときにオーバフロー／アン

ダフロー両方、三角波のときに（山／

谷）両方で割り込み要求を許可

R/W

b10-b8 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてく

ださい

R/W

b11 EINT デッドタイムエラー割り込み許可ビット 0：割り込み要求を禁止

1：割り込み要求を許可

R/W

b12 ADTRAUEN GTADTRAコンペアマッチ（アップカウント）

A/D変換開始要求許可ビット

0：A/D変換開始要求を禁止

1：A/D変換開始要求を許可

R/W

b13 ADTRADEN GTADTRAコンペアマッチ（ダウンカウント）

A/D変換開始要求許可ビット

0：A/D変換開始要求を禁止

1：A/D変換開始要求を許可

R/W

b14 ADTRBUEN GTADTRBコンペアマッチ（アップカウント）

A/D変換開始要求許可ビット

0：A/D変換開始要求を禁止

1：A/D変換開始要求を許可

R/W

b15 ADTRBDEN GTADTRBコンペアマッチ（ダウンカウント）

A/D変換開始要求許可ビット

0：A/D変換開始要求を禁止

1：A/D変換開始要求を許可

R/W
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GTINTC ビット（GTCCRC コンペアマッチ割り込み許可ビット）

GTCCRC レジスタのコンペアマッチによる割り込み要求（GTCIC）を許可／禁止します。

GTINTD ビット（GTCCRD コンペアマッチ割り込み許可ビット）

GTCCRD レジスタのコンペアマッチによる割り込み要求（GTCID）を許可／禁止します。割り込み要求

は GTCIC 割り込みとして発生します。

GTINTE ビット（GTCCRE コンペアマッチ割り込み許可ビット）

GTCCRE レジスタのコンペアマッチによる割り込み要求（GTCIE）を許可／禁止します。

GTINTF ビット（GTCCRF コンペアマッチ割り込み許可ビット）

GTCCRF レジスタのコンペアマッチによる割り込み要求（GTCIF）を許可／禁止します。割り込み要求は

GTCIE 割り込みとして発生します。

GTINTPR[1:0] ビット（GTPR コンペアマッチ割り込み許可ビット）

GTPR レジスタのコンペアマッチ（GTCNT カウンタのオーバフロー）／ GTCNT カウンタのアンダフ

ローによる割り込み要求（GTCIV）を許可／禁止します。

EINT ビット（デッドタイムエラー割り込み許可ビット）

デッドタイムエラー発生による割り込み要求（GTCIC）を許可／禁止します。割り込み要求は GTCIC 割

り込みとして発生します。

ADTRAUEN（GTADTRA コンペアマッチ（アップカウント）A/D 変換開始要求許可ビット）

GTCNT カウンタがアップカウント時の GTADTRA レジスタとのコンペアマッチによる A/D 変換開始要求

を、許可／禁止します。

ADTRADEN（GTADTRA コンペアマッチ（ダウンカウント）A/D 変換開始要求許可ビット）

GTCNT カウンタがダウンカウント時の GTADTRA レジスタとのコンペアマッチによる A/D 変換開始要求

を、許可／禁止します。

ADTRBUEN（GTADTRB コンペアマッチ（アップカウント）A/D 変換開始要求許可ビット）

GTCNT カウンタがアップカウント時の GTADTRB レジスタとのコンペアマッチによる A/D 変換開始要求

を、許可／禁止します。

ADTRBDEN（GTADTRB コンペアマッチ（ダウンカウント）A/D 変換開始要求許可ビット）

GTCNT カウンタがダウンカウント時の GTADTRB レジスタとのコンペアマッチによる A/D 変換開始要求

を、許可／禁止します。
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18.2.19 汎用 PWM タイマコントロールレジスタ（GTCR）

GTCR レジスタは、GTCNT カウンタを制御するレジスタです。

GTCR レジスタの設定は、GTCNT カウンタの動作が停止した状態で行ってください。

MD[2:0] ビット（モード選択ビット）

GPT の動作モードを選択します。

TPCS[1:0] ビット（タイマプリスケーラ選択ビット）

GTCNT カウンタのクロックを選択します。各チャネル独立にクロックソースを選択することができます。

CCLR[1:0] ビット（カウンタクリア要因選択ビット）

GTCNT カウンタのクリア要因を選択します。

同期クリアを選択すると、のこぎり波の場合は、同期クリアを自身のオーバフロー／アンダフローによるクリアと同

等として扱い、端子出力／バッファ転送を行いますが、オーバフローフラグ／アンダフローフラグはセットされません。

三角波の場合は、カウンタのクリアのみ行い、カウンタ値は “0” となりますが、“ 谷 ” として扱いません。

カウンタクリア要因で “01b” または “10b” または “11b” を選択した場合、GPTn.GTCNT カウントが動作中

(GTSTR.CSTn=1) の場合でも、停止中 (GTSTR.CSTn=0) の場合でも、要因によるカウンタクリアは実行されます。

(n=0 ～ 3)

アドレス GPT0.GTCR 000C 2104h、GPT1.GTCR 000C 2184h、GPT2.GTCR 000C 2204h、GPT3.GTCR 000C 2284h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — CCLR[1:0] — — TPCS[1:0] — — — — — MD[2:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b2-b0 MD[2:0] モード選択ビット b2      b0

0 0 0：のこぎり波PWMモード（シングル／ダブルバッファ可）

0 0 1：のこぎり波ワンショットパルスモード（バッファ動作固定）

0 1 0：設定しないでください

0 1 1：設定しないでください

1 0 0：三角波PWM モード1（谷 16ビット転送）

　　　（ シングル／ダブルバッファ可 )
1 0 1：三角波PWM モード2（山／谷 16ビット転送）

　　　（シングル／ダブルバッファ可）

1 1 0：三角波PWM モード3（谷 32ビット転送）

　　　（バッファ動作固定）

1 1 1：設定しないでください

R/W

b7-b3 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b9-b8 TPCS[1:0] タイマプリスケーラ選択ビット b9  b8

0  0：ICLK（システムクロック）

0  1：ICLK/2（システムクロック /2）
1  0：ICLK/4（システムクロック /4）
1  1：ICLK/8（システムクロック /8）

R/W

b11-b10 —— 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b13-b12 CCLR[1:0] カウンタクリア要因選択ビット b13 b12

0  0：下記要因を設定しない

0  1：GTCCRAレジスタのインプットキャプチャでクリア

1  0：GTCCRBレジスタのインプットキャプチャでクリア

1  1：同期クリア /同期動作をしている他のカウンタクリア要因

でクリア

R/W

b15-b14 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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18.2.20 汎用 PWM タイマバッファイネーブルレジスタ（GTBER）

アドレス GPT0.GTBER 000C 2106h、GPT1.GTBER 000C 2186h、GPT2.GTBER 000C 2206h、GPT3.GTBER 000C 2286h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— ADTDB ADTTB[1:0] — ADTDA ADTTA[1:0] — CCRS
WT

PR[1:0] CCRB[1:0] CCRA[1:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b1-b0 CCRA[1:0] GTCCRAバッファ動作ビット b1 b0

0  0：バッファ動作しない

0  1：シングルバッファとして動作する

（GTCCRA⇔GTCCRC）

1  x：ダブルバッファとして動作する

（GTCCRA⇔GTCCRC⇔GTCCRD）

R/W

b3-b2 CCRB[1:0] GTCCRBバッファ動作ビット b3 b2

0  0：バッファ動作しない

0  1：シングルバッファとして動作する

（GTCCRB⇔GTCCRE）
1  x：ダブルバッファとして動作する

（GTCCRB⇔GTCCRE⇔GTCCRF）

R/W

b5-b4 PR[1:0] GTPRバッファ動作ビット b5 b4

0  0：バッファ動作しない

0  1：シングルバッファとして動作する

（GTPBR⇒GTPR）

1  x：ダブルバッファとして動作する

（GTPDBR⇒GTPBR⇒GTPR）

R/W

b6 CCRSWT GTCCRA・GTCCRB強制バッファ動作

ビット

“1”を書くとGTCCRA、GTCCRBのバッファ転送を強制的に行

います。“1”を書いた後、自動的に “0”に戻ります。読むと “0”
が読めます

R/W

b7 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b9-b8 ADTTA[1:0] GTADTRAバッファ転送タイミング選択

ビット
 三角波の場合

 b9 b8

0  0：転送しない

0  1：（山）で転送

1  0：（谷）で転送

1  1：（谷／山）両方で転送

 のこぎり波の場合
 b9 b8

0  0：転送しない

0  0以外：アンダフロー（ダウンカウント時）、オーバフロー

（アップカウント時）で転送

R/W

b10 ADTDA GTADTRAダブルバッファ動作ビット 0：シングルバッファとして動作する

（GTADTBRA⇒GTADTRA）
1：ダブルバッファとして動作する

（GTADTDBRA⇒GTADTBRA⇒GTADTRA）

R/W

b11 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b13-b12 ADTTB[1:0] GTADTRBバッファ転送タイミング選択

ビット
 三角波の場合

b13 b12

0  0：転送しない

0  1：（山）で転送

1  0：（谷）で転送

1  1：（谷／山）両方で転送

 のこぎり波の場合
b13 b12

0  0：転送しない

0  0以外：アンダフロー（ダウンカウント時）、オーバフロー

（アップカウント時）で転送

R/W

b14 ADTDB GTADTRBダブルバッファ動作ビット 0：シングルバッファとして動作する

（GTADTBRB⇒GTADTRB）
1：ダブルバッファとして動作する

（GTADTDBRB⇒GTADTBRB→GTADTRB）

R/W

b15 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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GTBER レジスタは、バッファ動作の設定を行うレジスタです。

GTBER レジスタの設定は、GTCNT カウンタの動作が停止した状態で行ってください。

CCRA[1:0] ビット（GTCCRA バッファ動作ビット）

GTCCRA レジスタと GTCCRC レジスタと GTCCRD レジスタを組み合わせたバッファ動作を設定します。

GTCR レジスタで設定した動作モードによりバッファ動作が制限される場合には、GTCR レジスタの設定が

優先されます。（注 1）

CCRB[1:0] ビット（GTCCRB バッファ動作ビット）

GTCCRB レジスタと GTCCRE レジスタと GTCCRF レジスタを組み合わせたバッファ動作を設定します。

GTCR レジスタで設定した動作モードによりバッファ動作が制限される場合には、GTCR レジスタの設定が

優先されます。（注 1）

PR[1:0] ビット（GTPR バッファ動作ビット）

GTPR レジスタと GTPBR レジスタと GTPDBR レジスタを組み合わせたバッファ動作を設定します。

CCRSWT ビット（GTCCRA・GTCCRB 強制バッファ動作ビット）

CCRSWT ビットに “1” を書くと、強制的に GTCCRA レジスタと GTCCRB レジスタのバッファ転送を行

います。“1” を書いた後、自動的に “0” に戻ります。読むと “0” が読めます。

カウント停止中かつコンペマッチ動作設定時のみ有効です。

ADTTA[1:0] ビット（GTADTRA バッファ転送タイミング選択ビット）

GTADTRA レジスタと GTADTBRA レジスタと GTADTDBRA レジスタのバッファ動作の転送タイミング

を設定します。

ADTDA ビット（GTADTRA ダブルバッファ動作ビット）

GTADTRA レジスタと GTADTBRA レジスタと GTADTDBRA レジスタを組み合わせたバッファ動作を設

定します。

ADTTB[1:0] ビット（GTADTRB バッファ転送タイミング選択ビット）

GTADTRB レジスタと GTADTBRB レジスタと GTADTDBRB レジスタのバッファ動作の転送タイミング

を設定します。

ADTDB ビット（GTADTRB ダブルバッファ動作ビット）

GTADTRB レジスタと GTADTBRB レジスタと GTADTDBRB レジスタを組み合わせたバッファ動作を設定

します。

注 1. のこぎり波ワンショットパルスモード、または三角波 PWM モード 3（谷 32 ビット転送）の場合、バッファ

動作は固定となります。
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18.2.21 汎用 PWM タイマカウント方向レジスタ（GTUDC）

 

GTUDC レジスタは、GTCNT カウンタのカウント方向（アップ／ダウン）を設定するレジスタです。

 のこぎり波の場合

アップカウント動作中に UD ビットを “0” にした場合、オーバフロー（GTCNT=GTPR ）時にカウント方

向が切り替わります。

ダウンカウント動作中に UD ビットを “1” にした場合、アンダフロー（GTCNT=0）時にカウント方向が

切り替わります。

カウント動作停止中に UDF ビットが “0” の状態で UD ビットを "1" から "0" に変更した場合、 初のカウ

ント動作はアップカウントとなり、オーバフロー（GTCNT=GTPR）時にカウント方向が切り替わります。

カウント動作停止中に UDF ビットが “0” の状態で UD ビットを "0" から "1" に変更した場合、 初のカウ

ント動作はダウンカウントとなり、アンダフロー（GTCNT=0）時にカウント方向が切り替わります。

カウント動作停止中に UDF ビットを “1” にすると、そのときの UD ビットの値がカウント開始時のカウ

ント方向に反映されます。

 三角波の場合

カウント動作中に UD ビット値を変化させてもカウント方向には反映されません。

カウント動作停止中に UDF ビットが “0” の状態で UD 値を変化させても、カウント開始後のカウント方

向には反映されません。

カウント動作停止中に UDF ビットを “1” にすると、そのときの UD ビットの値がカウント開始時のカウ

ント方向に反映されます。

UD ビット（カウント方向設定ビット）

GTCNT カウンタのカウント方向（アップ／ダウン）を設定します。

UDF ビット（カウント方向強制設定ビット）

GTCNT カウンタ動作開始時のカウント方向を強制的に UD の値に設定します。

カウント動作中の書き込みは常に “0” としてください。

カウント動作停止中に “1” を書いた場合、カウント動作開始までに “0” に戻してください。

アドレス GPT0.GTUDC 000C 2108h、GPT1.GTUDC 000C 2188h、GPT2.GTUDC 000C 2208h、GPT3.GTUDC 000C 2288h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — — — — — — — — UDF UD

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 UD カウント方向設定ビット 0：GTCNTカウンタはダウンカウント

1：GTCNTカウンタはアップカウント

R/W

b1 UDF カウント方向強制設定ビット 0：強制設定しない

1：強制設定する

R/W

b15-b2 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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18.2.22 汎用 PWM タイマ割り込み、A/D 変換開始要求間引き設定レジスタ（GTITC）

GTITC レジスタは、GTCNT カウンタのオーバフロー（GTPR レジスタのコンペアマッチ）／アンダフ

ロー割り込み（GTCIV）の間引き機能の設定と他の割り込み、および A/D 変換開始要求を GTCIV 割り込み

間引き機能と連動するかどうかを設定するレジスタです。ただし、デッドタイムエラー割り込みは GTCIV

割り込み間引き機能と連動することはできません。なお、割り込み間引き機能を設定した場合、ステータス

フラグの変化も間引かれます。

アドレス GPT0.GTITC 000C 210Ah、GPT1.GTITC 000C 218Ah、GPT2.GTITC 000C 220Ah、GPT3.GTITC 000C 228Ah

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— ADTBL — ADTAL — IVTT[2:0] IVTC[1:0] ITLF ITLE ITLD ITLC ITLB ITLA

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 ITLA GTCCRAコンペアマッチ／

インプットキャプチャ割り込み

連動ビット

0：GTCIV割り込み間引き機能と連動しない

1：GTCIV割り込み間引き機能と連動する

R/W

b1 ITLB GTCCRBコンペアマッチ／

インプットキャプチャ割り込み

連動ビット

0：GTCIV割り込み間引き機能と連動しない

1：GTCIV割り込み間引き機能と連動する

R/W

b2 ITLC GTCCRCコンペアマッチ

割り込み連動ビット

0：GTCIV割り込み間引き機能と連動しない

1：GTCIV割り込み間引き機能と連動する

R/W

b3 ITLD GTCCRDコンペアマッチ

割り込み連動ビット

0：GTCIV割り込み間引き機能と連動しない

1：GTCIV割り込み間引き機能と連動する

R/W

b4 ITLE GTCCREコンペアマッチ

割り込み連動ビット

0：GTCIV割り込み間引き機能と連動しない

1：GTCIV割り込み間引き機能と連動する

R/W

b5 ITLF GTCCRFコンペアマッチ

割り込み連動ビット

0：GTCIV割り込み間引き機能と連動しない

1：GTCIV割り込み間引き機能と連動する

R/W

b7-b6 IVTC[1:0] GTCIV割り込み間引き機能選択

ビット

b7  b6

0  0：間引きしない

0  1：のこぎり波のときにオーバフロー／アンダフロー両方を、

三角波のときに（山）をカウントして間引く

1  0：のこぎり波のときにオーバフロー／アンダフロー両方を、

三角波のときに（谷）をカウントして間引く

1  1：のこぎり波のときにオーバフロー／アンダフロー両方を、

　　 三角波のときに（谷／山）両方をカウントして間引く

R/W

b10-b8 IVTT[2:0] GTCIV割り込み間引き回数選択

ビット

b10      b8

0  0  0：間引きしない

0  0  1：間引き回数：1回
0  1  0：間引き回数：2回
0  1  1：間引き回数：3回
1  0  0：間引き回数：4回
1  0  1：間引き回数：5回
1  1  0：間引き回数：6回
1  1  1：間引き回数：7回

R/W

b11 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b12 ADTAL GTADTRA A/D変換開始要求連動

ビット

0：GTCIV割り込み間引き機能と連動しない

1：GTCIV割り込み間引き機能と連動する

R/W

b13 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b14 ADTBL GTADTRB A/D変換開始要求連動

ビット

0：GTCIV割り込み間引き機能と連動しない

1：GTCIV割り込み間引き機能と連動する

R/W

b15 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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ITLA ビット（GTCCRA コンペアマッチ／インプットキャプチャ割り込み連動ビット）

GTCCRA レジスタのコンペアマッチ／インプットキャプチャ割り込み（GTCIA）を、GTCIV 割り込み間

引き機能と連動する／しないを設定します。

ITLB ビット（GTCCRB コンペアマッチ／インプットキャプチャ割り込み連動ビット）

GTCCRB レジスタのコンペアマッチ／インプットキャプチャ割り込み（GTCIB）を、GTCIV 割り込み間

引き機能と連動する／しないを設定します。

ITLC ビット（GTCCRC コンペアマッチ割り込み連動ビット）

GTCCRC レジスタのコンペアマッチ割り込み（GTCIC）を、GTCIV 割り込み間引き機能と連動する／し

ないを設定します。

ITLD ビット（GTCCRD コンペアマッチ割り込み連動ビット）

GTCCRD レジスタのコンペアマッチ割り込み（GTCID）を、GTCIV 割り込み間引き機能と連動する／し

ないを設定します。

ITLE ビット（GTCCRE コンペアマッチ割り込み連動ビット）

GTCCRE レジスタのコンペアマッチ割り込みを（GTCIE）を、GTCIV 割り込み間引き機能と連動／しな

いを設定します。

ITLF ビット（GTCCRF コンペアマッチ割り込み連動ビット）

GTCCRF レジスタのコンペアマッチ割り込みを（GTCIF）を、GTCIV 割り込み間引き機能と連動／しな

いを設定します。

IVTC[1:0] ビット（GTCIV 割り込み間引き機能選択ビット）

GTPR レジスタのコンペアマッチ（GTCNT オーバフロー）／ GTCNT アンダフロー割り込み（GTCIV）

の間引き機能を選択します。

IVTT[2:0] ビット（GTCIV 割り込み間引き回数選択ビット）

GTPR レジスタのコンペアマッチ（GTCNT オーバフロー）／ GTCNT アンダフロー割り込み（GTCIV）

の間引き回数を選択します。

IVTT[2:0] ビットを変更する場合は、IVTC[1:0] ビットを “00b” にしてから行ってください。

ADTAL ビット（GTADTRA A/D 変換開始要求連動ビット）

GTADTRA レジスタのコンペアマッチでの A/D 変換開始要求を、GTCIVn 割り込み間引き機能と連動する

／しないを設定します。

ADTBL ビット（GTADTRB A/D 変換開始要求連動ビット）

GTADTRB レジスタのコンペアマッチでの A/D 変換開始要求を、GTCIVn 割り込み間引き機能と連動する

／しないを設定します。
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18.2.23 汎用 PWM タイマステータスレジスタ（GTST）

注1. フラグをクリアするための“0”書き込みのみ可能です。TCFAフラグ、TCFBフラグ、TCFCフラグ、TCFDフラグ、TCFEフラグ、

TCFFフラグ、TCFPOフラグまたはTCFPUフラグをクリアする場合は、クリアしたいフラグにのみ “0”を、その他のフラグには“1”
を書き込んでください。

GTST レジスタは、 GPT の状態を示します。

TCFA フラグ（インプットキャプチャ／コンペアマッチフラグ A）

GTCCRA レジスタのインプットキャプチャ／コンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。

[“1” になる条件 ]

 GTCCRA レジスタがコンペアマッチレジスタとして機能している場合、GTCNT=GTCCRA になったとき

 GTCCRA レジスタがインプットキャプチャとして機能している場合、インプットキャプチャ信号により

GTCNT カウンタの値が GTCCRA レジスタに転送されたとき

[“0” になる条件 ]

 TCFA フラグに “0” を書いたとき

アドレス GPT0.GTST 000C 210Ch、GPT1.GTST 000C 218Ch、GPT2.GTST 000C 220Ch、GPT3.GTST 000C 228Ch

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

TUCF — — — DTEF ITCNT[2:0] TCFPU TCFPO TCFF TCFE TCFD TCFC TCFB TCFA

リセット後の値 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 TCFA インプットキャプチャ／

コンペアマッチフラグA
0：GTCCRAレジスタ のインプットキャプチャ／コンペアマッチの

発生なし

1：GTCCRAレジスタ のインプットキャプチャ／コンペアマッチの

発生あり

R/(W)
（注1）

b1 TCFB インプットキャプチャ／

コンペアマッチフラグB
0：GTCCRBレジスタ のインプットキャプチャ／コンペアマッチの

発生なし

1：GTCCRBレジスタ のインプットキャプチャ／コンペアマッチの

発生あり

R/(W)
（注1）

b2 TCFC コンペアマッチフラグC 0：GTCCRCレジスタ のコンペアマッチの発生なし

1：GTCCRCレジスタ のコンペアマッチの発生あり

R/(W)
（注1）

b3 TCFD コンペアマッチフラグD 0：GTCCRDレジスタ のコンペアマッチの発生なし

1：GTCCRDレジスタ のコンペアマッチの発生あり

R/(W)
（注1）

b4 TCFE コンペアマッチフラグE 0：GTCCREレジスタ のコンペアマッチの発生なし

1：GTCCREレジスタ のコンペアマッチの発生あり

R/(W)
（注1）

b5 TCFF コンペアマッチフラグF 0：GTCCRFレジスタ のコンペアマッチの発生なし

1：GTCCRFレジスタ のコンペアマッチの発生あり

R/(W)
（注1）

b6 TCFPO オーバフローフラグ 0：オーバフロー、または（山）の発生なし

1：オーバフロー、または（山）の発生あり

R/(W)
（注1）

b7 TCFPU アンダフローフラグ 0：アンダフロー、または（谷）の発生なし

1：アンダフロー、または（谷）の発生あり

R/(W)
（注1）

b10-b8 ITCNT[2:0] GTCIV割り込み間引き回

数カウンタ

タイマ割り込み間引き回数カウンタ R

b11 DTEF デッドタイムエラーフラグ 0：デッドタイムエラーの発生なし

1：デッドタイムエラーの発生あり

R

b14-b12 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書き込みは“0”としてください R/W

b15 TUCF カウント方向フラグ 0：GPTn.GTCNTカウンタはダウンカウント

1：GPTn.GTCNTカウンタはアップカウント

R
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TCFB フラグ（インプットキャプチャ／コンペアマッチフラグ B）

GTCCRB レジスタのインプットキャプチャ／コンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。

[“1” になる条件 ]

 GTCCRB レジスタがコンペアマッチレジスタとして機能している場合、GTCNT=GTCCRB になったとき

 GTCCRB レジスタがインプットキャプチャとして機能している場合、インプットキャプチャ信号により

GTCNT カウンタの値が GTCCRB レジスタに転送されたとき

[“0” になる条件 ]

 TCFB フラグに “0” を書いたとき

TCFC フラグ（コンペアマッチフラグ C）

GTCCRC レジスタのコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。

GTCCRC レジスタがバッファ動作のときは、コンペアマッチを行いません。

[“1” になる条件 ]

 GTCNT=GTCCRC になったとき

[“0” になる条件 ]

 TCFC フラグに “0” を書いたとき

[ コンペアを行わない条件 ]

 GTCR.MD[2:0]=“001b”（のこぎり波ワンショットパルスモード）

 GTCR.MD[2:0]=“110b”（三角波 PWM モード 3）

 GTBER.CCRA[1:0] ＝ “01b”、“10b”、“11b”（GTCCRC レジスタがバッファ動作）

TCFD フラグ（コンペアマッチフラグ D）

GTCCRD レジスタのコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。

GTCCRD レジスタがバッファ動作のときは、コンペアマッチを行いません。

[“1” になる条件 ]

 GTCNT=GTCCRD になったとき

[“0” になる条件 ]

 TCFD フラグに “0” を書いたとき

[ コンペアを行わない条件 ]

 GTCR.MD[2:0] ＝ “001b”（のこぎり波ワンショットパルスモード）

 GTCR.MD[2:0] ＝ “110b”（三角波 PWM モード 3）

 GTBER.CCRA[1:0] ＝ “10b”、“11b”（GTCCRD レジスタがバッファ動作）
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TCFE フラグ（コンペアマッチフラグ E）

GTCCRE レジスタのコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。

GTCCRE レジスタがバッファ動作のときは、コンペアマッチを行いません。

[“1” になる条件 ]

 GTCNT=GTCCRE になったとき

[“0” になる条件 ]

 TCFE フラグに “0” を書いたとき

[ コンペアを行わない条件 ]

 GTCR.MD[2:0]=“001b”（のこぎり波ワンショットパルスモード）

 GTCR.MD[2:0]=“110b”（三角波 PWM モード 3）

 GTBER.CCRB[1:0]=“01b”、“10b”、“11b”（GTCCRE レジスタがバッファ動作）

TCFF フラグ（コンペアマッチフラグ F）

GTCCRF レジスタのコンペアマッチの発生を示すステータスフラグです。

GTCCRF レジスタがバッファ動作のときは、コンペアマッチを行いません。

[“1” になる条件 ]

 GTCNT=GTCCRF になったとき

[“0” になる条件 ]

 TCFF フラグに “0” を書いたとき

[ コンペアを行わない条件 ]

 GTCR.MD[2:0]=“001b”（のこぎり波ワンショットパルスモード）

 GTCR.MD[2:0]=“110b”（三角波 PWM モード 3）

 GTBER.CCRB[1:0]=“10b”、“11b”（GTCCRF レジスタがバッファ動作）

TCFPO フラグ（オーバフローフラグ）

オーバフロー、または山の発生を示すフラグです。

[“1” になる条件 ]

 のこぎり波の場合、 オーバフロー（アップカウント動作中に GTCNT=GTPR）が発生）

 三角波の場合、山（GTCNT=GTPR）が発生

[“0” になる条件 ]

 TCFPO フラグに “0” を書いたとき

TCFPU フラグ（アンダフローフラグ）

アンダフロー、または谷の発生を示すフラグです。

[“1” になる条件 ]

 のこぎり波の場合、 アンダフロー（ダウンカウント動作中に GTCNT=0）が発生）

 三角波の場合、谷（GTCNT=0）が発生

[“0” になる条件 ]

 TCFPU フラグに “0” を書いたとき
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ITCNT[2:0] ビット（GTCIV 割り込み間引き回数カウンタ）

GTCIV 割り込み間引き機能を使用時（GTITC.IVTC[1:0] ビットを “00b” 以外に設定時）、GTCIV 割り込み

要因が発生するごとに 1 カウントアップします。

[“0” になる条件 ]

 GTCIV 割り込み間引き機能を未使用時（GTITC.IVTC[1:0] ビットが “00b” のとき、GTITC.IVTT[2:0] ビッ

トが “000b” のとき）

 GTCIV 割り込み間引き回数が一致したとき（GTITC.IVTT[2:0] ビットで設定した間引き回数と

ITCNT[2:0] ビット値が一致したとき

DTEF フラグ（デッドタイムエラーフラグ）

デッドタイム自動付加後のタイマ出力トグルポイントが、タイマ周期を超えたことを示すフラグです。

デッドタイム自動付加後のタイマ出力トグルポイントが、タイマ周期内に戻ると “0” に戻ります。DTEF

フラグは読み出しのみ可能です。（“0” 書き込みよって “0” にすることはできません）

DTEF フラグによる割り込みを許可している（GTINTAD.EINT ＝ 1）場合、DTEF フラグが 0 → 1 に変化

するたびに GTCIC 割り込みが発生します。

[“1” になる条件 ]

 デッドタイム自動付加後のタイマ出力トグルポイントが、タイマ周期を超えたとき

[“0” になる条件 ]

 デッドタイム自動付加後のタイマ出力トグルポイントが、タイマ周期内にあるとき

TUCF フラグ（カウント方向フラグ）

GTCNT カウンタのカウント方向を示すフラグです。

18.2.24 汎用 PWM タイマカウンタ（GTCNT）

GTCNT カウンタは、16 ビットの読み出し／書き込み可能なカウンタで、各チャネルに 1 本ずつ計 4 本の

GTCNT カウンタがあります。カウント停止時のみ書き込み可能で、カウント動作中は書き込むことはでき

ません。GTCNT カウンタの 8 ビット単位でのアクセスは禁止です。常に 16 ビット単位でアクセスしてくだ

さい。

アドレス GPT0.GTCNT 000C 210Eh、GPT1.GTCNT 000C 218Eh、GPT2.GTCNT 000C 220Eh、GPT3.GTCNT 000C 228Eh

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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18.2.25 汎用 PWM タイマコンペアキャプチャレジスタ m（GTCCRm）（m=A ～ F）

GTCCRm レジスタは、16 ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、各チャネルに 6 本ずつ計 24 本

の GTCCRm レジスタがあります。

GTCCRA レジスタ、GTCCRB レジスタはアウトプットコンペア／インプットキャプチャ兼用のレジスタです。

GTCCRC レジスタ、GTCCRE レジスタはコンペアマッチレジスタですが、GTCCRA レジスタ、GTCCRB

レジスタのバッファレジスタとして動作することもできます。

GTCCRD レジスタ、GTCCRF レジスタはコンペアマッチレジスタですが、GTCCRC レジスタ、GTCCRE

レジスタのバッファレジスタ（GTCCRA レジスタ、GTCCRB レジスタのダブルバッファレジスタ）として

動作することもできます。

18.2.26 汎用 PWM タイマ周期設定レジスタ（GTPR）

GTPR レジスタは、16 ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、GTCNT カウンタのカウント 大

値を設定するレジスタです。各チャネルに 1 本ずつ計 4 本の GTPR レジスタがあります。

のこぎり波の場合は、GTPR 値 +1 がカウント周期になります。三角波の場合は、GTPR 値 × 2 がカウント

周期になります。

18.2.27 汎用 PWM タイマ周期設定バッファレジスタ（GTPBR）

GTPBR レジスタは、16 ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、GTPR レジスタのバッファレジ

スタとして動作します。各チャネルに 1 本ずつ計 4 本の GTPBR レジスタがあります。

アドレス GPT0.GTCCRA 000C 2110h、GPT1.GTCCRA 000C 2190h、GPT2.GTCCRA 000C 2210h、GPT3.GTCCRA 000C 2290h
GPT0.GTCCRB 000C 2112h、GPT1.GTCCRB 000C 2192h、GPT2.GTCCRB 000C 2212h、GPT3.GTCCRB 000C 2292h
GPT0.GTCCRC 000C 2114h、GPT1.GTCCRC 000C 2194h、GPT2.GTCCRC 000C 2214h、GPT3.GTCCRC 000C 2294h
GPT0.GTCCRD 000C 2116h、GPT1.GTCCRD 000C 2196h、GPT2.GTCCRD 000C 2216h、GPT3.GTCCRD 000C 2296h
GPT0.GTCCRE 000C 2118h、GPT1.GTCCRE 000C 2198h、GPT2.GTCCRE 000C 2218h、GPT3.GTCCRE 000C 2298h
GPT0.GTCCRF 000C 211Ah、GPT1.GTCCRF 000C 219Ah、GPT2.GTCCRF 000C 221Ah、GPT3.GTCCRF 000C 229Ah

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

リセット後の値 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

アドレス GPT0.GTPR 000C 211Ch、GPT1.GTPR 000C 219Ch、GPT2.GTPR 000C 221Ch、GPT3.GTPR 000C 229Ch

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

リセット後の値 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

アドレス GPT0.GTPBR 000C 211Eh、GPT1.GTPBR 000C 219Eh、GPT2.GTPBR 000C 221Eh、GPT3.GTPBR 000C 229Eh

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

リセット後の値 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
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18.2.28 汎用 PWM タイマ周期設定ダブルバッファレジスタ（GTPDBR）

GTPDBR レジスタは、16 ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、GTPBR レジスタのバッファレ

ジスタ（GTPR のダブルバッファレジスタ）として動作します。各チャネルに 1 本ずつ計 4 本の GTPDBR

レジスタがあります。

18.2.29 A/D 変換開始要求タイミングレジスタ m（GTADTRm）(m=A、B)

GTADTRm レジスタは、16 ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、A/D 変換開始要求のタイミ

ングを設定します。GTADTRm レジスタの値が GTCNT カウンタと一致したとき、A/D 変換開始要求を発生

します。各チャネルに 2 本ずつ計 8 本の GTADTRm レジスタがあります。GTADTRm レジスタの 8 ビット

単位でのアクセスは禁止です。常に 16 ビット単位でアクセスしてください。

18.2.30 A/D 変換開始要求タイミングバッファレジスタ m（GTADTBRm）（ｍ＝ A,B)

GTADTBRm レジスタは、16 ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、GTADTRm レジスタのバッ

ファレジスタとして動作します。各チャネルに 2 本ずつ計 8 本の GTADTBRm レジスタがあります。

GTADTBRm レジスタの 8 ビット単位でのアクセスは禁止です。常に 16 ビット単位でアクセスしてくださ

い。

アドレス GPT0.GTPDBR 000C 2120h、GPT1.GTPDBR 000C 21A0h、GPT2.GTPDBR 000C 2220h、GPT3.GTPDBR 000C 22A0h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

リセット後の値 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

アドレス GPT0.GTADTRA 000C 2124h、GPT1.GTADTRA 000C 21A4h、GPT2.GTADTRA 000C 2224h、
GPT3.GTADTRA 000C 22A4h
GPT0.GTADTRB 000C 212Ch、GPT1.GTADTRB 000C 21ACh、GPT2.GTADTRB 000C 222Ch、
GPT3.GTADTRB 000C 22ACh

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

リセット後の値 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

アドレス GPT0.GTADTBRA 000C 2126h、GPT1.GTADTBRA 000C 21A6h、GPT2.GTADTBRA 000C 2226h、
GPT3.GTADTBRA 000C 22A6h
GPT0.GTADTBRB 000C 212Eh、GPT1.GTADTBRB 000C 21AEh、GPT2.GTADTBRB 000C 222Eh、
GPT3.GTADTBRB 000C 22AEh

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

リセット後の値 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
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18.2.31 A/D 変換開始要求タイミングダブルバッファレジスタ m（GTADTDBRm）

（ｍ＝ A,B)

GTADTDBRm レジスタは、16 ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、GTADTBR レジスタの

バッファレジスタ（GTADTR のダブルバッファレジスタ）として動作します。各チャネルに 2 本ずつ計 8

本の GTADTDBRm レジスタがあります。GTADTDBRm レジスタの 8 ビット単位でのアクセスは禁止です。

常に 16 ビット単位でアクセスしてください。

18.2.32 汎用 PWM タイマ出力ネゲートコントロールレジスタ（GTONCR）

アドレス GPT0.GTADTDBRA 000C 2128h、GPT1.GTADTDBRA 000C 21A8h、GPT2.GTADTDBRA 000C 2228h、
GPT3.GTADTDBRA 000C 22A8h
GPT0.GTADTDBRB 000C 2130h、GPT1.GTADTDBRB 000C 21B0h、GPT2.GTADTDBRB 000C 2230h、
GPT3.GTADTDBRB 000C 22B0h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

リセット後の値 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

アドレス GPT0.GTONCR 000C 2134h、GPT1.GTONCR 000C 21B4h、GPT2.GTONCR 000C 2234h、GPT3.GTONCR 000C 22B4h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

OBE OAE — SWN — — — NFV NFS[3:0] NVB NVA NEB NEA

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 NEA GTIOCnA端子ネゲート制御許可ビット 0：許可しない

1：許可する

R/W

b1 NEB GTIOCnB端子ネゲート制御許可ビット 0：許可しない

1：許可する

R/W

b2 NVA GTIOCnA端子ネゲート値設定ビット 0：ネゲート制御時にGTIOCnA端子を “0”にする

1：ネゲート制御時にGTIOCnA端子を “1”にする

R/W

b3 NVB GTIOCnB端子ネゲート値設定ビット 0：ネゲート制御時にGTIOCnB端子を “0”にする

1：ネゲート制御時にGTIOCnB端子を “1”にする

R/W

b7-b4 NFS[3:0] GTIOC出力ネゲート要因選択ビット b7         b4

0 0 0 0：AN000用コンパレータ検出

0 0 0 1：AN001用コンパレータ検出

0 0 1 0：AN002用コンパレータ検出

0 0 1 1：設定しないでください

0 1 0 0：AN100用コンパレータ検出

0 1 0 1：AN101用コンパレータ検出

0 1 1 0：AN102用コンパレータ検出

0 1 1 1：GTETRG端子入力

1 x x x:：ソフトウェア制御（SWNビットによる制御）

R/W

b8 NFV ネゲート要因極性選択ビット 0：ネゲート要因が“0”になったときにネゲート制御する

1：ネゲート要因が“1”になったときにネゲート制御する

R/W

b11-b8 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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注1. n=0～3

GTONCR レジスタは、GTIOCnA 端子出力、および GTIOCnB 端子出力のネゲート制御を設定するレジス

タです。 

NEA ビット（GTIOCnA 端子ネゲート制御許可ビット）

GTIOCnA 端子出力のネゲート制御を許可します。

NEB ビット（GTIOCnB 端子ネゲート制御許可ビット）

GTIOCnB 端子出力のネゲート制御を許可します。

NVA ビット（GTIOCnA 端子ネゲート値設定ビット）

GTIOCnA 端子出力のネゲート制御時の出力値を設定します。

NVB ビット（GTIOCnB 端子ネゲート値設定ビット）

GTIOCnB 端子出力のネゲート制御時の出力値を設定します。

NFS[3:0] ビット（GTIOC 出力ネゲート要因選択ビット）

GTIOCnA 端子出力、および GTIOCnB 端子出力のネゲート要因を選択します。

NFV ビット（ネゲート要因極性選択ビット）

GTIOCnA 端子出力、および GTIOCnB 端子出力のネゲート要因の極性を選択します。

SWN ビット（ソフトウェアネゲート制御ビット）

GTIOCnA 端子出力、および GTIOCnB 端子出力をネゲート制御する／しないを設定します。

ネゲート要因としてソフトウェア制御を選択（NFS[3] ビットが “1”）した場合に有効になります。

OAE ビット（GTIOCnA 端子出力イネーブルビット）

GTIOCnA 端子出力をする／しないを選択します。コンペアマッチ設定時（GTIOR レジスタのビット 5 ＝

“0”）のときのみ設定が有効になります。

OBE ビット（GTIOCnB 端子出力イネーブルビット）

GTIOCnB 端子出力をする／しないを選択します。コンペアマッチ設定時（GTIOR レジスタのビット 13

＝ “0”）のときのみ設定が有効になります。

b12 SWN ソフトウェアネゲート制御ビット  NFVビットが “0”の場合

0：ネゲート制御する

1：ネゲート制御しない

 NFVビットが “1”の場合

0：ネゲート制御しない

1：ネゲート制御する

R/W

b13 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b14 OAE GTIOCnA端子出力イネーブルビット 0：端子出力しない

1：端子出力する

R/W

b15 OBE GTIOCnB端子出力イネーブルビット 0：端子出力しない

1：端子出力する

R/W

ビット シンボル ビット名 機能 R/W



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 779 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 18.  汎用PWMタイマ（GPT/GPTa）

18.2.33 デッドタイムコントロールレジスタ（GTDTCR）

GTDTCR レジスタは、デッドタイム付き逆相波形用のコンペアマッチ値の自動設定の許可を設定するレ

ジスタです。

TDE ビット（逆相波形設定ビット）

GTDVU レジスタ、GTDVD レジスタを使用する／しないを設定します。GTDVU レジスタ、GTDVD レジ

スタを使用する場合、正相波形用のコンペアマッチ値（GTCCRA レジスタ）とデッドタイム値（GTDVU レ

ジスタ、GTDVD レジスタ）から算出したデッドタイム付き逆相波形用のコンペアマッチ値が、GTCCRB レ

ジスタに自動設定されます。

のこぎり波 PWM モードの場合は TDE ビットの設定は無視され、自動設定されません。

自動設定される GTCCRB レジスタの上限値／下限値は以下となります。算出された GTCCRB レジスタ値

が上限値／下限値の範囲外となる場合は、GTCCRB レジスタには上限値／下限値が設定され、

GPTn.GTST.DTEF フラグが “1” になります。

 三角波の場合

上限値：“GTPR—1”

下限値：アップカウント時 “1”、ダウンカウント時 “0”

 のこぎり波ワンショットパルスモードの場合

上限値：“GTPR”

下限値：“0”

TDBUE ビット（GTDVU バッファ動作許可ビット）

GTDVU レジスタと GTDBU レジスタを組み合わせたバッファ動作を許可します。

バッファ転送タイミングは、三角波では谷、のこぎり波ではオーバフローまたはアンダフローです。

アドレス GPT0.GTDTCR 000C 2136h、GPT1.GTDTCR 000C 21B6h、GPT2.GTDTCR 000C 2236h、GPT3.GTDTCR 000C 22B6h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — TDFER — — TDBDE TDBUE — — — TDE

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 TDE 逆相波形設定ビット 0：GTDVUレジスタ、GTDVDレジスタを使用しないで、

GTCCRBレジスタを個別に設定する

1：GTDVUレジスタ、GTDVDレジスタを使用して、デッドタイ

ム付き逆相波形用のコンペアマッチ値をGTCCRBレジスタに

自動設定する

R/W

b3-b1 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b4 TDBUE GTDVUバッファ動作許可ビット 0：GTDVUレジスタのバッファ動作を禁止

1：GTDVUレジスタのバッファ動作を許可

R/W

b5 TDBDE GTDVDバッファ動作許可ビット 0：GTDVDレジスタのバッファ動作を禁止

1：GTDVDレジスタのバッファ動作を許可

R/W

b7-b6 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b8 TDFER GTDVD設定ビット 0：GTDVUレジスタ、GTDVDレジスタを個別に設定する

1：GTDVUレジスタに書き込んだ値を、GTDVDレジスタにも自

動設定する

R/W

b15-b9 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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TDBDE ビット（GTDVD バッファ動作許可ビット）

GTDVD レジスタと GTDBD レジスタを組み合わせたバッファ動作を許可します。

バッファ転送タイミングは、三角波では谷、のこぎり波ではオーバフローまたはアンダフローです。

TDFER ビットを同時に “1” にした場合、 TDFER ビットの設定が優先されます。

TDFER ビット（GTDVD 設定ビット）

GTDVU レジスタに書き込んだ値を GTDVD レジスタにも自動設定するかどうかを設定します。

18.2.34 汎用 PWM タイマデッドタイム値レジスタ m（GTDVm）（m = U、D）

GTDVm レジスタは、16 ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、デッドタイム付きの PWM 波形

を生成するためのデッドタイムを設定するレジスタです。各チャネルにアップカウント時用の GTDVU レジ

スタと、ダウンカウント時用の GTDVD レジスタの 2 本ずつ計 8 本の GTDVm レジスタがあります。

周期を超えるデッドタイム値の設定は禁止です。GTCCRB レジスタを読むことで設定された値を読めま

す。GTDVm レジスタを使用する場合は GTCCRB レジスタへの書き込みは禁止です。値を “0” にすれば、

デッドタイムなしの波形が出力されます。

GTDVm レジスタの 8 ビット単位でのアクセスは禁止です。常に 16 ビット単位でアクセスしてください。

18.2.35 汎用 PWM タイマデッドタイムバッファレジスタ m（GTDBm）（m =U、D）

GTDBm レジスタは、16 ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタで、GTDVm レジスタのバッファレ

ジスタとして動作します。各チャネルに 2 本ずつ計 8 本の GTDBm レジスタがあります。

アドレス GPT0.GTDVU 000C 2138h、GPT1.GTDVU 000C 21B8h、GPT2.GTDVU 000C 2238h、GPT3.GTDVU 000C 22B8h
GPT0.GTDVD 000C 213Ah、GPT1.GTDVD 000C 21BAh、GPT2.GTDVD 000C 223Ah、GPT3.GTDVD 000C 22BAh

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

リセット後の値 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

アドレス GPT0.GTDBU 000C 213Ch、GPT1.GTDBU 000C 21BCh、GPT2.GTDBU 000C 223Ch、GPT3.GTDBU 000C 22BCh
GPT0.GTDBD 000C 213Eh、GPT1.GTDBD 000C 21BEh、GPT2.GTDBD 000C 223Eh、GPT3.GTDBD 000C 22BEh

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

リセット後の値 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
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18.2.36 汎用 PWM タイマ出力保護機能ステータスレジスタ（GTSOS）

GTSOS レジスタは出力保護機能の状態を示すステータスレジスタです。出力保護機能は、三角波モード

でデッドタイム自動設定されている（GTDTCR.TDE ビット＝ 1）場合のみ有効になります。

SOS ビット（出力保護機能ステータスビット）

三角波 PWM モードでの出力保護機能のステータスを示します。出力保護機能の詳細については、「18.7.4

　GTIOC 端子出力の出力保護機能」を参照してください。

18.2.37 汎用 PWM タイマ出力保護機能一時解除レジスタ（GTSOTR）

GTSOTR レジスタは、出力保護状態時に GTIOCnB 端子出力の保護状態を一時的に解除します。

GTSOS.SOS[1:0] ビット =“10b”（谷の転送で GTCCRA ≧ GTPR となったことを示す保護状態）の場合の

み、解除することができます。他の保護状態の場合には解除されません。

SOTR ビット（出力保護機能一時解除ビット）

出力保護状態時に GTIOCnB 端子出力の保護状態を一時的に解除するか／しないかを設定します。

SOTR ビットを “1” にすると、 初に現れる “ 谷 ” 以降の出力保護機能を解除します。また、SOTR ビッ

トを “0” にすると、 初に現れる “ 谷 ” 以降の出力保護を再開します。

アドレス GPT0.GTSOS 000C 2140h、GPT1.GTSOS 000C 21C0h、GPT2.GTSOS 000C 2240h、GPT3.GTSOS 000C 22C0h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — — — — — — — — SOS [1:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 x x 0 0 0 0 0 0 0 0

x： 不定

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b1-b0 SOS [1:0] 出力保護機能ステータス

ビット

b1  b0

0  0：通常動作

0  1：保護状態（谷もしくは山の転送でGTCCRA=0が設定された）

1  0：保護状態（谷の転送でGTCCRA≧GTPRが設定された）

1  1：保護状態（山の転送でGTCCRA≧GTPRが設定された）

R

b7-b2 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書き込みは無効になります R

b8-b9 — 予約ビット 読む場合、その値は不定です。書き込みは無効になります R

b15-b10 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書き込みは無効になります R

アドレス GPT0.GTSOTR 000C 2142h、GPT1.GTSOTR 000C 21C2h、GPT2.GTSOTR 000C 2242h、GPT3.GTSOTR 000C 22C2h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — — — — — — — — — SOTR

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 SOTR 出力保護機能一時解除ビット 0：保護状態を解除しない

1：保護状態を解除する

R/W

b15-b1 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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18.2.38 PWM 出力遅延制御レジスタ （GTDLYCR)

GTDLYCR レジスタは、PWM 出力に遅延を付加する PWM 遅延生成回路の制御を行います。

DLLEN ビット（DLL 動作イネーブルビット）

PWM 遅延生成回路に内蔵の DLL を起動するかしないかを選択します。

DLYRST ビット（PWM 遅延生成回路リセットビット）

PWM 遅延生成回路の内部状態をリセットします。

DLYEN ビット（PWM 遅延生成回路イネーブルビット）

GTIOCnA、GTIOCnB 端子から出力する PWM 出力が、PWM 遅延生成回路で遅延させた信号か、PWM 遅

延生成回路をバイパスした信号かを選択します。（n = 0 ～ 3）。

PWM 遅延生成回路で遅延させた信号は、PWM 遅延生成回路をバイパスした信号に対して ICLK3 クロッ

クの遅延後に出力されます。

アドレス GPT0.GTDLYCR 000C 2300h、GPT1.GTDLYCR 000C 2302h、GPT2.GTDLYCR 000C 2304h、
GPT3.GTDLYCR 000C 2306h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — — — — — — — DLYE
N

DLYR
ST

DLLE
N

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 DLLEN DLL動作イネーブルビット 0：DLL動作停止

1：DLL動作許可

R/W

b1 DLYRST PWM遅延生成回路リセットビット 0：通常動作

1：リセット

R/W

b2 DLYEN PWM遅延生成回路イネーブルビット 0：遅延生成回路動作禁止 (バイパス動作 )
1：遅延生成回路動作許可

R/W

b15-b3 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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18.2.39 GTIOCA 立ち上がり出力遅延レジスタ（GTDLYRA）

GTDLYRA レジスタは、 GTIOCA 出力立ち上がりに付加する遅延値を設定するレジスタです。設定値の転

送タイミングは「18.3.10　GTDLYRA レジスタ、GTLDYRB レジスタ、GTDLYFA レジスタ、 GTDLYFB レ

ジスタの設定値転送タイミング」を参照ください。

アドレス GPT0.GTDLYRA 000C 2318h、GPT1.GTDLYRA 000C 231Ch、GPT2.GTDLYRA 000C 2320h、
GPT3.GTDLYRA 000C 2324h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — — — — — DLY[4:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b4-b0 DLY[4:0] GTIOCA出力立ち上がり遅延値設定

ビット

  b4            b0

0 0 0 0 0：立ち上がり遅延無し

0 0 0 0 1：ICLK 1/ 32 の遅延付加

0 0 0 1 0：ICLK 2/ 32 の遅延付加

0 0 0 1 1：ICLK 3/ 32 の遅延付加

0 0 1 0 0：ICLK 4/ 32 の遅延付加

0 0 1 0 1：ICLK 5/ 32 の遅延付加

0 0 1 1 0：ICLK 6/ 32 の遅延付加

0 0 1 1 1：ICLK 7/ 32 の遅延付加

0 1 0 0 0：ICLK 8/ 32 の遅延付加

0 1 0 0 1：ICLK 9/ 32 の遅延付加

0 1 0 1 0：ICLK 10/ 32 の遅延付加

0 1 0 1 1：ICLK 11/ 32 の遅延付加

0 1 1 0 0：ICLK 12/ 32 の遅延付加

0 1 1 0 1：ICLK 13/ 32 の遅延付加

0 1 1 1 0：ICLK 14/ 32 の遅延付加

0 1 1 1 1：ICLK 15/ 32 の遅延付加

1 0 0 0 0：ICLK 16/ 32 の遅延付加

1 0 0 0 1：ICLK 17/ 32 の遅延付加

1 0 0 1 0：ICLK 18/ 32 の遅延付加

1 0 0 1 1：ICLK 19/ 32 の遅延付加

1 0 1 0 0：ICLK 20/ 32 の遅延付加

1 0 1 0 1：ICLK 21/ 32 の遅延付加

1 0 1 1 0：ICLK 22/ 32 の遅延付加

1 0 1 1 1：ICLK 23/ 32 の遅延付加

1 1 0 0 0：ICLK 24/ 32 の遅延付加

1 1 0 0 1：ICLK 25/ 32 の遅延付加

1 1 0 1 0：ICLK 26/ 32 の遅延付加

1 1 0 1 1：ICLK 27/ 32 の遅延付加

1 1 1 0 0：ICLK 28/ 32 の遅延付加

1 1 1 0 1：ICLK 29/ 32 の遅延付加

1 1 1 1 0：ICLK 30/ 32 の遅延付加

1 1 1 1 1：ICLK 31/ 32 の遅延付加

R/W

b15-b5 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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18.2.40 GTIOCA 立ち下がり出力遅延レジスタ（GTDLYFA）

GTDLYFA レジスタは、 GTIOCA 出力立ち下がりに付加する遅延値を設定するレジスタです。設定値の転

送タイミングは「18.3.10　GTDLYRA レジスタ、GTLDYRB レジスタ、GTDLYFA レジスタ、 GTDLYFB レ

ジスタの設定値転送タイミング」を参照ください。

アドレス GPT0.GTDLYFA 000C 2328h、GPT1.GTDLYFA 000C 232Ch、GPT2.GTDLYFA 000C 2330h、
GPT3.GTDLYFA 000C 2334h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — — — — — DLY[4:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b4-b0 DLY[4:0] GTIOCA出力立ち下がり遅延値設定

ビット

  b4           b0

0 0 0 0 0：立ち上がり遅延無し

0 0 0 0 1：ICLK 1/ 32 の遅延付加

0 0 0 1 0：ICLK 2/ 32 の遅延付加

0 0 0 1 1：ICLK 3/ 32 の遅延付加

0 0 1 0 0：ICLK 4/ 32 の遅延付加

0 0 1 0 1：ICLK 5/ 32 の遅延付加

0 0 1 1 0：ICLK 6/ 32 の遅延付加

0 0 1 1 1：ICLK 7/ 32 の遅延付加

0 1 0 0 0：ICLK 8/ 32 の遅延付加

0 1 0 0 1：ICLK 9/ 32 の遅延付加

0 1 0 1 0：ICLK 10/ 32 の遅延付加

0 1 0 1 1：ICLK 11/ 32 の遅延付加

0 1 1 0 0：ICLK 12/ 32 の遅延付加

0 1 1 0 1：ICLK 13/ 32 の遅延付加

0 1 1 1 0：ICLK 14/ 32 の遅延付加

0 1 1 1 1：ICLK 15/ 32 の遅延付加

1 0 0 0 0：ICLK 16/ 32 の遅延付加

1 0 0 0 1：ICLK 17/ 32 の遅延付加

1 0 0 1 0：ICLK 18/ 32 の遅延付加

1 0 0 1 1：ICLK 19/ 32 の遅延付加

1 0 1 0 0：ICLK 20/ 32 の遅延付加

1 0 1 0 1：ICLK 21/ 32 の遅延付加

1 0 1 1 0：ICLK 22/ 32 の遅延付加

1 0 1 1 1：ICLK 23/ 32 の遅延付加

1 1 0 0 0：ICLK 24/ 32 の遅延付加

1 1 0 0 1：ICLK 25/ 32 の遅延付加

1 1 0 1 0：ICLK 26/ 32 の遅延付加

1 1 0 1 1：ICLK 27/ 32 の遅延付加

1 1 1 0 0：ICLK 28/ 32 の遅延付加

1 1 1 0 1：ICLK 29/ 32 の遅延付加

1 1 1 1 0：ICLK 30/ 32 の遅延付加

1 1 1 1 1：ICLK 31/ 32 の遅延付加

R/W

b15-b5 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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18.2.41 GTIOCB 立ち上がり出力遅延レジスタ（GTDLYRB）

GTDLYRB レジスタは、 GTIOCB 出力立ち上がりに付加する遅延値を設定するレジスタです。設定値の転

送タイミングは「18.3.10　GTDLYRA レジスタ、GTLDYRB レジスタ、GTDLYFA レジスタ、 GTDLYFB レ

ジスタの設定値転送タイミング」を参照ください。

アドレス GPT0.GTDLYRB 000C 231Ah、GPT1.GTDLYRB 000C 231Eh、GPT2.GTDLYRB 000C 2322h、
GPT3.GTDLYRB 000C 2326h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — — — — — DLY[4:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b4-b0 DLY[4:0] GTIOCB出力立ち上がり遅延値設定

ビット

  b4            b0

0 0 0 0 0：立ち上がり遅延無し

0 0 0 0 1：ICLK 1/ 32 の遅延付加

0 0 0 1 0：ICLK 2/ 32 の遅延付加

0 0 0 1 1：ICLK 3/ 32 の遅延付加

0 0 1 0 0：ICLK 4/ 32 の遅延付加

0 0 1 0 1：ICLK 5/ 32 の遅延付加

0 0 1 1 0：ICLK 6/ 32 の遅延付加

0 0 1 1 1：ICLK 7/ 32 の遅延付加

0 1 0 0 0：ICLK 8/ 32 の遅延付加

0 1 0 0 1：ICLK 9/ 32 の遅延付加

0 1 0 1 0：ICLK 10/ 32 の遅延付加

0 1 0 1 1：ICLK 11/ 32 の遅延付加

0 1 1 0 0：ICLK 12/ 32 の遅延付加

0 1 1 0 1：ICLK 13/ 32 の遅延付加

0 1 1 1 0：ICLK 14/ 32 の遅延付加

0 1 1 1 1：ICLK 15/ 32 の遅延付加

1 0 0 0 0：ICLK 16/ 32 の遅延付加

1 0 0 0 1：ICLK 17/ 32 の遅延付加

1 0 0 1 0：ICLK 18/ 32 の遅延付加

1 0 0 1 1：ICLK 19/ 32 の遅延付加

1 0 1 0 0：ICLK 20/ 32 の遅延付加

1 0 1 0 1：ICLK 21/ 32 の遅延付加

1 0 1 1 0：ICLK 22/ 32 の遅延付加

1 0 1 1 1：ICLK 23/ 32 の遅延付加

1 1 0 0 0：ICLK 24/ 32 の遅延付加

1 1 0 0 1：ICLK 25/ 32 の遅延付加

1 1 0 1 0：ICLK 26/ 32 の遅延付加

1 1 0 1 1：ICLK 27/ 32 の遅延付加

1 1 1 0 0：ICLK 28/ 32 の遅延付加

1 1 1 0 1：ICLK 29/ 32 の遅延付加

1 1 1 1 0：ICLK 30/ 32 の遅延付加

1 1 1 1 1：ICLK 31/ 32 の遅延付加

R/W

b15-b5 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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18.2.42 GTIOCB 立ち下がり出力遅延レジスタ（GTDLYFB）

GTDLYFB レジスタは、 GTIOCB 出力立ち下がりに付加する遅延値を設定するレジスタです。設定値の転

送タイミングは「18.3.10　GTDLYRA レジスタ、GTLDYRB レジスタ、GTDLYFA レジスタ、 GTDLYFB レ

ジスタの設定値転送タイミング」を参照ください。

アドレス GPT0.GTDLYFB 000C 232Ah、GPT1.GTDLYFB 000C 232Eh、GPT2.GTDLYFB 000C 2332h、
GPT3.GTDLYFB 000C 2336h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — — — — — DLY[4:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b4-b0 DLY[4:0] GTIOCB出力立ち下がり遅延値設

定ビット

  b4           b0

0 0 0 0 0：立ち上がり遅延無し

0 0 0 0 1：ICLK 1/ 32 の遅延付加

0 0 0 1 0：ICLK 2/ 32 の遅延付加

0 0 0 1 1：ICLK 3/ 32 の遅延付加

0 0 1 0 0：ICLK 4/ 32 の遅延付加

0 0 1 0 1：ICLK 5/ 32 の遅延付加

0 0 1 1 0：ICLK 6/ 32 の遅延付加

0 0 1 1 1：ICLK 7/ 32 の遅延付加

0 1 0 0 0：ICLK 8/ 32 の遅延付加

0 1 0 0 1：ICLK 9/ 32 の遅延付加

0 1 0 1 0：ICLK 10/ 32 の遅延付加

0 1 0 1 1：ICLK 11/ 32 の遅延付加

0 1 1 0 0：ICLK 12/ 32 の遅延付加

0 1 1 0 1：ICLK 13/ 32 の遅延付加

0 1 1 1 0：ICLK 14/ 32 の遅延付加

0 1 1 1 1：ICLK 15/ 32 の遅延付加

1 0 0 0 0：ICLK 16/ 32 の遅延付加

1 0 0 0 1：ICLK 17/ 32 の遅延付加

1 0 0 1 0：ICLK 18/ 32 の遅延付加

1 0 0 1 1：ICLK 19/ 32 の遅延付加

1 0 1 0 0：ICLK 20/ 32 の遅延付加

1 0 1 0 1：ICLK 21/ 32 の遅延付加

1 0 1 1 0：ICLK 22/ 32 の遅延付加

1 0 1 1 1：ICLK 23/ 32 の遅延付加

1 1 0 0 0：ICLK 24/ 32 の遅延付加

1 1 0 0 1：ICLK 25/ 32 の遅延付加

1 1 0 1 0：ICLK 26/ 32 の遅延付加

1 1 0 1 1：ICLK  27/ 32 の遅延付加

1 1 1 0 0：ICLK  28/ 32 の遅延付加

1 1 1 0 1：ICLK 29/ 32 の遅延付加

1 1 1 1 0：ICLK  30/ 32 の遅延付加

1 1 1 1 1：ICLK 31/ 32 の遅延付加

R/W

b15-b5 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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18.3 動作説明

18.3.1 基本動作

各チャネルの 16 ビットタイマは、アップカウント動作、ダウンカウント動作、またはアップ／ダウンカ

ウント動作を行います。タイマ周期は GTPR レジスタによって制御されます。

GTCNT カウンタ値が GTCCRA レジスタ、GTCCRB レジスタの値と一致すると、それぞれ GTIOCnA 出力

端子、GTIOCnB 出力端子を変化させることができます（n=0 ～ 3）。また、GTIOCnA 端子、GTIOCnB 端子

を入力として GTCCRA レジスタ、GTCCRB レジスタをインプットキャプチャレジスタとして使用すること

ができます。

GTCCRC レジスタ、GTCCRD レジスタは GTCCRA レジスタのバッファレジスタ、GTCCRE レジスタ、

GTCCRF レジスタは GTCCRB レジスタのバッファレジスタとして動作させることができます。

18.3.1.1 カウンタの動作

(1) 周期カウント動作（アップカウント時）

各チャネルのカウンタは、GTSTR レジスタの対応する CST ビットを “1” にするとアップカウント動作を

開始します。GTCNT カウンタ値が GTPR レジスタ値と一致（オーバフロー）すると、GTST.TCFPO フラグ

を “1” にします。このとき、GTINTAD.GTINTPR[0] ビットが “1” ならば、GTCIV 割り込みを要求します。

GTCNT カウンタはオーバフロー後、“0000h” からアップカウント動作を継続します。

アップカウント時の周期カウント動作例を図 18.2 に示します。

図 18.2 周期カウント動作例（アップカウント時）

時間 

GPT0.GTCNT値

0000h
 

GPT0.GTPR

GTSTR.CST0ビット

GPT0.GTST.TCFPOフラグ

ソフトウェアによるフラグクリア
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アップカウント時の周期カウント動作設定例（アップカウント時）を図 18.3 に示します。

図 18.3 周期カウント動作設定例（アップカウント時）

カウントクロックの選択
GTCR.TPCS[1:0]ビットでカウントクロックを選択します。

周期設定
GTPRレジスタに周期を設定します。

カウント動作開始
GTSTR.CSTビットを"1"にしてカウント動作を開始して
ください。
（図18.2の例ではGTSTR.CST0ビットが"1"）

動作モード設定
GTCR.MD[2:0]ビットで動作モードを設定します。
（図18.2の例では000b（のこぎり波PWMモード））

カウント方向設定
GTUDCレジスタでカウント方向を設定します。
（図18.2の例ではGTUDCレジスタに0003hを設定してから
GTUDCレジスタに0001hを設定（アップカウント））

カウンタ初期値設定
GTCNTレジスタに初期値を設定します。
（図18.2の例では0000h）
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(2) 周期カウント動作（ダウンカウント時）

各チャネルのカウンタは、GTUDC レジスタを設定することで、ダウンカウント動作を行うことが可能で

す。GTCNT カウンタ値が “0”（アンダフロー）になると、GTST.TCFPU フラグが “1” になります。このと

き、GTINTAD.GTINTPR[1] ビットが “1” ならば、GTCIV 割り込みを要求します。GTCNT カウンタはアンダ

フロー後、GTPR レジスタ値からダウンカウント動作を継続します。

ダウンカウント時の周期カウント動作例を図 18.4 に示します。

図 18.4 周期カウント動作例（ダウンカウント時）

ダウンカウント時の周期カウント動作設定例を図 18.5 に示します。

図 18.5 周期カウント動作設定例（ダウンカウント時）

時間

GPT0.GTCNT値

0000h

GPT0.GTPR

GTSTR.CSTビット

GPT0.GTST.TCFPUフラグ

ソフトウェアによる
GTCNT書き込み

動作モード設定
GTCR.MD[2:0]ビットで動作モードを設定します。
（図18.4の例では000b（のこぎり波PWMモード））

カウント方向設定
GTUDCレジスタでカウント方向を設定します。
（図18.4の例ではGTUDCレジスタを0002hにしてから
GTUDCレジスタを0000hにする（ダウンカウント））

カウンタ初期値設定
GTCNTレジスタに初期値を設定します。
（図18.4の例ではGTPR値）

カウント動作開始
GTSTR.CSTビットを“1”にしてカウント動作を開始して
ください。（図18.5の例ではGTSTR.CST0ビットが"1"）

周期設定
GTPRレジスタに周期を設定します。

カウントクロックの選択
GTCR.TPCS[1:0]ビットでカウントクロックを選択します。



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 790 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 18.  汎用PWMタイマ（GPT/GPTa）

18.3.1.2 コンペアマッチによる波形出力機能

GPTn.GTCNT カウンタ値が GPTn.GTCCRA レジスタ、GPTn.GTCCRB レジスタの値と一致すると、それ

ぞれ GTIOCnA 出力端子、GTIOCnB 出力端子を Low 出力／ High 出力／トグル出力することができます

（n：チャネル番号）。

また、GPTn.GTPR により決まる ” 周期の終わり ” でも、GTIOCnA 出力端子、GTIOCnB 出力端子を Low

出力／ High 出力／トグル出力することができます。“ 周期の終わり ” とは、以下を示します。

 のこぎり波でアップカウントの場合：GPTn.GTCNT=GPTn.GTPR となったとき（オーバフロー）

 のこぎり波でダウンカウントの場合：GPTn.GTCNT=0 となったとき（アンダフロー）

  三角波の場合：GPTn.GTCNT ＝ 0 となったとき（谷）

(1) Low 出力／ High 出力

GTCCRA レジスタ、GTCCRB レジスタとのコンペアマッチによる Low 出力／ High 出力動作例を図 18.6

に示します。

GPT0 をアップカウント動作し、GPT0.GTCCRA レジスタとのコンペアマッチにより GTIOC0A 端子を

High 出力、GPT0.GTCCRB レジスタとのコンペアマッチにより GTIOC0B 端子を Low 出力となるように設定

した場合の例です。設定したレベルと端子のレベルが一致した場合には、端子のレベルは変化しません。

図 18.6 Low 出力／ High 出力動作例

時間

GPT0.GTCNT値

0000h

GPT0.GTPR

GTIOC0A出力

GTIOC0B出力

GPT0.GTCCRA

GPT0.GTCCRB

［設定例］

 

変化しません 変化しません

変化しません変化しません

GPT0.GTIOR.GTIOA[5:0]の設定： 初期出力は“0”、コンペアマッチで1、周期の終わりで出力保持
GPT0.GTIOR.GTIOB[5:0]の設定： 初期出力は“1”、コンペアマッチで0、周期の終わりで出力保持
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Low 出力／ High 出力動作設定例を図 18.7 に示します。

図 18.7 Low 出力／ High 出力動作設定例

GTIOC端子機能設定
GTIORレジスタのGTIOA[5:0]ビット、GTIOB[5:0]ビットに
GTIOC端子の機能を設定します。
（図18.6の例ではGTIOA[5:0]=000010b、GTIOB[5:0]=010001b）

周期設定
GTPRレジスタに周期を設定します。

カウントクロックの選択
GTCR.TPCS[1:0]ビットでカウントクロックを選択します。

コンペアマッチ値設定
GTCCRAレジスタ、GTCCRBレジスタにコンペアマッチ値を設定
します。

カウント動作開始
GTSTR.CSTビットを“1”にしてカウント動作を開始して
ください。
（図18.6の例ではGTSTR.CST0ビットが“1”）

動作モード設定
GTCR.MD[2:0]ビットで動作モードを設定します。
（図18.6の例では000b（のこぎり波PWMモード））

カウント方向設定
GTUDCレジスタでカウント方向（アップ/ダウン）を設定します。
（図18.6の例ではGTUDCレジスタを0003hにしてからGTUDCレジス
タを0001hにする（アップカウント））

カウンタ初期値設定
GTCNTレジスタに初期値を設定します。

GTIOC端子出力許可設定
GTONCRレジスタのOAEビット、OBEビットで、GTIOC端子出力
を許可します。

注1. PWM遅延生成回路使用時は、GTIOC端子出力許可設定とコンペアマッチ値設定の順番を入れ替えてください。

（注１）

（注１）
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(2) トグル出力

GTCCRA レジスタ、GTCCRB レジスタとのコンペアマッチによるトグル出力動作例を図 18.8、図 18.9 に

示します。

図 18.8 は、GPT0 をアップカウント動作し、GPT0.GTCCRA レジスタ、GPT0.GTCCRB レジスタとのコン

ペアマッチによりそれぞれ GTIOC0A 端子、GTIOC0B 端子をトグル出力となるように設定した場合の例で

す。

図 18.9 は、GPT0 をアップカウント動作し、GPT0.GTCCRA レジスタとのコンペアマッチにより

GTIOC0A 端子をトグル出力、周期の終わりで GTIOC0B 端子をトグル出力となるように設定した場合の例

です。

図 18.8 トグル出力動作例（1）

図 18.9 トグル出力動作例（2）

時間

GPT0.GTCNT値

0000h

GPT0.GTPR

GTIOC0B出力

GTIOC0A出力

GPT0.GTCCRB

GPT0.GTCCRA

［ 設定例 ］
GPT0.GTIOR.GTIOA[5:0]の設定： 初期出力は“1”、コンペアマッチでトグル出力、周期の終わりで出力保持 
GPT0.GTIOR.GTIOB[5:0]の設定： 初期出力は“0”、コンペアマッチでトグル出力、周期の終わりで出力保持

時間
 

GPT0.GTCNT値

0000h

GTIOC0B出力

GTIOC0A出力

GPT0.GTPR

GPT0.GTCCRA

［設定例］

GPT0.GTIOR.GTIOA[5:0]の設定： 初期出力は“1”、コンペアマッチでトグル出力、周期の終わりで出力保持 
GPT0.GTIOR.GTIOB[5:0]の設定： 初期出力は“0”、コンペアマッチで出力保持 、周期の終わりでトグル出力
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トグル出力動作設定例を図 18.10 に示します。

図 18.10 トグル出力動作設定例

カウントクロックの選択
GTCR.TPSC[1:0]でカウントクロックを選択します。

周期設定
GTPRレジスタに周期を設定します。

GTIOC端子機能設定
GTIORレジスタのGTIOA[5:0]ビット、GTIOB[5:0]ビットに
GTIOC端子の機能を設定します。
（図18.8の例ではGTIOA[5:0]=010011b、GTIOB[5:0]=000011b

図18.9の場合、GTIOA[5:0]=010011b、GTIOB[5:0]=001100b）

コンペアマッチ値設定
GTCCRAレジスタ、GTCCRBレジスタにコンペアマッチ値を
設定します。

カウント動作開始
GTSTR.CSTビットを“1”にしてカウント動作を開始して
ください。
（図18.8、図18.9の例ではGTSTR.CST0ビットが“1”）

動作モード設定
GTCR.MD[2:0]ビットで動作モードを設定します。
（図18.8、図18.9の例では000b（のこぎり波PWMモード））

カウント方向設定
GTUDCレジスタでカウント方向（アップ/ダウン）を設定します。
（図18.8、図18.9の例ではGTUDCレジスタを0003hにして
からGTUDCレジスタを0001hにする（アップカウント））

カウンタ初期値設定
GTCNTレジスタに初期値を設定します。

GTIOC端子出力許可設定
GTONCRレジスタのOAEビット、OBEビットで、GTIOC端子出力を
許可します。

注1. PWM遅延生成回路使用時は、GTIOC端子出力許可設定とコンペアマッチ値設定の順番を入れ替えてください。

（注１）

（注１）
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18.3.1.3 インプットキャプチャ機能

GTIOCnA 入力端子、GTIOCnB 入力端子のエッジを検出して、GPTn.GTCNT カウンタの値をそれぞれ

GPTn.GTCCRA レジスタ、GPTn.GTCCRB レジスタに転送することができます（n：チャネル番号）。検出

エッジは、立ち上がりエッジ／立ち下がりエッジ／両エッジから選択できます。

インプットキャプチャ機能の動作例を図 18.11 に示します。

GPT0 をアップカウント動作し、GTIOC0A 入力端子の両エッジでインプットキャプチャ、GTIOC0B 入力

端子の立ち上がりエッジでインプットキャプチャとなるように設定した場合の例です。

図 18.11 インプットキャプチャ動作例

時間

GPT0.GTCNT値

1100h E400h 9682h

C154h

0000h

GTIOC0A入力

GPT0.GTPR

1100h

E400h

9682h

GPT0.GTCCRA

GTIOC0B入力

GPT0.GTCCRB

C154h

［ 設定例 ］
GPT0.GTIOR.GTIOA[5:0]の設定： 両エッジでインプットキャプチャ
GPT0.GTIOR.GTIOB[5:0]の設定： 立ち上がりエッジでインプットキャプチャ
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インプットキャプチャ動作設定例を図 18.12 に示します。

図 18.12 インプットキャプチャ動作設定例

カウントクロックの選択
GTCR.TPSC[1:0]ビットでカウントクロックを選択します。

周期設定
GTPRレジスタに周期を設定します。

GTIOC端子機能設定
GTIORレジスタのGTIOA[5:0]ビット、GTIOB[5:0]ビットに
GTIOC端子の機能を設定します。

（図18.11の例ではGTIOA[5:0]=1xxx1xb、GTIOB[5:0]=1xxx00b）

カウント動作開始
GTSTR.CSTビットを“1”にしてカウント動作を開始して
ください。
（図18.11の例ではGTSTR.CST0ビットが“1”）

動作モード設定
GTCR.MD[2:0]ビットで動作モードを設定します。
（図18.11の例では000b（のこぎり波PWMモード））

カウント方向設定
GTUDCレジスタでカウント方向（アップ/ダウン）を設定します。
（図18.11の例ではGTUDCレジスタを0003hにしてからGTUDCレジス
タを0001hにする（アップカウント））

カウンタ初期値設定
GTCNTレジスタに初期値を設定します。
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18.3.2 バッファ動作

GTBER レジスタを設定することにより、以下のバッファ動作が可能です。

 GTCCRA レジスタと GTCCRC レジスタ、GTCCRD レジスタを組み合わせたバッファ動作

 GTCCRB レジスタと GTCCRE レジスタ、GTCCRF レジスタを組み合わせたバッファ動作

 GTPR レジスタと GTPBR レジスタ、GTPDBR レジスタを組み合わせたバッファ動作

 GTADTRA レジスタと GTADTBRA レジスタ、GTADTDBRA レジスタを組み合わせたバッファ動作

 GTADTRB レジスタと GTADTBRB レジスタ、GTADTDBRB レジスタを組み合わせたバッファ動作

また、GTDTCR レジスタを設定することにより、以下のバッファ動作が可能です。

 GTDVU レジスタと GTDBU レジスタを組み合わせたバッファ動作

 GTDVD レジスタと GTDBD レジスタを組み合わせたバッファ動作

18.3.2.1 GTPR レジスタのバッファ動作

GTPBR レジスタは GTPR レジスタのバッファレジスタ、GTPDBR レジスタは GTPBR レジスタのバッ

ファレジスタ（GTPR レジスタのダブルバッファレジスタ）として動作します。

バッファ転送のタイミングは、のこぎり波の場合はオーバフロー（アップカウント時）またはアンダフ

ロー（ダウンカウント時）、三角波の場合は谷となります。

GTPR レジスタをダブルバッファ動作させる場合には GTBER.PR[1:0] ビットに “10b” または “11b”、シン

グルバッファ動作させる場合には “01b”、バッファ動作させない場合には “00b” にします。

GTPR レジスタのバッファ動作例を図 18.13 ～図 18.15 に、GTPR レジスタのバッファ動作設定例を図

18.16 に示します。

図 18.13 GTPR レジスタのバッファ動作例（のこぎり波でアップカウントの場合）
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図 18.14 GTPR レジスタのバッファ動作例（のこぎり波でダウンカウントの場合）

図 18.15 GTPR レジスタのダブルバッファ動作例（三角波の場合）
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図 18.16 GTPR レジスタのバッファ動作設定例

カウントクロックの選択
GTCR.TPSC[1:0]ビットでカウントクロックを選択します。

バッファ動作設定
GTBER.PR[1:0]ビットにバッファ動作を設定します。
（図18.13、図18.14の例ではPR[1:0]=01b、図17.15の例では

PR[1:0]=1xb）

バッファ値設定
バッファ動作時は、1周期後の周期をGTPBRレジスタに
設定します。
ダブルバッファ動作時は、さらに、2周期後の周期をGTPDBR
レジスタに設定します。

周期ごとのバッファ値設定
バッファ動作時は、1周期後の周期をGTPBRレジスタに設定
します。
ダブルバッファ動作時は、2周期後の周期をGTPDBRレジスタに
設定します。

動作モード設定
GTCR.MD[2:0]ビットで動作モードを設定します。
（図18.13、図18.14の例では000b（のこぎり波PWMモード）、
図18.15の例では100b（三角波PWMモード1））

カウント方向設定
GTUDCレジスタでカウント方向（アップ/ダウン）を設定します。
（図18.13の例ではGTUDCレジスタを0003hにしてからGTUDC  レジ
スタを0001hに（アップカウント）、図18.14の例ではGTUDCレジス
タを0002hにしてからGTUDCレジスタを0000hにする（アップカウン
ト））

周期設定
GTPRレジスタに周期を設定します。

カウンタ初期値設定
GTCNTレジスタに初期値を設定します。

カウント動作開始
GTSTR.CSTビットを1にセットしてカウント動作を開始して
ください。
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18.3.2.2 GTCCRA レジスタ、GTCCRB レジスタのバッファ動作

GTCCRC レジスタは GTCCRA レジスタのバッファレジスタ、GTCCRD レジスタは GTCCRC レジスタの

バッファレジスタ（GTCCRA レジスタのダブルバッファレジスタ）として動作します。同様に、GTCCRE

レジスタは GTCCRB レジスタのバッファレジスタ、GTCCRF レジスタは GTCCRE レジスタのバッファレジ

スタ（GTCCRB レジスタのダブルバッファレジスタ）として動作します。

GTCCRA レジスタ、GTCCRB レジスタをダブルバッファ動作させる場合には、それぞれ

GTBER.CCRA[1:0] ビット、GTBER.CCRB[1:0] ビットに “10b” または “11b”、シングルバッファ動作させる

場合には “01b”、バッファ動作させない場合には “00b” にします。

(1) GTCCRA レジスタ、GTCCRB レジスタがアウトプットコンペアレジスタとして

動作している場合

バッファ転送のタイミングは、のこぎり波の場合はオーバフロー（アップカウント時）またはアンダフ

ロー（ダウンカウント時）、三角波の場合は谷となります。

GTCCRA レジスタ、GTCCRB レジスタのバッファ動作例を図 18.17 ～図 18.19 に、GTCCRA レジスタ、

GTCCRB レジスタのバッファ動作設定例を図 18.20 に示します。

図 18.17 GTCCRA レジスタ、GTCCRB レジスタのバッファ動作例

（アウトプットコンペア、のこぎり波でアップカウント、GTCCRA コンペアマッチで High 出力、

周期の終わりで Low 出力の場合）
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図 18.18 GTCCRA レジスタ、GTCCRB レジスタのダブルバッファ動作例

（アウトプットコンペア、三角波、谷でバッファ転送、GTCCRA コンペアマッチでトグル出力、

周期の終わりで出力保持の場合）

図 18.19 GTCCRA レジスタ、GTCCRB レジスタのダブルバッファ動作例

（アウトプットコンペア、三角波、谷／山両方でバッファ転送、GTCCRB コンペアマッチでトグ

ル出力、周期の終わりで出力保持の場合）
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図 18.20 GTCCRA レジスタ、GTCCRB レジスタのバッファ動作設定例（アウトプットコンペア時）

カウントクロックの選択
GTCR.TPCS[1:0]ビットでカウントクロックを選択します。

バッファ動作設定
GTBERレジスタのCCRAビット、CCRBビットにバッファ動作を設定します。
（図18.17の例ではCCRA=01b、図18.18の例ではCCRA=1xb、図18.19の例ではCCRB=1xb）

コンペアマッチ値設定
GTIOCA端子の切り替わりポイントをGTCCRAレジスタに設定します。
GTIOCB端子の切り替わりポイントをGTCCRBレジスタに設定します。

動作モード設定
GTCR.MD[2:0]ビットで動作モードを設定します。
（図18.17 の例では000b（のこぎり波PWMモード）、図18.18 の例では100b（三角波PWMモード1）、

図18.19の例では101b（三角波PWMモード2））

カウント方向設定

GTUDCレジスタでカウント方向（アップ/ダウン）を設定します。
（図18.17 の例ではGTUDCレジスタを0003hにしてからGTUDCレジスタを0001hにする（アップカウント）

周期設定
GTPRレジスタに周期を設定します。

カウンタ初期値設定
GTCNTレジスタに初期値を設定します。

カウント動作開始
GTSTR.CSTビットを“1”にして、カウント動作を開始してください。
（図18.17 、図18.18 、図18.19 の例ではGTSTR.CST0 ビットが“1”）

GTIOC端子機能設定
GTIORレジスタのGTIOA[5:0]ビット、GTIOB[5:0]ビットにGTIOC端子の機能を設定します。
（図18.17の例ではGTIOA[5:0]=000110b、図18.18の例ではGTIOA[5:0]=000011b、図18.19の例では

GTIOB[5:0]=000011b）

GTIOC端子出力許可設定
GTONCRレジスタのOAEビット、OBEビットで、GTIOC端子出力許可を設定します。

バッファ値設定
バッファ動作時は、1周期後（のこぎり波の場合、および三角波で（山）もしくは（谷）でバッファ転送の場合）
もしくは半周期後（三角波で（谷/山）両方でバッファ転送の場合）のGTIOCA端子の切り替わりポイントを
GTCCRCレジスタに、GTIOCB端子の切り替わりポイントをGTCCREレジスタに設定します。
ダブルバッファ動作時は、さらに、2周期後（のこぎり波の場合、および三角波で（山）もしくは（谷）でバッ
ファ転送の場合）もしくは1周期後（三角波で（谷/山）両方でバッファ転送の場合）のGTIOCA端子の切り替
わりポイントをGTCCRDレジスタに、GTIOCB端子の切り替わりポイントをGTCCRFレジスタに設定します。

周期ごとのバッファ値設定
バッファ動作時は、1周期後（のこぎり波の場合、および三角波で（山）もしくは（谷）でバッファ転送の場合）
もしくは半周期後（三角波で（谷/山）両方でバッファ転送の場合）のGTIOCA端子の切り替わりポイントを
GTCCRCレジスタに、GTIOCB端子の切り替わりポイントをGTCCREレジスタに設定します。
ダブルバッファ動作時は、2周期後（のこぎり波の場合、および三角波で（山）もしくは（谷）でバッファ転送の
場合）もしくは1周期後（三角波で（谷/山）両方でバッファ転送の場合）のGTIOCA端子の切り替わりポイントを
GTCCRDレジスタに、GTIOCB端子の切り替わりポイントをGTCCRFレジスタに設定します。

注1. PWM遅延生成回路使用時は、GTIOC端子出力許可設定とコンペアマッチ値設定の順番を入れ替えてください。

（注１）

（注１）



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 802 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 18.  汎用PWMタイマ（GPT/GPTa）

(2) GTCCRA レジスタ、GTCCRB レジスタがインプットキャプチャレジスタとして動作してい

る場合

バッファ転送のタイミングは、インプットキャプチャが発生したポイントとなります。インプットキャプ

チャが発生すると、GTCNT カウンタの値を GTCCRA レジスタ、GTCCRB レジスタに転送すると同時に、

それまで格納されていた GTCCRA レジスタ、GTCCRB レジスタの値をバッファレジスタに転送します。

　GTCCRA レジスタ、GTCCRB レジスタのバッファ動作例を図 18.21、図 18.22 に、GTCCRA レジスタ、

GTCCRB レジスタのバッファ動作設定例を図 18.23 に示します。

図 18.21 GTCCRA レジスタ、GTCCRB レジスタのバッファ動作例

（GTIOC0A 入力の両エッジでインプットキャプチャ、のこぎり波でアップカウント、

GTCCRA レジスタのインプットキャプチャで GTCNT カウンタクリアの場合）

図 18.22 GTCCRA レジスタ、GTCCRB レジスタのダブルバッファ動作例

（GTIOC0B 入力の両エッジでインプットキャプチャ、のこぎり波でアップカウント、

GTCCRB レジスタのインプットキャプチャで GTCNT カウンタクリアの場合）
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図 18.23  GTCCRA レジスタ、GTCCRB レジスタのバッファ動作設定例（インプットキャプチャ時）

カウントクロックの選択
GTCR.TPCS[1:0]ビットでカウントクロックを選択します。

GTIOC端子機能設定
GTIORレジスタのGTIOA[5:0]ビット、GTIOB[5:0]ビットにGTIOC端子の機能を設定します。
（図18.21の例ではGTIOA[5:0]=1xxx1xb、図18.22の例ではGTIOB[5:0]=1xxx1xb）

バッファ動作設定
GTBERレジスタのCCRAビット、CCRBビットにバッファ動作を設定します。
（図18.21 の例ではCCRA=01b、図18.22の例ではCCRB=1xb）

動作モードとカウンタクリア要因設定
GTCRレジスタのMD[2:0]ビットで動作モードを、CCLR[1:0]ビットでカウンタクリア要因を設定
します。
（図18.21 の例ではMD[2:0]=000b（のこぎり波PWMモード）、CCLR[1:0]=01b、図18.22 の例では

MD[2:0]=000b（のこぎり波PWMモード）、CCLR[1:0]=10b）

カウント方向設定
GTUDCレジスタでカウント方向を（アップ/ダウン）設定します。
（図18.21 の例ではGTUDCレジスタを“0003h”にしてからGTUDCレジスタを“0001h”にします。
（アップカウント））

周期設定
GTPRレジスタに周期を設定します。

カウンタ初期値設定
GTCNTレジスタに初期値を設定します。

カウント動作開始
GTSTR.CSTビットを“1”にしてカウント動作を開始してください。
（図18.21 、図18.22  の例ではGTSTR.CST0 ビットが“1”）
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18.3.2.3 GTADTRA レジスタ、GTADTRB レジスタのバッファ動作

GTADTBRA レジスタは GTADTRA レジスタのバッファレジスタ、GTADTDBRA レジスタは GTADTBRA

レジスタのバッファレジスタ（GTADTRA レジスタのダブルバッファレジスタ）として動作します。同様

に、GTADTBRB レジスタは GTADTRB レジスタのバッファレジスタ、GTADTDBRB レジスタは

GTADTBRB レジスタのバッファレジスタ（GTADTRB レジスタのダブルバッファレジスタ）として動作し

ます。

GTADTRA レジスタ、GTADTRB レジスタをダブルバッファ動作させる場合には、それぞれ

GTBER.ADTDA ビット、GTBER.ADTDB ビットを “1” に、シングルバッファ動作させる場合には “0” にし

ます。GTADTRA レジスタ、GTADTRB レジスタをバッファ動作させない場合には、それぞれ

GTBER.ADTTA[1:0] ビット、GTBER.ADTTB[1:0] ビットを “00b” にします。

バッファ転送のタイミングは GTBER.ADTTA[1:0] ビットで設定でき、のこぎり波の場合はオーバフロー

（アップカウント時）またはアンダフロー（ダウンカウント時）、三角波の場合は GTBER.ADTTA[1:0] ビッ

トが “01b” のときは山、“10b” のときは谷、“11b” のときは谷／山の両方となります。

GTADTRA レジスタ、GTADTRB レジスタのバッファ動作例を図 18.24 ～図 18.26 に、GTADTRA レジス

タ、GTADTRB レジスタのバッファ動作設定例をに図 18.27 示します。

図 18.24 GTADTRA レジスタ、GTADTRB レジスタのバッファ動作例

（のこぎり波でアップカウント、アップカウントで A/D 変換要求発生の場合）
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図 18.25 GTADTRA レジスタ、GTADTRB レジスタのダブルバッファ動作例

（三角波、谷でバッファ転送、ダウンカウントで A/D 変換要求発生の場合）

図 18.26 GTADTRA レジスタ、GTADTRB レジスタのダブルバッファ動作例

（三角波、谷／山両方でバッファ転送、アップカウント／ダウンカウント両方で A/D 変換開始要

求発生の場合）
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図 18.27 GTADTRA レジスタ、GTADTRB レジスタのバッファ動作設定例

カウントクロックの選択
GTCR.TPCS[1:0]ビットでカウントクロックを選択します。

バッファ値設定
バッファ動作時は、1周期後（のこぎり波の場合、および三角波で（山）もしくは（谷）でバッファ転送の場合）
もしくは半周期後（三角波で（谷/山）両方でバッファ転送の場合）のA/D変換開始要求ポイントをGTADTBRA
レジスタ、GTADTBRBレジスタに設定します。
ダブルバッファ動作時は、さらに、2周期後（のこぎり波の場合、および三角波で（山）もしくは（谷）で
バッファ転送の場合）もしくは1周期後（三角波で（谷/山）両方でバッファ転送の場合）のA/D変換開始要求
ポイントをGTADTDBRAレジスタ、GTADTDBRBレジスタに設定します。

A/D変換開始要求許可設定
GTINTADレジスタのADTRAUENビット、ADTRADENビット、ADTRBUENビット、ADTRBDENビットに
A/D変換開始要求の許可を設定します。
（図18.24 の例ではADTRAUEN=1、図18.25の例ではADTRADEN=1、図18.26の例ではADTRBUEN=1、ADTRBDEN=1）

動作モード設定
GTCR.MD[2:0]ビットで動作モードを設定します。
（図18.24 の例では“000b”（のこぎり波PWMモード）、図18.25 、図18.26の例では“100b”もしくは“101b”
もしくは“110b”（三角波PWMモード））

カウント方向設定

GTUDCレジスタでカウント方向（アップ/ダウン）を設定します。
（図18.24 の例ではGTUDCレジスタを“0003h”にしてからGTUDCレジスタを“0001h”にする（アップカウント））

周期設定
GTPRレジスタに周期を設定します。

カウンタ初期値設定
GTCNTレジスタに初期値を設定します。

バッファ動作設定
GTBERレジスタのADTTA[1:0]ビット、ADTTB[1:0]ビット、ADTDAビット、ADTDBビットにバッファ動作を設定し
ます。
（図18.24 の例ではADTTA[1:0]=01bもしくは10bもしくは11b、ADTDA=0、図18.25 の例ではADTTA[1:0]=10b、
ADTDA=1、図18.26の例ではADTTB[1:0]=11b、ADTDB=1）

コンペアマッチ値設定
A/D変換開始要求ポイントをGTADTRAレジスタ、GTADTRBレジスタに設定します。

カウント動作開始
GTSTR.CSTビットを“1”にしてカウント動作を開始してください。

周期ごとのバッファ値設定
バッファ動作時は、1周期後（のこぎり波の場合、および三角波で（山）もしくは（谷）でバッファ転送の場合）
もしくは半周期後（三角波で（谷/山）両方でバッファ転送の場合）のA/D変換開始要求ポイントをGTADTBRA
レジスタ、GTADTBRBレジスタに設定します。
ダブルバッファ動作時は、2周期後（のこぎり波の場合、および三角波で（山）もしくは（谷）でバッファ転送の
場合）もしくは1周期後（三角波で（谷/山）両方でバッファ転送の場合）のA/D変換開始要求ポイントを
GTADTDBRAレジスタ、GTADTDBRBレジスタに設定します。
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18.3.3 PWM 出力動作モード

GPTn.GTCNT カウンタと GPTn.GTCCRA レジスタ、GPTn.GTCCRB レジスタのコンペアマッチにより、

GTIOCnA 端子、GTIOCnB 端子に PWM 波形を出力することができます（n：チャネル番号）。全チャネル独

立に動作モードが設定でき、チャネル間の同期動作も可能です。

また、GTDTCR レジスタ、GTDVU レジスタ、GTDVD レジスタを設定することにより、デッドタイム付

きの逆相波形用のコンペアマッチ値を GTCCRB レジスタに自動設定することも可能です。

(1) のこぎり波 PWM モード

のこぎり波 PWM モードは、GPTn.GTPR レジスタに周期を設定して GPTn.GTCNT カウンタをのこぎり波

（半波）動作させ、GPTn.GTCCRA レジスタ、GPTn.GTCCRB レジスタのコンペアマッチにより、GTIOCnA

端子、GTIOCnB 端子に PWM 波形を出力するモードです（n：チャネル番号）。端子の出力値は GTIOR レジ

スタにより、コンペアマッチで Low 出力／ High 出力／トグル出力、周期の終わりで Low 出力／ High 出力

／トグル出力、を設定することができます。

図 18.28 にのこぎり波 PWM モードの動作例を、図 18.29 にのこぎり波 PWM モードの設定例を示しま

す。

図 18.28 のこぎり波 PWM モード動作例

（アップカウント、バッファ動作、GTCCRA/B コンペアマッチで High 出力、周期の終わりで

Low 出力の場合）
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図 18.29 のこぎり波 PWM モード設定例

カウントクロックの選択
GTCR.TPCS[1:0]ビットでカウントクロックを選択します。

周期設定
GTPRレジスタに周期を設定します。

GTIOC端子機能設定
GTIORレジスタのGTIOA[5:0]ビット、GTIOB[5:0]ビットにGTIOC端子の機能
を設定します。
（図18.28の例ではGTIOA[5:0]=000110b、GTIOB[5:0]=000110b）

GTIOC端子出力イネーブル設定
GTONCRレジスタのOAEビット、OBEビットで、GTIOC端子出力の
イネーブルを設定します。

バッファ動作設定
GTBERレジスタのCCRAビット、CCRBビットにバッファ動作を
設定します。
（図18.28の例ではCCRA=01b、CCRB=01b）

コンペアマッチ値設定
GTIOCA端子の切り替わりポイントをGTCCRAレジスタに設定します。
GTIOCB端子の切り替わりポイントをGTCCRBレジスタに設定します。

バッファ値設定
バッファ動作時は、1周期後のGTIOCA端子の切り替わりポイントを
GTCCRCレジスタに、GTIOCB端子の切り替わりポイントをGTCCRE
レジスタに設定します。
ダブルバッファ動作時は、さらに、2周期後のGTIOCA端子の切り替わりポ
イントをGTCCRDレジスタに、GTIOCB端子の切り替わりポイントを
GTCCRFレジスタに設定します。

カウント動作開始
GTSTR.CSTビットを“1”にしてカウント動作を開始してください。
（図18.28の例ではGTSTR.CST0ビットを“1”）

周期毎のバッファ値設定
バッファ動作時は、1周期後のGTIOCA端子の切り替わりポイントを
GTCCRCレジスタに、GTIOCB端子の切り替わりポイントをGTCCRE
レジスタに設定します。
ダブルバッファ動作時は、2周期後のGTIOCA端子の切り替わりポイントを
GTCCRDレジスタに、GTIOCB端子の切り替わりポイントをGTCCRF
レジスタに設定します。

カウント方向設定
GTUDCレジスタでカウント方向（アップ/ダウン）を設定します。
（図18.28の例ではGTUDCレジスタを0003hにしてからGTUDCレジスタを
0001hにする（アップカウント））

動作モード設定
GTCR.MD[2:0]ビットで動作モードを設定します。
（図18.28の例では000b（のこぎり波PWMモード））

カウンタ初期値設定
GTCNTレジスタに初期値を設定します。

注1. PWM遅延生成回路使用時は、GTIOC端子出力許可設定とコンペアマッチ値設定の順番を入れ替えてください。

（注１）

（注１）
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(2) のこぎり波ワンショットパルスモード 

のこぎり波ワンショットパルスモードは、GPTn.GTPR レジスタに周期を設定して GPTn.GTCNT カウンタ

をのこぎり波（半波）動作させ、バッファ動作固定で、GPTn.GTCCRA レジスタ、GPTn.GTCCRB レジスタ

のコンペアマッチにより、GTIOCnA 端子、GTIOCnB 端子に PWM 波形を出力するモードです（n：チャネ

ル番号）。のこぎり波ワンショットパルスモードのバッファ動作は通常のバッファ動作と異なり、周期の終

わりで、GTCCRC レジスタから GTCCRA レジスタ、GTCCRE レジスタから GTCCRB レジスタ、GTCCRD

レジスタからテンポラリレジスタ A、GTCCRF レジスタからテンポラリレジスタ B、にバッファ転送され、

さらに、GTCCRA レジスタのコンペアマッチでテンポラリレジスタ A から GTCCRA レジスタ、GTCCRB

レジスタのコンペアマッチでテンポラリレジスタ B から GTCCRB レジスタにバッファ転送されます。端子

の出力値は GTIOR レジスタにより、コンペアマッチで Low 出力／ High 出力／トグル出力、周期の終わり

で Low 出力／ High 出力／トグル出力、を設定することができます。

また、GTDTCR レジスタ、GTDVU レジスタ、GTDVD レジスタを設定することにより、デッドタイム付

きの逆相波形用のコンペアマッチ値を GTCCRB レジスタに自動設定することも可能です。

図 18.30 にのこぎり波ワンショットパルスモードの動作例を、図 18.31 にのこぎり波ワンショットパルス

モードの設定例を示します。
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図 18.30 のこぎり波ワンショットパルスモード動作例
（アップカウント、カウント開始時に GTIOC0A=Low 出力 /GTIOC0B=High 出力、

GTCCRA/B コンペアマッチでトグル出力、周期の終わりで出力保持の場合）
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図 18.31 のこぎり波ワンショットパルスモード設定例

カウントクロックの選択
GTCR.TPCS[1:0]ビットでカウントクロックを選択します。

周期設定
GTPRレジスタに周期を設定します。

GTIOC端子機能設定
GTIORレジスタのGTIOA[5:0]ビット、GTIOB[5:0]ビットにGTIOC 端子の機
能を設定します。
（図18.30の例ではGTIOA[5:0]=000011b、GTIOB[5:0]=010011b）

GTIOC端子出力許可設定
GTONCRレジスタのOAEビット、OBEビットで、GTIOC端子出力許可を設
定します。

バッファ値設定
カウント開始直後の周期のGTIOCA端子の切り替わりポイントをGTCCRC
レジスタとGTCCRDレジスタに、GTIOCB端子の切り替わりポイントを
GTCCREレジスタとGTCCRFレジスタに設定します。

バッファ強制転送
GTBER.CCRSWTビットを“1”にし、バッファレジスタの強制転送を行いま
す。

バッファ値設定
1周期後のGTIOCA端子の切り替わりポイントをGTCCRCレジスタと
GTCCRDレジスタに、GTIOCB端子の切り替わりポイントをGTCCRE
レジスタとGTCCRFレジスタに設定します。

カウント動作開始
GTSTR.CSTビットを“1”にしてカウント動作を開始してください。
（図18.30の例ではGTSTR.CST0ビットが“1”）

周期ごとのバッファ値設定
1周期後のGTIOCA端子の切り替わりポイントをGTCCRCレジスタと
GTCCRDレジスタに、GTIOCB端子の切り替わりポイントをGTCCREレジス
タとGTCCRFレジスタに設定します。

カウント方向設定
GTUDCレジスタでカウント方向（アップ/ダウン）を設定します。
（図18.30の例ではGTUDCレジスタを0003hにしてからGTUDCレジスタを
0001hにする（アップカウント））

動作モード設定
GTCR.MD[2:0]ビットで動作モードを設定します。
（図18.30の例では001b（のこぎり波ワンショットパルスモード））

カウンタ初期値設定
GTCNTレジスタに初期値を設定します。

注1. PWM遅延生成回路使用時は、GTIOC端子出力許可設定とバッファ値設定の順番を入れ替えてください。

（注１）

（注１）
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(3) 三角波 PWM モード 1（谷 16 ビット転送）

三角波 PWM モード 1 は、GPTn.GTPR レジスタに周期を設定して GPTn.GTCNT カウンタを三角波（全

波）動作させ、GPTn.GTCCRA レジスタ、GPTn.GTCCRB レジスタのコンペアマッチにより、GTIOCnA 端

子、GTIOCnB 端子に PWM 波形を出力するモードです（n：チャネル番号）。バッファ動作のタイミングは、

谷となります。端子の出力値は GTIOR レジスタにより、コンペアマッチで Low 出力／ High 出力／トグル

出力、周期の終わりで Low 出力／ High 出力／トグル出力、を設定することができます。

また、GTDTCR レジスタ、GTDVU レジスタ、GTDVD レジスタを設定することによって、デッドタイム

付きの逆相波形用のコンペアマッチ値を GTCCRB レジスタに自動設定することも可能です。

図 18.32 に三角波 PWM モード 1 の動作例を、図 18.33 に三角波 PWM モード 1 の設定例を示します。

図 18.32 三角波 PWM モード 1 動作例

（バッファ動作、カウント開始時に GTIOC0A=Low 出力／ GTIOC0B=High 出力、

GTCCRA/B コンペアマッチでトグル出力、周期の終わりで出力保持の場合）
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図 18.33 三角波 PWM モード 1 設定例

カウントクロックの選択
GTCR.TPCS[1:0]ビットでカウントクロックを選択します。

周期設定
GTPRレジスタに周期を設定します。

GTIOC端子機能設定
GTIORレジスタのGTIOA[5:0]ビット、GTIOB[5:0]ビットにGTIOC端子の機能
を設定します。
（図18.32の例ではGTIOA[5:0]=000011b、GTIOB[5:0]=010011b）

GTIOC端子出力許可設定
GTONCRレジスタのOAEビット、OBEビットで、GTIOC端子出力の許可を
設定します。

コンペアマッチ値設定
GTIOCA端子の切り替わりポイントをGTCCRAレジスタに設定します。
GTIOCB端子の切り替わりポイントをGTCCRBレジスタに設定します。

バッファ値設定
バッファ動作時は、1周期後のGTIOCA端子の切り替わりポイントを
GTCCRCレジスタに、GTIOCB端子の切り替わりポイントをGTCCRE
レジスタに設定します。
ダブルバッファ動作時は、さらに、2周期後のGTIOCA端子の切り替わりポ
イントをGTCCRDレジスタに、GTIOCB端子の切り替わりポイントを
GTCCRFレジスタに設定します。

カウント動作開始
GTSTR.CSTビットを“1”にしてカウント動作を開始してください。
（図18.32の例ではGTSTR.CST0ビットが“1”）

周期ごとのバッファ値設定
バッファ動作時は、1周期後のGTIOCA端子の切り替わりポイントを
GTCCRCレジスタに、GTIOCB端子の切り替わりポイントをGTCCRE
レジスタに設定します。
ダブルバッファ動作時は、2周期後のGTIOCA端子の切り替わりポイントを
GTCCRDレジスタに、GTIOCB端子の切り替わりポイントをGTCCRF
レジスタに設定します。

動作モード設定
GTCR.MD[2:0]ビットで動作モードを設定します。
（図18.32の例では100b（三角波PWMモード1））

カウンタ初期値設定
GTCNTレジスタに初期値を設定します。

バッファ動作設定
GTBERレジスタのCCRAビット、CCRBビットにバッファ動作を設定
します。
（図18.32の例ではCCRA=01b、CCRB=01b）

注1. PWM遅延生成回路使用時は、GTIOC端子出力許可設定とバッファ値設定の順番を入れ替えてください。

（注１）

（注１）
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(4) 三角波 PWM モード 2（山／谷 16 ビット転送）

三角波 PWM モード 2 は、三角波 PWM モード 1 と同様に GPTn.GTPR レジスタに周期を設定して

GPTn.GTCNT カウンタを三角波（全波）動作させ、GPTn.GTCCRA レジスタ、GPTn.GTCCRB レジスタのコ

ンペアマッチにより、GTIOCnA 端子、GTIOCnB 端子に PWM 波形を出力するモードですが、バッファ動作

のタイミングは山／谷の両方となります（n：チャネル番号）。端子の出力値は GTIOR レジスタにより、コ

ンペアマッチで Low 出力／ High 出力／トグル出力、周期の終わりで Low 出力／ High 出力／トグル出力、

を設定することができます。

また、GTDTCR レジスタ、GTDVU レジスタ、GTDVD レジスタを設定することにより、デッドタイム付

きの逆相波形用のコンペアマッチ値を GTCCRB レジスタに自動設定することも可能です。

図 18.34 に三角波 PWM モード 2 の動作例を、図 18.35 に三角波 PWM モード 2 の設定例を示します。

図 18.34 三角波 PWM モード 2 動作例

（バッファ動作、カウント開始時に GTIOC0A=Low 出力 /GTIOC0B=High 出力、

GTCCRA/B コンペアマッチでトグル出力、周期の終わりで出力保持の場合）
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図 18.35 三角波 PWM モード 2 設定例

半周期ごとのバッファ値設定
バッファ動作時は、半周期後のGTIOCA端子の切り替わりポイントを
GTCCRCレジスタに、GTIOCB端子の切り替わりポイントをGTCCREレジ
スタに設定します。
ダブルバッファ動作時は、1周期後のGTIOCA端子の切り替わりポイント
をGTCCRDレジスタに、GTIOCB端子の切り替わりポイントをGTCCRFレ
ジスタに設定します。

カウント動作開始
GTSTR.CSTビットを“1”にしてカウント動作を開始してください。
（図18.34の例ではGTSTR.CST0ビットが“1”）

バッファ値設定
バッファ動作時は、半周期後のGTIOCA端子の切り替わりポイントを
GTCCRCレジスタに、GTIOCB端子の切り替わりポイントをGTCCREレジ
スタに設定します。
ダブルバッファ動作時は、さらに、1周期後のGTIOCA端子の切り替わり
ポイントをGTCCRDレジスタに、GTIOCB端子の切り替わりポイントをG
TCCRFレジスタに設定します。

コンペアマッチ値設定
GTIOCA端子の切り替わりポイントをGTCCRAレジスタに設定します。
GTIOCB端子の切り替わりポイントをGTCCRBレジスタに設定します。

バッファ動作設定
GTBERレジスタのCCRAビット、CCRBビットにバッファ動作を設定しま
す。
（図18.34の例ではCCRA=01b、CCRB=01b）

GTIOC端子出力許可設定
GTONCRレジスタのOAEビット、OBEビットで、GTIOC端子出力の許可
を設定します。

動作モード設定
GTCR.MD[2:0]ビットで動作モードを設定します。
（図18.34の例では101b（三角波PWMモード2））

カウントクロックの選択
GTCR.TPCS[1:0]ビットでカウントクロックを選択します。

周期設定
GTPRレジスタに周期を設定します。

カウンタ初期値設定
GTCNTレジスタに初期値を設定します。

GTIOC端子機能設定
GTIORレジスタのGTIOA[5:0]ビット、GTIOB[5:0]ビットにGTIOC端子の
機能を設定します。
（図18.34の例ではGTIOA[5:0]=000011b、GTIOB[5:0]=010011b）

注1. PWM遅延生成回路使用時は、GTIOC端子出力許可設定とバッファ値設定の順番を入れ替えてください。

（注１）

（注１）
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(5) 三角波 PWM モード 3（谷 32 ビット転送）

三角波 PWM モード 3 は、GPTn.GTPR レジスタに周期を設定して GPTn.GTCNT カウンタを三角波（全

波）動作させ、バッファ動作固定で、GPTn.GTCCRA レジスタ、GPTn.GTCCRB レジスタのコンペアマッチ

により、GTIOCnA 端子、GTIOCnB 端子に PWM 波形を出力するモードです（n：チャネル番号）。三角波

PWM モード 3 のバッファ動作は通常のバッファ動作と異なり、谷で、GTCCRC レジスタから GTCCRA レ

ジスタ、GTCCRE レジスタから GTCCRB レジスタ、GTCCRD レジスタからテンポラリレジスタ A、

GTCCRF レジスタからテンポラリレジスタ B、にバッファ転送され、さらに、山で、テンポラリレジスタ A

から GTCCRA レジスタ、テンポラリレジスタ B から GTCCRB レジスタにバッファ転送されます。端子の

出力値は GTIOR レジスタにより、コンペアマッチで Low 出力／ High 出力／トグル出力、周期の終わりで

Low 出力／ High 出力／トグル出力、を設定することができます。

また、GTDTCR レジスタ、GTDVU レジスタ、GTDVD レジスタを設定することにより、デッドタイム付

きの逆相波形用のコンペアマッチ値を GTCCRB レジスタに自動設定することも可能です。

図 18.36 に三角波 PWM モード 3 の動作例を、図 18.37 に三角波 PWM モード 3 の設定例を示します。
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図 18.36 三角波 PWM モード 3 動作例（カウント開始時に GTIOC0A=Low 出力／ GTIOC0B=High 出力、

GTCCRA/B コンペアマッチでトグル出力、周期の終わりで出力保持の場合）
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図 18.37 三角波 PWM モード 3 設定例

カウントクロックの選択

GTCR.TPCS[1:0]ビットでカウントクロックを選択します。

周期設定

GTPRレジスタに周期を設定します。

カウンタ初期値設定

GTCNTレジスタに初期値を設定します。

動作モード設定

GTCR.MD[2:0]ビットで動作モードを設定します。

（図18.36の例では110b（三角波PWMモード3））

GTIOC端子機能設定

GTIORレジスタのGTIOA[5:0]ビット、GTIOB[5:0]ビットにGTIOC端子の機

能を設定します。

（図18.36の例ではGTIOA[5:0]=000011b、GTIOB[5:0]=010011b）

GTIOC端子出力許可設定

GTONCRレジスタのOAEビット、

OBEビットで、GTIOC端子出力許可を設定します。

バッファ値設定

カウント開始直後の周期のGTIOCA端子の切り替わりポイントを

GTCCRCレジスタとGTCCRDレジスタに、GTIOCB端子の切り替わり

ポイントをGTCCREレジスタとGTCCRFレジスタに設定します。

バッファ強制転送

GTBER.CCRSWTビットを“1”にし、バッファレジスタの強制

転送を行います。

バッファ値設定

1周期後のGTIOCA端子の切り替わりポイントをGTCCRCレジスタと

GTCCRDレジスタに、GTIOCB端子の切り替わりポイントをGTCCREレジ

スタとGTCCRFレジスタに設定します。

カウント動作開始

GTSTR.CSTビットを“1”にしてカウント動作を開始してください。

（図18.36の例ではGTSTR.CST0ビットが“1”）

周期ごとのバッファ値設定

1周期後のGTIOCA端子の切り替わりポイントをGTCCRCレジスタと

GTCCRDレジスタに、GTIOCB端子の切り替わりポイントをGTCCREレジ

スタとGTCCRFレジスタに設定します。

注1. PWM遅延生成回路使用時は、GTIOC端子出力許可設定とバッファ値設定の順番を入れ替えてください。

（注１）

（注１）



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 819 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 18.  汎用PWMタイマ（GPT/GPTa）

18.3.4 デッドタイム自動設定機能

GTDTCR レジスタの設定により、正相波形用のコンペアマッチ値（GTCCRA レジスタ値）とデッドタイ

ム値（GTDVU レジスタ値、GTDVD レジスタ値）からデッドタイム付き逆相波形用のコンペアマッチ値を

生成し、GTCCRB レジスタに自動設定することができます。

デッドタイム自動設定機能は、のこぎり波ワンショットパルスモードと、全ての三角波 PWM モードで使

用できます。

デッドタイムは前側／後側で独立に設定でき、逆相波形の前側の切り替わりポイントに対するデッドタイ

ムを GTDVU レジスタで設定し、後側の切り替わりポイントに対するデッドタイムを GTDVD レジスタで設

定します。デッドタイムは前側／後側で共通にすることもできます。

また、GTDBU レジスタを GTDVU レジスタのバッファレジスタとして使用することができ、同様に、

GTDBD レジスタを GTDVD レジスタのバッファレジスタとして使用することができます。バッファ転送タ

イミングは周期の終わり（のこぎり波の場合は GTCNT のオーバフロー（アップカウント時）もしくはアン

ダフロー（ダウンカウント時）、三角波の場合は谷）です。

なお、デッドタイム自動設定機能を使用時は、GTCCRB レジスタへの書き込みは禁止です。また、周期

を超えるデッドタイム設定も禁止です。デッドタイム自動設定値は、GTCCRB レジスタ値を読むことで確

認できます。

図 18.38 ～図 18.40 にデッドタイム自動設定機能の動作例を、図 18.41、図 18.42 に設定例を示します。

図 18.38 デッドタイム自動設定機能の動作例（のこぎり波ワンショットパルスモード、GTDVU/D レジス

タはバッファ動作、アクティブレベルは “High” の場合）
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図 18.39 デッドタイム付きコンペアマッチ値の自動設定機能の動作例
（三角波 PWM モード 1、GTDVU/D レジスタはバッファ動作、アクティブレベルは “High” の場

合）

図 18.40 デッドタイム付きコンペアマッチ値の自動設定機能の動作例
（三角波 PWM モード 2/3、GTDVU/D レジスタはバッファ動作、アクティブレベルは “High” の場

合）
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図 18.41 デッドタイム自動設定機能の設定例（のこぎり波ワンショットパルスモード、
三角波 PWM モード 3 時）

カウントクロックの選択
GTCR.TPCS[1:0]ビットでカウントクロックを選択します。

周期設定
GTPRレジスタに周期を設定します。

GTIOC端子機能設定
GTIORレジスタのGTIOA[5:0]ビット、GTIOB[5:0]ビットにGTIOC端子の機能を設定
します。
（図18.38、図18.40の例ではGTIOA[5:0]=000011b、GTIOB[5:0]=010011b）

GTIOC端子出力許可設定
GTONCRレジスタのOAEビット、OBEビットで、GTIOC端子出力許可を設定します。

コンペアマッチ用バッファ値設定
カウント開始直後の周期のGTIOCA端子の切り替わりポイントをGTCCRCレジスタとGTCC
RDレジスタに設定します。

コンペアマッチ用バッファ強制転送
GTBER.CCRSWTビットを“1”にし、バッファレジスタからGTCCRAレジスタへの強制転
送を行います。

コンペアマッチ用バッファ値設定
1周期後のGTIOCA端子の切り替わりポイントをGTCCRCレジスタとGTCCRDレジスタに設
定します。

デッドタイム自動設定機能の設定
GTDTCR.TDEビットを“1”にして、デッドタイム自動設定機能を有効にします。

周期ごとのバッファ値設定
1周期後のGTIOCA端子の切り替わりポイントをGTCCRCレジスタとGTCCRDレジスタに設
定します。
同様に、デッドタイムレジスタをバッファ動作させている場合には、1周期後の前側の
デッドタイム値をGTDBUレジスタに、後側のデッドタイム値をGTDBDレジスタに設定
します。

カウント方向設定
GTUDCレジスタでカウント方向（アップ/ダウン）を設定します。
（図18.38の例ではGTUDCレジスタに0003hを設定してからGTUDCレジスタに0001hを

設定（アップカウント））

動作モード設定
GTCR.MD[2:0]ビットで動作モードを設定します。
（図18.38の例では001b（のこぎり波ワンショットパルスモード）

図18.40の例では110b（三角波PWMモード3）

カウンタ初期値設定
GTCNTレジスタに初期値を設定します。

デッドタイム用バッファ動作設定
GTDTCRレジスタのTDBUEビット、TDBDEビットにバッファ動作を設定します。

デッドタイム値設定
前側のデッドタイム値をGTDVUレジスタに、後側のデッドタイム値をGTDVDレジスタに設
定します。GTDTCR.TDDEUビットを“1”にしてGTDVUレジスタを設定すると、
同じ値がGTDVDレジスタにも反映され、デッドタイム値を前側後側で共通にすることがで
きます。

デッドタイム用バッファ値設定
バッファ動作時は、1周期後の前側のデッドタイム値をGTDBUレジスタに、後側のデッド
タイム値をGTDBDレジスタに設定します。

カウント動作開始
GTSTR.CSTビットを“1”にしてカウント動作を開始してください。
（図18.38 、図18.40の例ではGTSTR.CST0 ビットが“1”）

注1. PWM遅延生成回路使用時は、GTIOC端子出力許可設定とコンペアマッチ用バッファ値設定の順番を入れ替えてください。

（注１）

（注１）
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図 18.42 デッドタイム自動設定機能の設定例（三角波 PWM モード 1/2 時）

周期設定
GTPRレジスタに周期を設定します。

カウンタ初期値設定
GTCNTレジスタに初期値を設定します。

GTIOC端子出力許可設定
GTONCRレジスタのOAEビット、OBEビットで、GTIOC端子出力の許可を設定します。

コンペアマッチ用バッファ動作設定
GTBERレジスタのCCRAビットにバッファ動作を設定します。

コンペアマッチ値設定
GTIOCA端子の切り替わりポイントをGTCCRAレジスタに設定します。

コンペアマッチ用バッファ値設定
バッファ動作時は、1周期後（三角波PWMモード1時）もしくは半周期（三角波PWMモード2
時）のGTIOCA端子の切り替わりポイントをGTCCRCレジスタに設定します。
ダブルバッファ動作時は、さらに、2周期後（三角波PWMモード1時）もしくは1周期（三角
波PWMモード2時）のGTIOCA端子の切り替わりポイントをGTCCRDレジスタに設定
します。

デッドタイム自動設定機能の設定
GTDTCR.TDEビットを“1”にして、デッドタイム自動設定機能を有効にします。

周期ごとのバッファ値設定
コンペアマッチレジスタをバッファ動作時は、1周期後（三角波PWMモード1時）もしくは半
周期（三角波PWMモード2時）のGTIOCA端子の切り替わりポイントをGTCCRCレジスタに設
定します。
コンペアマッチレジスタをダブルバッファ動作時は、2周期後（三角波PWMモード1時）
もしくは1周期（三角波PWMモード2時）のGTIOCA端子の切り替わりポイントをGTCCRDレジ
スタに設定します。
同様に、デッドタイムレジスタをバッファ動作させている場合には、1周期後の前側のデッド
タイム値をGTDBUレジスタに、後側のデッドタイム値をGTDBDレジスタに設定します。

カウントクロックの選択
GTCR.TPCS[1:0]ビットでカウントクロックを選択します。

動作モード設定
GTCR.MD[2:0]ビットで動作モードを設定します。
（図18.39 の例では100b（三角波PWMモード1）、図18.40 の例では101b
（三角波PWMモード2））

GTIOC端子機能設定
GTIORレジスタのGTIOA[5:0]ビット、GTIOB[5:0]ビットにGTIOC端子の機能を設定します。
（図18.x2、図18.x3の例ではGTIOA[5:0]=000011b、GTIOB[5:0]=010011b）

デッドタイム用バッファ動作設定
GTDTCRレジスタのTDBUEビット、TDBDEビットにバッファ動作を設定します。

デッドタイム値設定
前側のデッドタイム値をGTDVUレジスタに、後側のデッドタイム値をGTDVDレジスタに設定
します。GTDTCR.TDDEUビットを“1”にして、GTDVUレジスタを設定すると、同じ値が
GTDVDレジスタにも反映され、デッドタイム値を前側/後側で共通にすることができます。

デッドタイム用バッファ値設定
バッファ動作時は、1周期後の前側のデッドタイム値をGTDBUレジスタに、後側のデッド
タイム値をGTDBDレジスタに設定します。

カウント動作開始
GTSTR.CSTビットを“1”にしてカウント動作を開始してください。
（図18.38 、図18.40の例ではGTSTR.CST0 ビットが“1”）

注1. PWM遅延生成回路使用時は、GTIOC端子出力許可設定とコンペアマッチ用バッファ値設定の順番を入れ替えてください。

（注１）

（注１）
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18.3.5 カウント方向切り替え機能

GTUDC.UD ビットの値を変更することにより、GTCNT カウンタのカウント方向を切り替えることができ

ます。

のこぎり波の場合、カウント動作中に GTUDC.UD ビット値を変更すると、オーバフロー（アップカウン

ト動作中に変更した場合）もしくはアンダフロー（ダウンカウント動作中に変更した場合）発生時にカウン

ト方向が切り替わります。カウント停止中に GTUDC.UDF ビットが “0” の状態で GTUDC.UD ビット値を変

更すると、カウント開始時には反映されず、オーバフローもしくはアンダフロー発生時にカウント方向が切

り替わります。カウント停止中に GTUDC.UDF ビットを “1” にすると、そのときの GTUDC.UD ビット値が

カウント開始時から反映されます。

三角波の場合、カウント動作中に GTUDC.UD ビット値を変更してもカウント方向は切り替わりません。

同様に、カウント停止中に GTUDC.UDF ビットが “0” の状態で GTUDC.UD ビット値を変更しても反映され

ません。カウント停止中に GTUDC.UDF ビットを “1” にすると、そのときの GTUDC.UD ビット値がカウン

ト開始時から反映されます。

のこぎり波でカウンタ動作中にカウント方向を切り替えた場合、アップカウント時はアップカウント開始

後の GTPR レジスタ値がカウント周期に反映され、ダウンカウント時はダウンカウント開始前の GTPR レジ

スタ値がカウント周期に反映されます。

図 18.43 にカウント方向切り替え機能の動作例を示します。

図 18.43 カウント方向切り替え機能の動作例（バッファ動作時）
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18.3.6 ハードウェア スタート／ストップ、クリア動作

RX62G 内蔵のハードウェア要因により、GTCNT カウンタのスタート、ストップ、クリア制御が可能で

す。

ハードウェア要因には、GTETRG 端子入力、コンパレータ検出、GTIOC3A および GTIOC3B 端子入力、

GTIOC3A および GTIOC3B 内部出力（アウトプットコンペア）の 4 種類の要因があります。

また、GTCCRA レジスタおよび GTCCRB レジスタのインプットキャプチャによるカウンタクリアも可能で

す。

18.3.6.1 ハードウェア スタート動作

ハードウェア要因により、GTCNT カウンタのスタート制御が可能です。GTHSSR.CSHSL ビットでカウン

トをスタートさせるハードウェア要因を選択し、GTHSCR.CSHW ビットでハードウェア要因の切り替わり

エッジを指定してカウントスタートを許可します。

図 18.44 にハードウェア要因によるカウントスタートの動作例を、図 18.45 に設定例を示します。

図 18.44 ハードウェア要因によるカウントスタート動作例（AN000 用コンパレータ検出によるスタート

時）

 

時間

GTCNT値

0000h

GTPR

AN000用コンパレータ
検出信号

コンパレータ検出で
カウントスタート
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図 18.45 ハードウェア要因によるカウントスタート動作設定例

カウント方向設定

GTUDCレジスタでカウント方向（アップ/ダウン）を設定します。

（図18.44の例ではGTUDCレジスタを0003hにしてからGTUDCレジスタを0001hに

設定（アップカウント））

動作モード設定

GTCR.MD[2:0]ビットで動作モードを設定します。

（図18.44の例では000b（のこぎり波PWMモード））

ハードウェアカウントスタート設定

GTHSSR.CSHSLビットでカウントをスタートさせるハードウェア要因を選択します。

また、GTHSCR.CSHWビットでハードウェア要因のエッジの指定をしてカウントスタート

を許可し、ハードウェア要因によるカウントスタート待ち状態にします。

（図18.44の例ではGTHSSR.CSHSLn= 0000b、GTHSCR.CSHWn= 11b (n=0,1,2,3)）

周期設定

GTPRレジスタに周期を設定します。

カウントクロックの選択

GTCR.TPCS[1:0]ビットでカウントクロックを選択します。

カウンタ初期値設定

GTCNTレジスタに初期値を設定します。

（図18.44の例では0000h）

ハードウェア要因の動作設定

GTHSSR.CSHSLビットで選択したハードウェア要因の動作を設定して、カウントを

スタートさせます。

（図18.44の例ではAN000用コンパレータの動作設定）
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18.3.6.2 ハードウェアストップ動作

ハードウェア要因により、GTCNT カウンタのストップ制御が可能です。GTHPSR.CSHPL ビットでカウン

トをストップさせるハードウェア要因を選択し、GTHSCR.CPHW ビットでハードウェア要因の切り替わり

エッジを指定してカウントストップを許可します。

図 18.46 にハードウェア要因によるカウントストップの動作例を、図 18.47 に設定例を示します。

GTIOC3A 内部出力（アウトプットコンペア）の両エッジによりストップ、GTIOC3B 内部出力（アウトプッ

トコンペア）の両エッジにより再スタートする例です。

図 18.46 ハードウェア要因によるカウントストップ動作例
（ソフトウェアでスタート、GTIOC3A 内部出力（アウトプットコンペア）でストップ、

GTIOC3B 内部出力（アウトプットコンペア）で再スタート時）

時間
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GTPR

GTCNT値

ソフトウェアスタート

GTIOC3A内部出力
（アウトプットコンペア）

GTIOC3B内部出力
（アウトプットコンペア）

GTIOC3A内部出力
（アウトプットコンペア）
でカウントストップ

GTIOC3B内部出力
（アウトプットコンペア）

でカウントスタート
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図 18.47 ハードウェア要因によるカウントストップ動作設定例

カウント方向設定

GTUDCレジスタでカウント方向（アップ/ダウン）を設定します。

（図18.46の例ではGTUDCレジスタを0003hにしてからGTUDCレジスタを0001hにする（ア

ップカウント））

動作モード設定

GTCR.MD[2:0]ビットで動作モードを設定します。

（図18.46の例では000b（のこぎり波PWMモード））

ハードウェアカウントスタート設定

GTHSSR.CSHSLビットでカウントをスタートさせるハードウェア要因を選択します。

また、GTHSCR.CSHWビットでハードウェア要因のエッジの指定をしてカウントスタート

を許可し、ハードウェア要因によるカウントスタート待ち状態にします。

（図18.46の例ではGTHSSR.CSHSLn=1010b、GTHSCR.CSHWn=11b（n=0～2））

周期設定

GTPRレジスタに周期を設定します。

カウントクロックの選択

GTCR.TPCS[1:0]ビットでカウントクロックを選択します。

カウンタ初期値設定

GTCNTレジスタに初期値を設定します。

（図18.46の例では0000h）

ハードウェア要因の動作設定

GTHSSR.CSHSLビット、GTHPSR.CSHPLビットで選択したハードウェア要因の動作を

設定して、カウントをスタート／ストップさせます。

（図18.46の例ではGPT3.GTCCRAコンペアマッチ、GPT3.GTCCRBコンペアマッチ、

GPT3.GTIORビットの設定。その後、GTSTR.CSTビットを“1”にしてカウント

スタート）

ハードウェアカウントストップ設定

GTHPSR.CSHPLビットでカウントをストップさせるハードウェア要因を選択します。

また、GTHSCR.CPHWビットでハードウェア要因のエッジの指定をしてカウントストップ

を許可し、ハードウェア要因によるカウントストップ待ち状態にします。

（図18.46の例ではGTHPSR.CSHPLn=1011b、GTHSCR.CPHWn=11b（n=0～2）
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図 18.48 にハードウェア要因によるカウンタトスタート／ストップの動作例を、図 18.49 に設定例を示し

ます。外部入力トリガ GTETRG が High の区間でカウント動作する例です。

図 18.48 ハードウェア要因によるカウントスタート／ストップ動作例（GTETRG 端子入力の立ち上がり

でスタート、GTETRG 端子入力の立ち下がりでストップ時）

時間0000h

GTETRG 端子入力

GTCNT値
GTPR

GTETRGの
立ち下がり
でカウント

ストップ

GTETRGの
立ち上がり
でカウント
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図 18.49 ハードウェア要因によるカウントスタート／ストップ動作設定例

カウント方向設定
GTUDCレジスタでカウント方向（アップ/ダウン）を設定します。
（図18.48の例ではGTUDCレジスタを0003hにしてからGTUDCレジスタを0001hに
設定（アップカウント））

動作モード設定
GTCR.MD[2:0]ビットで動作モードを設定します。
（図18.48の例では000b（のこぎり波PWMモード））

ハードウェアカウントスタート設定

GTHSSR.CSHSLビットでカウントをスタートさせるハードウェア要因を選択します。

また、GTHSCR.CSHWビットでハードウェア要因のエッジの指定をしてカウント

スタートを許可し、ハードウェア要因によるカウントスタート待ち状態にします。

（図18.48の例ではGTHSSR.CSHSLn=1100b、GTHSCR.CSHWn=01b（n=0～3））

周期設定

GTPRレジスタに周期を設定します。

カウントクロックの選択

GTCR.TPCS[1:0]ビットでカウントクロックを選択します。

カウンタ初期値設定

GTCNTレジスタに初期値を設定します。

（図18.48の例では0000h）

ハードウェア要因の動作設定

GTHSSR.CSHSLビット、GTHPSR.CSHPLビットで選択したハードウェア要因の動作を設

定して、カウントをスタート／ストップさせます。

（図18.48の例ではGTETRG端子の動作設定）

ハードウェアカウントストップ設定

GTHPSR.CSHPLビットでカウントをストップさせるハードウェア要因を選択します。

また、GTHSCR.CPHWビットでハードウェア要因のエッジの指定をしてカウントストップ

を許可し、ハードウェア要因によるカウントストップ待ち状態にします。

（図18.48の例ではGTHPSR.CSHPLn=1100b、GTHSCR.CPHWn=10b（n=0～3）
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18.3.6.3 ハードウェア クリア動作

ハードウェア要因によって、GTCNT カウンタのクリア制御が可能です。GTHPSR.CSHPL ビットでカウン

タをクリアさせるハードウェア要因を選択し、GTHCCR.CCHW ビットでハードウェア要因の切り替わり

エッジを指定してカウンタクリアを許可します。

また、GTCR.CCLR[1:0] ビットの設定によって、GTCCRA レジスタおよび GTCCRB レジスタのインプッ

トキャプチャによるカウンタクリアも可能です。

なお、ハードウェア要因によるカウンタクリアおよびソフトウェアによるカウンタクリアが発生しても、

GTCIV 割り込み（オーバフロー／アンダフロー割り込み）は発生しません。

図 18.50、図 18.51 にハードウェア要因によるカウンタクリアの動作例を、図 18.52 に設定例を示しま

す。GTIOC3A 端子入力の両エッジによりスタート、GTIOC3B 端子入力の両エッジによりストップ／クリア

する例です。

図 18.50 ハードウェア要因によるカウントクリア動作例（のこぎり波でアップカウント、GTIOC3A 端子

入力でスタート、GTIOC3B 端子入力でストップ／クリア時）

図 18.51 ハードウェア要因によるカウントクリア動作例（のこぎり波でダウンカウント、GTIOC3A 端子

入力でスタート、GTIOC3B 端子入力でストップ／クリア時）
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図 18.52 ハードウェア要因によるカウントクリア動作設定例

カウント方向設定
GTUDCレジスタでカウント方向（アップ/ダウン）を設定します。
（図18.50の例ではGTUDCレジスタを0003hにしてからGTUDCレジスタを0001hにする（ア
ップカウント）、図18.51の例ではGTUDCレジスタを0002hにしてからGTUDCレジスタを
0000hにする（ダウンカウント））

動作モード設定
GTCR.MD[2:0]ビットで動作モードを設定します。
（図18.50、図18.51の例では000b（のこぎり波PWMモード））

ハードウェアカウントスタート設定

GTHSSR.CSHSLビットでカウントをスタートさせるハードウェア要因を選択します。

また、GTHSCR.CSHWビットでハードウェア要因のエッジの指定をしてカウントスタート

を許可し、ハードウェア要因によるカウントスタート待ち状態にします。

（図18.50の例ではGTHSSR.CSHSLn=1000b、GTHSCR.CSHWn=11b（n=0～2））

周期設定

GTPRレジスタに周期を設定します。

カウントクロックの選択

GTCR.TPCS[1:0]ビットでカウントクロックを選択します。

カウンタ初期値設定

GTCNTレジスタに初期値を設定します。

（図18.50の例では0000h、図18.51の例ではGTPR値）

ハードウェア要因の動作設定

GTHSSR.CSHSLビット、GTHPSR.CSHPLビットで選択したハードウェア要因の動作を設

定して、カウントをスタート／ストップ／クリアさせます。

（図18.50の例ではGTIOC3A端子入力、GTIOC3B端子入力の設定）

ハードウェアカウントストップ／クリア設定

GTHPSR.CSHPLビットでカウントをストップ／クリアさせるハードウェア要因を選択し

ます。

また、GTHSCR.CPHWビットでハードウェア要因のエッジの指定をしてカウントストップ

を許可し、ハードウェア要因によるカウントストップ待ち状態にします。

同様に、GTHCCR.CCHWビットでハードウェア要因のエッジの指定をしてカウンタクリ

アを許可し、ハードウェア要因によるカウンタクリア待ち状態にします。

（図18.50の例ではGTHPSR.CSHPLn=1001b、GTHSCR.CPHWn=11b、

GTHCCR.CCHWn=11b（n=0～2）
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ハードウェア要因によるカウンタクリアを行っても、GTCIV 割り込み（オーバフロー／アンダフロー割

り込み）は発生しません。同様に、ソフトウェアでのカウンタクリアを行った場合も、GTCIV 割り込みは

発生しません。

図 18.53 にハードウェア要因によるカウンタクリアと GTCIV 割り込みの関係を示します。

図 18.53 ハードウェア 要因によるカウントクリアと GTCIV 割り込みの関係
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18.3.7 同期動作

チャネル間の同期動作（同期クリア、同期スタート）が可能です。

18.3.7.1 同期クリア動作

チャネル間の同期クリア制御が可能です。同期クリアさせるチャネルの GTCR.CCLR[1:0] ビットを “11b”

にし、GTSYNC.SYNCn[1:0] ビットでどのチャネルのクリア要因で同期クリアするかを設定します

n=（0 ～ 3）。

図 18.54 に同期クリアの動作例を、図 18.56 に設定例を示します。GPT0.GTCNT のクリア要因（オーバ

フロー）により GPT1.GTCNT と GPT2.GTCNT を同期クリアする例です。

なお、同期クリアされたチャネルからの同期クリアは発生しません（同期クリアは伝播しません）。

図 18.55 に同期クリアされたチャネルからの同期クリアの動作例を、図 18.56 に設定例を示します。

GPT0.GTCNT のクリア要因（オーバフロー）により GPT1.GTCNT を同期クリア、GPT1.GTCNT のクリア要

因（オーバフロー）により GPT2.GTCNT を同期クリアする例です。GPT0.GTCNT のクリア要因（オーバフ

ロー）により同期クリアされた GPT1.GTCNT からの同期クリアは、GPT2.GTCNT には伝播しません。

図 18.54 同期クリア動作例
（GPT0.GTCNT のクリア要因で GPT1.GTCNT と GPT2.GTCNT を同期クリア時）
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図 18.55 同期クリア動作例（GPT0.GTCNT のクリア要因で GPT1.GTCNT を同期クリア、GPT1.GTCNT
のクリア要因で GPT2.GTCNT を同期クリア時）
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図 18.56 同期クリア動作設定例

カウント方向設定
各チャネルのGTUDCレジスタでカウント方向（アップ/ダウン）を設定します。
（図18.54、図18.55の例ではGTUDCレジスタに0003hを設定してからGTUDCレジスタ
に0001hを設定（アップカウント））

動作モード設定
各チャネルのGTCR.MD[2:0]ビットで動作モードを設定します。
（図18.54、図18.55の例では000b（のこぎり波PWMモード））

周期設定

各チャネルのGTPRレジスタに周期を設定します。

カウントクロックの選択

各チャネルのGTCR.TPCS[1:0]ビットでカウントクロックを選択します。

カウンタ同期クリア設定

各チャネルのGTCR.CCLR[1:0]ビットでカウンタクリア要因を選択します。同期クリアさ

せるチャネルのGTCR.CCLR[1:0]ビットには11bを設定します。

また、GTSYNC.SYNCn[1:0]ビットでどのチャネルのクリア要因で同期クリアするかを

設定します（n=0～3）。

（図18.54の例では、GPT0.GTCR.CCLR[1:0]=00b、GPT1.GTCR.CCLR[1:0]=11b、

GPT2.GTCR.CCLR[1:0]=11b、GTSYNC.SYNC1[1:0]=00b、　

GTSYNC.SYNC2[1:0]=00b）

（図18.55の例では、GPT0.GTCR.CCLR[1:0]=00b、GPT1.GTCR.CCLR[1:0]=11b、

GPT2.GTCR.CCLR[1:0]=11b、

GTSYNC.SYNC1[1:0]=00b、GTSYNC.SYNC2[1:0]=01b）

カウント動作開始

GTSTR.CST ビットを“1” にしてカウント動作を開始してください。

カウンタ初期値設定

各チャネルのGTCNTレジスタに初期値を設定します。
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18.3.7.2 同期スタート動作

(1) ソフトウェアによる同時スタート

　GTSTR.CSTn ビットを同時に “1” にすることによって、各チャネルのカウント動作を同時に開始するこ

とができます（n=0 ～ 3）。

　図 18.57 にソフトウェアによる同時スタート動作例を示します。

図 18.57 ソフトウェアによる同時スタート動作例（カウント周期（GTPR 値）が同一のとき）
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↑
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（全チャネルのカウント動作を開始）
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(2) ソフトウェアによる位相スタート

　カウント動作開始前に各チャネルの GTCNT 値を設定しておき、GTSTR.CSTn ビットを同時に “1” にす

ることにより、各チャネル間に位相差をつけたカウント動作を開始することができます（n=0 ～ 3）。

　図 18.58 にソフトウェアによる位相スタート動作例を示します。

図 18.58 ソフトウェアによる位相スタート動作例（カウント周期（GTPR 値）が同一のとき）
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(3) ハードウェア要因による同時スタート

RX62G 内蔵のハードウェア要因により、各チャネルのカウント動作を同時に開始することができます。

ハードウェア要因には、GTETRG 端子入力、コンパレータ検出、GTIOC3A および GTIOC3B 端子入力、

GTIOC3A および GTIOC3B 内部出力（アウトプットコンペア）の 4 種類の要因があります。

図 18.59 にハードウェア要因による同時スタート動作例を、図 18.60 に設定例を示します。AN000 用コン

パレータ検出により全チャネルのカウント動作を開始する例です。

図 18.59 ハードウェア要因による同時スタート動作例（カウント周期（GTPR 値）が同一のとき）
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R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 839 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 18.  汎用PWMタイマ（GPT/GPTa）

図 18.60 ハードウェア要因による同時スタート設定例

動作モード設定
各チャネルのGTCR.MD[2:0]ビットで動作モードを設定します。
（図18.59の例では000b（のこぎり波PWMモード））

カウント方向設定
各チャネルのGTUDCレジスタでカウント方向（アップ/ダウン）を設定します。
（図18.59の例ではGTUDCレジスタを0003hに設定してからGTUDCレジスタを0001hにする（ア
ップカウント））

カウントクロックの選択
各チャネルのGTCR.TPCS[1:0]ビットでカウントクロックを選択します。

周期設定
各チャネルのGTPRレジスタに周期を設定します。

カウンタ初期値設定
各チャネルのGTCNTレジスタに初期値を設定します。

ハードウェアカウントスタート設定
GTHSSR.CSHSLビットでカウントをスタートさせるハードウェア要因を選択します。
また、GTHSCR.CSHWビットでハードウェア要因のエッジの指定をしてカウントスタートを
許可し、ハードウェア要因によるカウントスタート待ち状態にします。
（図18.59の例ではGTHSSR.CSHSL0=0000b、GTHSSR.CSHSL1=0000b、

GTHSSR.CSHSL2=0000b、GTHSSR.CSHSL3=0000b、GTHSCR.CSHW0=11b、
GTHSCR.CSHW1=11b、GTHSCR.CSHW2=11b、GTHSCR.CSHW3=11b）

ハードウェア要因の動作設定
GTHSSR.CSHSLビットで選択したハードウェア要因の動作を設定して、カウントを
スタートさせます。
（図18.59の例ではAN000用コンパレータの動作設定）
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(4) ハードウェア要因による位相スタート

RX62G 内蔵のハードウェア要因により、各チャネル間に位相差をつけたカウント動作を開始することが

できます。

ハードウェア要因には、GTETRG 端子入力、コンパレータ検出、GTIOC3A および GTIOC3B 端子入力、

GTIOC3A および GTIOC3B 内部出力（アウトプットコンペア）の 4 種類の要因があります。

図 18.61 にハードウェア要因による位相スタート動作例を、図 18.62 に設定例を示します。GPT3.GTCNT

と GPT0.GTCNT はソフトウェアにより同時にカウント動作を開始、GPT1.GTCNT と GPT2.GTCNT は

GTIOC3A および GTIOC3B 内部出力（アウトプットコンペア）によりカウント動作を開始する例です。

図 18.61 ハードウェア要因による位相スタート動作例（カウント周期（GTPR 値）が同一のとき）
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図 18.62 ハードウェア要因による位相スタート設定例

カウント方向設定
各チャネルのGTUDCレジスタでカウント方向（アップ/ダウン）を設定します。
（図18.61の例ではGTUDCレジスタを0003hにしてからGTUDCレジスタを0001h
にする（アップカウント））

動作モード設定
各チャネルのGTCR.MD[2:0]ビットで動作モードを設定します。
（図18.61の例では000b（のこぎり波PWMモード））

周期設定

各チャネルのGTPRレジスタに周期を設定します。

カウントクロックの選択

各チャネルのGTCR.TPCS[1:0]ビットでカウントクロックを選択します。

ハードウェアカウントスタート設定
GTHSSR.CSHSLビットでカウントをスタートさせるハードウェア要因を選択します。
また、GTHSCR.CSHWビットでハードウェア要因のエッジの指定をしてカウントスタート
を許可し、ハードウェア要因によるカウントスタート待ち状態にします。
（図18.61の例ではGTHSSR.CSHSL1=1010b、GTHSSR.CSHSL2=1011b、

GTHSCR.CSHW0=00b、GTHSCR.CSHW1=01b、GTHSCR.CSHW2=01b、
GTHSCR.CSHW3=00b）

ハードウェア要因の動作設定

GTHSSR.CSHSLビットで選択したハードウェア要因の動作を設定して、カウントを

スタートさせます。

（図18.61の例ではGPT3の動作設定）

・GPT3.GTIORレジスタのGTIOA[5:0]ビット、GTIOB[5:0]ビットで初期出力“Low”、　

周期の終わりで出力保持、GPT3.GTCCRA/Bのコンペアマッチで“High”出力に設定

します（GTIOA[5:0]=000010b、GTIOB[5:0]=000010b）

・GPT3.GTCCRAレジスタ、GPT3.GTCCRBレジスタにコンペアマッチ値を設定します

・GTSTR.CSTビットを“1”にしてカウント動作を開始します（GTSTR=0009h）

カウンタ初期値設定

各チャネルのGTCNTレジスタに初期値を設定します。
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18.3.8 PWM 出力動作例

(1) 同期 PWM 出力

チャネル間の同期動作をすることにより、 大 4 チャネル 8 相の連動した PWM 波形を出力できます。

図 18.63 は、すべてのチャネルを、のこぎり波 PWM モードで同期動作させ、8 相の PWM 波形を出力さ

せた例です。GTIOCnA 出力の設定は、初期出力は Low、GTCCRA レジスタのコンペアマッチで High 出力、

周期の終わりで Low 出力とし、GTIOCnB 出力の設定は、初期出力は Low、GTCCRB レジスタのコンペア

マッチで High 出力、周期の終わりで Low 出力とした例です。

図 18.63 同期 PWM 出力例
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(2) のこぎり波 3 相相補 PWM 出力

図 18.64 は、3 つのチャネルをのこぎり波 PWM モードで同期動作させ、3 相相補 PWM 波形を出力させ

た例です。GTIOCnA 出力の設定は、初期出力は Low、GTCCRA レジスタのコンペアマッチで High 出力、

周期の終わりで Low 出力とし、GTIOCnB 出力の設定は、初期出力は High、GTCCRB レジスタのコンペア

マッチで Low 出力、周期の終わりで High 出力とした例です。

図 18.64 のこぎり波 3 相相補 PWM 出力
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(3) のこぎり波 3 相相補 PWM 出力（デッドタイム自動設定）

図 18.65 は、3 つのチャネルを、デッドタイムを自動設定したのこぎり波ワンショットパルスモードで同

期動作させ、3 相相補 PWM 波形を出力させた例です。GTIOCnA 出力の設定は、初期出力は Low、

GTCCRA レジスタのコンペアマッチでトグル出力、周期の終わりで出力保持とし、GTIOCnB 出力の設定

は、初期出力は High、GTCCRB レジスタのコンペアマッチでトグル出力、周期の終わりで出力保持とした

例です。

図 18.65 のこぎり波 3 相相補 PWM 出力例（デッドタイム自動設定）
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(4) 三角波 3 相相補 PWM 出力

図 18.66 は、3 つのチャネルを三角波 PWM モード 1 で同期動作させ、3 相相補 PWM 波形を出力させた

例です。GTIOCnA 出力の設定は、初期出力は Low、GTCCRA レジスタのコンペアマッチでトグル出力、周

期の終わりで出力保持とし、GTIOCnB 出力の設定は、初期出力は High、GTCCRB レジスタのコンペアマッ

チでトグル出力、周期の終わりで出力保持とした例です。

図 18.66 三角波 3 相相補 PWM 出力
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(5) 三角波 3 相相補 PWM 出力（デッドタイム自動設定）

図 18.67 は、3 つのチャネルを、デッドタイムを自動設定した三角波 PWM モード 1 で同期動作させ、3

相相補 PWM 波形を出力させた例です。GTIOCnA 出力の設定は、初期出力は Low、GTCCRA レジスタのコ

ンペアマッチでトグル出力、周期の終わりで出力保持とし、GTIOCnB 出力の設定は、初期出力は High、

GTCCRB レジスタのコンペアマッチでトグル出力、周期の終わりで出力保持とした例です。

図 18.67 三角波 3 相相補 PWM 出力例（デッドタイム自動設定）
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(6) 非対称三角波 3 相相補 PWM 出力（デッドタイム自動設定）

図 18.68 は、3 つのチャネルを、デッドタイムを自動設定した三角波 PWM モード 3 で同期動作させ、3

相相補 PWM 波形を出力させた例です。GTIOCnA 出力の設定は、初期出力は Low、GTCCRA レジスタのコ

ンペアマッチでトグル出力、周期の終わりで出力保持とし、GTIOCnB 出力の設定は、初期出力は High、

GTCCRB レジスタのコンペアマッチでトグル出力、周期の終わりで出力保持とした例です。

図 18.68 非対称三角波 3 相相補 PWM 出力例（デッドタイム自動設定）

GTIOC0A出力端子

GTIOC0B出力端子

GTIOC1A出力端子

GTIOC1B出力端子

GTIOC2A出力端子

GTIOC2B出力端子

GPT0.GTDVU GPT0.GTDVD

GPT1.GTDVU

GPT1.GTDVD

GPT2.GTDVU

GPT2.GTDVD 

GPT0.GTPR

GPT0.GTCCRC

GPT0.GTCNT

GPT0.GTCCRD

GPT1.GTPR

GPT1.GTCCRC

GPT1.GTCNT

GPT1.GTCCRD

GPT2.GTPR

GPT2.GTCCRC

GPT2.GTCNT

GPT2GTCCRD
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18.3.9 PWM 立ち上がり / 立ち下がりタイミング調整動作

GTIOCnA 端子、GTIOCnB 端子から出力する PWM 波形の立ち上がり / 立ち下がりタイミングをシステム

クロック（ICLK）の 32 分割の解像度で遅延させることができます（n：チャネル番号）。このときシステム

クロックは、80MHz 以上の設定としてください。

GTIOCnA 端子、GTIOCnB 端子から出力する PWM 波形の立ち上がり / 立ち下がりタイミングを変更する

場合、図 18.69 に示す手順に従って PWM 遅延生成回路を初期化してください。

図 18.69 PWM 遅延生成回路の初期化フローチャート例

システムクロック(ICLK)が80MHz以上になるよう
SCKCR.ICK[3:0]ビットを設定

初期設定

GPTn.GTDLYCR.DLLEN = 1

20μ s待つ

SCKCR.ICK[3:0]ビットの設定をICLK周波数が
1/2以下になるように再設定

4μ s待つ

システムクロック(ICLK)が80MHz以上になるよう
SCKCR.ICK[3:0]ビットを設定

GPTn.GTDLYCR.DLYRST = 1

初期設定終了

DLLイネーブル

PWM遅延生成回路リセット

PWM遅延生成回路有効

n = 0～3

GPTn.GTDLYCR.DLYRST = 0

GPTn.GTDLYCR.DLYEN = 1
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PWM 遅延生成回路は「18.3.3　PWM 出力動作モード」記載の PWM 出力に対して立ち上がり / 立ち下が

りタイミングにシステムクロック（ICLK）の 32 分割の解像度で遅延を付加することができます。

GTDLYRA レジスタ、GTLDYRB レジスタ、GTDLYFA レジスタ、GTDLYFB レジスタに遅延値を設定しま

す。設定した遅延値は「18.3.10　GTDLYRA レジスタ、GTLDYRB レジスタ、GTDLYFA レジスタ、 

GTDLYFB レジスタの設定値転送タイミング」記載のタイミングで PWM 出力に反映されます。GTDLYRA

レジスタ、GTLDYRB レジスタ、GTDLYFA レジスタ、GTDLYFB レジスタと対応する PWM 出力関係を表

18.6 に示します。

PWM 遅延生成回路を使用することで PWM 出力の立ち上がり / 立ち下がりタイミングをシステムクロッ

ク（ICLK）の 32 分割の解像度で制御することができます。PWN 遅延生成回路を使用しない場合、PWM 出

力波形周期はタイマカウンタの解像度（=ICLK）での制御ですが、PWM 遅延生成回路を使用することで 32

倍の解像度で制御することができます。また PWM 波形の High/Low 出力期間もシステムクロック（ICLK）

の 32 倍の解像度で制御することができます。

PWM 遅延生成回路は、4 チャネルすべてに搭載しており、チャネル毎に有効 / 無効の設定が可能です。

18.3.10 GTDLYRA レジスタ、GTLDYRB レジスタ、GTDLYFA レジスタ、

GTDLYFB レジスタの設定値転送タイミング

GTDLYRA レジスタ、GTLDYRB レジスタ、GTDLYFA レジスタ、GTDLYFB レジスタの設定値はテンポ

ラリレジスタに転送されてから GTIOCnA、GTIOCnB 出力の遅延量に反映されます (n=0 ～ 3)。設定値の転

送タイミングはのこぎり波の場合はオーバフロー（アップカウント時）またはアンダフロー（ダウンカウン

ト時）、三角波の場合は谷となります。

GTDLYRA レジスタの動作例を図 18.70 に、GTDLYFA レジスタの動作例を図 18.71 に示します。

表18.6 PWM出力端子と遅延設定対象レジスタ一覧

PWM出力端子名 立ち上がり遅延設定レジスタ名 立ち下がり遅延設定レジスタ名

GTIOC0A GPT0.GTDLYRA GPT0.GTDLYFA

GTIOC0B GPT0.GTDLYRB GPT0.GTDLYFB

GTIOC1A GPT1.GTDLYRA GPT1.GTDLYFA

GTIOC1B GPT1.GTDLYRB GPT1.GTDLYFB

GTIOC2A GPT2.GTDLYRA GPT2.GTDLYFA

GTIOC2B GPT2.GTDLYRB GPT2.GTDLYFB

GTIOC3A GPT3.GTDLYRA GPT3.GTDLYFA

GTIOC3B GPT3.GTDLYRB GPT3.GTDLYFB
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図 18.70 GTLDYRA レジスタの動作例（のこぎり波 PWM の場合）

図 18.71 GTLDYFA レジスタの動作例（三角波 PWM の場合）

GPT0.GTDLYRA.DLY b

0000h

GPT0.GTPR

GPT0.GTCNT値

c d

b ca

yyyy

レジスタ書き込み レジスタ書き込み レジスタ書き込み レジスタ書き込み

オーバーフローで
転送

オーバーフローで
転送

オーバーフローで
転送

b ca

テンポラリレジスタ

GTIOC0A出力

立ち上がり遅延量

GPT0.GTDLYＦA.DLY b

0000h

GPT0.GTPR

GPT0.GTCNT値

c d

b ca

yyyy

谷で転送 谷で転送

b ca

テンポラリレジスタ

GTIOC0A出力

立ち下がり遅延量

時間

谷で転送

レジスタ書き込み レジスタ書き込み レジスタ書き込み レジスタ書き込み
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18.4 割り込み要因

18.4.1 割り込み要因と優先順位

GPT の割り込み要因には、GTCCR レジスタのインプットキャプチャ／コンペアマッチ、GTCNT カウン

タのオーバフロー（GTPR レジスタのコンペアマッチ）／アンダフロー、デッドタイムエラー、LOCO カウ

ント機能割り込みの 4 種類があります。各割り込み要因は、それぞれ専用のステータスフラグと割り込み要

求発生の制御ビットがあり、割り込み要求の発生を独立に許可または禁止することができます。

割り込み要因が発生すると、GTST レジスタの対応するステータスフラグが “1” になります。このとき

GTINTAD レジスタの対応する割り込み要求許可／禁止ビットが “1” であれば、割り込みを要求します。

ただし、当該ステータスフラグが “1” の状態での割り込み要求は無視されますので、再度割り込みを可能

にするには該当するステータスフラグを “0” にしてください。

チャネル間の優先順位は、割り込みコントローラにより変更可能です。チャネル内の優先順位は固定で

す。詳細は「11.　割り込みコントローラ（ICU）」を参照してください。表 18.7 に GPT の割り込み要因の

一覧を示します。
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注 . リセット直後の初期状態について示しています。チャネル間の優先順位は割り込みコントローラにより変更可能です。

表18.7 GPTの割り込み要因

チャネル 名称 割り込み要因
割り込み
フラグ

DTC
起動

優先順位

0 GTCIA0 GPT0.GTCCRAのインプットキャプチャ／コンペアマッチ TCFA 可 高

低

GTCIB0 GPT0.GTCCRBのインプットキャプチャ／コンペアマッチ TCFB 可

GTCIC0 GPT0.GTCCRCのコンペアマッチ TCFC 可

GPT0.GTCCRDのコンペアマッチ TCFD

デッドタイムエラー DTEF

GTCIE0 GPT0.GTCCREのコンペアマッチ TCFE 可

GPT0.GTCCRFのコンペアマッチ TCFF

GTCIV0 GPT0.GTCNTのオーバフロー（GPT0.GTPRのコンペアマッチ） TCFPO 可

GPT0.GTCNTのアンダフロー TCFPU

LOCOI LOCOカウント機能割り込み LCNTのオーバフロー LISO 可

LOCOカウント値偏差超え LISD

LOCO分周クロック立ち上がり LISC

外部入力トリガ 外部トリガ立ち下がり入力 ETINF

外部トリガ立ち上がり入力 ETIPF

1 GTCIA1 GPT1.GTCCRAのインプットキャプチャ／コンペアマッチ TCFA 可

GTCIB1 GPT1.GTCCRBのインプットキャプチャ／コンペアマッチ TCFB 可

GTCIC1 GPT1.GTCCRCのコンペアマッチ TCFC 可

GPT1.GTCCRDのコンペアマッチ TCFD

デッドタイムエラー DTEF

GTCIE1 GPT1.GTCCREのコンペアマッチ TCFE 可

GPT1.GTCCRFのコンペアマッチ TCFF

GTCIV1 GPT1.GTCNTのオーバフロー（GPT1.GTPRのコンペアマッチ） TCFPO 可

GPT1.GTCNTのアンダフロー TCFPU

2 GTCIA2 GPT2.GTCCRAのインプットキャプチャ／コンペアマッチ TCFA 可

GTCIB2 GPT2.GTCCRBのインプットキャプチャ／コンペアマッチ TCFB 可

GTCIC2 GPT2.GTCCRCのコンペアマッチ TCFC 可

GPT2.GTCCRDのコンペアマッチ TCFD

デッドタイムエラー DTEF

GTCIE2 GPT2.GTCCREのコンペアマッチ TCFE 可

GPT2.GTCCRFのコンペアマッチ TCFF

GTCIV2 GPT2.GTCNTのオーバフロー（GPT2.GTPRのコンペアマッチ） TCFPO 可

GPT2.GTCNTのアンダフロー TCFPU

3 GTCIA3 GPT3.GTCCRAのインプットキャプチャ／コンペアマッチ TCFA 可

GTCIB3 GPT3.GTCCRBのインプットキャプチャ／コンペアマッチ TCFB 可

GTCIC3 GPT3.GTCCRCのコンペアマッチ TCFC 可

GPT3.GTCCRDのコンペアマッチ TCFD

デッドタイムエラー DTEF

GTCIE3 GPT3.GTCCREのコンペアマッチ TCFE 可

GPT3.GTCCRFのコンペアマッチ TCFF

GTCIV3 GPT3.GTCNTのオーバフロー（GPT3.GTPRのコンペアマッチ） TCFPO 可

GPT3.GTCNTのアンダフロー TCFPU
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(1) インプットキャプチャ／コンペアマッチ割り込み

各チャネルの GTCCR レジスタのインプットキャプチャ／コンペアマッチの発生により GTST レジスタの

対応するステータスフラグが “1” になります。このとき、GTINTAD レジスタの対応する割り込み許可ビッ

トが “1” であれば、割り込みを要求します。

(2) オーバフロー／アンダフロー（周期）割り込み

各チャネルの GTPR レジスタの設定によって割り込みの間隔が決まる周期割り込みを発生することができ

ます。

のこぎり波でアップカウント動作の場合は、GTCNT カウンタ値が GTPR レジスタと一致したとき（オー

バフロー）に GTST.TCFPO フラグが “1” の状態で、のこぎり波でダウンカウント動作の場合は、GTCNT カ

ウンタ値が “0” となったとき（アンダフロー）に GTST.TCFPU フラグが “1” になります。このとき、

GTINTAD.GTINTPR[1:0] ビットの対応するビットが “01b” か “10b” か “11b” に設定されていれば、GTCIV 割

り込みを要求します。

三角波の場合、GTCNT カウンタ値が GTPR レジスタと一致したとき（山）に GTST.TCFPO フラグが “1”

になり、GTCNT カウンタ値が “0” となったとき（谷）に GTST.TCFPU フラグが “1” になります。このとき、

GTINTAD.GTINTPR[1:0] ビットの対応するビットが “01b” か “10b” か “11b” に設定されていれば、GTCIV 割

り込みを要求します。

(3) LOCO カウント機能割り込み

LCCR レジスタの対応する割り込み許可ビットが “1” であれば、LOCO 分周クロックの立ち上がり検出、

LOCO カウント値偏差超え、LCNT カウンタのオーバフローの発生により、LCST レジスタの対応するス

テータスフラグが “1” になり、LOCOI 割り込みを要求します。

同様に、GTETRG 外部トリガ入力の立ち上がり検出、立ち下がり検出の発生により、GTETINT レジスタ

の対応するステータスフラグが “1” になります。このとき、GTETINT レジスタの対応する割り込み許可

ビットが “1” であれば、LOCOI 割り込みを要求します。
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(4) デッドタイムエラー割り込み

デッドタイムの自動設定がなされているとき、自動付加後のタイマ出力トグルポイントがタイマ周期を超

えると GTST.DTEF フラグが “1” になります。このとき、GTINTAD.EINT ビットが “1” であれば、LOCOI 割

り込みを要求します。

(5) 割り込み要因を同時使用する場合の注意事項

複数の割り込み要因を多重している割り込み GTCICn、GTCIEn、GTCIVn、LOCOI（n=0, 1, 2, 3）におい

て、ある要因（例えば、GTCICn の TCFC フラグ）により、ICUA の割り込み要求フラグ（IR フラグ）が

“1” なっている間に、ある要因（GTCICn の TCFC フラグ）と多重している別の要因（GTCICn の TCFD フラ

グ）の割り込み要求が発生しても、別の要因（GTCICn.TCFD フラグ）の割り込み要求は無視されます。

そのため、多重している複数の割り込み要因を同時に使用する場合は、割り込み処理ルーチンにおいて、

使用する割り込み要因のフラグをすべて確認し、アサートされている要因のフラグそれぞれに応じた処理を

行ってください。

表18.8 割り込み信号、割り込み許可ビット、ステータスフラグ

割り込み信号 割り込み許可 ステータス

GTCIV GTINTAD[7:6](GTINTPR[1:0] ) GTST[7] (TCFPU)

GTST[6] (TCFPO)

GTCIE GTINTAD[5] (GTINTF) GTST[5] (TCFF)

GTINTAD[4] (GTINTE) GTST[4] (TCFE)

GTCIC GTINTAD[11](EINT) GTST[11] (DTEF)

GTINTAD[3] (GTINTD) GTST[3] (TCFD)

GTINTAD[2] (GTINTC) GTST[2] (TCFC)

GTCIB GTINTAD[1] (GTINTB) GTST[1] (TCFB)

GTCIA GTINTAD[0] (GTINTA) GTST[0] (TCFA)

LOCOI LCCR[6] (LCINTO) LCST[2] (LISO)

LCCR[5] (LCINTD) LCST[1] (LISD)

LCCR[4] (LCINTC) LCST[0] (LISC)

GTETINT[1] (ETINEN) GTETINT[9] (ETINF)

GTETINT[0] (ETIPEN) GTETINT[8] (ETIPF)
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18.4.2 DTC の起動

各チャネルの割り込みによって、DTC を起動することができます。詳細は「11.　割り込みコントローラ

（ICU）」、「14.　データトランスファコントローラ（DTC）」を参照してください。

ただし、割り込み処理同様に、該当するスタータスフラグが “1” の状態での DTC 起動要求は無視されま

すので、再度 DTC 起動要求を可能にするには、該当するステータスフラグを “0” にしてください。

18.4.3 割り込み、A/D 変換要求の間引き機能

GTITC レジスタの設定により、GTCNT カウンタのオーバフロー（GTPR レジスタのコンペアマッチ）／

アンダフロー割り込み（GTCIV）を間引くことができます。また、他の割り込み、および A/D 変換要求を

GTCIV 割り込み間引き機能と連動して間引くことができます。ただし、デッドタイムエラー割り込みは

GTCIV 割り込み間引き機能と連動することはできません。なお、割り込みを間引いた場合は対応するス

テータスフラグの変化も間引かれ、ステータスフラグが “1” になっている間も間引き機能は動作を続けま

す。

また、三角波で谷／山両方をカウントして間引く場合、間引き回数を奇数回に設定すると、間引きカウン

タの開始タイミングにより、谷のみ、もしくは山のみでの GTCIV 割り込み要求が発生しません。三角波で

谷／山両方をカウントして間引き、かつ、谷のみ、もしくは山のみでの GTCIV 割り込みを使用する場合は、

間引き回数を偶数に設定してください。

同様に、のこぎり波でカウント方向を変えながらオーバフロー／アンダフロー両方をカウントして間引く

場合、オーバフローのみ、もしくはアンダフローのみでの GTCIV 割り込み要求が発生しない場合がありま

す。のこぎり波でカウント方向を変えながらオーバフロー／アンダフロー両方をカウントして間引き、か

つ、オーバフローのみ、もしくはアンダフローのみでの GTCIV 割り込みを使用する場合は、間引き状態を

十分検討の上、使用してください。

なお、間引き回数を変更する場合は、間引き機能を一旦解除（GTITC.IVTC[1:0]=00b）してから行ってく

ださい。

間引き機能の動作例を図 18.72 ～図 18.77 に示します。
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図 18.72 割り込み間引き機能の動作例（三角波、山をカウントして間引き、間引き回数 2 の場合）

図 18.73 割り込み間引き機能の動作例（三角波、谷をカウントして間引き、間引き回数 3 の場合）
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間引かれる割り込み要求
↓



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 857 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 18.  汎用PWMタイマ（GPT/GPTa）

図 18.74 割り込み間引き機能の動作例（三角波、谷 / 山両方をカウントして間引き、間引き回数 4 の場合）

図 18.75 割り込み間引き機能の動作例
（三角波、谷 / 山両方をカウントして間引き、間引き回数 3、アップカウントで間引き開始の場合）

間引かれる割り込み要求
↓

山でのGTCIV割り込み要求

谷でのGTCIV割り込み要求

山/谷両方でのGTCIV
割り込み要求

アップカウント中に発生する
割り込み要求

ダウンカウント中に発生する
割り込み要求

アップカウント中/ダウンカウント中
両方で発生する割り込み要求

GTST.ITCNT[2:0]
（間引き回数カウンタ）

GTCNT値

GTPR

0000h 時間

山でのGTCIV割り込み要求

谷でのGTCIV割り込み要求

山/谷両方でのGTCIV
割り込み要求

アップカウント中に発生する
割り込み要求

ダウンカウント中に発生する
割り込み要求

アップカウント中/ダウンカウント中
両方で発生する割り込み要求

GTST.ITCNT[2:0]
（間引き回数カウンタ）

GTCNT値

GTPR

0000h

間引かれる割り込み要求

時間
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図 18.76 割り込み間引き機能の動作例
（三角波、谷 / 山両方をカウントして間引き、間引き回数 3、ダウンカウントで間引き開始の場合）

図 18.77 割り込み間引き機能の動作例
（のこぎり波でカウント方向を切替えながら動作、オーバフロー／アンダフロー両方をカウント
して間引き、間引き回数 4 の場合）

山でのGTCIV割り込み要求

谷でのGTCIV割り込み要求

山/谷両方でのGTCIV
割り込み要求

アップカウント中に発生する
割り込み要求

ダウンカウント中に発生する
割り込み要求

アップカウント中/ダウンカウント中
両方で発生する割り込み要求

GTST.ITCNT[2:0]
（間引き回数カウンタ）
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GTPR

GTCNT値

間引かれる割り込み要求

時間

オーバフローで発生する
割り込み要求

アンダフローで発生する
割り込み要求

オーバフロー/アンダフロー
両方で発生する割り込み要求

カウント中に発生する
割り込み要求

GTST.ITCNT[2:0]
（間引き回数カウンタ）

0000h

GTPR

GTCNT値

間引かれる割り込み要求

時間
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18.5 A/D 変換開始要求

GTCNT カウンタと GTADTRA レジスタ、GTADTRB レジスタのコンペアマッチで、A/D 変換開始要求を

発生させることができます。それぞれアップカウント時のみ、ダウンカウント時のみ、またはアップカウン

ト／ダウンカウント両方で A/D 変換開始要求を発生させることができます。

GTADTRA レジスタ、GTADTRB レジスタにはバッファレジスタがそれぞれ 2 本ずつあり、GTADTRA レ

ジスタと GTADTBRA レジスタ、GTADTDBRA レジスタを組み合わせたバッファ動作、GTADTRB レジスタ

と GTADTBRB レジスタ、GTADTDBRB レジスタを組み合わせたバッファ動作が可能です。

図 18.78 に A/D 変換開始要求の動作例を、図 18.79 に A/D 変換開始要求の動作設定例を示します。

図 18.78 A/D 変換開始要求の動作例

（三角波、ダブルバッファ動作、谷 / 山両方でバッファ転送、GTADTRA0 はアップカウント /
ダウンカウント両方で A/D 変換開始要求、GTADTRB0 はダウンカウントで A/D 変換開始要求

を発生の場合）

時間

レジスタ書き込み レジスタ書き込みレジスタ書き込み レジスタ書き込み

GTCNT値

GTPR

dddd
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0000h
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GTADTBRB

GTADTRA

GTADTRB
（AD変換要求）

GTADTRA
（AD変換要求）

dddd

dddd

dddd

aaaa

aaaa cccc

cccc
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bbbb

bbbb

bbbb

レジスタ書き込み レジスタ書き込み レジスタ書き込み

谷でバッファ転送谷でバッファ転送

谷でバッファ転送

谷でバッファ転送

谷でバッファ転送

山でバッファ転送

山でバッファ転送 山でバッファ転送

山でバッファ転送

谷でバッファ転送

谷でバッファ転送

谷でバッファ転送

谷でバッファ転送

山でバッファ転送

山でバッファ転送

山でバッファ転送

山でバッファ転送
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図 18.79 A/D 変換開始要求タイミング動作設定例

動作モード設定

GTCR.MD[2:0]ビットで動作モードを設定します。

（図18.75の例では100bもしくは101bもしくは110b（三角波PWMモード））

カウントクロックの選択

GTCR.TPCS[1:0]ビットでカウントクロックを選択します。

周期設定

GTPRレジスタに周期を設定します。

AD変換開始要求許可設定

GTINTADレジスタのADTRAUENビット、ADTRADENビット、

ADTRBUENビット、ADTRBDENビットにA/D変換開始要求の許可を設定します。

（図18.75の例ではADTRAUEN=1、ADTRADEN=1、ADTRBUEN=0、ADTRBDEN=1）

カウント動作開始
GTSTR.CSTビットを“1”にしてカウント動作を開始してください。
（図18.75の例ではGTSTR.CST0ビットが“1”）

カウンタ初期値設定

GTCNTレジスタに初期値を設定します。

バッファ動作設定

GTBERレジスタのADTTA[1:0]ビット、ADTTB[1:0]ビット、

ADTDAビット、ADTDBビットにバッファ動作を設定します。

（図18.75の例ではADTTA[1:0]=11b、ADTTB[1:0]=11b、ADTDA=1、ADTDB=1）

バッファ値設定

バッファ動作時は、1周期後（のこぎり波の場合、および三角波で（山）もしく

は（谷）でバッファ転送の場合）もしくは半周期後（三角波で（谷/山）両方で

バッファ転送の場合）のA/D変換開始要求ポイントをGTADTBRAレジスタ、

GTADTBRBレジスタに設定します。

ダブルバッファ動作時は、さらに、2周期後（のこぎり波の場合、および三角波

で（山）もしくは（谷）でバッファ転送の場合）もしくは1周期後（三角波で

（谷/山）両方でバッファ転送の場合）のA/D変換開始要求ポイントを

GTADTDBRAレジスタ、GTADTDBRBレジスタに設定します。

コンペアマッチ値設定

A/D変換開始要求ポイントをGTADTRAレジスタ、GTADTRBレジスタに設定

します。

周期ごとのバッファ値設定

バッファ動作時は、1周期後（のこぎり波の場合、および三角波で（山）もしく

は（谷）でバッファ転送の場合）もしくは半周期後（三角波で（谷/山）両方で

バッファ転送の場合）のA/D変換開始要求ポイントをGTADTBRAレジスタ、

GTADTBRBレジスタに設定します。

ダブルバッファ動作時は、2周期後（のこぎり波の場合、および三角波で（山）

もしくは（谷）でバッファ転送の場合）もしくは1周期後（三角波で（谷/山）

両方でバッファ転送の場合）のA/D変換開始要求ポイントをGTADTDBRA

レジスタ、GTADTDBRBレジスタに設定します。
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18.6 LOCO カウント機能

RX62TRX62G に内蔵されている独立ウォッチドッグタイマ（IWDT）専用低速オンチップオシレータ

（LOCO）の周期を計測することができます。この機能により、メインクロック発振周波数の異常検出が可

能です。

計測対象とする LOCO クロック（LOCO 分周クロック）は、LOCO クロックを 1 分周、16 分周、128 分

周、256 分周したクロックから選択でき、LOCO 分周クロックを計測するカウントクロックは、ICLK を 1

分周、2 分周、4 分周、8 分周したクロックから選択できます。

LOCO 分周クロックをカウントクロックで LCNT カウンタがカウントします。過去 16 回のカウント結果

が LCNT00 ～ LCNT15 レジスタに格納（ 新のカウント結果は LCNT00 に格納）されます。過去 16 回のカ

ウント結果の平均値を自動計算して LCNTA レジスタに格納します。

LOCO 分周クロックの立ち上がりを検出した場合、LOCO 分周クロック立ち上がり割り込み要求を発生す

ることができます。LOCO 分周クロック立ち上がり割り込み要求は間引くことができ、このとき、カウント

結果も間引くことができます。カウント結果（LCNT00 レジスタ値）が上限値／下限値を超えた場合、

LOCO 偏差超え割り込み要求を発生することができます。上限値／下限値は LCNTDU レジスタ／ LCNTDL

レジスタで設定でき、上限値は（LCNTA レジスタ値＋ LCNTDU レジスタ値）、下限値は（LCNTA レジスタ

値 -LCNTDL レジスタ値）となります。LOCO 分周クロックが遅くて LCNT カウンタがオーバフローした場

合、LCNT オーバフロー割り込み要求を発生することができます。なお、割り込みはすべて LOCOI 割り込

みとして出力されますので、割り込み発生後に各ステータスフラグを読み出して割り込み要因を判定してく

ださい。

LOCO カウント機能を使用する場合は、必ず独立ウォッチドッグタイマ（IWDT）を動作させてください。

表 18.9 に LOCO カウント機能の周期設定例を示します。

図 18.80 に LOCO カウント機能の動作例を、図 18.81 に設定例を示します。

表18.9 LOCOカウント機能の周期設定例

LOCO分周クロック カウントクロック 

カウント結果の
理想値LCCR.LPSC[1:0]

ビットの設定 
周波数 

LCCR.TPSC[1:0]
ビットの設定

周波数

（ICLK=100MHz時）

00（1 分周） 125KHz 00（1 分周） 100MHz 320h

01（16 分周） 7.81KHz 00（1 分周） 100MHz 3200h

10（128 分周） 976Hz 10（4 分周） 25MHz 6400h

11（256 分周） 488Hz 11（8 分周） 12.5MHz 6400h
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図 18.80 LOCO カウント機能の動作例

図 18.81 LOCO カウント機能の設定例

LOCO分周クロック

LCNT値

0000h

aaaa bbbb

LOCO分周クロックの立ち上がりを検出してカウンタクリア

LCNT00～LCNT15
の平均値

平均値

時間

cccc

平均値 平均値 平均値

LCNT00

LCNT01

LCNT02

LCNT15

LCNTA

aaaa bbbb cccc

aaaa bbbb

aaaa

LCNT00～LCNT15
の平均値

カウントクロックの選択

LCCR のLPSC[1:0]ビットでLOCO分周クロックを選択します。
また、LCCR のTPSC[1:0]ビットでカウントクロックを選択します。

IWDT設定

IWDTを動作させてください。（「20. 独立ウォッチドッグタイマ（IWDT）」を参照）

LCCR.LPSC[1:0]ビットを“00b”以外に設定する場合は、

IWDT.IWDTCR.CKS[3:0]ビットを“00xx”以外に設定してください。

カウント結果レジスタの初期化

LCNT00～LCNT15レジスタに初期値を設定してください。LCCR.LCNTSビットを“1”
にすると、LCNT00レジスタの値がLCNT01～LCNT15レジスタにもセットされます。

カウント動作開始

LCCR.LCNTEビット を“1”にしてください。LOCO分週クロックの立ち上がりを検出すると
カウント動作を開始します。
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LOCO 分周クロックは立ち上がり割り込み要求は間引くことができ、このときカウント結果も間引くこと

ができます。間引き回数は LCCR.LCTO[2:0] ビットで 7 回、15 回、127 回、255 回から選択できます。また、

カウント結果を間引くかどうかは LCCR.LCNTAT ビットで選択します。

図 18.82 にカウント結果は間引かない場合の動作例を、図 18.83 にカウント結果も間引く場合の動作例を

示します。

図 18.82 LOCO カウント間引き機能の動作例（間引き回数 7、カウント結果は間引かない場合）

図 18.83 LOCO カウント間引き機能の動作例（間引き回数 7、カウント結果も間引く場合）
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LOCO分周クロック
立ち上がり割り込み要求

0000h

LCNT値

時間

間引かれる割り込み要求

LCNT01

LCNT15

LCNTA

LOCO分周クロック

0000h

LCNT値

LOCO分周クロック

LCNT00

LCNT01

LCNT15

LCNTA

LOCO分周クロック
立ち上がり割り込み要求

間引かれる割り込み要求

カウント結果も間引き
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18.7 保護機能

18.7.1 レジスタの書き込み保護

レジスタへの誤書き込みを防ぐために、GTWP.WPn ビットの設定でレジスタへの書き込みをチャネルご

とに禁止することができます（n=0 ～ 3）。

書き込み禁止が可能なレジスタは、下記のとおりです。

GPTn.GTIOR、GPTn.GTINTAD、GPTn.GTCR、GPTn.GTBER、GPTn.GTUDC、GPTn.GTITC、

GPTn.GTST、GPTn.GTCNT、GPTn.GTCCRA、GPTn.GTCCRB、GPTn.GTCCRC、GPTn.GTCCRD、

GPTn.GTCCRE、GPTn.GTCCRF、GPTn.GTPR、GPTn.GTPBR、GPTn.GTPDBR、GPTn.GTADTRA、

GPTn.GTADTBRA、GPTn.GTADTDBRA、GPTn.GTADTRB、GPTn.GTADTBRB、GPTn.GTADTDBRB、

GPTn.GTONCR、GPTn.GTDTCR、GPTn.GTDVU、GPTn.GTDVD、GPTn.GTDBU、GPTn.GTDBD、

GPTn.GTSOS、GPTn.GTSOS、GPTn.GTSOTR

18.7.2 バッファ動作の抑止

バッファレジスタの書き込みがバッファ転送タイミングに間に合わない場合、GTBDR レジスタの設定で

バッファ動作を禁止することができます。バッファレジスタの書き込み前に GTBDR レジスタの対応する

ビットを “1”（バッファ動作禁止）にしておき、すべてのバッファレジスタの書き込み終了後に “0”（バッ

ファ動作許可）にすることで、バッファレジスタ書き込み中にバッファ転送条件が発生してもバッファ転送

を一時的に禁止することができます。

図 18.84 にバッファ動作の抑止動作例を示します。

図 18.84 バッファ動作の抑止動作例（三角波、ダブルバッファ動作、谷 / 山両方でバッファ転送の場合）
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18.7.3 GTIOC 端子出力のネゲート制御

システム異常時の保護のため、GTONCR レジスタの設定で GTIOC 端子出力をネゲート制御（非アクティ

ブレベル化）することができます。ネゲート制御要因としては、コンパレータ検出、GTETRG 端子入力、

GTONCR.SWN ビットへの書き込みの 3 種類があります。

図 18.85 に GTIOC 端子出力のネゲート制御動作例を示します。

なお、ネゲート制御が行われた場合、ネゲート制御要因が消滅しても同一周期内ではネゲート制御は解除

されず、次の周期で解除されます。

図 18.85 GTIOC 端子出力のネゲート制御動作例（のこぎり波でアップカウント、バッファ動作、アク

ティブレベルは “High”（GTCCRA コンペアマッチで High 出力、周期の終わりで Low 出力）
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0000h

GPT0.GTPR

GPT0.GTCNT値

レジスタ書き込み

aaaa

bbbb

cccc

オーバフローで
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オーバフローで
バッファ転送
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時間

GPT0.GTCCRA

ネゲート制御要因発生によりGTIOC端子
出力をネゲート（非アクティブレベル化）

ネゲート制御要因

GTIOC0A出力
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18.7.4 GTIOC 端子出力の出力保護機能

GTCCRA レジスタに異常値が設定（0<GTCCRA<GTPR の範囲外に設定）された場合に備え、三角波

PWM モードでデッドタイム自動設定（GTDTCR.TDE ビットが “1”）をしている場合、GTIOC 端子出力の出

力保護機能（抑止機能）が動作します。

出力保護機能の動作状態は、GTSOS.SOS[1:0] ビットを読むことにより確認することができます。

図 18.86 に出力保護機能の状態遷移を示します。

図 18.86 出力保護機能

(1) バッファ転送で GTCCRA が “0” である場合の出力保護機能

図 18.87、図 18.88 に谷のバッファ転送で GTCCRA が “0” である場合、図 18.89、図 18.90 に山のバッ

ファ転送で GTCCRA が “0” である場合の出力保護機能の動作例を示します。

図 18.87 谷のバッファ転送で GTCCRA が “0” である場合の出力保護機能の動作例

（谷のバッファ転送で 0<GTCCRA<GTPR に復帰、アクティブレベルは “Low” の場合）
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0＜GTCCRA＜GTPR
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またはカウント停止

またはGTDTCR.TDE＝0

通常状態（出力保護機能は非動作）
（GTSOS.SOS[1:0]=00b

谷のバッファ
転送で

GTCCRA≧
GTPR

山のバッファ
転送で

GTCCRA≧
GTPR

出力保護状態
（GTSOS.SOS[1:0]=01b）

出力保護状態
（GTSOS.SOS[1:0]=10b）

出力保護状態
（GTSOS.SOS[1:0]=11b）

①通常動作区間： 通常通りコンペアマッチによる出力トグル動作をします
②移行区間： 谷のタイミングでGTCCRA=0を検出した場合、出力保護機能の状態はGTSOS.SOS[1:0]=01bに移行し、次

の山まで出力のトグル動作を継続します
③出力保持区間： GTCCRA=0が続いている間は出力を保持します
④復帰区間： 谷のタイミングで0<GTCCRA<GTPRを検出した場合、出力保護機能の状態はGTSOS.SOS[1:0]=00bに移行

し、次の山まで出力保持を維持します
⑤通常動作区間： 通常通りコンペアマッチによる出力トグル動作をします
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図 18.88 谷のバッファ転送で GTCCRA が “0” である場合の出力保護機能の動作例

（山のバッファ転送で 0<GTCCRA<GTPR に復帰、アクティブレベルは “Low” の場合）

図 18.89 山のバッファ転送で GTCCRA が “0” である場合の出力保護機能の動作例

（谷のバッファ転送で 0<GTCCRA<GTPR に復帰、アクティブレベルは “Low” の場合）

①通常動作区間： 通常通りコンペアマッチによる出力トグル動作をします
②移行区間： 谷のタイミングでGTCCRA=0を検出した場合、出力保護機能の状態はGTSOS.SOS[1:0]=01bに移行し、次

の山まで出力のトグル動作を継続します
③出力保持区間： GTCCRA=0が続いている間は出力を保持します
④通常動作区間： 山のタイミングで0<GTCCRA<GTPRを検出した場合、出力保護機能の状態はGTSOS.SOS[1:0]=00bに移行

し、通常通りコンペアマッチによる出力トグル動作をします
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①通常動作区間： 通常通りコンペアマッチによる出力トグル動作をします
②移行区間： 谷のタイミングでGTCCRA=0を検出した場合、出力保護機能の状態はGTSOS.SOS[1:0]=01bに移行し、次

の山まで出力のトグル動作を継続します
③出力保持区間： GTCCRA=0が続いている間は出力を保持します
④復帰区間： 谷のタイミングで0<GTCCRA<GTPRを検出した場合、出力保護機能の状態はGTSOS.SOS[1:0]=00bに移行

し、次の山まで出力保持を維持します
⑤通常動作区間： 通常通りコンペアマッチによる出力トグル動作をします
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図 18.90  山のバッファ転送で GTCCRA が “0” である場合の出力保護機能の動作例

（山のバッファ転送で 0<GTCCRA<GTPR に復帰、アクティブレベルは “Low” の場合）

(2) 谷のバッファ転送で GTCCRA ≧ GTPR が設定された場合の出力保護機能

図 18.91、図 18.92 に谷のバッファ転送で GTCCRA ≧ GTPR が設定された場合の出力保護機能の動作例

を示します。

図 18.91 谷のバッファ転送で GTCCRA ≧ GTPR が設定された場合の出力保護機能の動作例

（谷のバッファ転送で 0<GTCCRA<GTPR に復帰、アクティブレベルは “Low” の場合）

①通常動作区間： 通常通りコンペアマッチによる出力トグル動作をします
②移行区間： 谷のタイミングでGTCCRA=0を検出した場合、出力保護機能の状態はGTSOS.SOS[1:0]=01bに移行し、次

の山まで出力のトグル動作を継続します
③出力保持区間： GTCCRA=0が続いている間は出力を保持します
④復帰区間： 山のタイミングで0<GTCCRA<GTPRを検出した場合、出力保護機能の状態はGTSOS.SOS[1:0]=00bに移行

し、通常通りコンペアマッチによる出力トグル動作をします
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①通常動作区間： 通常通りコンペアマッチによる出力トグル動作をします

②出力保持区間： 谷のタイミングでGTCCRA≧GTPRを検出した場合、出力保護機能の状態はGTSOS.SOS[1:0]=10bに移

行し、GTCCRA≧GTPRが続いている間は出力を保持します

③通常動作区間： 谷のタイミングで0<GTCCRA<GTPRを検出した場合、出力保護機能の状態はGTSOS.SOS[1:0]=00bに
移行し、通常通りコンペアマッチによる出力トグル動作をします
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図 18.92 谷のバッファ転送で GTCCRA ≧ GTPR が設定された場合の出力保護機能の動作例

（山のバッファ転送で 0<GTCCRA<GTPR に復帰、アクティブレベルは “Low” の場合）

(3) 山のバッファ転送で GTCCRA ≧ GTPR が設定された場合の出力保護機能

図 18.93、図 18.94 に山のバッファ転送で GTCCRA ≧ GTPR が設定された場合の出力保護機能の動作例

を示します。

図 18.93 山のバッファ転送で GTCCRA ≧ GTPR が設定された場合の出力保護機能の動作例

（山のバッファ転送で 0<GTCCRA<GTPR に復帰、アクティブレベルは “Low” の場合）

①通常動作区間： 通常通りコンペアマッチによる出力トグル動作をします
②出力保持区間： 谷のタイミングでGTCCRA≧GTPRを検出した場合、出力保護機能の状態はGTSOS.SOS[1:0]=10bに移行

し、GTCCRA≧GTPRが続いている間は出力を保持します
③復帰区間： 山のタイミングで0<GTCCRA<GTPRを検出した場合、出力保護機能の状態はGTSOS.SOS[1:0]=00bに移行

し、次の谷まで出力保持を維持します
④通常動作区間： 通常通りコンペアマッチによる出力トグル動作をします
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し、GTCCRA≧GTPRが続いている間は出力を保持します
③通常動作区間： 山のタイミングで0<GTCCRA<GTPRを検出した場合、出力保護機能の状態はGTSOS.SOS[1:0]=00bに移行

し、通常通りコンペアマッチによる出力トグル動作をします
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図 18.94 山のバッファ転送で GTCCRA ≧ GTPR が設定された場合の出力保護機能の動作例

（谷のバッファ転送で 0<GTCCRA<GTPR に復帰、アクティブレベルは “Low” の場合）

(4) 出力保護機能の注意事項

GTCCRA レジスタは 0<GTCCRA<GTPR の範囲内に設定された状態で、カウント動作を開始してくださ

い。

出力保護機能は、カウント動作中に GTCCRA レジスタに異常値が設定（0<GTCCRA<GTPR の範囲外に設

定）された場合にも正相／逆相出力のうちどちらかが非アクティブ出力となるように機能しますが、

GTCCRA レジスタに異常値が設定された状態でカウント動作が開始された場合には正常に機能しません。

18.7.5 POE 機能による GTIOC 端子出力のハイインピーダンス制御

システム異常時の保護のため、ポートアウトプットイネーブル（POE）機能により、GTIOC 端子出力のハ

イインピーダンス制御が可能です。

詳細は、「17.　ポートアウトプットイネーブル 3 (POE3)」を参照してください。
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時間

①通常動作区間： 通常通りコンペアマッチによる出力トグル動作をします
②出力保持区間： 山のタイミングでGTCCRA≧GTPRを検出した場合、出力保護機能の状態はGTSOS.SOS[1:0]=11bに移行

し、GTCCRA≧GTPRが続いている間は出力を保持します
③復帰区間： 谷のタイミングで0<GTCCRA<GTPRを検出した場合、出力保護機能の状態はGTSOS.SOS[1:0]=00bに移行

し、次の山まで出力保持を維持します
④通常動作区間： 通常通りコンペアマッチによる出力トグル動作をします
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18.8 出力端子の初期化方法

18.8.1 リセット後の端子設定

GPT のレジスタはリセット時に初期化されます。GTIOR レジスタと GTONCR.OAE, OBE ビットの設定を

行い GPT 機能を外部端子に出力した後、カウント動作を開始してください。

図 18.95 リセット後の端子設定例

18.8.2 動作中の異常などによる端子の初期化

GPT の動作中に異常などが発生して端子を初期化するまでの端子処理として、下記の方法があります。

（1）GTIOR レジスタの OAHLD ビット、OBHLD ビットを “1” にしておき、カウント動作停止時に出力を保

持

（2）GTIOR レジスタの OAHLD ビット、OBHLD ビットを “0” にし、GTIOR レジスタの OADFLT ビット、

OBDFLT ビットに任意の出力値を設定しておき、カウント動作停止時に任意の値を出力

（3）MTU3 と同様に、あらかじめ I/O ポートの DDR レジスタと DR レジスタで汎用出力ポート時に任意の

値を出力する設定をしておき、異常発生時に GTONCR レジスタの OAE ビット、OBE ビットを “0” に

して端子を汎用出力ポートとして任意の値を出力

（4）ポートアウトプットイネーブル 3（POE3）の POE 機能を使用し、出力をハイインピーダンス化

デッドタイムの自動設定を行っている場合は、カウント停止後に GTDTCR.TDE ビットをいったん “0” に

してください。

カウント動作停止時、GPT 以外の外部要因によって変化するレジスタ以外は変化しません。カウント動作

を再開すれば継続して動作します。

カウント動作を停止した場合は、各レジスタを初期化してからカウント動作を再開してください。
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GTIOR.GTIOB[5:0]の設定：初期出力“High”、周期の終わりで出力保持、コンペアマッチでトグル出力
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18.9 使用上の注意事項

18.9.1 モジュールストップ機能の設定

GPT は、モジュールストップコントロールレジスタにより、GPT の動作禁止／許可を設定することが可

能です。初期値では、GPT の動作は停止します。モジュールストップ状態を解除することにより、レジスタ

のアクセスが可能になります。詳細は、「9.　消費電力低減機能」を参照してください。

18.9.2 コンペアマッチ動作時の GTCCRn レジスタの設定（n ＝ A、B、C、D、E、F）

(1) 三角波 PWM モードでデッドタイムの自動設定を行っている場合

GTCCRA レジスタは、GTDVU ＜ GTCCRA、GTDVD ＜ GTCCRA、GTCCRA ＜ GTPR の範囲内に設定し

てください。

カウント動作中に GTCCRA ＝ 0 もしくは GTCCRA ≧ GTPR が設定されると出力保護機能が動作します。

カウント動作開始時は、GTCCRA レジスタを 0 ＜ GTCCRA ＜ GTPR の範囲内に設定した状態でカウント

動作を開始してください。0 ＜ GTCCRA ＜ GTPR の範囲外に設定された状態でカウント動作が開始された

場合には出力保護機能は正常に機能しません。

詳細は、「18.7.4　GTIOC 端子出力の出力保護機能」を参照してください。

(2) 三角波 PWM モードでデッドタイムの自動設定を行っていない場合

GTCCRA レジスタは、0 ＜ GTCCRA ＜ GTPR の範囲内に設定してください。GTCCRA ＝ 0 もしくは

GTCCRA ＝

GTPR が設定されると、周期内で発生するコンペアマッチは、GTCCRA ＝ 0 もしくは GTCCRA ＝ GTPR

が成立したときのみとなります。また、GTCCRA ＞ GTPR が設定されると、コンペアマッチは発生しませ

ん。

同様に、GTCCRB レジスタは、0 ＜ GTCCRB ＜ GTPR の範囲内に設定してください。GTCCRB ＝ 0 もし

くは

GTCCRB ＝ GTPR が設定されると、周期内で発生するコンペアマッチは、GTCCRB ＝ 0 もしくは

GTCCRB ＝ GTPR が成立したときのみとなります。また、GTCCRB ＞ GTPR が設定されると、コンペア

マッチは発生しません。

(3) のこぎり波ワンショットパルスモードでデッドタイムの自動設定を行っている場合

GTCCRC レジスタ、GTCCRD レジスタは、以下の制約を満たすように設定してください。制約を満たさ

ない場合はデッドタイムを確保した正常な出力波形が得られない場合があります。

 アップカウント時：GTCCRC ＜ GTCCRD、GTCCRC ＞ GTDVU、GTCCRD ＜ GTPR － GTDVD

 ダウンカウント時：GTCCRC ＞ GTCCRD、GTCCRC ＜ GTPR － GTDVU、GTCCRD ＞ GTDVD
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(4) のこぎり波ワンショットパルスモードでデッドタイムの自動設定を行っていない場合

GTCCRC レジスタ、GTCCRD レジスタは、以下の制約を満たすように設定してください。制約を満たさ

ない場合は、コンペアマッチが２回発生せず、パルス出力が得られません。

 アップカウント時：0 ＜ GTCCRC ＜ GTCCRD ＜ GTPR

 ダウンカウント時：GTPR ＞ GTCCRC ＞ GTCCRD ＞ 0

同様に、GTCCRE レジスタ、GTCCRF レジスタは、以下の制約を満たすように設定してください。制約

を満たさない場合はコンペアマッチが２回発生せず、パルス出力が得られません。

 アップカウント時：0 ＜ GTCCRE ＜ GTCCRF ＜ GTPR

 ダウンカウント時：GTPR ＞ GTCCRE ＞ GTCCRF ＞ 0

(5) のこぎり波 PWM モードの場合

GTCCRA レジスタは、0 ＜ GTCCRA ＜ GTPR の範囲内に設定してください。GTCCRA ＝ 0 もしくは

GTCCRA ＝ GTPR が設定されると、周期内で発生するコンペアマッチは、GTCCRA ＝ 0 もしくは GTCCRA

＝ GTPR が成立したときのみとなります。また、GTCCRA ＞ GTPR が設定されると、コンペアマッチは発

生しません。

同様に、GTCCRB レジスタは、0 ＜ GTCCRB ＜ GTPR の範囲内に設定してください。GTCCRB ＝ 0 もし

くは

GTCCRB ＝ GTPR が設定されると、周期内で発生するコンペアマッチは、GTCCRB ＝ 0 もしくは

GTCCRB ＝ GTPR が成立したときのみとなります。また、GTCCRB ＞ GTPR が設定されると、コンペア

マッチは発生しません。

18.9.3 タイマの安全な停止方法

GTSTR レジスタの書き込みによるタイマの停止と GPT のコンペアマッチ割り込みのタイミングが競合し

た場合、 GTSTR レジスタの書き込み後に割り込みが発生する場合があります。

以下の手順でタイマの停止を行うと、停止後にコンペアマッチ割り込みが発生することがなく、安全にタ

イマを停止させることができます。

（1）ICU の割り込み要求許可レジスタ ( IER15 ～ IER18) で割り込み要求を禁止にする

（2）GPT の割り込み出力設定レジスタ (GTINTAD）で割り込み要求を禁止にする

（3）GTSTR レジスタの CSTn ビットを “0” にする

18.9.4 LOCO カウント機能使用時の消費電力低減機能の設定

LOCO カウント動作中に、モジュールストップコントロールレジスタまたはスタンバイコントロールレジ

スタにより GPT の動作を停止してから再開する場合、GPT の動作を停止する前に LCCR.LCNTE=0 を設定し

て LOCO カウントを停止し、GPT の動作を再開した後で LCCR.LCNTE=1 を設定して LOCO カウントを再

開してください。モジュールストップコントロールレジスタとスタンバイコントロールレジスタの詳細は、

「9.　消費電力低減機能」を参照してください。
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18.9.5 PWM 遅延生成回路の遅延値設定に関する注意事項

コンペアマッチにより PWM 出力波形をトグルさせて PWM 遅延生成回路で PWM 出力波形を遅延させる

場合、コンペアマッチ値が下表に示す範囲にあるときは遅延設定値を変更しないでください。設定値変更の

タイミング制約は生じる対象レジスタは GTDLYFA レジスタ、GTDLYRA レジスタ、GTDLFB レジスタ、

GTDLYRB レジスタです。

例として、図 18.94 にのこぎり波ワンショットパルスモード（アップカウント）時の GTDLYFA レジスタ

設定タイミング制約を示します。GTCCRD ≧ GTPR-2 の場合は、GTDLYFA レジスタの設定値変更をしない

でください。

図 18.96 GTDLYFA レジスタ設定タイミング制約

レジスタ設定変更不可のタイミングで GTDLYFA レジスタ、GTDLYRA レジスタ、GTDLFB レジスタ、

GTDLYRB レジスタの設定値を変更した場合は、出力波形の変化タイミングが所定のタイミングからずれる

等、出力波形異常となる可能性はあるので、設定変更しないでください。

モード カウント方向 コンペアマッチ値

のこぎり波 アップカウント “GTPR-2” 以上

ダウンカウント “2” 以下

三角波 ダウンカウント “2” 以下

BTPR

GTCCROレジスタに

“GTPR-5”設定

GTCCROレジスタに

“GTPR-2”設定

GTDLYFAレジスタ

GTDOGnA端子

GTDLYFAレジスタ設定変更可 GTDLYFAレジスタ設定変更不可
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19. コンペアマッチタイマ（CMT）
RX62T グループ、RX62G グループは、2 チャネルの 16 ビットタイマにより構成されるコンペアマッチタ

イマ（CMT）を 2 ユニット（ユニット 0、ユニット 1）、合計 4 チャネル内蔵しています。CMT は、16 ビッ

トのカウンタを持ち、設定した周期ごとに割り込みを発生させることができます。

19.1 概要

表 19.1 に CMT の仕様を示します。

図 19.1 に CMT（ユニット 0）のブロック図を示します。2 チャネルの CMT で 1 ユニットを構成し、ユ

ニット 0 とユニット 1 は同じ仕様です。

図 19.1 CMT（ユニット 0）のブロック図

表19.1 CMTの仕様

項目 機能

カウントクロック  4種類の内部クロック
PCLK/8、PCLK /32、PCLK /128、PCLK /512の中から各チャネル個々に選択可能

割り込み コンペアマッチ割り込みを各チャネル個々に要求することが可能

消費電力低減機能 ユニットごとにモジュールストップ状態への設定が可能

C
M
C
R

C
M
C
O
R

比
較
器

C
M
C
N
T

制御回路 クロック選択

モジュールバス

CMI0
PCLK/32 PCLK/512

PCLK/128PCLK/8

制御回路 クロック選択

バス
インタフェース

CMI1
PCLK/32 PCLK/512

PCLK/128PCLK/8

C
M
S
T
R
0

C
M
C
R

C
M
C
O
R

比
較
器

C
M
C
N
T

内
部
バ
ス

CMSTR0 ：コンペアマッチタイマスタートレジスタ0

CMCR ：コンペアマッチタイマコントロールレジスタ

CMCOR ：コンペアマッチタイマコンスタントレジスタ

CMCNT ：コンペアマッチタイマカウンタ

CMI ：コンペアマッチ割り込み
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19.2 レジスタの説明

表 19.2 に CMT のレジスタ一覧を示します。

表19.2 CMTのレジスタ一覧

ユニット チャネル レジスタ名 シンボル
リセット後

の値
アドレス

アクセス

サイズ

ユニット0 CMT コンペアマッチタイマスタートレジスタ0 CMSTR0 0000h 0008 8000h 16

CMT0 コンペアマッチタイマコントロールレジスタ CMCR 00x0h 0008 8002h 16

コンペアマッチタイマカウンタ CMCNT 0000h 0008 8004h 16

コンペアマッチタイマコンスタントレジスタ CMCOR FFFFh 0008 8006h 16

CMT1 コンペアマッチタイマコントロールレジスタ CMCR 00x0h 0008 8008h 16

コンペアマッチタイマカウンタ CMCNT 0000h 0008 800Ah 16

コンペアマッチタイマコンスタントレジスタ CMCOR FFFFh 0008 800Ch 16

ユニット1 CMT コンペアマッチタイマスタートレジスタ1 CMSTR1 0000h 0008 8010h 16

CMT2 コンペアマッチタイマコントロールレジスタ CMCR 00x0h 0008 8012h 16

コンペアマッチタイマカウンタ CMCNT 0000h 0008 8014h 16

コンペアマッチタイマコンスタントレジスタ CMCOR FFFFh 0008 8016h 16

CMT3 コンペアマッチタイマコントロールレジスタ CMCR 00x0h 0008 8018h 16

コンペアマッチタイマカウンタ CMCNT 0000h 0008 801Ah 16

コンペアマッチタイマコンスタントレジスタ CMCOR FFFFh 0008 801Ch 16
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19.2.1 コンペアマッチタイマスタートレジスタ 0（CMSTR0）

CMSTR0 レジスタは、CMT0.CMCNT カウンタ、CMT1.CMCNT カウンタの動作開始、停止の設定を行う

レジスタです。

STR0 ビット（カウントスタート 0 ビット）

CMT0.CMCNT カウンタを動作させるか、停止させるかを選択します。

STR1 ビット（カウントスタート 1 ビット）

CMT1.CMCNT カウンタを動作させるか、停止させるかを選択します。

アドレス 0008 8000h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — — — — — — — — STR1 STR0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 STR0 カウントスタート0 0：CMT0.CMCNTカウンタのカウント動作停止

1：CMT0.CMCNTカウンタのカウント動作開始

R/W

b1 STR1 カウントスタート1 0：CMT1.CMCNTカウンタのカウント動作停止

1：CMT1.CMCNTカウンタのカウント動作開始

R/W

b15-b2 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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19.2.2 コンペアマッチタイマスタートレジスタ 1（CMSTR1）

CMSTR1 レジスタは、CMT2.CMCNT カウンタ、CMT3.CMCNT カウンタの動作開始、停止の設定を行う

レジスタです。

STR2 ビット（カウントスタート 2 ビット）

CMT2.CMCNT カウンタを動作させるか、停止させるかを選択します。

STR3 ビット（カウントスタート 3 ビット）

CMT3.CMCNT カウンタを動作させるか、停止させるかを選択します。

アドレス 0008 8010h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — — — — — — — — STR3 STR2

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 STR2 カウントスタート2 0：CMT2.CMCNTカウンタのカウント動作停止

1：CMT2.CMCNTカウンタのカウント動作開始

R/W

b1 STR3 カウントスタート3 0：CMT3.CMCNTカウンタのカウント動作停止

1：CMT3.CMCNTカウンタのカウント動作開始

R/W

b15-b2 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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19.2.3 コンペアマッチタイマコントロールレジスタ（CMCR）

CMCR レジスタは、カウントアップに用いられるクロックの設定を行うレジスタです。

CMCR レジスタの書き換えがコンペアマッチの発生と競合した場合、CMCR レジスタへの書き込みが無

視されます。詳細は「19.5.4　コンペアマッチタイマコントロールレジスタ（CMCR）書き替え時の注意事

項」を参照してください。

CKS[1:0] ビット（クロック選択ビット）

周辺モジュールクロック（PCLK）を分周して得られる 4 種類の内部クロックから CMCNT カウンタに入

力するカウントクロックを選択します。

CMSTRm.STRn ビット (m=0,1、n=0 ～ 3) を “1” にすると、CKS[1:0] ビットで選択されたカウントクロッ

クにより対応する CMCNT カウンタがカウントアップを開始します。

CMIE ビット（コンペアマッチ割り込み許可ビット）

CMCNT と CMCOR の値が一致したとき、コンペアマッチ割り込み（CMIn）(n=0 ～ 3) の発生を許可する

か禁止するかを選択します。

アドレス CMT0.CMCR 0008 8002h、 CMT1.CMCR 0008 8008h、CMT2.CMCR 0008 8012h、 CMT3.CMCR 0008 8018h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — — — CMIE — — — — CKS[1:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 x 0 0 0 0 0 0 0

x： 不定

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b1-b0 CKS[1:0] クロック選択ビット b1 b0

0 0：PCLK /8
0 1：PCLK /32
1 0：PCLK /128
1 1：PCLK /512

R/W

b5-b2 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b6 CMIE コンペアマッチ割り込み
許可ビット

0：コンペアマッチ割り込み（CMIn）を禁止
1：コンペアマッチ割り込み（CMIn）を許可

R/W

b7 — 予約ビット 読んだ場合、その値は不定です。書く場合、“1”としてください R/W

b15-b8 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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19.2.4 コンペアマッチタイマカウンタ（CMCNT）

CMCNT カウンタは、読み出し／書き込み可能な割り込み要求を発生させるためのアップカウンタです。

CMCR.CKS[1:0] ビットでカウントクロックを選択して、CMSTRm.STRn ビット (m=0,1、n=0 ～ 3) を “1”

にすると、カウントクロックによって CMCNT カウンタはカウントアップを開始します。

CMCNT カウンタの値が CMCOR レジスタの値と一致すると、CMCNT カウンタは “0000h” になります。

このとき、コンペアマッチ割り込み（CMIn）(n=0 ～ 3) が発生します。

CMCNT カウンタのカウント動作を停止した状態で、CMCNT カウンタ と CMCOR レジスタ を同じ値に設

定しないでください。詳細は「19.5.5　コンペアマッチタイマカウンタ（CMCNT）とコンペアマッチコン

スタントレジスタ（CMCOR）の注意事項」を参照してください。

19.2.5 コンペアマッチタイマコンスタントレジスタ（CMCOR）

CMCOR レジスタは、CMCNT カウンタとのコンペアマッチ周期を設定するレジスタです。

CMCNT カウンタのカウント動作を停止した状態で、CMCNT カウンタと CMCOR レジスタ を同じ値に設

定しないでください。詳細は「19.5.5　コンペアマッチタイマカウンタ（CMCNT）とコンペアマッチコン

スタントレジスタ（CMCOR）の注意事項」を参照してください。

アドレス CMT0.CMCNT 0008 8004h、CMT1.CMCNT 0008 800Ah、CMT2.CMCNT 0008 8014h、CMT3.CMCNT 0008 801Ah

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

アドレス CMT0.CMCOR 0008 8006h、CMT1.CMCOR 0008 800Ch、CMT2.CMCOR 0008 8016h、CMT3.CMCOR 0008 801Ch

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

リセット後の値 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1
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19.3 動作説明

19.3.1 周期カウント動作

CMCR.CKS[1:0] ビットでカウントクロックを選択し、CMSTRm.STRn ビット (m=0,1、n=0 ～ 3) を “1” に

すると、選択したカウントクロックによって CMCNT カウンタはカウントアップを開始します。

CMCNT カウンタの値が CMCOR レジスタの値と一致すると、CMCNT カウンタは “0000h” になります。

このとき、コンペアマッチ割り込み（CMIn）(n=0 ～ 3) が発生します。CMCNT カウンタは “0000h” から再

びカウントアップを再開します。CMCNT カウンタの動作を図 19.2 に示します。

図 19.2 CMCNT カウンタの動作

19.3.2 CMCNT カウンタのカウントタイミング

CMCR.CKS[1:0] ビットで、周辺モジュールクロック（PCLK）を分周した 4 種類の内部クロック（PCLK/

8、PCLK/32、PCLK/128、PCLK/512）からカウントクロックを選択できます。このときの CMCNT カウンタ

のカウントタイミングを図 19.3 に示します。

図 19.3 CMCNT カウンタのカウントタイミング

時間

CMCORのコンペアマッチでカウンタクリア
CMCNTの値

CMCOR

0000h

PCLK

カウント
クロック

CMCNT N N+1N-1
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19.4 割り込み

19.4.1 割り込み要因

CMT は、チャネルごとにコンペアマッチ割り込み（CMIn）(n=0 ～ 3) を持ち、それぞれ個々にベクタア

ドレスが割り当てられています。コンペアマッチ割り込みが発生すると、該当する割り込み要求が出力され

ます。

割り込み要求により CPU 割り込みを起動する場合、チャネル間の優先順位は割り込みコントローラの設

定により変更可能です。詳しくは「11.　割り込みコントローラ（ICU）」を参照してください。

19.4.2 コンペアマッチ割り込みの発生タイミング

CMCNT カウンタの値と CMCOR レジスタの値が一致したときに、コンペアマッチ割り込み（CMIn）

(n=0 ～ 3) が発生します。

コンペアマッチ信号は、一致した 後のステート（CMCNT カウンタが一致したカウント値を更新するタ

イミング）で発生します。したがって、CMCNT カウンタの値と CMCOR レジスタの値とが一致した後、カ

ウントクロックが発生するまでコンペアマッチ信号は発生しません。

コンペアマッチ割り込みの発生タイミングを図 19.4 に示します。

図 19.4 コンペマッチ割り込みの発生タイミング

表19.3 CMTの割り込み要因

名称 割り込み要因 割り込みステータスフラグ DTCの起動

CMI0 CMT0.CMCNTとCMT0.CMCORのコンペアマッチ ICU.IR028.IR 可能

CMI1 CMT1.CMCNTとCMT1.CMCORのコンペアマッチ ICU.IR029.IR 可能

CMI2 CMT2.CMCNTとCMT2.CMCORのコンペアマッチ ICU.IR030.IR 可能

CMI3 CMT3.CMCNTとCMT3.CMCORのコンペアマッチ ICU.IR031.IR 可能

PCLK

カウントクロック

CMCNT

CMCOR

割り込み信号

N

N

0000h

コンペアマッチ信号
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19.5 使用上の注意事項

19.5.1 モジュールストップ機能の設定

モジュールストップコントロールレジスタにより、CMT の動作禁止／許可を設定することが可能です。

初期値では、CMT の動作は停止します。モジュールストップ状態を解除することにより、レジスタのアク

セスが可能になります。詳細は「9.　消費電力低減機能」を参照してください。

19.5.2 コンペアマッチタイマカウンタ（CMCNT）への書き込みとコンペアマッチの

競合

CMCNT カウンタへの書き込み中にコンペアマッチ信号が発生すると、CMCNT カウンタへの書き込みは

行われず CMCNT カウンタのクリアが優先されます。このタイミングを図 19.5 に示します。

図 19.5 CMCNT カウンタへの書き込みとコンペアマッチの競合

19.5.3 コンペアマッチタイマカウンタ（CMCNT）への書き込みとカウントアップの

競合

CMCNT カウンタへの書き込み中にカウントアップが発生しても、CMCNT カウンタはカウントアップさ

れずに CMCNT カウンタへの書き込みが優先されます。このタイミングを図 19.6 に示します。

図 19.6 CMCNT カウンタへの書き込みとカウントアップの競合

0000hNCMCNT

コンペアマッチ信号

内部ライト信号

PCLK

CMCNTへの書き込み

CMCNT書き込みデータ

CMCNTへの書き込み

PCLK

内部ライト信号

カウントクロック

CMCNT MN
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19.5.4 コンペアマッチタイマコントロールレジスタ（CMCR）書き替え時の注意事項

CMCR レジスタの書き換えがコンペアマッチの発生と競合した場合、CMCR レジスタへの書き込みが無

視されます。そのため CMCR レジスタへの書き込み後、CMCR レジスタを読み出して、書き込みデータが

正しく書き込まれていることを確認してください。書き込みデータが正しく書き込まれていない場合、再度

CMCR レジスタへの書き込みを実施してください。

なお、CMCR レジスタのビット 7 は読み出し値が不定のため、書き込みデータと比較する際には注意して

ください。

19.5.5 コンペアマッチタイマカウンタ（CMCNT）とコンペアマッチコンスタントレ

ジスタ（CMCOR）の注意事項

CMCNT カウンタのカウント動作を停止した状態で、CMCNT カウンタと CMCOR レジスタを同じ値に設

定しないでください。

CMCNT カウンタのカウント動作を停止した状態で CMCNT カウンタと CMCOR レジスタを同じ値にした

場合、カウンタ停止状態にもかかわらずコンペアマッチが発生します。このとき、コンペアマッチ割り込み

許可ビット（CMCR.CMIE ビット）が “1”（許可）になっていると、コンペアマッチ割り込みが発生します。

なお、CMCNT カウンタはコンペアマッチ割り込みの禁止 / 許可にかかわらず、CMCOR レジスタの値と

の一致によるコンペアマッチが発生すると “0000h” に自動クリアされます。
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20. ウォッチドッグタイマ（WDT）
ウォッチドッグタイマ（WDT）は 8 ビットタイマで、システムの暴走などによりカウンタの値が書き換

えられずにオーバフローすると外部にオーバフロー信号（WDTOVF#）を出力します。同時に、LSI 内部を

リセットすることができます。

ウォッチドッグタイマとして使用しない場合は、インターバルタイマとして使用することもできます。イ

ンターバルタイマとして動作しているときは、カウンタがオーバフローするごとにインターバルタイマ割り

込みが発生します。

20.1 概要

表 20.1 にウォッチドッグタイマの仕様を示します。

図 20.1 にウォッチドッグタイマのブロック図を示します。

表20.1 WDTの仕様

項目 内容

カウントクロック PCLK/4、PCLK/64、PCLK/128、PCLK/512、PCLK/2048、PCLK/8192、PCLK/32768、
PCLK/131072

チャネル数 8ビット×1チャネル

カウントクリア TCNTへの書き込み

動作モード ウォッチドッグタイマモード、インターバルタイマモードの切り替え

ウォッチドッグタイマモード カウンタがオーバフローすると、外部にWDTOVF#信号を出力、
同時にLSI内部をリセットするかどうかを選択可能

インターバルタイマモード カウンタがオーバフローすると、インターバルタイマ割り込み（WOVI）が発生
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図 20.1 WDT のブロック図

表 20.2 に WDT で使用する入出力端子を示します。

表20.2 入出力端子

端子名 入出力 機　　　能

WDTOVF# 出力 ウォッチドッグタイマモード時のカウンタオーバフロー信号出力

WOVI
（割り込み要求信号）

内部リセット信号（注1）

WDTOVF#

TCSR

TCNT

RSTCSR

：タイマコントロール／ステータスレジスタ

：タイマカウンタ

：リセットコントロール／ステータスレジスタ

注1. 内部リセット信号は、レジスタの設定により発生させることができます。

オーバフロー

RSTCSR TCNT TCSR

クロック

周辺バス

割り込み
コントロール

リセット
コントロール

クロック
選択

内
部
メ
イ
ン
バ
ス

内部クロック

PCLK/512

PCLK/128

PCLK/64

PCLK/4

PCLK/2048

PCLK/131072

PCLK/32768

PCLK/8192

周辺バス
インタフェース

WINB WINA

WINA ：ライトウィンドウAレジスタ

WINB ：ライトウィンドウBレジスタ

（オーバフロー信号）
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20.2 レジスタの説明

表 20.3 に WDT のレジスタ一覧を示します。

注1. 読み出し専用のレジスタです。

注2. 書き込み専用のレジスタです。

20.2.1 タイマカウンタ（TCNT）

TCNT カウンタは、内部クロックをカウントする 8 ビットのアップカウンタです。

TCNT カウンタは、TCSR.TME ビットを “0” にすると、“00h” に初期化されます。

読む場合には、8 ビット単位で読んでください。

ライトする場合には、WINA レジスタに対して 16 ビット単位で書いてください。

詳細は、「20.5.1　レジスタアクセス時の注意」を参照してください。

表20.3 WDTのレジスタ一覧

レジスタ名 シンボル リセット後の値 アドレス アクセスサイズ

タイマコントロール／ステータスレジスタ TCSR x8h 0008 8028h（注1） 8

タイマカウンタ TCNT 00h 0008 8029h（注1） 8

リセットコントロール /ステータスレジスタ RSTCSR 1Fh 0008 802Bh（注1） 8

ライトウィンドウAレジスタ WINA — 0008 8028h（注2） 16

ライトウィンドウBレジスタ WINB — 0008 802Ah（注2） 16

アドレス 0008 8029h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0
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20.2.2 タイマコントロール／ステータスレジスタ（TCSR）

TCSR レジスタは、TCNT カウンタに入力するクロック、モードの選択などを行うレジスタです。

読む場合には、8 ビット単位で読んでください。

書く場合には、WINA レジスタに対して 16 ビット単位で書いてください。

詳細は、「20.5.1　レジスタアクセス時の注意」を参照してください。

CKS[2:0] ビット（クロック選択ビット）

TCNT カウンタに入力するクロックを選択します。

TME ビット（タイマ許可ビット）

TCNT カウンタのカウントの開始、または停止を選択します。

“1” にすると TCNT カウンタがカウントを開始します。“0” にすると TCNT カウンタはカウント動作を停

止し、“00h” に初期化されます。

TMS ビット（タイマモード選択ビット）

ウォッチドッグタイマとして使用するか、インターバルタイマとして使用するかを選択します。

アドレス 0008 8028h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— TMS TME — — CKS[2:0]

リセット後の値 x 0 0 1 1 0 0 0

x： 不定

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b2-b0 CKS[2:0] クロック選択ビット b2     b0

0 0 0：PCLK/4（周期20.4s）
0 0 1：PCLK /64（周期326.4s）
0 1 0：PCLK /128（周期652.8s）
0 1 1：PCLK /512（周期2.6ms）
1 0 0：PCLK /2048（周期10.4ms）
1 0 1：PCLK /8192（周期41.8ms）
1 1 0：PCLK /32768（周期167.1ms）
1 1 1：PCLK /131072（周期668.5ms）
注 .　（ ）内は、PCLK = 50MHzのときのオーバフロー周期を表します

R/W

b4-b3 — 予約ビット 読むと“1”が読めます。書く場合、“1”としてください R/W

b5 TME タイマ許可ビット 0：TCNTカウンタはカウントを停止し、“00h”に初期化する
1：TCNTカウンタはカウントを開始

R/W

b6 TMS タイマモード選択ビット 0：インターバルタイマモード
TCNTカウンタがオーバフローしたとき、インターバルタイマ割り込

み（WOVI）を要求

1：ウォッチドッグタイマモード
TCNTカウンタがオーバフローしたとき、外部へWDTOVF#を出力

R/W

b7 — 予約ビット 読んだ場合、その値は不定です。書く場合、“1”としてください R/W
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20.2.3 リセットコントロール／ステータスレジスタ（RSTCSR）

注1. フラグをクリアするため、“0”のみ書けます。

RSTCSR レジスタは、TCNT カウンタのオーバフローによる内部リセット信号の発生を制御し、内部リ

セット信号の種類を選択するレジスタです。

RSTCSR レジスタは、RES# 端子からのリセット信号およびディープソフトウェアスタンバイリセットで

“1Fh” に初期化されます。ウォッチドッグタイマのオーバフローによる内部リセット信号では初期化されま

せん。

読む場合には、8 ビット単位で読んでください。

書く場合には、WINB レジスタに対して 16 ビット単位で書いてください。

詳細は、「20.5.1　レジスタアクセス時の注意」を参照してください。

RSTE ビット（リセット許可ビット）

ウォッチドッグタイマモードで、TCNT カウンタのオーバフローにより LSI 内部をリセットするかどうか

を選択します。

WOVF フラグ（ウォッチドッグタイマオーバフローフラグ）

ウォッチドッグタイマモードで、TCNT カウンタがオーバフローしたことを示します。インターバルタイ

マモードでは “1” になりません。

[“1” になる条件 ]

 ウォッチドッグタイマモードで、TCNT カウンタがオーバフロー（“FFh” → “00h”）したとき

[“0” になる条件 ]

 “1” を読んだ後、“0” を書いたとき

アドレス 0008 802Bh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

WOVF RSTE — — — — — —

リセット後の値 0 0 0 1 1 1 1 1

ビット ビット名 R/W 機能 R/W

b4-b0 — 予約ビット 読むと“1”が読めます。書く場合、“1”としてください R/W

b5 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b6 RSTE リセット許可ビット 0：ウォッチドッグタイマモードで、TCNTカウンタがオーバフローして

も、LSI内部はリセットされない
（WDTのTCNTカウンタ、TCSRレジスタはリセットされる）

1：ウォッチドッグタイマモードで、TCNTカウンタがオーバフローする
と、LSI内部がリセットされる

R/W

b7 WOVF ウォッチドッグタイマ
オーバフローフラグ

0：ウォッチドッグタイマモードで、TCNTカウンタのオーバフローの発
生なし

1：ウォッチドッグタイマモードで、TCNTカウンタのオーバフローの発
生あり

R/(W)
（注1）
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20.2.4 ライトウィンドウ A レジスタ（WINA）

WINA レジスタは、TCNT カウンタ、TCSR レジスタの値を書き換えるレジスタで、書き込み専用レジス

タです。

TCNT カウンタに書く場合と、TCSR レジスタに書く場合では、書き込み方法が異なります。詳細は、

「20.5.1　レジスタアクセス時の注意」を参照してください。

書く場合には、16 ビット単位で書いてください。

20.2.5 ライトウィンドウ B レジスタ（WINB）

WINB レジスタは、RSTCSR レジスタの値を書き換えるレジスタで、書き込み専用レジスタです。

RSTCSR.WOVF フラグに “0” を書く場合と、RSTCSR.RSTE ビットに書く場合では、書き込み方法が異な

ります。詳細は、「20.5.1　レジスタアクセス時の注意」を参照してください。

書く場合には、16 ビット単位で書いてください。

アドレス 0008 8028h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

リセット後の値 — — — — — — — — — — — — — — — —

アドレス 0008 802Ah

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

リセット後の値 — — — — — — — — — — — — — — — —
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20.3 動作説明

20.3.1 ウォッチドッグタイマモード

ウォッチドッグタイマモードとして使用するときは、TCSR.TMS ビットを “1”（ウォッチドッグタイマ

モード）、および TCSR.TME ビットを “1”（TCNT カウンタはカウントを開始）にしてください。

ウォッチドッグタイマとして動作しているとき、システムの暴走などにより TCNT カウンタの値が書き換

えられずオーバフローすると、WDTOVF# 信号が出力されます。システムが正常に動作している間は、

TCNT カウンタのオーバフローは発生しません。TCNT カウンタがオーバフローする前に必ず TCNT カウン

タの値を書き換えて（通常は “00h” を書く）、オーバフローが発生しないようにプログラムしてください。

更に、ウォッチドッグタイマモード時には、WDTOVF# 信号を用いて LSI 内部をリセットすることができま

す。

ウォッチドッグタイマモードで TCNT カウンタがオーバフローすると、RSTCSR.WOVF フラグが “1” にな

ります。また、RSTCSR.RSTE ビットを “1” にしておくと、TCNT カウンタがオーバフローしたときに、

WDTOVF# 信号の出力と同時に、LSI 内部をリセットする信号が発生します。RES# 端子からの入力信号に

よるリセットとウォッチドッグタイマのオーバフローによるリセットが同時に発生したときは、RES# 端子

によるリセットが優先され、RSTCSR.WOVF フラグは “0” になります。

WDTOVF# 信号は、RSTE ビットが “1” のとき PCLK で 257 ステート、RSTE ビットが “0” のとき PCLK

で 256 ステートの間出力されます。内部リセット信号は、PCLK で 1027 ステートの間出力されます。

RSTE ビットが “1” のときは内部をリセットする信号が発生し、システムクロックコントロールレジスタ

（SCKCR）がリセットされるため、PCLK の入力クロックに対する倍率は初期値になります。

RSTE ビットが “0” のときは内部をリセットする信号が発生せず、SCKCR レジスタの設定が保持されるた

め、PCLK の入力クロックに対する倍率は変化しません。

ウォッチドッグタイマモードで TCNT カウンタがオーバフローすると、WOVF フラグが “1” にセットされ

ます。また、RSTE ビットを “1” にしておくと、TCNT カウンタがオーバフローしたとき、LSI 全体に対し

て内部リセット信号を発生します。

図 20.2 ウォッチドッグタイマモード時の動作

TCNTの値

00h 時間

FFh

TMS＝1
TME＝1

TCNTに“00h”
を書く

WDTOVF#信号

内部リセット信号

注1. RSTCSR.RSTEビットを“1”にしておくと、
TCNTがオーバフローしたとき内部リセット信号が発生します。

注2. RSTCSR.RSTEビット＝0のときは、256ステートになります。

オーバフロー

TMS＝1
TME＝1

TCNTに“00h”
を書く

257ステート

1027ステート

(注1)

WDTOVF#と
内部リセットが発生

WOVF＝1

(注2)
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20.3.2 インターバルタイマモード

インターバルタイマとして使用するときは、TCSR.TMS ビットを “0”（インターバルタイマモード）に、

TCSR.TME ビットを “1”（TCNT カウンタはカウントを開始）にしてください。

インターバルタイマとして動作しているときは、TCNT カウンタがオーバフローするごとにインターバル

タイマ割り込み（WOVI）が発生します。したがって、一定時間ごとに割り込みを発生させることができま

す。

図 20.3 インターバルタイマモード時の動作

TCNTの値

00h 時間

FFh

TMS＝0
TME＝1

WOVI

オーバフロー オーバフロー オーバフロー オーバフロー

WOVI： インターバルタイマ割り込み要求発生

WOVI WOVI WOVI
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20.4 割り込み要因

インターバルタイマモード時、TCNT カウンタのオーバフローによってインターバルタイマ割り込み

（WOVI）が発生します。詳細は、「11.　割り込みコントローラ（ICU）」を参照してください。

表20.4 WDTの割り込み要因

名称 割り込み要因 DTCの起動 割り込みステータスフラグ

WOVI TCNTのオーバフロー 不可能 ICU.IR096.IR
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20.5 使用上の注意事項

20.5.1 レジスタアクセス時の注意

TCNT カウンタ、TCSR レジスタ、RSTCSR レジスタは、容易に書き換えられないように、書き込み方法

が一般のレジスタとは異なっています。

(1) TCNT カウンタ、TCSR レジスタ、RSTCSR レジスタへの書き込み

TCNT カウンタ、TCSR レジスタに書く場合は、ライトウインドウ A レジスタ（WINA）（0008 8028h）に

対して必ずワード転送命令を使用してください。TCNT カウンタへの書き込みと TCSR レジスタへの書き込

みは同一アドレスに割り当てられています。このため、図 20.4 に示すように設定してください。

TCNT カウンタに書く場合は、上位バイトに “5Ah” を、下位バイトに TCNT カウンタに対する書き込みデー

タを設定して転送してください。

TCSR レジスタに書く場合は、上位バイトに “A5h” を、下位バイトに TCSR レジスタに対する書き込みデー

タを設定して転送してください。

RSTCSR レジスタに書く場合は、ライトウィンドウ B レジスタ（WINB）（0008 802Ah）に対してワード転

送命令を使用してください。

RSTCSR.WOVF フラグに “0” を書く場合と、RSTCSR.RSTE ビットに書く場合では、書き込み方法が異なり

ます。このため、図 20.4 に示すようにしてデータを転送してください。

WOVF フラグに “0” を書く場合は、図 20.4 に示すようにして上位バイトを “A5h”、下位バイト “00h” にし

て 16 ビット単位でデータを書いてください。このとき、RSTE ビットは影響を受けません。

RSTE ビットに書く場合は、図 20.4 に示す上位バイトを “5Ah”、下位バイトを RSTCSR レジスタ書き込み

データにして、16 ビット単位でデータを書いてください。このとき、WOVF フラグは影響を受けません。

図 20.4 TCNT カウンタ、TCSR レジスタ、RSTCSR レジスタへの書き込み

<TCNT書き込み時>

アドレス：0008 8028h（WINA） TCNT書き込みデータ5Ah

15 8 7 0

アドレス：0008 8028h（WINA）

<TCSR書き込み時>

TCSR書き込みデータA5h

15 8 7 0

<RSTCSR.RSTEビットへ書き込むとき>

アドレス：0008 802Ah（WINB） RSTCSR書き込みデータ5Ah

15 8 7 0

アドレス：

<RSTCSR.WOVFビットへ“0”を書き込むとき>

0008 802Ah（WINB） A5h 00h

15 8 7 0
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(2) TCNT カウンタ、TCSR レジスタ、RSTCSR レジスタからの読み出し

読み出しは、一般のレジスタと同様の方法で行うことができます。

TCSR レジスタはアドレス（0008 8028h）に、TCNT カウンタはアドレス（0008 8029h）に、RSTCSR レジ

スタはアドレス（0008 802Bh）に対して 8 ビット単位でアクセスをしてください。

図 20.5 TCNT カウンタ、TCSR レジスタ、RSTCSR レジスタからの読み出し

20.5.2 タイマカウンタ（TCNT）への書き込みとカウントアップの競合

TCNT カウンタへの書き込み中にカウントアップのためのクロックが入力されても、カウントアップされ

ずに TCNT カウンタへの書き込みが優先されます。これを図 20.6 に示します。

図 20.6 TCNT カウンタへの書き込みとカウントアップの競合

20.5.3 CKS[2:0] ビットの書き換え

ウォッチドッグタイマの動作中に TCSR.CKS[2:0] ビットを書き替えると、カウントアップが正しく行われ

ない場合があります。CKS[2:0] ビットを書き替えるときは、必ずウォッチドッグタイマを停止させてから

（TCSR.TME ビットを “0” にしてから）行ってください。

<RSTCSR読み出し時>

アドレス： 0008 802Bh（RSTCSR） RSTCSR読み出しデータ

7 0

アドレス： 0008 8029h（TCNT）

<TCNT読み出し時>

TCNT読み出しデータ

7 0

<TCSR読み出し時>

アドレス： 0008 8028h（TCSR） TCSR読み出しデータ

7 0

TCNT入力クロック

TCNT N M

TCNTカウンタへの書き込みデータ

PCLK

CPUによるTCNTカウンタへの書き込み
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20.5.4 ウォッチドッグタイマモードとインターバルタイマモードの切り替え

ウォッチドッグタイマの動作中にウォッチドッグタイマモードとインターバルタイマモードを切り替える

と、正しい動作が行われない場合があります。タイマモードの切り替えは、必ずウォッチドッグタイマを停

止させてから（TCSR.TME ビットを “0” にしてから）行ってください。

20.5.5 ウォッチドッグタイマモードでの内部リセット

ウォッチドッグタイマモード時に RSTCSR.RSTE ビットを “0” にしておくと、TCNT カウンタがオーバフ

ローしても LSI 内部をリセットしませんが、ウォッチドッグタイマの TCNT カウンタ、TCSR レジスタはリ

セットされます。

WDTOVF# 信号が Low を出力している期間は、TCNT カウンタ、TCSR レジスタ、RSTCSR レジスタへの

書き込みはできません。また、この期間は RSTCSR.WOVF フラグの読み出しも認識されません。そのため、

WOVF フラグのクリアは、WDTOVF# 信号が High になってから、RSTCSR レジスタを読み出し後、WOVF

フラグに “0” を書いてください。

20.5.6 WDTOVF# 信号によるシステムのリセット

WDTOVF# 信号を RES# 端子に入力すると、LSI を正しく初期化できません。WDTOVF# 信号は、RES# 端

子に論理的に入力しないでください。WDTOVF# 信号でシステム全体をリセットするときは、図 20.7 の示

すような回路で行ってください。

図 20.7 WDTOVF# 信号によるシステムのリセット回路例

20.5.7 ウォッチドッグタイマモードとソフトウェアスタンバイモードへの移行

ウォッチドッグタイマモードとして動作しているときは、スタンバイコントロールレジスタのソフトウェ

アスタンバイビット（SBYCR.SSBY）を “1”（WAIT 命令実行後、ソフトウェアスタンバイモードに移行）

にした状態で WAIT 命令を実行してもソフトウェアスタンバイモードには移行せず、スリープモードまたは

全モジュールクロックストップモードに移行します。

ソフトウェアスタンバイモードに移行させる場合は、ウォッチドッグタイマを停止させてから

（TCSR.TME ビットを “0” にしてから）、WAIT 命令を実行してください。

インターバルタイマモードとして動作している場合は、SSBY ビットを “1” にした状態で、WAIT 命令を

実行するとソフトウェアスタンバイモードに移行します。

詳細は「9.　消費電力低減機能」を参照してください。

リセット入力#

システム全体へのリセット信号#

RX62T

RES#

WDTOVF#
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21. 独立ウォッチドッグタイマ（IWDT）
独立ウォッチドッグタイマ（IWDT）は、プログラムの暴走を検知するために従来のウォッチドッグタイ

マ（WDT）とは独立して使用するウォッチドッグタイマです。

IWDT は 14 ビットのダウンカウンタを内蔵しており、ダウンカウンタのカウンタ値がアンダフローする

とシステムをリセットします。また、IWDT はリフレッシュ機能を有しています。

注 . IWDT を使用する場合は、アンダフローする前にリフレッシュしてください。詳細は「21.3.3　リフレッ

シュ動作」を参照してください。

21.1 概要

表 21.1 に IWDT の仕様を、図 21.1 に IWDT のブロック図を示します。

図 21.1 IWDT のブロック図

表21.1 IWDTの仕様

項目 内容

カウントクロック IWDTCLK、IWDTCLK/16、IWDTCLK/32、IWDTCLK/64、IWDTCLK/128、IWDTCLK/256

カウント動作 14ビットのダウンカウンタによるダウンカウント

カウント開始条件 ダウンカウンタのリフレッシュ（IWDTRRレジスタに00hを書いた後、FFhを書く）によりカウン

ト開始

カウント停止条件 リセット（ダウンカウンタ、レジスタは初期値に戻ります。）

アンダフロー発生時

IWDTリセット出力要因 ダウンカウンタがアンダフローしたとき

IWDTカウンタの読み出し IWDTSRレジスタを読むことで、ダウンカウンタのカウンタ値が読めます

カウントクロック

内部バス

IWDT制御回路 14ビットダウンカウンタ

PCLK

IWDTCLK

I
W
D
T
C
R

I
W
D
T
S
R

IWDTRR： IWDTリフレッシュレジスタ
IWDTCR： IWDTコントロールレジスタ
IWDTSR： IWDTステータスレジスタ

IWDTリセット出力

I
W
D
T
R
R

IWDTCLK

IWDTCLK/16

IWDTCLK/64

IWDTCLK/32

IWDTCLK/128

IWDTCLK/256

ク
ロ
ッ
ク
選
択
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21.2 レジスタの説明

表 21.2 に IWDT のレジスタ一覧を示します。

21.2.1 IWDT リフレッシュレジスタ（IWDTRR）

IWDTRR レジスタは、IWDT のダウンカウンタをリフレッシュするレジスタです。

IWDTRR レジスタに 00h を書いた後、FFh を書き込み（リフレッシュ動作）をすることにより、IWDT の

ダウンカウンタをリフレッシュします。ダウンカウンタはリフレッシュされると、IWDT コントロールレジ

スタ（IWDTCR）の TOPS[1:0] ビットで設定した値からダウンカウントを行います。

また、リセット解除後の 初のリフレッシュ動作により、IWDTCR.TOPS[1:0] ビットで設定した値からダ

ウンカウントを開始します。

00h を書いた後に FFh 以外を書いた場合、00h の書き込みは無効です。リフレッシュ動作を有効にするに

は、再度 00h を書いた後に FFh を書いてください。

読み出される値は 00h を書いた場合は 00h が、00h 以外の値を書いた場合は常に FFh となります。

表21.2 IWDTのレジスタ一覧 

レジスタ名 シンボル リセット後の値 アドレス アクセスサイズ

IWDTリフレッシュレジスタ IWDTRR FFh 0008 8030h 8

IWDTコントロールレジスタ IWDTCR 3303h 0008 8032h 16

IWDTステータスレジスタ IWDTSR 0000h 0008 8034h 16

アドレス 0008 8030h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

リセット後の値 1 1 1 1 1 1 1 1
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21.2.2 IWDT コントロールレジスタ（IWDTCR）

 

IWDTCR レジスタは、ダウンカウンタがアンダフローするまでのタイムアウト、およびカウントクロック

を設定するレジスタです。

IWDTCR レジスタへの書き込みは、リセット解除後から 初のリフレッシュ動作までの間に 1 回のみ可能

です。リフレッシュ動作（カウントスタート）後、または IWDTCR レジスタへの 2 回目以降の書き込みは、

IWDTCR レジスタへの書き込みがロックされるため書けません。

IWDTCR レジスタのロックは、IWDT へのリセット要因により解除されます。それ以外のリセット要因で

は解除されません。詳細は、「6.　リセット」を参照してください。

TOPS[1:0] ビット（タイムアウト選択ビット）

ダウンカウンタがアンダフローするまでのタイムアウトを CKS[3:0] ビットで設定したカウントクロック

を 1 サイクルとして、1024 サイクル／ 4096 サイクル／ 8192 サイクル／ 16384 サイクルから選択します。

リフレッシュ後、アンダフローするまでの時間（IWDTCLK 数）は、CKS[3:0] ビットと TOPS[1:0] ビット

の組み合わせにより決定します。

表 21.3 に CKS[3:0]、TOPS[1:0] ビットの設定とタイムアウト、および IWDTCLK 数の関係を示します。

アドレス 0008 8032h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — — CKS[3:0] — — TOPS[1:0]

リセット後の値 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 1

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b1-b0 TOPS[1:0] タイムアウト選択ビット b1  b0

0  0：1024サイクル（03FFh）
0  1：4096サイクル（0FFFh）
1  0：8192サイクル（1FFFh）
1  1：16384サイクル（3FFFh）

R/W

b3-b2 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b7-b4 CKS[3:0] クロック選択ビット  b7             b4

0  0  — —：IWDTCLK
0  1  0  0  ：IWDTCLK/16
0  1  0  1  ：IWDTCLK/32
0  1  1  0  ：IWDTCLK/64
0  1  1  1  ：IWDTCLK/128
1 ———  ：IWDTCLK/256

R/W

b9-b8 — 予約ビット 読むと “1”が読めます。書く場合、“1”としてください R/W

b11-b10 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b13-b12 — 予約ビット 読むと “1”が読めます。書く場合、“1”としてください R/W

b15-b14 — 予約ビット 読むと “0”読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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CKS[3:0] ビット（クロック選択ビット）

ダウンカウンタのカウントクロックを IWDTCLK、IWDTCLK/16、IWDTCLK/32、IWDTCLK/64、

IWDTCLK/128、IWDTCLK/256 から選択します。TOPS[1:0] ビットの設定と合わせて、IWDT のカウント期

間を IWDTCLK の 1024 ～ 4194304 クロックの間で設定できます。

表21.3 タイムアウト設定表

CKS[3:0] TOPS[1:0] カウントクロック
タイムアウト

（サイクル数）
IWDTCLK数

0 0 — —

0 0

IWDTCLK

1024 1024

0 1 4096 4096

1 0 8192 8192

1 1 16384 16384

0 1 0 0

0 0

IWDTCLK/16

1024 16384

0 1 4096 65536

1 0 8192 131072

1 1 16384 262144

0 1 0 1

0 0

IWDTCLK/32

1024 32768

0 1 4096 131072

1 0 8192 262144

1 1 16384 524288

0 1 1 0

0 0

IWDTCLK/64

1024 65536

0 1 4096 262144

1 0 8192 524288

1 1 16384 1048576

0 1 1 1

0 0

IWDTCLK/128

1024 131072

0 1 4096 524288

1 0 8192 1048576

1 1 16384 2097152

1 — — —

0 0

IWDTCLK256

1024 262144

0 1 4096 1048576

1 0 8192 2097152

1 1 16384 4194304
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21.2.3 IWDT ステータスレジスタ（IWDTSR）

IWDTSR レジスタは、ダウンカウンタのカウンタ値およびアンダフローの発生状態の確認を行うレジスタ

です。

IWDTSR レジスタは、IWDT へのリセット要因により初期化されます。それ以外のリセット要因では初期

化されません。詳細は、「6.　リセット」を参照してください。

CNTVAL[13:0] ビット（ダウンカウンタビット）

ダウンカウンタのカウンタ値を確認することができます。

UNDFF フラグ（アンダフローフラグ）

ダウンカウンタのアンダフローの発生状態を確認することができます。

読んだ値が “1” のとき、ダウンカウンタはアンダフローが発生した状態です。読んだ値が “0” のとき、ア

ンダフローは発生していません。

値をクリアするには、UNDFF フラグに “0” を書いてください。“1” 書き込みは無効です。

アドレス 0008 8034h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— UNDFF CNTVAL[13:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b13-b0 CNTVAL[13:0] ダウンカウンタビット ダウンカウンタのカウンタ値 R

b14 UNDFF アンダフローフラグ 1：アンダフロー
0：アンダフローなし

R/W

b15 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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21.3 動作説明

21.3.1 ダウンカウンタのカウント動作

リセット解除後、IWDTCR レジスタにカウントクロックの設定、タイムアウトの設定を行います。その

後、リフレッシュ動作でダウンカウンタに IWDTCR.TOPS[1:0] ビットで設定された値がセットされダウンカ

ウントを開始します。

以後、プログラムが正常に動作していてリフレッシュされている場合は、リフレッシュごとにカウンタ値

が再設定されダウンカウントを続けます。この間、IWDT はリセットを出力しません。しかし、プログラム

の暴走などによりダウンカウンタのリフレッシュが行えず、ダウンカウンタのアンダフローが発生した場

合、IWDT はリセットを出力します。

リセット出力後、ダウンカウンタは初期状態（ALL“0”）で保持されます。リセットから復帰した後は、

リフレッシュ動作を行なうことによりダウンカウントを開始します。

図 21.2 にダウンカウンタのカウント動作例を示します。

図 21.2 ダウンカウンタのカウント動作例

ダウンカウンタの値

100%

0%

25%

50%

75%

IWDTCR
レジスタ

① ② ②

レジスタ
書き込み有効

IWDT
リセット入力

カウンタ
リフレッシュ

カウント開始

アンダフロー
フラグ

IWDT
リセット出力

ステータスクリア

①：初期値
②：設定値

カウント開始アンダフロー

レジスタ
書き込み有効
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21.3.2 IWDT コントロールレジスタ書き込み制御

IWDT コントロールレジスタ（IWDTCR）への書き込みは、リセット解除後 1 回のみ可能です。

IWDTCR レジスタへ書き込みを行なうと、IWDT 内部のレジスタロック信号が “1” となり、以後 IWDTCR

レジスタへの書き込みをロックします。IWDT へのリセット要因により、ロックは解除されます。それ以外

のリセット要因では解除されません。詳細は、「6.　リセット」を参照してください。

図 21.3 に IWDTCR レジスタ書き込み制御波形を示します。

図 21.3 IWDTCR レジスタ書き込み制御波形

IWDT
リセット入力

PCLK

アドレス
バス

ライトデータ
バス

書き込み許可
信号

IWDTCR
レジスタ

レジスタ
ロック信号
（内部信号）

xxh 02h xxh 02h

xxxxh 3131h xxxxh 2013h

3131h3303h（初期値）

書き込み無効

書き込み可能期間
IWDTCRレジスタ　ロック期間

（書き込み無効期間）

3131h

xxh

xxxxh

3303h（初期値）
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21.3.3 リフレッシュ動作

IWDT の動作開始（ダウンカウント開始）、およびダウンカウンタのリフレッシュを行うためには、IWDT

リフレッシュレジスタ（IWDTRR）に対して 00h → FFh の順で書き込みを行います。それ以外の書き込み動

作は無効になります。したがって、リフレッシュ動作を正常に行うためには、再度 IWDTRR レジスタへ

00h → FFh の順で書いてください。

00ｈ → 00h の書き込み動作は無効ですが、その後 FFｈ を書くことにより 00h → FFh 順の書き込み動作が

有効となるので、00h → 00h → FFh の書き込み動作も有効になります。また、 初の書き込みが 00h 以外で

も同様に、その後 00h → FFｈ 順の書き込み動作で有効となります。

【リフレッシュ無効書き込み例】

 23h（00h 以外）→ FFh

 00h → 54h（FFh 以外）

 00h → AAh（FFh 以外）→ FFh

ダウンカウンタがリフレッシュされるタイミングは、IWDTRR レジスタに FFh を書き込み後、カウント

サイクル数で 大 4 サイクル必要となります（１サイクル間の IWDTCLK 数は、クロック選択ビット

（IWDTCR.CKS[3:0]）の設定値により異なります）。そのため、カウンタがアンダフローする 4 カウント前ま

でに、IWDTRR レジスタへの FFh 書き込みを完了してください。カウンタの値はダウンカウンタビット

（IWDTSR.CNTVAL[13:0]）で確認できます。

図 21.4 にカウントクロック：IWDTCLK の場合のリフレッシュ動作波形を示します。

図 21.4 リフレッシュ動作波形（IWDTCR.CKS[3:0]=“0000b”、IWDTCR.TOPS[1:0]=“11b”）
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00h00h 54h

00h FFh 00h

FFh
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リフレッシュ

FFh
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21.3.4 ステータスフラグ

アンダフローフラグ（IWDTSR.UNDFF）は、IWDT がリセットを出力した場合のリセット要因を保持し

ます。

リセット解除後に IWDTSR.UNDFF フラグを読むことで、リセット要因の発生状態を確認することができ

ます。

UNDFF フラグの値をクリアするには “0” を書いてください。“1” を書くことは無効です。

UNDFF フラグは、“0” にしなくても動作に影響を与えません。“0” にしない場合は、次に IWDT がリセッ

トを出力したときに古いリセット要因はクリアされ、新しいリセット要因が書き込まれます。

21.4 使用上の注意事項

21.4.1 消費電力低減機能への遷移における制限事項

IWDTCR レジスタへの書き込み、またはリフレッシュ動作により IWDT は使用状態になります。

IWDT が使用状態にあるとき、SBYCR.SSBY ビットを “1” にして WAIT 命令を実行してもソフトウェアス

タンバイモードには移行せず、スリープモードあるいは全モジュールクロックストップモードに移行しま

す。

なお、IWDT の使用状態は、IWDT へのリセット要因により解除されます。それ以外のリセット要因では

解除されません。詳細は、「6.　リセット」を参照してください。
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22. シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIb）
RX62T グループ、RX62G グループは独立した 3 チャネルのシリアルコミュニケーションインタフェース

（SCI：Serial Communication Interface）を内蔵しています。

SCI は、調歩同期式とクロック同期式のシリアル通信が可能です。

調歩同期式では Universal Asynchronous Receiver/Transmitter（UART）や、Asynchronous Communication 

Interface Adapter（ACIA）などの標準の調歩同期式通信用 LSI とのシリアル通信ができます。

この他、調歩同期式モードの拡張機能として、ISO/IEC 7816-3（Identification Card）に対応したスマート

カード（IC カード）インタフェース（SMCI）に対応しています。

22.1 概要

表 22.1 に SCI の仕様を示します。

図 22.1 に SCI0 ～ SCI2 のブロック図を示します。

表22.1 SCIの仕様

項目 内容

シリアル通信方式  調歩同期式

 クロック同期式

 スマートカードインタフェース

転送速度 ボーレートジェネレータ内蔵により任意のビットレートを設定可能

全二重通信 送信部：ダブルバッファ構成による連続送信が可能

受信部：ダブルバッファ構成による連続受信が可能

入出力端子 表22.2参照

データ転送 LSBファースト／MSBファースト選択可能

割り込み要因 送信終了、送信データエンプティ、受信データフル、受信エラー

消費電力低減機能 チャネルごとにモジュールストップ状態への設定が可能

調歩同期式モード データ長 7ビット／8ビット

送信ストップビット 1ビット／2ビット

パリティ機能 偶数パリティ／奇数パリティ／パリティなし

受信エラー検出機能 パリティエラー、オーバランエラー、フレーミングエラー

ブレーク検出 フレーミングエラー発生時、RXDn（n=0～2）端子のレベルを直接

読むことでブレークを検出可能

クロックソース 内部クロック／外部クロックの選択が可能

マルチプロセッサ

通信機能

複数のプロセッサ間のシリアル通信機能

ノイズ除去機能 RXDn（n=0～2）端子入力のノイズ除去が可能

スタートビット検出RxD端子のLowレベル／立ち下がりエッジ検出を選択可能

クロック同期式モード データ長 8ビット

受信エラーの検出 オーバランエラー

スマートカード

インタフェースモード

エラー処理 受信時パリティエラーを検出するとエラーシグナルを自動送出

送信時エラーシグナルを受信するとデータを自動再送信

データタイプ ダイレクトコンベンション／インバースコンベンションをサポート
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図 22.1 SCI0 ～ SCI2 のブロック図

表 22.2 に SCI/SMCI で使用する入出力端子を示します。

表22.2 SCI/SMCIの入出力端子

チャネル 端子名 入出力 機　　能

SCI0/SMCI0 SCK0 入出力 SCI0/SMCI0のクロック入出力端子

RXD0 入力 SCI0/SMCI0の受信データ入力端子

TXD0 出力 SCI0/SMCI0の送信データ出力端子

SCI1/SMCI1 SCK1 入出力 SCI1/SMCI1のクロック入出力端子

RXD1 入力 SCI1/SMCI1の受信データ入力端子

TXD1 出力 SCI1/SMCI1の送信データ出力端子

SCI2/SMCI2 SCK2 入出力 SCI2/SMCI2のクロック入出力端子

RXD2 入力 SCI2/SMCI2の受信データ入力端子

TXD2 出力 SCI2/SMCI2の送信データ出力端子

RXDn

TXDn

SCKn
外部クロック

PCLK

TEI

TXI

RXI

ERI

SCMR

SSR

SCR

SEMR

送受信
コントロール

BRRRDR

TSRRSR

パリティ発生

TDR

モジュールデータバス

ボーレート
ジェネレータ

PCLK/4

PCLK/16

PCLK/64

クロック

パリティチェック

RSR ：レシーブシフトレジスタ
RDR ：レシーブデータレジスタ
TSR ：トランスミットシフトレジスタ
TDR ：トランスミットデータレジスタ
SMR ：シリアルモードレジスタ
SCR ：シリアルコントロールレジスタ
SSR ：シリアルステータスレジスタ
SCMR ：スマートカードモードレジスタ
BRR ：ビットレートレジスタ
SEMR ：シリアル拡張モードレジスタ
NF ：ノイズ除去回路（調歩同期式モードで有効）

バ
ス
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス

内
部
デ
ー
タ
バ
ス

SMRNF



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 908 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 22.  シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIb）

22.2 シリアルコミュニケーションインタフェースモード

22.2.1 レジスタの説明

表 22.3 に SCI のレジスタ一覧を示します。

22.2.1.1 レシーブシフトレジスタ（RSR）

RSR レジスタは、RXDn 端子から入力されたシリアルデータをパラレルデータに変換するための受信用シ

フトレジスタです。

1 フレーム分のデータを受信すると、データは自動的に RDR レジスタへ転送されます。

CPU から直接アクセスすることはできません。

表22.3 SCIのレジスタ一覧

チャネル レジスタ名 シンボル リセット後の値 アドレス アクセスサイズ

SCI0 シリアルモードレジスタ SMR 00h 0008 8240h 8

ビットレートレジスタ BRR FFh 0008 8241h 8

シリアルコントロールレジスタ SCR 00h 0008 8242h 8

トランスミットデータレジスタ TDR FFh 0008 8243h 8

シリアルステータスレジスタ SSR 84h 0008 8244h 8

レシーブデータレジスタ RDR 00h 0008 8245h 8

スマートカードモードレジスタ SCMR F2h 0008 8246h 8

シリアル拡張モードレジスタ SEMR 00h 0008 8247h 8

SCI1 シリアルモードレジスタ SMR 00h 0008 8248h 8

ビットレートレジスタ BRR FFh 0008 8249h 8

シリアルコントロールレジスタ SCR 00h 0008 824Ah 8

トランスミットデータレジスタ TDR FFh 0008 824Bh 8

シリアルステータスレジスタ SSR 84h 0008 824Ch 8

レシーブデータレジスタ RDR 00h 0008 824Dh 8

スマートカードモードレジスタ SCMR F2h 0008 824Eh 8

シリアル拡張モードレジスタ SEMR 00h 0008 824Fh 8

SCI2 シリアルモードレジスタ SMR 00h 0008 8250h 8

ビットレートレジスタ BRR FFh 0008 8251h 8

シリアルコントロールレジスタ SCR 00h 0008 8252h 8

トランスミットデータレジスタ TDR FFh 0008 8253h 8

シリアルステータスレジスタ SSR 84h 0008 8254h 8

レシーブデータレジスタ RDR 00h 0008 8255h 8

スマートカードモードレジスタ SCMR F2h 0008 8256h 8

シリアル拡張モードレジスタ SEMR 00h 0008 8257h 8
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22.2.1.2 レシーブデータレジスタ（RDR）

RDR レジスタは、受信データを格納するための 8 ビットのレジスタです。

1 フレーム分のデータを受信すると、RSR レジスタから受信データがこのレジスタへ転送され、RSR レジ

スタは次のデータを受信可能となります。

RSR レジスタと RDR レジスタはダブルバッファ構造になっているため、連続受信動作が可能です。

RDR レジスタの読み出しは、受信データフル割り込み（RXI）要求が発生したときに 1 回だけ行ってくだ

さい。受信データを RDR から読まずに次の 1 フレーム分のデータを受け取るとオーバランエラーになりま

すので注意してください。

CPU から RDR レジスタへは書き込みはできません。

22.2.1.3 トランスミットデータレジスタ（TDR）

TDR レジスタは、送信データを格納するための 8 ビットのレジスタです。

TSR レジスタに空きを検出すると、TDR レジスタに書かれた送信データを、TSR レジスタに転送して送

信を開始します。

TDR レジスタと TSR レジスタはダブルバッファ構造になっているため、連続送信動作が可能です。1 フ

レーム分のデータを送信したとき、TDR レジスタに次の送信データが書かれていれば TSR レジスタへ転送

して送信を継続します。

TDR レジスタは CPU から常に読み出し／書き込み可能です。TDR レジスタへの送信データの書き込み

は、送信データエンプティ割り込み（TXI）要求が発生したときに 1 回だけ行ってください。

22.2.1.4 トランスミットシフトレジスタ（TSR）

TSR レジスタは、シリアルデータを送信するためのシフトレジスタです。

TDR レジスタに書かれた送信データは、自動的に TSR レジスタに転送され、TXDn 端子に送出すること

でシリアルデータの送信を行います。

CPU からは直接アクセスすることはできません。

アドレス SCI0.RDR 0008 8245h、SCI1.RDR 0008 824Dh、SCI2.RDR 0008 8255h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

アドレス SCI0.TDR 0008 8243h、SCI1.TDR 0008 824Bh、SCI2.TDR 0008 8253h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

リセット後の値 1 1 1 1 1 1 1 1
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22.2.1.5 シリアルモードレジスタ（SMR）

注1. nは設定値の10進表示で、「22.2.1.9　ビットレートレジスタ（BRR）」中のnの値を表します。

注2. クロック同期式モードでは、設定値にかかわらず、データ長は8ビットになります。

注3. LSBファースト固定となり、送信ではTDRレジスタのMSB（b7）は送信されません。

注4. SCR.TEビット=0、SCR.REビット= 0（シリアル送信動作を禁止、かつシリアル受信動作を禁止）の場合のみ書き込み可能です。

SMR レジスタは、通信フォーマットと内蔵ボーレートジェネレータのクロックソースを選択するための

レジスタです。

CKS[1:0] ビット（クロック選択ビット）

内蔵ボーレートジェネレータのクロックソースを選択します。

CKS[1:0] ビットの設定値とボーレートの関係については、「22.2.1.9　ビットレートレジスタ（BRR）」を

参照してください。

アドレス SCI0.SMR 0008 8240h、SCI1.SMR 0008 8248h、SCI2.SMR 0008 8250h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

CM CHR PE PM STOP MP CKS[1:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b1-b0 CKS[1:0] クロック選択ビット b1 b0

0 0：PCLKクロック（n=0）（注1）

0 1：PCLK/4クロック（n=1）（注1）

1 0：PCLK/16クロック（n=2）（注1）

1 1：PCLK/64クロック（n=3）（注1）

R/W
（注4）

b2 MP マルチプロセッサモードビット （調歩同期式モードのみ有効）

0：マルチプロセッサ通信機能を禁止

1：マルチプロセッサ通信機能を許可

R/W
（注4）

b3 STOP ストップビット長選択ビット （調歩同期式モードのみ有効）

0：1ストップビット

1：2ストップビット

R/W
（注4）

b4 PM パリティモードビット （調歩同期式モードで、PEビット＝1のときのみ有効）

0：偶数パリティで送受信

1：奇数パリティで送受信

R/W
（注4）

b5 PE パリティ許可ビット （調歩同期式モードのみ有効）

 送信時

0：パリティビットなし

1：パリティビットを付加

 受信時

0：パリティなしで受信

1：パリティチェックを行う

R/W
（注4）

b6 CHR キャラクタ長ビット （調歩同期式モードのみ有効）

0：データ長8ビットで送受信（注2）

1：データ長7ビットで送受信（注3）

R/W
（注4）

b7 CM コミュニケーションモードビッ

ト

0：調歩同期式モードで動作

1：クロック同期式モードで動作

R/W
（注4）
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MP ビット（マルチプロセッサモードビット）

マルチプロセッサ通信機能の禁止／許可を選択します。マルチプロセッサモードでは、PE、PM ビットの

設定は無効です。

STOP ビット（ストップビット長選択ビット）

送信データのストップビット長を選択します。

受信時はこのビットの設定にかかわらずストップビットの 1 ビット目のみチェックし、2 ビット目が “0”

の場合は次の送信フレームのスタートビットとみなします。

PM ビット（パリティモードビット）

送受信時のパリティ（偶数パリティ／奇数パリティ）を選択します。

マルチプロセッサモードでは、PM ビットの設定は無効です。

PE ビット（パリティ許可ビット）

PE ビットが “1” のとき、送信時はパリティビットを付加し、受信時はパリティチェックを行います。

マルチプロセッサフォーマットでは、PE ビットの設定にかかわらずパリティビットの付加、チェックは

行いません。

CHR ビット（キャラクタ長ビット）

送受信データのデータ長を選択します。

クロック同期式モードでは、データ長は 8 ビットになります。

CM ビット（コミュニケーションモードビット）

調歩同期式モード／クロック同期式モードを選択します。
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22.2.1.6 シリアルコントロールレジスタ（SCR）

注1. TEビット=0、REビット= 0の場合のみ書き込みできます。

注2. SMR.CMビットが“1”のときは、TEビット=0、REビット= 0の場合のみ “1”を書けます。いったん、TE、REビットのいずれかを “1”
にすると、TEビット=0、 REビット= 0のみ書けます。

SMR.CMビットが“0”のときは、任意のタイミングで書き込みが可能です。

SCR レジスタは、送受信制御と送受信クロックソースの選択を行うためのレジスタです。

アドレス SCI0.SCR 0008 8242h、SCI1.SCR 0008 824Ah、SCI2.SCR 0008 8252h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

TIE RIE TE RE MPIE TEIE CKE[1:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b1-b0 CKE[1:0] クロック許可ビット  調歩同期式の場合
b1 b0

0 0：内蔵ボーレートジェネレータ

SCKn端子は入出力ポートとして使用可能

0 1：内蔵ボーレートジェネレータ

SCKn端子からビットレートと同じ周波数のクロックを出

力

1 0：外部クロック

SCKn端子からビットレートの16倍の周波数のクロックを

入力してください。SEMR.ABCSビットが “1”のときは8倍
の周波数のクロックを入力してください

1 1：外部クロック

SCKn端子からビットレートの16倍の周波数のクロックを

入力してください。SEMR.ABCSビットが “1”のときは8倍
の周波数のクロックを入力してください

 クロック同期式の場合
b1 b0

0 0：内部クロック

SCKn端子はクロック出力端子

0 1：内部クロック

SCKn端子はクロック出力端子

1 0：外部クロック

SCKn端子はクロック入力端子

1 1：外部クロック

SCKn端子はクロック入力端子

R/W
（注1）

b2 TEIE 送信完了割り込み許可ビット 0：TEI割り込み要求を禁止

1：TEI割り込み要求を許可

R/W

b3 MPIE マルチプロセッサ割り込み

許可ビット

（調歩同期式モードで、SMR.MPビット＝“1”のとき有効）

0：通常の受信動作

1：マルチプロセッサ受信動作

R/W

b4 RE 受信許可ビット 0：シリアル受信動作を禁止

1：シリアル受信動作を許可

R/W
（注2）

b5 TE 送信許可ビット 0：シリアル送信動作を禁止

1：シリアル送信動作を許可

R/W
（注2）

b6 RIE 受信割り込み許可ビット 0：RXIおよびERI割り込み要求を禁止 
1：RXIおよびERI割り込み要求を許可

R/W

b7 TIE 送信割り込み許可ビット 0：TXI割り込み要求を禁止 
1：TXI割り込み要求を許可

R/W
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CKE[1:0] ビット（クロック許可ビット）

クロックソースおよび SCKn 端子の機能を選択します。

TEIE ビット（送信完了割り込み許可ビット）

TEI 割り込みを許可、または禁止します。

TEI 割り込みを禁止するには、TEIE ビットを “0” にします。

MPIE（マルチプロセッサ割り込み許可ビット）

MPIE ビットを “1” にすると、マルチプロセッサビットが “0”（SSR.MPB ビット =0）の受信データは RSR

レジスタから RDR レジスタへ転送せず、受信エラーの検出と、SSR.ORER, FER の各ステータスフラグは

“1” になりません。マルチプロセッサビットが “1” のデータを受信すると、SSR.MPB ビットを “1” になり、

MPIE ビットは自動的に “0” になり、通常の受信動作に戻ります。RXI、ERI 割り込み要求（SCR.RIE ビット

が “1” になっている場合）と、SSR.ORER, FER フラグのセット（“1”）が許可されます。詳細は「22.2.3　

マルチプロセッサ通信機能」を参照してください。

マルチプロセッサ通信機能を使用しない場合は、MPIE ビットには “0” を書いてください。

RE ビット（受信許可ビット）

シリアル受信動作を許可、または禁止します。

RE ビットを “1” にした場合、調歩同期式モードのときにスタートビットを、クロック同期式モードの場

合は同期クロック入力をそれぞれ検出するとシリアル受信を開始します。なお、RE ビットを “1” にする前

に必ず SMR レジスタの設定を行い、受信フォーマットを決定してください。

RE ビットを “0” にして受信動作を停止させても、SSR.ORER, FER, PER の各フラグは影響を受けず、状態

を保持します。

TE ビット（送信許可ビット）

シリアル送信動作を許可、または禁止します。

TE ビットを “1” にすると、TDR レジスタに送信データを書くことでシリアル送信を開始します。なお、

TE ビットを “1” にする前に必ず SMR レジスタの設定を行い、送信フォーマットを決定してください。

RIE ビット（受信割り込み許可ビット）

RXI および ERI 割り込みを許可、または禁止します。

RXI 割り込みを禁止するには、RIE ビットを “0” にします。

ERI 割り込み要求信号は、SSR.ORER, FER, PER の各フラグから “1” を読んだ後、“0” にするか、RIE ビッ

トを “0” にすると消えます。

TIE ビット（送信割り込み許可ビット）

TXI 割り込みの通知を許可、または禁止します。

TXI 割り込みを禁止するには、TIE ビットを “0” にします。
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22.2.1.7 シリアルステータスレジスタ（SSR）

注1. フラグをクリアするため、“1”を読んだ後に“0”を書くことのみ可能です。

注2. 書く場合”1”を書いてください。

SSR レジスタは、SCI のステータスフラグおよび送受信マルチプロセッサビットで構成されます。

MPBT ビット（マルチプロセッサビット転送ビット）

送信フレームに付加するマルチプロセッサビットの値を設定します。

MPB ビット（マルチプロセッサビット）

受信フレーム中のマルチプロセッサビットの値が格納されます。SCR.RE ビットが “0” のときは変化しま

せん。

アドレス SCI0.SSR 0008 8244h、SCI1.SSR 0008 824Ch、SCI2.SSR 0008 8254h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

TDRE RDRF ORER FER PER TEND MPB MPBT

リセット後の値 1 0 0 0 0 1 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 MPBT マルチプロセッサビット

転送ビット

送信フレームに付加するマルチプロセッサビットの設定 R/W

b1 MPB マルチプロセッサビット 受信フレーム中のマルチプロセッサビットの値 R

b2 TEND 送信完了フラグ 0：キャラクタを送信中

1：キャラクタを送信終了

R

b3 PER パリティエラーフラグ 0：パリティエラーの発生なし

1：パリティエラーの発生あり

R/(W)
（注1）

b4 FER フレーミングエラーフラグ 0：フレーミングエラーの発生なし

1：フレーミングエラーの発生あり

R/(W)
（注1）

b5 ORER オーバランエラーフラグ 0：オーバランエラーの発生なし

1：オーバランエラーの発生あり

R/(W)
（注1）

b6 RDRF 受信データフルフラグ 0：RDRレジスタからデータを転送したとき

1：受信が正常終了し、RSRレジスタからRDRレジスタへデータが

転送されたとき

R/(W)
（注2）

b7 TDRE 送信データエンプティフラグ 0：TDRレジスタへデータを転送したとき

1：TDRレジスタからTSRレジスタにデータが転送されたとき

R/(W)
（注2）
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TEND フラグ（送信完了フラグ）

送信が終了したことを示します。

［“1” になる条件］

 SCR.TE ビットが “0”（シリアル送信動作を禁止）のとき

 送信キャラクタの 後尾ビットの送信時、TDR レジスタが更新されていないとき

［“0” になる条件］

 TDR レジスタへ送信データを書いたとき

TDR レジスタへの送信データの書き込みにより TEND フラグをクリアしたときは、以下の順序で SSR レ

ジスタをダミーリードしてください。

（1）TDR レジスタに送信データを書く

（2）SSR レジスタを汎用レジスタに読み出す

（3）読み出した値を使って何らかの演算を実行する

PER フラグ（パリティエラーフラグ）

調歩同期式モードで受信したデータにパリエィエラーが発生したことを示します。

［“1” になる条件］

 受信中にパリティエラーを検出したとき

パリティエラーが発生したときの受信データは RDR レジスタに転送されますが、RXI 割り込み要求は発

生しません。なお、PER フラグが “1” の状態では、以降の受信データは RDR レジスタに転送しません。

［“0” になる条件］

 “1” を読んだ後、“0” を書いたとき（“0” を書いた後に PER フラグが “0” になったことを確認してくださ

い。）

SCR.RE ビットを “0”（シリアル受信動作を禁止）にしても、PER フラグは影響を受けず以前の状態を

保持します。

FER フラグ（フレーミングエラーフラグ）

調歩同期式モードで受信したデータにフレーミングエラーが発生して異常終了したことを示します。

［“1” になる条件］

 ストップビットが “0” のとき

2 ストップモードのときは、1 ビット目のストップビットが “1” であるかどうかのみを判定し、2 ビット目

のストップビットはチェックしません。なお、フレーミングエラーが発生したときの受信データは RDR レ

ジスタに転送されますが、RXI 割り込み要求は発生しません。さらに、FER フラグが “1” の状態では、以降

の受信データは RDR レジスタに転送しません。

［“0” になる条件］

 “1” を読んだ後、“0” を書いたとき（“0” を書いた後に FER フラグが “0” になったことを確認してくださ

い。）

SCR.RE ビットを “0” にしても、FER フラグは影響を受けず以前の状態を保持します。
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ORER フラグ（オーバランエラーフラグ）

受信したデータにオーバランエラーが発生して異常終了したことを示します。

［“1” になる条件］

 RDR レジスタの受信データを読まずに次のデータを受信したとき

RDR レジスタはオーバランエラーが発生する前の受信データを保持し、後から受信したデータが失われ

ます。ORER フラグが “1” の状態では、以降のシリアル受信を続けることはできません。なお、クロック同

期式モードでは、シリアル送信も続けることはできません。

［“0” になる条件］

 “1” を読んだ後、“0” を書いたとき（“0” を書いた後に ORER フラグが “0” になったことを確認してくださ

い。）

SCR.RE ビットを “0” にしても、ORER フラグは影響を受けず以前の状態を保持します。

RDRF フラグ（受信データフルフラグ）

RDR レジスタ内の受信データの有無を表示します。

［“1” になる条件］

 受信が正常終了し、RSR レジスタから RDR レジスタへデータが転送されたとき

［“0” になる条件］

 RDR レジスタからデータを転送したとき

TDRE フラグ（送信データエンプティフラグ）

TDR レジスタ内の送信データの有無を表示します。

［“1” になる条件］

 TDR レジスタから TSR レジスタにデータが転送されたとき

［“0” になる条件］

 TDR レジスタへデータを転送したとき
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22.2.1.8 スマートカードモードレジスタ（SCMR）

注1. SCR.TEビット=0、SCR.REビット= 0（シリアル送信動作を禁止、かつシリアル受信動作を禁止）の場合のみ書けます。

注2. Sは「22.2.1.9　ビットレートレジスタ（BRR）」中のSの値を表します。

SCMR レジスタは、スマートカードインタフェースモード、およびそのフォーマットを選択するためのレ

ジスタです。

SMIF ビット（スマートカードインタフェースモード選択ビット）

スマートカードインタフェースモードで動作させるときは、“1” にします。

調歩同期式またはクロック同期式モードで動作させるときは、“0” にします。

SINV ビット（スマートカードデータ反転ビット）

送受信データのロジックレベルを反転させます。SINV ビットは、パリティビットのロジックレベルには

影響を与えません。パリティビットを反転させる場合は、SMR.PM ビットを反転させてください。

SDIR ビット（ビットオーダー選択ビット）

シリアル／パラレル変換の方向を選択します。

BCP2 ビット（基本クロックパルスビット 2）

スマートカードインタフェースモードにおいて 1 ビット転送期間中の基本クロック数を、SMR.BCP[1:0]

ビットと組み合わせて選択します。

アドレス SCI0.SCMR 0008 8246h、SCI1.SCMR 0008 824Eh、SCI2.SCMR 0008 8256h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

BCP2 — — — SDIR SINV — SMIF

リセット後の値 1 1 1 1 0 0 1 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 SMIF スマートカードインタフェースモード

選択ビット

0：シリアルコミュニケーションインタフェースモード

1：スマートカードインタフェースモード

R/W
（注1）

b1 — 予約ビット 読むと “1”が読めます。書く場合、“1”としてください R/W

b2 SINV スマートカードデータ反転ビット 0：TDRレジスタの内容をそのまま送信、受信データをそ

のままRDRレジスタに格納

1：TDRレジスタの内容を反転して送信、受信データを反

転してRDRレジスタに格納

R/W
（注1）

b3 SDIR ビットオーダー選択ビット 0：LSBファーストで送受信

1：MSBファーストで送受信

R/W
（注1）

b6-b4 — 予約ビット 読むと “1”が読めます。書く場合、“1”としてください R/W

b7 BCP2 基本クロックパルスビット2 SMR.BCP[1:0]ビットと組み合わせて選択します

SCMR.BCP2ビット、SMR.BCP[1:0]ビットの設定値
BCP2 BCP1 BCP0 

0　　0　　0：93クロック（S=93）（注2）

0　　0　　1：128クロック（S=128）（注2）

0　　1　　0：186クロック（S=186）（注2）

0　　1　　1：512クロック（S=512）（注2）

1　　0　　0：32クロック（S=32）（注2）（初期値）

1　　0　　1：64クロック（S=64）（注2）

1　　1　　0：372クロック（S=372）（注2）

1　　1　　1：256クロック（S=256）（注2）

R/W
（注1）
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22.2.1.9 ビットレートレジスタ（BRR）

BRR レジスタはビットレートを調整するための 8 ビットのレジスタです。

SCI ではチャネルごとにボーレートジェネレータが独立しているため、異なるビットレートを設定できま

す。通常の調歩同期式モード、クロック同期式モード、スマートカードインタフェースモードにおける

BRR レジスタの設定値 N とビットレート B の関係を表 22.4 に示します。

BRR レジスタの初期値は FFh です。

BRR レジスタは、CPU からの読み出しは常に可能ですが、書き込みは SCR.TE ビット =0、SCR.RE ビッ

ト =0 の場合のみ可能です。

調歩同期式モードにおける BRR レジスタの値 Ｎ の設定例を表 22.5 に、各動作周波数における設定可能

な 大ビットレートを表 22.6 に示します。また、クロック同期式モードにおける BRR レジスタの値 Ｎ の

設定例を表 22.8 に示します。

表 22.7、表 22.9 に外部クロック入力時の 大ビットレートを示します。

調歩同期式モードでシリアル拡張モードレジスタ（SEMR）の調歩同期基本クロック選択ビット（ABCS）

を “1” にしたときのビットレートは表 22.5 の 2 倍になります。

アドレス SCI0.BRR 0008 8241h、SCI1.BRR 0008 8249h、SCI2.BRR 0008 8251h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

リセット後の値 1 1 1 1 1 1 1 1
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B ：ビットレート（bps）

N ：ボーレートジェネレータの BRR の設定値（0 ≦ N ≦ 255）

PCLK ：動作周波数（MHz）

n と S ：下表のとおり SMR の設定値に依存します。

表22.4 BRRレジスタの設定値NとビットレートBの関係

SMRレジスタの設定値
クロックソース n

CKS[1:0]ビット

0 0 PCLKクロック 0

0 1 PCLK/4クロック 1

1 0 PCLK/16クロック 2

1 1 PCLK/64クロック 3

SCMRレジスタの設定値 SMRレジスタの設定値
基本クロック S

BCP2ビット BCP[1:0]ビット

0 0 0 93クロック 93

0 0 1 128クロック 128

0 1 0 186クロック 186

0 1 1 512クロック 512

1 0 0 32クロック 32

1 0 1 64クロック 64

1 1 0 372クロック 372

1 1 1 256クロック 256

モード

調歩同期式

クロック同期式

N =

SEMR.ABCSビット

－1 誤差（％）＝｛ －1｝×  100

BRRレジスタの設定値 誤差

0

1

64 × 22n-1 × B

PCLK×106

N = －1
32 × 22n-1 × B

PCLK×106

N = －1
8 × 22n-1 × B

PCLK×106

PCLK×106

B × 64 × 22n-1 × (N＋1)

誤差（％）＝｛ －1｝× 100
PCLK×106

B × 32 × 22n-1 × (N＋1)
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注 . SEMR.ABCSビット= 0のときの例です。

ABCSビット=1にしたときは、ビットレートが2倍になります。

表22.5 ビットレートに対するBRRの設定例（調歩同期式モード）（1）

ビットレート

（bps）

動作周波数PCLK（MHz）

8 9.8304 10 12

n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%）

110 2 141 0.03 2 174 - 0.26 2 177 - 0.25 2 212 0.03

150 2 103 0.16 2 127 0.00 2 129 0.16 2 155 0.16

300 1 207 0.16 1 255 0.00 2 64 0.16 2 77 0.16

600 1 103 0.16 1 127 0.00 1 129 0.16 1 155 0.16

1200 0 207 0.16 0 255 0.00 1 64 0.16 1 77 0.16

2400 0 103 0.16 0 127 0.00 0 129 0.16 0 155 0.16

4800 0 51 0.16 0 63 0.00 0 64 0.16 0 77 0.16

9600 0 25 0.16 0 31 0.00 0 32 - 1.36 0 38 0.16

19200 0 12 0.16 0 15 0.00 0 15 1.73 0 19 - 2.34

31250 0 7 0.00 0 9 - 1.70 0 9 0.00 0 11 0.00

38400 — — — 0 7 0.00 0 7 1.73 0 9 - 2.34

ビットレート

（bps）

動作周波数PCLK（MHz）

12.288 14 16

n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%）

110 2 217 0.08 2 248 - 0.17 3 70 0.03

150 2 159 0.00 2 181 0.16 2 207 0.16

300 2 79 0.00 2 90 0.16 2 103 0.16

600 1 159 0.00 1 181 0.16 1 207 0.16

1200 1 79 0.00 1 90 0.16 1 103 0.16

2400 0 159 0.00 0 181 0.16 0 207 0.16

4800 0 79 0.00 0 90 0.16 0 103 0.16

9600 0 39 0.00 0 45 - 0.93 0 51 0.16

19200 0 19 0.00 0 22 - 0.93 0 25 0.16

31250 0 11 2.40 0 13 0.00 0 15 0.00

38400 0 9 0.00 — — — 0 12 0.16
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注 . SEMR.ABCSビット= 0のときの例です。

ABCSビット=1にしたときは、ビットレートが2倍になります。

表22.5 ビットレートに対するBRRの設定例（調歩同期式モード）（2）

ビットレート

（bps）

動作周波数PCLK（MHz）

17.2032 18 19.6608 20

n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%）

110 3 75 0.48 3 79 - 0.12 3 86 0.31 3 88 - 0.25

150 2 223 0.00 2 233 0.16 2 255 0.00 3 64 0.16

300 2 111 0.00 2 116 0.16 2 127 0.00 2 129 0.16

600 1 223 0.00 1 233 0.16 1 255 0.00 2 64 0.16

1200 1 111 0.00 1 116 0.16 1 127 0.00 1 129 0.16

2400 0 223 0.00 0 233 0.16 0 255 0.00 1 64 0.16

4800 0 111 0.00 0 116 0.16 0 127 0.00 0 129 0.16

9600 0 55 0.00 0 58 - 0.69 0 63 0.00 0 64 0.16

19200 0 27 0.00 0 28 1.02 0 31 0.00 0 32 - 1.36

31250 0 16 1.20 0 17 0.00 0 19 - 1.70 0 19 0.00

38400 0 13 0.00 0 14 - 2.34 0 15 0.00 0 15 1.73

ビットレート

（bps）

動作周波数PCLK（MHz）

25 30 33 50

n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%）

110 3 110 - 0.02 3 132 0.13 3 145 0.33 3 221 - 0.02

150 3 80 0.47 3 97 - 0.35 3 106 0.39 3 162 - 0.15

300 2 162 - 0.15 2 194 0.16 2 214 - 0.07 3 80 0.47

600 2 80 0.47 2 97 - 0.35 2 106 0.39 2 162 - 0.15

1200 1 162 - 0.15 1 194 0.16 1 214 - 0.07 2 80 0.47

2400 1 80 0.47 1 97 - 0.35 1 106 0.39 1 162 - 0.15

4800 0 162 - 0.15 0 194 0.16 0 214 - 0.07 1 80 0.47

9600 0 80 0.47 0 97 - 0.35 0 106 0.39 1 40 - 0.77

19200 0 40 - 0.76 0 48 - 0.35 0 53 - 0.54 0 80 0.47

31250 0 24 0.00 0 29 0 0 32 0 0 49 0.00

38400 0 19 1.73 0 23 1.73 0 26 - 0.54 0 40 - 0.77
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注 . SEMR.ABCSビット= 1にしたときは、ビットレートが2倍になります。

注 . SEMR.ABCSビット= 0のときの例です。

注 . SEMR.ABCSビット= 1のときの例です。

表22.6 各動作周波数における 大ビットレート（調歩同期式モード）

PCLK（MHz）
大ビットレート

（bps）
n N PCLK（MHz）

大ビットレート

（bps）
n N

 8 250000 0 0 18 562500 0 0

9.8304 307200 0 0 19.6608 614400 0 0

10 312500 0 0 20 625000 0 0

12 375000 0 0 25 781250 0 0

12.288 384000 0 0 30 937500 0 0

14 437500 0 0 33 1031250 0 0

16 500000 0 0 50 1562500 0 0

17.2032 537600 0 0

表22.7 外部クロック入力時の 大ビットレート（調歩同期式モード）（1）

PCLK（MHz）
外部入力クロック

（MHz）
大ビットレート

（bps）
PCLK（MHz）

外部入力クロック

（MHz）
大ビットレート

（bps）

 8 2.0000 125000 18 4.5000 281250

9.8304 2.4576 153600 19.6608 4.9152 307200

10 2.5000 156250 20 5.0000 312500

12 3.0000 187500 25 6.2500 390625

12.288 3.0720 192000 30 7.5000 468750

14 3.5000 218750 33 8.2500 515625

16 4.0000 250000 50 12.500 781250

17.2032 4.3008 268800

表22.7 外部クロック入力時の 大ビットレート（調歩同期式モード）（2）

PCLK（MHz）
外部入力クロック

（MHz）
大ビットレート

（bps）
PCLK（MHz）

外部入力クロック

（MHz）
大ビットレート

（bps）

8 2.0000 250000 18 4.5000 562500

9.8304 2.4576 307200 19.6608 4.9152 614400

10 2.5000 312500 20 5.0000 625000

12 3.0000 375000 25 6.2500 781250

12.288 3.0720 384000 30 7.5000 937500

14 3.5000 437500 33 8.2500 1031250

16 4.0000 500000 50 12.500 1562500

17.2032 4.3008 537600
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空欄：設定できません。

— ：設定可能ですが誤差が生じます。

注1. 連続送信／連続受信はできません。

表22.8 ビットレートに対するBRRの設定例（クロック同期式モード）

ビットレート

（bps）

動作周波数PCLK（MHz）

8 10 16 20 25 30 33 50

n N n N n N n N n N n N n N n N

110

250 3 124 — — 3 249

500 2 249 — — 3 124 — — 3 233

1k 2 124 — — 2 249 — — 3 97 3 116 3 128 3 194

2.5k 1 199 1 249 2 99 2 124 2 155 2 187 2 205 3 77

5k 1 99 1 124 1 199 1 249 2 77 2 93 2 102 2 155

10k 0 199 0 249 1 99 1 124 1 155 1 187 1 205 2 77

25k 0 79 0 99 0 159 0 199 0 249 1 74 1 82 1 124

50k 0 39 0 49 0 79 0 99 0 124 0 149 0 164 1 61

100k 0 19 0 24 0 39 0 49 0 62 0 74 0 82 0 124

250k 0 7 0 9 0 15 0 19 0 24 0 29 0 32 0 49

500k 0 3 0 4 0 7 0 9 — — 0 14 — — 0 24

1M 0 1 0 3 0 4 — — — — — — — —

2.5M 0 0
（注1）

0 1 — — 0 2 — — 0 4

5M 0 0
（注1）

— — — — — — — —
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表22.9 外部クロック入力時の 大ビットレート（クロック同期式モード）

PCLK（MHz）
外部入力クロック

（MHz）
大ビットレート

（bps）
PCLK（MHz）

外部入力クロック

（MHz）
大ビットレート

（bps）

8 1.3333 1333333.3 20 3.3333 3333333.3

10 1.6667 1666666.7 25 4.1667 4166666.7

12 2.0000 2000000.0 30 5.0000 5000000.0

14 2.3333 2333333.3 33 5.5000 5500000.0

16 2.6667 2666666.7 50 8.3333 8333333.3

18 3.0000 3000000.0

表22.10 ビットレートに対するBRRの設定例
（スマートカードインタフェースモードでn＝0、S＝372のとき）

ビットレート

（bps）

動作周波数PCLK（MHz）

7.1424 10.00 10.7136 13.00

n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%）

9600 0 0 0.00 0 1 30 0 1 25 0 1 8.99

ビットレート

（bps）

動作周波数PCLK（MHz）

14.2848 16.00 18.00 20.00

n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%）

9600 0 1 0.00 0 1 12.01 0 2 15.99 0 2 6.66

ビットレート

（bps）

動作周波数PCLK（MHz）

25.00 30.00 33.00 50.00

n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%）

9600 0 3 12.49 0 3 5.01 0 4 7.59 0 6 0.01

表22.11 各動作周波数における 大ビットレート
（スマートカードインタフェースモードでS＝372のとき）

PCLK（MHz）
大ビットレート

（bps）
n N PCLK（MHz）

大ビットレート

（bps）
n N

10.00 13441 0 0 20.00 26882 0 0

10.7136 14400 0 0 25.00 33602 0 0

13.00 17473 0 0 30.00 40323 0 0

16.00 21505 0 0 33.00 44355 0 0

18.00 24194 0 0 50.00 67205 0 0
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22.2.1.10 シリアル拡張モードレジスタ（SEMR）

注1. SCR.TEビット=0、 SCR.REビット= 0（シリアル送信動作を禁止、かつシリアル受信動作を禁止）の場合のみ書き込み可能です。

SEMR レジスタは、調歩同期式モード時の 1 ビット期間のクロック、および RXDn 端子入力のノイズ除去

機能の有効／無効を選択するためのレジスタです。

ABCS ビット（調歩同期基本クロック選択ビット）

1 ビット期間の基本クロックのパルス数を選択します。

NFEN ビット（ノイズ除去機能選択ビット）

ノイズ除去機能の有効／無効を選択します。有効にすると、受信 RXDn 入力端子のノイズ除去を行いま

す。

詳細は「22.4　ノイズ除去機能」を参照ください。

RXDESEL ビット（調歩同期スタートビットエッジ検出選択ビット）

調歩同期式モード受信動作における、スタートビットの検出方法を選択します。本ビットの設定によりブ

レーク時の動作が異なります。ブレーク中に受信動作を停止させたい場合、およびブレーク終了後に RxD

端子入力を 1 フレーム期間以上 High に保持せず受信を開始する場合は “1” を設定してください。

調歩同期式モード以外では “0” を設定してください。

アドレス SCI0.SEMR 0008 8247h、SCI1.SEMR 0008 824Fh、SCI2.SEMR 0008 8257h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

RXDES
EL

— NFEN ABCS — — — —

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b3-b0 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b4 ABCS 調歩同期基本クロック

選択ビット

（調歩同期式モードのみ有効）

0：基本クロック16サイクルの期間が1ビット期間の転送レートになります

1：基本クロック8サイクルの期間が1ビット期間の転送レートになります

R/W
（注1）

b5 NFEN ノイズ除去機能選択

ビット

（調歩同期式モードのみ有効）

0：RXDn端子入力のノイズ除去機能無効

1：RXDn端子入力のノイズ除去機能有効

R/W
（注1）

b6 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b7 RXDESE
L

調歩同期スタートビッ

トエッジ検出選択ビッ

ト

（調歩同期式モードのみ有効）

0：RXDn端子入力のLowレベルでスタートビットを検出

1：RXDn端子入力の立ち下がりエッジでスタートビットを検出

R/W
（注1）
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22.2.2 調歩同期式モードの動作

調歩同期式シリアル通信の一般的なデータフォーマットを図 22.2 に示します。

1 フレームは、スタートビット（Low）から始まり送受信データ、パリティビット、ストップビット

（High）の順で構成されます。

調歩同期式シリアル通信では、通信回線は通常マーク状態（High）に保たれています。

SCI は通信回線を監視し、SEMR.RXDESEL ビットが “0” のときはスペース（Low ）を、SEMR.RXDESEL

ビットが “1” のときはスペース（Low ）への立ち下がりエッジを検出するとスタートビットとみなしてシリ

アル通信を開始します。

SCI 内部では、送信部と受信部は独立していますので、全二重通信を行うことができます。また、送信部

と受信部が共にダブルバッファ構造になっていますので、送信および受信中にデータの読み出し／書き込み

ができ、連続送受信が可能です。

図 22.2 調歩同期式シリアル通信のデータフォーマット
（8 ビットデータ／パリティあり／ 2 ストップビットの例）

0

送信／受信データ

D0 0/1 1

1 1

アイドル状態
（マーク状態）

LSB MSB

D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 1

パリティ
ビット

1ビット

または
なし

ストップ
ビット

1ビット

または

2ビット

7ビットまたは、8ビット

通信データの1単位（キャラクタまたはフレーム）

スタート
ビット

1ビット

シリアルデータ
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22.2.2.1 シリアル送信／受信フォーマット

調歩同期式モードで設定できるシリアル送信／受信フォーマットを表 22.12 に示します。

フォーマットは 12 種類あり、SMR レジスタの設定により選択できます。マルチプロセッサ機能の詳細に

ついては、「22.2.3　マルチプロセッサ通信機能」を参照してください。

S ：スタートビット

STOP ：ストップビット

P ：パリティビット

MPB ：マルチプロセッサビット

表22.12 シリアル送信／受信フォーマット（調歩同期式モード）

PE

0

0

1

1

0

0

1

1

－

－

－

－

S 8ビットデータ

S

S

S P

S P

S

S

S

S

S

CHR

0

0

0

0

1

1

1

1

0

0

1

1

MP

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

STOP

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

0

1

SMRの設定

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

シリアル送信／受信フォーマットとフレーム長

S P

S P

STOP STOP

STOP

STOP STOP

STOP

STOP STOP

STOP

STOP STOP

STOP

8ビットデータ

8ビットデータ

8ビットデータ

7ビットデータ

7ビットデータ

7ビットデータ

7ビットデータ

7ビットデータ

7ビットデータ

8ビットデータ

8ビットデータ STOP STOP

STOP

STOP STOP

MPB

STOPMPB

MPB

MPB
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22.2.2.2 調歩同期式モードの受信データサンプリングタイミングと受信マージン

調歩同期式モードでは、SCI はビットレートの 16 倍（注 1）の周波数の基本クロックで動作します。

受信時はスタートビットの立ち下がりを基本クロックでサンプリングして内部を同期化します。また、

図 22.3 に示すように受信データを 8 クロック目（注 1）の立ち上がりエッジでサンプリングすることで、各

ビットの中央でデータを取り込みます。したがって、調歩同期式モードでの受信マージンは式（1）のよう

に表わすことができます。

式（1）で、F（クロック周波数の偏差の絶対値） = 0、D（クロックのデューティ比） = 0.5 とすると、

M = {0.5-1/(2×16)} ×100[%] = 46.875%

となります。ただし、この値はあくまでも計算上の値ですので、システム設計の際には 20 ～ 30％の余裕

を持たせてください。

注 1. SEMR.ABCS ビット＝ 0 のときの例です。ABCS ビット＝ 1 のときは、ビットレートの 8 倍の周波数が基本

クロックとなり、受信データは基本クロックの 4 番目の立ち上がりエッジでサンプリングします。

図 22.3 調歩同期式モードの受信データサンプリングタイミング

M：受信マージン

N ：クロックに対するビットレートの比

（SEMR.ABCSビット=0のときN=16、ABCSビット=1のときN=8）
D ：クロックのデューティ比（D=0.5～1.0）
L ：フレーム長（L=9～12）
F ：クロック周波数の偏差の絶対値

1

2N

D-0.5
N

×100   [%]         ･･･式（1）M= (0.5-  ) - (L-0.5)F- (1+F)

8クロック

16クロック

015701570

同期化
サンプリング
タイミング

内部基本クロック

受信データ（RXDn） D0 D1スタートビット

データ

サンプリング
タイミング
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22.2.2.3 クロック

SCI の送受信クロックは、SMR.CM ビットと SCR.CKE[1:0] ビットの設定により、内蔵ボーレートジェネ

レータの生成する内部クロックまたは SCKn 端子から入力される外部クロックのいずれかを選択できます。

外部クロックを使用する場合は、SCKn 端子にビットレートの 16 倍（SEMR.ABCS ビット＝ 0 のとき）、

8 倍（SEMR.ABCS ビット＝ 1 のとき）の周波数のクロックを入力してください。

内部クロックで動作させるときは SCKn 端子からクロックを出力することができます。このとき出力され

るクロックの周波数はビットレートと等しく、送信時の位相は図 22.4 に示すように送信データの中央でク

ロックが立ち上がります。

図 22.4 出力クロックと送信データの位相関係（調歩同期式モード）

22.2.2.4 SCI の初期化（調歩同期式モード）

データの送受信前に SCR レジスタに初期値 00h を書き込み、図 22.5 のフローチャートの例に従って初期

化してください。動作モードの変更、通信フォーマットの変更の場合も、必ず SCR レジスタを初期値にし

てから変更してください。

調歩同期式モードで外部クロックを使用する場合は、初期化の期間も含めてクロックを供給してくださ

い。

なお、SCR.RE ビットを “0” にしても、SSR.ORER, FER, PER の各フラグおよび RDR レジスタは初期化さ

れませんので注意してください。

SCR.TE ビットを “1” から “0”、または “0” から “1” にすると、SCR.TIE ビットが “1” の場合、TXI 割り込

み要求が発生しますので注意してください。

TXDn

SCKn

0

1フレーム

D0 1 1D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 0/1
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図 22.5 SCI の初期化フローチャートの例（調歩同期式モード）

Wait

初　期　化　開　始

[ 1 ]

No

Yes

PORTi.ICR.Bjビットを“1”にする

ビット期間経過

[ 1 ] 受信および外部クロックで使用する場合、対応する端子

のPORTi.ICR.Bjビットを“1”（対応する端子の入力バッ

ファは有効）に設定します。

[ 2 ] SCRにクロックの選択を設定してください。

調歩同期式モードでクロック出力を選択した場合には、

SCRの設定後、直ちに出力されます。

[ 3 ] SMR、SCMR(注1)に送信／受信フォーマットを設定しま

す。

[ 4 ] BRRにビットレートに対応する値を書いてください。

ただし、外部クロックを使用する場合には必要ありませ

ん。

[ 5 ] 少なくとも1ビット期間待ってから、SCR.TEビット、

またはSCR.REビットを“1”にしてください。また、

SCR.TIE, RIE, TEIEビットを設定してください。(注2)

TE、REビットを設定するとことによりTXDn、RXDn端子

が使用可能となります。

[ 2 ]

[ 3 ]

[ 4 ]

[ 5 ]

SMR、SCMRに
送信／受信フォーマットを設定

BRRに値を書く

SCR.TE,REビットを“1”に設定、
およびSCR.TIE,RIE,TEIEビットを設定

SCR.TIE, RIE, TE, RE, TEIEビットを
“0”にする

SCR.CKE[1:0]ビットを設定

初　期　化　完　了

注1. SCMRレジスタには初期値を設定してください。

注2. TXI割り込みでDMACおよびDTCを起動する場合、TIEビッ

トとTEIEビットの両方を“1”に設定すると、DMAC/DTC転送

中に、TEI割り込みによるCPU割り込みが発生します。

TEIEビットは、DMAC/DTCによる全転送が終わった後“1”に

するようにしてください。
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22.2.2.5 シリアルデータの送信（調歩同期式モード）

図 22.6 に調歩同期式モードのシリアル送信時の動作例を示します。

シリアルデータの送信時、SCI は以下のように動作します。

1. SCI は TXI 割り込み処理ルーチンで TDR レジスタにデータが書き込まれると、TDR レジスタから TSR

レジスタにデータを転送します。なお、送信開始時の TXI 割り込み要求は、SCR.TIE ビットを “1” にし

た後に SCR.TE ビットを “1” にするか、1 命令で同時に “1” にすることで発生します。

2. TDR レジスタから TSR レジスタにデータを転送し、送信を開始します。このとき、SCR.TIE ビットが

“1” なら、TXI 割り込み要求が発生します。TXI 割り込み処理ルーチンで、前に転送したデータの送信が

終了するまでに TDR レジスタに次の送信データを書き込むことで連続送信が可能です。

3. TXDn 端子からスタートビット、送信データ、パリティビットまたはマルチプロセッサビット（フォー

マットによってはない場合もあります）、ストップビットの順に送り出します。

4. ストップビットを送り出すタイミングで TDR レジスタの更新（書き込み）をチェックします。

5. TDR レジスタが更新されていると、次の送信データを TDR レジスタから TSR レジスタにデータを転送

し、ストップビット送出後、次のフレームの送信を開始します。

6. TDR レジスタが更新されていなければ、SSR.TEND フラグを “1” にし、ストップビット送出後、High

を出力してマーク状態になります。このとき、SCR.TEIE ビットが “1” になっていると、SSR.TEND フ

ラグが “1” になり、TEI 割り込み要求を発生します。

図 22.7 にシリアル送信のフローチャートの例を示します。

図 22.6 調歩同期式モードのシリアル送信時の動作例
（8 ビットデータ／パリティあり／ 1 ストップビットの例）

0

1フレーム

D0 D1 D7 0/1 1 0 D0 D1 D7 0/1 1

1 1
データ データ パリティ

ビット

ストップ

ビット

スタート

ビット

パリティ

ビット

ストップ

ビット
スタート

ビット

アイドル状態

（マーク状態）

TEI割り込み

要求の発生

TXI割り込み

要求の発生

TXI割り込み

要求の発生
TXI割り込み処理ルーチン

でTDRにデータを書く

SSR.TENDフラグ

TXI割り込み信号
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図 22.7 調歩同期式モードのシリアル送信のフローチャート例

[ 2 ]
No

Yes

初 期 化

送 信 開 始

SCR.TIEビットを“0”にする

TDRに送信データをライト

No

Yes

No

Yes

No

Yes

PORTi.DR.Bjビットを“0”にする、
PORTi.DDR.Bjビットを“1”にする

SCR.TIE, TE, TEIEビットを“0”にする

TXI割り込み

全データ送信

SSR.TEND = 1

ブレーク出力

[ 1 ]

[ 4 ]

[ 3 ]

[ 1 ] SCInの初期化：

TXDn端子は自動的に送信データ出力端子になります。

SCR.TEビットを“1”にすると、端子が1フレーム間High
出力され、その後送信が可能になります。

[ 2 ] TXI割り込み要求で送信データをTDRレジスタに書き込み：
送信データがTDRレジスタからTSRレジスタに転送されると、
送信データエンプティ割り込み要求（TXI）が発生します。

TXI割り込み処理ルーチンでTDRレジスタに送信データを1回

だけ書いてください。

[ 3 ] シリアル送信の継続手順：

シリアル送信を続けるときには、TXI割り込み要求でTDR

レジスタに送信データを1回だけ書いてください。

DTCを起動し、TDRレジスタにデータを書くことも可能です。

[ 4 ] シリアル送信の終了時にブレークを出力：
シリアル送信時にブレークを出力するときには、TXDn端子に
対応するポートのPORTi.DDR.Bjビットを“1”（出力ポート）
に設定、PORTi.DR.Bjビットを“0”（Low出力）にした後に、
SCR.TEビットを“0”にします。

SSR.TENDフラグの読み出し

終 了
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22.2.2.6 シリアルデータの受信（調歩同期式モード）

図 22.8 に調歩同期式モードのシリアル受信時の動作例を示します。

シリアルデータの受信時、SCI は以下のように動作します。

1. 通信回線を監視しスタートビットを検出すると、内部を同期化して受信データを RSR レジスタに取り

込み、パリティビットとストップビットをチェックします。

2. オーバランエラーが発生したときは、SSR.ORER フラグが “1” になります。このとき、SCR.RIE ビット

が “1” なら、ERI 割り込み要求が発生します。受信データは RDR レジスタに転送されません。

3. パリティエラーを検出した場合は SSR.PER フラグが “1” になり、受信データを RDR レジスタに転送し

ます。このとき、RIE ビットが “1” なら、ERI 割り込み要求が発生します。

4. フレーミングエラー（ストップビットが 0 のとき）を検出した場合は SSR.FER フラグが “1” になり、

受信データを RDR レジスタに転送します。このとき、RIE ビットが “1” なら、ERI 割り込み要求が発生

します。

5. 正常に受信したときは、受信データを RDR レジスタに転送します。このとき、RIE ビットが “1” なら、

RXI 割り込み要求が発生します。この RXI 割り込み処理ルーチンで RDR レジスタに転送された受信

データを次のデータ受信完了までに読むことで連続受信が可能です。

図 22.8 調歩同期式モードのシリアル受信時の動作例
（8 ビットデータ／パリティあり／ 1 ストップビットの例）

受信エラーを検出した場合の SSR レジスタの各ステータスフラグの状態と受信データの処理を表 22.13

に示します。

受信エラーを検出すると、ERI 割り込み要求が発生し、RXI 割り込み要求は発生しません。受信エラーフ

ラグが “1” の状態では以後の受信動作ができません。したがって、受信を継続する前に必ず ORER、FER、

および PER フラグを “0” にしてください。また、オーバランエラー処理では必ず RDR レジスタを読んでく

ださい。

図 22.9 にシリアル受信のフローチャートの例を示します。

SSR.FERフラグ

0

1フレーム

D0 D1 D7 0/1 1 0 D0 D1 D7 0/1 0

1 1
データ データ パリティ

ビット

ストップ

ビット

スタート

ビット

パリティ

ビット

ストップ

ビット

スタート

ビット

アイドル状態

（マーク状態）

フレーミングエラーで 
ERI割り込み要求の発生

RXI割り込み処理ルーチンで

RDRからデータをリード
RXI割り込み

要求の発生

RXI割り込み信号
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図 22.9 調歩同期式モードのシリアル受信のフローチャート例（1）

表22.13 SSRレジスタのステータスフラグの状態と受信データの処理

SSRレジスタのステータスフラグ
受信データ 受信エラーの状態

ORER FER PER

1 0 0 消失 オーバランエラー

0 1 0 RDRへ転送 フレーミングエラー

0 0 1 RDRへ転送 パリティエラー

1 1 0 消失 オーバランエラー＋フレーミングエラー

1 0 1 消失 オーバランエラー＋パリティエラー

0 1 1 RDRへ転送 フレーミングエラー＋パリティエラー

1 1 1 消失 オーバランエラー＋フレーミングエラー＋パリティエラー

Yes

No

初 期 化

受 信 開 始

No

Yes

SCR.RIE, REビットを“0”にする

SSR.ORER, PER, FERフラグを
読み出し

エラー処理

（次頁に続く）

RDRの受信データを読み出し

No

Yes

                    SSR.ORERフラグ=1 or
                    SSR.PERフラグ=1 or
                    SSR.FERフラグ=1

RXI割り込み

全データ受信

[ 1 ]

[ 2 ]

[ 3 ]

[ 4 ]

[ 5 ]

[ 1 ] SCInの初期化：

RXDn端子は自動的に受信データ入力端子

になります。

[ 2 ] [ 3 ] 受信エラー処理とブレークの検出：

受信エラーが発生したときには、ERI割り

込みが発生します。SSR.ORER, PER, 
FERの各フラグを読んでエラーを判定しま

す。所定のエラー処理を行った後、

必ず、ORER、PER、FERフラグをすべて

“0”にしてください。

ORER、PER、FERフラグのいずれかが

“1”の状態では受信を再開できません。

なお、フレーミングエラー時にRXDn端子
に対応する入力ポートの値を読むことでブ

レークの検出ができます。

[ 4 ] RXI割り込み処理ルーチンで、RDRレジス

タの受信データを1回読みます。

[ 5 ] シリアル受信の継続手順：

シリアル受信を続けるときには、現在の
フレームのストップビットを受信する前

に、RXI割り込み処理ルーチンでRDRレジ

スタの値をリードします。DTCを起動

し、RDRレジスタの値を読むことも可能
です。

終 了
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図 22.10 調歩同期式モードのシリアル受信のフローチャート例（2）

エラー処理

Yes

No

SSR.ORER,FER,PERフラグを

“0”にする

No

Yes

No

Yes

フレーミングエラー処理

オーバランエラー処理（注１）

SSR.ORERフラグ=1

SSR.FERフラグ=1

ブレーク

SCR.REビットを“0”にする

[ 3 ]

注1. RDRレジスタを読む

終 了
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22.2.3 マルチプロセッサ通信機能

マルチプロセッサ通信機能を使用すると、マルチプロセッサビットを付加した調歩同期式シリアル通信に

より複数のプロセッサ間で通信回線を共有してデータの送受信を行うことができます。マルチプロセッサ通

信では受信局に各々固有の ID コードを割り付けます。シリアル通信サイクルは、受信局を指定する ID 送信

サイクルと指定された受信局に対するデータ送信サイクルで構成されます。ID 送信サイクルとデータ送信

サイクルの区別はマルチプロセッサビットで行います。マルチプロセッサビットが 1 のとき ID 送信サイク

ル、0 のときデータ送信サイクルとなります。図 22.10 にマルチプロセッサフォーマットを使用したプロ

セッサ間通信の例を示します。送信局は、まず受信局の ID コードにマルチプロセッサビット 1 を付加した

通信データを送信します。続いて、送信データにマルチプロセッサビット 0 を付加した通信データを送信し

ます。受信局は、マルチプロセッサビットが 1 の通信データを受信すると自局の ID と比較し、一致した場

合は続いて送信される通信データを受信します。一致しなかった場合は、再びマルチプロセッサビットが 1

の通信データを受信するまで通常の受信動作を行いません。

SCI はこの機能をサポートするため、SCR.MPIE ビットが設けてあります。MPIE ビットを “1” にすると、

マルチプロセッサビットが 1 のデータを受け取るまで RSR レジスタから RDR レジスタへの受信データの転

送、および受信エラーの検出と SSR.ORER、FER の各ステータスフラグのセットを禁止します。マルチプロ

セッサビットが 1 の受信キャラクタを受け取ると、SSR.MPB ビットが “1” になるとともに SCR.MPIE ビッ

トが自動的にクリアされて通常の受信動作に戻ります。このとき SCR.RIE ビットがセットされていると

RXI 割り込みを発生します。

マルチプロセッサモードでの送信は、ID 送信サイクルでは SSR.MPBT ビットを “1” にして送信し、デー

タ送信サイクルでは SSR.MPBT ビットを “0” にして送信します。

マルチプロセッサフォーマットを指定した場合は、パリティビットの指定は無効です。それ以外は通常の

調歩同期式モードと変わりません。マルチプロセッサ通信を行うときのクロックも通常の調歩同期式モード

と同一です。

図 22.11 マルチプロセッサフォーマットを使用した通信例（受信局 A へのデータ AAh の送信の例）

送信局

受信局A

（ID＝01）

受信局B 受信局C 受信局D

通信回線

シリアル

データ

ID送信サイクル

　＝受信局の指定

データ送信サイクル

＝IDで指定した受信局

へのデータ送信

（MPB＝0）

01h AAh

MPB：マルチプロセッサビット

（ID＝02） （ID＝03） （ID＝04）

（MPB＝1）

（MPB＝1）
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22.2.3.1 マルチプロセッサシリアルデータ送信

図 22.12 にマルチプロセッサデータ処理のフローチャートの例を示します。ID 送信サイクルでは

SSR.MPBT ビットを “1” にして送信してください。データ送信サイクルでは SSR.MPBT ビットを “0” にして

送信してください。その他の動作は調歩同期式モードの動作と同じです。

図 22.12 マルチプロセッサシリアル送信のフローチャートの例

No

Yes

初 期 化

送 信 開 始

SSRのMPBTビットを設定

No

Yes

No

Yes

SSRのTENDフラグを読み出し

No

Yes

PORTi.DR.Bjビットを“0”にする、

PORTi.DDR.Bjビットを“1”にする

SCRのTE,TIE,TEIEビットを“0”
にする

TXI割り込み

全数書き込み

TEI割込み

ブレーク出力

TDRに送信データを書き込み

[ 3 ]

[ 1 ]

[ 4 ]

[ 1 ] SCInの初期化：

TXDn端子は自動的に送信データ出力端子にな

ります。SCR.TEビットを“1”にすると、端子

が1フレーム間Highが出力され、その後送信が

可能になります。

[ 2 ] TXI割り込み要求：

送信データがTDRからTSRに転送されると、

送信データエンプティ割り込み（TXI）が

発生します。

TXI割り込み処理ルーチンでSSRのMPBTビット

を“0”または“1”にし、TDRに送信データを１

回だけ書いてください。

[ 3 ] シリアル送信の継続手順：

シリアル送信を続けるときには、TXI割り

込みでTDRに送信データを１回だけ

書いてください。DTCを起動し、TDRに

データを書くことも可能です。

[ 4 ] シリアル送信の終了時にブレークを出力：

シリアル送信時にブレークを出力するときに

は、TXD端子に対応するポートの

PORTi.DDR.Bjビットを“1”（出力ポート）に

し、PORTi.DR.Bjビットを“0”（Low出力）に

した後に、SCR.TEビットを“0”にします。

[ 2 ]

終 了
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22.2.3.2 マルチプロセッサシリアルデータ受信

図 22.14、図 22.15 にマルチプロセッサデータ受信のフローチャートの例を示します。SCR.MPIE ビット

を “1” にするとマルチプロセッサビットが 1 の通信データを受信するまで RSR レジスタから RDR レジスタ

への受信データの転送を行いません。マルチプロセッサビットが 1 の通信データを受信すると受信データを

RDR レジスタに転送します。このとき RXI 割り込み要求を発生します。その他の動作は調歩同期式モード

の動作と同じです。

図 22.13 に受信時の動作例を示します。

図 22.13 SCI の受信時の動作例（8 ビットデータ／マルチプロセッサビットあり／ 1 ストップビットの

例）
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図 22.14 マルチプロセッサシリアル受信のフローチャートの例（1）

Yes

No

初 期 化

受 信 開 始

SCRのRE,RIEビットを0にする

エラー処理

（次頁に続く）

No

Yes

FER∨ORER＝1

SCRのMPIEビットを1にする

SSRのORER、FERフラグを読み出す

RDRの受信データを読み出す

No

Yes

SSRのORER、FERフラグを読み出す

Yes

No

FER∨ORER＝1

RDRの受信データを読み出す

[ 1 ]

[ 2 ]

[ 5 ]

[ 1 ] SCIの初期化：

RxD端子は自動的に受信データ入力端子になります。

[ 2 ] ID受信サイクル：

SCRのMPIEビットを1にセットしID受信を待ちます。

[ 3 ] SCInの状態を確認して、IDの受信と比較：

1回目のRXI割り込みで、RDRのデータを読み出し、

自局のIDと比較します。自局のIDでないときには、

再びMPIEビットを“1”にしてRXI割り込みを待ちます。

[ 4 ] RXI割り込みでデータの受信：

RXI割り込みルーチンで、RDRのデータを１回読みます。

[ 5 ] 受信エラー処理とブレークの検出：

受信エラーが発生したときには、SSRのORER、

FERフラグを読んでエラーを判定します。所定の

エラー処理を行った後、必ずORER、FERフラグを

すべて“0”にしてください。ORER、FERフラグの

いずれかが“1”の状態では受信を再開できません。また、

フレーミングエラー時にRXD端子の値を読むことでブレー

クの検出ができます。

RXI割り込み
No

Yes

[ 3 ]

[ 4 ]RXI割り込み
No

Yes

自局のID

全数受信

終 了
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図 22.15 マルチプロセッサシリアル受信のフローチャートの例（2）

[ 5 ]

エラー処理

Yes

No

SSR.ORER,FER,PERフラグを

“0”にする

No

Yes

No

Yes

フレーミングエラー処理

オーバランエラー処理（注１）

SSR.ORERフラグ=1

SSR.FERフラグ=1

ブレーク

SCR.REビットを“0”にする

注1. RDRレジスタを読む

終 了
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22.2.4 クロック同期式モードの動作

クロック同期式シリアル通信のデータフォーマットを図 22.16 に示します。

クロック同期式モードではクロックパルスに同期してデータを送受信します。通信データの 1 キャラクタ

は 8 ビットデータで構成されます。クロック同期式モードでは、パリティビットの付加はできません。

SCI は、データ送信時は同期クロックの立ち下がりから次の立ち下がりまで出力します。データ受信時は

同期クロックの立ち上がりに同期してデータを取り込みます。8 ビット出力後の通信回線は 終ビットの出

力状態を保ちます。

SCI 内部では送信部と受信部が独立していますので、クロックを共有することで全二重通信を行うことが

できます。また、送信部／受信部はともにダブルバッファ構造になっていますので、送信中に次の送信デー

タの書き込み、受信中に前の受信データの読み出しを行うことで連続送受信が可能です。

図 22.16 クロック同期式シリアル通信のデータフォーマット（LSB ファーストの場合）

22.2.4.1 クロック

SCR.CKE[1:0] ビットの設定により、内蔵ボーレートジェネレータが生成する内部クロック、または SCKn

端子から入力される外部同期クロックを選択できます。

内部クロックで動作させるとき、SCKn 端子から同期クロックが出力されます。同期クロックは 1 キャラ

クタの送受信で 8 パルス出力され、送信および受信を行わないときは High に固定されます。ただし、受信

動作のみのときはオーバランエラーが発生するか、SCR.RE ビットを “0” にするまで同期クロックは出力さ

れます。

Don't  care

通信データの1単位（キャラクタ、または、フレーム）

シリアルデータ

同期クロック

LSB MSB

（注）（注１）

注1. 連続送信／受信のとき以外はHigh

ビット0 ビット1 ビット2 ビット3 ビット4 ビット5 ビット6

Don't  care

ビット7
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22.2.4.2 SCI の初期化（クロック同期式モード）

データの送受信前に SCR レジスタに初期値 00h を書き込み、図 22.17 のフローチャートの例に従って初

期化してください。動作モードの変更、通信フォーマットの変更の場合も、必ず SCR レジスタを初期値に

してから変更してください。

SCR.RE ビットを “0” にしても、SSR.ORER, FER, PER の各フラグおよび RDR レジスタは初期化されませ

んので注意してください。

SCR.TE ビットを “1” から “0”、または “0” から “1” にすると、SCR.TIE ビットが “1” の場合、TXI 割り込

みが発生しますので注意してください。

図 22.17 SCI の初期化フローチャートの例（クロック同期式モード）

Wait

〈送信／受信開始〉

注.　全二重動作の場合は、SCR.TE, REビットに“0”、“1”を、同時に書いてください。

初　期　化　開　始

SMR、SCMRに

送信／受信フォーマットを設定

No

Yes

BRRに値を書く

SCR.TIE, RIE, TE, RE, TEIEビットを

“0”にする

PORTi.ICR.Bjビットを“1”にする

SCR.TE,REビットを“1”に

およびSCR.TIE,RIETEIEビットを設定

1ビット期間経過

SCR.CKE[1:0]ビットを設定

[ 1 ]

[ 2 ]

[ 3 ]

[ 4 ]

[ 1 ] 受信および外部クロックで使用する場合

[ 2 ] SMR、SCMR（注１）に送信／受信フォーマット

を設定します。

[ 3 ] BRRにビットレートに対応する値をライトし

ます。ただし、外部クロックを使用する場合

にはこの作業は必要ありません。

[ 4 ] 少なくとも1ビット期間待ってから、SCR.TE

ビット、またはSCR.REビットを“1”にしま

す。また、SCR.TIE, RIE, TEIEビットを設定して

ください。(注2)  TE、REビットの設定でTXDn、

RXDn端子が使用可能になります。

注1. SCMRレジスタには初期値を設定してください。

注2. TXI割り込みでDMACおよびDTCを起動する場合、

TIEビットとTEIEビットの両方を“1”に設定すると、

DMAC/DTC転送中に、TEI割り込みによるCPU割り込

みが発生します。

TEIEビットは、DMAC/DTCによる全転送が終わった

後“1”にするようにしてください。



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 943 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 22.  シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIb）

22.2.4.3 シリアルデータの送信（クロック同期式モード）

図 22.18 にクロック同期式モードのシリアル送信時の動作例を示します。

シリアルデータの送信時、SCI は以下のように動作します。

1. SCI は TXI 割り込み処理ルーチンにより TDR レジスタにデータが書き込まれると、TDR レジスタから

TSR レジスタにデータを転送します。なお、送信開始時の TXI 割り込み要求は、SCR.TIE ビットを “1”

にした後に SCR.TE ビットを “1” にするか、1 命令で同時に “1” にすることで発生します。

2. TDR レジスタから TSR レジスタにデータを転送し、送信を開始します。このとき、TIE ビットが “1”

なら、TXI 割り込み要求が発生します。この TXI 割り込み処理ルーチンで、前に転送したデータの送信

が終了するまでに TDR レジスタに次の送信データを書くことで連続送信が可能です。

3. クロック出力モードにしたときには出力クロックに同期して、外部クロックにしたときには入力クロッ

クに同期して、TXDn 端子から 8 ビットのデータを出力します。

4. 終ビットを送り出すタイミングで TDR レジスタの更新（書き込み）をチェックします。

5. TDR レジスタが更新されていれば、TDR レジスタから TSR レジスタにデータを転送し、次のフレーム

の送信を開始します。

6. TDR レジスタが更新されていなければ、SSR.TEND フラグが “1” になる、 終ビットの出力状態を保持

します。このとき SCR.TEIE ビットが “1” なら、TEI 割り込み要求が発生します。SCKn 端子は High に

固定されます。

図 22.19 にシリアル送信のフローチャートの例を示します。

受信エラーフラグ（SSR.ORER, FER, PER）が “1” の状態では送信を開始しません。送信開始の前に、必ず

受信エラーフラグを “0” にしてください。また、受信エラーフラグは SCR.RE ビットを “0” にしただけでは

“0” になりませんので注意してください。

図 22.18 クロック同期式モードのシリアル送信時の動作例

転送方向

ビット0

同期クロック

1フレーム

シリアルデータ

TXI割り込み

要求の発生
TXI割り込み

要求の発生

ビット1 ビット7 ビット0 ビット1 ビット7ビット6

TXI割り込み

要求の発生

TXI割り込み処理ルーチン

でTDRにデータを書く

SSR.TENDフラグ

TXI割り込み信号
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図 22.19 クロック同期式モードのシリアル送信のフローチャート例

No

Yes

初 期 化

送 信 開 始

SCR.TIEビットを“0”にする

TDRに送信データを書き込み

No

Yes

No

Yes

SSR.TENDフラグを読み出し

SCR.TIE, TE, TEIEビットを“0”にする

TXI割り込み

全データ送信

SSR.TEND = 1

[ 1 ]

[ 2 ]

[ 3 ]

[ 1 ] SCInの初期化：

TXDn端子は自動的に送信データ出力端子になります。

[ 2 ] TXI割り込み要求で送信データをTDRレジスタに書き込み：

送信データがTDRレジスタからTSRレジスタに転送される

と、TXI割り込み要求が発生します。送信データエンプティ

割り込み（TXI）により、TDRレジスタに送信データを

1 回書きます。

[ 3 ] シリアル送信の継続手順：

シリアル送信を続けるときには、TXIにより、TDRレジスタ

にデータを書いてください。TXI割り込み要求で、DTCを起

動し、TDRにデータを書くことも可能です。

終 了

注．外部クロック（SCR.CKE[1]ビット=“1”）のときは、 終ビットのSCK端子立ち上がりで

SSR.TENDフラグが“1”になります。

このとき、SCR.TEビットをすぐ“0”にすると受信デバイス側の受信データのホールド時間が

不足する場合があるため、注意してください。
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22.2.4.4 シリアルデータの受信（クロック同期式モード）

図 22.20 にクロック同期式モードのシリアル受信時の動作例を示します。

シリアルデータの受信時、SCI は以下のように動作します。

1. SCI は同期クロックの入力、または出力に同期して内部を初期化して受信を開始し、受信データを RSR

レジスタに取り込みます。

2. オーバランエラーが発生したときは、SSR.ORER フラグが “1” になります。このとき SCR.RIE ビットが

“1” なら、ERI 割り込み要求が発生します。受信データは RDR レジスタに転送されません。

3. 正常に受信したときは、受信データを RDR レジスタに転送します。このとき RIE ビットが “1” なら、

RXI 割り込み要求が発生します。この RXI 割り込み処理ルーチンで RDR レジスタに転送された受信

データを次のデータ受信完了までに読むことで連続受信が可能です。

図 22.20 クロック同期式モードのシリアル受信時の動作例

受信エラーフラグが “1” の状態では以後の送受信動作ができません。したがって、受信を継続する前に必

ず SSR.ORER, FER, PER フラグを “0” にしてください。また、オーバランエラー処理では必ず RDR レジス

タを読んでください。

図 22.21 にシリアル受信のフローチャートの例を示します。

1フレーム

SSR.ORERフラグ

シリアルデータ

受信クロック

ビット7 ビット0 ビット7 ビット0 ビット1 ビット7ビット6

RXI 割り込み処理

ルーチンでRDRの

データを読む

RXI割り込み

要求の発生

RXI割り込み

要求の発生

オーバランエラーで

ERI割り込み要求の発生

RXI割り込み信号
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図 22.21 クロック同期式モードのシリアル受信のフローチャート例

Yes

No

初 期 化

受 信 開 始

No

Yes

SCR.RIE, REビットを“0”にする

エラー処理

（下図に続く）

RDRの受信データを読む

No

Yes

SSR.ORER = 1

RXI割り込み

全数受信

SSR.ORERフラグを読む

エラー処理

SSR.ORERフラグを“0”にする

オーバランエラー処理（注）

[ 1 ]

[ 2 ]

[ 3 ]

[ 4 ]

[ 5 ]

[ 3 ]

[ 1 ] SCInの初期化：

RXDn端子として使用するポートを入力に設定し

てください。

[ 2 ] [ 3 ] 受信エラー処理：

受信エラーが発生したときには、SSR.ORERフ

ラグを読んでから、所定のエラー処理を行った

後、ORERフラグを“0”にしてください。

ORERフラグが“1”の状態では、受信を再開で

きません。

[ 4 ] 受信データフル割り込み要求（RXI）でRDR

レジスタの受信データを1回読んでください。

[ 5 ] シリアル受信の継続手順：

シリアル受信を続けるときには、現在のフレー

ムのMSB（ビット7）を受信する前に、RDRレジ

スタのリードを終了しておいてください。受信

データフル割り込み（RXI）要求でDTCを

起動し、RDRの値を読むことも可能です。

注. RDRレジスタを読む

終 了

終 了
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22.2.4.5 シリアルデータの全二重動作（クロック同期式モード）

図 22.22 にクロック同期式モードのシリアル全二重動作のフローチャートの例を示します。

シリアル全二重動作は、SCI の初期化後、以下の手順に従って行ってください。

送信から全二重に切り替えるときには、SCI が送信終了状態であることを、SSR.TEND フラグが “1” に

なっていることで確認してください。その後、SCR レジスタを初期化してから SCR.TIE, RIE, TE, RE, TEIE

ビットを 1 命令で同時に “1” にしてください。

受信から全二重に切り替えるときには、SCI が受信完了状態であることを確認した後、SCR.RIE, RE ビッ

トを “0” にしてから、エラーフラグ（SSR.ORER, FER, PER）が “0” であることを確認した後、SCR.TIE, RIE, 

TE, RE, TEIE ビットを 1 命令で同時に “1” にしてください。

図 22.22 クロック同期式モードのシリアル送受信同時動作のフローチャート例

Yes

No

初 期 化

送 受 信 開 始

エラー処理

RDRの受信データを読む

No

Yes

SSR.ORER＝1

全データ受信

No

Yes

TXI割り込み

TDRに送信データを書く

No

Yes

RXI割り込み

SSR.ORERフラグを読む

SCR.TIE, RIE, TE, RE, TEIEビットを

“0”にする

注. 送信、または受信動作から全二重動作に切り替えるときには、

SCR.TIE, RIE, TE, RE, TEIEビットを“0”にしてから、

SCR.TIE, RIE, TE, RE, TEIEビットを同時に“1”にしてください。

[ 1 ]

[ 2 ]

[ 3 ]

[ 4 ]

[ 5 ]

[ 1 ] SCInの初期化：

TXDn端子は送信データ出力端子に、RXDn端子

は受信データ入力端子にして、全二重動作が可

能になります。

[ 2 ] 送信データの書き込み：

TXI割り込みでTDRレジスタに送信データを

1回書いてください。

[ 3 ] 受信エラー処理：

受信エラーが発生したときには、SSR.ORERフ

ラグを読んでから、所定のエラー処理を行った

後、ORERフラグを“0”にしてください。

ORERフラグが“1”のままでは受信を再開でき

ません。

[ 4 ] 受信データの読み出し：

RXI割り込みでRDRレジスタの受信データを

1回読んでください。

[ 5 ] シリアル送受信の継続手順：

シリアル送受信を続けるときには、現在のフレーム

のMSB（ビット7）を受信する前にRXI割り込みで

RDRレジスタのリードを終了しておいてください。

また、現在のフレームのMSB （ビット7）を送信す

る前にTXI割り込みでTDRレジスタにデータを書い

てしてください。

送信データエンプティ割り込み（TXI）要求でDTC

を起動し、TDRレジスタにデータを書くことや、受

信データフル割り込み（RXI）要求でDTCを起動

し、RDRレジスタの値をリ読むことも可能です。

終 了



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 948 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 22.  シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIb）

22.3 スマートカードインタフェースモード

SCI の拡張機能として、ISO/IEC 7816-3（Identification Card）に対応したスマートカード（IC カード）イン

タフェース（SMCI）に対応しています。

SCMR.SMIF ビット＝ 1 のとき、SCI はスマートカードインタフェースモードになります。

22.3.1 レジスタの説明

表 22.14 に SMCI のレジスタのレジスタ一覧を示します。一部のレジスタ（TDR、RDR、SCMR レジス

タ）の機能はシリアルコミュニケーションインタフェースモードと同様です。TDR、RDR、SCMR レジスタ

の詳細については「22.2.1　レジスタの説明」を参照してください。

表22.14 SMCIのレジスタ一覧

チャネル レジスタ名 シンボル リセット後の値 アドレス アクセスサイズ

SMCI0 シリアルモードレジスタ SMR 00h 0008 8240h 8

ビットレートレジスタ BRR FFh 0008 8241h 8

シリアルコントロールレジスタ SCR 00h 0008 8242h 8

トランスミットデータレジスタ TDR FFh 0008 8243h 8

シリアルステータスレジスタ SSR 84h 0008 8244h 8

レシーブデータレジスタ RDR 00h 0008 8245h 8

スマートカードモードレジスタ SCMR F2h 0008 8246h 8

シリアル拡張モードレジスタ SEMR 00h 0008 8247h 8

SMCI1 シリアルモードレジスタ SMR 00h 0008 8248h 8

ビットレートレジスタ BRR FFh 0008 8249h 8

シリアルコントロールレジスタ SCR 00h 0008 824Ah 8

トランスミットデータレジスタ TDR FFh 0008 824Bh 8

シリアルステータスレジスタ SSR 84h 0008 824Ch 8

レシーブデータレジスタ RDR 00h 0008 824Dh 8

スマートカードモードレジスタ SCMR F2h 0008 824Eh 8

シリアル拡張モードレジスタ SEMR 00h 0008 824Fh 8

SMCI2 シリアルモードレジスタ SMR 00h 0008 8250h 8

ビットレートレジスタ BRR FFh 0008 8251h 8

シリアルコントロールレジスタ SCR 00h 0008 8252h 8

トランスミットデータレジスタ TDR FFh 0008 8253h 8

シリアルステータスレジスタ SSR 84h 0008 8254h 8

レシーブデータレジスタ RDR 00h 0008 8255h 8

スマートカードモードレジスタ SCMR F2h 0008 8256h 8

シリアル拡張モードレジスタ SEMR 00h 0008 8257h 8
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22.3.1.1 シリアルモードレジスタ（SMR）

注1. nは設定値の10進表示で、「22.2.1.9　ビットレートレジスタ（BRR）」中のnの値を表します。

注2. Sは「22.3.1.4　ビットレートレジスタ（BRR）」中のSの値を表します。

注3. SCR.TEビット= 0、SCR.REビット= 0（シリアル送信動作を禁止、かつシリアル受信動作を禁止）の場合のみ書き込み可能です。

SMR レジスタは、通信フォーマットと内蔵ボーレートジェネレータのクロックソースを選択するための

レジスタです。

CKS[1:0] ビット（クロック選択ビット）

内蔵ボーレートジェネレータのクロックソースを選択します。

CKS[1:0] ビットの設定値とボーレートの関係については、「22.3.1.4　ビットレートレジスタ（BRR）」を

参照してください。

BCP[1:0] ビット（基本クロックパルスビット）

スマートカードインタフェースモードにおいて、1 ビット転送期間中の基本クロック数を選択します。

SCMR.BCP2 ビットと組み合わせて選択します。

詳細は、「22.3.3.2　受信データサンプリングタイミングと受信マージン」を参照してください。

アドレス 　SMCI0.SMR 0008 8240h、SMCI1.SMR 0008 8248h、SMCI2.SMR 0008 8250h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

GM BLK PE PM BCP[1:0] CKS[1:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b1-b0 CKS[1:0] クロック選択ビット b1  b0

0 0：PCLKクロック（n=0）（注1）

0 1：PCLK/4クロック（n=1）（注1）

1 0：PCLK/16クロック（n=2）（注1）

1 1：PCLK/64クロック（n=3）（注1）

R/W
（注3）

b3-b2 BCP[1:0] 基本クロックパルスビット SCMR.BCP2ビットと組み合わせて選択します。

SCMR.BCP2ビット、SMR.BCP[1:0]ビットの設定値
BCP2  b3    b2

0     0     0：93クロック（S=93）（注2）

0     0     1：128クロック（S=128）（注2）

0     1     0：186クロック（S=186）（注2）

0     1     1：512クロック（S=512）（注2）

1     0     0：32クロック（S=32）（注2）（初期値）

1     0     1：64クロック（S=64）（注2）

1     1     0：372クロック（S=372）（注2）

1     1     1：256クロック（S=256）（注2）

R/W
（注3）

b4 PM パリティモードビット （調歩同期式モードで、PEビット＝1のときのみ有効）

0：偶数パリティで送受信

1：奇数パリティで送受信

R/W
（注3）

b5 PE パリティ許可ビット （調歩同期式モードのみ有効）

PEビットが “1”のとき、送信時はパリティビットを付加し、受信

時はパリティチェックを行います。スマートカードインタフェー

スモードでは、PEビットは“1”にして使用してください

R/W
（注3）

b6 BLK ブロック転送モードビット 0：通常モードで動作

1：ブロック転送モードで動作

R/W
（注3）

b7 GM GSMモードビット 0：通常モードで動作

1：GSMモードで動作

R/W
（注3）
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PM ビット（パリティモードビット）

送受信時のパリティ（偶数パリティ／奇数パリティ）を選択します。

スマートカードインタフェースモードにおけるこのビットの使用方法については、「22.3.3　データ

フォーマット（ブロック転送モード時を除く）」を参照してください。

PE ビット（パリティ許可ビット）

PE ビットは “1” にしてください。

送信時はパリティビットを付加し、受信時はパリティチェックを行います。

BLK（ブロック転送モードビット）

BLK ビットを “1” にすると、ブロック転送モードで動作します。

ブロック転送モードについては、「22.3.3.1　ブロック転送モード」を参照してください。

GM ビット（GSM モードビット）

GM ビットを “1” にすると、GSM モードで動作します。

GSM モードでは、SSR.TEND フラグが “1” になるタイミングが先頭から 11.0etu（etu：Elementary Time 

Unit、1 ビットの転送期間）に前倒しされ、クロック出力制御機能が追加されます。詳細は、「22.3.3.4　シ

リアルデータの送信（ブロック転送モードを除く）」、「22.3.3.6　クロック出力制御」を参照してください。
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22.3.1.2 シリアルコントロールレジスタ（SCR）

注1. TEビット=0、REビット=0の場合のみ書き込みができます。

注2. SMR.CMビットが“1”のときは、TEビット=0、REビット=0の場合のみ “1”を書けます。いったん、TE、REビットのいずれかを“1”
にした後は、TEビット=0、REビット=0の書き込みのみ可能です。

SCR レジスタは、送受信制御と割り込み制御、送受信クロックソースの選択を行うためのレジスタです。

各割り込み要因については、「22.5　割り込み要因」を参照してください。

CKE[1:0] ビット（クロック許可ビット）

SCKn 端子からのクロック出力を制御します。

GSM モードではクロックの出力をダイナミックに切り替えることができます。詳細は、「22.3.3.6　ク

ロック出力制御」を参照してください。

TEIE ビット（送信完了割り込み許可ビット）

スマートカードインタフェースモードでは “0” としてください。

MPIE ビット（マルチプロセッサ割り込み許可ビット）

スマートカードインタフェースモードでは “0” としてください。

アドレス SMCI0.SCR 0008 8242h、SMCI1.SCR 0008 824Ah、SMCI2.SCR 0008 8252h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

TIE RIE TE RE MPIE TEIE CKE[1:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b1-b0 CKE[1:0] クロック許可ビット  SMR.GMビット=0の場合
b1 b0

0 0：出力禁止

（SCKn端子は入出力ポートとして使用可） 
0 1：クロック出力

1 0：設定しないでください

1 1：設定しないでください

 SMR.GMビット=1の場合

0 0：Low出力固定

0 1：クロック出力

1 0：High出力固定

1 1：クロック出力

R/W
（注1）

b2 TEIE 送信完了割り込み許可ビット スマートカードインタフェースモードでは、“0”としてください R/W

b3 MPIE マルチプロセッサ割り込み許可

ビット

スマートカードインタフェースモードでは、“0”としてください R/W

b4 RE 受信許可ビット 0：シリアル受信動作を禁止

1：シリアル受信動作を許可

R/W
（注2）

b5 TE 送信許可ビット 0：シリアル送信動作を禁止

1：シリアル送信動作を許可

R/W
（注2）

b6 RIE 受信割り込み許可ビット 0：RXIおよびERI割り込み要求を禁止

1：RXIおよびERI割り込み要求を許可

R/W

b7 TIE 送信割り込み許可ビット 0：TXI割り込み要求を禁止 
1：TXI割り込み要求を許可

R/W
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RE ビット（受信許可ビット）

シリアル受信動作を許可、または禁止します。

RE ビットを “1” にした場合、スタートビットを検出するとシリアル受信を開始します。なお、RE ビット

を “1” にする前に必ず SMR レジスタの設定を行い、受信フォーマットを決定してください。

RE ビットを “0” にして受信動作を停止させても、SSR.ORER, FER, PER の各フラグは影響を受けず、状態

を保持します。

TE ビット（送信許可ビット）

シリアル送信動作を許可、または禁止します。

TE ビットを “1” にすると、TDR レジスタに送信データを書くことでシリアル送信を開始します。なお、

TE ビットを “1” にする前に必ず SMR レジスタの設定を行い、送信フォーマットを決定してください。

RIE ビット（受信割り込み許可ビット）

RXI および ERI 割り込みを許可、または禁止します。

RXI 割り込みを禁止するには、RIE ビットを “0” にします。

ERI 割り込み要求信号は、SSR.ORER, FER, PER の各フラグから “1” を読んだ後、“0” にするか、RIE ビッ

トを “0” にすると消えます。

TIE ビット（送信割り込み許可ビット）

TXI 割り込みの通知を許可、または禁止します。

TXI 割り込みを禁止するには、TIE ビットを “0” にします。
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22.3.1.3 シリアルステータスレジスタ（SSR）

注1. フラグをクリアするため、“1”を読んだ後に“0”を書くことのみ可能です。

注2. 書く場合”1”を書いてください。

SSR レジスタは、SCI のステータスフラグで構成されます。

MPBT ビット（マルチプロセッサビット転送ビット）

スマートカードインタフェースモードでは “0” としてください。

MPB ビット（マルチプロセッサビット）

スマートカードインタフェースモードでは使用しません。“0” としてください。

アドレス SMCI0.SSR 0008 8244h、SMCI1.SSR 0008 824Ch、SMCI2.SSR 0008 8254h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

TDRE RDRF ORER ERS PER TEND MPB MPBT

リセット後の値 1 0 0 0 0 1 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 MPBT マルチプロセッサビット

転送ビット

スマートカードインタフェースモードでは“0”としてください R/W

b1 MPB マルチプロセッサビット スマートカードインタフェースモードでは使用しません。

“0”としてください

R

b2 TEND 送信完了フラグ 0：キャラクタを送信中

1：キャラクタを送信終了

R

b3 PER パリティエラーフラグ 0：パリティエラーの発生なし

1：パリティエラーの発生あり

R/(W)
（注1）

b4 ERS エラーシグナルステータスフラグ 0：エラーシグナルLow応答なし

1：エラーシグナルLow応答あり

R/(W)
（注1）

b5 ORER オーバランエラーフラグ 0：オーバランエラーの発生なし

1：オーバランエラーの発生あり

R/(W)
（注1）

b6 RDRF 受信データフルフラグ 0：RDRレジスタからデータを転送したとき

1：受信が正常終了し、RSRレジスタからRDRレジスタへデー

タが転送されたとき

R/(W)
（注2）

b7 TDRE 送信データエンプティフラグ 0：TDRレジスタへデータを転送したとき

1：TDRレジスタからTSRレジスタにデータが転送されたとき

R/(W)
（注2）
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TEND ビット（送信完了フラグ）

受信側からのエラーシグナルの応答がなく、次の送信データを TDR レジスタに転送可能になったとき “1”

になります。

［“1” になる条件］

 SCR.TE ビット =0（シリアル送信動作を禁止）のとき

 1 バイトのデータを送信して一定期間後、ERS フラグ =0 かつ TDR レジスタが更新されていないとき

“1” になるタイミングは、レジスタの設定により以下のように異なります。

SMR.GM ビット =0、SMR.BLK ビット =0 のとき、送信開始から 12.5etu 後

SMR.GM ビット =0、SMR.BLK ビット =1 のとき、送信開始から 11.5etu 後

SMR.GM ビット =1、SMR.BLK ビット =0 のとき、送信開始から 11.0etu 後

SMR.GM ビット =1、SMR.BLK ビット =1 のとき、送信開始から 11.0etu 後

［“0” になる条件］

 TDR レジスタへ送信データを書いたとき

PER フラグ（パリティエラーフラグ）

調歩同期式モードで受信したデータにパリティエラーが発生したことを示します。

［“1” になる条件］

 受信中にパリティエラーを検出したとき

パリティエラーが発生したときの受信データは RDR レジスタに転送されますが、RXI 割り込み要求は発

生しません。なお、PER フラグが “1” の状態では、以降の受信データは RDR レジスタに転送しません。

［“0” になる条件］

 “1” を読んだ後、“0” を書いたとき（“0” を書いた後に PER フラグが “0” になったことを確認してくださ

い。）

 SCR.RE ビットを “0”（シリアル受信動作を禁止）にしても、PER フラグは影響を受けず以前の状態を保

持します。

ERS フラグ（エラーシグナルステータス）

［“1” になる条件］

 エラーシグナル Low をサンプリングしたとき

［“0” になる条件］

 “1” を読んだ後、“0” を書いたとき

ORER フラグ（オーバランエラーフラグ）

受信したデータにオーバランエラーが発生したことを示します。

［“1” になる条件］

 RDR レジスタの受信データを読まずに次のデータを受信したとき

RDR レジスタではオーバランエラーが発生する前の受信データを保持し、後から受信したデータが失

われます。ORER フラグが “1” の状態では、以降のシリアル受信を続けることはできません。

［“0” になる条件］

 “1” を読んだ後、“0” を書いたとき（“0” を書いた後に ORER フラグが “0” になったことを確認してくださ

い。）

SCR.RE ビットを “0” にしても、ORER フラグは影響を受けず以前の状態を保持します。
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RDRF フラグ（受信データフルフラグ）

RDR レジスタ内の受信データの有無を表示します。

［“1” になる条件］

 受信が正常終了し、RSR レジスタから RDR レジスタへデータが転送されたとき

［“0” になる条件］

 RDR レジスタからデータを転送したとき

TDRE フラグ（送信データエンプティフラグ）

TDR レジスタ内の送信データの有無を表示します。

［“1” になる条件］

 TDR レジスタから TSR レジスタにデータが転送されたとき

［“0” になる条件］

 TDR レジスタへデータを転送したとき
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22.3.1.4 ビットレートレジスタ（BRR）

BRR レジスタはビットレートを調整するための 8 ビットのレジスタです。

SCI ではチャネルごとにボーレートジェネレータが独立しているため、異なるビットレートを設定できま

す。

BRR レジスタの初期値は FFh です。

BRR レジスタは、CPU からの読み出しは常に可能ですが、書き込みは SCR.TE ビット =0、SCR.RE ビッ

ト =0 の場合のみ可能です。

スマートカードインタフェースモードにおける BRR レジスタの値 Ｎ の設定例を表 22.15 に示します。ス

マートカードインタフェースモードでは 1 ビット転送期間の基本クロック数 S を選択できます。詳細は

「22.3.3.2　受信データサンプリングタイミングと受信マージン」を参照してください。

B ：ビットレート（bps）

N ：ボーレートジェネレータの BRR の設定値（0 ≦ N ≦ 255）

PCLK ：動作周波数（MHz）

n と S ：下表のとおり SMR の設定値に依存します。

アドレス SMCI0.BRR 0008 8241h、SMCI1.BRR 0008 8249h、SMCI2.BRR 0008 8251h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

リセット後の値 1 1 1 1 1 1 1 1

表22.15 BRRレジスタの設定値NとビットレートBの関係

モード

スマートカード
インタフェース

BRRレジスタの設定値 誤差

N = －1
S × 22n+1 × B

PCLK×106

誤差（％）＝｛ －1｝× 100
PCLK×106

B × S × 22n+1 × (N＋1)
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表22.16 ビットレートに対するBRRの設定例
（スマートカードインタフェースモードでn＝0、S＝372のとき）

ビットレート

（bps）

動作周波数PCLK（MHz）

7.1424 10.00 10.7136 13.00

n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%）

9600 0 0 0.00 0 1 30 0 1 25 0 1 8.99

ビットレート

（bps）

動作周波数PCLK（MHz）

14.2848 16.00 18.00 20.00

n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%）

9600 0 1 0.00 0 1 12.01 0 2 15.99 0 2 6.66

ビットレート

（bps）

動作周波数PCLK（MHz）

25.00 30.00 33.00 50.00

n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%） n N 誤差（%）

9600 0 3 12.49 0 3 5.01 0 4 7.59 0 27 0.00

表22.17 各動作周波数における 大ビットレート
（スマートカードインタフェースモードでS＝372のとき）

PCLK（MHz）
大ビットレート

（bps）
n N PCLK（MHz）

大ビットレート

（bps）
n N

10.00 13441 0 0 20.00 26882 0 0

10.7136 14400 0 0 25.00 33602 0 0

13.00 17473 0 0 30.00 40323 0 0

16.00 21505 0 0 33.00 44355 0 0

18.00 24194 0 0 50.00 67205 0 0
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22.3.2 スマートカードインタフェースモードの動作

SCI の拡張機能として、ISO/IEC 7816-3（Identification Card）に対応したスマートカード（IC カード）との

インタフェースに対応しています。

スマートカードインタフェースモードへの切り替えはレジスタにより行います。

22.3.2.1 接続例

図 22.23 にスマートカード（IC カード）との接続例を示します。

IC カードとは 1 本のデータ伝送線で送受信が行われるので、TXDn 端子と RXDn 端子とを結線し、データ

伝送線を抵抗で電源 Vcc 側にプルアップしてください。

IC カードを接続しない状態で SCR.TE ビットを “1”、SCR.RE ビットを “1” にすると、自分の出したデー

タを自分で受信できる、自己診断をすることができます。

SCI で生成するクロックを IC カードに供給する場合は、SCKn 端子出力を IC カードの CLK 端子に入力し

てください。

リセット信号の出力には LSI の出力ポートを使用できます。

図 22.23 スマートカード（IC カード）との接続例

TXDn

RXDn

RX62T

VCC

I/O

接続装置本体

ICカード

データ線

CLK

RST

SCKn

ポート

クロック線

リセット線
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22.3.3 データフォーマット（ブロック転送モード時を除く）

図 22.24 にスマートカードインタフェースモードでの送受信フォーマットを示します。

 調歩同期式で、1 フレームは 8 ビットデータとパリティビットで構成されます。

 送信時は、パリティビットの終了から次のフレーム開始まで 2etu（Elementary Time Unit：1 ビットの転送

期間）以上のガードタイムをおきます。

 受信時にパリティエラーを検出した場合、スタートビットから 10.5etu 経過後、エラーシグナル（Low）

を 1etu 期間出力します。

 送信時にエラーシグナルをサンプリングすると、2etu 以上経過後、自動的に同じデータを再送信しま

す。

図 22.24 スマートカードインタフェースモードのデータフォーマット

Ds D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 Dp

正常送受信時

送信局の出力

Ds D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 Dp

パリティエラー発生時

送信局の出力

DE

受信局の出力

Ds ：スタートビット

D0～D7 ：データビット

Dp ：パリティビット

DE ：エラーシグナル
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ダイレクトコンベンションタイプと、インバースコンベンションタイプの 2 種類の IC カードとの送受信

は、以下のように行ってください。

(1) ダイレクトコンベンションタイプ

ダイレクトコンベンションタイプは、図 22.25 に示す開始キャラクタの例のように、論理 1 レベルを状態

Z に、論理 0 レベルを状態 A に対応させ、LSB ファーストで送受信します。図 22.26 の開始キャラクタで

は、データは 3Bh となります。

ダイレクトコンベンションタイプでは、SCMR.SDIR, SINV ビットをともに “0” にしてください。また、

スマートカードの規程により偶数パリティとなるよう SMR.PM ビットを “0” にしてください。

図 22.25 ダイレクトコンベンション
（SCMR.SDIR ビット =0、SCMR.SINV ビット =0、SMR.PM ビット =0）

(2) インバースコンベンションタイプ

インバースコンベンションタイプは、論理 1 レベルを状態 A に、論理 0 レベルを状態 Z に対応させ、

MSB ファーストで送受信します。図 22.26 の開始キャラクタでは、データは 3Fh となります。

インバースコンベンションタイプでは、SCMR.SDIR, SINV ビットをともに “1” にしてください。パリ

ティビットはスマートカードの規程により偶数パリティで論理 0 となり、状態 Z が対応します。RX62T で

は、SINV ビットはデータビット D7 ～ D0 のみ反転させます。このため、送受信とも SMR.PM ビットを “1”

にしてパリティビットを反転させてください。

図 22.26 インバースコンベンション
（SCMR.SDIR ビット＝ 1、SCMR.SINV ビット＝ 1、SMR.PM ビット＝ 1）

Ds

A Z Z A Z Z ZZ AA（Z） （Z）状態
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22.3.3.1 ブロック転送モード

ブロック転送モードは、通常のスマートカードインタフェースモードと比較して以下の点が異なります。

 受信時にパリティチェックを行いますが、エラーを検出してもエラーシグナルは出力しません。

SSR.PER フラグは “1” になりますので、次のフレームのパリティビットを受信する前に “0” にしてくだ

さい。

 送信時のパリティビットの終了から、次のフレーム開始までのガードタイムは 1etu 以上必要です。

 再送信を行わないため、SSR.TEND フラグは送信開始から 11.5etu 後に “1” になります。

 SSR.ERS フラグは通常のスマートカードインタフェースモードと同じで、エラーシグナルのステータス

を示しますが、エラーシグナルの送受信を行わないため常に “0” になります。

22.3.3.2 受信データサンプリングタイミングと受信マージン

スマートカードインタフェースモードで使用できる送受信クロックは、内蔵ボーレートジェネレータの生

成した内部クロックのみです。

スマートカードインタフェースモードでは、SCI は SCMR.BCP2 ビット、SMR.BCP[1:0] ビットの設定によ

り、ビットレートの 32 倍、64 倍、372 倍、256 倍、93 倍、128 倍、186 倍、512 倍（通常の調歩同期式モー

ドでは 16 倍に固定）の周波数の基本クロックで動作します。

受信時は、スタートビットの立ち下がりを基本クロックでサンプリングして内部を同期化します。また、

図 22.27 に示すように、受信データを基本クロックのそれぞれ 16、32、186、128、46、64、93、256 クロッ

クの立ち上がりエッジでサンプリングすることで、各ビットの中央でデータを取り込みます。このときの受

信マージンは次の式で表わすことができます。

上の式で、F = 0、D = 0.5、N = 372 とすると、受信マージンは以下のようになります。

M = (0.5-1/2×372) ×100% = 49.866%

1
2N

D-0.5
N

×100   [%]   M= (0.5-  ) - (L-0.5)F- (1+F)

M：受信マージン(%)
N ：クロックに対するビットレートの比(N=32, 64, 372, 256)
D ：クロックデューティ比(D=0～1.0)
L ：フレーム長(L=10)
F ：クロック周波数の偏差の絶対値
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図 22.27 スマートカードインタフェースモード時の受信データサンプリングタイミング
（372 倍のクロック使用時）
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22.3.3.3 スマートカードインターフェースの初期化

データの送受信の前に、以下の手順で SCI を初期化してください。送信モードから受信モードへの切り替

え、受信モードから送信モードへの切り替えにおいても初期化が必要です。

1. SCR レジスタに初期値 00h を書き込みます。

2. 当該端子の PORTi.ICR.Bj ビット (n=1 ～ 9、A ～ G、j=0 ～ 7) を “1” にしてください。

3. SSR レジスタのエラーフラグ（ORER、ERS、PER）を “0” にしてください。

4. SMR.GM, BLK, PM, BCP[1:0], CKS[1:0] ビット、および SCMR.BCP2 ビットを設定してください。このと

き、SMR.PE ビットは “1” にしてください。

5. SCMR.SDIR, SINV, SMIF ビットを設定してください。また、TXDn 端子に該当する PORTi.DDR.Bj ビッ

トを “0” にします。これにより、TXDn 端子および RXDn 端子はともにポートから SCI の端子に切り替

わり、ハイインピーダンス状態となります。

6. ビットレートに対応する値を BRR レジスタに設定します。

7. SCR.CKE[1:0] ビットを設定してください。このとき、SCR.TIE, RIE, TE, RE, TEIE ビットは “0” にして

ください。

CKE0 ビットを “1” にした場合は、SCKn 端子からクロックを出力します。

8. 少なくとも、1 ビット期間待ってから、SCR.TIE, RIE, TE, RE ビットを設定してください。自己診断す

るとき以外は TE ビットと RE ビットを同時に “1” にしないでください。

受信モードから送信モードに切り替える場合、受信動作が完了していることを確認した後、初期化から開

始し、TE ビット＝ 1、RE ビット＝ 0 にしてください。受信動作の完了は、RXI 割り込み要求、SSR.ORER

フラグ、あるいは SSR.PER フラグで確認できます。

送信モードから受信モードに切り替える場合、送信動作が完了していることを確認した後、初期化から開

始し、TE ビット＝ 0、RE ビット＝ 1 にしてください。送信動作の完了は SSR.TEND フラグで確認できま

す。
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22.3.3.4 シリアルデータの送信（ブロック転送モードを除く）

スマートカードインタフェースモードにおけるシリアル送信は、エラーシグナルのサンプリングと再送信

処理があるため、通常のシリアルコミュニケーションインタフェースモードとは動作が異なります（ブロッ

ク転送モードを除く）。送信時の再転送動作を図 22.28 に示します。

1. 1 フレーム分の送信を完了した後、受信側からのエラーシグナルをサンプリングすると SSR.ERS フラグ

が “1” になります。このとき SCR.RIE ビットが “1” なら、ERI 割り込み要求を発生します。次のパリ

ティビットのサンプリングまでに ERS フラグを “0” にしてください。

2. エラーシグナルを受信したフレームでは、SSR.TEND フラグは “1” になりません。TDR レジスタから

TSR レジスタに再度データが転送され、自動的に再送信を行います。

3. 受信側からエラーシグナルが返ってこない場合は、ERS フラグは “1” になりません。

4. 再転送を含む 1 フレームの送信が完了したと判断して、SSR.TEND フラグがセットされます。このと

き、SCR.TIE ビットが “1” なら、TXI 割り込み要求を発生します。送信データを TDR レジスタに書く

ことにより次のデータが送信されます。

シリアル送信のフローチャートの例を図 22.30 に示します。これらの一連の処理は、TXI 割り込み要因に

よって DTC を起動することで自動的に行うことができます。

送信動作では、SCR.TIE ビットが “1” の場合、SSR.TEND フラグが “1” になると、TXI 割り込み要求が発

生します。あらかじめ DTC の起動要因に TXI 割り込み要求を設定しておけば、TXI 割り込み要求により

DTC が起動されて送信データの転送を行います。TEND フラグは、DTC によるデータ転送時に自動的に “0”

になります。

エラーが発生した場合は SCI が自動的に同じデータを再送信します。この間、TEND フラグは “0” を保持

し、DTC は起動しません。したがって、エラー発生時の再送信を含め、SCI と DTC が指定されたバイト数

を自動的に送信します。ただし、エラー発生時、ERS フラグは自動的には “0” になりませんので、RIE ビッ

トを “1” にしておき、エラー発生時に ERI 割り込み要求を発生させ、ERS フラグを “0” にしてください。

なお、DTC を使って送受信を行う場合は、必ず先に DTC を設定し、許可状態にしてから SCI の設定を

行ってください。

DTC の設定方法は、「14.　データトランスファコントローラ（DTC）」を参照してください。

図 22.28 SMCI 送信モードの場合の再転送動作（送信時の再転送動作）

なお、SMR.GM ビットの設定により、SSR.TEND フラグが “1” になるタイミングが異なります。図 22.29

に TEND フラグ発生タイミングを示します。
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図 22.29 送信時の SSR.TEND フラグの発生タイミング
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DE ： エラーシグナル

SMR.GMビット=1のとき

SSR.TENDフラグ
（TXI割り込み）

注. 対応する割り込みベクタ番号は「11. 割り込みコントローラ（ICU）」を参照してください。
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図 22.30 シリアル送信のフローチャート例
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22.3.3.5 シリアルの受信（ブロック転送モードを除く）

スマートカードインタフェースモードにおけるシリアル受信は、シリアルコミュニケーションインタ

フェースモードと同様の処理手順になります。受信モードの場合の再転送動作を図 22.31 に示します。

1. 受信データにパリティエラーを検出すると SSR.PER フラグが “1” になります。このとき、SCR.RIE

ビットが “1” なら、ERI 割り込み要求が発生します。次のパリティビットのサンプリングタイミングま

でに PER フラグを “0” にしてください。

2. パリティエラーを検出したフレームでは RXI 割り込みは発生しません。

3. パリティエラーが検出されない場合は、SSR.PER フラグはになりません。

4. 正常に受信を完了したと判断して、RIE ビットが “1” になっていれば、RXI 割り込み要求が発生しま

す。

シリアル受信のフローチャートの例を図 22.31 に示します。これらの一連の処理は、RXI 割り込み要求に

よって DTC を起動することで自動的に行うことができます。

受信動作では、RIE ビットを “1” にしておくと、RXI 割り込み要求が発生します。あらかじめ DTC の起

動要因に RXI 割り込み要求を設定しておくと、RXI 割り込み要求によって DTC が起動して受信データの転

送を行います。

なお、受信時にエラーが発生し SSR.ORER, PER フラグのいずれかが “1” になると、受信エラー割り込み

（ERI）要求が発生しますのでエラーフラグを “0” にしてください。エラーが発生した場合は DTC は起動せ

ず、受信データはスキップされるため DTC に設定したバイト数だけ受信データを転送します。

なお、受信時にパリティエラーが発生し PER フラグを “1” にした場合でも、受信したデータは RDR レジ

スタに転送されるのでこのデータを読むことは可能です。

注 . ブロック転送モードの場合は、「22.2.2　調歩同期式モードの動作」を参照してください。

図 22.31 SMCI 受信モードの場合の再転送動作（受信時の再転送動作）
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図 22.32 シリアル受信のフローチャート例

22.3.3.6 クロック出力制御

SMR.GM ビットが “1” のとき、SCR.CKE[1:0] ビットによってクロック出力を停止することができます。

このときクロックパルスの 小幅を指定の幅とすることができます。

図 22.33 にクロック出力の停止タイミングを示します。GM ビットを “1”、CKE1 ビットを “0” とし、

CKE0 ビットを制御した場合の例です。

図 22.33 クロック出力停止タイミング
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電源投入時およびソフトウェアスタンバイモードへの移行、またはソフトウェアスタンバイモードからの

復帰の際は、クロックのデューティ比を確保するため、以下の手順で処理してください。

(1) 電源投入時

電源投入時からクロックのデューティ比を確保するための切り替え手順を以下に示します。

1. 初期状態は、ポート入力でありハイインピーダンスです。電位を固定するには、プルアップ抵抗／プル

ダウン抵抗を使用してください。

2. SCR.CKE1 ビットで SCKn 端子を指定の出力に固定してください。

3. SMR レジスタと SCMR レジスタをセットし、スマートカードインタフェースモードの動作に切り替え

てください。SCR.CKE0 ビットを “1” にして、クロック出力を開始させてください。

(2) モード切り替え時

(a)スマートカードインタフェースモードからソフトウェアスタンバイモードに移行するとき

1. SCKn 端子に対応するデータレジスタ（PORTi.DR）とデータディレクションレジスタ

（PORTi.DDR）にソフトウェアスタンバイモード時の出力固定状態の値を設定してください。

2. SCR.TE, RE ビットに “0” を書き、送信／受信動作を停止させてください。

同時に、SCR.CKE1 ビットをソフトウェアスタンバイ時の出力固定状態の値に設定してくださ

い。

3. SCR.CKE0 ビットに “0” を書き、クロックを停止させてください。

4. シリアルクロックの 1 クロック周期の間、待ってください。この間に、指定の High 幅を出力

した後、クロック出力が Low のまま停止します。

5. ソフトウェアスタンバイ状態に遷移させてください。

(b)ソフトウェアスタンバイモードからスマートカードインタフェースモードに戻すとき

1. ソフトウェアスタンバイ状態を解除してください。

2. SCR.CKE0 ビットを “1” にしてください。指定の周波数でクロック出力が再開されます。

図 22.34 クロック停止・再起動手順

［2］［1］ ［3］ ［4］［5］ ［6］［7］
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スタンバイ

通常動作 通常動作
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22.4 ノイズ除去機能

ノイズ除去機能の構成を図 22.35 に示します。調歩同期式モード時は、RXD の入力信号にノイズ除去機

能を使用できます。受信信号 RXD は、ノイズ除去機能有効時にノイズ除去回路を経由して内部に取り込ま

れます。ノイズ除去機能は、3 段のラッチ回路と一致検出回路で構成されます。RXD の受信レベルは

SEMR.ABCS=0 のとき、転送レートの 16 倍の周波数のクロックで 3 段のラッチ回路に取り込まれ、3 つの

ラッチ結果が一致すると、後段へそのレベルを伝えます。一致しないときは、前回一致したレベルを保持し

ます。

3 クロック以上同一のレベルを保持した場合、ノイズ除去機能は、RXD を有効な受信信号として認識しま

すが、3 クロック未満のパルス状の変化はノイズとして判断し、受信信号として認識しません。

図 22.35 ノイズ除去機能の構成
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22.5 割り込み要因

22.5.1 シリアルコミュニケーションインタフェースモードにおける割り込み

表 22.18 にシリアルコミュニケーションインタフェースモードにおける割り込み要因を示します。各割り

込み要因には異なる割り込みベクタが割り当てられており、SCR レジスタの許可ビットで個別に許可するこ

とができます。

送信データレジスタ TDR レジスタから TSR レジスタに送信データが転送されると、SCR.TIE ビットが

“1” のとき TXI 割り込み要求が発生します。また、SCR.TIE ビットを “1” にした後で SCR.TE ビットを “1”

にするか、SCR.TIE ビットと SCR.TE ビットを 1 命令で同時に “1” にすることで TXI 割り込み要求が発生し

ます。TXI 割り込み要求により、DTC を起動してデータ転送を行うことができます。

受信データが RDR レジスタにセットされると、SCR.RIE ビットが “1” のとき RXI 割り込み要求が発生し

ます。RXI 割り込み要求で DTC を起動してデータ転送を行うことができます。

SSR.ORER, FER, PER フラグのいずれかが “1” になり、SCR.RIE ビットが “1” のとき ERI 割り込み要求が

発生します。このとき RXI 割り込み要求は発生しません。

送信データの 終ビットを送り出すタイミングで TDR レジスタが更新されていないと SSR.TEND フラグ

が “1” になり、SCR.TEIE ビットが “1” のとき TEI 割り込み要求が発生します。TXI 割り込み処理で TDR レ

ジスタにデータを書くと、SSR.TEND フラグが “0” になって TEI 割り込み要求は取り消されます。TDR レジ

スタへの送信データの書き込みにより SSR.TEND フラグを “0” にしたときは、SSR.TEND フラグを読んで

“0” になったことを確認してください。

TXI 割り込み要求は、SCR.TIE ビットを “1” にした後で SCR.TE ビットを “1” にするか、SCR.TIE

ビットと SCR.TE ビットを 1 命令で同時に “1” にすることで発生します。SCR.TIE ビットが “0” の状態で

SCR.TE ビットを “1” にしても、またその状態で SCR.TIE ビットを “1” にしても TXI 割り込み要求は発生し

ません。そのため、 終データの送信時など、TXI 割り込みを一時的に禁止し、送信終了割り込

みによる処理を行ってから新たにデータ送信を開始したいときには、SCR.TIE ビットではなく TXI 割り込

みに対応する ICU.IERm.IENj ビットで割り込みの禁止／許可を制御してください。

表22.18 SCI割り込み要因

名称 割り込み要因 割り込みフラグ DTCの起動 優先順位

ERI 受信エラー ORER、FER、PER 不可 高

低

RXI 受信データフル — 可

TXI 送信データエンプティ — 可

TEI 送信終了 TEND 不可
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22.5.2 スマートカードインタフェースモードにおける割り込み

スマートカードインタフェースモードでは、表 22.19 の割り込み要因があります。送信終了割り込み

（TEI）要求は使用できません。

スマートカードインタフェースモードの場合も通常の SCI の場合と同様に、DTC を使って送受信を行う

ことができます。送信動作では、SSR.TEND フラグが “1” になると、TXI 割り込み要求が発生します。あら

かじめ DTC の起動要因に TXI 割り込み要求を設定しておくと、TXI 割り込み要求により DTC が起動して送

信データの転送を行います。TEND フラグは、DTC によるデータ転送時に自動的に “0” になります。

エラーが発生した場合は SCI が自動的に同じデータを再送信します。この間、TEND フラグは “0” のまま

保持され、DTC は起動しません。したがって、エラー発生時の再送信を含め、SCI と DTC が指定されたバ

イト数を自動的に送信します。ただし、エラー発生時、SSR.ERS フラグは自動的に “0” になりませんので、

SCR.RIE ビットを “1” にしておき、エラー発生時に ERI 割り込み要求を発生させ ERS フラグを “0” にして

ください。

なお、DTC を使って送受信を行う場合は、必ず先に DTC を設定し、許可状態にしてから SCI の設定を

行ってください。DTC の設定方法は、「14.　データトランスファコントローラ（DTC）」を参照してくださ

い。

また、受信動作では、受信データが RDR レジスタにセットされると RXI 割り込み要求が発生します。あ

らかじめ DTC の起動要因に RXI 割り込み要求を設定しておくと、RXI 割り込み要求で DTC が起動して受

信データの転送を行います。エラーが発生した場合は、エラーフラグがセットされます。そのため DTC は

起動せず、代わりに CPU に対し ERI 割り込み要求が発生しますのでエラーフラグを “0” にしてください。

表22.19 SCI割り込み要因

名称 割り込み要因 割り込みフラグ DTCの起動 優先順位

ERI 受信エラー、エラーシグナル検出 ORER、PER、ERS 不可 高

低

RXI 受信データフル — 可

TXI 送信データエンプティ TEND 可
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22.6 使用上の注意事項

22.6.1 モジュールストップ機能の設定

モジュールストップコントロールレジスタ B（MSTPCRB）により、SCI の動作を禁止／許可することが

できます。初期値では、SCI の動作は停止します。モジュールストップ状態を解除することにより、レジス

タのアクセスが可能になります。詳細は、「9.　消費電力低減機能」を参照してください。

22.6.2 ブレークの検出と処理について

フレーミングエラー検出時に、RXDn 端子の値を直接読むことでブレークを検出できます。ブレークでは

RXDn 端子からの入力がすべて 0 になりますので、SSR.FER フラグが “1”（フレーミングエラーの発生あり）

になり、また SSR.PER フラグも “1”（パリティエラーの発生あり）になる可能性があります。SCI は、ブ

レークを受信した後も受信動作を続けます。したがって FER フラグを “0”（フレーミングエラーの発生な

し）にしても、再び FER フラグが “1” になりますので注意してください。

22.6.3 マーク状態とブレークの送出

SCR.TE ビットが “0”（シリアル送信動作を禁止）のとき、TXDn 端子は PORTi.DR.Bj ビットと

PORTi.DDR.Bj ビットにより入出力方向とレベルが決まる I/O ポートになります。これを利用して TXDn 端

子をマーク状態にしたり、データ送信時にブレークを送出することができます。

TE ビットを “1”（シリアル送信動作を許可）に設定するまで通信回線をマーク状態（1 の状態）にするた

めには、PORTi.DDR.Bj ビットを “1”、PORTi.DR.Bj ビットを “1” にします。このとき、TE ビットが “0” の

ときは、TXDn 端子は I/O ポートとなっていますので、“1” が出力されます。

一方、データ送信時にブレークを送出したいときは、PORTi.DDR.Bj ビットを “1”、PORTi.DR.Bj ビットを

“0” にした後、TE ビットを “0” にします。TE ビットを “0” にすると、現在の送信状態とは無関係に送信部

は初期化され、TXDn 端子は I/O ポートになり、TXDn 端子から “0” が出力されます。

22.6.4 受信エラーフラグと送信動作について（クロック同期式モードのみ）

受信エラーフラグ（SSR.ORER, FER, PER）が “1” の状態では、TDR レジスタにデータを書いても送信を

開始できません。送信開始時には、受信エラーフラグを “0” にしておいてください。また、SCR.RE ビット

を “0”（シリアル受信動作を禁止）にしても受信エラーフラグは “0” にできませんので注意してください。

22.6.5 TDR への書き込みについて

TDR レジスタへのデータの書き込みは、常に行うことができます。ただし、TDR レジスタに送信データ

が残っている状態で新しいデータを TDR レジスタに書くと、TDR レジスタに格納されていたデータは TSR

レジスタに転送されていないため失われてしまいます。したがって TDR レジスタへの送信データの書き込

みは、必ず TXI 割り込み要求によって行ってください。

22.6.6 クロック同期送信時の制約事項

同期クロックに外部クロックソースを使用する場合、DTC による TDR レジスタの更新後、PCLK で 5 ク

ロック以上経過した後に送信クロックを入力してください。TDR レジスタの更新後、4 クロック以内に送信

クロックを入力すると誤動作することがあります

22.6.7 DTC 使用上の制約事項

DTC により、RDR レジスタの読み出しを行うときは必ず起動要因を当該 SCI の受信完了割り込み（RXI）

に設定してください。
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22.6.8 低消費電力状態時の動作について

(1) 送信

モジュールストップ状態の設定、またはソフトウェアスタンバイモードへの移行は、動作を停止

（SCR.TIE ビット =0、TE ビット =0、TEIE ビット =0）させてから行ってください。TE ビットを “0” にする

ことにより、TSR レジスタおよび SSR.TEND フラグは “0” になります。モジュールストップ状態、ソフト

ウェアスタンバイモード時の出力端子の状態は、ポートの設定に依存し、解除後 High 出力となります。送

信中にこれらのモードに移行すると、送信が中断します。

低消費電力状態を解除した後、送信モードを変えないで送信する場合は、TE ビットを “1” にし、SSR レ

ジスタ読み出し→ TDR レジスタ書き込みで送信開始できます。送信モードを変えて送信する場合は、初期

設定から行ってください。

図 22.36 に送信時のモード移行フローチャートの例を示します。図 22.37、図 22.38 にモード移行時の

ポートの端子状態を示します。

また、DTC 転送による送信からモジュールストップ状態への設定、または、ソフトウェアスタンバイ

モード移行は、動作を停止してから行ってください。解除後 DTC による送信をする場合は、TE ビット＝ 1

にすると TXI 割り込みフラグが立ち、DTC による送信が始まります。

(2) 受信

モジュールストップ状態の設定または、ソフトウェアスタンバイモードへの移行は、受信動作を停止

（SCR.RE ビット =0）させてから行ってください。受信中に移行すると、受信中のデータは無効になります。

低消費電力状態を解除した後、受信モードを変えないで受信する場合は、RE ビットを “1” にして受信を

開始してください。受信モードを変えて受信する場合は、初期設定から行ってください。

図 22.39 に受信時のモード移行フローチャートの例を示します。
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図 22.36 送信時のソフトウェアスタンバイモード移行フローチャートの例

〈送信開始〉

初期化 SCR.TE=1

SCR.TE=0

ソフトウェアスタンバイモードへ移行

ソフトウェアスタンバイモードの解除

No

No

No

Yes

Yes

Yes

全データ送信完了

SSR.TEND = 1

動作モードの変更

〈送信〉

[ 1 ]

[ 2 ]

[ 3 ]

[ 1 ] 送信中のデータは途切れます。なお、ソフトウェ

アスタンバイモード解除後、SCR.TEビット=1に

してSSRリード、TDRライトで通常CPU送信でき

ますが、DTCを起動させていた場合に、SCR.TE

ビット=1、SCR.TIEビット=1にするとDTC上に

ある残りのデータが送信されますので注意して

ください。

[ 2 ] SCR.TIEビット=1、SCR.TEIEビット=1に

している場合は、“0”にしてください。

[ 3 ] モジュールストップ状態への設定も含みます。
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図 22.37 ソフトウェアスタンバイモード移行時のポートの端子状態（内部クロック、調歩同期送信）

図 22.38 ソフトウェアスタンバイモード移行時のポートの端子状態（内部クロック、クロック同期送信）

ポート入出力 High出力ポート入出力 High出力 ストップ

送信開始 送信終了

ポート入出力

SCIのTXDn出力 ポートポート

ソフトウェア

スタンバイ
モードに移行

ソフトウェア

スタンバイ
モード解除

SCKn出力端子

SCR.TEビット

TXDn出力端子

SCIのTXDn出力

ポート入出力 High出力（注１）ポート入出力 マーキング出力

送信開始 送信終了

ポート入出力

SCIのTXDn出力ポートポート

ソフトウェア

スタンバイ

モードに移行

SCKn出力端子

SCR.TEビット

TXDn出力端子

ソフトウェア

スタンバイ

モード解除

SCIのTXDn出力

終TXDビット保持

注1. ソフトウェアスタンバイにより初期化されます。
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図 22.39 受信時のソフトウェアスタンバイモード移行フローチャートの例

22.6.9 クロック同期式モード外部クロック入力

クロック同期式モード時、外部クロック SCKn 入力は、High パルス期間および Low パルス期間を 2PCLK

以上、周期を 6PCLK 以上としてください。

〈受信開始〉

初期化 SCR.RE=1

SCR.RE=0

RDRの受信データを読む

ソフトウェアスタンバイモードへ移行

ソフトウェアスタンバイモードの解除

No

No

Yes

Yes

RXI割り込み

動作モードの変更

〈受信〉

[ 1 ]

[ 2 ]

[ 1 ] 受信中の受信データは無効となります。

[ 2 ] モジュールストップ状態への設定も含みます。
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23. CRC 演算器（CRC）

CRC（Cyclic Redundancy Check）演算器は、データブロックの CRC コード生成を行います。

23.1 概要

表 23.1 に CRC 演算器の仕様を示します。図 23.1 に CRC 演算器のブロック図を示します。

注1. 演算対象データをデータブロックに分割する機能はありません。8ビット単位で書いてください。

図 23.1 CRC 演算器のブロック図

23.2 レジスタの説明

表 23.2 に CRC 演算器のレジスタ一覧を示します。

表23.1 CRC演算器の仕様

項目 内容

CRC演算対象データ（注1） 8nビットのデータに対してCRCコード生成（n = 自然数）

データブロックサイズ 8ビット

CRC演算処理方式 8ビット並列実行

CRC生成多項式 3つの多項式から選択可能

8ビットCRC
X8 + X2 + X + 1
16ビットCRC
X16 + X15 + X2 + 1
X16 + X12 + X5 + 1

CRC演算切り替え LSBファースト／MSBファースト通信用CRCコード生成から選択可能

消費電力低減機能 モジュールストップ状態への設定可能

表23.2 CRC演算器のレジスタ一覧

レジスタ名 シンボル リセット後の値 アドレス アクセスサイズ

CRCコントロールレジスタ CRCCR 00h 0008 8280h 8

CRCデータ入力レジスタ CRCDIR 00h 0008 8281h 8

CRCデータ出力レジスタ CRCDOR 0000h 0008 8282h 16

CRCCR

CRCコード
生成回路

CRCDIR

CRCDOR

コントロール
信号

CRCCR ： CRCコントロールレジスタ
CRCDIR ： CRCデータ入力レジスタ
CRCDOR ： CRCデータ出力レジスタ

内
部
バ
ス
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23.2.1 CRC コントロールレジスタ（CRCCR）

注1. CRCデータ出力レジスタ（CRCDOR）は、“0000h”になります。

CRCCR レジスタは、CRC 演算器の初期化、演算切り替え、生成多項式を選択するレジスタです。

GPS[1:0] ビット（CRC 生成多項式切り替えビット）

CRC コード生成多項式を選択します。

LMS ビット（CRC 演算切り替えビット）

LSB ファースト通信用 CRC コード生成か、MSB ファースト通信用 CRC コード生成かを選択します。

DORCLR ビット（CRCDOR レジスタクリアビット）

DORCLR ビットを “1” にすると、CRCDOR レジスタが “0000h” になります。

読むと、“0” が読めます。

アドレス 0008 8280h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

DORC
LR

— — — — LMS GPS[1:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b1-b0 GPS[1:0] CRC生成多項式切り替えビット b1 b0

0 0：演算しません（注1）

0 1：X8 + X2 + X + 1
1 0：X16 + X15 + X2 + 1
1 1：X16 + X12 + X5 + 1

R/W

b2 LMS CRC演算切り替えビット 0：LSBファーストで通信する場合のCRC演算を行う

CRCDORレジスタの値（CRCコード）をバイト単位に分け

て送信する場合、下位バイト（b7～b0）を先に送信してく

ださい

1：MSBファーストで通信する場合のCRC演算を行う

CRCDORレジスタの値（CRCコード）をバイト単位に分け

て送信する場合、上位バイト（b15～b8）を先に送信して

ください

R/W

b6-b3 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b7 DORCLR CRCDORレジスタクリアビット 0：動作に影響を与えない

1：CRCDORレジスタをクリア

読むと“0”が読めます

R/W
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23.2.2 CRC データ入力レジスタ（CRCDIR）

CRCDIR レジスタは、CRC 演算対象となるデータブロックを設定するための 8 ビットの読み出し／書き

込み可能なレジスタです。

23.2.3 CRC データ出力レジスタ（CRCDOR）

CRCDOR レジスタは、演算結果を格納するための 16 ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタです。

一般に、通信データの検査のために通信データに続いて CRC コードを演算するとエラーがない場合には

“0” となります。

8 ビット CRC（X8 ＋ X2 ＋ X ＋ 1 の多項式）を使用した場合は、下位バイト（b7 ～ b0）に有効な CRC

コードが得られます。上位バイト（b15 ～ b8）は、更新されません。

23.3 CRC 演算器の動作説明

CRC 演算器は、LSB ファースト／ MSB ファースト通信用 CRC コードを生成します。

以下に CRCCR.GPS[1:0] ビットを “11b” として、16 ビット CRC（X16 ＋ X12 ＋ X5 ＋ 1 の多項式）を使用

し、データ “F0h” について CRC コードを生成する場合の使用例を示します。

8 ビット CRC（X8 ＋ X2 ＋ X ＋ 1 の多項式）を使用した場合は、CRCDOR レジスタの下位バイトに有効

な CRC コードが得られます。

アドレス 0008 8281h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

アドレス 0008 8282h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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図 23.2 LSB ファーストでのデータ送信

図 23.3 MSB ファーストでのデータ送信

CRCDORCRCCR

CRCDORクリア

1

7

0 0 0 0 0

0

7 0

15 0

11 0 0 0 0 0 0 00

CRCDIR

CRCコード生成

1 1 1 1 0 0 00

CRCコード

出力

データ

77

7F F F 08

0 0

1 1 1 1 0 1 11 1 0 0 0 1 1 11 1 1 1 1 0 0 00

2. CRCDIRに“F0h”を書く

3. CRCDOR読み出す

               CRCコード＝F78Fh

4. シリアル送信（LSBファースト）

1. CRCCRに“83h”を書く

0 0 0 0 0 0 00

CRCDOR
15 0

1 1 1 1 0 1 11 1 0 0 0 1 1 11

78

78

70

CRCDORCRCCR

CRCDORクリア

1

7

0 0 0 0 1

0

7 0

15 0

11 0 0 0 0 0 0 00

CRCDIR

CRCコード生成

1 1 1 1 0 0 00

CRCコード

出力

データ

7 7

0F F 1 FE

0 0

1 1 1 1 0 0 00 1 1 1 0 1 1 11 0 0 0 1 1 1 11

2. CRCDIRに“F0h”を書く

3. CRCDOR読み出す

               CRCコード＝EF1Fh

4. シリアル送信（MSBファースト）

1. CRCCRに“87h”を書く

0 0 0 0 0 0 00

CRCDOR
15 0

1 1 1 0 1 1 11 0 0 0 1 1 1 11

78

78

70
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図 23.4 LSB ファーストでのデータ受信

CRCCR CRCDOR

CRCDORクリア

1 0 0 0 0 0 11 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0 0 00

CRCDIR

1 1 1 1 0 0 00 1 1 1 1 0 1 11 1 0 0 0 1 1 11

1 0 0 0 1 1 11 0 0 0 0 0 0 00 1 1 1 1 0 1 11

1 1 1 1 0 1 11

入力

データ

7F F F 08

7 0

1 1 1 1 0 1 11 1 0 0 0 1 1 11 1 1 1 1 0 0 00

7 0

7 0

7 0

7 0

7 0

7 0

7 0

7 0

CRCコード

CRCコード生成

1. シリアル受信（LSBファースト）

2. CRCCRに“83h”を書く

3. CRCDIRに“F0h”を書く

4. CRCDIRに“8Fh”を書く

5. CRCDIRに“F7h”を書く

6. CRCDOR読み出す

CRCコード＝0000h→誤りなし

CRCDIR

CRCDIR

7 0 7 0

0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0 0 00

CRCコード生成

CRCコード生成

815

15

15

15

8

8

8

CRCDOR

CRCDOR

CRCDOR



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 983 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 23.  CRC演算器（CRC）

図 23.5 MSB ファーストでのデータ受信

入力

0F F 1 FE

1 1 1 1 0 0 00 1 1 1 0 1 1 11 0 0 0 1 1 1 11

CRCコード

1. シリアル受信（MSBファースト）

6. CRCDOR読み出す

CRCコード＝0000h→誤りなし

データ

7 07 07 0

CRCCR CRCDOR

CRCDORクリア

1 0 0 0 0 1 11 0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0 0 00

CRCDIR

1 1 1 1 0 0 00 1 1 1 0 1 1 11 0 0 0 1 1 1 11

1 1 1 0 1 1 11 0 0 0 1 1 1 11 0 0 0 0 0 0 00

0 0 0 1 1 1 11

7 0

7 0

7 0

7 0

7 0

7 0

7 0

7 0

CRCコード生成

2. CRCCRに“87h”を書く

3. CRCDIRに“F0h”を書く

4. CRCDIRに“EFh”を書く

5. CRCDIRに“1Fh”を書く

CRCDIR

CRCDIR

0 0 0 0 0 0 00 0 0 0 0 0 0 00

CRCコード生成

CRCコード生成

815

15

15

15

8

8

8

CRCDOR

CRCDOR

CRCDOR
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23.4 使用上の注意事項

23.4.1 モジュールストップ機能の設定

モジュールストップコントロールレジスタ B（MSTPCRB）により、CRC 演算器の動作禁止／許可を設定

することが可能です。初期値では、CRC 演算器の動作は停止します。モジュールストップ状態を解除する

ことにより、レジスタのアクセスが可能になります。詳細は「9.　消費電力低減機能」を参照してくださ

い。

23.5 転送時の注意事項

LSB ファーストで送信する場合と、MSB ファーストで送信する場合とでは、CRC コードを送る順序が異

なりますので注意してください。

図 23.6 LSB ファーストと MSB ファーストの送信データ

CRCDIR

CRCDOR

1. CRCコード

CRCコード生成

生成演算方法を指定後、（ 1 ）→（ 2 ）→（ 3 ）→（ 4 ）の順でCRCDIRにデータを書く

出力

15

77 0 0

0

0

7 0

0 0 07 7 7 7

（ 1 ）

CRCコード（H）

CRCコード

出力

7 70 0 0 0 0 07 7 7 7

2. 送信データ

CRCコード（L）

（H） （L） （ 4 ） （ 3 ） （ 2 ） （ 1 ）

（ i ） LSBファーストで送信する場合

（ ii ） MSBファーストで送信する場合

（ 1 ） （ 2 ） （ 3 ） （ 4 ） （H） （L）

CRCコード

CRCDIR

7 0

（ 2 ）

CRCDIR

7 0

（ 3 ）

CRCDIR

7 0

（ 4 ）

78
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24. I2C バスインタフェース（RIIC）

RX62T グループ、RX62G グループは、1 チャネルの I2C バスインタフェース（RIIC）を内蔵しています。

RIIC は、NXP 社が提唱する I2C バス（Inter-IC-Bus）インタフェース方式に準拠しており、そのサブセッ

ト機能を搭載しています。

24.1 概要

表 24.1 に RIIC の仕様を、図 24.1 に RIIC のブロック図を、図 24.2 に入出力端子の外部回路接続例（I2C

バス構成例）を示します。表 24.2 に RIIC で使用する入出力端子を示します。

表24.1 RIICの仕様

項目 内容

通信フォーマット  I2Cバスフォーマット /SMBusフォーマット

 マスタ /スレーブ選択可能

 設定した転送速度に応じた各種セットアップ時間、ホールド時間、バスフリー時間を自動確保

転送速度 ～400k bps

SCLクロック マスタ時、SCLクロックのデューティ比を4％～96％の範囲で設定可能

条件発行・条件検出 スタートコンディション /リスタートコンディション /ストップコンディションの自動生成、

スタートコンディション（リスタートコンディション含む）/ストップコンディション検出可能

スレーブアドレス  スレーブアドレスを3セット設定可能

 7ビット /10ビットアドレスフォーマット対応（混在可能）

 ジェネラルコールアドレス検出、デバイス IDアドレス検出、SMBusのホストアドレス検出可能

アクノリッジ応答  送信時、アクノリッジビットの自動ロード

ノーアクノリッジ受信時に次送信データ転送の自動中断が可能

 受信時、アクノリッジビットの自動送出

8クロック目と9クロック目の間にウェイトありを選択すると、受信データ内容に応じたアクノリッジ

ビット応答のソフトウェア制御が可能

ウェイト機能  受信時、SCLクロックのLowホールドによるウェイトが可能

8クロック目と9クロック目の間をウェイト

9クロック目と1クロック目の間をウェイト（WAIT機能）

SDA出力遅延機能 アクノリッジ送信を含むデータ送信の出力タイミングを遅延させることが可能

アービトレーション  マルチマスタ対応

他のマスタとのSCLクロック衝突時、SCLクロックの同期動作可能

スタートコンディション発行競合時、SDAライン上の信号の状態が不一致ならアービトレーションロ

スト検出可能

マスタ時、送信データ不一致でアービトレーションロスト検出可能

 バスビジー中のスタートコンディション発行でアービトレーションロスト検出可能（スタートコン

ディションの二重発行防止）

 ノーアクノリッジ送信時、SDAライン上の信号の状態が不一致ならアービトレーションロスト検出可

能

 スレーブ送信時、データ不一致でアービトレーションロスト検出可能

タイムアウト検出機能 内蔵タイムアウト検出機能によりSCLクロックの長時間停止を検出可能

ノイズ除去 SCL、SDA入力にデジタルノイズフィルタを内蔵、ノイズ除去幅をプログラマブルに調整可能

割り込み要因  4種類

通信エラー /イベント発生（AL検出、NACK検出、タイムアウト検出、

　　　　　　　　　　　　  スタートコンディション検出（リスタートコンディション含む）、

                                             ストップコンディション検出）

受信データフル（スレーブアドレス一致時含む）

送信データエンプティ（スレーブアドレス一致時含む）

送信終了
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図 24.1 RIIC のブロック図

ICCR1
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図 24.2 入出力端子の外部回路接続例（I2C バス構成例）

表24.2 RIICの入出力端子

端子名 入出力 機能

SCL 入出力 シリアルクロック入出力端子

SDA 入出力 シリアルデータ入出力端子

プルアップ用電源
（VCC～5V）

SCL

SDA

SCLin

SDAin

SCLout#

SDAout#

（マスタ）

（スレーブ1）

S
C

L

S
D

A
SCLin

SDAin

SCLout#

SDAout#

（スレーブ2）
S
C

L

S
D

A

SCLin

SDAin

SCLout#

SDAout#

SCL

SDA



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 988 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 24.  I2Cバスインタフェース（RIIC）

24.2 レジスタの説明

表 24.3 に RIIC のレジスタ一覧を示します。

表24.3 RIICのレジスタ一覧

チャネル レジスタ名 シンボル リセット後の値 アドレス アクセスサイズ

RIIC0 I2Cバスコントロールレジスタ1 ICCR1 1Fh 0008 8300h 8

 I2Cバスコントロールレジスタ2 ICCR2 00h 0008 8301h 8

I2Cバスモードレジスタ1 ICMR1 08h 0008 8302h 8

I2Cバスモードレジスタ2 ICMR2 06h 0008 8303h 8

I2Cバスモードレジスタ3 ICMR3 00h 0008 8304h 8

I2Cバスファンクションイネーブルレジスタ ICFER 72h 0008 8305h 8

I2Cバスステータスイネーブルレジスタ ICSER 09h 0008 8306h 8

I2Cバスインタラプトイネーブルレジスタ ICIER 00h 0008 8307h 8

I2Cバスステータスレジスタ1 ICSR1 00h 0008 8308h 8

I2Cバスステータスレジスタ2 ICSR2 00h 0008 8309h 8

スレーブアドレスレジスタL0 SARL0 00h 0008 830Ah 8

タイムアウト内部レジスタL TMOCNTL 0000h 0008 830Ah 16

スレーブアドレスレジスタU0 SARU0 00h 0008 830Bh 8

タイムアウト内部レジスタU TMOCNTU 0000h 0008 830Bh 16

スレーブアドレスレジスタL1 SARL1 00h 0008 830Ch 8

スレーブアドレスレジスタU1 SARU1 00h 0008 830Dh 8

スレーブアドレスレジスタL2 SARL2 00h 0008 830Eh 8

スレーブアドレスレジスタU2 SARU2 00h 0008 830Fh 8

I2Cバスビットレートローレベルレジスタ ICBRL FFh 0008 8310h 8

I2Cバスビットレートハイレベルレジスタ ICBRH FFh 0008 8311h 8

I2Cバス送信データレジスタ ICDRT FFh 0008 8312h 8

I2Cバス受信データレジスタ ICDRR 00h 0008 8313h 8

I2Cバスシフトレジスタ ICDRS — — 8
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24.2.1 I2C バスコントロールレジスタ 1（ICCR1）

注1. 通信中に書き込みをしないでください。通信中に値を変更すると、送信 /受信動作の異常動作やALエラーが発生する場合

があります。

注2. SDAOビットおよびSCLOビットを書き換える場合は、SOWPビットを “0”にするのと同時に書き換えてください。

ICCR1 レジスタは、RIIC の動作 / 停止、RIIC の内部状態のリセット、SCL クロックの追加出力、SCL 端

子 /SDA 端子の操作、SCL 端子 /SDA 端子のモニタなどを行うレジスタです。

SDAO ビット（SDA 出力制御 / モニタビット）、SCLO ビット（SCL 出力制御 / モニタビット）

RIIC が出力する SDAn 信号、SCLn 信号を直接操作するためのビットです。

これらのビットに値を書く場合は、同時に SOWP ビットにも “0” を書いてください。

これらのビットを操作した結果は入力バッファを介して RIIC に入力されます。スレーブモードに設定し

ていると、ビットの操作内容によってはスタートコンディションを検出してバスを解放することがありま

す。

スタートコンディション、ストップコンディション、リスタートコンディション期間中、および送受信中

にこれらのビットを書き換えないでください。これらの期間に書き換えた場合の動作は保証できません。

これらのビットを読んだ場合は、そのとき RIIC が出力している信号の状態が読めます。

アドレス 0008 8300h 

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

ICE IICRST CLO SOWP SCLO SDAO SCLI SDAI

リセット後の値 0 0 0 1 1 1 1 1

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 SDAI SDAラインモニタビット 0：SDAラインはLow
1：SDAラインはHigh

R

b1 SCLI SCLラインモニタビット 0：SCLラインはLow
1：SCLラインはHigh

R

b2 SDAO SDA出力制御 /モニタビット  リード時

0：SDA端子をLowにしている

1：SDA端子を解放している
 ライト時

0：SDA端子をLowにする

1：SDA端子を解放する

R/W
（注1、

注2） 

b3 SCLO SCL出力制御 /モニタビット  リード時

0：SCL端子をLowにしている

1：SCL端子を解放している
 ライト時

0：SCL端子をLowにする

1：SCL端子を解放する

R/W
（注1、

注2）

b4 SOWP SCLO/SDAOライトプロテクトビッ

ト

0：SCLO、SDAOビットの書き換え許可

1 : SCLO、SDAOビットを保護

（読むと “1”が読めます。）

R/W
（注2）

b5 CLO SCLクロック追加出力ビット 0：SCLクロックを追加で出力しない（通常状態）

1：SCLクロックを追加で出力する

　（1クロック出力後、自動的に “0”になる）

R/W

b6 IICRST I2Cバスインタフェース

内部リセットビット
0：RIIC/内部リセット解除

1：RIIC/内部リセット状態

　（ビットカウンタのクリア、SCL/SDA出力ラッチを解除）

R/W

b7 ICE I2Cバスインタフェース許可ビット 0：RIICは機能停止（SCL端子 /SDA端子はポート機能）

1：RIICは転送動作可能（SCL端子 /SDA端子はバス駆動）

R/W
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SOWP ビット（SCLO/ SDAO ライトプロテクトビット）

SCLO、SDAO ビットへの書き込みを制御します。

CLO ビット（SCL クロック追加出力ビット）

SCL クロックを 1 クロック単位で追加出力をする機能で、デバッグ時または異常処理時に使用します。

通常は “0” にしてください。正常な通信動作中に使用すると通信エラーの原因になります。

本機能の詳細については、「24.11.2　SCL クロック追加出力機能」を参照してください。

IICRST ビット（I2C バス内部リセットビット）

RIIC の内部状態をリセットします。

IICRST ビットを “1” にすると、RIIC リセットまたは内部リセットを行うことができます。

RIIC リセット、内部リセットは ICE ビットとの組み合わせによって決定します。表 24.4 に RIIC のリ

セットの種類を示します。

RIIC リセットでは ICCR2.BBSY フラグを含めた全レジスタおよび内部状態を、内部リセットではビット

カウンタ（ICMR1.BC[2:0] ビット）、I2C バスシフトレジスタ（ICDRS）、I2C バスステータスレジスタ

（ICSR1、ICSR2）および内部状態をリセットします。各レジスタのリセット状況については、「24.14　リ

セット状況」を参照してください。

動作中（ICE ビット =1 の状態）、通信不具合などによりバス状態や RIIC がハングアップしたときに

IICRST ビットを “1” にすると、ポートの設定、RIIC の各コントロールレジスタや設定レジスタを初期化せ

ずに RIIC の内部状態をリセットすることができます。

また RIIC が Low を出力したままハングアップした場合、内部状態をリセットすることで SCL 端子 /SDA

端子をハイインピーダンスにしてバスを解放することができます。

注 . スレーブモード時でマスタデバイスと通信中にバスハングアップなどにより IICRST ビットで内部リセットを

行うと、マスタデバイスの状態と異なる状態（主に双方のビットカウンタ情報に差異が生じる）になる可能性

があるため、スレーブモード時には基本的に内部リセットは行わず、復帰処理はマスタデバイスから行うよう

にしてください。もし、RIIC がスレーブモード時に SCL ラインを Low 出力状態のままハングアップして内部

リセットが必要な場合には、内部リセット後にマスタデバイスからリスタートコンディション発行、またはス

トップコンディション発行後スタートコンディション発行から通信をやり直すようにしてください。スレーブ

デバイスのみ単独でリセットを行い、マスタデバイスからスタートコンディションまたはリスタートコンディ

ション発行がないまま通信が再開された場合、双方の動作状態に差異が生じたまま動作することになるため同

期ズレの原因になります。

ICE ビット（I2C バスインタフェース許可ビット）

RIIC の転送動作可能 / 機能停止を選択します。

ICE ビットを “0”（機能停止）にすると SCL 端子 /SDA 端子はポート機能になります。また、ICE ビット

が “0” のとき IICRST ビットを “1” にすると RIIC リセット、ICE ビットが “1” のとき IICRST ビットを “1”

にすると内部リセットになります。

なお、予期せぬ通信開始を防止するため RIIC のレジスタの設定を行う際には、ICE ビットを “0”（機能停

止）にし、すべてのレジスタ設定が完了した後 ICE ビットを “1”（転送動作可能状態）にしてください。

表24.4 RIICのリセットの種類

IICRST ICE 状態 内容

1 0 RIICリセット RIIC全レジスタおよび内部状態をリセット

1 内部リセット ICMR1.BC[2:0]ビット、ICSR1、ICSR2、ICDRSレジスタおよび内部状態をリセット
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注 . RX62T グループ、RX62G グループの端子機能は、I2C バス端子以外の他の機能にも割り当てられています。

端子を I2C バス端子（SCL 端子 /SDA 端子）として使用する場合には、割り当てられている機能の出力を禁止

してください。また I2C バス端子の SCL 端子 /SDA 端子はともに入出力端子ですので、該当する I/O ポート

の PORTn.DDR レジスタは “0”（入力）に設定し、PORTn.ICR レジスタは “1”（入力バッファ有効）に設定し

てください。
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24.2.2 I2C バスコントロールレジスタ 2（ICCR2）

注1. ICMR1.MTWPビットが“1”のとき、MST、TRSビットへの書き込みができます。

ICCR2 レジスタは、I2C バスインタフェースの制御を行うレジスタで、I2C バスの占有 / 解放を持ちます。

ST ビット（スタートコンディション発行要求ビット）

マスタモードへの移行およびスタートコンディションの発行を要求します。

ST ビットが “1” になるとスタートコンディションの発行を要求し、BBSY フラグが “0”（バスフリー）の

ときスタートコンディションの発行を行います。

スタートコンディション発行の詳細については、「24.10　スタートコンディション、リスタートコンディ

ション、ストップコンディション発行機能」を参照してください。

［“1” になる条件］

 “1” を書いたとき

［“0” になる条件］

 “0” を書いたとき

 スタートコンディションの発行が完了したとき

 ICSR2.AL フラグが “1” になったとき（アービトレーションロスト）

 ICCR1.IICRST ビットに “1” を書き、RIIC リセットまたは内部リセットしたとき

注 . ST ビットは、BBSY フラグが “0”（バスフリー）のとき、“1”（スタートコンディション発行要求）にしてくだ

さい。

BBSY フラグが “1”（バスビジー）のとき、ST ビットを “1”（スタートコンディション発行要求）にすると、

スタートコンディション発行エラーとしてアービトレーションロストが発生しますので注意してください。

アドレス  0008 8301h 

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

BBSY MST TRS — SP RS ST —

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b1 ST スタートコンディション発

行要求ビット

0：スタートコンディションの発行を要求しない

1：スタートコンディションの発行を要求する

R/W

b2 RS リスタートコンディション

発行要求ビット

0：リスタートコンディションの発行を要求しない

1：リスタートコンディションの発行を要求する

R/W

b3 SP ストップコンディション発

行要求ビット

0：ストップコンディションの発行を要求しない

1：ストップコンディションの発行を要求する

R/W

b4 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b5 TRS 送信 /受信モードビット 0：受信モード

1：送信モード

R/W
（注1）

b6 MST マスタ /スレーブモード

ビット

0：スレーブモード

1：マスタモード

R/W
（注1）

b7 BBSY バスビジー検出フラグ 0：I2Cバスが解放状態（バスフリー状態）

1：I2Cバスが占有状態（バスビジー状態またはバスフリーの期間中）

R
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RS ビット（リスタートコンディション発行要求ビット）

マスタモードでリスタートコンディションの発行を要求します。

RS ビットが “1” になるとリスタートコンディションの発行を要求し、BBSY フラグが “1”（バスビジー）

でかつ MST ビットが “1”（マスタモード）のとき、リスタートコンディションの発行を行います。

リスタートコンディション発行の詳細動作については、「24.10　スタートコンディション、リスタートコ

ンディション、ストップコンディション発行機能」を参照してください。

［“1” になる条件］

 ICCR2.BBSY フラグが “1” の状態で、“1” を書いたとき

［“0” になる条件］

 “0” を書いたとき

 リスタートコンディションの発行が完了したとき、またはスタートコンディションを検出したとき

 ICSR2.AL フラグが “1” になったとき（アービトレーションロスト）

 ICCR1.IICRST ビットに “1” を書き、RIIC リセットまたは内部リセットしたとき

注 1. BBSY フラグ＝ 0（バスフリー）状態では書き込みできません。

注 2. ストップコンディション発行中に RS ビットを “1” にしないでください。

注 3. マスタモード以外で RS ビットに “1”（リスタートコンディション発行要求）を書いた場合、リスタートコン

ディションはその動作モードでは発行されずに RS ビットは “1” のままになります。このまま動作モードをマ

スタモードに移行させた場合、リスタートコンディションが発行される可能性がありますので注意してくだ

さい。

SP ビット（ストップコンディション発行要求ビット）

マスタモードでストップコンディションの発行を要求します。

SP ビットが “1” になるとストップコンディションの発行を要求し、BBSY フラグが “1”（バスビジー）で

かつ MST ビットが “1”（マスタモード）のとき、ストップコンディションの発行を行います。

ストップコンディション発行の詳細動作については、「24.10　スタートコンディション、リスタートコン

ディション、ストップコンディション発行機能」を参照してください。

［“1” になる条件］

 ICCR2.BBSY フラグが “1” でかつ ICCR2.MST ビットが “1” の状態で、“1” を書いたとき

［“0” になる条件］

 “0” を書いたとき

 ストップコンディションの発行が完了したとき、またはストップコンディションを検出したとき

 ICSR2.AL フラグが “1” になったとき（アービトレーションロスト）

 スタートコンディションおよびリスタートコンディションを検出したとき

 ICCR1.IICRST ビットに “1” を書き、RIIC リセットまたは内部リセットしたとき

注 1. BBSY フラグ =0（バスフリー）のとき書き込みはできません。

注 2. リスタートコンディション発行中に SP ビットを “1” にしないでください。
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TRS ビット（送信 / 受信モードビット）

送信 / 受信モードを示すビットです。

TRS ビットが “0” のとき受信モード、TRS ビットが “1” のとき送信モードを表し、MST ビットとの組み

合わせで RIIC の動作モードを表します。

TRS ビットは、スタートコンディションの発行 / 検出および R/W# ビットなどで “1”/“0” になり、動作

モードは自動的に送信モードまたは受信モードに移行します。ICMR1.MTWP ビットが “1” のとき書き込み

はできますが、通常では書き込みの必要はありません。

［“1” になる条件］

 スタートコンディション発行要求により正常にスタートコンディションが発行されたとき（ST ビットが

“1” の状態で、スタートコンディションを検出したとき）

 マスタモード時、スレーブアドレスに付加した R/W# ビットが “0” のとき

 スレーブモード時、受信したスレーブアドレスが ICSER レジスタで有効にしたアドレスと一致し、かつ

R/W# ビットに “1” を受信したとき

 ICMR1.MTWP ビットが “1” の状態で “1” を書いたとき

［“0” になる条件］

 ストップコンディションを検出したとき

 ICSR2.AL フラグが “1” になったとき（アービトレーションロスト）

 マスタモード時、スレーブアドレスに付加した R/W# ビットが “1” のとき

 スレーブモード時、受信したスレーブアドレスが ICSER レジスタで有効にしたアドレスと一致し、かつ

R/W# ビットに “0” を受信したとき（ジェネラルコールアドレス含む）

 スレーブモード時、リスタートコンディションを検出したとき（ICCR2.BBSY=1、ICCR2.MST=0 の状態

でスタートコンディションを検出したとき）

 ICMR1.MTWP ビットが “1” の状態で “0” を書いたとき

 ICCR1.IICRST ビットに “1” を書き、RIIC リセットまたは内部リセットしたとき

MST ビット（マスタ / スレーブモードビット）

マスタモード / スレーブモードを示すビットです。

MST ビットが “0” のときスレーブモード、MTS ビットが “1” のときマスタモードを表し、TRS ビットと

の組み合わせで RIIC の動作モードを表します。

　MST ビットは、スタートコンディションの発行、ストップコンディションの発行 / 検出などで “1”/“0” に

なり、動作モードは自動的にマスタモードまたはスレーブモードに移行します。ICMR1.MTWP ビットが

“1” のとき書き込みはできますが、通常では書き込みの必要はありません。

［“1” になる条件］

 スタートコンディション発行要求によるスタートコンディションが正常に発行されたとき（ST ビットが

“1” の状態で、スタートコンディションを検出したとき）

 ICMR1.MTWP ビットが “1” の状態で “1” を書いたとき

［“0” になる条件］

 ストップコンディションを検出したとき

 ICSR2.AL フラグが “1” になったとき（アービトレーションロスト）

 ICMR1.MTWP ビットが “1” の状態で “0” を書いたとき

 ICCR1.IICRST ビットに “1” を書き、RIIC リセットまたは内部リセットしたとき
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BBSY フラグ（バスビジー検出フラグ）

I2C バスの占有（バスビジー）/ 解放状態（バスフリー）を示します。

SCL ラインが High の状態で SDA ラインが High から Low に変化すると、スタートコンディションが発行

されたと認識して “1” になります。

SCL ラインが High の状態で SDA ラインが Low から High に変化すると、ストップコンディションが発行

されたと認識し、バスフリーの時間（ICBRL レジスタに設定した時間）スタートコンディション検出がな

いとき “0” になります。

［“1” になる条件］

 スタートコンディションを検出したとき

［“0” になる条件］

 ストップコンディションを検出後、バスフリーの時間（ICBRL レジスタに設定した時間）スタートコン

ディション検出がないとき

 ICCR1.ICE ビットが “0” の状態で ICCR1.IICRST ビットに “1” を書いたとき（RIIC リセット）
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24.2.3 I2C バスモードレジスタ 1（ICMR1）

注1. BC[2:0]ビットを書き換える場合は、BCWPビットを“0”にして、BC[2:0]ビットを書き換えてください。ビットの書き換えは、MOV
命令で行います。

ICMR1 レジスタは、RIIC の内部基準クロックソースを選択したり、転送ビット数情報を得たり、

ICCR2.MST, TRS ビットのライトプロテクトを制御したりするレジスタです。

BC[2:0] ビット（ビットカウンタ）

SCL ラインの立ち上がりでダウンカウントを行うカウンタで、読み出すと残りの転送ビット数を知ることが

できます。読み出しおよび書き込みはできますが、通常ではアクセスする必要はありません。

なお、書き込みを行う場合には転送するデータのビット数＋ 1 を指定し（データにアクノリッジ 1 ビットが

付加されて転送される）、転送フレーム間でかつ SCL ラインが Low の 状態で行ってください。

BC[2:0] ビットはアクノリッジを含むデータ転送終了時、またはスタートコンディション検出（リスター

トコンディション含む）で自動的に “000b” に戻ります。

BCWP ビット（BC ライトプロテクトビット）

BC[2:0] ビットへの書き込みを制御します。

CKS[2:0] ビット（内部基準クロック選択ビット）

RIIC の内部基準クロックソース（IICφ）を選択します。

MTWP ビット（MST/TRS ライトプロテクトビット）

　ICCR2.MST, TRS ビットへの書き込みを制御します。

アドレス  0008 8302h 

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

MTWP CKS[2:0] BCWP BC[2:0]

リセット後の値 0 0 0 0 1 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b2-b0 BC[2:0] ビットカウンタ b2    b0

0  0  0：9ビット

0  0  1：2ビット

0  1  0：3ビット

0  1  1：4ビット

1  0  0：5ビット

1  0  1：6ビット

1  1  0：7ビット

1  1  1：8ビット

R/W
（注1）

b3 BCWP BCライトプロテクトビット 0：BC[2:0]の値を設定許可

  （読むと “1”が読めます）

R/W
（注1）

b6-b4 CKS[2:0] 内部基準クロック選択ビット b6    b4
0  0  0：PCLK/1クロック

0  0  1：PCLK/2クロック

0  1  0：PCLK/4クロック

0  1  1：PCLK/8クロック

1  0  0：PCLK/16クロック

1  0  1：PCLK/32クロック

1  1  0：PCLK/64クロック

1  1  1：PCLK/128クロック

R/W

b7 MTWP MST/TRSライトプロテクトビット 0：ICCR2.MST, TRSビットへの書き込み禁止

1：ICCR2.MST, TRSビットへの書き込み許可

R/W
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24.2.4 I2C バスモードレジスタ 2（ICMR2）

注1. SCL=LowのときのみDLCS=1（IICφ/2）の選択が有効になります。SCL=HighのときDLCS=1の設定は無効となり内部基準

クロック（IICφ）となります。

ICMR2 レジスタは、タイムアウト検出機能、SDA 出力遅延機能を持つレジスタです。

TMOS ビット（タイムアウト検出時間選択ビット）

タイムアウト検出機能有効時（ICFER.TMOE ビット =1）にタイムアウト検出時間を選択するビット

で、“0” にするとロングモード、“1” にするとショートモードになります。ロングモードではタイムアウト

検出用内部カウンタが 16 ビットカウンタとして、またショートモードでは 14 ビットカウンタとして動作

し、SCL ラインが TMOH、TMOL ビットで選択された状態になったとき、内部基準クロック（IICφ）をカ

ウントソースとしてアップカウントを行います。

タイムアウト検出機能の詳細については、「24.11.1　タイムアウト検出機能」を参照してください。

アドレス 0008 8303h 

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

DLCS SDDL[2:0] TMWE TMOH TMOL TMOS

リセット後の値 0 0 0 0 0 1 1 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 TMOS タイムアウト検出時間選択ビット 0：ロングモードを選択

1：ショートモードを選択

R/W

b1 TMOL タイムアウトLカウント制御ビッ

ト

0：SCLラインがLowでカウント禁止

1：SCLラインがLowでカウント有効

R/W

b2 TMOH タイムアウトHカウント制御ビッ

ト

0：SCLラインがHighでカウント禁止

1：SCLラインがHighでカウント有効

R/W

b3 TMWE タイムアウト内部カウンタ書き込

み許可ビット

0：タイムアウト機能の内部カウンタへの書き込み禁止

1：タイムアウト機能の内部カウンタへの書き込み許可

R/W

b6-b4 SDDL[2:0] SDA出力遅延カウンタ  ICMR2.DLCS＝0（IICφ）のとき
b6       b4

0  0  0：出力遅延なし

0  0  1：IICφの1サイクル

0  1  0：IICφ2サイクル

0  1  1：IICφ3サイクル

1  0  0：IICφ4サイクル

1  0  1：IICφ5サイクル

1  1  0：IICφ6サイクル

1  1  1：IICφ7サイクル

 ICMR2.DLCS=1（IICφ/2）のとき
b6    b4

0  0  0：出力遅延なし

0  0  1：IICφの1～2サイクル

0  1  0：IICφの3～4サイクル

0  1  1：IICφの5～6サイクル

1  0  0：IICφの7～8サイクル

1  0  1：IICφの9～10サイクル

1  1  0：IICφの11～12サイクル

1  1  1：IICφの13～14サイクル

R/W

b7 DLCS SDA出力遅延クロックソース

選択ビット

0：SDA出力遅延カウンタのクロックソースに

内部基準クロック（IICφ）を選択

1：SDA出力遅延カウンタのクロックソースに

内部基準クロックの2分周（IICφ/2）を選択（注1）

R/W
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TMOL ビット（タイムアウト L カウント制御ビット）

タイムアウト検出機能有効時（ICFER.TMOE ビット =1）に SCL ラインが Low 期間中にタイムアウト検出

機能の内部カウンタのカウントアップを有効にするか禁止にするかを選択するビットです。

TMOH ビット（タイムアウト H カウント制御ビット）

タイムアウト検出機能有効時（ICFER.TMOE ビット =1）に SCL ラインが High 期間中にタイムアウト検

出機能の内部カウンタのカウントアップを有効にするか禁止にするかを選択するビットです。

TMWE ビット（タイムアウト内部カウンタ書き込み許可ビット）

スレーブアドレスレジスタ（SARL0/SARU0）のアドレスにタイムアウト内部カウンタ（TMOCNT_L/

TMOCNT_U) を割り当てるかどうかを選択するビットです。

SDDL[2:0] ビット（SDA 出力遅延カウンタ）

SDDL[2:0] ビットの設定値により、SDA 出力を遅延させることができます。SDA 出力遅延カウンタは、

DLCS ビットで選択したクロックソースによりカウントします。また、この機能の設定はアクノリッジビッ

ト送出を含むすべての SDA 出力に適用されます。

本機能の詳細については、「24.5　SDA 出力遅延機能」を参照してください。

注 1. SDA 出力遅延の設定は、I2C バス規格（データ有効時間 / アクノリッジ有効時間（注 2）内）または SMBus 規

格（データホールド時間：300ns 以上、かつ SCL クロックの Low 幅－データセットアップ時間：250ns の範

囲内）に収まるようにしてください。規格外を設定した場合、通信デバイスとの通信破綻を引き起こすか、

バスの状態によっては見かけ上スタートコンディションまたはストップコンディションになる可能性があり

ますので注意してください。

注 2. データ有効時間 / アクノリッジ有効時間

DLCS ビット（SDA 出力遅延クロックソース選択ビット）

SDA 出力遅延時間のクロックソースに内部基準クロック（IICφ）か、内部基準クロックの 2 分周（IICφ/2）か

を選択するビットです。

SCL=Low のときのみ DLCS=1（IICφ/2）の選択が有効になります。

SCL=High のとき DLCS=1 の設定は無効となり内部基準クロック（IICφ）となります。

3,450ns（～100kbps ：スタンダードモード [Sm]）
900ns（～400kbp ：ファストモード [fm]）



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 999 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 24.  I2Cバスインタフェース（RIIC）

24.2.5 I2C バスモードレジスタ 3（ICMR3）

注1. ACKWPビットは、ACKBTビットへの書き込みと同時に“1”にしても、ACKBTビットに書き込みはできません。

注2. WAITビットおよびRDRFSビットは、受信モードのみ有効、送信モード時は無効です。

ICMR3 レジスタは、アクノリッジ送受信機能、RIIC 受信動作における RDRF フラグ、WAIT 動作などを

制御するレジスタです。

NF[1:0] ビット（ノイズフィルタ段数選択ビット）

デジタルノイズフィルタの段数を選択します。

注 . ノイズフィルタで除去するノイズ幅の設定は、SCL ラインの High/Low 幅よりも狭くしてください。

（SCL クロックの幅：High 幅または Low 幅のいずれか短い方）－｛1.5 内部基準クロック同期（IICφ）＋アナ

ログノイズフィルタ：120 ns（参考値）｝と同じか、それ以上に設定した場合は、RIIC のノイズフィルタ機能

により SCL クロックをノイズとみなし、正常に動作することができなくなる可能性がありますので注意して

ください。

アドレス 0008 8304h 

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

SMBS WAIT RDRFS ACKWP ACKBT ACKBR NF[1:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b1-b0 NF[1:0] ノイズフィルタ段数選択

ビット

b1  b0

0  0：1IICφ以下のノイズを除去

（フィルタは1段）

0  1：2IICφ以下のノイズを除去

（フィルタは2段）

1  0：3IICφ以下のノイズを除去

（フィルタは3段）

1  1：4IICφ以下のノイズを除去

（フィルタは4段）

R/W

b2 ACKBR 受信アクノリッジビット 0：アクノリッジビットに“0”を受信（ACK受信）

1：アクノリッジビットに“1”を受信（NACK受信）

R

b3 ACKBT 送信アクノリッジビット 0：アクノリッジビットに“0”を送出（ACK送信）

1：アクノリッジビットに“1”を送出（NACK送信）

R/W
（注1）

b4 ACKWP ACKBTライトプロテクト

ビット

0：ACKBTビットへの書き込み禁止

1：ACKBTビットへの書き込み許可

W
（注1）

b5 RDRFS RDRFフラグセット

タイミング選択ビット

0：SCLクロックの9クロック目の立ち上がり時に “1”になる

（8クロック目の立ち下がりでSCLラインをLowにホールドしない）

1：SCLクロックの8クロック目の立ち上がり時に “1”になる

（8クロック目の立ち下がりでSCLラインをLowにホールドする）

　LowホールドはACKBTビットへの書き込みで解除

R/W
（注2）

b6 WAIT WAITビット 0：WAITなし

（9クロック目と1クロック目の間をLowにホールドしない）

1：WAITあり

（9クロック目と1クロック目の間をLowにホールドする）

 Lowホールドは ICDRRレジスタの読み出しで解除

R/W
（注2）

b7 SMBS SMBus/I2Cバス選択ビット 0：I2C バス選択

1：SMBus 選択

R/W
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ACKBR ビット（受信アクノリッジビット）

送信モード時に受信デバイスから受け取ったアクノリッジビットの内容を格納します。

［“1” になる条件］

 ICCR2.TRS ビットが “1” の状態でアクノリッジビットに “1” を受信したとき

［“0” になる条件］

 ICCR2.TRS ビットが “1” の状態でアクノリッジビットに “0” を受信したとき

 ICCR1.ICE ビットが “0” の状態で ICCR1.IICRST ビットに “1” を書いたとき（RIIC リセット）

ACKBT ビット（送信アクノリッジビット）

受信モード時にアクノリッジのタイミングで送出するビットを設定します。

［“1” になる条件］

 ACKWP ビットが “1” の状態で “1” を書いたとき

［“0” になる条件］

 ACKWP ビットが “1” の状態で “0” を書いたとき

 ストップコンディションの発行を検出したとき（ICCR2.SP ビットが “1” の状態でストップコンディショ

ンを検出したとき）

 ICCR1.ICE ビットが “0” の状態で ICCR1.IICRST ビットに “1” を書いたとき（RIIC リセット）

注 . ACKBT ビットに書き込みを行う場合には、ACKWP ビットが “1” の状態で行ってください。ACKWP ビットが

“0” の状態で書き込みを行った場合には、ACKBT ビットへの書き込みは無効となります。

ACKWP ビット（ACKBT ライトプロテクトビット）

ACKBT ビットへの書き込みを制御します。

RDRFS ビット（RDRF フラグセットタイミング選択ビット）

受信モードにおいて RDRF フラグのセットタイミングおよび SCL クロックの 8 クロック目の立ち下がり

で SCL ラインの Low ホールドを行うかどうかを選択します。

RDRFS ビットが “0” のとき、8 クロック目の立ち下がりで SCL ラインの Low ホールドは行わず、9 ク

ロック目の立ち上がりで RDRF フラグを “1” にします。

RDRFS ビットが “1” のとき、RDRF フラグは 8 クロック目の立ち上がりで “1” にし、8 クロック目の立ち

下がりで SCL ラインを Low にホールドします。この SCL ラインの Low ホールドは ACKBT ビットへの書

き込みにより解除されます。

この設定のとき、データ受信後アクノリッジビット送出前に SCL ラインを自動的に Low にホールドする

ため、受信データの内容に応じて ACK（ACKBT ビットが “0”）または NACK（ACKBT ビットが “1”）を送

出する処理が可能です。
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WAIT ビット（WAIT ビット）

WAIT ビットは、受信モードにおいて 1 バイト受信ごとに受信データバッファ（ICDRR レジスタ）の読み出

しが完了するまで、SCL クロックの 9 クロック目と 1 クロック目の間を Low にホールドするかどうかを制

御します。

WAITビットが “0”のとき、SCLクロックの 9クロック目と 1クロック目の間のLowホールドは行わず、受信

動作をそのまま継続します。RDRFS ビットと WAIT ビットがともに “0” のとき、ダブルバッファによる連

続受信動作が可能です。

WAITビットが “1”のとき、1バイト受信ごとに 9クロック目の立ち下がり以降、ICDRRレジスタの値が読み

出されるまでの間 SCL ラインを Low にホールドします。これにより 1 バイトごとの受信動作が可能です。

注 . WAIT ビットを “0” にする場合は、ICDRR を先に読んでから “0” にしてください。

SMBS ビット（SMBus/I2C バス選択ビット）

SMBS ビットを “1” にすると、SMBus が選択され ICSER.HOAE ビットが有効になります。
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24.2.6 I2C バスファンクションイネーブルレジスタ（ICFER）

ICFER レジスタは、タイムアウト検出機能、アービトレーションロスト、NACK 受信時の受信動作、SCL

同期回路、デジタルノイズフィルタ回路の使用 / 不使用などを制御するレジスタです。

TMOE ビット（タイムアウト検出機能有効ビット）

タイムアウト検出機能の有効 / 無効を選択します。

タイムアウト検出機能の詳細については、「24.11.1　タイムアウト検出機能」を参照してください。

MALE ビット（マスタアービトレーションロスト検出許可ビット）

マスタモード時にアービトレーションロスト検出機能の有効 / 無効を決定します。通常は “1” にしてくだ

さい。

NALE ビット（NACK 送信アービトレーションロスト検出許可ビット）

受信モード時、NACK 送出中に ACK が検出された場合（同じアドレスのスレーブがバス上に存在した場

合や、2 つ以上のマスタが同時に同一のスレーブデバイスを選択しそれぞれ受信バイト数が異なる場合な

ど）にアービトレーションロストを発生させるかどうかを選択します。

アドレス 0008 8305h 

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— SCLE NFE NACKE SALE NALE MALE TMOE

リセット後の値 0 1 1 1 0 0 1 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 TMOE タイムアウト検出機能有効ビット 0：タイムアウト検出機能無効

1：タイムアウト検出機能有効

R/W

b1 MALE マスタアービトレーションロスト検出

許可ビット

0：マスタのアービトレーションロスト検出禁止

（アービトレーションロスト検出機能を無効にし、

アービトレーションロスト発生による ICCR2.MST, 
TRSビットの自動クリアを行わない）

1：マスタアービトレーションロスト検出許可

（アービトレーションロスト検出機能を有効にし、

アービトレーションロスト発生による ICCR2.MST, 
TRSビットの自動クリアを行う）

R/W

b2 NALE NACK送信アービトレーションロスト検出

許可ビット

0：NACK送信アービトレーションロスト検出禁止

1：NACK送信アービトレーションロスト検出許可

R/W

b3 SALE スレーブアービトレーションロスト検出

許可ビット

0：スレーブアービトレーションロスト検出禁止

1：スレーブアービトレーションロスト検出許可

R/W

b4 NACKE NACK受信転送中断許可ビット 0：NACK受信時、転送を中断しない（転送中断禁止）

1：NACK受信時、転送を中断する（転送中断許可）

R/W

b5 NFE デジタルノイズフィルタ回路有効ビット 0：デジタルノイズフィルタ回路を使用しない

1：デジタルノイズフィルタ回路を使用する

R/W

b6 SCLE SCL同期回路有効ビット 0：SCL同期回路無効

1：SCL同期回路有効

R/W

b7 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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SALE ビット（スレーブアービトレーションロスト検出許可ビット）

スレーブ送信モード時、送出中の値と異なる値がバス上で検出された場合（同じアドレスのスレーブがバ

ス上に存在した場合や、ノイズの影響などにより送信データと不一致が生じた場合など）にアービトレー

ションロストを発生させるかどうかを選択します。

NACKE ビット（NACK 受信転送中断許可ビット）

送信モード時、スレーブデバイスから NACK を受信した場合に転送動作を継続するか中断するかを選択

します。通常は “1” にしてください。

NACKE ビットが “1” のとき、NACK を受信した場合、次の転送動作を中断します。

NACKE ビットが “0” のとき、受信アクノリッジの内容に関わらず次の転送動作を継続します。

NACK 受信転送中断機能の詳細については、「24.8.2　NACK 受信転送中断機能」を参照してください。

NFE ビット（デジタルノイズフィルタ回路有効ビット）

デジタルノイズフィルタ回路の使用 / 不使用を選択します。

SCLE ビット（SCL 同期回路有効ビット）

SCL 入力クロックに対して、SCL クロックの同期化を行うかどうかを選択します。通常は “1” にしてくだ

さい。

SCLE ビットを “0”（SCL 同期回路無効）にすると、クロック同期を行いません。この設定の場合、RIIC

は SCL ラインの状態に関わらず ICBRH および ICBRL レジスタで設定された転送速度の SCL クロックを出

力します。そのため、I2C バスラインのバス負荷が規格値よりも大幅に大きい場合や、マルチマスタにおい

て SCL クロック出力が重なった場合など、規格外の短いクロックになる可能性がありますので注意してく

ださい。また SCL 同期回路無効の場合、スタートコンディション・リスタートコンディション・ストップ

コンディションの発行および SCL クロック追加出力の連続出力にも影響します。

SCLE ビットは、設定した転送速度が出力されているかどうかを確認する場合などを除き “0” にしないで

ください。
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24.2.7 I2C バスステータスイネーブルレジスタ（ICSER）

ICSER レジスタは、スレーブアドレス比較、ジェネラルコールアドレス検出、デバイス ID コマンド検出、

ホストアドレス検出の有効 / 無効を選択するレジスタです。

SARyE ビット（スレーブアドレスレジスタ y 許可ビット）（y= 0 ～ 2）

SARLy、SARUy レジスタで設定したスレーブアドレスを有効にするかどうかを選択します。

SARyE ビットを “1” にすると、SARLy、SARUy レジスタの設定値が有効になり、受信したスレーブアド

レスと比較が行われます。

SARyE ビットを “0” にすると、SARLy、SARUy レジスタの設定値が無効になり、受信したスレーブアド

レスと一致しても無視されます。

GCAE（ジェネラルコールアドレス許可ビット）

ジェネラルコールアドレス（0000 000b ＋ 0[W]：All“0”）を受信した場合、無視するかどうかを選択しま

す。

GCAE ビットが “1” の場合、受信したスレーブアドレスがジェネラルコールアドレスと一致すると、RIIC

は SARLy、SARUy レジスタ（y=0 ～ 2）で設定したスレーブアドレスとは無関係にジェネラルコールアド

レスと認識し、受信動作を行います。

GCAE ビットが “0” の場合、受信したスレーブアドレスがジェネラルコールアドレスと一致しても無視さ

れます。

アドレス 0008 8306h 

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

HOAE — DIDE — GCAE SAR2E SAR1E SAR0E

リセット後の値 0 0 0 0 1 0 0 1

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 SAR0E スレーブアドレスレジスタ0許可ビット 0：SARL0、SARU0の設定値は無効

1：SARL0、SARU0の設定値は有効

R/W

b1 SAR1E スレーブアドレスレジスタ1許可ビット 0：SARL1、SARU1の設定値は無効

1：SARL1、SARU1の設定値は有効

R/W

b2 SAR2E スレーブアドレスレジスタ2許可ビット 0：SARL2、SARU2の設定値は無効

1：SARL2、SARU2の設定値は有効

R/W

b3 GCAE ジェネラルコールアドレス許可ビット 0：ジェネラルコールアドレス検出は無効

1：ジェネラルコールアドレス検出は有効

R/W

b4 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b5 DIDE デバイス IDアドレス検出許可ビット 0：デバイス IDアドレス検出は無効

1：デバイス IDアドレス検出は有効

R/W

b6 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b7 HOAE ホストアドレス許可ビット 0：ホストアドレス検出は無効

1：ホストアドレス検出は有効

R/W
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DIDE ビット（デバイス ID アドレス検出許可ビット）

スタートコンディションまたはリスタートコンディション検出後の第 1 フレームにデバイス ID アドレス

（1111 100b）を受信した場合、デバイス ID アドレスと認識して動作させるかどうかを選択します。

DIDE ビットが “1” の場合、受信した第 1 フレームがデバイス ID アドレスと一致した場合、RIIC はデバ

イス ID アドレスを受信したと認識し、続く R/W# ビットが “0”[W] のとき第 2 フレーム目以降をスレーブア

ドレスとみなして受信動作を継続します。

DIDE ビットが “0” の場合、受信した第 1 フレームがデバイス ID アドレスと一致しても無視され、第 1 フ

レームを通常のスレーブアドレスとみなして動作します。

デバイス ID アドレス検出の詳細については、「24.7.3　デバイス ID アドレス検出機能」を参照してくだ

さい。

HOAE ビット（ホストアドレス許可ビット）

ICMR3.SMBS ビットが “1” の場合、ホストアドレス（0001 000b）を受信したとき、無視するかどうかを選

択します。

ICMR3.SMBSビットが “1”でかつHOAEビットが “1”の場合、受信したスレーブアドレスがホストアドレス

と一致すると、RIIC は SARLy、SARUy レジスタ（y=0 ～ 2）で設定したスレーブアドレスとは無関係にホ

ストアドレスと認識し、受信動作を行います。

ICMR3.SMBSビットが “0”またはHOAEビットが “0”の場合、受信したスレーブアドレスがホストアドレス

と一致しても無視されます。
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24.2.8 I2C バスインタラプトイネーブルレジスタ（ICIER）

ICIER レジスタは、各種割り込み要因の使用 / 不使用を選択します。

TMOIE ビット（タイムアウト割り込み許可ビット）

ICSR2.TMOF フラグが “1” のとき、タイムアウト割り込み（TMOI）の許可 / 禁止を選択します。TMOI 割

り込みは、TMOF フラグを “0” にするか、または TMOIE ビットを “0” にすることで解除できます。

ALIE ビット（アービトレーションロスト割り込み許可ビット）

ICSR2.AL フラグが “1” のとき、アービトレーションロスト割り込み（ALI）の許可 / 禁止を選択します。

ALI 割り込みは、AL フラグを “0” にするか、または ALIE ビットを “0” にすることで解除できます。

STIE ビット（スタートコンディション検出割り込み許可ビット）

ICSR2.START フラグが “1” のとき、スタートコンディション検出割り込み（STI）の許可 / 禁止を選択し

ます。STI 割り込みは、START フラグを “0” にするか、または STIE ビットを “0” にすることで解除できま

す。

SPIE ビット（ストップコンディション検出割り込み許可ビット）

ICSR2.STOP フラグが “1” のとき、ストップコンディション検出割り込み（SPI）の許可 / 禁止を選択しま

す。SPI 割り込みは、STOP フラグを “0” にするか、または SPIE ビットを “0” にすることで解除できます。

アドレス 0008 8307h 

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

TIE TEIE RIE NAKIE SPIE STIE ALIE TMOIE

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 TMOIE タイムアウト割り込み許可ビット 0：タイムアウト割り込み（TMOI）の禁止

1：タイムアウト割り込み（TMOI）の許可

R/W

b1 ALIE アービトレーションロスト割り込み許可

ビット

0：アービトレーションロスト割り込み（ALI）の禁止

1：アービトレーションロスト割り込み（ALI）の許可

R/W

b2 STIE スタートコンディション検出割り込み許可

ビット

0：スタートコンディション検出割り込み（STI）の禁

止

1：スタートコンディション検出割り込み（STI）の許

可

R/W

b3 SPIE ストップコンディション検出割り込み許可

ビット

0：ストップコンディション検出割り込み（SPI）の禁

止

1：ストップコンディション検出割り込み（SPI）の許

可

R/W

b4 NAKIE NACK受信割り込み許可ビット 0：NACK受信割り込み（NAKI）の禁止

1：NACK受信割り込み（NAKI）の許可

R/W

b5 RIE 受信データフル割り込み許可ビット 0：受信データフル割り込み（ICRXI）の禁止

1：受信データフル割り込み（ICRXI）の許可

R/W

b6 TEIE 送信終了割り込み許可ビット 0：送信終了割り込み（ICTEI）の禁止

1：送信終了割り込み（ICTEI）の許可

R/W

b7 TIE 送信データエンプティ割り込み許可ビット 0：送信データエンプティ割り込み（ICTXI）の禁止

1：送信データエンプティ割り込み（ICTXI）の許可

R/W
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NAKIE ビット（NACK 受信割り込み許可ビット）

ICSR2.NACKF フラグが “1” のとき、NACK 受信割り込み（NAKI）の許可 / 禁止を選択します。NAKI 割

り込みは、NACKF フラグを “0” にするか、または NAKIE ビットを “0” にすることで解除できます。

RIE ビット（受信データフル割り込み許可ビット）

ICSR2.RDRF フラグが “1” の とき、受信データフル割り込み（ICRXI）の許可 / 禁止を選択します。

TEIE ビット（送信終了割り込み許可ビット）

ICSR2.TEND フラグが “1” の とき、送信終了割り込み（ICTEI）の許可 / 禁止を選択します。ICTEI 割り込

みは、TEND フラグを “0” にするか、または TEIE ビットを “0” にすることで解除できます。

TIE ビット（送信データエンプティ割り込み許可ビット）

ICSR2.TDRE フラグが 1” のとき、送信データエンプティ割り込み（ICTXI）の許可 / 禁止を選択します。
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24.2.9 I2C バスステータスレジスタ 1（ICSR1）

注1. “0”のみ書けます。

アドレス 0008 8308h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

HOA — DID — GCA AAS2 AAS1 AAS0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 AAS0 スレーブアドレス0検出フラグ 0：スレーブアドレス0未検出

1：スレーブアドレス0検出

 SARU0.FSビット=0（7ビットアドレスフォーマット選択）

の場合、受信したスレーブアドレスがSARL0.SVA[6:0]と一

致したとき

 SARU0.FSビット=1（10ビットアドレスフォーマット選択）

の場合、受信したスレーブアドレスが1111 0b＋
SARU0.SVA[1:0]に一致し、それに続くアドレスがSARL0レ
ジスタと一致したとき

（“1”になるタイミングは、SARL0一致判定フレームのSCLク
ロックの9クロック目の立ち上がり時）

R(/W)
(注1)

b1 AAS1 スレーブアドレス1検出フラグ 0：スレーブアドレス1未検出

1：スレーブアドレス1検出

 SARU1.FSビット=0（7ビットアドレスフォーマット選択）

の場合、受信したスレーブアドレスがSARL1.SVA[6:0]と一

致したとき

 SARU1.FSビット=1（10ビットアドレスフォーマット選択）

の場合、受信したスレーブアドレスが1111 0b＋
SARU1.SVA[1:0]に一致し、それに続くアドレスがSARL1レ
ジスタと一致したとき

（“1”になるタイミングは、SARL1一致判定フレームのSCLク
ロックの9クロック目の立ち上がり時）

R(/W)
(注1)

b2 AAS2 スレーブアドレス2検出フラグ 0：スレーブアドレス2未検出

1：スレーブアドレス2検出

 SARU2.FSビット=0（7ビットアドレスフォーマット選択）

の場合、受信したスレーブアドレスがSARL2.SVA[6:0]と一

致したとき
 SARU2.FSビット=1（10ビットアドレスフォーマット選択）

の場合、受信したスレーブアドレスが1111 0b＋
SARU2.SVA[1:0]に一致し、それに続くアドレスがSARL2レ
ジスタと一致したとき

（“1”になるタイミングは、SARL2一致判定フレームのSCLク
ロックの9クロック目の立ち上がり時）

R(/W)
(注1)

b3 GCA ジェネラルコールアドレス検出

フラグ

0：ジェネラルコールアドレス未検出

1：ジェネラルコールアドレス検出

 受信したスレーブアドレスがジェネラルコールアドレス

（All“0”）と一致した場合

R(/W)
(注1)

b4 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b5 DID デバイス ID アドレス検出フラグ 0：デバイス ID アドレス未検出

1：デバイス ID アドレス検出

 スタートコンディション直後の第1フレームがデバイスID アドレ

ス（1111 100b）＋0[W]と一致した場合

R(/W)
(注1)

b6 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b7 HOA ホストアドレス検出フラグ 0：ホストアドレス未検出

1：ホストアドレス検出

 受信したスレーブアドレスがホストアドレス（0001 000b）
と一致した場合

R(/W)
(注1)
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ICSR1 レジスタは、各種アドレス検出のステータスの確認を行うレジスタです。

AASy フラグ（スレーブアドレス y 検出フラグ）（y= 0 ～ 2）

［“1” になる条件］

【7 ビットアドレスフォーマット選択時 : SARUy.FS ビット = 0】

 ICSER.SARyE ビットが “1”（スレーブアドレス y 検出有効）の状態で、受信したスレーブアドレスが

SARLy.SVA[6:0] と一致したとき、そのフレームの SCL クロックの 9 クロック目の立ち上がり

【10 ビットアドレスフォーマット選択時 : SARUy.FS ビット = 1】

 ICSER.SARyE ビットが “1”（スレーブアドレス y 検出有効）の状態で、受信したスレーブアドレスが 1111 

0b ＋ SARUy.SVA[1:0] と一致し、それに続くアドレスが SARLy レジスタと一致したとき、そのフレー

ムの SCL クロックの 9 クロック目の立ち上がり

［“0” になる条件］

 “1” を読んだ後、“0” を書いたとき

 ストップコンディションを検出したとき

 ICCR1.IICRST ビットに “1” を書き、RIIC リセットまたは内部リセットしたとき

【7 ビットアドレスフォーマット選択時 : SARUy.FS ビット = 0】

 ICSER.SARyE ビットが “1”（スレーブアドレス y 検出有効）の状態で、受信したスレーブアドレスが

SARLy.SVA[6:0] と不一致のとき、そのフレームの SCL クロックの 9 クロック目の立ち上がり

【10 ビットアドレスフォーマット選択時 : SARUy.FS ビット = 1】

 ICSER.SARyE ビットが “1”（スレーブアドレス y 検出有効）の状態で、受信したスレーブアドレスが 1111 

0b ＋ SARUy.SVA[1:0] と不一致のとき、そのフレームの SCL クロックの 9 クロック目の立ち上がり

 ICSER.SARyE ビットが “1”（スレーブアドレス y 検出有効）の状態で、受信したスレーブアドレスが 1111 

0b ＋ SARUy.SVA[1:0] と一致し、それに続くアドレスが SARLy レジスタと不一致のとき、そのフレー

ムの SCL クロックの 9 クロック目の立ち上がり

GCA フラグ（ジェネラルコールアドレス検出フラグ）

［“1” になる条件］

 ICSER.GCAE ビットが “1”（ジェネラルコールアドレス検出有効）の状態で、受信したスレーブアドレス

がジェネラルコールアドレス（0000 000b ＋ 0[W]）と一致したとき、そのフレームの SCL クロックの 9

クロック目の立ち上がり

［“0” になる条件］

 “1” を読んだ後、“0” を書いたとき

 ストップコンディションを検出したとき

 ICSER.GCAE ビットが “1”（ジェネラルコールアドレス検出有効）の状態で、受信したスレーブアドレス

がジェネラルコールアドレス（0000 000b ＋ 0[W]）と不一致のとき、そのフレームの SCL クロックの 9

クロック目の立ち上がり

 ICCR1.IICRST ビットに “1” を書き、RIIC リセットまたは内部リセットしたとき
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DID フラグ（デバイス ID アドレス検出フラグ）

［“1” になる条件］

 ICSER.DIDE ビットが “1”（デバイス ID アドレス検出有効）の状態で、スタートコンディション検出また

はリスタートコンディション検出後の第 1 フレームがデバイス ID アドレス（1111 100b）＋ 0[W] と一

致したとき、そのフレームの SCL クロックの 9 クロック目の立ち上がり

［“0” になる条件］

 “1” を読んだ後、“0” を書いたとき

 ストップコンディションを検出したとき

 ICSER.DIDE ビットが “1”（デバイス ID アドレス検出有効）の状態で、スタートコンディション検出また

はリスタートコンディション検出後の第 1 フレームがデバイス ID アドレス（1111 100b）と不一致のと

き、そのフレームの SCL クロックの 9 クロック目の立ち上がり

 ICSER.DIDE ビットが “1”（デバイス ID アドレス検出有効）の状態で、スタートコンディション検出また

はリスタートコンディション検出後の第 1 フレームがデバイス ID アドレス（1111 100b）＋ 0[W] と一

致し、続く第 2 フレームがスレーブアドレス 0 ～ 2 のすべてと不一致のとき、そのフレームの SCL ク

ロックの 9 クロック目の立ち上がり

 ICCR1.IICRST ビットに “1” を書き、RIIC リセットまたは内部リセットしたとき

HOA フラグ（ホストアドレス検出フラグ）

［“1” になる条件］

 ICSER.HOAE ビットが “1”（ホストアドレス検出有効）の状態で、受信したスレーブアドレスがホスト

アドレス（0001 000b）と一致したとき、そのフレームの SCL クロックの 9 クロック目の立ち上がり

［“0” になる条件］

 “1” を読んだ後、“0” を書いたとき

 ストップコンディションを検出したとき

 ICMR3.SMBS ビットに “0” または ICSER.HOAE ビットに “0” を書いたとき

 ICSER.HOAE ビットが “1”（ホストアドレス検出有効）の状態で、受信したスレーブアドレスがホスト

アドレス（0001 000b）と不一致のとき、そのフレームの SCL クロックの 9 クロック目の立ち上がり

 ICCR1.IICRST ビットに “1” を書き、RIIC リセットまたは内部リセットしたとき
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24.2.10 I2C バスステータスレジスタ 2（ICSR2）

注1. “0”のみ書けます。

ICSR2 レジスタは、各種割り込み要求フラグおよびステータスの確認を行うレジスタです。

TMOF フラグ（タイムアウト検出フラグ）

SCL ラインの状態が一定期間変化しない場合、タイムアウトを認識して “1” になります。

［“1” になる条件］

 ICFER.TMOE ビットが “1”（タイムアウト検出機能有効）で、かつマスタモードまたはスレーブ指定さ

れた状態で ICMR2.TMOH, TMOL, TMOS ビットで選択された条件の期間 SCL ラインの状態に変化がな

いとき

［“0” になる条件］

 “1” を読んだ後、“0” を書いたとき

 ICCR1.IICRST ビットに “1” を書き、RIIC リセットまたは内部リセットしたとき

AL フラグ（アービトレーションロストフラグ）

スタートコンディション発行時やアドレスおよびデータ送信時において、バス競合などによりバス占有権

を喪失（アービトレーションロスト）したことを示します。RIIC は送信中に SDA ラインのレベルを監視

し、出力データと SDA ラインのレベルが一致しない場合 AL フラグを “1” にしてバスが他のデバイスに

よって占有されたことを示します。

このほか、RIIC では設定によりマスタモード時に NACK 送信中のアービトレーションロストの検出やス

レーブモード時にデータ送信中のアービトレーションロストの検出も可能です。

アドレス 0008 8309h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

TDRE TEND RDRF NACKF STOP START AL TMOF

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 TMOF タイムアウト検出フラグ 0：タイムアウト未検出

1：タイムアウト検出

R(/W)
(注1)

b1 AL アービトレーションロストフラグ 0：アービトレーションロストの発生なし

1：アービトレーションロストの発生あり

R(/W)
(注1)

b2 START スタートコンディション検出フラグ 0：スタートコンディション未検出

1：スタートコンディション検出

R(/W)
(注1)

b3 STOP ストップコンディション検出フラグ 0：ストップコンディション未検出

1：ストップコンディション検出

R(/W)
(注1)

b4 NACKF NACK検出フラグ 0：NACK未検出

1：NACK検出

R(/W)
(注1)

b5 RDRF 受信データフルフラグ 0：ICDRRレジスタに受信データなし

1：ICDRRレジスタに受信データあり

R(/W)
(注1)

b6 TEND 送信終了フラグ 0：データ送信中

1：データ送信終了

R(/W)
(注1)

b7 TDRE 送信データエンプティフラグ 0：ICDRTレジスタに送信データあり

1：ICDRTレジスタに送信データなし

R
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［“1” になる条件］

【マスタアービトレーションロスト検出有効時：ICFER.MALE ビット＝ 1】

 マスタ送信モード時のデータ送信（スレーブアドレス送信含む）において、ACK 期間を除く SCL クロッ

クの立ち上がりで自分が出した SDA 信号と SDA ライン上の信号の状態が不一致（内部 SDA 出力が

High 出力（＝ SDA 端子はハイインピーダンス状態）で、SDA ラインに Low を検出）したとき

 ICCR2.ST ビットが “1”（スタートコンディション発行要求）の状態でスタートコンディションを検出し

たとき、自分が出した SDA 信号と SDA ライン上の信号の状態が不一致のとき

 ICCR2.BBSY フラグが “1” の状態で ICCR2.ST ビットが “1”（スタートコンディション発行要求）に設定し

たとき

【NACK アービトレーションロスト検出有効時：ICFER.NALE ビット＝ 1】

 受信モード時のNACK送信において、ACK期間のSCLクロックの立ち上がりで自分が出したSDA信号と

SDA ライン上の信号の状態が不一致のとき

【スレーブアービトレーションロスト検出有効時：ICFER.SALE ビット＝ 1】

 スレーブ送信モード時のデータ送信において、ACK 期間を除く SCL クロックの立ち上がりで自分が出し

た SDA 信号と SDA ライン上の信号の状態が不一致のとき

［“0” になる条件］

 “1” を読んだ後、“0” を書いたとき

 ICCR1.IICRST ビットに “1” を書き、RIIC リセットまたは内部リセットしたとき

*：Don’t care

START フラグ（スタートコンディション検出フラグ）

［“1” になる条件］

 スタートコンディション（リスタートコンディション含む）を検出したとき

［“0” になる条件］

 “1” を読んだ後、“0” を書いたとき

 ストップコンディションを検出したとき

 ICCR1.IICRST ビットに “1” を書き、RIIC リセットまたは内部リセットしたとき

表24.5 アービトレーションロスト発生要因と各アービトレーションロスト許可機能との関係

ICFER ICSR2
エラー内容 アービトレーションロスト発生要因

MALE NALE SALE AL

1 * * 1 スタートコンディ

ション発行エラー

ICCR2.ST=1の状態でスタートコンディション検出時に自分が出した

SDA信号とSDAライン上の信号の状態が不一致のとき

ICCR2.BBSY=1の状態で ICCR2.ST=1にしたとき

1 送信データ不一致 マスタ送信モードで送信データ（スレーブアドレス送信含む）とバス状

態が不一致のとき

* 1 * 1 NACK送信不一致 マスタ受信モードまたはスレーブ受信モードでNACK送信時にACKを検

出したとき

* * 1 1 送信データ不一致 スレーブ送信モードで送信データとバス状態が不一致のとき
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STOP フラグ（ストップコンディション検出フラグ）

［“1” になる条件］

 ストップコンディションを検出したとき

［“0” になる条件］

 “1” を読んだ後、“0” を書いたとき

 ICCR1.IICRST ビットに “1” を書き、RIIC リセットまたは内部リセットしたとき

NACKF フラグ（NACK 検出フラグ）

［“1” になる条件］

 ICFER.NACKE ビットが “1”（転送中断許可） の状態で、送信モード時に受信デバイスからアクノリッジ

がなかった（NACK を受信した）とき

［“0” になる条件］

 “1” を読んだ後、“0” を書いたとき

 ICCR1.IICRST ビットに “1” を書き、RIIC リセットまたは内部リセットしたとき

注 . NACKF フラグが “1” になると RIIC は通信動作を中断します。NACKF フラグが “1” の状態で送信モード時に

ICDRT レジスタへの書き込みや、受信モード時に ICDRR レジスタの読み出しを行っても、送信 / 受信動作は

行われません。通信動作を再開する場合は NACKF フラグを “0” にしてください。

RDRF フラグ（受信データフルフラグ）

［“1” になる条件］

 ICDRS レジスタから ICDRR レジスタに受信データが転送されたとき、ICMR3.RDRFS ビットの設定によ

り SCL クロックの 8 または 9 クロック目の立ち上がりで “1” になります。

 スタートコンディション（リスタートコンディション含む）検出後、受信したスレーブアドレスが一致

し ICCR2.TRS ビットが “0” のとき

［“0” になる条件］

 “1” を読んだ後、“0” を書いたとき

 ICDRR レジスタを読んだとき

 ICCR1.IICRST ビットに “1” を書き、RIIC リセットまたは内部リセットしたとき

TEND フラグ（送信終了フラグ）

［“1” になる条件］

 TDRE フラグが “1” の状態で、SCL クロックの 9 クロック目の立ち上がり

［“0” になる条件］

 “1” を読んだ後、“0” を書いたとき

 ICDRT レジスタへデータを書いたとき

 ストップコンディションを検出したとき

 ICCR1.IICRST ビットに “1” を書き、RIIC リセットまたは内部リセットしたとき
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TDRE フラグ（送信データエンプティフラグ）

［“1” になる条件］

 ICDRT レジスタから ICDRS レジスタにデータ転送が行われ、ICDRT レジスタが空になったとき

 ICCR2.TRS ビットが “1” になったとき

a. スタートコンディション（リスタートコンディション含む）検出後、ICCR2.MST ビットが “1” のとき

b. 受信モードから送信モードになったとき

c. ICMR1.MTWP ビットが “1” の状態で、“1” を書いたとき

 受信したスレーブアドレスが一致し、TRS ビットが “1” のとき

［“0” になる条件］

 ICDRT レジスタへデータを書いたとき

 ICCR2.TRS ビットが “0” になったとき

a. ストップコンディションを検出したとき

b. 送信モードから受信モードになったとき

c. ICMR1.MTWP ビットが “1” の状態で、“0” を書いたとき

 ICCR1.IICRST ビットに “1” を書き、RIIC リセットまたは内部リセットしたとき

注 . ICFER.NACKE ビットが “1” の状態で NACKF フラグが “1” になると RIIC は通信動作を中断します。このとき、

TDRE フラグが “0” の状態（次の送信データが既に書き込まれている状態）の場合、9 クロック目の立ち上が

りで ICDRS レジスタへのデータ転送が行われ ICDRT レジスタが空状態になりますが、TDRE フラグは “1” に

なりません。
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24.2.11 スレーブアドレスレジスタ Ly（SARLy）（y= 0 ～ 2）

SARLy レジスタは、スレーブアドレス y（7 ビットアドレスまたは 10 ビットアドレス下位 8 ビット）を

設定するレジスタです。

SVA0 ビット（10 ビットアドレス 下位ビット）

10 ビットアドレスフォーマット選択時（SARUy.FS ビット =1）、10 ビットアドレス 下位ビットとして機

能し、SVA[6:0] ビットと合わせて 10 ビットアドレス下位 8 ビットを設定します。

ICSER.SARyE ビットが “1”（SARLy、SARUy レジスタ有効）でかつ SARUy.FS ビットが “1” のとき設定

値が有効になり、SARUy.FS ビットまたは SARyE ビットが “0” のとき設定値は無視されます。

SVA[6:0] ビット（7 ビットアドレス /10 ビットアドレス下位ビット）

7 ビットアドレスフォーマット選択時（SARUy.FS ビット =0）、7 ビットアドレスとして機能し、10 ビッ

トアドレスフォーマット選択時（SARUy.FS ビット =1）、SVA0 ビットと合わせて 10 ビットアドレス下位 8

ビットとして機能します。

ICSER.SARyE ビットが “0” のとき設定値は無視されます。

アドレス SARL0 0008 830Ah
SARL1 0008 830Ch
SARL2 0008 830Eh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

SVA[6:0] SVA0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 SVA0 10ビットアドレス 下位

ビット

スレーブアドレスを設定してください。

 SARUy.FSビット=0（7ビットアドレスフォーマット選択）のとき、

SVA0ビットは無効になる

 SARUy.FSビット=1（10ビットアドレスフォーマット選択）のとき、

SVA0ビットが有効になり、SVA[6:0]ビットと合わせて10ビットス

レーブアドレスの下位8ビットアドレスになる

R/W

b7-b1 SVA[6:0] 7ビットアドレス /10ビッ

トアドレス下位ビット

スレーブアドレスを設定してください。

 SARUy.FSビット=0（7ビットアドレスフォーマット選択）のとき、

SVA[6:0]ビットは7ビットスレーブアドレスになる

 SARUy.FSビット=1（10ビットアドレスフォーマット選択）のとき、

SVA[6:0]ビットはSVA0ビットと合わせて10ビットスレーブアドレ

スの下位8ビットアドレスになる

R/W
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24.2.12 スレーブアドレスレジスタ Uy（SARUy）（y= 0 ～ 2）

SARUy レジスタは、7 ビット /10 ビットアドレスフォーマットの選択と 10 ビットスレーブアドレス上位

ビットのを設定を行うレジスタです。

FS ビット（7 ビット /10 ビットアドレスフォーマット選択ビット）

スレーブアドレス y（SARLy、SARUy レジスタ）を 7 ビットアドレスにするか、10 ビットアドレスにす

るかを選択します。

ICSER.SARyE ビットが “1”（SARLy、SARUy レジスタ有効）でかつ SARUy.FS ビットが “0” のとき、ス

レーブアドレス y は 7 ビットアドレスフォーマットが選択され、SARLy.SVA[6:0] ビットの設定値が有効に

なり SVA[1:0] ビットおよび SARLy.SVA0 ビットの設定値は無視されます。

ICSER.SARyE ビットが “1”（SARLy、SARUy レジスタ有効）でかつ SARUy.FS ビットが “1” のとき、ス

レーブアドレス m は 10 ビットアドレスフォーマットが選択され、SVA[1:0] ビット、SARLy レジスタの設定

値が有効になります。

ICSER.SARyE ビットが “0”（SARLy、SARUy レジスタ無効）のとき SARUy.FS ビットの設定値は無効で

す。

SVA[1:0] ビット（10 ビットアドレス上位ビット）

10 ビットアドレスフォーマット選択時（FS ビット =1）、10 ビットアドレスの上位 2 ビットアドレスとし

て機能します。

ICSER.SARyE ビットが “1”（SARLy、SARUy レジスタ有効）でかつ SARUy.FS ビットが “1” のとき設定

値が有効になり、SARUy.FS ビットまたは SARyE ビットが “0” のとき設定値は無視されます。

アドレス SARU0 0008 830Bh
SARU1 0008 830Dh
SARU2 0008 830Fh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — SVA[1:0] FS

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 FS 7ビット /10ビットアドレス

フォーマット選択ビット

0：7ビットアドレスフォーマット選択

1：10ビットアドレスフォーマット選択

R/W

b2-b1 SVA[1:0] 10ビットアドレス上位ビット スレーブアドレスを設定してください。

 SARUy.FSビット=0（7ビットアドレスフォーマット選択）の

とき、SVA[1:0]ビットは無効になる

 SARUy.FSビット=1（10ビットアドレスフォーマット選択）の

とき、SVA[1:0]ビットが有効になり、10ビットスレーブアド

レスの上位2ビットアドレスになる

R/W

b7-b3 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください。 R/W
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24.2.13 I2C バスビットレートローレベルレジスタ（ICBRL）

ICBRL レジスタは SCL クロックの Low 幅を設定するための 5 ビットのレジスタです。

また ICBRL レジスタは、SCL 自動 Low ホールド発生時（「24.8　SCL の自動 Low ホールド機能」参照）

のデータセットアップ時間確保レジスタとしても機能します。そのため RIIC を常にスレーブモードで使用

する場合には、データセットアップ時間（注 1）以上の値を設定してください。

ICBRL レジスタは ICMR1.CKS[2:0] ビットで選択した内部基準クロックソース（IICφ）で Low 幅をカウン

トします。

注 1. データセットアップ時間（tSU:DAT）

250ns（～ 100kbps ：スタンダードモード [Sm]）

100ns（～ 400kbps ：ファストモード [fm]）

アドレス 0008 8310h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — BRL[4:0]

リセット後の値 1 1 1 1 1 1 1 1

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b4-b0 BRL[4:0] ビットレートLow幅設定ビット SCLクロックのLow幅の値を設定 R/W

b7-b5 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“1”としてください R/W
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24.2.14 I2C バスビットレートハイレベルレジスタ（ICBRH）

ICBRHレジスタは SCL クロックのHigh 幅を設定するための 5 ビットのレジスタで、マスタモード時に有効

です。RIIC を常にスレーブモードで使用する場合には、High 幅を設定する必要はありません。

ICBRH レジスタは ICMR1.CKS[2:0] ビットで選択された内部基準クロックソース（IICφ）で High 幅をカウン

トします。

I2C 転送速度および SCL クロックのデューティ比は以下の式で算定します。

転送速度 ＝ 1 / { [（ICBRH+1）＋（ICBRL+1）] / IICφ（注 1）＋ SCL ライン立ち上がり時間 [tr] ＋

SCL ライン立ち下がり時間 [tf]}

デューティ比 =｛ SCL ライン立ち上がり時間 [tr]（注 2）＋（ ICBRH+1 ）/ IICφ｝ / ｛SCL ライン立ち下がり時間 [tf]（注 2）

＋（ ICBRL+1）/ IICφ ｝

注 1. IICφ＝ PCLK×106 × 分周比

注 2. SCL ライン立ち上がり時間 [tr]、SCL ライン立ち下がり時間 [tf] は、バスライン総容量 [Cb] とプルアップ抵抗

[Rp] に依存します。詳細については NXP 社の I2C バス規格書を参照してください。

ICBRH、ICBRL レジスタの値の設定例を表 24.6 に示します。

アドレス 0008 8311h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — BRH[4:0]

リセット後の値 1 1 1 1 1 1 1 1

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b4-b0 BRH[4:0] ビットレートHigh幅設定ビット SCLクロックのHigh幅の値を設定 R/W

b7-b5 — 予約ビット 読むと “1”が読めます。書く場合、“1”としてださい。 R/W
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注 . SCLラインの立ち上がり時間（tr）を～100kbps以下 [Sm]は1000ns、～400kbps[Fm]は300ns、
SCLラインの立ち下がり時間（tf）を～400kbps以下 [Sm/Fm]は300nsとして計算した場合の設定例です。

SCLライン立ち上がり時間（tr）、SCLライン立ち下がり時間（tf）の規格値についてはNXP社の I2Cバス規格書を参照してく

ださい。

表24.6 転送速度に対する ICBRH、ICBRLレジスタの設定例

転送速度

（kbps）

動作周波数PCLK（MHz）

8 10 12.5

CKS[2:0] ICBRH ICBRL CKS[2:0] ICBRH ICBRL CKS[2:0] ICBRH ICBRL

10 100b 22（F6h） 25（F9h） 101b 13（EDh） 15（EFh） 101b 16（F0h） 20（F4h）

50 010b 16（F0h） 19（F3h） 010b 21（F5h） 24（F8h） 011b 12（ECh） 15（EFh）

100 001b 15（EFh） 18（F2h） 001b 19（F3h） 23（F7h） 001b 24（F8h） 29（FDh）

400 000b 4（E4h） 10（EAh） 000b 5（E5h） 12（ECh） 000b 7（E7h） 16（F0h）

転送速度

（kbps）

動作周波数PCLK（MHz）

16 20 25

CKS[2:0] ICBRH ICBRL CKS[2:0] ICBRH ICBRL CKS[2:0] ICBRH ICBRL

10 101b 22（F6h） 25（F9h） 110b 13（EDh） 15（EFh） 110b 16（F0h） 20（F4h）

50 011b 16（F0h） 19（F3h） 011b 21（F5h） 24（F8h） 100b 12（ECh） 15（EFh）

100 010b 15（EFh） 18（F2h） 010b 19（F3h） 23（F7h） 010b 24（F8h） 29（FDh）

400 000b 9（E9h） 20（F4h） 000b 11（EBh） 25（F9h） 001b 7（E7h） 16（F0h）

転送速度

（kbps）

動作周波数PCLK（MHz）

30 33 50

CKS[2:0] ICBRH ICBRL CKS[2:0] ICBRH ICBRL CKS[2:0] ICBRH ICBRL

10 110b 20（F4h） 24（F8h） 110b 22（F6h） 26（FAh） 111b 16（F0h） 20（F4h）

50 100b 15（EFh） 18（F2h） 100b 17（F1h） 20（F4h） 100b 26（FAh） 31（FFh）

100 010b 2（E2h） 3（E3h） 011b 16（F0h） 19（F3h） 011b 24（F8h） 29（FDh）

400 001b 8（E8h） 19（F3h） 001b 9（E9h） 21（F5h） 010b 7（E7h） 16（F0h）
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24.2.15 I2C バス送信データレジスタ（ICDRT）

ICDRT レジスタは、送信データを格納する 8 ビットのレジスタです。

I2C バスシフトレジスタ（ICDRS）の空きを検出すると、ICDRT レジスタに書き込まれた送信データが

ICDRS レジスタへ転送され、送信モード時にデータ送信を開始します。

ICDRT レジスタと ICDRS レジスタはダブルバッファ構造になっているため、ICDRS レジスタのデータ送信

中に、次に送信するデータを ICDRT レジスタに書いておくと連続送信動作が可能です。

ICDRT レジスタは常に読み出し / 書き込み可能です。ICDRT レジスタへの送信データの書き込みは、送信

データエンプティ割り込み（ICTXI）要求が発生したときに 1 回だけ行ってください。

24.2.16 I2C バス受信データレジスタ（ICDRR）

ICDRR レジスタは、受信データを格納する 8 ビットのレジスタです。

1 バイトのデータの受信が終了すると、受信したデータは I2C バスシフトレジスタ（ICDRS）から ICDRR レ

ジスタへ転送され、次のデータを受信可能にします。

ICDRS レジスタと ICDRR レジスタはダブルバッファ構造になっているため、ICDRS レジスタのデータ受信

中に、すでに受信したデータを ICDRR レジスタから読んでおくと連続受信動作が可能です。

ICDRR レジスタに書き込みはできません。ICDRR レジスタの読み出しは、受信データフル割り込み

（ICRXI）要求が発生したときに 1 回だけ行ってください。

受信データを ICDRR レジスタから読み出ししないまま（ICSR2.RDRF フラグが “1” の状態のまま）次の

受信データを受け取ると、RIIC は RDRF フラグを次に “1” になるタイミングの 1 つ手前の SCL クロックで

自動的に Low ホールドを行います。

24.2.17 I2C バスシフトレジスタ（ICDRS）

ICDRS レジスタは、データを送信 / 受信するためのシフトレジスタです。

送信時は ICDRT レジスタから送信データが ICDRS レジスタに転送され、SDA 端子からデータが送信され

ます。受信時は 1 バイトのデータの受信が終了すると、データが ICDRS レジスタから ICDRR レジスタへ転

送されます。

ICDRS レジスタは直接アクセスすることはできません。

アドレス 0008 8312h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

リセット後の値 1 1 1 1 1 1 1 1

アドレス 0008 8313h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

リセット後の値 — — — — — — — —
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24.2.18 タイムアウト内部カウンタ（TMOCNT）

 TMOCNTL レジスタ

注1. タイムアウト内部カウンタの値は読み出しできません。読み出しを行った場合、FFhが読み出されます。

 TMOCNTU レジスタ

注1. TMOS=1（ショートモード）時、b7-b4は予約ビットになります。書き込み可能ですが、書き込み値は無効です。

注2. タイムアウト内部カウンタの値は読み出しできません。読み出しを行った場合、FFhが読み出されます。

タイムアウト内部カウンタ（TMOCNTL/TMOCNTU）は、リセット時、ICCR1.IICRST=1 にしたとき、も

しくは ICFER.TMOE=1 でかつ、ICMR1.CKS[2:0]=000b の PCLK/1 で使用し、ICMR2 の TMOH/TMOL ビット

で設定したカウンタクリア条件（SCL 立ち上がり / 立ち下がりエッジ検出）が成立したとき、初期化（00h）

されます。

TMOCNTL レジスタと TMOCNTU レジスタは、16 ビットレジスタとして 16 ビットアクセスすることも

可能です。

アドレス TMOCNTL 0008 830Ah、TMOCNTU 0008 830Bh

・ICMR2.TMOS＝0（ロングモード）時

TMOCNTU TMOCNTL

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

・ICMR2.TMOS＝1（ショートモード）時

TMOCNTU TMOCNTL

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — —

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

注1. 本レジスタはSARL0、SARU0レジスタと同一です。ご注意ください。。

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b7-b0 TMOCNTL タイムアウト内部カウンタ タイムアウト内部カウンタ下位 W（注1）

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b7-b0 TMOCNTU タイムアウト内部カウンタ タイムアウト内部カウンタ上位（注1） W（注2）
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24.3 動作説明

24.3.1 通信データフォーマット

I2C バスフォーマットは、8 ビットのデータと 1 ビットのアクノリッジで構成されています。スタートコ

ンディションおよびリスタートコンディションに続くフレームは、アドレスフレームでマスタデバイスが通

信先であるスレーブデバイスを指定するのに使用します。指定されたスレーブは新たにスレーブが指定され

るか、ストップコンディションが発行されるまで有効です。

図 24.3 に I2C バスフォーマットを、図 24.4 に I2C バスタイミングを示します。

図 24.3 I2C バスフォーマット

図 24.4 I2C バスタイミング（SLA=7 ビットの場合）

【記号説明】

S ：スタートコンディションを示します。マスタデバイスが、SCLラインがHighの状態でSDAラインがHighからLowに変

化します。

SLA ：スレーブアドレスを示します。マスタデバイスがスレーブデバイスを選択します。

R/W# ：送信 /受信の方向を示します。“1”のときスレーブデバイスからマスタデバイスへ、“0”のときマスタデバイスから

スレーブデバイスへデータを送信します。

A ：アクノリッジを示します。受信デバイスがSDAラインをLowにします（マスタ送信モード時：スレーブデバイスがア

クノリッジを返します。マスタ受信モード時：マスタデバイスがアクノリッジを返します）。

Sr ：リスタートコンディションを示します。マスタデバイスが、SCLラインがHighの状態でセットアップ時間経過後にSDA
ラインがHighからLowに変化します。

DATA ：送受信データを示します。

P ：ストップコンディションを示します。マスタデバイスが、SCLラインがHighの状態でSDAラインがLowからHighに変

化します。

【7ビットアドレスフォーマット】

S R/W# A A A/A# P

S

SLA(7ビット)

W# A A A/A# PSLA(8ビット)11110b+SLA(2ビット)

DATA(8ビット)

A

S W# A A A/A# PSLA(8ビット)11110b+SLA(2ビット) ASr 11110b+SLA(2ビット) R

DATA(8ビット)

1 7 1 1 1 118

ADATA(8ビット)

1 7 1 1 1 118

1 118

18

1 7 1 1 18 1 17 1

【10ビットアドレスフォーマット】

n(n=1～)

n(n=1～)

n(n=1～)

n：転送フレーム数

S SLA R/W# A DATA A DATA A P

SDA

1-7 8 9 1-7 8 9 1-7 8 9SCL
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24.3.2 初期設定

データの送信 / 受信を開始する場合、図 24.5 に示す手順に従って RIIC を初期化してください。

図 24.5 RIIC の初期化フローチャート例

SARLy、SARUyを設定
ICSERを設定

I2Cバス転送動作可能状態

通信ビットレートを設定（注１）

割り込み許可を設定

内部リセット

内部リセット解除

I2Cバス機能停止状態

スレーブアドレスフォーマット、
およびスレーブアドレスを設定

ICCR1.ICE=0

ICCR1.IICRST=1

ICCR1.IICRST=0

ICMR2、ICMR3を設定

初期設定

ICMR1.CKS [2:0]を設定
ICBRL/ICBRHを設定

ICFERを設定

ICIERを設定

ICCR1.ICE=1

初期設定終了

y=0～2

注1. スレーブのみで動作させる場合、ICBRLレジスタに
データセットアップ時間以上の値を設定してください。

注2. 必要に応じて設定してください。

注3. タイムアウト機能仕様の場合
　　（タイムアウト機能未使用の場合には、本処理は不要です。）
注4. 8ビットアクセス時のフローです。16ビットアクセス時は、
　　　「16ビットアクセス時のレジスタ配置」に記載のアドレスに

0000hを設定してください。

ICMR2.TMWE=1

ICFER.TMOE=1

（注２）

（注２）

タイムアウト内部カウンタ書き込み許可（注３）

タイムアウト機能有効（注３）

（注２）

（注２）

TMOCNTL=00h

（注２、注４）タイムアウト内部カウンタの初期化（注３）

TMOCNTU=00h
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24.3.3 マスタ送信動作

マスタ送信では、マスタデバイスである RIIC が SCL クロックと送信データを出力して、スレーブデバイ

スがアクノリッジを返します。図 24.6 にマスタ送信の使用例を、図 24.7 ～図 24.9 にマスタ送信の動作タ

イミングを示します。

以下にマスタ送信の送信手順と動作を示します。

（1）ICCR1.ICE ビットを “0”（機能停止状態）にしたまま ICCR1.IICRST ビットを “1”（内部リセット）にし

た後、“0”（リセット解除）にします。これにより ICSR1 レジスタの各フラグや内部状態の初期化を行

います。その後、SARLy、SARUy、ICSER、ICMR1、ICBRH、ICBRL レジスタ (y=0 ～ 2) を設定し、そ

の他のレジスタは必要に応じて設定してください（RIIC の初期設定については図 24.5 参照）。必要なレ

ジスタの設定が終了したら、ICE ビットを “1”（転送可能状態）にしてください。すでに RIIC の初期化

が完了している場合、この手順は不要です。

（2）ICCR2.BBSY フラグを読んでバスが解放状態であることを確認した後、ICCR2.ST ビットに “1” を書き

ます（スタートコンディション発行要求）。RIIC はスタートコンディション発行要求を受け付けると、

スタートコンディションを発行します。RIIC はスタートコンディションを検出すると BBSY フラグ、

ICSR2.START フラグを自動的に “1” にし、ST ビットを自動的に “0” にします。このとき ST ビットが

“1” の状態で自分が出した SDA 信号と SDA ラインの状態がずれることなくスタートコンディションを

検出した場合、RIIC は ST ビットによるスタートコンディション発行が正しく行われたと認識し、

ICCR2.MST, TRS ビットを自動的に “1” にしてマスタ送信モードになります。また ICSR2.TDRE は、

TRS ビット =1 により自動的に “1” になります。

（3）ICSR2.TDRE フラグが “ １ ” であることを確認した後、ICDRT レジスタに送信データ（スレーブアドレ

スと R/W# ビット）を書いてください。ICDRT レジスタに送信データを書くと TDRE フラグは自動的に

“0” になり、ICDRT レジスタから ICDRS レジスタにデータが転送されて、再び TDRE フラグが “1” に

なります。R/W# ビットを含むスレーブアドレスの送信が完了すると、送信された R/W# ビットにより

自動的に TRS ビットが変更され送信モード / 受信モードが選択されます。RIIC は R/W# ビット =0 を受

信すると、引き続きマスタ送信モードの状態を継続します。

このとき ICSR2.NACKF フラグが “1” なら、スレーブデバイスが認識されていないか、あるいは通信不

良が発生しているかですので、ストップコンディションを発行してください。ストップコンディション

の発行は ICCR2.SP ビットに “1” を書くことで行われます。

なお 10 ビットアドレスフォーマットで送信する場合は、まず 1 回目のアドレス送信処理で ICDRT レジ

スタに 1111 0b+ スレーブアドレスの上位 2 ビット＋ W を書き、2 回目のアドレス送信処理で ICDRT レ

ジスタにスレーブアドレスの下位 8 ビットを書いてください。

（4）ICSR2.TDRE フラグが “ １ ” であることを確認した後、送信データを ICDRT レジスタに書いてくださ

い。なお、送信データの準備ができるまで、またはストップコンディションを発行するまでの間 RIIC

は自動的に SCL ラインを Low にホールドします。

（5）送信する全バイトを ICDRT レジスタに書いた後、ICSR2.TEND フラグが “1” になるまで待ってから

ICCR2.SP ビットに “1” を書いてください（ストップコンディション発行要求）。RIIC はストップコン

ディション発行要求を受け付けると、ストップコンディションを発行します。

（6）RIIC はストップコンディションを検出すると、ICCR2.MST, TRS ビットが自動的に “00b” になり、ス

レーブ受信モードに移行します。また、ストップコンディション検出により ICSR2.TDRE, TEND フラ

グも自動的に “0” になり、ICSR2.STOP フラグが “1” になります。

（7）ICSR2.STOP フラグが “ １ ” であることを確認した後、次通信のために ICSR2.NACKF, STOP フラグを 

“0” にしてください。
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図 24.6 マスタ送信のフローチャート例

Yes

ICCR2.BBSY=0？

ICSR2.STOP=0

マスタ送信

ICCR2.SP=1

ICSR2.NACKF=0

マスタ送信終了

ICCR2.ST=1

Yes

No

ICSR2.TDRE=1?

ICDRTライト

初期設定

Yes

Yes

残りの送信データなし？

ICSR2.TEND=1?

Yes

ICSR2.STOP=1?

ICSR2.STOP=0

No

No

No

No

No

(1) 初期設定

(2) I2Cバス占有状態判定
 開始条件発行

(6) 停止条件発行確認

(7) 次通信のための処理

Yes

(5) 終データ送信完了確認

 および停止条件発行

(3) スレーブアドレス＋W送信（1バイト目）

(4) ACK確認および送信データ設定

ICSR2.NACKF=0?

注1. タイムアウト内部カウンタ

  タイムアウト機能仕様の場合

　　（タイムアウト機能未使用の場合には、本処理は不要です）

注2. 8ビットアクセス時のフローです。16ビットアクセス時は、

　　　「16ビットアクセス時のレジスタ配置」に記載のアドレスに

0000hを設定してください。

TMOCNTL=00h

（注１、注２）

TMOCNTU=00h

TMOCNTL=00h

（注１、注２）

TMOCNTU=00h

TMOCNTL=00h

（注１、注２）

TMOCNTU=00h
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図 24.7 マスタ送信の動作タイミング（1）（7 ビットアドレスフォーマットのとき）

図 24.8 マスタ送信の動作タイミング（2）（10 ビットアドレスフォーマットのとき）
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TDRE
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TRS

BBSY
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S 9

ICDRTライト
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8
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自動Lowホールド (誤送信防止)
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SDA
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START

ICDRT
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図 24.9 マスタ送信の動作タイミング（3）

送信データ(DATA n)送信データ(DATA n-1)

DATA  n-1

DATA n

DATA n

2

b6 

4

b4    

5

b3    

6

b2    

7

b1    

3

b5    

8

b0    

1

b7 

2

b6 

4

b4    

5

b3    

6

b2    

7

b1    

3

b5    

8

b0    

8

b0    

1

b7 

7

b1    

9

DATA n-1

DATA n-1 DATA nDATA n-2

99

XXXX(初期値/ 終受信データ)

(5)

SP=1
ライト

(4)

STOP=0
ライト

(7)

P

ICDRTライト
( 終送信データ[DATA n])

“0”(ACK)“0”(ACK)

“0”(ACK)

DATA n-2

TDRE

MST

TRS

BBSY

TEND

SCL

SDA
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ICDRT

ICDRS

SP

RDRF

ICDRR
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ACKBR
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“X”(ACK/NACK)

ACK ACK
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24.3.4 マスタ受信動作

マスタ受信では、マスタデバイスである RIIC が SCL クロックを出力し、スレーブデバイスからデータを

受信して、アクノリッジを返します。 初にスレーブデバイスにスレーブアドレスを送信する必要があるた

め、まずマスタ送信モードでスレーブアドレスを送信し、その後マスタ受信モードでデータを受信します。

図 24.11 にマスタ受信の使用例（7 ビットアドレスフォーマットの場合） を、図 24.12 ～図 24.14 にマス

タ受信の動作タイミングを示します。

以下にマスタ受信の受信手順と動作を示します。

（1）ICCR1.ICE ビットを “0”（機能停止状態）にしたまま ICCR1.IICRST ビットを “1”（内部リセット）にし

た後、“0”（リセット解除）にします。これにより ICSR1 レジスタの各フラグや内部状態の初期化を行

います。その後、SARLy、SARUy、ICSER、ICMR1、ICBRH、ICBRL レジスタ (y=0 ～ 2) を設定し、そ

の他のレジスタは必要に応じて設定してください（RIIC の初期設定については図 24.5 参照）。必要なレ

ジスタの設定が終了した後、ICE ビットを “1”（転送可能状態）にしてください。すでに RIIC の初期化

が完了している場合、この手順は不要です。

（2）ICCR2.BBSY フラグを読んでバスが解放状態であることを確認した後、ICCR2.ST ビットに “1” を書き

ます（スタートコンディション発行要求）。RIIC はスタートコンディション発行要求を受け付けると、

スタートコンディションを発行します。RIIC はスタートコンディションを検出すると BBSY フラグ、

ICSR2.START フラグを自動的に “1” にし、ST ビットを自動的に “0” にします。このとき ST ビットが

“1” の状態で自分が出した SDA 信号と SDA ラインの状態がずれることなくスタートコンディションを

検出した場合、RIIC は ST ビットによるスタートコンディション発行が正しく行われたと認識し、

ICCR2.MST, TRS ビットを自動的に “1” にしてマスタ送信モードになります。また ICSR2.TDRE フラグ

は、TRS ビット =1 により自動的に “1” になります。

（3）ICSR2.TDRE フラグが “ １ ” であることを確認した後、ICDRT レジスタに送信データ（スレーブアドレ

スと R/W# ビット）を書いてください。ICDRT レジスタに送信データを書くと TDRE フラグは自動的に

“0” になり、ICDRT レジスタから ICDRS レジスタにデータが転送されて、再び TDRE フラグが “1” に

なります。R/W# ビットを含むスレーブアドレスの送信が完了すると、送信された R/W# ビットにより

自動的に ICCR2.TRS ビットが変更され送信モード / 受信モードが選択されます。RIIC は R/W# ビット

= １を受信すると、9 クロック目の立ち上がりで TRS ビットを “0” にしてマスタ受信モードに移行しま

す。このとき TDRE フラグは “0” に、ICSR2.RDRF フラグは自動的に “1” になります。

このとき ICSR2.NACKF フラグが “1” なら、スレーブデバイスが認識されていないか、あるいは通信不

良が発生しているかですので、ストップコンディションを発行してください。ストップコンディション

の発行は ICCR2.SP ビットに “1” を書くことで行えます。

なお、10 ビットアドレスフォーマットでマスタ受信を行う場合は、まずマスタ送信で 10 ビットアドレ

スを送信した後、リスタートコンディションを発行します。その後、1111 0b+ スレーブアドレスの上位

2 ビット＋ R を送信することで、マスタ受信モードに移行します。

（4）ICSR2.RDRF フラグが “1” であることを確認した後、ダミーで ICDRR レジスタを読むと、RIIC は SCL

クロックを出力して受信動作を開始します。

（5）1 バイトのデータ受信が終了し、ICMR3.RDRFS ビットで設定した SCL クロックの 8 クロック目、ある

いは 9 クロック目の立ち上がりで、ICSR2.RDRF フラグが “1” になります。このとき ICDRR レジスタ

を読むと、受信したデータを読むことができ、同時に RDRF フラグは自動的に “0” になります。また

SCL クロックの 9 クロック目のアクノリッジビットには、ICMR3.ACKBT ビットに設定された値が返信

されます。また、次の受信バイトが 終バイト－ 1 の場合、ICDRR レジスタ（ 終バイト－ 2 バイト

目）を読む前に ICMR3.WAIT ビットを “1”（WAIT あり）にしてください。これにより、続く（6）の

ICMR3.ACKBT ビットを “1”（NACK）にする処理が他割り込みなどにより遅れた場合でも 終バイト

で NACK 出力を可能にするとともに、 終バイトの受信時に 9 クロック目の立ち下がりで SCLn ライン

を Low に固定して、ストップコンディション発行可能状態にすることができます。
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（6）ICMR3.RDRFS ビットが “0” でスレーブデバイスに次のデータ受信で通信終了であることを通知する必

要がある場合には、ICMR3.ACKBT ビットを “1”（NACK）にしてください。

（7）ICDRR レジスタ（ 終バイト－ 1 バイト目）読み出し後、ICSR2.RDRF フラグが “1” であることを確認

してから、ICCR2.SP ビットに “1” を書いて（ストップコンディション発行要求）、ICDRR レジスタ（

終バイト）を読んでください。RIIC は ICDRR レジスタの読み出しにより、WAIT 状態が解除され、9

クロック目の Low 出力終了または SCL ラインの Low ホールド解除後にストップコンディションを発行

します。

（8）RIIC はストップコンディションを検出すると、ICCR2.MST, TRS ビットは自動的に “00b” になり、ス

レーブ受信モードに移行します。また、ストップコンディション検出により ICSR2.STOP フラグが “1”

になります。

（9）ICSR2.STOP フラグが “ １ ” であることを確認した後、次通信のために ICSR2.NACKF, STOP フラグを 

“0” にしてください。
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図 24.10 マスタ受信のフローチャート例（7 ビットアドレスフォーマット、2 バイト以下の場合） 
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図 24.11 マスタ受信のフローチャート例 （7 ビットアドレスフォーマット、3 バイト以上の場合） 
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「16ビットアクセス時のレジスタ配置」に記載のアドレスに

0000hを設定してください。

注3.   同時ライト可
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図 24.12 マスタ受信の動作タイミング（1）（7 ビットアドレスフォーマット、RDRFS=0 のとき） 

図 24.13 マスタ受信の動作タイミング（2）（10 ビットアドレスフォーマット、RDRFS=0 のとき）
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図 24.14 マスタ受信の動作タイミング（3）（RDRFS=0 のとき）
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24.3.5 スレーブ送信動作

スレーブ送信では、マスタデバイスが SCL クロックを出力し、スレーブデバイスである RIIC がデータを

送信し、マスタデバイスがアクノリッジを返します。

図 24.15 にスレーブ送信の使用例を示します。図 24.16、図 24.17 にスレーブ送信の動作タイミングを示

します。

以下にスレーブ送信の送信手順と動作を示します。

（1）図 24.5 に示す手順で RIIC を初期設定してください。すでに RIIC の初期化が完了している場合、この

手順は不要です。初期設定完了後、RIIC はスレーブアドレスが一致するまで待機状態となります。

（2）RIIC はスレーブアドレスが一致した場合、SCL クロックの 9 クロック目の立ち上がりで該当する

ICSR1.HOA, GCA, AASy ビット（y=0 ～ 2）のいずれかを “1” にし、SCL クロックの 9 クロック目のア

クノリッジビットに ICMR3.ACKBT ビットに設定した値を返信します。このとき受信した R/W# ビット

が “1” のとき、ICCR2.TRS ビットおよび ICSR2.TDRE フラグを “1” にし、自動的にスレーブ送信モード

に切り替わります。

（3）ICSR2.TDRE フラグが “1” であることを確認した後、ICDRT レジスタに送信データを書いてください。

このとき、ICFER.NACKE ビットが “1” の状態でマスタデバイスからアクノリッジがなかった（NACK

を受信した）場合、RIIC は次の通信動作を中断します。

（4）ICSR2.NACKF フラグが “1” になるか、または 終送信データを ICDRT レジスタに書いた後、

ICSR2.TDRE フラグが “1” の状態で、ICSR2.TEND フラグが “1” になるまで待ってください。

ICSR2.NACKF フラグが “1” または TEND フラグが “1” の場合、RIIC は 9 クロック目の立ち下がり以降

SCL ラインを Low にホールドします。

（5）ICSR2.NACKF フラグが “1” または ICSR2.TEND フラグが “1” の場合、終了処理のため ICDRR レジスタ

をダミーで読んでください。これにより SCL ラインを開放します。

（6）RIIC はストップコンディションを検出すると、ICSR1.HOA, GCA, AASy ビット (y=0 ～ 2)、

ICSR2.TDRE, TEND フラグ、ICCR2.TRS ビットを自動的に “0” にし、スレーブ受信モードに移行しま

す。

（7）ICSR2.STOP フラグが “ １ ” であることを確認した後、次通信のために ICSR2.NACKF, STOP フラグを 

“0” にしてください。
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図 24.15 スレーブ送信のフローチャート例
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図 24.16 スレーブ送信の動作タイミング（1）（7 ビットアドレスフォーマットのとき） 

図 24.17 スレーブ送信の動作タイミング（2）
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24.3.6 スレーブ受信動作

スレーブ受信では、マスタデバイスが SCL クロックと送信データを出力し、スレーブデバイスである

RIIC がアクノリッジを返します。

図 24.18 にスレーブ受信の使用例を図 24.19、図 24.20 にスレーブ受信の動作タイミングを示します。

以下にスレーブ受信の受信手順と動作を示します。

（1）図 24.5 に示す手順で RIIC を初期設定してください。すでに RIIC の初期化が完了している場合、この

手順は不要です。初期設定完了後、RIIC はスレーブアドレスが一致するまで待機状態となります。

（2）RIIC はスレーブアドレスが一致した場合、RIIC は SCL クロックの 9 クロック目の立ち上がりで該当す

る ICSR1.HOA, GCA, AASy ビット (y=0 ～ 2) のいずれかを “1” にし、SCL クロックの 9 クロック目のア

クノリッジビットに ICMR3.ACKBT ビットに設定した値を返信します。このとき受信した R/W# ビット

が “0” なら、スレーブ受信モードの状態を継続し、ICSR2.RDRF フラグを “1” にします。

（3）ICSR2.STOP フラグが “0” で、かつ ICSR2.RDRF フラグが “1” であることを確認したら、 初の 1 回目

は ICDRR レジスタをダミーで読んでください（なお、ダミーで読んだ受信データは 7 ビットアドレス

フォーマット時にスレーブアドレス＋ R/W# ビット、10 ビットアドレスフォーマット時は下位 8 ビット

アドレスになります）。

（4）ICDRR レジスタを読むと RIIC は ICSR2.RDRF フラグを自動的に “0” にします。なお、ICDRR レジスタ

の読み出しが遅れて、RDRF フラグが “1” になった状態で次のデータを受信すると、RIIC は RDRF フラ

グが＂ 1” になるタイミングの 1 つ手前の SCL クロック立ち下がりで SCL ラインを Low にホールドし

ます。この Low ホールドは ICDRR レジスタを読むことで解除され RIIC は SCL ラインを開放します。

ICSR2.STOP フラグが “1” で、かつ ICSR2.RDRF フラグが “1” の場合、または全データ受信が完了する

タイミングで ICDRR レジスタを読んでください。

（5）RIIC はストップコンディションを検出すると、ICSR1.HOA, GCA, AASy ビット (y=0 ～ 2) を自動的に 

“0” にします。

（6）ICSR2.STOP フラグが “1” であることを確認した後、次通信のために ICSR2. STOP フラグを “0” にして

ください。
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図 24.18 スレーブ受信のフローチャート例
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図 24.19 スレーブ受信の動作タイミング（1）（7 ビットアドレスフォーマット、RDRFS=0 のとき）

図 24.20 スレーブ受信の動作タイミング（2）（RDRFS=0 のとき） 
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24.4 SCL 同期回路

RIIC の SCL クロック生成は SCL ラインの立ち上がりを検出すると、ICBRH レジスタで設定された High

幅のカウントを開始し、High 幅のカウントが終了すると SCL ラインを Low にドライブして立ち下げます。

また SCL ラインの立ち下がりを検出すると、ICBRL レジスタで設定された Low 幅のカウントを開始し、

Low 幅のカウントが終了すると SCL ラインの Low ドライブを終了して SCL ラインを開放します。これによ

り SCL クロックを生成します。

I2C バスをマルチマスタで使用する場合、SCL クロックは他のマスタデバイスとの競合により SCL クロッ

ク同士が衝突する場合があります。SCL クロックが衝突した場合、マスタデバイスは SCL クロックの同期

化を行う必要があります。この SCL クロックの同期はビットごとに行う必要があり、RIIC はマスタモード

時に SCL ラインを監視してビットごとに同期を取りながら SCL クロックを生成する機能（SCL 同期回路）

を備えています。

RIIC が SCL ラインの立ち上がりを検出し ICBRH レジスタで設定された High 幅のカウント中に他のマス

タデバイスの SCL クロック出力により SCL ラインが立ち下げられた場合、RIIC は SCL ラインの立ち下が

りを検出すると High 幅のカウントアップ動作を中断し、SCL ラインの Low ドライブを行うのと同時に

ICBRL レジスタで設定された Low 幅のカウントアップを開始します。Low 幅のカウントが終了すると SCL

ラインの Low ドライブを終了して SCL ラインを開放します。このとき他のマスタデバイスの SCL クロック

の Low 幅が RIIC で設定された Low 幅よりも長い場合、SCL クロックの Low 幅は延長されます。他のマス

タデバイスの Low 幅出力が終了すると、SCL ラインが開放され SCL クロックが立ち上がります。そのため

SCL クロック出力衝突時の SCL クロックの High 幅は短いクロックに同期し、Low 幅は長いクロックに同期

化されます。なお、この SCL 同期は ICFER.SCLE ビットが “1” のとき有効です。

図 24.21 RIIC の SCL クロック生成および SCL 同期化動作
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24.5 SDA 出力遅延機能

RIIC には SDA 出力遅延機能を備えています。SDA 出力遅延機能は、すべての SDA 出力タイミング（発

行動作（開始 / 再開始 / 停止）、データ出力、ACK/NACK 出力）を遅延させることができます。

SDA 出力遅延機能は、SCL クロックの立ち下がり検出から SDA 出力を遅延させ、確実に SCL クロックの

Low 期間中に SDA 出力を行うことで、通信デバイスの誤認動作を防ぐ目的で使用する機能で、SMBus の

データホールド時間 :300ns（min）の規格を満たす目的でも使用することができます。

この SDA 出力遅延機能は ICMR2.SDDL[2:0] ビットが “000b” 以外のとき有効で、SDDL[2:0] ビットが

“000b” のとき無効です。

SDA 出力遅延機能が有効（SDDL[2:0] ビットが “000b” 以外）のとき、SDA 出力遅延カウンタは

ICMR2.DLCS ビットで選択された内部基準クロック（IICφ）またはその 2 分周クロック（IICφ/2）をカウン

トソースとして SDDL[2:0] ビットで設定されたサイクル数分のカウント動作を行い、遅延サイクル分のカウ

ントが終了した時点で RIIC は SDA 出力（発行動作（開始 / 再開始 / 停止）、データ出力、ACK/NACK 出力）

を行います。

図 24.22 SDA 出力遅延タイミング 
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24.6 デジタルノイズフィルタ回路

SCL 端子および SDA 端子の状態は、アナログノイズフィルタ回路およびデジタルノイズフィルタ回路を

経由して内部に取り込まれます。図 24.23 にデジタルノイズフィルタ回路のブロック図を示します。

RIIC に内蔵されているデジタルノイズフィルタ回路は、4 段の直列に接続されたフリップフロップ回路と

一致検出回路で構成されています。

デジタルノイズフィルタの有効段数は ICMR3.NF[1:0] ビットで選択し、ノイズ除去能力は選択した有効段

数に応じて 1IICφ～ 4IICφサイクル分となります。

SCL 端子入力信号（または SDA 端子入力信号）は PCLK の立ち下がりでサンプリングされ、

ICMR3.NF[1:0] ビットで設定された有効段数のフリップフロップ回路出力がすべて一致したとき、そのレベ

ルが内部信号として伝えられ、一致しない場合は前の値を保持します。

なお、PCLK =4MHz 時の 400kbps 通信のような内部動作クロック（PCLK）と通信速度の比が小さい場合、

デジタルノイズフィルタの特性上ノイズ発生時に必要な信号まで除去してしまう場合があります。そのよう

な場合は、デジタルノイズフィルタ回路の使用を禁止（ICFER.NFE ビット =0）し、アナログノイズフィル

タ回路のみを使用することが可能です。

図 24.23 デジタルノイズフィルタ回路のブロック図

不一致

一致

D Q

CLK

D Q

CLK

D Q

CLK

D Q

CLK

NFE

SCL/SDA
入力信号

IICφ NF[1:0]

比較器

D Q

CLK

D Q

CLK

NFE ：デジタルノイズフィルタ回路許可ビット
NF[1：0]：デジタルノイズフィルタ段数選択ビット

デジタルノイズフィルタ4段

SCL/SDA
内部信号

PCLK↑



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 1043 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 24.  I2Cバスインタフェース（RIIC）

24.7 アドレス一致検出機能

RIIC はジェネラルコールアドレス、ホストアドレスの他に 3 種類のスレーブアドレスを設定可能です。ま

たスレーブアドレスには 7 ビットアドレスまたは 10 ビットアドレスの設定が可能です。

24.7.1 スレーブアドレス一致検出機能

RIIC は 3 種類のスレーブアドレスを設定可能で、それぞれに応じたスレーブアドレス検出機能を備えて

います。ICSER.SARyE ビット (y=0 ～ 2) が “1” のとき、SARUy/SARLy レジスタ (y=0 ～ 2) に設定されたス

レーブアドレスを検出することができます。

RIIC は設定されたスレーブアドレス一致を検出すると、SCL クロックの 9 クロック目の立ち上がりで該

当する ICSR1.AASy フラグ (y=0 ～ 2) を “1” にし、続く R/W# ビットにより ICSR2.RDRF フラグまたは

ICSR2.TDRE フラグを “1” にします。これにより受信データフル割り込み（ICRXI）または送信データエン

プティ割り込み（ICTXI）を発生させることができ、AASy フラグを確認することでどのスレーブアドレス

が指定されたかを識別することができます。

図 24.24 ～図 24.26 に AASy（y=0 ～ 2）フラグが “1” になるタイミングを示します。

図 24.24 7 ビットアドレスフォーマット選択時に AASy フラグが “1” になるタイミング
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図 24.25 10 ビットアドレスフォーマット選択時に AASy フラグが “1” になるタイミング

図 24.26 7 ビット /10 ビットアドレスフォーマット混在時に AASy フラグが “1”/“0” になるタイミング
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24.7.2 ジェネラルコールアドレス検出機能

RIIC はジェネラルコールアドレス（0000 000b ＋ 0[W]）の検出機能を備えています。ICSER.GCAE ビット

が “1” のとき、ジェネラルコールアドレスを検出することができます。

スタートコンディションまたはリスタートコンディション後のアドレスが 0000 000b ＋ 1[R]（スタートバ

イト）だった場合、RIIC はこのアドレスを All“0” のスレーブアドレスと認識し、ジェネラルコールアドレ

スとみなしません。

RIIC はジェネラルコールアドレスを検出すると、SCL クロックの 9 クロック目の立ち上がりで

ICSR1.GCA フラグを “1” にし、同時に ICSR2.RDRF フラグを “1” にします。これにより受信データフル割り

込み（ICRXI）を発生させることができ、GCA フラグを確認することでジェネラルコールアドレスが送信さ

れたことを認識することができます。

なお、ジェネラルコールアドレス検出後の動作は通常のスレーブ受信動作と同じです。

図 24.27 ジェネラルコールアドレス受信時に GCA フラグが “1” になるタイミング
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24.7.3 デバイス ID アドレス検出機能

RIIC は I2C バス規格（Rev.03）に準拠したデバイス ID アドレスの検出機能を備えています。ICSER.DIDE

ビットを “1” にした状態で、スタートコンディションまたはリスタートコンディション後の 1 バイト目に

1111 100b を受信すると、RIIC はこのアドレスをデバイス ID アドレスと認識し、続く R/W# ビットが “0” の

とき SCL クロックの 9 クロック目の立ち上がりで ICSR1.DID フラグを “1” にした後、2 バイト目以降と自

スレーブアドレスとの比較動作を行います。この 2 バイト目以降のアドレスがスレーブアドレスレジスタの

値と一致した場合、該当する ICSR1.AASy フラグ (y=0 ～ 2) が “1” になります。

その後スタートコンディションまたはリスタートコンディション後の 1 バイト目が再びデバイス ID アド

レス（1111 100b）と一致し、続く R/W# ビットが “1” のとき RIIC は続く 2 バイト目以降はアドレス比較動

作を行わず、ICSR2.TDRE フラグを “1” にします。

デバイス ID アドレス検出機能は、自スレーブアドレスと不一致あるいは自スレーブアドレス一致後のリ

スタートコンディション後のアドレスがデバイス ID アドレスと不一致の場合、DID フラグを “0” にし、ス

タートコンディションまたはリスタートコンディション後の 1 バイト目がデバイス ID アドレス（1111 100b）

と一致し、かつ R/W# ビットが “0” のとき DID フラグを “1” にセットし、続く 2 バイト目以降をスレーブア

ドレスと比較します。R/W# ビットが “1” の場合、DID フラグは前値の状態を継続し、2 バイト目以降のス

レーブアドレス比較を行いません。そのため、TDRE=1 確認後 DID フラグをチェックすることで、デバイ

ス ID を受信したことを確認することができます。

なお、一連のデバイス ID 受信後にホストに送信するデバイス ID フィールドとして必要な情報（3 バイト

分：メーカ [12 ビット ] ＋部品識別 [9 ビット ] ＋リビジョン [3 ビット ]）は、通常の送信データと同様あら

かじめ準備してください。また、デバイス ID フィールドに必要な情報の詳細については NXP 社にお問い合

わせください。
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図 24.28 デバイス ID アドレス受信時の AASy、DID フラグセット / クリアタイミング 

【デバイスIDアドレス+Rの前にスレーブアドレス一致がない場合】

【再開始条件後のアドレスが、デバイスIDアドレスでない場合】

デバイスIDアドレス一致 (1111 100b+W)

S 9 Sr2 3 4 5 6 71 1  ～ 8 98 3 4 5 6 7 981 2

【デバイスID受信動作】

前値を継続

スレーブアドレス一致

受信データ(7ビットアドレス/10ビット下位)

R ACK

TDRE

AASy

TRS

BBSY

RDRF

ACK アドレス 1

DID

スレーブアドレス一致

AASy

BBSY

ACK アドレス

DID

R/W

スレーブアドレス不一
致

デバイスIDアドレス不一致

RDRF

SCL

SDA

SCL

SDA

W

W

001 1 1 1 

001 1 1 1 

001 1 1 1 

7ビットスレーブアドレス (他局)

AASy

BBSY

DID

TDRE

SCL

SDA 001 1 1 1 R NACK NACK 1 001 1 1 1 R NACK

次バイトのアドレス比較動作停止

RDRF

ACK ACK

ACK1 

1 

1 

デバイスIDアドレス一致 (1111 100b+R)

ICDRRリード
(ダミーリード[7ビットアドレス/10ビット下位])

S 9 Sr2 3 4 5 6 71 1  ～ 8 98 3 4 5 6 7 981 2

受信データ(7ビットアドレス/10ビット下位)

デバイスIDアドレス一致 (1111 100b+W)

ICDRRリード
(ダミーリード[7ビットアドレス/10ビット下位])

S 9 Sr2 3 4 5 6 71 1  ～ 8 98 3 4 5 6 7 981 2

デバイスIDアドレス一致 (1111 100b+R) デバイスIDアドレス一致 (1111 100b+R)



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 1048 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 24.  I2Cバスインタフェース（RIIC）

24.7.4 ホストアドレス検出機能

RIIC には SMBus 動作時にホストアドレス検出機能を備えています。ICMR3.SMBS ビットが “1” のとき

ICSER.HOAE ビットを “1” にすると、スレーブ受信モード（ICCR2.MST, TRS ビット =00b）にホストアドレ

ス（0001 000b）を検出することが可能です。

RIIC はホストアドレスを検出すると、SCL クロックの 9 クロック目の立ち上がりで ICSR1.HOA フラグを

“1” にし、Wr ビット（R/W# ビットに “0” を受信）のとき ICSR2.TDRE フラグを “1” にします。これにより

送信データエンプティ割り込み（ICTXI）を発生させることができ、HOA フラグを確認することでスマート

バッテリなどからホストアドレスが送信されたことを認識することができます。

なお、ホストアドレス（0001 000b）に続くビットが Rd ビット（R/W# ビットに “1” を受信）の場合にお

いてもホストアドレスを検出することが可能です。また、ホストアドレス検出後の動作は通常のスレーブ動

作と変わりありません。

図 24.29 ホストアドレス受信時に HOA フラグが “1” になるタイミング
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24.8 SCL の自動 Low ホールド機能

24.8.1 送信データ誤送信防止機能

RIIC は送信モード時（ICCR2.TRS ビット =1）、シフトレジスタ（ICDRS レジスタ）が空の状態でかつ送

信データ（ICDRT レジスタ）が書かれていない場合、以下に示す区間、自動的に SCL ラインの Low ホール

ドを行います。この Low ホールドは送信データの書き込みが行われるまでの期間 Low 区間を延長し、意図

しない送信データの誤送信を防止します。

《マスタ送信モード》

 スタートコンディション / リスタートコンディション発行後の Low 区間

 9 クロック目と 1 クロック目の Low 区間

《スレーブ送信モード》

 9 クロック目と 1 クロック目の Low 区間

図 24.30 送信モードの自動 Low ホールド動作
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24.8.2 NACK 受信転送中断機能

RIIC は送信モード時（ICCR2.TRS ビット =1）に NACK を受信した場合、転送動作を中断する機能を備え

ています。この機能は ICFER.NACKE ビットが “1”（転送中断許可）のとき有効で、NACK 受信時にすでに

次の送信データが書き込まれていた場合（ICSR2.TDRE フラグ =0 の状態）、SCL クロックの 9 クロック目の

立ち下がり時の次のデータ送信動作を自動的に中断します。これにより次送信データの MSB が “0” のとき

の SDA ライン Low 出力固定を防止することができます。

なお NACK 受信転送中断機能で転送動作が中断された場合（ICSR2.NACKF フラグ =1）、以後の送信動作

および受信動作は行いません。動作を再開するには NACKF フラグを “0” にしてください。またマスタ送信

モードの場合には NACKF フラグを “0” にした後、リスタートコンディション発行またはストップコンディ

ション発行後にスタートコンディション発行を行って、動作をやり直してください。

図 24.31 NACK 受信時の転送中断動作（NACKE=1 のとき）

24.8.3 受信データ取りこぼし防止機能

RIIC は受信モード時（ICCR2.TRS ビット =0）、受信データフル（ICSR2.RDRF フラグ =1）の状態で受信

データ（ICDRR レジスタ）の読み出しが 1 転送フレーム以上遅れるなどの応答処理遅延が発生した場合、

次のデータ受信の 1 つ手前で自動的に SCL ラインの Low ホールドを行い、受信データの取りこぼしを未然

に防止します。

この自動 Low ホールドによる取りこぼし防止機能は、 終受信データの読み出し処理が遅れて、その間

にストップコンディション後に自スレーブアドレスを指定された場合にも有効で、ストップコンディション

後自スレーブアドレスと不一致の場合にはこの Low ホールドは行わないため、他の通信を阻害しません。

また、RIIC では ICMR3.WAIT, RDRFS ビットの組み合わせにより Low ホールドを行う区間を選択するこ

とができます。
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(1) WAIT ビットによる 1 バイト受信動作 / 自動 Low ホールド機能

ICMR3.WAIT ビットを “1” にすると、RIIC は WAIT ビット機能による 1 バイト受信動作になります。

ICMR3.RDRFS ビットが “0” のとき、RIIC は SCL クロックの 8 クロック目の立ち下がりから 9 クロック目の

立ち下がり期間のアクノリッジビットには自動的に ICMR3.ACKBT ビットの内容が送出され、9 クロック目

立ち下がりを検出すると WAIT ビット機能により自動的に SCL ラインを Low にホールドします。この Low

ホールドは ICDRR レジスタの読み出しによって解除されます。そのため 1 バイトごとの受信動作が可能と

なります。

なお WAIT ビット機能は、マスタ受信モード時またはスレーブ受信モード時でかつ自スレーブアドレス

（ジェネラルコールアドレス、ホストアドレス含む）と一致した以降の受信フレームから有効になります。

(2) RDRFS ビットによる 1 バイト受信動作（ACK/NACK 送出制御）/ 自動 Low ホールド機能

ICMR3.RDRFS ビットを “1” にすると、RIIC は RDRFS ビット機能による 1 バイト受信動作になります。

RDRFS ビットを “1” にすると、受信データフルフラグ（ICSR2.RDRF フラグ）が “1” になるタイミングが

SCL クロックの 8 クロック目の立ち上がりに変更され、8 クロック目の立ち下がりを検出すると自動的に

SCL ラインを Low にホールドします。この Low ホールドは ICMR3.ACKBT ビットへの書き込みによって解

除され、ICDRR レジスタの読み出しでは解除されません。そのため 1 バイトごとに受信したデータの内容

に応じた ACK/NACK 送出の受信動作が可能となります。

なお RDRFS ビット機能は、マスタ受信モード時またはスレーブ受信モード時でかつ自スレーブアドレス

（ジェネラルコールアドレス、ホストアドレス含む）と一致した以降の受信フレームから有効になります。

図 24.32 受信モードの自動 Low ホールド動作（RDRFS、WAIT ビット）
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24.9 アービトレーションロスト検出機能

RIIC には I2C バス規格で定めている通常のアービトレーションロスト検出機能の他に、スタートコンディ

ションの二重発行防止、NACK 送信時のアービトレーションロスト検出やスレーブ送信時におけるアービト

レーションロスト検出機能も備えています。

24.9.1 マスタアービトレーションロスト検出機能（MALE ビット）

RIIC はスタートコンディション発行の際 SDA ラインを Low にしますが、これよりも早く他のマスタデバ

イスがスタートコンディションを発行して SDA ラインを Low にした場合、アービトレーションロストを発

生させ、他のマスタデバイスの通信を優先します。同様に ICCR2.BBSY フラグが “1”（バスビジー中）のと

きに ICCR2.ST ビットを “1” にするとアービトレーションロストが発生し、他のマスタデバイスの通信を優

先します。スタートコンディションは生成しません。

またスタートコンディション発行が正常に行われた場合、アドレス送信を含む送信データ（SDA 信号）

と SDA ラインに不一致が生じた場合（自分が出した SDA 出力が High 出力（＝ SDA 端子はハイインピーダ

ンス状態）で、SDA ラインに Low を検出したとき）、アービトレーションロストを発生させます。

マスタアービトレーションロストが発生した場合、RIIC は直ちにスレーブ受信モードに移行します。こ

のときジェネラルコールアドレスを含むスレーブアドレス一致があった場合にはスレーブ動作を継続しま

す。

なおマスタアービトレーションロスト検出は、ICFER.MALE ビットが “1”（マスタアービトレーションロ

スト検出許可）の状態で以下に示す条件が成立したとき、アービトレーションロストを検出します。

［マスタアービトレーションロスト条件］

 ICCR2.BBSYフラグ=0の状態で ICCR2.STビット=1によるスタートコンディション発行時にSDA信号と

SDA ライン上の信号の状態が不一致のとき（スタートコンディション発行エラー）

 ICCR2.BBSY フラグ =1 で ICCR2.ST ビットを “1” にしたとき（スタートコンディション二重発行エラー）

 マスタ送信モード時（ICCR2.MST, TRS ビット =11b）、アクノリッジを除く送信データ（SDA 信号）と

SDA ライン上の信号の状態が不一致のとき
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図 24.33 マスタアービトレーションロスト検出動作例（MALE=1 のとき）

図 24.34 スタートコンディション発行時のアービトレーションロスト（MALE=1 のとき）
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24.9.2 NACK 送信アービトレーションロスト検出機能（NALE ビット）

RIIC は受信モード時で NACK 送信時に自分が出した SDA 信号と SDA ライン上の信号の状態が不一致の

場合（自分が出した SDA 出力が High 出力（＝ SDA 端子はハイインピーダンス状態）で、SDA ラインに

Low を検出したとき）、アービトレーションロストを発生させる機能を備えています。このアービトレー

ションロスト機能は、主にマルチマスタのシステムにおいて 2 つ以上のマスタが同時に同一スレーブデバイ

スからデータを受信する際に NACK 送信と ACK 送信が衝突することで発生します。これは２つ以上のマス

タデバイスが１つのスレーブデバイスを介して共通の情報のやり取りする際に起こり得ます。図 24.35 に

NACK 送信アービトレーションロスト検出動作例を示します。

図 24.35 NACK 送信アービトレーションロスト検出動作例（NALE=1 のとき）

2 つのマスタデバイス（マスタ A、マスタ B）と１つのスレーブデバイスがバス上に接続されている場合

を例に挙げて説明します。マスタ A はスレーブデバイスから 2 バイト受信、マスタ B はスレーブデバイス

から 4 バイト分のデータ受信を行うものとします。

このときマスタ A とマスタ B が同時にスレーブデバイスをアクセスした場合、スレーブアドレスは同じ

であるため、マスタ A、マスタ B ともスレーブデバイスアクセス時にアービトレーションロストが発生しま

せん。そのためマスタ A、マスタ B ともどちらもバス権を取得したものと認識して動作します。ここでマス

タ A は、スレーブデバイスから 終バイトである 2 バイト分の受信が完了した時点で NACK を送信します。

一方マスタ B は、スレーブデバイスから必要な 4 バイト受信に満たないため ACK 送信を行います。このと

きマスタ A の NACK 送信とマスタ B の ACK 送信の衝突が発生します。一般的にこのような状況が発生し

た場合、マスタ A はマスタ B が出した ACK 送信を検出できないままストップコンディション発行動作を行

うため、マスタ B の SCL クロック出力と競合し通信を阻害します。

RIIC はこのような NACK 送信時に ACK を受信した場合、他のマスタデバイスと競合負けが発生したこと

を検知しアービトレーションロストを発生させることができます。

NACK 送信アービトレーションロストが発生した場合、RIIC は直ちにスレーブ一致状態を解除してス

レーブ受信モードに移行します。これによりストップコンディション発行を未然に防ぎ、バスの通信阻害を

防止することが可能です。

また SMBus の ARP コマンド処理において、アサインアドレスの UDID（ユニークデバイスアイデンティ

ファイ）不一致時の NACK 送信以降、およびアサインアドレス確定後の Get UDID（汎用）の NACK 送信以

降の余剰処理（FFh 送信処理）を省くことができます。
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なお NACK 送信アービトレーションロスト検出は、ICFER.NALE ビットが “1”（NACK 送信アービトレー

ションロスト検出許可）の状態で以下に示す条件が成立したとき、アービトレーションロストを検出しま

す。

［NACK 送信アービトレーションロスト条件］

 NACK送信時（ICMR3.ACKBTビット=1）、自分が出した SDA信号とSDAライン上の信号の状態が不一致

のとき（ACK を受信したとき）

24.9.3 スレーブアービトレーションロスト検出機能（SALE ビット）

RIIC は、スレーブ送信時に送信データ（自分が出した SDA 信号）と SDA ライン上の信号の状態に不一

致が生じた場合（自分が出した SDA 出力が High 出力（＝ SDA 端子はハイインピーダンス状態）で、SDA

ラインに Low を検出したとき）、アービトレーションロストを発生させる機能を備えています。このアービ

トレーションロスト機能は、主に SMBus の UDID（ユニークデバイスアイデンティファイ）送信時に使用

します。

スレーブアービトレーションロストが発生した場合、RIIC は直ちにスレーブ一致状態を解除してスレー

ブ受信モードに移行します。

この機能により SMBus の UDID 送信時のデータ衝突検出およびデータ衝突以降の余剰処理（FFh 送信処

理）を省くことができます。

なおスレーブアービトレーションロスト検出は、ICFER.SALE ビットが “1”（スレーブアービトレーショ

ンロスト検出許可）の状態で以下に示す条件が成立したとき、アービトレーションロストを検出します。

［スレーブアービトレーションロスト条件］

 スレーブ送信モード時（ICCR2.MST, TRS ビット =01b）、アクノリッジを除く送信データ（自分が出した

SDA 信号）と SDA ライン上の信号の状態が不一致のとき

図 24.36 スレーブアービトレーションロスト検出動作例（SALE=1 のとき）
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24.10 スタートコンディション、リスタートコンディション、ストップコンディション

発行機能

24.10.1 スタートコンディション発行動作

RIIC は、ICCR2.ST ビットによりスタートコンディションの発行を行います。

ST ビットを “1” にすると、スタートコンディション発行の要求が行われ ICCR2.BBSY フラグが “0”（バス

フリー）の状態のときスタートコンディションの発行を行います。スタートコンディションが正常に発行さ

れた場合、RIIC は自動的にマスタ送信モードに移行します。

スタートコンディションの発行は、以下のシーケンスに従って行われます。

［スタートコンディション発行動作］

（1）SDA ラインを立ち下げ（High から Low に遷移）

（2）ICBRH レジスタで設定した時間スタートコンディションのホールド時間を確保

（3）SCL ラインを立ち下げ（High から Low に遷移）

（4）SCL ラインの Low を検出後、ICBRL レジスタで設定した時間 SCL ラインの Low 幅を確保

24.10.2 リスタートコンディション発行動作

RIIC は ICCR2.RS ビットによりリスタートコンディションの発行を行います。

RS ビットを “1” にするとリスタートコンディション発行の要求が行われ、RIIC は ICCR2.BBSY フラグが

“1”（バスビジー）の状態でかつ ICCR2.MST ビットが “1”（マスタモード）のとき、リスタートコンディ

ションの発行を行います。

リスタートコンディションの発行は、以下のシーケンスに従って行われます。

［リスタートコンディション発行動作］

（1）SDA ラインを開放

（2）ICBRL レジスタで設定した時間 SCL ラインの Low 幅を確保

（3）SCL ラインを開放（Low から High に遷移）

（4）SCL ラインの High 検出後、ICBRL レジスタで設定した時間リスタートコンディションのセットアップ

時間を確保

（5）SDA ラインを立ち下げ（High から Low に遷移）

（6）ICBRH レジスタで設定した時間リスタートコンディションのホールド時間を確保

（7）SCL ラインを立ち下げ（High から Low に遷移）

（8）SCL ラインの Low を検出後、ICBRL レジスタで設定した時間 SCL ラインの Low 幅を確保

 

図 24.37 スタートコンディション / リスタートコンディション発行動作タイミング（ST、RS ビット）
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24.10.3 ストップコンディション発行動作

RIIC は ICCR2.SP ビットによりストップコンディションの発行を行います。

SP ビットを “1” にするとストップコンディション発行の要求が行われ、RIIC は ICCR2.BBSY フラグが

“1”（バスビジー）の状態でかつ ICCR2.MST ビットが “1”（マスタモード）のとき、ストップコンディショ

ンの発行を行います。

ストップコンディションの発行は、以下のシーケンスに従って行われます。

［ストップコンディション発行動作］

 SDA ラインを立ち下げ（High から Low に遷移）

 ICBRL レジスタで設定した時間 SCL ラインの Low 幅を確保

 SCL ラインを開放（Low から High に遷移）

 SCL ラインの High 検出後、ICBRH レジスタで設定した時間ストップコンディションのセットアップ時間を

確保

 SDA ラインを開放（Low から High に遷移）

 ICBRL レジスタで設定した時間バスフリー時間を確保

 BBSY フラグクリア（バス権解放）

  

図 24.38 ストップコンディション発行動作タイミング（SP ビット）
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24.11 バスハングアップ

I2C バスでは主にノイズ等の影響により、マスタデバイスとスレーブデバイス間で同期ズレが発生すると、

SCL ラインや SDA ラインが固定されたままバスハングアップを起こす場合があります。

RIIC は、このバスハングアップ状態に対し SCL ラインを監視することで、バスハングアップ状態を検出

できるタイムアウト検出機能や、同期ズレによるバスハングアップ状態を解除するための SCL クロック追

加出力機能および RIIC/ 内部リセット機能を備えています。

また、ICCR1.SCLO, SDAO, SCLI, SDAI ビットを確認することで、RIIC 自身が SCL ライン /SDA ラインに

Low 出力しているか、あるいは通信デバイス側が Low 出力しているかどうかを確認することが可能です。

24.11.1 タイムアウト検出機能

RIIC には SCL ラインに一定時間以上変化が見られない状態を検出するタイムアウト検出機能を備えてい

ます。RIIC は SCL ラインが Low または High に固定されたまま一定時間以上経過したことを検知し、バス

の異常状態を検出することができます。

タイムアウト検出機能は SCL ラインの状態を監視し、Low または High の時間を内部カウンタでカウント

します。タイムアウト検出機能は SCL ラインに変化（立ち上がり / 立ち下がり）があった場合、内部カウン

タをリセットし、変化がない場合カウント動作を続けます。SCL ラインに変化がないまま内部カウンタが

オーバフローすると、RIIC はタイムアウトを検出しバス異常状態を知らせることができます。

このタイムアウト検出機能は ICFER.TMOE ビットが “1” のとき有効で、以下の期間に SCn ラインの Low

固定または High 固定のバス異常状態を検出します。

 マスタモード (ICCR2.MST ビット =1) で、バスビジー (ICCR2.BBSY フラグ =1)

 スレーブモード (ICCR2.MST ビット =0) で、自スレーブアドレス一致 (ICSR1 レジスタ≠ 00h) かつバスビ

ジー (ICCR2.BBSY フラグ =1)

 スタートコンディション発行要求中 (ICCR2.ST ビット =1) で、バスフリー (ICCR2.BBSY フラグ =0)

タイムアウト検出機能の内部カウンタは、ICMR1.CKS[2:0] ビットで設定された内部基準クロック（IICφ）

をカウントソースとして動作し、ロングモード選択時（ICMR2.TMOS ビット =0）16 ビットカウンタ、

ショートモード選択時（TMOS ビット =1）14 ビットカウンタとなります。

また内部カウンタのカウント動作は、SCL ラインが Low 状態のときカウントさせるか、High 状態のとき

カウントさせるか、あるいはその両方をカウントさせるかを ICMR2.TMOH, TMOL ビットの設定により選択

することが可能です。なお TMOH, TMOL ビットの両方を “0” にした場合は、内部カウント動作を行いませ

ん。
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図 24.39 タイムアウト検出機能（TMOE、TMOS、TMOH、TMOL ビット）

24.11.2 SCL クロック追加出力機能

RIIC にはマスタモード時、スレーブデバイスとの同期ズレによるスレーブデバイスの SDA ライン Low 固

定状態を開放するための SCL クロック追加出力機能を備えています。

SCL クロック追加出力機能は、SCL クロックを 1 クロック単位で追加出力をする機能で、主にマスタモー

ド時にスレーブデバイスが SDA ラインを Low 固定状態のままストップコンディションを発行できない場合

に、スレーブデバイスの SDA ライン固定状態を開放させることに使用します。通常は使用しないでくださ

い。正常な通信動作中に使用すると通信異常の原因になります。

SCL クロック追加出力は、ICCR1.CLO ビットを “1” にすると、ICMR1.CKS[2:0] ビット、ICBRH、ICBRL

レジスタで設定された転送速度の SCL クロックが 1 クロック分追加クロックとして出力されます。1 クロッ

ク分の追加クロック出力が終了すると CLO ビットは自動的に “0” になります。そのためソフトウェアで

CLO ビットが “0” であることを確認後 “1” を書くことにより、追加クロックを連続的に出力することができ

ます。

RIIC がマスタモード時にノイズ等の影響によりスレーブデバイスとの同期ズレが原因でスレーブデバイ

スが SDA ラインを Low 固定状態のままストップコンディションを発行できないバス異常状態になることが

あります。このとき、SCL クロック追加出力機能を使用して追加クロックを 1 クロックずつ出力することで

スレーブデバイスの SDA ラインの Low 固定状態を開放させ、バス状態を復帰させることができます。この

スレーブデバイスの SDA ライン開放は ICCR1.SDAI ビットをチェックすることで確認することができます。

スレーブデバイスの SDA ライン開放を確認した後、通信を終了させるため再度ストップコンディション発

行を行ってください。

なお、この機能を使用する場合は ICFER.MALE ビットを “0”（マスタアービトレーションロスト検出禁
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止）にして使用してください。MALE ビットが “1”（マスタアービトレーションロスト検出許可）の場合、

ICCR1.SDAO ビットの値と SDA ラインが不一致のときアービトレーションロストが発生しますので注意し

てください。

[ICCR1.CLO ビットの出力条件 ]

 バスフリー状態（ICCR2.BBSY フラグ =0）またはマスタモード（ICCR2.MST ビット =1、BBSY フラグ =1

の状態）のとき

 通信デバイスが SCL ラインを Low ホールドにしていない状態のとき

図 24.40 に SCL クロック追加出力機能（CLO ビット）を示します。

  

図 24.40 SCL クロック追加出力機能（CLO ビット）

24.11.3 RIIC/ 内部リセット

RIIC は RIIC モジュールをリセットするための機能を備えています。リセットには 2 種類のリセットがあ

り、1 つは ICCR2.BBSY フラグを含めた全レジスタの初期化を行う RIIC リセット、もう 1 つは各種設定値

を保持したままスレーブアドレス一致状態の解除や内部カウンタの初期化などを行う内部リセットです。

リセット後は ICCR1.IICRST ビットを “0” にしてください。

いずれのリセットも SCL 端子 /SDA 端子の出力状態を解除しハイインピーダンス状態に戻すため、バスハ

ングアップ状態の解除にも利用できます。

なおスレーブ動作時のリセットは、マスタデバイスとの同期ズレを引き起こす原因になりますので使用は

極力避けてください。また RIIC リセット（ICCR1.ICE, IICRST ビット =01b）のリセット中はスタートコン

ディションなどのバス状態を監視できませんので注意してください。

RIIC/ 内部リセットの詳細については、「24.14　リセット状況」を参照してください。

CLO=1ライトCLO出力受付 CLO=1ライト

Data“1”MSB or Next Data

ICBRH ICBRLICBRH

ACK or Data“0”

ICBRLICBRLICBRH

9
追加クロック出力 追加クロック出力

TRS

MST

BBSY

IICφ

SCL

SDA

CLO

ビットズレによるSDAラインLow固定状態 SDAライン開放
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24.12  SMBus 動作

RIIC は SMBus 規格（Ver.2.0）に準拠した通信動作が可能です。SMBus 通信を行うには、ICMR3.SMBS

ビットを “1” にしてください。転送速度は SMBus 規格の 10kbps ～ 100kbps の範囲に収まるよう

ICMR1.CKS[2:0] ビット、ICBRH、ICBRL レジスタを設定し、データホールド時間 :300ns（min）の規格を守

るよう ICMR2.DLCS ビットおよび ICMR2.SDDL[2:0] ビットの値を決定してください。RIIC をスレーブデバ

イスのみの動作で使用する場合には、転送速度の設定は不要ですが、ICBRL はデータセットアップ時間

（250ns）以上の値を設定してください。

なお SMBus デバイスデフォルトアドレス（1100 001b）はスレーブアドレスレジスタ L0 ～ L2（SARL0、

SARL1、SARL 2）のいずれか 1 本を使用し、該当する SARUy.FS ビット (y=0 ～ 2)（7 ビット /10 ビットア

ドレスフォーマット選択ビット）を “0”（7 ビットアドレスフォーマット）を選択してください。

また、UDID（ユニークデバイスアイデンティファイ）送信時には、ICFER.SALE ビットを “1” にしてス

レーブアービトレーションロスト検出機能を有効にしてください。

24.12.1 SMBus タイムアウト測定

(1) スレーブデバイスのタイムアウト測定

SMBus 通信では、スレーブデバイスは以下に示す区間（タイムアウト間隔：TLOW：SEXT）を計測する必

要があります。

 スタートコンディションからストップコンディション

スレーブデバイスでタイムアウト測定を行う場合、RIIC のスタートコンディション検出割り込み（STI）、

ストップコンディション検出割り込み（SPI）を利用してスタートコンディション検出からストップコン

ディション検出までの時間を RX62T グループ、RX62G グループの内蔵タイマを使用してその区間を計測す

ることで行います。このタイムアウト測定時間は SMBus 規格のクロック Low の累積時間［スレーブデバイ

ス］TLOW：SEXT：25ms（max）以内である必要があります。 

RX62T グループ、RX62G グループの内蔵タイマで計測した時間が、SMBus 規格のクロック Low 検出のタ

イムアウト TTIMEOUT：25ms（min）を超えた場合、スレーブデバイスはバス解放動作を行う必要がありま

す。スレーブデバイスのバス解放動作を行うには ICCR1.IICRST ビットに “1” を書き、RIIC の内部リセット

を行ってください。内部リセットを行うと RIIC は SCL 端子 /SDA 端子のバス駆動を中止し、端子をハイイ

ンピーダンス状態にすることができます。これによりバス解放を行うことができます。

(2) マスタデバイスのタイムアウト測定

SMBus 通信のマスタデバイスは以下に示す区間（タイムアウト間隔：TLOW：MEXT）を計測する必要があ

ります。

 スタートコンディションからアクノリッジビット

 アクノリッジビットから次のアクノリッジビット

 アクノリッジビットからストップコンディション

マスタデバイスでタイムアウト測定を行う場合、RIIC のスタートコンディション検出割り込み（STI）、

ストップコンディション検出割り込み（SPI）、および送信終了割り込み（ICTEI）または受信データフル割

り込み（ICRXI）を利用して、それぞれの区間を RX62T グループ、RX62G グループの内蔵タイマを使用し

て各区間の時間を計測することで行います。このタイムアウト測定時間は SMBus 規格のクロック Low の累

積時間［マスタデバイス］TLOW：MEXT：10ms（max）以内である必要があり、スタートコンディションか

らストップコンディションまでのすべての TLOW：MEXT を加算した結果が TLOW：SEXT：25ms（max）以内

である必要があります。
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ACK 受信タイミング（SMBCLK の 9 クロック目の立ち上がり）は、マスタ送信モード時（マスタトラン

スミッタ）は ICSR2.TEND フラグ、マスタ受信モード時（マスタレシーバ）は ICSR2.RDRF フラグで見る

必要があります。そのためマスタ送信時は 1 バイト送信動作を行い、マスタ受信時は 終バイト受信の 1 つ

手前までは ICMR3.RDRFS ビットを “0” で使用してください。RDRFS ビットが “0” のとき、RDRF フラグは

SMBCLK の 9 クロック目の立ち上がりで “1” になります。

RX62T グループ、RX62G グループの内蔵タイマで計測した時間が、SMBus 規格のクロック Low の累積時

間［マスタデバイス］TLOW：MEXT：10ms（max）または各計測時間の加算した結果が、SMBus 規格のク

ロック Low 検出のタイムアウト TTIMEOUT：25ms（min）を超えた場合、マスタデバイスはトランザクショ

ンの中止動作を行う必要があります。マスタ送信時には即座に送信動作（ICDRT レジスタへの書き込み動

作）を中止してください。マスタデバイスのトランザクション中止動作はストップコンディションを発行す

ることで行われます。
  

図 24.41 SMBus タイムアウト測定

S 1 1 P998

R/W

7

7ビットスレーブアドレス

2 97

データ

2 872 8 72 87

データ

2 81

Start Stop

Clk ACK

RX62Tグループ、RX62Gグループの内蔵タイマで測定

TLOW：SEXT

TLOW：SEXT ： クロックLowの累積延長時間(スレーブデバイス)
TLOW：MEXT ： クロックLowの累積延長時間(マスタデバイス)

SMBus規格

Clk ACK
TLOW：MEXT TLOW：MEXT

Clk ACK
TLOW：MEXT

TEND

TDRE

BBSY

RDRF

SCL

SDA
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24.12.2 パケットエラーコード（PEC）

RX62T グループ、RX62G グループは CRC 演算器を内蔵しています。RIIC の通信動作に CRC 演算器を利

用することで SMBus のパケットエラーコード（PEC）の送信または受信データチェックを行うことができ

ます。CRC 演算器の多項式については「23.　CRC 演算器（CRC）」を参照してください。

マスタ送信（マスタトランスミッタ）の PEC データ生成は、全送信データを CRC 演算器の CRC データ

入力レジスタ（CRCDIR）に書くことで生成することができます。

マスタ受信（マスタレシーブ）の REC データチェックは、全受信データを CRC 演算器の CRCDIR レジス

タに書き、そこで得られた CRC データ出力レジスタ（CRCDOR）の値と受信した PEC データを比較するこ

とで行います。

なお PEC コードチェックにおいて 終バイト受信時に一致 / 不一致に応じて ACK/NACK 送出を行う場合

には、 終バイト受信の SMBCLK の 8 クロック目の立ち上がりまでに ICMR3.RDRFS ビットを “1” にし、8

クロック目の立ち下がりで SCL ラインを Low にホールドしてください。

24.12.3 SMBus ホスト通知プロトコル /Notify ARP master

SMBus ではスレーブデバイスが SMBus ホスト（または ARP マスタ）に対し、一時的にマスタデバイスと

なり自スレーブアドレスを通知（または要求）することができます。

RX62T グループ、RX62G グループを SMBus ホスト（または ARP マスタ）として動作させる場合、ス

レーブデバイスからのホストアドレス（0001 000b）送信をスレーブアドレスとして検出する必要があり、

RIIC ではこのホストアドレスの検出機能を備えています。ホストアドレスをスレーブアドレスとして検出

する場合は、ICMR3.SMBS ビットを “1”、ICSER.HOAE ビットを “1” にしてください。なおホストアドレス

検出後の動作は、通常のスレーブ動作と同じです。
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24.13 割り込み要因

RIIC の割り込み要因には、通信エラー / イベント発生（アービトレーションロスト検出、NACK 検出、タ

イムアウト検出、スタートコンディション検出、ストップコンディション検出）、受信データフル、送信

データエンプティ、送信終了の 4 種類があります。

表 24.7 に割り込み一覧を示します。受信データフルおよび送信データエンプティ割り込み要求により、

DTC を起動してデータ転送を行うことができます。

割り込み処理の中でそれぞれのフラグをクリアまたはマスクしてください。

【割り込み処理上の注意】

1. CPU から周辺モジュールへの書き込みと命令と、実際にモジュールに書き込まれるタイミングには、

レイテンシがあります。割り込みフラグをクリアまたはマスクした場合は再度フラグを読み、クリアま

たはマスクビット書き込みの完了を確認した後に割り込み処理から復帰させてください。モジュールへ

の書き込み完了を確認せずに割り込み処理から復帰させた場合、再度同一の割り込みが発生する可能性

があります。

2. ICTXI 割り込みはエッジ割り込みのためクリアの必要はありません。また ICTXI 割り込みの条件となる

ICSR2.TDRE フラグは、ICDRT レジスタへの送信データの書き込み、あるいはストップコンディショ

ンの検出（ICSR2.STOP フラグ =1）で自動的に “0” になります。

3. ICRXI 割り込みはエッジ割り込みのためクリアの必要はありません。 また ICRXI 割り込みの条件となる

ICSR2.RDRF フラグは、ICDRR レジスタの読み出しで自動的に “0” になります。

4. ICTEI 割り込みを使用する場合、ICTEI 割り込み処理の中で ICSR2.TEND フラグをクリアしてくださ

い。

なお ICSR2.TEND フラグは、ICDRT レジスタへの送信データの書き込み、あるいはストップコンディ

ションの検出（ICSR2.STOP フラグ =1）で自動的に “0” になります。

表24.7 割り込み要因

名称 割り込み要因 割り込みフラグ DTCの起動 優先順位 割り込み条件

ICEEI
通信エラー /
イベント発生

AL 不可能 高 AL=1 かつ ALIE=1

NACKF NACKF=1 かつ NAKIE=1

TMOF TMOF=1 かつ TMOIE=1

START START=1 かつ STIE=1

STOP STOP=1 かつ SPIE=1

ICRXI 受信データフル — 可能 RDRF=1 かつ RIE=1

ICTXI 送信データ

エンプティ

— 可能 TDRE=1 かつ TIE=1

ICTEI 送信終了 TEND 不可能 低 TEND=1 かつ TEIE=1
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24.14 リセット状況

RIIC はチップリセット、RIIC リセットおよび内部リセットのリセット機能を持っています。表 24.8 に各リ

セットのリセット範囲およびリセット状況を示します。

表24.8 リセット状況

チップ

リセット

RIICリセット

（ICEビット=0、
IICRSTビット=1）

内部リセット

（ICEビット=1、
IICRSTビット=1）

スタートコンディション /
リスタートコンディション

検出

ストップコンディショ

ン条件検出

ICCR1 ICE、 
IICRST

リセット 保持 保持 動作（保持） 動作（保持）

SCLO、 
SDAO

リセット リセット

それ以外 保持

ICCR2 BBSY リセット リセット 動作 動作 動作

ST リセット リセット 動作（保持）

それ以外 リセット

ICMR1 BC[2:0] リセット リセット リセット リセット 動作（保持）

それ以外 保持 動作（保持）

ICMR2 リセット リセット 保持 動作（保持） 動作（保持）

ICMR3 リセット リセット 保持 動作（保持） 動作（保持）

ICFER リセット リセット 保持 動作（保持） 動作（保持）

ICSER リセット リセット 保持 動作（保持） 動作（保持）

ICIER リセット リセット 保持 動作（保持） 動作（保持）

ICSR1 リセット リセット リセット 動作（保持） リセット

ICSR2 TDRE、
TEND

リセット リセット リセット 動作（保持） リセット

START 動作

STOP 動作（保持） 動作

それ以外 動作（保持）

SARL0、1、2
SARU0、1、2

リセット リセット 保持 動作（保持） 動作（保持）

ICBRH、ICBRL リセット リセット 保持 動作（保持） 動作（保持）

ICDRT リセット リセット 保持 動作（保持） 動作（保持）

ICDRR リセット リセット 保持 動作（保持） 動作（保持）

ICDRS リセット リセット リセット 動作（保持） 動作（保持）

タイムアウト検出機

能

リセット リセット 動作 動作 動作

バスフリー時間計測 リセット リセット 動作 動作 動作
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24.15 使用上の注意事項

24.15.1 モジュールストップ機能の設定

モジュールストップコントロールレジスタ B（MSTPCRB）により、モジュールストップ状態への遷移 /

解除を行うことができます。初期値では RIIC はモジュールストップ状態です。モジュールストップ状態を

解除することにより、RIIC のレジスタへのアクセスが可能になります。

モジュールストップコントロールレジスタ B の詳細は、「9.　消費電力低減機能」を参照してください。

24.15.2 入力バッファコントロールレジスタの設定

入力バッファコントロールレジスタ（PORTn.ICR）により、周辺モジュールへの入力を有効 / 無効にする

ことができます。初期値では RIIC への入力は無効状態です。

I2C バスの SCL ライン、SDA ラインは双方向のため、RIIC の SCL 端子、SDA 端子は入出力端子です。

RIIC の SCL 端子、SDA 端子に該当する PORTn.ICR レジスタの入力バッファ制御ビットを設定し、RIIC へ

の入力を有効にしてください。該当する端子の入力が無効状態の場合、スタートコンディション検出（リス

タートコンディション検出含む）やストップコンディション検出、SCL クロックのカウント動作等を行うこ

とができません。

入力バッファコントロールレジスタの詳細は「15.　I/O ポート」を参照してください。
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25. CAN モジュール（CAN）

25.1 概要

ISO11898-1 仕様に準拠した CAN（Controller Area Network）モジュールを 1 チャネル内蔵しています。

CAN モジュールは標準（11 ビット）IDentifier（以下、ID と略す）と拡張（29 ビット）ID の両フォーマッ

トのメッセージを送受信できます。
表 25.1 に CAN モジュールの仕様、図 25.1 に CAN モジュールブロック図を示します。

なお、CAN バストランシーバは外付けしてください。

注 . CAN モジュールはオプションです。詳細は表 1.3 を参照してください。

表25.1 CANモジュールの仕様 

項目 概要

プロトコル  ISO11898-1仕様準拠（標準フレーム／拡張フレーム）

ビットレート  1Mbps以下のビットレートをプログラム可能（fCAN≧8MHz）
fCAN：CANクロックソース

メッセージボックス  32メールボックス：2種類のメールボックスモードを選択可能

通常メールボックスモード ： 32メールボックスを送信または受信用に設定可能

FIFOメールボックスモード ： 24メールボックスを送信または受信用に設定可能

残りのメールボックスを送信用に4段、受信用に4段のFIFOを

設定可能

受信  データフレームとリモートフレームを受信可能

 受信する IDフォーマット（標準 IDのみ、拡張 IDのみ、標準と拡張両方の ID）を選択可能

 ワンショット受信機能を選択可能

 オーバライトモード（メッセージ上書き）かオーバランモード（メッセージ破棄）を選択可能

 受信完了割り込みの許可 /禁止をメールボックスごとに個別に設定可能

アクセプタンスフィルタ  8つのアクセプタンスマスク（4メールボックスごとに個別のマスク）

 メールボックスはマスクの有効 /無効を個別に設定可能

送信  データフレームとリモートフレームを送信可能

 送信する IDフォーマット（標準 IDのみ、拡張 IDのみ、標準と拡張両方の ID）を選択可能

 ワンショット送信機能を選択可能

 ID優先送信モードかメールボックス番号優先送信モードを選択可能

 送信要求をアボート可能（フラグでアボート完了を確認可能）

 送信完了割り込みの許可 /禁止をメールボックスごとに個別に設定可能

バスオフ復帰方法  バスオフ状態からの復帰方法を選択可能

ISO11898-1仕様準拠

バスオフ開始で自動的にCAN Haltモードへ移行

バスオフ終了で自動的にCAN Haltモードへ移行

プログラムによりCAN Haltモードへ移行

プログラムによりエラーアクティブ状態へ遷移

エラー状態の監視  CANバスエラー（スタッフエラー、フォームエラー、ACKエラー、CRCエラー、

ビットエラー、ACKデリミタエラー）を監視可能

 エラー状態の遷移を検出可能（エラーワーニング、エラーパッシブ、バスオフ開始、バスオフ復帰）

 エラーカウンタを読み出し可能

タイムスタンプ機能  16ビットカウンタによるタイムスタンプ機能

 基準クロックは、1、2、4、8ビットタイムから選択可能

割り込み機能  5種類の割り込み要因（受信完了割り込み、送信完了割り込み、受信FIFO割り込み、送信FIFO割り込み、

エラー割り込み）

CANスリープモード  CANクロックを停止することで消費電流を低減可能

ソフトウェアサポート

ユニット

 3つのソフトウェアサポートユニット

アクセプタンスフィルタサポート

メールボックス検索サポート（受信メールボックス検索、送信メールボックス検索、

メッセージロスト検索）

チャネル検索サポート

CANクロックソース 周辺モジュールクロック（PCLK）

テストモード  ユーザ評価用に3つのテストモードを用意

リッスンオンリモード

セルフテストモード0（外部ループバック）

セルフテストモード1（内部ループバック）
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図 25.1 CAN モジュールブロック図

 CRX、CTX

CAN の入出力端子です。

 プロトコルコントローラ

バスアービトレーションや送受信時のビットタイミング、スタッフ処理、エラー処理などの CAN プロ

トコル処理を行います。

 メッセージボックス

送信または受信メールボックスとして使用可能な 32 個のメールボックスで構成されています。固有の

ID、データ長コード、8 バイトのデータフィールドおよびタイムスタンプがあります。

 アクセプタンスフィルタ

受信メッセージのフィルタ処理を行います。このフィルタ処理には、MKR0 ～ MKR7 レジスタを使用

します。

 タイマ

タイムスタンプ機能に使用します。メールボックスにメッセージを格納するときのタイマ値がタイムス

タンプ値として書き込まれます。

CRX

CTX

周辺モジュールクロック
（PCLK）

BRP ：BCRレジスタのビット
fCANCLK ：CAN通信クロック
fCAN ：CANシステムクロック

fCANCLK

fCAN

ボーレート
プリスケーラ

（BRP）

プロトコル
コントローラ

CAN関連レジスタ

内部周辺バス

メッセージ
ボックス

割り込み
発生回路

アクセプタンス
フィルタ

ID優先
送信コントローラ

タイマ

CAN0受信完了割り込み

CAN0送信完了割り込み

CAN0受信FIFO割り込み

CAN0送信FIFO割り込み

CAN0エラー割り込み
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 割り込み発生回路

次の 5 種類の割り込み要求を発生させることができます。

CAN0 受信完了割り込み

CAN0 送信完了割り込み

CAN0 受信 FIFO 割り込み

CAN0 送信 FIFO 割り込み

CAN0 エラー割り込み

表 25.2 に CAN モジュールで使用する端子を示します。

他の機能とマルチプレクスになっている端子は、端子の切り替えが必要です。詳細は、「15.　I/O ポート」

を参照してください。

表25.2 CANモジュールの端子構成

モジュールシンボル 端子名 入出力 機　　　能

CAN0 CRX 入力 データ受信用端子です

CTX 出力 データ送信用端子です
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25.2 レジスタの説明

表 25.3 に CAN モジュールレジスタ構成を示します。

表25.3 CANモジュールレジスタ構成

モジュール

シンボル
レジスタ名

レジスタ

シンボル
リセット後の値 アドレス

アクセス

サイズ

CAN0 制御レジスタ CTLR 0500h 0009 0840h 8、16

ビットコンフィグレーションレジスタ BCR 0000 0000h 0009 0844h 8、16、32

マスクレジスタ0 MKR0 不定 0009 0400h 8、16、32

マスクレジスタ1 MKR1 不定 0009 0404h 8、16、32

マスクレジスタ2 MKR2 不定 0009 0408h 8、16、32

マスクレジスタ3 MKR3 不定 0009 040Ch 8、16、32

マスクレジスタ4 MKR4 不定 0009 0410h 8、16、32

マスクレジスタ5 MKR5 不定 0009 0414h 8、16、32

マスクレジスタ6 MKR6 不定 0009 0418h 8、16、32

マスクレジスタ7 MKR7 不定 0009 041Ch 8、16、32

FIFO受信 ID比較レジスタ0 FIDCR0 不定 0009 0420h 8、16、32

FIFO受信 ID比較レジスタ1 FIDCR1 不定 0009 0424h 8、16、32

マスク無効レジスタ MKIVLR 不定 0009 0428h 8、16、32

メールボックスレジスタ0～31 MB0～31 不定 0009 0200h～
0009 03FFh

8、16、32

メールボックス割り込み許可レジスタ MIER 不定 0009 042Ch 8、16、32

メッセージ制御レジスタ0～31 MCTL0～31 00h 0009 0820h～
0009 083Fh

8

受信FIFO制御レジスタ RFCR 80h 0009 0848h 8

受信FIFOポインタ制御レジスタ RFPCR 不定 0009 0849h 8

送信FIFO制御レジスタ TFCR 80h 0009 084Ah 8

送信FIFOポインタ制御レジスタ TFPCR 不定 0009 084Bh 8

ステータスレジスタ STR 0500h 0009 0842h 8、16

メールボックスサーチモードレジスタ MSMR 00h 0009 0853h 8

メールボックスサーチステータスレジスタ MSSR 80h 0009 0852h 8

チャネルサーチサポートレジスタ CSSR 不定 0009 0851h 8

アクセプタンスフィルタサポートレジスタ AFSR 不定 0009 0856h 8、16

エラー割り込み許可レジスタ EIER 00h 0009 084Ch 8

エラー割り込み要因判定レジスタ EIFR 00h 0009 084Dh 8

受信エラーカウントレジスタ RECR 00h 0009 084Eh 8

送信エラーカウントレジスタ TECR 00h 0009 084Fh 8

エラーコード格納レジスタ ECSR 00h 0009 0850h 8

タイムスタンプレジスタ TSR 0000h 0009 0854h 8、16

テスト制御レジスタ TCR 00h 0009 0858h 8
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25.2.1 制御レジスタ（CTLR）

注1. BOM[1:0]、TSPS[1:0]、TPM、MLM、IDFM[1:0]、MBMビットは、CANリセットモード時に変更してください。

注2. RBOCビットはバスオフ状態時に“1”にしてください。

注3. “1”にした後自動的に“0”になります。読んだ場合 “0”が読めます。

注4. TSRCビットはCANオペレーションモード時に“1”にしてください。

アドレス 0009 0840h

0009 0840h 0009 0841h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — RBOC BOM[1:0] SLPM CANM[1:0] TSPS[1:0] TSRC TPM MLM IDFM[1:0] MBM

リセット後の値 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 MBM 送受信メールボックスモード

選択ビット（注1）
0：通常メールボックスモード

1：FIFOメールボックスモード

R/W

b2-b1 IDFM[1:0] IDフォーマットモード

ビット（注1）

b2    b1

0   0：標準 IDモード

すべてのメールボックス（FIFOメールボックスを含む）は

標準 IDのみに対応

0　1：拡張 IDモード

すべてのメールボックス（FIFOメールボックスを含む）は

拡張 IDのみに対応

1　0：ミックス IDモード

すべてのメールボックス（FIFOメールボックスを含む）

は、標準 IDと拡張 IDの両方に対応します。標準 IDと拡張 ID
の選択は、通常メールボックスモードの場合、対応する

メールボックスの IDEビットで指定します。FIFOメール

ボックスモードの場合、メールボックス [0]～ [23]は対応す

るメールボックスの IDEビット、受信FIFOはFIDCR0、
FIDCR1レジスタの IDEビット、送信FIFOはメールボック

ス [24]の IDEビットで指定

1　1： 設定しないでください

R/W

b3 MLM メッセージロストモード選択

ビット（注2）
0：オーバライトモード

1：オーバランモード

R/W

b4 TPM 送信優先順位モード選択

ビット（注2）
0：ID優先送信モード

1：メールボックス番号優先送信モード

R/W

b5 TSRC タイムスタンプカウンタリ

セットビット（注4）
0：リセットしない

1：リセットする（注3）

R/W

b7-b6 TSPS[1:0] タイムスタンププリスケーラ

選択ビット（注1）

b7    b6

0   0：1ビットタイムごと

0   1：2ビットタイムごと

1   0：4ビットタイムごと

1   1：8ビットタイムごと

R/W

b9-b8 CANM[1:0] CAN動作モード選択ビット
（注5）

b9   b8

0   0：CANオペレーションモード

0   1：CANリセットモード

1   0：CAN Haltモード

1   1：CANリセットモード（強制移行）

R/W

b10 SLPM CANスリープモードビット
（注5、注6）

0：CANスリープモードではない

1：CANスリープモード

R/W

b12-b11 BOM[1:0] バスオフ復帰モード選択

ビット（注1）

b12 b11

0    0：ノーマルモード（ISO11898-1仕様準拠）

0    1：バスオフ開始で自動的にCAN Haltモードへ移行

1    0：バスオフ終了で自動的にCAN Haltモードへ移行

1    1：プログラムによる要求でCAN Haltモードへ移行

（バスオフ復帰期間中）

R/W

b13 RBOC バスオフ強制復帰ビット
（注2）

0：何もしない

1：バスオフからの強制復帰（注3）

R/W

b15-b14 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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注5. CANM[1:0]、SLPMビットを変更した場合は、STRレジスタでモードが切り替わることを確認してください。

モードが切り替わるまで、CANM[1:0]、SLPMビットは変更しないでください。。

注6. SLPMビットは、CANリセットモードまたはCAN Haltモード時に変更してください。SLPMビットを “0”または“1”にする場合は、論

理演算命令を使用してビットクリアまたはビットセットしてください。

MBM ビット（送受信メールボックスモード選択ビット）

MBM ビットが “0”（通常メールボックスモード）の場合、メールボックス [0] ～ [31] は送信または受信

メールボックスに設定されます。

MBM ビットが “1”（FIFO メールボックスモード）の場合、メールボックス [0] ～ [23] は送信または受信

メールボックスに設定され、メールボックス [24] ～ [27] は送信 FIFO に、メールボックス [28] ～ [31] は受

信 FIFO に設定されます。

送信データはメールボックス [24] に書き込み（メールボックス [24] は送信 FIFO のウィンドウメールボッ

クスです）、受信データはメールボックス [28] から読み出します（メールボックス [28] は受信 FIFO のウィ

ンドウメールボックスです）。

表 25.4 にメールボックスの設定を示します。

IDFM[1:0] ビット（ID フォーマットモードビット）

IDFM[1:0] ビットは、ID フォーマットを決定します。

MLM ビット（メッセージロストモード選択ビット）

未読メールボックスに新しいメッセージを取り込む場合の動作を指定します。オーバライトモードまたは

オーバランモードを選択できます。すべてのメールボックス（受信 FIFO を含む）は、オーバライトモード

かオーバランモードのどちらかになります。

MLM ビットが “0” の場合、すべてのメールボックスはオーバライトモードになり、メールボックスの古

いメッセージに新しいメッセージが上書きされます。

MLM ビットが “1” の場合、すべてのメールボックスはオーバランモードになり、新しいメッセージは破

棄されます。

TPM ビット（送信優先順位モード選択ビット）

メッセージを送信する場合の優先順のモードを指定します。

TPM ビットは、ID 優先モードまたはメールボックス番号優先モードを選択します。すべてのメールボッ

クスは、ID 優先送信またはメールボックス番号優先送信どちらかになります。

TPM ビットが “0” の場合、ID 優先送信モードとなり、送信優先順位は CAN バスアービトレーションルー

ル（ISO11898-1 仕様）に準拠します。ID 優先送信モードは、通常メールボックスモードのときメールボッ

クス [0] ～ [31]、FIFO メールボックスモードのときメールボックス [0] ～ [23] と送信 FIFO の送信に設定さ

れたメールボックスの ID を比較します。2 つ以上のメールボックスの ID が同じ場合、小さい番号のメール

ボックスが優先されます。

次に送信 FIFO から送信される予定のメッセージのみが、送信アービトレーションの対象となります。送

信 FIFO のメッセージを送信中の場合、送信 FIFO 内の次の待機メッセージが送信アービトレーションの対

象となります。

TPM ビットが “1” の場合、メールボックス番号優先送信モードとなり送信に設定された一番小さい番号の

メールボックスが優先されます。FIFO メールボックスモードでは、送信 FIFO は通常メールボックス（メー

ルボックス [0]~[23]）よりも優先順位が低くなります。
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TSRC ビット（タイムスタンプカウンタリセットビット）

TSRC ビットを “1” にすると TSR レジスタは 0000h になります。その後、このビットは自動的に “0” にな

ります。

TSPS[1:0] ビット（タイムスタンププリスケーラ選択ビット）

タイムスタンプ用のプリスケーラを選択します。タイムスタンプの基準クロックは、1、2、4、または 8

ビットタイムから選択できます。

CANM[1:0] ビット（CAN 動作モード選択ビット）

CANM[1:0] ビットは、CAN モジュールのモード（CAN オペレーションモード、CAN リセットモード、

CAN Halt モード）を選択するビットです。CAN スリープモードは SLPM ビットで設定します。詳細は

「25.3　動作モード」を参照してください。

BOM[1:0] ビットの設定によって CAN Halt モードへ移行した場合は、CANM[1:0] ビットは自動的に “10b”

になります。

SLPM ビット（CAN スリープモードビット）

SLPM ビットを “1” にすると CAN モジュールは CAN スリープモードになります。SLPM ビットを “0” に

すると、CAN スリープモードは解除されます。詳細は、「25.3　動作モード」を参照してください。

BOM[1:0] ビット（バスオフ復帰モード選択ビット）

BOM[1:0] ビットは CAN モジュールのバスオフ復帰モードの選択に使用します。

BOM[1:0] ビットが “00b” の場合、バスオフからの復帰は ISO11898-1 仕様に準拠します。すなわち、CAN

モジュールは、11 の連続するレセシブビットを 128 回検出後、再び CAN 通信（エラーアクティブ状態）に

入ります。バスオフからの復帰時にバスオフ復帰割り込み要求が発生します。

BOM[1:0] ビットが “01b” の場合、CAN モジュールがバスオフ状態に達すると、CAN Halt モードに移行

し、CANM[1:0] ビットが “10b”（CAN Halt モード）になります。バスオフからの復帰時にバスオフ復帰割り

込み要求は発生せず、TECR レジスタと RECR レジスタは “00h” になります。

BOM[1:0] ビットが “10b” の場合、CAN モジュールがバスオフ状態に達すると、CANM[1:0] ビットが

“10b” になり、バスオフ状態から復帰した（11 の連続するレセシブビットを 128 回検出）後に、CAN Halt

モードに移行します。バスオフからの復帰時にバスオフ復帰割り込み要求が発生し、TECR レジスタと

RECR レジスタは “00h” になります。

BOM[1:0] ビットが “11b” の場合、CAN モジュールがまだバスオフ状態のときに CANM[1:0] ビットを

“10b” にすると、CAN Halt モードになります。バスオフからの復帰時にバスオフ復帰割り込み要求は発生せ

ず、TECR レジスタと RECR レジスタは “00h” になります。しかし、CANM[1:0] ビットを “10b” にする前に

11 の連続するレセシブビットを 128 回検出して、バスオフから復帰した場合は、バスオフ復帰割り込み要

求が発生します。

CAN モジュールが CAN Halt モードに移行するのと同時（BOM[1:0] ビット =“01b” のときバスオフ開始、

または BOM[1:0] ビット =“10b” のときバスオフ終了）に、CPU が CAN リセットモードへの移行を要求した

場合は、CPU の要求が優先されます。

RBOC ビット（バスオフ強制復帰ビット）

バスオフ状態時に RBOC ビットを “1”（バスオフからの強制復帰）にするとバスオフ状態から強制的に復

帰します。その後、このビットは自動的に “0” になります。エラー状態は、バスオフ状態からエラーアク

ティブ状態へと変化します。RBOC ビットを “1” にすると、RECR レジスタと TECR レジスタは “00h” にな

り、STR.BOST ビットは “0”（CAN モジュールはバスオフ状態ではない）になります。他のレジスタは

RBOC ビットを “1” にしても変化しません。バスオフ状態からの復帰によるバスオフ復帰割り込み要求は発

生しません。RBOC ビットは、BOM[1:0] ビットが “00b”（ノーマルモード）のときのみ使用してください。
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注 . CTLR.MBMビットが “1”のときは以下の1.～5.の点に注意してください。

1. 送信 FIFO は TFCR レジスタで制御します。メールボックス [24] ～ [27] の MCTLj（ｊ= 0 ～ 31）レジスタは無効です。

MCTL24 ～ MCTL27 レジスタは送信 FIFO では使用できません。

2. 受信 FIFO は RFCR レジスタで制御します。メールボックス [28] ～ [31] の MCTLj（ｊ= 0 ～ 31）レジスタは無効です。

MCTL28 ～ MCTL31 レジスタは受信 FIFO では使用できません。

3.FIFO 割り込みについては MIER レジスタを参照してください。

4.MKIVLR レジスタのメールボックス [24] ～ [31] に対応するビットは無効です。これらのビットは “0” にしてください。

5. 送信 / 受信 FIFO はデータフレーム／リモートフレームを使用可能です。

表25.4 メールボックスの設定

メールボックス
MBMビット = “0”

（通常メールボックスモード）

MBMビット = “1”
（FIFOメールボックスモード）

メールボックス [0]～ [23] 通常メールボックス 通常メールボックス

メールボックス [24]～ [27] 送信FIFO

メールボックス [28]～ [31] 受信FIFO
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25.2.2 ビットコンフィグレーションレジスタ（BCR）

Tq：Time Quantum

アドレス 0009 0844h

0009 0844h 0009 0845h

b31 b30 b29 b28 b27 b26 b25 b24 b23 b22 b21 b20 b19 b18 b17 b16

TSEG1[3:0] — — BRP[9:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0009 0846h 0009 0847h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — SJW[1:0] — TSEG2[2:0] — — — — — — — —

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b7-b0 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b10-b8 TSEG2[2:0] タイムセグメント2制御ビット b10      b8

0  0  0：設定しないでください

0  0  1：2Tq
0  1  0：3Tq
0  1  1：4Tq
1  0  0：5Tq
1  0  1：6Tq
1  1  0：7Tq
1  1  1：8Tq

R/W

b11 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b13-b12 SJW[1:0] 再同期ジャンプ幅制御ビット b13 b12

 0  0：1Tq
 0  1：2Tq
 1  0：3Tq
 1  1：4Tq

R/W

b15-b14 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b25-b16 BRP[9:0] プリスケーラ分周比選択ビット CAN通信クロック（fCANCLK）の周波数を設定します R/W

b27-b26 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b31-28 TSEG1[3:0] タイムセグメント1制御ビット b31　　　b28

0  0  0  0：設定しないでください

0  0  0  1：設定しないでください

0  0  1  0：設定しないでください

0  0  1  1：4Tq
0  1  0  0：5Tq
0  1  0  1：6Tq
0  1  1  0：7Tq
0  1  1  1：8Tq
1  0  0  0：9Tq
1  0  0  1：10Tq
1  0  1  0：11Tq
1  0  1  1：12Tq
1  1  0  0：13Tq
1  1  0  1：14Tq
1  1  1  0：15Tq
1  1  1  1：16Tq

R/W
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BCR レジスタは、セグメントの長さを Tq 値で指定するレジスタです。

ビットタイミングの設定については、「25.4　CAN 通信速度の設定」を参照してください。

BCR レジスタは、CAN リセットモードから CAN Halt モードまたは CAN オペレーションモードへ移行す

る前に設定してください。1 度設定すると CAN リセットモードまたは CAN Halt モードで変更できます。

BCR レジスタは 24 ビットです。32 ビットでアクセスする場合は、b0 ～ b7 を書き替えないように注意し

てください。

TSEG2[2:0] ビット（タイムセグメント 2 制御ビット）

フェーズバッファセグメント 2（PHASE_SEG2）の長さを Tq 値で指定します。2 ～ 8Tq の値が設定可能

です。TSEG1[3:0] ビットより小さな値を設定してください。

SJW[1:0] ビット（再周期ジャンプ幅制御ビット）

再同期ジャンプ幅（Resynchronization Jump Width）を Tq 値で指定します。1 ～ 4Tq の値が設定可能です。

TSEG2[2:0] ビット以下の値を設定してください。

BRP[9:0] ビット（プリスケーラ分周比選択ビット）

CAN 通信クロック（fCANCLK）の周波数設定に使用します。fCANCLK の周期が 1Tq となります。設定

値 P（0 ～ 1023）とすると、ボーレートプリスケーラは fCAN を P+1 で分周します。

TSEG1[3:0] ビット（タイムセグメント 1 制御ビット）

プロパゲーションタイムセグメント（PROP_SEG）とフェーズバッファセグメント 1（PHASE_SEG1）の

合計長を Time Quantum（Tq）値で指定します。

4 ～ 16Tq の値が設定可能です。
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25.2.3 マスクレジスタ i（MKRi）（i = 0 ～ 7）

FIFO メールボックスモードでのマスク機能については、「25.6　アクセプタンスフィルタ機能とマスク機

能」を参照してください。

なお、MKRi レジスタ (i=0 ～ 7) は、CAN リセットモードまたは CAN Halt モード時に変更してください。

EID ビット（拡張 ID ビット）

EID[17:0] ビットは、CAN 拡張 ID ビットに対応するフィルタマスクビットです。

拡張 ID のメッセージを受信する場合に使用します。

EID[17:0] ビットが “0” の場合、対応する EID[17:0] ビットは、受信した ID とメールボックスの ID を比較

しません。

EID[17:0] ビットが “1” の場合、対応する EID[17:0] ビットは、受信した ID とメールボックスの ID を比較

します。

SID ビット（標準 ID ビット）

SID[10:0] ビットは、CAN 標準 ID ビットに対応するフィルタマスクビットです。

標準 ID と拡張 ID のメッセージを受信する場合の両方で使用します。

SID[10:0] ビットが “0” の場合、対応する SID[10:0] ビットは、受信した ID とメールボックスの ID を比較

しません。

SID[10:0] ビットが “1” の場合、対応する SID[10:0] ビットは、受信した ID とメールボックスの ID を比較

します。

アドレス 0009 0400h ～ 0009 041Ch

0009 0400h + (i×4h) 0009 0401h + (i×4h)

b31 b30 b29 b28 b27 b26 b25 b24 b23 b22 b21 b20 b19 b18 b17 b16

— — — SID[10:0] EID[17:0]

リセット後の値 x x x x x x x x x x x x x x x x

0009 0402h + (i×4h) 0009 0403h + (i×4h)

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

EID[17:0]

リセット後の値 x x x x x x x x x x x x x x x x

x： 不定

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b17-b0 EID[17:0] 拡張 IDビット 0：対応するEID[17:0]ビットは比較されない

1：対応するEID[17:0]ビットは比較される

R/W

b28-b18 SID[10:0] 標準 IDビット 0：対応するSID[10:0]ビットは比較されない

1：対応するSID[10:0]ビットは比較される

R/W

b31-b29 — 予約ビット 読んだ場合、その値は不定です。書く場合、“0”としてください R/W
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25.2.4 FIFO 受信 ID 比較レジスタ 0、1（FIDCR0、FIDCR1）

注1. CTLR.IDFM[1:0]ビットが “10b”以外のときは、IDEビットには “0”を書いてください。また、読んだ場合、その値は“0”です。

FIDCR0、FIDCR1 レジスタは、CTLR.MBM ビットが “1”（FIFO メールボックスモード）のとき有効です。

MB28 ～ MB31 レジスタの EID[17:0]、SID[10:0]、RTR、IDE ビットは無効です。

FIDCR0、FIDCR1 レジスタの使用方法については、「25.6　アクセプタンスフィルタ機能とマスク機能」

を参照してください。

FIDCR0、FIDCR1 レジスタは、CAN リセットモードまたは CAN Halt モード時に変更してください。

アドレス FIDCR0 0009 0420h
FIDCR1 0009 0424h

0009 0420h、0009 0424h 0009 0421h、0009 0425h

b31 b30 b29 b28 b27 b26 b25 b24 b23 b22 b21 b20 b19 b18 b17 b16

IDE RTR — SID[10:0] EID[17:0]

リセット後の値 x x x x x x x x x x x x x x x x

0009 0422h、0009 0426h 0009 0423h、0009 0427h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

EID[17:0]

リセット後の値 x x x x x x x x x x x x x x x x

x： 不定

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b17-b0 EID[17:0] 拡張 IDビット 0：対応するEID[17:0]ビットは “0”
1：対応するEID[17:0]ビットは “1”

R/W

b28-b18 SID[10:0] 標準 IDビット 0：対応するSID[10:0]ビットは “0”
1：対応するSID[10:0]ビットは “1”

R/W

b29 — 予約ビット 読んだ場合、その値は不定。書く場合、“0”としてください R/W

b30 RTR リモート送信要求ビット 0：データフレーム

1：リモートフレーム

R/W

b31 IDE ID拡張ビット（注1） 0：標準 ID
1：拡張 ID

R/W
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EID ビット（拡張 ID ビット）

EID[17:0] ビットはデータフレームとリモートフレームの拡張 ID を設定します。

拡張 ID のメッセージを受信する場合に使用します。

SID ビット（標準 ID ビット）

SID[10:0] ビットはデータフレームとリモートフレームの標準 ID を設定します。

標準 ID と拡張 ID のメッセージを受信する場合の両方で使用します。

RTR ビット（リモート送信要求ビット）

RTR ビットは、データフレームまたはリモートフレームの指定されたフレームフォーマットを設定しま

す。

 FIDCR0、FIDCR1 レジスタの両方の RTR ビットが “0” の場合、データフレームのみ受信できます。

 FIDCR0、FIDCR1 レジスタの両方の RTR ビットが “1” の場合、リモートフレームのみ受信できます。

 FIDCR0、FIDCR1 レジスタの RTR ビットが “0” と “1” のそれぞれ異なる設定の場合、データフレームとリ

モートフレームの両方を受信できます。

IDE ビット（ID 拡張ビット）

IDE ビットは、標準 ID または拡張 ID の指定された ID フォーマットを設定します。IDE ビットは、

CTLR.IDFM[1:0] ビットが “10b”（ミックス ID モード）のとき有効です。

 FIDCR0、FIDCR1 レジスタの両方の IDE ビットが “0” の場合、標準 ID フレームのみ受信できます。

 FIDCR0、FIDCR1 レジスタの両方の IDE ビットが “1” の場合、拡張 ID フレームのみ受信できます。

 FIDCR0、FIDCR1レジスタの IDEビットが “0”と “1”のそれぞれ異なる設定の場合、標準 IDと拡張 IDのフ

レームの両方を受信できます。
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25.2.5 マスク無効レジスタ（MKIVLR）

MKIVLR レジスタには、各メールボックスに対応するビットが含まれます。

各ビットの対応を以下に示します。

MKIVLR レジスタのビット 0 はメールボックス 0 に対応し、ビット 31 はメールボックス 31 にそれぞれ対

応しています。（注 1）

該当するビットが “1” になると、該当するアクセプタンスマスクレジスタが対応するメールボックスに対

して無効になります。マスク無効ビットを “1” にすると、受信メッセージの ID がメールボックスの ID に完

全に一致する場合のみ対応するメールボックスが受信します。

なお、MKIVLR レジスタは、CAN リセットモードまたは CAN Halt モード時に変更してください。

注 1. FIFO メールボックスモード時はビット 31 ～ 24 を “0” にしてください。

アドレス 0009 0428h

0009 0428h 0009 0429h

b31 b30 b29 b28 b27 b26 b25 b24 b23 b22 b21 b20 b19 b18 b17 b16

リセット後の値 x x x x x x x x x x x x x x x x

0009 0430h 0009 0431h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

リセット後の値 x x x x x x x x x x x x x x x x

x： 不定

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b31-b0 — — 0：マスク有効

1：マスク無効

R/W
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25.2.6 メールボックスレジスタ j（MBj）（j = 0 ～ 31）

表 25.5 にメールボックスのメモリ配置、表 25.6 に CAN データフレームの構成を示します。

CAN0 メールボックスのリセット後の値は不定です。

MBj レジスタは、関連する MCTLj レジスタ（j = 0 ～ 31）が “00h” で、かつアボート処理中でないときに

のみ MBj レジスタの設定を変更してください。

レジスタアドレスの詳細については表 25.5 を参照してください。

表25.5 メールボックスのメモリ配置

アドレス レジスタシンボル メッセージ内容

CAN0 CAN0 メモリ配置

0009 0200h + 16×j + 0 MB.ID IDE、RTR、SID10～SID6

0009 0200h + 16×j + 1 SID5～SID0、EID17、EID16

0009 0200h + 16×j + 2 EID15～EID8

0009 0200h + 16×j + 3 EID7～EID0

0009 0200h + 16×j + 4 MB.DLC －

0009 0200h + 16×j + 5 データ長コード（DLC[3:0]）

0009 0200h + 16×j + 6 MB.DATA0～7 データバイト0

0009 0200h + 16×j + 7
                ：
0009 0200h + 16×j + 13

データバイト1
           ：
データバイト7

0009 0200h + 16×j + 14 MB.TS タイムスタンプ上位バイト

0009 0200h + 16×j + 15 タイムスタンプ下位バイト

表25.6 CANデータフレームの構成

SID10～SID6 SID5～SID0 EID17～EID16 EID15～EID8 EID7～EID0 DLC3～DLC0 DATA0 DATA1 ・・・ DATA7
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各メールボックスの内容は、新しいメッセージを受信しないかぎり、以前の値を保持します。

(a) MB.ID

注1. メールボックスが標準 IDのメッセージを受信すると、メールボックスのEID[17:0]ビットの値は不定になります。

注2. IDEビットは、CTLR.IDFM[1:0]ビットが“10b”（ミックス IDモード）のときに有効です。CTLR.IDFM[1:0]ビットが “10b”以外のとき

には IDEビットに“0”を書いてください。また、読んだ場合、その値は “0”です。

EID ビット（拡張 ID ビット）

EID[17:0] ビットはデータフレームとリモートフレームの拡張 ID を設定します。

拡張 ID のメッセージを受信する場合に使用します。

SID ビット（標準 ID ビット）

SID[10:0] ビットはデータフレームとリモートフレームの標準 ID を設定します。

標準 ID と拡張 ID のメッセージを受信する場合の両方で使用します。

アドレス 0009 0200h～0009 03FFh

0009 0200h + ( j×10h) 0009 0201h + ( j×10h)

b31 b30 b29 b28 b27 b26 b25 b24 b23 b22 b21 b20 b19 b18 b17 b16

IDE RTR — SID[10:0] EID[17:0]

リセット後の値 x x x x x x x x x x x x x x x x

0009 0202h + ( j×10h) 0009 0203h + ( j×10h)

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

EID[17:0]

リセット後の値 x x x x x x x x x x x x x x x x

x： 不定

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b17-b0 EID[17:0] 拡張 IDビット（注1） 0：対応するEID[17:0]ビットは “0”
1：対応するEID[17:0]ビットは “1”

R/W

b28-b18 SID[10:0] 標準 IDビット 0：対応するSID[10:0]ビットは “0”
1：対応するSID[10:0]ビットは “1”

R/W

b29 — 予約ビット 読んだ場合、その値は不定。書く場合、“0”としてください R/W

b30 RTR リモート送信要求ビット 0：データフレーム

1：リモートフレーム

R/W

b31 IDE ID拡張ビット（注2） 0：標準 ID
1：拡張 ID

R/W
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RTR ビット（リモート送信要求ビット）

RTR ビットは、データフレームまたはリモートフレームの指定されたフレームフォーマットを設定しま

す。

 受信メールボックスは、RTR ビットが指定するフォーマットのフレームのみ受信する

 送信メールボックスは、RTR ビットが指定するフレームフォーマットに応じて送信を行う

 受信 FIFO メールボックスは、FIDCR0、FIDCR1 レジスタの RTR ビットが指定するデータフレームとリ

モートフレームを受信する

 送信FIFOメールボックスは、関連する送信メッセージのRTRビットで選択したデータフレームまたはリ

モートフレームを送信する

IDE ビット（ID 拡張ビット）

IDE ビットは、標準 ID または拡張 ID の指定された ID フォーマットを設定します。IDE ビットは、

CTLR.IDFM[1:0] ビットが “10b”（ミックス ID モード）のとき有効です。

 受信メールボックスは、IDE ビットが指定する ID フォーマットのみ受信する

 送信メールボックスは、IDE ビットが指定する ID フォーマットに応じて送信を行う

 受信FIFOメールボックスは、FIDCR0、FIDCR1レジスタの IDEビットが指定する標準 IDと拡張 IDを受信

する

 送信 FIFO メールボックスは、関連する送信メッセージの IDE ビットで選択した標準 ID または拡張 ID の

メッセージを送信する
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(b) MB.DLC

注1. メールボックスが8より小さいDLC[3:0]のメッセージを受信すると、メールボックスのDLC[3:0]より大きいDATAは不定に

なります。

DLC[3:0] ビット（データ長コードビット）

DLC[3:0] ビットはデータフレームで送信するデータのバイト数を設定します。リモートフレームを使用し

てデータを要求する場合、要求するデータのバイト数を設定します。

データフレームを受信した場合、受信したデータのバイト数が格納されます。リモートフレームを受信し

た場合、要求されたデータのバイト数が格納されます。

アドレス 0009 0205h～0009 03F5h

0009 0205h + ( j×10h) 0009 0206h + ( j×10h)

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — — — — — — DLC[3:0]

リセット後の値 x x x x x x x x x x x x x x x x

x： 不定

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b3-b0 DLC[3:0] データ長コードビット（注1） b3     　b0

0 0 0 0：データ長0バイト

0 0 0 1：データ長1バイト

0 0 1 0：データ長2バイト

0 0 1 1：データ長3バイト

0 1 0 0：データ長4バイト

0 1 0 1：データ長5バイト

0 1 1 0：データ長6バイト

0 1 1 1：データ長7バイト

1 x x x：データ長8バイト

注 .　x：任意の値です。

R/W

b15-b4 — 予約ビット 読んだ場合、その値は不定。書く場合、“0”としてください R/W
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(c) MB.DATA0 ～ 7

注1. メールボックスが8バイトよりも少ないnバイトのメッセージを受信すると、メールボックスのDATA0～DATA7の値は不定になり

ます。

注2. メールボックスがリモートフレームを受信した場合、 メールボックスのDATA0～DATA7は以前の値が保持されます。

(d) MB.TS

アドレス 0009 0206h～0009 03FDh

0009 0206h + ( j×10h)～0009 020Dh + ( j×10h)

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

DATA0

DATA1

DATA2

DATA3

： 

DATA7

リセット後の値 x x x x x x x x

x： 不定

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b7-b0 DATA0-
DATA7

データ長コードビット（注1、注2） DATA0～7は送信または受信したCANメッセージデータを格納

します。DATA0から、送信または受信されます。CANバス上の

ビットオーダは、MSBファーストでビット7から送信または受

信されます

R/W

アドレス 0009 020Eh～0009 03FFh

0009 020Eh + ( j×10h) 0009 020Fh + ( j×10h)

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

TSH[7:0] TSL[7:0]

リセット後の値 x x x x x x x x x x x x x x x x

x： 不定

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b7-b0 TSL[7:0] タイムスタンプ下位バイト TSH[7:0]とTSL[7:0]は受信メッセージがメールボックスに取り込

まれたときのタイムスタンプカウンタ値を格納します

R/W

b15-b8 TSH[7:0] タイムスタンプ上位バイト R/W



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 1086 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 25.  CANモジュール（CAN）

25.2.7 メールボックス割り込み許可レジスタ（MIER）

 通常メールボックスモード

アドレス 0009 042Ch

0009 042Ch 0009 042Dh 

b31 b30 b29 b28 b27 b26 b25 b24 b23 b22 b21 b20 b19 b18 b17 b16

— — — — — — — — — — — — — — — —

リセット後の値 x x x x x x x x x x x x x x x x

0009 042Eh 0009 042Fh 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — — — — — — — — — —

リセット後の値 x x x x x x x x x x x x x x x x

x： 不定

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b31-b0 — 割り込み許可ビット 0：割り込み禁止

1：割り込み許可

ビット31はメールボックス31、ビット0はメールボックス0にそ

れぞれ対応しています

R/W
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 FIFO メールボックスモード

注1. 受信FIFOがフルからバッファワーニングとなった場合、割り込み要求は発生しません。なお、バッファワーニングとは、受信FIFO
に3つ目のメッセージが格納された状態です。

MIER レジスタによって、メールボックスは個別に割り込み許可を設定できます。

通常メールボックスモード（すべてのビット）と FIFO メールボックスモード（MIER レジスタのビット

23 ～ 0）では、それぞれのビットは各メールボックスに対応します。これらのビットは、対応するメール

ボックスの送信完了／受信完了割り込みを許可／禁止します。

 MIER レジスタのビット 0 はメールボックス 0 に対応

 MIER レジスタのビット 31 はメールボックス 31 に対応

FIFO メールボックスモードの MIER レジスタのビット 29、28、25、24 は送信 / 受信 FIFO 割り込みの許

可／禁止と割り込み要求が発生するタイミングを指定します。

MIER レジスタは、関連する MCTLj レジスタ（j=0 ～ 31）が “00h” で、対応するメールボックスが送受信

アボートの処理をしていないときにのみ変更してください。また、FIFO 動作モード時は、TFCR.TFE ビッ

トが “0” で TFCR.TFEST ビットが “1”、RFCR.RFE ビットが “0” で RFCR.RFEST ビットが “1” のときのみ、

関連する FIFO の MIER レジスタのビットを変更してください。

アドレス 0009 042Ch

0009 042Ch 0009 042Dh 

b31 b30 b29 b28 b27 b26 b25 b24 b23 b22 b21 b20 b19 b18 b17 b16

— — — — — — — — — — — — — — — —

リセット後の値 x x x x x x x x x x x x x x x x

0009 042Eh 0009 042Fh 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — — — — — — — — — —

リセット後の値 x x x x x x x x x x x x x x x x

x： 不定

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b23-b0 — 割り込み許可ビット 0：割り込み禁止

1：割り込み許可

ビット23はメールボックス23、ビット0はメールボックス0に
それぞれ対応しています

R/W

b24 — 送信FIFO割り込み許可ビット 0：割り込み禁止

1：割り込み許可

R/W

b25 — 送信FIFO割り込み発生タイミング

制御ビット

0：送信FIFO割り込み要求は、毎回の送信完了後発生

1：送信FIFO割り込み要求は、送信完了により送信FIFOが空

き状態になったとき発生

R/W

b27-b26 — 予約ビット 読んだ場合、その値は不定。書く場合、“0”としてください。 R/W

b28 — 受信FIFO割り込み許可ビット 0：割り込み禁止

1：割り込み許可

R/W

b29 — 受信FIFO割り込み発生タイミング

制御ビット（注1）
0：受信FIFO割り込み要求は、毎回の受信完了後発生

1：受信FIFO割り込み要求は、受信完了により受信FIFOが

バッファワーニングになったとき発生

R/W

b31-b30 — 予約ビット 読んだ場合、その値は不定。書く場合、“0”としてください R/W
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25.2.8 メッセージ制御レジスタ j（MCTLj）（j = 0 ～ 31）

注1. 0を書き込むことのみ可能です。（“1”を書いても変化しません。）

注2. NEWDATA、SENTDATA、MSGLOST、TRMABT、RECREQ、およびTRMREQビットにプログラムで “0”を書く場合は、論理演算

（AND.B）命令は使用しないでください。“0”にしたいビットを“0”、そうでないビットを “1”にして、転送（MOV）命令を使用してく

ださい。“1”を書いてもこれらのビットの値は変化しません。

注3. ワンショット受信モードに移行するときは、RECREQビットを “1”にするのと同時に、ONESHOTビットに “1”を書いてください。

ワンショット受信モードを解除するときは、RECREQビットに “0”を書いた後、RECREQビットが“0”になったのを確認してから

ONESHOTビットに“0”を書いてください。ワンショット送信モードに移行するときは、TRMREQビットを “1”にするのと同時に、

ONESHOTビットに“1”を書いてください。ワンショット送信モードを解除するときは、メッセージが送信されたか中止された後に

ONESHOTビットに“0”を書いてください。

注4. RECREQビットとTRMREQビットの両方を “1”にしないでください。

注5. RECREQビットを “0”にするときには、NEWDATA、MSGLOSTフラグとRECREQビットは同時に“0”にしてください。

MCTLj レジスタは、CAN オペレーションモードまたは CAN Halt モード時に変更してください。

アドレス 0009 0820h～0009 083F

・MCTL.TX
   送信モード（TRMREQビットが"1"、RECREQビットが"0"の場合）

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

TRMR
EQ

RECR
EQ

— ONES
HOT

— TRMA
BT

TRMA
CTIVE

SENT
DATA

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

・MCTL.RX
   受信モード（TRMREQビットが"0"、RECREQビットが"1"の場合）

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

TRMR
EQ

RECR
EQ

— ONES
HOT

— MSGL
OST

INVAL
DATA

NEWD
ATA

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 SENTDATA 送信完了フラグ（注1、注2） 0：送信が終了していない

1：送信完了

R/(W)

NEWDATA 受信完了フラグ（注1、注2） 0：データが受信されていない、またはNEWDATAビットに

”0”を書いた場合

1：新しいメッセージをメールボックスに格納中または格納さ

れた場合

R/(W)

b1 TRMACTIVE 送信中ステータスビット （送信メールボックス設定時有効）

0：送信待機中または送信要求なし

1：送信要求の取り込みから、送信完了、エラー発生、または

アービトレーションロスト発生まで

R

INVALDATA 受信中ステータスビット （受信メールボックス設定時有効）

0：メッセージは有効

1：メッセージを更新中

R

b2 TRMABT 送信アボート完了フラグ
（注1、注2）

（送信メールボックス設定時有効）

0：送信が開始された、または送信アボートが送信完了により

失敗、または送信アボートが要求されていない

1：送信アボート完了

R/(W)

MSGLOST メッセージロストフラグ
（注1、注2）

（受信メールボックス設定時有効）

0：メッセージはオーバライトまたはオーバランされていない

1：メッセージはオーバライトまたはオーバランされた

R/(W)

b3 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b4 ONESHOT ワンショット許可ビット（注3） 0：ワンショット受信またはワンショット送信禁止

1：ワンショット受信またはワンショット送信許可

R/W

b5 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b6 RECREQ 受信メールボックス設定ビット
（注2、注3、注4、注5）

0：受信メールボックスに設定しない

1：受信メールボックスに設定する

R/W

b7 TRMREQ 送信メールボックス設定ビット
（注2、注4）

0：送信メールボックスに設定しない

1：送信メールボックスに設定する

R/W
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FIFO メールボックスモードでは、MCTL24 ～ MCTL31 レジスタは使用しないでください。

SENTDATA フラグ（送信完了フラグ）

SENTDATA フラグは、対応するメールボックスからのデータ送信が完了すると “1” になります。

SENTDATA フラグは、プログラムで “0” を書くと “0” になります。

SENTDATA フラグを “0” にする場合は、TRMREQ ビットを “0” にしてから SENTDATA フラグを “0” にし

てください。SENTDATA フラグと TRMREQ ビットは同時に “0” になりません。メールボックスから新しい

メッセージを転送するには、SENTDATA フラグを “0” にしてください。

NEWTDATA フラグ（受信完了フラグ）

NEWDATA フラグは、メールボックスに新しいメッセージを格納中または格納が完了したときに “1” にな

ります。“1” になるタイミングは、INVALDATA ビットと同時です。NEWDATA フラグは、プログラムで

“0” を書くと “0” になります。関連する INVALDATA ビットが “1” の間は、NEWDATA フラグはプログラム

で “0” を書いても “0” にできません。

TRMACTIVE ビット（送信中ステータスビット）

TRMACTIVE ビットは、CAN モジュールから対応するメールボックスのメッセージ送信を開始すると “1”

になります。TRMACTIVE ビットは、CAN モジュールが CAN バスアービトレーションに負けるか、CAN

バスエラーが起こるか、あるいはデータ送信が完了すると “0” になります。

INVALDATA ビット（受信中ステータスビット）

INVALDATA ビットは、メッセージの受信完了後、受信したメッセージをメールボックスに更新中に “1”

になります。INVALDATA ビットは、メッセージの格納完了時点で “0” になります。INVALDATA ビットが

“1” の間にメールボックスを読んだ場合、データは不定値になります。

TRMABT フラグ（送信アボート完了フラグ）

TRMABT フラグは、次の場合、“1”（送信アボート完了）になります。

 送信アボート要求に続いて、送信を開始する前に送信アボートが完了する

 送信アボート要求に続いて、CAN モジュールが CAN バスアービトレーション負けまたは CAN バスエ

ラーを検出した場合

 ワンショット送信モード（RECREQ ビットが “0”、TRMREQ ビットが “1”、ONESHOT ビットが “1”）で、

CAN モジュールが CAN バスアービトレーション負けまたは CAN バスエラーを検出した場合

TRMABT フラグは、データ送信が完了しても “1” にはなりません。データ送信が完了した場合は

SENTDATA フラグが “1” になります。TRMABT フラグは、“0” を書くと “0” になります。

MSGLOST フラグ（メッセージロストフラグ）

MSGLOST フラグは、NEWDATA フラグが “1” の間、メールボックスが新しい受信メッセージによって

メッセージが上書きされたり、破棄されたりした場合、“1” になります。EOF の 6 番目のビットの終わりで

“1” になります。MSGLOST フラグは、プログラムで “0” を書くと “0” になります。

オーバライトモードとオーバランモードの両方において、EOF の 6 番目のビットに続く周辺モジュールク

ロック（PCLK）の 5 サイクルの間は、MSGLOST フラグはプログラムで “0” を書いても “0” にできません。
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ONESHOT ビット（ワンショット許可ビット）

ONESHOT ビットは受信モードと送信モードの 2 つの使い方があります。

 ワンショット受信モード

受信モード（RECREQ ビットが “1”、TRMREQ ビットが “0”）のとき ONESHOT ビットを “1” にする

と、メールボックスはメッセージを 1 回のみ受信します（メッセージを 1 回受信完了した後は受信メー

ルボックスとして動作しません）。NEWDATA フラグおよび INVALDATA ビットの動作は、通常の受信

モードと同じです。このモードでは、MSGLOST フラグは “1” にはなりません。ONESHOT ビットを

“0” にする場合、RECREQ ビットへ “0” を書いた後、RECREQ ビットが “0” になることを確認してから

行ってください。

 ワンショット送信モード

送信モード（RECREQ ビットが “0”、TRMREQ ビットが “1”）のとき ONESHOT ビットを “1” にする

と、CAN モジュールはメッセージを 1 回のみ送信しようとします（CAN バスエラーまたは CAN バス

アービトレーション負けの場合でも、メッセージの再送信を行いません）。送信が完了した場合、

SENTDATA フラグが “1” になります。CAN バスエラーまたは CAN バスアービトレーション負けに

よって送信が完了しない場合は、TRMABT フラグが “1” になります。ONESHOT ビットを “0” にする場

合は、SENTDATA フラグが “1” または TRMABT フラグが “1” になった後に行ってください。

RECREQ ビット（受信メールボックス設定ビット）

RECREQ ビットは表 25.11 に示す受信モードを選択します。

RECREQ ビットを “1” にすると、対応するメールボックスはデータフレームまたはリモートフレームの受

信に設定されます。

RECREQ ビットを “0” にすると、対応するメールボックスはデータフレームまたはリモートフレームの受

信に設定されません。

以下の期間は、ハードウェアプロテクトがかかり、RECREQ ビットはプログラムで “0” を書いても “0” に

なりません。

 ハードウェアプロテクトの開始

アクセプタンスフィルタ処理の開始（CRC フィールドの始まり）

 ハードウェアプロテクトの解除

— メッセージの受信に指定されたメールボックスは、受信メッセージがメールボックスに格納された後、

または CAN バスエラーが発生した後（すなわち、ハードウェアプロテクトの 大期間は CRC フィール

ドの始まりから EOF の 7 番目のビットの終わりまで）

— その他のメールボックスは、アクセプタンスフィルタ処理後

— 受信するメールボックスがない場合は、アクセプタンスフィルタ処理後

RECREQ ビットを “1” にする場合は、TRMREQ ビットを “1” にしないでください。メールボックスの設

定を送信から受信に変更する場合は、受信に変更する前に、まず送信をアボートし、そして SENTDATA フ

ラグと TRMABT フラグを “0” にしてください。
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TRMREQ ビット（送信メールボックス設定ビット）

TRMREQ ビットは表 25.11 に示す送信モードを選択します。

TRMREQ ビットを “1” にすると、対応するメールボックスはデータフレームまたはリモートフレームの

送信に設定されます。

TRMREQ ビットを “0” にすると、対応するメールボックスはデータフレームまたはリモートフレームの

送信に設定されません。

送信要求をキャンセルするために、TRMREQ ビットを “1” から “0” に変更すると、送信アボート要求が完

了したかしていないかを確認するために、 大 1 フレームの遅延で、TRMABT フラグまたは SENTDATA フ

ラグが “1” になります。TRMREQ ビットを “1” にする場合は、RECREQ ビットを “1” にしないでください。

メールボックスの設定を受信から送信に変更する場合は、送信に変更する前に、まず受信をアボートし、そ

して NEWDATA フラグと MSGLOST フラグを “0” にしてください。



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 1092 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 25.  CANモジュール（CAN）

25.2.9 受信 FIFO 制御レジスタ（RFCR）

RFCR レジスタは、CAN オペレーションモードまたは CAN Halt モード時に変更してください。

RFE ビット（受信 FIFO 許可ビット）

RFE ビットを “1” にすると、受信 FIFO が受信許可になります。

RFE ビットを “0” にすると、受信 FIFO は受信禁止になり、空状態（RFEST ビットが “1”）になります。

RFMLF ビットと同時に RFE ビットに “0” を書いてください。

通常メールボックスモード（CTLR レジスタの MBM ビットが “0”）では RFE ビットを “1” にしないでく

ださい。以下の期間はハードウェアプロテクトがかかり、RFE ビットはプログラムで “0” を書いても “0” に

できません。

 ハードウェアプロテクトの開始

— アクセプタンスフィルタ処理の開始（CRC フィールドの始まり）

 ハードウェアプロテクトの解除

— メッセージの受信に受信 FIFO が指定された場合は、受信メッセージ

が受信 FIFO に格納された後、または CAN バスエラーが発生した後（すなわち、ハードウェアプロテク

ト

の 大期間は CRC フィールドの始まりから EOF の 7 番目のビットの終わりまで）

— 受信 FIFO が指定されない場合は、アクセプタンスフィルタ処理後

RFUST[2:0] ビット（受信 FIFO 未読メッセージ数ステータスビット）

RFUST[2:0] ビットは、受信 FIFO 内の未読メッセージの数を示します。

RFE ビットを “0” にすると、RFUST[2:0] ビットの値は “000b” になります。

アドレス 0009 0848h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

RFES
T

RFWS
T

RFFS
T

RFML
F

RFUST[2:0] RFE

リセット後の値 1 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 RFE 受信FIFO許可ビット 0：受信FIFO禁止

1：受信FIFO許可

R/W

b3-b1 RFUST[2:0] 受信FIFO未読メッセージ数

ステータスビット

b3　    b1

0  0  0：未読メッセージなし

0  0  1：未読メッセージ1件あり

0  1  0：未読メッセージ2件あり

0  1  1：未読メッセージ3件あり

1  0  0：未読メッセージ4件あり

1  0  1：予約

1  1  0：予約

1  1  1：予約

R

b4 RFMLF 受信FIFOメッセージロスト

フラグ

0：受信FIFOメッセージロスト未発生

1：受信FIFOメッセージロスト発生

R/W

b5 RFFST 受信FIFOフルステータスビット 0：受信FIFOはフルではない

1：受信FIFOはフル（未読メッセージ4件）

R

b6 RFWST 受信FIFOバッファワーニングス

テータスフラグ

0：受信FIFOはバッファワーニングではない

1：受信FIFOはバッファワーニング（未読メッセージ3件）

R

b7 RFEST 受信FIFO空ステータスフラグ 0：受信FIFOに未読メッセージあり

1：受信FIFOに未読メッセージなし

R
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RFMLF フラグ（受信 FIFO メッセージロストフラグ）

受信 FIFO がフルのときに新しいメッセージを受信すると、RFMLF ビットは “1”（受信 FIFO メッセージ

ロスト発生）になります。“1” になるタイミングは、EOF の 6 番目のビットの終わりです。

RFMLF ビットはプログラムで “0” を書くと “0” になります。“1” を書いても変化しません。オーバラン

モードとオーバライトモードのどちらも、受信 FIFO がフルでメッセージの受信が決定している場合、ハー

ドウェアのプロテクトにより EOF の 6 番目のビットに続く周辺モジュールクロック（PCLK）の 5 サイクル

の間は、RFMLF ビットは “0”（受信 FIFO メッセージロスト未発生）になりません。

RFFST ビット（受信 FIFO フルステータスビット）

受信 FIFO 内の未読メッセージが 4 件になると、RFFST ビットは “1”（受信 FIFO はフル）になります。受

信 FIFO 内の未読メッセージが 4 件未満になると、RFFST ビットは “0”（受信 FIFO はフルではない）になり

ます。RFE ビットを “0” にすると、RFFST ビットは “0” になります。

RFWST フラグ（受信 FIFO バッファワーニングステータスフラグ）

受信 FIFO 内の未読メッセージが 3 件になると、RFWST ビットは “1”（受信 FIFO はバッファワーニング）

になります。受信 FIFO 内の未読メッセージの数が 3 未満または 4 件になると、RFWST ビットは “0”（受信

FIFO はバッファワーニングではない）になります。RFE ビットを “0” にすると、RFWST ビットは “0” にな

ります。

RFEST フラグ（受信 FIFO 空ステータスフラグ）

受信 FIFO 内の未読メッセージがなくなると、RFEST ビットは “1”（受信 FIFO に未読メッセージなし）

になります。RFE ビットを “0” にすると、RFEST ビットは “1” になります。受信 FIFO 内の未読メッセージ

数が 1 件以上になると、RFEST ビットは “0”（受信 FIFO に未読メッセージあり）になります。



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 1094 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 25.  CANモジュール（CAN）

図 25.2 に受信 FIFO メールボックスの動作を示します。

図 25.2 受信 FIFO メールボックスの動作（MIER レジスタのビット 29、28 が “01” または “11”）
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25.2.10 受信 FIFO ポインタ制御レジスタ（RFPCR）

受信 FIFO が空状態でないとき、受信 FIFO の CPU 側ポインタを次のメールボックスに移動させるために

は、RFPCR レジスタにプログラムで “FFh” を書いてください。

RFCR.RFE ビットが “0”（受信 FIFO 禁止）のときは、RFPCR レジスタに書かないでください。受信オー

バライトモードで RFCR.RFFST ビットが “1”（受信 FIFO はフル）のときに新しいメッセージが受信される

と、CAN 側ポインタと CPU 側ポインタの両方が移動します。この状態で、RFCR.RFMLF フラグが “1” のと

き、プログラムで RFPCR レジスタに書き込んでも CPU 側ポインタは移動しません。

25.2.11 送信 FIFO 制御レジスタ（TFCR）

TFCR レジスタは、CAN オペレーションモードまたは CAN Halt モード時に変更してください。

アドレス 0009 0849h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — —

リセット後の値 x x x x x x x x

x： 不定

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b7-b0 — — RFPCRレジスタに“FFh”を書き込むと、受信FIFOのCPU側ポイ

ンタが移動

W

アドレス 0009 084Ah

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

TFES
T

TFFST — — TFUST[2:0] TFE

リセット後の値 1 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 TFE 送信FIFO許可ビット 0：送信FIFO禁止

1：送信FIFO許可

R/W

b3-b1 TFUST[2:0] 送信FIFO未送信メッセージ数

ステータスビット

b3       b1

0  0  0：未送信メッセージなし

0  0  1：未送信メッセージ1件
0  1  0：未送信メッセージ2件
0  1  1：未送信メッセージ3件
1  0  0：未送信メッセージ4件
1  0  1：予約

1  1  0：予約

1  1  1：予約

R

b5-b4 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b6 TFFST 送信FIFOフルステータスビット 0：送信FIFOはフルではない

1：送信FIFOはフル（未送信4件）

R

b7 TFEST 受信FIFO空ステータスビット 0：送信FIFOに未送信メッセージあり

1：送信FIFOに未送信メッセージなし

R
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TFE ビット（送信 FIFO 許可ビット）

TFE ビットを “1” にすると、送信 FIFO が送信許可になります。

TFE ビットを “0” にすると、送信 FIFO は空状態（TFEST ビットが “1”）になり、次のように送信 FIFO か

らの未送信メッセージが失われます。

 送信 FIFO からの次の送信予定がなく、また送信中でもないとき、直ちに空状態になります。

 送信 FIFO からの次の送信予定があるかまたはすでに送信中の場合、送信完了、CAN バスエラー、アー

ビトレーション負け、または CAN Halt モードへの移行に続いて空状態になります。

TFE ビットを再度 “1” にする前に、TFEST ビットが “1” になっているか確認してください。TFE ビットを

“1” にした後、送信データを MB24 レジスタに書いてください。

通常メールボックスモード（CTLR.MBM ビットが “0”）では、TFE ビットを “1” にしないでください。

TFUST[2:0] ビット（送信 FIFO 未送信メッセージ数ステータスビット）

TFUST[2:0] ビットは、送信 FIFO 内の未送信メッセージの数を表示します。

送信 FIFO の送信アボートが完了すると、TFUST[2:0] ビットの値は “000b” になります。

TFFST ビット（送信 FIFO フルステータスビット）

送信 FIFO 内の未送信メッセージの数が 4 件になると、TFFST ビットは “1”（送信 FIFO はフル）になりま

す。送信 FIFO 内の未送信メッセージの数が 4 未満になると、TFFST ビットは “0”（送信 FIFO はフルではな

い）になります。送信 FIFO の送信アボートが完了すると、TFFST ビットは “0” になります。

TFEST ビット（受信 FIFO 空ステータスビット）

送信 FIFO 内の未送信メッセージがなくなると、TFEST ビットは “1”（送信 FIFO にメッセージなし）にな

ります。送信 FIFO の送信アボートが完了すると、TFEST ビットは “1” になります。送信 FIFO 内の未送信

メッセージの数が 1 件以上になると、TFEST ビットは “0”（送信 FIFO にメッセージあり）になります。
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図 25.3 に送信 FIFO メールボックスの動作を示します。

図 25.3 送信 FIFO メールボックスの動作（MIER レジスタのビット 25、24 が “01b” または “11b”）
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25.2.12 送信 FIFO ポインタ制御レジスタ（TFPCR）

送信 FIFO がフルでないとき、送信 FIFO の CPU 側ポインタを次のメールボックスに移動させるために

は、TFPCR レジスタにプログラムで “FFh” を書いてください。

TFCR.TFE ビットが “0”（送信 FIFO 禁止）のときは、TFPCR レジスタに書かないでください。

アドレス 0009 084Bh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — —

リセット後の値 x x x x x x x x

x： 不定

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b7-b0 — — TFPCRレジスタに“FFh”を書き込むと、CPU側の送信FIFOポイ

ンタが移動

W
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25.2.13 ステータスレジスタ（STR）

NDST フラグ（NEWDATA ステータスフラグ）

MCTLj.NEWDATA フラグ (j=0 ～ 31) が 1 つでも “1” になると、MIER レジスタの値とは無関係に NDST フ

ラグは “1” になります。MCTLj.NEWDATA フラグがすべて “0” になると、NDST フラグは “0” になります。

アドレス 0009 0842h

0009 0842h 0009 0843h 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— RECS
T

TRMS
T

BOST EPST SLPS
T

HLTST RSTS
T

EST TABST FMLST NMLST TFST RFST SDST NDST

リセット後の値 x x x x x x x x x x x x x x x x

x： 不定

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 NDST NEWDATAステータスフラグ 0：NEWDATAフラグが “1”のメールボックスなし

1：NEWDATAフラグが “1”のメールボックスあり

R

b1 SDST SENTDATAステータスフラグ 0：SENTDATAフラグが“1”のメールボックスなし

1：SENTDATAフラグが“1”のメールボックスあり

R

b2 RFST 受信FIFOステータスフラグ 0：受信FIFOにメッセージなし（空）

1：受信FIFOにメッセージあり

R

b3 TFST 送信FIFOステータスフラグ 0：送信FIFOはフル

1：送信FIFOはフルではない

R

b4 NMLST 通常メッセージロストステータス

フラグ

0：MSGLOSTフラグが “1”のメールボックスなし

1：MSGLOSTフラグが “1”のメールボックスあり

R

b5 FMLST FIFOメッセージロストステータ

スフラグ

0：RFMLFビットが“0”
1：RFMLFビットが“1”

R

b6 TABST 送信アボートステータスフラグ 0：TRMABTビットが “1”のメールボックスなし

1：TRMABTビットが “1”のメールボックスあり

R

b7 EST エラーステータスフラグ 0：エラーなし

1：エラー発生

R

b8 RSTST CANリセットステータスフラグ 0：CANリセットモードではない

1：CANリセットモード

R

b9 HLTST CAN Haltステータスフラグ 0：CAN Haltモードではない

1：CAN Haltモード

R

b10 SLPST CANスリープステータスフラグ 0：CANスリープモードではない

1：CANスリープモード

R

b11 EPST エラーパッシブステータスフラグ 0：エラーパッシブ状態ではない

1：エラーパッシブ状態

R

b12 BOST バスオフステータスフラグ 0：バスオフ状態ではない

1：バスオフ状態

R

b13 TRMST 送信ステータスフラグ

（transmitter）
0：バスアイドルまたは受信中

1：送信中またはバスオフ状態

R

b14 RECST 受信ステータスフラグ（receiver） 0：バスアイドルまたは送信中

1：受信中

R

b15 — 予約ビット 読んだ場合、その値は不定。書く場合、“0”としてください R
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SDST フラグ（SENTDATA ステータスフラグ）

MCTLj.SENTDATA フラグ (j=0 ～ 31) が 1 つでも “1” になると、MIER レジスタの値とは無関係に SDST

フラグは “1” になります。MCTLj.SENTDATA フラグがすべて “0” になると、SDST フラグは “0” になりま

す。

RFST フラグ（受信 FIFO ステータスフラグ）

RFST フラグは、受信 FIFO が空状態以外になると “1” になります。受信 FIFO が空状態か通常メールボッ

クスモードになると “0” になります。

TFST フラグ（送信 FIFO ステータスビット）

TFST フラグは、送信 FIFO がフル以外になると “1” になります。送信 FIFO がフルか通常メールボックス

モードになると “0” になります。

NMLST フラグ（通常メッセージロストステータスフラグ）

MCTLj.MSGLOST フラグ (j=0 ～ 31) が 1 つでも “1” になると、MIER レジスタの値とは無関係に NMLST

フラグは “1” になります。MCTLj.MSGLOST フラグがすべて “0” になると、NMLST フラグは “0” になりま

す。

FMLST フラグ（FIFO メッセージロストステータスフラグ）

RFCR.RFMLF フラグが “1” になると、MIER レジスタの値とは無関係に FMLST フラグは “1” になります。

RFCR.RFMLF フラグが “0” のとき、FMLST フラグは “0” になります。

TABST フラグ（送信アボートステータスフラグ）

MCTLj.TRMABT フラグ (j=0 ～ 31) が 1 つでも “1” になると、MIER レジスタの値とは無関係に TABST

ビットは “1” になります。MCTLj.TRMABT フラグがすべて “1” でないとき、TABST フラグは “0” になりま

す。

EST フラグ（エラーステータスフラグ）

EIFR レジスタで一つでもエラーが検出されると、EIER レジスタの値とは無関係に EST フラグは “1” にな

ります。EIFR レジスタで 1 つエラーが検出されない場合は、EST フラグは “0” になります。

RSTST フラグ（CAN リセットステータスフラグ）

RSTST フラグは、CAN リセットモードになると “1” になります。CAN リセットモードまたは CAN リ

セットモードから移行した CAN スリープモード以外になると “0” になります。CAN リセットモードから

CAN スリープモードに移行しても、RSTST フラグは “1” のままです。

HLTST フラグ（CAN Halt ステータスフラグ）

HLTST フラグは、CAN Halt モードになると “1” になります。CAN Halt モードまたは CAN Halt モードか

ら移行した CAN スリープモード以外になると “0” になります。CAN Halt モードから CAN スリープモード

に移行しても、HLTST フラグは “1” のままです。

SLPST フラグ（CAN スリープステータスフラグ）

SLPST フラグは、CAN スリープモードになると “1” になります。CAN スリープモード以外になると “0”

になります。
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EPST フラグ（エラーパッシブステータスフラグ）

TECR または RECR レジスタの値が 127 を超えて、CAN モジュールがエラーパッシブ状態（128 ≦ TEC

＜ 256 または 128 ≦ REC ＜ 256）になると、EPST フラグは “1” になります。エラーパッシブ状態以外にな

ると、EPST フラグは “0” になります。

BOST フラグ（バスオフステータスフラグ）

TECR レジスタの値が 255 を超えて CAN モジュールがバスオフ状態（TEC ≧ 256）になると、BOST フラ

グは “1” になります。バスオフ状態以外になると、BOST フラグは “0” になります。

TRMST フラグ（送信ステータスフラグ）（transmitter）

CAN モジュールが送信ノードかバスオフ状態になると TRMST フラグは “1” になります。受信ノードかバ

スアイドル状態になると TRMST フラグは “0” になります。

RECST フラグ（受信ステータスフラグ）（receiver）

CAN モジュールが受信ノードになると RECST フラグは “1” になります。送信ノードかバスアイドル状態

になると RECST フラグは “0” になります。
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25.2.14 メールボックスサーチモードレジスタ（MSMR）

MSMR レジスタは、CAN オペレーションモードまたは CAN Halt モード時に変更してください。

MBSM[1:0] ビット（メールボックス検索モード選択ビット）

MBSM[1:0] ビットはメールボックス検索機能のための検索モードを選択します。

MBSM[1:0] ビットが “00b” の場合、受信メールボックス検索モードになります。このモードで検索対象と

なるビットは、MCTLj レジスタ (j=0 ～ 31) の通常メールボックスでの MCTLj.NEWDATA フラグと

RFCR.RFEST フラグです。

MBSM[1:0] ビットが “01b” の場合、送信メールボックス検索モードになります。このモードで検索対象と

なるビットは、MCTLj.SENTDATA フラグです。

MBSM[1:0] ビットが “10” の場合、メッセージロスト検索モードになります。このモードで検索対象とな

るビットは、MCTLj レジスタの通常メールボックスでの MCTLj.MSGLOST フラグと RFCR.RFMLF フラグ

です。

MBSM[1:0] ビットが “11b” の場合、チャネル検索モードになります。

このモードで検索対象となるレジスタは CSSR レジスタです。「25.2.16　チャネルサーチサポートレジス

タ（CSSR）」を参照してください。

アドレス 0009 0853h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — MBSM[1:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b1-b0 MBSM[1:0] メールボックス検索モード選択

ビット

b1  b0

0  0：受信メールボックス検索モード

0  1：送信メールボックス検索モード

1  0：メッセージロスト検索モード

1  1：チャネル検索モード

R/W

b7-b2 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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25.2.15 メールボックスサーチステータスレジスタ（MSSR）

MBNST[4:0] ビット（検索結果メールボックス番号ステータスビット）

MBNST[4:0] ビットは、MSMR レジスタの各モードで検索された、 小のメールボックス番号が表示され

ます。受信メールボックス検索モード、送信メールボックス検索モード、およびメッセージロスト検索モー

ドにより、出力される検索結果であるメールボックスの値は、次の場合に更新されます。

 出力されたメールボックスの MCTj.NEWDATA、MCTj.SENTDATA、または MCTj.MSGLOST フラグ (j=0

～ 31) が “0” になる

 より優先順位の高いメールボックスの MCTj.NEWDATA、MCTj.SENTDATA、または MCTj.MSGLOST フ

ラグが “1” になる

MSMR.MBSM[1:0] ビットが “00b”（受信メールボックス検索モード）および “10b”（メッセージロスト検

索モード）のとき、受信 FIFO が空状態でなく、すべての通常メールボックス（メールボックス [0] ～ [23]）

に未読の受信メッセージもロストメッセージもない場合、受信 FIFO（メールボックス [28]）が出力されま

す。MSMR.MBSM[1:0] ビットが “01b”（送信メールボックス検索モード）のとき、送信 FIFO（メールボッ

クス [24]）は出力されません。表 25.7 に FIFO メールボックスモードでの MBNST[4:0] ビットの動作を示し

ます。

チャネル検索モードでは、MBNST[4:0] ビットはメールボックス番号が出力されます。MBNST[4:0] ビッ

トは MSSR レジスタがプログラムで読み出された後に、次のターゲットチャネル番号が出力されます。

SEST ビット（検索結果空ステータスビット）

すべてのメールボックスの検索で該当するメールボックスがない場合、SEST ビットは “1”（検索結果な

し）になります。たとえば、送信メールボックス検索モードで、MCTj.SENTDATA フラグが “1” のメール

ボックスがひとつもない場合、SEST ビットは “1” になり、1 つでもある場合、“0” になります。SEST ビッ

トが “1” の場合、MBNST[4:0] ビットの値は不定です。

アドレス 0009 0852h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

SEST — — MBNST[4:0]

リセット後の値 1 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b4-b0 MBNST[4:0] 検索結果メールボックス番号

ステータスビット

MSMRレジスタの各モードで検索された、 小のメールボック

ス番号を表示

R

b6-b5 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください。 R/W

b7 SEST 検索結果空ステータスビット 0：検索結果あり

1：検索結果なし

R
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表25.7 FIFOメールボックスモードでのMBNST[4:0]ビットの動作

MSMR.
MBSM[1:0]ビット

メールボックス [24]
（送信FIFO）

メールボックス [28]
（受信FIFO）

00b メールボックス [24]は
表示されない

通常メールボックスのどのMCTLj.NEWDATAフラグも “1”（新しいメッセージがメール

ボックスに格納中または格納された）にならず、また受信FIFOが空でない場合はメー

ルボックス [28]が表示される（j = 0～23）

01b メールボックス [28]は表示されない

10b 通常メールボックスのどのMCTLj.MSGLOSTフラグも “1”（メッセージはオーバライト

またはオーバランされた）にならず、受信FIFO内のRFCR.RFMLFフラグが “1”（受信

FIFOメッセージロスト発生）になるとメールボックス [28]が表示される。

（j = 0～23）

11b メールボックス [28]は表示されない
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25.2.16 チャネルサーチサポートレジスタ（CSSR）

“1” になった CSSR レジスタのビットは、8/3 エンコーダ（ 小ビット位置がより高い優先順位）によって

エンコードされ、MSSR.MBNST[4:0] ビットに出力されます。

MSSR レジスタは、MSSR レジスタをプログラムで読み出すたびに更新された値が表示されます。

なお、CSSR レジスタは、MSMR.MBSM[1:0] ビットが “11b”（チャネル検索モード）のときのみ変更して

ください。CSSR レジスタは、CAN リセットモードでは設定できません。

図 25.4 に CSSR、MSSR レジスタの書き込みと読み出しを示します。

図 25.4 CSSR、MSSR レジスタの書き込みと読み出し

CSSR レジスタの値も MSSR レジスタを読み出すたびに更新されます。読んだ場合、8/3 エンコーダ変換

前の値が読めます。

アドレス 0009 0851h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — —

リセット後の値 x x x x x x x x

x： 不定

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b7-b0 — — チャネル検索の値が入力された場合、チャネル番号をMSSRレジ

スタに出力

R/W

CSSRレジスタ

アドレス

CAN0

0009 0851h

CAN0

0009 0852h
MSSRレジスタ

（1回目の読み出し）

8/3エンコーダ

b7 b6 b3 b0

0 1 0 0 1 0 0 1

b7 b0b2

0 0 0 0 0 0 1 1

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 1 1 0

（検索結果：チャネル番号0読み出し）

1 0 0 0 0

（2回目の読み出し）

（3回目の読み出し）

（4回目の読み出し）

（検索結果：チャネル番号3読み出し）

（検索結果：チャネル番号6読み出し）

（検索結果：該当チャネル番号なし）
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25.2.17 アクセプタンスフィルタサポートレジスタ（AFSR）

アクセプタンスフィルタサポートユニット（ASU）は、あらかじめユーザにより作成された全標準 ID が

有効か無効かを 1 ビット単位で設定したデータテーブル（8 ビット ×256）の検索に使用できます。受信した

標準 ID が格納された MBj.SID ビット (j=0 ～ 31) を含む 16 ビット単位のデータを AFSR レジスタへ書くと、

デコードされたデータテーブル検索用の行（バイトオフセット）位置と列（ビット）位置が読み出せます。

ASU は、標準（11 ビット）ID のみに使用できます。

ASU は、次の場合に有効です。

 受信する ID がアクセプタンスフィルタでマスクできない場合

（例）受信する ID：078h、087h、111h

 受信する ID が多すぎて、ソフトウェアによるフィルタリングの処理時間を減少させたい場合

なお、AFSR レジスタは、CAN リセットモードでは設定できません。

図 25.5 に AFSR レジスタの書き込み、読み出しを示します。

図 25.5 AFSR レジスタの書き込み、読み出し

アドレス 0009 0856h

0009 0856h 0009 0857h 

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — — — — — — — — — —

リセット後の値 x x x x x x x x x x x x x x x x

x： 不定

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b15-b0 — — 受信メッセージの標準 IDを書いた後に、データテーブル検索用

に変換された値を読めます

R/W

b15

書き込み時（注）

アドレス

CAN0

0009 0856h

CAN0

0009 0856h
読み出し時

注. MBj（j＝0～31）レジスタのSIDビットを含む16ビット単位のデータと同じ値を書き込みます。

b15 b8

SID
10 SID9 SID8 SID7 SID6

3/8デコーダ

SID5 SID4 SID3 SID2 SID1

b7 b0

SID0

b8

SID
10

SID
9

SID
8

b7 b0

SID
5

SID
4

SID
3

データテーブルの列（ビット）
位置

データテーブルの行（バイトオフセット）
位置

SID
7

SID
6
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25.2.18 エラー割り込み許可レジスタ（EIER）

EIER レジスタは、EIFR レジスタの個々のエラー割り込み要因に対して個別にエラー割り込みを許可／禁

止するレジスタです。

EIER レジスタは、CAN リセットモード時のみ変更してください。

BEIE ビット（バスエラー割り込み許可ビット）

BEIE ビットを “0” にすると、EIFR.BEIF フラグが “1” になっても、エラー割り込み要求は発生しません。

BEIE ビットを “1” にすると、EIFR.BEIF フラグが “1” になった場合、エラー割り込み要求が発生します。

EWIE ビット（エラーワーニング割り込み許可ビット）

EWIE ビットを “0” にすると、EIFR.EWIF フラグが “1” になっても、エラー割り込み要求は発生しません。

EWIE ビットを “1” にすると、EIFR.EWIF フラグが “1” になった場合、エラー割り込み要求が発生します。

EPIE ビット（エラーパッシブエントリ割り込み許可ビット）

EPIE ビットを “0” にすると、EIFR.EPIF フラグが “1” になっても、エラー割り込み要求は発生しません。

EPIE ビットを “1” にすると、EIFR.EPIF フラグが “1” になった場合、エラー割り込み要求が発生します。

アドレス 0009 084Ch

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

BLIE OLIE ORIE BORIE BOEIE EPIE EWIE BEIE

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 BEIE バスエラー割り込み許可ビット 0：バスエラー割り込み禁止

1：バスエラー割り込み許可

R/W

b1 EWIE エラーワーニング割り込み許可

ビット

0：エラーワーニング割り込み禁止

1：エラーワーニング割り込み許可

R/W

b2 EPIE エラーパッシブエントリ割り込み許可

ビット

0：エラーパッシブ割り込み禁止

1：エラーパッシブ割り込み許可

R/W

b3 BOEIE バスオフ開始割り込み許可ビット 0：バスオフ開始割り込み禁止

1：バスオフ開始割り込み許可

R/W

b4 BORIE バスオフ復帰割り込み許可ビット 0：バスオフ復帰割り込み禁止

1：バスオフ復帰割り込み許可

R/W

b5 ORIE オーバラン割り込み許可ビット 0：受信オーバラン割り込み禁止

1：受信オーバラン割り込み許可

R/W

b6 OLIE オーバロードフレーム送信

割り込み許可ビット

0：オーバロードフレーム送信割り込み禁止

1：オーバロードフレーム送信割り込み許可

R/W

b7 BLIE バスロック割り込み許可ビット 0：バスロック割り込み禁止

1：バスロック割り込み許可

R/W
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BOEIE ビット（バスオフ開始割り込み許可ビット）

BOEIE ビットを “0” にすると、EIFR.BOEIF フラグが “1” になっても、エラー割り込み要求は発生しませ

ん。BOEIE ビットを “1” にすると、EIFR.BOEIF フラグが “1” になった場合、エラー割り込み要求が発生し

ます。

BORIE ビット（バスオフ復帰割り込み許可ビット）

BORIE ビットを “0” にすると、EIFR.BORIF フラグが “1” になっても、エラー割り込み要求は発生しませ

ん。BORIE ビットを “1” にすると、EIFR.BORIF フラグが “1” になった場合、エラー割り込み要求が発生し

ます。

ORIE ビット（オーバラン割り込み許可ビット）

ORIE ビットを “0” にすると、EIFR.ORIF フラグが “1” になっても、エラー割り込み要求は発生しません。

ORIE ビットを “1” にすると、EIFR.ORIF フラグが “1” になった場合、エラー割り込み要求が発生します。

OLIE ビット（オーバロードフレーム送信割り込み許可ビット）

OLIE ビットを “0” にすると、EIFR.OLIF フラグが “1” になっても、エラー割り込み要求は発生しません。

OLIE ビットを “1” にすると、EIFR.OLIF フラグの設定条件が “1” になった場合、エラー割り込み要求が発生

します。

BLIE ビット（バスロック割り込み許可ビット）

BLIE ビットを “0” にすると、EIFR.BLIF フラグが “1” になっても、エラー割り込み要求は発生しません。

BLIE ビットを “1” にすると、EIFR.BLIF フラグが “1” になった場合、エラー割り込み要求が発生します。
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25.2.19 エラー割り込み要因判定レジスタ（EIFR）

EIFR レジスタは、各フラグに対応する現象が発生すると、EIER レジスタの設定にかかわらず対応するフ

ラグが “1” になります。

各フラグを “0” にする場合は、プログラムで “0” を書いてください。“1” になるタイミングとプログラム

で “0” にするタイミングが同時の場合、そのフラグは “1” になります。

また、各フラグを “0” にする場合、論理演算（AND.B）命令は使用しないでください。フラグを “0” にす

る場合は転送（MOV）命令を使用し、該当するフラグに “0”、その他のフラグに “1” を書いてくださ

い。“1” を書いてもこれらのビットの値は変化しません。

BEIF フラグ（バスエラー検出フラグ）

バスエラーが検出されると、BEIF フラグは “1” になります。

EWIF フラグ（エラーワーニング検出フラグ）

REC または TEC の値が 95 を超えると、EWIF フラグは “1” になります。

EWIF フラグは、REC または TEC が 初に 95 を超えたときのみ “1” になります。したがって、REC また

は TEC が 95 を超えたままで、EWIF フラグにプログラムで “0” を書いた場合、一度 REC または TEC が 95

以下になり、95 を超えるまでは “1” にはなりません。

アドレス 0009 084Dh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

BLIF OLIF ORIF BORIF BOEIF EPIF EWIF BEIF

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 BEIF バスエラー検出フラグ 0：バスエラー未検出

1：バスエラー検出

R/W

b1 EWIF エラーワーニング検出フラグ 0：エラーワーニング未検出

1：エラーワーニング検出

R/W

b2 EPIF エラーパッシブ検出フラグ 0：エラーパッシブ未検出

1：エラーパッシブ検出

R/W

b3 BOEIF バスオフ開始検出フラグ 0：バスオフ開始未検出

1：バスオフ開始検出

R/W

b4 BORIF バスオフ復帰検出フラグ 0：バスオフ復帰未検出

1：バスオフ復帰検出

R/W

b5 ORIF 受信オーバラン検出フラグ 0：受信オーバラン未検出

1：受信オーバラン検出

R/W

b6 OLIF オーバロードフレーム送信検出

フラグ

0：オーバロードフレーム送信未検出

1：オーバロードフレーム送信検出

R/W

b7 BLIF バスロック検出フラグ 0：バスロック未検出

1：バスロック検出

R/W
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EPIF フラグ（エラーパッシブ検出フラグ）

CAN エラーステートがエラーパッシブ状態（REC（受信エラーカウンタ）または TEC の値が 127 を超え

る）になると、EPIF フラグは “1” になります。

EPIF フラグは、REC または TEC が 初に 127 を超えたときのみ “1” になります。したがって、REC また

は TEC が 127 を超えたままで、EPIF フラグにプログラムで “0” を書いた場合、一度 REC または TEC が 127

以下になり、再び REC または TEC が 127 を超えるまでは “1” にはなりません。

BOEIF フラグ（バスオフ開始検出フラグ）

CAN エラーステートがバスオフ状態（TEC（送信エラーカウンタ）の値が 255 を超える）になると、

BOEIF フラグは “1” になります。CTLR.BOM[1:0] ビットが “01b”（バスオフ開始で自動的に CAN Halt モー

ドへ移行）で、CAN モジュールがバスオフ状態になった場合も、BOEIF フラグは “1” になります。

BORIF フラグ（バスオフ復帰検出フラグ）

CAN モジュールが次の条件でバスオフ状態から通常復帰（11 の連続するレセシブビットを 128 回検出）

した場合、BORIF フラグは “1” になります。

 CTLR.BOM[1:0] ビットが “00b”

 CTLR.BOM[1:0] ビットが “10b”

 CTLR.BOM[1:0] ビットが “11b”

なお、CAN モジュールが次の条件でバスオフ状態から復帰した場合、BORIF フラグは “1” になりません。

 CTLR.CANM[1:0] ビットを “01b” または “11b”（CAN リセットモード）にしたとき

 CTLR.RBOC ビットを “1”（バスオフからの強制復帰）にしたとき

 CTLR.BOM[1:0] ビットが “01b” のとき

 CTLR.BOM[1:0] ビットが “11b” で、通常復帰が発生する前に、CTLR.CANM[1:0] ビットを “10b”（CAN 

Halt モード）にしたとき

ORIF フラグ（受信オーバラン検出フラグ）

受信オーバランが発生すると、ORIF フラグは “1” になります。ORIF フラグはオーバライトモードでは

“1” になりません。

オーバライトモードの場合、オーバライト条件が発生すると、受信完了割り込み要求が発生し、ORIF フ

ラグは “1” にはなりません。

通常メールボックスモードの場合、オーバランモードで、メールボックス [0] ～ [31] のいずれかでオーバ

ランが発生すると、ORIF フラグは “1” になります。FIFO メールボックスモードでは、オーバランモード

で、メールボックス [0] ～ [23] のいずれかまたは受信 FIFO でオーバランが発生すると、ORIF フラグは “1”

になります。

OLIF フラグ（オーバロードフレーム送信検出フラグ）

CAN モジュールが受信または送信を行う場合にオーバロードフレームの送信条件が検出されると、OLIF

フラグは “1” になります。
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BLIF フラグ（バスロック検出フラグ）

CAN モジュールが CAN オペレーションモードの間、CAN バス上に 32 の連続するドミナントビットを検

出すると、BLIF フラグは “1” になります。

“1” になった後、次のいずれかの条件が成立するとバスロックを再検出できるようになります。

  このフラグを “1” から “0” にした後、レセシブビットを検出 ( バスロック解消 )。

 このフラグを “1”から “0”にした後、CANリセットモードに移行し、再度CANオペレーションモードに移

行 ( 内部リセット )。

表 25.8 に CTLR.BOM[1:0] ビットの設定による BOEIF フラグ、BORIF フラグの動作を示します。

表25.8 CTLR.BOM[1:0]ビットの設定によるBOEIF、BORIFフラグの動作

CTLR.
BOM[1:0]ビット

BOEIFフラグ BORIFフラグ

00b バスオフ状態への遷移時 “1”になる バスオフ状態からの復帰時 “1”になる

01b “1”にはならない

10b バスオフ状態からの復帰時 “1”になる

11b CTLR.CANM[1:0]ビットが “10b”（CAN Haltモード）になる前に、通常

のバスオフ状態からの復帰が発生した場合 “1”になる



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 1112 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 25.  CANモジュール（CAN）

25.2.20 受信エラーカウントレジスタ（RECR）

RECR レジスタは、受信エラーカウンタの値を示すレジスタです。

受信エラーカウンタの増減条件については、CAN 仕様（ISO11898-1）を参照してください。

RECR レジスタは、バスオフ状態時の値は不定になります。

25.2.21 送信エラーカウントレジスタ（TECR）

TECR レジスタは、送信エラーカウンタの値を示すレジスタです。

送信エラーカウンタの増減条件については、CAN 仕様（ISO11898-1）を参照してください。

TECR レジスタは、バスオフ状態時の値は不定になります。

アドレス 0009 084Eh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — —

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b7-b0 — 受信エラーカウント機能 受信中のCANモジュールのエラー状態によってカウンタ値を増

減させます

R

アドレス 0009 084Fh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — —

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b7-b0 — 送信エラーカウント機能 送信中のCANモジュールのエラー状態によってカウンタ値を増

減させます

R
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25.2.22 エラーコード格納レジスタ（ECSR）

注1. “1”を書いてもこれらのビットの値は変化しません。

注2. SEF、FEF、AEF、CEF、BE1F、BE0F、ADEFフラグに対して “0”を書く場合は、論理演算（AND.B）命令は使用しないでくださ

い。フラグを“0”にする場合は転送（MOV）命令を使用し、該当するフラグに“0”、その他のフラグに “1”を書いてください。

注3. EDPMビットは、CANリセットモードまたはCAN Haltモード時に変更してください。

注4. 同時に1つ以上のエラー条件が検出された場合は、関係するすべてのフラグが “1”になります。

ECSR レジスタは、CAN バス上のエラーの発生をモニタリングする場合に使用するレジスタです。

各エラーの発生条件を確認するには、CAN 仕様（ISO11898-1）を参照してください。

EDPM ビット以外の各フラグを “0” にする場合は、プログラムで “0” を書いてください。各フラグが “1”

になるタイミングと “0” を書くタイミングが同じ場合、そのフラグは “1” になります。

SEF フラグ（スタッフエラーフラグ）

スタッフエラーを検出すると、SEF フラグは “1” になります。

FEF フラグ（フォームエラーフラグ）

フォームエラーを検出すると、FEF フラグは “1” になります。

AEF フラグ（ACK エラーフラグ）

ACK エラーを検出すると、AEF フラグは “1” になります。

CEF フラグ（CRC エラーフラグ）

CRC エラーを検出すると、CEF フラグは “1” になります。

BE1F フラグ（ビットエラー（レセシブ）フラグ）

レセシブビットエラーを検出すると、BE1F フラグは “1” になります。

アドレス 0000 0850h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

EDPM ADEF BE0F BE1F CEF AEF FEF SEF

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 SEF スタッフエラーフラグ（注1、注2） 0：スタッフエラー未検出

1：スタッフエラー検出

R/W

b1 FEF フォームエラーフラグ（注1、注2） 0：フォームエラー未検出

1：フォームエラー検出

R/W

b2 AEF ACKエラーフラグ（注1、注2） 0：ACKエラー未検出

1：ACKエラー検出

R/W

b3 CEF CRCエラーフラグ（注1、注2） 0：CRCエラー未検出

1：CRCエラー検出

R/W

b4 BE1F ビットエラー（レセシブ）フラグ
（注1、注2）

0：ビットエラー未検出

1：ビットエラー（レセシブ）検出

R/W

b5 BE0F ビットエラー（ドミナント）

フラグ（注1、注2）
0：ビットエラー未検出

1：ビットエラー（ドミナント）検出

R/W

b6 ADEF ACKデリミタエラーフラグ
（注1、注2）

0：ACKデリミタエラー未検出

1：ACKデリミタエラー検出

R/W

b7 EDPM エラー表示モード選択ビット
（注3、注4）

0： 初に検出されたエラーコードを出力

1：蓄積したエラーコードを出力

R/W
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BE0F フラグ（ビットエラー（ドミナント）フラグ）

ドミナントビットエラーを検出すると、BE0F フラグは “1” になります。

ADEF フラグ（ACK デリミタエラーフラグ）

送信中の ACK デリミタでフォームエラーを検出すると、ADEF フラグは “1” になります。

EDPM ビット（エラー表示モード選択ビット）

EDPM ビットは、ECSR レジスタの出力モードを設定します。EDPM ビットを “0” にすると、ECSR レジ

スタは 初のエラーコードを出力します。EDPM ビットを “1” にすると、ECSR レジスタは蓄積したエラー

コードを出力します。

25.2.23 タイムスタンプレジスタ（TSR）

注 . TSRレジスタの読み出しは16ビット単位で実行してください。

TSR レジスタを読むと、その時点のタイムスタンプカウンタ（16 ビットフリーランカウンタ）の値が読

み出せます。

タイムスタンプカウンタの基準クロックの値は 1 ビットタイムを逓倍したもので、CTLR.TSPS[1:0] ビッ

トで設定します。

タイムスタンプカウンタは、CAN スリープモードおよび CAN Halt モードで停止し、CAN リセットモー

ドで初期化されます。

受信メッセージが受信メールボックスに格納されるときのタイムスタンプカウンタの値が MBj.TSL[7:0], 

TSH[7:0] へ格納されます。

アドレス 0009 0854h

0009 0854h 0009 0855h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — — — — — — — — — —

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b15-b0 — タイムスタンプレジスタ タイムスタンプ機能のためのフリーランカウンタ値です R
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25.2.24 テスト制御レジスタ（TCR）

TCR レジスタは、CAN テストモードの制御を行うレジスタです。TCR レジスタは、CAN Halt モード時の

み変更してください。

(1) リッスンオンリモード

CAN 仕様（ISO11898-1）では、オプションのバスモニタモードが推奨されています。リッスンオンリ

モードでは、有効なデータフレームと有効なリモートフレームとを受信できますが、CAN バス上にはレセ

シブビットのみが送信され、ACK ビット、オーバロードフラグ、アクティブエラーフラグは送信されませ

ん。

リッスンオンリモードは、ボーレート検出に使用できます。

リッスンオンリモードでは、どのメールボックスからも送信要求をしないでください。

図 25.6 にリッスンオンリモード選択時の接続を示します。

図 25.6 リッスンオンリモード選択時の接続

アドレス 0009 0858h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — TSTM[1:0] TSTE

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 TSTE テストモード許可ビット 0：CANテストモード禁止

1：CANテストモード許可

R/W

b2-b1 TSTM[1:0] CANテストモード選択ビット b2　b1

0  0：CANテストモードではない

0  1：リッスンオンリモード

1  0：セルフテストモード0（外部ループバック）

1  1：セルフテストモード1（内部ループバック）

R/W

b7-b3 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

CTX
（内部）

CRX
（内部）

CTX CRX

レセシブレベル



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 1116 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 25.  CANモジュール（CAN）

(2) セルフテストモード 0（外部ループバック）

セルフテストモード 0 は CAN トランシーバテスト用（自ノードの自己診断機能）です。CTX/CRX 端子は

CAN トランシーバに接続してください。

　セルフテストモード 0 では、ネットワーク上の他のノードが繋がっていない場合にも自己診断テストが

できるように自ノードから ACK ビットを送信することで CAN の正常通信を確認します。

図 25.7 にセセルフテストモード 0 選択時の接続を示します。

図 25.7 セルフテストモード 0 選択時の接続

(3) セルフテストモード 1（内部ループバック）

セルフテストモード 1 は、セルフテスト機能用です。

セルフテストモード 1 では、送信したメッセージを受信したメッセージとして取り扱い、送信したメッ

セージを受信バッファに格納します。外部から独立して行う機能のため、ACK ビットを生成します。

セルフテストモード 1 では内部 CTX 端子から内部 CRX 端子への内部フィードバックを行います。外部

CRX 端子の入力の値は無視されます。外部 CTX 端子はレセシブビットのみ出力します。CTX/CRX 端子は

CAN バスや他のどの外部デバイスにも接続する必要がありません。

図 25.8 にセルフテストモード 1 選択時の接続を示します。

図 25.8 セルフテストモード 1 選択時の接続

CTX
（内部）

CRX
（内部）

CTX CRX

CANトランシーバ

ACK

CTX
（内部）

CRX
（内部）

ACK

CTX CRX

レセシブレベル
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25.3 動作モード

CAN モジュールには、以下 4 つの動作モードがあります。

 CAN リセットモード

 CAN Halt モード

 CAN オペレーションモード

 CAN スリープモード

図 25.9 に CAN 動作モード間の移行を示します。

図 25.9 CAN 動作モード間の移行

CPUリセット

CANM、SLPM、BOM、RBOC：CTLRレジスタのビット

注1. バスオフ状態からCAN Haltモードへの送信タイミングは、CTLR.BOMビットの設定に依存します。

CTLR.BOM[1:0]ビットが“01b”のとき、状態遷移のタイミングはバスオフ状態への遷移直後になります。

CTLR.BOM[1:0]ビットが“10b”のとき、状態遷移のタイミングはバスオフ状態終了時になります。

CTLR.BOM[1:0]ビットが“11b”のとき、状態遷移のタイミングはCTLR.CANM[1:0]ビットが“10b”（CAN Haltモード）の設定時になります。

注2. CANスリープモードを解除する場合は、CTLR.SLPMビットにのみ“0”を書いてください。また、CAN Haltモードからスリープモードに移行

したときのみ、スリープモードからCAN Haltモードへ移行できます。

注３. CANバスがドミナントレベルでロックされてる間は、CAN Haltモードに移行しません。その場合は、CAN リセットモードに移行してください。

SLPM=1

SLPM=1

CANM[1:0]=00b

CANM[1:0]=01b, 11bのとき
SLPM=0

CANM[1:0]=01b, 11b

CANM[1:0]=10b
のときSLPM=0 BOM[1:0]ビットが=“00b”,“11b”

（halt要求なし）で11の連続する

レセシブビットを128回検出、

またはRBOCビットが“1”の場合

CANM[1:0]
=01, 11

CANM[1:0]
=10b

TEC>255

CANM[1:0]=10b（注１）

CANM[1:0]
=00b

CANM[1:0]
=01b, 11b

CANM[1:0]
=10b（注３）

CANスリープモード
（注2） CANリセットモード

CANオペレーション
モード

CANオペレーション
モード

（バスオフ状態）
CAN Haltモード
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25.3.1 CAN リセットモード

CAN リセットモードは、CAN 通信を設定するモードです。

CTLR.CANM[1:0] ビットを “01b” または “11b” にすると、CAN モジュールは CAN リセットモードになり

ます。そのとき、STR.RSTST ビットが “1” になります。RSTST ビットが “1” になるまで、CTLR.CANM[1:0]

ビットを変更しないでください。CAN リセットモードから他のモードへ移行する前に、BCR レジスタを設

定してください。

以下のレジスタは、CAN リセットモードに移行した後、それぞれのリセット後の値に初期化され、CAN

リセットモード中は初期値を維持します。

 MCTLj レジスタ（j ＝ 0 ～ 31）

 STR レジスタ（SLPST ビットと TFST ビットを除く）

 EIFR レジスタ

 RECR レジスタ

 TECR レジスタ

 TSR レジスタ

 MSSR レジスタ

 MSMR レジスタ

 RFCR レジスタ

 TFCR レジスタ

 TCR レジスタ

 ECSR レジスタ（EDPM ビットを除く）

以下のレジスタは、CAN リセットモードに移行した後も以前の値を保持します。

 CTLR レジスタ

 STR レジスタ（SLPST ビットと TFST ビット）

 MIER レジスタ

 EIER レジスタ

 BCR レジスタ

 CSSR レジスタ

 ECSR レジスタ（EDPM ビットのみ）

 MBj レジスタ（j ＝ 0 ～ 31）

 MKRi レジスタ（i ＝ 0 ～ 7）

 FIDCR0、FIDCR1 レジスタ

 MKIVLR レジスタ

 AFSR レジスタ

 RFPCR レジスタ

 TFPCR レジスタ
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25.3.2 CAN Halt モード

CAN Halt モードは、メールボックスの設定とテストモードを設定するモードです。

CTLR.CANM[1:0] ビットを “10b” にすると、CAN Halt モードになります。そのとき、STR.HLTST フラグ

が “1” になります。STR.HLTST フラグが “1” になるまで CTLR.CANM[1:0] ビットを変更しないでください。

送信または受信時の状態移行の条件は、表 25.9 を参照してください。

CAN Halt モードへの移行では、STR.SLPST, HLTST, RSTST フラグ以外のフラグと他のすべてのレジスタ

は変化しません。

CAN Halt モードでは、CTLR レジスタ（CANM[1:0] ビットおよび SLPM ビットを除く）および EIER レジ

スタは変更しないでください。CAN テストモードで、自動ボーレート検出として使用するためにリッスン

オンリモードを選択している場合のみ、CAN Halt モードで BCR レジスタを変更できます。

注1. いくつかのメッセージ送信が要求されている場合、 初のメッセージ送信が完了した後にモードを移行します。サスペンド
トランスミッション中にCANリセットモードが要求されている状態では、バスアイドルになったとき、次の送信が終了した

とき、またはCANモジュールが受信になったときに、モードを移行します。
注2. CANバスがドミナントレベルでロックされた場合、EIFR.BLIFフラグをモニタすると、プログラムはバスロック状態を検出

できます。CAN バスがドミナントレベルでロックされている間は、CAN Halt モードに移行しません。この場合は、CAN リ
セットモードに移行してください。

注3. CAN Halt モードが要求された後、受信中にCANバスエラーが発生すると、ただちにCAN Halt モードに移行します ( ただし、

CANバスがドミナントレベルでロックされている場合は、CAN Haltモードに移行しません )。
注4. CANリセットモードまたはCAN Haltモードが要求された後、送信中にCANバスエラーまたはCANアービトレーションロス

トが発生すると、CANモジュールの動作モードはただちに要求された動作モードに移行します ( ただし、CANバスがドミナ

ントレベルでロックされている場合は、CAN Haltモードに移行しません )。

表25.9 CANリセットモードとCAN Haltモードでの動作

モード 受信 送信 バスオフ

CANリセットモード

（強制移行）
CANM[1:0] = “11b”

CANモジュールは受信メッセージ

の終了を待たずにCANリセット

モードに移行

CANモジュールはメッセージ送信

の終了を待たずにCANリセット

モードに移行

CANモジュールはバスオフ復帰の終了を待

たずにCANリセットモードに移行

CANリセットモード
CANM[1:0] = “01b”

CANモジュールは受信メッセージ

の終了を待たずにCANリセット

モードに移行

CANモジュールはメッセージ送信

の終了を待ってCANリセットモー

ドに移行（注1、注4）

CANモジュールはバスオフ復帰の終了を待

たずにCANリセットモードに移行

CAN Haltモード CANモジュールは受信メッセージ

の終了を待ってCAN Haltモード

に移行（注2、注3）

CANモジュールはメッセージ送信

の終了を待ってCAN Haltモードに

移行（注1、注2、注4）

［CTLR.BOM[1:0]ビットが “00b”の場合］

CANモジュールはバスオフ復帰後のみ、プ

ログラムのHalt要求を受け付ける

［CTLR.BOM[1:0]ビットが “01b”の場合］

CANモジュールはバスオフ復帰の終了を待

たずに自動的にCAN Haltモードに移行（プ

ログラムのHalt要求とは無関係に）

［CTLR.BOM[1:0]ビットが “10b”の場合］

CANモジュールはバスオフ復帰の終了を

待って自動的にCAN Haltモードに移行（プ

ログラムのHalt要求とは無関係に）

［CTLR.BOM[1:0]ビットが “11b”の場合］

CANモジュールはバスオフ中にプログラム

によるHalt要求があると、すぐにCAN Halt
モードに移行（バスオフ復帰の終了を待た

ずに）
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25.3.3 CAN スリープモード

CAN スリープモードは、CAN モジュールへのクロック供給を停止することによって、消費電流を低減す

るためのモードです。MCU の端子リセットまたはソフトウェアリセット後、CAN モジュールは、CAN ス

リープモードから動作を開始します。

CTLR.SLPM ビットを “1” にすると、CAN スリープモードになります。そのとき、STR.SLPST フラグが

“1” になります。STR.SLPST フラグが “1” になるまで、CTLR.SLPM ビットの値を変更しないでください。

CAN スリープモードへの移行時は、他のレジスタは変化しません。

CTLR.SLPM ビットは、CAN リセットモードと CAN Halt モードで変更してください。CTLR.SLPM ビッ

トを除く他のレジスタは、CAN スリープモード中は変更しないでください。読み出し動作は許可されます。

CTLR.SLPM ビットを “0” にすると、CAN スリープモードから解除されます。CAN スリープモードから

の復帰時、他のレジスタは変化しません。

25.3.4 CAN オペレーションモード（バスオフ状態以外）

CAN オペレーションモードは CAN 通信をするモードです。

CTLR.CANM[1:0] ビットを “00b” にすると、CAN モジュールは CAN オペレーションモードになります。

そのとき、STR.RSTST フラグと STR.HLTST フラグが “0” になります。STR.RSTST フラグと STR.HLTST

フラグが “0” になるまで、CTLR.CANM[1:0] ビットの値を変更しないでください。

CAN オペレーションモードに移行した後、11 の連続するレセシブビットを検出すると、CAN モジュール

は次の状態になります。

 CAN モジュールは、通信が可能なネットワーク上でのアクティブノードとなり、CAN メッセージの送

受信が可能になる

 受信エラーカウンタおよび送信エラーカウンタなど、CAN バスのエラー監視処理が行われる

CAN モジュールは、CAN バスの状態によって、CAN オペレーションモード中に、次の 3 つのいずれかの

サブモードになっています。

 アイドルモード : CAN モジュールは、送受信を行っていない状態です。

 受信モード : CAN モジュールは、他のノードが送信した CAN メッセージを受信しています。

 送信モード : CAN モジュールは、CAN メッセージを送信しています。セルフテストモード 0

（TCR.TSTM[1:0] ビットが “10b”）またはセルフテストモード 1（TCR.TSTM[1:0] ビッ

トが “11b”）が選択されている場合、同時に自身が送信したメッセージを受信します。

図 25.10 に CAN オペレーションモードのサブモードを示します。

図 25.10 CAN オペレーションモードのサブモード

送信開始

アービトレーション負け

送信完了 受信完了

SOF検出

送信モード
STR.TRMST=1
STR.RECST=0

アイドルモード
STR.TRMST=0
STR.RECST=0

受信モード
STR.TRMST=0
STR.RECST=1
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25.3.5 CAN オペレーションモード（バスオフ状態）

CAN 仕様の送信、受信エラーカウンタの増減ルールに従って、CAN モジュールはバスオフ状態に遷移し

ます。

CAN モジュールがバスオフ状態から復帰するには次の場合があります。なお、バスオフ状態のとき、

STR、EIFR、RECR、TECR および TSR レジスタを除く CAN モジュール関連レジスタの値は変化しません。

(1) CTLR.BOM[1:0] ビットが “00b” の場合（ノーマルモード）

バスオフ状態からの復帰完了後、ただちにエラーアクティブ状態に遷移し、CAN 通信ができるようにな

ります。このとき、EIFR.BORIF フラグが “1”（バスオフ復帰検出）になります。

(2) CTLR.RBOC ビットを “1” にしたとき（バスオフからの強制復帰）

バスオフ状態になり、CTLR.RBOC ビットが “1” になると、CAN モジュールはただちにエラーアクティブ

状態に遷移し、11 の連続するレセシブビットを検出した後、再び CAN 通信ができるようになります。この

とき、EIFR.BORIF フラグは “1” になりません。

(3) CTLR.BOM[1:0] ビットが “01b” の場合（バスオフ開始で自動的に CAN Halt モードへ移行）

バスオフ状態に達するとただちに CAN Halt モードになります。このとき EIFR.BORIF フラグは “1” にな

りません。

(4) CTLR.BOM[1:0] ビットが “10b” の場合（バスオフ終了で自動的に CAN Halt モードへ移行）

バスオフからの復帰が完了すると、CAN Halt モードになります。このとき EIFR.BORIF フラグは “1” にな

ります。

(5) CTLR.BOM[1:0] ビットが “11b” の場合（プログラムにより CAN Halt モードへ移行）にバス

オフ状態で CTLR.CANM[1:0] ビットを “10b” にしたとき（CAN Halt モード）

バスオフ状態時に CTLR.CANM[1:0] ビットを “10b”（CAN Halt モード）にすると、ただちに CAN Halt

モードになります。このとき、EIFR.BORIF フラグは “1” になりません。

バスオフ中に CTLR.CANM[1:0] ビットを “10b” にしないときは、（1）と同じ動作になります。
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25.4 CAN 通信速度の設定

CAN 通信速度の設定について以下に説明します。

25.4.1 CAN クロックの設定

CAN モジュールは CAN クロック選択回路を内蔵しています。

CAN クロックは、BCR.BRP[9:0] ビットで設定できます。

図 25.11 に CAN クロック発生回路のブロック図を示します。

図 25.11 CAN クロック発生回路のブロック図

25.4.2 ビットタイミングの設定

ビットタイムは、次の 3 つのセグメントからなります。

図 25.12 にビットタイミング図を示します。

図 25.12 ビットタイミング図

P=0～1023

fCAN
fCANCLKEXTAL

PLL周波数
シンセサイザ

分周器
ボーレート
プリスケーラ

1/(P+1)

周辺モジュールクロック
（PCLK）

【記号説明】
fCAN ：CANシステムクロック
P ：BCRレジスタのBRPビットの選定値。P=0～1023
fCANCLK ：CAN通信クロックfCANCLK=fCAN/(P+1)

サンプルポイント

ビットタイム

各セグメントの範囲   ビットタイム= 8 Tq ～ 25 Tq
  SS = 1 Tq
  TSEG1 = 4 Tq ～ 16 Tq
  TSEG2 = 2 Tq ～ 8 Tq
  SJW = 1 Tq ～ 4 Tq

TSEG1とTSEG2の設定   TSEG1 > TSEG2  SJW

SS TSEG1 TSEG2
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25.4.3 ビットレート

ビットレートは、fCAN（CAN システムクロック）分周値、ボーレートプリスケーラ分周値、および 1

ビットの Tq の数に依存します。

注5. ボーレートプリスケーラ分周値  =  P + 1（P  =  0～1023）
P：BCR.BRP[9:0]ビットの設定値

表 25.10 にビットレートの例を示します。

ビットレート [bps]  = 
fCAN

 = 
fCANCLK

ボーレートプリスケーラ分周値（注5）×1ビットタイムのTq数 1ビットタイムのTq数

表25.10 ビットレートの例

fCAN 50MHz 48MHz 40MHz 32MHz

ビットレート Tq数 P + 1 Tq数 P + 1 Tq数 P + 1 Tq数 P + 1

1 Mbps 10Tq
25Tq

5
2

8Tq
12Tq
16Tq

6
4
3

10Tq
20Tq

4
2

8Tq
16Tq

4
2

500 kbps 10Tq
25Tq

10
4

8Tq
12Tq
16Tq

12
8
6

10Tq
20Tq

8
4

8Tq
16Tq

8
4

250 kbps 10Tq
25Tq

20
8

8Tq
12Tq
16Tq

24
16
12

10Tq
20Tq

16
8

8Tq
16Tq

16
8

125 kbps 10Tq
25Tq

40
16

8Tq
12Tq
16Tq

48
32
24

10Tq
20Tq

32
16

8Tq
16Tq

32
16

83.3 kbps 10Tq
25Tq

60
24

8Tq
12Tq
16Tq

72
48
36

8Tq
10Tq
16Tq
20Tq

60
48
30
24

8Tq
16Tq

48
24

33.3 kbps 10Tq
25Tq

150
60

8Tq
12Tq
16Tq

180
120
90

8Tq
10Tq
20Tq

150
120
60

8Tq
10Tq
16Tq
20Tq

120
96
60
48



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 1124 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 25.  CANモジュール（CAN）

25.5 メールボックスとマスクレジスタの構成

図 25.13 に MBj レジスタの構成を示します。

同じ構成の 32 のメールボックスがあります。

図 25.13 MBj レジスタの構成（j = 0 ～ 31）

図 25.14 に MKRi レジスタの構成を示します。

同じ構成の 8 つのマスクレジスタがあります。

図 25.14 MKRi レジスタの構成（i = 0 ～ 7）

アドレス

BMjレジスタ

CAN0
0009 0200h
＋16×j＋0

b7 b0

EID7 EID6 EID5 EID4 EID3 EID2 EID1 EID0

EID15 EID14 EID13 EID12 EID11 EID10 EID9 EID8

SID5 SID4 SID3 SID2 SID1 SID0 EID17 EID16

IDE RTR SID10 SID9 SID8 SID7 SID6

DLC3 DLC2 DLC1 DLC0

DATA0

DATA1

DATA7

TSH

TSL

0009 0200h
＋16×j＋1

0009 0200h
＋16×j＋2

0009 0200h
＋16×j＋3

0009 0200h
＋16×j＋4

0009 0200h
＋16×j＋5

0009 0200h
＋16×j＋6

0009 0200h
＋16×j＋7

0009 0200h
＋16×j＋13

0009 0200h
＋16×j＋14

0009 0200h
＋16×j＋15

b7 b0

EID7 EID6 EID5 EID4 EID3 EID2 EID1 EID0

EID15 EID14 EID13 EID12 EID11 EID10 EID9 EID8

SID5 SID4 SID3 SID2 SID1 SID0 EID17 EID16

SID10 SID9 SID8 SID7 SID6

アドレス

CAN0

MKRiレジスタ（i=0～7）

0009 0400h
＋4×i＋0

0009 0400h
＋4×i＋1

0009 0400h
＋4×i＋2

0009 0400h
＋4×i＋3
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図 25.15 に FIDCR0、FIDCR1 レジスタの構成を示します。

同じ構成の 2 つの FIFO 受信 ID 比較レジスタがあります。

図 25.15 FIDCRn レジスタの構成（n = 0, 1）

25.6 アクセプタンスフィルタ機能とマスク機能

アクセプタンスフィルタ機能とマスク機能は、一定範囲の ID の選択と受信を許可します。

MKR0 ～ MKR7 レジスタは標準 ID と 29 ビットの拡張 ID のマスクができます。

 MKR0 レジスタは、メールボックス [0] ～ [3] に対応

 MKR1 レジスタは、メールボックス [4] ～ [7] に対応

 MKR2 レジスタは、メールボックス [8] ～ [11] に対応

 MKR3 レジスタは、メールボックス [12] ～ [15] に対応

 MKR4 レジスタは、メールボックス [16] ～ [19] に対応

 MKR5 レジスタは、メールボックス [20] ～ [23] に対応

 MKR6 レジスタは、通常メールボックスモードの場合はメールボックス [24] ～ [27]、FIFO メールボック

スモードの場合は受信 FIFO メールボックス [28] ～ [31] に対応

 MKR7 レジスタは、通常メールボックスモードの場合はメールボックス [28] ～ [31]、FIFO メールボック

スモードの場合は受信 FIFO メールボックス [28] ～ [31] に対応

MKIVLR レジスタは、各メールボックスに対して個別にアクセプタンスフィルタ機能を禁止します。

MBj レジスタの IDE ビットは、CTLR.IDFM[1:0] ビットが “10b”（ミックス ID モード）のとき有効です。

MBj レジスタの RTR ビットはデータフレームとリモートフレームを選択します。

FIFO メールボックスモードでは、通常メールボックス（メールボックス [0] ～ [23]）は、MKR0 ～ MKR5

レジスタの中から対応する 1 つを使用してアクセプタンスフィルタ処理しますが、受信 FIFO メールボック

ス（メールボックス [28] ～ [31]）は、MKR6、MKR7 レジスタの 2 つを使用してアクセプタンスフィルタ処

理を行います。

また、受信 FIFO は FIDCR0、FIDCR1 レジスタの 2 つを使用して、ID の比較を行います。受信 FIFO の

MB28 ～ MB31 レジスタの EID、SID、RTR、IDE ビットは無効になります。それぞれ 2 つの論理和の結果で

アクセプタンスフィルタ処理を行うので、受信 FIFO では 2 つの範囲の ID を受信することができます。

MKIVLR レジスタは、受信 FIFO に対しては無効です。

アドレス

CAN0

FIDCRnレジスタ

b7 b0

EID7 EID6 EID5 EID4 EID3 EID2 EID1 EID0

EID15 EID14 EID13 EID12 EID11 EID10 EID9 EID8

SID5 SID4 SID3 SID2 SID1 SID0 EID17 EID16

IDE RTR SID10 SID9 SID8 SID7 SID6
0009 0420h
＋4×n＋0

0009 0420h
＋4×n＋1

0009 0420h
＋4×n＋2

0009 0420h
＋4×n＋3
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標準 ID と拡張 ID の両方がそれぞれ FIDCR0.IDE ビット、FIDCR1.IDE ビットに設定された場合、両方の

ID フォーマットが受信されます。

データフレームとリモートフレームの両方がそれぞれ FIDCR0.RTR ビット、FIDCR1.RTR ビットに設定さ

れた場合、データフレームとリモートフレームの両方が受信されます。

2 つの範囲の ID の組み合わせを必要としない場合は、FIFO ID とマスクレジスタの両方に同じマスク値と

同じ ID を設定してください。

図 25.16 にマスクレジスタとメールボックスの対応、図 25.17 にアクセプタンスフィルタ処理を示しま

す。

図 25.16 マスクレジスタとメールボックスの対応

通常メールボックスモード FIFOメールボックスモード

メールボックス[0]

メールボックス[3]

MKR0レジスタ

メールボックス[4]

メールボックス[7]

MKR1レジスタ

メールボックス[8]

メールボックス[11]

MKR2レジスタ

メールボックス[12]

メールボックス[15]

MKR3レジスタ

メールボックス[16]

メールボックス[19]

MKR4レジスタ

メールボックス[20]

メールボックス[23]

MKR5レジスタ

メールボックス[24]

メールボックス[27]

MKR6レジスタ

メールボックス[28]

メールボックス[31]

MKR7レジスタ

メールボックス[0]

メールボックス[3]

MKR0レジスタ

メールボックス[4]

メールボックス[7]

MKR1レジスタ

メールボックス[8]

メールボックス[11]

MKR2レジスタ

メールボックス[12]

メールボックス[15]

MKR3レジスタ

メールボックス[16]

メールボックス[19]

MKR4レジスタ

メールボックス[20]

メールボックス[23]

MKR5レジスタ

メールボックス[24]

メールボックス[27]

メールボックス[28]

メールボックス[31]

送信FIFO

受信FIFO

MKR6レジスタ

FIDCR0レジスタ

MKR7レジスタ

FIDCR1レジスタ
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図 25.17 アクセプタンスフィルタ処理

受信メッセージ
のID値

アクセプタンス判別信号

MBj（j=0～31）レジスタ
のID設定値（注1） MKIVLRレジスタの設定値（注2）

MKRi（i=0～7）
レジスタの設定値

マスクビットの値
0: IDは比較されない
1: IDは比較される

アクセプタンス判別信号
0: 受信中のメッセージを無視する（どのメール

ボックスにも格納されない）
1: IDが一致したメールボックスに受信中の

メッセージを格納する

注1. FIFOメールボックスモードでは、FIDCR0、FIDCR1レジスタの設定値を使用します。
注2. FIFOメールボックスでは、無効です。
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25.7 受信／送信

表 25.11 に CAN 通信モードの設定方法を示します。

j = 0 ～ 31

メールボックスを受信メールボックスまたはワンショット受信メールボックスとして設定するときは、次

の点に注意してください。

1. メールボックスを受信メールボックスまたはワンショット受信メールボックスとして設定する前に、

MCTLj レジスタを “00h” にしてください。

2. 受信メッセージは、受信のモード設定とアクセプタンスフィルタ処理の結果に従って、条件に一致した

初のメールボックスに格納されます。受信されたメッセージを格納するメールボックスは、メール

ボックスの番号の小さいほうの優先順位がより高くなります。

3. CAN オペレーションモードで、受信メッセージに設定したメールボックスの ID/ マスクセットに一致す

るメッセージを送信した場合、CAN モジュールは送信データを受信しません。しかしセルフテスト

モードでは、CAN モジュールは送信データを受信します。この場合、CAN モジュールは ACK を返し

ます。

メールボックスを送信メールボックスまたはワンショット送信メールボックスとして設定するときは、次

の点に注意してください。

1. メールボックスを送信メールボックスまたはワンショット送信メールボックスとして設定する前に、

MCTLj レジスタを確実に “00h” にして、さらに、アボート処理中でないことを確認してください。

表25.11 CAN受信モードとCAN送信モードの設定方法

MCTLj.
TRMREQ

MCTLj.
RECREQ

MCTLj.
ONESHOT メールボックスの通信モード

0 0 0 メールボックス使用不可、または送信アボート中

0 0 1 ワンショットモードでプログラムされたメールボックスからの送信か受信がアボートされ

た場合のみ、設定可能

0 1 0 データフレームまたはリモートフレームの受信メールボックスとして設定

0 1 1 データフレームまたはリモートフレームのワンショット受信メールボックスとして設定

1 0 0 データフレームまたはリモートフレームの送信メールボックスとして設定

1 0 1 データフレームまたはリモートフレームのワンショット送信メールボックスとして設定

1 1 0 設定しないでください

1 1 1 設定しないでください
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25.7.1 受信

図 25.18 にデータフレーム受信時の動作例（オーバライトモードの場合）を示します。

この例は、示された MCTLj レジスタ（j = 0 ～ 31）のメールボックスの条件に一致する 2 つの連続した

CAN メッセージを受信したときに、 初のメッセージを上書きする場合の動作です。

図 25.18 データフレーム受信時の動作例（オーバライトモードの場合）

1. CAN バス上で SOF を検知すると、CAN モジュールに送信開始するメッセージがない場合、

STR.RECST ビットがただちに “1”（受信中）になります。

2. 受信メールボックスを選択するために、CRC フィールドの 初からアクセプタンスフィルタ処理が開

始されます。

3. メッセージの受信を完了すると、受信メールボックスの MCTLj.NEWDATA ビットが “1”（新しいメッ

セージを更新中、またはメールボックスに格納された）になります。同時に MCTLj.INVALDATA ビッ

トが “1”（メッセージを更新中）になり、そのメールボックスにメッセージ全体が転送された後、

MCTLj.INVALDATA ビットは “0”（メッセージは有効）に戻ります。

4. 受信メールボックスの MIER レジスタの割り込み許可ビットが “1”（割り込み許可）の場合、CAN0 受

信完了割り込み要求が発生します。MCTLj.INVALDATA ビットが “0” になると、この割り込み（CAN0

受信完了割り込み）が発生します。

5. メールボックスからメッセージを読み出した後、MCTLj.NEWDATA フラグをプログラムで “0” にする

必要があります。

6. オーバライトモードでは、MCTLj.NEWDATA フラグがまだ “1” になっているメールボックスに次の

CAN メッセージの受信が完了すると、MCTLj.MSGLOST フラグが “1”（メッセージはオーバライトさ

れた）になります。新しく受信したメッセージはメールボックスに転送されます。CAN0 受信完了割り

込み要求は、4. と同様に発生します。

CANバス

MCTLj.
RECREQ

MCTLj.
INVALDATA

MCTLj.
NEWDATA

MCTLj.
MSGLOST

STR.
RECST

【記号説明】：j＝0～31

CAN0エラー
割り込み

CRC ACK EOF IFS SOF CRC ACK EOF IFSSOF

メールボックスjの受信メッセージ

アクセプタンスフィルタ処理 アクセプタンスフィルタ処理

CAN0受信完了
割り込み

メールボックスjの受信メッセージ
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図 25.19 にデータフレーム受信時の動作例（オーバランモードの場合） を示します。

この例は、示された MCTLj レジスタ（j = 0 ～ 31）のメールボックスの条件に一致する 2 つの連続した

CAN メッセージを受信したときに、2 つ目のメッセージを破棄する場合の動作です。

図 25.19 データフレーム受信時の動作例（オーバランモードの場合）

1. ～ 5. はオーバライトモードと同じです。

6. オーバランモードでは、MCTLj.NEWDATA フラグが “0” になる前に、次の CAN メッセージの受信が完

了すると、MCTLj.MSGLOST フラグが “1”（メッセージはオーバランされた）になります。新しく受信

したメッセージは破棄され、EIER レジスタの対応する割り込み許可ビットが “1”（割り込み許可）の場

合、CAN0 エラー割り込み要求が発生します。

【記号説明】j＝0～31

CRC ACK EOF IFS SOF CRC ACK EOF IFSSOF

メールボックスjの受信メッセージ メールボックスjの受信メッセージ

アクセプタンスフィルタ処理 アクセプタンスフィルタ処理

CANバス

MCTLj.
RECREQ

MCTLj.
INVALDATA

MCTLj.
NEWDATA

MCTLj.
MSGLOST

STR.
RECST

CAN0エラー
割り込み

CAN0受信完了
割り込み
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25.7.2 送信

図 25.20 にデータフレーム送信時の動作例を示します。

図 25.20 データフレーム送信時の動作例

1. バスアイドル状態で、MCTLj.TRMREQ ビット (j=0 ～ 31) を “1”（送信メールボックス）にすると、

も優先順位の高い送信メールボックスを決定するために、メールボックススキャン処理が開始されま

す。送信メールボックスが決定すると、MCTLj.TRMACTIVE ビットが “1”（送信要求の取り込みから、

送信完了、エラー発生またはアービトレーションロスト発生まで）、STR.TRMST フラグが “1”（送信

中）になり、CAN モジュールは送信を開始します（注 1）。

2. 他の MCTLj.TRMREQ ビットが設定されている場合は、CRC デリミタから次の送信のための送信ス

キャン処理を開始します。

3. アービトレーション負けが発生せずに送信が完了すると、MCTLj.SENTDATA フラグが “1”（送信完了）

に、MCTLj.TRMACTIVE ビットが “0”（送信待機中または送信要求なし）になります。そして、MIER

レジスタの割り込み許可ビットが “1”（割り込み許可）の場合は CAN0 送信完了割り込み要求が発生し

ます。

4. 同一のメールボックスから次の送信を要求する場合は、MCTLj.SENTDATA フラグと MCTLj.TRMREQ

ビットを “0” にして、MCTLj.SENTDATA フラグと MCTLj.TRMREQ ビットが “0” になるのを確認した

後、MCTLj.TRMREQ ビットを “1” にしてください。

注 1. CAN モジュールが送信開始した後でアービトレーション負けをした場合、MCTLj.TRMACTIVE ビットは “0”

になります。CRC デリミタの始めから も優先順位の高い送信メールボックスを検索するために、再び送信

スキャン処理が行われます。送信中またはアービトレーション負けに続いてエラーが発生すると、エラーデ

リミタの始めから、 も優先順位の高い送信のメールボックスを検索するために、再び送信スキャン処理が

行われます。

CRC IFS SOF CRC EOF IFSSOF
CRC
デリミタ

CRC
デリミタEOF

MCTLj.
TRMACTIVE

MCTLj.

SENTDATA

MCTLk.

TRMREQ

MCTLk.

TRMACTIVE

MCTLk.
SENTDATA

【記号説明】j, k=0～31, j≠k）

メールボックスjの送信メッセージ

STC.
TRMST

CAN0送信
完了割り込み

CANバス

MCTLj.
TRMREQ

次の送信スキャン

メールボックスkの送信メッセージ

次の送信スキャン 次の送信スキャン

メ
ー

ル
ボ
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ク

ス
j

メ
ー

ル
ボ
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ク
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25.8 CAN 割り込み

CAN モジュールには、チャネルごとに以下の CAN 割り込みがあります。表 25.12 に CAN 割り込み一覧

表を示します。

 CAN0 受信完了割り込み（メールボックス 0 ～ 31）[RXM0]

 CAN0 送信完了割り込み（メールボックス 0 ～ 31）[TXM0]

 CAN0 受信 FIFO 割り込み [RXF0]

 CAN0 送信 FIFO 割り込み [TXF0]

 CAN0 エラー割り込み [ERS0]

CAN0 エラー割り込みには、8 つの要因があります。これらの要因は、EIFR レジスタをチェックすること

で確認できます。

— バスエラー

— エラーワーニング

— エラーパッシブ

— バスオフ開始

— バスオフ復帰

— 受信オーバラン

— オーバロードフレーム送信

— バスロック

表25.12 CAN割り込み一覧表

モジュール 割り込みシンボル 割り込み要因 要因フラグ

CAN0 ERS0 バスロック検出 EIFR.BLIF

オーバロードフレーム送信検出 EIFR.OLIF

オーバラン検出 EIFR.ORIF

バスオフ復帰検出 EIFR.BORIF

バスオフ開始検出 EIFR.BOEIF

エラーパッシブ検出 EIFR.EPIF

エラーワーニング検出 EIFR.EWIF

バスエラー検出 EIFR.BEIF

RXF0 受信FIFOメッセージ受信（MIER[29] = 0） —

受信FIFOワーニング（MIER[29] = 1）

TXF0 送信FIFOメッセージ送信完了（MIER[25] = 0） —

FIFOラストメッセージ送信完了（MIER[25] = 1）

RXM0 メールボックス0～31メッセージ受信 MCTL0.NEWDATA～
MCTL31.NEWDATA

TXM0 メールボックス0～31メッセージ送信完了 MCTL0.SENTDATA～
MCTL31.SENTDATA
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26. シリアルペリフェラルインタフェース（RSPI）

26.1 概要

RX62T グループ、RX62G グループは、独立した 1 チャネルのシリアルペリフェラルインタフェース

（RSPI）を内蔵しています。

RSPI は、全二重同期式のシリアル通信が可能です。複数のプロセッサや周辺デバイスとの高速なシリア

ル通信機能を内蔵しています。

表 26.1 に RSPI の仕様を、図 26.1 に RSPI のブロック図を示します。

表26.1 RSPIの仕様

項目 内容

チャネル数 1チャネル

RSPI転送機能  MOSI（Master Out Slave In）、MISO（Master In Slave Out）、SSL（Slave Select）、RSPCK（RSPI 
Clock）信号を使用して、SPI動作（4線式）／クロック同期式動作（3線式）でシリアル通信が可能

 送信のみの動作が可能

 マスタ／スレーブモードでのシリアル通信が可能
 シリアル転送クロックの極性を変更可能

 シリアル転送クロックの位相を変更可能

データフォーマット  MSBファースト／LSBファーストの切り替え可能

 転送ビット長を8、9、10、11、12、13、14、15、16、20、24、32ビットに変更可能
 送信／受信バッファは128ビット

 一度の送受信で 大4フレームを転送（1フレームは 大32ビット）

バッファ構成 送信／受信バッファ構成はダブルバッファ

エラー検出  モードフォルトエラー検出

 オーバランエラー検出

 パリティエラー検出

SSL制御機能  1チャネルあたり4本のSSL信号（SSL0～SSL3）
 シングルマスタ設定時には、SSL0～SSL3信号を出力

 マルチマスタ設定時：SSL0信号は入力、SSL1～SSL3信号は出力またはハイインピーダンス

 スレーブ設定時：SSL0信号は入力、SSL1～SSL3信号はハイインピーダンス
 SSL出力のアサートからRSPCK動作までの遅延（RSPCK遅延）を設定可能

設定範囲：1～8 RSPCK　設定単位：1 RSPCK
 RSPCK停止からSSL出力のネゲートまでの遅延（SSLネゲート遅延）を設定可能

設定範囲：1～8 RSPCK　設定単位：1 RSPCK
 次アクセスのSSL出力アサートのウェイト（次アクセス遅延）を設定可能

設定範囲：1～8 RSPCK　設定単位：1 RSPCK
 SSL極性変更機能

マスタ転送時の制御方式  大8コマンドで構成された転送をシーケンシャルにループ実行可能

 各コマンドに以下の項目を設定可能
SSL信号値、ビットレート、RSPCK極性／位相、転送データ長、LSB/MSBファースト、バースト、

RSPCK遅延、SSLネゲート遅延、次アクセス遅延

 送信バッファへのライトで転送を起動可能
 SSLネゲート時のMOSI信号値を設定可能

割り込み要因  マスカブルな割り込み要因

RSPI受信割り込み（受信バッファフル）

RSPI送信割り込み（送信バッファエンプティ）
RSPIエラー割り込み（モードフォルト、オーバラン、パリティエラー）

RSPIアイドル割り込み（RSPIアイドル）

その他の機能  RSPIディスエーブル（初期化）機能

 ループバックモード機能
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図 26.1 RSPI のブロック図

モジュールデータバス

SPCR ： RSPI 制御レジスタ
SPCR2 ： RSPI 制御レジスタ2
SSLP ： RSPI スレーブセレクト極性レジスタ
SPPCR ： RSPI 端子制御レジスタ
SPSR ： RSPI ステータスレジスタ
SPDR ： RSPI データレジスタ
SPSCR ： RSPI シーケンス制御レジスタ
SPSSR ： RSPI シーケンスステータスレジスタ
SPDCR ： RSPI データコントロールレジスタ
SPCKD ： RSPI クロック遅延レジスタ
SSLND ： RSPI スレーブセレクトネゲート遅延レジスタ
SPND ： RSPI 次アクセス遅延レジスタ
SPCMD ： RSPI コマンドレジスタ（0～3 の4本あり）
SPBR ： RSPI ビットレートレジスタ
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SPEI0 ： RSPI エラー割り込み

MOSI

MISO

マスタ

スレーブ

通常

マスタ通常

ループバック
ループバック2

スレーブ

ループバック
ループバック2

ループバック

通常

ループバック2



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 1135 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 26.  シリアルペリフェラルインタフェース（RSPI）

表 26.2 に RSPI で使用する入出力端子を示します。

SSL0 端子の入出力方向は、シングルマスタ設定の場合は出力、マルチマスタ設定とスレーブ設定の場合

は入力に、RSPI が自動的に切り替えます。RSPCK、MOSI、MISO 端子の入出力方向は、マスタ／スレーブ

設定と SSL0 端子の入力レベルに応じて、RSPI が自動的に切り替えます。

詳細は、「26.3.2　RSPI 端子の制御」を参照してください。

表26.2 RSPIの入出力端子

モジュールシンボル 端子名 入出力 機　　　能

RSPI0 RSPCK 入出力 クロック入出力端子

MOSI 入出力 マスタ送出データ入出力端子

MISO 入出力 スレーブ送出データ入出力端子

SSL0 入出力 スレーブセレクト入出力端子

SSL1 出力 スレーブセレクト出力端子

SSL2 出力 スレーブセレクト出力端子

SSL3 出力 スレーブセレクト出力端子
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26.2 レジスタの説明

表 26.3 に RSPI のレジスタ一覧を示します。これらのレジスタにより、マスタ／スレーブモードの指定、

転送フォーマットの指定、および送信部／受信部の制御を行うことができます。

表26.3 RSPIのレジスタ一覧

モジュール

シンボル
レジスタ名

レジスタ

シンボル
リセット後の値 アドレス

アクセスサ

イズ

RSPI0 RSPI制御レジスタ SPCR 00h 0008 8380h 8

RSPIスレーブセレクト極性レジスタ SSLP 00h 0008 8381h 8

RSPI端子制御レジスタ SPPCR 00h 0008 8382h 8

RSPIステータスレジスタ SPSR 20h 0008 8383h 8

RSPIデータレジスタ SPDR 00000000h 0008 8384h 16、32

RSPIシーケンス制御レジスタ SPSCR 00h 0008 8388h 8

RSPIシーケンスステータスレジスタ SPSSR 00h 0008 8389h 8

RSPIビットレートレジスタ SPBR FFh 0008 838Ah 8

RSPIデータコントロールレジスタ SPDCR 00h 0008 838Bh 8

RSPIクロック遅延レジスタ SPCKD 00h 0008 838Ch 8

RSPIスレーブセレクトネゲート遅延レジスタ SSLND 00h 0008 838Dh 8

RSPI次アクセス遅延レジスタ SPND 00h 0008 838Eh 8

RSPI制御レジスタ2 SPCR2 00h 0008 838Fh 8

RSPIコマンドレジスタ0 SPCMD0 070Dh 0008 8390h 16

RSPIコマンドレジスタ1 SPCMD1 070Dh 0008 8392h 16

RSPIコマンドレジスタ2 SPCMD2 070Dh 0008 8394h 16

RSPIコマンドレジスタ3 SPCMD3 070Dh 0008 8396h 16

RSPIコマンドレジスタ4 SPCMD4 070Dh 0008 8398h 16

RSPIコマンドレジスタ5 SPCMD5 070Dh 0008 839Ah 16

RSPIコマンドレジスタ6 SPCMD6 070Dh 0008 839Ch 16

RSPIコマンドレジスタ7 SPCMD7 070Dh 0008 839Eh 16
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26.2.1 RSPI 制御レジスタ（SPCR）

SPCR レジスタは、RSPI の動作モードを設定するためのレジスタです。RSPI 機能が有効な状態

（SPCR.SPE ビット =1）において、SPCR.MSTR ビット、SPCR.MODFEN ビット、SPCR.TXMD ビットの設

定値を変更した場合は、以降の動作は保証されません。

SPMS ビット（RSPI モード選択ビット）

SPI 動作（4 線式）／クロック同期式動作（3 線式）を選択するためのビットです。

クロック同期式動作を行う場合は SSL0 ～ 3 端子を使用せず、RSPCK 端子、MOSI 端子、MISO 端子の 3

端子を用いて通信を行います。また、マスタモード時（SPCR.MSTR=1）でクロック同期式動作を行う場合

は RSPI コマンドレジスタ m（SPCMDm）(m=0 ～ 7) の CPHA ビットを “0”、“1” どちらにも設定可能です。

スレーブモード時（SPCR.MSTR=0）でクロック同期式動作を行う場合は SPCMDm.CPHA ビットを “1” にし

てください。スレーブモード時（SPCR.MSTR=0）でクロック同期式動作を行う場合に、SPCMDm.CPHA

ビットを “0” にした場合の動作は保証されません。

TXMD ビット（送信動作モード選択ビット）

全二重同期式のシリアル通信、送信のみの動作を選択するためのビットです。

TXMD ビットを “1” にして、通信を行う場合は、送信動作のみを行い、受信動作を行いません（「26.3.6

　通信動作モード」参照）。

また、TXMD ビットを “1” にした場合、受信バッファフルの割り込み要求を使用することはできません。

アドレス 0008 8380h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

SPRIE SPE SPTIE SPEIE MSTR MODF
EN

TXMD SPMS

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 SPMS RSPIモード選択ビット 0：SPI動作（4線式）

1：クロック同期式動作（3線式）

R/W

b1 TXMD 通信動作モード選択ビット 0：全二重同期式シリアル通信

1：送信動作のみのシリアル通信

R/W

b2 MODFEN モードフォルトエラー検出許可ビット 0：モードフォルトエラー検出を禁止

1：モードフォルトエラー検出を許可

R/W

b3 MSTR RSPIマスタ／スレーブモード選択ビット 0：スレーブモード
1：マスタモード

R/W

b4 SPEIE RSPIエラー割り込み許可ビット 0：RSPIエラー割り込み要求の発生を禁止
1：RSPIエラー割り込み要求の発生を許可

R/W

b5 SPTIE RSPI送信割り込み許可ビット 0：RSPI送信割り込み要求の発生を禁止
1：RSPI送信割り込み要求の発生を許可

R/W

b6 SPE RSPI機能有効ビット 0：RSPI機能は無効

1：RSPI機能が有効

R/W

b7 SPRIE RSPI受信割り込み許可ビット 0：RSPI受信割り込み要求の発生を禁止

1：RSPI受信割り込み要求の発生を許可

R/W
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MODFEN ビット（モードフォルトエラー検出許可ビット）

モードフォルトエラーの検出を許可／禁止するためのビットです（「26.3.8　エラー検出」を参照）。ま

た、RSPI は MODFEN ビットと MSTR ビットとの組み合わせに従って、SSL0 ～ 3 端子の入出力方向を決定

します（「26.3.2　RSPI 端子の制御」を参照）。

MSTR ビット（RSPI マスタ／スレーブモード選択ビット）

RSPI のマスタ／スレーブモードを選択するためのビットです。また、RSPI は MSTR ビットの設定に従っ

て、RSPCK、MOSI、MISO 端子の方向を決定します。

SPEIE ビット（RSPI エラー割り込み許可ビット）

RSPI がモードフォルトエラーを検出して SPSR.MODF ビットを “1” にした場合、または RSPI がオーバラ

ンエラーを検出して SPSR.OVRF フラグを “1” にした場合、RSPI エラー割り込み要求の発生を許可／禁止し

ます。詳細は「26.3.8　エラー検出」を参照してください。

SPTIE ビット（RSPI 送信割り込み許可ビット）

RSPI が送信バッファエンプティを検出し、RSPI 送信割り込み要求の発生を許可／禁止します。

送信開始時の送信割り込み要求は、SPTIE ビットと同時または後に、SPE ビットを “1” にすることで発生

します。

RSPI ディスエーブル（SPE ビットが “0”）に遷移しても、SPTIE ビットを “1” にしていると、RSPI 送信割

り込みが発生することに注意してください。

SPE ビット（RSPI 機能有効ビット）

RSPI 機能の有効／無効を選択します。

SPSR.MODF フラグが “1” の場合には、SPE ビットを “1” にすることはできません。詳細は「26.3.8　エ

ラー検出」を参照してください。

SPE ビットを “0” にすると、RSPI 機能が無効化され、モジュール機能の一部が初期化されます。詳細は

「26.3.9　RSPI の初期化」を参照してください。

SPRIE ビット（RSPI 受信割り込み許可ビット）

RSPI がシリアル転送完了後の受信バッファ書き込みを検出し、RSPI 受信割り込み要求の発生を許可／禁

止します。
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26.2.2 RSPI スレーブセレクト極性レジスタ（SSLP）

SSLP レジスタは、RSPI の SSL0 ～ SSL3 信号の極性を設定するためのレジスタです。

RSPI 機能が有効（SPCR.SPE ビットが “1”）の状態において、CPU が SSLP レジスタを書き換えた場合に

は、以降の動作は保証されません。

SSLiP ビット（SSL 信号極性設定ビット）（i=0 ～ 3）

SSLi 信号の極性を設定します。

SSLiP の設定値が、SSLi 信号のアクティブ極性を示します。

アドレス 0008 8381h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — SSL3P SSL2P SSL1P SSL0P

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 SSL0P SSL0信号極性設定ビット 0：SSL0信号は0アクティブ

1：SSL0信号は1アクティブ

R/W

b1 SSL1P SSL1信号極性設定ビット 0：SSL1信号は0アクティブ

1：SSL1信号は1アクティブ

R/W

b2 SSL2P SSL2信号極性設定ビット 0：SSL2信号は0アクティブ

1：SSL2信号は1アクティブ

R/W

b3 SSL3P SSL3信号極性設定ビット 0：SSL3信号は0アクティブ
1：SSL3信号は1アクティブ

R/W

b7-b4 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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26.2.3 RSPI 端子制御レジスタ（SPPCR）

SPPCR レジスタは、RSPI の端子モードを設定するレジスタです。RSPI 機能が有効（SPCR.SPE ビットが

“1”）である状態において、SPPCR レジスタを書き替えた場合には、以降の動作は保証されません。

SPLP ビット（RSPI ループバックビット）

RSPI の端子モードを選択します。

SPLP ビットを “1” にすると、RSPI は SPCR.MSTR ビットが “1” ならば、MISO 端子とシフトレジスタ間

を、SPCR.MSTR ビットが “0” ならば、MOSI 端子とシフトレジスタ間の経路を遮断し、シフトレジスタの

入力経路と出力経路（反転）を接続します（ループバックモード）。詳細は「26.3.13　ループバックモー

ド」を参照してください。

SPLP2 ビット（RSPI ループバック 2 ビット）

RSPI の端子モードを選択します。

SPLP2 ビットを “1” にすると、RSPI は SPCR.MSTR ビットが “1” ならば、MISO 端子とシフトレジスタ間

を、SPCR.MSTR ビットが “0” ならば、MOSI 端子とシフトレジスタ間の経路を遮断し、シフトレジスタの

入力経路と出力経路を接続します（ループバックモード 2）。詳細は「26.3.13　ループバックモード」を参

照してください。

MOIFV ビット（MOSI アイドル固定値ビット）

マスタモードで MOIFE ビットが “1” の場合、SSL ネゲート期間（バースト転送における SSL 保持期間を

含む）の MOSI 端子の出力値を選択します。

MOIFE ビット（MOSI アイドル値固定許可ビット）

マスタモードの RSPI が、SSL ネゲート期間（バースト転送における SSL 保持期間を含む）に MOSI 出力

値を固定するために使用するビットです。MOIFE ビットが “0” の場合には、RSPI は SSL ネゲート期間中に

前回のシリアル転送の 終データを MOSI に出力します。MOIFE ビットが “1” の場合には、RSPI は MOIFV

ビットに設定された固定値を MOSI に出力します。

アドレス 0008 8382h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — MOIFE MOIFV — — SPLP2 SPLP

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 SPLP RSPIループバックビット 0：通常モード

1：ループバックモード（送信データの反転＝受信データ）

R/W

b1 SPLP2 RSPIループバック2ビット 0：通常モード

1：ループバックモード（送信データ＝受信データ）

R/W

b3-b2 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b4 MOIFV MOSIアイドル固定値ビット 0：MOSIアイドル固定値は0
1：MOSIアイドル固定値は1

R/W

b5 MOIFE MOSIアイドル値固定許可ビット 0：MOSI出力値は前回転送の 終データ

1：MOSI出力値はMOIFVビットの設定値

R/W

b7-b6 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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26.2.4 RSPI ステータスレジスタ（SPSR）

注1. フラグをクリアするため、“1”を読んだ後に“0”を書くことのみ可能です。

注2. 書く場合“1”を書いてください。

SPSR レジスタは、RSPI の動作状態を示すフラグを格納したレジスタです。SPSR レジスタは、常に CPU

による読み出しが可能です。CPU から SPSR レジスタへの書き込みは、一定条件下においてのみ有効です。

OVRF フラグ（オーバランエラーフラグ）

オーバランエラーの発生状況を示します。

[“1” になる条件 ]

 SPCR.TXMD ビットが “0”、かつ受信用バッファに未リードのデータがある状態でシリアル転送が終了し

たとき

[“0” になる条件 ]

 OVRF フラグが “1” になったときの SPSR レジスタを CPU が読んだ後、OVRF フラグに “0” を書いたとき

アドレス 0008 8383h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

SPRF — SPTEF — PERF MODF IDLNF OVRF

リセット後の値 0 0 1 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 OVRF オーバランエラーフラグ 0：オーバランエラーなし

1：オーバランエラー発生

R/(W)
（注1）

b1 IDLNF RSPIアイドルフラグ 0：RSPIがアイドル状態

1：RSPIが転送状態

R

b2 MODF モードフォルトエラー

フラグ

0：モードフォルトエラーなし

1：モードフォルトエラー発生

R/(W)
（注1）

b3 PERF パリティエラーフラグ 0：パリティエラーなし

1：パリティエラー発生

R/(W)
（注1）

b4 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b5 SPTEF 送信バッファエンプティ

フラグ

0：SPDRへデータを転送したとき （送信バッファにデータあり）

1：SPDRからシフトレジスタにデータが転送されたとき （送信バッ

ファにデータなし）

R/(W)
（注2）

b6 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b7 SPRF 受信バッファフルフラグ 0：SPDRからデータを転送したとき （SPDRに有効な受信データなし）

1：受信が正常終了し、シフトレジスタからSPDRへデータが転送され
たとき （SPDRに有効な受信データあり）

R/(W)
（注2）
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IDLNF フラグ（RSPI アイドルフラグ）

RSPI の転送状況を示します。

[“1” になる条件 ]

【マスタモード】

 下記「“0” になる条件」のマスタモード時の条件がいずれか 1 つでも満たされなかったとき

【スレーブモード】

 SPCR.SPE ビットが “1”（RSPI 機能が有効）のとき

[“0” になる条件 ]

【マスタモード】

1. SPCR.SPE ビットが “0”（RSPI 初期化）のとき

2. 送信用バッファ（SPTX）が空（次転送データがセットされていない）のとき

3. SPSSR.SPCP[2:0] ビットが “000b”（シーケンス制御の先頭）であるとき

4. RSPI 内部シーケンサがアイドル状態へ遷移したとき（次アクセス遅延までが動作完了された状態）

上記 1. が満たされたとき、または上記 2. ～ 4. がすべて満たされたとき

【スレーブモード】

 SPCR.SPE ビットが “0”（RSPI 初期化）のとき

MODF フラグ（モードフォルトエラーフラグ）

モードフォルトエラーの発生を示します。

[“1” になる条件 ]

【マルチマスタモードのとき】

 SPCR.MSTR ビットが “1”（マスタモード）、SPCR.MODFEN ビットが “1”（モードフォルトエラー検出を

許可）の状態で、SSL 端子の入力レベルがアクティブレベルになり、RSPI がモードフェルトエラーを

検出したとき

【スレーブモードのとき】

 SPCR.MSTR ビットが “0”（スレーブモード）、SPCR.MODFEN ビットが “1”（モードフォルトエラー検出

を許可）の状態で、データ転送に必要な RSPCK サイクルが終了する前に SSL 端子がネゲートされ、

RSPI がモードフェルトエラーを検出したとき

なお、SSL 信号のアクティブレベルは、SSLP.SSLiP ビット（SSL 信号極性設定ビット）によって決定され

ます。（i=0 ～ 3）

[“0” になる条件 ]

 MODF フラグが “1” の状態の SPSR レジスタを CPU が読んだ後、MODF フラグに “0” を書いたとき

PERF フラグ（パリティエラーフラグ）

パリティエラーの発生を示すフラグです。

[“1” になる条件 ]

 SPCR.TXMD ビットが “0”、SPCR2.SPPE ビットが “1” の状態でシリアル転送が終了し、パリティエラーが

検出されたとき

[“0” になる条件 ]

 PERF フラグが “1” の状態の SPSR レジスタを CPU が読んだ後、PERF フラグに “0” を書いたとき
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SPTEF フラグ（送信バッファエンプティフラグ）

SPDR レジスタの送信バッファの有無を表示します。

［“1” になる条件］

 SPDR からシフトレジスタにデータが転送されたとき

［“0” になる条件］

 SPDR へデータを転送したとき

SPRF フラグ（受信バッファフルフラグ）

SPDR レジスタの受信バッファの有無を表示します。

［“1” になる条件］

 受信が正常終了し、シフトレジスタから SPDR へデータが転送されたとき

［“0” になる条件］

 SPDR からデータを転送したとき
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26.2.5 RSPI データレジスタ（SPDR）

SPDR レジスタは、常に CPU による書き込み／読み出し可能なレジスタで、RSPI 送受信用のデータを格

納するバッファです。

送信用バッファ（SPTX）と受信用バッファ（SPRX）は独立したバッファで、これらのバッファが SPDR

レジスタにマッピングされています。

SPDR レジスタへの読み出し／書き込みは、SPDCR.SPLW ビットの設定によって、ワード／ロングワード

で行ってください。SPLW ビットが “0” のとき、SPDR レジスタは、64 ビットのバッファで 大 16 ビット

の 4 フレームから構成され、SPLW ビットが “1” のとき、SPDR レジスタは、128 ビットのバッファで 大

32 ビットの 4 フレームから構成されます。

SPDR レジスタの使用するフレーム長は、フレーム数設定ビット SPDCR.SPFC[1:0] ビットによって決定さ

れ、使用するビット長は SPCMDm.SPB[3:0] ビットによって決定されます。

SPDR レジスタへの書き込みを行う場合には、送信バッファ（SPTX）が空（次転送のデータがセットされ

ていない）のとき、RSPI が SPDR レジスタの送信バッファにデータを書き込みます。送信バッファに未送

信データがある状態では、RSPI は SPDR レジスタの送信バッファを更新しません。

SPDR レジスタからの読み出しを行う場合には、SPDCR.SPRDTD ビットが “0” であれば受信バッファを読

み出し、“1” であれば送信バッファを読み出します。

送信バッファを読み出す場合には、直前に書き込んだ値が読み出されます。また、送信バッファに未送信

のデータがある状態では、読み出し値がすべて “0” になります。

通常の使用方法では、SPRDTD ビットを “0” とし、受信バッファフル割り込みで、受信バッファの読み出

しを実行します。受信バッファに未リードのデータがある状態、または SPSR.OVRF フラグが “1” の状態で

は、RSPI はシリアル転送終了時に、SPDR レジスタの受信バッファを更新しません。

SPDR レジスタにワード／ロングワードのアクセス幅で読み出し／書き込みを行う場合、下記のアドレス

にアクセスしてください。下記以外の読み出し／書き込みを行った場合のデータは保証できません。

 ロングワード：RSPI.SPDR 0008 8384h

 ワード：RSPI.SPDR 0008 8384h

アドレス 0008 8384h

b31 b30 b29 b28 b27 b26 b25 b24 b23 b22 b21 b20 b19 b18 b17 b16

H[15:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

L[15:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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26.2.6 RSPI シーケンス制御レジスタ（SPSCR）

SPSCR レジスタは、RSPI がマスタ動作する場合のシーケンス制御方式を設定するためのレジスタです。

SPCR.MSTR, SPE ビットがともに "1" で、マスターモードの RSPI 機能が有効な状態において、

SPSCR.SPSLN[2:0] ビットを書き替える場合、SPSR.IDLNF フラグが “0” の状態で書き替えてください。

SPSLN[2:0] ビット（RSPI シーケンス長設定ビット）

マスタモードの RSPI がシーケンス動作する場合のシーケンス長を設定します。マスタモードの RSPI は

SPSLN[2:0] ビットで設定されたシーケンス長に応じて、参照する RSPI コマンドレジスタ 0 ～ 7（SPCMD0

～ SPCMD7）と参照順を変更します。

スレーブモードの RSPI では、常に SPCMD0 レジスタが参照されます。

アドレス 0008 8388h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — SPSLN[2:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b2-b0 SPSLN[2:0] RSPIシーケンス長設定ビット b2 b0　シーケンス長　　参照するSPCMD0～7レジスタ（番号）

0 0 0：　　1　　　　　　0→0→…
0 0 1：　　2　　　　　　0→1→0→…
0 1 0：　　3　　　　　　0→1→2→0→…
0 1 1：　　4　　　　　　0→1→2→3→0→…
1 0 0：　　5　　　　　　0→1→2→3→4→0→…
1 0 1：　　6　　　　　　0→1→2→3→4→5→0→…
1 1 0：　　7　　　　　　0→1→2→3→4→5→6→0→…
1 1 1：　　8　　　　　　0→1→2→3→4→5→6→7→0→…

設定されたシーケンス長に応じて、参照するSPCMD0～7レジス

タと参照順を変更します。SPSLN[2:0]ビットの設定値とシーケ

ンス長、RSPIが参照するSPCMD0～7レジスタの関係は上記の
とおりです。なお、スレーブモードのRSPIでは、常にSPCMD0
レジスタが参照されます

R/W

b7-b3 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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26.2.7 RSPI シーケンスステータスレジスタ（SPSSR）

SPSSR レジスタは、RSPI がマスタ動作する場合のシーケンス制御の状態を示すレジスタです。

SPSSR レジスタは、CPU から SPSSR レジスタへの書き込みは無効です。

SPCP[2:0] ビット（RSPI コマンドポインタビット）

RSPI のシーケンス制御で、現在ポインタで指されている SPCMD0 ～ 7 レジスタを示します。

なお、RSPI のシーケンス制御については、「26.3.10.1　マスタモード動作」を参照してください。

SPECM[2:0] ビット（RSPI エラーコマンドビット）

RSPI のシーケンス制御で、エラー検出時に SPCP[2:0] ビットで指定されていた SPCMD0 ～ 7 レジスタを

示します。RSPI は、エラー検出時にのみ SPECM[2:0] ビットを更新します。SPSR.OVRF, MODF, PERF フラ

グがともに “0” で、エラーが発生していない場合には、SPECM[2:0] ビットの値には意味がありません。

なお、RSPI のエラー検出機能については、「26.3.8　エラー検出」を参照してください。また、RSPI の

シーケンス制御については、「26.3.10.1　マスタモード動作」を参照してください。

アドレス 0008 8389h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— SPECM[2:0] — SPCP[2:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b2-b0 SPCP[2:0] RSPIコマンドポインタビット b2    b0

0 0 0：SPCMD0
0 0 1：SPCMD1
0 1 0：SPCMD2
0 1 1：SPCMD3
1 0 0：SPCMD4
1 0 1：SPCMD5
1 1 0：SPCMD6
1 1 1：SPCMD7

R

b3 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書き込みは無効になります R/W

b6-b4 SPECM[2:0] RSPIエラーコマンドビット b6      b4

0 0 0：SPCMD0
0 0 1：SPCMD1
0 1 0：SPCMD2
0 1 1：SPCMD3
1 0 0：SPCMD4
1 0 1：SPCMD5
1 1 0：SPCMD6
1 1 1：SPCMD7

R

b7 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書き込みは無効になります R/W
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26.2.8 RSPI ビットレートレジスタ（SPBR）

SPBR レジスタは、CPU による書き込み／読み出し可能なレジスタで、マスタモード時のビットレート設

定に使用します。SPCR.MSTR, SPE ビットがともに “1” で、マスタモードの RSPI 動作が有効な状態におい

て、CPU が SPBR レジスタを書き替えた場合には、以降の動作は保証されません。

RSPI をスレーブモードで使用する場合には、SPBR レジスタ、SPCMDm.BRDV[1:0] ビット（ビットレー

ト分周設定ビット）(m=0 ～ 7) の設定に関係なく、入力クロックのビットレートに依存します（電気的特性

を満足するビットレートを使用してください）。

ビットレートは SPBR レジスタの設定値と SPCMDm.BRDV[1:0] ビットの設定値の組み合わせで決定され

ます。ビットレートの計算式は下記のとおりです。計算式中で n は SPBR レジスタの設定値（0、1、

2、……、255）、N は BRDV[1:0] ビットの設定値（0、1、2、3）です。

 

SPBR レジスタ、BRDV[1:0] ビットの設定値とビットレートの関係の例を表 26.4 に示します。

注1. 設定できますが、電気的特性を満たすように使用してください。

アドレス 0008 838Ah

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

SPR7 SPR6 SPR5 SPR4 SPR3 SPR2 SPR1 SPR0

リセット後の値 1 1 1 1 1 1 1 1

表26.4 SPBRレジスタ、BRDV[1:0]ビットの設定値とビットレート

SPBRレジスタの
設定値（n）

BRDV[1:0]ビット
の設定値（N）

分周比
ビットレート

PCLK＝32MHz PCLK＝36MHz PCLK＝40MHz PCLK＝50MHz

0 0 2 16.0 Mbps(注1) 18.0 Mbps(注1) 20.0 Mbps(注1) 25.0 Mbps(注1)

1 0 4 8.00 Mbps 9.00 Mbps 10.0 Mbps 12.5 Mbps

2 0 6 5.33 Mbps 6.00 Mbps 6.67 Mbps 8.33 Mbps

3 0 8 4.00 Mbps 4.50 Mbps 5.00 Mbps 6.25 Mbps

4 0 10 3.20 Mbps 3.60 Mbps 4.00 Mbps 5.00 Mbps

5 0 12 2.67 Mbps 3.00 Mbps 3.33 Mbps 4.16 Mbps

5 1 24 1.33 Mbps 1.50 Mbps 1.67 Mbps 2.08 Mbps

5 2 48 667 kbps 750 kbps 833 kbps 1.04 Mbps

5 3 96 333 kbps 375 kbps 417 kbps 521 kbps

255 3 4096 7.81 kbps 8.80 kbps 9.78 kbps 12.2 kbps

ビットレート =
f (PCLK)

2×(n＋1) 2N
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26.2.9 RSPI データコントロールレジスタ（SPDCR）

SPDCR レジスタは、SPDR レジスタに格納できるフレーム数、SSL 端子出力制御、SPDR レジスタの読み

出し、SPDR レジスタへのアクセス幅をロングワードアクセス／ワードアクセスに設定するためのレジスタ

です。

SPCMDm.SPB[3:0] ビット (m=0 ～ 7)、SPSCR.SPSLN[2:0] ビット、SPDCR.SPFC[1:0] ビットの組み合わせ

から 1 回の送受信起動で 大 4 フレームを送受信できます。

SPCR.SPE ビットが “1” で RSPI 動作が有効な状態において、CPU が SPDCR.SPFC[1:0] ビットを書き替え

る場合は、SPSR.IDLNF フラグが “0” のときに書き替えてください。

SPFC[1:0] ビット（フレーム数設定ビット）

SPDR レジスタに格納できるフレーム数を設定します。SPCMDm.SPB[3:0] ビット、SPSCR.SPSLN[2:0]

ビット、SPDCR.SPFC[1:0] ビットの設定により 1 回の送受信起動で 大 4 フレームを送受信できます。ま

た、SPFC[1:0] ビットは、RSPI 受信バッファフル割り込みが発生する受信データ数の設定を行います。表

26.5 および図 26.2 に、SPDR レジスタに格納できるフレームの構成と送受信設定の組み合わせ例を示しま

す。組み合わせ例に示した以外の設定を行った場合、以後の動作は保証されません。

アドレス 0008 838Bh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — SPLW SPRDT
D

SLSEL[1:0] SPFC[1:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b1-b0 SPFC[1:0] フレーム数設定ビット SPDRレジスタに格納できるフレーム数を設定します。

表26.5および図26.2に、SPDRレジスタに格納できるフレームの構成
と送受信設定の組み合わせ例を示します。

組み合わせ例に示した以外の設定を行った場合、以後の動作は保証さ

れません

R/W

b3-b2 SLSEL[1:0] SSL端子出力選択ビット

SLSEL[1:0]=“11b”と設定した場合、以後の動作は保証されません

R/W

b4 SPRDTD RSPI受信／送信データ選

択ビット

0：SPDRは受信バッファを読み出す

1：SPDRは送信バッファを読み出す
　 （ただし、送信バッファ が空のとき）

R/W

b5 SPLW RSPIロングワードアクセ
ス／ワードアクセス設定

ビット

0：SPDRレジスタへはワードアクセス
1：SPDRレジスタへはロングワードアクセス

R/W

b7-b6 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

SLSEL
[1:0]=“00b”

SLSEL
[1:0]=“01b”

SLSEL
[1:0]=“10b”

SLSEL
[1:0]=“11b”

SSL3 出力 IO IO

設定禁止
SSL2 出力 IO IO

SSL1 出力 IO 出力

SSL0 出力 出力 出力
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SLSEL[1:0] ビット（SSL 端子出力選択ビット）

SLSEL[1:0] ビットは、マスタモード時に SSL 端子の出力制御を行います。

SPRDTD ビット（RSPI 受信／送信データ選択ビット）

SPDR レジスタの読み出す値を受信バッファとするか、送信バッファとするか選択します。

送信バッファを読む場合、SPDR レジスタへ直前に書いた値が読めます。

SPLW ビット（RSPI ロングワードアクセス／ワードアクセス設定ビット）

SPDR レジスタへのアクセス幅を設定します。SPLW ビットが “0” のときはワードアクセス、SPLW ビッ

トが “1” のときはロングワードアクセスで SPDR レジスタにアクセスしてください。

また、SPLW ビットが “0” のとき、SPCMDm.SPB[3:0] ビット（RSPI データ長設定ビット）の設定は、8

～ 16 ビットに設定してください。20、24、32 ビットに設定した場合の動作は保証されません。

N、M、O、P、Q、R、S、T：SPCMDm.SPB[3:0] ビットで設定できるデータ長

表26.5 SPCMDm.SPB[3:0]ビットで設定可能なデータ長

設定 SPB[3:0] SPSLN[2:0] SPFC[1:0] 転送する

フレーム数

受信バッファフル割り込み発生、
送信バッファにデータありにな

るフレーム数

1-1 N 000b 00b 1 1

1-2 N 000b 01b 2 2

1-3 N 000b 10b 3 3

1-4 N 000b 11b 4 4

2-1 N、M 001b 01b 2 2

2-2 N、M 001b 11b 4 4

3 N、M、O 010b 10b 3 3

4 N、M、O、P 011b 11b 4 4

5 N、M、O、P、Q 100b 00b 5 1

6 N、M、O、P、Q、R 101b 00b 6 1

7 N、M、O、P、Q、R、S 110b 00b 7 1

8 N、M、O、P、Q、R、S、T 111b 00b 8 1
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図 26.2 フレームの構成と送受信設定の組み合わせ例

1フレーム

・フレームの構成

32ビット

1フレームのみ

送信／受信バッファ

Oビット

設定1-1

1フレーム

32ビット

1フレーム

32ビット

1フレーム

32ビット

128ビット

・送受信設定の組み合わせ例

1回の起動で表25.5の1-1～8の設定時に以下のようにデータが送受信できます。

設定1-2

設定1-3

設定1-4

設定2-1

設定2-2

設定3

設定4

Nビット Mビット

Nビット Mビット Nビット Mビット

Nビット Mビット

OビットNビット Mビット Pビット

1フレーム目 2フレーム目

1フレーム目 2フレーム目 3フレーム目

1フレーム目 2フレーム目 3フレーム目 4フレーム目

1フレーム目 2フレーム目

1フレーム目 2フレーム目 3フレーム目 4フレーム目

1フレーム目 2フレーム目 3フレーム目

1フレーム目 2フレーム目 3フレーム目 4フレーム目

Nビット

Nビット Nビット

Nビット Nビット Nビット

Nビット Nビット Nビット Nビット

設定5 OビットNビット Mビット Pビット

1フレーム目 2フレーム目 3フレーム目 4フレーム目

Qビット

５フレーム目

設定6 OビットNビット Mビット Pビット

1フレーム目 2フレーム目 3フレーム目 4フレーム目

Qビット

５フレーム目

Rビット

6フレーム目

設定7 OビットNビット Mビット Pビット

1フレーム目 2フレーム目 3フレーム目 4フレーム目

Qビット

５フレーム目

Rビット

6フレーム目

Sビット

7フレーム目

設定8 OビットNビット Mビット Pビット

1フレーム目 2フレーム目 3フレーム目 4フレーム目

Qビット

５フレーム目

Rビット

6フレーム目

Sビット

7フレーム目

Tビット

8フレーム目
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26.2.10 RSPI クロック遅延レジスタ（SPCKD）

SPCKD レジスタは、SPCMDm.SCKDEN ビットが “1” の状態における、SSL 信号アサート開始から

RSPCK 発振までの期間（RSPCK 遅延）を設定するためのレジスタです。SPCR.MSTR, SPE ビットがともに

“1” で、マスタモードの RSPI の動作が有効な状態において、SPCKD レジスタを書き換えた場合には、以降

の動作は保証されません。

RSPI をスレーブモードで使用する場合には、SCKDL[2:0] ビットを “000b” にしてください。

SCKDL[2:0] ビット（RSPCK 遅延設定ビット）

SPCMDm.SCKDEN ビットが “1” の場合の RSPCK 遅延値を設定します。

RSPI をスレーブモードで使用する場合には、SCKDL[2:0] ビットを “000b” にしてください。

アドレス 0008 838Ch

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — SCKDL[2:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 説　　　明 R/W

b2-b0 SCKDL[2:0] RSPCK遅延設定ビット b2 b0
0 0 0：1RSPCK
0 0 1：2RSPCK
0 1 0：3RSPCK
0 1 1：4RSPCK
1 0 0：5RSPCK
1 0 1：6RSPCK
1 1 0：7RSPCK
1 1 1：8RSPCK

R/W

b7-b3 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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26.2.11 RSPI スレーブセレクトネゲート遅延レジスタ（SSLND）

SSLND レジスタは、マスタモードの RSPI がシリアル転送の 終 RSPCK エッジを送出してから SSL 信号

をネゲートするまでの期間（SSL ネゲート遅延）を設定するためのレジスタです。SPCR.MSTR, SPE ビット

がともに “1” で、マスタモードの RSPI の動作が有効な状態において、SSLND レジスタを書き替えた場合に

は、以降の動作は保証されません。

RSPI をスレーブモードで使用する場合には、SLNDL[2:0] ビットを “000b” にしてください。

SLNDL[2:0] ビット（SSL ネゲート遅延設定ビット）

マスタモードの RSPI の SSL ネゲート遅延値を設定します。

RSPI をスレーブモードで使用する場合には、SLNDL[2:0] ビットを “000b” にしてください。

アドレス 0008 838Dh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — SLNDL[2:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b2-b0 SLNDL[2:0] SSLネゲート遅延設定ビット b2     b0

0 0 0：1RSPCK
0 0 1：2RSPCK
0 1 0：3RSPCK
0 1 1：4RSPCK
1 0 0：5RSPCK
1 0 1：6RSPCK
1 1 0：7RSPCK
1 1 1：8RSPCK

R/W

b7-b3 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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26.2.12 RSPI 次アクセス遅延レジスタ（SPND）

SPND レジスタは、SPCMDm.SPNDEN ビットが “1” 状態で、シリアル転送終了後の SSL 信号の非アク

ティブ期間（次アクセス遅延）を設定するためのレジスタです。SPCR.MSTR, SPE ビットがともに “1” で、

マスタモードの RSPI 動作が有効な状態において、SPND レジスタを書き替えた場合には、以降の動作は保

証されません。

RSPI をスレーブモードで使用する場合には、SPNDL[2:0] ビットを “000b” にしてください。

SPNDL[2:0] ビット（RSPI 次アクセス遅延設定ビット）

SPCMDm.SPNDEN ビットが “1” の場合の次アクセス遅延を設定します。

RSPI をスレーブモードで使用する場合には、SPNDL[2:0] ビットを “000b” にしてください。

アドレス 0008 838Eh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — SPNDL[2:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b2-b0 SPNDL[2:0] RSPI次アクセス遅延設定ビット b2     b0

0 0 0：1RSPCK＋2PCLK
0 0 1：2RSPCK＋2PCLK
0 1 0：3RSPCK＋2PCLK
0 1 1：4RSPCK＋2PCLK
1 0 0：5RSPCK＋2PCLK
1 0 1：6RSPCK＋2PCLK
1 1 0：7RSPCK＋2PCLK
1 1 1：8RSPCK＋2PCLK

R/W

b7-b3 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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26.2.13 RSPI 制御レジスタ 2（SPCR2）

SPCR2 レジスタは、RSPI の動作モードを設定するためのレジスタです。SPCR.SPE ビットが “1” で RSPI

動作が有効な状態において、SPCR2.SPPE, SPOE ビットの設定値を変更した場合には、以降の動作は保証さ

れません。

SPPE ビット（パリティ有効ビット）

パリティ機能の有効、無効を選択するビットです。

SPCR.TXMD ビットが “0”、SPPE ビットが “1” のとき、送信データにパリティビットを付加し、受信デー

タのパリティチェックを行います。

SPCR.TXMD ビットが “1”、SPPE ビットが “1” の場合、送信データにパリティビットを付加しますが、受

信データのパリティチェックを行いません。

SPOE ビット（パリティモードビット）

偶数パリティでは、パリティビットと送受信キャラクタをあわせて、1 の数の合計が偶数個になるように

パリティビットを決定します。同様に、奇数パリティでは、パリティビットと送受信キャラクタをあわせ

て、“1” の数の合計が奇数個になるようにパリティビットを決定します。

SPOE ビットは、SPPE ビットが “1” のときのみ有効です。

SPIIE ビット（RSPI 割り込み許可ビット）

RSPI がアイドル状態であることを検出し、SPSR.IDLNF フラグが “0” になった場合に、RSPI アイドル割

り込み要求の発生を許可／禁止します。

PTE ビット（パリティ自己診断ビット）

パリティ機能が正常であることを確認するために、パリティ回路の自己診断を有効にするビットです。

アドレス 0008 838Fh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — PTE SPIIE SPOE SPPE

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 SPPE パリティ有効ビット 0：送信データパリティビットを付加しない

受信データのパリティチェックを行わない
1：送信データにパリティビットを付加し、受信データのパリティ

チェックを行う（SPCR.TXMD=0のとき）

送信データにパリティビットを付加するが、受信データのパリ
ティチェックは行わない（SPCR.TXMD=1のとき）

R/W

b1 SPOE パリティモードビット 0：偶数パリティで送受信
1：奇数パリティで送受信

R/W

b2 SPIIE RSPIアイドル割り込み許可

ビット

0：アイドル割り込み要求の発生を禁止

1：アイドル割り込み要求の発生を許可

R/W

b3 PTE パリティ自己判断ビット 0：パリティ回路自己診断機能は無効

1：パリティ回路自己診断機能が有効

R/W

b7-b4 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 1155 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 26.  シリアルペリフェラルインタフェース（RSPI）

26.2.14 RSPI コマンドレジスタ m（SPCMDm）（m=0 ～ 7）

SPCMDm レジスタは、マスタモードの RSPI の転送フォーマットを設定します。また、SPCMD0 レジスタ

の一部のビットは、スレーブモードの RSPI の転送フォーマットを設定するためにも使用されます。マスタ

モードの RSPI は SPSCR.SPSLN[2:0] ビットの設定に従ってシーケンシャルに SPCMDm レジスタを参照し、

アドレス SPCMD0 0008 8390h、SPCMD1 0008 8392h、SPCMD2 0008 8394h、SPCMD3 0008 8396h
SPCMD4 0008 8398h、SPCMD5 0008 839Ah、SPCMD6 0008 839Ch、SPCMD7 0008 839Eh

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

SCKDE
N

SLNDE
N

SPNDE
N

LSBF SPB[3:0] SSLKP SSLA[2:0] BRDV[1:0] CPOL CPHA

リセット後の値 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 1 1 0 1

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 CPHA RSPCK位相設定ビット 0：奇数エッジでデータサンプル、偶数エッジでデータ変化
1：奇数エッジでデータ変化、偶数エッジでデータサンプル

R/W

b1 CPOL RSPCK極性設定ビット 0：アイドル時のRSPCKが“0”
1：アイドル時のRSPCKが“1”

R/W

b3-b2 BRDV[1:0] ビットレート分周設定ビット b3  b2

0 0：ベースのビットレートを選択

0 1：ベースのビットレートの2分周を選択
1 0：ベースのビットレートの4分周を選択

1 1：ベースのビットレートの8分周を選択

R/W

b6-b4 SSLA[2:0] SSL信号アサート設定ビット b6    b4

0 0 0：SSL0
0 0 1：SSL1
0 1 0：SSL2
0 1 1：SSL3
上記以外は設定しないでください。

R/W

b7 SSLKP SSL信号レベル保持ビット 0：転送終了時に全SSL信号をネゲート
1：転送終了後から次アクセス開始までSSL信号レベルを保持

R/W

b11-b8 SPB[3:0] RSPIデータ長設定ビット b11       b8

0 1 0 0：8ビット

0 1 0 1：8ビット
0 1 1 0：8ビット

0 1 1 1：8ビット
1 0 0 0：9ビット

1 0 0 1：10ビット

1 0 1 0：11ビット
1 0 1 1：12ビット

1 1 0 0：13ビット
1 1 0 1：14ビット

1 1 1 0：15ビット

1 1 1 1：16ビット
0 0 0 0：20ビット

0 0 0 1：24ビット
0 0 1 0：32ビット

0 0 1 1：32ビット

R/W

b12 LSBF RSPI LSBファーストビット 0：MSBファースト

1：LSBファースト

R/W

b13 SPNDEN RSPI次アクセス遅延設定許可

ビット

0：次アクセス遅延は1RSPCK＋2PCLK
1：次アクセス遅延はRSPI次アクセス遅延レジスタ（SPND）
　 の設定値

R/W

b14 SLNDEN SSLネゲート遅延設定許可ビット 0：SSLネゲート遅延は1RSPCK
1：SSLネゲート遅延はRSPIスレーブセレクトネゲート遅延

　 レジスタ（SSLND）の設定値

R/W

b15 SCKDEN RSPCK遅延設定許可ビット 0：RSPCK遅延は1RSPCK
1：RSPCK遅延はRSPIクロック遅延レジスタ（SPCKD）
　 の設定値

R/W
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参照した SPCMDm レジスタに設定されたシリアル転送を実行します。

SPCMDm レジスタの設定は送信バッファが空の（次転送のデータがセットされていない）状態でその

SPCMDm レジスタを参照して送信するデータを設定する前に実施してください。

マスタモードの RSPI が参照している SPCMDm レジスタは、SPSSR.SPCP[2:0] ビットにより確認できま

す。また、スレーブモードの RSPI 動作が有効な状態において、SPCMDm レジスタを書き替えた場合、以降

の動作は保証されません。

CPHA ビット（RSPCK 位相設定ビット）

マスタモード／スレーブモードの RSPI の RSPCK 位相を設定します。RSPI モジュール間のデータ通信を

行う場合、モジュール間で同一の RSPCK 位相を設定する必要があります。

CPOL ビット（RSPCK 極性設定ビット）

マスタモード／スレーブモードの RSPI の RSPCK 極性を設定します。RSPI モジュール間のデータ通信を

行う場合、モジュール間で同一の RSPCK 極性を設定する必要があります。

BRDV[1:0] ビット（ビットレート分周設定ビット）

ビットレートを決定するために使用するレジスタです。BRDV[1:0] ビットと SPBR レジスタの設定値の組

み合わせでビットレートを決定します（「26.2.8　RSPI ビットレートレジスタ（SPBR）」を参照）。SPBR

レジスタの設定値は、ベースとなるビットレートを決定します。BRDV[1:0] ビットの設定値は、ベースの

ビットレートに対して分周なし／ 2 分周／ 4 分周／ 8 分周したビットレートを選択するために使用します。

SPCMDm レジスタにはそれぞれ異なる BRDV[1:0] ビットの設定を行うことができます。このため、コマン

ドごとに異なるビットレートでシリアル転送を実行することが可能です。

SSLA[2:0] ビット（SSL 信号アサート設定ビット）

マスタモードの RSPI がシリアル転送する場合の SSL 信号のアサートを制御するためのビットです。

SSLA[2:0] ビットの設定値が、SSLi 信号 (i=0 ～ 3) のアサートを制御します。SSL 信号アサート時の信号極

性は、SSLP レジスタの設定値に依存します。マルチマスタモードで SSLA[2:0] ビットを “000b” にした場合

には、全 SSLi 信号がネゲート状態でシリアル転送が実行されます（SSL0 端子は入力になるため）。

なお、RSPI をスレーブモードで使用する場合には、SSLA[2:0] ビットを “000b” にしてください。

SSLKP ビット（SSL 信号レベル保持ビット）

マスタモードの RSPI がシリアル転送する場合に、現コマンドに対応する SSL ネゲートタイミングから次

コマンドに対応する SSL アサートタイミングの間、現コマンドの SSL 信号レベルを保持するか、ネゲート

するかを設定するビットです。

RSPI をスレーブモードで使用する場合には、SSLKP ビットを “0” にしてください。

SPB[3:0] ビット（RSPI データ長設定ビット）

マスタモード／スレーブモードの RSPI の転送データ長を設定します。

LSBF ビット（RSPI LSB ファーストビット）

マスタモード／スレーブモードの RSPI のデータフォーマットを、MSB ファーストにするか LSB ファー

ストにするかを選択します。
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SPNDEN ビット（RSPI 次アクセス遅延設定許可ビット）

マスタモードの RSPI がシリアル転送を終了して SSL 信号を非アクティブにしてから、次アクセスの SSL

信号アサートを可能にするまでの期間（次アクセス遅延）を設定します。SPNDEN ビットが “0” のとき、

RSPI は次アクセス遅延を 1RSPCK+2PCLK にします。SPNDEN ビットが “1” のとき、RSPI は SPND レジス

タの設定に従った次アクセス遅延を挿入します。

RSPI をスレーブモードで使用する場合には、SPNDEN ビットを “0” にしてください。

SLNDEN ビット（SSL ネゲート遅延設定許可ビット）

マスタモードの RSPI が、RSPCK を発振停止してから SSL 信号を非アクティブにするまでの期間（SSL

ネゲート遅延）を設定します。SLNDEN ビットが “0” のとき、RSPI は SSL ネゲート遅延を 1RSPCK にしま

す。SLNDEN ビットが “1” のとき、RSPI は SSLND レジスタの設定に従った RSPCK 遅延で SSLi をネゲー

トします。

RSPI をスレーブモードで使用する場合には、SLNDEN ビットを “0” にしてください。

SCKDEN ビット（RSPCK 遅延設定許可ビット）

マスタモードの RSPI が、SSL 信号をアクティブにしてから RSPCK を発振するまでの期間（RSPCK 遅延）

を設定します。SCKDEN ビットが “0” のとき、RSPI は RSPCK 遅延を 1RSPCK にします。SCKDEN ビット

が “1” のとき、RSPI は SPCKD レジスタの設定に従った RSPCK 遅延で RSPCK の発振を開始します。

RSPI をスレーブモードで使用する場合には、SCKDEN ビットを “0” にしてください。
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26.3 動作説明

本章では、シリアル転送期間という用語を、有効データのドライブ開始から 終有効データの取り込みま

での期間を意味する用語として使用しています。

26.3.1 RSPI 動作の概要

RSPI は、スレーブモード（SPI 動作）、シングルマスタモード（SPI 動作）、マルチマスタモード（SPI 動

作）、スレーブモード（クロック同期式動作）、マスタモード（クロック同期式動作）での同期式のシリアル

転送が可能です。RSPI のモードは、SPCR.MSTR, MODFEN, SPMS ビットによって設定できます。表 26.6

に RSPI のモードと SPCR レジスタの設定の関係および各モードの概要を示します。

注1. SPCR.TXMDビットが“1”のときは、受信バッファフル検出、オーバランエラー検出、パリティエラー検出を行いません。
注2. SPCR2.SPPEビットが “0”のときは、パリティエラー検出を行いません。

表26.6 RSPIのモードとSPCRレジスタの設定の関係および各モードの概要

モード
スレーブ

（SPI動作）

シングルマスタ

（SPI動作）

マルチマスタ

（SPI動作）

スレーブ

（クロック同期式動作）

マスタ

（クロック同期式動作）

MSTRビットの設定 0 1 1 0 1

MODFENビットの設定 0 or 1 0 1 0 0

SPMSビットの設定 0 0 0 1 1

RSPCK信号 入力 出力 出力／Hi-Z 入力 出力

MOSI信号 入力 出力 出力／Hi-Z 入力 出力

MISO信号 出力／Hi-Z 入力 入力 出力 入力

SSL0信号 入力 出力 入力 Hi-Z Hi-Z

SSL1～SSL3信号 Hi-Z 出力／Hi-Z 出力／Hi-Z Hi-Z Hi-Z

SSL極性変更機能 あり あり あり — —

転送レート ～PCLK/8 ～PCLK/2 ～PCLK/2 ～PCLK/8 ～PCLK/2

クロックソース RSPCK入力 内蔵ボーレート

ジェネレータ

内蔵ボーレート

ジェネレータ

RSPCK入力 内蔵ボーレート

ジェネレータ

クロック極性 2種 2種 2種 2種 2種

クロック位相 2種 2種 2種 1種（CPHA=1） 2種

先頭転送ビット MSB／LSB MSB／LSB MSB／LSB MSB／LSB MSB／LSB

転送データ長 8～32ビット 8～32ビット 8～32ビット 8～32ビット 8～32ビット

バースト転送 可能

（CPHA=1）
可能

（CPHA=0,1）
可能

（CPHA=0,1）
— —

RSPCK遅延制御 なし あり あり なし あり

SSLネゲート遅延制御 なし あり あり なし あり

次アクセス遅延制御 なし あり あり なし あり

転送起動方法 SSL入力アクティ

ブまたはRSPCK
発振

送信バッファエン

プティ割り込み要

求で送信バッファ

書き込み

送信バッファエン

プティ割り込み要

求で送信バッファ

書き込み

RSPCK発振 送信バッファエンプ

ティ割り込み要求で送

信バッファ書き込み

シーケンス制御 なし あり あり なし あり

送信バッファエンプティ検出 あり あり あり あり あり

受信バッファフル検出 あり（注1） あり（注1） あり（注1） あり（注1） あり（注1）

オーバランエラー検出 あり（注1） あり（注1） あり（注1） あり（注1） あり（注1）

パリティエラー検出 あり（注1、注2） あり（注1、注2） あり（注1、注2） あり（注1、注2） あり（注1、注2）

モードフォルトエラー検出 あり

（MODFEN=1）
なし あり なし なし
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26.3.2 RSPI 端子の制御

RSPI は、SPCR.MSTR, MODFEN, SPMS ビットの設定に従って、端子方向と出力モードを自動的に切り替

えます。端子状態と各ビットの設定値の関係を表 26.7 に示します。

注1. RSPI機能が選択されていないマルチファンクションピンには、RSPIの設定値は反映されません。

注2. SSL0がアクティブレベルの場合、端子状態がHi-Zになります。
注3. SSL0が非アクティブレベルまたはSPCR.SPEビットが “0”の場合、端子状態がHi-Zになります。

注4. クロック同期式動作時は、SSL0～3を I/Oポートとして使用可能です。

シングルマスタモード（SPI 動作）、マルチマスタモード（SPI 動作）の RSPI は、SPPCR.MOIFE ビットと

SPPCR.MOIFE, MOIFV ビットの設定に従って、SSL ネゲート期間（バースト転送における SSL 保持期間を含

む）の MOSI 信号値を表 26.8 のように決定します。

表26.7 RSPI端子の状態と制御ビット設定値の関係

モード 端子 端子状態（注1）

シングルマスタ（SPI動作）

（MSTR＝1、MODFEN＝0、SPMS=0）
RSPCK 出力

SSL0～3 出力

MOSI 出力

MISO 入力

マルチマスタ（SPI動作）

（MSTR＝1、MODFEN＝1、SPMS=0）
RSPCK（注2） 出力／Hi-Z

SSL0 入力

SSL1～3（注2） 出力／Hi-Z

MOSI（注2） 出力／Hi-Z

MISO 入力

スレーブ（SPI動作）
（MSTR＝0、SPMS=0）

RSPCK 入力

SSL0 入力

SSL1～3 Hi-Z

MOSI 入力

MISO（注3） 出力／Hi-Z

マスタ（クロック同期式動作）

（MSTR＝1、MODFEN＝0、SPMS=1）
RSPCK 出力

SSL0～3（注4） Hi-Z

MOSI 出力

MISO 入力

スレーブ（クロック同期式動作）（MSTR＝0、SPMS=1） RSPCK 入力

SSL0～3（注4） Hi-Z

MOSI 入力

MISO 出力

表26.8 SSLネゲート期間のMOSI信号値の決定方法

MOIFEビット MOIFVビット SSLネゲート期間のMOSI信号値

0 0 前回転送の 終データ

1

1 0 常に“0”

1 1 常に“1”
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26.3.3 RSPI システム構成例

26.3.3.1 シングルマスタ／シングルスレーブ（本 LSI ＝マスタ）

図 26.3 に、本 LSI をマスタとして使用した場合のシングルマスタ／シングルスレーブの RSPI システムの

構成例を示します。シングルマスタ／シングルスレーブの構成では、本 LSI（マスタ）の SSL0 ～ SSL3 出

力は使用しません。RSPI スレーブの SSL 入力は “Low” に固定して、RSPI スレーブを常に選択できる状態に

します。（注 1）

本 LSI（マスタ）は、RSPCK と MOSI を常にドライブします。RSPI スレーブは、MISO を常にドライブ

します。

注 1. SPCMDm.CPHA ビット（m = 0 ～ 7）が “0” の場合に相当する転送フォーマットでは、SSL 信号をアクティ

ブレベルに固定することができないスレーブデバイスも存在します。SSL 信号を固定にできない場合には、

本 LSI の SSL 出力をスレーブデバイスの SSL 入力に接続してください。

図 26.3 シングルマスタ／シングルスレーブの構成例（本 LSI ＝マスタ）

本LSI（マスタ） RSPIスレーブ

RSPCK

MOSI

MISO
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SSL3

RSPCK
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SSL
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26.3.3.2 シングルマスタ／シングルスレーブ（本 LSI ＝スレーブ）

図 26.4 に、本 LSI をスレーブとして使用した場合のシングルマスタ／シングルスレーブの RSPI システム

構成例を示します。本 LSI をスレーブとして使用する場合には、SSL0 端子を SSL 入力として使用します。

RSPI マスタは、RSPCK と MOSI を常にドライブします。本 LSI（スレーブ）は、MISO を常にドライブし

ます。（注 1）

SPCMD0.CPHA ビットを “1” にしたシングルスレーブ構成の場合には、本 LSI（スレーブ）の SSL0 入力

を “0” レベルに固定して本 LSI（スレーブ）を常に選択できる状態とし、シリアル転送を実行することも可

能です（図 26.5）。

注 1. SSL0 が非アクティブレベルの場合、端子状態が Hi-Z になります。

図 26.4 シングルマスタ／シングルスレーブの構成例（本 LSI ＝スレーブ）

図 26.5 シングルマスタ／シングルスレーブの構成例（本 LSI ＝スレーブ、SPCMD0.CPHA ＝ 1）
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26.3.3.3 シングルマスタ／マルチスレーブ（本 LSI ＝マスタ）

図 26.6 に、本 LSI をマスタとして使用した場合のシングルマスタ／マルチスレーブの RSPI システム構成

例を示します。図 26.6 の例では、本 LSI（マスタ）と 4 つのスレーブ（RSPI スレーブ 0 ～ RSPI スレーブ

3）から RSPI システムを構成しています。

本 LSI（マスタ）の RSPCK 出力と MOSI 出力は、RSPI スレーブ 0 ～ RSPI スレーブ 3 の RSPCK 入力と

MOSI 入力に接続します。RSPI スレーブ 0 ～ RSPI スレーブ 3 の MISO 出力は、すべて本 LSI（マスタ）の

MISO 入力に接続します。本 LSI（マスタ）の SSL0 ～ SSL3 出力は、それぞれ RSPI スレーブ 0 ～ RSPI ス

レーブ 3 の SSL 入力に接続します。

本 LSI（マスタ）は、RSPCK、MOSI、SSL0 ～ SSL3 を常にドライブします。RSPI スレーブ 0 ～ RSPI ス

レーブ 3 のうち、SSL 入力に Low を入力されているスレーブが、MISO をドライブします。

図 26.6 シングルマスタ／マルチスレーブの構成例（本 LSI ＝マスタ）
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26.3.3.4 シングルマスタ／マルチスレーブ（本 LSI ＝スレーブ）

図 26.7 に、本 LSI をスレーブとして使用した場合のシングルマスタ／マルチスレーブの RSPI システム構

成例を示します。図 26.7 の例では、RSPI マスタと 2 つの本 LSI（スレーブ X、スレーブ Y）から RSPI シス

テムを構成しています。

RSPI マスタの RSPCK 出力と MOSI 出力は、本 LSI（スレーブ X、スレーブ Y）の RSPCK 入力と MOSI

入力に接続します。本 LSI（スレーブ X、スレーブ Y）の MISO 出力は、RSPI マスタの MISO 入力に接続し

ます。RSPI マスタの SSLX 出力、SSLY 出力は、本 LSI（スレーブ X、スレーブ Y）の SSL0 入力に接続し

ます。

RSPI マスタは、RSPCK、MOSI、SSLX、SSLY を常にドライブします。本 LSI（スレーブ X、スレーブ

Y）のうち、SSL0 入力に “0” レベルを入力されているスレーブが、MISO をドライブします。

図 26.7 シングルマスタ／マルチスレーブの構成例（本 LSI ＝スレーブ）
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26.3.3.5 マルチマスタ／マルチスレーブ（本 LSI ＝マスタ）

図 26.8 に、本 LSI をマスタとして使用した場合のマルチマスタ／マルチスレーブの RSPI システム構成例

を示します。図 26.8 の例では、2 つの本 LSI（マスタ X、マスタ Y）と 2 つの RSPI スレーブ（RSPI スレー

ブ 1、RSPI スレーブ 2）から RSPI システムを構成しています。

本 LSI（マスタ X、マスタ Y）の RSPCK 出力と MOSI 出力は、RSPI スレーブ 1、RSPI スレーブ 2 の

RSPCK 入力と MOSI 入力に接続します。RSPI スレーブ 1、RSPI スレーブ 2 の MISO 出力は、本 LSI（マス

タ X、マスタ Y）の MISO 入力に接続します。本 LSI（マスタ X）の任意の汎用ポート Y 出力は、本 LSI

（マスタ Y）の SSL0 入力に接続します。本 LSI（マスタ Y）の任意の汎用ポート X 出力は、本 LSI（マスタ

X）の SSL0 入力に接続します。本 LSI（マスタ X、マスタ Y）の SSL1 出力と SSL2 出力は、RSPI スレーブ

1、RSPI スレーブ 2 の SSL 入力に接続します。この構成例では、SSL0 入力、スレーブ接続用の SSL1 出力、

SSL2 出力のみでシステムを構成できるので、本 LSI の SSL3 出力を使用していません。

本 LSI は、SSL0 入力レベルが “1” の場合には、RSPCK、MOSI、SSL1、SSL2 をドライブします。SSL0 入

力レベルが “0” の場合には、モードフォルトエラーを検出し、RSPCK、MOSI、SSL1、SSL2 を Hi-Z にして、

他方のマスタに RSPI バス権を解放します。RSPI スレーブ 1、RSPI スレーブ 2 のうち、SSL 入力に “Low”

を入力されているスレーブが、MISO をドライブします。

図 26.8 マルチマスタ／マルチスレーブの構成例（本 LSI ＝マスタ）
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26.3.3.6 マスタ（クロック同期式動作）／スレーブ（クロック同期式動作）

（本 LSI ＝マスタ）

図 26.9 に、本 LSI をマスタとして使用した場合のマスタ（クロック同期式動作）／スレーブ（クロック

同期式動作）の RSPI システムの構成例を示します。マスタ（クロック同期式動作）／スレーブ（クロック

同期式動作）の構成では、本 LSI（マスタ）の SSL0 ～ SSL3 は使用しません。

本 LSI（マスタ）は、RSPCK と MOSI を常にドライブします。RSPI スレーブは、MISO を常にドライブ

します。

図 26.9 マスタ（クロック同期式動作）／スレーブ（クロック同期式動作）の構成例（本 LSI ＝マスタ）

26.3.3.7 マスタ（クロック同期式動作）／スレーブ（クロック同期式動作）

（本 LSI ＝スレーブ）

図 26.10 に、本 LSI をスレーブとして使用した場合のマスタ（クロック同期式動作）／スレーブ（クロッ

ク同期式動作）の RSPI システム構成例を示します。本 LSI をスレーブ（クロック同期式動作）として使用

する場合には、本 LSI（スレーブ）は、MISO を常にドライブし、RSPI マスタは、RSPCK と MOSI を常に

ドライブします。また、本 LSI（スレーブ）の SSL0 ～ SSL3 は使用しません。

SPCMD0.CPHA ビットを “1” にしたシングルスレーブ構成の場合のみ、本 LSI（スレーブ）はシリアル転

送を実行することが可能です。

図 26.10 マスタ（クロック同期式動作）／スレーブ（クロック同期式動作）の構成例
（本 LSI ＝スレーブ、SPCMD0.CPHA ＝ 1）
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26.3.4 転送フォーマット

26.3.4.1 SPCMDm.CPHA ビット＝ 0 の場合

図 26.11 に SPCMDm.CPHA ビット (m=0 ～ 7) が “0” の場合に、8 ビットのデータをシリアル転送した場合

の転送フォーマット例を示します。ただし、RSPI がスレーブモード（SPCR.MSTR=0）で SPCMDm.CPHA

ビットが “0” の場合のクロック同期式動作（SPCR.SPMS ビットが “1” の場合）は保証しません。図 26.11

において、RSPCK（CPOL ＝ 0）は SPCMDm.CPOL ビットが “0” の場合、RSPCK（CPOL ＝ 1）は

SPCMDm.CPOL ビットが “1” の場合の RSPCK 信号波形です。サンプリングタイミングは、RSPI がシフトレ

ジスタにシリアル転送データを取り込むタイミングを示しています。各信号の入出力方向は、RSPI の設定

に依存します。詳細は「26.3.2　RSPI 端子の制御」を参照してください。

SPCMDm.CPHA ビットが “0” の場合には、SSL 信号のアサートタイミングで、MOSI 信号と MISO 信号へ

の有効データのドライブが開始されます。SSL 信号のアサート後に発生する 初の RSPCK 信号変化タイミ

ングが 初の転送データ取り込みタイミングになり、このタイミング以降 1RSPCK 周期ごとにデータがサン

プリングされます。MOSI 信号と MISO 信号の変化タイミングは、常に転送データ取り込みタイミングの 1/

2RSPCK 周期後になります。SPCMDm.CPOL ビットの設定値は、RSPCK 信号の動作タイミングには影響を

与えず、信号極性のみに影響を与えます。

t1 は、SSL 信号のアサートから RSPCK 発振までの期間（RSPCK 遅延）です。t2 は、RSPCK 発振停止か

ら SSL 信号のネゲートまでの期間（SSL ネゲート遅延）です。t3 は、シリアル転送終了後に次転送のため

の SSL 信号アサートを抑制するための期間（次アクセス遅延）です。t1、t2、t3 は、RSPI システム上のマス

タデバイスによって制御されます。本 LSI の RSPI がマスタモードである場合の t1、t2、t3 については、

「26.3.10.1　マスタモード動作」を参照してください。

図 26.11 RSPI 転送フォーマット（CPCMDm.CPHA ビット＝ 0）
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26.3.4.2 SPCMDm.CPHA ビット＝ 1 の場合（m = 0 ～ 7）

図 26.12 に SPCMDm.CPHA ビットが “1” の場合に、8 ビットのデータをシリアル転送した場合の転送

フォーマット例を示します。ただし、SPCR.SPMS ビットが “1” の場合は SSL 信号を用いず、RSPCK 信号、

MOSI 信号、MISO 信号のみで通信を行います。図 26.12 において、RSPCK（CPOL ＝ 0）は

SPCMDm.CPOL ビットが “0” の場合、RSPCK（CPOL ＝ 1）は SPCMDm.CPOL ビットが “1” の場合の

RSPCK 信号波形です。サンプリングタイミングは、RSPI がシフトレジスタにシリアル転送データを取り込

むタイミングを示しています。各信号の入出力方向は、RSPI のモード（マスタ／スレーブ）に依存します。

詳細は「26.3.2　RSPI 端子の制御」を参照してください。

SPCMDm.CPHA ビットが “1” の場合には、SSL 信号のアサートタイミングで、MISO 信号に無効データの

ドライブが開始されます。SSL 信号のアサート後に発生する 初の RSPCK 信号変化タイミングで、MOSI

信号と MISO 信号への有効データへの出力が開始され、このタイミング以降 1RSPCK 周期ごとにデータが更

新されます。転送データの取り込みは、常にこのタイミングの 1/2RSPCK 周期後になります。

SPCMDm.CPOL ビットの設定値は RSPCK 信号の動作タイミングには影響を与えず、信号極性のみに影響を

与えます。

t1、t2、t3 の内容は、SPCMDm.CPHA ビット＝ 0 の場合と同様です。本 LSI の RSPI がマスタモードであ

る場合の t1、t2、t3 については、「26.3.10.1　マスタモード動作」を参照してください。

図 26.12 RSPI 転送フォーマット（CPCMDm.CPHA ビット＝ 1）
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26.3.5 データフォーマット

RSPI のデータフォーマットは、SPCMDm レジスタ（m = 0 ～ 7）および SPCR2.SPPE ビットの設定値に依

存します。MSB ／ LSB ファーストにかかわらず、RSPI は SPDR.LSB ビットから設定データ長分の範囲を転

送データとして扱います。

26.3.5.1 MSB ファースト転送（32 ビットデータ）

(1) パリティ機能無効時（SPCR2.SPPE ＝ 0）

図 26.13 に、パリティ機能無効時で RSPI がデータ長 32 ビットの MSB ファースト転送を実施する場合の

SPDR レジスタとシフトレジスタの動作内容を示します。

SPDR レジスタの送信バッファに T31 ～ T00 を書き込みます。送信バッファにデータがあり、かつシフト

レジスタが空であれば、RSPI が送信バッファのデータをシフトレジスタにコピーし、シフトレジスタをフ

ルにします。シリアル転送が開始されると、RSPI はシフトレジスタの MSB（ビット 31）からデータを出力

し、シフトレジスタの LSB（ビット 0）からデータをシフトインします。32 ビット分のシリアル転送に必要

な RSPCK 周期を経過すると、シフトレジスタにはデータ R31 ～ R00 が格納されます。この状態で、全二重

同期式のシリアル通信動作（SPCR.TXMD ＝ 0）であれば、RSPI はシフトレジスタから SPDR レジスタの受

信バッファにデータをコピーし、シフトレジスタを空にします。

なお、SPDR レジスタの送信バッファを書き込む前に、次のシリアル転送が起動されると、受信データ

R31 ～ R00 がシフトレジスタからシフトアウトされます。

図 26.13 MSB ファースト転送（1）（32 ビットデータ／パリティ機能無効）
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＜転送開始＞

＜転送完了＞

注. 出力 = MOSI（マスタ）／ MISO（スレーブ） 、入力 = MISO（マスタ） ／ MOSI（スレーブ）
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(2) パリティ機能有効時（SPCR2.SPPE ＝ 1）

図 26.14 に、パリティ機能有効時で RSPI がデータ長 32 ビットの MSB ファースト転送を実施する場合の

SPDR レジスタとシフトレジスタの動作内容を示します。

SPDR レジスタの送信バッファに T31 ～ T00 を書き込みます。送信バッファにデータがあり、かつシフト

レジスタが空であれば、RSPI が SPDR レジスタの送信バッファに格納されたデータの T00 をパリティビッ

ト（P）に変換します。パリティビット（P）を付加したデータをシフトレジスタにコピーし、シフトレジス

タをフルにします。シリアル転送が開始されると、RSPI はシフトレジスタの MSB（ビット 31）からデータ

を出力し、シフトレジスタの LSB（ビット 0）からデータをシフトインします。

32 ビット分のシリアル転送に必要な RSPCK 周期を経過すると、シフトレジスタにはデータ R31 ～ P が格

納されます。この状態で、全二重同期式のシリアル通信動作（SPCR.TXMD ＝ 0）であれば、RSPI はシフト

レジスタから SPDR レジスタの受信バッファにデータをコピーし、シフトレジスタを空にします。

なお、SPDR レジスタの送信バッファを書き込む前に、次のシリアル転送が起動されると、受信データ

R31 ～ P がシフトレジスタからシフトアウトされます。

図 26.14 MSB ファースト転送（2）（32 ビットデータ／パリティ機能有効）
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26.3.5.2 MSB ファースト転送（24 ビットデータ）

(1) パリティ機能無効時（SPCR2.SPPE ＝ 0）

図 26.15 に、RSPI がパリティ機能無効時、32 ビット以外のデータを MSB ファースト転送する例として、

24 ビットのデータ転送を実施する場合の SPDR レジスタとシフトレジスタの動作内容を示します。

SPDR レジスタの送信バッファに T31 ～ T00 を書き込みます。送信バッファにデータがあり、かつシフト

レジスタが空であれば、RSPI が SPDR レジスタの送信バッファに格納されたデータをシフトレジスタにコ

ピーし、シフトレジスタをフルにします。シリアル転送が開始されると、RSPI はシフトレジスタのビット

23 からデータを出力し、シフトレジスタの LSB（ビット 0）からデータをシフトインします。24 ビット分

のシリアル転送に必要な RSPCK 周期を経過すると、シフトレジスタのビット 23 ～ 0 には受信データ R23

～ R00 が格納されます。シリアル転送完了後のシフトレジスタのビット 31 ～ 24 には、転送前のデータが保

持されています。この状態で、全二重同期式のシリアル通信動作（SPCR.TXMD=0）であれば、RSPI がシフ

トレジスタから SPDR レジスタの受信バッファにデータをコピーし、シフトレジスタを空にします。

なお、SPDR レジスタの送信バッファを書き込む前に、次のシリアル転送が起動されると、受信データ

R23 ～ R00 がシフトレジスタからシフトアウトされます。

図 26.15 MSB ファースト転送（1）（24 ビットデータ／パリティ機能無効）
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(2) パリティ機能有効時（SPCR2.SPPE ＝ 1）

図 26.16 に、RSPI がパリティ機能有効時、32 ビット以外のデータを MSB ファースト転送する例として、

24 ビットのデータ転送を実施する場合の SPDR レジスタとシフトレジスタの動作内容を示します。

SPDR レジスタの送信バッファに T31 ～ T00 を書き込みます。送信バッファにデータがあり、かつシフト

レジスタが空であれば、RSPI が SPDR レジスタの送信バッファに格納されたデータの T00 をパリティビッ

ト（P）に変換します。パリティビット（P）を付加したデータをシフトレジスタにコピーし、シフトレジス

タをフルにします。シリアル転送が開始されると、RSPI はシフトレジスタのビット 23 からデータを出力

し、シフトレジスタの LSB（ビット 0）からデータをシフトインします。24 ビット分のシリアル転送に必要

な RSPCK 周期を経過すると、シフトレジスタのビット 23 ～ 0 には受信データ R23 ～ P が格納されます。

シリアル転送完了後のシフトレジスタのビット 31 ～ 24 には、転送前のデータが保持されています。この状

態で、全二重同期式のシリアル通信動作（SPCR.TXMD=0）であれば、RSPI がシフトレジスタから SPDR レ

ジスタの受信バッファにデータをコピーし、シフトレジスタを空にします。

なお、SPDR レジスタの送信バッファを書き込む前に、次のシリアル転送が起動されると、受信データ

R23 ～ P がシフトレジスタからシフトアウトされます。

図 26.16 MSB ファースト転送（2）（24 ビットデータ／パリティ機能有効）
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26.3.5.3 LSB ファースト転送（32 ビットデータ）

(1) パリティ機能無効時（SPCR2.SPPE ＝ 0）

図 26.17 に、RSPI がパリティ機能無効時、データ長 32 ビットの LSB ファースト転送を実施する場合の

SPDR レジスタとシフトレジスタの動作内容を示します。

SPDR の送信バッファに T31 ～ T00 を書き込みます。送信バッファにデータがあり、かつシフトレジスタ

が空であれば、RSPI が SPDR レジスタの送信バッファのデータをシフトレジスタにビット順を逆転してコ

ピーし、シフトレジスタをフルにします。シリアル転送が開始されると、RSPI はシフトレジスタの MSB

（ビット 31）からデータを出力し、シフトレジスタの LSB（ビット 0）からデータをシフトインします。32

ビット分のシリアル転送に必要な RSPCK 周期を経過すると、シフトレジスタにはデータ R00 ～ R31 が格納

されます。この状態で、全二重同期式のシリアル通信動作（SPCR.TXMD=0）であれば、RSPI はシフトレジ

スタから SPDR レジスタの受信バッファにビット順を逆転したデータをコピーし、シフトレジスタを空にし

ます。

なお、SPDR レジスタの送信バッファを書き込む前に、次のシリアル転送が起動されると、受信データ

R00 ～ R31 がシフトレジスタからシフトアウトされます。

図 26.17 LSB ファースト転送（1）（32 ビットデータ／パリティ機能無効）

＜転送開始＞

＜転送完了＞

T31 T30 T29 T28 T27 T26 T25 T24 T23 T06 T05 T04 T03 T02 T01 T00

T00 T01 T02 T03 T04 T05 T06 T07 T08 T25 T26 T27 T28 T29 T30 T31

R00 R01 R02 R03 R04 R05 R06 R07 R08 R25 R26 R27 R28 R29 R30 R31

R31 R30 R29 R28 R27 R26 R25 R24 R23 R06 R05

R23 R24

R08 R07 R04 R03 R02 R01 R00

T08 T07

T23 T24

シフトレジスタ

シフトレジスタ

入力

出力

コピー

コピー（SPCR.TXMD=0）

ビット  0
SPDR （受信バッファ）

ビット  31

注. 出力 = MOSI（マスタ）／ MISO（スレーブ） 、入力 = MISO（マスタ） ／ MOSI（スレーブ）

SPDR （送信バッファ）

ビット  0ビット  31

ビット  0ビット  31

ビット  0ビット  31
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(2) パリティ機能有効時（SPCR2.SPPE ＝ 1）

図 26.18 に、RSPI がパリティ機能有効時、データ長 32 ビットの LSB ファースト転送を実施する場合の

SPDR レジスタとシフトレジスタの動作内容を示します。

SPDR の送信バッファに T31 ～ T00 を書き込みます。RSPI が SPDR の送信バッファに格納されたデータ

の T31 をパリティビット（P）に変換します。送信バッファにデータがあり、かつシフトレジスタが空であ

れば、パリティビット（P）を付加したデータは、シフトレジスタへビット順を逆転してコピーし、シフト

レジスタをフルにします。シリアル転送が開始されると、RSPI はシフトレジスタの MSB（ビット 31）から

データを出力し、シフトレジスタの LSB（ビット 0）からデータをシフトインします。32 ビット分のシリア

ル転送に必要な RSPCK 周期を経過すると、シフトレジスタにはデータ R00 ～ P が格納されます。この状態

で、全二重同期式のシリアル通信動作（SPCR.TXMD=0）であれば、RSPI はシフトレジスタから SPDR レジ

スタの受信バッファにビット順を逆転したデータをコピーし、シフトレジスタを空にします。

なお、SPDR レジスタの送信バッファを書き込む前に、次のシリアル転送が起動されると、受信データ

R00 ～ P がシフトレジスタからシフトアウトされます。

図 26.18 LSB ファースト転送（2）（32 ビットデータ／パリティ機能有効）

＜転送開始＞

＜転送完了＞

T31 T30 T29 T28 T27 T26 T25 T24 T23 T06 T05 T04 T03 T02 T01 T00

T00 T01 T02 T03 T04 T05 T06 T07 T08 T25 T26 T27 T28 T29 T30 P

R00 R01 R02 R03 R04 R05 R06 R07 R08 R25 R26 R27 R28 R29 R30 P

P R30 R29 R28 R27 R26 R25 R24 R23 R06 R05

R23 R24

R08 R07 R04 R03 R02 R01 R00

T08 T07

T23 T24

シフトレジスタ

シフトレジスタ

入力

出力

コピー

コピー（SPCR.TXMD=0）

ビット  0
SPDR （受信バッファ）

ビット  31

注. 出力 = MOSI（マスタ）／ MISO（スレーブ） 、入力 = MISO（マスタ） ／ MOSI（スレーブ）

SPDR （送信バッファ）

ビット  0ビット  31

ビット  0ビット  31

ビット  0ビット  31

P T30 T29 T28 T27 T26 T25 T24 T23 T06 T05 T04 T03 T02 T01 T00T08 T07

ビット  0ビット  31

パリティ付加（パリティビット（P）+T30～T00）
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26.3.5.4 LSB ファースト転送（24 ビットデータ）

(1) パリティ機能無効時（SPCR2.SPPE ＝ 0）

図 26.19 に、RSPI がパリティ機能無効時、32 ビット以外のデータを LSB ファースト転送する例として、

24 ビットのデータ転送を実施する場合の SPDR レジスタとシフトレジスタの動作内容を示します。

SPDR レジスタの送信バッファに T31 ～ T00 を書き込みます。送信バッファにデータがあり、かつシフト

レジスタが空であれば、RSPI が SPDR レジスタの送信バッファのデータをシフトレジスタにビット順を逆

転してコピーし、シフトレジスタをフルにします。シリアル転送が開始されると、RSPI はシフトレジスタ

の MSB（ビット 31）からデータを出力し、シフトレジスタのビット 8 からデータをシフトインします。24

ビット分のシリアル転送に必要な RSPCK 周期を経過すると、シフトレジスタのビット 31 ～ 8 には受信デー

タ R00 ～ R23 が格納されます。シリアル転送完了後のシフトレジスタのビット 7 ～ 0 には、転送前のデー

タが保持されています。この状態で、全二重同期式のシリアル通信動作（SPCR.TXMD=0）であれば、RSPI

がシフトレジスタから SPDR レジスタの受信バッファにビット順を逆転したデータをコピーし、シフトレジ

スタを空にします。

なお、SPDR レジスタの送信バッファを書き込む前に、次のシリアル転送が起動されると、受信データ

R00 ～ R23 がシフトレジスタからシフトアウトされます。

図 26.19 LSB ファースト（1）（24 ビットデータ／パリティ機能無効）

R00 R01 R02 R03 R04 R05 R06 R07 R08 T25 T26 T27 T28 T29 T30 T31

T31 T30 T29 T28 T27 T26 T25 T24 R23 R06 R05

R23 T24

R08 R07 R04 R03 R02 R01 R00

入力

＜転送開始＞

＜転送完了＞

ビット  31 ビット  0

T31 T30 T29 T28 T27 T26 T25 T24 T23 T06 T05 T04 T03 T02 T01 T00

T00 T01 T02 T03 T04 T05 T06 T07 T08 T25 T26 T27 T28 T29 T30 T31

T08 T07

T23 T24

SPDR（受信バッファ）

SPDR（送信バッファ）

シフトレジスタ

シフトレジスタ

出力

コピー

コピー（SPCR.TXMD=0）

ビット  31 ビット  0

ビット  31 ビット  0

ビット  31 ビット  0

注. 出力 = MOSI（マスタ）／ MISO（スレーブ） 、入力 = MISO（マスタ） ／ MOSI（スレーブ）
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(2) パリティ機能有効時（SPCR2.SPPE ＝ 1）

図 26.20 に、RSPI がパリティ機能有効時、32 ビット以外のデータを LSB ファースト転送する例として、

24 ビットのデータ転送を実施する場合の SPDR レジスタとシフトレジスタの動作内容を示します。

SPDR レジスタの送信バッファに T31 ～ T00 を書き込みます。RSPI が SPDR の送信バッファに格納され

たデータの T23 をパリティビット（P）に変換します。送信バッファにデータがあり、かつシフトレジスタ

が空であれば、パリティビット（P）を付加したデータは、シフトレジスタへビット順を逆転してコピーし、

シフトレジスタをフルにします。シリアル転送が開始されると、RSPI はシフトレジスタの MSB（ビット

31）からデータを出力し、シフトレジスタのビット 8 からデータをシフトインします。24 ビット分のシリ

アル転送に必要な RSPCK 周期を経過すると、シフトレジスタのビット 31 ～ 8 には受信データ R00 ～ P が

格納されます。シリアル転送完了後のシフトレジスタのビット 7 ～ 0 には、転送前のデータが保持されてい

ます。この状態で、全二重同期式のシリアル通信動作（SPCR.TXMD=0）であれば、RSPI がシフトレジスタ

から SPDR レジスタの受信バッファにビット順を逆転したデータをコピーし、シフトレジスタを空にしま

す。

なお、SPDR レジスタの送信バッファを書き込む前に、次のシリアル転送が起動されると、受信データ

R00 ～ P がシフトレジスタからシフトアウトされます。

図 26.20 LSB ファースト（2）（24 ビットデータ／パリティ機能有効）

R00 R01 R02 R03 R04 R05 R06 R07 R08 T25 T26 T27 T28 T29 T30 T31

T31 T30 T29 T28 T27 T26 T25 T24 P R06 R05

P T24

R08 R07 R04 R03 R02 R01 R00

入力

＜転送開始＞

＜転送完了＞

ビット  31 ビット  0

T31 T30 T29 T28 T27 T26 T25 T24 T23 T06 T05 T04 T03 T02 T01 T00

T00 T01 T02 T03 T04 T05 T06 T07 T08 T25 T26 T27 T28 T29 T30 T31

T08 T07

P T24

SPDR（受信バッファ）

SPDR（送信バッファ）

シフトレジスタ

シフトレジスタ

出力

コピー

コピー（SPCR.TXMD=0）

ビット  31 ビット  0

ビット  31 ビット  0

ビット  31 ビット  0

注. 出力 = MOSI（マスタ）／ MISO（スレーブ） 、入力 = MISO（マスタ） ／ MOSI（スレーブ）

T31 T30 T29 T28 T27 T26 T25 T24 P T06 T05 T04 T03 T02 T01 T00T08 T07

ビット  31 ビット  0

パリティビット付加（パリティビット（P）+ T22～T00）
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26.3.6 通信動作モード

SPCR.TXMD ビットの設定により、全二重同期式シリアル通信または送信のみの動作を選択します。図

26.21、図 26.22 に記載した “SPDR アクセス ” は、RSPI データレジスタ（SPDR）へのアクセス状況を示し

ています。“I” はアイドルサイクル、“W” は書き込みサイクルを示しています。

26.3.6.1 全二重同期式シリアル通信（SPCR.TXMD=0）

図 26.21 に、SPCR.TXMD ビットを “0” にした場合の動作例を示します。図 26.21 の例では、

SPDCR.SPFC[1:0] ビットが “00b”、SPCMDm.CPHA ビットが “1”、SPCMDm.CPOL が “0” の設定で、RSPI が

8 ビットのシリアル転送を実行しています。RSPCK 波形の下に記載した数字は RSPCK サイクル数（＝転送

ビット数）を示しています。（m = 0 ～ 7）

図 26.21 SPCR.TXMD ＝ 0 の動作例

以下に、図中の（1）、（2）に示したタイミングでのフラグの動作内容を説明します。

（1）SPDR レジスタの受信バッファが空の状態でシリアル転送が終了すると、RSPI は受信バッファフル割り

込み要求（SPRI0）を発生してシフトレジスタの受信データを受信バッファにコピーします。

（2）SPDR レジスタの受信バッファに以前の受信データがある状態でシリアル転送が終了すると、RSPI は

SPSR.OVRF フラグを “1” にしてシフトレジスタの受信データを破棄します。

全二重同期式シリアル通信時（SPCR.TXMD=0）は、送信データを送信し、受信データを受信します。そ

のため、SPSR.OVRF フラグは（1）、（2）それぞれのタイミングで “1” になります。

I W I W ISPDRアクセス

SPSR.
OVRF

SPRI0

RSPCK

87654321 87654321

(SPCMDm.CPHA=1、
SPCMDm.CPOL=0)

(1)

(2)

（TXMD=0）

TXMD

（m = 0～7）
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26.3.6.2 送信のみ動作（SPCR.TXMD=1）

図 26.22 に、SPCR.TXMD ビットを “1” に設定した場合の動作例を示します。図 26.22 の例では、

SPDCR.SPFC[1:0] ビットが “00b”、SPCMDm.CPHA ビットが “1”、SPCMDm.CPOL ビットが “0” の設定で、

RSPI が 8 ビットのシリアル転送を実行しています。RSPCK 波形の下に記載した数字は RSPCK サイクル数

（＝転送ビット数）を示しています。（m = 0 ～ 7）

図 26.22 SPCR.TXMD ＝ 1 の動作例

以下に、図中の（1）（2）（3）に示したタイミングでのフラグの動作内容を説明します。

（1）送信のみ動作（SPCR.TXMD=1）への遷移は、受信バッファにデータが残っていないこと、SPSR.OVRF

フラグが “0” であることを確認してから、行ってください。

（2）SPDR レジスタの受信バッファが空の状態でシリアル転送が終了すると、送信のみ動作

（SPCR.TXMD=1）のときは、シフトレジスタのデータを受信バッファへコピーしません。

（3）SPDR レジスタの受信バッファに以前の受信データは存在しないため、シリアル転送が終了しても、

SPSR.OVRF フラグは “0” を保持し、シフトレジスタのデータを受信バッファへコピーしません。

送信のみ動作時（SPCR.TXMD=1）は、送信データを送信し、受信データを受信しません。そのため、

SPSR.OVRF フラグは（1）、（2）、（3）それぞれのタイミングで “0” を保持します。

SPDRアクセス

SPSR.
OVRF

SPRI0

RSPCK

87654321 87654321

I W I IW

(SPCMDm.CPHA=1、
SPCMDm.CPOL=0)

(1)

(2)

（TXMD=1）
TXMD

(3)（m = 0～7）
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26.3.7 送信バッファエンプティ／受信バッファフル割り込み

図 26.23 に RSPI 送信バッファエンプティ割り込み（SPTI0）と RSPI 受信バッファフル割り込み（SPRI0）

の動作例を示します。図 26.23 に記載した “SPDR アクセス ” は、RSPI データレジスタ（SPDR）へのアク

セス状況を示しています。“I” はアイドルサイクル、“W” は書き込みサイクル、“R” は読み出しサイクルを

示しています。図 26.23 の例では、SPCR.TXMD ビットが “0”、SPDCR.SPFC[1:0] ビットが “00b”、

SPCMDm.CPHA ビットが “1”、SPCMDm.CPOL ビットが “0” の設定で、RSPI が 8 ビットのシリアル転送を

実行しています。RSPCK 波形の下に記載した数字は RSPCK サイクル数（＝転送ビット数）を示していま

す。（m = 0 ～ 7）

図 26.23 SPTI0、SPRI0 割り込みの動作例

以下に、図中の（1）～（5）に示したタイミングでの割り込みの動作内容を説明します。

（1）SPDR レジスタの送信バッファが空の（次転送のデータがセットされていない）状態で、SPDR レジス

タに送信データを書き込むと、RSPI は送信バッファにデータを書き込みます。

（2）シフトレジスタが空の場合には、RSPI は送信バッファのデータをシフトレジスタにコピーして送信

バッファエンプティ割り込み（SPTI0）を発生します。なお、シリアル転送の開始方法は、RSPI のモー

ドに依存します。（「26.3.10　SPI 動作」、「26.3.11　クロック同期式動作」参照）

（3）送信バッファエンプティ割り込みルーチンで、SPDR レジスタに送信データを書き込むと、送信バッ

ファにデータが転送されます。シフトレジスタにはシリアル転送中のデータが格納されているため、

RSPI は送信バッファのデータをシフトレジスタにコピーしません。

（4）SPDR レジスタの受信バッファが空の状態でシリアル転送が終了すると、RSPI はシフトレジスタの受信

データを受信バッファにコピーし、受信バッファフル割り込み要求（SPRI0）を発生します。また、シ

リアル転送が終了するとシフトレジスタが空になるため、シリアル転送が終了する前に送信バッファが

フルであった場合には、RSPI が送信バッファのデータをシフトレジスタにコピーします。尚、オーバ

ランエラー発生状態で、シフトレジスタから受信バッファへ受信データをコピーしなかった場合でも、

シリアル転送が終了すると RSPI はシフトレジスタを空であると判定し、送信バッファからシフトレジ

スタへのデータ転送は可能な状態になります。

（5）受信バッファフル割り込みルーチンで、SPDR レジスタを読み出すと、受信バッファのデータをチップ

内部バスに送出します。

SPDRアクセス

SPTI0

SPRI0

RSPCK

87654321 87654321

I W I I IW R

(SPCMDm.CPHA=1、
SPCMDm.CPOL=0)

(1) (2) (3) (4) (5)

（m = 0～7）
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送信バッファに未送信のデータがある状態で、SPDR レジスタを書き込んだ場合には、RSPI は送信バッ

ファのデータを更新しません。SPDR レジスタを書き込む場合には、必ず送信バッファエンプティ割り込み

要求で行ってください。また、RSPI 送信割り込みを利用する場合には、SPCR.SPTIE ビットを “1” にしてく

ださい。

RSPI 動作が無効（SPCR の SPE ビットが “0”）の場合には、SPCR.SPTIE ビットを “0” にしてください。

受信バッファフルの状態で、シリアル転送が終了した場合には、RSPI はシフトレジスタから受信バッ

ファへのデータのコピーを行わず、オーバランエラーを検出します（「26.3.8　エラー検出」参照）。受信

データのオーバランを防ぐために、受信バッファフル割り込み要求で、次のシリアル転送終了よりも前に受

信データを読み出してください。また RSPI 受信割り込みを利用する場合には、SPCR.SPRIE ビットを “1” に

してください。

送信／受信バッファの状態は、送信／受信割り込み、または対応する ICU の IRi.IR フラグによって確認

することができます。
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26.3.8 エラー検出

通常の RSPI のシリアル転送では、SPDR レジスタの送信バッファに書き込んだデータがシリアル送信さ

れ、シリアル受信されたデータを SPDR レジスタの受信バッファから読み出すことができます。SPDR レジ

スタへアクセスした場合の送受信バッファの状態やシリアル転送の開始／終了時の RSPI の状態によっては、

通常以外の転送が実行される場合があります。

一部の通常以外の転送動作が発生した場合には、RSPI はオーバランエラー、パリティエラーまたはモー

ドフォルトエラーとして検出します。表 26.9 に、通常以外の転送動作と RSPI のエラー検出機能の関係を示

します。

表 26.9 の A に示した動作に対しては、RSPI はエラーを検出しません。SPDR レジスタへの書き込み時に

データを欠落させないために、必ず送信割り込み要求で SPDR レジスタへの書き込みを実施してください。

RSPI では、シフトレジスタの更新前に起動されたシリアル転送において、前回シリアル転送時の受信

データを送信し、B に示した動作をエラーとして扱いません。なお、前回シリアル転送時の受信データは

SPDR レジスタの受信バッファに保持されているので、正しく読み出されます（シリアル転送が終了する前

に SPDR レジスタを読み出さないと、オーバランエラーが発生します）。

C に示した動作に対しても、RSPI はエラーを検出しません。不要なデータを読み出さないようにするた

めには、受信割り込みで SPDR レジスタの読み出しを実行するようにしてください。

D に示したオーバランエラーについては、「26.3.8.1　オーバランエラー」で、E に示したパリティエラー

については、「26.3.8.2　パリティエラー」で説明します。また、F ～ H のに示したモードフォルトエラーに

ついては「26.3.8.3　モードフォルトエラー」で説明します。

なお、送受信の割り込みについては、「26.3.7　送信バッファエンプティ／受信バッファフル割り込み」

を参照してください。

表26.9 通常以外の転送の発生条件とRSPIのエラー検出機能

発生条件 RSPI動作 エラー検出

A 送信バッファフルの状態でSPDRレジスタを書き

込み

送信バッファ内容を保持

書き込みデータ欠落

なし

B スレーブモードで送信データをシフトレジスタに

セットしていない状態で、シリアル転送開始

前回シリアル転送時の受信データをシリアル送信 なし

C 受信バッファエンプティの状態でSPDRレジスタ

を読み出し

前回シリアル受信データを出力 なし

D 受信バッファフルの状態で、シリアル転送が終了 受信バッファ内容を保持

シリアル受信データ欠落

オーバランエラー検出

E 全二重同期式シリアル通信時にパリティ機能が有

効な状態で誤ったパリティビットを受信

パリティエラーフラグのアサート パリティエラー検出

F マルチマスタモードでシリアル転送アイドル時に

SSL0入力信号アサート

RSPICK、MOSI、SSL1～3出力信号のドライブ停止
RSPI動作が無効

モードフォルトエラー

検出

G マルチマスタモードでシリアル転送中にSSL0入
力信号アサート

シリアル転送を中断

送受信データ欠落

RSPCK、MOSI、SSL1～3出力信号のドライブ停止

RSPI動作が無効

モードフォルトエラー

検出

H スレーブモードでシリアル転送中にSSL0入力信

号がネゲート

シリアル転送中断

送受信データ欠落

MISO出力信号のドライブ停止

RSPI動作が無効

モードフォルトエラー

検出
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26.3.8.1 オーバランエラー

SPDR レジスタの受信バッファフル状態でシリアル転送が終了すると、RSPI はオーバランエラーを検出し

て SPSR.OVRF フラグを “1” にします。SPSR.OVRF フラグが “1” の状態では、RSPI はシフトレジスタの

データを受信バッファにコピーしないので、受信バッファにはエラー発生前のデータが保持されます。

SPSR.OVRF フラグを “0” にするためには、SPSR.OVRF フラグが “1” にセットされた状態の SPSR レジスタ

を読み出した後に、SPSR.OVRF フラグに “0” を書き込む必要があります。

図 26.24 に、SPSR.OVRF フラグの動作を示します。図 26.24 に記載した SPSR アクセスと SPDR アクセ

スは、それぞれ SPSR、SPDR レジスタへのアクセス状況を示しています。“I” はアイドル状態、“W” は書き

込みサイクル、“R” は読み出しサイクルを示しています。図 26.24 の例では、SPCMDm.CPHA ビットが

“1”、SPCMDm.CPOL ビットが “0” の設定で、RSPI が 8 ビットのシリアル転送を実行しています。RSPCK

波形の下に記載した数字は RSPCK サイクル数（＝転送ビット数）を示しています。（m = 0 ～ 7）

図 26.24 SPSR.OVRF フラグの動作例

以下に、図中の（1）～（4）に示したタイミングでのフラグの動作内容を説明します。

（1）受信バッファフル状態でシリアル転送が終了すると、RSPI がオーバランエラーを検出し、SPSR.OVRF

フラグを “1” にします。RSPI はシフトレジスタのデータを受信バッファにコピーしません。また、

SPCR2.SPPE ビットが “1” であっても、パリティエラーの検出は行いません。マスタモードの場合には、

SPSSR.SPECM[2:0] ビットに、SPCMDm レジスタに対するポインタの値をコピーします。（m = 0 ～ 7）

（2）SPDR レジスタを読み出すと、RSPI は受信バッファのデータを内部バスに出力します。受信バッファが

空になっても、SPSR.OVRF フラグは “0” になりません。

（3）SPSR.OVRF フラグが “1” の状態（オーバランエラー）でシリアル転送が終了した場合には、RSPI はシ

フトレジスタのデータを受信バッファにコピーしません。また、SPCR2.SPPE ビット “1” であってもパ

リティエラーの検出は行いません。マスタモードの RSPI の場合に、RSPI は SPSSR.SPECM[2:0] ビット

を更新しません。オーバランエラー発生状態で、シフトレジスタから受信バッファへ受信データをコ

ピーしなかった場合でも、シリアル転送が終了すると RSPI はシフトレジスタを空であると判定し、送

信バッファからシフトレジスタへのデータ転送は可能な状態になります。

（4）SPSR.OVRF フラグが “1” の状態で CPU が SPSR レジスタを読んだ後、CPU が SPSR.OVRF フラグに

“0” を書き込むと、RSPI は SPSR.OVRF フラグを “0” にします。

SPSR.OVRF

RSPCK

87654321 87654321

I

I

IR

I WR

(SPCMDm.CPHA=1、
SPCMDm.CPOL=0)

SPDRアクセス

SPSRアクセス
（CPU）

(1) (2) (3) (4)

（m = 0～7）
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オーバランの発生は、SPSR レジスタの読み出しあるいは RSPI エラー割り込みと SPSR レジスタの読み出

しによって確認できます。RSPI エラー割り込みを利用する場合には、SPCR.SPEIE ビットを “1” にしてくだ

さい。RSPI エラー割り込みを利用せずにシリアル転送を実行する場合には、SPDR レジスタの読み出し直後

に SPSR レジスタを読み出すなどの方法で、オーバランエラー発生を早期に検出できるように対処してくだ

さい。RSPI をマスタモードで使用する場合、SPSSR.SPECM[2:0] ビットを読み出すことで、エラー発生時の

SPCMDm レジスタに対するポインタ値を確認できます。

オーバランエラーが発生して SPSR.OVRF フラグが “1” になると、SPSR.OVRF フラグが “0” になるまでま

で正常な受信動作ができなくなります。SPSR.OVRF フラグを “0” にする条件は以下のとおりです。

[“0” になる条件 ]

 SPSR.OVRFフラグが“1”の状態のSPSRレジスタをCPUが読み出した後、CPUがSPSR.OVRFフラグに“0”

を書いたとき
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26.3.8.2 パリティエラー

SPCR.TXMD ビットが ”0”、SPCR2.SPPE ビットが ”1” の状態で全二重同期式シリアル通信を行い、転送が

終了すると、パリティエラーの判定を行います。RSPI は、受信データにパリティエラーを検出すると、

SPSR.PERF フラグを ”1” にします。SPSR.OVRF フラグが ”1” の状態では、RSPI はシフトレジスタのデータ

を受信バッファにコピーしないので、受信データに対するパリティエラーの検出は行いません。SPSR.PERF

フラグを “0” にするためには、SPSR.PERF フラグが ”1” の状態の SPSR レジスタを CPU が読み出した後に、

SPSR.PERF フラグに “0” を書く必要があります。

図 26.25 に、SPSR.OVRF フラグ、PERF フラグの動作を示します。図 26.25 に記載した “SPSR アクセス ”

は、SPSR レジスタへのアクセス状況を示しています。“I” はアイドル状態、“W” は書き込みサイクル、“R”

は読み出しサイクルを示しています。図 26.25 の例では、SPCR.TXMD ビットが ”0”、SPCR2.SPPE ビット

が “1” の状態で全二重同期式シリアル通信を行います。SPCMDm.CPHA ビットが ”1”、SPCMDm.CPOL が

”0” の設定で、RSPI が 8 ビットのシリアル転送を実行しています。RSPCK 波形の下に記載した数字は

RSPCK サイクル数（＝転送ビット数）を示しています。（m = 0 ～ 7）

図 26.25 SPSR.PERF フラグの動作例

以下に、図中の（1）～（3）に示したタイミングでのフラグの動作内容を説明します。

（1）RSPI がオーバランエラーを検出せず、シリアル転送が終了すると、シフトレジスタのデータを受信

バッファにコピーします。このとき、RSPI が受信データを判定し、パリティエラーを検出すると

SPSR.PERF フラグを “1” にします。マスタモードの場合には、RSPI は SPSSR.SPECM[2:0] ビットに、

SPCMDm レジスタに対するポインタの値をコピーします。（m = 0 ～ 7）

（2）SPSR.PERF フラグが “1” の状態で CPU が SPSR レジスタを読んだ後、CPU が SPSR.PERF フラグに “0”

を書くと、RSPI は SPSR.OVRF フラグを “0” にします。

（3）RSPI がオーバランエラーを検出し、シリアル転送が終了すると、シフトレジスタのデータを受信バッ

ファにコピーしません。この時、RSPI はパリティエラーの検出を行いません。

パリティエラーの発生は、SPSR レジスタの読み出し、あるいは RSPI エラー割り込みと SPSR レジスタの

読み出しによって確認できます。RSPI エラー割り込みを利用する場合には、SPCR.SPEIE ビットを “1” にし

てください。RSPI エラー割り込みを利用せずにシリアル転送を実行する場合には、SPSR レジスタを読み出

すなどの方法で、パリティエラー発生を早期に検出できるように対処してください。RSPI をマスタモード

で使用する場合、SPSSR.SPECM[2:0] ビットを読み出すことで、エラー発生時の SPCMDm レジスタに対す

るポインタ値を確認できます。

SPSR.PERF フラグを “0” にする条件は、以下の通りです。

[“0” になる条件 ]

 SPSR.PERF が “1” の状態の SPSR レジスタを CPU が読んだ後、SPSR.PERF フラグに “0” を書いたとき

SPSR.OVRF

SPSR.PERF

RSPCK

87654321 87654321

I I WR

(SPCMDm.CPHA=1、
SPCMDm.CPOL=0)

SPSRアクセス
（CPU）

(1) (2)
(3)

I

（m = 0～7）
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26.3.8.3 モードフォルトエラー

SPCR.MSTR ビットが “1”、SPCR.SPMS ビットが “0”、SPCR.MODFEN ビットが “1” の場合には、RSPI は

マルチマスタモードで動作します。マルチマスタモードの RSPI の SSL0 入力信号に対してアクティブレベ

ルが入力されると、シリアル転送状態にかかわらず、RSPI はモードフォルトエラーを検出して SPSR.MODF

フラグを “1” にします。モードフォルトエラーを検出すると、RSPI は SPSSR.SPECM[2:0] ビットに、

SPCMDm に対するポインタの値をコピーします。なお、SSL0 信号のアクティブレベルは、SSLP.SSL0P

ビットによって決定されます。（m = 0 ～ 7）

SPCR.MSTR ビットが “0” の場合には、RSPI はスレーブモードで動作します。スレーブモードの RSPI の

SPCR.MODFEN ビットが “1”、SPCR.SPMS ビットが “0” の場合、シリアル転送期間（有効データのドライブ

開始から 終有効データの取り込みまで）に SSL0 入力信号がネゲートされると、RSPI はモードフォルトエ

ラーを検出します。

RSPI はモードフォルトエラーを検出すると、出力信号のドライブ停止および SPCR.SPE ビットのクリア

を実施します（「26.3.9　RSPI の初期化」を参照）。マルチマスタ構成の場合には、モードフォルトエラー

を利用して出力信号のドライブと RSPI 機能を停止させ、マスタ権の解放を実現することが可能です。

モードフォルトエラーの発生は、SPSR レジスタの読み出し、あるいは RSPI エラー割り込みと SPSR レジ

スタの読み出しによって確認できます。RSPI エラー割り込みを利用する場合には、SPCR.SPEIE ビットを

“1” にしてください。RSPI エラー割り込みを利用せずにモードフォルトエラーを検出するためには、SPSR

レジスタをポーリングする必要があります。RSPI をマスタモードで使用する場合、SPSSR.SPECM[2:0] ビッ

トを読み出すことで、エラー発生時の SPCMDm レジスタに対するポインタ値を確認できます。

SPSR.MODF フラグが “1” の状態では、RSPI は CPU による SPCR.SPE ビットへの “1” の書き込みを無視

します。モードフォルトエラー検出後に RSPI 機能を有効にするためには、必ず SPSR.MODF フラグを “0”

にしてください。SPSR.MODF フラグを “0” にクリアする条件は以下のとおりです。

[“0” になる条件 ]

 SPSR.MODFフラグが“1”の状態のSPSRレジスタをCPUが読んだ後、SPSR.MODFフラグに“0”を書いたと

き
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26.3.9 RSPI の初期化

SPCR.SPE ビットに “0” を書いた場合、またはモードフォルトエラー検出により RSPI が SPCR.SPE ビット

を “0” にした場合には、RSPI は RSPI 機能を無効化し、モジュール機能の一部を初期化します。また、シス

テムリセットが発生した場合には、RSPI はモジュール機能をすべて初期化します。以下に、SPCR.SPE ビッ

トを “0” にすることによる初期化とシステムリセットによる初期化について説明します。

26.3.9.1 SPE ビットのクリアによる初期化

SPCR.SPE ビットを “0” にしたとき、RSPI は以下に示す初期化を実施します。

 実行中のシリアル転送を中断

 スレーブモードの場合、出力信号のドライブ停止（Hi-Z）

 RSPI 内部ステートの初期化

 RSPI 送信バッファを空にする

SPCR.SPE ビットを “0” にすることによる初期化では、RSPI の制御ビットは初期化されません。このた

め、CPU が再度 SPCR.SPE ビットを “1” にすれば初期化前と同じ転送モードで RSPI を起動できます。

SPSR.OVRF, MODF フラグの値は初期化されません。また、SPSSR レジスタの値も初期化されません。こ

のため、RSPI の初期化後も受信バッファのデータの読み出し、RSPI 転送時のエラー発生状況の確認が可能

です。

送信バッファは空の状態に初期化されます。このため、RSPI 初期化後に SPCR.SPTIE ビットを “1” にして

いると、RSPI 送信割り込みが発生します。CPU で RSPI を初期化する場合に、RSPI 送信割り込みを禁止す

るためには、SPCR.SPE ビットへの “0” 書き込みと同時に SPCR.SPTIE ビットにも “0” を書いてください。

モードフォルトエラー検出後の RSPI 送信割り込みを禁止するためには、エラー処理ルーチンで

SPCR.SPTIE ビットに “0” を書いてください。

26.3.9.2 システムリセット

システムリセットによる初期化では、「26.3.9.1　SPE ビットのクリアによる初期化」に記載の事項に加

え、RSPI 制御用の全ビットの初期化、ステータスビットの初期化、データレジスタの初期化が実施され、

RSPI が完全に初期化されます。



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 1186 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 26.  シリアルペリフェラルインタフェース（RSPI）

26.3.10 SPI 動作

26.3.10.1 マスタモード動作

シングルマスタモード動作とマルチマスタモード動作の違いは、モードフォルトエラー検出（「26.3.8　

エラー検出」を参照）のみです。シングルマスタモードの RSPI ではモードフォルトエラーを検出しません。

マルチマスタモードの RSPI ではモードフォルトエラーを検出します。本節では、シングル／マルチマスタ

モードで共通する動作について説明します。

(1) シリアル転送の開始

RSPI 送信バッファが空きの（次転送のデータがセットされていない）状態で、SPDR レジスタへデータを

書き込むと、RSPI は SPDR レジスタの送信バッファのデータを更新します。SPDR レジスタへの書き込みに

よって、シフトレジスタが空の場合には、RSPI は送信バッファのデータをシフトレジスタにコピーしてシ

リアル転送を開始します。RSPI は、シフトレジスタに送信データをコピーするとシフトレジスタのステー

タスをフルに変更し、シリアル転送が終了するとシフトレジスタのステータスを空に変更します。シフトレ

ジスタのステータスを CPU から参照することはできません。

なお、RSPI の転送フォーマットの詳細については「26.3.4　転送フォーマット」を参照してください。

SSL 出力端子の極性は、SSLP レジスタの設定値に依存します。

(2) シリアル転送の終了

SPCMDm.CPHA ビットにかかわらず、RSPI は 終サンプリングタイミングに対応する RSPCK エッジを

送出するとシリアル転送を終了します。受信バッファに空きがある場合には、シリアル転送終了後にシフト

レジスタから SPDR レジスタの受信バッファにデータをコピーします。

なお、 終サンプリングタイミングは転送データのビット長に依存して変化します。マスタモードの

RSPI のデータ長は、SPCMDm.SPB[3:0] ビットの設定値に依存します。SSL 出力端子の極性は、SSLP レジ

スタの設定値に依存します。RSPI の転送フォーマットの詳細については「26.3.4　転送フォーマット」を参

照してください。（m = 0 ～ 7）
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(3) シーケンス制御

マスタモード時の転送フォーマットは、SPSCR レジスタ、SPCMDm レジスタ、SPBR レジスタ、SPCKD

レジスタ、SSLND レジスタ、SPND レジスタによって決定されます。

SPSCR レジスタは、マスタモードの RSPI で実行するシリアル転送のシーケンス構成を決定するためのレ

ジスタです。SPCMDm レジスタには、SSL 端子の出力信号値、MSB ／ LSB ファースト、データ長、ビット

レート設定の一部、RSPCK 極性／位相、SPCKD レジスタの参照要否、SSLND レジスタの参照要否、SPND

レジスタの参照要否が設定されています。SPBR レジスタにはビットレート設定の一部、SPCKD レジスタに

は RSPI クロック遅延値、SSLND レジスタには SSL ネゲート遅延、SPND レジスタには RSPI 次アクセス遅

延値が設定されています。

RSPI は、SPSCR レジスタに設定されたシーケンス長に従って、SPCMDm レジスタの一部／全部からなる

シーケンスを構成します。RSPI には、シーケンスを構成している SPCMDm レジスタに対するポインタが存

在します。このポインタの値は、SPSSR.SPCP[2:0] ビットを読むことによって CPU から確認可能です。

SPCR.SPE ビットを “1” にして RSPI 機能を有効にすると、RSPI はコマンドに対するポインタを SPCMD0 レ

ジスタにセットし、シリアル転送の開始時に SPCMD0 レジスタの設定内容を転送フォーマットに反映しま

す。RSPI は、各データ転送の次アクセス遅延期間が終了するたびにポインタをインクリメントします。

シーケンスを構成している 終コマンドに対応するシリアル転送が終了すると、RSPI はポインタを

SPCMD0 レジスタにセットするので、シーケンスは繰り返し実行されます。（m = 0 ～ 7）

図 26.26 マスタモードでのシリアル転送方式の決定方法（SPI 動作）
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(4) バースト転送

RSPI が現在のシリアル転送で参照している SPCMDm.SSLKP ビット（m = 0 ～ 7）が “1” の場合には、

RSPI はシリアル転送中の SSL 信号レベルを次のシリアル転送の SSL 信号アサート開始まで保持します。次

のシリアル転送での SSL 信号レベルが、現在のシリアル転送での SSL 信号レベルと同じであれば、RSPI は

SSL 信号アサート状態を保持したまま連続的にシリアル転送を実行することができます（バースト転送）。

図 26.27 に、SPCMD0、SPCMD1 レジスタの設定を使用してバースト転送を実現した場合の SSL 信号動

作例を示します。図 26.27 に記載した（1）～（7）の RSPI 動作内容について、以下に説明します。なお、

SSL 出力信号の極性は、SSLP レジスタの設定値に依存します。

（1）SPCMD0 レジスタに従った SSL 信号のアサートと RSPCK 遅延の挿入を実施します。

（2）SPCMD0 レジスタに従ったシリアル転送を実行します。

（3）SSL ネゲート遅延を挿入します。

（4）SPCMD0.SSLKP ビットが “1” であるため、SPCMD0 レジスタでの SSL 信号値を保持します。この期間

は、 短の場合には SPCMD0 レジスタの次アクセス遅延と同じだけ継続されます。 短期間を経過後

にシフトレジスタが空の場合には、次転送のための送信データがシフトレジスタに格納されるまで、こ

の期間を継続します。

（5）SPCMD1 レジスタに従った SSL 信号のアサートと RSPCK 遅延の挿入を実施します。

（6）SPCMD1 レジスタに従ったシリアル転送を実行します。

（7）SPCMD1.SSLKP ビットが “0” であるため、SSL 信号をネゲートします。また、SPCMD1 レジスタに

従った次アクセス遅延が挿入されます。

図 26.27 SPCMDm.SSLKP ビットを利用したバースト転送動作の例（m = 0 ～ 7）

SPCMDm.SSLKP ビットを “1” にした SPCMDm レジスタでの SSL 信号出力設定と、次転送で使用する

SPCMDm レジスタでの SSL 信号出力設定が異なる場合、RSPI は次転送のコマンドに対応した SSL 信号の

アサート時（図 26.27 の（5））に SSL 信号状態を切り替えます。このような SSL 信号の切り替えが発生し

た場合、MISO をドライブするスレーブが競合して信号レベルの衝突が発生する可能性があるので注意して

ください。

マスタモードの RSPI は、SPCMDm.SSLKP ビットを使用しない場合の SSL 信号動作をモジュール内部で

参照しています。SPCMDm.CPHA ビットが “0” の場合でも、RSPI は内部で検出した次転送の SSL 信号のア

サートを使用してシリアル転送を正確に開始できます。このため、マスタモードのバースト転送は、

SPCMDm.CPHA ビットの設定値にかかわらず実行できます（「26.3.10.2　スレーブモード動作」を参照）。

RSPCK

SSL

( CPHA = 1、
CPOL = 0)

(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7)
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(5) RSPCK 遅延（t1）

マスタモードの RSPI の RSPCK 遅延値は、SPCMDm.SCKDEN ビット（m = 0 ～ 7）の設定と SPCKD レジ

スタの設定に依存します。RSPI は、シリアル転送で参照する SPCMDm レジスタをポインタ制御によって決

定し、選択した SPCMDm.SCKDEN ビットと SPCKD レジスタを使用して、表 26.10 のようにシリアル転送

時の RSPCK 遅延値を決定します。なお、RSPCK 遅延の定義については、「26.3.4　転送フォーマット」を

参照してください。

【記号説明】m ＝ 0 ～ 7

(6) SSL ネゲート遅延（t2）

マスタモードの RSPI の SSL ネゲート遅延値は、SPCMDm.SLNDEN ビット（m = 0 ～ 7）の設定と SSLND

レジスタの設定に依存します。RSPI は、シリアル転送で参照する SPCMDm レジスタをポインタ制御によっ

て決定し、選択した SPCMDm.SLNDEN ビットと SSLND レジスタを使用して、表 26.11 のようにシリアル

転送時の SSL ネゲート遅延値を決定します。なお、SSL ネゲート遅延の定義については、「26.3.4　転送

フォーマット」を参照してください。

【記号説明】m ＝ 0 ～ 7

表26.10 SPCMDm.SCKDENビット、SPCKDレジスタとRSPCK遅延値の関係

SPCMDm.SCKDENビット SPCKD.SCKDL[2:0]ビット RSPCK遅延値

0 000b～111b 1RSPCK

1 000b 1RSPCK

001b 2RSPCK

010b 3RSPCK

011b 4RSPCK

100b 5RSPCK

101b 6RSPCK

110b 7RSPCK

111b 8RSPCK

表26.11 SPCMDm.SCKDENビット、SSLNDレジスタとSSLネゲート遅延値の関係

SPCMDm.SLNDENビット SSLND.SLNDL[2:0]ビット SSLネゲート遅延値

0 000b～111b 1RSPCK

1 000b 1RSPCK

001b 2RSPCK

010b 3RSPCK

011b 4RSPCK

100b 5RSPCK

101b 6RSPCK

110b 7RSPCK

111b 8RSPCK
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(7) 次アクセス遅延（t3）

マスタモードの RSPI の次アクセス遅延は、SPCMDm.SPNDEN ビット（m = 0 ～ 7）の設定と SPND レジ

スタの設定に依存します。RSPI は、シリアル転送で参照する SPCMDm レジスタをポインタ制御によって決

定し、選択した SPCMDm.SPNDEN ビットと SPND レジスタを使用して、表 26.12 のようにシリアル転送時

の RSPCK 遅延を決定します。なお、次アクセス遅延の定義については、「26.3.4　転送フォーマット」を参

照してください。

【記号説明】m ＝ 0 ～ 7

表26.12 SPCMDm.SPNDENビット、SPNDレジスタと次アクセス遅延値の関係

SPCMDm.SPNDENビット SPND.SPNDL[2:0]ビット 次アクセス遅延値

0 000b～111b 1RSPCK＋2PCLK

1 000b 1RSPCK＋2PCLK

001b 2RSPCK＋2PCLK

010b 3RSPCK＋2PCLK

011b 4RSPCK＋2PCLK

100b 5RSPCK＋2PCLK

101b 6RSPCK＋2PCLK

110b 7RSPCK＋2PCLK

111b 8RSPCK＋2PCLK
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(8) 初期化フロー

図 26.28 に、SPI 動作時、RSPI をマスタモードで使用する場合の初期化フローの例を示します。なお、割

り込みコントローラ、DTC、入出力ポートの設定方法については各ブロックの説明を参照してください。

図 26.28 マスタモード時の初期化フロー例（SPI 動作）

RSPI端子制御レジスタ

（SPPCR）の設定

RSPIビットレートレジスタ
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マスタモード
初期設定終了

・SSL 信号レベルの設定
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・SSL ネゲート遅延イネーブルの設定

・次アクセス遅延イネーブルの設定

・MSB／LSB ファーストの設定

・データ長の設定

・転送ビットレートの設定
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・SSLネゲート遅延値の設定

（DTC使用時）

・マスタモードの設定

・割り込みマスクの設定

・RSPI のモード設定

RSPI制御レジスタ2（SPCR2）
の設定

・パリティ機能の設定
・割り込みマスクの設定

RSPI制御レジスタ

（SPCR）のリード



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 1192 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 26.  シリアルペリフェラルインタフェース（RSPI）

(9) 転送動作フロー

図 26.29 に、SPI 動作時、マスタモードの RSPI の転送動作フローを示します。

図 26.29 マスタモード時の転送動作フロー（SPI 動作）

送信データのコピー

送信バッファ シフトレジスタ
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転送動作終了

コマンドポインタを
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（SPSSR）のSPECM[2:0]にコピー

注. マルチマスタの場合に 、SSL0 入力信号がアサートされると、 RSPI はハードウェアの状態に

かかわらずモードフォルトエラーを検出します 。
エラー検出時に、 RSPI はコマンドポインタをRSPI シーケンスステータスレジスタ（SPSSR）

のSPECM[2:0] にコピーします。
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オーバラン／パリ
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26.3.10.2 スレーブモード動作

(1) シリアル転送の開始

SPCMD0.CPHA ビットが “0” の場合、RSPI は SSL0 入力信号のアサートを検出すると、MISO 出力信号へ

の有効データのドライブを開始する必要があります。このため、SPCMD0.CPHA ビットが “0” の場合には、

SSL0 入力信号のアサートがシリアル転送開始のトリガになります。

SPCMD0.CPHA ビットが “1” の場合には、RSPI は SSL0 入力信号のアサート状態で 初の RSPCK エッジ

を検出すると、MISO 出力信号への有効データのドライブを開始する必要があります。このため、

SPCMD0.CPHA ビットが “1” の場合には、SSL0 信号アサート状態における 初の RSPCK エッジがシリアル

転送開始のトリガになります。

RSPI は、シフトレジスタが空の状態でシリアル転送の開始を検出した場合、シフトレジスタの状態をフ

ルに変更し、シリアル転送中に送信バッファからシフトレジスタにデータがコピーできないようにします。

シリアル転送の開始よりも前にシフトレジスタがフルであった場合、RSPI はシフトレジスタの状態をフル

のまま変更しません。

SPCMD0.CPHA ビットの設定に依存せず、RSPI が MISO 出力信号のドライブを開始するタイミングは、

SSL0 信号アサートタイミングです。SPCMD0.CPHA ビットの設定によって、RSPI が出力するデータの有効

／無効が異なります。

なお、RSPI の転送フォーマットの詳細については、「26.3.4　転送フォーマット」を参照してください。

SSL0 入力信号の極性は、SSLP.SSL0P ビットの設定値に依存します。

(2) シリアル転送の終了

SPCMD0.CPHA ビットにかかわらず、RSPI は 終サンプリングタイミングに相当する RSPCK エッジを検

出するとシリアル転送を終了します。受信バッファに空きがある場合には、シリアル転送の終了後に、RSPI

はシフトレジスタから SPDR レジスタの受信バッファに受信データをコピーします。また、RSPI はシリア

ル転送の終了後にシフトレジスタの状態を空に変更します。シリアル転送開始からシリアル転送終了の間に

RSPI が SSL0 入力信号のネゲートを検出するとモードフォルトエラーが発生します（「26.3.8　エラー検出」

を参照）。

なお、 終サンプリングタイミングは転送データのビット長に依存して変化します。スレーブモードの

RSPI のデータ長は SPCMD0.SPB[3:0] ビットの設定値に依存します。SSL0 入力信号の極性は、SSLP.SSL0P

ビットの設定値に依存します。RSPI の転送フォーマットの詳細については、「26.3.4　転送フォーマット」

を参照してください。

(3) シングルスレーブ時の注意点

SPCMD0.CPHA ビットが “0” の場合には、RSPI は SSL0 入力信号のアサートエッジを検出するとシリアル

転送を開始します。図 26.5 の例に示したような構成で RSPI をシングルスレーブで使用する場合には、

SSL0 入力信号が常にアクティブ状態に固定されるため、SPCMD0.CPHA ビットを “0” にした RSPI ではシリ

アル転送を正しく開始できません。SSL0 入力信号をアクティブ状態に固定する構成で、スレーブモード

RSPI の送受信を正しく実行するためには、SPCMD0.CPHA ビットを “1” にしてください。SPCMD0.CPHA

ビットを “0” にする必要がある場合には、SSL0 入力信号を固定しないでください。

(4) バースト転送

SPCMD0.CPHA ビットが “1” の場合には、SSL0 入力信号のアサート状態を保持したままで連続的なシリ

アル転送（バースト転送）を実行することが可能です。SPCMD0.CPHA ビットが “1” の場合には、SSL0 入

力信号アクティブ状態における 初の RSPCK エッジから 終ビット受信のためのサンプリングタイミング

までが、シリアル転送期間に相当します。SSL0 入力信号がアクティブレベルのままであっても、アクセス

の開始を検出可能であるので、バースト転送に対応可能です。

SPCMD0.CPHA ビットが “0” の場合には、バースト転送の 2 回目以降のシリアル転送を正しく実行できません。
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(5) 初期化フロー

図 26.30 に、SPI 動作時、RSPI をスレーブモードで使用する場合の初期化フローの例を示します。なお、

割り込みコントローラ、DTC、入出力ポートの設定方法については各ブロックの説明を参照してください。

図 26.30 スレーブモード時の初期化フロー例（SPI 動作）
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・データ長の設定
・クロック位相の設定
・クロック極性の設定

・スレーブモードの設定
・モードフォルトエラー検出の設定
・割り込みマスクの設定
・RSPI のモード設定

・パリティ機能の設定
・割り込みマスクの設定

RSPI制御レジスタ2
（SPCR2）の設定

RSPI制御レジスタ
（SPCR）のリード



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 1195 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 26.  シリアルペリフェラルインタフェース（RSPI）

(6) 転送動作フロー（SPCMD0.CPHA ビット＝ 0）

図 26.31 に、SPI 動作時の SPCMD0.CPHA ビットを “0” にしたスレーブモードの RSPI の転送動作フロー

を示します。

図 26.31 スレーブモード時の転送動作フロー（SPCMD0.CPHA ビット＝ 0）（SPI 動作）
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(7) 転送動作フロー（SPCMD0.CPHA ビット＝ 1）

図 26.32 に、SPI 動作時、SPCMD0.CPHA ビットを “1”、SPCR.MODFEN ビットを 1 にしたスレーブモー

ドの RSPI の転送動作フローを示します。MODFEN ビットを “0” にした状態でシリアル転送を開始し、

RSPCK サイクル数がデータ長より短い状態で SSL0 入力レベルがネゲートされた場合、以降の動作は保証さ

れません。

図 26.32 スレーブモード時の転送動作フロー（SPCMD0.CPHA ＝ 1）（SPI 動作）
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26.3.11 クロック同期式動作

RSPI は、SPCR.SPMS ビットが “1” であるとき、クロック同期式動作となります。クロック同期式動作

は、SSL 端子を使用せず、RSPCK、MOSI、MISO の 3 本の端子を用いて通信を行い、SSL 端子は I/O ポー

トとして使用することができます。

クロック同期式動作は、SSL 端子を使用せず通信を行いますが、モジュール内部の動作は SPI 動作と同様

の動作を行います。マスタ動作、スレーブ動作において、SPI 動作時と同様のフローで通信を行うことがで

きますが、SSL 端子を使用しませんので、モードフォルトエラーの検出を行いません。

また、クロック同期式動作では、スレーブモード時（SPCR.MSTR=0）に SPCMDm.CPHA ビット（m = 0

～ 7）を “0” にした場合の動作について保証していません。

26.3.11.1 マスタモード動作

(1) シリアル転送の開始

送信バッファが空の（次転送のデータがセットされていない）状態で SPDR レジスタへデータを書くと、

RSPI は SPDR レジスタの送信バッファのデータを更新します。SPDR レジスタへの書き込みによってシフト

レジスタが空の場合には、RSPI は送信バッファのデータをシフトレジスタにコピーしてシリアル転送を開

始します。RSPI は、シフトレジスタに送信データをコピーするとシフトレジスタのステータスをフルに変

更し、シリアル転送が終了するとシフトレジスタのステータスを空に変更します。シフトレジスタのステー

タスを CPU から参照することはできません。

なお、RSPI の転送フォーマットの詳細については、「26.3.4　転送フォーマット」を参照してください。

(2) シリアル転送の終了

RSPI はサンプリングタイミングに対応する RSPCK エッジを送出するとシリアル転送を終了します。受信

バッファに空きがある場合には、シリアル転送終了後にシフトレジスタから SPDR レジスタの受信バッファ

にデータをコピーします。

なお、 終サンプリングタイミングは転送データのビット長に依存して変化します。マスタモードの

RSPI のデータ長は、SPCMDm.SPB[3:0] ビット（m = 0 ～ 7）の設定値に依存します。

RSPI の転送フォーマットの詳細については、「26.3.4　転送フォーマット」を参照してください。
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(3) シーケンス制御

マスタモード時の転送フォーマットは、SPSCR レジスタ、SPCMDm レジスタ、SPBR レジスタ、SPCKD

レジスタ、SSLND レジスタ、SPND レジスタによって決定されます。クロック同期式動作時は、SSL 信号

の出力を行いませんが、これらの設定は有効です。

SPSCR レジスタは、マスタモードの RSPI で実行するシリアル転送のシーケンス構成を決定するためのレ

ジスタです。SPCMDm レジスタには、SSL 出力信号値、MSB ／ LSB ファースト、データ長、ビットレート

設定の一部、RSPCK 極性／位相、SPCKD レジスタの参照要否、SSLND レジスタの参照要否、SPND レジス

タの参照要否が設定されています。SPBR レジスタにはビットレート設定の一部、SPCKD レジスタには

RSPI クロック遅延値、SSLND レジスタには SSL ネゲート遅延、SPND レジスタには次アクセス遅延値が設

定されています。

RSPI は、SPSCR レジスタに設定されたシーケンス長に従って、SPCMDm レジスタの一部／全部からなる

シーケンスを構成します。RSPI には、シーケンスを構成している SPCMDm レジスタに対するポインタが存

在します。このポインタの値は、SPSSR.SPCP[2:0] ビットの読み出しによって CPU から確認可能です。

SPCR.SPE ビットを “1” にして RSPI 機能を有効にすると、RSPI はコマンドに対するポインタを SPCMD0 に

セットし、シリアル転送の開始時に SPCMD0 の設定内容を転送フォーマットに反映します。RSPI は、各

データ転送の次アクセス遅延期間が終了するたびにポインタをインクリメントします。シーケンスを構成し

ている 終コマンドに対応するシリアル転送が終了すると、RSPI はポインタを SPCMD0 にセットするの

で、シーケンスは繰り返し実行されます。

図 26.33 マスタモードでのシリアル転送方式の決定方法（クロック同期式動作）
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(4) 初期化フロー

図 26.34 に、クロック同期式動作時の RSPI をマスタモードで使用する場合の初期化フローの例を示しま

す。なお、割り込みコントローラ、DTC、入出力ポートの設定方法については、各ブロックの説明を参照し

てください。

図 26.34 マスタモード時の初期化フロー例（クロック同期式動作）
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(5) 転送動作フロー

図 26.35 に、クロック同期式動作時、マスタモードの転送動作フローを示します。

図 26.35 マスタモード時の転送動作フロー（クロック同期式動作）
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26.3.11.2 スレーブモード動作

(1) シリアル転送の開始

RSPI は、SPCR.SPMS ビットが “1” であるとき、 初の RSPCK エッジがシリアル転送開始のトリガにな

ります。

RSPI は、シフトレジスタが空の状態でシリアル転送の開始を検出した場合、シフトレジスタの状態をフ

ルに変更し、シリアル転送中に送信バッファからシフトレジスタにデータがコピーできないようにします。

シリアル転送の開始よりも前にシフトレジスタがフルであった場合、RSPI はシフトレジスタの状態をフル

のまま変更しません。

SPCR.SPMS ビットが “1” であるときは、RSPI は MISO 出力信号を常にドライブします。

なお、RSPI の転送フォーマットの詳細については「26.3.4　転送フォーマット」を参照してください。た

だし、クロック同期式動作時は SSL0 入力信号を使用しません。

(2) シリアル転送の終了

RSPI は 終サンプリングタイミングに相当する RSPCK エッジを検出するとシリアル転送を終了します。

受信バッファに空きがある場合には、シリアル転送の終了後に、RSPI はシフトレジスタから SPDR レジス

タの受信バッファに受信データをコピーします。また、RSPI はシリアル転送の終了後にシフトレジスタの

状態を空に変更します。なお、 終サンプリングタイミングは転送データのビット長に依存して変化しま

す。スレーブモードの RSPI のデータ長は SPCMD0.SPB[3:0] ビットの設定値に依存します。RSPI の転送

フォーマットの詳細については、「26.3.4　転送フォーマット」を参照してください。
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(3) 初期化フロー

図 26.36 に、クロック同期式動作時の RSPI をスレーブモードで使用する場合の初期化フローの例を示し

ます。なお、割り込みコントローラ、DTC、入出力ポートの設定方法については、各ブロックの説明を参照

してください。

図 26.36 スレーブモード時の初期化フロー例（クロック同期式動作）

RSPIデータコントロール
レジスタ（SPDCR）の設定

RSPIコマンドレジスタ0
（SPCMD0）の設定

入出力ポートの設定

RSPI制御レジスタ
（SPCR）の設定

割り込みコントローラの設定

DTCの設定

スレーブモード
初期設定開始

スレーブモード
初期設定終了

・使用するフレーム数の設定

（割り込み使用時）

（DTC 使用時）

・MSB／LSB ファーストの設定
・データ長の設定
・クロック位相の設定
・クロック極性の設定

・スレーブモードの設定
・割り込みマスクの設定
・RSPI のモード設定

RSPI制御レジスタ2（SPCR2）
の設定

・パリティ機能の設定
・割り込みマスクの設定

RSPI制御レジスタ
（SPCR）のリード



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 1203 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 26.  シリアルペリフェラルインタフェース（RSPI）

(4) 転送動作フロー

図 26.37 に、クロック同期式動作時の RSPI の転送動作フローを示します。

図 26.37 スレーブモード時の転送動作フロー（SPCMDm.CPHA ＝ 1）（クロック同期式動作）
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26.3.12 エラー処理

図 26.38 ～図 26.40 に、RSPI のエラー処理を示します。マスタモード、スレーブモードで発生したエ

ラーは、以下のエラー処理を行うことでエラー状態から復帰できます。

図 26.38 エラー処理（オーバランエラー）
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図 26.39 エラー処理（パリティエラー）

図 26.40 エラー処理（モードフォルトエラー）
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26.3.13 ループバックモード

ループバックモードは CPU が SPPCR.SPLP2 ビットまたは SPLP ビットに “1” を書くと、RSPI は

SPCR.MSTR ビットが “1” ならば、MISO 端子とシフトレジスタ間を、SPCR.MSTR ビットが “0” ならば、

MOSI 端子とシフトレジスタ間の経路を遮断し、シフトレジスタの入力経路と出力経路を接続します。ま

た、SPCR.MSTR ビットが “1” ならば、MOSI 端子とシフトレジスタ間を、SPCR.MSTR ビットが “0” なら

ば、MISO 端子とシフトレジスタ間の経路を遮断しません。

ループバックモードでシリアル転送を実行すると、RSPI の送信データまたは送信データの反転が RSPI の

受信データになります。

表 26.13 に SPPCR.SPLP2,SPLP ビットの設定と受信データの関係を示します。また、図 26.41 に、マスタ

モードの RSPI をループバックモード（SPPCR.SPLP2 ＝ 0、SPPCR.SPLP ＝ 1）にした場合のシフトレジスタ

入出力経路の構成を示します。

図 26.41 ループバックモード時のシフトレジスタ入出力構成（マスタモード）

表26.13 SPPCR.SPLP2ビット、SPLPビットの設定と受信データ

SPPCR.SPLP2ビット SPPCR.SPLPビット 受信データ

0 0 MOSI端子またはMISO端子からの入力データ

0 1 送信データの反転

1 0 送信データ

1 1 送信データ

MOSI

MISO

シフトレジスタ

セレクタ

マスタ

スレーブ

通常

マスタ通常

ループバック

ループバック2

スレーブループバック

ループバック2

ループバック

通常

ループバック2
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26.3.14 パリティビット機能の自己判断

パリティ回路は、送信データに対するパリティ付加部と受信データに対するエラー検出部で構成されま

す。パリティ回路のパリティ付加部とエラー検出部の故障を検出するために、図 26.42 に示すフローに従

い、パリティ回路の自己診断を行います。

図 26.42 パリティ回路の自己判断フロー

パリティ回路の自己診断開始

送信データに正しくパリティ
ビットを付加して転送

送信データに誤ったパリティ
ビットを付加して転送

正常動作時のパリティあり

ループバック動作

送信データレジスタに
格納されるデータの確認

正常終了パリティ回路に故障なし
異常終了

パリティ付加部に故障あり
エラー検出部に故障なし

異常終了

エラー検出部に故障あり

全二重同期式シリアル通信（SPCR.TXMD=0）

パリティ自己診断機能有効（SPCR2.PTE=1）

パリティ機能有効（SPCR2.SPPE=1）

ループバック動作（SPPCR.SPLP2=1）

パリティエラーあり

パリティエラーなし

パリティエラーなし

パリティエラーあり

パリティ自己診断機能無効（SPCR2.PTE=0）

パリティエラーあり

パリティエラーなし

正しいパリティビットが
付加されている

誤ったパリティビットが
付加されている
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26.3.15 割り込み要因

RSPI の割り込み要因には、受信バッファフル、送信バッファエンプティ、モードフォルト、RSPI アイド

ルがあります。また、受信バッファフル、送信バッファエンプティの割り込み要求で DTC を起動し、デー

タ転送を行うことができます。

表 26.14 に、RSPI の割り込み要因を示します。表 26.14 に示す割り込み条件が成立すると、割り込みが

発生します。データ転送で割り込み要因をクリアしてください。

DTC を使って送受信を行う場合は、必ず先に DTC を設定し、許可状態にしてから RSPI の設定を行って

ください。DTC の設定方法は「14.　データトランスファコントローラ（DTC）」を参照してください。

26.4 使用上の注意事項

26.4.1 マスタモードにおけるパリティ機能有効時の送信動作

マスタモードでパリティ機能が有効であるときに付加した送信動作を行う場合、各コマンドレジスタの下

記設定をすべて同じ値にしてください。

 コマンドレジスタの転送ビット長の設定

 コマンドレジスタの MSB ファースト／ LSB ファーストの設定

表26.14 RSPIの割り込み要因

割り込み要因 略称 割り込み条件 DTC起動

受信バッファフル SPRI0 (sprie=1)・(受信バッファフル) ○

送信バッファエンプティ SPTI0 (sptie=1)・(送信バッファエンプティ ) ○

モードフォルト
オーバラン

パリティエラー

SPEI0 (speie=1)・{(modf=1)｜ (ovrf=1)｜ (perf=1)} —

RSPIアイドル SPII0 (spiie=1)・(idlnf=0) —
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27. LIN モジュール（LIN）

27.1 概要

LIN モジュールは LIN Specification Package Revision 1.3、2.0、2.1 に対応したハードウェア LIN 通信コント

ローラで、フレーム通信とエラー判定を自動で行います。1 チャネルのマスタコントローラが内蔵されてい

ます。

表 27.1 に LIN モジュールの仕様、図 27.1 に LIN モジュールのブロック図を示します。

注1. 同一レジスタで設定するため、インタバイトスペース（ヘッダ）＝レスポンススペースとなります。

注2. ウェイクアップ受信は、入力信号Low幅カウントを示します。

表27.1 LINモジュールの仕様

項目 仕様

プロトコル LIN Specification Package Revision 1.3、2.0、2.1

チャネル数 1チャネル（LINマスタ）

フレーム構成可変  送信ブレーク幅：13～28 Tbit
 送信ブレークデリミタ幅：1～4 Tbit
 インタバイトスペース（ヘッダ）：0 ～ 7 Tbit（Syncフィールドと IDフィールド間のスペース）（注1）

 レスポンススペース：0～7 Tbit（注1）

 インタバイトスペース：0 ~ 3 Tbit（レスポンス領域内のデータバイト間のスペース）
 ウェイクアップ：1～16 Tbit

チェックサム  送受信ともに自動演算

 クラシックまたはエンハンス選択可能

（フレームごとに変更可能）

レスポンスフィールドデー

タバイト数

0～8バイト可変

フレーム送信方法  ヘッダとレスポンスを1つの送信開始要求により送信するモード
 ヘッダとレスポンスを別々の送信開始要求により送信するモード（フレームセパレートモード）

ウェイクアップ送受信 LINウェイクアップモードで使用可能
 ウェイクアップ送信機能（1～16 Tbit）
 ウェイクアップ受信

入力信号Low幅カウント機能

ステータス  フレーム／ウェイクアップ送信完了
 ヘッダ送信完了

 フレーム／ウェイクアップ受信完了（注2）

 データ1受信完了
 エラー検出

 動作モード
（LINリセットモード、LINウェイクアップモード、LIN動作モード、LINセルフテストモード）

エラーステータス  ビットエラー
 チェックサムエラー

 フレームタイムアウトエラー
 フィジカルバスエラー

 フレーミングエラー

ボーレート選択 ボーレートジェネレータでLIN仕様のボーレートを生成可能

テストモード ユーザ評価用セルフテストモード

割り込み機能  フレーム／ウェイクアップ送信完了
 フレーム／ウェイクアップ受信完了（注2）

 エラー検出
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図 27.1 LIN モジュールブロック図

 LTX、LRX ：LIN モジュールの入出力端子です。

 ボーレートジェネレータ ：LIN の通信クロックを生成します。

 LIN 共通レジスタ ：LIN モジュール共通のレジスタです。

 割り込み制御回路 ：LIN モジュールによって生成される割り込み要求を制御します。

　　　　    LIN 割り込みがあります。

表 27.2 に LIN モジュールで使用する入出力端子を示します。

表27.2 LINモジュールの入出力端子

モジュールシンボル 端子名 入出力 機能

LIN0 LRX 入力 LIN通信機能の入力端子

LTX 出力 LIN通信機能の出力端子

LINiプロトコル

コントローラ

LIN割り込み

LTX

LRX

ボーレートジェネレータ

LIN共通レジスタ

デ
ー

タ
バ

ス

LIN専用レジスタ

割り込み制御回路

LIN通信クロック源（注1）

fbfa fdfc

LCKS

注1. LIN通信クロック源については、「8. クロック発生回路」を参照してください。
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27.2 レジスタの説明

表 27.3 に LIN モジュールのレジスタ一覧を示します。

表27.3 LINモジュールのレジスタ一覧

モジュール

シンボル
レジスタ名 シンボル リセット後の値 アドレス アクセスサイズ

LIN0 LINウェイクアップボーレート選択レジスタ LWBR 00h 0009 4001h 8

LINボーレートプリスケーラ0レジスタ LBRP0 00h 0009 4002h 8、16

LINボーレートプリスケーラ1レジスタ LBRP1 00h 0009 4003h 8、16

LINセルフテスト制御レジスタ LSTC 00h 0009 4004h 8

モードレジスタ L0MD 00h 0009 4008h 8、16、32

ブレークフィールド設定レジスタ L0BRK 00h 0009 4009h 8、16、32

スペース設定レジスタ L0SPC 00h 0009 400Ah 8、16、32

ウェイクアップ設定レジスタ L0WUP 00h 0009 400Bh 8、16、32

割り込み許可レジスタ L0IE 00h 0009 400Ch 8、16

エラー検出許可レジスタ L0EDE 00h 0009 400Dh 8、16

制御レジスタ L0C 00h 0009 400Eh 8

送信制御レジスタ L0TC 00h 0009 4010h 8、16、32

モードステータスレジスタ L0MST 00h 0009 4011h 8、16、32

ステータスレジスタ L0ST 00h 0009 4012h 8、16、32

エラーステータスレジスタ L0EST 00h 0009 4013h 8、16、32

レスポンスフィールド設定レジスタ L0RFC 00h 0009 4014h 8、16

IDバッファレジスタ L0IDB 不定 0009 4015h 8、16

チェックサムバッファレジスタ L0CBR 不定 0009 4016h 8

データ1バッファレジスタ L0DB1 不定 0009 4018h 8、16、32

データ2バッファレジスタ L0DB2 不定 0009 4019h 8、16、32

データ3バッファレジスタ L0DB3 不定 0009 401Ah 8、16、32

データ4バッファレジスタ L0DB4 不定 0009 401Bh 8、16、32

データ5バッファレジスタ L0DB5 不定 0009 401Ch 8、16、32

データ6バッファレジスタ L0DB6 不定 0009 401Dh 8、16、32

データ7バッファレジスタ L0DB7 不定 0009 401Eh 8、16、32

データ8バッファレジスタ L0DB8 不定 0009 401Fh 8、16、32
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27.2.1 LIN ウェイクアップボーレート選択レジスタ（LWBR）

LWBR レジスタは LIN リセットモードのときに設定してください。

LWBR0 ビット（ウェイクアップボーレート選択モードビット）

LIN Specification Package Revision 1.3 使用時は、LWBR レジスタの LWBR0 ビットを “0” にしてください。

これにより入力信号 Low 幅を fLIN の 2.5 Tbit 以上で計測することができます。LIN Specification Package 

Revision 2.0、2.1 使用時は “1” にしてください。これにより入力信号 Low 幅を 130s 以上で計測することが

できます。

27.2.2 LIN ボーレートプリスケーラ 0 レジスタ（LBRP0）

LBRP0 レジスタは LIN リセットモードのときに設定してください。

アドレス 0009 4001h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — LWBR0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 LWBR0 ウェイクアップボーレート選択モードビット 0：LIN1.3使用時

1：LIN2.0、2.1使用時

R/W

b7-b1 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

アドレス 0009 4002h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット 機能 設定範囲 R/W

b7-b0 設定値をN（0～255）とすると、ボーレートプリスケーラは周辺機能クロックをN＋1分周する 00h～FFh R/W
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27.2.3 LIN ボーレートプリスケーラ 1 レジスタ（LBRP1）

LBRP1 レジスタは LIN リセットモードのときに設定してください。

27.2.4 LIN セルフテスト制御レジスタ（LSTC）

LSTC レジスタは LIN セルフテストモードのプロテクトを解除するために使用するレジスタです。

LSTC レジスタは LIN リセットモードのときに設定してください。

“A7h” → “58h” → “01h” の連続書き込みにより、LIN セルフテストモードへエントリします。

連続書き込みが成功し、LIN セルフテストモードにした場合は、LSTM ビットが “1” になります。

連続書き込みの間に別の書き込みを行わないでください。

LIN セルフテストモードへの移行方法は、「27.12　LIN セルフテストモード」を参照してください。

LSTM ビット（セルフテストモードビット）

LIN セルフテストモードに移行したとき、このビットは “1” になります。

LIN セルフテストモードからの終了方法は、「27.12　LIN セルフテストモード」を参照してください。

LSTC レジスタへの “A7h” → “58h” → “01h” の連続書き込み以外で、このビットに “1” を書いても値は変

化しません。

アドレス 0009 4003h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット 機能 設定範囲 R/W

b7-b0 設定値をM（0～255）とすると、ボーレートプリスケーラは周辺機能クロックをM＋1分周する 00h～FFh R/W

アドレス 0009 4004h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

LSTM

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b7-b1 “A7h”→“58h”→“01h”の連続書き込みにより、LINセルフテストモードにエントリします R/W

b0 LSTM セルフテストモードビット 0：LINセルフテストモードではない

1：LINセルフテストモード

R/W
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27.2.5 モードレジスタ（L0MD）

L0MD レジスタは LIN リセットモードのときに設定してください。

LCKS[1:0] ビット（LIN システムクロック選択ビット）

プロトコルコントローラに入力するクロックを選択するビットです。

“00b” の場合、プロトコルコントローラには fa（ボーレートプリスケーラ 0 生成クロック）が入力されま

す。

“01b” の場合、プロトコルコントローラには fb（ボーレートプリスケーラ 0 生成クロック /2）が入力され

ます。

“10b” の場合、プロトコルコントローラには fc（ボーレートプリスケーラ 0 生成クロック /8）が入力され

ます。

“11b” の場合、プロトコルコントローラには fd（ボーレートプリスケーラ 1 生成クロック /2）が入力され

ます。

アドレス 0009 4008h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — LCKS[1:0] — —

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b1-b0 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b3-b2 LCKS[1:0] LINシステムクロック選択ビット b3  b2

0  0：fa（ボーレートプリスケーラ0生成クロック）

0  1：fb（ボーレートプリスケーラ0生成クロック /2）
1  0：fc（ボーレートプリスケーラ0生成クロック /8）
1  1：fd（ボーレートプリスケーラ1生成クロック /2）

R/W

b7-b4 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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27.2.6 ブレークフィールド設定レジスタ（L0BRK）

L0BRK レジスタは LIN リセットモードのときに設定してください。

設定値の組み合わせによっては、1 フレームの長さがフレームタイムアウト時間を超えてしまう場合があ

りますので、適切な値になるように設定をしてください。

BLT[3:0] ビット（送信ブレーク（Low）幅設定ビット）

送信フレーム ヘッダ部のブレーク（Low）幅の設定をします。 

13 Tbits ～ 28 Tbits を設定できます。

BDT[1:0] ビット（送信ブレークデリミタ（High）幅設定ビット）

送信フレーム ヘッダ部のブレークデリミタ（High）幅の設定をします。

1 Tbit ～ 4 Tbits を設定できます。

アドレス 0009 4009h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — BDT[1:0] BLT[3:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b3-b0 BLT[3:0] 送信ブレーク（Low）幅設定ビット b3    　  b0

0 0 0 0：13 Tbits
0 0 0 1：14 Tbits
0 0 1 0：15 Tbits
　 ：
1 1 1 0：27 Tbits
1 1 1 1：28 Tbits

R/W

b5-b4 BDT[1:0] 送信ブレークデリミタ（High）幅設定

ビット

b5 b4

0 0：1 Tbit
0 1：2 Tbits
1 0：3 Tbits
1 1：4 Tbits

R/W

b7-b6 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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27.2.7 スペース設定レジスタ（L0SPC）

L0SPC レジスタは LIN リセットモードのときに設定してください。

送信（ヘッダ、レスポンス）時のみ有効です。レスポンス受信時は、無効になります。

設定値の組み合わせによっては、1 フレームの長さがフレームタイムアウト時間を超えてしまう場合があ

りますので、適切な値になるように設定をしてください。

IBSH[2:0] ビット（インタバイトスペース（ヘッダ）／レスポンススペース設定ビット）

送信フレームヘッダ部のインタバイトスペース（ヘッダ）とレスポンススペースの幅の設定をします。 

0 Tbit ～ 7 Tbits を設定できます。

インタバイトスペース（ヘッダ）とレスポンススペースの値は、同じになります。

IBS[1:0] ビット（インタバイトスペース設定ビット）

送信フレームレスポンス部のインタバイトスペースの幅の設定をします。 

0 Tbit ~ 3 Tbits を設定できます。

アドレス 0009 400Ah

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — IBS[1:0] — IBSH[2:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b2-b0 IBSH[2:0] インタバイトスペース（ヘッダ）

／レスポンススペース設定ビット

b2    b0

0 0 0：0 Tbit
0 0 1：1 Tbit
0 1 0：2 Tbits
0 1 1：3 Tbits
1 0 0：4 Tbits
1 0 1：5 Tbits
1 1 0：6 Tbits
1 1 1：7 Tbits

R/W

b3 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b5-b4 IBS[1:0] インタバイトスペース設定ビット b5  b4

0 0：0 Tbit
0 1：1 Tbit
1 1：2 Tbits
1 1：3 Tbits

R/W

b7-b6 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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27.2.8 ウェイクアップ設定レジスタ（L0WUP）

L0WUP レジスタは LIN リセットモードのときに設定してください。

WUTL[3:0] ビット（ウェイクアップ送信 Low 幅設定ビット）

ウェイクアップフレーム送信時の Low 幅の設定をします。 

1 Tbit ～ 16 Tbits を設定できます。

アドレス 0009 400Bh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

WUTL[3:0] — — — —

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b3-b0 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b7-b4 WUTL[3:0] ウェイクアップ送信Low幅設定ビット b7         b4

0 0 0 0：1 Tbit
0 0 0 1：2 Tbits
0 0 1 0：3 Tbits
0 0 1 1：4 Tbits
　 ：
1 1 0 0：13 Tbits
1 1 0 1：14 Tbits
1 1 1 0：15 Tbits
1 1 1 1：16 Tbits

R/W
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27.2.9 割り込み許可レジスタ（L0IE）

L0IE レジスタは LIN リセットモードのときに設定してください。

FTCIE ビット（フレーム／ウェイクアップ送信完了割り込み許可ビット）

フレーム送信完了、 または ウェイクアップフレーム送信完了時の割り込み許可／禁止を設定します。

“0” の場合、L0ST.FTC フラグが “1” になった際に LIN 割り込みが発生しません。

“1” の場合、L0ST.FTC フラグが “1” になった際に LIN 割り込みが発生します。

FRCIE ビット（フレーム／ウェイクアップ受信完了割り込み許可ビット）

フレーム受信完了、または ウェイクアップフレーム受信（入力信号 Low 幅カウント）完了時の割り込み

許可／禁止を設定します。

“0” の場合、L0ST.FRC フラグが “1” になった際に LIN 割り込みが発生しません。

“1” の場合、L0ST.FRC フラグが “1” になった際に LIN 割り込みが発生します。

ERRIE ビット（エラー検出割り込み許可ビット）

エラーを検出したときの割り込み許可／禁止を設定します。

“0” の場合、L0ST.ERR フラグが “1” になった際に LIN 割り込みが発生しません。

“1” の場合、L0ST.ERR フラグが “1” になった際に LIN 割り込みが発生します。

発生要因となる割り込みは、ビットエラー、フィジカルバスエラー、フレームタイムアウトエラー、フ

レーミングエラー、チェックサムエラーです。

ビットエラー、フィジカルバスエラー、フレームタイムアウトエラー、フレーミングエラーは、L0EDE

レジスタで検出許可／禁止の設定ができます。

アドレス 0009 400Ch

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — ERRIE FRCIE FTCIE

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 FTCIE フレーム／ウェイクアップ送信完了

割り込み許可ビット

0：フレーム /ウェイクアップ送信完了割り込み禁止

1：フレーム /ウェイクアップ送信完了割り込み許可

R/W

b1 FRCIE フレーム／ウェイクアップ受信完了

割り込み許可ビット

0：フレーム /ウェイクアップ受信完了割り込み禁止

1：フレーム /ウェイクアップ受信完了割り込み許可

R/W

b2 ERRIE エラー検出割り込み許可ビット 0：エラー検出割り込み禁止

1：エラー検出割り込み許可

R/W

b7-b3 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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27.2.10 エラー検出許可レジスタ（L0EDE）

L0EDE レジスタは LIN リセットモードのときに設定してください。

BERE ビット（ビットエラー検出許可ビット）

ビットエラー検出の許可／禁止を設定します。

“0” の場合、ビットエラーを検出しません。

“1” の場合、ビットエラーを検出します。

このビットが “1” の場合の検出結果は、L0EST.BER フラグに反映されます。

ビットエラーの詳細は、「27.10　エラーステータス」を参照ください。

PBERE ビット（フィジカルバスエラー検出許可ビット）

フィジカルバスエラー検出の許可／禁止を設定します。

“0” の場合、フィジカルバスエラーを検出しません。

“1” の場合、フィジカルバスエラーを検出します。

このビットが “1” の場合の検出結果は、L0EST.PBER フラグに反映されます。

フィジカルバスエラーの詳細は、「27.10　エラーステータス」を参照ください。

FTERE ビット（フレームタイムアウトエラー検出許可ビット）

フレームタイムアウトエラー検出許可／禁止を設定します。

“0” の場合、フレームタイムアウトエラーを検出しません。

“1” の場合、フレームタイムアウトエラーを検出します。

このビットが “1” の場合の検出結果は、L0EST.FTER フラグに反映されます。

フレームタイムアウトエラーの詳細は、「27.10　エラーステータス」を参照ください。

アドレス 0009 400Dh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — FERE FTERE PBERE BERE

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 BERE ビットエラー検出許可ビット 0：ビットエラー検出禁止

1：ビットエラー検出許可

R/W

b1 PBERE フィジカルバスエラー検出許可ビット 0：フィジカルバスエラー検出禁止

1：フィジカルバスエラー検出許可

R/W

b2 FTERE フレームタイムアウトエラー検出許可ビット 0：フレームタイムアウトエラー検出禁止

1：フレームタイムアウトエラー検出許可

R/W

b3 FERE フレーミングエラー検出許可ビット 0：フレーミングエラー検出禁止
1：フレーミングエラー検出許可

R/W

b7-b4 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 1220 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 27.  LINモジュール（LIN）

FERE ビット（フレーミングエラー検出許可ビット）

フレーミングエラー検出許可／禁止を設定します。

“0” の場合、フレーミングエラーを検出しません。

“1” の場合、フレーミングエラーを検出します。

このビットが “1” の場合の検出結果は、L0EST.FER フラグに反映されます。

フレーミングエラーの詳細は、「27.10　エラーステータス」を参照ください。

27.2.11 制御レジスタ（L0C）

LIN リセットモードを解除するときに、LIN ウェイクアップモードに移行させる場合は L0C レジスタに

“01h” を、LIN 動作モードに移行させる場合は L0C レジスタに “03h” を設定してください。

LIN セルフテストモードでは、LIN セルフテストモード移行後に L0C レジスタを “03h” にしてください。

OM0 ビット（LIN リセットビット）

LIN リセットモードへの移行／ LIN リセットモードの解除を選択するビットです。

“0” にすると、LIN リセットモードになります。

“1” にすると、LIN リセットモードは解除されます。

OM1 ビット（LIN モード選択ビット）

LIN リセットモード解除時の LIN 動作モード（LIN ウェイクアップモード、LIN 動作モード）選択をする

ビットです。

“0” にすると、LIN ウェイクアップモードになります。

“1” にすると、LIN 動作モードになります。

このレジスタは、L0MST.OMM0 ビットが “1” のときのみ有効です。

このビットは、L0TC.FTS ビットが “1” の間は書けません。

アドレス 0009 400Eh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — OM1 OM0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 OM0 LINリセットビット 0：LINリセットモード
1：LINリセットモードでない

R/W

b1 OM1 LINモード選択ビット 0：LINウェイクアップモード
1：LIN動作モード

R/W

b7-b2 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください。 R/W
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27.2.12 送信制御レジスタ（L0TC）

FTS ビット（フレーム送信 / ウェイクアップ送受信開始ビット）

フレーム／ウェイクアップ送信開始時、“1” にしてください。

また、ウェイクアップ受信（入力信号 Low 幅カウント）を行う場合にも、このビットを “1” にしてくだ

さい。

通信中は “1” になります。通信していない場合、および LIN リセットモード移行時には “0” になります。

このビットは “1” のみ書けます。“0” は書けません。送信が完了すると自動的に “0” になります。

RTS ビット（レスポンス送信開始ビット）

レスポンス送信開始時、“1” にしてください。

通信中は “1” になります。通信していない場合、および LIN リセットモード移行時には “0” になります。

このビットは “1” のみ書けます。“0” は書けません。送信が完了すると自動的に “0” になります。RTS ビッ

トに “1” を書く場合は、MOV 命令で “02h” を書き込んでください。 

このビットは L0RFC.FSM ビットが “1”（フレームセパレートモード）で 、FTS ビットが “1”（フレーム送

信／ウェイクアップ送受信開始）のときに設定してください。

アドレス 0009 4010h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — RTS FTS

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 FTS フレーム送信 /ウェイクアップ送受信

開始ビット

0：フレーム送信／ウェイクアップ送受信停止

1：フレーム送信／ウェイクアップ送受信開始

R/W

b1 RTS レスポンス送信開始ビット 0：フレームセパレートモードにおいてレスポンス送信停止

1：フレームセパレートモードにおいてレスポンス送信開始

R/W

b7-b2 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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27.2.13 モードステータスレジスタ（L0MST）

OMM0 ビット（LIN0 リセットステータスモニタ）

OMM1 ビット（LIN0 モードステータスモニタ）

現在の動作モードが確認できます。

27.2.14 ステータスレジスタ（L0ST）

アドレス 0009 4011h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — OMM1 OMM0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 OMM0 LIN0リセットステータスモニタ 0：LIN0リセットモード

1：LIN0リセットモードでない

R

b1 OMM1 LIN0モードステータスモニタ 0：LIN0ウェイクアップモード

1：LIN0動作モード

R

b7-b2 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

アドレス 0009 4012h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

HTRC D1RC — — ERR — FRC FTC

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 FTC フレーム／ウェイクアップ送信

完了フラグ

0：送信未完了

1：フレームまたはウェイクアップ送信完了

R/W

b1 FRC フレーム／ウェイクアップ受信

完了フラグ

0：受信未完了

1：フレームまたはウェイクアップ受信完了

R/W

b2 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b3 ERR エラー検出フラグ 0：エラー未検出

1：エラー検出

R

b5-b4 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b6 D1RC データ1受信完了フラグ 0：受信未完了

1：データ1受信完了

R/W

b7 HTRC ヘッダ送信完了フラグ 0：送信未完了

1：ヘッダ送信完了

R/W
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L0ST レジスタは LIN リセットモード移行時および次の通信開始時、自動的に “00h” になります。

LIN リセットモード中は “00h” を保持します。

L0TC.FTS フラグが “1”（フレーム送信／ウェイクアップ送受信開始）の間は、L0ST レジスタに書かない

でください。

FTC フラグ（フレーム／ウェイクアップ送信完了フラグ）

“0” のみ書けます。“1” を書いた場合は書く前の値を保持します。

フレーム送信完了またはウェイクアップ送信完了時、“1” となります。このとき L0IE.FTCIE ビットが “1”

（割り込み許可）の場合、割り込みが発生します。次の通信が始まる前に “0” にしたい場合は、LIN 動作

モード内で “0” を書いてください。

FRC フラグ（フレーム／ウェイクアップ受信完了フラグ）

“0” のみ書けます。“1” を書いた場合は書く前の値を保持します。

フレーム受信完了またはウェイクアップ受信完了時、“1” となります。このとき L0IE.FRCIE ビットが “1”

（割り込み許可）の場合、割り込みが発生します。次の通信が始まる前に “0” にしたい場合は、LIN 動作

モード内で “0” を書いてください。

ERR フラグ（エラー検出フラグ）

エラー検出時、“1” となります。このとき L0IE.ERRIE ビットが “1”（割り込み許可）の場合、割り込みが

発生します。次の通信が始まる前に “0” にしたい場合は、LIN 動作モード内で L0EST.CSER, FER, FTER, 

PBER, BER フラグに “0” を書いてください。ERR フラグが “0” となります。

D1RC フラグ（データ 1 受信完了フラグ）

“0” のみ書けます。“1” を書いた場合は書く前の値を保持します。

データ 1 受信完了時、“1” となりますが割り込みが発生しません。次の通信が始まる前に “0” にしたい場

合は、LIN 動作モード内で “0” を書いてください。

HTRC フラグ（ヘッダ送信完了フラグ）

“0” のみ書けます。“1” を書いた場合は書く前の値を保持します。

ヘッダ受信完了時、“1” となりますが割り込みが発生しません。次の通信が始まる前に “0” にしたい場合

は、LIN 動作モード内で “0” を書いてください。
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27.2.15 エラーステータスレジスタ（L0EST）

L0EST レジスタは LIN リセットモード移行時および次の通信開始時、自動的に “00h” になります。

LIN リセットモード中は “00h” を保持します。

L0TC.FTS フラグが “1”（フレーム送信／ウェイクアップ送受信開始）の間は、L0EST レジスタに書かな

いでください。

BER フラグ（ビットエラーフラグ）

“0” のみ書けます。“1” を書いた場合は書く前の値を保持します。

ビットエラー検出時、“1” となります。次の通信が始まる前に “0” にしたい場合は、LIN 動作モード内で

“0” を書いてください。

PBER フラグ（フィジカルバスエラーフラグ）

“0” のみ書けます。“1” を書いた場合は書く前の値を保持します。

フィジカルバスエラー検出時、“1” となります。次の通信が始まる前に “0” にしたい場合は、LIN 動作

モード内で “0” を書いてください。

FTER フラグ（フレームタイムアウトエラーフラグ）

“0” のみ書けます。“1” を書いた場合は書く前の値を保持します。

フレームタイムアウトエラー検出時、“1” となります。次の通信が始まる前に “0” にしたい場合は、LIN

動作モード内で “0” を書いてください。

アドレス 0009 4013h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — CSER — FER FTER PBER BER

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 BER ビットエラーフラグ 0：ビットエラー未検出

1：ビットエラー検出

R/W

b1 PBER フィジカルバスエラーフラグ 0：フィジカルバスエラー未検出

1：フィジカルバスエラー検出

R/W

b2 FTER フレームタイムアウトエラーフラグ 0：フレームタイムアウトエラー未検出

1：フレームタイムアウトエラー検出

R/W

b3 FER フレーミングエラーフラグ 0：フレーミングエラー未検出
1：フレーミングエラー検出

R/W

b4 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b5 CSER チェックサムエラーフラグ 0：チェックサムエラー未検出

1：チェックサムエラー検出

R/W

b7-b6 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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FER フラグ（フレーミングエラーフラグ）

“0” のみ書けます。“1” を書いた場合は書く前の値を保持します。

フレーミングエラー検出時、“1” となります。次の通信が始まる前に “0” にしたい場合は、LIN 動作モー

ド内で “0” を書いてください。

CSER フラグ（チェックサムエラーフラグ）

“0” のみ書けます。“1” を書いた場合は書く前の値を保持します。

チェックサムエラー検出時、“1” となります。次の通信が始まる前に “0” にしたい場合は、LIN 動作モー

ド内で “0” を書いてください。

27.2.16 レスポンスフィールド設定レジスタ（L0RFC）

L0RFC レジスタは L0TC.FTS ビットが “0”（フレーム送信／ウェイクアップ送受信停止）のときに設定し

てください。

アドレス 0009 4014h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— FSM CSM RFT RFDL[3:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b3-b0 RFDL[3:0] レスポンスフィールド長設定ビット b3        b0

0 0 0 0：0バイト＋チェックサム

0 0 0 1：1バイト＋チェックサム
0 0 1 0：2バイト＋チェックサム

　 ：
0 1 1 1：7バイト＋チェックサム
1 0 0 0：8バイト＋チェックサム

上記以外は設定しないでください。

R/W

b4 RFT レスポンスフィールド送受信方向設定

ビット

0：受信

1：送信

R/W

b5 CSM チェックサム選択ビット 0：クラシック

1：エンハンス

R/W

b6 FSM フレームセパレートモード選択ビット 0：フレームセパレートモードではない
1：フレームセパレートモード

R/W

b7 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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RFDL[3:0] ビット（レスポンスフィールド長設定ビット）

レスポンスフィールドのデータ長を設定します。

データ長は 0 ～ 8 バイトまで設定でき、データ長にはチェックサムのサイズを含みません。

RFT ビット（レスポンスフィールド送受信方向設定ビット）

“0” の場合、レスポンスフィールドで受信を行います。また、LIN ウェイクアップモードでは、ウェイク

アップ受信（入力信号 Low 幅カウント）を行います。

“1” の場合、レスポンスフィールドで送信を行います。また、LIN ウェイクアップモードでは、ウェイク

アップ送信を行います。

CSM ビット（チェックサム選択ビット）

チェックサムの方式の設定をします。

“0” の場合、チェックサムの方式はクラシックとなります。

“1” の場合、チェックサムの方式はエンハンスとなります。

フレームタイムアウトエラーを使用する（L0EDE.FTERE ビットが “1”）場合は、CSM ビットの設定によ

りフレームタイムアウト時間が異なります。詳細は「27.10　エラーステータス」を参照してください。

FSM ビット（フレームセパレートモード選択ビット）

“0” の場合、フレームセパレートモードになりません。

“1” の場合、フレームセパレートモードになります。

レスポンス受信（RFT ビットが “0”）時は、FSM ビットの設定の影響を受けません。

LIN セルフテストモードに移行する場合は、移行前に “0” に設定してください。

フレームセパレートモードの詳細は「27.7.1.1　フレームセパレートモード」を参照してください。
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27.2.17 ID バッファレジスタ（L0IDB）

L0IDB レジスタは L0TC.FTS ビットが “0”（フレーム送信 / ウェイクアップ送受信停止）のときに設定し

てください。

LIN セルフテストモード時は、以下の通りとなります。

 RFT ビットが “1”（送信）の場合：

送信した値の反転値を読むことができます。通信前に送信する値を書くことができます。

 RFT ビットが “0”（受信）の場合：

受信した値の反転値を読むことができます。通信前に受信する値を書くことができます。

ID ビット（ID 設定ビット）

LIN フレームの ID フィールドで送信する 6 ビットの ID を設定します。

IDP ビット（パリティ設定ビット）

LIN フレームの ID フィールドで送信するパリティ（P0、P1）ビットを設定します。

パリティは自動演算されないため、演算値を設定してください。誤った演算結果を設定した場合もそのま

ま送信します。

アドレス 0009 4015h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

IDP ID

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b5-b0 ID ID設定ビット IDフィールドで送信する6ビットの ID値を設定 R/W

b7-b6 IDP パリティ設定ビット IDで送信するパリティ (P)ビットを設定 R/W
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27.2.18 チェックサムバッファレジスタ（L0CBR）

L0CBR レジスタは L0TC.FTS ビットが “0”（フレーム送信／ウェイクアップ送受信停止）のときに設定し

てください。

LIN 動作モード時は、以下の通りとなります。

 L0RFC.RFT ビットが “1”（送信）の場合：

送信した値を読むことができます。書き込みは無効になります。

 L0RFC.RFT ビットが “0”（受信）の場合：

受信した値を読むことができます。書き込みは無効になります。

LIN セルフテストモード時は、以下の通りとなります。

 L0RFC.RFT ビットが “1”（送信）の場合：

送信した値の反転値を読むことができます。書き込みは無効になります。

 L0RFC.RFT ビットが “0”（受信）の場合：

受信した値の反転値を読むことができます。通信前に受信する値を書くことができます。

アドレス 0009 4016h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット 機能 R/W

b7-b0 チェックサムの送受信データを格納します R/W
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27.2.19 データ n バッファレジスタ（L0DBn）（n=1 ～ 8）

L0DBn レジスタは以下の状態で設定してください

レスポンス送信の場合：

 L0RFC.RFT ビットが “1”（送信）

 L0RFC.FSM ビットが “0”（フレームセパレートモードではない）

 L0TC.FTS ビットが “0”（フレーム送信／ウェイクアップ送受信停止）

または

 L0RFC.RFT ビットが “1”（送信）

 L0RFC.FSM ビットが “1”（フレームセパレートモード）

 L0TC.RTS ビットが “0”（レスポンス送信停止）

レスポンス受信の場合：

受信データは上書きされます。また、エラー検出時、受信が中断される前までのデータは格納されます。

LIN セルフテストモード時は、以下の通りとなります。

 L0RFC.RFT ビットが “1”（送信）の場合：

送信した値の反転値を読むことができます。通信前に送信する値を書くことができます。

 L0RFC.RFT ビットが “0”（受信）の場合：

受信した値の反転値を読むことができます。通信前に受信する値を書くことができます。

アドレス L0DB1 0009 4018h、L0DB2 0009 4019h、L0DB3 0009 401Ah、L0DB4 0009 401Bh、
L0DB5 0009 401Ch、L0DB6 0009 401Dh、L0DB7 0009 401Eh、L0DB8 0009 401Fh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット 機能 設定範囲 R/W

b7-b0 送信データを設定、または受信データを読み出し 00h～FFh R/W
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27.3 動作モード

LIN モジュールには、次の 4 つの動作モードがあります。

 LIN リセットモード

 LIN 動作モード

 LIN ウェイクアップモード

 LIN セルフテストモード

LIN リセットモードの場合、LIN モジュールへのクロック供給が停止されるため、消費電力を低減するこ

とができます。

図 27.2 に動作モードの移行、表 27.4 に各動作モードで可能な動作を示します。

図 27.2 動作モードの移行

L0MST.OMM1, OMM0 ビットを読むことで、LIN リセットモード、LIN 動作モード、LIN ウェイクアップ

モードへ移行したことを確認できます。

LIN セルフテストモードについては、「27.12　LIN セルフテストモード」を参照してください。

表27.4 各動作モードで可能な動作

LIN動作モード LINウェイクアップモード LINセルフテストモード

ヘッダ送信

レスポンス送信
レスポンス受信

エラー検出

ウェイクアップ送信

ウェイクアップ受信
エラー検出

セルフテスト

L0
C

.O
M

1,
 O

M
0=

“0
0b

”

L0C
.O

M
1, O

M
0=

“10b”
CPUリセット

LINリセット
モード

LIN動作モード
LINウェイク
アップモード

L0
C

.O
M

1,
 O

M
0=

“0
1b

”

L0C.OM1, OM0=11b

L0C.OM1, OM0=“01b”

L0C
.O

M
1, O

M
0=

“11b”
LINセルフ

テストモード

（注1）

注1. 詳細は「27.11 LINセルフテストモード」を参照してください。

（注1）
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27.3.1 LIN リセットモード

L0C.OM1, OM0 ビットを “00b” または “10b”（LIN リセットモード）にすると、LIN リセットモードに移

行します。L0MST.OMM1, OMM0 ビットが “00b” または “10b”（LIN リセットモード）になることで、LIN

リセットモードに移行したことが確認できます。このモードのとき、LIN 通信機能はすべて停止しており、

fLIN も停止しています。

LIN リセットモードからは、LIN 動作モード、LIN ウェイクアップモード、LIN セルフテストモードに移

行できます。

以下のレジスタは、LIN リセットモードに移行した後、それぞれのリセット後の値に初期化され、LIN リ

セットモード中は初期値を保持します。

 L0TC レジスタ

 L0ST レジスタ

 L0EST レジスタ

以下のレジスタは、LIN リセットモードに移行した後も、以前の値を保持します。

 LWBR レジスタ

 LBRP0 レジスタ

 LBRP1 レジスタ

 LSTC レジスタ（LSTC.LSTM ビットのみ）

 L0MD レジスタ

 L0BRK レジスタ

 L0SPC レジスタ

 L0WUP レジスタ

 L0IE レジスタ

 L0EDE レジスタ

 L0RFC レジスタ

 L0IDB レジスタ

 L0DBn レジスタ（n=1 ～ 8）

27.3.2 LIN 動作モード

L0C.OM1, OM0 ビットを “11b” にすると LIN 動作モードになり、L0MST.OMM1, OMM0 ビットが “11b” に

なります。L0MST が “11b” になるのを待ってから、送信データ設定を行ってください。

27.3.3 LIN ウェイクアップモード

L0C.OM1, OM0 ビットを “01b” にすると LIN ウェイクアップモードになり、L0MST.OMM1, OMM0 ビット

が “01b” になります。

27.3.4 LIN セルフテストモード

LSTC レジスタへの書き込みにより、LIN セルテストモードになります。LSTC.LSTM ビットが “1” になる

と、LIN セルフテストモードに移行したことが確認できます。
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27.4 動作概要

27.4.1 ヘッダ送信

図 27.3 に LIN モジュールのヘッダ送信時の動作、表 27.5 にヘッダ送信時の処理を示します。

図 27.3 ヘッダ送信時の動作

表27.5 ヘッダ送信時の処理

ソフトウェア処理 LINモジュール処理

(1)  ボーレートを設定（「27.5　ボーレートジェネレータ」を参照してください。）

 L0IE.FTCIEビットを “1”（フレーム／ウェイクアップ送信完了割り込み許可）、
L0IE.FRCIEビットを “1”（フレーム／ウェイクアップ受信完了割り込み許可）、

L0IE.ERRIEビットを “1”（エラー検出割り込み許可）に設定

 L0C.OM1, OM0ビットでLINモジュールの動作モードを変更
 L0BRK.BLT[3:0]ビットでブレーク幅（13～28 Tbit）、L0BRK.BDT[1:0]ビット

でブレークデリミタ幅（1～4 Tbit）を設定
 L0SPC.IBSH[2:0]ビットでインタバイトスペース（ヘッダ）／レスポンスス

ペース幅（0～7 Tbit）、L0SPC.IBS[1:0]ビットでインタバイトスペース幅（0
～3 Tbit）を設定

 L0IDBレジスタに IDとそのパリティ値を設定

 L0RFC.RFDL[3:0]ビットでデータ長、L0RFC.RFTビットでレスポンスの送受
信方向、L0RFC.CSMビットでチェックサム方式を設定

 送信データを設定

ソフトウェアによるフレーム／

ウェイクアップ送信開始待ち（アイドル）

(2) L0TC.FTSビットを“1”（フレーム送信 /ウェイクアップ送受信開始）にする ブレークLow送信

(3) ブレークデリミタ送信

(4) Syncフィールド（55h）送信

(5) インタバイトスペース（ヘッダ）送信

(6) IDフィールド送信

(7) ヘッダ送信完了フラグ設定、またはエラー

フラグの設定レスポンススペース送信

ヘッダ

ID + パリティブレーク

ブレークフィールド Syncフィールド

ブレークデリミタ インタバイトスペース(ヘッダ)

IDフィールド

レスポンススペース

レスポンス

データ1

(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7)
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27.4.2 レスポンス送信

図 27.4 に LIN モジュールのレスポンス送信時の動作、表 27.6 にレスポンス送信時の処理を示します。

図 27.4 レスポンス送信時の動作

表27.6 レスポンス送信時の処理

ソフトウェア処理 LINモジュール処理

(1) （フレームセパレートモード時）
L0TC.RTSビット=1（レスポンス送信開始）

（フレームセパレートモードでないとき）

割り込み要求発生待ち

（フレームセパレートモード時）
レスポンス送信開始待ちの間、レスポンススペース送信

（フレームセパレートモードでないとき）

レスポンススペース送信完了なら(2)へ

(2) 割り込み要求発生待ち データ1送信

(3) インタバイトスペース送信

(4) データ2送信
インタバイトスペース送信

データ3送信
インタバイトスペース送信

（L0RFC.RFDL[3:0]ビットで指定したデータ長分繰り返し。L0EST.BERフラ

グ=1（ビットエラー検出）なら中断。エラー発生時には、(5)のチェックサム
送信は実行しません。）

：
：

(5) チェックサム送信

(6)  フレーム／ウェイクアップ送信完了フラグ設定、またはエラーフラグ設定

 L0TC.FTSビットを “0”（フレーム送信／ウェイクアップ送受信停止）、
L0TC.RTSビットを“0”（レスポンス送信停止）にする

(7) 通信後の処理

L0STレジスタのチェック、フラグのクリア

アイドル

割り込み

ヘッダ

ID+
パリティ

レスポンススペース

レスポンス

データ1

データフィールド

データ2

データフィールド

インタバイトスペース

チェックサム

チェックサム

インタフレームスペース

(1) (2) (3)(4) (5) (6) (7)
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27.4.3 レスポンス受信

図 27.5 に LIN モジュールのレスポンス受信時の動作、表 27.7 にレスポンス受信時の処理を示します。

図 27.5 レスポンス受信時の動作

表27.7 レスポンス受信時の処理

ソフトウェア処理 LINモジュール処理

(1) 割り込み要求発生待ち（処理はなし） スタートビット検出待ち

(2) 割り込み要求発生待ち スタートビット検出によりデータ1受信

(3) データ1受信完了フラグ設定

(4) スタートビット検出によりデータ2受信
スタートビット検出によりデータ3受信

（L0RFC.RFDL[3:0]ビットで指定したデータ長分繰り返し。L0ESTレジスタの

いずれかのビットが “1”（何らかのエラー検出）なら中断。エラー発生時には、
(5)のチェックサム判定は実施しません。)

：
：

スタートビット検出によりチェックサム受信

(5)  チェックサム判定

 フレーム／ウェイクアップ受信完了フラグ設定、またはエラーフラグ設定

 L0TC.FTSビットを “0”（フレーム送信 /ウェイクアップ送受信停止）にする

(6) 通信後の処理
受信データの読み出し

L0STレジスタのチェック、フラグのクリア

アイドル

割り込み

ヘッダ

ID+
パリティ

レスポンススペース

レスポンス

データ1

データフィールド

データ2

データフィールド

インタバイトスペース

チェックサム

チェックサム

インタフレームスペース

(1) (2) (4) (5) (6)(3)
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27.5 ボーレートジェネレータ

LIN 通信クロックソースをボーレートジェネレータで分周したクロックが LIN システムクロック（fLIN）

となり、これを 16 分周したクロックがビットレートになります。このビットレートの逆数をビットタイム

（Tbit）といいます。

fa が 307200Hz（=19200×16) となるように LBRP0 レジスタを設定すれば、fa=19200×16、fb=9600×16、

fc=2400 ×16 となり、ビットタイミング生成部で 16 分周するため、19200bps、9600bps、2400bps が生成でき

ます。また、10417bps は LBRP1 レジスタによって生成します。

図 27.6 ボーレート生成ブロック図

表 27.8、表 27.9 に周辺機能クロック周波数ごとのボーレート（19200、9600、2400、10417bps）生成例と

その誤差を示します。

—：該当ボーレート生成不可

表27.8 ボーレート生成例（19200bps、9600bps、2400bps）

LIN通信

クロック源

ボーレートジェネレータ0
N＋1分周

生成ボーレート
誤差

fa選択 fb選択 fc選択

50MHz 162 19290.12 （19200bps） 9645.06 （9600bps） 2411.27 （2400bps） ＋0.47%

40MHz 130 19230.77 （19200bps） 9615.38 （9600bps） 2403.85 （2400bps） ＋0.16%

25MHz 81 19290.12 （19200bps） 9645.06 （9600bps） 2411.27 （2400bps） ＋0.47%

24MHz 78 19230.77 （19200bps） 9615.38 （9600bps） 2403.85 （2400bps） ＋0.16%

20MHz 65 19230.77 （19200bps） 9615.38 （9600bps） 2403.85 （2400bps） ＋0.16%

16MHz 52 19230.77 （19200bps） 9615.38 （9600bps） 2403.85 （2400bps） ＋0.16%

12MHz 39 19230.77 （19200bps） 9615.38 （9600bps） 2403.85 （2400bps） ＋0.16%

10MHz 65 9615.38 （9600bps） — — ＋0.16%

8MHz 26 19230.77 （19200bps） 9615.38 （9600bps） 2403.85 （2400bps） ＋0.16%

6MHz 39 9615.38 （9600bps） — — ＋0.16%

156 2403.85 （2400bps） ＋0.16%

5MHz 130 2403.85 （2400bps） — — ＋0.16%

4MHz 13 19230.77 （19200bps） 9615.38 （9600bps） 2403.85 （2400bps） ＋0.16%

2MHz 13 9615.38 （9600bps） — — ＋0.16%

52 2403.85 （2400bps） ＋0.16%

注1. LIN通信クロック源については、「8. クロック発生回路」を参照してください。
注2. LBRP0レジスタにより、n＋1分周（n=0～255) を設定します。
注3. LBRP1レジスタにより、m＋1分周（m=0～255) を設定します。

LINボーレート
プリスケーラ0
（LBRP0）

LINボーレート
プリスケーラ1
（LBRP1）

1/2

1/8

1/2

Fa=16×19.2kHz ⇒19.2kbps

(注2)

(注3)

Fb=16×9.6kHz ⇒9.6kbps

Fc=16×2.4kHz ⇒2.4kbps

Fd=16×10.417kHz ⇒10.417kbps

LIN通信クロック源(注1)
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表27.9 ボーレート生成例(10417bps)

LIN通信クロック源
ボーレートジェネレータ1

M＋1分周

生成ボーレート
誤差

fd選択

50MHz

40MHz 120 10416.67 —0.003%

25MHz 75 10416.67 —0.003%

24MHz 72 10416.67 —0.003%

20MHz 60 10416.67 —0.003%

16MHz 48 10416.67 —0.003%

12MHz 36 10416.67 —0.003%

10MHz 30 10416.67 —0.003%

8MHz 24 10416.67 —0.003%

6MHz 18 10416.67 —0.003%

5MHz 15 10416.67 —0.003%

4MHz 12 10416.67 —0.003%

2MHz 6 10416.67 —0.003%
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27.6 データ送信／受信

27.6.1 データ送信

データ送信は、1 Tbit に 1 ビットずつ行われます。

送信したデータは、LIN トランシーバを経由して受信データ入力端子に戻ってきます。この受信データと

送信したデータの比較がビットごとに行われ、結果は L0EST.BER フラグに格納されます（「27.10　エラー

ステータス」参照）。受信データのサンプリングポイントは 1 Tbit = 16fLIN で生成され、13 クロック目

（81.25% 位置）になります。

図 27.7 にデータ送信タイミングを示します。

図 27.7 データ送信タイミング

データ8ビットST

SPST

LTX SP データ8ビットST SP

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

バイトフィールド

fLIN

LTX DnDn-1 Dn+1

1 Tbit = 16 fLIN

物理層の遅延
ビットエラー検出用

サンプリングポイント

Dn-1 Dn

13/16 Tbit

LRX

データ8ビットスタートビット ストップビット
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27.6.2 データ受信

データ受信は、LRX 端子からの入力を fLIN に同期させた同期化 LRX（内部信号）を使用して行います。

この同期化 LRX 信号のスタートビットの立ち下がりエッジでバイトフィールドの同期を合わせます。立

ち下がりエッジ検出後、0.5 Tbit 後に再度サンプリングを行い、同期化 LRX 信号が Low であった場合にス

タートビットと認識します。リセット解除後から LRX 信号がずっと Low の場合や、再サンプリング時に

High を検出した場合はスタートビットとは認識しません。

スタートビット検出後は、1 Tbit ごとにビットのサンプリングを行います。

図 27.8 にデータ受信タイミングを示します。

図 27.8 データ受信タイミング

LRX SPST D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7

バイトフィールド

LRX（拡大） スタートビット D0 D1

fLIN

同期化LRX
（内部信号）

立ち下がり

エッジ検出

0.5 Tbit後に

Lowを確認

1 Tbit後に

Bit 0を読み出し

D0 D1

0.5 Tbit

スタートビット

1 Tbit (= 16 fLIN)

以降、1 Tbit
ごとに読み出し

1 Tbit (= 16 fLIN)

データ8ビットスタートビット ストップビット
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27.7 送信／受信データのバッファ処理

LIN モジュールの連続データ送受信時のバッファ処理について説明します。

27.7.1 LIN フレームの送信

8 バイト送信の場合、L0DB1 ～ L0DB8 レジスタに格納されている内容が、順番に LIN フレームのデータ

1 ～ 8 領域に送信されます。4 バイト送信の場合は、L0DB1 ～ L0DB4 レジスタに格納されている内容が LIN

フレームのデータ 1 ～ 4 領域に送信され、L0DB5 ～ L0DB8 レジスタの内容は送信されません。また、

L0CBR レジスタには送信したチェックサムデータが格納されます。

図 27.9 に LIN 送信処理とバッファを示します。

図 27.9 LIN 送信処理とバッファ

27.7.1.1 フレームセパレートモード

L0RFC.FSM ビットを “1” にすることにより、フレームセパレートモードになります。

ヘッダとレスポンスを別々の送信開始要求により送信するモードです。

ヘッダ送信が完了すると L0ST.HTRC フラグが “1”（ヘッダ送信完了）になります。

L0DB1レジスタ

L0DB2レジスタ

L0DB3レジスタ

L0DB4レジスタ

L0DB5レジスタ

L0DB6レジスタ

L0DB7レジスタ

L0DB8レジスタ

データ1 チェックサム

ヘッダ レスポンス

フレーム

バッファ

データ2 データ8

L0CBRレジスタ
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27.7.2 LIN フレームの受信

8 バイト受信の場合、LIN フレームのデータ 1 ～ 8 領域の内容が、ストップビットを受信するごとにそれ

ぞれの L0DB1 ～ L0DB8 レジスタに格納されます。4 バイト受信の場合は、LIN フレームのデータ 1 ～ 4 領

域の内容が、それぞれ L0DB1 ～ L0DB4 レジスタに格納され、L0DB5 ～ L0DB8 レジスタには何も格納され

ません。また、L0CBR レジスタには受信したチェックサムデータが格納されます。

図 27.10 に LIN 受信処理とバッファを示します。

図 27.10 LIN 受信処理とバッファ

27.7.2.1 データ 1 受信

1 バイト目のデータ受信が完了すると、L0ST.D1RC フラグが “1”（データ 1 受信完了）になります。

データ1 データ2 データ8 チェックサム

ヘッダ レスポンス

フレーム

L0DB1レジスタ

L0DB2レジスタ

L0DB3レジスタ

L0DB4レジスタ

L0DB5レジスタ

L0DB6レジスタ

L0DB7レジスタ

L0DB8レジスタ

バッファ

L0CBRレジスタ
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27.8 ウェイクアップ送信／受信

ウェイクアップの送受信は LIN ウェイクアップモードで使用できます。

27.8.1 ウェイクアップ送信動作

LIN ウェイクアップモード時、L0RFC.RFT ビットを “1”（送信）、L0TC.FTS ビットを “1”（フレーム送信／

ウェイクアップ送受信開始）にすると、出力端子からウェイクアップ信号が出力されます。ウェイクアップ

信号の Low 幅は L0WUP.WUTL[3:0] ビットで設定します。

ビットエラーなくウェイクアップの Low が出力された場合、L0ST.FTC フラグが “1”（フレームまたは

ウェイクアップ送信完了）になり、L0IE.FTCIE ビットが “1”（フレーム／ウェイクアップ送信完了割り込み

許可）のとき割り込み要求が発生します。

ビットエラーを検出した場合は、ウェイクアップ送信を中断し L0EST.BER フラグを “1”（ビットエラー検

出）にします。

図 27.11 にウェイクアップ送信タイミングを示します。

図 27.11 ウェイクアップ送信タイミング

27.8.2 ウェイクアップ受信動作

ウェイクアップを検出するには、入力信号 Low 幅カウント機能を使用します。

入力信号 Low 幅カウント機能は、データ受信と同じサンプリングポイントで LRX 端子への入力信号の

Low 幅を計測する機能です。LWBR.LWBR0 ビットの設定により、計測する Low 幅が異なります。LIN 

Specification Package Revision 1.3 使用時は、LWBR.LWBR0 ビットを “0” にしてください。これにより入力信

号 Low 幅を fLIN の 2.5 Tbit 以上で計測することができます。LIN Specification Package Revision 2.0、2.1 使用

時は “1” にしてください。これにより入力信号 Low 幅を 130μs 以上で計測することができます。

この機能を使用する場合、LIN ウェイクアップモードにて、L0RFC.RFT ビットを “0”（受信）、L0TC.FTS

ビットを “1”（フレーム送信／ウェイクアップ送受信開始）にしてください。

計測する Low 幅に達すると L0ST .FRC フラグが “1”（フレームまたはウェイクアップ受信完了）になり、

L0IE.FRCIE ビットが “1”（フレーム／ウェイクアップ受信完了割り込み許可）の場合、割り込み要求が発生

します。

Low幅設定 (1～16Tbit)

LRX

L0ST.FTCフラグ
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図 27.12 入力信号 Low カウント機能

ウェイクアップ送信中、入力信号 Low 幅カウント機能は動作しません。

27.8.3 ウェイクアップ衝突

マスタノードとスレーブノードが同時にウェイクアップ信号を送信した場合、LIN バス上で衝突が発生し

ますが、LIN モジュールではウェイクアップ信号の衝突は検知しません。

カウント値

LRX

fLIN

同期化LRX
（内部信号）

0.5 Tbit 1 Tbit 1 Tbit 1 Tbit 1 Tbit

0 1 2 0

LIN Low検出

割り込みのIRn.IRフラグ

L0ST.FRCフラグ

LWBR.LWBR0ビットが“0” のとき（LIN Specification Package Revision1.3使用時）

LRX

fLIN

同期化LRX
（内部信号）

130μs以上

LIN Low検出

割り込みのIRビット

L0ST.FRCフラグ

LWBR.LWBR0ビットが“1” のとき（LIN Specification Package Revision2.0, 2.1使用時）
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27.9 ステータス

LIN モジュールは 7 種類のステータスを検出します。

フレーム／ウェイクアップ送信完了、フレーム／ウェイクアップ受信完了、エラー検出の 3 つのステータ

スは割り込み要求を発生することができます。

表 27.10 にステータスの種類を示します。

注1. LIN動作モード内でL0EST.CSER, FER, FTER, PBER, BERフラグに“0”を書くことにより、L0ST.ERRフラグは“0”になりま

す。

注2. L0RFC.RFDL[3:0]ビットが “0000b”（0バイト＋チェックサム）のときは検出されません。

表27.10 ステータスの種類

ステータス ステータスセット条件 ステータスクリア条件
ステータスを検出で

きる動作モード
対応ビット

LINモード L0C.OM1ビットをLIN動作モードに

設定後、実際にLINモジュールがLIN
動作モードになったとき

L0C.OM1ビットをLINウェイク

アップモードに設定後、実際に

LINモジュールがLINウェイク

アップモードになったとき

 LIN動作モード
 LINウェイクアッ

プモード

L0MST.OMM1
ビット

リセット L0C.OM0ビットをLINリセットモー

ドでないに設定後、実際にLINモ

ジュールがLINリセットモード解除

になったとき

L0C.OM0ビットをLINリセット

モードに設定後、実際にLINモ

ジュールがLINリセットモード

になったとき

すべてのモード L0MST.OMM0
ビット

フレーム／

ウェイクアップ

送信完了

レスポンスフィールドまたはウェイ

クアップ信号を正常に送信完了した

とき

 次の通信開始時
 ソフトウェアによるクリア

 LINリセットモード移行時

 LIN動作モード
 LINウェイクアッ

プモード

L0ST.FTC
フラグ

フレーム／

ウェイクアップ

受信完了

レスポンスフィールドまたはウェイ

クアップ信号を正常に受信完了した

とき

 次の通信開始時

 ソフトウェアによるクリア
 LINリセットモード移行時

 LIN動作モード

 LINウェイクアッ

プモード

L0ST.FRC
フラグ

エラー検出 L0EST.CSER, FER, FTER, PBER, 
BERフラグのいずれかが “1”（エラー

検出）になったとき

 次の通信開始時
 ソフトウェアによるクリア
（注1）

 LINリセットモード移行時

 LIN動作モード
 LINウェイクアッ

プモード

L0ST.ERR
フラグ

データ1受信完了 L0RFC.RFTビットが “0”（受信）で、

レスポンスフレームの 初の1バイ

トを受信完了したとき（注2）

 次の通信開始時
 ソフトウェアによるクリア

 LINリセットモード移行時

LIN動作モード L0ST.D1RC
フラグ

ヘッダ送信完了 ヘッダフィールドを正常に送信完了

した場合

 次の通信開始時

 ソフトウェアによるクリア
 LINリセットモード移行時

LIN動作モード L0ST.HTRC
フラグ
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27.10 エラーステータス

27.10.1 エラーステータスの種類

LIN モジュールは 5 種類のエラーステータスを検出します。これらのエラーの状態は LEST レジスタの各

ビットで確認できます。

表 27.11 にエラーステータスの種類を示します。

注1. ビットエラーを検出した場合は、ストップビット送信後に中断します。インタバイトスペースなどの非データ領域でビット

エラーを検出したときは、その領域の直後に送信を中断します。ウェイクアップ送信中にビットエラーを検出したときは、

エラーになったビットを送信した直後にウェイクアップ送信を中断します。

注2. タイムアウト時間は、レスポンスフィールドデータ長（L0RFC.RFDL[3:0]ビット）、およびチェックサム選択(L0RFC.CSM
ビット)に依存し、下記の式により計算できます。

クラシック選択時（L0RFC.CSMビットが “0”の場合）

    タイムアウト時間=49＋ (データバイト数＋1)×14 [Tbit]
エンハンス選択時（L0RFC.CSMビットが “1”の場合）

    タイムアウト時間=48＋ (データバイト数＋1)×14 [Tbit]

上記タイムアウト時間は、クラシック選択時にLIN Specification Package Revision 1.3のTFRAME_MAXを、エンハンス選

択時にLIN Specification Package Revision 2.0、2.1のTFRAME_MAXを超える時間となります。

表27.11 エラーステータスの種類

ステータス エラー検出条件

（ソフトウェアで“0”にする）

エラーを検出できる

動作モード

通信

処理

検出許可／

禁止選択

対応ビット

ビットエラー 送信したデータと、受信端子でモニタして

いるLINバス上のデータが一致しなかった

とき（注1）

 LIN動作モード
 LINウェイクアップモード

中断 ○ L0EST.BER
フラグ

フィジカルバス

エラー

 ブレークフィールド送信時にLINバスが

Highを検出した場合
 ブレークデリミタ送信時にLINバスが

Lowを検出した場合

 ウェイクアップ送信時にLINバスがHigh
を検出した場合

 LIN動作モード

 LINウェイクアップモード

中断 ○ L0EST.PBER
フラグ

フレームタイム

アウトエラー

フレームの送受信がある一定の時間内に終

了しなかったとき（注2）
LIN動作モード 中断 ○ L0EST.FTER

フラグ

フレーミング

エラー

レスポンスフレーム受信処理において、各

データバイトのストップビットがLowで

あったとき

LIN動作モード 中断 ○ L0EST.FER
フラグ

チェックサム

エラー

レスポンスフレーム受信処理において、

チェックサム判定の結果がエラーのとき

LIN動作モード — × L0EST.CSER
フラグ
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27.10.2 LIN エラー検出の対象時間領域

図 27.13 にエラーを検出するために LIN モジュールが監視する時間領域を示します。

図 27.13 LIN エラー検出の対象時間領域

＜ウェイクアップ送信＞

ウェイクアップ

ビットエラー

フィジカル

バスエラー

データ1 データ2 データ8 チェックサム

ヘッダ レスポンス

フレーム

ブレークフィールド Syncフィールド IDフィールド

ビットエラー

フィジカル

バスエラー

チェックサム

エラー

フレームタイム

アウトエラー

フレーミング

エラー

送信時のみ

ブレークフィールド

および

ブレークデリミタ

送信時のみ

エンハンス選
択かつ受信時

のみ
受信時のみ

受信時のストップビットのみ

＜フレーム送受信＞



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 1246 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 27.  LINモジュール（LIN）

27.11 割り込み

LIN モジュールが生成する割り込み要求には、LIN 割り込みがあります。

割り込み要因には、フレーム／ウェイクアップ送信完了、フレーム／ウェイクアップ受信完了、エラー検

出の 3 つがあります。

フレーム／ウェイクアップ送信完了、フレーム／ウェイクアップ受信完了、エラー検出の 3 つのステータ

スによる割り込み要求は、論理和をとって 1 つの割り込み要求「LIN 割り込み」にまとめられます。

それぞれの割り込み要求は、L0IE レジスタの対応するビットが “1”（割り込み許可）のときに、L0ST レ

ジスタの対応するフラグが “1” になると出力されます。ただし、L0ST レジスタの対応するフラグが “1” の状

態での割り込み要求は無視されますので、再度割り込みを可能にするには、該当するフラグを “0” にしてく

ださい。

図 27.14 に LIN 割り込みブロック図を示します。

図 27.14 LIN 割り込みブロック図

フレームタイムアウトエラー

フレーム送信完了

ウェイクアップ送信完了

ビットエラー

チェックサムエラー

フィジカルバスエラー

フレーミングエラー

フレーム受信完了

ウェイクアップ受信完了（注1）

L0ST.FTC

L0ST.FRC

エラー検出フラグL0ST.ERR

エラー検出割り込み許可

エラー検出割り込み

LIN割り込み要求

フレーム／ウェイクアップ送信完了フラグ

フレーム／ウェイクアップ

受信完了フラグ（注1）

フレーム／ウェイクアップ

送信完了割り込み

フレーム／ウェイクアップ

受信完了割り込み（注1）

フレーム／ウェイクアップ

送信完了割り込み許可

フレーム／ウェイクアップ

受信完了割り込み許可（注1）

注1. ウェイクアップ受信は、入力信号Low幅カウントを示します。
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27.12 LIN セルフテストモード

LIN モジュールは、LIN セルフテストモードを持ちます。1 度 LIN モジュールが LIN セルフテストモード

になると、LIN バスから切断され、内部 LTX は内部 LRX にループして戻ります（ループバック）。

LIN セルフテストモードは以下の状態で動作します。

 LIN セルフテストモード

 ウェイクアップ機能未対応

 フレームセパレートモード未対応

 ボーレートジェネレータは 速設定（LBRP0 レジスタが “00h”、LBRP1 レジスタが “00h”、

L0MD.LCKS[1:0] ビットが “00b”)

LIN ウェイクアップモードには移行しないでください。

LIN セルフテストモードに移行する前に、L0RFC.FSM ビットを “0”（フレームセパレートモードではな

い）にしてください。

ボーレート設定は、LIN セルフテストモードでは自動設定されます。また、LIN セルフテストモードから

LIN リセットモードに移行したとき、自動設定から LIN セルフテストモード以前の設定に戻ります。

その他の設定は、LIN セルフテストモードに移行したとき、および LIN セルフテストモードから LIN リ

セットモードに移行したときに保持され有効です。

L0ST レジスタ、L0EST レジスタはそのまま機能しますが、L0EST.FER, PBER, BER フラグはループバッ

ク時検出できず、“1” になりません。

図 27.15 LIN 動作モード接続

図 27.16 LIN セルフテストモード接続
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（内部）
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LTX端子

LRX端子

LINトランシーバからの入出力

LTX
(内部)

LIN
コントローラ

LRX
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LINトランシーバからの入出力
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27.12.1 LIN セルフテストモードへの移行

LIN セルフテストモードに移行するには、特定のキーシーケンスを必ず使用してください。このキーシー

ケンスでは、次の通り LIN セルフテスト制御レジスタに 3 回連続書き込み行う必要があります。

 LIN リセットモードへ移行

 1 回目書き込み：LSTC レジスタ =“1010 0111”（A7h）

 2 回目書き込み：LSTC レジスタ =“0101 1000”（58h）

 3 回目書き込み：LSTC レジスタ =“0000 0001”（01h）

1 回目のキーが 2 回書き込まれた場合、シーケンスは中断されるので必ず再スタートしてください。

他の LIN 関連レジスへの書き込みアクセスによりこのシーケンスが中断した場合も、必ず再スタートさせ

てください。

LIN セルフテストモードはフレームセパレートモードに対応していません。テストは 2 種類行うことがで

きます。

 LIN セルフテストモード（送信）：ヘッダ送信およびレスポンス送信

 LIN セルフテストモード（受信）：ヘッダ送信およびレスポンス受信

27.12.2 LIN セルフテストモードにおける送信

LIN セルフテストを実行するには、次の手順を行ってください。

 L0C.OM1, OM0 ビットに “11b” を書き込み、L0MST.OMM1, OMM0 ビットが “11b” になることを確認して

ください。

 L0RFC.RFT ビットを “1”（送信）にする

 送信するフレーム構成を設定する

 L0TC.FTS ビットを “1”（フレーム送信／ウェイクアップ送受信開始）にする

 LIN セルフテストモード（送信）が実行され、割り込み発生、ステータス、エラーステータス更新も合

わせて実行される。チェックサムは LIN が自動演算する

 送信完了の場合、ループバックしたフレームデータの反転値が L0IDB レジスタ、L0CBR レジスタ、

L0DBn レジスタに格納される（送信した値とループバックした値を比較するため、反転値として格納

されます。）（n = 1 ～ 8）

 エラーにより送信が完了しなかった場合、該当するエラーフラグが設定される
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27.12.3 LIN セルフテストモードにおける受信

LIN セルフテストを実行するには、次の手順を行ってください。

 LIN セルフテストモードへ移行する

 L0RFC.RFT ビットを “0”（受信）にする

 受信するフレーム構成を設定する。チェックサムは自動演算されないため、演算値を格納する。このと

きチェックサムに誤った演算結果を設定すると、チェックサムエラーをテストできる

 L0TC.FTS ビットを “1”（フレーム送信／ウェイクアップ送受信開始）にする

 LIN セルフテストモード（受信）が実行され、割り込み発生、ステータス、エラーステータス更新も合

わせて実行される

 受信完了の場合、ループバックしたフレームデータの反転値が L0IDB レジスタ、L0CBR レジスタ、

L0DBn レジスタに格納される（設定した値とループバックして受信した値を比較するため、反転値と

して格納されます。）（n = 1 ～ 8）

 エラーにより受信が完了しなかった場合、該当するエラーフラグが設定される

27.12.4 LIN セルフテストモード終了

LIN セルフテストモードを終了するには、次の手順を行ってください。

 LIN リセットモードへ移行する

（L0MST.OMM1, OMM0 ビットが “11b” でない場合は、L0C.OM1, OM0 ビットに “11b” を書き、

L0MST.OMM1, OMM0 ビットが “11b” になることを確認した後に、LIN リセットモードに移行してくだ

さい。）
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28. 12 ビット A/D コンバータ（S12ADA）

28.1 概要

RX62T グループ、RX62G グループは、逐次比較方式の 12 ビットの A/D コンバータを 2 ユニット内蔵し

ています。各ユニットは、 大 4 チャネルのアナログ入力を選択することができます。

A/D コンバータの動作モードには、1 チャネルのアナログ入力を 1 回のみ変換するシングルモードと、

大 4 チャネルのアナログ入力を順次連続して変換するスキャンモードがあります。

表 28.1 に A/D コンバータの仕様を、表 28.2 に A/D コンバータの機能概要を示します。図 28.1 に A/D コ

ンバータのブロック図を示します。

表28.1 A/Dコンバータの仕様

項目 内容

ユニット数 2ユニット（S12AD0、S12AD1）

入力チャネル 8チャネル（4チャネル×2ユニット）

A/D変換方式 逐次比較方式

分解能 12ビット

変換時間 1 チャネル当たり1.0μs（A/D変換クロック ADCLK = 50MHz、AVCC0 = 4.0～5.5V時）
1 チャネル当たり2.0μs（A/D変換クロック ADCLK = 25MHz、AVCC0 = 3.0～3.6V時）

A/D変換クロック 4種類：PCLK、PCLK/2、PCLK/4、PCLK/8

データレジスタ 10本
A/D変換結果を12ビットA/Dデータレジスタに保持

AN000、AN100入力は2つのADデータレジスタがあり、トリガ種別で変換結果格納先を切り替え

動作モード  シングルモード：1チャネルのアナログ入力を1回のみ変換

 スキャンモード

1サイクルスキャンモード： 大4チャネルのアナログ入力を1回のみ変換
連続スキャンモード： 大4チャネルのアナログ入力を繰り返し変換

2チャネルスキャンモード：ユニット内チャネルを2グループ化し、2系統の開始要因を設定可能

A/D変換開始条件  ソフトウェアトリガ

 マルチファンクションタイマパルスユニット3（MTU3）、または汎用PWMタイマ（GPT）からのトリガ
 外部トリガ

ADTRG0#端子によってS12AD0のA/D変換を、ADTRG1#端子によってS12AD1のA/D変換を開始すること
が可能

機能  サンプル&ホールド機能（3チャネル／1ユニット）
S12AD0のチャネル0～2（AN000～002）、および、S12AD1のチャネル0～2（AN100～102）には、専用

に独立したサンプルホールド回路を内蔵。これにより、ユニット毎に複数チャネル（ 大3チャンネル）の
同時サンプリングが可能。

 A/Dコンバータの自己診断機能

 プログラマブルゲインアンプによる入力信号増幅機能（3チャネル／1ユニット）
 ウィンドウコンパレータ機能（3チャネル／1ユニット）

割り込み要因  ユニットごとにA/D変換終了で割り込み要求（S12ADI）を発生
 S12ADI割り込みでデータトランスファコントローラ（DTC）を起動可能

 コンパレータ検出で割り込み要求（CMPI）を発生（POE要因としても使用可能）

消費電力低減機能  ユニットごとにモジュールストップ状態への設定可能
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表28.2 A/Dコンバータの機能概要 (1 / 2)

項目
ユニット0

（S12AD0）
ユニット1

（S12AD1）

アナログ入力チャネル AN000～AN003 AN100～AN103

A/D変換開始条件 ソフトウェア ソフトウェアトリガ 可能 可能

外部トリガ トリガ入力端子 ADTRG0# ADTRG1#

MTU3からの

トリガ

MTU0.TGRAのコンペアマッチ／

インプットキャプチャ

TRGA0N TRGA0N

MTU1.TGRAのコンペアマッチ／

インプットキャプチャ

TRGA1N TRGA1N

MTU2.TGRAのコンペアマッチ／
インプットキャプチャ

TRGA2N TRGA2N

MTU3.TGRAのコンペアマッチ／
インプットキャプチャ

TRGA3N TRGA3N

MTU4.TGRAのコンペアマッチ／
インプットキャプチャ、

または相補PWMモード時MTU4.TCNTの
アンダフロー（谷）

TRGA4N TRGA4N

MTU6.TGRAのコンペアマッチ／
インプットキャプチャ

TRGA6N TRGA6N

MTU7.TGRAのコンペアマッチ／
インプットキャプチャ、

または相補PWMモード時MTU7.TCNTの
アンダフロー（谷）

TRGA7N TRGA7N

MTU0.TGREのコンペアマッチ TRG0N TRG0N

MTU4.TADCORAとMTU4.TCNTの

コンペアマッチ

TRG4AN TRG4AN

MTU4.TADCORBとMTU4.TCNTの
コンペアマッチ

TRG4BN TRG4BN

MTU4.TADCORAとMTU4.TCNTの
コンペアマッチ、または、

MTU4.TADCORBとMTU4.TCNTの

コンペアマッチ

TRG4AN
またはTRG4BN

TRG4AN
またはTRG4BN

MTU4.TADCORAとMTU4.TCNTの
コンペアマッチと、

MTU4.TADCORBとMTU4.TCNTの

コンペアマッチ
（割り込み間引き機能2を使用時）

TRG4ABN TRG4ABN

MTU7.TADCORAとMTU7.TCNTの

コンペアマッチ

TRG7AN TRG7AN

MTU7.TADCORBとMTU7.TCNTの

コンペアマッチ

TRG7BN TRG7BN

MTU7.TADCORAとMTU7.TCNTの

コンペアマッチ、または、
MTU7.TADCORBとMTU7.TCNTの

コンペアマッチ

TRG7AN
またはTRG7BN

TRG7AN
またはTRG7BN

MTU7.TADCORAとMTU7.TCNTの

コンペアマッチと、
MTU7.TADCORBとMTU7.TCNTの

コンペアマッチ

（割り込み間引き機能2を使用時）

TRG7ABN TRG7ABN
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注 . 詳細は「9.　消費電力低減機能」を参照してください

A/D変換開始条件 GPTからの

トリガ

GPT0.GTADTRAのコンペアマッチ GTADTRA0N GTADTRA0N

GPT0.GTADTRBのコンペアマッチ GTADTRB0N GTADTRB0N

GPT1.GTADTRAのコンペアマッチ GTADTRA1N GTADTRA1N

GPT1.GTADTRBのコンペアマッチ GTADTRB1N GTADTRB1N

GPT2.GTADTRAのコンペアマッチ GTADTRA2N GTADTRA2N

GPT2.GTADTRBのコンペアマッチ GTADTRB2N GTADTRB2N

GPT3.GTADTRAのコンペアマッチ GTADTRA3N GTADTRA3N

GPT3.GTADTRBのコンペアマッチ GTADTRB3N GTADTRB3N

GPT0.GTADTRAのコンペアマッチ、または、

GPT0.GTADTRBのコンペアマッチ

GTADTRA0N
またはGTADTRB0N

GTADTRA0N
またはGTADTRB0N

GPT1.GTADTRAのコンペアマッチ、または、

GPT1.GTADTRBのコンペアマッチ

GTADTRA1N
またはGTADTRB1N

GTADTRA1N
またはGTADTRB1N

GPT2.GTADTRAのコンペアマッチ、または、
GPT2.GTADTRBのコンペアマッチ

GTADTRA2N
またはGTADTRB2N

GTADTRA2N
またはGTADTRB2N

GPT3.GTADTRAのコンペアマッチ、または、
GPT3.GTADTRBのコンペアマッチ

GTADTRA3N
またはGTADTRB3N

GTADTRA3N
またはGTADTRB3N

チャネル専用独立サ
ンプル＆ホールド機
能

対象チャネル AN000～AN002 AN100～AN102

プログラマブル

ゲインアンプ

対象チャネル AN000～AN002 AN100～AN102

ゲイン設定 2.0倍、2.5倍、3.077倍、3.636倍、4.0倍、

4.444倍、5.0倍、5.714倍、6.667倍、10.0倍、
13.333倍（計11ステップ）

ウィンドウ
コンパレータ

対象チャネル AN000～AN002 AN100～AN102

基準電圧設定

基準

外部端子から指定 CVREFL：AN003、CVREFH：AN103

内部生成 1/8AVCC0、2/8AVCC0、3/8AVCC0、
4/8AVCC0、5/8AVCC0、6/8AVCC0、
7/8AVCC0

ノイズキャンセル機能 コンパレータ検出結果をPCLK、PCLK/2、
PCLK/4、PCLK/8、PCLK/16、PCLK/128 で
16回サンプリング

割り込み S12ADI0
CMPI

S12ADI1
CMPI

モジュールストップの設定 MSTPCRA.MSTPA17
ビット

MSTPCRA.MSTPA1
6ビット

表28.2 A/Dコンバータの機能概要 (2 / 2)

項目
ユニット0

（S12AD0）
ユニット1

（S12AD1）
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図 28.1 A/D コンバータのブロック図
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表 28.3 に 12 ビット A/D コンバータで使用する入力端子を示します。

12 ビット A/D コンバータは 2 ユニットで構成され、ユニット 0（S12AD0）、ユニット 1（S12AD1）は独

立に動作させることができます。S12AD0、S12AD1 の入力チャネルは、2 つのグループに分割して動作させ

ることもできます。プログラマブルゲインアンプ（PGA）およびコンパレータが AN000 ～ AN002、AN100

～ AN102 に内蔵されています。

注 . 端子ごとに、接続されるユニットが異なります。ユニットごとに制御レジスタを持つため、それぞれ設定をしてください。

内蔵PGA起動時は、「33.4　A/D変換特性」の 表33.17プログラマブルゲインアンプ特性に記載のアナログ入力電圧範囲内で
使用してください。

表28.3 A/Dコンバータの入力端子

ユニット 端子名 入出力 機能
内蔵
PGA

内蔵
コンパレータ

ユニット0
（S12AD0）

AN000 入力 アナログ入力端子0 内蔵 内蔵

AN001 入力 アナログ入力端子1 内蔵 内蔵

AN002 入力 アナログ入力端子2 内蔵 内蔵

AN003/
CVREFL

入力 アナログ入力端子3／コンパレータLow側基準電圧端子
（コンパレータ動作時、かつ外部端子での基準電圧印加を

選択した場合は、コンパレータLow側基準電圧端子となり

ます。）

— —

ADTRG0# 入力 A/D変換開始のための外部トリガ入力端子 — —

ユニット1
（S12AD1）

AN100 入力 アナログ入力端子4 内蔵 内蔵

AN101 入力 アナログ入力端子5 内蔵 内蔵

AN102 入力 アナログ入力端子6 内蔵 内蔵

AN103/
CVREFH

入力 アナログ入力端子7／コンパレータHigh側基準電圧端子

（コンパレータ動作時、かつ外部端子での基準電圧印加を
選択した場合は、コンパレータHigh側基準電圧端子とな

ります。）

— —

ADTRG1# 入力 A/D変換開始のための外部トリガ入力端子 — —

共通 AVCC0 入力 アナログ回路の電源端子 — —

AVSS0 入力 アナログ回路のグランド端子 — —

VREFH0 入力 A/Dコンバータのアナログ基準電源端子 — —

VREFL0 入力 A/Dコンバータのアナログ基準電源グランド端子 — —
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28.2 レジスタの説明

表 28.4 に 12 ビット A/D コンバータのレジスタ一覧を示します。

表28.4 12ビットA/Dコンバータのレジスタ一覧

ユニット
モジュール

シンボル
レジスタ名 レジスタシンボル リセット後の値 アドレス

アクセス

サイズ

0 S12AD0 A/Dコントロールレジスタ ADCSR 00h 0008 9000h 8

A/Dチャネル選択レジスタ ADANS 0000h 0008 9004h 16

A/Dプログラマブルゲインアンプレジスタ ADPG 0000h 0008 900Ah 16

A/Dコントロール拡張レジスタ ADCER 0000h 0008 900Eh 16

A/D開始トリガ選択レジスタ ADSTRGR 0000h 0008 9010h 16

A/DデータレジスタDiag ADRD 0000h 0008 901Eh 16

A/Dデータレジスタ0A ADDR0A 0000h 0008 9020h 16

A/Dデータレジスタ1 ADDR1 0000h 0008 9022h 16

A/Dデータレジスタ2 ADDR2 0000h 0008 9024h 16

A/Dデータレジスタ3 ADDR3 0000h 0008 9026h 16

A/Dデータレジスタ0B ADDR0B 0000h 0008 9030h 16

A/Dサンプリングステートレジスタ ADSSTR 14h 0008 9060h 8

1 S12AD1 A/Dコントロールレジスタ ADCSR 00h 0008 9080h 8

A/Dチャネル選択レジスタ ADANS 0000h 0008 9084h 16

A/Dプログラマブルゲインアンプレジスタ ADPG 0000h 0008 908Ah 16

A/Dコントロール拡張レジスタ ADCER 0000h 0008 908Eh 16

A/D開始トリガ選択レジスタ ADSTRGR 0000h 0008 9090h 16

A/DデータレジスタDiag ADRD 0000h 0008 909Eh 16

A/Dデータレジスタ0A ADDR0A 0000h 0008 90A0h 16

A/Dデータレジスタ1 ADDR1 0000h 0008 90A2h 16

A/Dデータレジスタ2 ADDR2 0000h 0008 90A4h 16

A/Dデータレジスタ3 ADDR3 0000h 0008 90A6h 16

A/Dデータレジスタ0B ADDR0B 0000h 0008 90B0h 16

A/Dサンプリングステートレジスタ ADSSTR 14h 0008 90E0h 8

共通 S12AD コンパレータ動作モード選択レジスタ0 ADCMPMD0 0000h 0008 9012h 16

コンパレータ動作モード選択レジスタ1 ADCMPMD1 0000h 0008 9014h 16

コンパレータフィルタモードレジスタ0 ADCMPNR0 0000h 0008 9016h 16

コンパレータフィルタモードレジスタ1 ADCMPNR1 0000h 0008 9018h 16

コンパレータ検出フラグレジスタ ADCMPFR 00h 0008 901Ah 8

コンパレータ割り込み選択レジスタ ADCMPSEL 0000h 0008 
901Ch

16
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28.2.1 A/D データレジスタ n（ADDRn）(n=0A、0B、1 ～ 3)、A/D データレジスタ

Diag（ADRD）

ADDRn レジスタは、A/D 変換結果を格納する 16 ビットの読み出し専用レジスタです。AN000 と AN100

用のデータレジスタは 2 組あり（ダブルデータレジスタ）、A/D 変換開始要因が “MTU3 の TRGnAN または

TRGnBN（n=4、7）”“GPT の GTADTRAnN または GTADTRBnN（n=0 ～ 3）” の場合に、それぞれの変換結

果を保持することができます。アナログ入力チャネルと ADDRn レジスタの対応を表 28.5 に示します。

また、A/D データレジスタ Diag（ADRD）は、自己診断で A/D 変換した結果を格納する 16 ビットの読み

出し専用レジスタです。

ADDRn、ADRD の両レジスタは、下記の条件でフォーマットが異なります。

 A/D データレジスタフォーマット選択ビットの設定値（右詰または左詰）

 A/D データレジスタビット精度指定ビットの設定値（12 ビット、10 ビット、または 8 ビット）

(1) ADDRn レジスタ (n=0A、0B、1 ～ 3)

ADCER.ADRFMT ビットの設定により、右詰めまたは左詰めのフォーマットのどちらかを設定できます。

また、ADCER.ADPRC[1:0] ビットの設定により格納時のビット精度を設定できます。このとき、

ADDRn.AD11 ～ 0 ビットは、12 ビットの A/D 変換値を示します。それ以外のビットはリザーブビットです。

読むと “0” が読めます。書く場合、“0” としてください。

 右詰めのフォーマット、12 ビット精度に設定した場合

 右詰めのフォーマット、10 ビット精度に設定した場合

アドレス S12AD0.ADDR0A 0008 9020h、S12AD0.ADDR1 0008 9022h、S12AD0.ADDR2 0008 9024h、
S12AD0.ADDR3 0008 9026h、S12AD0.ADDR0B 0008 9030h
S12AD1.ADDR0A 0008 90A0h、S12AD1.ADDR1 0008 90A2h、S12AD1.ADDR2 0008 90A4h、
S12AD1.ADDR3 0008 90A6h、S12AD1.ADDR0B 0008 90B0h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — AD11 AD10 AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 AD4 AD3 AD2 AD1 AD0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b11-b0 AD11～AD0 変換値11～0 12ビットA/D変換値 R

b15-b12 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書き込みは無効になります R

アドレス S12AD0.ADDR0A 0008 9020h、S12AD0.ADDR1 0008 9022h、S12AD0.ADDR2 0008 9024h、
S12AD0.ADDR3 0008 9026h、S12AD0.ADDR0B 0008 9030h
S12AD1.ADDR0A 0008 90A0h、S12AD1.ADDR1 0008 90A2h、S12AD1.ADDR2 0008 90A4h、
S12AD1.ADDR3 0008 90A6h、S12AD1.ADDR0B 0008 90B0h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — AD11 AD10 AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 AD4 AD3 AD2

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b9-b0 AD11～AD2 変換値11～2 12ビットA/D変換値の上位10ビット R

b15-b10 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書き込みは無効になります R
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 右詰めのフォーマット、8 ビット精度に設定した場合

 左詰めのフォーマット、12 ビット精度に設定した場合

 左詰めのフォーマット、10 ビット精度に設定した場合

アドレス S12AD0.ADDR0A 0008 9020h、S12AD0.ADDR1 0008 9022h、S12AD0.ADDR2 0008 9024h、
S12AD0.ADDR3 0008 9026h、S12AD0.ADDR0B 0008 9030h
S12AD1.ADDR0A 0008 90A0h、S12AD1.ADDR1 0008 90A2h、S12AD1.ADDR2 0008 90A4h、
S12AD1.ADDR3 0008 90A6h、S12AD1.ADDR0B 0008 90B0h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — — AD11 AD10 AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 AD4

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b7-b0 AD11～AD4 変換値11～4 12ビットA/D変換値の上位8ビット R

b15-b8 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書き込みは無効です R

アドレス S12AD0.ADDR0A 0008 9020h、S12AD0.ADDR1 0008 9022h、S12AD0.ADDR2 0008 9024h、
S12AD0.ADDR3 0008 9026h、S12AD0.ADDR0B 0008 9030h
S12AD1.ADDR0A 0008 90A0h、S12AD1.ADDR1 0008 90A2h、S12AD1.ADDR2 0008 90A4h、
S12AD1.ADDR3 0008 90A6h、S12AD1.ADDR0B 0008 90B0h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

AD11 AD10 AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 AD4 AD3 AD2 AD1 AD0 — — — —

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b3-b0 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書き込みは無効になります R

b15-b4 AD11～AD0 変換値11～0 12ビットA/D変換値 R

アドレス S12AD0.ADDR0A 0008 9020h、S12AD0.ADDR1 0008 9022h、S12AD0.ADDR2 0008 9024h、
S12AD0.ADDR3 0008 9026h、S12AD0.ADDR0B 0008 9030h
S12AD1.ADDR0A 0008 90A0h、S12AD1.ADDR1 0008 90A2h、S12AD1.ADDR2 0008 90A4h、
S12AD1.ADDR3 0008 90A6h、S12AD1.ADDR0B 0008 90B0h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

AD11 AD10 AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 AD4 AD3 AD2 — — — — — —

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b5-b0 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書き込みは無効になります R

b15-b6 AD11～AD2 変換値11～2 12ビットA/D変換値の上位10ビット R
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 左詰めのフォーマット、8 ビット精度に設定した場合

アドレス S12AD0.ADDR0A 0008 9020h、S12AD0.ADDR1 0008 9022h、S12AD0.ADDR2 0008 9024h、
S12AD0.ADDR3 0008 9026h、S12AD0.ADDR0B 0008 9030h
S12AD1.ADDR0A 0008 90A0h、S12AD1.ADDR1 0008 90A2h、S12AD1.ADDR2 0008 90A4h、
S12AD1.ADDR3 0008 90A6h、S12AD1.ADDR0B 0008 90B0h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

AD11 AD10 AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 AD4 — — — — — — — —

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b7-b0 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書き込みは無効になります R

b15-b8 AD11～AD4 変換値11～4 12ビットA/D変換値の上位8ビット R
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(2) ADRD レジスタ

ADCER.ADRFMT ビットの設定により、右詰めまたは左詰めのフォーマットのどちらかを設定できます。

このとき、AD11 ～ AD0 ビットは、12 ビットの A/D 変換値を示します。また、自己診断のステータスビッ

ト（ADRD.DIAGST[1:0]）が付加されます。それ以外のビットは予約ビットです。読むと “0” が読めます。

書き込みは無効になります。

 右詰めのフォーマットに設定した場合

 左詰めのフォーマットに設定した場合

アドレス S12AD0.ADRD 0008 901Eh、S12AD1.ADRA 0008 909Eh

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

DIAGST[1:0] — — AD11 AD10 AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 AD4 AD3 AD2 AD1 AD0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b11-b0 AD11～AD0 変換値11～0 12ビットA/D変換値 R

b13-b12 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書き込みは無効になります R

b15-b14 DIAGST[1:0] 自己診断ステータスビット b15 b14

0  0：パワーオンから一度も自己診断を実施していないことを示す

0  1：VREFH0×0の電圧値の自己診断を実施したことを示す
1  0：VREFH0×1/2の電圧値の自己診断を実施したことを示す

1  1：VREFH0×1の電圧値の自己診断を実施したことを示す

注 . 自己診断の詳細は「28.2.4　A/Dコントロール拡張レジス

タ（ADCER）」を参照

R

アドレス S12AD0.ADRD 0008 901Eh、S12AD1.ADRA 0008 909Eh

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

AD11 AD10 AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 AD4 AD3 AD2 AD1 AD0 — — DIAGST[1:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b1-b0 DIAGST[1:0] 自己診断ステータスビット b1 　b0

0  0：パワーオンから一度も自己診断を実施していないことを示す
0  1：VREFH0×0の電圧値の自己診断を実施したことを示す

1  0：VREFH0×1/2の電圧値の自己診断を実施したことを示す

1  1：VREFH0×1の電圧値の自己診断を実施したことを示す

注 . 自己診断の詳細は「28.2.4　A/Dコントロール拡張レジス

タ（ADCER）」を参照

R

b3-b2 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書き込みは無効になります R

b15-b4 AD11～AD0 変換値11～0 12ビットA/D変換値 R
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注1. ・A/D変換開始要因が “MTU3のTRGnAN またはTRGnBN（n=4、7）”“GPTのGTADTRAnNまたはGTADTRBnN（n=0～
3）”（ADSTRGR.ADSTRSn[4:0]ビットが“01011b”“01111b”“11001b～11100b”）以外の場合は、変換結果はADDR0A レジ

スタに格納されます。
・A/D変換開始要因が “MTU3のTRGnAN またはTRGnBN（n=4、7）” （ADSTRGR.ADSTRSn[4:0]ビットが

“01011b”“01111b”）の場合、TRGnANで開始された変換結果はADDR0A レジスタに、TRGnBNで開始された変換結果は
ADDR0B レジスタに格納されます。

・A/D変換開始要因が “GPTのGTADTRAnNまたはGTADTRBnN（n=0～3）”（ADSTRGR.ADSTRSn[4:0]ビットが “11001b
～11100b”）の場合、GTADTRAnNで開始された変換結果はADDR0A レジスタに、GTADTRBnNで開始された変換結果は
ADDR0B レジスタに格納されます。

表28.5 アナログ入力チャネルとADDRnレジスタの対応

アナログ入力チャネル ADDRnレジスタ

AN000 S12AD0.ADDR0A/S12AD0.ADDR0B（注1）

AN001 S12AD0.ADDR1

AN002 S12AD0.ADDR2

AN003 S12AD0.ADDR3

AN100 S12AD1.ADDR0A/S12AD1.ADDR0B（注1）

AN101 S12AD1.ADDR1

AN102 S12AD1.ADDR2

AN103 S12AD1.ADDR3
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28.2.2 A/D コントロールレジスタ（ADCSR）

注 . 外部トリガでA/D変換を開始する方法
外部トリガ端子（ADTRGn#）にHighを入力した状態で、TRGEビットを “1”、EXTRGビットを“1”にします。その後、

ADTRGn#の信号をLowに変化させると、ADTRGn#の立ち下がりエッジを検出し、A/D変換を開始します。このときのLow
入力のパルス幅は、1.5 PCLK以上であることが必要です。（n=0、1）

ADCSR レジスタは、クロック選択、A/D 変換の開始／停止、A/D 変換モード、A/D 変換トリガの設定を

行うレジスタです。ADCS[1:0]、CKS[1:0] ビットの設定は、ADST ビットが “0” のときに行ってください。

CKS[1:0] ビット（クロック選択ビット）

A/D 変換時間を決める A/D 変換クロック（ADCLK）の周波数を設定するレジスタです。

ADCLK の周波数は、4MHz 以上になるように設定してください。また AVCC0 = 3.0 ～ 3.6V で使用する場

合は、ADCLK の周波数は 25MHz 以下になるように設定してください。

詳細は、「28.3.3　アナログ入力のサンプリングと A/D 変換時間」を参照してください。

ADIE ビット（A/D 変換終了割り込み許可ビット）

A/D 変換終了割り込み（S12ADI）の発生を許可／禁止します。

対象となるチャネルの A/D 変換が終了して、ADIE ビットが “1” の場合、A/D 変換終了割り込み

（S12ADI）が発生します。

アドレス S12AD0.ADCSR 0008 9000h、S12AD1.ADCSR 0008 9080h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

ADST ADCS[1:0] ADIE CKS[1:0] TRGE EXTRG

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 EXTRG トリガ選択ビット 0：A/D開始トリガ選択レジスタ（ADSTRGR）で選択されたタイマ

要因によるA/D変換の開始を選択
1：外部トリガ（ADTRGn#）によるA/D変換の開始を選択

（n=0、1）

R/W

b1 TRGE トリガ許可ビット 0：外部トリガ（ADTRGn#）、またはMTU3、GPTトリガによる

A/D変換を禁止
1：外部トリガ（ADTRGn#）、またはMTU3、GPTトリガによる

A/D変換を許可
（n=0、1）

R/W

b3-b2 CKS[1:0] クロック選択ビット b3 　b2

0  0：PCLK/8
0  1：PCLK/4
1  0：PCLK/2
1  1：PCLK

R/W

b4 ADIE A/D変換終了割り込み許可

ビット

0：A/D変換終了後のS12ADI割り込み発生の禁止

1：A/D変換終了後のS12ADI割り込み発生の許可

R/W

b6-b5 ADCS[1:0] A/D変換モード選択ビット b6　 b5

0  0：シングルモード

0  1：1サイクルスキャンモード
1  0：連続スキャンモード

1  1：2チャネルスキャンモード

R/W

b7 ADST A/Dスタートビット 0：A/D変換停止

1：A/D変換開始

R/W
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ADCS[1:0] ビット（A/D 変換モード選択ビット）

A/D 変換モードを選択します。

シングルモードは、ADANS.CH[1:0] ビットで選択した 1 チャネルのアナログ入力を 1 回 A/D 変換します。

1 サイクルスキャンモードは、ADANS.CH[1:0] ビットで選択した 大 4 チャネルのアナログ入力を若い

チャネル番号順に 1 回のみ A/D 変換を実施し、選択されたすべてのチャネルの変換が終了すると A/D 変換

を停止します。

連続スキャンモードは、ADCSR.ADST ビットが “1” の間、ADANS.CH[1:0] ビットで選択した 大 4 チャ

ネルのアナログ入力を若いチャネル番号順に A/D 変換を実施し、選択されたすべてのチャネルの変換が終

了すると 初のチャネルに戻り、A/D 変換を継続します。ADCSR.ADST ビットを “0” にすると A/D 変換を

停止します。

2 チャネルスキャンモードは、4 チャネルのアナログ入力を 2 つのグループに分け、それぞれ個別のトリ

ガによる開始要因を選択できます。ADANS.CH[1:0] ビットで選択した 大 3 チャネルのアナログ入力を若

いチャネル番号順に 1 回のみ A/D 変換を実施し、選択されたすべてのチャネルの変換が終了すると A/D 変

換を停止します。

ADST ビット（A/D スタートビット）

A/D 変換の開始／停止を制御します。ADST ビットを “1” にする前に A/D 変換クロックや動作モードの設

定を行ってください。

［“1” になる条件］

 ソフトウェアで “1” を書いたとき

 TRGE ビットに “1”、EXTRG ビットを “0” にし、ADSTRGR.ADSTRSn[4:0] ビットで選択した MTU3 または

GPT トリガを検出したとき

 TRGE ビットと EXTRG ビットを “1”、ADSTRGR.ADSTRSn[4:0] ビットを “00000b” にし、外部トリガを検

出したとき

［“0” になる条件］

 ソフトウェアで “0” を書いたとき

 シングルモードで A/D 変換が終了したとき

 1 サイクルスキャンモードで選択したすべてのチャネルの A/D 変換が終了したとき

 2 チャネルスキャンモードでグループ毎に選択したすべてのチャネルの A/D 変換が終了したとき
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28.2.3 A/D チャネル選択レジスタ（ADANS）

(1) S12AD0.ADANS

アドレス 0008 9004h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — CH[1:0] — PG002
SEL

PG001
SEL

PG000
SEL

— — — — — PG002
2EN

PG001
EN

PG000
EN

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 PG000EN AN000用プログラマブルゲインアン

プ許可ビット

0：プログラマブルゲインアンプの動作を禁止

1：プログラマブルゲインアンプの動作を許可

R/W

b1 PG001EN AN0001用プログラマブルゲインアン

プ許可ビット

0：プログラマブルゲインアンプの動作を禁止

1：プログラマブルゲインアンプの動作を許可

R/W

b2 PG002EN AN002用プログラマブルゲインアン

プ許可ビット

0：プログラマブルゲインアンプの動作を禁止

1：プログラマブルゲインアンプの動作を許可

R/W

b7-b3 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b8 PG000SEL AN000用プログラマブルゲインアン

プ選択ビット

0：プログラマブルゲインアンプを使用しない（バイパス）

1：プログラマブルゲインアンプを使用する

R/W

b9 PG001SEL AN001用プログラマブルゲインアン

プ選択ビット

0：プログラマブルゲインアンプを使用しない（バイパス）

1：プログラマブルゲインアンプを使用する

R/W

b10 PG002SEL AN002用プログラマブルゲインアン

プ選択ビット

0：プログラマブルゲインアンプを使用しない（バイパス）

1：プログラマブルゲインアンプを使用する

R/W

b11 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b13-b12 CH[1:0] チャネル設定ビット S12AD0でA/D変換するアナログ入力チャネルを選択しま

す。詳細は表28.6を参照してください

R/W

b15-b14 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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(2) S12AD1.ADANS

ADANS レジスタは、変換対象チャネルの設定と、AN000 ～ AN002/AN100 ～ AN102 用プログラマブルゲ

インアンプの使用 / 未使用および動作の禁止 / 許可を設定するレジスタです。

ADANS レジスタの設定は、ADCSR.ADST ビットが “0” のときに行ってください。

PGnEN ビット（ANn 用プログラマブルゲインアンプ許可ビット）(n=000 ～ 002、100 ～ 102)

プログラマブルゲインアンプの動作の禁止 / 許可を設定します。

PGnSEL ビット（ANn 用プログラマブルゲインアンプ選択ビット）(n=000 ～ 002、100 ～ 102)

プログラマブルゲインアンプの使用 / 未使用を設定します。

CH[1:0] ビット（チャネル設定ビット）

変換対象チャネルを設定します。ADCSR.ADCS[1:0] ビットの設定で内容が変わります。詳細は、表 28.6

を参照してください。

アドレス 0008 9084h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — CH[1:0] — PG102
SEL

PG101
SEL

PG100
SEL

— — — — — PG102
EN

PG101
EN

PG100
EN

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 PG100EN AN100用プログラマブルゲインアン

プ許可ビット

0：プログラマブルゲインアンプの動作を禁止

1：プログラマブルゲインアンプの動作を許可

R/W

b1 PG101EN AN101用プログラマブルゲインアン

プ許可ビット

0：プログラマブルゲインアンプの動作を禁止

1：プログラマブルゲインアンプの動作を許可

R/W

b2 PG102EN AN102用プログラマブルゲインアン

プ許可ビット

0：プログラマブルゲインアンプの動作を禁止

1：プログラマブルゲインアンプの動作を許可

R/W

b7-b3 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b8 PG100SEL AN100用プログラマブルゲインアン

プ選択ビット

0：プログラマブルゲインアンプを使用しない（バイパス）

1：プログラマブルゲインアンプを使用する

R/W

b9 PG101SEL AN101用プログラマブルゲインアン

プ選択ビット

0：プログラマブルゲインアンプを使用しない（バイパス）

1：プログラマブルゲインアンプを使用する

R/W

b10 PG102SEL AN102用プログラマブルゲインアン

プ選択ビット

0：プログラマブルゲインアンプを使用しない（バイパス）

1：プログラマブルゲインアンプを使用する

R/W

b11 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b13-b12 CH[1:0] チャネル設定ビット S12AD0でA/D変換するアナログ入力チャネルを選択しま

す。詳細は表28.6を参照してください

R/W

b15-b14 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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表28.6 変換対象チャネルの設定

ADANS.CH[1:0] アナログ入力チャネル

b1 b0
シングルモード 1サイクルスキャンモード／連続スキャンモード

S12AD0 S12AD1 S12AD0 S12AD1

0 0 AN000 AN100 AN000 AN100

0 1 AN001 AN101 AN000、AN001 AN100、AN101

1 0 AN002 AN102 AN000～AN002 AN100～AN102

1 1 AN003 AN103 AN000～AN003 AN100～AN103

ADANS.CH[1:0] アナログ入力チャネル

b1 b0
2チャネルスキャンモード（タイマトリガ／外部トリガによる開始）

S12AD0 S12AD1

0 0 グループ0：AN000

グループ1：AN001～AN003

グループ0：AN100

グループ1：AN101～AN103

0 1 グループ0：AN000、AN001

グループ1：AN002、AN003

グループ0：AN100、AN101

グループ1：AN102、AN103

1 0 グループ0：AN000～AN002

グループ1：AN003

グループ0：AN100～AN102

グループ1：AN103

1 1 設定しないでください（00bの設定と同じ） 設定しないでください（00 bの設定と同じ）

ADANS.CH[1:0] アナログ入力チャネル

b1 b0
2チャネルスキャンモード（ソフトウェアによる開始）

S12AD0 S12AD1

0 0 AN000 AN100

0 1 AN000、AN001 AN100、AN101

1 0 AN000～AN002 AN100～AN102

1 1 AN000～AN003 AN100～AN103
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28.2.4 A/D コントロール拡張レジスタ（ADCER）

ADCER レジスタは、A/D データレジスタのフォーマット、自己診断モードと自動クリアの設定、チャネ

ル専用サンプル＆ホールド回路の選択、および割り込みの設定を行うレジスタです。ADCER レジスタの設

定は、ADCSR.ADST ビットが “0” のときに行ってください。

SHBYP ビット（チャネル専用サンプル＆ホールド回路選択ビット）

チャネル専用サンプル＆ホールド回路の使用 / 未使用を選択します。

プログラマブルゲインアンプを使用するには、SHBYP ビットを “0”（サンプル＆ホールド回路を使用）に

設定する必要があります。

アドレス S12AD0.ADCER 0008 900Eh、S12AD1.ADCER 0008 908Eh

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

ADRFM
T

— ADIEW ADIE2 DIAGM DIAGL
D

DIAGVAL[1:0] — — ACE — — ADPRC[1:0] SHBYP

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 SHBYP チャネル専用サンプル&
ホールド回路選択ビット

0：サンプル&ホールド回路を使用
1：サンプル&ホールド回路を使用しない

R/W

b2-b1 ADPRC[1:0] A/Dデータレジスタビット
精度指定ビット

0  0：A/Dデータレジスタに12ビット精度で格納する
0  1：A/Dデータレジスタに10ビット精度で格納する

1  0：A/Dデータレジスタに8ビット精度で格納する
1  1：設定しないでください（12ビット精度で格納する）

R/W

b4-b3 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b5 ACE 自動クリア許可ビット 0：ADDRnおよびADRDの読み出しによるADDRnおよびADRD
の自動クリアを禁止

1：ADDRnおよびADRDの読み出しによるADDRnおよびADRD
の自動クリアを許可

R/W

b7-b6 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b9-b8 DIAGVAL[1:0] 自己診断変換電圧選択

ビット

b9   b8

0  0：設定しないでください。

0  1：VREFH0×0の電圧を使って自己診断を行う
1  0：VREFH0×1/2の電圧を使って自己診断を行う

1  1：VREFH0×1の電圧を使って自己診断を行う

R/W

b10 DIAGLD 自己診断モード選択ビット 0：自己診断電圧は自動的にローテーションして変換する

1：自己診断電圧はDIAGVAL[1:0]ビットの設定に固定して変換す
る

R/W

b11 DIAGM 自己診断許可ビット 0：A/Dコンバータの自己診断を実施しない
1：A/Dコンバータの自己診断を実施する

R/W

b12 ADIE2 2チャネルスキャン割り込

み選択ビット

0：グループ0トリガ、グループ1トリガそれぞれの変換終了時に

S12ADI割り込みを発生

1：グループ0トリガ、グループ1トリガ両方の変換終了時に
S12ADI割り込みを発生

R/W

b13 ADIEW ダブルトリガ割り込み選択

ビット

0：ダブルトリガそれぞれの変換終了時にS12ADI割り込みを発

生

1：ダブルトリガ両方の変換終了時にS12ADI割り込みを発生

R/W

b14 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b15 ADRFMT A/Dデータレジスタ

フォーマット選択ビット

0：A/Dデータレジスタのフォーマットを右詰めにする

1：A/Dデータレジスタのフォーマットを左詰めにする

R/W
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ADPRC ビット（A/D データレジスタビット精度指定ビット）

A/D 変換結果を、A/D データレジスタに 8 ビット精度で格納するか、10 ビット精度で格納するか、12

ビット精度で格納するかを選択します。

ACE ビット（自動クリア許可ビット）

CPU および DTC によって ADDRn および ADRD レジスタを読み出した後、当該レジスタの自動クリアを

行うか行わないかを選択します。自動クリアにより ADDRn および ADRD レジスタの未更新故障を検出する

ことができます。

DIAGVAL[1:0] ビット（自己診断変換電圧選択ビット）

詳細は DIAGLD ビットの説明を参照してください。また、DIAGVAL[1:0] ビットが初期値の “00b”（設定

禁止）の状態で、DIAGLD ビットを “1” にして、自己診断を実施しないでください。

DIAGLD ビット（自己診断モード選択ビット）

自己診断で変換する 3 つの電圧値をローテーションするか、電圧値を固定するかを選択します。

DIAGLD ビットを “0” にすると VREFH0×0 → VREFH0×1/2 → VREFH0×1 の順番にローテーションして変

換していきます。パワーオンリセットで VREFH0×0 から自己診断を行い、スキャン変換が終了しても

VREFH0×0 に戻りませんので、再びスキャン変換を実施すると、前回の続きからローテーションします。

DIAGLD ビットを “1” にすると DIAGVAL[1:0] ビットで選択した電圧に固定して変換します（自動ロー

テーションを行いません）。また、再度 DIAGLD ビットを “0” にすると、固定した電圧値からローテーショ

ンを開始します（ロード機能）。

DIAGM ビット（自己診断許可ビット）

自己診断は、A/D コンバータの故障を検出するための機能です。内部で生成する VREFH0×0、VREFH0×1/

2、VREFH0×1 の 3 つの電圧値のいずれかを変換します。変換が終了すると A/D データレジスタ Diag

（ADRD）に変換した電圧の情報と変換値を格納します。その後、ソフトウェアで ADRD を読み、変換値が

正常の範囲にある（正常）かない（異常）かを判断します。自己診断は、スキャン変換にて も若いチャネ

ルを変換する前に実施されます。

1 度の自己診断の実行で、3 つの電圧値のうち 1 つが変換され、3 つの電圧値は自己診断が実行されるた

びに自動的にローテーションしていきます。自己診断の実行時間は、1 チャネルの A/D 変換時間と同じで

す。

ADIE2 ビット（2 チャネルスキャン割り込み選択ビット）

2 チャネルスキャンモード選択時の S12ADI 割り込みの発生タイミングを選択します。ADIE2 ビットは 2

チャネルスキャンモード時かつトリガによる A/D 変換開始の設定（ADCSR.TRGE=1）時のみ有効です。

ADIEW ビット（ダブルトリガ割り込み選択ビット）

ダブルトリガ選択時の S12ADI 割り込み発生タイミングを選択します。ADIEW ビットはトリガによる A/

D 変換開始（ADCSR.TRGE=1）の設定時、かつトリガ要因に “TRG4AN または TRG4BN”、“TRG7AN また

は TRG7BN”、“GTADTRA0N または GTADTRB0N”、“GTADTRA1N または GTADTRB1N”、“GTADTRA2N

または GTADTRB2N”、“GTADTRA3N または GTADTRB3N” を選択したときのみ有効になります。
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ADRFMT ビット（A/D データレジスタフォーマット選択ビット）

A/D データレジスタに格納するデータの右詰め／左詰めを選択します。

A/D データレジスタのフォーマットの詳細は、「28.2.1　A/D データレジスタ n（ADDRn）(n=0A、0B、1

～ 3)、A/D データレジスタ Diag（ADRD）」を参照してください。
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28.2.5 A/D 開始トリガ選択レジスタ（ADSTRGR）

ADSTRGR レジスタは、A/D 変換開始トリガの選択を行うレジスタです。

ADSTRGR レジスタの設定は、ADCSR.ADST ビットが “0” のときに行ってください。

 ソフトウェアトリガ（ADCSR.ADST ビット）は、ADCSR.TRGE ビット、ADCSR.EXTRG ビット、

ADSTRGR レジスタの設定値にかかわらず常に有効です。

 外部入力の AD 変換開始要因（ADTRGn#）を使用する場合は、ADCSR.TRGE ビットを “1” にし、かつ

ADCSR.EXTRG ビットを “1” にしてください。(n=0、1)

 MTU3、GPT の A/D 変換開始要因を使用する場合は、ADCSR.TRGE ビットを “1” にし、かつ

ADCSR.EXTRG ビットを “0” にしてください。

アドレス S12AD0.ADSTRGR 0008 9010h、S12AD1.ADSTRGR 0008 9090h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — ADSTRS1[4:0] — — — ADSTRS0[4:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b4-b0 ADSTRS0[4:0] A/D開始トリガグループ0選択ビット ビット4～0の組み合わせで内蔵周辺 I/OからのA/D変換
開始要因を選択します。シングルモード、1サイクルス

キャンモード、連続スキャンモード時の開始要因、また
は2チャネルスキャンモード時におけるグループ0の開始

要因を指定してください。開始要因と設定値の関係は表

28.7を参照してください

R/W

b7-b5 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b12-b8 ADSTRS1[4:0] A/D開始トリガグループ1選択ビット 2チャネルスキャンモード時にのみ使用するビットです。

ビット4～0の組み合わせで内蔵周辺 I/OからのA/D変換
開始要因を選択します。2チャネルスキャンモード時に

おけるグループ1の開始要因を指定してください。開始

要因と設定値の関係は表28.7を参照してください。
2 チャネルスキャンモード時において、グループ0とグ

ループ1の変換要求が同時に発生しないように、グルー
プ0とグループ1の変換要求はそれぞれ違う要因を指定し

てください

R/W

b15-b13 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 1270 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 28.  12ビットA/Dコンバータ（S12ADA）

注 . A/D変換を開始するトリガをADTRGn#に設定する場合は、該当する端子のPORTm.DDR.Bjビットを “0”（入力ポート）に、
PORTm.ICR.Bjビットを“1”（対応する端子の入力バッファは有効）にしてください。詳細は「15.　I/Oポート」を参照してく

ださい。（n = 0,1、m = A,2、j = 0,1,4,5）

表28.7 A/D変換開始要因選択一覧

発生元
A/D変換

開始要因
開始条件

ADSTRSn
[4]

ADSTRSn
[3]

ADSTRSn
[2]

ADSTRSn
[1]

ADSTRSn
[0]

ソフトウェア ADST ADCSR.ADSTビットをセット — — — — —

外部端子 ADTRGn# トリガ入力端子 0 0 0 0 0

MTU3 TRGA0N MTU0.TGRAのコンペアマッチ／インプットキャプチャ 0 0 0 0 1

TRGA1N MTU1.TGRAのコンペアマッチ／インプットキャプチャ 0 0 0 1 0

TRGA2N MTU2.TGRAのコンペアマッチ／インプットキャプチャ 0 0 0 1 1

TRGA3N MTU3.TGRAのコンペアマッチ／インプットキャプチャ 0 0 1 0 0

TRGA4N MTU4.TGRAのコンペアマッチ／インプットキャプチャ、

または相補PWMモード時MTU4.TCNTのアンダフロー

（谷）

0 0 1 0 1

TRGA6N MTU6.TGRAのコンペアマッチ／インプットキャプチャ 0 0 1 1 0

TRGA7N MTU7.TGRAのコンペアマッチ／インプットキャプチャ、

または相補PWMモード時MTU7.TCNTのアンダフロー

（谷）

0 0 1 1 1

TRG0N MTU0.TGREのコンペアマッチ 0 1 0 0 0

TRG4AN MTU4.TADCORAとMTU4.TCNTのコンペアマッチ 0 1 0 0 1

TRG4BN MTU4.TADCORBとMTU4.TCNTのコンペアマッチ 0 1 0 1 0

TRG4AN

または
TRG4BN

MTU4.TADCORAとMTU4.TCNTのコンペアマッチ、

または、MTU4.TADCORBとMTU4.TCNTの

コンペアマッチ

0 1 0 1 1

TRG4ABN MTU4.TADCORAとMTU4.TCNTのコンペアマッチと、

MTU4.TADCORBとMTU4.TCNTのコンペアマッチ

（割り込み間引き機能2を使用時）

0 1 1 0 0

TRG7AN MTU7.TADCORAとMTU7.TCNTのコンペアマッチ 0 1 1 0 1

TRG7BN MTU7.TADCORBとMTU7.TCNTのコンペアマッチ 0 1 1 1 0

TRG7AN

または
TRG7BN

MTU7.TADCORAとMTU7.TCNTのコンペアマッチ、

または、MTU7.TADCORBとMTU7.TCNTの

コンペアマッチ

0 1 1 1 1

TRG7ABN MTU7.TADCORAとMTU7.TCNTのコンペアマッチと、

MTU7.TADCORBとMTU7.TCNTのコンペアマッチ

（割り込み間引き機能2を使用時）

1 0 0 0 0

GPT GTADTRA0N GPT0.GTADTRAのコンペアマッチ 1 0 0 0 1

GTADTRB0N GPT0.GTADTRBのコンペアマッチ 1 0 0 1 0

GTADTRA1N GPT1.GTADTRAのコンペアマッチ 1 0 0 1 1

GTADTRB1N GPT1.GTADTRBのコンペアマッチ 1 0 1 0 0

GTADTRA2N GPT2.GTADTRAのコンペアマッチ 1 0 1 0 1

GTADTRB2N GPT2.GTADTRBのコンペアマッチ 1 0 1 1 0

GTADTRA3N GPT3.GTADTRAのコンペアマッチ 1 0 1 1 1

GTADTRB3N GPT3.GTADTRBのコンペアマッチ 1 1 0 0 0

GTADTRA0N

または
GTADTRB0N

GPT0.GTADTRAのコンペアマッチ、または、

GPT0.GTADTRBのコンペアマッチ

1 1 0 0 1

GTADTRA1N

または
GTADTRB1N

GPT1.GTADTRAのコンペアマッチ、または、

GPT1.GTADTRBのコンペアマッチ

1 1 0 1 0

GTADTRA2N

または
GTADTRB2N

GPT2.GTADTRAのコンペアマッチ、または、

GPT2.GTADTRBのコンペアマッチ

1 1 0 1 1

GTADTRA3N

または
GTADTRB3N

GPT3.GTADTRAのコンペアマッチ、または、

GPT3.GTADTRBのコンペアマッチ

1 1 1 0 0
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28.2.6 A/D プログラマブルゲインアンプレジスタ（ADPG）

(1) S12AD0.ADPG

アドレス 0008 900Ah

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — PG002GAIN[3:0] PG001GAIN[3:0] PG000GAIN[3:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b3-b0 PG000GAIN[3:0] AN000用プログラマブルゲイン

アンプゲイン選択ビット

b3            b0

0  0  0  0：×2.0
0  0  0  1：×2.5
0  0  1  0：設定しないでください

0  0  1  1：設定しないでください
0  1  0  0：×3.077
0  1  0  1：設定しないでください

0  1  1  0：×3.636
0  1  1  1：×4.0
1  0  0  0：×4.444
1  0  0  1：×5.0
1  0  1  0：×5.714
1  0  1  1：×6.667
1  1  0  0：設定しないでください

1  1  0  1：×10.0
1  1  1  0：×13.333
1  1  1  1：設定しないでください

R/W

b7-b4 PG001GAIN[3:0] AN001用プログラマブルゲイン

アンプゲイン選択ビット

b7            b4

0  0  0  0：×2.0
0  0  0  1：×2.5
0  0  1  0：設定しないでください

0  0  1  1：設定しないでください
0  1  0  0：×3.077
0  1  0  1：設定しないでください

0  1  1  0：×3.636
0  1  1  1：×4.0
1  0  0  0：×4.444
1  0  0  1：×5.0
1  0  1  0：×5.714
1  0  1  1：×6.667
1  1  0  0：設定しないでください

1  1  0  1：×10.0
1  1  1  0：×13.333
1  1  1  1：設定しないでください

R/W

b11-b8 PG002GAIN[3:0] AN002用プログラマブルゲイン

アンプゲイン選択ビット

b11          b8

0  0  0  0：×2.0
0  0  0  1：×2.5
0  0  1  0：設定しないでください

0  0  1  1：設定しないでください
0  1  0  0：×3.077
0  1  0  1：設定しないでください
0  1  1  0：×3.636
0  1  1  1：×4.0
1  0  0  0：×4.444
1  0  0  1：×5.0
1  0  1  0：×5.714
1  0  1  1：×6.667
1  1  0  0：設定しないでください

1  1  0  1：×10.0
1  1  1  0：×13.333
1  1  1  1：設定しないでください

R/W

b15-b12 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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(2) S12AD1.ADPG

アドレス 0008 908Ah

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — PG102GAIN[3:0] PG101GAIN[3:0] PG100GAIN[3:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b3-b0 PG100GAIN[3:0] AN100用プログラマブルゲイン

アンプゲイン選択ビット

b3            b0

0  0  0  0：×2.0
0  0  0  1：×2.5
0  0  1  0：設定しないでください

0  0  1  1：設定しないでください
0  1  0  0：×3.077
0  1  0  1：設定しないでください

0  1  1  0：×3.636
0  1  1  1：×4.0
1  0  0  0：×4.444
1  0  0  1：×5.0
1  0  1  0：×5.714
1  0  1  1：×6.667
1  1  0  0：設定しないでください

1  1  0  1：×10.0
1  1  1  0：×13.333
1  1  1  1：設定しないでください

R/W

b7-b4 PG101GAIN[3:0] AN101用プログラマブルゲイン

アンプゲイン選択ビット

b7            b4

0  0  0  0：×2.0
0  0  0  1：×2.5
0  0  1  0：設定しないでください

0  0  1  1：設定しないでください
0  1  0  0：×3.077
0  1  0  1：設定しないでください

0  1  1  0：×3.636
0  1  1  1：×4.0
1  0  0  0：×4.444
1  0  0  1：×5.0
1  0  1  0：×5.714
1  0  1  1：×6.667
1  1  0  0：設定しないでください

1  1  0  1：×10.0
1  1  1  0：×13.333
1  1  1  1：設定しないでください

R/W

b11-b8 PG102GAIN[3:0] AN102用プログラマブルゲイン

アンプゲイン選択ビット

b11           b8

0  0  0  0：×2.0
0  0  0  1：×2.5
0  0  1  0：設定しないでください

0  0  1  1：設定しないでください
0  1  0  0：×3.077
0  1  0  1：設定しないでください

0  1  1  0：×3.636
0  1  1  1：×4.0
1  0  0  0：×4.444
1  0  0  1：×5.0
1  0  1  0：×5.714
1  0  1  1：×6.667
1  1  0  0：設定しないでください

1  1  0  1：×10.0
1  1  1  0：×13.333
1  1  1  1：設定しないでください

R/W

b15-b12 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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ADPG レジスタは、AN000 ～ AN002、AN100 ～ AN102 に搭載しているプログラマブルゲインアンプのゲ

インを設定するレジスタです。

ADPG レジスタの設定は、ADCSR.ADST ビットが “0” のときに行ってください。

PGnGAIN[3:0] ビット（ANn 用プログラマブルゲインアンプゲイン設定ビット）(n=000 ～ 002、100 ～

102)

プログラマブルゲインアンプのゲインを設定します。
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28.2.7 コンパレータ動作モード選択レジスタ 0（ADCMPMD0）

アドレス 0008 9012h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — CEN102[1:0] CEN101[1:0] CEN100[1:0] — — CEN002[1:0] CEN001[1:0] CEN000[1:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b1-b0 CEN000[1:0] AN000用コンパレータ選択
ビット

b1    b0

0   0：コンパレータを使用しない

0   1：Lowレベルコンパレータとして使用（Low側基準電圧より
も低い入力電圧を検出）

1   0：Highレベルコンパレータとして使用（High側基準電圧より

も高い入力電圧を検出）
1   1：ウィンドウコンパレータとして使用（Low側基準電圧～

High側基準電圧の範囲外の入力電圧を検出）

R/W

b3-b2 CEN001[1:0] AN001用コンパレータ選択

ビット

b3    b2

0   0：コンパレータを使用しない
0   1：Lowレベルコンパレータとして使用（Low側基準電圧より

も低い入力電圧を検出）

1   0：Highレベルコンパレータとして使用（High側基準電圧より
も高い入力電圧を検出）

1   1：ウィンドウコンパレータとして使用（Low側基準電圧～
High側基準電圧の範囲外の入力電圧を検出）

R/W

b5-b4 CEN002[1:0] AN002用コンパレータ選択
ビット

b5    b4

0   0：コンパレータを使用しない

0   1：Lowレベルコンパレータとして使用（Low側基準電圧より
も低い入力電圧を検出）

1   0：Highレベルコンパレータとして使用（High側基準電圧より

も高い入力電圧を検出）
1   1：ウィンドウコンパレータとして使用（Low側基準電圧～

High側基準電圧の範囲外の入力電圧を検出）

R/W

b7-b6 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b9-b8 CEN100[1:0] AN100用コンパレータ選択

ビット

b9    b8

0   0：コンパレータを使用しない

0   1：Lowレベルコンパレータとして使用（Low側基準電圧より
も低い入力電圧を検出）

1   0：Highレベルコンパレータとして使用（High側基準電圧より

も高い入力電圧を検出）
1   1：ウィンドウコンパレータとして使用（Low側基準電圧～

High側基準電圧の範囲外の入力電圧を検出）

R/W

b11-b10 CEN101[1:0] AN101用コンパレータ選択

ビット

b11  b10

0   0：コンパレータを使用しない
0   1：Lowレベルコンパレータとして使用（Low側基準電圧より

も低い入力電圧を検出）
1   0：Highレベルコンパレータとして使用（High側基準電圧より

も高い入力電圧を検出）

1   1：ウィンドウコンパレータとして使用（Low側基準電圧～
High側基準電圧の範囲外の入力電圧を検出）

R/W

b13-b12 CEN102[1:0] AN102用コンパレータ選択
ビット

b13  b12

0   0：コンパレータを使用しない

0   1：Lowレベルコンパレータとして使用（Low側基準電圧より
も低い入力電圧を検出）

1   0：Highレベルコンパレータとして使用（High側基準電圧より

も高い入力電圧を検出）
1   1：ウィンドウコンパレータとして使用（Low側基準電圧～

High側基準電圧の範囲外の入力電圧を検出）

R/W

b15-b14 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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ADCMPMD0 レジスタは、コンパレータの使用 / 未使用を設定するレジスタです。

CENn[1:0] ビット（ANn 用コンパレータ選択ビット）(n=000 ～ 002、100 ～ 102)
各コンパレータの使用 / 未使用、および動作モードを設定します。

28.2.8 コンパレータ動作モード選択レジスタ 1（ADCMPMD1）

アドレス 0008 9014h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— VSELL
1

VSELH
1

CSEL1 — VSELL
0

VSELH
0

CSEL0 — REFH[2:0] — REFL[2:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b2-b0 REFL[2:0] コンパレータLow側基準電圧
用内部電圧選択ビット

b2  b1  b0

0  0  0：無効

0  0  1：AVCC0×1/8
0  1  0：AVCC0×2/8
0  1  1：AVCC0×3/8
1  0  0：AVCC0×4/8
1  0  1：AVCC0×5/8
1  1  0：AVCC0×6/8
1  1  1：AVCC0×7/8

R/W

b3 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b6-b4 REFH[2:0] コンパレータHigh側基準電圧

用内部電圧選択ビット

b6  b5  b4

0  0  0：無効
0  0  1：AVCC0×1/8
0  1  0：AVCC0×2/8
0  1  1：AVCC0×3/8
1  0  0：AVCC0×4/8
1  0  1：AVCC0×5/8
1  1  0：AVCC0×6/8
1  1  1：AVCC0×7/8

R/W

b7 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b8 CSEL0 AN000～AN002用
コンパレータ入力選択ビット

0：プログラマブルゲインアンプ増幅前の信号をコンパレータ入
力として使用

1：プログラマブルゲインアンプ増幅後の信号をコンパレータ入
力として使用

R/W

b9 VSELH0 AN000～AN002用コンパレー
タHigh側基準電圧選択ビット

0：AN103端子からHigh側基準電圧を入力

1：REFH[2:0]ビットで選択された内部電圧をHigh側基準電圧に入力

R/W

b10 VSELL0 AN000～AN002用コンパレー

タLow側基準電圧選択ビット

0：AN003端子からLow側基準電圧を入力

1：REFL[2:0]ビットで選択された内部電圧をLow側基準電圧に入力

R/W

b11 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b12 CSEL1 AN100～AN102用
コンパレータ入力選択ビット

0：プログラマブルゲインアンプ増幅前の信号をコンパレータ入

力として使用
1：プログラマブルゲインアンプ増幅後の信号をコンパレータ入

力として使用

R/W

b13 VSELH1 AN100～AN102用コンパレー

タHigh側基準電圧選択ビット

0：AN103端子からHigh側基準電圧を入力

1：REFH[2:0]ビットで選択された内部電圧をHigh側基準電圧に入力

R/W

b14 VSELL1 AN100～AN102用コンパレー
タLow側基準電圧選択ビット

0：AN003端子からLow側基準電圧を入力

1：REFL[2:0]ビットで選択された内部電圧をLow側基準電圧に入力

R/W

b15 — 予約ビット 読むと “0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 1276 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 28.  12ビットA/Dコンバータ（S12ADA）

ADCMPMD1 レジスタは、コンパレータの入力および基準電圧を設定するレジスタです。

REFL[2:0] ビット（コンパレータ Low 側基準電圧用内部電圧選択ビット）

コンパレータ Low 側基準電圧に内部電圧を使用する場合の電圧値を設定します。

電圧値の設定可能範囲は、使用条件で異なりますので、

「表 32.16　コンパレータ特性」の REFL 電圧範囲を参照してください。

REFH[2:0] ビット（コンパレータ High 側基準電圧用内部電圧選択ビット）

コンパレータ High 側基準電圧に内部電圧を使用する場合の電圧値を設定します。

電圧値の設定可能範囲は、使用条件で異なりますので、

「表 32.16　コンパレータ特性」の REFH 電圧範囲を参照してください。

CSEL0 ビット（AN000 ～ AN002 用コンパレータ入力選択ビット）

AN000 ～ AN002 用コンパレータの入力を設定します。

VSELH0 ビット（AN000 ～ AN002 用コンパレータ High 側基準電圧選択ビット）

AN000 ～ AN002 用コンパレータの High 側基準電圧の入力方法を設定します。

VSELL0 ビット（AN000 ～ AN002 用コンパレータ Low 側基準電圧選択ビット）

AN000 ～ AN002 用コンパレータの Low 側基準電圧の入力方法を設定します。

CSEL1 ビット（AN100 ～ AN102 用コンパレータ入力選択ビット）

AN100 ～ AN102 用コンパレータの入力を設定します。

VSELH1 ビット（AN100 ～ AN102 用コンパレータ High 側基準電圧選択ビット）

AN100 ～ AN102 用コンパレータの High 側基準電圧の入力方法を設定します。

VSELL1 ビット（AN100 ～ AN102 用コンパレータ Low 側基準電圧選択ビット）

AN100 ～ AN102 用コンパレータ Low 側基準電圧の入力方法を設定します。
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28.2.9 コンパレータフィルタモードレジスタ 0（ADCMPNR0）

ADCMPNR0 レジスタは、AN000 ～ AN002 用コンパレータの検出結果用ノイズフィルタの動作を設定す

るレジスタです。

CnNR[3:0] ビット（ANn 用コンパレータノイズキャンセルフィルタモード選択ビット）(n=000 ～ 002)

　ANn 用コンパレータの検出結果用ノイズフィルタの動作を設定します。コンパレータ検出結果を設定さ

れた条件でサンプリングし、全て検出だった場合、ADCMPFR.CnFLAG フラグをセットします。このとき、

ADCMPSEL レジスタの設定により、コンパレータ割り込み（CMPI）、および、ポートアウトプットイネー

ブル 3（POE3）の起動を要求することができます。

アドレス 0008 9016h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — C002NR[3:0] C001NR[3:0] C000NR[3:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b3-b0 C000NR[3:0] AN000用コンパレータ

ノイズキャンセルフィルタ
モード選択ビット

b3             b0

0  0  0  0：コンパレータ検出結果をサンプリングしない
1  0  0  0：コンパレータ検出結果をPCLKで16回サンプリング

1  0  0  1：コンパレータ検出結果をPCLK/2で16回サンプリング
1  0  1  0：コンパレータ検出結果をPCLK/4で16回サンプリング

1  0  1  1：コンパレータ検出結果をPCLK/8で16回サンプリング

1  1  0  0：コンパレータ検出結果をPCLK/16で16回サンプリング
1  1  0  1：コンパレータ検出結果をPCLK/128で16回サンプリング

上記以外は設定しないでください

R/W

b7-b4 C001NR[3:0] AN001用コンパレータ

ノイズキャンセルフィルタ
モード選択ビット

b7              b4

0  0  0  0：コンパレータ検出結果をサンプリングしない
1  0  0  0：コンパレータ検出結果をPCLKで16回サンプリング

1  0  0  1：コンパレータ検出結果をPCLK/2で16回サンプリング

1  0  1  0：コンパレータ検出結果をPCLK/4で16回サンプリング
1  0  1  1：コンパレータ検出結果をPCLK/8で16回サンプリング

1  1  0  0：コンパレータ検出結果をPCLK/16で16回サンプリング
1  1  0  1：コンパレータ検出結果をPCLK/128で16回サンプリング

上記以外は設定しないでください

R/W

b11-b8 C002NR[3:0] AN002用コンパレータ

ノイズキャンセルフィルタ
モード選択ビット

b11           b8

0  0  0  0：コンパレータ検出結果をサンプリングしない
1  0  0  0：コンパレータ検出結果をPCLKで16回サンプリング

1  0  0  1：コンパレータ検出結果をPCLK/2で16回サンプリング

1  0  1  0：コンパレータ検出結果をPCLK/4で16回サンプリング
1  0  1  1：コンパレータ検出結果をPCLK/8で16回サンプリング

1  1  0  0：コンパレータ検出結果をPCLK/16で16回サンプリング
1  1  0  1：コンパレータ検出結果をPCLK/128で16回サンプリング

上記以外は設定しないでください

R/W

b15-b12 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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28.2.10 コンパレータフィルタモードレジスタ 1（ADCMPNR1）

ADCMPNR1 レジスタは、AN100 ～ AN102 用コンパレータの検出結果用ノイズフィルタの動作を設定す

るレジスタです。

CnNR[3:0] ビット（ANn 用コンパレータノイズキャンセルフィルタモード選択ビット）(n=100 ～ 102)

　ANn 用コンパレータの検出結果用ノイズフィルタの動作を設定します。コンパレータ検出結果を設定さ

れた条件でサンプリングし、全て検出だった場合、ADCMPFR.CnFLAG フラグをセットします。このとき、

ADCMPSEL レジスタの設定により、コンパレータ割り込み（CMPI）、および、ポートアウトプットイネー

ブル 3（POE3）の起動を要求することができます。

アドレス 0008 9018h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — C102NR[3:0] C101NR[3:0] C100NR[3:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b3-b0 C100NR[3:0] AN100用コンパレータ

ノイズキャンセルフィルタ
モード選択ビット

b3             b0

0  0  0  0：コンパレータ検出結果をサンプリングしない
1  0  0  0：コンパレータ検出結果をPCLKで16回サンプリング

1  0  0  1：コンパレータ検出結果をPCLK/2で16回サンプリング
1  0  1  0：コンパレータ検出結果をPCLK/4で16回サンプリング

1  0  1  1：コンパレータ検出結果をPCLK/8で16回サンプリング

1  1  0  0：コンパレータ検出結果をPCLK/16で16回サンプリング
1  1  0  1：コンパレータ検出結果をPCLK/128で16回サンプリング

上記以外は設定しないでください

R/W

b7-b4 C101NR[3:0] AN101用コンパレータ

ノイズキャンセルフィルタ
モード選択ビット

b7             b4

0  0  0  0：コンパレータ検出結果をサンプリングしない
1  0  0  0：コンパレータ検出結果をPCLKで16回サンプリング

1  0  0  1：コンパレータ検出結果をPCLK/2で16回サンプリング

1  0  1  0：コンパレータ検出結果をPCLK/4で16回サンプリング
1  0  1  1：コンパレータ検出結果をPCLK/8で16回サンプリング

1  1  0  0：コンパレータ検出結果をPCLK/16で16回サンプリング
1  1  0  1：コンパレータ検出結果をPCLK/128で16回サンプリング

上記以外は設定しないでください

R/W

b11-b8 C102NR[3:0] AN102用コンパレータ

ノイズキャンセルフィルタ
モード選択ビット

b11           b8

0  0  0  0：コンパレータ検出結果をサンプリングしない
1  0  0  0：コンパレータ検出結果をPCLKで16回サンプリング

1  0  0  1：コンパレータ検出結果をPCLK/2で16回サンプリング

1  0  1  0：コンパレータ検出結果をPCLK/4で16回サンプリング
1  0  1  1：コンパレータ検出結果をPCLK/8で16回サンプリング

1  1  0  0：コンパレータ検出結果をPCLK/16で16回サンプリング
1  1  0  1：コンパレータ検出結果をPCLK/128で16回サンプリング

上記以外は設定しないでください

R/W

b15-b12 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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28.2.11 コンパレータ検出フラグレジスタ（ADCMPFR）

注1. フラグをクリアするための“0”書き込みのみ可能です。

ADCMPFR レジスタは、各コンパレータの検出 / 未検出状態を示すフラグレジスタです。

CnFLAG フラグ（ANn 用コンパレータ検出フラグ）(n=000 ～ 002、100 ～ 102)

各コンパレータの検出 / 未検出状態を示すフラグレジスタです。

〔“1” になる条件〕

 コンパレータ検出結果を、ADCMPNRn.CmNR[3:0]（n=0、1、m=000 ～ 002、100 ～ 102）ビットで選択さ

れたクロックで 16 回サンプリングし、すべて検出だった場合

〔“0” になる条件〕

 ソフトウェアで “0” を書いたとき

アドレス 0008 901Ah

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — C102FL
AG

C101FL
AG

C100FL
AG

C002FL
AG

C001FL
AG

C000FL
AG

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機　　能 R/W

b0 C000FLAG AN000用コンパレータ検出

フラグ

0：コンパレータ未検出

1：コンパレータ検出

R/(W)
（注1）

b1 C001FLAG AN001用コンパレータ検出

フラグ

0：コンパレータ未検出

1：コンパレータ検出

R/(W)
（注1）

b2 C002FLAG AN002用コンパレータ検出

フラグ

0：コンパレータ未検出

1：コンパレータ検出

R/(W)
（注1）

b3 C100FLAG AN100用コンパレータ検出
フラグ

0：コンパレータ未検出
1：コンパレータ検出

R/(W)
（注1）

b4 C101FLAG AN101用コンパレータ検出

フラグ

0：コンパレータ未検出

1：コンパレータ検出

R/(W)
（注1）

b5 C102FLAG AN102用コンパレータ検出

フラグ

0：コンパレータ未検出

1：コンパレータ検出

R/(W)
（注1）

b7-b6 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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28.2.12 コンパレータ割り込み選択レジスタ（ADCMPSEL）

ADCMPSEL レジスタは、コンパレータ検出を割り込み、または POE 要求として使用するために設定する

レジスタです。

SELn ビット（ANn 用コンパレータ検出選択ビット）(n=000 ～ 002、100 ～ 102)

各コンパレータ検出を割り込み、または POE 要求として使用するか使用しないかを設定します。

IE ビット（割り込み許可設定ビット）

コンパレータ検出割り込み（CMPI）の発生を禁止 / 許可します。CMPI 割り込みは SELn ビットで選択さ

れたコンパレータ検出の論理和となります。

POE ビット（POE 要求設定ビット）

コンパレータ検出による POE 要求の発生を禁止 / 許可します。POE 要求は SELn ビットで選択されたコン

パレータ検出の論理和となります。

アドレス 0008 901Ch

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — POER
Q

IE — — SEL102 SEL101 SEL100 SEL002 SEL001 SEL000

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 SEL000 AN000用コンパレータ検出選択ビット 0：コンパレータ検出を割り込み、またはPOE要求として使用しない
1：コンパレータ検出を割り込み、またはPOE要求として使用

R/W

b1 SEL001 AN001用コンパレータ検出選択ビット 0：コンパレータ検出を割り込み、またはPOE要求として使用しない
1：コンパレータ検出を割り込み、またはPOE要求として使用

R/W

b2 SEL002 AN002用コンパレータ検出選択ビット 0：コンパレータ検出を割り込み、またはPOE要求として使用しない
1：コンパレータ検出を割り込み、またはPOE要求として使用

R/W

b3 SEL100 AN100用コンパレータ検出選択ビット 0：コンパレータ検出を割り込み、またはPOE要求として使用しない
1：コンパレータ検出を割り込み、またはPOE要求として使用

R/W

b4 SEL101 AN101用コンパレータ検出選択ビット 0：コンパレータ検出を割り込み、またはPOE要求として使用しない
1：コンパレータ検出を割り込み、またはPOE要求として使用

R/W

b5 SEL102 AN102用コンパレータ検出選択ビット 0：コンパレータ検出を割り込み、またはPOE要求として使用しない
1：コンパレータ検出を割り込み、またはPOE要求として使用

R/W

b7-b6 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b8 IE 割り込み許可設定ビット 0：コンパレータ検出時のCMPI割り込み発生を禁止
1：コンパレータ検出時のCMPI割り込み発生を許可

R/W

b9 POERQ POE要求設定ビット 0：コンパレータ検出時のPOE要求発生を禁止

1：コンパレータ検出時のPOE要求発生を許可

R/W

b15-b10 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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28.2.13 A/D サンプリングステートレジスタ（ADSSTR）

ADSSTR レジスタは、アナログ入力のサンプリング時間を設定するための 8 ビットのリード／ライト可能

なレジスタです。

アナログ入力の信号源インピーダンスが高くサンプリング時間が不足する場合や、A/D 変換クロック

（ADCLK）が低速な場合に、サンプリング時間を調整することができます。

設定値は、“0Dh” 以上の値を設定してください。

誤作動を避けるため、A/D 変換停止（ADCSR.ADST ビット＝ “0”）の状態で書き替えてください。

詳細は、「28.3.3　アナログ入力のサンプリングと A/D 変換時間」を参照してください。

アドレス S12AD0.ADSSTR 0008 9060h、S12AD1.ADSSTR 0008 90E0h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

リセット後の値 0 0 0 1 0 1 0 0
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28.3 動作説明

28.3.1 シングルモード

シングルモードは、指定された 1 チャネルのアナログ入力を以下のように 1 回のみ A/D 変換します。

（1）ソフトウェア、MTU3、GPT または外部トリガ入力によって ADCSR.ADST ビットを “1”（A/D 変換開

始）にすると、選択されたチャネルの A/D 変換を開始します。

（2）A/D 変換が終了すると、A/D 変換結果がそのチャネルに対応する A/D データレジスタ n（ADDRn）に

格納されます。(n = 0A、0B、１～ 3）

（3）A/D 変換終了後、ADCSR.ADIE ビットが “1”（A/D 変換終了による S12ADI 割り込み許可）であれば、

S12ADI 割り込み要求を発生します。

（4）ADCSR.ADST ビットは A/D 変換中は “1” を保持し、変換が終了すると自動的に “0” になり、A/D コン

バータは待機状態になります。

（5）A/D 変換中に ADCSR.ADST ビットを “0”（A/D 変換停止）にすると、変換を中止して A/D コンバータ

は待機状態になります。

アナログ入力に AN001 を選択した場合の動作例を図 28.2 に示します。

図 28.2 A/D コンバータの動作例（シングルモード）

ADCSR.ADST A/D変換開始

変換待機

変換待機

変換待機

変換待機

ADDR0A

ADDR1

ADDR2

ADDR3

S12ADI

A/D変換1

セット（注1）

①

②

③

格納

割り込み発生

④

A/D変換結果1

セット

A/D変換2変換待機

割り込み発生

セット

変換待機 A/D変換3（注2）

クリア

⑤

変換待機

A/D変換結果2

注1. は、ソフトウェアによる命令実行を示します。

注2. 変換中のデータは無視されます。

AN000

AN001

AN002

AN003
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28.3.2 スキャン変換動作の説明

スキャン変換の動作モードには、1 サイクルスキャンモード、連続スキャンモードおよび 2 チャネルス

キャンモードの 3 種類の動作モードがあります。

1 サイクルスキャンモードは、指定した 1 チャネル以上のスキャンを 1 回実施して終了するモードです。

連続スキャンモードは指定した 1 チャネル以上のスキャンをソフトウェアで ADCSR.ADST ビットを “0”

（“1” の状態から “0”）にするまで無制限に繰り返し実施するモードです。2 チャネルスキャンモードは 4

チャネルのアナログ入力をグループ 0 とグループ 1 に分け、それぞれのグループに個別のトリガによる開始

要因を選択できるモードで、グループ 0 とグループ 1 それぞれの変換動作としては 1 サイクルスキャンと同

じです（1 チャネル以上のスキャンを 1 回実施して終了）。

28.3.2.1 1 サイクルスキャンモード

1 サイクルスキャンモードは、選択されたチャネルのアナログ入力を以下のように 1 サイクルのみ A/D 変

換します。

（1）ソフトウェア、MTU3、GPT または外部トリガ入力によって ADCSR.ADST ビットを “1”（A/D 変換開

始）にすると、ADANS レジスタの CH[1:0] ビットで設定した順序で A/D 変換を開始します。

（2）1 チャネルの A/D 変換が終了すると、A/D 変換結果は対応する A/D データレジスタ n（ADDRn）に格

納されます。(n = 0A、0B、１～ 3）

（3）選択されたすべてのチャネルの A/D 変換終了後、ADCSR.ADIE ビットが “1”（A/D 変換終了による

S12ADI 割り込み許可）であれば、S12ADI 割り込み要求を発生します。

（4）ADST ビットは A/D 変換中は “1” を保持し、選択されたすべてのチャネルの A/D 変換が終了すると自動

的にクリアされ、A/D コンバータは待機状態になります。

なお、ADCER.SHBYP ビットの設定によりサンプリング動作が異なります。ADCER.SHBYP=0 時の動

作を図 28.3 に、ADCER.SHBYP=1 時の動作を図 28.4 に示します。
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図 28.3 1 サイクルスキャンモードの動作例（ADCER.SHBYP=0：チャネル専用サンプル＆ホールド回路

使用時）
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図 28.4 1 サイクルスキャンモードの動作例（ADCER.SHBYP=1：チャネル専用サンプル＆ホールド回路

未使用時）
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（注1）　↓は、ソフトウェアによる命令実行を示します。
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28.3.2.2 連続スキャンモード

連続スキャンモードは、選択されたチャネルのアナログ入力を以下のように繰り返し A/D 変換します。

（1）ソフトウェア、MTU3、GPT または外部トリガ入力によって ADCSR.ADST ビットを “1”（A/D 変換開

始）にすると、ADANS レジスタの CH[1:0] ビットで設定した順序で A/D 変換を開始します。

（2）1 チャネルの A/D 変換が終了すると、A/D 変換結果は対応する A/D データレジスタ n（ADDRn）に格

納されます。(n = 0A、0B、１～ 3）

（3）選択されたすべてのチャネルの A/D 変換終了後、ADCSR.ADIE ビットが “1”（A/D 変換終了による

S12ADI 割り込み許可）であれば、S12ADI 割り込み要求を発生します。A/D コンバータは ADANS レジ

スタの CH[1:0] ビットで設定した順序で A/D 変換を開始します。

（4）ADST ビットは自動的にクリアされず、“1” の間は（2）～（ 3）を繰り返します。ADST ビットを “0”

（A/D 変換停止）にすると A/D 変換を中止し、A/D コンバータは待機状態になります。

（5）その後、ADST ビットを “1” にすると再び ADANS レジスタの CH[1:0] ビットで設定した順序で A/D 変

換を開始します。

なお、ADCER.SHBYP ビットの設定によりサンプリング動作が異なります。ADCER.SHBYP=0 時の動

作を図 28.5 に、ADCER.SHBYP=1 時の動作を図 28.6 に示します。

図 28.5 連続スキャンモードの動作例（ADCER.SHBYP=0：チャネル専用サンプル＆ホールド回路使用

時）
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図 28.6 連続スキャンモードの動作例（ADCER.SHBYP=1：チャネル専用サンプル＆ホールド回路未使

用時）
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28.3.2.3 2 チャネルスキャンモード

2 チャネルスキャンモードは、4 チャネルのアナログ入力をグループ 0 とグループ 1 に分けており、グ

ループごとに個別のトリガによる開始要因を選択できます。

2 チャネルスキャンモードの変換終了割り込みは、ADCER.ADIE2 への設定によりグループ 0 もしくはグ

ループ 1 の終了と、グループ 0 とグループ 1 の終了後を選択できます。

トリガによる変換開始を行う場合、ADSTRGR レジスタの設定により、グループ 0 とグループ 1 に別々の

要因を設定してください。

なお、グループ 0 の変換中にグループ 1 の変換要求が発生した場合、グループ 1 の変換要求は無視されま

す。

グループ 0 の A/D 変換開始要求に MTU4 の TRG4AN、グループ 1 の A/D 変換開始要求に MTU4 の

TRG4BN を設定し、ADANS.CH[1:0] ビットを “01b” にした場合の動作例を図 28.7 に示します。

図 28.7 2 チャネルスキャンモードの動作例

時間0000h

MTU4.TADCORB

MTU4.TADCORA

MTU4.TGRA

MTU4.TCNT

グループ0 A/D変換開始要求

グループ1 A/D変換開始要求

AN000変換 AN001変換

AN002変換 AN003変換

S12ADI割り込み

ADCER.ADIE2 = 0の場合

ADCER.ADIE2 = 1の場合
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28.3.3 アナログ入力のサンプリングと A/D 変換時間

A/D コンバータは、ソフトウェアによる開始、MTU3、GPT トリガによる開始および ADTRGn#（外部ト

リガ）による変換開始が選択できます。A/D 変換開始遅延時間（tD）の後に、アナログ入力のサンプリン

グ、自己診断変換処理を行い、この後に A/D 変換処理が開始されます。

A/D 変換時間（tSCAN）は A/D 変換開始遅延時間（tD）、チャネル専用サンプル＆ホールド回路サンプリ

ング時間（tSPLSH）、自己診断変換時間（tDIAG）、A/D 変換処理時間（tCONV）、A/D 変換終了遅延時間

（tED）を含めた時間となります。

A/D 変換処理時間（tCONV）は、入力サンプリング時間（tSPL）、逐次変換時間（tSAM）を合わせた時間

となります。

サンプリング時間（tSPL）は、A/D コンバータのサンプル＆ホールド回路に電荷を充電するための時間で

す。アナログ入力の信号源インピーダンスが高くサンプリング時間が不足する場合や、A/D 変換クロック

（ADCLK）が低速の場合には ADSSTR レジスタでサンプリング時間を調整することができます。

逐次変換時間（tSAM）は、ADCLK の 30 ステート固定です。ADSSTR レジスタの設定例を表 28.8 に、

A/D 変換時間を表 28.9 に示します。

選択チャネル数が n の 1 サイクルスキャンの A/D 変換時間（tSCAN）は、次のように表されます。

（1）AN000 ～ AN002、AN100 ～ AN102 の場合

 チャネル専用サンプルホールド回路未使用、自己診断未使用時

tSCAN ＝ tD ＋ (tCONV × n) ＋ tED

 チャネル専用サンプルホールド回路未使用、自己診断使用時

tSCAN ＝ tD ＋ tDIAG ＋ (tCONV × n) ＋ tED

 チャネル専用サンプルホールド回路使用、自己診断未使用時

tSCAN ＝ tD ＋ tSPLSH ＋ (tCONV × n) ＋ tED

 チャネル専用サンプルホールド回路使用、自己診断使用時

tSCAN ＝ tD ＋ tSPLSH ＋ tDIAG ＋ (tCONV × n) ＋ tED

（2）AN003、AN103 の場合

 自己診断未使用時

tSCAN ＝ tD ＋ (tCONV × n) ＋ tED

 自己診断使用時

tSCAN ＝ tD ＋ tDIAG ＋ (tCONV × n) ＋ tED

シングルモード、および連続スキャンの 1 サイクル目は、1 サイクルスキャンと同じです。

連続スキャンの 2 サイクル目以降は、1 サイクルスキャンの tSCAN から tD を省いた時間です。
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注1. サンプリング時間≧0.4μｓとなるように設定してください。サンプリング時間は、以下の式で表されます。

PCLK：モジュールクロック、ADCLK：A/D 変換クロック

注1. 外部トリガ入力タイミングについては「33.3.3　内蔵周辺モジュールタイミング」を参照してください。
注2. ソフトウェア書き込み、またはトリガ入力からA/D変換開始までの 大時間です。

注3. A/D変換終了からA/D変換終了割り込みの発生までの時間です。

表28.8 ADSSTRレジスタの設定例

使用例 設定範囲 サンプリング時間（注1）

標準（初期値） “14h”  0.4μｓ（PCLK = ADCLK = 50MHz時）

アナログ入力の信号源インピーダンスが高く、サンプ

リング時間が不足する場合に設定

“15h”～ “FF” 例：“FFh”
5.1μｓ（PCLK = ADCLK = 50MHz時）

ADCLKが50MHzに満たない場合に、サンプリング時間

を初期値より短くする場合に設定

“0Dh”～“13” 例：“10h”　
0.4μｓ（PCLK = ADCLK = 40MHz時）

表28.9 AD変換時間

項目 記号
ADTRGn#

（外部トリガ）
MTU3、GPT

ソフトウェアに

よる開始
単位

スキャン変換開始遅延時間（注2） tD 4PCLK+3ADCLK
（注1）

3PCLK+3ADCLK 2PCLK+3ADCLK サイクル

チャネル専用独立

サンプル＆ホールド

回路処理時間

サンプリング時間 tSPLSH tSH 20ADCLK

サンプリング－A/D変換

ウェイト時間

tW 10ADCLK

自己診断変換処理時間 サンプリング時間 tDIAG tSPL ADSSTRレジスタ設定値（初期値20）×ADCLK

逐次変換時間 tSAM 30ADCLK

A/D変換処理時間 サンプリング時間 tCONV tSPL ADSSTRレジスタ設定値（初期値20）×ADCLK

逐次変換時間 tSAM 30ADCLK

スキャン変換終了遅延時間（注3） tED 1PCLK+5ADCLK

サンプリング時間（μs）＝
ADCLK（MHz）

ADSSTRレジスタ設定値



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 1291 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 28.  12ビットA/Dコンバータ（S12ADA）

28.3.4 ADDRn、ADRD レジスタの自動クリア機能の使用例 (n = 0A、0B、1 ～ 3）

ADCER.ACE ビットを “1” にすることにより、CPU および DTC によって A/D データレジスタ n（ADDRn

および ADRD）を読む際、自動的に ADDRn および ADRD レジスタを 0000h にすることができます。

自動クリア機能を使うことで、ADDRn および ADRD レジスタの未更新故障を検出することができます。

以下に ADDRn レジスタの自動クリア機能が無効／有効時の例を示します。

ADCER.ACE ビットが “0”（自動クリア禁止）の場合、A/D 変換結果（0222h）が何らかの原因で ADDRn

レジスタに書かれなかったとき、古いデータ（0111h）が ADDRn レジスタの値となります。さらに A/D 変

換変換終了割り込みを利用して、この ADDRn レジスタの値を汎用レジスタに読み出した場合、古いデータ

（0111h）が汎用レジスタなどに保存できます。ただし、未更新のチェックを行う場合、古いデータを RAM、

汎用レジスタに逐一保持しながらチェックを行う必要があります。

ADCER.ACE ビットが “1”（自動クリア許可）の場合には、ADDRn ＝ 0111h を CPU および DTC により読

む際、ADDRn レジスタは自動的に 0000h になります。その後、A/D 変換結果の 0222h が ADDRn レジスタ

に何らかの原因で転送できなかったとき、クリアされたデータ（0000h）が ADDRn レジスタ値として残り

ます。ここで A/D 変換終了割り込みを利用して、この ADDRn レジスタの値を汎用レジスタなどに読み出し

た場合、0000h が汎用レジスタなどに保持されます。読み出されたデータ値が 0000h であることをチェック

するだけで、ADDRn レジスタの未更新故障があったことを判断できます。

ADDRn レジスタの自動リクエストを選択した場合は、読み出し時に変換データをクリアします。
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28.3.5 ダブルデータレジスタの動作（ADDR0 レジスタのみ）

AN000/AN100 を選択し、ADSTRGR.ADSTRSn[4:0] ビットで開始要因を “MTU3 の TRGnAN または

TRGnBN（n=4、7）” （ADSTRGR.ADSTRSn[4:0] ビットを “01011b”“01111b”）、および “GPT の

GTADTRAnN または GTADTRBnN（n=0 ～ 3）”（ADSTRGR.ADSTRSn[4:0] ビットを “11001b ～ 11100b”）

にして A/D コンバータを開始した場合、AN000/AN100 の変換結果は開始トリガにより異なる変換結果レジ

スタに格納されます。MTU3 の TRGnAN および GPT の GTADTRAnN で変換開始されたときは、AN000/

AN100 変換結果は ADDR0A レジスタに格納されます。一方、MTU3 の TRGnBN および GPT の

GTADTRBnN で変換開始されたときは、AN000/AN100 変換結果は ADDR0B レジスタに格納されます。変換

終了割り込みは、ADCER.ADIEW への設定により、後発トリガによる変換終了後と、それぞれのトリガに

よる変換終了後を選択できます。AN000 を選択し、MTU3 のタイマトリガで TRG4AN または TRG4BN を設

定し、シングルモード動作させた場合の動作例を図 28.8 に示します。

図 28.8 ダブルデータレジスタの動作例
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28.3.6 プログラマブルゲインアンプ

プログラマブルゲインアンプは、AN000 ～ AN002 端子と AN100 ～ AN102 端子に搭載されています。

ADPG.PGnGAIN[3:0] ビット（n=000 ～ 002、100 ～ 102）でゲインを選択し、ADANS.PGnEN ビットと

ADANS.PGnSEL ビットで使用するオペアンプを選択します。

プログラマブルゲインアンプを使用するには、ADCER.SHBYP ビットを “0”（サンプル＆ホールド回路を

使用）に設定する必要があります。

28.3.7 コンパレータ

　コンパレータは、AN000 ～ AN002 端子と AN100 ～ AN102 端子に搭載されています。コンパレータの

動作モードとして、Low 側基準電圧よりも低い電圧が入力に印加されていることを検出する Low レベルコ

ンパレータ、High 側基準電圧よりも高い電圧が入力に印加されていることを検出する High レベルコンパ

レータ、Low 側基準電圧～ High 側基準電圧の範囲外の電圧が入力に印加されていることを検出するウィン

ドウコンパレータのいずれかを選択できます。検出する入力電圧は、プラグラマブルゲインアンプの増幅前

か増幅後かを選択できます。基準電圧については、端子から入力（Low 側：AN003/CVREFL、High 側：

AN103/CVREFH）するか、内部電圧を使用（1/8×AVCC0 ～ 7/8×AVCC0）するかを選択できます。また、コ

ンパレータ検出信号にはノイズキャンセル回路を内蔵しており、1/PCLK ～ 128/PCLK で 16 回サンプリング

し、全て検出だった場合のみフラグをセットし、割り込み要求（CMPI）、または POE 要求（MTU3 の相補

PWM 出力端子および GPT 出力端子のハイインピーダンス要求）を発生することができます。

　コンパレータの設定手順を以下に示します。

（1）ADCMPMD1.CSELn ビット（n=0、1）で、プラグラマブルゲインアンプの増幅前の電圧を検出するか、

プラグラマブルゲインアンプ増幅後の電圧を検出するかを設定します

（2）ADCMPMD1.VSELLn ビット（n=0、1）および ADCMPMD1.VSELHn（n=0、1）ビットで、基準電圧を

端子から入力するか、内部電圧を使用するかを設定します。内部電圧を選択した場合は、

ADCMPMD1.REFL[2:0] ビットで Low 側基準電圧を、ADCMPMD1.REFH[2:0] ビットで High 側基準電圧

を設定します。

（3）ADCMPNRn.CmNR[3:0] ビット（n=0、1、m=000 ～ 002、100 ～ 102）で、コンパレータ検出結果用ノイ

ズキャンセル回路をコンパレータ毎に設定します。

（4）ADCMPSEL.SELm ビット（m=000 ～ 002、100 ～ 102）で、コンパレータ検出により割り込み要求

（CMPI）または POE 要求を発生するかをコンパレータ毎に設定します。割り込み要求（CMPI）または

POE 要求を発生する場合は、ADCMPSEL.IE ビットで割り込み要求（CMPI）を許可し、

ADCMPSEL.POE ビットで POE 要求を許可します。

（5）ADCMPMD0.CENm[1:0] ビット（m=000 ～ 002、100 ～ 102）で、使用するコンパレータおよび動作

モードを設定します。

　コンパレータの動作例を図 28.9 に示します。
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図 28.9 コンパレータの動作例（基準電圧を端子から入力時）

時間AVSS0

CVREFL

CVREFH

AN000

AVCC0

ADCMPFR.C000FLAG

ADCMPMD0.CEN000[1:0] = 01b

ADCMPMD0.CEN000[1:0] = 10b

ADCMPMD0.CEN000[1:0] = 11b

クリア(注)

クリア(注)

クリア(注) クリア(注)

注.　↓は、ソフトウェアによる命令実行を示します。

（ローレベルコンパレータ時）

（ハイレベルコンパレータ時）

（ウィンドウコンパレータ時）
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28.3.8 外部トリガによる A/D 変換の開始

外部トリガの入力により A/D 変換を開始することができます。外部トリガを使用して A/D 変換を開始す

る場合、PFAADC レジスタによって端子機能を設定し、A/D 開始トリガ選択レジスタ（ADSTRGR）を

“00h” にし、ADTRGn# 端子に High を入力した後、ADCSR.TRGE ビットを “1”、ADCSR.EXTRG ビットを

“1” にします。

図 28.10 に外部トリガ入力タイミングを示します。

端子機能の設定は、「15.　I/O ポート」を参照してください。

図 28.10 外部トリガ入力タイミング

28.3.9 周辺モジュールからのトリガによる A/D 変換の開始

MTU3 または GPT のタイマトリガによって、A/D 変換を開始することができます。タイマトリガで A/D

変換を開始するときには、ADCSR.TRGE ビットを “1”、ADCSR.EXTRG ビットを “0”、

ADSTRGR.ADSTRS[4:0] ビットで該当の A/D 変換開始要因を設定します。

ADTRGn#端子サンプリングタイミング

ADTRGn#

PCLK

ADCSR.ADSTビット

4ステート

内部トリガ信号
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28.4 割り込み要因と DTC 転送要求

28.4.1 A/D 変換の各 A/D 変換終了時の割り込み要求

A/D コンバータは、CPU への A/D 変換終了割り込み要求（S12ADI）を発生することができます。

ADCSR.ADIE ビットを “1” にすると S12ADI 割り込みを許可し、“0” にすると S12ADI 割り込みを禁止す

ることができます。

A/D コンバータを使用するの際に 2 チャネルスキャンモード と ダブルデータレジスタを併用した場合、

A/D コントロール拡張レジスタの 2 チャネルスキャン割り込み選択ビット（ADCER.ADIE2）、およびダブル

トリガ割り込み選択ビット（ADCER.ADIEW）の設定に係わらず、それぞれの変換終了時に毎回 S12ADI 割

り込み要求が発生します。

また、S12ADI 割り込み発生時に DTC を起動させることができます。S12ADI 割り込みで変換されたデー

タの読み出しを DTC で行うと、連続変換がソフトウェアの負担なく実現できます。

DTC の設定は「14.　データトランスファコントローラ（DTC）」を参照してください。

28.4.2 コンパレータ検出時の割り込み要求

コンパレータは、CPU へのコンパレータ検出割り込み要求（CMPI）を発生させることができます。

ADCMPSEL.SEL000 ～ 002,100 ～ 102 ビットのいずれかを “1” にした後に、ADCMPSEL.IE ビットを “1” に

すると CMPI 割り込みを許可し、“0” にすると CMPI 割り込みを禁止することができます。ただし、コンパ

レータ検出フラグレジスタ（ADCMPFR）のコンパレータ検出フラグが “1” の状態での割り込み要求は無視

されますので、再度割り込みを可能にするには、該当するステータスフラグを “0” にしてください。
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28.5 使用上の注意事項

28.5.1 モジュールストップ機能の設定

モジュールストップコントロールレジスタにより、A/D コンバータの動作禁止／許可を設定することが可

能です。初期値では、A/D コンバータの動作は停止します。モジュールストップ状態を解除することによ

り、レジスタのアクセスが可能になります。詳細は「9.　消費電力低減機能」を参照してください。

28.5.2 A/D 変換再開時の注意事項

ADCSR.ADST ビットを “0” にして A/D 変換を停止させると、A/D コンバータのアナログ回路が停止する

のに、ADCLK 2 クロックの時間を必要とします。また、ADCSR.ADST ビットを “1” にして A/D 変換を開始

させるのに ADCLK 3 クロックの時間を必要とします。

再開時には、自己診断を実施後に使用するようにしてください。

28.5.3 A/D 変換停止時の注意事項

A/D 変換開始条件に外部トリガ、またはタイマを選択している場合、A/D 変換を停止させるためには、

ADCSR.TRGE ビットを “0” にし、A/D 変換開始条件をソフトウェアトリガにした後、ADCSR.ADST ビット

を “0”（A/D 変換停止）にしてください。

28.5.4 低消費電力状態への遷移時の注意

モジュールストップモードやソフトウェアスタンバイモードへ移行する場合は、必ず A/D 変換を停止さ

せてください。A/D 変換を停止させる際、ADCSR.ADST ビットを “0” にした後、A/D コンバータのアナロ

グ回路が停止するまでの時間を確保する必要があります。この時間を確実に確保するために以下の手順で設

定してください。

ADCSR.TRGE ビットを “0”（ソフトウェアトリガ）にし、ADCSR.ADST ビットを “0” にした後、

ADCSR.CKS[1:0] ビットを “11b”（PCLK）にしてください。その後、A/D 変換が停止していることを確認し

た後（停止までは 6 PCLK 以上の時間が必要です）、モジュールストップやソフトウェアスタンバイモード

へ移行させてください。

またモジュールストップモードやソフトウェアスタンバイモードやディープソフトウェアスタンバイモー

ドへ移行時は、A/D コンバータの一部が動作待機状態となっています。A/D コンバータを完全にスタンバイ

状態とする場合は、MSTPCRA.MSTPA24 を “1” にしてください。この場合、モジュールストップモードや

ソフトウェアスタンバイモードやディープソフトウェアスタンバイモード解除後に MSTPCRA.MSTPA24 を

“0” にし、さらに 10ms 待ってから A/D 変換を開始してください。

28.5.5 許容信号源インピーダンスについて

RX62T グループ、RX62G グループのアナログ入力は、高速変換 1.0μs を実現するために、信号源イン

ピーダンスが 3.0k 以下の入力信号に対し、変換精度が保証される設計となっています。シングルモードで

変換を行うときに外部に大容量を設けている場合は、入力の負荷は実質的に内部入力抵抗の 10kΩだけにな

りますので、信号源インピーダンスは不要となります。ただし、ローパスフィルタになっていますので、変

化の急峻なアナログ信号（たとえば 5mV/μs 以上）には追従できないことがあります（図 28.11）。高速のア

ナログ信号を変換する場合や、スキャンモードで変換を行う場合には、出力インピーダンスの低いバッファ

アンプを挿入してください。
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図 28.11 アナログ入力端子の内部等価回路

28.5.6 絶対精度への影響

容量を付加することにより GND とのカップリングを受け、ノイズがある GND だと絶対精度が悪化する

可能性がありますので、必ず AVSS0 等の電気的に安定な GND に接続してください。

また、フィルタ回路が実装基板上でデジタル信号と干渉したり、アンテナとならないように注意してくだ

さい。

表28.10 アナログ端子の規格

項目 min max 単位

許容信号源インピーダンス — 3.0 kΩ

端子の内部等価回路 Rs — 10.0 kΩ

Cs — 8.0 pF

RX62T
A/Dコンバータの等価回路

Cs

Rs
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28.5.7 アナログ電源端子他の設定範囲

以下に示す電圧の設定範囲を超えて LSI を使用した場合、LSI の信頼性に悪影響を及ぼすことがありま

す。

 アナログ入力電圧の設定範囲

アナログ入力端子 ANn に印加する電圧は VREFL0 ≦ VAN ≦ VREFH0 の範囲としてください。

 各電源端子（AVCC0 － AVSS0、AVCC － AVSS、VCC － VSS）の関係

各電源端子（AVCC0 － AVSS0、AVCC － AVSS、VCC － VSS）の関係は VCC ≦ AVCC0=AVCC かつ

AVSS0=AVSS=VSS としてください。12 ビット A/D コンバータを使用しない場合は

VCC=AVCC0=AVCC、AVSS0=AVSS=VSS としてください。

 VREFH0、VREFL0 の設定範囲

VREFH0、VREFL0 端子の設定範囲は、VREFH0 ≦ AVCC0 かつ VREFL0=AVSS0 としてください。A/D

コンバータを使用しない場合は VREFH0=AVCC0、VREFL0=AVSS0 としてください。

28.5.8 ボード設計上の注意

ボード設計時には、デジタル回路とアナログ回路をできるだけ分離してください。また、デジタル回路の

信号線とアナログ回路の信号線を交差させたり、近接させないでください。アナログ信号にノイズが乗っ

て、A/D 変換値に悪影響を及ぼします。アナログ入力端子（AN000 ～ AN003、AN100 ～ AN103）、アナロ

グ基準電源（VREFH0、VREFL0）、アナログ電源電圧（AVCC0）は、アナロググランド（AVSS0）でデジタ

ル回路と分離してください。さらに、アナロググランド（AVSS0）は、ボード上の安定したグランド

（VSS）に一点接続してください。また、図 28.12 に示すように各々の電源間に 短で閉ループが形成でき

るように 0.1μF のコンデンサを接続してください。
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28.5.9 ノイズ対策上の注意

過大なサージなど異常電圧によるアナログ入力端子（AN000 ～ AN003、AN100 ～ AN103）の破壊を防ぐ

ために、図 28.12 に示すように AVCC0-AVSS0 間、VREFH0-VREFL0 間に容量を、またアナログ入力端子

（AN000 ～ AN003、AN100 ～ AN103）を基準に保護回路を接続してください。

図 28.12 アナログ入力保護回路の例

28.5.10 2 チャネルスキャンモードとダブルデータレジスタ機能併用時の注意事項

  2 チャネルスキャンモードとダブルデータレジスタを併用した場合、A/D コントロール拡張レジスタの 2

チャネルスキャン割り込み選択ビット（ADCER.ADIE2）、およびダブルトリガ割り込み選択ビット

（ADCER.ADIEW） の設定にかかわらず、それぞれの変換終了時に毎回 S12ADI 割り込み要求が発生します。

*1

Rin*2

AVCC0

VREFH0

AN000～AN003、AN100～AN103

AVSS0

注. 数値は、参考値です。

*2  Rin：信号源インピーダンス

10 μF 0.01 μF

*1 *1

VREFL0

0.1 μF

0.1 μF
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29. 10 ビット A/D コンバータ（ADA）

29.1 概要

RX62T グループ、RX62G グループは、逐次比較方式の 10 ビットの A/D コンバータを 1 ユニット内蔵し

ています。 大 12 チャネルのアナログ入力を選択することができます。

A/D コンバータの動作モードには、1 チャネルのアナログ入力を 1 回のみ変換するシングルモードと、

大 12 チャネルのアナログ入力を順次連続して変換するスキャンモードがあります。

表 29.1 に A/D コンバータの仕様を、表 29.2 に機能一覧を示します。図 29.1 にブロック図を示します。

表29.1 A/Dコンバータの仕様

項目 仕様

ユニット数 1ユニット

入力チャネル 12チャネル

A/D変換方式 逐次比較方式

分解能 10ビット

変換時間 1チャネル当たり1.0μs（A/D変換クロック ADCLK = 50MHz、AVCC = 4.0～5.5V時）
1チャネル当たり2.0μs（A/D変換クロック ADCLK = 25MHz、AVCC = 3.0～3.6V時）

A/D変換クロック 4種類：PCLK、PCLK/2、PCLK/4、PCLK/8

動作モード  シングルモード：1チャネルのアナログ入力を1回のみ変換

 スキャンモード
連続スキャンモード： 大12チャネルのアナログ入力を繰り返し変換

1サイクルスキャンモード： 大12チャネルのアナログ入力を1サイクルのみ変換

A/D変換開始条件  ソフトウェアトリガ

 マルチファンクションタイマパルスユニット3（MTU3）、または汎用PWMタイマ（GPT）からのトリガ

 外部トリガ

ADTRG#端子によってA/D変換を開始することが可能

機能  サンプル&ホールド機能

 サンプリングステート数可変機能
 A/Dコンバータの自己診断機能

割り込み要因  A/D変換終了でADC割り込み要求（ADI0）を発生
 ADI割り込みでデータトランスファコントローラ（DTC）を起動可能

消費電力低減機能 モジュールストップ状態への設定可能
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注1. 詳細は「9.　消費電力低減機能」を参照してください。

表29.2 ADコンバータの機能一覧

項目 機能

アナログ入力チャネル AN0 ～ AN11

A/D変換開始条件 ソフトウェア ソフトウェアトリガ 可能

外部トリガ トリガ入力端子 ADTRG#

MTU3からのトリガ MTU0.TGRAのコンペアマッチ／インプットキャプチャ TRGA0N

MTU1.TGRAのコンペアマッチ／インプットキャプチャ TRGA1N

MTU2.TGRAのコンペアマッチ／インプットキャプチャ TRGA2N

MTU3.TGRAのコンペアマッチ／インプットキャプチャ TRGA3N

MTU4.TGRAのコンペアマッチ／インプットキャプチャ、
または相補PWMモード時MTU4.TCNTのアンダフロー（谷）

TRGA4N

MTU6.TGRAのコンペアマッチ／インプットキャプチャ TRGA6N

MTU7.TGRAのコンペアマッチ／インプットキャプチャ、
または相補PWMモード時MTU7.TCNTのアンダフロー（谷）

TRGA7N

MTU0.TGREのコンペアマッチ TRG0N

MTU4.TADCORAとMTU4.TCNTのコンペアマッチ TRG4AN

MTU4.TADCORBとMTU4.TCNTのコンペアマッチ TRG4BN

MTU4.TADCORAとMTU4.TCNTのコンペアマッチ、
またはMTU4.TADCORBとMTU4.TCNTのコンペアマッチ

TRG4AN
または TRG4BN

MTU4.TADCORAとMTU4.TCNTのコンペアマッチと、
MTU4.TADCORBとMTU4.TCNTのコンペアマッチ（割り込み間引き機能2を使
用時）

TRG4ABN

MTU7.TADCORAとMTU7.TCNTのコンペアマッチ TRG7AN

MTU7.TADCORBとMTU7.TCNTのコンペアマッチ TRG7BN

MTU7.TADCORAとMTU7.TCNTのコンペアマッチ、
またはMTU7.TADCORBとMTU7.TCNTのコンペアマッチ

TRG7AN
または TRG7BN

MTU7.TADCORAとMTU7.TCNTのコンペアマッチと、
MTU7.TADCORBとMTU7.TCNTのコンペアマッチ（割り込み間引き機能2を使
用時）

TRG7ABN

GPTからのトリガ GPT0.GTADTRAのコンペアマッチ GTADTRA0

GPT0.GTADTRBのコンペアマッチ GTADTRB0

GPT1.GTADTRAのコンペアマッチ GTADTRA1

GPT1.GTADTRBのコンペアマッチ GTADTRB1

GPT2.GTADTRAのコンペアマッチ GTADTRA2

GPT2.GTADTRBのコンペアマッチ GTADTRB2

GPT3.GTADTRAのコンペアマッチ GTADTRA3

GPT3.GTADTRBのコンペアマッチ GTADTRB3

GPT0.GTADTRAのコンペアマッチ、またはGPT0.GTADTRBのコンペアマッチ GTADTRA0
または

GTADTRB0

GPT1.GTADTRAのコンペアマッチ、またはGPT1.GTADTRBのコンペアマッチ GTADTRA1
または

GTADTRB1

GPT2.GTADTRAのコンペアマッチ、またはGPT2.GTADTRBのコンペアマッチ GTADTRA2
または

GTADTRB2

GPT3.GTADTRAのコンペアマッチ、またはGPT3.GTADTRBのコンペアマッチ GTADTRA3
または

GTADTRB3

割り込み ADI 割り込み

モジュールストップ機能の設定（注1） MSTPCRA.
MSTPA23 ビット
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図 29.1 A/D コンバータのブロック図

表 29.3 に A/D コンバータで使用する入力端子を示します。

表29.3 A/Dコンバータの入力端子

モジュールシンボル 端子名 入力 機能

AD0 AN0～AN11 入力 アナログ入力端子

ADTRG# 入力 A/D変換開始のための外部トリガ入力端子

AVCC 入力 アナログ回路の電源端子

AVSS 入力 アナログ回路のグランド端子

VREF 入力 A/Dコンバータの基準電源端子

逐
次
比

較
レ

ジ
ス

タ

＋

－

ア
ナ

ロ
グ

マ
ル
チ

プ
レ

ク
サ

A
D

C
S
R

A
D

C
R

A
D

S
S
T
R

A
D

D
IA

G
R

A
D

D
P

R

バス
インタフェース

電源
発生器

自己診断用

AVCC

AVSS

VREF
10ビットD/A

サンプル＆
ホールド回路

コントロール回路
（デコード部含む）

割り込み信号
(AD変換終了）

AD変換トリガ
（MTU3、GPT）

コンパレータ

AN0

AN11

・
・

・
・

・
・
・

・
・

・
・

・
・
・

外部トリガ
（ADTRG#）

A
D

D
R

A
～

A
D

D
R

L

A
D

S
T
R

G
R

ADDRA～ADDRL：A/DデータレジスタA～A/DデータレジスタL
ADCSR ：A/Dコントロール／ステータスレジスタ
ADCR ：A/Dコントロールレジスタ
ADDPR ：ADDRnフォーマット選択レジスタ
ADSSTR ：A/Dサンプリングステートレジスタ
ADSTRGR ：A/D開始トリガ選択レジスタ
ADDIAGR ：A/D自己診断レジスタ

内部データバスモジュールデータバス

クロック選択

PCLK

PCLK/4

PCLK/8

PCLK/2

ADCLK
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29.2 レジスタの説明

表 29.4 に A/D コンバータのレジスタ一覧を示します。

表29.4 A/Dコンバータのレジスタ一覧

モジュールシンボル レジスタ名 レジスタシンボル リセット後の値 アドレス アクセスサイズ

AD0 A/DデータレジスタA ADDRA 0000h 0008 8040h 16

A/DデータレジスタB ADDRB 0000h 0008 8042h 16

A/DデータレジスタC ADDRC 0000h 0008 8044h 16

A/DデータレジスタD ADDRD 0000h 0008 8046h 16

A/DデータレジスタE ADDRE 0000h 0008 8048h 16

A/DデータレジスタF ADDRF 0000h 0008 804Ah 16

A/DデータレジスタG ADDRG 0000h 0008 804Ch 16

A/DデータレジスタH ADDRH 0000h 0008 804Eh 16

A/Dデータレジスタ I ADDRI 0000h 0008 8060h 16

A/DデータレジスタJ ADDRJ 0000h 0008 8062h 16

A/DデータレジスタK ADDRK 0000h 0008 8064h 16

A/DデータレジスタL ADDRL 0000h 0008 8066h 16

A/Dコントロール／ステータスレジスタ ADCSR x0h 0008 8050h 8

A/Dコントロールレジスタ ADCR 00h 0008 8051h 8

ADサンプリングステートレジスタ ADSSTR 19h 0008 805Bh 8

A/D自己診断レジスタ ADDIAGR 00h 0008 805Dh 8

A/D開始トリガ選択レジスタ ADSTRGR 00h 0008 8070h 8

ADDRnフォーマット選択レジスタ ADDPR 00h 0008 8072h 8
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29.2.1 A/D データレジスタ n（ADDRn）（n=A ～ L）

アドレス ADDRA 0008 8040h、ADDRB 0008 8042h、ADDRC 0008 8044h、ADDRD 0008 8046h
ADDRE 0008 8048h、ADDRF 0008 804Ah、ADDRG 0008 804Ch、ADDRH 0008 804Eh
ADDRI 0008 8060h、ADDRJ 0008 8062h、ADDRK 0008 8064h、ADDRL 0008 8066h

・ADDPR.DPSELビット＝1、ADDPR.DPPRCビット＝0（データは10ビット精度、MSB詰め）

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 AD4 AD3 AD2 AD1 AD0 — — — — — —

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b5-b0 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書き込みは無効になります R

b15-b6 AD9～AD0 変換値 [9:0] 10ビットA/D変換値 R

・ADDPR.DPSELビット＝1、ADDPR.DPPRCビット＝1（データは8ビット精度、MSB詰め）

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 AD4 AD3 AD2 — — — — — — — —

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b7-b0 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書き込みは無効になります R

b15-b8 AD9～AD2 変換値 [9:2] 10ビットA/D変換値の上位8ビット R
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ADDRn レジスタは、A/D 変換結果を格納する 16 ビットのリードのみ可能なレジスタです。

アナログ入力チャネルと ADDRn レジスタの対応を、表 29.5 に示します。

ADDPR.DPSEL ビットの設定によって 10 ビットのデータの配置を変更できます。また、ADDPR.DPPRC

ビットの設定により、格納データのビット精度を設定できます。

・ADDPR.DPSELビット＝0、ADDPR.DPPRCビット＝0（データは10ビット精度、LSB詰め）

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 AD4 AD3 AD2 AD1 AD0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b9-b0 AD9～AD0 変換値 [9:0] 10ビットA/D変換値 R

b15-b10 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書き込みは無効になります R

・ADDPR.DPSELビット＝0、ADDPR.DPPRCビット＝1（データは8ビット精度、LSB詰め）

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — — AD9 AD8 AD7 AD6 AD5 AD4 AD3 AD2

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b7-b0 AD9～AD2 変換値 [9:2] 10ビットA/D変換値の上位8ビット R

b15-b8 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書き込みは無効になります R

表29.5 アナログ入力チャネルとADDRnレジスタの対応

アナログ入力チャネル ADDRnレジスタ

AN0 ADDRA

AN1 ADDRB

AN2 ADDRC

AN3 ADDRD

AN4 ADDRE

AN5 ADDRF

AN6 ADDRG

AN7 ADDRH

AN8 ADDRI

AN9 ADDRJ

AN10 ADDRK

AN11 ADDRL
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29.2.2 A/D コントロール／ステータスレジスタ（ADCSR）

注1. アナログ入力として使用する端子のPORTn.DDR.Biビットを“0”（入力ポート）に、PORTn.ICR.Biビットを“0”（対応する端
子の入力バッファは無効となり、入力信号はHighに固定）にしてください。詳細は、「15.　I/Oポート」を参照してくださ

い（n=6,5、i=5～0）。

ADCSR レジスタは、A/D 変換動作を制御するレジスタです。

CH[3:0]、ADIE ビットの設定変更は、ADST ビットが “0” のときに行ってください。

CH[3:0] ビット（チャネル選択ビット）

A/D 変換を行うアナログ入力チャネルを選択します。

 シングルモード（ADCR.MODE[1:0] ビットが “00b”）

A/D 変換を行うアナログ入力チャネルを 1 チャネル選択します。

 スキャンモード（ADCR.MODE[1:0] ビットが “10b” または “11b”）

A/D 変換を行うアナログ入力チャネルを 大 12 チャネル選択します。

アドレス 0008 8050h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— ADIE ADST — CH[3:0]

リセット後の値 x 0 0 0 0 0 0 0

x： 不定

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b3-b0 CH[3:0] チャネル選択ビット（注1） シングルモード
（ADCR.MODE[1:0]=“00b”）

スキャンモード
（ADCR.MODE[1:0]=
“10b”または“11b”）

R/W

b3           b0

0  0  0  0：AN0
0  0  0  1：AN1
0  0  1  0：AN2
0  0  1  1：AN3
　  ：　　　：

1  0  1  1：AN11
上記以外は設定しないでください

b3           b0

0  0  0  0：AN0
0  0  0  1：AN0、AN1
0  0  1  0：AN0～AN2
0  0  1  1：AN0～AN3
　  ：　　　    ：
1  0  1  1：AN0～AN11
上記以外は設定しないでください

b4 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b5 ADST A/Dスタートビット 0：A/D変換停止

1：A/D変換開始

R/W

b6 ADIE A/D割り込み許可ビット 0：A/D変換終了によるADI割り込み禁止

1：A/D変換終了によるADI割り込み許可

R/W

b7 — 予約ビット 読む場合、その値は不定です。書く場合、“0”としてください R/W
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ADST ビット（A/D スタートビット）

A/D 変換の開始／停止を制御します。

ADST ビットを “1” にする前に A/D 変換クロックや動作モードの設定を行ってください。

［“1” になる条件］

 ソフトウェアで “1” を書いたとき

 ADSTRGR.ADSTRS[4:0] ビットで選択したトリガを検出したとき

［“0” になる条件］

 ソフトウェアで “0” を書いたとき

 シングルモードで A/D 変換が終了したとき

 1 サイクルスキャンモードで選択されたすべてのチャネルの A/D 変換が終了したとき

ADIE ビット（A/D 割り込み許可ビット）

A/D 変換終了による ADI 割り込み許可／禁止を選択します。
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29.2.3 A/D コントロールレジスタ（ADCR）

ADCR レジスタは、A/D 変換の動作モード、A/D 変換クロックの設定を行うレジスタです。

ADCR レジスタの設定は、ADCSR.ADST ビットが “0” のときに行ってください。

MODE[1:0] ビット（動作モード選択ビット）

A/D 変換の動作モードを選択します。

CKS[1:0] ビット（クロック選択ビット）

A/D 変換時間を決める A/D 変換クロック（ADCLK）の周波数を設定するレジスタです。

ADCLK の周波数は、4MHz 以上になるように設定してください。また AVCC = 3.0 ～ 3.6V で使用する場

合は、ADCLK の周波数は 25MHz 以下になるように設定してください。

詳細は、「29.3.3　入力サンプリングと A/D 変換時間」を参照してください。

アドレス 0008 8051h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — CKS[1:0] MODE[1:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b1-b0 MODE[1:0] 動作モード選択ビット b1  b0

0  0：シングルモード

0  1：設定しないでください
1  0：連続スキャンモード

1  1：1サイクルスキャンモード

R/W

b3-b2 CKS[1:0] クロック選択ビット b3  b2

0  0：PCLK/8
0  1：PCLK/4
1  0：PCLK/2
1  1：PCLK

R/W

b7-b4 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W
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29.2.4 A/D 開始トリガ選択レジスタ（ADSTRGR）

アドレス 0008 8070h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — ADSTRS[4:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b4-b0 ADSTRS[4:0] A/D開始トリガ選択

ビット

ビット4～0の組み合わせで周辺モジュールからのA/D変換起動要因を

選択します。起動要因と設定値の関係は表29.6を参照してください。

R/W

b7-b5 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 1311 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 29.  10ビットA/Dコンバータ（ADA）

注1. A/D変換を開始するトリガをADTRG#に設定する場合は、該当する端子のPORTn.DDR.Biビットを“0”（入力ポート）に、
PORTn.ICR.Biビットを“1”（対応する端子の入力バッファは有効）に設定してください。詳細は「15.　I/Oポート」を参照

してください。

（n＝2、i＝2）

表29.6 A/D起動要因選択一覧

起動要因 要因名 開始条件
ADSTRS

[4]

ADSTRS

[3]

ADSTRS

[2]

ADSTRS

[1]

ADSTRS

[0]

ソフトウェア ADST ADCSR.ADSTビットをセット — — — — —

外部端子
ADTRG#
(注1)

外部トリガ
0 0 0 0 0

MTU3 TRGA0N MTU0.TGRAのコンペアマッチ／インプットキャプチャ 0 0 0 0 1

TRGA1N MTU1.TGRAのコンペアマッチ／インプットキャプチャ 0 0 0 1 0

TRGA2N MTU2.TGRAのコンペアマッチ／インプットキャプチャ 0 0 0 1 1

TRGA3N MTU3.TGRAのコンペアマッチ／インプットキャプチャ 0 0 1 0 0

TRGA4N MTU4.TGRAのコンペアマッチ／インプットキャプチャ、

または相補PWMモード時MTU4.TCNTのアンダフロー（谷）
0 0 1 0 1

TRGA6N MTU6.TGRAのコンペアマッチ／インプットキャプチャ 0 0 1 1 0

TRGA7N MTU7.TGRAのコンペアマッチ／インプットキャプチャ、

または相補PWMモード時MTU7.TCNTのアンダフロー（谷）
0 0 1 1 1

TRG0N MTU0.TGREのコンペアマッチ 0 1 0 0 0

TRG4AN MTU4.TADCORAとMTU4.TCNTのコンペアマッチ 0 1 0 0 1

TRG4BN MTU4.TADCORBとMTU4.TCNTのコンペアマッチ 0 1 0 1 0

TRG4AN

または

TRG4BN

MTU4.TADCORAとMTU4.TCNTのコンペアマッチ、または

MTU4.TADCORBとMTU4.TCNTのコンペアマッチ 0 1 0 1 1

TRG4ABN MTU4.TADCORAとMTU4.TCNTのコンペアマッチと、

MTU4.TADCORBとMTU4.TCNTのコンペアマッチ

（割り込み間引き機能2を使用時）

0 1 1 0 0

TRG7AN MTU7.TADCORAとMTU7.TCNTのコンペアマッチ 0 1 1 0 1

TRG7BN MTU7.TADCORBとMTU7.TCNTのコンペアマッチ 0 1 1 1 0

TRG7AN

または

TRG7BN

MTU7.TADCORAとMTU7.TCNTのコンペアマッチ、または

MTU7.TADCORBとMTU7.TCNTのコンペアマッチ 0 1 1 1 1

TRG7ABN MTU7.TADCORAとMTU7.TCNTのコンペアマッチと、

MTU7.TADCORBとMTU7.TCNTのコンペアマッチ

（割り込み間引き機能2を使用時）

1 0 0 0 0

GPT GTADTRA0 GPT0.GTADTRAのコンペアマッチ 1 0 0 0 1

GTADTRB0 GPT0.GTADTRBのコンペアマッチ 1 0 0 1 0

GTADTRA1 GPT1.GTADTRAのコンペアマッチ 1 0 0 1 1

GTADTRB1 GPT1.GTADTRBのコンペアマッチ 1 0 1 0 0

GTADTRA2 GPT2.GTADTRAのコンペアマッチ 1 0 1 0 1

GTADTRB2 GPT2.GTADTRBのコンペアマッチ 1 0 1 1 0

GTADTRA3 GPT3.GTADTRAのコンペアマッチ 1 0 1 1 1

GTADTRB3 GPT3.GTADTRBのコンペアマッチ 1 1 0 0 0

GTADTRA0

または

GTADTRB0

GPT0.GTADTRAのコンペアマッチ、または

GPT0.GTADTRBのコンペアマッチ 1 1 0 0 1

GTADTRA1

または

GTADTRB1

GPT1.GTADTRAのコンペアマッチ、または

GPT1.GTADTRBのコンペアマッチ 1 1 0 1 0

GTADTRA2

または

GTADTRB2

GPT2.GTADTRAのコンペアマッチ、または

GPT2.GTADTRBのコンペアマッチ 1 1 0 1 1

GTADTRA3

または

GTADTRB3

GPT3.GTADTRAのコンペアマッチ、または

GPT3.GTADTRBのコンペアマッチ 1 1 1 0 0
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29.2.5 ADDRn フォーマット選択レジスタ（ADDPR）（n = A ～ L）

ADDPR レジスタは、A/D データレジスタのデータ配置を選択するレジスタです。

DPPRC ビット（ビット精度指定ビット）

A/D 変換結果を、A/D データレジスタに 8 ビット精度で格納するか、10 ビット精度で格納するかを選択し

ます。

DPSEL ビット（ADDRn フォーマット選択ビット）

A/D データレジスタ n（ADDRn）のデータを LSB 詰めか、MSB 詰めかを選択します。

アドレス 0008 8072h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

DPSEL — — — — — — DPPRC

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 DPPRC ビット精度指定ビット 0：A/Dデータレジスタに10ビット精度で格納

1：A/Dデータレジスタに8ビット精度で格納

R/W

b6-b1 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W

b7 DPSEL ADDRnフォーマット選択ビット 0：データはLSB詰め

1：データはMSB詰め

R/W



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 1313 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 29.  10ビットA/Dコンバータ（ADA）

29.2.6 A/D 自己診断レジスタ（ADDIAGR）

ADDIAGR レジスタは、自己診断機能の設定および自己診断機能使用時の電圧を設定するレジスタです。

ADDIAGR レジスタの設定は、ADCSR.ADST ビットが “0” のときに行ってください。

DIAG[1:0] ビット（自己診断ビット）

自己診断は、A/D コンバータの故障を検出するための機能です。内部で生成する VREF×0、VREF×1/2、

VREF×1 の 3 つの電圧値のいずれかを変換します。

自己診断を行うには、ADDIAGR.DIAG[1:0] ビットで電圧値を選択し、以下の設定で A/D 変換を行ってく

ださい。

 シングルモード（ADCR.MODE[1:0] ビット =“00b”）

 アナログ入力 AN0 のみを有効（ADCSR.CH[3:0] ビット =“0000b”）（注 1）

 ソフトウェアによる A/D 変換開始（ADCR.TRGS[2:0]=“000b”）

変換が終了すると A/D データレジスタ A（ADDRA）に変換結果を格納します。その後、ソフトウェアで

ADDRA を読み出し、変換値が正常の範囲にある（正常）かない（異常）かを判断します。自己診断の実行

時間は、1 チャネルの A/D 変換時間と同じです。

注 1. A/D コンバータを自己診断する場合には AN0 を入力チャネルに設定してください。この設定は変換結果を格

納するデータレジスタを選択するために必要ですが、AN0 端子は無効となります。

アドレス 0008 805Dh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — DIAG[1:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b1-b0 DIAG[1:0] 自己診断指示ビット b1  b0

0  0：通常動作

0  1：VREF×0の電圧を使用し、自己診断を行う
1  0：VREF×1/2電圧を使用し、自己診断を行う

1  1：VREF×1の電圧を使用し、自己診断を行う

R/W

b7-2 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください R/W



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 1314 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 29.  10ビットA/Dコンバータ（ADA）

29.2.7 A/D サンプリングステートレジスタ（ADSSTR）

ADSSTR レジスタは、アナログ入力のサンプリング時間を設定するための 8 ビットのリード／ライト可能

なレジスタです。

アナログ入力の信号源インピーダンスが高くサンプリング時間が不足する場合や、A/D 変換クロック

（ADCLK）が低速な場合に、サンプリング時間を調整することができます。

設定値は、“02h” 以上の値を設定してください。

誤動作を避けるため、A/D 変換停止（ADCSR.ADST ビットが “0”）の状態で書き替えてください。

詳細は、「29.3.3　入力サンプリングと A/D 変換時間」を参照してください。

アドレス 0008 805Bh

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

リセット後の値 0 0 0 1 1 0 0 1
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29.3 動作説明

A/D コンバータの動作モードには、シングルモードとスキャンモードがあります。

シングルモードは、指定された 1 チャネルのアナログ入力を 1 回のみ変換します。

スキャンモードは、 大 12 チャネルのアナログ入力を順次連続して変換します。

スキャンモードには、A/D 変換を繰り返し行う連続スキャンと、設定されたチャネルを 1 サイクルのみ行

う 1 サイクルスキャンがあります。

29.3.1 シングルモード

シングルモードでは、指定された 1 チャネルのアナログ入力を以下のように 1 回のみ A/D 変換を行いま

す。

1. ソフトウェア、MTU3、GPT または外部トリガ入力によって ADCSR.ADST ビットが “1”（A/D 変換開

始）になると、選択されたチャネルの A/D 変換を開始します。

2. A/D 変換が終了すると、A/D 変換結果がそのチャネルに対応する A/D データレジスタ n（ADDRn）に

格納されます。

3. A/D 変換終了後、ADCSR.ADIE ビットが “1”（A/D 変換終了による ADI 割り込み許可）であれば、ADI

割り込み要求が発生します。

4. ADCSR.ADST ビットは A/D 変換中は “1” を保持し、変換が終了すると自動的に “0” になり、A/D コン

バータは待機状態になります。

5. A/D 変換中に ADCSR.ADST ビットを “0”（A/D 変換停止）にすると A/D 変換を中止し、A/D コンバー

タは待機状態になります。

アナログ入力に AN1 を選択した場合の動作例を図 29.2 に示します。

図 29.2 A/D コンバータの動作例（シングルモード）

ADCSR.ADST A/D変換開始

チャネル 0 (AN0) 変換待機

チャネル 1 (AN1) 変換待機

チャネル 2 (AN2) 変換待機

チャネル 3 (AN3) 変換待機

ADDRA

ADDRB

ADDRC

ADDRD

ADI0

A/D変換1

セット（注1）

①

②

③

格納

割り込み発生

④

A/D変換結果1

セット

A/D変換2変換待機

割り込み発生

セット

変換待機 A/D変換3（注2）

クリア

⑤

変換待機

A/D変換結果2

注1. は、ソフトウェアによる命令実行を示します。
注2. 変換中のデータは無視されます。
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29.3.2 スキャンモード

スキャンモードでは、 大 12 チャネルのアナログ入力を以下のように順次連続して A/D 変換を行いま

す。

スキャンモードには、A/D 変換を繰り返し行う連続スキャンと、設定されたチャネルを 1 サイクルのみ変

換する 1 サイクルスキャンがあります。

29.3.2.1 連続スキャンモード

連続スキャンモードは、設定されたチャネルのアナログ入力を以下のように繰り返し A/D 変換を行いま

す。

1. ソフトウェア、MTU3、GPT または外部トリガ入力によって ADCSR.ADST ビットが “1”（A/D 変換開

始）になると、選択されたチャネルのうち、チャネル番号の若いほうから A/D 変換を開始します。

2. A/D 変換が終了すると、A/D 変換結果は対応する A/D データレジスタ n（ADDRn）（n = A ～ L）に格納

されます。

3. 選択されたすべてのチャネルの A/D 変換終了後、ADCSR.ADIE ビットが “1”（A/D 変換終了による ADI

割り込み許可）であれば、ADI 割り込み要求が発生します。A/D コンバータはチャネル番号の若いほう

から A/D 変換を開始します。

4. ADCSR.ADST ビットは自動的に “0” にならず、“1” の間は 2. ～ 3. を繰り返します。ADCSR.ADST ビッ

トを “0”（A/D 変換停止）にすると A/D 変換を中止し、A/D コンバータは待機状態になります。

5. その後、ADCSR.ADST ビットを “1”（A/D 変換開始）にすると再びチャネルの若いほうから A/D 変換

を開始します。

アナログ入力に AN0 ～ AN2 の 3 チャネルを選択した場合の動作例を図 29.3 に示します。

図 29.3 A/D コンバータの動作例（連続スキャンモード）

ADCSR.ADST A/D変換開始

チャネル 0 (AN0) 変換待機

チャネル 1 (AN1) 変換待機

チャネル 2 (AN2) 変換待機

チャネル 3 (AN3) 変換待機

ADDRA

ADDRB

ADDRC

ADDRD

ADI0

A/D変換1

①

②
格納

A/D変換2

変換待機

割り込み発生

変換待機

クリア

④

変換待機

注1. は、ソフトウェアによる命令実行を示します。
注2. 変換中のデータは無視されます。

A/D変換3

A/D変換4

A/D変換結果1

変換待機

変換待機

A/D変換結果2

A/D変換結果3

A/D変換結果4

A/D変換時間

A/D変換を繰り返し実行

②

②

③

セット

⑤

A/D変換6

セット（注1）

A/D変換5（注2）
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29.3.2.2 1 サイクルスキャンモード

1 サイクルスキャンモードは、指定されたチャネルのアナログ入力を以下のように 1 サイクルのみ A/D 変

換を行います。

1. ソフトウェア、MTU3、GPT または外部トリガ入力によって ADCSR.ADST ビットが “1”（A/D 変換開

始）になると、選択されたチャネルのうち、チャネル番号の若いほうから A/D 変換を開始します。

2. A/D 変換が終了すると、A/D 変換結果は対応する A/D データレジスタ n（ADDRn）（n = A ～ L）に格納

されます。

3. 選択されたすべてのチャネルの A/D 変換終了後、ADCSR.ADIE ビットが “1”（A/D 変換終了による ADI

割り込み許可）に設定されていると、ADI 割り込み要求が発生します。

4. ADCSR.ADST ビットは A/D 変換中は “1” を保持し、選択されたすべてのチャネルの A/D 変換が終了す

ると自動的に “0” になり、A/D コンバータは待機状態になります。

アナログ入力に AN0 ～ AN2 の 3 チャネルを選択した場合の動作例を図 29.4 に示します。

図 29.4 A/D コンバータの動作例（1 サイクルスキャンモード）

セット（注）

ADCSR.ADST A/D変換開始

チャネル 0 (AN0) 変換待機

チャネル 1 (AN1) 変換待機

チャネル 2 (AN2) 変換待機

チャネル 3 (AN3) 変換待機

ADDRA

ADDRB

ADDRC

ADDRD

ADI0

A/D変換1

①

②
格納

A/D変換2

割り込み発生

変換待機

注. は、ソフトウェアによる命令実行を示します。

A/D変換3

A/D変換結果1

変換待機

A/D変換結果2

A/D変換結果3

A/D変換時間

A/D変換を一順だけ実行

②

②

③

④

変換待機
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29.3.3 入力サンプリングと A/D 変換時間

A/D コンバータは、ソフトウェア、MTU3、GPT または、外部トリガによる A/D 変換開始条件が発生して

から A/D 変換開始遅延時間（tD）経過後、アナログ入力のサンプリングを行い、その後 A/D 変換を開始し

ます。

A/D 変換のタイミングを図 29.5 に示します。

A/D 変換開始条件発生直後の A/D 変換時間（tCONV）は、tD と入力サンプリング時間（tSPL）, 逐次変換

時間（tSAM）を合わせた時間となります。それ以降の A/D 変換時間（tCONV）は、tSPL と tSAM を含めた

時間となります。

サンプリング時間（tSPL）は、A/D コンバータのサンプル＆ホールド回路に電荷を充電するための時間で

す。アナログ入力の信号源インピーダンスが高くサンプリング時間が不足する場合や、A/D 変換クロック

（ADCLK）が低速な場合には ADSSTR レジスタでサンプリング時間を調整することができます。

逐次変換時間（tSAM）は、常に ADCLK の 25 サイクル固定です。

ADSSTR レジスタの設定例を表 29.7 に、A/D 変換時間を表 29.8 に示します。

図 29.5 A/D 変換タイミング

注1. サンプリング時間 ≧ 0.5μsとなるように設定してください。サンプリング時間は、以下の式で計算します。

表29.7 ADSSTRレジスタの設定例

使用例 設定範囲 サンプリング時間（注1）

標準（初期値） “19h” 0.5μs（PCLK=ADCLK=50MHz時）

アナログ入力の信号源インピーダンスが高く、

サンプリング時間が不足する場合に設定

“1Ah”～“FFh” 例：“FFh”
5.1μs（PCLK =ADCLK=50MHz時）

ADCLKが50MHzに満たない場合に、

サンプリング時間を初期値より短くする場合
に設定

“02h”～“18h” 例：“14h”
0.5μs（PCLK =ADCLK=40MHz時）

ｔD tSPL

tCONV

サンプリング信号

ADI0

tD

tSPL

tSAM ：逐次変換時間

：A/D変換開始遅延時間

：入力サンプリング時間

A/D変換開始
条件発生

tSAM

tCONV ：A/D変換時間
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注1. シングルモード、スキャンモード（1回目）のA/D変換時間

注2. スキャンモード（2回目以降）のA/D変換時間

A/D 変換時間の計算例を示します。

PCLK=ADCLK=50MHz、ADSSTR=19h、スキャンモード（2 回目）の場合、

A/D 変換時間（tCONV）＝ ADSSTR/ADCLK ＋ 25/ADCLK

＝ 25/50MHz ＋ 25/50MHz

＝ 0.5μs ＋ 0.5μs

＝ 1.0μs

PCLK =ADCLK=40MHz、ADSSTR=14h、スキャンモード（1 回目：min）の場合

A/D 変換時間（tCONV）＝ 3/PCLK ＋ ADSSTR/ADCLK ＋ 25/ADCLK

＝ 3/40MHz ＋ 20/40MHz ＋ 25/40MHz

＝ 0.075μs ＋ 0.5μs ＋ 0.625μs

＝ 1.2μs

表29.8 A/D変換時間

項目 記号
計算式

min max

A/D変換開始遅延時間（①） tD

入力サンプリング時間（②） tSPL

逐次変換時間（③） tSAM

A/D変換時間（注1） tCONV ①＋②＋③

A/D変換時間（注2） tCONV ②＋③

サンプリング時間 (μs) ＝
ADCLK (MHz)

ADSSTRレジスタ設定値

PCLK (MHz)

3

PCLK (MHz)

4
＋

ADCLK (MHz)

1

ADCLK (MHz)

ADSSTRレジスタ設定値

ADCLK (MHz)

25
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29.3.4 外部トリガによる A/D 変換の開始

外部トリガ入力（ADTRG#）により、A/D 変換を開始することができます。

ADSTRGR.ADSTRS[4:0] ビットを “00000b”（ADTRG# からのトリガ）にすると、ADTRG# の立ち下がり

エッジで、ADCSR.ADST ビットが “1”（A/D 変換開始）になり、A/D 変換が開始されます。このタイミング

を図 29.6 に示します。

外部トリガ使用時、外部トリガ入力がすでに Low だった場合、内部信号に立ち下がりエッジが発生し、

A/D 変換が開始される場合がありますので注意してください。

図 29.6 外部トリガ入力タイミング

29.3.5 MTU3、GPT による起動

MTU3、GPT のインターバルタイマの A/D 変換要求によって、A/D 変換を開始することができます。

MTU3、GPT から A/D コンバータを起動するときには、ADSTRGR.ADSTRS[4:0] ビットで A/D 変換起動

要因の設定を行います。この状態で MTU3、GPT のインターバルタイマの A/D 変換要求が発生すると、

ADCSR.ADST ビットが “1”（A/D 変換開始）になり、A/D 変換が開始されます。ADCSR.ADST ビットが “1”

になってから A/D 変換が開始されるまでのタイミングは、ソフトウェアで ADCSR.ADST ビットに “1” を書

いた場合と同じです。

PCLK

ADTRG#

内部トリガ信号

ADCSR.ADST
A/D変換
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29.4 割り込み要因

A/D コンバータは、ADCSR.ADIE ビットが “1”（A/D 変換終了による ADI 割り込み許可）の状態で A/D

変換が終了すると割り込み（ADI0）が発生します。

ADI 割り込みはデータトランスファコントローラ（DTC）の起動もできます。ADI 割り込みで DTC を起

動し、変換されたデータのリードを行うと、連続変換が CPU を介さずに実現できます。

29.5 A/D 変換精度の定義

RX62T グループ、RX62G グループの A/D 変換精度の定義は以下のとおりです。

 分解能

A/D コンバータのデジタル出力コード数

 量子化誤差

A/D コンバータが本質的に有する偏差であり、1/2LSB で与えられる（図 29.7）

 オフセット誤差

　デジタル出力が 小電圧値 “0000000000b（000h）” から “0000000001b（001h）” に変化するときのア

ナログ入力電圧値の理想 A/D 変換特性からの偏差（図 29.8）

 フルスケール誤差

　デジタル出力が “1111111110b（3FEh）” から “1111111111b（3FFh）” に変化するときのアナログ入力

電圧値の理想 A/D 変換特性からの偏差（図 29.8）

 非直線性誤差

　ゼロ電圧からフルスケール電圧までの間の理想 A/D 変換特性からの誤差。ただし、オフセット誤差、

フルスケール誤差、量子化誤差を含まない（図 29.8）

 絶対精度

　デジタル値とアナログ入力値との偏差。オフセット誤差、フルスケール誤差、量子化誤差および非直

線誤差を含む

表29.9 A/Dコンバータの割り込み要因

名称 割り込み要因 割り込みステータスフラグ DTCの起動

ADI0 A/D変換終了 ICU.IR98.IR 可能
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図 29.7 A/D 変換精度の定義（1）

図 29.8 A/D 変換精度の定義（2）

111

110

101

100

011

010

001

000
FS

量子化誤差

デジタル出力

1
1024

2
1024

1022
1024

1023
1024

アナログ入力電圧

理想 A/D 変換特性

FS

オフセット誤差

非直線性誤差

デジタル出力
フルスケール誤差

理想 A/D
変換特性

実際のA/D 変換特性

アナログ入力電圧
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29.6 使用上の注意事項

29.6.1 モジュールストップ機能の設定

モジュールストップコントロールレジスタにより、ユニットごとに A/D コンバータの動作禁止／許可を

設定することが可能です。初期値では、A/D コンバータの動作は停止します。モジュールストップ状態を解

除することにより、レジスタのアクセスが可能になります。詳細は「9.　消費電力低減機能」を参照してく

ださい。

29.6.2 A/D 変換停止時の注意事項

A/D 変換開始条件に外部トリガ、またはタイマを選択している場合、A/D 変換を停止させるためには、

ADCSR.ADST ビットを “0”（A/D 変換停止）にしてください。

29.6.3 A/D 変換再開時の注意事項

ADCSR.ADST ビットを “0” にして A/D 変換を停止させると、A/D コンバータのアナログ回路が停止する

のに、ADCLK 1 クロックの時間を必要とします。

ADCSR.ADST ビットを “0” にして A/D 変換を停止させた後に A/D 変換を再開する場合は、ADCLK 1 ク

ロックの時間が経過した後に、ADCSR.ADST ビットを “1” にしてください。

29.6.4 低消費電力状態への遷移時の注意

A/D 変換を許可した状態で RX62T グループ、RX62G グループがモジュールストップやソフトウェアスタ

ンバイモードへ移行すると、アナログ電源電流は A/D 変換中と同等になります。モジュールストップやソ

フトウェアスタンバイモードでアナログ電源電流を低減させる必要がある場合は、A/D 変換を停止させてく

ださい。A/D 変換を停止させる際、ADCSR.ADST ビットを “0” にした後、A/D コンバータのアナログ回路

が停止するまでの時間を確保する必要があります。この時間を確実に確保するために以下の手順で設定して

ください。

ADCSR.ADST ビットを “0” にした後、ADCR.CKS[1:0] ビットを “11b”（PCLK）にしてください。その後、

A/D 変換が停止していることを確認した後、モジュールストップやソフトウェアスタンバイモードへ移行さ

せてください。
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29.6.5 許容信号源インピーダンスについて

RX62T グループ、RX62G グループのアナログ入力は、高速変換 1.0μs を実現するために、信号源イン

ピーダンスが 1.0kΩ以下の入力信号に対し、変換精度が保証される設計となっています。シングルモードで

変換を行うときに外部に大容量を設けている場合は、入力の負荷は実質的に内部入力抵抗の 8kΩだけにな

りますので、信号源インピーダンスは不要となります。ただし、ローパスフィルタになっていますので、変

化の急峻なアナログ信号（たとえば 5mV/μs 以上）には追従できないことがあります（図 29.9）。高速のア

ナログ信号を変換する場合や、スキャンモードで変換を行う場合には、出力インピーダンスの低いバッファ

アンプを挿入してください。

図 29.9 アナログ入力端子の内部等価回路

29.6.6 絶対精度への影響

容量を付加することにより GND とのカップリングを受け、ノイズがある GND だと絶対精度が悪化する

可能性がありますので、必ず AVSS 等の電気的に安定した GND に接続してください。

また、フィルタ回路が実装基板上でデジタル信号と干渉したり、アンテナとならないように注意してくだ

さい。

表29.10 アナログ端子の規格

項目 min max 単位

許容信号源インピーダンス — 1.0 kΩ

端子の内部等価回路 Rs — 8.0 kΩ

Cs — 7.0 pF

RX62T
A/Dコンバータの等価回路

Cs

Rs
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29.6.7 アナログ電源端子他の設定範囲

以下に示す電圧の設定範囲を超えて LSI を使用した場合、LSI の信頼性に悪影響を及ぼすことがありま

す。

 アナログ入力電圧の設定範囲

アナログ入力端子 ANn に印加する電圧は AVSS ≦ VAN ≦ VREF の範囲としてください。

 各電源端子（AVCC0 － AVSS0、AVCC － AVSS、VCC － VSS）の関係

各電源端子（AVCC0 － AVSS0、AVCC － AVSS、VCC － VSS）の関係は VCC ≦ AVCC0 ＝ AVCC

かつ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VSS としてください。10 ビット A/D コンバータを使用しない場合は VCC ＝

AVCC0 ＝ AVCC、AVSS0 ＝ AVSS ＝ VSS としてください。

 VREF の設定範囲

VREF 端子の設定範囲は、VREF ≦ AVCC にしてください。A/D コンバータを使用しない場合は、

VREF ＝ AVCC としてください。

29.6.8 ボード設計上の注意

ボード設計時には、デジタル回路とアナログ回路をできるだけ分離してください。また、デジタル回路の

信号線とアナログ回路の信号線を交差させたり、近接させないでください。アナログ信号にノイズが乗っ

て、A/D 変換値に悪影響を及ぼします。アナログ入力端子（AN0 ～ AN11）、アナログ基準電源（VREF）、

アナログ電源電圧（AVCC）は、アナロググランド（AVSS）でデジタル回路と分離してください。さらに、

アナロググランド（AVSS）は、ボード上の安定したグランド（VSS）に一点接続してください。

29.6.9 ノイズ対策上の注意

過大なサージなど異常電圧によるアナログ入力端子（AN0 ～ AN11）の破壊を防ぐために、図 29.10 に示

すように AVCC と AVSS 間、VREF と AVSS 間に容量を、またアナログ入力端子（AN0 ～ AN11）を基準に

保護回路を接続してください。

図 29.10 アナログ入力保護回路の例

Rin（注2）

AVCC

VREF

AN0～AN11

AVSS

注. 数値は、参考値です。

注2. Rin：信号源インピーダンス

10 μF 0.01 μF

（注1）

0.1 μF

0.1 μF
（注1）

注1.
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30. RAM
RX62T グループ、RX62G グループは、高速スタティック RAM を内蔵しています。

30.1 概要

表 30.1 に RAM の仕様を示します。

注1. 製品によりRAM容量が異なります。

注2. SYSCR1.RAMEビットにより選択可能です。SYSCR1レジスタについては、「3.2.4　システムコントロールレジスタ1
（SYSCR1）」を参照してください。

30.2 動作説明

30.2.1 消費電力低減機能

　モジュールストップコントロールレジスタ C（MSTPCRC）の設定により、RAM へのクロック供給を停

止させることで、消費電力を低減することが可能です。

MSTPCRC.MSTPC0 ビットを “1” にすると RAM に供給されるクロックが停止します。

クロック供給の停止により、RAM はモジュールストップ状態になります。リセット後は、RAM は動作し

ています。

モジュールストップ状態になると、RAM へのアクセスができなくなります。RAM のアクセス中にモ

ジュールストップ状態へ遷移しないでください。

MSTPCRC レジスタの詳細については、「9.　消費電力低減機能」を参照してください。

表30.1 RAMの仕様

項目 内容

RAM容量 16Kバイト /8Kバイト（注1）

RAMアドレス 0000 0000h～0000 3FFFh（16Kバイト）

0000 0000h～0000 1FFFh（8Kバイト）（注1）

アクセス  読み出し、書き込みともに1サイクルで動作

 内蔵RAM有効／無効選択可能（注2）

消費電力低減機能 モジュールストップ状態への設定が可能

製品型名 RAM容量 RAMアドレス

R5F562TAxxxx 16Kバイト 0000 0000h～0000 3FFFh

R5F562T7xxxx 8Kバイト 0000 0000h～0000 1FFFh

R5F562T6xxxx
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31. ROM（コード格納用フラッシュメモリ）

RX62T グループ、RX62G グループは、 大 256K バイトのコード格納用フラッシュメモリ（ROM）と、

大 32K バイトのデータ格納用フラッシュメモリ（データフラッシュ）を内蔵しています。

本章では、コード格納用フラュシュメモリについて説明します。データフラッシュについては、「32.　

データフラッシュ（データ格納用フラッシュメモリ）」を参照してください。

31.1 概要

表 31.1 に ROM の仕様を、図 31.1 に ROM およびデータフラッシュ周りのブロック図を示します。

注1. 製品によりROM容量が異なります。

表31.1 ROMの仕様

項目 内容

メモリ空間  ユーザ領域：256Kバイト /128Kバイト /64Kバイト（注1）

高速読み出し可能 ICLK 1サイクルの高速読み出しが可能

書き込み／消去方式  ROMの書き換えを行う専用のシーケンサ（FCU）を内蔵

 FCU にコマンドを発行することにより、ROMへの書き込み／消去を実行可能
 消去状態のROMを読むと、32ビットでFFFF FFFFhが読み出し可能

BGO（バックグラウンドオペレーション）機能  ROMへの書き込み／消去を実行している期間、CPU はROM／データフラッ
シュ以外の領域に配置したプログラムを実行可能

 データフラッシュへの書き込み／消去を実行している期間、ROM領域に配置
したプログラムを実行可能

サスペンド／レジューム機能  ROMへの書き込み／消去動作を中断し、CPU はROM領域のプログラムを実行
可能（サスペンド）

 中断した後、ROMへの書き込み／消去を再開可能（レジューム）

書き込み／消去単位  ユーザ領域の書き込み単位：256バイト

 ユーザ領域の消去単位：
4Kバイト（8ブロック）、16Kバイト（ROM容量が256Kバイトの場合：14ブ
ロック、ROM容量が128Kバイトの場合：6ブロック、ROM容量が64Kバイト
の場合：2ブロック）

オンボード
プログラミング

（2種類）

ブートモードによる書き換え
 調歩同期式シリアルインターフェイス（SCI1）を使用

 通信速度は自動調整

ユーザプログラム中のROM書き換えルーチンによる書き換え

 システムをリセットすることなくROMの書き換えが可能

オフボードプログラミング PROMライタを使用して、ユーザ領域の書き換えが可能

プロテクト機能 ソフトウェアプロテクト機能 FENTRYR.FENTRY0ビット、FWEPROR.FLWE[1:0]ビット、ロックビットにより

意図しない書き換えを防ぐことが可能

エラープロテクト機能 書き込み／消去中に異常動作を検出した場合、以後の書き込み／消去処理を禁止

書き込み時間／消去時間／書き換え回数 「33.　電気的特性」を参照

製品型名 ROM容量
ROMアドレス

読み出し用 書き込み／消去用

R5F562TAxxxx 256Kバイト FFFC 0000h～FFFF FFFFh 00FC 0000h～00FF FFFFh

R5F562T7xxxx 128Kバイト FFFE 0000h～FFFF FFFFh 00FE 0000h～00FF FFFFh

R5F562T6xxxx 64Kバイト FFFF 0000h～FFFF FFFFh 00FF 0000h～00FF FFFFh
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図 31.1 ROM のブロック図

モードデコーダモード端子

FCU

FIFERR

FMODR
FASTAT
FAEINT
DFLRE
DFLWE

FCPSR
DFLBCCNT
DFLBCSTAT

PCKAR

FMODR ： フラッシュモードレジスタ

FASTAT ： フラッシュアクセスステータスレジスタ

FAEINT ： フラッシュアクセスエラー割り込み許可レジスタ

DFLRE ： データフラッシュ読み出し許可レジスタ

DFLWE ： データフラッシュ書き込み／消去許可レジスタ

FCURAME ： FCU RAMイネーブルレジスタ

FSTATR0 ： フラッシュステータスレジスタ0
FSTATR1 ： フラッシュステータスレジスタ1
FENTRYR ： フラッシュP/Eモードエントリレジスタ

FRESETR ： フラッシュリセットレジスタ

FCMDR ： FCUコマンドレジスタ

FRDYIE ： フラッシュレディ割り込み許可レジスタ

FCPSR ： FCU処理切り替えレジスタ

DFLBCCNT ： データフラッシュブランクチェック制御レジスタ

DFLBCSTAT ： データフラッシュブランクチェックステータスレジスタ

PCKAR ： 周辺クロック通知レジスタ

FIFERR ： フラッシュインタフェースエラー割り込み

FRDYI ： フラッシュレディ割り込み

周辺バス

FCURAME
FSTATR0
FSTATR1
FENTRYR
FRESETR
FCMDR
FRDYIE

FRDYI

CPU

メモリインタフェース

FCU RAM

ROM マット部
   ユーザマット： 大256Kバイト

FCUファームウェア格納領域

8Kバイト

データフラッシュ マット部

データマット： 大32Kバイト
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表 31.2 に ROM 関連の入出力端子を示します。

31.2 レジスタの説明

表 31.3 に ROM 関連のレジスタ一覧を示します。一部のレジスタはデータフラッシュ関連のビットも持

ちますが、本章では ROM 関連のビット機能のみ説明します。データフラッシュ関連のビット機能の詳細

は、「32.　データフラッシュ（データ格納用フラッシュメモリ）」の「32.2　レジスタの説明」を参照して

ください。

ROM 関連のレジスタは、リセットによって初期化されます。

表31.2 ROM関連の入出力端子

端子名 入出力 機能

PD5/RxD1 入力 ブートモード時に使用。SCI1の受信データ（ホスト通信用）

PD3/TxD1 出力 ブートモード時に使用。SCI1の送信データ（ホスト通信用）

MD1、MD0 入力 RX62Tグループ、RX62Gグループの動作モードを設定

表31.3 ROM関連のレジスタ一覧

レジスタ名 シンボル リセット後の値 アドレス アクセスサイズ

フラッシュモードレジスタ FMODR 00h 007F C402h 8

フラッシュアクセスステータスレジスタ FASTAT 00h 007F C410h 8

フラッシュアクセスエラー割り込み許可レジスタ FAEINT 9Bh 007F C411h 8

フラッシュレディ割り込み許可レジスタ FRDYIE 00h 007F C412h 8

FCU RAMイネーブルレジスタ FCURAME 0000h 007F C454h 16

フラッシュステータスレジスタ0 FSTATR0 80h 007F FFB0h 8

フラッシュステータスレジスタ1 FSTATR1 0xh 007F FFB1h 8

フラッシュ P/Eモードエントリレジスタ FENTRYR 0000h 007F FFB2h 16

フラッシュプロテクトレジスタ FPROTR 0000h 007F FFB4h 16

フラッシュリセットレジスタ FRESETR 0000h 007F FFB6h 16

FCUコマンドレジスタ FCMDR FFFFh 007F FFBAh 16

FCU処理切り替えレジスタ FCPSR 0000h 007F FFC8h 16

フラッシュ P/Eステータスレジスタ FPESTAT 0000h 007F FFCCh 16

周辺クロック通知レジスタ PCKAR 0000h 007F FFE8h 16

フラッシュライトイレースプロテクトレジスタ FWEPROR 02h 0008 C289h 8
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31.2.1 フラッシュモードレジスタ（FMODR）

FMODR レジスタは、ロックビットの読み出し方法を指定するレジスタです。

内蔵 ROM が無効なモードでは FMODR レジスタの読み出しデータは 00h になり、書き込みはできませ

ん。

FMODR レジスタは、リセットによって初期化されます。

FRDMD ビット（FCU リードモード選択ビット）

ロックビットの読み出し方法を指定するビットです。

データフラッシュのブランクチェックコマンド使用時は、レジスタリード方式に設定する必要がありま

す。詳細は「32.　データフラッシュ（データ格納用フラッシュメモリ）」を参照してください。

アドレス 007F C402h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — FRDM
D

— — — —

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b3-b0 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください。 R/W

b4 FRDMD FCUリードモード選択ビット 0：メモリ領域リード方式
ROMロックビットリードモードでROMのロックビットを読む

場合に設定します。
1：レジスタリード方式

ロックビットリード2コマンドを使用してROMのロックビット

を読む場合に設定します。

R/W

b7-b5 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください。 R/W
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31.2.2 フラッシュアクセスステータスレジスタ（FASTAT）

注1. フラグを“0”にするために、“1”を読んだ後に “0”を書くことのみ可能です。

FASTAT レジスタは、ROM ／データフラッシュに対するアクセス違反の有無を確認するためのレジスタで

す。

内蔵 ROＭ が無効なモードでは FASTAT レジスタの読み出しデータは 00h になり、書き込みはできませ

ん。FASTAT レジスタのいずれかのビットが “1” になると、FCU はコマンドロック状態になります（「31.8.2

　エラープロテクト」を参照）。コマンドロック状態を解除するためには、FASTAT レジスタを 10h に設定

した後、FCU にステータスレジスタクリアコマンドを発行する必要があります。

FASTAT レジスタは、リセットによって初期化されます。

CMDLK ビット（FCU コマンドロックビット）

FCU がコマンドロック状態であることを示すビットです（「31.8.2　エラープロテクト」を参照）。

[“1” になる条件 ]

 FCU がエラーを検出してコマンドロック状態に遷移した後

[“0” になる条件 ]

 FASTAT レジスタが 10h の状態で、FCU がステータスレジスタクリアコマンドを発行した後

アドレス 007F C410h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

ROMA
E

— — CMDLK DFLAE — DFLRP
E

DFLWP
E

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 DFLWPE データフラッシュプログラム /
イレースプロテクト違反ビット

「32.　データフラッシュ（データ格納用フラッシュメモリ）」

を参照してください。

R/(W)
（注1）

b1 DFLRPE データフラッシュリードプロテクト

違反ビット

「32.　データフラッシュ（データ格納用フラッシュメモリ）」

を参照してください。

R/(W) 
（注1）

b2 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください。 R/W

b3 DFLAE データフラッシュアクセス違反ビット 「32.　データフラッシュ（データ格納用フラッシュメモリ）」
を参照してください。

R/(W) 
（注1）

b4 CMDLK FCUコマンドロックビット 0：FCUはコマンドロック状態ではない

1：FCUはコマンドロック状態

R

b6-b5 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください。 R/W

b7 ROMAE ROMアクセス違反ビット 0：ROMアクセスエラーなし
1：ROMアクセスエラーあり

R/(W) 
（注1）
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ROMAE ビット（ROM アクセス違反ビット）

ROM に対するアクセス違反の有無を示すビットです。

ROMAE ビットが “1” になると、FSTATR0.ILGLERR ビットが “1” になり、FCU はコマンドロック状態に

なります。

[“1” になる条件 ]

 FENTRYR.FENTRY0ビットが “1”かつROM P/Eノーマルモードの状態で、ROM書き込み／消去用アドレ

ス 00FC 0000h ～ 00FF FFFFh に対してリードアクセスを発行

 FENTRY0ビットが“0”の状態で、ROM書き込み／消去用アドレス00FC 0000h～00FF FFFFhに対するアク

セスを発行

 FENTRYRレジスタが0000ｈ以外の状態で、ROM読み出し用アドレスFFFC 0000h～FFFF FFFFhに対して

リードアクセスを発行

[“0” になる条件 ]

 “1” を読んだ後、“0” を書いたとき
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31.2.3 フラッシュアクセスエラー割り込み許可レジスタ（FAEINT）

FAEINT レジスタは、フラッシュインタフェースエラー割り込み（FIFERR）の出力許可／禁止を設定する

ためのレジスタです。

内蔵 ROＭ が無効なモードでは FAEINT レジスタの読み出しデータは 00h になり、書き込みはできませ

ん。

FAEINT レジスタは、リセットによって初期化されます。

CMDLKIE ビット（FCU コマンドロック割り込み許可ビット）

FCU コマンドロックが発生し、FASTAT.CMDLK ビットが “1” になった場合の FIFERR 割り込み要求の発

生を許可／禁止するためのビットです。

ROMAEIE ビット（ROM アクセス違反割り込み許可ビット）

ROM アクセス違反が発生し、FASTAT.ROMAE ビットが “1” になった場合の FIFERR 割り込み要求の発生

を許可／禁止するためのビットです。

アドレス 007F C411h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

ROMA
EIE

— — CMDLK
IE

DFLAEI
E

— DFLRP
EIE

DFLWP
EIE

リセット後の値 1 0 0 1 1 0 1 1

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 DFLWPEIE データフラッシュプログラム /イレースプロ

テクト違反割り込み許可ビット

「32.　データフラッシュ（データ格納用フラッシュ

メモリ）」を参照してください。

R/W

b1 DFLRPEIE データフラッシュリードプロテクト違反

割り込み許可ビット

「32.　データフラッシュ（データ格納用フラッシュ

メモリ）」を参照してください。

R/W

b2 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてくださ

い。

R/W

b3 DFLAEIE データフラッシュアクセス違反
割り込み許可ビット

「32.　データフラッシュ（データ格納用フラッシュ
メモリ）」を参照してください。

R/W

b4 CMDLKIE FCUコマンドロック割り込み許可ビット 0：FASTAT.CMDLKビット=1で、
FIFERR割り込み要求が発生しない

1：FASTAT.CMDLKビット=1で、

FIFERR割り込み要求が発生する

R/W

b6-b5 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてくださ
い。

R/W

b7 ROMAEIE ROMアクセス違反割り込み許可ビット 0：FASTAT.ROMAEビット=1で、
FIFERR割り込み要求が発生しない

1：FASTAT.ROMAEビット=1で、

FIFERR割り込み要求が発生する

R/W
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31.2.4 FCU RAM イネーブルレジスタ（FCURAME）

注1. 書き込みデータは保持されません。

FCURAME レジスタは、FCU RAM 領域へのアクセスを許可／禁止するためのレジスタです。

ワードアクセスで上位バイトに特定の値を書く場合のみ書き込み有効です。上位バイトへの書き込みデー

タは保持されません。

内蔵 ROＭ が無効なモードでは FCURAME レジスタの読み出しデータは 00h になり、書き込みはできま

せん。

FCURAME レジスタは、リセットによって初期化されます。

FCRME ビット（FCU RAM 許可ビット）

FCU RAM へのアクセスを許可／禁止するためのビットです。

FCRME ビットへの書き込みは、ワードアクセスで KEY[7:0] ビットが C4h の場合のみ有効です。FCU 

RAM に書く場合は、FENTRYR レジスタを 0000h に設定して FCU を停止させてください。

KEY[7:0] ビット（キーコード）

FCRME ビットの書き換えの可否を制御します。

KEY[7:0] ビットへの書き込みデータは保持されません。

アドレス 007F C454h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

KEY[7:0] — — — — — — — FCRME

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 FCRME FCU RAM許可ビット 0：FCU RAMへのアクセス禁止

1：FCU RAMへのアクセス許可

R/W

b7-b1 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください。 R/W

b15-b8 KEY[7:0] キーコード FCRMEビットの書き換えの可否を制御します。 R/(W)
（注1）
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31.2.5 フラッシュステータスレジスタ 0（FSTATR0）

FSTATR0 レジスタは、FCU の状態を確認するためのレジスタです。

内蔵 ROM が無効なモードでは、FSTATR0 レジスタの読み出しデータは 00h になります。

FSTATR0 レジスタは、リセットもしくは FRESETR.FRESET ビットを “1” にすることによって初期化され

ます。

PRGSPD ビット（書き込みサスペンドステータスビット）

FCU が書き込みの中断処理中、または書き込みサスペンド状態に遷移したことを示すビットです。詳細は

「31.7　サスペンド動作」を参照してください。

[“1” になる条件 ]

 書き込みの中断処理を開始した

[“0” になる条件 ]

 レジュームコマンドを受け付けた

アドレス 007F FFB0h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

FRDY ILGLER
R

ERSER
R

PRGER
R

SUSRD
Y

— ERSSP
D

PRGSP
D

リセット後の値 1 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 PRGSPD 書き込みサスペンドステータスビット 0：下記以外の状態

1：書き込みの中断処理中、または書き込みサスペンド中

R

b1 ERSSPD 消去サスペンドステータスビット 0：下記以外の状態

1：消去の中断処理中、または消去サスペンド中

R

b2 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書き込みは無効になります。 R

b3 SUSRDY サスペンドレディビット 0：P/Eサスペンドコマンド受け付け不可能

1：P/Eサスペンドコマンド受け付け可能

R

b4 PRGERR 書き込みエラービット 0：書き込み処理は正常終了

1：書き込み処理中にエラー発生

R

b5 ERSERR 消去エラービット 0：消去処理は正常終了

1：消去処理中にエラー発生

R

b6 ILGLERR イリーガルコマンドエラービット 0：FCUは不正なコマンドやROM/データフラッシュアク

セスを検出していない
1：FCUは不正なコマンドやROM/データフラッシュアク

セスを検出

R

b7 FRDY フラッシュレディビット 0：書き込み／消去処理中、

書き込み／消去の中断処理中、
ロックビットリード2コマンド処理中、

周辺クロック通知コマンド処理中
データフラッシュのブランクチェック処理中

（「32.　データフラッシュ（データ格納用フラッシュメ

モリ）」を参照）
1：上記の処理を実行していない

R
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ERSSPD ビット（消去サスペンドステータスビット）

FCU が消去の中断処理中または消去サスペンド状態に遷移したことを示すビットです。詳細は「31.7　サ

スペンド動作」を参照してください。

[“1” になる条件 ]

 消去の中断処理を開始した

[“0” になる条件 ]

 レジュームコマンドを受け付けた

SUSRDY ビット（サスペンドレディビット）

FCU が P/E サスペンドコマンドを受け付け可能であるかどうかを示すビットです。

[“1” になる条件 ]

 書き込み／消去処理を開始後、P/E サスペンドコマンドの受け付けが可能な状態に遷移した

[“0” になる条件 ]

 P/E サスペンドコマンドを受け付けた

 書き込み／消去処理中に、コマンドロック状態に遷移した

PRGERR ビット（書き込みエラービット）

FCU による ROM/ データフラッシュ書き込み処理の結果を示すビットです。

PRGERR ビットが “1” の場合には、FCU はコマンドロック状態になります。詳細は「31.8.2　エラープロ

テクト」を参照してください。

[“1” になる条件 ]

 書き込み中にエラーが発生した

 ロックビットでプロテクトされた領域に対する書き込みコマンドを発行した

[“0” になる条件 ]

 FCU がステータスレジスタクリアコマンドを発行した後

ERSERR ビット（消去エラービット）

FCU による ROM/ データフラッシュ消去処理の結果を示すビットです。

ERSERR ビットが “1” の場合には、FCU はコマンドロック状態になります。詳細は「31.8.2　エラープロ

テクト」を参照してください。

[“1” になる条件 ]

 消去中にエラーが発生した

 ロックビットでプロテクトされた領域に対するブロックイレーズコマンドを発行した

[“0” になる条件 ]

 FCU がステータスレジスタクリアコマンドを発行した後
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ILGLERR ビット（イリーガルコマンドエラービット）

FCU が不正なコマンドや、不正な ROM/ データフラッシュアクセスなどを検出したことを示すビットで

す。

ILGLERR ビットが “1” の場合には、FCU はコマンドロック状態になります。詳細は「31.8.2　エラープ

ロテクト」を参照してください。

 [“1” になる条件 ]

 FCU が不正なコマンドを検出した

 FCU が不正な ROM/ データフラッシュアクセスを検出した

（FASTAT.ROMAE, DFLAE, DFLRPE, DFLWPE ビットのいずれかが “1”）

 FENTRYR レジスタの設定が不正

[“0” になる条件 ]

 FASTAT レジスタが 10h の状態で、FCU がステータスレジスタクリアコマンドを発行した後

FRDY ビット（フラッシュレディビット）

FCU の処理状態を確認するためのビットです。
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31.2.6 フラッシュステータスレジスタ 1（FSTATR1）

FSTATR1 レジスタは、FCU の状態を確認するためのレジスタです。

内蔵 ROM が無効なモードでは、FSTATR1 レジスタの読み出しデータは 00h になります。

FSTATR1 レジスタは、リセットもしくは FRESETR.FRESET ビットを “1” にすることによって初期化され

ます。

FLOCKST ビット（ロックビットステータスビット）

ロックビットリード 2 コマンドを使用した場合に、ロックビットの読み出したデータが反映されるビット

です。

ロックビットリード 2 コマンド発行後に、FSTATR0.FRDY ビットが “1” になった時点で、FLOCKST ビッ

トに有効なデータが格納されます。FLOCKST ビットの値は、次のロックビットリード 2 コマンドの終了ま

で保持されます。

FCUERR ビット（FCU エラービット）

FCU 内部の処理においてエラーが発生したことを示すビットです。

FCUERR ビットが “1” の場合には、FRESETR.FRESET ビットを “1” にして、FCU を初期化してください。

また、FCU ファームウェアを FCU ファーム領域から FCU RAM 領域へ再コピーしてください。

アドレス 007F FFB1h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

FCUER
R

— — FLOCK
ST

— — — —

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 x x

x： 不定

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b1-b0 — 予約ビット 読んだ場合、その値は不定です。書き込みは無効になります。 R

b3-b2 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書き込みは無効になります。 R

b4 FLOCKST ロックビットステータスビット 0：プロテクト状態

1：非プロテクト状態

R

b6-b5 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書き込みは無効になります。 R

b7 FCUERR FCUエラービット 0：FCUの処理でエラー未発生
1：FCUの処理でエラー発生

R
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31.2.7 フラッシュレディ割り込み許可レジスタ（FRDYIE）

FRDYIE レジスタは、フラッシュレディ割り込み（FRDYI）の出力許可／禁止を設定するためのレジスタ

です。

内蔵 ROM が無効なモードでは、FRDYIE レジスタの読み出しデータは 00h になり、書き込みはできませ

ん。

FRDYIE レジスタは、リセットによって初期化されます。

FRDYIE ビット（フラッシュレディ割り込み許可ビット）

書き込み／消去処理が終了した場合の FRDYI 割り込み要求の発生を許可／禁止するためのビットです。

FRDYIE ビットが “1” の設定で、FCU コマンドの実行が完了した場合（FSTATR0.FRDY ビットが “0” から “1”

に遷移した場合）、フラッシュレディ割り込み要求（FRDYI）が発生します。

アドレス 007F C412h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — FRDYI
E

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 FRDYIE フラッシュレディ割り込み許可ビット 0：FRDYI割り込み要求の発生を禁止

1：FRDYI割り込み要求の発生を許可

R/W

b7-b1 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください。 R/W
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31.2.8 フラッシュ P/E モードエントリレジスタ（FENTRYR）

注1. 書き込みデータは保持されません。

FENTRYR レジスタは、ROM ／データフラッシュを P/E モードに設定するために使用するレジスタです。

ROM ／データフラッシュを P/E モードにして FCU のコマンド受け付けを可能にするためには、

FENTRYD、FENTRY0 ビットのいずれかのビットを “1” にする必要があります。ただし、これらのビットを

複数 “1” にした場合、FSTATR0.ILGLERR ビットが “1” になり、FCU はコマンドロック状態になります。

FENTRYR レジスタ をアクセスして、ROM リードモードに遷移させる際には、FENTRYR レジスタ を書

き込み後、当該レジスタを読み出して設定値になっていることを確認後、ROM リード動作を行ってくださ

い。

ワードアクセスで上位バイトに特定の値を書く場合のみ書き込みが有効で、それ以外の書き込みを行った

場合には初期化されます。上位バイトへの書き込みデータは保持されません。

内蔵 ROM が無効なモードでは、FENTRYR レジスタの読み出しデータは 0000h になり、書き込みはでき

ません。

FENTRYR レジスタは、リセット、FRESETR.FRESET ビットを “1” にすることによって初期化されます。

アドレス 007F FFB2h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

FEKEY[7:0] FENTR
YD

— — — — — — FENTR
Y0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 FENTRY0 ROM P/Eモードエントリビット0 0：ROMはROMリードモード

1：ROMはROM P/Eモード

R/W

b6-b1 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください。 R/W

b7 FENTRYD データフラッシュ P/Eモードエントリ

ビット

「32.　データフラッシュ（データ格納用フラッシュメ

モリ）」を参照してください。

R/W

b15-b8 FEKEY[7:0] キーコード FENTRYD、FENTRY0ビットの書き換えの可否を制御

します。

R/(W)
（注1）
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FENTRY0 ビット（ROM P/E モードエントリビット 0）

ROM を P/E モードに設定するためのビットです。

[ 書き込み有効条件（以下の全条件を満たす場合）]

 内蔵 ROM が有効なモード

 FSTATR0.FRDY ビットが “1”

 ワードアクセスで FEKEY[7:0] ビットに AAh を書き込み

[“1” になる条件 ]

 書き込み有効条件を満たし、かつ FENTRYR レジスタが 0000h の状態で、FENTRY0 ビットに “1” を書いた

場合

[“0” になる条件 ]

 バイトアクセスで書いた場合

 ワードアクセスで FEKEY[7:0] ビットが AAh 以外の状態で書いた場合

 書き込み有効条件を満たした状態で、FENTRY0 ビットに “0” を書いた場合

 書き込み有効条件を満たし、かつ FENTRYR レジスタが 0000h 以外の状態で、FENTRYR レジスタを書い

た場合

FEKEY[7:0] ビット（キーコード）

FENTRYD、FENTRY0 ビットの書き換えの可否を制御します。

FEKEY[7:0] ビットへの書き込みデータは保持されません。
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31.2.9 フラッシュプロテクトレジスタ（FPROTR）

注1. 書き込みデータは保持されません。

FPROTR レジスタは、ロックビットによる書き込み／消去プロテクト機能の有効／無効を設定するための

レジスタです。

ワードアクセスで上位バイトに特定の値を書く場合のみ書き込み有効で、それ以外の書き込みを行った場

合には初期化されます。上位バイトへの書き込みデータは保持されません。

内蔵 ROM が無効なモードでは、FPROTR レジスタの読み出しデータは 0000h になり、書き込みはできま

せん。

FPROTR レジスタは、リセットもしくは FRESETR.FRESET ビットを “1” にすることによって初期化され

ます。

FPROTCN ビット（ロックビットプロテクトキャンセルビット）

ロックビットによる書き込み／消去プロテクトを有効／無効化にするためのビットです。

[“1” になる条件 ]

 FENTRYR レジスタの値が 0000h 以外の状態で、ワードアクセスで FPKEY[7:0] ビットに 55h、FPROTCN

ビットに “1” を書いた場合

[“0” になる条件 ]

 バイトアクセスで書いた場合

 ワードアクセスで FPKEY[7:0] ビットが 55h 以外の状態で書いた場合

 ワードアクセスで FPKEY[7:0] ビットに 55h、FPROTCN ビットに “0” を書いた場合

 FENTRYR レジスタの値が 0000h の場合

FPKEY[7:0] ビット（キーコード）

FPROTCN ビットの書き換えの可否を制御します。

FPKEY[7:0] ビットへの書き込みデータは保持されません。

アドレス 007F FFB4h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

FPKEY[7:0] — — — — — — — FPROT
CN

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 FPROTCN ロックビットプロテクトキャンセル

ビット

0：ロックビットによるプロテクト有効

1：ロックビットによるプロテクト無効

R/W

b7-b1 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください。 R/W

b15-b8 FPKEY[7:0] キーコード FPROTCNビットの書き換えの可否を制御します。 R/(W) 
（注1）
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31.2.10 フラッシュリセットレジスタ（FRESETR）

注1. 書き込みデータは保持されません。

FRESETR レジスタは、FCU の初期化のために使用するレジスタです。

ワードアクセスで上位バイトに特定の値を書いた場合のみ書き込み有効です。上位バイトへの書き込み

データは保持されません。

内蔵 ROM が無効なモードでは、FRESETR レジスタの読み出しデータは 0000h になり、書き込みはでき

ません。

FRESETR レジスタは、リセットによって初期化されます。

FRESET ビット（フラッシュリセットビット）

FRESET ビットを “1” にすると、ROM/ データフラッシュの書き込み／消去動作が強制終了され、FCU が

初期化されます。

書き込み／消去中の ROM/ データフラッシュのメモリには、高電圧が印加されています。メモリに印加さ

れた電圧の降下に必要な期間を確保するために、FCU を初期化する場合には、FRESET ビットを “1” にした

状態を tRESW2（「33.　電気的特性」を参照）保持してください。FRESET ビットを “1” にしている期間は、

ROM ／データフラッシュへの読み出しを禁止してください。また、FRESET ビットが “1” の状態では、

FENTRYR レジスタが初期化されているため、FCU コマンドを使用することはできません。

FRESET ビットへの書き込みは、ワードアクセスで FRKEY[7:0] ビットが CCh の場合のみ有効です。

FRKEY[7:0] ビット（キーコード）

FRESET ビットの書き換えの可否を制御します。

FRKEY[7:0] ビットへの書き込みデータは保持されません。

アドレス 007F FFB6h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

FRKEY[7:0] — — — — — — — FRESE
T

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 FRESET フラッシュリセットビット 0：FCUはリセットされない

1：FCUはリセットされる

R/W

b7-b1 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください。 R/W

b15-b8 FRKEY[7:0] キーコード FRESETビットの書き換えの可否を制御します。 R/(W) 
（注1）
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31.2.11 FCU コマンドレジスタ（FCMDR）

FCMDR レジスタは、FCU が受け付けたコマンドを格納するレジスタです。

内蔵 ROM が無効なモードでは、FCMDR レジスタの読み出しデータは 0000h になり、書き込みは無効化

されます。

FCMDR は、リセットもしくは FRESETR.FRESET ビットを “1” にすることによって初期化されます。

表 31.4 に各コマンド受け付け後の FCMDR レジスタの状態を示します。ブランクチェックの内容は、

「32.　データフラッシュ（データ格納用フラッシュメモリ）」の「32.6　データフラッシュへの書き込み／

消去」を参照してください。

アドレス 007F FFBAh

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

CMDR[7:0] PCMDR[7:0]

リセット後の値 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b7-b0 PCMDR[7:0] プレコマンド FCUが受け付けた1つ前のコマンドを格納します。 R

b15-b8 CMDR[7:0] コマンド FCUが受け付けた 新のコマンドを格納します。 R

表31.4 各コマンド受け付け後のFCMDRレジスタの状態

コマンド CMDR PCMDR

P/Eノーマルモード移行 FFh 前回コマンド

ステータスリードモード移行 70h 前回コマンド

ロックビットリードモード移行（ロックビットリード1） 71h 前回コマンド

周辺クロック通知コマンド E9h 前回コマンド

プログラム E8h 前回コマンド

ブロックイレーズ D0h 20h

P/Eサスペンド B0h 前回コマンド

P/Eレジューム D0h 前回コマンド

ステータスレジスタクリア 50h 前回コマンド

ロックビットリード2／ブランクチェック D0h 71h

ロックビットプログラム D0h 77h
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31.2.12 FCU 処理切り替えレジスタ（FCPSR）

FCPSR レジスタは、FCU の消去処理のサスペンド方法を選択するためのレジスタです。

内蔵 ROM が無効なモードでは、FCPSR レジスタの読み出しデータは 0000h になり、書き込みはできませ

ん。

FCPSR レジスタは、リセットもしくは FRESETR.FRESET ビットを “1” にすることによって初期化されま

す。

ESUSPMD ビット（消去サスペンドモードビット）

FCU が ROM/ データフラッシュの消去処理を実行中に、P/E サスペンドコマンドが発行された場合の消去

中断処理モードを選択するためのビットです。詳細は「31.7　サスペンド動作」を参照してください。

アドレス 007F FFC8h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — — — — — — — — — ESUSP
MD

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 ESUSPMD 消去サスペンドモードビット 0：サスペンド優先モード

1：消去優先モード

R/W

b15-b1 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください。 R/W
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31.2.13 フラッシュ P/E ステータスレジスタ（FPESTAT）

FPESTAT レジスタは、ROM ／データフラッシュの書き込み／消去処理結果を示すレジスタです。

内蔵 ROM が無効なモードでは、FPESTAT レジスタの読み出しデータは 0000h になり、書き込みはできま

せん。

FPESTAT レジスタは、リセットもしくは FRESETR.FRESET ビットを “1” にすることによって初期化され

ます。

PEERRST[7:0] ビット（P/E エラーステータスビット）

ROM ／データフラッシュの書き込み／消去処理中にエラーが発生した場合のエラー原因を示すビットです。

PEERRST[7:0] ビットの値は、FSTATR0.ERSERR ビット、または FSTATR0.PRGERR ビットが “1” の状態

でのみ有効です。ERSERR ビットと PRGERR ビットが “0” の場合の PEERRST[7:0] ビットには、過去に発生

したエラー原因の値が保持されます。

アドレス 007F FFCCh

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — — PEERRST[7:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b7-b0 PEERRST[7:0] P/Eエラー

ステータスビット

01h：ロックビットでプロテクトされた領域に対する書き込みエラー

02h：ロックビットプロテクト以外の要因による書き込みエラー
11h：ロックビットでプロテクトされた領域に対する消去によるエラー

12h：ロックビットプロテクト以外の要因による消去エラー

（上記以外は予約）

R

b15-b8 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書き込みは無効になります。 R



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 1347 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 31.  ROM（コード格納用フラッシュメモリ）

31.2.14 周辺クロック通知レジスタ（PCKAR）

PCKAR レジスタは、ROM ／データフラッシュの書き込み／消去時に周辺クロック（PCLK）の周波数設

定情報をシーケンサに通知するためのレジスタです。この設定は、書き込み／消去時間の制御に使用しま

す。

内蔵 ROM が無効なモードでは、PCKAR レジスタの読み出しデータは 0000h になり、書き込みはできま

せん。

PCKAR レジスタは、リセットもしくは FRESETR.FRESET ビットを “1” にすることによって初期化されま

す。

PCKA[7:0] ビット（周辺クロック通知ビット）

ROM ／データフラッシュの書き込み／消去時に、周辺クロック（PCLK）を設定するためのビットです。

書き込み／消去を行う前に PCKA[7:0] ビットに PCLK の周波数を設定して、周辺クロック通知コマンドを

発行してください。ROM/ データフラッシュの書き込み／消去中は、周波数を変更しないでください。

設定値の算出は以下のようにしてください。

 MHz 単位で表現した動作周波数を 2 進数に変換し、PCKA[7:0] ビットに書く。

具体例として周辺クロックの動作周波数が 35.9MHz の場合には以下のようになります。

 35.9 を切り上げ

 36 を 2 進数変換し、上位は 00h で、下位は 24h（0010 0100b）を PCKA[7:0] ビットに設定する。

注 1. PCKA[7:0] ビットを 8MHz ～ 50MHz の範囲外に設定した場合は、ROM/ データフラッシュに対する書き換え

コマンドを発行しないでください。

注 2. 実周波数と異なる周波数を PCKA[7:0] ビットに設定した場合、ROM/ データフラッシュのデータが破壊され

る可能性があります。

注 3. PCKA[7:0] ビットを活用しても、書き換え時間はある程度周波数に依存することをご了承ください。

アドレス 007F FFE8h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — — PCKA[7:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b7-b0 PCKA[7:0] 周辺クロック通知ビット ROM/データフラッシュへの書き込み／消去時に周辺クロック

（PCLK）を設定するためのビットです。

R/W

b15-b8 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください。 R/W
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31.2.15 フラッシュライトイレースプロテクトレジスタ（FWEPROR ）

FWEPROR レジスタは、フラッシュライトイレース実行をソフト的にプロテクトするための読み出し / 書

き込み可能なレジスタです。

FWEPROR レジスタは、ソフトウェアスタンドモード、ディープソフトウェアスタンバイモード時にも初

期化されます。

FLWE[1:0] ビット（フラッシュ書き込み / 消去ビット）

フラッシュ書き込み / 消去実行をソフトウェアによってプロテクトします。

アドレス 0008 C289h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — FLWE[1:0]

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 1 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b1-b0 FLWE[1:0] フラッシュ書き込み /消去ビット b1 b0

0 0：書き込み /消去不可能

0 1：書き込み /消去可能
1 0：書き込み /消去不可能（初期値）

1 1：書き込み /消去不可能

R/W

b7-b2 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください。 R/W
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31.3 ROM のメモリマット構成

RX62T グループ、RX62G グループの ROM は、 大 256K バイトのユーザマットから構成されています。

これらのマットのアドレスを図 31.2 に示します。

ユーザマットのアドレスは、読み出し時と書き込み／消去時で異なりますので注意してください。

図 31.2 ROM のメモリマット構成

31.4 ブロック構成

ユーザマットの消去ブロックの構成を図 31.3 に示します。ユーザマットは 4K バイト（8 ブロック）、16K

バイト（14 ブロック）に分割されていて、消去はこのブロック単位で行います。書き込みは、下位アドレ

スが 00h で始まる 256 バイト単位で行います。

図 31.3 ユーザマットの消去ブロックの構成

アドレス FFFC 0000h

アドレス FFFF FFFFh

ユーザマット
（256Kバイト）

＜読み出し用＞

アドレス 00FC 0000h

アドレス 00FF FFFFh

＜書き込み／消去用＞

ユーザマット
（128Kバイト）

ユーザマット
（64Kバイト）

R5F562TAxxxx
の場合

R5F562T7xxxx
の場合

R5F562T6xxxx
の場合

アドレス FFFE 0000h

アドレス FFFF 0000h

アドレス 00FE 0000h

アドレス 00FF 0000h

アドレス FFFC 0000h

アドレス FFFF FFFFh

ユーザマット

EB21～EB14

消去ブロック

R5F562TAxxxx
の場合

R5F562T7xxxx
の場合

R5F562T6xxxx
の場合

アドレス FFFE 0000h

アドレス FFFF 0000h

アドレス FFFF 8000h

ユーザマット

ユーザマット

16Kバイト
×14ブロック

4Kバイト
×8ブロック

16Kバイト
×6ブロック

16Kバイト
×2ブロック

4Kバイト
×8ブロック

4Kバイト
×8ブロック

EB13～EB10

EB07～EB00

EB09～EB08
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31.5 ROM 関連の動作モード

図 31.4 に RX62T グループ、RX62G グループの動作モード移行図を示します。

MD1、MD0 端子を設定し、リセット解除を行うと図 31.4 のように移行します。

MD1、MD0 端子の設定値と RX62T グループ、RX62G グループの動作モードの関係については、「3.　動

作モード」を参照してください。

図 31.4 ROM に関する動作モード移行図

リセット状態
RES#=0

ブートモード シングルチップモード

RES#=0RES#=0

RES#=1
MD1=0
MD0=1

RES#=1
MD1=1
MD0=1

オンボード

プログラミング

シングルチップモード

移行できます。

注1. リセット後の初期状態

ROME=0

内蔵ROM：有効（注1）

ROME=1

内蔵ROM：無効

ROME=0

オンボード

プログラミング
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ブートモード／シングルチップモード（内蔵 ROM 有効）では、オンボードで ROM の読み出し／書き込

み／消去を実施できます。

各モードで、書き込み／消去可能マット、リセット時の起動マット等が異なります。モードの相違点を表

31.5 に示します。

注1. 起動時に全面消去される場合があります。その後、特定ブロックの消去ができます。詳細は「31.9.2　IDコードプロテクト」
を参照してください。

注2. ユーザは使用できません。

 ブートモードでは、ホストから SCI 経由でのユーザマット／データマットへの書き込み／読み出しが可

能になります。

 ブートモードではブートモード用組み込みプログラムで内蔵 RAM を使用します。このため、内蔵 RAM

のデータは保持されません。

表31.5 各モードの相違点

項目 ブートモード シングルチップモード（内蔵ROM有効）

書き込み／消去環境 オンボードプログラミング

書き込み／消去可能マット ユーザマット ユーザマット

ブロック分割消去 ○（注1） ○

リセット時の起動マット 組み込みプログラム格納マット（注2） ユーザマット
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31.6 ROM への書き込み／消去

ROM への書き込み／消去は、書き込み／消去用の専用シーケンサ（FCU）にコマンド（FCU コマンド）

を発行することで行います。FCU には、5 種類のモードがあります。書き込み／消去を行うためには、モー

ドを移行させ、その後、書き込み／消去用のコマンドを発行することで行います。

ROM の書き込み／消去に必要なモード移行とコマンド体系について以下に説明します。これらはブート

モード、シングルチップモード（内蔵 ROM 有効）で共通です。

31.6.1 FCU のモード

FCU には、5 種類のモードがあります。モードの移行は、FENTRYR レジスタへの書き込み、および FCU

コマンドで行います。図 31.5 に FCU のモード移行図を示します。

図 31.5 FCU のモード移行図（ROM 関連）

ROM P/Eモード

ROMステータス
リードモード

（B）

（A）

ROM P/E
ノーマルモード

ROMロックビット
リードモード

（C）

（B）

（A）

（C）

データフラッシュ
P/Eモード

ROM／データフラッシュ
リードモード

FENTRYR = 0080h

FENTRYR = 0000h

ROMリードモード

FENTRYR = 0000h

（A）：ノーマルモード移行コマンドを実行

（B）：ノーマルモード移行、ロックビットリードモード移行以外のコマンドを実行

（C）：ロックビットリードモード移行コマンドを実行

FENTRYR = 0001h

【記号説明】
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31.6.1.1 ROM リードモード

ROM リードモードは、ROM の高速読み出しを行うためのモードです。読み出し用アドレスに対してリー

ドアクセスを実行した場合、ICLK 1 サイクルの高速読み出しが可能です。

ROM リードモードには、ROM ／データフラッシュリードモードと、データフラッシュ P/E モードの 2 種

類があります。

(1) ROM ／データフラッシュリードモード

ROM ／データフラッシュリードモードは、ROM およびデータフラッシュの読み出しが可能なモードで

す。FCU コマンドは受け付けられません。FENTRYR.FENTRY0 ビットを “0”、かつ FENTRYR.FENTRYD

ビットを “0” にした場合にこのモードに移行します。

(2) データフラッシュ P/E モード

データフラッシュ P/E モードは、データフラッシュに対する書き込み／消去を行うモードです。ROM の

高速読み出しは可能です。このモードはデータフラッシュに対する FCU コマンドは受け付けますが、ROM

に対する FCU コマンドは受け付けません。FENTRYR.FENTRY0 ビットを “0”、かつ FENTRYR.FENTRYD

ビットを “1” にした場合にこのモードに移行します。

データフラッシュ P/E モードの詳細は、「32.　データフラッシュ（データ格納用フラッシュメモリ）」の

「32.6.1　FCU のモード」を参照してください。
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31.6.1.2 ROM P/E モード

ROM P/E モードは、ROM に対する書き込み／消去を行うモードです。ROM の高速読み出しはできません。

読み出し用アドレスに対してリードアクセスを実行した場合、ROM アクセス違反が発生して FCU はコマン

ドロック状態になります（「31.8.2　エラープロテクト」を参照）。

ROM P/E モードには、ROM P/E ノーマルモード、ROM ステータスリードモード、ROM ロックビットリー

ドモードの 3 種類のモードがあります。

(1) ROM P/E ノーマルモード

ROM P/E ノーマルモードは、ROM への書き込み／消去をする上で 初に移行するモードです。ROM

リードモード時に FENTRYR.FENTRYD ビットを “0”、かつ FENTRYR. FENTRY 0 ビットを “1” にした場合、

または ROM P/E モードでノーマルモード移行コマンドを受け付けた場合に移行します。表 31.9 に受け付け

可能なコマンドを示します。

FENTRYR.FENTRY0 ビットが “1” の状態で書き込み／消去用のアドレスに対してリードアクセスを実行

した場合は、ROM アクセス違反が発生して FCU はコマンドロック状態になります（「31.8.2　エラープロ

テクト」を参照）。

(2) ROM ステータスリードモード

ROM ステータスリードモードは、ROM のステータスが読めるモードです。ROM P/E モードでノーマル

モード移行、ロックビットリードモード移行以外のコマンドを受け付けた場合に移行します

FSTATR0.FRDY ビットが “0” の状態やエラー発生後のコマンドロック状態も、ROM ステータスリード

モード中の状態です。表 31.9 に受け付け可能なコマンドを示します。

FENTRYR.FENTRY 0 ビットが “1” の状態で、対応する書き込み／消去用のアドレスに対してリードアク

セスを実行した場合は、FSTATR0 レジスタの値が読めます。

(3) ROM ロックビットリードモード

ROM ロックビットリードモードは、ROM への読み出しでロックビットが読めるモードです。ROM P/E

モードでロックビットリードモード移行コマンドを受け付けた場合に移行します。表 31.9 に受け付け可能

なコマンドを示します。

FENTRYR.FENTRY 0 ビットが “1” の状態で、対応する書き込み／消去用のアドレスに対してリードアクセ

スを実行した場合は、読み出しデータの全ビットがアクセス先の消去ブロックのロックビット値になります。
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31.6.2 FCU コマンド一覧

FCU コマンドには、FCU のモードを移行させるためのコマンドと、書き込み / 消去を行うためのコマンド

があります。表 31.6 に ROM で使用可能な FCU コマンドの一覧を示します。

ロックビットリード 2 コマンドは、データフラッシュのブランクチェックコマンドを兼ねています。デー

タフラッシュに対してロックビットリード 2 コマンドを発行した場合は、データフラッシュのブランク

チェックが実行されます（「32.　データフラッシュ（データ格納用フラッシュメモリ）」を参照）。

FCU コマンドの発行は、ROM 書き込み／消去用のアドレスに対しライトアクセスを行うことでで実現さ

れます。表 31.7 に FCU コマンドのフォーマットを示します。表 31.7 に示したライトアクセスを FCU の特

定条件下で実行すると、FCU は各コマンドに対応した処理を実行します。

FCU の特定条件下については「31.6.3　FCU のモードとコマンドの関係」を、各 FCU コマンドの使用方

法については「31.6.4　FCU コマンド使用方法」を参照してください。

表31.6 FCUコマンド一覧（ROM関連）

コマンド 機能

P/Eノーマルモード移行 ノーマルモードに移行（「31.6.3　FCUのモードとコマンドの関係」を参照）

ステータスリードモード移行 ステータスリードモードに移行（「31.6.3　FCUのモードとコマンドの関係」を参照）

ロックビットリードモード移行

（ロックビットリード1）
ロックビットリードモードに移行（「31.6.3　FCUのモードとコマンドの関係」を参照）

周辺クロック通知 周辺クロックの周波数を設定

プログラム ROMの書き込み（256バイト単位）

ブロックイレーズ ROMの消去（ブロック単位、ロックビットも同時に消去）

P/Eサスペンド 書き込み／消去の中断

P/Eレジューム 書き込み／消去の再開

ステータスレジスタクリア FSTATR0.ILGLERR, ERSERR, PRGERRビットのクリアとコマンドロック状態の解除

ロックビットリード2／
ブランクチェック

指定した消去ブロックのロックビット読み出し（FSTATR1.FLOCKSTビットにロックビットを反
映）／データフラッシュのブランクチェック

ロックビットプログラム 指定した消去ブロックのロックビットを書き込み
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アドレスの列 RA： ROM 書き込み／消去用のアドレス

FENTRYR.FENTRY0 ビットが “1” の場合：00FC 0000h ～ 00FF FFFFh の任意アドレス

WA： ROM 書き込み先アドレス

書き込みデータ 256 バイトの先頭アドレス

BA： ROM 消去ブロックアドレス

対象消去ブロック内の任意アドレス（書き込み／消去用アドレスで指定）

データの列　 WDn： 書き込みデータ n ワード目（n=1 ～ 128）

表31.7 FCUコマンドのフォーマット

コマンド

バ

ス

サ
イ

ク
ル

数

1
サイクル目

2
サイクル目

3
サイクル目

4～5
サイクル目

6
サイクル目

7～130
サイクル目

131
サイクル目

ア

ド
レ

ス

デ
｜

タ

ア

ド
レ

ス

デ

｜
タ

ア

ド
レ

ス

デ
｜

タ

ア

ド
レ

ス

デ
｜

タ

ア

ド
レ

ス

デ
｜

タ

ア

ド
レ

ス

デ
｜

タ

ア

ド
レ

ス

デ
｜

タ

P/Eノーマルモード移行 1 RA FFh — — — — — — — — — — — —

ステータスリードモード移行 1 RA 70h — — — — — — — — — — — —

ロックビットリードモード移行

（ロックビットリード1）
1 RA 71h — — — — — — — — — — — —

周辺クロック通知 6 RA E9h RA 03h RA 0F0
Fh

RA 0F0
Fh

RA D0h — — — —

プログラム 131 RA E8h RA 80h WA WD
n

RA WD
n

RA WD
n

RA WD
n

RA D0h

ブロックイレーズ 2 RA 20h BA D0h — — — — — — — — — —

P/Eサスペンド 1 RA B0h — — — — — — — — — — — —

P/Eレジューム 1 RA D0h — — — — — — — — — — — —

ステータスレジスタクリア 1 RA 50h — — — — — — — — — — — —

ロックビットリード2 2 RA 71h BA D0h — — — — — — — — — —

ロックビットプログラム 2 RA 77h BA D0h — — — — — — — — — —
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31.6.3 FCU のモードとコマンドの関係

FCU の各モードは、モードごとに受け付け可能な FCU コマンドが決められています。また、それらモー

ドにおける FCU の状態によっても受け付け可能なコマンドは変わります。

FCU コマンドの発行は、FCU のモードを移行させた後、FCU の状態を確認してから発行する必要がありま

す。

表 31.8 に FCU のモードおよび状態で受け付け可能なコマンドを示します。受け付け不可能なコマンドが

発行された場合には、FCU はコマンドロック状態になります（「31.8.2　エラープロテクト」を参照）。

FCU コマンドの発行は、受け付け可能なモードに移行した後、FSTATR0.FRDY, ILGLERR, ERSERR, 

PRGERR ビットと FSTATR1.FCUERR ビットの値を確認してから行ってください。なお、FASTAT.CMDLK

ビットの値により、エラーの発生有無を確認することもできます。FASTAT.CMDLK ビットの値は、

FSTATR0.ILGLERR, ERSERR, PRGERR ビットと FSTATR1.FCUERR ビットの値の論理和です。

○：受け付け可能、△：消去中断したブロック以外への書き込みのみ受け付け可能、×：受け付け不可能

表31.8 FCUのモード／状態と受け付け可能なコマンドの関係（ROM P/Eモード）

コマンド

P/Eノーマルモード ステータスリードモード
ロックビット

リードモード

書

き
込

み

サ
ス

ペ
ン

ド

中

消

去
サ

ス

ペ
ン

ド
中

そ

の
他

の

状
態

書

き
込

み

／
消

去
の

処

理
中

書

き
込

み

／
消

去
の

中

断
処

理
中

ロ

ッ
ク

ビ

ッ
ト

リ
|
ド

２
処

理
中

書

き
込

み

サ
ス

ペ
ン

ド

中

消

去
サ

ス

ペ
ン

ド
中

コ

マ
ン

ド

ロ
ッ

ク
状

態

そ

の
他

の

状
態

書

き
込

み

サ
ス

ペ
ン

ド

中

消

去
サ

ス

ペ
ン

ド
中

そ

の
他

の

状
態

FSTATR0.FRDYビット 1 1 1 0 0 0 1 1 0/1 1 1 1 1

FSTATR0.SUSRDYビット 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

FSTATR0.ERSSPDビット 0 1 0 0 0/1 0 0 1 0 0 0 1 0

FSTATR0.PRGSPDビット 1 0 0 0 0/1 0 1 0 0 0 1 0 0

FASTAT.CMDLKビット 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0

P/Eノーマルモード移行 ○ ○ ○ × × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○

ステータスリードモード移行 ○ ○ ○ × × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○

ロックビットリードモード移行

（ロックビットリード1）
○ ○ ○ × × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○

周辺クロック通知 × × ○ × × × × × × ○ × × ○

プログラム × △ ○ × × × × △ × ○ × △ ○

ブロックイレーズ × × ○ × × × × × × ○ × × ○

P/Eサスペンド × × × ○ × × × × × × × × ×

P/Eレジューム ○ ○ × × × × ○ ○ × × ○ ○ ×

ステータスレジスタクリア ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ロックビットリード2 ○ ○ ○ × × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○

ロックビットプログラム × △ ○ × × × × △ × ○ × △ ○
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31.6.4 FCU コマンド使用方法

FCU コマンドには、FCU のモードを移行するコマンド、実際に ROM に書き込み／消去を行うコマンド、

エラー処理のコマンド、サスペンド／レジュームのコマンドがあります。以下に各コマンドの説明をしま

す。それぞれのコマンドの受け付け可能モードおよび状態については、「31.6.3　FCU のモードとコマンド

の関係」を参照してください。

31.6.4.1 モード移行

ここではモード移行に関するコマンドを説明します。各モード移行の関係は、図 31.5 を参照してくださ

い。

(1) ROM P/E モード移行方法

ROM 関連の FCU コマンドを実行するためには、ROM P/E モードに移行する必要があります。

ROM P/E モードに移行するためには、書き込み / 消去を行う ROM のアドレスに対応した

FENTRYR.FENTRY 0 ビットを “1” にします。

書き込み／消去を行う場合は、FWEPROR レジスタにバイトで 01h を書き込み、書き込み／消去可能状態

にしてください（「31.2.15　フラッシュライトイレースプロテクトレジスタ（FWEPROR ）」を参照）。

図 31.6 ROM P/E モード移行フロー

FENTRYRレジスタ
に書き込み

ROM P/Eモードに設定
FENTRY0ビットを“1”にする場合：AA01hを書き込み

終了

開始

FWEPRORレジスタ
に01hを書き込み
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(2) ROM リードモード移行方法

ROM の高速読み出しを行うためには、FENTRYR.FENTRY 0 ビットを “0” にして、FCU を ROM リード

モードに設定する必要があります。

また、FWEPROR レジスタにバイトで 02h を書き込み、書き込み／消去不可能状態にする必要があります

（「31.2.15　フラッシュライトイレースプロテクトレジスタ（FWEPROR ）」を参照）。

ROM P/E モードから ROM リードモードへの移行は、FCU のコマンド処理が完了し、かつ FCU がエラー

検出していない状態で実施してください。

図 31.7 ROM リードモード移行フロー

ILGLERR、ERSERR、またはPRGERR=1

FENTRYR確認

FENTRYRレジスタ
に“AA00h”を書き込み

“1”

“0”

エラー確認

FRDYビット
確認

ILGLERRビット
確認

FASTATレジスタ
読み出し

FASTATレジスタに
“10h”を書き込み

FRESETR.FRESET=1
を書き込み

FRESETR.FRESET=0
を書き込み

ウェイト
(tRESW2)（注1）

ステータスレジスタ
クリアコマンド発行

タイムアウト
(tE16K)（注1）

10h
Yes

No

Yes

No

FCU初期化

ILGLERR=0
ERSERR=0
PRGERR=0

終了

開始

注1. tE16K ：16Kバイトの消去ブロックに対する消去時間（「33. 電気的特性」を参照）
tRESW2：書き込み／消去中のリセットパルス幅（「33. 電気的特性」を参照）

“1”

“0”

FWEPRORレジスタ
に“02h”を書き込み

タイムアウト
(tE16K×1.1)（注1）

“0000h”

FENTRYRレジスタ
読み出し

Yes

No
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(3) ROM P/E ノーマルモード移行方法

ROM P/E ノーマルモードへの移行方法には、ROM リードモード時に FENTRYR レジスタを設定する方法

（「31.6.1　FCU のモード」を参照）と、ROM P/E モード時にノーマルモード移行コマンドを発行する方法

（図 31.8）があります。ノーマルモード移行コマンドは、FFh を ROM 書き込み／消去用のアドレスにバイ

ト書き込みを行なうことで実施されます。

図 31.8 ROM P/E ノーマルモード移行フロー

(4) ROM ステータスリードモード移行方法

ノーマルモード移行、ロックビットリードモード移行以外の FCU コマンドを発行すると、FCU は ROM

ステータスリードモードに移行します。また、ステータスリードモード移行コマンドを発行することでも移

行できます。図 31.9 に FSTATR0 レジスタの確認の例を示します。この例はステータスリードモード移行コ

マンドを発行して ROM ステータスリードモードに移行した後で、ROM 書き込み／消去用アドレスに対し

てリードアクセスを実行して、FSTATR0 の内容を確認しています。

図 31.9 ROM ステータスリードモード移行フローおよびステータスの確認方法

ノーマルモード移行
コマンド発行

FSTATR0レジスタ確認
ILGLERRビットが“1”の場合、ノーマルモード移行コマンドはFCU
に受け付けられていません。

開始

終了

ROM書き込み／消去用アドレスから
バイト読み出し

ROM書き込み／消去用アドレスに
70hをバイト書き込み

ROMステータスリードモードに移行

FSTATR0レジスタ値読み出し

開始

終了



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 1361 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 31.  ROM（コード格納用フラッシュメモリ）

(5) ROM ロックビットリードモード移行方法

FMODR.FRDMD ビットが “0”（メモリ領域リード方式）で、ロックビットリードモード移行コマンド

（ロックビットリード 1）を発行することで移行します。ROM ロックビットリードモードに移行後に ROM

書き込み／消去用のアドレスに対してリードアクセスを実行すると、アクセス先に対応する消去ブロックの

ロックビットが読み出され、読み出しデータの全ビットにコピーされます（図 31.10）。

図 31.10 ROM ロックビットリードモード移行フローおよびロックビットを読む方法

ROMロックビットリードモードに移行

ROMロックビットリードモード移行を確認

ロックビットを読み出し
ROM書き込み／消去用のアドレスを使用
（読み出し用アドレスを使用しない）

開始

終了

ROM書き込み／消去用アドレスに
71hをバイト書き込み

FSTATR0.ILGLERRビット
確認

消去ブロック内の任意アドレスから
バイト読み出し
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31.6.4.2 書き込み／消去手順

ここでは ROM の書き込み／消去のフローについて説明します。FCU のコマンド受け付け条件について

は、「31.6.3　FCU のモードとコマンドの関係」を参照してください。

図 31.11 に FCU コマンドの概略フローを示します。

図 31.11 書き込み／消去処理の概略フロー

エラー要因の特定、
ステータスレジスタクリア

コマンド発行

ROM P/Eモード移行

周辺クロック通知コマンド発行

エラーあり

エラーなし

FCU RAMへのファームウェア転送

開始

終了

エラー要因の特定、
ステータスレジスタクリア

コマンド発行

エラーあり

エラーなし

FCUコマンドの発行（注1）

エラー要因の特定、
ステータスレジスタクリア

コマンド発行

エラーあり

エラーなし

FCUコマンドの
実行結果の確認

(注2）

NG

OK

リセット解除後、1回のみ転送

詳細は「31.6.4.2（1）FCU RAMへのファームウェア転送方法」参照

FWEPROR、FENTRYRレジスタ設定

周辺クロック設定後、１回のみ発行

詳細は「31.6.4.2（4）周辺クロック通知コマンドの使用方法」参照

「表31.9 エラープロテクト一覧」参照

「31.6.4.3 エラー処理の方法」参照

注1.　プログラム／ブロックイレーズ／ロックビットプログラム／ロックビットリード２のいずれかのコマンド

注2.　書き込み／消去結果を確認する場合は、ROMリードモードに移行してROMのデータを読んでください。 
     「31.6.4.1（2）ROMリードモード移行方法」参照

内蔵RAMへジャンプ

エラーの確認

エラーの確認

エラーの確認
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(1) FCU RAM へのファームウェア転送方法

FCU コマンドを使用するためには、FCU RAM に FCU 用のファームウェアを格納する必要があります。

チップ起動時には FCU RAM に FCU のファームウェアが格納されていないため、FCU ファーム領域に格納

された FCU ファームウェアを FCU RAM にコピーする必要があります。また、FSTATR1.FCUERR ビットが

“1” の場合には、FCU RAM に格納されたファームウェアが破壊されている可能性があるため、FCU をリ

セットし FCU ファームを再コピーする必要があります。

図 31.12 に FCU RAM へのファームウェア転送フローを示します。FCU RAM にデータを書く場合には、

FENTRYR レジスタを 0000h にして FCU を停止させてください。

図 31.12 FCU RAM へのファームウェア転送フロー

(2) 内蔵 RAM へのジャンプ

　ROM への書き込み／消去を行う場合、ROM に対する命令フェッチを実行させないため、ROM 以外の

領域に移る必要があります。必要な命令コードを内蔵 RAM へコピーして内蔵 RAM へジャンプしてくださ

い。

(3) ROM P/E モード移行

　FENTRYR.FENTRY0 ビット、FWEPROR レジスタを設定して、FCU を ROM P/E モードに設定する必要

があります。詳細は「31.6.4.1(1)　ROM P/E モード移行方法」を参照してください。

0000h以外

0000h

FENTRYR
レジスタ確認

FCURAMEレジスタ
にC401hを書き込み

FCU RAMへのコピー

FENTRY0
ビットを“0”にする 「31.6.4.1（2）ROMリードモード移行方法」参照

FCU RAMアクセス許可状態に設定

FCUファームをFCU RAMにコピー

　転送元：FEFF E000h～FEFF FFFFh（FCUファーム領域）

　転送先：007F 8000h～007F 9FFFh（FCU RAM領域）

開始

終了
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(4) 周辺クロック通知コマンドの使用方法

ROM への書き込み／消去前に使用している周辺クロックの周波数を PCKAR レジスタに設定する必要が

あります。設定可能な周波数の範囲は 8 ～ 50MHz です。この範囲以外には設定しないでください。

PCKAR レジスタの設定後に周辺クロック通知コマンドを使用します。周辺クロック通知コマンドの第 1

サイクルでは E9h を、第 2 サイクルでは 03h を ROM 書き込み／消去用のアドレスにバイト書き込みしま

す。コマンドの第 3 サイクル～第 5 サイクルでは、ワードサイズで書き込みを実行します。この際、先頭ア

ドレスは 4 バイト境界にアラインしたアドレスを使用してください。ROM 書き込み／消去用のアドレスに

対して 0F0Fh データの 3 回ワード書き込みを実行後、第 6 サイクルで ROM 書き込み／消去用のアドレスに

対して D0h をバイト書き込みすると、FCU が周辺クロックの周波数設定処理を開始します。設定完了は、

FSTATR0.FRDY ビットで確認可能です。

第 1 サイクル～第 6 サイクルで指定可能なアドレスは、FENTRYR.FENTRY 0 ビットの設定によって異な

ります。FENTRYR.FENTRY 0 ビットに対応したアドレスを指定してください。誤った FENTRYR., FENTRY 

0 ビットとアドレス指定の組み合わせでコマンドを発行した場合には、FCU はエラーを検出しコマンドロッ

ク状態になります（「31.8.2　エラープロテクト」を参照）。

なお、この設定はリセット後、使用している周辺クロックの設定を変更しなければ、1 回の実行で後続の

FCU コマンドで有効になります。
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図 31.13 周辺クロック通知コマンドの使用方法

ROM書き込み／消去用アドレスに
E9hをバイト書き込み

ROM書き込み／消去用アドレスに
03hをバイト書き込み

n=1

n=n＋1
ROM書き込み／消去用アドレスに

0F0Fhデータをワード書き込み

n=3?

ROM書き込み／消去用アドレスに
D0hをバイト書き込み

FRDYビット
確認

タイムアウト
tPCKA（注1）

FCU初期化

FRESETR.FRESET=1
書き込み

ILGLERRビット確認
ウェイト

（tRESW2）（注1）

FRESETR.FRESET=0
書き込み

注1. tPCKA：PCLK=50MHzの場合、60μs、PCLK=25MHzの場合、120μs
      tRESW2：書き込み／消去中のリセットパルス幅（「33.　電気的特性」を参照）

No

Yes

No

Yes

“0”

“1”

PCKARレジスタに
周辺クロック（PCLK）の

周波数を設定

開始

終了



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 1366 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 31.  ROM（コード格納用フラッシュメモリ）

(5) 書き込み方法

ROM へのデータ書き込みには、プログラムコマンドを使用します。

プログラムコマンドの第 1 サイクルでは E8h を、第 2 サイクルでは 80h を ROM 書き込み／消去用のアド

レスにバイト書き込みします。第 3 サイクルのアクセスでは、プログラム対象領域の先頭アドレスに対して

書き込みデータをワードサイズで書いてください。この際、先頭アドレスは 256 バイト境界にアラインした

アドレスを使用してください。第 4 サイクル～第 130 サイクルでは、ROM 書き込み／消去用のアドレスに

対して書き込みデータをワードサイズで 127 回書いてください。第 131 サイクルで ROM 書き込み／消去用

のアドレスに対して D0h をバイト書き込みすると、FCU が ROM の書き込み処理を開始します。書き込み

の完了は、FSTATR0.FRDY ビットで確認可能です。

第 1 サイクル～第 131 サイクルで指定可能なアドレスは、FENTRYR.FENTRY0 ビットの設定によって異

なります。FENTRYR. FENTRY0 ビットに対応したアドレスを指定してください。誤った

FENTRYR.FENTRY0 ビットとアドレス指定の組み合わせでコマンドを発行した場合には、FCU はエラーを

検出しコマンドロック状態になります（「31.8.2　エラープロテクト」を参照）。

第 3 サイクル～第 130 サイクルでアクセスする領域に書き込み不要なアドレスが含まれる場合は、該当ア

ドレスに対する書き込みデータを FFFFh にしてください。ロックビットによるプロテクトを無効化にして

書き込みを実施したい場合には、FPROTR.FPROTCN ビットを “1” にしてから書き込みを行ってください。
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図 31.14 ROM 書き込み方法

開始
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E8hをバイト書き込み

ROM書き込み／消去用アドレスに
80hをバイト書き込み

書き込み先の先頭アドレスに
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n=127?
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D0hをバイト書き込み

FRDYビット
確認

タイムアウト
（tP256×1.1)（注1）

FCU初期化
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ILGLERRビット、PRGERRビット
確認

ウェイト
（tRESW2）（注1）

FRESETR.FRESET=0
書き込み

注1. tP256  ：256バイトデータの書き込み時間（「33.　電気的特性」を参照）
tRESW2：書き込み／消去中のリセットパルス幅（「33.　電気的特性」を参照）
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(6) 消去方法

ROM の消去には、ブロックイレーズコマンドを使用します。

ブロックイレーズコマンドの第 1 サイクルでは、20h を ROM 書き込み／消去用アドレスにバイト書き込

みします。第 2 サイクルで D0h を消去対象ブロック内の任意アドレスにバイト書き込みすると、FCU が

ROM の消去処理を開始します。消去の完了は、FSTATR0.FRDY ビットで確認可能です。CPU で消去状態の

ROM を読み出すと、32 ビットで FFFF FFFFh が読めます。

ロックビットによるプロテクトを無効にして消去を実施したい場合には、FPROTR.FPROTCN ビットを

“1” にしてから消去を行ってください。

図 31.15 ROM 消去方法

ROM書き込み／消去用アドレスに
20hをバイト書き込み

消去ブロック内の任意アドレスに
D0hをバイト書き込み

FRDYビット
確認

タイムアウト
(tE16K×1.1)（注1）

FCU初期化

FRESETR.FRESET=1
書き込み

ILGLERRビット、ERSERRビット
確認

ウェイト
(tRESW2)（注1）

FRESETR.FRESET=0
書き込み

注1. tE16K ：16Kバイトの消去ブロックに対する消去時間（「33.　電気的特性」を参照）
tRESW2：書き込み／消去中のリセットパルス幅（「33.　電気的特性」を参照）

No

Yes

“0”

“1”

ROM書き込み／消去用のアドレスを使用
（読み出し用アドレスを使用しない）

開始

終了
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(7) ロックビットの書き込み / 消去方法

ユーザマットの各消去ブロックにはロックビットが内蔵されています。ロックビットに書き込みを行いた

い場合には、ロックビットプログラムコマンドを使用します。ロックビットプログラムコマンドの第 1 サイ

クルでは、77h を ROM 書き込み／消去用アドレスにバイト書き込みします。第 2 サイクルでロックビット

を書き込みたい消去ブロック内の任意アドレスに対して D0h をバイト書き込みすると、FCU がロックビッ

トの書き込み処理を開始します。書き込みの完了は、FSTATR0.FRDY ビットで確認可能です。

図 31.16 ロックビットのプログラムの設定方法

ロックビットの消去には、ブロックイレーズコマンドを使用します。

FPROTR.FPROTCN ビットが “0” の状態では、ロックビットが “0” になった消去ブロックを消去すること

ができません。ロックビットを消去する場合には、FPROTCN ビットを “1” にした状態でブロックイレーズ

コマンドを発行してください。ブロックイレーズコマンドを使用すると消去ブロック内の全データが消去さ

れます。ロックビットのみを消去することはできません。

ROM書き込み／消去用アドレスに
77hをバイト書き込み

消去ブロック内の任意アドレスに
D0hをバイト書き込み

FRDYビット
確認

タイムアウト
(tP256×1.1)（注1）

FCU初期化

FRESETR.FRESET=1
書き込み

ILGLERRビット、PRGERRビット
確認

ウェイト
(tRESW2)（注1）

FRESETR.FRESET=0
書き込み

注1. tP256 ：256バイトデータの書き込み時間（「33.　電気的特性」を参照）
tRESW2 ：書き込み／消去中のリセットパルス幅（「33.　電気的特性」を参照）

No

Yes

“0”

“1”

ROM書き込み／消去用のアドレスを使用
（読み出し用アドレスを使用しない）
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(8) ロックビットの読み出し方法

ロックビットの読み出し方法には、メモリ領域リード方式とレジスタリード方式があります。

レジスタリード方式（FMODR.FRDMD ビットが “1”）の場合には、ロックビットリード 2 コマンドを使

用します。ロックビットリード 2 コマンドは、ロックビットを読み出したい消去ブロックの書き込み／消去

用アドレスに発行します。ロックビットリード 2 コマンドの第 1 サイクルでは 71h を、第 2 サイクルでは

D0h をそれぞれバイト書き込みすると、対応する消去ブロックのロックビットが FSTATR1.FLOCKST ビッ

トにコピーされます。

メモリ領域リード方式（FMODR.FRDMD ビットが “0”）の場合には、ロックビットリードモードに移行

し、ROM の書き込み／消去用アドレスを読むことで行います。詳細については、「31.6.4.1(5)　ROM ロッ

クビットリードモード移行方法」を参照してください。

図 31.17 レジスタリード方式でロックビットを読み出す方法

FRDYビット
確認

消去ブロック内の任意アドレスに
D0hをバイト書き込み

FRESETR.FRESET=1
書き込み

ウェイト
(tRESW2)（注1）

FRESETR.FRESET=0
書き込み

開始

終了

FCU初期化

No

Yes

タイムアウト
（10μs）

“0”

“1”

注1.　tRESW2：書き込み／消去中のリセットパルス幅（「33.　電気的特性」を参照）

ILGLERRビット確認

FLOCKSTビット確認

ROM書き込み／消去用アドレスに
71hをバイト書き込み

ロックビットリード2コマンド発行
ROM書き込み／消去用のアドレスを使用
（読み出し用アドレスを使用しない）

開始

終了
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31.6.4.3 エラー処理の方法

エラー発生時の処理方法を説明します。各種エラーの内容は「31.8　プロテクト」を参照してください。

(1) フラッシュステータスレジスタ 0（FSTATR0）の確認方法

FSTATR0 レジスタの確認方法には、FSTATR0 レジスタを直接読み出す方法と、ROM ステータスリード

モードで ROM 書き込み／消去用アドレスを読み出す方法があります。

ROM ステータスリードモードで読み出す方法は、「31.6.4.1 (4)　ROM ステータスリードモード移行方法」

を参照してください。

(2) フラッシュステータスレジスタ 0（FSTATR0）のクリア方法

FSTATR0.ILGLERR, ERSERR, PRGERR ビットを “0” にしたい場合には、ステータスレジスタクリアコマ

ンドを使用します。

FSTATR0.ILGLERR, ERSERR, PRGERR ビットのいずれかが “1” の場合には、FCU はコマンドロック状態

になり、ステータスレジスタクリアコマンド以外の FCU コマンドを受け付けません。ILGLERR ビットが

“1” の場合には、FASTAT.ROMAE, DFLAE, DFLRPE, DFLWPE ビットの値も確認してください。これらの

ビットをクリアせずにステータスレジスタクリアコマンドを発行しても、ILGLERR ビットは “0” になりま

せん。

図 31.18 FSTATR0 レジスタのクリア方法

ILGLERRビット
確認

FASTATレジスタ
読み出し

FASTATレジスタ
“10h”を書き込み
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開始
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(3) FCU の初期化の方法

FCU コマンド発行後、タイムアウトにより FSTATR0.FRDY ビットが “1” にならない場合、FRESETR レジ

スタによる FCU の初期化が必要です。また、FSTATR1.FCUERR ビットが “1” の場合も、FRESETR レジス

タによる FCU 初期化が必要です。いずれの場合も FRESETR.FRESET ビットが “1” の状態を tRESW2 期間

（「33.　電気的特性」を参照）保持してください。FRESET ビットを “1” に保持している期間は、ROM ／

データフラッシュへの読み出しを禁止してください。また、FRESET ビットが “1” の状態では、FENTRYR

レジスタが初期化されているため、FCU コマンドを使用することはできません。図 31.11 の処理を先頭から

やり直してください。

31.6.4.4 サスペンド／レジューム

(1) 書き込み／消去のサスペンド方法

ROM への書き込み／消去の中断には、P/E サスペンドコマンドを使用します。

P/E サスペンドコマンドを発行する場合には、事前に FSTATR0.ILGLERR, ERSERR, PRGERR ビットと

FSTATR1.FCUERR ビットが “0” で書き込み／消去処理が正常に実行されていることを確認してください。

また、サスペンドコマンドが受け付け可能であることを確認するために、FSTATR0.SUSRDY ビットが “1”

であることも確認してください。P/E サスペンドコマンドの発行後は、FSTATR0 レジスタと FSTATR1 レジ

スタを読んでエラーが発生していないことを確認してください。

書き込み／消去処理中に異常が発生した場合には、ILGLERR、PRGERR、ERSERR、FCUERR ビットのう

ち少なくとも 1 つのビットが “1” になります。また、SUSRDY ビットが “1” であることを確認してから P/E

サスペンドコマンドが受け付けられるまでの間に書き込み／消去処理が完了していた場合には、発行した P/

E サスペンドコマンドが不正コマンドとして検出されるため ILGLERR ビットが “1” になります。

P/E サスペンドコマンドの受け付けと書き込み／消去処理の完了が同時であった場合にはエラーは発生せ

ず、サスペンド状態にも遷移しません（FSTATR0.FRDY ビットが “1”、かつ FSTATR0.ERSSPD, PRGSPD

ビットが “0”）。P/E サスペンドコマンドが受け付けられて、書き込み／消去の中断処理が正常に終了した場

合には、FCU がサスペンド状態に遷移して FRDY ビットが “1”、かつ ERSSPD ビットまたは PRGSPD ビッ

トが “1” になります。P/E サスペンドコマンド発行後には、ERSSPD ビットまたは PRGSPD ビットが “1” で、

サスペンド状態に遷移していることを確認した後に、後続するフローを決定してください。サスペンド状態

に遷移していないにも関わらず、後続するフローで P/E レジュームコマンドを発行すると、不正コマンドエ

ラーが発生し FCU がコマンドロック状態に遷移します（「31.8.2　エラープロテクト」を参照）。

消去サスペンド状態に遷移した場合には、消去対象外のブロックに対する書き込みを実行することができ

ます。また、書き込み／消去サスペンド状態ともに、FENTRYR レジスタをクリアすることにより、ROM

リードモードに移行することも可能です。

P/E サスペンドコマンド受け付け時の FCU 動作の内容については、「31.7　サスペンド動作」を参照して

ください。
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図 31.19 書き込み／消去のサスペンド方法

注1. tSEED：サスペンド遅延時間
tRESW2：書き込み／消去中のリセットパルス幅（「33.　電気的特性」を参照）
tE16K：16Kバイトの消去ブロックに対する消去時間（「33.　電気的特性」を参照）
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(tSEED×1.1)（注1）

FCU初期化

FRESETR.FRESET=1
書き込み

ウェイト
(tRESW2)（注1）

FRESETR.FRESET=0
書き込み

No

Yes

“0”

“1”

FCUERRビット
確認

FRDYビット確認

ILGLERRビット
確認

10h

ステータスレジスタ
クリアコマンド発行

FASTATレジスタ
読み出し

FASTATレジスタ
“10h”を書き込み

No

Yes

“1”

“0”

ILGLERR、ERSERR、
PRGERR、FCUERR=1

FCUERR=0

ILGLERR=0
ERSERR=0
PRGERR=0
FCUERR=0

ILGLERR=0
ERSERR=0
PRGERR=0
FCUERR=0

ILGLERR、ERSERR、
PRGERR、FCUERR=1

FCUERR=1

開始

終了

“1”

“0”

“1”

“0”

“1”

“0” SUSRDYビット
確認

タイムアウト
(tE16K×1.1)（注1）
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(2) 書き込み／消去のレジューム方法

サスペンドした書き込み／消去処理を再開したい場合には、P/E レジュームコマンドを使用します。サス

ペンド中に FENTRYR レジスタの設定を変更した場合には、P/E レジュームコマンドを発行する前に

FENTRYR レジスタを P/E サスペンドコマンド発行直前の値に再設定してください。

図 31.20 書き込み／消去のレジューム方法

FRDYビット
確認

ROM書き込み／消去用アドレスに
D0hをバイト書き込み

FRESETR.FRESET=1
書き込み

ウェイト
(tRESW2)（注1）

FRESETR.FRESET=0
書き込み

終了

FCU初期化

No

Yes

ILGLERRビット、ERSERRビット、
PRGERRビット確認

タイムアウト
(tE16K×1.1)（注1）

“0”

“1”

注1.　tE16K：16Kバイトの消去ブロックに対する消去時間（「33.　電気的特性」を参照）
　  tRESW2：書き込み／消去中のリセットパルス幅（「33.　電気的特性」を参照）

開始

終了
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31.7 サスペンド動作

書き込み／消去処理中は ROM の読み出しはできません。P/E サスペンドコマンドを発行し、ROM の書き

込み／消去処理を中断させることによって、ROM の読み出しができるようになります。P/E サスペンドコ

マンドには、書き込み１種類と消去２種類（サスペンド優先モード、消去優先モード）のモードを用意して

います。また、中断した書き込み／消去処理を再開する P/E レジュームコマンドも用意しています。

31.7.1 書き込み中のサスペンド

ROM の書き込み／消去中に P/E サスペンドコマンドを発行すると、FCU は書き込み処理を中断します。

図 31.21 に書き込み処理の中断動作を示します。

FCU は書き込み系のコマンドを受け付けると、FSTATR0.FRDY ビットを “0” にして書き込み処理を開始

します。書き込み処理の開始後に FCU が P/E サスペンドコマンドを受け付け可能な状態に遷移すると、

FSTATR0.SUSRDY ビットが “1” になります。P/E サスペンドコマンドが発行されると、FCU はサスペンド

コマンドを受け付けて SUSRDY ビットを “0” にします。書き込みパルス印加中に FCU が P/E サスペンドコ

マンドを受け付けた場合には、FCU はパルスの印加を継続します。所定のパルス印加時間を経過すると

FCU はパルスの印加を完了し、書き込みの中断処理を開始して FSTATR0.PRGSPD ビットを “1” にします。

中断処理が完了すると、FCU は FRDY ビットを “1” にして書き込みサスペンド状態に遷移します。書き込

みサスペンド状態で FCU が P/E レジュームコマンドを受け付けた場合には、FCU は FRDY ビットと

PRGSPD ビットを “0” にして書き込み処理を再開します。

図 31.21 書き込み処理の中断動作

パルス印加継続

【記号説明】

P : 書き込み系コマンド（プログラム、ロックビットプログラム、P/Eレジューム）
S : P/Eサスペンドコマンド
R : P/Eレジュームコマンド

書き込みパルス

PRGSPDビット

SUSRDYビット

FRDYビット

FCUコマンド P S R
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31.7.2 消去中のサスペンド（サスペンド優先モード）

図 31.22 に消去サスペンドモードがサスペンド優先モード（FCPSR.ESUSPMD ビットが “0”）の場合の消

去処理の中断動作を示します。

FCU は消去系のコマンドを受け付けると、FSTATR0.FRDY ビットを “0” にクリアして消去処理を開始し

ます。消去処理の開始後に FCU が P/E サスペンドコマンドを受け付け可能な状態に遷移すると、

FSTATR0.SUSRDY ビットが “1” になります。P/E サスペンドコマンドが発行されると、FCU はサスペンド

コマンドを受け付けて SUSRDY ビットを “0” にします。消去処理中にサスペンドコマンドを受け付けた場

合には、FCU は消去パルス印加中でも中断処理を開始して FSTATR0.ERSSPD ビットを “1” にします。中断

処理が完了すると、FCU は FRDY ビットを “1” にして、消去サスペンド状態に遷移します。消去サスペン

ド状態で、FCU が P/E レジュームコマンドを受け付けた場合には、FCU は FRDY ビットと ERSSPD ビット

を “0” にして、消去処理を再開します。消去処理の中断／再開時の FRDY、SUSRDY、ERSSPD ビット動作

は、消去サスペンドモードに依存せず同様です。

消去サスペンドモードの設定は、消去パルスの制御方式に影響を与えます。サスペンド優先モードでは、

過去に中断されたことのない消去パルス A を印加中に FCU が P/E サスペンドコマンドを受け付けた場合に

は、消去パルス A の印加を中断して消去サスペンド状態に遷移します。P/E レジュームコマンドにより消去

が再開され、消去パルス A を再印加している期間に、FCU が P/E サスペンドコマンドを受け付けた場合に

は、FCU は消去パルス A の印加を継続します。所定のパルス印加時間を経過すると、FCU は消去パルスの

印加を完了して消去サスペンド状態に遷移します。次に FCU が P/E レジュームコマンドを受け付けて、新

たな消去パルス B の印加が開始された後に、再び FCU が P/E サスペンドコマンドを受け付けた場合には、

消去パルス B の印加は中断されます。サスペンド優先モードでは、1 パルスあたり 1 回の割合で消去パルス

の印加を中断してサスペンド処理を優先するため、サスペンドの遅延を小さくできます。

図 31.22 消去処理の中断動作（サスペンド優先モード）

パルスA印加継続
【記号説明】

E : 消去系コマンド（ブロックイレーズ、P/Eレジューム）
S : P/Eサスペンドコマンド
R : P/Eレジュームコマンド

パルスA印加中止 パルスB印加中止

FCUコマンド

FRDYビット

SUSRDYコマンド

ERSSPDビット

E S R S R S

消去パルス
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31.7.3 消去中のサスペンド（消去優先モード）

図 31.23 に消去優先モード（FCPSR.ESUSPMD ビットが “1”）の場合の消去処理の中断動作を示します。

消去優先モードの消去パルス制御方式は、書き込み中断処理の書き込みパルス制御方式と同様です。

FCU が消去パルス印加中に P/E サスペンドコマンドを受け付けた場合には、必ず消去パルスの印加を継続

します。このモードでは P/E レジュームコマンド発行時に消去パルスの再印加が発生しないため、サスペン

ド優先モードと比較して消去処理全体に必要な時間を短縮可能です。

図 31.23 消去処理の中断動作（消去優先モード）

パルスA印加継続
【記号説明】

E : 消去系コマンド（ブロックイレーズ、P/Eレジューム）
S : P/Eサスペンドコマンド
R : P/Eレジュームコマンド

パルスB印加継続

FCUコマンド E S R S

FRDYビット

SUSRDYビット

ERSSPDビット

消去パルス
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31.8 プロテクト

ROM に対する書き込み／消去のプロテクトには、ソフトウェアプロテクト、エラープロテクトの 2 種類

があります。

31.8.1 ソフトウェアプロテクト

ソフトウェアプロテクトは、制御レジスタ設定やユーザマットのロックビット設定によって ROM に対す

る書き込み／消去が禁止された状態です。ソフトウェアプロテクトに違反して、ROM に対する書き込み／

消去系コマンドを発行した場合には、FCU がエラーを検出してコマンドロック状態になります。

(1) FWEPROR レジスタによるプロテクト

FWEPROR.FLWE[1:0] ビットを “01b” にしないと、いずれのモードにおいても書き換えできません。

(2) FENTRYR レジスタによるプロテクト

FENTRYR.FENTRY0 ビットが “0” の場合には、ROM リードモードになります。ROM リードモードでは

FCU コマンドが受け付けられないため、ROM への書き込み／消去は禁止状態になります。ROM リード

モードで FCU コマンドを発行すると、FCU は不正コマンドエラーを検出してコマンドロック状態になりま

す（「31.8.2　エラープロテクト」を参照）。

(3) ロックビットによるプロテクト

ユーザマットの各消去ブロックにはロックビットが内蔵されています。FPROTR.FPROTCN ビットが “0”

の場合には、ロックビットが “0” の消去ブロックに対する書き込み／消去は禁止状態になります。ロック

ビットが “0” の消去ブロックを書き込み／消去したい場合には、FPROTCN ビットを “1” にしてください。

ロックビットによるプロテクトに違反して ROM に対する書き込み／消去系コマンドを発行すると、FCU は

書き込み／消去エラーを検出してコマンドロック状態になります（「31.8.2　エラープロテクト」を参照）。

31.8.2 エラープロテクト

エラープロテクトは、FCU コマンドの誤発行、禁止アクセスの発生により、FCU が誤動作を検知して

FCU コマンドの受け付けを禁止する状態（コマンドロック状態）です。

FCU がコマンドロック状態（FASTAT.CMDLK ビットが “1”）になると、ステータスビット

（FSTATR0.ILGLERR, ERSERR, PRGERR ビット、FSTATR1.FCUERR ビット、FASTAT.ROMAE ビット）の何

れか、もしくはこれらのビットに複数の “1” がセットされ、ROM への書き込み／消去が禁止されます。コ

マンドロック状態を解除するためには、FASTAT レジスタが 10h の状態でステータスレジスタクリアコマン

ドを発行する必要があります。

FAEINT.CMDLKIE ビットが “1” の場合には、FCU がコマンドロック状態（FASTAT.CMDLK ビットが

“1”）になるとフラッシュインタフェースエラー（FIFERR）割り込みが発生します。また、

FAEINT.ROMAEIE ビットが “1” の場合には、FASTAT.ROMAE ビットが “1” になった場合も FIFERR 割り込

みが発生します。

表 31.9 に ROM 関連のエラープロテクト内容とエラー検出時のステータスビット値（FSTATR0.ILGLERR, 

ERSERR, PRGERR ビット、FSTATR1.FCUERR ビット、FASTAT.ROMAE ビット）の関係を示します。書き

込み／消去処理中にサスペンド以外のコマンドを発行するとコマンドロック状態に遷移しますが、FCU は

書き込み／消去処理を継続します。この状態で P/E サスペンドコマンドを発行して書き込み／消去を中断す

ることはできません。コマンドロック状態でコマンドが発行された場合には、ILGLERR ビットが “1” にな

ります。
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表31.9 エラープロテクト一覧（ROM専用＋ROM／データフラッシュ共通）

分類 内容

IL
G

LE
R

R

E
R

S
E

R
R

P
R

G
E

R
R

F
C

U
E

R
R

R
O

M
A

E

C
M

D
LK

FENTRYR設定

エラー

FENTRYR.FENTRYD, FENTRY0ビットのうち複数の“1”を設定 1 0 0 0 0 1

サスペンド時とレジューム時でFENTRYRレジスタ設定が不一致 1 0 0 0 0 1

不正コマンドエ
ラー

FCUコマンドの1サイクル目で未定義コードを指定 1 0 0 0 0 1

複数サイクルのFCUコマンドの 終サイクルでD0h以外を指定 1 0 0 0 0 1

書き込み／消去処理中にサスペンド以外のコマンドを発行 1 0 0 0 0 1

書き込み／消去以外の処理中にサスペンドコマンドを発行 1 0 0 0 0 1

サスペンド状態でサスペンドコマンドを発行 1 0 0 0 0 1

サスペンド以外の状態でレジュームコマンドを発行 1 0 0 0 0 1

書き込みサスペンド状態で書き込み／消去系（プログラム／ロックビットプログ
ラム／ブロックイレーズ）コマンドを発行

1 0 0 0 0 1

消去サスペンド状態でブロックイレーズコマンド発行 1 0 0 0 0 1

消去サスペンド状態で消去サスペンド対象領域へのプログラム／ロックビットプ

ログラムコマンドを発行

1 0 0 0 0 1

プログラムコマンドの2サイクル目で80h以外を指定 1 0 0 0 0 1

コマンドロック状態でコマンド発行 1 0/1 0/1 0/1 0/1 1

消去エラー 消去処理中のエラー発生 0 1 0 0 0 1

FPROTR.FPROTCNビットが“0”の場合に、ロックビットが“0”の消去ブロックに

ブロックイレーズコマンドを発行

0 1 0 0 0 1

書き込みエラー 書き込み処理中のエラー発生 0 0 1 0 0 1

FPROTR.FPROTCNビットが“0”の場合に、ロックビットが“0”の消去ブロックに

対してプログラム／ロックビットプログラムコマンドを発行

0 0 1 0 0 1

FCUエラー FCU内部の処理でエラー発生 0 0 0 1 0 1

ROMアクセス

違反

FENTRYR.FENTRY0ビット=“1”、かつROM P/Eノーマルモードの場合に、書き

込み／消去用アドレスに対するリードアクセスを発行

1 0 0 0 1 1

FENTRYR.FENTRY0ビット=“0”で、書き込み／消去用アドレスに対するアクセ

スを発行

1 0 0 0 1 1

FENTRYRレジスタが0000h以外の状態で、読み出し用アドレスに対してリード

アクセスを発行

1 0 0 0 1 1
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31.9 ブートモード

31.9.1 システム構成

ブートモードでは、ホストから制御コマンドや書き込みデータを送信してユーザマット／データマットへ

の書き込み／消去を実行可能です。ホストと RX62T 間の通信には、内蔵の SCI を調歩同期モードで使用し

ます。ホストには制御コマンドを送信するためのツールと書き込みデータを準備する必要があります。

RX62T をブートモードで起動すると、組み込みプログラム格納マット上のプログラムが実行されます。

組み込みプログラム格納マット上のプログラムは、SCI のビットレートの自動調整とホストからの制御コマ

ンドを受けて、書き込み／消去の制御をします。

図 31.24 にブートモード時のシステム構成を示します。

図 31.24 ブートモード時のシステム構成

31.9.2 ID コードプロテクト

ホストからの読み出し／書き込み／消去を禁止するための機能です。

ROM 上に書かれている制御コードおよび ID コードを使い、ID コードプロテクトの有効／無効と、ID

コードプロテクトの判定を行います。ID コードプロテクトが有効の場合、ホストから送られてくるコード

と ROM 上の制御コードおよび ID コードの一致を判定し、一致した場合のみ読み出し／書き込み／消去を

許可します。

ROM 上の制御コードおよび ID コードは、32 ビット長 4 ワードのデータです。図 31.25 に制御コードお

よび ID コードの構成を示します。ID コードは 32 ビット単位で設定してください。

ホスト

ブート書き込みツール
および

書き込みデータ

RX62T

内蔵SCI

PD5/RxD1

PD3/TxD1

制御コマンド
解析実行ソフト

（内蔵）
ROM

内蔵RAM

ステータス

制御コマンド、書き込みデータ
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図 31.25 ROM 上の制御コードおよび ID コードの構成

(1) 制御コード

制御コードは、ID コードプロテクトの有効／無効と、ホストとの認証方法を決定します。表 31.10 に制

御コードと認証方法を示します。

(2) ID コード

ID コードは任意の値が設定できます。ただし、制御コードが 52h、ID コード 1 から順に 50h, 72h, 6Fh, 

74h, 65h, 63h, 74h, FFh, …, FFh を設定した場合は、ID コード一致判定をせず、常に不一致とし、ホストから

の読み出し／書き込み／消去を禁止します。

(3) ID コードを設定するプログラム例

制御コードが 45h、ID コードが ID コード１から順に 01h, 02h, 03h, 04h, 05h, 06h, 07h, 08h, 0Ah, 0Bh, 0Ch, 

0Dh,  0Eh, 0Fh を設定する場合のプログラム例を示します。

.SECTION　ID_CODE,CODE

.ORG　0FFFFFFA0h

.LWORD　45010203h

.LWORD　04050607h

.LWORD　08090A0Bh

.LWORD　0C0D0E0Fh

表31.10 IDコードプロテクト仕様

制御コード IDコード プロテクト状態 SCI接続時の動作

45h 任意 プロテクト有効

（認証方法1）
IDコード一致　：IDコードプロテクトを完了し、ホストコマンド待

ち状態へ遷移
IDコード不一致：再度 IDコード待ち状態へ遷移。ただし、連続3回 ID

コード不一致の場合、全面消去を行う。

52h 50h, 72h, 6Fh, 74h, 65h, 
63h, 74h, FFh, …, FFh以外

プロテクト有効

（認証方法2）
IDコード一致　：IDコードプロテクトを完了し、ホストコマンド待

ち状態へ遷移
IDコード不一致：再度 IDコード待ち状態へ遷移

50h, 72h, 6Fh, 74h, 65h, 
63h, 74h, FFh, …, FFh

プロテクト有効

（認証方法3）
常に IDコード不一致として判定する。

上記以外 　　　― プロテクト無効 全ブロック消去

制御コード IDコード1 IDコード2 IDコード3

IDコード4 IDコード5 IDコード6 IDコード7

IDコード8 IDコード9 IDコード10 IDコード11

IDコード12 IDコード13 IDコード14 IDコード15

FFFF FFA0h

FFFF FFA4h

FFFF FFA8h

FFFF FFACh

31            24       23            16       15             8       7              0       
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31.9.3 ブートモードの状態遷移

図 31.26 にブートモードの状態遷移図を示します。

図 31.26 ブートモードの状態遷移図

①　ビットレート合わせ込み

RX62T をブートモードで起動すると、ホストと SCI の自動調整を実行します。ビットレートの自動調整

が終了すると、RX62T からホストへ 00h を送信します。その後、ホストから送信された 55h を RX62T が正

しく受信すると問い合わせ設定ホストコマンド待ち状態に遷移します。ビットレート合わせ込みの詳細は

「31.9.4　ビットレートの自動調整」を参照してください。

ブートモードで起動
（ブートモードでリセット）

ユーザマット
データマット
全面消去

55h

問い合わせコマンド

コマンド応答

②

リード／チェックなどのコマンド

コマンド応答

消去ブロック指定

④

書き込みデータ

書き込み／消去ステータス
遷移コマンド

書き込み選択コマンド書き込み終了

①

IDコードプロテクト判定

ID

OK

NG／リトライ

NG／
リ
ト
ラ
イ
回
数

オ
ー
バ
フ
ロ
ー

⑤

問い合わせ設定
ホストコマンド待ち

IDコード待ち IDコード照合処理実行

問い合わせ設定
ホストコマンド処理実行

ビットレート合わせ込み

書き込み／消去
ホストコマンド待ち

リード／チェックなど
ホストコマンド処理実行

書き込みデータ待ち 消去ブロック指定待ち

ユーザマット
データマット
全面消去

消去終了

消去選択コマンド

00h,......,00h
（ビットレート合わせ込み）

③ プロテクト有効

プロテクト無効
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②　問い合わせ設定ホストコマンド待ち

マットサイズ、マット構成、マット先頭アドレス、サポート状況などの問い合わせや、デバイス、クロッ

クモード、ビットレートを選択するための状態です。ホストから書き込み消去ステータス遷移コマンドを発

行すると、ID コードプロテクトの有効／無効判定に遷移します。問い合わせ設定ホストコマンドの詳細は

「31.9.5　問い合わせ設定ホストコマンド待ち状態」を参照してください。

③ ID コードプロテクト判定

ID コードプロテクトの有効／無効を判定します。ROM 上に書かれている制御コードおよび ID コードか

ら ID コードプロテクトの有効／無効を判定し、有効時は ID コード待ち状態へ、無効時はユーザマット／

データマットの全面消去を実行し、書き込み／消去ホストコマンド待ち状態に遷移します。制御コードおよ

び ID コードの詳細は「31.9.2　ID コードプロテクト」を参照してください。

④　ID コード待ち

ホストから制御コードおよび ID コードが送られてくるのを待ちます。ホストから送られてくる制御コー

ドおよび ID コードと ROM 上のコードを比較し、一致していれば書き込み／消去ホストコマンド待ちに遷

移します。一致しなければ ID コード待ちに戻りますが、3 回数不一致が続いた場合かつプロテクト状態が

認証方法 1 の場合、全面消去し、再び ID コード待ち状態に戻ります。この不一致状態を解除するには、リ

セットを入れる必要があります。制御コードおよび ID コードの詳細は「31.9.2　ID コードプロテクト」を

参照してください。

⑤　書き込み／消去ホストコマンド待ち

ホストからのコマンドにしたがって、書き込み／消去を実行する状態です。RX62T が受信したコマンド

に応じて、書き込みデータ待ち状態、消去ブロック指定待ち状態、リード／チェックなどコマンド処理実行

状態に遷移します。

RX62T が書き込み選択コマンドを受信した場合には、書き込みデータ待ち状態に遷移します。ホストか

ら書き込み選択コマンドに続けて、書き込み先頭アドレス、書き込みデータを送信してください。書き込み

先頭アドレスを FFFF FFFFh と設定すると、書き込みが終了して書き込みデータ待ち状態から書き込み／消

去コマンド待ち状態に遷移します。

RX62T が消去選択コマンドを受信すると、消去ブロック指定待ち状態に遷移します。ホストから消去選

択コマンドに続けて、消去ブロック番号を送信してください。消去ブロック番号を FFh と設定すると、消去

が終了して消去ブロック指定待ち状態から書き込み／消去コマンド待ち状態に遷移します。ブートモードで

起動してから書き込み／消去ホストコマンド状態に遷移する間にユーザマット／データマットの全面が消去

されていますので、ブートモードで新たに書き込んだデータをリセットせずに消去したい場合以外には消去

を実行する必要はありません。

書き込み／消去以外に、ユーザマットのサムチェック、ブランクチェック（消去チェック）、メモリリー

ド、ステータス情報取得のためのホストコマンドもあります。
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31.9.4 ビットレートの自動調整

RX62T をブートモードで起動すると、ホストから連続送信される調歩同期式 SCI 通信のデータ 00h の

Low 期間を測定します。Low 期間測定時のホストの SCI 送受信フォーマットは 8 ビットデータ、1 ストップ

ビット、パリティなし、ビットレートは 9,600bps または 19,200bps に設定してください。RX62T は測定した

Low 期間からホストの SCI のビットレートを計算し、ビットレート調整が終了すると 00h をホストへ送信し

ます。ホストが 00h を正常に受信した場合には、ホストから RX62T に 55h を送信してください。00h を正

常に受信できなかった場合には、RX62T をブートモードで再起動し、ビットレートの自動調整を再実行し

てください。RX62T は 55h を正常に受信すると E6h を送信し、55h を正常に受信できなかった場合には FFh

を送信します。

図 31.27 ビットレート自動調整時の SCI 送受信フォーマット

図 31.28 ホストと RX62T 間の通信シーケンス

ホストの SCI のビットレートや RX62T の周辺クロックの周波数に依存してビットレートを正常に調整で

きない場合がありますので、表 31.11 に示した条件で SCI の通信を行うようにしてください。

表31.11 ビットレート自動調整が可能な条件

ホストのSCIのビットレート EXTALの周波数範囲

9,600bps 8～14 MHz

19,200bps 8～14 MHz

START
BIT

D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7
STOP

BIT

Low期間 9ビット分を測定（データ00h） 1ビット以上の

High期間

ホスト RX62T

９ビット長測定00h（MAX 30回）

00h（自動調整完了）

55h

E6h（55hを正常に受信）or FFh（エラー）
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31.9.5 問い合わせ設定ホストコマンド待ち状態

表 31.12 に問い合わせ設定ホストコマンド待ち状態で使用可能なホストコマンドの一覧を示します。組み

込みプログラムステータス問い合わせコマンドは、書き込み／消去ホストコマンド待ち状態でも使用可能で

す。その他のコマンドは、問い合わせ設定ホストコマンド待ち状態でのみ使用可能です。

ホストが未定義のコマンドを送信した場合は、RX62T がコマンドエラーのレスポンスを送信します。コ

マンドエラーのレスポンスの内容は以下の通りです。コマンドには、ホストが送信したコマンドの先頭バイ

トが格納されています。

問い合わせ設定ホストコマンド待ち状態では、問い合わせコマンドのレスポンスを参考にして、デバイス

選択→クロックモード選択→新ビットレート選択の順にホストから選択コマンドを送信し、RX62T の設定

を行ってください。また、サポートデバイス問い合わせ／クロックモード問い合わせ以外の問い合わせコマ

ンドは、クロックモード選択コマンドを発行前には使用できません。誤った順番でコマンドを送信した場合

には、RX62T がコマンドエラーのレスポンスを送信します。図 31.29 に問い合わせ設定ホストコマンド待

ち状態でのホストコマンド使用例を示します。

表31.12 問い合わせ設定ホストコマンド

ホストコマンド名 機能

サポートデバイス問い合わせ デバイスコードと組み込みプログラム型名の問い合わせ

デバイス選択 デバイスコードの選択

クロックモード問い合わせ クロックモード数とそれぞれの値の問い合わせ

クロックモード選択 選択されているクロックモードの通知

逓倍比問い合わせ クロック種類、逓倍比／分周比の種類、逓倍比／分周比の問い合わせ

動作周波数問い合わせ クロック種類、 大／ 低動作周波数の問い合わせ

ユーザマット情報問い合わせ ユーザマットの個数、先頭／ 終アドレスの問い合わせ

消去ブロック情報問い合わせ ブロック数、先頭／ 終アドレスの問い合わせ

書き込みサイズ問い合わせ 書き込み時のデータ長の問い合わせ

新ビットレート選択 ホスト⇔RX62T間のSCI通信のビットレートを変更

書き込み消去ステータス遷移 ＩＤコードプロテクト判定に遷移

組み込みプログラムステータス問い合わせ 処理状態の問い合わせ

エラーレスポンス 80h コマンド
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図 31.29 ユーザマットの問い合わせ設定ホストコマンドの使用例

各ホストコマンドの詳細を以下に説明します。説明文中の “ コマンド ” はホストから RX62T に送信する

コマンド、“ レスポンス ” は RX62T からホストに送信する応答です。“ サムチェック ” は RX62T が送信し

た各バイトを合計した場合に、00h になるように計算されたバイトデータを指します。

開始

サポートデバイス問い合わせ

ユーザマット情報問い合わせ

消去ブロック情報問い合わせ
書き込みサイズ問い合わせ

デバイス選択

クロックモード問い合わせ

クロックモード選択

逓倍比問い合わせ

動作周波数問い合わせ

新ビットレート選択

マット書き込み用の情報問い合わせ

書き込み／消去ステータス遷移

終了
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(1) サポートデバイス問い合わせ

ホストがサポートデバイス問い合わせコマンドを送信すると、ブートモード用の組み込みプログラムでサ

ポート可能なデバイス情報を RX62T が送信します。ホストがデバイスを選択した後に、サポートデバイス

問い合わせコマンドを送信した場合には、RX62T は選択したデバイスの情報のみ送信します。

コマンド 20h

レスポンス 30h サイズ デバイス数

文字数 デバイスコード 品名

文字数 デバイスコード 品名

・・・ ・・・ ・・・

文字数 デバイスコード 品名

SUM

【記号説明】 サイズ（1バイト） ：デバイス数、文字数、デバイスコード、品名のデータの総バイト数

デバイス数（1バイト） ：ブートモード用の組み込みプログラムがサポートする品種数

文字数（1バイト） ：デバイスコードと品名の文字数

デバイスコード（4バイト） ：チップ品名のASCIIコード

品名（nバイト） ：サポートデバイス名のASCIIコード

SUM（1バイト） ：サムチェック（レスポンスで）
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(2) デバイス選択

ホストがデバイス選択コマンドを送信すると、RX62T は指定されたデバイスがサポート可能なデバイス

かチェックします。サポート可能なデバイスの場合、RX62T はサポートデバイスを指定したデバイスに変

更し、レスポンス（06h）を送信します。サポート可能なデバイスでなかった場合や、送信されたコマンド

が不正であった場合には、RX62T はエラーレスポンス（90h）を送信します。

サポートデバイス問い合わせの結果、デバイス数が 01h であった場合も、デバイス選択コマンドで、問い

合わせ結果のデバイスコードの値を設定してください。

(3) クロックモード問い合わせ

ホストがクロックモード問い合わせコマンドを送信すると、選択可能なクロックモードを RX62T が送信

します。ホストがクロックモードを選択した後に、クロックモード問い合わせコマンドを送信した場合に

は、RX62T は選択したクロックモードの情報のみ送信します。

コマンド 10h サイズ デバイスコード SUM

レスポンス 06h

エラー

レスポンス 90h エラー

【記号説明】 サイズ（1バイト） ：デバイスコードの文字数（固定値で4）

デバイスコード（4バイト） ：チップ品名のASCIIコード
 （サポートデバイス問い合わコマンドの応答と同一のコード）

SUM（1バイト） ：サムチェック

エラー（1バイト） ：エラーコード
　11h：サムチェックエラー（コマンドが不正）

　21h：デバイスコード不一致

コマンド 21h

レスポンス 31h サイズ

モード モード ・・・ モード

SUM

【記号説明】 サイズ（1バイト） ：モード数、モードのデータの総バイト数

モード（1バイト） ：選択可能なクロックモード（例：01h　クロックモード1）

SUM（1バイト） ：サムチェック



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 1389 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 31.  ROM（コード格納用フラッシュメモリ）

(4) クロックモード選択

ホストがクロックモード選択コマンドを送信すると、RX62T は指定されたクロックモードがサポート可

能なモードかをチェックします。サポート可能なモードの場合、RX62T はクロックモードを指定したモー

ドに変更し、レスポンス（06h）を送信します。サポート可能なモードでなかった場合や、送信されたコマ

ンドが不正であった場合には、RX62T はエラーレスポンス（91h）を送信します。

クロックモード選択コマンドは、デバイス選択コマンドを送信した後に送信してください。クロックモー

ド問い合わせの結果、クロックモード数が 00h または 01h であった場合も、クロックモード選択コマンド

で、問い合わせ結果のモードの値を設定してください。

(5) 逓倍比問い合わせ

ホストが逓倍比問い合わせコマンドを送信すると、クロック種類、逓倍比／分周比の種類、逓倍比／分周

比の情報を RX62T が送信します。

コマンド 11h サイズ モード SUM

レスポンス 06h

エラー

レスポンス 91h エラー

【記号説明】 サイズ（1バイト） ：モードの文字数（固定値で1）

モード（1バイト） ：クロックモード（クロックモード問い合わコマンドの応答と同一のモード）

SUM（1バイト） ：サムチェック

エラー（1バイト） ：エラーコード

　11h：サムチェックエラー（コマンドが不正）

　22h：クロックモード不一致

コマンド 22h

レスポンス 32h サイズ クロック数

逓倍比種類 逓倍比 逓倍比 ・・・ 逓倍比

逓倍比種類 逓倍比 逓倍比 ・・・ 逓倍比

・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

逓倍比種類 逓倍比 逓倍比 ・・・ 逓倍比

SUM

【記号説明】 サイズ（1バイト） ：クロック数、逓倍比種類、逓倍比のデータの総バイト数

クロック数（1バイト） ：クロックの種類（例：02h　システムクロックと周辺クロックの2種類）

逓倍比種類（1バイト） ：選択可能な逓倍比／分周比の種類
 （例：04h　システムクロックは1逓倍、2逓倍、4逓倍、8逓倍の3種類）

逓倍比（1バイト） ：逓倍比（例：04h = 4　4逓倍）← 正の数で指定
 分周比（例：FEh = -2　2分周）← 負の数で指定

SUM（1バイト） ：サムチェック
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(6) 動作周波数問い合わせ

ホストが動作周波数問い合わせコマンドを送信すると、各クロックの動作周波数の 小値と 大値の情報

を RX62T が送信します。

(7) ユーザマット情報問い合わせ

ホストがユーザマット情報を問い合わせると、ユーザマットのエリア数とアドレスの情報を RX62T が送

信します。

コマンド 23h

レスポンス 33h サイズ クロック数

小周波数 大周波数

小周波数 大周波数

・・・ ・・・

小周波数 大周波数

SUM

【記号説明】 サイズ（1バイト） ：クロック数、 小周波数、 大周波数のデータの総バイト数

クロック数（1バイト） ：クロックの種類（例：02h　システムクロックと周辺クロックの2種類）

小周波数（2バイト） ：動作周波数の 小値（例：07D0h　20.00MHz）
周波数（MHz）の小数点第2位までの値を100倍した値

大周波数（2バイト） ：動作周波数の 大値

書式は 小周波数と同様

SUM（1バイト） ：サムチェック

コマンド 25h

レスポンス 35h サイズ エリア数

エリア先頭アドレス

エリア 終アドレス

エリア先頭アドレス

エリア 終アドレス

・・・

エリア先頭アドレス

エリア 終アドレス

SUM

【記号説明】 サイズ（1バイト） ：エリア数、エリア先頭アドレス、エリア 終アドレスのデータの総バイト数

エリア数（1バイト） ：ユーザマットのエリア数（連続したエリアは 1エリアと数えます。）

エリア先頭アドレス（4バイト） ：ユーザマットエリアの先頭アドレス

エリア 終アドレス（4バイト） ：ユーザマットエリアの 終アドレス

SUM（1バイト） ：サムチェック
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(8) 消去ブロック情報問い合わせ

ホストが消去ブロック情報を問い合わせると、ユーザマットの消去ブロック数とアドレスの情報を

RX62T が送信します。

(9) 書き込みサイズ問い合わせ

ホストが書き込みサイズを問い合わせると、RX62T が書き込みサイズの情報を送信します。

(10) 新ビットレート選択

ホストが新ビットレート選択コマンドを送信すると、RX62T は内蔵 SCI を指定された新ビットレートに

設定可能かをチェックします。新ビットレートの設定が可能な場合、RX62T はレスポンス（06h）を送信

し、SCI を新ビットレートに設定します。新ビットレートの設定ができない場合や、送信されたコマンドが

不正であった場合には、RX62T はエラーレスポンス（BFh）を送信します。ホストはレスポンス（06h）を

受信すると、新ビットレート選択コマンド送信時のビットレートで 1 ビット期間ウェイトし、ホストのビッ

トレートを新ビットレートに変更します。その後、ホストは新ビットレートで確認用のデータ（06h）を送

信し、RX62T は確認データのレスポンス（06h）を送信します。

新ビットレート選択コマンドは、クロックモード選択コマンドを送信した後に送信してください。

コマンド 26h

レスポンス 36h サイズ ブロック数

ブロック先頭アドレス

ブロック 終アドレス

ブロック先頭アドレス

ブロック 終アドレス

・・・

ブロック先頭アドレス

ブロック 終アドレス

SUM

【記号説明】 サイズ（2バイト） ：ブロック数、ブロック先頭アドレス、ブロック 終アドレスのデータの総バイト数

ブロック数（1バイト） ：ユーザマットの消去ブロック数

エリア先頭アドレス（4バイト） ：消去ブロックの先頭アドレス

エリア 終アドレス（4バイト） ：消去ブロックの 終アドレス

SUM（1バイト） ：サムチェック

コマンド 27h

レスポンス 37h サイズ 書き込みサイズ SUM

【記号説明】 サイズ（1バイト） ：書き込みサイズの文字数（固定値で2）

書き込みサイズ（2バイト） ：書き込み単位（バイト数単位）

SUM（1バイト） ：サムチェック
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図 31.30 新ビットレート選択のシーケンス

コマンド 3Fh サイズ ビットレート 入力周波数

クロック数 逓倍比 1 逓倍比 2

SUM

レスポンス 06h

エラー

レスポンス BFh エラー

確認 06h

レスポンス 06h

【記号説明】 サイズ（1バイト） ：ビットレート、入力周波数、クロック数、逓倍比のデータの総バイト数

ビットレート（2バイト） ：新ビットレート（例：00C0h　19200bps）
ビットレート値を1/100した値を設定

入力周波数（2バイト） ：RX62Tの入力周波数（例：04E2h　12.50MHz）
入力周波数の小数点第2位までを100倍した値を設定

クロック数（1バイト） ：クロックの種類（例：02h　システムクロックと周辺クロックの2種類）

逓倍比1（1バイト） ：入力周波数に対するシステムクロック（ICLK）の逓倍比／分周比
 逓倍比（例：04h = 4　4逓倍）← 正の数で指定

 分周比（例：FEh = -2　2分周）← 負の数で指定

逓倍比2（1バイト） ：入力周波数に対する周辺クロック（PCLK）の逓倍比／分周比

逓倍比1と同じフォーマット

SUM（1バイト） ：サムチェック

エラー ：エラーコード
   11h：サムチェックエラー

   24h：ビットレート選択不可エラー
   25h：入力周波数エラー

   26h：逓倍比エラー

   27h：動作周波数エラー

ホスト RX62T

新ビットレート選択コマンド

レスポンス（06h）

確認（06h）

レスポンス（06h）

1ビット期間
ウェイト

新ビットレート
設定

新ビットレート
設定
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 ビットレート選択不可エラー

新ビットレート選択コマンドで指定したビットレートを、RX62T の SCI が誤差 4% 未満で設定できない場

合にビットレート選択不可エラーが発生します。新ビットレート選択コマンドで指定したビットレートを

B、入力周波数を fEX、逓倍比 2 を MPφ、SCI のビットレートレジスタ（BRR）の設定値を N、シリアルモー

ドレジスタ（SMR）の CKS[1:0] ビットの設定値を n とした場合のビットレート誤差は、以下の計算式で求

められます。

 入力周波数エラー

新ビットレート選択コマンドで指定した入力周波数が、クロックモード選択コマンドで指定したクロック

モードに対応する入力周波数の 小値と 大値の範囲外であった場合に入力周波数エラーが発生します。

 逓倍比エラー

新ビットレート選択コマンドで指定した逓倍比が、クロックモード選択コマンドで指定したクロックモー

ドに対応する逓倍比でなかった場合に逓倍比エラーが発生します。選択可能な逓倍比を確認するためには逓

倍比問い合わせコマンドを使用してください。

 動作周波数エラー

新ビットレート選択コマンドで指定した動作周波数で RX62T が動作できない場合に動作周波数エラーが

発生します。RX62T は、新ビットレート選択コマンドで指定された入力周波数、逓倍比から動作周波数を

計算し、計算結果が各クロックの動作周波数の 小値から 大値の範囲内であるかをチェックします。各ク

ロックの動作周波数の 小値と 大値を確認するためには、動作周波数問い合わせコマンドを使用してくだ

さい。

(11) 書き込み消去ステータス遷移

ホストが書き込み消去ステータス遷移コマンドを送信すると、RX62T は ROM 上に書かれている制御コー

ドおよび ID コードにより、ID コードプロテクトの有効 / 無効を判定します。ID コードプロテクト有効時

は、レスポンス（16h）を送信し、ID コード待ち状態へ遷移し、ID コードプロテクト無効時はユーザマット

／データマットを全面消去します。全面消去が完了すると、RX62T はレスポンス（16h）を送信し、書き込

み消去ホストコマンド待ち状態に遷移します。エラーが発生して消去が完了しなかった場合には、RX62T

はエラーレスポンス（C0h → 51h）を送信します。

デバイス選択、クロックモード選択、新ビットレート選択を実行する前に、書き込み消去ステータス遷移

コマンドを発行しないでください。

コマンド 40h

レスポンス ACK

エラー

レスポンス C0h 51h

【記号説明】 ACK（1バイト） ：ACKコード

26h：IDコードプロテクト無効の場合
16h：IDコードプロテクト有効の場合

1001 
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(12) 組み込みプログラムステータス問い合わせ

ホストが組み込みプログラムステータス問い合わせコマンドを送信すると、RX62T は現在のステータス

を送信します。組み込みプログラムステータス問い合わせコマンドは、問い合わせ設定ホストコマンド待ち

状態と書き込み消去ホストコマンド待ち状態で使用可能です。

コマンド 4Fh

レスポンス 5Fh サイズ ステータス エラー

【記号説明】 サイズ（1バイト） ：ステータス、エラーのデータの総バイト数（固定値で2） 

ステータス（1バイト） ：RX62Tの状態（表31.13を参照）

エラー（1バイト） ：RX62Tのエラー発生状況（表31.14を参照）

表31.13 ステータスの内容

コード 内容

11h デバイス選択待ち

12h クロックモード選択待ち

13h ビットレート選択待ち

1Fh 書き込み消去ホストコマンド待ち状態への遷移待ち（ビットレート選択完了）

31h ユーザマットの消去中

3Fh 書き込み消去ホストコマンド待ち

4Fh 書き込みデータ受信待ち

5Fh 消去ブロック指定待ち

表31.14 エラーの内容

コード 内容

00h エラーなし

11h サムチェックエラー

21h デバイスコード不一致エラー

22h クロックモード不一致エラー

24h ビットレート選択不可エラー

25h 入力周波数エラー

26h 逓倍比エラー

27h 動作周波数エラー

29h ブロック番号エラー

2Ah アドレスエラー

2Bh データ長エラー

51h 消去エラー

52h 未消去エラー

53h 書き込みエラー

54h 選択処理エラー

80h コマンドエラー

FFh ビットレート合わせ込み確認エラー
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31.9.6 ID コード待ち状態

表 31.15 に ID コード待ち状態で使用可能なホストコマンドの一覧を示します。

ホストが未定義のコマンドを送信した場合は、RX62T がコマンドエラーのレスポンスを送信します。コ

マンドエラーの内容は、「31.9.5　問い合わせ設定ホストコマンド待ち状態」を参照してください。

(1) ID コードチェック

ホストが ID コードチェックコマンドを送信すると、RX62T は ROM 上の制御コードおよび ID コードとホ

ストから送られてきたコードを比較し、結果を返信します。

表31.15 IDコードチェックホストコマンド

ホストコマンド名 機能

IDコードチェック IDコードチェックを実施

コマンド 60h サイズ

制御コード＋ ID コード

SUM

レスポンス ACK

E0h エラー

【記号説明】 サイズ（1バイト） ：IDコードのバイト数（固定値で16）

IDコード（16バイト） ：制御コード（1バイト）＋ IDコード（15バイト）

SUM（1バイト） ：サムチェック

ACK（1バイト） ：ACKコード

  26ｈ：書き込み消去ステータス遷移に対する応答

エラー（1バイト） ：エラーコード

  11h：チェックサムエラー

  61h：IDコード不一致
  63h：IDコード不一致 [消去エラー ]
  IDコード不一致で消去実行の結果、エラーとなった場合
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31.9.7 書き込み／消去ホストコマンド待ち状態

表 31.16 に書き込み／消去ホストコマンド待ち状態で使用可能なホストコマンドの一覧を示します。

ホストが未定義のコマンドを送信した場合は、RX62T がコマンドエラーのレスポンスを送信します。コ

マンドエラーの内容は、「31.9.5　問い合わせ設定ホストコマンド待ち状態」を参照してください。

ROM の書き込みを実行する場合には、ホストから書き込み選択コマンド（ユーザマット書き込み選択）

を送信後、256 バイト書き込みコマンドを送信します。ホストが書き込み選択コマンドを送信すると、

RX62T は書き込みデータ待ち状態になります（「31.9.3　ブートモードの状態遷移」を参照）。書き込みデー

タ待ちの状態で、ホストが 256 バイト書き込みコマンドを送信すると、RX62T は ROM にデータを書き込み

ます。ホストが書き込み先のアドレスを FFFF FFFFh に設定して 256 バイト書き込みコマンドを送信すると、

RX62T は書き込み終了と判定し、書き込み／消去ホストコマンド待ち状態に遷移します。

ROM の消去を実行する場合には、ホストから消去選択コマンドを送信後、ブロック消去コマンドを送信

します。ホストが消去選択コマンドを送信すると、RX62T は消去ブロック指定待ち状態になります

（「31.9.3　ブートモードの状態遷移」を参照）。消去ブロック指定待ちの状態で、ホストがブロック消去コ

マンドを送信すると、RX62T は ROM をブロック消去します。ホストがブロック番号に FFh を設定してブ

ロック消去コマンドを送信すると、RX62T は消去終了と判定し、書き込み／消去ホストコマンド待ち状態

に遷移します。

表31.16 書き込み／消去ホストコマンド

ホストコマンド名 機能

ユーザマット書き込み選択 ユーザマット書き込みを選択

256バイト書き込み 256バイト書き込み

消去選択 消去を選択

ブロック消去 ブロックデータの消去

メモリリード メモリの読み出し

ユーザマットサムチェック ユーザマットのサムチェック

ユーザマットブランクチェック ユーザマットのブランクチェック

リードロックビットステータス ロックビットの読み出し

ロックビットプログラム ロックビットの書き込み

ロックビット有効 ロックビットプロテクト有効設定

ロックビット無効 ロックビットプロテクト無効設定

組み込みプログラムステータス問い合わせ RX62Tの状態の問い合わせ
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図 31.31 ブートモードでの ROM 書き込み方法

図 31.32 ブートモードでの ROM 消去方法

各ホストコマンドの詳細を以下に説明します。説明文中の “ コマンド ” はホストから RX62T に送信する

コマンド、“ レスポンス ” は RX62T からホストに送信する応答です。“ サムチェック ” は、送信した各バイ

トを合計した場合に、00h になるように計算されたバイトデータを指します。

開始

書き込み選択

256バイト書き込み

256バイト書き込み

256バイト書き込み

終了

ユーザマット書き込み選択

アドレス／データ指定

アドレス／データ指定

アドレスFFFF FFFFhを指定

開始

消去選択

ブロック消去

ブロック消去

ブロック消去

終了

ブロック指定

ブロック指定

ブロックにFFhを指定
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(1) ユーザマット書き込み選択

ホストがユーザマット書き込み選択コマンドを送信すると、RX62T はユーザマット書き込みプログラム

を選択し、書き込みデータ待ち状態になります。

(2) 256 バイト書き込み

ホストが 256 バイト書き込みコマンドを送信すると、RX62T は ROM の書き込みを実行します。ROM の

書き込みが正常に終了すると、RX62T はレスポンス（06h）を送信します。書き込み処理中にエラーが発生

すると、RX62T はエラーレスポンス（D0h）を送信します。

(3) 消去選択

ホストが消去選択コマンドを送信すると、RX62T は消去プログラムを選択し、消去ブロック指定待ち状

態になります。

コマンド 43h

レスポンス 06h

コマンド 50h 書き込みアドレス

データ データ ・・・ データ

SUM

レスポンス 06h

エラー

レスポンス D0h エラー

【記号説明】 書き込みアドレス（4バイト） ：書き込み先のアドレス

書き込み実行時には256バイト境界にアラインしたアドレス

書き込み終了を指定する場合にはFFFF FFFFhを送信

データ（256バイト） ：書き込みデータ

書き込み不要なバイトにはFFhを指定
書き込み終了を指定する場合にはデータの送信は不要

（書き込みアドレスSUMの順で送信する）

SUM（1バイト） ：サムチェック

エラー（1バイト） ：エラーコード
　11h：サムチェックエラー

　2Ah：アドレスエラー（アドレスが指定のマット内にない）

　53h：書き込みエラーが発生し書き込めない

コマンド 48h

レスポンス 06h
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(4) ブロック消去

ホストがブロック消去コマンドを送信すると、RX62T は ROM の消去を実行します。ROM の消去が正常

に終了すると、RX62T はレスポンス（06h）を送信します。消去処理中にエラーが発生すると、RX62T はエ

ラーレスポンス（D8h）を送信します。

コマンド 58h サイズ ブロック SUM

レスポンス 06h

エラー

レスポンス D8h エラー

【記号説明】 サイズ（1バイト） ：ブロックのデータのバイト数（固定値で1）

ブロック（1バイト） ：消去する消去ブロックの番号

消去終了を指定する場合にはFFhを送信

SUM（1バイト） ：サムチェック

エラー（1バイト） ：エラーコード
11h：サムチェックエラー

29h：ブロック番号エラー（ブロック番号が正しくない）
51h：消去エラーが発生し消去できない
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(5) メモリリード

ホストがメモリリードコマンドを送信すると、RX62T は ROM に対するリードを実行します。正常にリー

ドが実行された場合には、RX62T はメモリリードコマンドで指定されたアドレスのデータを送信します。

リードが実行されなかった場合には、RX62T はエラーレスポンス（D2h）を送信します。

(6) ユーザマットサムチェック

ホストがユーザマットサムチェックコマンドを送信すると、RX62T はユーザマットのデータをバイト単

位で加算した結果（サムチェック）を送信します。

コマンド 52h サイズ エリア 読み出し先頭アドレス

読み出しサイズ SUM

レスポンス 52h 読み出しサイズ

データ データ ・・・ データ

SUM

エラー

レスポンス D2h エラー

【記号説明】 サイズ（1バイト） ：エリア、読み出しアドレス、読み出しサイズのデータの総バイト数

エリア（1バイト） ：読み出し対象のマット

   01h：ユーザマット

読み出し先頭アドレス（4バイト） ：読み出し対象領域の先頭アドレス

読み出しサイズ（4バイト） ：読み出すデータのサイズ（バイト単位）

SUM（1バイト） ：サムチェック

データ（1バイト） ：ROMから読み出したデータ

エラー（1バイト） ：エラーコード
11h：サムチェックエラー

2Ah：アドレスエラー
　　　・エリアの選択で00h、01h以外を指定

　　　・読み出し先頭アドレスが指定したマットの領域外

2Bh：サイズエラー
・読み出しサイズの選択で00hを指定

・読み出しサイズがマットのサイズを超えている
・読み出し先頭アドレスと読み出しサイズから計算されたアドレスが

　マットの領域外

コマンド 4Bh

レスポンス 5Bh サイズ マットのサムチェック SUM

【記号説明】 サイズ（1バイト） ：マットのサムチェックのバイト数（固定値で4）

マットのサムチェック（4バイト） ：ユーザマットのサムチェック結果

ユーザマットにはデバッグ機能認証用のキーコードも含まれています。
加算結果にキーコード値が含まれることに注意してください。

SUM（1バイト） ：サムチェック（レスポンスデータのサムチェック）
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(7) ユーザマットブランクチェック

ホストがユーザマットブランクチェックコマンドを送信すると、RX62T はユーザマットがすべて消去状

態であるかをチェックします。ユーザマットがすべて消去状態であった場合には、RX62T はレスポンス

（06h）を送信します。ユーザマットに未消去領域が存在した場合には、RX62T はエラーレスポンス（CDh

→ 52h）を送信します。

(8) リードロックビットステータス

ホストがリードロックビットステータスコマンドを送信すると、RX62T はロックビットに対するリード

を実行します。正常にリードが実行された場合には、RX62T はリードロックビットステータスコマンドで

指定されたアドレスのデータを送信します。リードが実行されなかった場合には、RX62T はエラーレスポ

ンス（F1h）を送信します。

コマンド 4Dh

レスポンス 06h

エラー

レスポンス CDh 52h

コマンド 71h サイズ エリア 中位アドレス 上位アドレス 上位アドレス SUM

レスポンス ステータス

エラー

レスポンス F1h エラー

【記号説明】 サイズ（1バイト） ：エリア、中位アドレス、上位アドレス、 上位アドレスのデータの総バイト数

（RX62Tでは固定値で４）

エリア（1バイト）

中位アドレス（1バイト）

上位アドレス（1バイト）
上位アドレス（1バイト）

：読み出し対象のマット
   01h：ユーザマット

：指定ブロックの 後尾のアドレスの中位アドレス（8～15ビット）

：指定ブロックの 後尾のアドレスの上位アドレス（16～23ビット）
：指定ブロックの 後尾のアドレスの 上位アドレス（24～31ビット）

SUM（1バイト）
ステータス（1バイト）

：サムチェック
：ビット6が“0”でロック状態

   ビット6が“1”でアンロック状態

エラー（1バイト） ：エラーコード

   11h：サムチェックエラー
   2Ah：アドレスエラー（アドレスが指定のマット内にない）
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(9) ロックビットプログラム

ホストがロックビットプログラムコマンドを送信すると、RX62T はロックビットの書き込みを行い、指

定ブロックをロック状態にします。正常にロックされた場合には、RX62T はレスポンス（06h）を送信しま

す。ロックされなかった場合には、RX62T はエラーレスポンス（F7h）を送信します。

(10) ロックビット有効

ホストがロックビット有効コマンドを送信すると、RX62T はロックビットを有効にします。

(11) ロックビット無効

ホストがロックビット無効コマンドを送信すると、RX62T はロックビットを無効にします。

(12) 組み込みプログラムステータス問い合わせ

「31.9.5　問い合わせ設定ホストコマンド待ち状態」を参照してください。

コマンド 77h サイズ エリア 中位アドレス 上位アドレス 上位アドレス SUM

レスポンス 06h

エラー

レスポンス F7h エラー

【記号説明】 サイズ（1バイト） ：エリア、中位アドレス、上位アドレス、 上位アドレスのデータの総バイト数

  （RX62Tでは固定値で４）

エリア（1バイト）

中位アドレス（1バイト）
上位アドレス（1バイト）

上位アドレス（1バイト）

：ロック対象のマット

   01h：ユーザマット

：指定ブロックの 後尾のアドレスの中位アドレス（8～15ビット）
：指定ブロックの 後尾のアドレスの上位アドレス（16～23ビット）

：指定ブロックの 後尾のアドレスの 上位アドレス（24～31ビット）

SUM（1バイト） ：サムチェック

エラー（1バイト） ：エラーコード

   11h：サムチェックエラー

   2Ah：アドレスエラー（アドレスが指定のマット内にない）
   53h：書き込みエラーが発生しロック状態にできない

コマンド 7Ah

レスポンス 06h

コマンド 75h

レスポンス 06h
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31.10 オンチップデバッガ ID コードプロテクト

オンチップデバッガとの接続を禁止するための機能です。オンチップデバッガを接続する場合、ROM 上

に書かれている制御コードおよび ID コードを使い、オンチップデバッガ ID コードプロテクトの有効／無効

と、オンチップデバッガ ID コードプロテクトの判定を行います。ID コードプロテクトが有効の場合、オン

チップデバッガから送られてくるコードと、ROM 上の制御コードおよび ID コードの一致を判定し、一致し

た場合、オンチップデバッガとの接続を許可します。一致しない場合、オンチップデバッガとの接続はでき

ません。ただし、制御コードが 52h、ID コード 1 から順に 50h,72h,6Fh,74h,65h,63h,74h,FFh,…,FFh を設定し

た場合、ID コード判定をせずに常に不一致とし、オンチップデバッガとの接続を禁止します。また、制御

コードおよび ID コードがすべて FFh の場合、ID コード判定をせずに常に一致とし、オンチップデバッガと

の接続を許可します。フラッシュメモリ上の ID コードの構成は、図 31.25 と同じです。

31.11 ROM コードプロテクト

ROM コードプロテクトは、PROM ライタを使用する場合にフラッシュメモリの読み出し、書き換えを禁

止する機能です。フラッシュメモリ上の ROM コードは、32 ビット長のデータです。図 31.33 に ROM コー

ドの構成を示します。ROM コードは 32 ビット単位で設定してください。

ROM コードプロテクトを解除する場合、ブートモードもしくはユーザプログラミングで ROM コードを

含むユーザマットの EB00 ブロックを消去してください。

図 31.33 ROM コードの構成

表31.17 オンチップデバッガ IDコードプロテクト仕様

制御コード IDコード プロテクト状態 オンチップデバッガ接続時の動作

FFh FFh,…,FFh （すべてFFh） プロテクト無効 制御コードおよび IDコードの判定をせず、常に IDコード一致と
し、オンチップデバッガとの接続を許可する。

52h 50h,72h,6Fh,74h,65h,63h,74h,
FFh,…,FFh

プロテクト有効 制御コードおよび IDコードの判定をせず、常に IDコード不一致
とし、オンチップデバッガと接続を禁止する。

上記以外 上記以外 プロテクト有効 IDコード一致：オンチップデバッガ認証を完了し、オンチップデ
バッガとの接続を許可する。

IDコード不一致：再度、IDコード待ちに遷移する。

表31.18 ROMコードプロテクト仕様

ROMコード プロテクト状態 PROMライタ接続時の動作

0000 0000h ROMコードプロテクト有効

（ROMコードプロテクト1）
ユーザマットの読み出し、書き換えを禁止する

0000 0001h ROMコードプロテクト有効

（ROMコードプロテクト2）
ユーザマットの読み出しを禁止する

上記以外 ROMコードプロテクト無効 ユーザマットの読み出し、書き換えを許可する

FFFF FF9Ch

31               0

ROMコード
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31.12 使用上の注意事項

(1) 書き込み／消去サスペンド対象領域

書き込み／消去サスペンド中の領域の格納データは不定です。不定データの読み出しが原因で発生する誤

動作を回避するために、書き込み／消去サスペンド対象領域の命令実行や、データ読み出しが発生しないよ

うに注意してください。

(2) 書き込み／消去サスペンドによる中断

書き込み／消去サスペンドコマンドによって書き込み／消去処理を中断した場合は、必ずレジュームコマ

ンドにより動作を完了させてください。レジュームコマンド発行後 20μs 以内（PCLK = 50MHz 時）に、

再び書き込み／消去サスペンドコマンドを発行しないでください。

(3) 追加書き込み禁止

同一領域に 2 回以上の書き込みを行うことはできません。書き込み済みの領域を書き換えたい場合には、

必ず当該領域を消去してください。

(4) 書き込み／消去中のリセット

書き込み / 消去中に RES# 端子によるリセットを発生させた場合には、電気的特性に定める動作電圧範囲

内で、100μs 以上のリセット入力期間の後にリセット解除してください。

書き込み / 消去中に FRESETR.FRESET ビットにより FCU をリセットする場合は、リセット状態を

tRESW2（「33.　電気的特性」を参照）の時間保持してください。FCU をリセットしている期間は、書き込

み / 消去対象の ROM の読み出しを行わないでください。

　書き込み / 消去中の WDT リセット、IWDT リセットについては、上記の時間保持に関係なく使用でき

ます。

(5) 書き込み／消去中のノンマスカブル割り込み禁止

書き込み / 消去中にノンマスカブル割り込み（NMI 端子割り込み、発振停止検出割り込み、電圧監視 1 割

り込み、電圧監視 2 割り込み）が発生すると、ROM からのベクタのフェッチが発生し、不定データが読み

出されます。このため、ROM への書き込み／消去中にノンマスカブル割り込みが発生しないようにしてく

ださい。（本禁止事項は ROM にのみ適用されます）

(6) 書き込み／消去中の割り込みベクタの配置

書き込み／消去中に割り込みが発生すると ROM からのベクタのフェッチが発生する場合があります。

ROM からのベクタのフェッチを回避するには、CPU の割り込みテーブルレジスタ（INTB）により割り込み

ベクタのフェッチ先を ROM 以外に設定する方法があります。

(7) 書き込み／消去の異常終了

書き込み / 消去中の、動作電圧範囲を超える電圧変動、リセット、FRESETR.FRESET ビットによる FCU
リセット、エラー検出によるコマンドロック状態、および次項 (8) の禁止事項により、書き込み / 消去が正

常に終了しなかった場合、ロックビットが “0”（プロテクト状態）になっている場合があります。この場合

FPROTR.FPROTCN ビットに “1” をセットした状態でブロックイレーズコマンドを発行し、ロックビットを

消去してください。その後、正常終了しなかった書き込みを再度やり直してください。

(8) 書き込み／消去中の禁止事項

書き込み / 消去中はフラッシュメモリへのダメージを防ぐため、以下の動作は行わないでください。

 RX62T の電源を動作電圧範囲外にする。

 FWEPROR.FLWE[1:0] ビットの値を更新する。

 SYSCR0.ROME ビットの設定により、動作モードを変更する。

  SCKCR レジスタにより、PCLK の逓倍比を変更する。

 PCLK と異なる周波数を PCKAR レジスタに設定する。
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 全モジュールクロックストップモード、ソフトウェアスタンバイモードおよびディープソフトウェアス

タンバイモードに移行する。
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32. データフラッシュ（データ格納用フラッシュメモリ）
RX62T グループ、RX62G グループは、 大 256K バイトのコード格納用フラッシュメモリ（ROM）と、

大 32K バイトのデータ格納用フラッシュメモリ（データフラッシュ）を内蔵しています。

本章では、データフラッシュについて説明します。ROM については、「31.　ROM（コード格納用フラッ

シュメモリ）」を参照してください。

32.1 概要

表 32.1 にデータフラッシュの仕様を、図 32.1 に ROM およびデータフラッシュ周りのブロック図を示し

ます。

注1. 製品によりデータフラッシュ容量が異なります。

表32.1 データフラッシュの仕様

項目 内容

メモリ空間 データ領域：32Kバイト /8Kバイト（注1）

周辺バス経由での読み出し ワード、バイトアクセス時にはPCLK 3サイクルでの読み出し

書き込み／消去方式  データフラッシュへの書き換えを行う専用のシーケンサ（FCU）を内蔵
 FCU にコマンドを発行することにより、データフラッシュへの書き込み／消

去を実行可能

BGO（バックグラウンドオペレーション）機能  ROMへの書き込み／消去を実行している期間、CPU はROM／データフラッ

シュ以外の領域に配置したプログラムを実行可能
 データフラッシュの書き込み／消去を実行している期間、ROM領域に配置し

たプログラムを実行可能

サスペンド／レジューム機能  データフラッシュへの書き込み／消去動作を中断し、CPU はデータフラッ

シュ領域の読み出しを実行可能（サスペンド）

 中断した後、ROMの書き込み／消去を再開可能（レジューム）

書き込み／消去単位  データ領域の書き込み単位：8バイトまたは128バイト
 データ領域の消去単位：2Kバイト（データフラッシュ容量が32Kバイトの場

合：16ブロック、データフラッシュ容量が8Kバイトの場合：4ブロック）

ブランクチェック機能  データフラッシュの消去状態を確認するブランクチェックコマンドが実行可能

 ブランクチェックできる領域は8バイトまたは2Kバイト

オンボード

プログラミング
（2種類）

ブートモードによる書き換え

 調歩同期式シリアルインターフェイス（SCI1）を使用
 通信速度は自動調整

ユーザプログラム中のデータフラッシュ書き換えルーチンによる書き換え
 システムをリセットすることなくデータフラッシュの書き換えが可能

プロテクト機能 ソフトウェアプロテクト機能 FENTRYR.FENTRYDビット、FWEPROR.FLWE[1:0]ビット、DFLREkレジスタ、
DFLWEkレジスタにより意図しない書き換えを防ぐことが可能(k=0,1)

エラープロテクト機能 書き込み／消去中に異常動作を検出した場合、以後の書き込み／消去処理を禁止

書き込み時間／消去時間／書き換え回数 「33.　電気的特性」を参照

製品型名 データフラッシュ容量 データフラッシュアドレス

R5F562TAxxxx 32K バイト 0010 0000h ～ 0010 7FFFh

R5F562T7xxxx、R5F562T6xxxx 8K バイト 0010 0000h ～ 0010 1FFFh
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図 32.1 データフラッシュのブロック図

表 32.2 にデータフラッシュ関連の入出力端子を示します。

表32.2 データフラッシュ関連の入出力端子

端子名 入出力 機能

PD5/RxD1 入力 ブートモード時に使用。SCIの受信データ（ホスト通信用）

PD3/TxD1 出力 ブートモード時に使用。SCIの送信データ（ホスト通信用）

MD1、MD0 入力 RX62Tグループ、RX62Gグループの動作モードを設定

モード端子 モードデコーダ

FCU

周辺バス

FIFERR

FAEINT

FMODR ：フラッシュモードレジスタ
FASTAT ：フラッシュアクセスステータスレジスタ
FAEINT ：フラッシュアクセスエラー割り込み許可レジスタ
DFLRE0 ：データフラッシュ読み出し許可レジスタ0
DFLRE1 ：データフラッシュ読み出し許可レジスタ1
DFLWE0 ：データフラッシュ書き込み／消去許可レジスタ0
DFLWE1 ：データフラッシュ書き込み／消去許可レジスタ1
FCURAME ： FCU RAMイネーブルレジスタ
FSTATR0 ：フラッシュステータスレジスタ0
FSTATR1 ：フラッシュステータスレジスタ1
FENTRYR ：フラッシュP/Eモードエントリレジスタ
FRESETR ：フラッシュリセットレジスタ
FCMDR ：FCUコマンドレジスタ
FRDYIE ：フラッシュレディ割り込み許可レジスタ
FCPSR ：FCU処理切り替えレジスタ
DFLBCCNT ：データフラッシュブランクチェック制御レジスタ
DFLBCSTAT ：データフラッシュブランクチェックステータスレジスタ
PCKAR ：周辺クロック通知レジスタ
FIFERR ：フラッシュインタフェースエラー割り込み
FRDYI ：フラッシュレディ割り込み

FRDYI

CPU

メモリインタフェース

DFLRE0

DFLRE1

FCURAME

FSTATR0

FSTATR1

FENTRYR

FRESETR

FCMDR

FRDYIE

FCPSR

DFLBCCNT

DFLBCSTAT

PCKAR

DFLWE0

DFLWE1

FMODR

FASTAT

FCU RAM

ROM 領域部
   ユーザ領域： 大256Kバイト　

FCUファームウェア格納領域
8Kバイト

データフラッシュ　領域部
データ領域： 大32Kバイト
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32.2 レジスタの説明

表 32.3 にデータフラッシュ関連のレジスタ一覧を示します。一部のレジスタは ROM 関連のビットも持

ちますが、本章ではデータフラッシュ関連のビット機能のみ説明します。ROM ／データフラッシュ共用

ビットで構成されるレジスタ（FRDYIE、FCURAME、FSTATR0、FSTATR1、FRESETR、FCMDR、FCPSR、

PCKAR、FWEPROR）と、ROM 専用のビット機能の詳細は、「31.　ROM（コード格納用フラッシュメモ

リ）」の「31.2　レジスタの説明」を参照してください。

データフラッシュ関連のレジスタは、リセットによって初期化されます。

表32.3 データフラッシュ関連のレジスタ一覧

レジスタ名 シンボル リセット後の値 アドレス アクセスサイズ

フラッシュモードレジスタ FMODR 00h 007F C402h 8

フラッシュアクセスステータスレジスタ FASTAT 00h 007F C410h 8

フラッシュアクセスエラー割り込み許可レジスタ FAEINT 9Bh 007F C411h 8

フラッシュレディ割り込み許可レジスタ FRDYIE 00h 007F C412h 8

データフラッシュ読み出し許可レジスタ0 DFLRE0 0000h 007F C440h 16

データフラッシュ読み出し許可レジスタ1 DFLRE1 0000h 007F C442h 16

データフラッシュ書き込み／消去許可レジスタ0 DFLWE0 0000h 007F C450h 16

データフラッシュ書き込み／消去許可レジスタ1 DFLWE1 0000h 007F C452h 16

FCU RAMイネーブルレジスタ FCURAME 0000h 007F C454h 16

フラッシュステータスレジスタ0 FSTATR0 80h 007F FFB0h 8

フラッシュステータスレジスタ1 FSTATR1 0xh 007F FFB1h 8

フラッシュ P/Eモードエントリレジスタ FENTRYR 0000h 007F FFB2h 16

フラッシュリセットレジスタ FRESETR 0000h 007F FFB6h 16

FCUコマンドレジスタ FCMDR FFFFh 007F FFBAh 16

FCU処理切り替えレジスタ FCPSR 0000h 007F FFC8h 16

データフラッシュブランクチェック制御レジスタ DFLBCCNT 0000h 007F FFCAh 16

データフラッシュブランクチェックステータスレジスタ DFLBCSTAT 0000h 007F FFCEh 16

周辺クロック通知レジスタ PCKAR 0000h 007F FFE8h 16

フラッシュライトイレースプロテクトレジスタ FWEPROR 02h 0008 C289h 8



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 1409 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 32.  データフラッシュ（データ格納用フラッシュメモリ）

32.2.1 フラッシュモードレジスタ（FMODR）

FMODR レジスタは、ロックビットの読み出し方法を指定するレジスタです。ブランクチェックコマンド

を使用する場合、FRDMD ビットを “ １ ” にしてください。

内蔵 ROM が無効なモードでは FMODR レジスタの読み出しデータは 00h になり、書き込みははできませ

ん。

FMODR レジスタは、リセットによって初期化されます。

FRDMD ビット（FCU リードモード選択ビット）

データフラッシュロックビットリードモード移行処理かブランクチェック処理を選択するために使用しま

す。

ROM のロックビット読み出し時には、ロックビット読み出し方法を選択するために FRDMD ビットを使

用します（「31.　ROM（コード格納用フラッシュメモリ）」を参照）。

アドレス 007F C402h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — FRDM
D

— — — —

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b3-b0 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください。 R/W

b4 FRDMD FCUリードモード選択ビット 0：メモリ領域リード方式
データフラッシュロックビットリードモードに移行する場合

に設定します。データフラッシュにはロックビットが存在し
ないため、ロックビットリードモードに移行してデータフ

ラッシュ領域から読み出しを実行した場合、不定データが読

めます
1：レジスタリード方式

ブランクチェックコマンドを使用する場合に設定します

R/W

b7-b5 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください。 R/W
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32.2.2 フラッシュアクセスステータスレジスタ（FASTAT）

注1. フラグを“0”にするために、“1”を読んだ後に “0”を書くことのみ可能です。

FASTAT レジスタは、ROM ／データフラッシュに対するアクセス違反の有無を確認するためのレジスタ

です。

内蔵 ROＭ が無効なモードでは FASTAT レジスタの読み出しデータは 00h になり、書き込みはできませ

ん。FASTAT レジスタのいずれかのビットが “1” になると、FCU はコマンドロック状態になります（「32.7.2

　エラープロテクト」を参照）。コマンドロック状態を解除するためには、FASTAT レジスタを 10h にした

後、FCU にステータスレジスタクリアコマンドを発行する必要があります。

FASTAT レジスタは、リセットによって初期化されます。

DFLWPE ビット（データフラッシュ書き込み／消去プロテクト違反ビット）

DFLWEk（k = 0, 1）レジスタで設定した書き込み／消去プロテクトに対する違反の有無を示すビットで

す。

[“1” になる条件 ]

 DFLWEk（k = 0, 1）レジスタで書き込み／消去禁止に設定したデータフラッシュ領域に対して、書き込

み／消去系コマンドを発行

[“0” になる条件 ]

 “1” を読んだ後、“0” を書いたとき

アドレス 007F C410h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

ROMA
E

— — CMDLK DFLAE — DFLRP
E

DFLWP
E

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 DFLWPE データフラッシュ

書き込み／消去プロテクト違反ビット

0：DFLWEkレジスタの設定に違反したデータフラッシュ

書き込み／消去系コマンドの発行なし
1：DFLWEkレジスタの設定に違反したデータフラッシュ

書き込み／消去系コマンドの発行あり

（k=0,1）

R/(W)
（注1）

b1 DFLRPE データフラッシュ

リードプロテクト違反ビット

0：DFLREkレジスタの設定に違反したデータフラッシュ

読み出しなし
1：DFLREkレジスタの設定に違反したデータフラッシュ

読み出しあり
（k=0,1）

R/(W) 
（注1）

b2 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください。 R/W

b3 DFLAE データフラッシュアクセス違反ビット 0：データフラッシュアクセス違反なし

1：データフラッシュアクセス違反あり

R/(W) 
（注1）

b4 CMDLK FCUコマンドロックビット 0：FCUはコマンドロック状態ではない

1：FCUはコマンドロック状態

R

b6-b5 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください。 R/W

b7 ROMAE ROMアクセス違反ビット 「31.　ROM（コード格納用フラッシュメモリ）」を参照し

てください。

R/(W) 
（注1）
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DFLRPE ビット（データフラッシュリードプロテクト違反ビット）

DFLREk（k = 0, 1）レジスタで設定した読み出しプロテクトに対する違反の有無を示すビットです。

[“1” になる条件 ]

 DFLREk（k = 0, 1）レジスタで読み出し禁止に設定したデータフラッシュ領域に対して、リードアクセ

スを発行

[“0” になる条件 ]

 “1” を読んだ後、“0” を書いたとき

DFLAE ビット（データフラッシュアクセス違反ビット）

データフラッシュに対するアクセス違反の有無を示すビットです。

DFLAE ビットが “1” になると FSTATR0.ILGLERR ビットが “1” になり、FCU はコマンドロック状態にな

ります。

FSTATR0 レジスタについては、「31.2.5　フラッシュステータスレジスタ 0（FSTATR0）」を参照してくだ

さい。

[“1” になる条件 ]

 FENTRYR.FENTRYD ビットが “1”、かつデータフラッシュ P/E ノーマルモードで、データフラッシュ領

域に対してリードアクセスを発行

 FENTRYD ビットが “0” の状態で、データフラッシュ領域に対してライトアクセスを発行

 FENTRYR.FENTRY 0 ビットが “1” の状態で、データフラッシュ領域に対するアクセスを発行

[“0” になる条件 ]

 “1” を読んだ後、“0” を書いたとき

CMDLK ビット（FCU コマンドロックビット）

FCU がコマンドロック状態であることを示すビットです（「32.7.2　エラープロテクト」を参照）。

[“1” になる条件 ]

 FCU がエラーを検出してコマンドロック状態に遷移後

[“0” になる条件 ]

 FCU がステータスレジスタクリアコマンドを発行した後
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32.2.3 フラッシュアクセスエラー割り込み許可レジスタ（FAEINT）

FAEINT レジスタは、フラッシュインタフェースエラー割り込み（FIFERR）の出力許可／禁止を設定する

ためのレジスタです。

内蔵 ROM が無効なモードでは FAEINT レジスタの読み出しデータは 00h になり、書き込みは無効化され

ます。

FAEINT レジスタは、リセットによって初期化されます。

DFLWPEIE ビット（データフラッシュ書き込み／消去プロテクト違反割り込み許可ビット）

データフラッシュ書き込み／消去プロテクト違反が発生し、FASTAT.DFLWPE ビットが “1” になった場合

の FIFERR 割り込み要求の発生を許可／禁止するためのビットです。

DFLRPEIE ビット（データフラッシュリードプロテクト違反割り込み許可ビット）

データフラッシュリードプロテクト違反が発生し、FASTAT.DFLRPE ビットが “1” になった場合の FIFERR

割り込み要求の発生を許可／禁止するためのビットです。

DFLAEIE ビット（データフラッシュアクセス違反割り込み許可ビット）

データフラッシュアクセス違反が発生し、FASTAT.DFLAE ビットが “1” になった場合の FIFERR 割り込み

要求の発生を許可／禁止するためのビットです。

アドレス 007F C411h

b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

ROMA
EIE

— — CMDLK
IE

DFLAEI
E

— DFLRP
EIE

DFLWP
EIE

リセット後の値 1 0 0 1 1 0 1 1

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 DFLWPEIE データフラッシュ書き込み／消去プロテ

クト違反割り込み許可ビット

0：FASTAT.DFLWPEビット=1で、

FIFERR割り込み要求が発生しない
1：FASTAT.DFLWPEビット=1で、

FIFERR割り込み要求が発生する

R/W

b1 DFLRPEIE データフラッシュリードプロテクト違反

割り込み許可ビット

0：FASTAT.DFLRPEビット=1で、

FIFERR割り込み要求が発生しない

1：FASTAT.DFLRPEビット=1で、
FIFERR割り込み要求を発生する

R/W

b2 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください。 R/W

b3 DFLAEIE データフラッシュアクセス違反
割り込み許可ビット

0：FASTAT.DFLAEビット=1で、
FIFERR割り込み要求が発生しない

1：FASTAT.DFLAEビット=1で、

FIFERR割り込み要求が発生する

R/W

b4 CMDLKIE FCUコマンドロック割り込み許可ビット 0：FASTAT.CMDLKビット=1で、
FIFERR割り込み要求が発生しない

1：FASTAT.CMDLKビット=1で、

FIFERR割り込み要求が発生する

R/W

b6-b5 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください。 R/W

b7 ROMAEIE ROMアクセス違反割り込み許可ビット 「31.　ROM（コード格納用フラッシュメモリ）」を参

照してください。

R/W
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CMDLKIE ビット（FCU コマンドロック割り込み許可ビット）

FCU コマンドロックが発生し、FASTAT.CMDLK ビットが “1” になった場合の FIFERR 割り込み要求の発

生を許可／禁止するためのビットです。

32.2.4 データフラッシュ読み出し許可レジスタ 0（DFLRE0）

注1. R5F562T7xxxx、R5F562T6xxxxでは、予約ビットとなります。読むと “0”が読み出されます。書き込みは “0”としてください。

注2. 書き込みデータは保持されません。

DFLRE0 レジスタは、データマットの DB07 ～ DB00 ブロック（図 32.3 を参照）の読み出しを許可／禁止

するためのレジスタです。

ワードアクセスで上位バイトに特定の値を書く場合のみ書き込み有効です。上位バイトへの書き込みデー

タは保持されません。

内蔵 ROM が無効なモードでは、DFLRE0 レジスタの読み出しデータは “0000h” になり、書き込みはでき

ません。

DFLRE0 レジスタは、リセットによって初期化されます。

DBREi ビット（DBi ブロック読み出し許可ビット）(i=07 ～ 00)

データマットの DB07 ～ DB00 ブロックに対する読み出しの許可／禁止を設定するビットです。

DBREi ビットを DBi ブロックの読み出し制御に使用します。

DBREi ビットへの書き込みは、ワードアクセスで KEY[7:0] ビットが “2Dh” の場合のみ有効です。

KEY[7:0] ビット（キーコード）

DBREi ビットの書き換えの可否を制御します。

KEY[7:0] ビットへの書き込みデータは保持されません。

アドレス 007F C440h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

KEY[7:0] DBRE0
7

DBRE0
6

DBRE0
5

DBRE0
4

DBRE0
3

DBRE0
2

DBRE0
1

DBRE0
0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 DBRE00 DB00ブロック読み出し許可ビット 0：読み出し禁止

1：読み出し許可

R/W

b1 DBRE01 DB01ブロック読み出し許可ビット R/W

b2 DBRE02 DB02ブロック読み出し許可ビット R/W

b3 DBRE03 DB03ブロック読み出し許可ビット R/W

b4 DBRE04（注1） DB04ブロック読み出し許可ビット R/W

b5 DBRE05（注1） DB05ブロック読み出し許可ビット R/W

b6 DBRE06（注1） DB06ブロック読み出し許可ビット R/W

b7 DBRE07（注1） DB07ブロック読み出し許可ビット R/W

b15-b8 KEY[7:0] キーコード DBREiビット(i=07～00)の書き換えの可否を制御します。 R/(W)
（注2）
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32.2.5 データフラッシュ読み出し許可レジスタ 1（DFLRE1）

注1. R5F562T7xxxx、R5F562T6xxxxでは、予約ビットとなります。読むと “0”が読み出されます。書き込みは “0”としてください。

注2. 書き込みデータは保持されません。

DFLRE1 レジスタは、データマットの DB15 ～ DB08 ブロック（図 32.3 を参照）の読み出しを許可／禁止

するためのレジスタです。

ワードアクセスで上位バイトに特定の値を書く場合のみ書き込み有効です。上位バイトへの書き込みデー

タは保持されません。

内蔵 ROM が無効なモードでは、DFLRE1 レジスタの読み出しデータは “0000h” になり、書き込みはでき

ません。

DFLRE1 レジスタは、リセットによって初期化されます。

DBREi ビット（DBi ブロック読み出し許可ビット）(i=15 ～ 8)

データマットの DB15 ～ DB08 ブロックに対する読み出しの許可／禁止を設定するビットです。

DBREi ビットを DBi ブロックの読み出し制御に使用します。

DBREi ビットへの書き込みは、ワードアクセスで KEY[7:0] ビットが “D2h” の場合のみ有効です。

KEY[7:0] ビット（キーコード）

DBREi ビットの書き換えの可否を制御します。

KEY[7:0] ビットへの書き込みデータは保持されません。

アドレス 007F C442h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

KEY[7:0] DBRE1
5

DBRE1
4

DBRE1
3

DBRE1
2

DBRE1
1

DBRE1
0

DBRE0
9

DBRE0
8

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 DBRE08（注1） DB08ブロック読み出し許可ビット 0：読み出し禁止

1：読み出し許可

R/W

b1 DBRE09（注1） DB09ブロック読み出し許可ビット R/W

b2 DBRE10（注1） DB10ブロック読み出し許可ビット R/W

b3 DBRE11（注1） DB11ブロック読み出し許可ビット R/W

b4 DBRE12（注1） DB12ブロック読み出し許可ビット R/W

b5 DBRE13（注1） DB13ブロック読み出し許可ビット R/W

b6 DBRE14（注1） DB14ブロック読み出し許可ビット R/W

b7 DBRE15（注1） DB15ブロック読み出し許可ビット R/W

b15-b8 KEY[7:0] キーコード DBREiビット(i=15～08)の書き換えの可否を制御します。 R/(W)
（注2）
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32.2.6 データフラッシュ書き込み／消去許可レジスタ 0（DFLWE0）

注1. R5F562T7xxxx、R5F562T6xxxxでは、予約ビットとなります。読むと “0”が読み出されます。書き込みは “0”としてください。

注2. 書き込みデータは保持されません。

DFLWE0 レジスタは、データマットの DB07 ～ DB00 ブロック（図 32.3 を参照）の書き込み／消去を許

可／禁止するためのレジスタです。

ワードアクセスで上位バイトに特定の値を書く場合のみ書き込み有効です。上位バイトへの書き込みデー

タは保持されません。

内蔵 ROM が無効なモードでは、DFLWE0 レジスタの読み出しデータは “0000h” になり、書き込みはでき

ません。

DFLWE0 レジスタは、リセットによって初期化されます。

DBWEi ビット（DBi ブロック書き込み／消去許可ビット）(i=07 ～ 00)

データマットの DB07 ～ DB00 ブロックに対する書き込み／消去の許可／禁止を設定するビットです。

DBWEi ビットを DBi ブロックの書き込み／消去制御に使用します。

DBWEi ビットへの書き込みは、ワードアクセスで KEY[7:0] ビットが “1Eh” の場合のみ有効です。

KEY[7:0] ビット（キーコード）

DBWEi ビットの書き換えの可否を制御します。

KEY[7:0] ビットへの書き込みデータは保持されません。

アドレス 007F C450h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

KEY[7:0] DBWE0
7

DBWE0
6

DBWE0
5

DBWE0
4

DBWE0
3

DBWE0
2

DBWE0
1

DBWE0
0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 DBWE00 DB00ブロック書き込み／消去許可ビット 0：書き込み／消去禁止

1：書き込み／消去許可

R/W

b1 DBWE01 DB01ブロック書き込み／消去許可ビット R/W

b2 DBWE02 DB02ブロック書き込み／消去許可ビット R/W

b3 DBWE03 DB03ブロック書き込み／消去許可ビット R/W

b4 DBWE04（注1） DB04ブロック書き込み／消去許可ビット R/W

b5 DBWE05（注1） DB05ブロック書き込み／消去許可ビット R/W

b6 DBWE06（注1） DB06ブロック書き込み／消去許可ビット R/W

b7 DBWE07（注1） DB07ブロック書き込み／消去許可ビット R/W

b15-b8 KEY[7:0] キーコード DBWEiビット(i=07～00)の書き換えの可否を制

御します。

R/(W) 
（注2）
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32.2.7 データフラッシュ書き込み／消去許可レジスタ 1（DFLWE1）

注1. R5F562T7xxxx、R5F562T6xxxxでは、予約ビットとなります。読むと “0”が読み出されます。書き込みは “0”としてください。

注2. 書き込みデータは保持されません。

DFLWE1 レジスタは、データマットの DB15 ～ DB08 ブロック（図 32.3 を参照）の書き込み／消去を許

可／禁止するためのレジスタです。

ワードアクセスで上位バイトに特定の値を書く場合のみ書き込み有効です。上位バイトへの書き込みデー

タは保持されません。

内蔵 ROM が無効なモードでは、DFLWE1 レジスタの読み出しデータは “0000h” になり、書き込みはでき

ません。

DFLWE1 レジスタは、リセットによって初期化されます。

DBWEi ビット（DBi ブロック書き込み／消去許可ビット）(i=15 ～ 8)

データマットの DB15 ～ DB08 ブロックに対する書き込み／消去の許可／禁止を設定するビットです。

DBWEi ビットを DBi ブロックの書き込み／消去制御に使用します。

DBWEi ビットへの書き込みは、ワードアクセスで KEY[7:0] ビットが “E1h” の場合のみ有効です。

KEY[7:0] ビット（キーコード）

DBWEi ビットの書き換えの可否を制御します。

KEY[7:0] ビットへの書き込みデータは保持されません。

アドレス 007F C452h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

KEY[7:0] DBWE1
5

DBWE1
4

DBWE1
3

DBWE1
2

DBWE1
1

DBWE1
0

DBWE0
9

DBWE0
8

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 DBWE08（注1） DB08ブロック書き込み／消去許可ビット 0：書き込み／消去禁止

1：書き込み／消去許可

R/W

b1 DBWE09（注1） DB09ブロック書き込み／消去許可ビット R/W

b2 DBWE10（注1） DB10ブロック書き込み／消去許可ビット R/W

b3 DBWE11（注1） DB11ブロック書き込み／消去許可ビット R/W

b4 DBWE12（注1） DB12ブロック書き込み／消去許可ビット R/W

b5 DBWE13（注1） DB13ブロック書き込み／消去許可ビット R/W

b6 DBWE14（注1） DB14ブロック書き込み／消去許可ビット R/W

b7 DBWE15（注1） DB15ブロック書き込み／消去許可ビット R/W

b15-b8 KEY[7:0] キーコード DBWEiビット (i=15～08)の書き換えの可否を制御

します。

R/(W) 
（注2）
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32.2.8 フラッシュ P/E モードエントリレジスタ（FENTRYR）

注1. 書き込みデータは保持されません。

FENTRYR レジスタは、ROM/ データフラッシュを P/E モードに設定するために使用するレジスタです。

ROM ／データフラッシュを P/E モードにして FCU のコマンド受け付けを可能にするためには、

FENTRYD、FENTRY0 ビットのいずれかのビットを “1” にする必要があります。ただし、複数のビットを

“1” にした場合、FSTATR0.ILGLERR ビットが “1” になって、FCU はコマンドロック状態になります。

ワードアクセスで上位バイトに特定の値を書く場合のみ書き込み有効で、それ以外の書き込みを行った場

合には初期化されます。上位バイトへの書き込みデータは保持されません。

内蔵 ROM が無効なモードでは、FENTRYR レジスタの読み出しデータは “0000h” になり、書き込みはで

きません。

FENTRYR レジスタは、リセットもしくは FRESETR.FRESET ビットを “1” にすることによって初期化さ

れます。

FSTATR0 レジスタについては、「31.2.5　フラッシュステータスレジスタ 0（FSTATR0）」3 を参照してく

ださい。FRESETR レジスタについては、「31.2.10　フラッシュリセットレジスタ（FRESETR）」を参照し

てください。

FENTRYD ビット（データフラッシュ P/E モードエントリビット）

FENTRYD ビットは、データフラッシュを P/E モードに設定するためのビットです。

[ 書き込み有効条件（以下の全条件を満たす場合）]

 内蔵 ROM が有効なモード

 FSTATR0.FRDY ビットが “1”

 ワードアクセスで FEKEY[7:0] ビットに “AAh” を書き込み

[“1” になる条件 ]

 書き込み有効条件を満たし、かつ FENTRYRレジスタが “0000h”の状態で、FENTRYD ビットに “1” を書い

た場合
[“0” になる条件 ]

 バイトアクセスで書き込んだ場合

 ワードアクセスで FEKEY[7:0] ビットが “AAh” 以外の状態で書いた場合

 書き込み有効条件を満たした状態で、FENTRYD ビットに “0” を書いた場合

 書き込み有効条件を満たし、かつ FENTRYR レジスタが “0000h” 以外の状態で、FENTRYR レジスタを書

いた場合

アドレス 007F FFB2h

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

FEKEY[7:0] FENTR
YD

— — — — — — FENTR
Y0

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 FENTRY0 ROM P/Eモードエントリビット0 「31.　ROM（コード格納用フラッシュメモリ）」を参照

してください。

R/W

b6-b1 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、は“0”としてください。 R/W

b7 FENTRYD データフラッシュ P/Eモードエントリ

ビット

0：データフラッシュはリードモード

1：データフラッシュはP/Eモード

R/W

b15-b8 FEKEY[7:0] キーコード FENTRYD、FENTRY0ビットの書き換えの可否を制御

します。

R/(W) 
（注1）
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FEKEY[7:0] ビット（キーコード）

FENTRYD、 FENTRY0 ビットの書き換えの可否を制御します。

FEKEY[7:0] ビットへの書き込みデータは保持されません。

32.2.9 データフラッシュブランクチェック制御レジスタ（DFLBCCNT）

DFLBCCNT レジスタは、ブランクチェックコマンドのチェック対象領域のアドレスとサイズを指定する

ためのレジスタです。

内蔵 ROM が無効なモードでは、DFLBCCNT レジスタの読み出しデータは 0000h になり、書き込みはで

きません。

DFLBCCNT レジスタは、リセットもしくは FRESETR.FRESET ビットを “1” にすることによって初期化さ

れます。

FRESETR レジスタについては、「31.2.10　フラッシュリセットレジスタ（FRESETR）」を参照してくだ

さい。

BCSIZE ビット（ブランクチェックサイズ設定ビット）

ブランクチェックコマンドのチェック対象領域のサイズを設定するためのビットです。

BCADR[7:0] ビット（ブランクチェックアドレス設定ビット）

ブランクチェックコマンドのチェック対象領域のサイズが 8 バイト（BCSIZE ビットが “0”）の場合に、

チェック対象領域のアドレスを設定するためのビットです。

BCSIZE ビットが “0” の場合には、DFLBCCNT レジスタの設定値（BCADR[7:0] ビットの設定値を MSB

側に 3 ビットシフトした値）と、ブランクチェックコマンド発行時に指定した消去ブロック先頭アドレスを

加算した値がチェック対象領域の先頭アドレスになります。

アドレス 007F FFCAh

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — BCADR[7:0] — — BCSIZ
E

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 BCSIZE ブランクチェックサイズ設定ビット 0：ブランクチェック対象領域は8バイト

1：ブランクチェック対象領域は2Kバイト

R/W

b2-b1 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください。 R/W

b10-b3 BCADR[7:0] ブランクチェックアドレス設定ビット チェック対象領域のアドレスを設定 R/W

b15-b11 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください。 R/W
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32.2.10 データフラッシュブランクチェックステータスレジスタ（DFLBCSTAT）

DFLBCSTAT レジスタは、ブランクチェックコマンドの処理結果が格納されるレジスタです。

内蔵 ROM が無効なモードでは、DFLBCSTAT レジスタの読み出しデータは “0000h” になり、書き込みは

できません。

DFLBCSTAT レジスタは、リセットもしくは FRESETR.FRESET ビットを “1” にすることによって初期化

されます。

FRESETR レジスタについては「31.2.10　フラッシュリセットレジスタ（FRESETR）」を参照してくださ

い。

BCST ビット（ブランクチェックステータスビット）

ブランクチェックの結果を示します。

アドレス 007F FFCEh

b15 b14 b13 b12 b11 b10 b9 b8 b7 b6 b5 b4 b3 b2 b1 b0

— — — — — — — — — — — — — — — BCST

リセット後の値 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ビット シンボル ビット名 機能 R/W

b0 BCST ブランクチェック

ステータスビット

0：ブランクチェック対象領域は消去状態（ブランク）

1：ブランクチェック対象領域は “0”データか“1”データが書き込まれた状態

R

b15-b1 — 予約ビット 読むと“0”が読めます。書く場合、“0”としてください。 R/W
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32.3 データフラッシュのメモリマット構成

RX62T グループ、RX62G グループのデータフラッシュは、 大 32K バイトのデータマットで構成されて

います。このマットのアドレスを図 32.2 に示します。

データマットのアドレスは読み出し時と書き込み / 消去時で同一です。

図 32.2 データフラッシュのデータマット構成

32.4 ブロック構成

データマットの消去ブロックの構成を図 32.3 に示します。データマットは 2K バイト（16 ブロック）に

分割されていて、消去はこのブロック単位で行います。書き込みは 8 バイトまたは 128 バイト単位で行いま

す。8 バイト書き込みでは、下位アドレスの 3 ビットがすべて 0 である 8 バイト単位で書き込みを行いま

す。128 バイト書き込みでは、下位アドレスが 00h か 80h で始まる 128 バイト単位で書き込みを行います。

図 32.3 データマットのブロック分割

アドレス 0010 0000h

アドレス 0010 7FFFh

データマット

（32Kバイト）

R5F562TAxxxx
の場合

R5F562T7xxxx
R5F562T6xxxx

の場合

アドレス 0010 1FFFh

データマット

（8Kバイト）

アドレス 0010 0000h

アドレス 0010 7FFFh

2Kバイト×

16ブロック

アドレス 0010 1FFFh

2Kバイト×

4ブロック
DB00～DB03

DB04～DB15

R5F562TAxxxx
の場合

R5F562T7xxxx
R5F562T6xxxx

の場合

データマット ブロック
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32.5 データフラッシュ関連の動作モード

動作モードの移行については、「31.5　ROM 関連の動作モード」を参照してください。

ブートモード／シングルチップモード（内蔵 ROM 有効）では、オンボードでデータマットの読み出し／

書き込み／消去を実施できます。

各モードの相違点を表 32.4 に示します。

注1. 起動時に全面消去される場合があります。その後、特定ブロックの消去を実施可能です。詳細は「31.9.2　IDコードプロテ

クト」を参照してください。

注2. ユーザは使用できません。

 ブートモードでは、ホストから SCI 経由でのデータマットへの書き込み、読み出しが可能になります。

 ブートモードでは、ブートモード用組み込みプログラムで内蔵 RAM を使用します。このため、内蔵

RAM のデータは保持されません。

表32.4 各モードの相違点

項目 ブートモード
シングルチップモード

（内蔵ROM有効）

書き込み／消去環境 オンボードプログラミング

書き込み／消去可能マット データマット データマット

ブロック分割消去 ○（注 1） ○

リセット時の起動マット 組み込みプログラム格納マット（注 2） ユーザマット
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32.6 データフラッシュへの書き込み／消去

データフラッシュへの書き込み／消去は、書き込み／消去用の専用シーケンサ（FCU）にコマンド（FCU

コマンド）を発行することで行ないます。FCU には、5 種類のモードがあります。書き込み／消去を行なう

ためには、モードを移行させ、その後、書き込み／消去用のコマンドを発行することで行ないます。

データフラッシュの書き込み／消去に必要なモードの移行とコマンド体系について説明します。これらは

ブートモード、シングルチップモード（内蔵 ROM 有効）で共通です。

32.6.1 FCU のモード

FCU には、5 種類のモードがあります。モードの移行は、FENTRYR レジスタへの書き込み、および FCU

コマンドで行います。図 32.4 に FCU のモード移行図を示します。

図 32.4 FCU のモード移行図（データフラッシュ関連）

データフラッシュP/Eモード

データフラッシュステータス
リードモード

（B）

（A）

データフラッシュP/E
ノーマルモード

データフラッシュロックビット
リードモード

（C）

（B）

（A）

（C）

ROM P/Eモード
ROM/データフラッシュ

リードモード

FENTRYR=0001h

FENTRYR=0000h

FENTRYR=0000h

FENTRYR=0080h

【記号説明】

（A）：ノーマルモード移行コマンドを実行

（B）：ノーマルモード移行、ロックビットリードモード移行以外のコマンドを実行

（C）：ロックビットリードモード移行コマンドを実行
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32.6.1.1 ROM P/E モード

ROM P/E モードは、ROM に対する書き込み／消去を行うモードです。

ROM P/E モードの詳細は、「31.6.1.2　ROM P/E モード」を参照してください。

32.6.1.2 ROM ／データフラッシュリードモード

ROM およびデータフラッシュの読み出しが可能なモードです。FCU コマンドは受け付けられません。

FENTRYR.FENTRYD ビットを “0”、かつ FENTRYR.FENTRY0 ビットを “0” にした場合にこのモードに移行

します。

32.6.1.3 データフラッシュ P/E モード

データフラッシュ P/E モードは、データフラッシュに対する書き込み／消去を行うモードです。データフ

ラッシュの読み出しは実行できません。

データフラッシュ P/E モードには、データフラッシュ P/E ノーマルモード、データフラッシュステータス

リードモード、データフラッシュロックビットリードモードの 3 種類のモードがあります。

(1) データフラッシュ P/E ノーマルモード

データフラッシュ P/E ノーマルモードは、データフラッシュへの書き込み／消去の際、 初に移行する

モードです。

ROM ／データフラッシュリードモード時に FENTRYR.FENTRYD ビットを “1”、かつ FENTRYR.FENTRY 

0 ビットを “0” にした場合、またはデータフラッシュ P/E モードでノーマルモード移行コマンドを受け付け

た場合に移行します。表 32.7 に受け付け可能なコマンドを示します。

データフラッシュ領域に対してリードアクセスを実行した場合には、データフラッシュアクセス違反が発

生して、FCU はコマンドロック状態になります。ROM に対する高速読み出しは可能です。

(2) データフラッシュステータスリードモード

データフラッシュステータスリードモードは、データフラッシュのステータスが読み出せるモードです。

データフラッシュ P/E モードでノーマルモード移行、ロックビットリードモード移行以外のコマンドを受

け付けた場合に移行します。FSTATR0.FRDY ビットが “0” の状態やエラー発生後のコマンドロック状態も、

データフラッシュステータスリードモード中の状態です。表 32.7 に受け付け可能なコマンドを示します。

データフラッシュ領域に対してリードアクセスを発行した場合には、FSTATR0 レジスタの値が読み出さ

れます。ROM に対する高速読み出しは可能です。

(3) データフラッシュロックビットリードモード

データフラッシュロックビットリードモードは、データフラッシュのロックビットが読み出せるモードで

す。

しかし、データフラッシュにはロックビットが存在しないため、ロックビットの読み出しはできません。

データフラッシュロックビットリードモードへは、データフラッシュ P/E モードでロックビットリード

モード移行コマンドを受け付けた場合に移行します。表 32.7 に受け付け可能なコマンドを示します。

データフラッシュにはロックビットが存在しないため、データフラッシュ領域に対してリードアクセスを

発行した場合には、読み出しデータは不定値になりますが、データフラッシュアクセス違反は発生しませ

ん。ROM に対する高速読み出しは可能です。
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32.6.2 FCU コマンド一覧

FCU コマンドには、FCU のモードを移行させるためのコマンドと、書き込み／消去を行うためのコマン

ドがあります。表 32.5 にデータフラッシュへの書き込み／消去で使用可能な FCU コマンドの一覧を示しま

す。

ブランクチェックコマンド以外の FCU コマンドは、ROM でも使用します。ロックビットリード 2 コマン

ドは、データフラッシュのブランクチェックコマンドを兼ねています。ROM に対してブランクチェックコ

マンドを発行した場合には、ROM のロックビット読み出しが実行されます。

FCU へのコマンド発行は、データフラッシュ領域に対するライトアクセスで実現されます。

表 32.6 にプログラムコマンドとブランクチェックコマンドのフォーマットを示します。プログラムコマ

ンドとブランクチェックコマンド以外の FCU コマンドのフォーマットは、「31.　ROM（コード格納用フ

ラッシュメモリ）」の「31.6.2　FCU コマンド一覧」を参照してください。

表 32.6 に示したライトアクセスを特定条件下で実行すると、FCU は各コマンドに対応した処理を実行し

ます。FCU の特定条件下については、「32.6.3　FCU のモードとコマンドの関係」を参照してください。ま

た、コマンドの使用方法については、「32.6.4　FCU コマンド使用方法」を参照してください。

アドレスの列　EA：データフラッシュ領域のアドレス

0010 0000h ～ 0010 1FFFh の任意アドレス

WA：8 バイトまたは 128 バイトの先頭アドレス

BA：データフラッシュ消去ブロックアドレス

対象消去ブロック内の任意アドレス

データの列 WDn：書き込みデータ n ワード目（n=1 ～ N）

表32.5 FCUコマンド一覧（データフラッシュ関連）

コマンド 機能

P/Eノーマルモード移行 ノーマルモードに移行（「32.6.3　FCUのモードとコマンドの関係」を参照）

ステータスリードモード移行 ステータスリードモードに移行（「32.6.3　FCUのモードとコマンドの関係」を参照）

ロックビットリードモード移行

（ロックビットリード1）
ロックビットリードモードに移行（「32.6.3　FCUのモードとコマンドの関係」を参照）

周辺クロック通知 周辺クロックの周波数を設定

プログラム データフラッシュ書き込み（8バイトまたは128バイト単位）

ブロックイレーズ データフラッシュ消去（ブロック単位）

P/Eサスペンド 書き込み／消去の中断

P/Eレジューム 書き込み／消去の再開

ステータスレジスタクリア FSTATR0.ILGLERR, ERSERR, PRGERRビットのクリアとコマンドロック状態の解除

ロックビットリード2／ブランクチェック 指定した領域が消去状態（ブランク）であるかを確認

表32.6 FCUコマンドのフォーマット（データフラッシュ専用コマンド）

コマンド

バ

ス

サ
イ

ク
ル

数

1サイクル目 2サイクル目 3サイクル目
4～N+2

サイクル目

N+3
サイクル目

ア

ド
レ

ス

デ

｜
タ

ア

ド
レ

ス

デ

｜
タ

ア

ド
レ

ス

デ

｜
タ

ア

ド
レ

ス

デ

｜
タ

ア

ド
レ

ス

デ

｜
タ

プログラム

（8バイト書き込み：N=4）
7 EA E8h EA 04h WA WDn EA WDn EA D0h

プログラム

（128バイト書き込み：N=64）
67 EA E8h EA 40h WA WDn EA WDn EA D0h

ブランクチェック 2 EA 71h BA D0h — — — — — —
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32.6.3 FCU のモードとコマンドの関係

FCU の各モードは、モードごとに受け付け可能な FCU コマンドが決められています。また、それらモー

ドにおける FCU の状態によっても受け付け可能なコマンドは変わります。

FCU コマンドの発行は、FCU のモードを移行させた後、FCU の状態を確認してから発行する必要があり

ます。

表 32.7 に FCU のモードおよび状態で受け付け可能なコマンドを示します。受け付け不可能なコマンドが

発行された場合には、FCU はコマンドロック状態になります（「32.7.2　エラープロテクト」を参照）。

FCU コマンドの発行は、受け付け可能なモードに移行した後、FSTATR0.FRDY, ILGLERR, ERSERR, 

PRGERR ビットと FSTATR1.FCUERR ビットの値を確認してから行ってください。なお、FASTAT.CMDLK

ビットの値により、エラーの発生有無を確認することもできます。FASTAT.CMDLK ビットの値は、

FSTATR0.ILGLERR, ERSERR, PRGERR ビットと FSTATR1.FCUERR ビットの値の論理和です。

○：受け付け可能、△：消去中断したブロック以外への書き込みのみ受け付け可能、×：受け付け不可能

表32.7 FCUのモード／状態と受け付け可能なコマンドの関係（データフラッシュ P/Eモード）

P/Eノーマル

モード
ステータスリードモード

ロックビット

リードモード

書
き

込

み
サ

ス
ペ

ン

ド
中

消
去

サ

ス
ペ

ン
ド

中

そ
の

他

の
状

態

書
き

込

み
／

消
去

の

処
理

中

書
き

込

み
／

消
去

の

中
断

処
理

中

ブ
ラ

ン

ク
チ

ェ
ッ

ク

処
理

中

書
き

込

み
サ

ス
ペ

ン

ド
中

消
去

サ

ス
ペ

ン
ド

中

コ
マ

ン

ド
ロ

ッ
ク

状

態

そ
の

他

の
状

態

書
き

込

み
サ

ス
ペ

ン

ド
中

消
去

サ

ス
ペ

ン
ド

中

そ
の

他

の
状

態

FSTATR0.FRDYビット 1 1 1 0 0 0 1 1 0/1 1 1 1 1

FSTATR0.SUSRDYビット 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

FSTATR0.ERSSPDビット 0 1 0 0 0/1 0 0 1 0 0 0 1 0

FSTATR0.PRGSPDビット 1 0 0 0 0/1 0 1 0 0 0 1 0 0

FASTAT.CMDLKビット 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0

P/Eノーマルモード移行 ○ ○ ○ × × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○

ステータスリードモード移行 ○ ○ ○ × × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○

ロックビットリードモード移行
（ロックビットリード1）

○ ○ ○ × × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○

周辺クロック通知 × × ○ × × × × × × ○ × × ○

プログラム × △ ○ × × × × △ × ○ × △ ○

ブロックイレーズ × × ○ × × × × × × ○ × × ○

P/Eサスペンド × × × ○ × × × × × × × × ×

P/Eレジューム ○ ○ × × × × ○ ○ × × ○ ○ ×

ステータスレジスタクリア ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ブランクチェック ○ ○ ○ × × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○
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32.6.4 FCU コマンド使用方法

プログラムコマンドとブロックイレーズコマンドを使用してデータフラッシュを書き込み／消去する方法

と、ブランクチェックコマンドを使用してデータフラッシュの消去状態を確認する方法を示します。FCU 

RAM へのファームウェア転送方法やその他の FCU コマンド使用方法については、「31.　ROM（コード格

納用フラッシュメモリ）」の「31.6.4　FCU コマンド使用方法」を参照してください。

(1) 周辺クロック通知コマンドの使用方法

周辺クロックの周波数を通知します。詳細は「31.　ROM（コード格納用フラッシュメモリ）」の「31.6.4

　FCU コマンド使用方法」を参照してください。FENTRYR.FENTRYD ビットを “1” にして、アドレスは

データフラッシュ領域内のアドレスを指すように設定を行なってください。

(2) 書き込み方法

データフラッシュへのデータ書き込みには、プログラムコマンドを使用します。

プログラムコマンドの第 1 サイクルでは E8h を、第 2 サイクルでは書き込みワード数（N）（注 1）をデー

タフラッシュ領域のアドレスにバイト書き込みします。コマンドの第 3 ～第 N+2 サイクルでは、ワードサ

イズで書いてください。第 3 サイクルのアクセスでは、プログラム対象領域の先頭アドレスに対して書き込

みデータを書いてください。先頭アドレスは、8 バイト書き込みの場合には 8 バイト境界、128 バイト書き

込みの場合には 128 バイト境界にアラインしてください。データフラッシュ領域のアドレスに対して N 回

のワード書き込みを実行後、第 N+3 サイクルでデータフラッシュ領域のアドレスに対して D0h をバイト書

き込みすると、FCU がデータフラッシュの書き込み処理を開始します。書き込みの完了は、FSTATR0.FRDY

ビットで確認可能です。

第 3 サイクル～第 N+2 サイクルでアクセスする領域に書き込み不要なアドレスが含まれる場合は、当該

アドレスに対する書き込みデータを FFFFh にしてください。DFLWEk レジスタ（k = 0,1）による書き込み／

消去プロテクトを無効化にして書き込みを実施したい場合には、書き込み対象ブロック用の書き込み／消去

許可ビットを “1” にしてから書き込みを行ってください。

図 32.5 にデータフラッシュへの書き込み方法を示します。

注 1. 8 バイト書き込みの場合は N=04h、128 バイト書き込みの場合は N=40h です。
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図 32.5 データフラッシュの書き込み

データフラッシュ領域のアドレスに
書き込みワード数(N)をバイト書き込み

開始

n=N-1

書き込み先の先頭アドレスに
書き込みデータをワード書き込み

データフラッシュ領域のアドレスに
書き込みデータをワード書き込み

データフラッシュ領域のアドレスに
D0hをバイト書き込み

ILGLERRビット、PRGERRビット
確認

FRDYビット
確認

タイムアウト
（tDP128×1.1）（注1）

FRESETR.FRESET=1
書き込み

n=1

ウェイト
（tRESW2）（注1）

FRESETR.FRESET=0
書き込み

n=n＋1

FCU初期化

注1. tDP128 ：128バイトデータの書き込み時間（「33. 電気的特性」を参照）
tRESW2 ：書き込み／消去中のリセットパルス幅（「33. 電気的特性」を参照）

No

Yes

No

Yes

“0”

“1”

終了

データフラッシュ領域のアドレスに
E8hをバイト書き込み

8バイト書き込み ：N=04h
128バイト書き込み ：N=40h



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 1428 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 32.  データフラッシュ（データ格納用フラッシュメモリ）

(3) 消去方法

データフラッシュの消去には、ブロックイレーズコマンドを使用します。ブロックイレーズコマンドを使

用した消去方法は、ROM の消去方法と同様です（「31.　ROM（コード格納用フラッシュメモリ）」を参

照）。

データフラッシュには、DFLWEk レジスタ (k = 0,1) による書き込み／消去プロテクト機能があることに注

意してください。DFLWEk レジスタによるプロテクトを無効化にして消去を実施したい場合には、消去対象

ブロック用の書き込み／消去許可ビットを “1” にしてから消去を行ってください。

(4) ブランクチェツク

CPU で消去状態のデータフラッシュを読んでも、その値は不定ですので、消去状態の確認にはブランク

チェックコマンドを使用する必要があります。ブランクチェックコマンドを使用する場合には、事前に

FMODR.FRDMD ビットを “1” にしてブランクチェックコマンドが使用可能な状態にし、DFLBCCNT レジス

タにチェック対象領域のサイズとアドレスを設定してください。DFLBCCNT.BCSIZE ビットが “1” の場合に

は、ブランクチェックコマンドの第 2 サイクルで指定した消去ブロック全体（2K バイト）のブランク

チェックを実行可能です。BCSIZE ビットが “0” の場合には、ブランクチェックコマンドの第 2 サイクルで

指定した消去ブロックの先頭アドレスと、DFLBCCNT レジスタの値を加算したアドレスから 8 バイト分の

領域のブランクチェックを実行可能です。ブランクチェックコマンドの第 1 サイクルでは、71h をデータフ

ラッシュ領域のアドレスにバイト書き込みします。コマンドの第 2 サイクルでブランクチェック対象領域を

含む消去ブロック内の任意アドレスに D0h をバイト書き込みすると、FCU がデータフラッシュのブランク

チェック処理を開始します。ブランクチェックの完了は、FSTATR0.FRDY ビットで確認可能です。ブラン

クチェックの完了後に DFLBCSTAT.BCST ビットの値を確認すると、チェック対象領域が消去状態であるか

0 データか 1 データを書いた状態であるかを確認することができます。

図 32.6 にデータフラッシュのブランクチェック方法を示します。
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図 32.6 データフラッシュのブランクチェック

開始

対象消去ブロック内の任意の
アドレスにD0hをバイト書き込み

データフラッシュ領域内の任意の
アドレスに71hをバイト書き込み

FRDYビット
確認

タイムアウト
（tDBC2K×1.1）（注1）

FRESETR.FRESET=1
書き込み

ウェイト
（tRESW2）（注1）

FRESETRレジスタ
FRESET=0書き込み

FCU初期化

No

Yes

“0”

“1”

終了

注1. tDBC2K ：2Kバイトデータのブランクチェック時間（「33. 電気的特性」を参照）
tRESW2 ：書き込み／消去中のリセットパルス幅（「33. 電気的特性」を参照）

ILGLERRビット確認

DFLBCSTATレジスタ確認

FMODRレジスタ
FRDMD=1書き込み

DFLBCCNTレジスタ設定
BCSIZE 0：8バイト　1：2Kバイト
BCADR BCSIZE=0の場合のチェック対象アドレス
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32.7 プロテクト

データフラッシュに対する書き込み／消去のプロテクトには、ソフトウェアプロテクト、エラープロテク

トの 2 種類があります。

32.7.1 ソフトウェアプロテクト

ソフトウェアプロテクトは、制御レジスタ設定によってデータフラッシュに対する書き込み／消去／読み

出しが禁止された状態です。ソフトウェアプロテクトに違反してデータフラッシュに対する書き込み／消去

系コマンドを発行した場合、読み出しを行った場合には、FCU がエラーを検出してコマンドロック状態に

なります。

(1) FWEPROR レジスタによるプロテクト

FWEPROR.FLWE[1:0] ビットを “01b” に設定しないと、いずれのモードにおいても書き換えできません。

(2) FENTRYR レジスタによるプロテクト

FENTRYR.FENTRYD ビットが “0” の場合には、ROM ／データフラッシュリードモードになります。

ROM ／データフラッシュリードモードでは FCU コマンドが受け付けられないため、データフラッシュの書

き込み／消去は禁止状態になります。ROM ／データフラッシュリードモードでデータフラッシュに対する

FCU コマンドを発行すると、FCU は不正コマンドエラーを検出してコマンドロック状態になります

（「32.7.2　エラープロテクト」を参照）。

(3) DFLWEk レジスタによるプロテクト

DFLWEk.DBWEi（k=0,1、i=15 ～ 00）ビットが “0” の場合には、データマットの DBi ブロックへの書き込

み／消去が禁止状態になります。DBWEi ビットが “0” の状態で DBi ブロックに対する書き込み／消去を実

行すると、FCU はライトプロテクト違反を検出してコマンドロック状態になります（「32.7.2　エラープロ

テクト」を参照）。

(4) DFLREk レジスタによるプロテクト

DFLREk.DBREi（k=0,1、i=15 ～ 00）ビットが “0” の場合には、データマットの DBi ブロックの読み出し

が禁止状態になります。DBREi ビットが “0” の状態で DBi ブロックに対する読み出しを実行すると、FCU

はリードプロテクト違反を検出してコマンドロック状態になります（「32.7.2　エラープロテクト」を参

照）。
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32.7.2 エラープロテクト

エラープロテクトは、FCU コマンドの誤発行、禁止アクセスの発生により、FCU が誤動作を検知して

FCU コマンドの受け付けを禁止する状態（コマンドロック状態）です。

FCU がコマンドロック状態（FASTAT.CMDLK ビットが “1”）になると、ステータスビット

（FSTATR0.ILGLERR, ERSERR, PRGERR ビット、FSTATR1.FCUERR ビット、FASTAT.DFLAE, DFLRPE, 

DFLWPE ビット）の何れかもしくは複数ビットが “1” になり、データフラッシュの書き込み／消去が禁止さ

れます。コマンドロック状態を解除するためには、FASTAT レジスタが 10h の状態でステータスレジスタク

リアコマンドを発行する必要があります。

FAEINT.CMDLKIE ビットが “1” の場合には、FCU がコマンドロック状態（FASTAT.CMDLK ビットが

“1”）になると、フラッシュインタフェースエラー（FIFERR）割り込みが発生します。また、FAEINT レジ

スタのデータフラッシュ関連の割り込み許可ビット（DFLAEIE、DFLRPEIE、DFLWPEIE ビット）が “1” の

場合には、FASTAT レジスタの対応するビット（DFLAE、DFLRPE、DFLWPE ビット）が “1” になったとき

も FIFERR 割り込みが発生します。

表 32.8 にデータフラッシュ関連のエラープロテクト内容とエラー検出後のステータスビット値

（FSTATR0.ILGLERR, ERSERR, PRGERR ビット、FASTAT.DFLAE, DFLRPE, DFLWPE ビット）の関係を示し

ます。ROM ／データフラッシュ共通のエラープロテクト内容（FENTRYR 設定エラー、不正コマンドの大

半、消去エラー、書き込みエラー、FCU エラー）については、「31.　ROM（コード格納用フラッシュメモ

リ）」の「31.8.2　エラープロテクト」を参照してください。

書き込み／消去処理中にサスペンド以外のコマンドを発行するとコマンドロック状態に遷移しますが、

FCU は書き込み／消去処理を継続します。この状態で P/E サスペンドコマンドを発行して書き込み／消去を

中断することはできません。コマンドロック状態でコマンドが発行された場合には、ILGLERR ビットが “1”

になります。

表32.8 エラープロテクト一覧（データフラッシュ専用）

分類 内容

IL
G

LE
R

R

E
R

S
E

R
R

P
R

G
E

R
R

D
F

LA
E

D
F

L
R

P
E

D
F

LW
P

E

C
M

D
LK

不正コマンド プログラムコマンドの2サイクル目で04h、40h以外を指定 1 0 0 0 0 0 1

FENTRYR.FENTRYDビットが“1”の状態で、データフラッ

シュ領域に対してロックビットプログラムコマンドを発行

1 0 0 0 0 0 1

データフラッシュアクセス違反 FENTRYDビットが“1”、かつデータフラッシュ P/Eノーマ

ルモードで、データフラッシュ領域に対してリードアクセ
スを発行

1 0 0 1 0 0 1

FENTRYDビットが“0”の状態で、データフラッシュ領域に
対してライトアクセスを発行

1 0 0 1 0 0 1

FENTRYR.FENTRY0ビットが“1”の状態で、データフラッ
シュ領域に対するアクセスを発行

1 0 0 1 0 0 1

データフラッシュ

リードプロテクト違反

DFLREkレジスタ(k=0, 1)で読み出し禁止に設定したデータ

フラッシュ領域に対してリードアクセスを発行

1 0 0 0 1 0 1

データフラッシュ

ライトプロテクト違反

DFLWEkレジスタ(k=0, 1)で書き込み／消去禁止に設定した

データフラッシュ領域に対して、プログラム／ブロックイ
レーズコマンドを発行

1 0 0 0 0 1 1



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 1432 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 32.  データフラッシュ（データ格納用フラッシュメモリ）

32.8 ブートモード

ブートモードでは、ホストから制御コマンドや書き込みデータを送信してデータマットの書き込み／消去

を実行可能です。ブートモードのシステム構成や使用方法の詳細は、「31.9　ブートモード」を参照してく

ださい。以下にデータフラッシュ固有のコマンドについて説明します。

32.8.1 問い合わせ設定ホストコマンド

表 32.9 にデータフラッシュ固有の問い合わせ設定ホストコマンド一覧を示します。データマット有無問

い合わせ／データマット情報問い合わせコマンドは、「31.9.5　問い合わせ設定ホストコマンド待ち状態」

の「図 31.29　ユーザマットの問い合わせ設定ホストコマンドの使用例」に示したフロー中の “ マット書き

込み用の情報問い合わせ ” を実施する箇所で使用します。

各コマンドの詳細を以下に説明します。説明文中の “ コマンド ” はホストから RX62T に送信するコマン

ド、“ レスポンス ” は RX62T からホストに送信する応答です。“ サムチェック ” は RX62T が送信した各バ

イトを合計した場合に、00h になるように計算されたバイトデータを指します。

(1) 　データマット有無問い合わせ

ホストがデータマット有無問い合わせコマンドを送信すると、データマットが有ることを示す情報を

RX62T が送信します。

表32.9 問い合わせ設定ホストコマンド（データフラッシュ固有）

ホストコマンド名 機能

データマット有無問い合わせ データマット有無の問い合わせ

データマット情報問い合わせ データマットの個数、先頭／ 終アドレスの問い合わせ

コマンド 2Ah

レスポンス 3Ah サイズ マット有無 SUM

【記号説明】 サイズ（1バイト） ：マット有無の文字数（固定値で1）

マット有無（1バイト） ：データマットの有無（固定値で21h）
   21h：データマットあり

SUM（1バイト） ：サムチェック
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(2) データマット情報問い合わせ

ホストがデータマット情報問い合わせコマンドを送信すると、データマットのエリア数とアドレスの情報

を RX62T が送信します。

データマットのブロック構成の情報は、消去ブロック情報問い合わせコマンド（「31.9.5　問い合わせ設

定ホストコマンド待ち状態」を参照）のレスポンスに含まれます。

32.8.2 書き込み／消去ホストコマンド

表 32.10 にデータフラッシュ固有の書き込み／消去ホストコマンド一覧を示します。データフラッシュ固

有のホストコマンドはデータマットのサムチェック／ブランクチェック用のコマンドのみで、書き込み／消

去／読み出し用のコマンドは ROM と共用です。

データマットの書き込みを行う場合は、ユーザマット書き込み選択コマンドを発行後、256 バイト書き込

みコマンドで書き込みアドレスにデータマットのアドレスを指定します。データマットの消去を行う場合

は、消去選択コマンド発行後、ブロック消去コマンドでデータマットの消去ブロックを指定します。データ

マットの消去ブロック情報は、消去ブロック問い合わせコマンドのレスポンスに含まれます。データマット

の読み出しを行う場合は、メモリリードコマンドでユーザマットを選択し、読み出し対象アドレスにデータ

マットのアドレスを指定します。

ユーザマット書き込み選択コマンド／ 256 バイト書き込みコマンド／消去選択コマンド／ブロック消去コ

マンド／メモリリードコマンドの詳細は、「31.9.7　書き込み／消去ホストコマンド待ち状態」を参照して

ください。消去ブロック情報問い合わせコマンドの詳細は、「31.9.5　問い合わせ設定ホストコマンド待ち

状態」」を参照してください。

各コマンドの詳細を以下に説明します。説明文中の “ コマンド ” はホストから RX62T に送信するコマン

ド、“ レスポンス ” は RX62T からホストに送信する応答です。“ サムチェック ” は、RX62T が送信した各バ

イトを合計した場合に、00h になるように計算されたバイトデータを指します。

コマンド 2Bh

レスポンス 3Bh サイズ エリア数

エリア先頭アドレス

エリア 終アドレス

エリア先頭アドレス

エリア 終アドレス

・・・

エリア先頭アドレス

エリア 終アドレス

SUM

【記号説明】 サイズ（1バイト） ：エリア数、エリア先頭アドレス、エリア 終アドレスのデータの総バイト数

エリア数（1バイト） ：データマットのエリア数（連続したエリアは1エリアと数えます。）

エリア先頭アドレス（4バイト） ：データマットエリアの先頭アドレス

エリア 終アドレス（4バイト） ：データマットエリアの 終アドレス

SUM（1バイト） ：サムチェック

表32.10 書き込み／消去ホストコマンド（データフラッシュ固有）

ホストコマンド名 機能

データマットサムチェック データマットのサムチェック

データマットブランクチェック データマットのブランクチェック



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 1434 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 32.  データフラッシュ（データ格納用フラッシュメモリ）

(1) データマットサムチェック

ホストがデータマットサムチェックコマンドを送信すると、RX62T はデータマットのデータをバイト単

位で加算した結果（サムチェック）を送信します。

(2) データマットブランクチェック

ホストがデータマットブランクチェックコマンドを送信すると、RX62T はデータマットがすべて消去状

態であるかをチェックします。データマットがすべて消去状態であった場合には、RX62T はレスポンス

（06h）を送信します。データマットに未消去領域が存在した場合には、RX62T はエラーレスポンス（E2h →

52h）を送信します。

コマンド 61h

レスポンス 71h サイズ マットのサムチェック SUM

【記号説明】 サイズ（1バイト） ：マットのサムチェックのバイト数（固定値で4）

マットのサムチェック（4バイト） ：データマットのサムチェック結果

SUM（4バイト） ：サムチェック（レスポンスデータのサムチェック）

コマンド 62h

レスポンス 06h

エラー

レスポンス E2h 52h
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32.9 使用上の注意事項

(1) リセット起動直後のデータマットプロテクト状態

DFLREk、DFLWEk レジスタ (k=0,1) の初期値が 0000h であるため、リセット起動直後のデータマットの

読み出し／書き込み／消去は禁止状態です。データマットへの読み出しが必要な場合には DFLREk レジスタ

を設定してからデータマットにアクセスしてください。また、データマットの書き込み／消去が必要な場合

には、DFLWEk レジスタを設定してから書き込み／消去用の FCU コマンドを発行してください。レジスタ

を設定せずに読み出し／書き込み／消去を実行しようとすると、FCU がエラーを検出してコマンドロック

状態になります。

(2) その他の注意事項

その他の注意事項については ROM と同じです。「31.　ROM（コード格納用フラッシュメモリ）」

の「31.12　使用上の注意事項」を参照してください。ただし、データフラッシュの場合は「ブランクチェッ

ク」が追加されます。

「書き込み／消去」を「書き込み／消去／ブランクチェック」と読み替えてください。
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33. 電気的特性

33.1 絶対最大定格

【使用上の注意】絶対最大定格を超えて LSI を使用した場合、LSI の永久破壊となることがあります。

注1. A/Dコンバータ未使用時にAVCC0、VREFH0、VREFL0、AVSS0、AVCC、VREF、AVSS端子を開放しないでください。

・12ビットA/D コンバータ未使用時

   AVCC0端子はAVCC（64ピン版はVCC）に、VREFH0端子はVREF（80ピン版はAVCC、64ピン版はVCC）に、

   AVSS0、VREFL0端子はVSSにそれぞれ接続してください。

・10ビットA/D コンバータ未使用時

   AVCC端子はAVCC0に、VREF端子はVREFH0に、AVSS端子はAVSS0にそれぞれ接続してください。

・12ビットA/D コンバータおよび10ビットA/D コンバータ未使用時

   AVCC0、VREFH0、AVCC、VREF端子はVCCに、AVSS0、VREFL0、AVSS端子はVSSにそれぞれ接続してください。 

表33.1 絶対最大定格

項目 記号 定格値 単位

電源電圧 VCC、PLLVCC －0.3～＋6.5 V

入力電圧（ポート4～6以外） Vin －0.3～VCC＋0.3 V

入力電圧（ポート4） Vin －0.3～AVCC0＋0.3 V

入力電圧（ポート5、6） Vin －0.3～AVCC＋0.3 V

アナログ電源電圧 AVCC0、AVCC（注1） －0.3～＋6.5 V

リファレンス電源電圧 VREFH0（注1） －0.3～AVCC0＋0.3 V

VREF（注1） －0.3～AVCC＋0.3 V

アナログ入力電圧（ポート4） VAN －0.3～AVCC0＋0.3 V

アナログ入力電圧（ポート5、6） VAN －0.3～AVCC＋0.3 V

動作温度 Dバージョン Topr －40～＋85 ℃

Gバージョン Topr －40～＋105 ℃

保存温度 Tstg －55～＋125 ℃
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33.2 DC 特性

表33.2 DC特性(1)

注 . 　表中に条件の記載がない項目の規格値は条件 1 ～ 3 で共通です。

条件 1：VCC ＝ PLLVCC ＝ 2.7 ～ 3.6V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 3.0 ～ 3.6V、VREFH0 ＝ 3.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 3.0V ～ AVCC

条件 2：VCC ＝ PLLVCC ＝ 2.7 ～ 3.6V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VREFH0 ＝ 4.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 4.0V ～ AVCC

条件 3：VCC ＝ PLLVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V 

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VREFH0 ＝ 4.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 4.0V ～ AVCC

Ta ＝ Topr　Ta は条件 1 ～ 3 で共通です。

項目 記号 min typ max 単位 測定条件

シュミットトリガ

入力電圧

CAN 入力端子

IRQ 入力端子

MTU3 入力端子
POE3 入力端子

SCI 入力端子
A/D トリガ入力端子

NMI 入力端子

GPT 入力端子
LIN 入力端子
RES#

VIH VCC×0.8 — VCC＋0.3 V

VIL －0.3 — VCC×0.2

∆VT VCC×0.06 — —

RIIC入力端子

（IICBus動作時）

VIH VCC×0.7 — VCC＋0.3

VIL －0.3 — VCC×0.3

∆VT VCC×0.05 — —

ポート4（注1）
（アナログ兼用ポート）

VIH AVCC0×0.8 — AVCC0＋0.3

VIL －0.3 — AVCC0×0.2

∆VT AVCC0×0.0
6

— —

ポート5、6（注1）
（アナログ兼用ポート）

VIH AVCC×0.8 — AVCC＋0.3

VIL －0.3 — AVCC×0.2

∆VT AVCC×0.06 — —

ポート1～3（注1）
ポート7～B（注1）
ポートD、E、G（注1）

VIH VCC×0.8 — VCC＋0.3

VIL －0.3 — VCC×0.2

∆VT VCC×0.06 — —

入力Highレベル電圧
（シュミットトリガ

入力端子を除く）

MD端子、EMLE VIH VCC×0.9 — VCC＋0.3 V

EXTAL
RSPI入力端子

VCC×0.8 — VCC＋0.3

RIIC入力端子

（SMBus動作時）

2.1 — VCC＋0.3 条件1、2のとき

入力Lowレベル電圧

（シュミットトリガ
入力端子を除く）

MD端子、EMLE VIL －0.3 — VCC×0.1 V

EXTAL
RSPI入力端子

－0.3 — VCC×0.2

RIIC入力端子

（SMBus動作時）

－0.3 — 0.8 条件1、2のとき
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出力Highレベル電圧 全出力端子（P71～P76、P90
～P95を除く）

VOH VCC－0.5 — — V IOH＝－1mA

P71～P76 VCC－0.5 — — IOH＝－1mA
64ピンLQFP版
条件3のとき

VCC－1.0 — — IOH＝－5mA
64ピンLQFP版

条件3以外のとき

P90～P95 VCC－0.5 — — IOH＝－1mA
80 ピンLQFP 版、及
び64 ピンLQFP版の

とき

VCC－1.0 — — IOH＝－5mA
112ピンLQFP版、及

び100ピンLQFP版
のとき

出力Lowレベル電圧 全出力端子（P71～P76、P90
～P95とRIIC端子を除く）

VOL — — 0.5 V IOL＝1.0mA

P71～P76 — — 0.5 IOL＝1.0mA
64ピンLQFP版
条件3のとき

— — 1.1 IOL＝15mA
条件1、2のとき

— — 1.4 IOL＝15mA
64ピンLQFP版

以外の条件3のとき

P90～P95 — — 0.5 IOL＝1.0mA 
80ピンLQFP版、及
び64ピンLQFP版の

とき

— — 1.1 IOL＝15mA
112ピンLQFP版、及
び100ピンLQFP版

の条件1、2のとき

— — 1.4 IOL＝15mA
112ピンLQFP版、及
び100ピンLQFP版

の条件3のとき

RIIC端子 — — 0.4 IOL＝3mA

— — 0.6 IOL＝6mA

入力リーク電流 RES#、MD端子、EMLE Iin — — 1.0 μA Vin＝0V、Vin＝VCC

スリーステート

リーク電流
（オフ状態）

ポート1～A
ポートPB0、PB3～PB7
ポートD、E、G

ITSI — — 1.0 μA Vin＝0V、Vin＝VCC

ポートPB1、PB2 — — 5.0

表33.2 DC特性(1)

注 . 　表中に条件の記載がない項目の規格値は条件 1 ～ 3 で共通です。

条件 1：VCC ＝ PLLVCC ＝ 2.7 ～ 3.6V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 3.0 ～ 3.6V、VREFH0 ＝ 3.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 3.0V ～ AVCC

条件 2：VCC ＝ PLLVCC ＝ 2.7 ～ 3.6V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VREFH0 ＝ 4.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 4.0V ～ AVCC

条件 3：VCC ＝ PLLVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V 

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VREFH0 ＝ 4.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 4.0V ～ AVCC

Ta ＝ Topr　Ta は条件 1 ～ 3 で共通です。

項目 記号 min typ max 単位 測定条件
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注1. 兼用入力端子を含みます。ただし、ポートPB1、PB2をRIIC入力端子として使用した場合とポートP22～P24、P30、PA3
～PA5、PB0、PD0～PD2、PD6をRSPI入力端子として使用した場合は除きます。 

入力容量 全入力端子

（ポートPB1、PB2以外）

Cin — — 15 pF Vin＝0V、
f＝1MHz、
Ta＝25℃

ポートPB1、PB2 — — 30

表33.2 DC特性(1)

注 . 　表中に条件の記載がない項目の規格値は条件 1 ～ 3 で共通です。

条件 1：VCC ＝ PLLVCC ＝ 2.7 ～ 3.6V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 3.0 ～ 3.6V、VREFH0 ＝ 3.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 3.0V ～ AVCC

条件 2：VCC ＝ PLLVCC ＝ 2.7 ～ 3.6V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VREFH0 ＝ 4.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 4.0V ～ AVCC

条件 3：VCC ＝ PLLVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V 

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VREFH0 ＝ 4.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 4.0V ～ AVCC

Ta ＝ Topr　Ta は条件 1 ～ 3 で共通です。

項目 記号 min typ max 単位 測定条件
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注1. 消費電流値はすべての出力端子を無負荷状態にした場合の値です。
注2. 周辺機能はクロック供給状態。BGO 動作は除きます。

注3. ICCは下記の式にしたがって f（ICLK）に依存します。（ICLK：PCLK＝8：4）
Icc max = 0.54 x f + 16 ( 大動作時)
Icc max = 0.3 x f + 5 (通常動作時 )
Icc max = 0.44 x f + 16 (スリープ時)

注4. 周辺機能はクロック供給停止状態。BGO 動作は除きます。

注5. プログラム実行中に、ROM、またはデータ格納用フラッシュにデータを書き込み /消去を実行した場合の増加分です。

注6. 参考値です。

 

表33.3 DC特性(2)

注 . 表中に条件の記載がない項目の規格値は条件 1 ～ 3 で共通です。

条件 1：VCC ＝ PLLVCC ＝ 2.7 ～ 3.6V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 3.0 ～ 3.6V、VREFH0 ＝ 3.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 3.0V ～ AVCC

条件 2：VCC ＝ PLLVCC ＝ 2.7 ～ 3.6V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VREFH0 ＝ 4.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 4.0V ～ AVCC

条件 3：VCC ＝ PLLVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VREFH0 ＝ 4.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 4.0V ～ AVCC

Ta ＝ Topr　Ta は条件 1 ～ 3 で共通です。

項目 記号 min typ max 単位 測定条件

消費電流（注1） 動作時 大動作時（注2） ICC
（注3） — — 70 mA ICLK＝100MHz

PCLK=50MHz
通常動作時（注4） — 35 —

BGO 動作（注5）による

増加分

— 15 —

スリープ時 22 60

全モジュールクロックストップ時（注6） 14 28

スタンバイ時 ソフトウェアスタンバイ時 — 0.10 3 mA

ディープソフトウェア

スタンバイ時

— 20 60 μA

アナログ
電源電流

12ビットA/D変換中（サンプルホールド回
路使用時、1ユニット当り）

AICC0 — 3 5 mA

12ビット A/D変換中（サンプルホールド
回路未使用時、1ユニット当り）

— 3 5 mA

プログラマブルゲインアンプ（1ch当り） — 1 2 mA

ウィンドウコンパレータ（1ch動作時） 0.5 1 mA

ウィンドウコンパレータ（6ch動作時） — 1 2 mA

12ビット A/D変換待機時（全ユニット） — 60 90 μA

10ビット A/D変換中（1ユニット当り） AICC — 0.9 2 mA

10ビット A/D変換待機時（全ユニット） — 0.3 3 μA

リファレンス
電源電流

12ビット A/D変換中（1ユニット当り） AIREFH0 — 1.6 3 mA

12ビット A/D変換待機時（全ユニット） — 1.6 3 mA

10ビット A/D変換中（1ユニット当り） AIREF — 0.1 1 mA

10ビット A/D変換待機時（全ユニット） — 0.1 3 μA

VCC立ち上がり勾配 SVCC — — 20 ms/V
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【使用上の注意】LSI の信頼性を確保するため、出力電流値は表 33.4 の値を超えないようにしてください。

注1. P71～76、P90～95は IOL＝15mA（Max.）/ -IOH＝5mA（Max.）。ただし、これらの端子のうち同時に2.0mA を超えて IOL/ 
-IOHを流すものは112ピンLQFP版 /100ピンLQFP版では6 本以内、80ピンLQFP版 /64ピンLQFP版では3 本以内にしてく
ださい。

注 . Ta = ＋85℃～＋105℃で使用する場合のディレーティングについては、当社営業および販売店営業へお問い合わせください。

なお、ディレーティングとは、信頼性を改善するために計画的に負荷を定格値から軽減することです。
注1. チップ全体（出力電流を含む）の総電力です。

表33.4 出力許容電流

注 . 表中に条件の記載がない項目の規格値は条件 1 ～ 3 で共通です。

条件 1：VCC ＝ PLLVCC ＝ 2.7 ～ 3.6V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V

 AVCC0 ＝ AVCC ＝ 3.0 ～ 3.6V、VREFH0 ＝ 3.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 3.0V ～ AVCC

条件 2：VCC ＝ PLLVCC ＝ 2.7 ～ 3.6V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V

 AVCC0 ＝ AVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VREFH0 ＝ 4.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 4.0V ～ AVCC

条件 3：VCC ＝ PLLVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V 

 AVCC0 ＝ AVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VREFH0 ＝ 4.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 4.0V ～ AVCC

Ta ＝ Topr　Ta は条件 1 ～ 3 で共通です。

項目 記号 min typ max 単位

出力Lowレベル許容電流（1端子あたりの平均値） IOL — — 2.0（注1） mA

出力Lowレベル許容電流（1端子あたりの 大値） IOL — — 4.0（注1） mA

出力Lowレベル許容電流（総和） ΣIOL — — 110 mA

出力Highレベル許容電流（1端子あたりの平均値） － IOH — — 2.0（注1） mA

出力Highレベル許容電流（1端子あたりの 大値） － IOH — — 4.0（注1） mA

出力Highレベル許容電流（総和） Σ－ IOH — — 35 mA

表33.5 許容消費電力（Gバージョンのみ）

 （注）表中に条件の記載がない項目の規格値は条件 1 ～ 3 で共通です。

条件 1：VCC ＝ PLLVCC ＝ 2.7 ～ 3.6V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V
     AVCC0 ＝ AVCC ＝ 3.0 ～ 3.6V、VREFH0 ＝ 3.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 3.0V ～ AVCC

条件 2：VCC ＝ PLLVCC ＝ 2.7 ～ 3.6V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V
     AVCC0 ＝ AVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VREFH0 ＝ 4.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 4.0V ～ AVCC

条件 3：VCC ＝ PLLVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V
     AVCC0 ＝ AVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VREFH0 ＝ 4.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 4.0V ～ AVCC

Ta ＝ Topr　Ta は条件 1 ～ 3 で共通です。

項目 記号 typ max 単位 測定条件

許容総消費電力（注1） Pd － 325 mW 85 ℃＜ Ta ≦ 105 ℃
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33.3 AC 特性

33.3.1 クロックタイミング

図 33.1 発振安定時間タイミング

表33.6 動作周波数値

注 . 表中に条件の記載がない項目の規格値は条件 1 ～ 3 で共通です。

条件 1：VCC ＝ PLLVCC ＝ 2.7 ～ 3.6V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 3.0 ～ 3.6V、VREFH0 ＝ 3.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 3.0V ～ AVCC

条件 2：VCC ＝ PLLVCC ＝ 2.7 ～ 3.6V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VREFH0 ＝ 4.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 4.0V ～ AVCC

条件 3：VCC ＝ PLLVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V 

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VREFH0 ＝ 4.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 4.0V ～ AVCC

Ta ＝ Topr　Ta は条件 1 ～ 3 で共通です。

項目 記号 min typ max 単位

動作周波数 システムクロック（ICLK） ｆ 8 — 100 MHz

周辺モジュールクロック（PCLK） 8 — 50

表33.7 クロックタイミング

注 . 表中に条件の記載がない項目の規格値は条件 1 ～ 3 で共通です。

条件 1：VCC ＝ PLLVCC ＝ 2.7 ～ 3.6V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 3.0 ～ 3.6V、VREFH0 ＝ 3.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 3.0V ～ AVCC

条件 2：VCC ＝ PLLVCC ＝ 2.7 ～ 3.6V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VREFH0 ＝ 4.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 4.0V ～ AVCC

条件 3：VCC ＝ PLLVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V 

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VREFH0 ＝ 4.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 4.0V ～ AVCC

Ta ＝ Topr　Ta は条件 1 ～ 3 で共通です。

項目 記号 min max 単位 測定条件

リセット発振安定時間（水晶） tOSC1 10 — ms 図33.1

ソフトウェアスタンバイ発振安定時間（水晶） tOSC2 10 — ms 図33.2

ディープソフトウェアスタンバイ発振安定時間（水晶） tOSC3 10 — ms 図33.3

EXTAL外部クロック出力遅延安定時間 tDEXT 1 — ms 図33.1

EXTAL外部クロック入力パルス幅Lowレベル tEXL 35 — ns 図33.4

EXTAL外部クロック入力パルス幅Highレベル tEXH 35 — ns

EXTAL外部クロック立ち上がり時間 tEXr — 5 ns

EXTAL外部クロック立ち下がり時間 tEXf — 5 ns

オンチップオシレータ（IWDTCLK）発振周波数 fIWDTCLK 62.5 187.5 kHz

tOSC1

tDEXT

VCC

EXTAL

RES#

ICLK
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図 33.2 ソフトウェアスタンバイ発振安定時間タイミング

ソフトウェアスタンバイモード
（低消費電力状態）

IRQ例外処理
IRQMD[1:0] = 10b
SSBY = 1

WAIT命令 発振安定時間
tOSC2

IRQ例外処理

01 10

SSBY

IRQCRn.IRQMD[1:0]

IRQ

ICLK

発振器
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図 33.3 ディープソフトウェアスタンバイ発振安定時間タイミング

図 33.4 EXTAL 外部入力クロックタイミング

内部リセットで無効

IRQ例外処理
DIRQnEG = 1
SSBY = 1

ディープソフトウェア
スタンバイモード
（低消費電力状態）

リセット
例外処理

発振安定時間
tOSC3

WAIT命令

IOKEEP=Lのとき

動作

IOKEEP=Hのとき

発振器

ICLK

IRQ

IRQ割り込み

DIRQnFセット要求 セット

DIRQnEGビット セット

DPSBYビット セット

IOKEEPビット クリアセットL

I/Oポート 動作 保持

IOKEEPビット

I/Oポート 動作 保持 動作

DPSRSTFフラグ

内部リセット

L

H

tEXf

VCC×0.5EXTAL

tEXH tEXL

tEXr
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33.3.2 制御信号タイミング

注1. ROM書き込み /消去、データフラッシュ書き込み /消去およびデータフラッシュブランクチェック中のRES#端子によるリ
セットを行なう場合は「31.　ROM（コード格納用フラッシュメモリ）」の「31.12　使用上の注意事項」を参照してくださ

い。
注2. 時間とサイクル数の両規定を同時に満たす必要があります。

注3. 本項目は、FCUリセットに対する規定となります。

注4. ICLKの周期

図 33.5 リセット入力タイミング

図 33.6 NMI 割り込み入力タイミング

図 33.7 IRQ 割り込み入力タイミング

表33.8 制御信号タイミング

注 . 表中に条件の記載がない項目の規格値は条件 1 ～ 3 で共通です。

条件 1：VCC ＝ PLLVCC ＝ 2.7 ～ 3.6V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V、AVCC0 ＝ AVCC ＝ 3.0 ～ 3.6V、
    VREFH0 ＝ 3.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 3.0V ～ AVCC

条件 2：VCC ＝ PLLVCC ＝ 2.7 ～ 3.6V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VREFH0 ＝ 4.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 4.0V ～ AVCC

条件 3：VCC ＝ PLLVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V 

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VREFH0 ＝ 4.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 4.0V ～ AVCC

Ta ＝ Topr　Ta は条件 1 ～ 3 で共通です。

項目 記号 min max 単位 測定条件

RES#パルス幅

（ROM書き込み /消去、データフラッシュ書き込み /消去、

データフラッシュブランクチェックを除く（注1））

tRESW
（注2） 20 — tIcyc

（注4） 図33.5

1.5 — μs

内部リセット時間（注3） tRESW2 35 — μs

NMIパルス幅 tNMIW 200 — ns 図33.6

IRQパルス幅 tIRQW 200 — ns 図33.7

RES#

tRESW

NMI

tNMIW

IRQ

tIRQW
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33.3.3 内蔵周辺モジュールタイミング 

tPcyc: PCLK の周期

図 33.8 SCK クロック入力タイミング

図 33.9 SCI 入出力タイミング / クロック同期式モード

表33.9 内蔵周辺モジュールタイミング（1）

注 . 表中に条件の記載がない項目の規格値は条件 1 ～ 3 で共通です。

条件 1：VCC ＝ PLLVCC ＝ 2.7 ～ 3.6V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 3.0 ～ 3.6V、VREFH0 ＝ 3.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 3.0V ～ AVCC

条件 2：VCC ＝ PLLVCC ＝ 2.7 ～ 3.6V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VREFH0 ＝ 4.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 4.0V ～ AVCC

条件 3：VCC ＝ PLLVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V 

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VREFH0 ＝ 4.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 4.0V ～ AVCC

Ta ＝ Topr　Ta は条件 1 ～ 3 で共通です。

項目 記号 min max 単位 測定条件

SCI 入力クロックサイクル 調歩同期 tScyc 4×tPcyc — ns 図33.8

クロック同期 6×tPcyc —

入力クロックパルス幅 tSCKW 0.4XtScyc 0.6×tScyc ns

入力クロック立ち上がり時間 tSCKr — 20 ns

入力クロック立ち下がり時間 tSCKf — 20 ns

出力クロックサイクル 調歩同期 tScyc 16×tPcyc — ns

クロック同期 6×tPcyc — ns

出力クロックパルス幅 tSCKW 0.4×tScyc 0.6×tScyc ns

出力クロック立ち上がり時間 tSCKr — 20 ns

出力クロック立ち下がり時間 tSCKf — 20 ns

送信データ遅延時間(クロック同期) tTXD — 40 ns 図33.9

受信データセットアップ時間（クロック同期） tRXS 40 — ns

受信データホールド時間（クロック同期） tRXH 40 — ns

tSCKW tSCKr tSCKf

tScyc

SCKn
（n = 0～2）

tTXD

tRXS tRXH

TxDn

RxDn

SCKn

n = 0～2
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注 . tIICcyc：RIIC の内部基準クロック（IICφ）の周期
注1. （ ）内の数値は、ICFER.NFE = 1でデジタルフィルタを有効にした状態で ICMR3.NF[1:0] = 11bの場合を示します。

注2. Cbはバスラインの容量総計です。

表33.10 内蔵周辺モジュールタイミング（2）

注 . 表中に条件の記載がない項目の規格値は条件 1 ～ 3 で共通です。

条件 1：VCC ＝ PLLVCC ＝ 2.7 ～ 3.6V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 3.0 ～ 3.6V、VREFH0 ＝ 3.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 3.0V ～ AVCC

条件 2：VCC ＝ PLLVCC ＝ 2.7 ～ 3.6V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VREFH0 ＝ 4.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 4.0V ～ AVCC

条件 3：VCC ＝ PLLVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V 

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VREFH0 ＝ 4.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 4.0V ～ AVCC

Ta ＝ Topr　Ta は条件 1 ～ 3 で共通です。

項目 記号 min（注1）（注2） max 単位 測定条件

RIIC
(Standard-mode)

SCL入力サイクル時間 tSCL 6(12) × tIICcyc+ 1300 — ns 図33.10

SCL入力Highパルス幅 tSCLH 3(6) × tIICcyc+ 300 — ns

SCL入力Lowパルス幅 tSCLL 3(6) × tIICcyc+ 300 — ns

SCL、SDA入力立ち上がり時間 tSr － 1000 ns

SCL、SDA入力立ち下がり時間 tSf － 300 ns

SCL、SDA入力スパイクパルス除去時間 tSP 0 1(4) × tIICcyc ns

SDA入力バスフリー時間 tBUF 3(6) × tIICcyc+ 300 — ns

開始条件入力ホールド時間 tSTAH tIICcyc+ 300 — ns

再送開始条件入力セットアップ時間 tSTAS 1000 — ns

停止条件入力セットアップ時間 tSTOS 1000 — ns

データ入力セットアップ時間 tSDAS  tIICcyc+ 50 — ns

データ入力ホールド時間 tSDAH 0 — ns

SCL、SDAの容量性負荷 Cb － 400 pF

RIIC
(Fast-mode)

SCL入力サイクル時間 tSCL 6(12) × tIICcyc+ 600 — ns

SCL入力Highパルス幅 tSCLH 3(6) × tIICcyc+ 300 — ns

SCL入力Lowパルス幅 tSCLL 3(6) × tIICcyc+ 300 — ns

SCL、SDA入力立ち上がり時間 tSr 20 + 0.1Cb 300 ns

SCL、SDA入力立ち下がり時間 tSf 20 + 0.1Cb 300 ns

SCL、SDA入力スパイクパルス除去時間 tSP 0 1(4) × tIICcyc ns

SDA入力バスフリー時間 tBUF 3(6) × tIICcyc+ 300 — ns

開始条件入力ホールド時間 tSTAH tIICcyc+ 300 — ns

再送開始条件入力セットアップ時間 tSTAS 300 — ns

停止条件入力セットアップ時間 tSTOS 300 — ns

データ入力セットアップ時間 tSDAS  tIICcyc+ 50 — ns

データ入力ホールド時間 tSDAH 0 — ns

SCL、SDAの容量性負荷 Cb － 400 pF
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図 33.10 I2C バスインタフェース入出力タイミング

SDA

SCL

VIH

VIL

tSTAH

tSCLH

tSCLL

P（注1） S（注1）

tSf tSr

tSCL
tSDAH

tSDAS

tSTAS tSP tSTOS

P（注1）

tBUF

注1. S、P、Srはそれぞれ以下の条件を示します。

S ：開始条件

P ：停止条件

Sr：再開始条件

測定条件

VIH = VCC×0.7、VIL = VCC×0.3
VOL = 0.6V、IOL = 6mA(ICFER.FMPE = 0)
VOL = 0.4V、IOL = 15mA(ICFER.FMPE = 1)

Sr（注1）
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tPcyc: PCLK の周期

表33.11 内蔵周辺モジュールタイミング（3）

注 . 表中に条件の記載がない項目の規格値は条件 1 ～ 3 で共通です。

条件 1：VCC ＝ PLLVCC ＝ 2.7 ～ 3.6V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 3.0 ～ 3.6V、VREFH0 ＝ 3.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 3.0V ～ AVCC

条件 2：VCC ＝ PLLVCC ＝ 2.7 ～ 3.6V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VREFH0 ＝ 4.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 4.0V ～ AVCC

条件 3：VCC ＝ PLLVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V 

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VREFH0 ＝ 4.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 4.0V ～ AVCC

Ta ＝ Topr　Ta は条件 1 ～ 3 で共通です。

項目 記号 min max 単位 測定条件

RSPI RSPCK クロックサイクル マスタ tSPcyc 4 4096 tPcyc 図33.11

スレーブ 8 4096

RSPCK クロックハイレベルパルス幅 マスタ tSPCKWH （tSPcyc－ tSPCKR－

tSPCKF) / 2－3
— ns

スレーブ （tSPcyc－ tSPCKR－
tSPCKF) / 2

—

RSPCK クロックローレベルパルス幅 マスタ tSPCKWL （tSPcyc－ tSPCKR－

tSPCKF) / 2－3
— ns

スレーブ （tSPcyc－ tSPCKR－
tSPCKF) / 2

—

RSPCK クロック
立ち上がり /立ち下がり時間

出力 tSPCKR
tSPCKF

— 5 ns

入力 — 1 μs

データ入力セットアップ時間 マスタ tSU 25 — ns 図33.12
～図33.15

スレーブ 0 —

データ入力ホールド時間 マスタ tH 0 — ns

スレーブ 20+2×tPcyc —

SSL セットアップ時間 マスタ tLEAD 1 8 tSPcyc

スレーブ 4 — tPcyc

SSL ホールド時間 マスタ tLAG 1 8 tSPcyc

スレーブ 4 — tPcyc

データ出力遅延時間 マスタ tOD — 20 ns

スレーブ — 3×tPcyc＋
40

データ出力ホールド時間 マスタ tOH 0 — ns

スレーブ 0 —

連続送信遅延時間 マスタ tTD tSPcyc＋2×tPcyc 8×tSPcyc＋
2×tPcyc

ns

スレーブ 4×tPcyc —

MOSI, MISO 立ち上がり /立ち下がり

時間

出力 tDR
tDF

— 15 ns 図33.12
～図33.15

入力 — 1 μs

SSL 立ち上がり /立ち下がり時間 出力 tSSLR
tSSLF

— 15 ns

入力 — 1 μs

スレーブアクセス時間 tSA — 4 tPcyc 図33.14
図33.15

スレーブ出力開放時間 tREL — 3 tPcyc
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図 33.11 RSPI クロックタイミング

図 33.12 RSPI タイミング（マスタ、CPHA ＝ 0）

RSPCK
マスタ選択出力

RSPCK
スレーブ選択入力

tSPCKWH

VOH VOH

VOL VOL

VOH VOH

tSPCKWL

tSPCKr tSPCKf

VOL

tSPcyc

tSPCKWH

VIH VIH

VIL VIL

VIH VIH

tSPCKWL

tSPCKr tSPCKf

VIL

tSPcyc

 

SSL0～SSL3
出力

RSPCK
CPOL=0
出力

RSPCK
CPOL=1
出力

MISO
入力

MOSI
出力

tDr、tDf

tSU tH

tLEAD

tTD

tLAG

tSSLr、tSSLf

tOH tOD

MSB IN DATA LSB IN MSB IN

MSB OUT DATA LSB OUT IDLE MSB OUT
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図 33.13 RSPI タイミング（マスタ、CPHA ＝ 1）

図 33.14 RSPI タイミング（スレーブ、CPHA ＝ 0）

SSL0～SSL3
出力

RSPCK
CPOL=0
出力

RSPCK
CPOL=1
出力

MISO
入力

MOSI
出力

tDr、tDf

tSU tH

tLEAD

tTD

tLAG

tSSLr、tSSLf

tOH

MSB IN DATA LSB IN MSB IN

MSB OUT DATA LSB OUT IDLE MSB OUT

tOD

SSL0
入力

RSPCK
CPOL=0
入力

RSPCK
CPOL=1
入力

MOSI
入力

MISO
出力

tDr、tDftSU tH

tLEAD

tTD

tLAG

tSA

MSB IN DATA LSB IN MSB IN

MSB OUT DATA LSB OUT MSB IN MSB OUT

tOH tOD tREL
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図 33.15 RSPI タイミング（スレーブ、CPHA ＝ 1）

SSL0
入力

RSPCK
CPOL=0
入力

RSPCK
CPOL=1
入力

MISO
出力

MOSI
入力

tDr、tDf

tSA tOH

tLEAD

tTD

tLAG

tH

LSB OUT
(Last data) DATA MSB OUT

MSB IN DATA LSB IN MSB IN

LSB OUT

tSU

tOD tREL

MSB OUT
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tIcyc: ICLK の周期

図 33.16 MTU3 入出力タイミング

図 33.17 MTU3 クロック入力タイミング

表33.12 内蔵周辺モジュールタイミング（4）

注 . 表中に条件の記載がない項目の規格値は条件 1 ～ 3 で共通です。

条件 1：VCC ＝ PLLVCC ＝ 2.7 ～ 3.6V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 3.0 ～ 3.6V、VREFH0 ＝ 3.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 3.0V ～ AVCC

条件 2：VCC ＝ PLLVCC ＝ 2.7 ～ 3.6V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VREFH0 ＝ 4.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 4.0V ～ AVCC

条件 3：VCC ＝ PLLVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V 

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VREFH0 ＝ 4.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 4.0V ～ AVCC

Ta ＝ Topr　Ta は条件 1 ～ 3 で共通です。

項目 記号 min max 単位 測定条件

MTU3 インプットキャプチャ入力パルス幅

(単エッジ指定 )
tTICW 3.0 — tIcyc 図33.16

インプットキャプチャ入力パルス幅

(両エッジ指定 )
tTICW 5.0 — tIcyc

タイマクロックパルス幅(単エッジ指定 ) tTCKWH/L 3.0 — tIcyc 図33.17

タイマクロックパルス幅(両エッジ推定 ) tTCKWH/L 5.0 — tIcyc

タイマクロックパルス幅

(位相係数モード )
tTCKWH/L 5.0 — tIcyc

GPT インプットキャプチャ入力パルス幅

(単エッジ指定 )
tGTICW 3.0 — tIcyc 図33.18

インプットキャプチャ入力パルス幅

(両エッジ指定 )
tGTICW 5.0 — tIcyc

インプット
キャプチャ入力

ICLK

tTICW

MTCLKA～
MTCLKD

ICLK

tTCKWL tTCKWH
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図 33.18 GPT 入出力タイミング

tPcyc: PCLK の周期

図 33.19 POE3# 入力タイミング

33.3.4 PWM 遅延生成回路タイミング

注1. 各コード毎の差分を分解能(1LSB)で正規化した値です。

表33.13 内蔵周辺モジュールタイミング（5）

注 . 表中に条件の記載がない項目の規格値は条件 1 ～ 3 で共通です。

条件 1：VCC ＝ PLLVCC ＝ 2.7 ～ 3.6V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 3.0 ～ 3.6V、VREFH0 ＝ 3.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 3.0V ～ AVCC

条件 2：VCC ＝ PLLVCC ＝ 2.7 ～ 3.6V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VREFH0 ＝ 4.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 4.0V ～ AVCC

条件 3：VCC ＝ PLLVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V 

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VREFH0 ＝ 4.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 4.0V ～ AVCC

Ta ＝ Topr　Ta は条件 1 ～ 3 で共通です。

項目 記号 min max 単位 測定条件

POE3 POE# 入力パルス幅 tPOEW 1.5 — tPcyc 図33.19

表33.14 PWM遅延生成回路タイミング

 （注）表中に条件の記載がない項目の規格値は条件 1 ～ 3 で共通です。

条件 1：VCC ＝ PLLVCC = 4.0 ～ 5.5V、VSS = PLLVSS = AVSS = VREL0 = 0V
     AVCC ＝ AVCC = 4.0 ～ 5.5V、VREFH0 = 4.0V ～ AVCC0、VREF = 4.0V ～ AVCC

 Ta ＝ Topr

項目 min typ max 単位 測定条件

分解能 — 312.5 — ps ICLK = 100MHz 時

DNL（注1） — ±2.0 — LSB

インプット
キャプチャ入力

ICLK

tGTICW

POEn#入力

PCLK

tPOEW
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33.4 A/D 変換特性

注1. 変換時間はサンプリング時間と比較時間の合計です。各項目には、測定条件にサンプリングステート数を示します。

表33.15 10ビット A/D変換特性

注 . 表中に条件の記載がない項目の規格値は条件 1 ～ 3 で共通です。

条件 1：VCC ＝ PLLVCC ＝ 2.7 ～ 3.6V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 3.0 ～ 3.6V、VREFH0 ＝ 3.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 3.0V ～ AVCC

Ta ＝ Topr

項目 min typ max 単位 測定条件

分解能 10 10 10 ビット

変換時間（注1）（ADクロック=25MHz時） 2.0 — — μs サンプリング25ステート

アナログ入力容量 — — 4 pF

積分非直線性誤差 — — ±3.0 LSB

オフセット誤差 — — ±3.0 LSB

フルスケール誤差 — — ±3.0 LSB

量子化誤差 — ±0. 5 — LSB

絶対精度 — — ±4.0 LSB

許容信号源インピーダンス — — 1.0 kΩ

条件 2：VCC ＝ PLLVCC ＝ 2.7 ～ 3.6V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VREFH0 ＝ 4.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 4.0V ～ AVCC

条件 3：VCC ＝ PLLVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V 

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VREFH0 ＝ 4.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 4.0V ～ AVCC

Ta ＝ Topr　Ta は条件 2、3 で共通です。

項目 min typ max 単位 測定条件

分解能 10 10 10 ビット

変換時間（注1）（ADクロック=50MHz時） 1.0 — — μs サンプリング25ステート

アナログ入力容量 — — 4 pF

積分非直線性誤差 — — ±3.0 LSB

オフセット誤差 — — ±3.0 LSB

フルスケール誤差 — — ±3.0 LSB

量子化誤差 — ±0.5 — LSB

絶対精度 — — ±4.0 LSB

許容信号源インピーダンス — — 1.0 kΩ
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注1. 変換時間はサンプリング時間と比較時間の合計です。各項目には、測定条件にサンプリングステート数を示します。

表33.16 12ビット A/D変換特性

注 . 表中に条件の記載がない項目の規格値は条件 1 ～ 3 で共通です。

条件 1：VCC ＝ PLLVCC ＝ 2.7 ～ 3.6V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 3.0 ～ 3.6V、VREFH0 ＝ 3.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 3.0V ～ AVCC

Ta ＝ Topr　ICLK ＝ 8 ～ 100MHz、PCLK ＝ 8 ～ 50MHz

項目 min typ max 単位 測定条件

分解能 12 12 12 ビット

変換時間（注1）（ADクロック=25MHz時） 2.0 — — μs サンプリング20ステート

アナログ入力容量 — — 6 pF

積分非直線性誤差 — — ±4.0 LSB

オフセット誤差 — — ±7.5 LSB

フルスケール誤差 — — ±7.5 LSB

量子化誤差 — ±0.5 — LSB

絶対精度 サンプル＆ホールド回路使用 — — ±8.0 LSB AVin＝0.25～AVREFH－
0.25

サンプル＆ホールド回路未使用 — — ±8.0 LSB AVin＝AVREFL～AVREFH

許容信号源インピーダンス — — 3.0 kΩ

条件 2：VCC ＝ PLLVCC ＝ 2.7 ～ 3.6V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VREFH0 ＝ 4.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 4.0V ～ AVCC

条件 3：VCC ＝ PLLVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V 

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VREFH0 ＝ 4.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 4.0V ～ AVCC

Ta ＝ Topr　Ta は条件 2、3 で共通です。ICLK ＝ 8 ～ 100MHz、PCLK ＝ 8 ～ 50MHz

項目 min typ max 単位 測定条件

分解能 12 12 12 ビット

変換時間（注1）（ADクロック=50MHz時） 1.0 — — μs サンプリング20ステート

アナログ入力容量 — — 6 pF

積分非直線性誤差 — — ±4.0 LSB

オフセット誤差 — — ±7.5 LSB

フルスケール誤差 — — ±7.5 LSB

量子化誤差 — ±0.5 — LSB

絶対精度 サンプル＆ホールド回路使用 — — ±8.0 LSB AVin＝0.25～AVREFH－
0.25

サンプル＆ホールド回路未使用 — — ±8.0 LSB AVin＝AVREFL～AVREFH

許容信号源インピーダンス — — 3.0 kΩ
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表33.17 プログラマブルゲインアンプ特性

注 . 表中に条件の記載がない項目の規格値は条件 1 ～ 3 で共通です。

条件 1：VCC ＝ PLLVCC ＝ 2.7 ～ 3.6V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 3.0 ～ 3.6V、VREFH0 ＝ 3.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 3.0V ～ AVCC

条件 2：VCC ＝ PLLVCC ＝ 2.7 ～ 3.6V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VREFH0 ＝ 4.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 4.0V ～ AVCC

条件 3：VCC ＝ PLLVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V 

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VREFH0 ＝ 4.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 4.0V ～ AVCC

Ta ＝ Topr　Ta は条件 1 ～ 3 で共通です。

項目 記号 min typ max 単位 測定条件

アナログ入力容量 Cin — — 6 pF

入力オフセット電圧 Voff — — 8 mV

入力電圧範囲
(Vin)

ゲインｘ2.000 Vin 0.050 x AVcc — 0.450 x AVcc V

ゲインｘ2.500 0.047 x AVcc — 0.360 x AVcc

ゲインｘ3.077 0.045 x AVcc — 0.292 x AVcc

ゲインｘ3.636 0.042 x AVcc — 0.247 x AVcc

ゲインｘ4.000 0.040 x AVcc — 0.212 x AVcc

ゲインｘ4.444 0.036 x AVcc — 0.191 x AVcc

ゲインｘ5.000 0.033 x AVcc — 0.170 x AVcc

ゲインｘ5.714 0.031 x AVcc — 0.148 x AVcc

ゲインｘ6.667 0.029 x AVcc — 0.127 x AVcc

ゲインｘ10.000 0.025 x AVcc — 0.08 x AVcc

ゲインｘ13.333 0.023 x AVcc — 0.06 x AVcc

スルーレート SR 10 — — V/μs

ゲイン誤差 ゲインｘ2.000 — — — 1 %

ゲインｘ2.500 — — 1

ゲインｘ3.077 — — 1

ゲインｘ3.636 — — 1.5

ゲインｘ4.000 — — 1.5

ゲインｘ4.444 — — 2

ゲインｘ5.000 — — 2

ゲインｘ5.714 — — 2

ゲインｘ6.667 — — 3

ゲインｘ10.000 — — 4

ゲインｘ13.333 — — 4
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33.5 パワーオンリセット回路・電圧検出回路特性

注1. VccがPOR/ LVDの電圧検出レベルVPOR, VDET1, VDET2のmin値を下回っている時間です。

表33.18 コンパレータ特性

注 . 表中に条件の記載がない項目の規格値は条件 1 ～ 3 で共通です。

条件 1：VCC ＝ PLLVCC ＝ 2.7 ～ 3.6V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 3.0 ～ 3.6V、VREFH0 ＝ 3.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 3.0V ～ AVCC

条件 2：VCC ＝ PLLVCC ＝ 2.7 ～ 3.6V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VREFH0 ＝ 4.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 4.0V ～ AVCC

条件 3：VCC ＝ PLLVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V 

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VREFH0 ＝ 4.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 4.0V ～ AVCC

Ta ＝ Topr　Ta は条件 1 ～ 3 で共通です。

項目 記号 min typ max 単位 測定条件

アナログ入力容量 Cin — — 6 pF

REFH端子オフセット電圧 Voff — — 5 mV

REFL端子オフセット電圧 — — 5 mV

REFH入力電圧範囲 Vin 1.7 — AVcc – 0.3 V

REFL入力電圧範囲 0.3 — AVcc – 1.7 V

REFH応答時間 tCR — — 1 μs

REFL応答時間 tCF — — 1 μs

表33.19 パワーオンリセット回路・電圧検出回路特性

注 . 表中に条件の記載がない項目の規格値は条件 1 ～ 3 で共通です。

条件 1：VCC ＝ PLLVCC ＝ 2.7 ～ 3.6V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 3.0 ～ 3.6V、VREFH0 ＝ 3.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 3.0V ～ AVCC

条件 2：VCC ＝ PLLVCC ＝ 2.7 ～ 3.6V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VREFH0 ＝ 4.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 4.0V ～ AVCC

Ta ＝ Topr　Ta は条件 1、2 で共通です。

項目 記号 min typ max 単位 測定条件

電圧検出レベル パワーオンリセット (POR) VPOR 2.48 2.60 2.72 V 図33.20

電圧検出回路 (LVD) Vdet1 2.68 2.80 2.92 図33.21

Vdet2 2.98 3.10 3.22 図33.22

内部リセット時間 tPOR 20 35 50 ms 図33.21、図33.22

小VCC低下時間（注1） tVOFF 200 — — us 図33.20～図33.22

応答遅延時間 tdet — — 200 us

条件 3：VCC ＝ PLLVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V 

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VREFH0 ＝ 4.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 4.0V ～ AVCC

Ta ＝ Topr

項目 記号 min typ max 単位 測定条件

電圧検出レベル パワーオンリセット (POR) VPOR 3.70 3.90 4.10 V 図33.20

電圧検出回路 (LVD) Vdet1 3.95 4.15 4.35 図33.21

Vdet2 4.40 4.60 4.80 図33.22

内部リセット時間 tPOR 20 35 50 ms 図33.21、図33.22

小VCC低下時間（注1） tVOFF 200 — — us 図33.20 ～図33.22

応答遅延時間 tdet — — 200 us
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図 33.20 パワーオンリセットタイミング

図 33.21 電圧検出回路タイミング (Vdet1)

図 33.22 電圧検出回路タイミング (Vdet2)

内部リセット信号
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tVOFF
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tPORtPOR tdet

VCC Vdet1

 

tVOFF

tPORtdet
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tPORtdet

内部リセット信号

（Low有効）
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33.6 発振停止検出タイミング

図 33.23 発振停止検出タイミング 

表33.20 発振停止検出タイミング

注 . 表中に条件の記載がない項目の規格値は条件 1 ～ 3 で共通です。

条件 1：VCC ＝ PLLVCC ＝ 2.7 ～ 3.6V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 3.0 ～ 3.6V、VREFH0 ＝ 3.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 3.0V ～ AVCC

条件 2：VCC ＝ PLLVCC ＝ 2.7 ～ 3.6V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VREFH0 ＝ 4.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 4.0V ～ AVCC

条件 3：VCC ＝ PLLVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V 

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VREFH0 ＝ 4.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 4.0V ～ AVCC

Ta ＝ Topr　Ta は条件 1 ～ 3 で共通です。

項目 記号 min typ max 単位 測定条件

検出時間 tdr — — 1.0 ms 図33.23

発振停止検出時内部発振周波数 fMAIN 0.5 — 7.0 MHz

ICLK

メインクロック発振器

内部発振

正常動作 異常動作OSTDF（注1）

注1.  発振停止検出コントロールレジスタ（OSTDCR）のOSTDFフラグ

tdr
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33.7 ROM（コード格納用フラッシュメモリ）特性

注1. 再書き込み /消去サイクルの定義：

再書き込み /消去サイクルは、ブロックごとの消去回数です。

再書き込み /消去サイクルがn回 (n = 1000)の場合、ブロックごとにそれぞれn回ずつ消去することができます。

例えば、4Kバイトのブロックについて、それぞれ異なる番地に256バイト書き込みを16回に分けて行った後に、そのブ

ロックを消去した場合も、再書き込み /消去サイクル回数は1回と数えます。ただし、消去1回に対して、同一アドレスに複

数回の書き込みを行うことはできません。(上書き禁止)。
注2. 信頼性試験から得られた結果です。

表33.21 ROM（コード格納用フラッシュメモリ）特性（1）

注 . 表中に条件の記載がない項目の規格値は条件 1 ～ 3 で共通です。

条件 1：VCC ＝ PLLVCC ＝ 2.7 ～ 3.6V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 3.0 ～ 3.6V、VREFH0 ＝ 3.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 3.0V ～ AVCC

条件 2：VCC ＝ PLLVCC ＝ 2.7 ～ 3.6V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VREFH0 ＝ 4.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 4.0V ～ AVCC

条件 3：VCC ＝ PLLVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V 

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VREFH0 ＝ 4.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 4.0V ～ AVCC

書き込み / 消去時の動作温度範囲：Ta ＝ Topr　Ta は条件 1 ～ 3 で共通です。

項目 記号 min typ max 単位 測定条件

再書き込み /消去サイクル（注1） NPEC 1000 — — 回

データ保持時間 tDRP 30（注2） — — 年 Ta = +85C°

表33.22 ROM（コード格納用フラッシュメモリ）特性（2）

注 . 表中に条件の記載がない項目の規格値は条件 1 ～ 3 で共通です。

条件 1：VCC ＝ PLLVCC ＝ 2.7 ～ 3.6V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 3.0 ～ 3.6V、VREFH0 ＝ 3.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 3.0V ～ AVCC

条件 2：VCC ＝ PLLVCC ＝ 2.7 ～ 3.6V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VREFH0 ＝ 4.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 4.0V ～ AVCC

条件 3：VCC ＝ PLLVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V 

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VREFH0 ＝ 4.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 4.0V ～ AVCC

書き込み / 消去時の動作温度範囲：Ta ＝ Topr　Ta は条件 1 ～ 3 で共通です。

項目 記号 min typ max 単位 測定条件

書き込み時間 256バイト tP256 — 2 12 ms PCLK=50MHz
NPEC≦100時

4Kバイト tP4K — 23 50 ms

16Kバイト tP16K — 90 200 ms

256バイト tP256 — 2.4 14.4 ms PCLK=50MHz
NPEC＞100時

4Kバイト tP4K — 27.6 60 ms

16Kバイト tP16K — 108 240 ms

消去時間 4Kバイト tE4K — 25 60 ms PCLK=50MHz
NPEC≦100時

16Kバイト tE16K — 100 240 ms

4Kバイト tE4K — 30 72 ms PCLK=50MHz
NPEC＞100時

16Kバイト tE16K — 120 288 ms

書き込み中のサスペンド遅延時間 tSPD — — 120 μs 図33.24
PCLK=50MHz時

消去中の1回目のサスペンド遅延時間

（サスペンド優先モード時）

tSESD1 — — 120 μs

消去中の2回目のサスペンド遅延時間

（サスペンド優先モード時）

tSESD2 — — 1.7 ms

消去中のサスペンド遅延時間

（消去優先モード時）

tSEED — — 1.7 ms
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33.8 データフラッシュ（データ格納用フラッシュメモリ）特性

注1. 再書き込み /消去サイクルの定義：

再書き込み /消去サイクルは、ブロックごとの消去回数です。

再書き込み /消去サイクルがn回 (n = 30000)の場合、ブロックごとにそれぞれn回ずつ消去することができます。

例えば、2Kバイトのブロックについて、それぞれ異なる番地に128バイト書き込みを16回に分けて行った後に、そのブ

ロックを消去した場合も、再書き込み /消去サイクル回数は1回と数えます。ただし、消去1回に対して、同一アドレスに複

数回の書き込みを行うことはできません。(上書き禁止)。
注2. 信頼性試験から得られた結果です

表33.23 データフラッシュ（データ格納用フラッシュメモリ）特性（1）

注 . 表中に条件の記載がない項目の規格値は条件 1 ～ 3 で共通です。

条件 1：VCC ＝ PLLVCC ＝ 2.7 ～ 3.6V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 3.0 ～ 3.6V、VREFH0 ＝ 3.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 3.0V ～ AVCC

条件 2：VCC ＝ PLLVCC ＝ 2.7 ～ 3.6V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VREFH0 ＝ 4.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 4.0V ～ AVCC

条件 3：VCC ＝ PLLVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V 

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VREFH0 ＝ 4.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 4.0V ～ AVCC

書き込み / 消去時の動作温度範囲：Ta ＝ Topr　Ta は条件 1 ～ 3 で共通です。

項目 記号 min typ max 単位 測定条件

再書き込み /消去サイクル（注1） NDPEC 30000 — — 回

データ保持時間 tDDRP 30（注2） — — 年 Ta = +85C°

表33.24 データフラッシュ（データ格納用フラッシュメモリ）特性（2）

注 . 表中に条件の記載がない項目の規格値は条件 1 ～ 3 で共通です。

条件 1：VCC ＝ PLLVCC ＝ 2.7 ～ 3.6V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 3.0 ～ 3.6V、VREFH0 ＝ 3.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 3.0V ～ AVCC

条件 2：VCC ＝ PLLVCC ＝ 2.7 ～ 3.6V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VREFH0 ＝ 4.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 4.0V ～ AVCC

条件 3：VCC ＝ PLLVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VSS ＝ PLLVSS ＝ AVSS0 ＝ AVSS ＝ VREFL0 ＝ 0V 

AVCC0 ＝ AVCC ＝ 4.0 ～ 5.5V、VREFH0 ＝ 4.0V ～ AVCC0、VREF ＝ 4.0V ～ AVCC

書き込み / 消去時の動作温度範囲：Ta ＝ Topr　Ta は条件 1 ～ 3 で共通です。

項目 記号 min typ max 単位 測定条件

書き込み時間 8バイト tDP8 — 0.4 2 ms PCLK=50MHz時

128バイト tDP128 — 1 5 ms

消去時間 2Kバイト tDE2K — 70 250 ms PCLK=50MHz時

ブランクチェック時間 8バイト tDBC8 — — 30 μs PCLK=50MHz時

2Kバイト tDBC2K — — 0.7 ms

書き込み中のサスペンド遅延時間 tDSPD — — 120 μs 図33.24
PCLK=50MHz時

消去中の1回目のサスペンド遅延時間

（サスペンド優先モード時）

tDSESD1 — — 120 μs

消去中の2回目のサスペンド遅延時間

（サスペンド優先モード時）

tDSESD2 — — 1.7 ms

消去中のサスペンド遅延時間

（消去優先モード時）

tDSEED — — 1.7 ms



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 1463 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 33.  電気的特性

図 33.24 フラッシュメモリ書き込み / 消去サスペンドタイミング
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消去パルス

・サスペンド優先モード時の消去サスペンド

FCUコマンド

FSTATR0.FRDY

消去パルス

・消去優先モード時の消去サスペンド
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付録 1.　各動作モードにおけるポートの状態

【記号説明】

H：High

L：Low

Keep-O：出力端子として使用時は直前値を保持、入力端子として使用時はハイインピーダンス

Keep：ソフトウェアスタンバイでの端子状態を保持 

Hi-Z：ハイインピーダンス

IOKEEP=1 *：DPSBYCR.IOKEEP ビットを “0” にクリアするまで、I/O ポートの状態を保持します。

注 . パッケージにより I/Oポートの構成が異なります。パッケージ別 I/Oポートについては、「15.　I/Oポート」を参照してください。

注1. IRQ端子として使用時は、ソフトウェアスタンバイ解除要因として設定されている場合入力可能

注2. IRQ端子として使用時は、ディープソフトウェアスタンバイ解除要因として設定されている場合入力可能

表1.1 各動作モードにおけるポートの状態

ポート名

端子名
リセット

ソフトウェア

スタンバイモード

ディープソフトウェア

スタンバイモード

IOKEEP=1/0

ディープソフトウェア

スタンバイモード解除後

（起動モードに戻る）

IOKEEP＝1 * IOKEEP＝0

ポート1 Hi-Z Keep-O（注1） Keep-O (注2) Keep Hi-Z

P20、P21 Hi-Z Keep-O（注1） Keep Keep Hi-Z

P22～P24 Hi-Z Keep-O Keep Keep Hi-Z

ポート3 Hi-Z Keep-O Keep Keep Hi-Z

ポート4 Hi-Z Keep-O Keep Keep Hi-Z

ポート5 Hi-Z Keep-O Keep Keep Hi-Z

ポート6 Hi-Z Keep-O Keep Keep Hi-Z

P70 Hi-Z Keep-O（注1） Keep Keep Hi-Z

P71～P76 Hi-Z Hi-Z Keep Keep Hi-Z

ポート8 Hi-Z Keep-O Keep Keep Hi-Z

P90～P95 Hi-Z Hi-Z Keep Keep Hi-Z

P96 Hi-Z Keep-O（注1） Keep Keep Hi-Z

ポートA Hi-Z Keep-O Keep Keep Hi-Z

PB0～PB3 Hi-Z Keep-O Keep Keep Hi-Z

PB4 Hi-Z Keep-O（注1） Keep Keep Hi-Z

PB5～PB7 Hi-Z Keep-O Keep Keep Hi-Z

ポートD Hi-Z Keep-O Keep Keep Hi-Z

PE0～PE1 Hi-Z Keep-O Keep Keep Hi-Z

PE2 Hi-Z [NMIを解除要因とし

て設定時 ]
NMI

[上記以外 ]
Keep-O

[NMIを解除要因として

設定時 ]
NMI

[上記以外 ]
Keep

[NMIを解除要因とし

て設定時 ]]
NMI

[上記以外 ]
Keep

[NMIを解除要因とし

て設定時 ]
NMI

[上記以外 ]
Hi-Z

PE3～PE5 Hi-Z Keep-O（注1） Keep Keep Hi-Z

PG0～PG2 Hi-Z Keep-O（注1） Keep Keep Hi-Z

PG3～PG5 Hi-Z Keep-O Keep Keep Hi-Z

WDTOVF# WDTOVF出力 H H H 
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付録 2.　外形寸法図
 外形寸法図の 新版や実装に関する情報は、ルネサス エレクトロニクスホームページの「パッケージ」

に掲載されています。

図 A 112 ピン LQFP（PLQP0112JA-A）外形寸法図
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図 B 100 ピン LQFP（PLQP0100KB-A）外形寸法図
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図 C 80 ピン LQFP（PLQP0080JA-A）
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図 D 64 ピン LQFP（PLQP0064KB-A）
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図 E 64 ピン LQFP（PLQP0064GA-A）
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改定記録

Rev. 発行日
改訂内容

ページ ポイント

0.01 2010.2.8 － 初版発行

0.02 2010.2.9 1170～1218 27. 12ビットA/D変換器（S12ADA）差し替え

0.10 2010.3.3 1.概要

40 図1.1 型名とメモリサイズ・パッケージ　型名「B」の説明変更

2. CPU

92 2.8.4 割り込み応答サイクル数　変更

3. 動作モード

94 3.1 動作モードの種類と選択　説明変更

（誤）RX62Tグループには、5種類の動作モードがあります。

（正）RX62Tグループには、2種類の動作モードがあります。

5.I/Oレジスタ

114 ポートファンクションレジスタCおよびDのアクセスステート数の誤記削除

114 LVDKEYRレジスタ（0008 C28Ch）のレジスタ名変更

（誤）低電圧検出コントロール用キーコードレジスタ

（正）低電圧検出コントロールレジスタ用キーコードレジスタ

115～116 CAN0のレジスタ名およびレジスタシンボルにチャネル0表記を追加

117 TGCRA、TDERA、TITMRAレジスタのモジュールシンボル変更

（誤）MTU3共通

（正）MTU3_3/4共通

119 TDERB、TITMRB、TMDR2Bレジスタのモジュールシンボル変更

（誤）MTU3_6共通またはMTU3共通

（正）MTU3_6/7共通

121 GPT0.GTSOTRレジスタのレジスタ名変更

（誤）汎用PWMタイマ出力保護一時解除

（正）汎用PWMタイマ出力保護機能一時解除レジスタ

131 SCI0.SSRレジスタのビット名変更

137～138 CAN0のレジスタ名およびレジスタシンボルにチャネル0表記を追加

139 TIERレジスタのビット名変更

139、140 各レジスタのモジュールシンボル変更

140 TITCR2Aレジスタのビット名変更

141 TIERレジスタのビット名変更

142、143 各レジスタのモジュールシンボル変更

148 GPT3.GTCRのビット名変更

150 FRESETRレジスタのビット名変更

150 注1.の説明変更

6. リセット

156 6.3.3 電圧監視リセット

7. 電圧検出回路（LVD）

161 7.3.1 電圧監視リセット　説明変更

163 図7.3 電圧監視リセットのタイミング（2）　LVD2設定のタイミング変更

LVD2EとLVD2RIのタイミングをVdet1からLowに変更

164 7.3.2 電圧監視割り込み　説明変更

0.10 2010.3.3 166 7.3.3 電圧検出回路によるディープソフトウェアスタンバイモードの解除　説明変更

改訂記録 RX62T グループ、RX62G グループ　ユーザーズマニュアル　
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0.10 2010.3.3 9. 消費電力低減機能

183 表9.3消費電力低減機能関連のレジスタ一覧　MSTPCRAレジスタのリセット後の値を変更

186 9.2.2 モジュールストップコントロールレジスタA（MSTPCRA）のb29、b27のリセット後

の値を変更

11. 割り込みコントローラ（ICU）

230 11.2.1 割り込み要求レジスタn（IRn）の注記変更

237 11.2.7 IRQコントロールレジスタ i（IRQCRi）　レジスタ説明を追記

241 11.2.10 ノンマスカブル割り込みクリアレジスタ（NMICLR）　b2の機能説明変更

245 表11.4 割り込みベクタテーブル　割り込み要因発生元と割り込み名称を変更

253 表11.5 DTC起動時の動作　注記を追加

253 11.4.3（2）CPUの割り込み要求説明の1. 説明追加

254 11.4.4（1）割り込み要求先がCPUの場合の優先順位判定　説明変更

254 11.4.6 外部端子割り込み　2. 説明変追加

12. バス

266 表12.6 発生するバスエラーの種類　注記追加

13. データトランスファコントローラ（DTC）

280、281 表13.3 割り込み要因とDTCベクタアドレスおよび ICU.DTCERnレジスタの対応

起動要因発生元および起動要因の名称変更

14. I/Oポート

304 表14.2 ポート機能一覧（112ピンLQFP）　ポートB2のオープンドレイン出力機能修正

332 表14.9 ポート機能一覧（100ピンLQFP）　ポートB2のオープンドレイン出力機能修正

359 表14.12 ポート機能一覧（80ピンLQFP）　ポートB2のオープンドレイン出力機能修正

384 表14.23 ポート機能一覧（64ピンLQFP）　ポートB2のオープンドレイン出力機能修正

400 表14.27 各ポートの出力イネーブル設定端子一覧（64ピンLQFP）　P75変更

15. マルチファンクションタイマパルスユニット3（MTU3）

403 表15.1 MTU3の仕様　設定可能動作を変更

405 表15.2 MTU3の機能一覧　MTU3_4とMTU3_7の割り込み要因変更

406 図15.1 MTU3のブロック図（チャネル0～4）　変更

412 表15.4 MTU3のレジスタ一覧　MTU3_7.TMDR1のアドレス変更

416 15.2.1 タイマコントロールレジスタ（TCR）のMTU3_5.TCRアドレス変更

448 15.2.5 タイマコンペアマッチクリアレジスタ（TCNTCMPCLR）　ビット説明変更

454、455 15.2.7 タイマステータスレジスタ（TSR）　b2説明修正、TGFA～TGFDフラグ、

TCFVフラグ説明変更

457 MTU3_5.TSRのCMFn5フラグの説明変更

459 15.2.9 タイマインプットキャプチャコントロールレジスタ（TICCR）　ビット説明追加

460 15.2.10 タイマシンクロクリアレジスタ（TSYCR）　ビット説明変更、追加

468、469 15.2.17 タイマインプットマスタイネーブルレジスタ（TOER）　ビット説明追加

476 15.2.21 タイマゲートコントロールレジスタA（TGCRA）　UF/VF/WFビットの説明変更

480 15.2.27 タイマバッファ転送設定レジスタ（TBTERA、TBTERB）　BTE[1:0]ビット説明変更

（誤）・・または割り込み間引き機能と連動する／しないを設定します。

（正）・・または割り込み間引き機能1と連動する／しないを設定します。

483 15.2.29 タイマA/D変換開始要求コントロールレジスタ（TADCR）MTU3_4.TADCR
b0～b3、b15～b14の説明変更

485 MTU3_7.TADCR

b0～b3、b15～b14の説明変更

Rev. 発行日
改訂内容

ページ ポイント
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0.10 2010.3.3 487 15.2.31 タイマA/D変換開始要求周期設定バッファレジスタ（TADCORBRA、
TADCORBRＢ）

レジスタ説明変更

492 15.2.34 タイマ割り込み間引き回数カウンタ1（TITCNT1A、TITCNT1B）
b2～b0、b6～b4のビット説明変更

500 図15.7 周期カウンタの動作　TGFフラグの説明変更

529 図15.36 リセット同期PWMモードの設定手順例　設定値の説明変更

534 図15.38 相補PWMモード時のチャネル3、4ブロック図　図差し替え

536 15.8.8 相補PWMモード（2）（a）カウンタの動作　アップカウント時の動作説明追加

541 図15.42 デッドタイムを生成しない場合の動作例（チャネル3、4）　変更

559 図15.65　タイトル変更

アップカウント中のデッドタイム時に同期クリアが発生した場合

（図15.57のタイミング③、チャネル6、7のTWCRBレジスタのWREビット=1、SCCビッ

ト=1）

567 タイトル変更

（3）相補PWMモードの割り込み間引き機能1の設定手順

572 図15.82　タイトル変更

TITCR1AレジスタのT3AEN、T4VENビットの設定とバッファ転送許可期間の関係

588 表15.73 MTU割り込み要因　TCIV4およびTCIV7割り込みの要因説明変更

589 （2）オーバフロー割り込み　説明追加

592 図15.103 外部クロック動作時のカウントタイミング（チャネル0～4）　クロック変更

592 図15.104 外部クロック動作時のカウントタイミング（位相計数モード）　クロック変更

602 タイトル変更

15.5.2（3）TCFV/TCFUフラグのセットタイミング

618 15.6.22 割り込み間引き機能2　追加

16. ポートアウトプットイネーブル3（POE3）

645 図16.1 POE3のブロック図　入力レベル検出回路構成変更

648 16.2.1 入力レベルコントロール／ステータスレジスタ1（ICSR1）　b12説明変更

649 16.2.2 出力レベルコントロール／ステータスレジスタ1（OCSR1）　b15説明変更

652 16.2.4 入力レベルコントロール／ステータスレジスタ2（ICSR2）　b12説明変更

653 16.2.5 出力レベルコントロール／ステータスレジスタ2（OCSR2）　b15説明変更

654 16.2.6 入力レベルコントロール／ステータスレジスタ3（ICSR3）　b12説明変更

656 16.2.7 入力レベルコントロール／ステータスレジスタ4（ICSR4）　b12説明変更

658 16.2.8 入力レベルコントロール／ステータスレジスタ5（ICSR5）　b12説明変更

703 17.2.14 LOCOカウント結果レジスタn（LCNTn）　レジスタ名変更

778 図17.55 ハードウェア位相スタート設定例　GPT3.GTIORの設定値変更

20. 独立ウォッチドッグタイマ（IWDT）

834 20.4.1 低消費電力モード遷移における制限事項　説明差し替え

24. CANモジュール（CAN）

全体 CANモジュール名、CAN割り込み名に「チャネル0」の表記を追加

991 表24.3 CANモジュールレジスタ構成　アクセスサイズ変更

25. シリアルペリフェラルインタフェース（RSPI）

1112 図25.28 マスタモード時の初期化フロー例（SPI動作）　変更

26. LINモジュール（LIN）

1135 26.2.5 LIN0モードレジスタ（L0MD）　ビット図変更

1159 図26.8 データ受信タイミング　LRX変更

Rev. 発行日
改訂内容

ページ ポイント
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0.10 2010.3.3 27. 12ビットA/D変換器（S12ADA）

1199 27.2.11 コンパレータ検出フラグレジスタ（ADCMPFR）　タイトル変更

28. 10ビットA/D変換器（ADA）

1220 表28.1 A/D変換器の仕様　変換時間の説明変更

30. ROM（コード格納用フラッシュメモリ）

1249 表30.2 ROM関連の入出力端子　モード端子の説明追加

1280 図30.7 ROMリードモード移行フロー　FRDYビット確認のフロー説明変更

1286 図30.13 周辺クロック通知コマンドの使用方法　タイムアウトおよび注記変更

1325 30.12（4）書き込み／消去中のリセット　説明追加

1325 30.12（5）書き込み／消去中のノンマスカブル割り込み禁止　タイトルおよび説明変更

31. データフラッシュ（データ格納用フラッシュメモリ）

1327 図31.1 データフラッシュのブロック図　FCUファームウェア格納領域からアクセスに変更

1328 表31.2 データフラッシュ関連の入出力端子　モード端子の説明追加

1350 表31.8 エラープロテクト一覧（データフラッシュ専用）

データフラッシュライトプロテクト違反の内容説明変更

0.20 2010.4.26 1. 概要

34 表1.1 仕様概要（1/5） データフラッシュのデータROM容量　記載変更

36 表1.1 仕様概要（3/5） 汎用PWMタイマ（GPT）　説明変更

36 表1.1 仕様概要（3/5） シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIb）　略称変更

38 表1.1 仕様概要（5/5） 動作周囲温度　－20～＋85℃削除

－ 表1.3 製品一覧表（民生用途向け）　削除

40 表1.4 製品一覧表　用途説明およびPOR/LVD機能の説明削除

41 図1.1 型名とメモリサイズ・パッケージ　用途説明およびPOR/LVD機能の説明削除

4. アドレス空間

103 図4.1 メモリマップ（RX62Tグループ）　アドレス値変更　（誤）0010 2000h（正）0010 
8000h

5. I/Oレジスタ

114 表5.1 I/Oレジスタアドレス一覧（9/19）　A/Dサンプリングステートレジスタ追加

124 表5.1 I/Oレジスタアドレス一覧（19/19） DFLREレジスタ名称変更、DFLRE1レジスタ追加

DFLWEレジスタ名称変更、DFLWE1レジスタ追加

135 表5.2 I/Oレジスタビット一覧（11/27）　S12ADA0/1のADSSTRレジスタのビット構成追加

151 表5.2 I/Oレジスタビット一覧（27/27）　DFLRE1レジスタのビット構成追加

151 表5.2 I/Oレジスタビット一覧（27/27）　DFLWE1レジスタのビット構成追加

8. クロック発生回路

168 図8.1 クロック発生回路のブロック図　EXTAL×8の周辺モジュールクロックへの接続削除

170 8.2.1 システムクロックコントロールレジスタ（SCKCR）　b11-b8のPCK[3:0]ビット0000b
設定削除

177 図8.6 PLL回路の外付け推奨回路　Rpの抵抗値削除

9. 消費電力低減機能

185 9.2.2 モジュールストップコントロールレジスタA（MSTPCRA）　b27、b29予約ビットの説

明変更

17.汎用PWMタイマ（GPT）

678 表17.1 GPTの仕様　変更

680 表17.2 GPTの機能一覧　変更

681 17.1 GPTのブロック図　変更

682 表17.3 GPTの入出力端子　GTETRG端子を入力に変更

Rev. 発行日
改訂内容

ページ ポイント
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0.20 2010.4.26 683-723 17.2 レジスタの説明　ビット名およびビット説明を追加、変更、削除

703-704 表17.5  GTIOA[5:0]ビット（ GTIOB[5:0]ビット）の設定　差し替え

－ 図17.2 SOS[1:0]ビットの状態遷移　削除

724-785 17.3 動作説明から図17.68 非対称三角波3相相補PWM出力例　追加、変更、削除

786 17.4.1 割り込み要因と優先順位　差し替え

787 表17.6 GPTの割り込み要因　差し替え

790 17.4.3 割り込み、A/D変換要求の間引き機能　差し替え、図追加

794 17.5 A/D変換開始要求　説明差し替え

795 図17.76 A/D変換開始要求タイミング動作設定例　差し替え

796-798 17.6 LOCOカウント機能　説明および図の差し替え

799 17.7.1 レジスタの書き込み保護　説明差し替え

799 17.7.2 バッファ動作の抑止　説明および図の差し替え

－ 17.7.4 デッドタイムの確保

801-805 17.7.4 GTIOC端子出力の出力保護機能　説明および図の差し替え

806 17.8.2 動作中の異常などによる端子の初期化　説明差し替え

807 17.9 使用上の注意事項　差し替え

27. 12ビットA/D変換器（S12ADA）

1181 表27.4 12ビットA/D変換器のレジスタ一覧　ユニット0、1にADSSTRレジスタ追加

1206 27.2.13 A/Dサンプリングステートレジスタ（ADSSTR）　追加

1214 27.3.3 アナログ入力のサンプリングとA/D変換時間　説明変更

1215 表27.8 ADSSTRレジスタの設定例　追加

1215 表27.9 A/D変換時間　変更

30. ROM（コード格納用フラッシュメモリ）

1253 概要説明変更　（誤）8Kバイト　（正） 大32Kバイト

1254 図30.1 ROMのブロック図　データマットの説明変更

1312 表30.12 問い合わせ設定ホストコマンド　ステータス問い合わせのホストコマンド名変更

1328 30.9.7（7）ユーザマットブランクチェックエラーレスポンスの説明変更

31. データフラッシュ（データ格納用フラッシュメモリ）

1332 概要説明変更　（誤）8Kバイト　（正） 大32Kバイト

1332 表31.1 データフラッシュの仕様　メモリ空間、書き込み／消去単位、プロテクト機能の説明

変更

注記追加

1333 図31.1 データフラッシュのブロック図　データマット、レジスタの説明変更

1334 表31.3 データフラッシュ関連のレジスタ一覧　変更

1339 31.2.4 データフラッシュ読み出し許可レジスタ0（DFLRE0）　変更

1340 31.2.5 データフラッシュ読み出し許可レジスタ1（DFLRE1）　追加

1341 31.2.6 データフラッシュ書き込み／消去許可レジスタ0（DFLWE0）　変更

1342 31.2.7 データフラッシュ書き込み／消去許可レジスタ1（DFLWE1）　追加

1344 31.2.9 データフラッシュブランクチェック制御レジスタ（DFLBCCNT）　ビット変更

1346 図31.2 データフラッシュのデータマット構成　変更

1346 図31.3 データマットのブロック分割

1361 31.9（2）その他の注意事項　説明追記
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0.50 2010.9.7 全頁 モジュール名変更

A/D変換器、D/A変換器 ⇒ A/Dコンバータ、D/Aコンバータ

全頁 予約ビットの記述変更

詳細は「このマニュアルの使い方」の「2. レジスタの表記」を参照してください

全頁 オンチップエミュレータ端子名変更　TRSYNC# ⇒ TRSYNC

全頁 内部発振の名称変更　低速オンチップオシレータ ⇒ IWDT専用低速オンチップオシレータ

1. 概要

34 表1.1 仕様概要（1/5）ROM、リセット　説明変更

35 表1.1 仕様概要（2/5）MTU3　説明変更

36 表1.1 仕様概要（3/5）GPT、IWDT、CAN、LIN　説明変更

37 表1.1 仕様概要（4/5）S12ADA　説明変更

39 表1.2 RX62Tグループ機能比較表　注記変更

58～61 表1.8 端子機能一覧 　機能説明にピン数別の注記を追加

2. CPU

62 冒頭説明変更

62 2.1 特長　説明変更

63 図2.1 CPUレジスタセットの注1　変更

65 2.2.2.2 割り込みテーブルレジスタ（INTB）　説明追記

65 2.2.2.3 プログラムカウンタ（PC）　リセット後の値　変更

68 2.2.2.5 バックアップPC（BPC）　説明変更

68 2.2.2.6 バックアップPSW（BPSW）　説明変更

69～71 2.2.2.8 浮動小数点ステータスワード（FPSW）　ビット表、注1、ビット説明の変更

73 2.3 プロセッサモード　説明変更

73 2.3.4 プロセッサモード間の移行　説明変更

74 2.4.2 浮動小数点数　説明変更

76 2.5.1 エンディアンの切り替え　説明変更

79 2.5.3 I/Oレジスタアクセスの注意事項　説明変更

82 2.6.2 可変ベクタテーブル　説明変更

83 2.7.1 RMPA 命令、ストリング操作命令のデータプリフェッチ　説明変更

86 表2.13 単一マイクロオペレーションに変換される命令　変更

88 2.8.2.2 複数のマイクロオペレーションに変換される命令とパイプライン処理　説明削除

88 表2.14 複数マイクロオペレーションに変換される命令 (1 / 2)　変更

91 2.8.2.3 パイプラインの基本動作　説明削除

93 2.8.4 割り込み応答サイクル数　説明変更

93 表2.15 割り込み応答サイクル数　変更

3. MCU動作モード

94 3.1 動作モードの種類と選択　説明変更

96 3.2.2 モードステータスレジスタ（MDSR）　ビット表、説明　変更

98 3.2.4 システムコントロールレジスタ1（SYSCR1）　ビット表、説明　変更

99 図3.1 MD1、MD0 端子の設定と動作モード　変更

100 図3.2 ROMEビット、EXBEビットの設定と動作モード　変更

4. アドレス空間

101 図4.1 各動作モードのメモリマップ　変更

5. I/O レジスタ

103 (4) I/O レジスタアクセスサイクル数　追加
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0.50 2010.9.7 104～132 表5.1 I/Oレジスタアドレス一覧　変更、アクセスステート数一部追記

132 注記追加

133～159 表5.2 レジスタビット一覧　変更

159 注記追加

6. リセット

160 表6.1 リセットの名称と要因　変更

161 図6.1 リセット回路のブロック図　説明変更

164 6.3.1 端子リセット　説明変更

165 6.3.4 ディープソフトウェアスタンバイリセット　説明変更

165 6.3.6 ウォッチドッグタイマリセット　説明変更

166 図6.3 リセット発生要因判定フロー例　変更

166 6.5 使用上の注意事項　追加

7. 電圧検出回路（LVD）

168 7.2.2 低電圧検出コントロールレジスタ用キーコードレジスタ（LVDKEYR）　変更

169 7.2.3 低電圧検出コントロールレジスタ（LVDCR）　変更

170 表7.3 LVDCRレジスタの設定と電圧検出回路の状態　追加

173 7.3.2 電圧監視割り込み　説明変更

174 図7.4 電圧監視割り込みのタイミング図（LVD2割り込み選択／LVD1リセット選択）　変更

175 図7.5 電圧監視割り込みの設定手順例　変更

175 7.3.3 電圧検出回路によるディープソフトウェアスタンバイモードの解除　説明変更

8. クロック発生回路

176 表8.1 クロック発生回路の仕様　変更、注記追加

176 図8.1 クロック発生回路のブロック図　変更

176 表8.2 クロック発生回路の入出力端子　変更

181 図8.4 外部クロックの接続例　変更

181 8.4 IWDT専用低速オンチップオシレータ　タイトルおよび説明変更

181 8.8 分周器　説明変更

182 8.9.1 システムクロック（ICLK）　説明変更

182 8.9.2 周辺モジュールクロック（PCLK）　説明変更

182 8.9.3 オンチップオシレータクロック（OCOCLK）　説明変更

183 8.10.1 発振停止検出と検出後の動作　説明変更

184 8.11.1 クロック発生回路に関する注意事項　説明変更

185 8.11.3 ボード設計上の注意　説明変更

9. 消費電力低減機能

186 表9.1 消費電力低減機能の仕様　変更

187 表9.2 各モードにおける移行および解除方法と動作状態　変更

188 図9.1 モード遷移　説明変更

189 表9.3 消費電力低減機能関連のレジスタ一覧　モジュールストップコントロールレジスタA
　変更

190,191 9.2.1 スタンバイコントロールレジスタ（SBYCR）　ビット表および説明の変更

192,193 9.2.2 モジュールストップコントロールレジスタA（MSTPCRA）　変更

194 9.2.3 モジュールストップコントロールレジスタB（MSTPCRB）　変更

196 9.2.5 ディープスタンバイコントロールレジスタ（DPSBYCR）　変更

198 9.2.7 ディープスタンバイインタラプトイネーブルレジスタ（DPSIER）　変更

200 9.2.9 ディープスタンバイインタラプトエッジレジスタ（DPSIEGR）　説明変更

201 9.2.10 リセットステータスレジスタ（RSTSR）　説明変更
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0.50 2010.9.7 203 9.2.11 ディープスタンバイバックアップレジスタ（DPSBKRy）（y = 0 ～ 31）

ビット図および説明変更

204 9.4 モジュールストップ機能　説明変更

205 9.5.1.2 スリープモードの解除　説明変更

206 9.5.2.1 全モジュールクロックストップモードへの移行　タイトルおよび説明変更

207 9.5.3.2 ソフトウェアスタンバイモードの解除　変更

209 9.5.3.4 ソフトウェアスタンバイモードの応用例　変更

211 9.5.4.2 ディープソフトウェアスタンバイモードの解除　変更

212 9.5.4.3 ディープソフトウェアスタンバイモード解除時の端子状態　変更

215 図9.4 ディープソフトウェアスタンバイモードのフローチャート例　変更

216 9.6.1 I/O ポートの状態　変更

216 9.6.3 内蔵周辺モジュールの割り込み　変更

216 9.6.7 WAIT 命令の実行タイミング　変更

10. 例外処理

217 10.1 例外事象　変更

217 図10.1 例外事象の種類　タイトル変更

218 10.1.1 未定義命令例外　変更

218 10.1.2 特権命令例外　変更

218 10.1.4 リセット　変更

218 10.1.5 ノンマスカブル割り込み　変更

218 10.1.6 割り込み　変更

219,220 10.2 例外の処理手順　説明変更

219 図10.2 例外処理手順の概要　変更

221 10.3 例外事象の受け付け　説明変更

221 表10.1 受け付けタイミングと保存されるPC値　変更

221 10.3.2 ベクタとPC、PSW の退避場　説明変更

221 表10.2 ベクタとPC、PSWの退避場所　タイトルおよび表変更

222 10.4 例外の受け付け／復帰時のハードウェア処理　説明変更

223 10.5 ハードウェア前処理　変更

223 10.5.1 未定義命令例外 (2)、(5)　変更

223 10.5.2 特権命令例外 (2)、(5)　変更

224 10.5.5 ノンマスカブル割り込み (2)、(3)、(4)、(6)　変更

224 10.5.6 割り込み (2)～ (6)　変更

224 10.5.7 無条件トラップ (5)　変更

225 10.6 例外処理ルーチンからの復帰　変更

11. 割り込みコントローラ（ICUa）

226 表11.1 割り込みコントローラの仕様　変更

234 11.2.1 割り込み要求レジスタ i（IRi）（ i = 割り込みベクタ番号）

ビット表、注記変更

235 (1)エッジ検出の場合【“1”になる条件】　説明追加

237 11.2.3 割り込み要因プライオリティレジスタm（IPRm）（m= 00h~90h）

ビット表および説明変更

238 11.2.4 高速割り込み設定レジスタ（FIR）　説明変更

239 11.2.5 ソフトウェア割り込み起動レジスタ（SWINTR）　ビット表および説明変更

242 11.2.8 IRQ コントロールレジスタn（IRQCRn）（n =0 ～ 15）　変更

244 11.2.10 ノンマスカブル割り込みクリアレジスタ（NMICLR）　変更
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0.50 2010.9.7 246 11.3.1 割り込みのベクタテーブル　変更

246,250 表11.4 割り込みのベクタテーブル　CMT、POE3の名称変更

252 11.3.2 高速割り込みのベクタテーブル　変更

253,254 11.4.1.1 エッジ検出の割り込みステータスフラグ　変更

253 図11.2 エッジ検出の IRi.IRフラグの動作　変更

254 図11.3 IRi.IRフラグの再セットのタイミング　変更

254 図11.4 割り込み要求の禁止と IRi.IRフラグの関係　変更

255 11.4.1.2 レベル検出の割り込みステータスフラグ　変更

255 図11.5 レベル検出時の IRi.IRフラグの動作　変更

255 図11.6 レベル検出時割り込みの処理手順　追加

256 11.4.3 割り込み要求先の選択 (1) DTC起動　変更

256 表11.5 DTC起動時の動作　内容変更、注記追加

257 11.4.5 高速割り込み　説明変更

258 11.5 ノンマスカブル割り込みの動作説明　説明変更

260 11.7 使用上の注意事項　項目追加

260 11.7.1 DTC転送を使用した通信動作の注意事項　追加

260 （1）DTC転送を使用した通信動作の転送要求消失条件　追加

260 表11.6 注意が必要なDTC機能の組み合わせ　追加

260 （2）DTCをDISEL=1で使用する場合　追加

261 （3）ソフトウェア回避策（SCI、RIIC、RSPI）のフローチャート　追加

12. バス

264 12.2.1 CPUバス　説明変更

264 12.2.3 内部メインバス　説明変更

265 表12.4 内部周辺バスに接続される周辺機能　変更

265 12.2.5 並列動作　変更

265 図12.2 並列動作の例　変更

270 表12.6 発生するバスエラーの種類　内容変更、注記追加

13. データトランスファコントローラ（DTC）

271 表13.1 DTCの仕様　変更

273 13.2 レジスタの説明　説明変更

273 表13.2 DTCのレジスタ一覧　変更

274 13.2.1 DTCモードレジスタA（MRA）　ビット表、説明変更

275 13.2.2 DTCモードレジスタB（MRB）　ビット表、説明変更

277 13.2.3 DTC転送元アドレスレジスタ（SAR）　レジスタ名および説明変更

277 13.2.4 DTC転送先アドレスレジスタ（DAR）　レジスタ名および説明変更

278 13.2.5 DTC転送カウントレジスタA（CRA）　説明変更

279 13.2.6 DTC転送カウントレジスタB（CRB）　説明変更

280 13.2.8 DTCベクタベースレジスタ（DTCVBR）　説明変更

281 13.2.10 DTCモジュール起動レジスタ（DTCST）　説明変更

282 13.2.11 DTCステータスレジスタ（DTCSTS）　説明変更

283 13.3 起動要因　説明変更

283 13.3.1 転送情報の配置とDTCベクタテーブル　変更

283 図13.2 DTCベクタテーブルと転送情報の対応　変更

286 表13.3 割り込み要因とDTCベクタアドレスおよび ICU.DTCERnレジスタの対応　注記変更

287 13.4 動作説明　説明変更

287 表13.4 DTCの転送モード　内容および注記変更

Rev. 発行日
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0.50 2010.9.7 288 図13.4 DTC 動作フローチャート　変更

289 表13.5 チェーン転送の条件　内容および注記変更

292 表13.7 ノーマル転送モードのレジスタ機能　表および注記変更

293 表13.8 リピート転送モードのレジスタ機能　表および注記変更

294 13.4.5 ブロック転送モード　説明変更

294 表13.9 ブロック転送モードのレジスタ機能　変更

295 13.4.6 チェーン転送　変更

295 図13.8 チェーン転送の動作　変更

296 図13.9 DTC 動作タイミング例（1）（ショートアドレスモード、ノーマル転送モード、リ

ピート転送モードの場合）　変更

296 図13.10 DTC 動作タイミング例（2）（ショートアドレスモード、ブロック転送モード、ブ

ロックサイズ = 4 の場合）　タイトルおよび図変更

297 図13.11 DTC 動作タイミング例（3）（ショートアドレスモード、チェーン転送の場合）　タ

イトルおよび図変更

297 図13.12 DTC 動作タイミング例（4）（フルアドレスモード、ノーマル転送モード、リピート

転送モードの場合）　タイトルおよび図変更

298 図13.13 転送情報スキップ時の動作例　移動

299 13.4.8 DTC の実行サイクル　説明変更

299 表13.10 DTCの実行サイクル　変更

299 13.4.9 DTC のバス権解放タイミング　説明変更

300 13.5 DTCの設定手順　説明変更

300 図13.14 DTCの設定手順　変更

301 13.6.1 ノーマル転送 (1) 転送情報の設定　説明変更

303 13.7 割り込み要因　説明変更

303 13.8 消費電力低減機能　変更

303 (1) モジュールストップ機能～ (3) ソフトウェアスタンバイモード、ディープソフトウェアス

タンバイモード　タイトルおよび説明変更

303 (4)低消費電力低減機能における注意事項　追加

304 13.9.1 転送情報先頭アドレス　タイトルおよび説明変更

305 13.9.4 DTCの起動要因に通信機能の割り込みを指定する場合　追加

14. I/O ポート

309 表14.2 ポート機能一覧（112ピンLQFP）(3 / 3)　PG0出力端子名変更

322 14.1.2.11 ポートファンクションレジスタＧ（PFGSPI）　ビット表および説明修正

335 表14.9 ポート機能一覧 (2 / 3)（100ピンLQFP）　PB5出力端子名変更

348 14.2.2.10 ポートファンクションレジスタG（PFGSPI）　ビット表および説明の変更

374 14.3.2.9 ポートファンクションレジスタG（PFGSPI）　ビット説明変更

395 14.4.2.7 ポートファンクションレジスタG（PFGSPI）　ビット表の変更

405 14.5.3 出力許可設定の切り替えについて　追加

15. マルチファンクションタイマパルスユニット3（MTU3）

406～636 0出力 ⇒ Low出力、1出力 ⇒ High出力に変更

406 表15.1 MTU3の仕様　変更

407 表15.2 MTU3の機能一覧（ユニット1） (1 / 2) 　コンペアマッチ出力変更

423 15.2.2 タイマモードレジスタ1（TMDR1）　ビット説明変更

460,461 15.2.15 タイマカウンタシンクロスタートレジスタ（TCSYSTR）　注記およびビット説明変

更

463,464 15.2.17 タイマアウトプットマスタイネーブルレジスタ（TOER）　ビット説明変更

476 15.2.28 タイマ波形コントロールレジスタ（TWCRA、TWCRB）　b1変更
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0.50 2010.9.7 512 表15.61 各PWM出力のレジスタと出力端子　タイトル変更

515 図15.29 PWMモード動作例（デューティ 0％、デューティ 100％のPWM波形を出力する例

説明変更

543 15.3.8 (k) 相補PWMモードのデューティ 0％、100％出力　説明変更

581 15.4.1 割り込み要因と優先順位　説明変更

583 15.4.2 DTCの起動　説明変更

16. ポートアウトプットイネーブル3（POE3）

641 16.2.1 入力レベルコントロール／ステータスレジスタ1（ICSR1）

ビット表および説明の変更

651 16.2.9 ソフトウェアポートアウトプットイネーブルレジスタ（SPOER）

ビット説明変更

656,657 16.2.13 ポートアウトプットイネーブルコントロールレジスタ4（POECR4）

ビット説明変更

658 16.2.14 ポートアウトプットイネーブルコントロールレジスタ5（POECR5）

ビット説明変更

659,660 16.2.15 ポートアウトプットイネーブルコントロールレジスタ6（POECR6）

ビット説明変更

17. 汎用PWMタイマ（GPT）

670 表17.1 GPTの仕様　変更

681,682 17.2.4 汎用PWMタイマハードウェアスタート要因セレクトレジスタ（GTHSSR）　注記追

加

686 17.2.8汎用PWMタイマ外部トリガ入力割り込みレジスタ（GTETINT）　ビット表変更

688 17.2.10 LOCOカウントコントロールレジスタ（LCCR）　ビット表変更

708 17.2.22 汎用PWMタイマステータスレジスタ（GTST）　DTEFフラグの説明変更

716 17.3.1.1（1）周期カウント動作（アップカウント時）　タイトル変更

716 図17.2 周期カウント動作例（アップカウント時）　タイトル変更

717 図17.3 周期カウント動作設定例（アップカウント時）タイトル変更

718 （2）周期カウント動作（ダウンカウント時）　タイトルおよび説明変更

718 図17.4 周期カウント動作例（ダウンカウント時）　タイトル変更

719 図17.5 周期カウント動作設定例（ダウンカウント時）　タイトル変更

721～771 各設定例の図　「カウント方向」⇒「カウント方向（アップダウン）　に変更

751 図17.41 デッドタイム自動設定機能の設定例（のこぎり波ワンショットパルスモード、三角

波PWMモード3時）　内容変更

778 17.4.1 割り込み要因と優先順位　説明変更

782 17.4.2 DTCの起動　説明変更

800 17.9.3 タイマの安全な停止方法　追加

18. コンペアマッチタイマ（CMT）

801 表18.1 CMTの仕様　変更

801 図18.1 CMT（ユニット0）のブロック図　変更

805 18.2.3 コンペアマッチタイマコントロールレジスタ（CMCR）　ビット表および説明変更

806 18.2.4 コンペアマッチタイマカウンタ（CMCNT）　説明変更

806 18.2.5 コンペアマッチタイマコンスタントレジスタ（CMCOR）　説明変更

807 18.3.1 周期カウント動作　説明変更

807 18.3.2 CMCNTカウンタのカウントタイミング　説明変更

807 図18.3 CMCNTカウンタのカウントタイミング　変更

808 18.4.1 割り込み要因　説明変更
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0.50 2010.9.7 808 18.4.2 コンペアマッチ割り込みの発生タイミング　説明変更

808 図18.4 コンペマッチ割り込みのフラグが“1”になるタイミング　図の変更

809 18.5.2 コンペアマッチタイマカウンタ（CMCNT）への書き込みとコンペアマッチの競合　

変更

809 18.5.3 コンペアマッチタイマカウンタ（CMCNT）への書き込みとカウントアップの競合　

変更

809 図18.6 CMCNT カウンタへの書き込みとカウントアップの競合　変更

810 18.5.4 コンペアマッチタイマコントロールレジスタ（CMCR）書き替え時の注意事項　追加

810 18.5.5 コンペアマッチタイマカウンタ（CMCNT）とコンペアマッチコンスタントレジスタ

（CMCOR）の注意事項　追加

19. ウォッチドッグタイマ（WDT）

811 冒頭説明　変更

811 表19.1 WDTの仕様　変更

813 19.2.1 タイマカウンタ（TCNT）　説明変更

815 19.2.3 リセットコントロール／ステータスレジスタ（RSTCSR）　説明変更

816 19.2.4 ライトウィンドウA レジスタ（WINA）　説明変更

816 19.2.5 ライトウィンドウB レジスタ（WINB）　説明変更

817 19.3.1 ウォッチドッグタイマモード　説明変更

817 図19.2 ウォッチドッグタイマモード時の動作　変更

818 19.3.2 インターバルタイマモード　説明変更

819 19.4 割り込み要因　説明変更

820 19.5.1 レジスタアクセス時の注意　説明変更

821 19.5.2 タイマカウンタ（TCNT）への書き込みとカウントアップの競合　説明変更

821 19.5.3 CKS[2:0] ビットの書き換え　説明変更

822 19.5.4 ウォッチドッグタイマモードとインターバルタイマモードの切り替え　説明変更

822 19.5.5 ウォッチドッグタイマモードでの内部リセット　説明変更

822 19.5.6 WDTOVF# 信号によるシステムのリセット　説明変更

822 19.5.7 ウォッチドッグタイマモードとソフトウェアスタンバイモードへの移行

タイトルおよび説明の変更

20. 独立ウォッチドッグタイマ（IWDT）

823 冒頭説明　注記変更

824 20.2.1 IWDT リフレッシュレジスタ（IWDTRR）　ビット図および説明変更

825,826 20.2.2 IWDT コントロールレジスタ（IWDTCR）　ビット図および説明の変更

831 20.4.1 消費電力低減機能への遷移における制限事項　説明変更

21. シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIa）

832 表21.1 SCIの仕様　変更

834 表21.3 SCIのレジスタ一覧　SSRのリセット後の値を変更

835 21.2.2 レシーブデータレジスタ（RDR）　説明変更

835 21.2.3 トランスミットデータレジスタ（TDR）　説明変更

835 21.2.4 トランスミットシフトレジスタ（TSR）　説明変更

836～839 21.2.5 シリアルモードレジスタ（SMR）　説明、ビット表、注記の変更

840～843 21.2.6 シリアルコントロールレジスタ（SCR）　説明、ビット表、注記の変更

844～849 21.2.7 シリアルステータスレジスタ（SSR）　ビット図および説明変更

850 21.2.8 スマートカードモードレジスタ（SCMR）　ビット表および説明の変更

857 21.2.10 シリアル拡張モードレジスタ（SEMR）　ビット表および説明の変更

860 21.3.2 調歩同期式モードの受信データサンプリングタイミングと受信マージン　説明変更

862 図21.5 SCIの初期化フローチャートの例（調歩同期式モード）　変更
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0.50 2010.9.7 863 21.3.5 シリアルデータの送信（調歩同期式モード）　説明変更

863 図21.6 調歩同期式モードのシリアル送信時の動作例（8 ビットデータ／パリティあり／1ス
トップビットの例）　変更

864 図21.7 調歩同期式モードのシリアル送信のフローチャート例　変更

865 図21.8 調歩同期式モードのシリアル受信時の動作例（8ビットデータ／パリティあり／1ス
トップビット）　変更

866 図21.9 調歩同期式モードのシリアル受信のフローチャート例（1）　変更

867 図21.10 調歩同期式モードのシリアル受信のフローチャート例（2）　変更

868 21.4 マルチプロセッサ通信機能　説明変更

869 図21.12 マルチプロセッサシリアル送信のフローチャートの例　変更

870 21.4.2 マルチプロセッサシリアルデータ受信　説明変更

870 図21.13 SCI の受信時の動作例（8ビットデータ／マルチプロセッサビットあり／1ストップ

ビットの例）　変更

871 図21.14 マルチプロセッサシリアル受信のフローチャートの例（1）　変更

872 図21.15 マルチプロセッサシリアル受信のフローチャートの例（2）　変更

875 21.5.3 シリアルデータの送信（クロック同期式モード）　説明変更

877 図21.20 クロック同期式モードのシリアル受信時の動作例　変更

879 21.5.5 シリアルデータの全二重動作（クロック同期式モード）　説明変更

879 図21.22 クロック同期式モードのシリアル送受信同時動作のフローチャート例　変更

880 21.6.1 接続例　説明変更

882 21.6.2 データフォーマット（ブロック転送モード時を除く）　説明変更

883 21.6.3 ブロック転送モード　説明変更

883 21.6.4 受信データサンプリングタイミングと受信マージン　説明変更

886 21.6.6 シリアルデータの送信（ブロック転送モードを除く）　説明変更

889 21.6.7 シリアルの受信（ブロック転送モードを除く）　説明変更

890 21.6.8 クロック出力制御　説明変更

890 図21.33 クロック出力停止タイミング　タイトル変更

893 21.8.1 シリアルコミュニケーションインタフェースモードにおける割り込み　説明変更

894 21.8.2 スマートカードインタフェースモードにおける割り込み　説明変更

895 21.9.2 ブレークの検出と処理について　説明変更

895 21.9.3 マーク状態とブレークの送出　説明変更

895 21.9.5 TDRへの書き込みについて　タイトルおよび説明の変更

895 21.9.6 クロック同期送信時の制約事項　変更

896 21.9.8 低消費電力状態時の動作について (1) 送信、(2) 受信　説明変更

897 図21.36 送信時のソフトウェアスタンバイモード移行フローチャートの例　変更

898 図21.37 ソフトウェアスタンバイモード移行時のポートの端子状態（内部クロック、調歩同

期送信）　変更

898 図21.38 ソフトウェアスタンバイモード移行時のポートの端子状態（内部クロック、クロッ

ク同期送信）　変更

899 図21.39 受信時のソフトウェアスタンバイモード移行フローチャートの例　変更

899 21.9.9 クロック同期式モード外部クロック入力　説明変更

22. CRC演算器（CRC）

901 22.2.1 CRC コントロールレジスタ（CRCCR）　ビット表および説明の変更

23. I2Cバスインタフェース（RIIC）

907～985 用語の変更

開始条件⇒スタートコンディション、再開始条件⇒リスタートコンディション、

停止条件⇒ストップコンディション
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0.50 2010.9.7 907 表23.1 RIICの仕様　変更

911～913 23.2.1 I2Cバスコントロールレジスタ1（ICCR1）　ビット表、説明、注記の変更

914～917 23.2.2 I2Cバスコントロールレジスタ2（ICCR2）　ビット表、説明、注記の変更

919,920 23.2.4 I2Cバスモードレジスタ2（ICMR2）　ビット表、説明、注記の変更

921 23.2.5 I2Cバスモードレジスタ3（ICMR3）　ビット表、説明、注記の変更

923,924 23.2.6 I2Cバスファンクションイネーブルレジスタ（ICFER）　ビット表および説明の変更

926,927 23.2.7 I2Cバスステータスイネーブルレジスタ（ICSER）　ビット表および説明の変更

928,929 23.2.8 I2Cバスインタラプトイネーブルレジスタ（ICIER）　ビット表および説明の変更

930～932 23.2.9 I2Cバスステータスレジスタ1（ICSR1）　ビット表、説明、注記の変更

933～936 23.2.10 I2Cバスステータスレジスタ2（ICSR2）　ビット表、説明、注記の変更

937 23.2.11 スレーブアドレスレジスタLm（SARLy）（m= 0 ～ 2）　ビット表および説明の変更

938 23.2.12 スレーブアドレスレジスタUy（SARUy）（y= 0 ～ 2）　ビット表および説明の変更

939 23.2.13 I2Cバスビットレートローレベルレジスタ（ICBRL）　ビット表および説明の変更

940 23.2.14 I2Cバスビットレートハイレベルレジスタ（ICBRH）　ビット表、説明、注記の変更

945 23.3.3 マスタ送信動作　説明変更

949,950 23.3.4 マスタ受信動作　説明変更

951 図23.10 マスタ受信のフローチャート例（7 ビットアドレスフォーマットの場合）　変更

954 23.3.5 スレーブ送信動作　説明変更

955 図23.14 スレーブ送信のフローチャート例　変更

957 23.3.6 スレーブ受信動作　説明変更

959 23.4 SCL 同期回路　説明変更

961 23.6 デジタルノイズフィルタ回路　説明変更

961 図23.22 デジタルノイズフィルタ回路のブロック図　変更

962 23.7 アドレス一致検出機能　説明変更

962 23.7.1 スレーブアドレス一致検出機能　説明変更

964 23.7.2 ジェネラルコールアドレス検出機能　タイトルおよび説明変更

965 23.7.3 デバイス IDアドレス検出機能　説明変更

967 23.7.4 ホストアドレス検出機能　説明変更

968 23.8.1 送信データ誤送信防止機能　説明変更

969 23.8.2 NACK 受信転送中断機能　説明変更

970 図23.31 受信モードの自動Low ホールド動作（RDRFS、WAIT ビット）　変更

971 23.9.1 マスタアービトレーションロスト検出機能（MALE ビット）　説明変更

972 図23.33 スタートコンディション発行時のアービトレーションロスト（MALE=1 のとき）

変更

973,974 23.9.2 NACK送信アービトレーションロスト検出機能（NALE ビット）　説明変更

974 23.9.3 スレーブアービトレーションロスト検出機能（SALE ビット）　説明変更

975 図23.36 スタートコンディション / リスタートコンディション発行動作タイミング（ST、RS
ビット）　変更

976 図23.37 ストップコンディション発行動作タイミング（SP ビット）　変更

977 23.11 バスハングアップ　説明変更

977 23.11.1 タイムアウト検出機能　説明変更

978 図 23.38 タイムアウト検出機能（TMOE、TMOS、TMOH、TMOLビット）　変更

978,979 23.11.2 SCL クロック追加出力機能　説明変更

979 図 23.39 SCLクロック追加出力機能（CLOビット）　変更

979 23.11.3 RIIC/内部リセット　説明変更

980 23.12 SMBus動作　説明変更
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0.50 2010.9.7 980 23.12.1 SMBusタイムアウト測定　変更

982 23.12.3 SMBusホスト通知プロトコル /Notify ARP master　説明変更

983 23.13 割り込み要因　説明変更

983 表23.7 割り込み要因　変更

－ 23.15.3 送信アクノリッジビットへの書き込みと出力タイミングについて　削除

－ 23.15.4 マスタ送信時のストップコンディション発行要求と送信データ書き込みタイミング

の制約事項　削除

24. CANモジュール（CAN）

990～1032 CANのレジスタに8ビット単位でアドレスを記載

986 表24.1 CANモジュールの仕様　変更

990～993 24.2.1 CAN0 制御レジスタ（C0CTLR）　ビット図、ビット表、注3、説明の変更

996 24.2.3 CAN0 マスクレジスタ i（C0MKRi）（i = 0 ～ 7）　ビット図およびビット表の変更

997 24.2.4 CAN0 FIFO 受信 ID 比較レジスタ0、1（C0FIDCR0、C0FIDCR1）

ビット図、ビット表、注1の変更

1001～1003 24.2.6 CAN0 メールボックスレジスタ j（C0MBj）（j = 0 ～ 31）　ビット図の変更

1004,1005 24.2.7 CAN0 メールボックス割り込み許可レジスタ（C0MIER）

ビット図、ビット表、説明の変更

1006

24.2.8 CAN0 メッセージ制御レジスタ j（C0MCTLj）（j = 0 ～ 31）

ビット表変更

1029 表24.8 C0CTLR.BOM[1:0]ビットの設定によるBOEIF、BORIFフラグの動作　変更

1035 図24.9 CAN動作モード間の移行　変更

1036 24.3.1 CANリセットモード　説明変更

1037 24.3.2 CAN Halt モード　説明変更

1037 表24.9 CANリセットモードとCAN Haltモードでの動作　表および注の変更

1038 24.3.3 CANスリープモード　説明変更

1038 24.3.4 CANオペレーションモード（バスオフ状態以外）　説明変更

1039 24.3.5 CANオペレーションモード（バスオフ状態）　説明変更

25. ルネサスペリフェラルインタフェース（RSPI）

1054 表25.3 RSPIのレジスタ一覧　SPSRのリセット後の値変更

1058 25.2.3 RSPI端子制御レジスタ（SPPCR）　説明の変更

1059～1061 25.2.4 RSPI ステータスレジスタ（SPSR）　ビット図、ビット表および説明の変更

1062 25.2.5 RSPI データレジスタ（SPDR）　ビット図およびビット説明変更

1065 表25.4 SPBRレジスタ、BRDV[1:0]ビットの設定値とビットレート　注1変更

1066,1067 25.2.9 RSPI データコントロールレジスタ（SPDCR）　説明の変更

1069 25.2.10 RSPI クロック遅延レジスタ（SPCKD）　説明の変更

1073～1075 25.2.14 RSPI コマンドレジスタ0 ～ 7（SPCMD0 ～ SPCMD7）　説明の変更

1078 25.3.3.1 シングルマスタ／シングルスレーブ（本LSI ＝マスタ）　説明変更

1079 25.3.3.2 シングルマスタ／シングルスレーブ（本LSI ＝スレーブ）　説明変更

1082 25.3.3.5 マルチマスタ／マルチスレーブ（本LSI ＝マスタ）　説明変更

1103 25.3.9.1 SPE ビットのクリアによる初期化　説明変更

1122 図25.38 エラー処理（オーバランエラー）　変更

1123 図25.39 エラー処理（パリティエラー）　変更

1123 図25.40 エラー処理（モードフォルトエラー）　変更

1124 25.3.13 ループバックモード　説明変更

1126 25.4 使用上の注意事項　追加
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0.50 2010.9.7 26. LINモジュール（LIN）

1148 26.3 動作モード　説明変更

1149 26.3.1 LINリセットモード　説明変更

1161 表26.10 ステータスの種類　説明変更

1162 表26.11 エラーステータスの種類　説明変更

1164 26.11 割り込み　説明変更

1165 26.11 LINセルフテストモード　説明変更

1166 26.12.1 LINセルフテストモードへの移行

27. 12ビットA/Dコンバータ（S12AD）

1168 表27.1 A/Dコンバータの仕様　変更

1171 図27.1 A/Dコンバータのブロック図　変更

1174～1177 27.2.1 A/Dデータレジスタn（ADDRn）（n=0A、0B、1～3）、A/DデータレジスタDiag
（ADRD）

説明変更

1178 表27.5 アナログ入力チャネルとADDRnレジスタの対応　注記変更

1179,1180 27.2.2 A/Dコントロールレジスタ（ADCSR）　ビット表および説明の変更

1184 27.2.4 A/Dコントロール拡張レジスタ（ADCER）　説明変更

1186 27.2.5 A/D開始トリガ選択レジスタ（ADSTRGR）　説明変更

1200 27.3.2 1 1サイクルスキャンモード　説明変更

1202 図27.4　1サイクルスキャンモードの動作例（ADCER.SHBYP=1：チャネル専用サンプル＆

ホールド回路未使用時　タイトル変更

1203 27.3.2.2 連続スキャンモード　説明変更

1204 図27.6　連続スキャンモードの動作例（ADCER.SHBYP=1：チャネル専用サンプル＆ホー

ルド回路未使用時　タイトル変更

1206 27.3.3 アナログ入力のサンプリングとA/D変換時間　説明変更

1207 表27.9 スキャン変換時間　変更

1208 27.3.4 ADDRn、ADRDレジスタの自動クリア機能の使用例　説明変更

1209 27.3.5 ダブルデータレジスタの動作（ADDR0レジスタのみ）　タイトルおよび説明の変更

1209 図27.8 ダブルデータレジスタの動作例　タイトル変更

1212 27.3.8 外部トリガによるA/D変換の開始　説明変更

1212 27.3.9 周辺モジュールからのトリガによるA/D変換の開始　説明変更

1212 27.4.2 コンパレータ検出時の割り込み要求　追加

1214 27.5.4 ボード設計上の注意　説明変更

1217 27.5.10 低消費電力状態への遷移時の注意　説明変更

28. 10 ビットA/D コンバータ（ADa）

1218 表28.1 A/Dコンバータの仕様　変更

1220 図28.1 A/Dコンバータのブロック図　変更

1221 表28.4 A/Dコンバータのレジスタ一覧　ADDPRレジスタ名称の変更

1229 28.2.5 ADDRnフォーマット選択レジスタ（ADDPR）　説明変更

1230 28.2.6 A/D自己診断レジスタ（ADDIAGR）　説明変更

1232 28.3.1 シングルモード　説明変更

1233 28.3.2.1 連続スキャンモード　説明変更

1234 28.3.2.2 1 サイクルスキャンモード　説明変更

1235 28.3.3 入力サンプリングとA/D変換時間　説明変更

1235 図28.6 A/D 変換タイミング　変更

1237 28.3.4 外部トリガによるA/D変換の開始　タイトルおよび説明変更

1240 28.6.3 A/D変換再開時の注意事項　説明変更
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0.50 2010.9.7 1240 28.6.4 低消費電力状態への遷移時の注意　説明変更

1241 28.6.5 許容信号源インピーダンスについて　説明変更

1242 28.6.7 アナログ電源端子他の設定範囲　説明変更

30. ROM（コード格納用フラッシュメモリ）

1245 表30.1 ROMの仕様　変更

1250 30.2.2 フラッシュアクセスステータスレジスタ（FASTAT）　説明変更

1253～1255 30.2.5 フラッシュステータスレジスタ0（FSTATR0）　ビット表および説明変更

1257 30.2.7 フラッシュレディ割り込み許可レジスタ（FRDYIE）　ビット説明変更

1258 30.2.8 フラッシュ P/Eモードエントリレジスタ（FENTRYR）　説明変更

1265 30.2.14 周辺クロック通知レジスタ（PCKAR）　説明および注記の変更

1268 30.5 ROM関連の動作モード　説明変更

1270 30.6 ROMへの書き込み／消去　説明変更

1270 30.6.1 FCUのモード　説明変更

1271 30.6.1.1（2）データフラッシュ P/Eモード　説明変更

1272 30.6.1.2 ROM P/Eモード　説明変更

1274 表30.7 FCUコマンドのフォーマット　表および注記の変更

1275 30.6.3 FCUのモードとコマンドの関係　説明変更

1276 FCUコマンド使用方法　説明変更

1277 図30.7 ROMリードモード移行フロー　変更

1280 図30.11 書き込み／消去処理の概略フロー　変更

1282 (4) 周辺クロック通知コマンドの使用方法　説明変更

1286 30.6.4.2（6）消去方法　説明変更

1290 30.6.4.3（3）FCUの初期化の方法　説明変更

1291 図30.19 書き込み／消去のサスペンド方法　変更

1293 30.7 サスペンド動作　説明変更

1296 30.8.2 エラープロテクト　説明変更

1298 図30.24 ブートモード時のシステム構成　変更

1302 表30.11 ビットレート自動調整が可能な条件　変更

1319 30.9.7（8）リードロックビットステータス　記号説明変更

1322 30.12 使用上の注意事項(2) 書き込み／消去サスペンドによる中断、(8) 書き込み／消去中の

禁止事項　変更

1322 (7) 書き込み／消去の異常終了　追加

31. データフラッシュ（データ格納用フラッシュメモリ）

1323 表31.1 データフラッシュの仕様　変更

1334 31.2.8 フラッシュ P/E モードエントリレジスタ（FENTRYR）　説明変更

1339 31.6 データフラッシュへの書き込み／消去　タイトルおよび説明変更

1341 表31.5 FCUコマンド一覧（データフラッシュ関連）　変更

1342 31.6.3 FCU のモードとコマンドの関係　説明変更

1344 図31.5 データフラッシュの書き込み　変更

1346 図31.6 データフラッシュのブランクチェック　変更

1347 31.7.1 ソフトウェアプロテクト (3) DFLWEkレジスタによるプロテクト～ (4) DFLREkレジス

タによるプロテクト　説明変更

1348 31.7.2 エラープロテクト　説明変更

1352 31.9 使用上の注意事項　(2) その他の注意事項　変更

付録1.　各動作モードにおけるポートの状態

1354 表1.1 各動作モードにおけるポートの状態　タイトル変更
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1.00 2010.10.1 1. 概要

36、38
39

表1.1 仕様概要　I/Oポート、A/D変換器、動作周波数　説明変更

消費電流　削除

5. I/O レジスタ

120～134 表5.1 I/Oレジスタアドレス一覧　アクセスステート数変更、追記　注7.追加

8. クロック発生回路

187 図8.6 PLL 回路の外付け推奨回路　変更

13. データトランスファコントローラ（DTC）

276 13.2.1 DTC モードレジスタA（MRA）　ビット表の説明変更

286 図13.3 データ領域上の転送情報の配置　変更

14. I/O ポート

407 14.5.4 ポートレジスタ（PORT）を読むときの注意事項　項目追加

15. マルチファンクションタイマパルスユニット3（MTU3）

411 図15.1 MTU3のブロック図（チャネル0～4）　変更

434～437 表15.21 TIORH（MTU3_6）～表15.27 TIOR（MTU3_1）　変更

26. LIN モジュール（LIN）

1164 図26.13 LIN エラー検出の対象時間領域　変更

1856 27. 12 ビットA/D コンバータ（S12ADA）

1169 表27.1 A/Dコンバータの仕様　説明変更

1180 27.2.2 A/D コントロールレジスタ（ADCSR）　CKS[1:0] ビットの説明追加

1199 27.2.13 A/D サンプリングステートレジスタ（ADSSTR）　説明変更

1207 27.3.3 アナログ入力のサンプリングとA/D 変換時間　説明変更

1208 表27.9 AD変換時間　変更

1213 27.3.8 外部トリガによるA/D 変換の開始　説明変更

28. 10 ビットA/D コンバータ（ADA）

1219 表28.1 A/Dコンバータの仕様　説明変更

1227 28.2.3 A/D コントロールレジスタ（ADCR）CKS[1:0] ビットの説明変更

1232 28.2.7 A/D サンプリングステートレジスタ（ADSSTR）　説明変更

30. ROM（コード格納用フラッシュメモリ）

1251 30.2.2 フラッシュアクセスステータスレジスタ（FASTAT）　ROMAE ビットの説明変更

1275 表30.7 FCUコマンドのフォーマット　記号説明変更

1354～1386 32. 電気的特性　追加

1.10 2011.03.28 全体 レジスタシンボル表記の変更

全体 オンチップオシレータクロックの名称変更

全体 1ページサマリ　追加

1.概要

41 表1.3 製品一覧表　動作周波数変更

5. I/Oレジスタ

103 冒頭説明（1）I/Oレジスタアドレス一覧（アドレス順）　説明変更

106～136 表5.1 I/Oレジスタアドレス一覧　レジスタシンボルの変更

137～163 表5.2 I/Oレジスタビット一覧　変更

8. クロック発振機器

180 表8.1 クロック発生回路の仕様　変更

186 8.9.3 オンチップオシレータクロック（IWDTCLK）　説明変更

9. 消費電力低減機能
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1.10 2011.03.28 192 図9.1 モード遷移　注記7.変更

214 9.5.4.1 ディープソフトウェアスタンバイモードへの移行　注記変更

11. 割り込みコントローラ（ICU）

246 11.2.8 ノンマスカブル割り込みステータスレジスタ（NMISR）　説明変更

250～256 表11.4 割り込みベクタテーブル　変更

257 11.4.1.1 エッジ検出の割り込みステータスフラグ　説明変更

257 図11.2 エッジ検出の IRi.IRフラグの動作　変更

259 図11.5 レベル検出の IRi.IRフラグの動作　変更　

12. バス

269 12.2.6 制約事項　追加

13. データトランスファコントローラ（DTC）

299 13.4.6 チェーン転送　説明変更

14. I/Oポート

全体 ポートのレジスタシンボル変更

326 14.1.2.11 ポートファンクションレジスタG（PFGSPI）　ビット名変更

329 14.1.2.15 ポートファンクションレジスタM（PFMPOE）　ビット名変更

352 14.2.2.10 ポートファンクションレジスタG（PFGSPI）　ビット名変更

355 14.2.2.14 ポートファンクションレジスタM（PFMPOE）　ビット名変更

378 14.3.2.9 ポートファンクションレジスタG（PFGSPI）　ビット名変更

381 14.3.2.13 ポートファンクションレジスタM（PFMPOE）　ビット名変更

399 14.4.2.7 ポートファンクションレジスタG（PFGSPI）　ビット名変更

402 14.4.2.11 ポートファンクションレジスタM（PFMPOE）　ビット名変更

15. マルチファンクションタイマパルスユニット3（MTU3）

全体 MTU3のレジスタシンボル表記変更

456 15.2.8 タイマバッファ動作転送モードレジスタ（TBTM）　ビット説明変更

480、481 15.2.28 タイマ波形コントロールレジスタ（TWCRA、TWCRB）　ビット説明変更

518 図15.26 PWMモードの設定手順例　変更

572 図15.83 A/D変換開始要求ディレイド機能の設定手順例　タイトル変更

16. ポートアウトプットイネーブル3（POE3）

全体 MTU3のレジスタシンボル表記変更

17. 汎用PWMタイマ（GPT）

683 17.2.2 汎用PWMタイマハードウェア要因スタートコントロールレジスタ（GTHSCR）

ビット名変更

684 17.2.3 汎用PWMタイマハードウェア要因クリアコントロールレジスタ（GTHCCR）

説明追加

685、686 17.2.4 汎用PWMタイマハードウェアスタート要因セレクトレジスタ（GTHSSR）

説明追加

703 17.2.18 汎用PWMタイマコントロールレジスタ（GTCR）　アドレス変更、説明追加

19. ウォッチドッグタイマ（WDT）

824 19.5.1(1) TCNTカウンタ、TCSRレジスタ、RSTCSRレジスタへの書き込み　変更

825 19.5.1(2) TCNTカウンタ、TCSRレジスタ、RSTCSRレジスタからの読み出し　変更

20. 独立ウォッチドッグタイマ（IWDT）　

全体 オンチップオシレータクロック（OCOCLK）を（IWDTCLK）に変更

21. シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIb）

全体 スマートカードインタフェースモード時のレジスタシンボルをSMCIに変更

全体 章構成をモード別に分離
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1.10 2011.03.28 836 表21.1 SCIの仕様　注記追加

837 表21.2 SCI/SMCIの入出力端子　タイトルおよび内容変更

860 図21.5 SCIの初期化フローチャートの例（調歩同期式モード）　変更

861 図21.6  調歩同期式モードのシリアル送信時の動作例（8ビットデータ /パリティあり /1ス
トップビットの例）　変更

863 図21.8 調歩同期式モードのシリアル受信時の動作例（8 ビットデータ／パリティあり／ 1 ス
トップビットの例）　変更

868 図21.13 SCI の受信時の動作例（8 ビットデータ／マルチプロセッサビットあり／ 1 ストッ

プビットの例）　変更

872 図21.17 SCIの初期化フローチャートの例（クロック同期式モード）　注記追加

873 図21.18 クロック同期式モードのシリアル送信時の動作例　変更

874 図21.19 クロック同期式モードのシリアル送信のフローチャート例　注記追加

875 図21.20 クロック同期式モードのシリアル受信時動作例　変更

878 21.3 スマートカードインタフェースモード　分離および追加

894 図21.28 SMCI送信モードの場合の再転送動作（送信時の再転送動作）　変更

897 図21.31 SMCI受信モードの場合の再転送動作（受信時の再転送動作）　変更

900 21.4 ノイズ除去機能　説明変更

23. I2Cバスインタフェース（RIIC）

917 図23.2 入出力端子の外部回路接続例（I2C バス構成例）　変更

945 23.2.11 スレーブアドレスレジスタLy（SARLy）　ビット名変更

946 23.2.12 スレーブアドレスレジスタUy（SARUy）　ビット名変更

948 23.2.14 I2Cバスビットレートハイレベルレジスタ（ICBRH）　デューティ比説明変更

957、958 23.3.4 マスタ受信動作（5）（6）説明変更

959 図23.10 マスタ受信のフローチャート例（7ビットアドレスフォーマットの場合）　変更

961 図23.13 マスタ受信の動作タイミング（3）（RDRFS=0のとき）　変更

986 23.11.2 SCLクロック追加出力機能　説明変更

993 23.15.2 入力バッファコントロールレジスタの設定　説明変更

24. CANモジュール（CAN）

全体 CANレジスタのレジスタシンボル変更

997 表24.3 CANモジュールレジスタ構成　変更

1004 24.2.3 マスクレジスタ i（MKRi）　ビット名変更

1008 表24.5 メールボックスのメモリ配置　変更

1019、1020 24.2.9 受信FIFO制御レジスタ（RFCR）　ビット名変更

1043 24.2.24 (2) セルフテストモード0（外部ループバック）　説明変更

1055 24.7 受信／送信　説明変更

25. シリアルぺリフェラルインタフェース（RSPI）　

1071 25.2.5 RSPIデータレジスタ（SPDR）　ビット名変更

1072 25.2.6 RSPIシーケンス制御レジスタ（SPSCR）　説明変更

1107 表25.9 通常以外の転送の発生条件とRSPIエラー検出機能

1129 図25.36 スレーブモード時の初期化フロー例（クロック同期式動作）　変更

26. LINモジュール（LIN）

全体 LINのレジスタ名変更

1158 26.3.2 LIN動作モード　説明変更

27. 12ビットA/Dコンバータ（S12ADA）

全体 S12ADAのレジスタシンボル変更

1181 表27.3 A/Dコンバータの入力端子　注記変更
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1.10 2011.03.28 1195 27.2.5 A/D開始トリガ選択（ADSTRGR）　ビット説明変更

1206 27.2.12 コンパレータ割り込み選択レジスタ（ADCMPSEL）　b9シンボル変更

1222 27.5.1モジュールストップ機能の設定～27.5.9 ノイズ対策上の注意　順番入れ替え

1222 27.5.5 許容信号源インピーダンスについて　説明変更

– 27.5.6 高速変換を実現するためには　削除

1223 表27.10 アナログ端子の規格　変更

1224 27.5.8 ボード設計上の注意　説明追加

28. 10ビットA/Dコンバータ（ADA）

1228 表28.3 A/Dコンバータの入力端子　シンボル変更

1229 表28.4  A/Dコンバータのレジスタ一覧　シンボル変更

1232、1233 28.2.2 A/Dコントロール／ステータスレジスタ（ADCSR）　説明変更

– 28.6.10 高速変換を実現するためには　削除

30. ROM（コード格納用フラッシュメモリ）

1269 表30.4 各コマンド受け付け後のFCMDRレジスタの状態　変更

1304 表30.9 エラープロテクト一覧（ROM専用+ROM／データフラッシュ共通）　変更

1329 30.12 (4)書き込み／消去中のリセット　説明追加

31. データフラッシュ（データ格納用フラッシュメモリ）

1342 31.2.9 データフラッシュブランクチェック制御レジスタ（DFLBCCNT）　ビット表変更

1348 表31.5 FCUコマンド一覧（データフラッシュ関連）　変更

32. 電気的特性

1364 表32.3 DC特性 (2)　注記3変更

1369 表32.7 制御信号タイミング　変更

1371 表32.9 内蔵周辺モジュールタイミング（2）　変更

1377 図32.17 MTU3クロック入力タイミング　変更

1379 表32.13 10ビットA/D変換特性　変更

1380 表32.14 12ビットA/D変換特性　変更

1.20 2011.09.27 8. クロック発生回路

184 8.3.1 水晶発振子を接続する方法　変更

184 図8.3 水晶発振子の等価回路　変更

9. 消費電力低減機能

220 9.6.6 ディープソフトウェアスタンバイモードの移行と割り込みの競合　変更

11. 割り込みコントローラ（ICU）

230 表11.1 割り込みコントローラの仕様　変更

231 図11.1 割り込みコントローラーのブロック図　図中の信号名　変更

245 11.2.7 IRQコントロールレジスタn（IRQCRn）　説明変更

246 11.2.8 ノンマスカブル割り込みステータスレジスタ（NMISR）　説明変更

247 11.2.9 ノンマスカブル割り込み許可レジスタ（NMIER）　説明変更

262 11.5 ノンマスカブル割り込みの動作説明　説明変更

13. データトランスファコントローラ（DTC）

303 表13.10 DTCの実行サイクル　変更、注7追加

14. I/Oポート

334 表14.6 各ポートの出力許可設定一覧（112ピンLQFP）　PB0のRSPI設定変更

360 表14.13 各ポートの出力許可設定一覧（100ピンLQFP）　PB0のRSPI設定変更

377 14.3.2.8 ポートファンクションレジスタD（PFDGPT）　変更

385 表14.20 各ポートの出力許可設定一覧（80ピンLQFP）　PB0のRSPI設定変更

398 14.4.2.6 ポートファンクションレジスタD（PFDGPT）　変更
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1.20 2011.09.27 405 表14.27 各ポートの出力許可設定一覧（64ピンLQFP）　PB0のRSPI設定変更

408、409 14.5 入出力ポートの構成　追加

15. マルチファンクションタイマパルスユニット3（MTU3）

464、465 15.2.14 タイマシンクロレジスタ（TSYR）　TSYRAおよびTSYRBのシンボル変更

536 図15.39 相補PWMモードの設定手順例　変更

571 図15.81 バッファ転送を割り込み間引きと連動する設定（BTE[1:0] = 10b）にした場合の動

作例　変更

616 15.6.20 相補PWMモード、リセット同期PWMモードの出力レベル　説明追記

616 15.6.21 カスケード接続におけるMTU1.TCNT、MTU2.TCNT同時インプットキャプチャ

　説明追記

17. 汎用PWMタイマ（GPT）

682～684 表17.4 GPTレジスタ一覧　GTSOSのリセット後の値、初期値を変更

708 15.2.14 タイマシンクロレジスタ（TSYR）　アドレス変更

715 17.2.24 汎用PWM タイマコンペアキャプチャレジスタm（GTCCRm）　アドレス変更

717 17.2.31 汎用PWM タイマ出力ネゲートコントロールレジスタ（GTONCR）　初期値変更

725 図17.5 周期カウント動作設定例（ダウンカウント時）　変更

775 図17.60 ハードウェア要因による同時スタート設定例　変更

778 図17.63 同期PWM出力例　変更

779 図17.64 のこぎり波3相相補PWM出力　変更

780 図17.65 のこぎり波3相相補PWM出力例（デッドタイム自動設定）　変更

781 図17.66 三角波3相相補PWM出力　変更

782 図17.67 三角波3相相補PWM出力例（デッドタイム自動設定）　変更

783 図17.68 非対象三角波3相相補PWM出力例（デッドタイム自動設定）　変更

787 17.4.1 割り込み要因と優先順位（5）割り込み要因を同時使用する場合の注意事項　追加

790 図17.71 割り込み間引き機能の動作例（三角波、谷 /山両方をカウントして間引き、間引き回

数4の場合）　変更

791 図17.73 割り込み間引き機能の動作例（三角波、谷 /山両方をカウントして間引き、間引き回

数3、ダウンカウントで間引き開始の場合）　変更

21. シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIb）

844 21.2.1.6 シリアルコントロールレジスタ（SCR）　CKE[1:0]ビット説明変更

862 図21.5 SCIの初期化フローチャートの例（調歩同期式モード）注記追加

874 図21.17 SCIの初期化フローチャートの例（クロック同期式モード）注記追加

23. I2Cバスインタフェース（RIIC）

929、930 23.2.4 I2Cバスモードレジスタ2（ICMR2）　注記追加、ビット説明変更

962 図23.11 マスタ受信の動作タイミング（1）（7ビットアドレスフォーマット、RDRFS=0のと

き）　変更

962 図23.12 マスタ受信の動作タイミング（2）（10ビットアドレスフォーマット、RDRFS=0の
とき）　変更

963 図23.13 マスタ受信の動作タイミング（3）（RDRFS=0のとき）　変更

973 図23.25  7ビット /10ビットアドレスフォーマット混在時にAASyフラグが “1”/“0”になるタイ

ミング　変更

24. CANモジュール（CAN）

1061 表24.12 CAN割り込み一覧表　変更

25. シリアルペリフェラルインタフェース（RSPI）

1063 図25.1 RSPIのブロック図　変更

1092 図25.7 シングルマスタ /マルチスレーブの構成表（本LSI=スレーブ）　変更

1099 図25.15 MSBファースト転送（1）（24ビットデータ /パリティ機能無効）　変更
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1.20 2011.09.27 27. 12ビットA/Dコンバータ（S12ADA）

1195 27.2.4 A/Dコントロール拡張レジスタ（ADCER）　ビット説明追加

1222 27.3.6 プログラマブルゲインアンプ　説明追加

1227 27.5.7 アナログ電源端子他の設定範囲　変更

28. 10ビットA/Dコンバータ（ADA）

1253 28.6.7 アナログ電源端子他の設定範囲

30. ROM（コード格納用フラッシュメモリ）

1321 30.9.5（10）新ビットレート選択　ビットレート選択不可エラー　計算式変更

1332 30.12 （4）書き込み /消去中のリセット　変更

32. 電気的特性

1363 表32.1 絶対 大定格　注記変更

1373 表32.8 内蔵周辺モジュールタイミング（1）　入力クロックサイクル変更

1.30 2012.01.30 35 特長　パッケージラインナップ追加

1. 概要

36 表1.1 仕様概要（1/5）CPUの中央演算処理装置の説明文　追加

40 表1.1 仕様概要（5/5）　64ピンパッケージ追加

41 表1.2 RX62Tグループ機能比較表　64ピンパッケージ追加

43 表1.3 製品一覧表　64ピン型名変更

44 図1.1 型名とメモリサイズ・パッケージ　64ピン型名変更

45 図1.2 ブロック図　変更

49 図1.6 64ピンLQFPピン配置図　PLQP0064GA-A追記

2. CPU

65 2.1 特長　文章追加

84 2.6.1 固定ベクタテーブル　文章追加

84 図2.8 固定ベクタテーブル　変更8

5. I/Oレジスタ

108、109 表5.1 I/Oレジスタアドレス一覧（1/31）　MPU追加

132 表5.1 I/Oレジスタアドレス一覧（25/31）　GTSWPレジスタ追加

139～141 表5.2 I/Oレジスタビット一覧（1/27）　MPU追加

161 表5.2 I/Oレジスタビット一覧（23/27）　GTSWPレジスタ追加

9. 消費電力低減機能

206 9.2.7 ディープスタンバイインタラプトイネーブルレジスタ（DPSIER）　説明変更

213 9.5.1.1 スリープモードへの移行　説明追加

10. 例外処理

225 図10.1 例外事象の種類　変更

226 10.1.3 アクセス例外　追加

229 表10.1 受け付けタイミングと保存されるPC値　行追加

229 表10.2 ベクタとPC、PSWの退避場所　行追加

231 10.5.3 アクセス例外　追加

233 表10.3 例外処理ルーチンからの復帰命令　行追加

233 表10.4 例外事象の優先順位　表タイトル変更

233 表10.4 例外事象の優先順位　行追加

13. メモリプロテクションユニット（MPU）

279～300 追加
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1.30 2012.01.30 15. I/Oポート

435 図15.2 入出力ポートの構成（2）　変更

16. マルチファンクションタイマパルスユニット3（MTU3）

492 16.2.15タイマカウンタシンクロスタートレジスタ（TCSYSTR）　注1.変更

495 16.2.17タイマアウトプットマスタイネーブルレジスタ（TOER）　説明追加

497 16.2.18 タイマアウトプットコントロールレジスタ1（TOCR1A、TOCR1B）　注記変更

499 16.2.19 タイマアウトプットコントロールレジスタ2（TOCR2A、TOCR2B）　注記変更

508 16.2.28 タイマ波形コントロールレジスタ（TWCRA、TWCRB）　注記変更

510 16.2.29 タイマA/D変換開始要求コントロールレジスタ（TADCR）　注記変更

539 16.3.4 カスケード接続動作　説明追加

542 図16.24 カスケード接続動作例（c）　注記追加

574 16.3.8 相補PWMモード（j）相補PWM モードのPWM 出力生成方法　文章変更

625 図16.118　TGI割り込みタイミング（コンペアマッチ）（MTU5）　注記追加

17. ポートアウトプットイネーブル3（POE3）

673～701 注記および説明中、パワーオンリセット⇒リセットに変更

18. 汎用PWMタイマ（GPT）

707 表18.4 GPTレジスタ一覧　GTSWPレジスタ追加

720 18.2.10 汎用PWMタイマスタート書き込み保護レジスタ　追加

22. シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIb）

865 表22.1 SCIの仕様　注記削除

23. CRC演算器（CRC）

939 23.2.3 CRCデータ出力レジスタ（CRCDOR）　説明文変更

27. LINモジュール（LIN）

1177 27.2.12 送信制御レジスタ（L0TC）　RTSビットの説明変更

31. ROM（コード格納用フラッシュメモリ）

1359 31.12（2）書き込み／消去サスペンドによる中断　変更

1359 31.12（4）書き込み／消去中のリセット　変更

1359 31.12（5）書き込み／消去中のノンマスカブル割り込み禁止　変更

1359 31.12（7）書き込み／消去の異常終了　変更

1359、1360 31.12（8）書き込み／消去中の禁止事項　変更

32. データフラッシュ（データ格納用フラッシュメモリ）

1390 32.9（2） その他の注意事項　変更

33. 電気的特性

1400 表33.7 制御信号タイミング　注1、注3の注記変更

1401 表33.8 内蔵周辺モジュールタイミング（1）　入力および出力クロックサイクルmin値変更

付録2. 外形寸法図

1424 図E 64ピンLQFP（PLQP0064GA-A）　追加

1.31 2012.03.08 5. I/Oレジスタ

119 表5.1 I/Oレジスタアドレス一覧（12/31）　タイムアウト内部カウンタL、タイムアウト内部カ

ウンタU追加

149 表5.2 I/Oレジスタビット一覧（11/29）　TMWEビット、レジスタシンボルのTMOCNTLと
TMOCNTU　追加

9. 消費電力低減機能

223 図9.4ディープソフトウェアスタンバイモードのフローチャート例　変更
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1.31 2012.03.08 16. マルチファンクションタイマパルスユニット3（MTU3）

510 16.2.29 タイマA/D変換開始要求コントロールレジスタ（TADCR）　TADCR（MTU7)の注記

変更

546 16.3.5 PWM モード（2） PWM モード2　同期レジスタ⇒周期レジスタに変更

562 図16.39 相補PWM モードの設定手順例　キャリア⇒タイマに変更

574 16.3.8 相補PWM モード（j）相補PWM モードのPWM 出力生成方法

データレジスタ⇒コンペアレジスタに変更

576 16.3.8 相補PWM モード（k）相補PWM モードのデューティ比0%、100% 出力

データレジスタ⇒コンペアレジスタに変更

627 図16.120 TGI 割り込みタイミング（インプットキャプチャ）（MTU5）　注記追加

24. I2Cバスインタフェース（RIIC）

947 表24.3 RIICのレジスタ一覧　タイムアウト内部カウンタL、タイムアウト内部カウンタU追加

980 24.2.18 タイムアウト内部カウンタ（TMOCNT）　追加

982 図24.5 RIIC の初期化フローチャート例　変更

984 図24.6 マスタ送信のフローチャート例　変更

989 図24.10 マスタ受信のフローチャート例（7 ビットアドレスフォーマットの場合）　変更

993 図24.14 スレーブ送信のフローチャート例　変更

995 図24.17 スレーブ受信のフローチャート例　変更

31. ROM（コード格納用フラッシュメモリ）

1283 表31.1 ROMの仕様　変更

32. データフラッシュ（データ格納用フラッシュメモリ）

1362 表32.1 データフラッシュの仕様　変更

1363 図32.1 データフラッシュのブロック図　変更

2.00 2013.12.27 35 特長　変更

1. 概要

37～40 表1.1 仕様概要　変更　注1.　追加

41、42 表1.2 RX62Tグループ、RX62Gグループ機能比較表　変更

43～45 表1.3 製品一覧表　変更　注1.　追加

45 図1.1 型名とメモリサイズ・パッケージ　変更

50 図1.6 80 ピンLQFP ピン配置図（2 モータ制御対応版）　追加

61～63 表1.7 機能別端子一覧（80ピンLQFP：R5F562TxGDFF）　追加

2. CPU

83 2.4 データタイプ　変更

— 2.4.1 整数～2.4.4 ストリング　削除

— 図2.2 整数、図2.3 浮動小数点数、図2.4 ビット、図2.5 ストリング　削除

5. I/O レジスタ

112～139 表5.1 I/Oレジスタアドレス一覧　変更

140～169 表5.2 I/Oレジスタビット一覧　変更

8. クロック発生回路

186 表8.1 クロック発生回路の仕様　変更

189 8.2.2 発振停止検出コントロールレジスタ（OSTDCR）　OSTDF フラグ（発振停止検出フラ

グ）　変更

190 8.3 メインクロック発振器　変更

190 8.3.1 発振子を接続する方法　変更

9. 消費電力低減機能

197 表9.2 各モードにおける移行および解除方法と動作状態　変更
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2.00 2013.12.27 215 9.5.1.1 スリープモードへの移行　変更

216 9.5.2.1 全モジュールクロックストップモードへの移行　変更　注4.追加

11. 割り込みコントローラ（ICU）

267 11.4.5 多重割り込み　追加

267 11.4.6 高速割り込み　変更

272 11.7.2 MTU3 割り込みご使用時の注意事項　追加

272 図11.8 TSR 内ステータスフラグ状態　追加

273 図11.9 ソフトウェア回避策のフローチャート　追加

15. I/O ポート

393 15.3 80 ピンLQFP I/O ポート　変更

418～442 15.4 80 ピン(R5F562TxGDFF) I/O ポート　追加

443 15.5 64 ピンLQFP I/O ポート　変更

463 図15.1 入出力ポートの構成(1)　変更

464 図15.2 入出力ポートの構成(2)　変更

16. マルチファンクションタイマパルスユニット3（MTU3）

471 図16.2 MTU のブロック図（MTU5 ～ 7）　変更

521 16.2.15 タイマカウンタシンクロスタートレジスタ（TCSYSTR）　変更

598 16.3.8 相補PWM モード　(2) 相補PWM モードの動作概要　(g) PWM 周期の設定　変更

655 図16.119 TGI 割り込みタイミング（インプットキャプチャ）（MTU0 ～ 4、6、7）　変更

659 16.6.2 入力クロックの制限事項　変更

659 図16.124 位相計数モード時の位相差、オーバラップ、およびパルス幅　変更

663 16.6.9 TGR レジスタの読み出しとインプットキャプチャの競合　変更

663 図16.130 TGR レジスタの読み出しとインプットキャプチャの競合（MTU0 ～ 7）　タイトル

変更

— 図16.131 TGR レジスタの読み出しとインプットキャプチャの競合（MTU5）　削除

672 16.6.23 相補PWM モードの出力保護機能未使用時の注意事項　追加

673、674 16.6.24 相補PWM モード同期クリアするときの異常動作防止について　追加

673 図16.140 同期クリア例（条件1 の場合）　追加

674 図16.141 同期クリア例（条件2 の場合）　追加

675 16.6.25 コンペアマッチによる割り込み信号の連続出力　追加

675 図16.142 コンペアマッチによる割り込み信号の連続出力　追加

18. 汎用PWM タイマ（GPT/GPTa）

734 表18.1 GPTの仕様　変更

749 18.2.6 汎用PWM タイマ書き込み保護レジスタ（GTWP）　変更

751 18.2.8 汎用PWM タイマ外部トリガ入力割り込みレジスタ（GTETINT）　注1.　変更

755 18.2.11 LOCO カウントコントロールレジスタ（LCCR）　LPSC[1:0] ビット（LOCO 分周ク

ロック選択ビット）　変更

756 18.2.12 LOCO カウントステータスレジスタ（LCST）　注1.　変更

769 18.2.22 汎用PWM タイマ割り込み、A/D 変換開始要求間引き設定レジスタ（GTITC）　変更

771 18.2.23 汎用PWM タイマステータスレジスタ（GTST）　注1.　変更

775 18.2.26 汎用PWM タイマ周期設定レジスタ（GTPR）　説明変更

791 図18.7 Low 出力／ High 出力動作設定例　変更

793 図18.10 トグル出力動作設定例　変更

801 図18.20 GTCCRA レジスタ、GTCCRB レジスタのバッファ動作設定例（アウトプットコン

ペア時）　変更

808 図18.29 のこぎり波PWM モード設定例　変更

811 図18.31 のこぎり波ワンショットパルスモード設定例　変更

Rev. 発行日
改訂内容

ページ ポイント



R01UH0034JJ0200 Rev.2.00 Page 1496 of 1500
2013.12.27

RX62Tグループ、RX62Gグループ 改訂記録

開発中 暫定版
この資料は暫定版であり、今後変更することがあります。

2.00 2013.12.27 813 図18.33 三角波PWM モード1 設定例　変更

815 図18.35 三角波PWM モード2 設定例　変更

818 図18.37 三角波PWM モード3 設定例　変更

820 図18.39 デッドタイム付きコンペアマッチ値の自動設定機能の動作例（三角波PWM モード

1、GTDVU/D レジスタはバッファ動作、アクティブレベルは “High” の場合）　変更

820 図18.40 デッドタイム付きコンペアマッチ値の自動設定機能の動作例（三角波PWM モード

2/3、GTDVU/D レジスタはバッファ動作、アクティブレベルは “High” の場合）　変更

821 図18.41 デッドタイム自動設定機能の設定例（のこぎり波ワンショットパルスモード、三角

波PWM モード3 時）　変更

822 図18.42 デッドタイム自動設定機能の設定例（三角波PWM モード1/2 時）　変更

869 図18.93 山のバッファ転送でGTCCRA ≧ GTPR が設定された場合の出力保護機能の動作例

（山のバッファ転送で0<GTCCRA<GTPR に復帰、アクティブレベルは “Low” の場合）　変更

872 18.9.2 コンペアマッチ動作時のGTCCRn レジスタの設定（n ＝ A、B、C、D、E、F）　(3) 
のこぎり波ワンショットパルスモードでデッドタイムの自動設定を行っている場合　変更

874 18.9.5 PWM 遅延生成回路の遅延値設定に関する注意事項　追加

874 図18.96 GTDLYFA レジスタ設定タイミング制約　追加

22. シリアルコミュニケーションインタフェース（SCIb）

906 表22.1 SCIの仕様　変更

915 22.2.1.7 シリアルステータスレジスタ（SSR）　TEND フラグ（送信完了フラグ）　変更

925 22.2.1.10 シリアル拡張モードレジスタ（SEMR）　変更

926 22.2.2 調歩同期式モードの動作　変更

931 図22.6 調歩同期式モードのシリアル送信時の動作例（8 ビットデータ／パリティあり／ 1 ス
トップビットの例）　変更

24. I2C バスインタフェース（RIIC）

989、990 24.2.1 I2C バスコントロールレジスタ1（ICCR1）　変更

1021 24.2.18 タイムアウト内部カウンタ（TMOCNT）　変更

1023 図24.5 RIIC の初期化フローチャート例　変更

1025 図24.6 マスタ送信のフローチャート例　変更

1030 図24.10 マスタ受信のフローチャート例（7 ビットアドレスフォーマット、2 バイト以下の

場合）　追加

1031 図24.11 マスタ受信のフローチャート例 （7 ビットアドレスフォーマット、3 バイト以上の

場合）　変更

1033 図24.14 マスタ受信の動作タイミング（3）（RDRFS=0 のとき） 変更

1035 図24.15 スレーブ送信のフローチャート例　変更

1038 図24.18 スレーブ受信のフローチャート例　変更

1056 図24.37 スタートコンディション / リスタートコンディション発行動作タイミング（ST、RS 
ビット）　変更

1058 24.11.1 タイムアウト検出機能　変更

25. CAN モジュール（CAN）

1111 25.2.19 エラー割り込み要因判定レジスタ（EIFR）　BLIF フラグ（バスロック検出フラグ）　

変更

1117 図25.9 CAN 動作モード間の移行　変更

1119 表25.9 CANリセットモードとCAN Haltモードでの動作　変更

28. 12ビットA/Dコンバータ（S12ADA）

1296 28.4.1 A/D 変換の各A/D 変換終了時の割り込み要求　変更

1300 28.5.10   2チャネルスキャンモードとダブルデータレジスタ機能併用時の注意事項　追加

31. ROM（コード格納用フラッシュメモリ）

1340 31.2.8 フラッシュ P/E モードエントリレジスタ（FENTRYR）　変更
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2.00 2013.12.27 1359 図31.7 ROM リードモード移行フロー　変更

1391 31.9.5 問い合わせ設定ホストコマンド待ち状態　(10) 新ビットレート選択　変更

1393 31.9.5 問い合わせ設定ホストコマンド待ち状態　(11) 書き込み消去ステータス遷移　変更

32. データフラッシュ（データ格納用フラッシュメモリ）

1406 表32.1 データフラッシュの仕様　変更

33. 電気的特性

— 表の中の条件、Ta = -40 to +105°C→Ta = Tpor　変更

1436 表33.1 絶対 大定格　変更

1440 表33.3 DC特性 (2)　注3.　変更

1441 表33.5 許容消費電力　追加

1454 33.3.4 PWM 遅延生成回路タイミング　追加

1454 表33.14 PWM遅延生成回路タイミング　追加

1457 表33.17 プログラマブルゲインアンプ特性　変更

1461 表33.21 ROM（コード格納用フラッシュメモリ）特性（1）　変更

1461 表33.22 ROM（コード格納用フラッシュメモリ）特性（2）　追加

1462 表33.23 データフラッシュ（データ格納用フラッシュメモリ）特性（1）　変更

1462 表33.24 データフラッシュ（データ格納用フラッシュメモリ）特性（2）　追加
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